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及位の方言

高橋良雄





まえがき

（『及位の方言』より）

　『
の ぞ き

及位の方言』は，山形県最上郡真室川町大字及位地区にある方言を，私が生活の中で覚え，育まれ

て来たものを主にして収集したものである。

私は，退職後，昔話を収集し，これを「山形民話の会」誌に発表させて頂いたが，及位地区の昔話な

ので，方言に難解のものがあり，この方言を標準語訳して同誌に出して頂いたのが機になり，この方

言集をまとめることになったものである。

方言は，話し言葉なので，その地方の生活に密着しており，生活の種々のことが滲み出ていること

が分った。例えば，「ねばな」という語をみると，これはわらびの根から採った澱粉で，私の小さい頃，

不作でろくに米が穫れず，食料不足で，村人はわらびの根を山野に求め，これから澱粉をとり，「ねも

づ」といって，わらび団子を食べたものであった。さらに，村の行事に関する言葉があり，農林業語も

みな身近な言葉で，この地方の生活とは，切っても切れない言葉ばかりであり，方言も標準語化の波

に押され，また生活様式の変化，作業の進歩などにつれ，今はもう使われなくなった言葉が沢山出て

来ているが，これをただそのまま埋没させてしまうのは，余りにも惜しい気がして，収集を始めたの

であった。

私は，大正 3年当地に生れ，当地で育ち，農学校を卒業後検定をとり教員となったが，当地の小学
校を最後に，教員生活を 7年で退職し，農林省の林業試験場に 10年勤め，後営林署に移り，27年後
の昭和 51年 12月末退職したが，営林署勤務中は殆ど当地に住み，退職後も当地に在住しているもの
である。

このように語学には程遠い学歴であり，職務におり，方言の中で育ち，方言を使って生活して来たの

で，方言は十分承知しているつもりではおるが，語学にうとく，共通語などで，書かずものものもある

と思われるし，品詞や標準語訳，或いは分類などにも不適当なものが多々あるものと思われる。この

ようなものを世に出して汗顔の至りであるが，それらの点については，ご叱正を頂ければ幸甚である。

なお，この方言集をまとめるに当たっては，東京外語大学の井上史雄先生，並びに東京にお住まい

の金田章宏氏のご指導を賜り，また，方言に関する各種の文献を頂き，お陰さまでなんとか形を整え

ることが出来ましたが，浅学な私には，充分先生方の意に添える書き方が出来なかったことは，甚だ

申し訳なく，お許しを頂きたいと共に，ご親切なご指導を厚く御礼を申し上げます。

また，富山市の真田ふみ氏よりは，残り少ない貴重な著書「越中五箇山方言語彙」を 8巻もご送付
頂き，参考に供させて頂きましたことは，誠に有難く，深謝致します。さらにこの方言集の刊行に当

たっては，共栄印刷の涌井専務よりご協力を頂き，ここに御礼を申し上げます。

昭和 57年 11月　高橋良雄
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はじめに

（『続及位の方言』より）

　『及位の方言』集を出したが，その後まだまだ書き足らないことが分り，ここに『続及位の方言』集

を出版した次第である。

この度は見出し語は五十音順に並べ発音記号を付け，その訳語を書き，会話例を付けた。会話例を

付けたのは見出し語が会話の中でどう使われているかを示したもので，会話例によっていろいろの活

用形が出され，より多くの方言を理解して頂ける，と思ったからである。

なお，使い方に限定を受ける語もあるので，そのことも書き，動植物や器具名などは会話例を抜き，

そのものの説明を主体として書いた。

しかし，語学に浅い私なので，千葉大学非常勤講師をしておられる金田章宏氏の多大なご指導を賜

わり，また，川崎市のお住いの斎藤義七郎氏よりもいろいろアドバイスを賜わり，ここに心から感謝

するものであります。ただご指導を頂きながら，それを十分に活かすことが出来なかったことは誠に

申し訳なかったと思っております。

このような次第で，書き足りない点や未熟なところも多々あろうかと思われますので，そのような

点につきましては皆さまのご指摘ご指導を賜われば有難いと思います。

また，この出版にあたりましては，星和出版のご協力を頂き，ここに御礼申し上げます。
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本文





概説

金田章宏（千葉大学）

1. 山形県真室川町及位方言について
の ぞ き

及位方言は山形県の北東部、新庄市を中心とする最上地方のさらに北端の真室川町及位地区で話さ

れる方言である。地理的に、最上地方は西に酒田などがあり北前船によって関西地方と交流のあった

庄内地方、北に秋田県境が接し、JR及位駅を北に行くとすぐ県境に至る（図 1）。
最上方言は基本的には南東北方言に分類されるが、北東北方言に分類される庄内地方や秋田県に接

していることもあり、北東北方言的な要素も少なくない。

以下、特徴をいくつか羅列する。例はすべて民話資料１と２の高橋良雄氏による語りからである。な

お、民話資料の表記は当資料の編集委員で口承文芸研究者の野村敬子氏によって「語りに忠実な翻字」

と記されているが、これは高橋氏が『及位の方言』を 1枚 1枚の語彙カードから準備するなかで金田
と考えた表記法がもとになっている。以下の例では表記をひらがなからカタカナに改めた。

及位

図 1 山形県における及位の位置
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2. アクセントについて
アクセントについては、「新庄市以北に東京 I式（北奥式）アクセントが分布し、2音節名詞四・五

類の型の区別が語末母音の広狭に支配される特徴をもつ」（平山編 1997）とされる。

3. 音声音韻について
•母音は広いエを含む６母音（a、ï、ɯ̈、e、̝ɛ、o）である。
•有声母音に挟まれた無声子音は有声化しやすい。
•長さの単位は拍ではなく音節である（北東北方言に特徴的なシラビーム方言）。
•モノ [mono] の m が脱落する。

(1) a) ンメァ　オノ 「うまいもの」

b) アーユー　オンダ 「ああいうものだ」

•セと指示語ソ系の s が h に変化する。

(2) a) ヘナガ 「背中」

b) ノヘデ 「乗せて」

c) キガヘダド 「聞かせたそうだ」

d) ホノ　ヌマ 「その沼」

e) ホーシテ 「そうして」

•長母音や連母音の ai、ae、ui や撥音や促音は半拍以下になる。

(3) a) キダド 「聞いたそうだ」

b) メァノ　カガ 「前の奥さん」

c) ツダド 「着いたそうだ」

d) ミズ　ノデ 「水を飲んで」

e) コマテ　シマテ 「困ってしまって」

ただし、動詞語尾のルやレなどから変化した促音は 1拍を保つ。

(4) a) スッサゲァ 「するから」

b) スナッダ 「死なれた」

また、１音節名詞のハダカ形は長音化する。

(5) a) ズー 「じいさん」

b) テー 「手」

c) ター 「田」

d) スー 「巣」
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e) ナー 「名」

4. 語彙について
•秋田方言などにみられる指小辞のコがある。

(6) a) アネコ 「娘」

b) キズネコ 「狐」

c) カメコ 「瓶」

d) マメコ 「豆」

e) ウダコ 「歌」

f) オドリコ 「踊り」

•（西日本方言に通じる）庄内方言的語彙。

(7) オーギン「おおいに、たいそう」

5. 文法について
■ 主格、連体格のあらわれ方

•北東北方言に通じる特徴として、短母音名詞の主格は「が」と「は」の音声的対立がなく、ア（ー）
以外の長母音と短母音名詞のあとはアであらわれる。

(8) ズーア　クンナ　マズッタケド

「じいさんが来るのを待っていたそうだ」

(9) アネコア　アニア　デハッド　スグ

「嫁は夫が出かけるとすぐ」

(10) サガブ　コエア　スッケド

「叫ぶ声がしたそうだ）」

また、ア終わりと～ン終わりの名詞の主格はハダカ形であらわれる。

(11) オナゴノ　ダイジャ　イデァッタド

「女の大蛇がいたそうだ」

(12) オメァサン　クンベガテ

「あなたが来るだろうかと」

この点は、～ン終わりの名詞の主格にすべてガ形があらわれる北東北方言とは異なる。

•人 (相当)名詞の連体格も同様である。
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(13) オレァ　エノ

「おれの家の」

(14) サクゾア　エサ

「作蔵の家に」

(15) アネコア　テー

「娘の手を」

(16) サルア　ツラ

「猿の顔」

ア終わりと～ン終わりの人名詞ではハダカ形になる。

(17) ズサマ　エサ

「じいさんの家に」

(18) ツァツァ　ハラ　ナオシテ　クッデ

「お父さんの腹を治してくれて」

(19) サグゾサン　エサ

「作蔵さんの家に」

(20) オメァサン　エサ

「あなたの家に」

人名詞以外の連体格はノであらわれる。

(21) ワスノ　ヒヨコ

「鷲のひよこ」

(22) コスギヤマノ　ユエ

「甑山の上」

■ 対格のあらわれ方

•名詞の対格はハダカ形が基本で、まれに～バがあらわれる。

(23) ホエジョ　モテ　キテ

「包丁を持ってきて」

(24) マナグバ　ギョロギョロ　ヒカラヘデ

「目をぎょろぎょろ光らせて」
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■ 与格のあらわれ方

•与格的な意味の多くにサマ系のサがあらわれる。

(25) メガミサマサ　ダギズデ

「女神さまに抱きついて」

(26) ヤスマサ　エグ

「八島に行く」

(27) エサ　トメデ　モラテ

「家に泊めてもらって」

•人やものなどの存在にはニがあらわれる。

(28) アガサニア　オサダテ　ユウ　キズネア　イデ

「赤沢にはおさだというキツネがいて」

(29) サゲカワノ　オグニ　マンガリガテ　ユウ　ドゴ　アッテ

「鮭川の奥に曲川というところがあって」

(30) ホンタ　ゴド　ヨノナガニ　ネァベナ

「そんなことは世の中にないだろうな」

•受動的な動作の主体がエ、ニ (ン)であらわれる。

(31) テングエ　フットバサッダ

「天狗に吹き飛ばされた」

(32) トノサマノ　ケレァニ　タダガッデ

「殿様の家来に叩かれて」

(33) ヤスナ　オショニ　ナワ　トエデ　モラタドモ

「保名は和尚に縄を解いてもらったが」

(34) バゲオノン　サラワッダ

「化け物にさらわれた」

•時間の意味ではニがあらわれる。

(35) コーユー　ズギニ

「こういう時に」

•「～になる」の意味ではハダカ形があらわれる。
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(36) ホガノ　ダイジャダ　ヌス　ナテッサゲァ

「ほかの大蛇たちが主になっているから」

(37) ゴッツォ　ナテ

「ごちそうになって」

■ 人 (相当)名詞の斜格

•人 (相当)名詞の対格では形式名詞ド (ゴ)（ところ）を含むアドゴ（のところ）、与格ではアドサ
（のところに）、奪格ではアドカラ（のところから）があらわれる。

(38) アネムスメアドゴ　ギッツグ　デァデ

「姉娘をきつく抱いて」

(39) コンゾコアドゴ　ボカゲデ　エタケド

「小僧を追いかけて行ったそうだ」

(40) アネムスメアドサ～テ　ユウケド

「姉娘に～と言ったそうだ」

(41) ダレアドサモ　オヘネァデ

「だれにも教えないで」

(42) ワラスコアドサ～サヘデッカッタド

「子どもに～させていたそうだ」

(43) カンベーキズネアドカラ

「勘平狐から（ものを取る）」

•ア終わり名詞ではド (ゴ)になる。対格の例を(44)(45)に、与格の例を (46)に示す。

(44) アシノ　ワルイナドゴ　ツエデ　エテ

「足の悪いのを連れて行って」

(45) キズネダドゴ　クッコロサヘロ

「狐たちを食い殺させろ」

(46) ミナドサ

「みんなに」

■ とりたて

•「は」に相当するとりたてには、「というは」に由来するとみられるズアや、条件的なニュアンス
を伴なう「であれば」に由来するダバがあらわれる。
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(47) オヤコーゴーズア　スルオンダド

「親孝行はするものだってさ」

(48) コレダバ　トデモ　ダメダ

「これはとても駄目だ」

■ 意志・勧誘、推量

•意思と推量にはベシ系があらわれる。

(49) アグバリモ　モラテ　エグベ

「灰だけでももらって行こう」

(50) カゲデ　クエンベ

「かけてやろう」

(51) オモタアダベ

「思ったのだろう」

(52) オーエゲテ　アンベ

「大池ってあるだろう」

•勧誘にはベシ系のほかに西日本的な庄内地方とおなじム系があらわれることがある。

(53) コシェァデ　クーベヤ

「作って食べようね」

(54) オレァ　エサ　エゴ

「おれの家に行こう」

(55) オレァドゴモ　ツデ　エゴ

「おれ (を)も連れて行こうよ：依頼」

•推量の丁寧形は、南東北方言では多く推量ベにていねい助辞のスがつくが、ここでは逆の（共通
語と同じタイプで）丁寧形＋推量ベとなる。

(56) ドッツデスベ

「どっちでしょう？」

(57) キアシタベ

「来たでしょう？」
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■ 動詞のテンス

• 東北の広い地域で（第二）過去形のシタッタ形がみられるが、ここではシテァッタ形であらわ
れる。

(58) ヌマノ　ソバサ　エテァッタド

「沼のそばに行ったんだそうだ」

•存在動詞や継続相のアクチュアルな現在と過去は、南東北方言では多く（シテ）イダ、（シテ）イ
ダッタが使用されるが、ここでは過去にイデァッタが使用される。

(59) キッタ　キッタ（＜キテダ）。

「来てる、来てる！」

(60) ～テ　ユウ　シトア　イデァッタド

「～という人がいたそうだ」

～テァッタは～タッタに融合するまえの北東北方言的な語形である。

•山形県の庄内地方をのぞく地域で、形容詞の過去語尾を使用した動詞のカッタ形が使用され、過
去の習慣などをあらわす。

(61) ワラスコアドサ～サヘデッカッタド

「子どもに～させていたそうだ」

(62) イズデモ　オモテッガッタド

「いつでも思っていたそうだ」

■ その他

•可能表現の肯定におもには～スルエが使用される。

(63) ゴッツォ　クーエ

「ごちそうが食べられる」

(64) ナンズシタラ　ザッコツリアドカラ　ツリザオ　トルエベドモテ

「どうしたら魚釣り (の人)から釣竿を盗れるだろうと思って」

(65) ラクン　ヘァルエガッタベチャヤナ

「楽に入れただろうよね」

(66) デハラエッゴッタラ

「出られるようなら：可能動詞」
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•可能表現の否定には可能動詞の否定形が使用される。

(67) ンメ　オノ　カンネァグ　ナテ　シマタハ

「おいしいものを食べられなくなってしまったよ」

(68) ソドサ　デハランネァグ　ナテ　シマタケドハ

「外に出られなくなってしまったそうだ」

(69) メヘランネァ

「見せられない」

•伝聞にはトイウモノに由来するジュオン／ズオンが使用される。

(70) キタジュオン

「来たそうだ」

(71) デハテ　コネァズオン

「出てこないそうだ」

•（西日本方言に通じる）北東北方言的な特徴として、原因理由にサカイ系のハゲァ（ッサゲァ）が
使用される。

(72) ンダオンダハゲァ

「そうなものだから＝それで」

(73) テンサ　ノボッサゲァ

「天に上るから」

•「はや」が終助辞化したり間投助辞化したりしてハになり、語義を保った「もうすでに」（命令文
では早く～しろ）という気持ちや単なる強意の意味で使用される。

(74) ンメ　オノ　カンネァグ　ナテ　シマタハ

「もうおいしいものが食べられなくなってしまった」

(75) ヒルマダハー

「もうお昼だよ！」

(76) ママ　ケハ

「はやくご飯を食べろ」

(77) アー　オカネァハ

「ああ、怖い！」

(78) アッツコッツ　ヤゲド　シテハ
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「あちこちやけどをしてもう」

•第二形容詞の連体形がナではなくダであらわれる。

(79) メンゴゲダ　アネコ

「きれいな娘」

(80) リゴダ　キズネ

「利口な狐」

(81) イダソダ　ドゴ

「いそうなところ」

6. 先行研究と資料
最上方言にふれた先行研究のおもなものは以下のとおりである。１と２は本書が収める及位方言の

辞典である。４と５は及位方言のテンス語形について言及している。民話資料７と８は高橋氏が語った

り収集した民話からなるもので、発音に忠実に文字化されおり、基礎資料としてきわめて貴重である。

辞典類

1. 高橋良雄『及位の方言』私家版、1982年
2. 高橋良雄『続及位の方言』私家版、1987年

先行研究

3. 飯豊毅一・日野資純・佐藤亮一編『講座方言学 4 北海道・東北地方の方言』国書刊行会、1982年
4. 金田章宏「東北方言の動詞のテンス―山形県南陽市」『琉球方言と周辺のことば』千葉大学教養部、

1983年、pp.107-133
5. 金田章宏「山形方言の動詞のテンス」『国文学解釈と鑑賞』至文堂、1984年 1月、pp.51-62
6. 平山輝男編集代表『日本のことばシリーズ６　山形県のことば』明治書院、1997年

及位地区の民話資料

7. 真室川町の昔話編集委員会『真室川町の昔話 I（及位編１）』真室川町教育委員会、1991年。303頁
8. 真室川町の昔話編集委員会『真室川町の昔話 II（及位編２）』真室川町教育委員会、1991年。357頁

このほかに、及位地区以外の真室川町の民話資料が『真室川町の昔話 III～IV』に収められている。
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凡例
セリック・ケナン（国立国語研究所）

大島一（国立国語研究所）

1. 概要
本書は高橋良雄著の『及位の方言』（私家版・1982年）と『続及位の方言』（私家版・1987年）を電

子化して一冊にまとめたものである。合計で 7,535用例を含む 6,909項目が収録されている。

2. 編集方針
原文をできるだけ忠実に保ちながら、方言辞典の形に整えるよう、元の体裁にいくらかの変更を施

した。変更の主要な点は以下の通りである。

■ 原文の明らかな誤字・脱字は修正した。
■『及位の方言』と『続及位の方言』で重複している項目は 1つの項目に纏めて掲載した。
■ ローマ字表記を IPA表記に改めた。
■ 意味記述は適切なデータ構築のため「相当語」と「解説」と分けることに努めた。その際、意味
記述の内容を変えない範囲で原文を変えた箇所がある。

■「などのように使う」などで導入されている用例は導入の部分を削除して用例として掲載した。
■ 読みやすさのため、用例に番号を自動的に振って、また方言の部分に文節区切りの分かち書き
を徹底した。

■「ともいう」などで導入されている発音の揺れ・類似語は導入の部分を削除して掲載した。

3. 見出し項目
見出し項目は仮名表記、音声記号、品詞、範疇、意味記述、用例、発音の揺れ・類似語、備考、出典

から構成されている。

4. 仮名表記
仮名表記は原文のままである。原文の表記では、破裂・破擦の有声音と破裂・破擦の前鼻音、およ

びカ行の有声音と鼻濁音が区別されていないことに注意されたい。

5. 音声記号
『及位の方言』と『続及位の方言』で使われるローマ字記号は IPA（国際音声記号）交じりの音素表
記となっている。なお、両書の間で同じ音素に対して異なる記号が使われる。『及位の方言』は音声的

実体を重視して記号を選んでいるのに対して、『続及位の方言』は標準語との対応を重視して記号を選

んでいる。学術的な価値を考え、『及位の方言』の方針に基づきローマ字表記を IPA記号で統一して
掲載した。すなわち、『続及位の方言』の i、u、eを ï、ɯ̈、e̝に機械的に置き換えた。なお、標準語の
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「せ」のオンセットの子音に対応し、『及位の方言』では h̃と書かれた音声は及位を調査地点としてい
る LAJ7（『日本言語地図』第七図）と LAJ8（同第八図）を参考にして çに改めた（この音声は『続
及位の方言』では全て hと書かれており、そのままにしたが、元のハ行と発音が違う可能性がある）。

6. アクセント
アクセントは基本的に書かれていないが、単語の高音部が「〇」でマークされる項目がある。原文

通りにその記号を踏襲した。

7. 品詞
3,240項目に対して品詞の情報が記されている。品詞情報は『及位の方言』『続及位の方言』のまま

にしたが、略号を『続及位の方言』の方針に従って統一した。品詞とその略号は次の通りである。

名詞（名）、代名詞（代）、動詞（動）、自動詞（自）、上一段自動詞（上一自）、下一段自動詞（下一

自）、下一段他動詞（下一他）、下一段自動詞・他動詞（下一自他）、四段自動詞（四自）、四段他動詞

（四他）、四段自動詞・他動詞（四自他）、四段他動詞・自動詞（四他自）、サ変型自動詞（サ変自）、ス活

用型自動詞（ス自）、ス活用型他動詞（ス他）、ス活用型自動詞・他動詞（ス自他）、ス活用型他動詞・

自動詞（ス他自）、トス活用型自動詞（トス自）、形容詞（形）、ノダナ、ナ名ノ、ダナ、ナ副ノ、トタ

ル、副詞（副）、感動詞（感）、派生形（派生）、連体詞（連体）、接続詞（接）、助動詞（助動）、とりた

て助動詞（とりたて助動）、助詞、格助詞（格助）、副助詞（副助）、係助詞（係助）、間助詞（間助）、終

助詞（終助）、接続助詞（接助）、接頭辞、接尾辞、連語。

8. 範疇
いくつかの項目に対して、次の範疇、すなわち、強調語（強調）、俗語、卑語、卑称、仏教（仏）、幼

児語、俚諺の情報が付与されている。

9. 意味記述
意味記述は対応する標準語（いわゆる「相当語」）と、項目によってはその意味を説明する解説から

なる。なお、適切な標準語がない場合は、当該形の解説のみが掲載されている。

10. 用例
項目に対する用例は【例】で導入されている。

11. 発音の揺れ・類似語
発音の揺れ、または当該項目の類似語は［同］で示した。

12. 備考
いくつかの項目に対して、用例の後に追加の情報を記した備考が記されている。

13. 出典
本書がそのままの翻刻ではないため、各項目に対して元の出典を示した。すなわち、［及 124］［続

124］などのように、元の出典（及＝『及位の方言』、続＝『続及位の方言』）と該当項目の掲載頁を記
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した。

14. 逆引き
『及位の方言』と『続及位の方言』には逆引き（標準語引き）がなかったのを補って、逆引きを作成

して掲載した。逆引きの各項目は標準語の読み、標準語の表記、対応する方言形から構成されている。
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仮名・発音記号一覧

あ い う え お あぇ
a ï ɯ̈ e̝ o ɛ
か き く け こ かぇ きゃ きゅ きょ
ka kï kɯ̈ ke̝ ko kɛ kja kjɯ̈ kjo
が ぎ ぐ げ ご がぇ ぎゃ ぎゅ ぎょ
ga gï gɯ̈ ge̝ go gɛ gja gjɯ̈ gjo
が ぎ ぐ げ ご がぇ ぎゃ ぎゅ ぎょ
ŋa ŋï ŋɯ̈ ŋe̝ ŋo ŋɛ ŋja ŋjɯ̈ ŋjo
さ し す せ そ しぇぁ しゃ しゅ しぇ しょ
sa sï sɯ̈ se̝ so sɛ ʃa ʃɯ̈ ʃe̝ ʃo
ざ じ ず ぜ ぞ じゃ じゅ じぇ じょ
dza dzï dzɯ̈ dze̝ dzo dʒa dʒɯ̈ dʒe̝ dʒo
た て と
ta te̝ to
つぁ ち つ つぇ つぉ ちゃ ちゅ ちぇ ちょ
tsa tʃï tsɯ̈ tse̝ tso tʃa tʃɯ̈ tʃe̝ tʃo
だ で ど だぇ
da de̝ do dɛ
は ひ へ ほ ひゃ ひゅ へ ひょ
ha çï he̝ ho ça çɯ̈ çe̝ ço
ふぁ ふぃ ふ ふぇ ふぉ
ɸa ɸï ɸɯ̈ ɸe̝ ɸo
ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ ぱぇ ぴゃ ぴゅ ぴょ
pa pï pɯ̈ pe̝ po pɛ pja pjɯ̈ pjo
ば び ぶ べ ぼ ばぇ びゃ びゅ びょ
ba bï bɯ̈ be̝ bo bɛ bja bjɯ̈ bjo
ま み む め も まぇ みゃ みゅ みょ
ma mï mɯ̈ me̝ mo mɛ mja mjɯ̈ mjo
や ゆ よ
ja jɯ̈ jo
ら り る れ ろ らぇ りゃ りゅ りょ
ra rï rɯ̈ re̝ ro rɛ rja rjɯ̈ rjo
わ ん ー っ 前鼻音 鼻母音
wa ɴ ː （子音を重ねる） ⁿ◌ ◌̃
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あおおの

　

—あ—

あ ［助詞］ が。の。は。［及 109］

【例 1】とげあ　九時ん　なたはげぁ　けぁるは
「時計が九時になったから、もう帰へるよ」

【例 2】〇〇あ　えた　どごあ、東京だど
「〇〇の行った所は、東京だそうだ」

【例 3】〇〇あ　まづさ　えたあだ
「〇〇は町に行ったんです」

あいてぁー [aïtɛː] 相対。［続 1］

【例】 しとの　いっどごでぁ　んまぐねぁはげぁ、おめぁど　あいてぁーずぐで　はなす　すんげ

「人の居る所ではうまくないから、君と相対ずくで話をしようよ」

あいみたげぁー [aïmïtaŋɛː] 相見互い。［続 1］

【例】 おらだ　となりどうしの　ひゃくしょだおん、あいみたげぁーん　たすけあて　えぐべや

「俺達は隣り同士の百姓だもの、相見互いに助け合って行こうよ」

あいめぁー [aïmɛː] ［ダナ］ 瞹昧。［続 1］

【例】 ほげぁた　あいめぁーだ　ごど　ゆたて　わがらねぁはげぁ、はっきり　ゆてみろ

「そんな瞹昧なことをいったって分らないから、はっきりいってみろよ」

あえこ みやまいらくさ。いらくさ科の植物で、山菜。［及 80］

【例】 あえこ　とりん　えて　くる

「みやまいらくさを採りに行って来ます」。「えぁこ」ともいっている。」

あお 木槌。木製の大槌。［及 62］

【例】 くえ　ぶづな　あお　もて　きてくんねぁが

「杭を打つ大きな木槌を持ってきてくれませんか」

あおえ 青い。［及 18］

【例】 おぎなわの　海あ　とでも　あおえがった

「沖縄の海はとても青かった」

あおおの 山菜。［及 36］

【例】 あおおのあ　出んなも、もすこすだなは

「山菜が出るのも、もう少しだな」
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あおくせぁ

あおくせぁ [aokɯ̥̈sɛ] ［形］ 青臭い。［続 1］

【例】 まだ　あおくせぁ　かんめぁして、なに　なまえぎだ　ごど　ゆてんなだ

「まだ青臭いくせして、何を生意気なことをいってるんだ」

あおしし かもしか。うし科の哺乳動物。［同］あおすす。［及 80］

【例】 あおししあ　とらんねぁ　動物だど

「かもしかは保護動物だそうだよ」

あおずれ [aoⁿdzɯ̈re]̝ ［形］ 青白い。［同］あおずろえ。［続 1］

【例】 〇〇さん　はえびょうだつけあ、ほうゆえば　つらも　あおずれおんな

「〇〇さんは肺病だそうだが、そういえば、顔も青白いもんな」

あおすんご [aosɯ̈ɴŋo] 青信号。［続 1］

【例】 おうだんほどう　わだっずぎあ、あおすんご　なてがら　わだれよ

「横断歩道を渡る時は、青信号になってから渡りなさいよ」

あおだづ 青立ち。穂の実らない稲。［及 68］

【例】 こどしあ　さみ　としで　あおだづばり　よげだ

「今年は、寒い年で、青立ちばかり多いね」

あおづげ 山菜の塩漬。冬に備えて山菜を塩蔵しておくもの。［及 36］

【例】 今日あ、あおづげでも　出して、納豆汁　すんべ

「今日は山菜の塩漬でも出して、納豆汁をしよう」

あおっぽえ [aoppoe]̝ ［形］ 青っぽい。［同］あおぽす。あおっぽす。［続 1］

【例】 おめぁどさだば、ほの　あおっぽえなより　こっつんな　にやうな

「お前になら、その青っぽいのより、こっちのが似合うね」

あおにせぁー [aonïsɛː] 青二才。［続 1］

【例】 けっつの　あおみも　とんねぁ　あおにせぁーの　くへん　ない　ゆてんなだ

「尻の青味も取れない青二才のくせに、何をいってるんだ」

あおのろす 青大将。蛇。［及 80］

【例】 あおのろすあ　にょろにょろど　ではて　来たけ

「青大将が、にょろにょろと出て来たつけ」

あおばこ 青豆。熟すと緑色になる大豆。［及 80］

【例】 あおばこも　すこす　ゆえで　おぐべ

「青豆も少し植えておこう」

あおびっき [aobïkkï] 雨蛙。［及 80］

【例】 よんま　あおびっきあ　えん　ながまで　へぁて　来たけ

「夜、雨蛙が、家の中まで入って来たつけ」

あおべぁ [aobɛ] 青蝿。きんばえ、おおくろばえなどの青色をした蝿の総称。［及 80］
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あがひ

【例】 いながな　おんだはげぁ　あおべぁまで　えん　ながさ　へぁて　くる

「田舎なものですから、青蝿までが家の中へ入って来るんですよ」

あおみづ やまときほこり。いらくさ科の植物で山菜。［及 80］

【例】 あおみづあ　つけおのどが、すのおのなのして　くうど　んめぁな

「やまときほこりは、漬物とか、酢の物になんかして食べるとうまいな」

あがき [agakï] 桑の品種名で、あかぎ（赤木）という。［及 68］

【例】 あがきていう　かぁ　まだ、みな　大木だ　おんだな

「あかぎという桑はみな大木なもんだな」

あがぎり [agaŋïrï] あかぎれ。これは、寒さのために手足の皮が裂けたものをいう。炊事なんか
の水仕事をする女の人に多かったが、今は殆んど見られなくなった。［続 1］

あがこ [agako] 赤子。［同］あがこおぼご。あがむし。［及 1］

【例】 ほら、あがこあ　ねぁっだぞ

「ほら、赤子が泣いているよ」

あがし [agasï] ［名］ 灯り。［及 109］

【例】 あがし　つけろは

「もう灯りをつけなさい」

あがすんご [agasɯ̈ɴŋo] 赤信号。［続 2］

【例】 あがすんごん　ずぎあ、ぜってぁん　わだんなよ　くるまに　ひがえっさげぁな

「赤信号の時は、絶対に渡るなよ、車にひかれるからな」

あがつず [agatsɯ̈dzɯ̈] 赤土。［続 2］

【例】 こごらあだりあ　あがつずで　やへでっさげぁ、くれつず　きゃぐどすっど　えな

「この辺は赤土でやせているから、黒い土を客土するといいね」

あがっぱな [agappana] 赤鼻。鼻の先の赤いもの。［続 2］

【例】 〇〇あ　さげずぎで、さげばり　のでっさげぁ、あがっぱなん　なたあだど

「〇〇は酒好きで、酒ばかり飲んでるから、赤鼻になったんだそうだ」

あがどり [agadorï] 替え襟。肌着、布団などの替え襟。［及 54］

【例】 あがどりあ　あんまりよごんねぁ　うづん　とけぁろよ

「替え襟の余りよごれない内に取り替えなさい」

あがどり [agadorï] 汗取り。肌着の短かいもの。［同］あへどり。［続 2］

【例】 えまだば　きおのなの　きねぁはげぁ、あがどりなの　つかわねぁなは

「今なら着物なんか着ないから、汗取りなんかもう使わないね」

あがひ [agaçï] 日中。陽。太陽。［及 100］

【例】 この　あがひ　てでっずぎ　ひるねが

「この日中に昼寝かい。この陽の照っている時に昼寝かい」
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あがむぐれ

あがむぐれ [agamɯ̈gɯ̈re]̝ 生れたての動物。生れてまだろくにもの生えない赤ん坊の鳥獣。［及
80］

【例】 すずめの　あがむぐれあ　んまっでだけ

「雀の赤ん坊が生れていたっけ」

あがめてぁ [agamet̝ɛ] ［名］ あかんべ。あかんべい。［及 109］

【例】 おめぁどさなの　くんねぁ、あがめてぁだ

「お前になんかくれないよ、あかんべだ」

この語には「あがめてぁはだげる―あかんべいをする」、「あがめはだげる―あかんべいをする」な

どの使い方がある。

あがらむ [agaramɯ̈] ［動］ あかるむ。赤くなる。［及 109］

【例 1】夜あげあ　ちっけぁおん、そんま　空　あがらむは
「夜明けが近いもの、もうじきに空があかるむよ」

【例 2】さげ　飲むど　そんま　つら　あがらむなだ
「酒を飲むと、すぐ顔が赤くなるんです」

あがり [agarï] ［名］ 灯り。明るい。［及 18］

【例 1】くれぁぐ　なたはげぁ　あがり　つけろは
「暗くなったから、もう灯りをつけなさい」

【例 2】こにゃ　まんげづだはげぁ　あがり　こど
「今夜は満月だから、明るいね」

あがりかまじ [aŋarïkamadzï] 式台。玄関の低い板敷の所。［同］どんぎ。［及 45］

【例】 おぎゃくさま　くっさげぁ　あがりかまじの　あだり　きれん　しておげよ

「お客さまが来るから、式台の辺を奇麗にしておきなさいよ」

あがる [aŋarɯ̈] ［動］ 召しあがる。［及 36］

【例】 あのしとあ　ふぎなの　あがんべが

「あの人は、蕗なんか召し上がるでしようか」

あがる [aŋarɯ̈] ［動］ やがる。［及 109］

【例】 こえて　いうなに　まだほごに　いあがる

「来いというのに、まだそこに居やがる」

あがる [aŋarɯ̈] ［動］ 参る。登る。入る。［及 109］

【例 1】遠慮なぐ　あがりあした
「遠慮なく参りました」

【例 2】あの山さ　あがるえが
「あの山に登れるかい」

【例 3】おえ　えま　あがる
「はい、今入ります」
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あぎぽえ

あぎあげ [agïage]̝ 稲の収穫。［及 68］

【例】 稲　乾してつずぎ、雨　あっづぐど、あぎあげ　半作だていう　おんだ

「稲を乾している時、雨が続くと、稲の収穫は半作にしかならない、というものだよ」

あぎあげ [agïaŋe]̝ 収穫。特に稲の収穫をいう。これは、秋まで天候に恵まれて、稲が順調に生
育しても、収穫期に雨が続くと「あぎあげあ　はんさぐだ＝収穫は半作だ」という使い方をしてい

る。［続 2］

あぎがじぇ [agïgaⁿdʒe]̝ 秋風。［及 100］

【例】 肌　さみくて　すっかり　あぎがじぇだなは

「肌寒むくて、もうすつかり秋風だね」

あきさが [akïs̥aga] 秋。秋の頃。秋が盛りの頃。［及 100］

【例】 旅行　えたな、去年の　あきさがでぁったな

「旅行に行ったのは、去年の秋の盛りの頃だったな」

あきさごろ [akïs̥aŋoro] 秋頃。［続 2］

【例】 なしてなんだが、あきさごろ　なっど、おれぁ　いっつも　かじぇ　ひぐなよ

「どうしてなのか、秋頃になると、私は何時も風邪をひくんだよ」

あぎたりねぁ [agïtarïnɛ] ［連語］ 飽き足りない。［及 109］

【例】 こればり　くたて、あぎたりねぁんだはげぁ

「こればかり食ったって、飽き足りないんだから」

あぎたんねぁ [agïtaɴnɛ] ［連語］ 飽き足りない。［同］あぎたりねぁ。［続 2］

【例】 これぁ　んめぁ、これだば　なんぼ　くたて　あきたんねぁよだ　おんだ

「これは美味い、これなら幾ら食べても飽き足りないようなもんだね」

あぎつ [agïtsɯ̈] 空き地。［続 2］

【例】 わらしたずの　あすびばん　するよだ　あぎつあ　ねぁ　おんだべが

「子供らの遊び場にするような空地がないものだろうか」

あぎど [agï(ⁿ?)do] 商人。［同］あぎよど。［及 77］

【例】 あぎども　さまざま　ある　おんだ

「商人もさまざまあるものだね」

あぎねぁ [agïnɛ] ［名］ 商い。［及 109］

【例】 あぎねぁも　らぐんねぁ　おんだ

「商いも、楽じゃないもんだよ」

あぎび [agïbï] あけび。当地には、みつばあけびだけしか自生していない。みつばあけび。［及 80］

【例】 〇〇ちゃん、あぎび　とりん　えがねぁが

「〇〇ちゃん、あけびをとりに行きませんか」

あぎぽえ [agïpoe]̝ ［形］ 飽きっぽい。飽きやすい。［続 2］
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あぎらめる

【例】 この　わらすあ　だれん　にだ　おんだが、なに　さへだて　あぎぽえなよ

「この子は誰に似たものなのか、何をさせたって飽きっぽいんだよ」

あぎらめる [agïramer̝ɯ̈] ［動］ 諦める。［及 110］

【例 1】ほんたごどあ　さっさど　あぎらめる　おんだ
「そんなことは、さっさと諦めるもんだよ」

【例 2】あぎらめらんねぁ
「諦められない」

【例 3】あぎらめんべ
「諦めるだろう」

あぎる ［動］ 飽きる。［及 18］

【例】 本場のスコッツ　あぎる程　のみでぁな

「本場のスコッチを飽きる程飲みたいな」

あぎる [agïrɯ̈] ［動］ 飽きる。［及 110］

【例 1】まえにづ　くうど　あぎるな
「毎日食うと飽きるね」

【例 2】あぎらっだ
「飽きられた」

【例 3】あぎんだはげぁ
「飽きるんだから」

あぎれげぁる [agïreg̝ɛrɯ̈] ［動］ 呆れ返る。［及 110］

【例】 あぎれげぁて、ものも　ゆえねぁ

「呆れ返えって、ものもいえないよ」

あくしゅぎ [akɯ̥̈ʃɯ̈ŋï] はなひりのき。これは、つつじ科の落葉低木で、この葉を粉末にしたも
のが鼻に入ると、「あくしゅん＝くしゃみ」の出るところからこの名がある。また粉末を便所に入

れると、蛆が死ぬので「うずころす＝蛆殺し」の別名がある。［続 3］

あくしゅん [akɯ̥̈ʃɯ̈ɴ] くしゃみ。［及 13］

【例】 かじぇ　ひだんねぁが、あくしゅんなのばり　して

「風邪をひいたんじゃないか、くしゃみなんかばかりして」

あぐすず [agɯ̈sɯ̈dzɯ̈] 悪質。［続 3］

【例】 つかごろあ　あぐすずだ　ものうりあ　くっさげぁ　きぃつけねぁんねぁな

「近頃は、悪質な物売りが来るから、気を付けないといけないな」

あぐだし [agɯ̈dasï] ［名］ あくぬき。山菜などのあくを拔くこと。［及 110］

【例】 わらびずあ　あぐだし　しねぁど　かんねぁ　おんだ

「わらびというものは、あくぬきをしないと、食べられないもんだよ」
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あげぁ

あぐでぁ [agɯ̈dɛ] ［名］ 悪態。悪口。［及 110］

【例】 ほんげぁ　あぐでぁ　つく　おんでねぁ

「そんなに悪態をつくもんじゃないよ」

あぐでぁもぐでぁ [agɯ̈dɛmogɯ̈dɛ] 悪口の限り。［同］あこもこ。あっこもっこ。［続 3］

【例】 まず　あのばさまだば、おれぁどさ　あぐでぁもぐでぁ　つで　えぐなだぜぁ

「まぁ、あの婆さんたら、私に悪口の限りを吐いて行くんだよ」

あぐど 踵。［及 9］

【例】 あぐどさ　そごまめ　出で、いでぁくて

「踵にそこまめが出て、痛たくてね」

あぐどかげ [agɯ̈dokage]̝ かかとをおおう布。冬作業に出る時、かがとを布で覆て出た、その
布。［及 55］

【例】 あぐどかげ　きっだはげぁ　べづんな　ぬてころ

「かがとにかける布が切れたから、別のを縫ってくれ」

あぐとす [agɯ̈tosɯ̈] 灰通し。いろりの灰をふるう道具。［及 45］

【例】 ゆるりの　あぐとす　どさ　やた

「いろりの灰通しを何所へやった」

あぐまぎ [agɯ̈magï] 灰撒き。これは、早春苗代の消雪のため灰を撒く作業をいう。また、灰の
代りに土を撒くこともあり、これを「つずまぎ＝土撒き」といっている。［続 3］

あぐまはれぁ [agɯ̈maharɛ] ［名］ 悪魔払い。［及 110］

【例】 災難除げの　あぐまはれぁ　してもらた

「災難除けの悪魔払いをしてもらいました」

あぐゆぎ [agɯ̈jɯ̈gï] 灰雪。これは、3月中旬頃、大陸からの季節風に運ばれてくる、雪に混じ
った黄土が降るものをいう。この雪が降ると、春の近い前触れだといっている。［続 3］

あぐらっぱな [aŋɯ̈rappana] あぐらばな。［及 9］

【例】 〇〇さんは　あぐらっぱなだ　しとだ

「〇〇さんはあぐらばなな人だ」

あぐんと [aŋɯ̈ɴto] ［副］ あんぐり。［続 3］

【例】 むすば　みでくえっさげぁ、あぐんと　おっきぐ　くず　えぁでみろ

「虫歯を見てあげるから、あんぐり大きく口をあけてみなさい」

あげ [age]̝ とんぼ。［同］あげご。［及 80］

【例】 つぁつぁ　あげ　とてころ

「お父さん、とんぼをつかまえて下さい」

あげぁ [agɛ] ［連語］ あんな。［及 110］

【例】 おらも　あげぁん　しでぁな
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あげぁ

「私もあんなにしたいな」

この語は、「あげぁた」、「あじげぁた―あんなの卑語」、「あつけぁた」、「あんつけぁた」、「あんた」、

「えぁんつけぁた」などとも使っている。

あげぁ [aŋɛ] ［副］ あぁ。あのように。［続 3］

【例】 この　わらすあ、あげぁ　ゆえば　こう　いうす、すねこぐっで　えぐねぁ　やろこだ

「この子は、あぁいえばこういうし、ひねくれて悪い奴だよ」

あげぁ [agɛ] 赤い。［及 18］

【例】 あげぁ　きおの　おしなが

「赤い着物を欲しいのか」

あげぁとどこ [agɛtodoko] 赤い魚。鮭と鱒をいう。［及 36］

【例】 正月ん　食うな、あげぁとどこ　買て　くっさげぁな

「正月に食べる鮭を買って来るからね」

あげぁまま 赤飯。［及 36］

【例】 今日あ　〇〇の　誕生日だおん　あげぁままでも　炊ぐが

「今日は〇〇の誕生日だもの、赤飯でも炊こうか」

あげおの [aŋeõ̝no] 揚げもの。油で揚げた食品。［及 36］

【例】 ピーマンの　あげおの　こしぇでくんねぁが

「ピーマンの揚げもの作ってくれませんか」

あげぐ [aŋeg̝ɯ̈] ［名］ 挙句。［及 110］

【例】 てづだわへだ　あげぐ　えがったども　ゆわねぁけ

「手伝わせた挙句、よかったともいわなかったよ」

この語には、「あげぐのはで―挙句のはて」などの使い方もある。

あげじぇんすえじぇん [aŋe̝n dʒeɴ̝sɯ̈e̝n dʒeɴ̝] 上げ膳据え膳。［続 3］

【例】 〇〇さん　えだば　かねもずだ　おんだはげぁ、わらしたずあ　あげじぇんすえじぇんだど

「〇〇さんの家なら金持ちだから、子供らは上げ膳据え膳だそうだ」

あげしめぁ [ages̝ïmɛ] 明け方。［及 100］

【例】 よの　あげしめぁ　おごさっで、まだ　ねぷてぁ

「夜の明け方起されて、まだ眠いよ」

あげながし [aŋen̝aŋasï] 立ち流し。［続 4］

【例】 えまだば、みな　たずながしだども、むがすあ　ながすさ　つっつぎぼして　ちゃわんなの

　あらた　おんだ

「今なら、みな立ち流しだが、昔は流しにしゃがんで、茶碗なんかを洗ったものだよ」

あげもす [aŋem̝osɯ̈] 上げ申す。便宜上奉っておくこと。［続 4］

【例】 〇〇さん　えあ　おおがねもずだはげぁ　みんな　あげもしてんなだ
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あさおり

「〇〇さんの家は、大金持ちだから、皆上げ申しているんだ」

あげる [aŋer̝ɯ̈] ［動］ 吐く。嘔吐する。［及 13］

【例】 ほんげぁ　あげる程　のまねぁんだ

「そんなに吐く程飲むんじゃないよ」

あげる [ager̝ɯ̈] ［動］ 開ける。明ける。［及 110］

【例 1】戸　あげろや
「戸を開けろよ」

【例 2】よあ　あげるは
「もう夜が明けるよ」

あげる [aŋer̝ɯ̈] ［動］ くれる。上げる。［及 110］

【例 1】おめぁどさ　これ　あげる
「あなたにこれをあげ（くれ）ます」

【例 2】これ　棚さ　あげっさげぁ
「これを棚に上げるから」

あけんと [akeɴ̝to] ［副］ ぽかんと。あっけらかんと。［続 4］

【例】 てずな　やてめへだば　どでして　あけんとして　みっだけ

「手品をやって見せたら、驚いて、ぽかんとして見ておったっけ」

あごつりみづ [aŋotsɯ̈rïmïdzɯ̈] 雪上に一人の人が歩いた足跡の通りにしかたどっていない
道。雪が深いと、人の歩いた足跡のところだけがぬからないから、その足跡だけをたどって歩くこ

とになるが、こうした道のことをいう。［及 100］

あごつる [aŋotsɯ̈rɯ̈] ［四自］ 歩く。［続 4］

【例】 〇〇ちゃん　ガバンさ　すず　つけっだ　おんだはげぁ　あごつる　たんびん　なんなよ

「〇〇ちゃんは、カバンに鈴を付けているものだから、歩く度に鳴るんだよ」

あごつる [aŋotsɯ̈rɯ̈] ［動］ 歩む。一歩一歩進む。［及 110］

【例】 この　おぼごも　やっと　あごつるよん　なた

「この子も、やっと歩むようになったよ」

あさ [asa] ［連語］ あそこへ。あそこに。［同］あそごさ。［続 4］

【例 1】あさ　えぐなが
「あそこへ行くのか」

【例 2】あさ　おえっだ
「あそこに置いてあるよ」

あさおり ［名］ 出勤。朝食後仕事に出ること。［及 111］

【例】 えま、あさおりですか

「今、出勤ですか。今、仕事に出るところですか」
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あさぎ

あさぎ [asagï] 材質の軟かい木。朴、さわぐるみなどの材質の軟かい木の総称。［及 81］

【例】 あさぎも　さまざま　つかいみづあ　あん　おんだ

「材質の軟かい木も、それぞれ使い道はあるもんだ」

あさぐれ [asaŋɯ̈re]̝ ［形］ 浅黒い。［同］あさぐろえ。［続 4］

【例】 ほら、えま　えた　いろの　あさぐれ　しとあ　どごの　しとだべ

「ほれ、今行った、色の浅黒い人は何処の人なんだろう」

あさぐろえ [asaŋɯ̈roe]̝ ［形］ 浅黒い。［及 111］

【例】 あの　しとあ　あさぐろえ　つら　してるな

「あの人は、浅黒い顔をしているね」

あさげぁり [asaŋɛrï] ［名］ 朝帰り。［及 111］

【例】 よっつぶっで　あさげぁりだは

「醉いつぶれて、朝帰へりになってしまったよ」

あさってのほむぐ [asatten̝ohomɯ̈gɯ̈] ［動］ とぼける。とぼけて、あらぬ方を向くこと。

［及 111］

【例】 よばたども　あさってのほむえで　しらねぁ　ふりだけ

「呼んだが、とぼけて、知らないふりだった」

あさてっかり 朝だけ陽が照って後雨という天候。［及 100］

【例】 なんだや　今日あ　あさてっかりでぁったな

「なんだい、今日は朝だけ陽の照る天候だったな」

あさてっかりむごながへ [asatek̝karïmɯ̈gonagaçe]̝ 俚諺。朝、陽が照っているので、雲
行きが怪しい模様でも、聟なので、働きに出ざるを得なくて、仕事に行くと、雨になり、聟を泣か

せるということ。［及 100］

あさねんぼ [asaneɴ̝bo] 朝寝坊。［続 4］

【例】 この　わらすあ　あさねんぼで、おごさねぁど　おぎねぁあだ

「この子は、朝寝坊で、起こさないと、起きないんだよ」

あさぱら [asapara] 朝っぱら。早朝。［続 4］

【例】 おにがら　おすごったら、あさぱら　がいと　まわて　ありてみろ

「かぶと虫が欲しいなら、朝っぱらに、外灯を回って歩いてみなさい」

あさひぼ [asaɸïbo] 麻紐。［続 4］

【例】 はげごさ　つける　ひぼだば　あさひぼあ　いずばん　え　おんだ

「はけごに付ける紐なら、麻紐が一番いいものだよ」

あさへ [asahe]̝ 浅瀨。［続 5］

【例】 こごらあだりあ　あさへつずぎだはげぁ　あゆつりにあ　もてこえだな

「この辺は、浅瀨続きだから、鮎釣りにはもってこいだね」
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あす

あさます [asamasɯ̈] ［形］ 浅ましい。［続 5］

【例】 しとな　えの　つしょさまで　き　ゆえるなて　あさます　ごど　するえ　おんだな

「他所の家の土地にまで木を植えるなんて、浅ましいことが出来るもんだね」

あさみし 朝飯。［同］あさまま。［及 36］

【例】 あさみし、早ぐ　けよは

「朝ご飯を早く食べてしまいなさいよ」

あさみしめぁー [asamïsïmɛː] 朝飯前。［同］あさめしめぁ。［続 5］

【例 1】きゅうり　もぎあ　あさみしめぁん　しねぁんねぁな
「胡瓜をもぐのは、朝飯前にしないといけないな」

【例 2】ほんたごどあ　おれだば　あみしめぁん　でげる
「そんなことなら、私なら朝飯前（簡単）に出来るよ」

あじけねぁ ［形］ 味気無い。あじきない。［及 111］

【例】 ぽつっと　しとりばり　のだて　あじけねぁ　おんだ

「ぽつんと、一人ばかりで飲んでも、味気無いもんだね」

あしだが [asï(ⁿ)daga] 草履の短かいもの。農作業時にはいた。［及 55］

【例】 田さ　えぐ　ずぎあ、あしだが　へぁでえげよ

「田に行く時は短かい草履をはいて行けよ」

あす [aᶰsɯ̈] ［助動］ ます。敬語で女性語。［及 111］

【例 1】あした
「ました」

【例 2】えま　えぎあす
「今参ります」

【例 3】えま　えぎあすと
「今行くそうです」

～あす [~asɯ̈] ［助動］ ます。［続 16］

【例 1】えて　きあす
「行って来ます」

【例 2】〇〇さんも　きあす
「〇〇さんも来ます」

【例 3】とりあす
「取ります」

【例 4】のみあす
「飲みます」

あす 足。［及 9］

【例】 おめぁ　あすあ　大っき　ごど　何 cm　あるや

27



あず

「お前の足は大きいね、何 cmあるんだい」

あず ［名］ 味。［及 18］

【例 1】おめぁ　あずなの　わがんなだがや
「お前、味なんか分るのかい」

【例 2】あず　すこむ
「味をしめる」

あず 味。［及 36］

【例 1】ふぎの　煮だな　んめぁくて　あず　すこでしまた
「蕗の煮たのがうまくて、味をしめてしまったよ」

【例 2】この　ごんぼいりあ　ええ　あずだな
「この牛蒡いりはいい味だな」

また、味をしめることを「あずすこむ」といっている。

あすあど [asɯ̈ado] 足跡。［続 5］

【例】 ほれ、みろ、ゆぎの　ゆえの　この　あすあどあ　うさぎの　あすあどだぜぁ

「ほれ、見なさい、雪の上のこの足跡は、兎の足跡だよ」

あすおど [asɯ̈odo] 足音。［続 5］

【例】 しとの　ねっだ　まぐらもどあ、あすおど　さへねぁで　ありぐ　おんだぞ

「人の寝ている枕元は、足音をさせないで歩くものだよ」

あすががり [asɯ̈ŋagarï] 足掛かり。［続 5］

【例 1】この　ぎっつぁがだば　すばき　あすががりん　しねぁば　のぽらんねぁな
「この急斜面なら、柴や木を足掛かり（足場）にしないと登れないな」

【例 2】この　すごど　あすががりんして　ひゃくしょの　たでなおす　すんべ
「この仕事を足掛かり（いと口）にして、百姓の立て直しをしようや」

あすかげ [asɯ̥̈kage]̝ 足掛け。［続 5］

【例】 おれも　こごさ　きてがら　あすかげ　じゅうねん　なるは

「私も、此処へ来てから、もう足掛け十年になるよ」

あずぎな [adzɯ̈gïna] なんてんはぎ。まめ科の植物で山菜。［及 81］

【例】 こごらあだりであ　あずぎななの　かねぁな

「この辺では、なんてんはぎなんか食べないね」

あすくび [asɯ̥̈kɯ̈bï] 足首。［続 5］

【例】 きんな　やまで　あすくび　すつげぁで　いでぁくて　ありがんねぁ

「昨日山で、足首を捻挫して、痛くて歩けないよ」

あすくへ [asɯ̈kɯ̥̈he]̝ 足癖。［続 6］

【例】 この　やろこあ、しとんどご　ふだりして、あすくへの　えぐねぁ　やろこだな
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あすつで

「この子（男の子）は、人を踏んだりして、足癖の悪い子だね」

あずげる [aⁿdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［四他］ 叩く。［続 6］

【例】 こらっ、あんまり　きがねぁど、ごつんと　あずげんぞ

「こらっ、余りきかないと、ごつんと叩くよ」

あずげる [aⁿdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 預ける。［続 6］

【例】 〇〇さん　えさ　にもつ　あずげで　きた

「〇〇さんの家へ荷物を預けて来たよ」

あすごすれぁ [asɯ̈ŋosɯ̈rɛ] ［名］ 足ごしらえ。［及 111］

【例】 山さ　えぐなだば　あすごすれぁ　えぐして　えげよ

「山へ行くのだったら、足ごしらえを十分にして行きなさいよ」

あずすこむ [aⁿdzɯ̈sɯ̥̈komɯ̈] ［連語］ 味をしめる。［続 6］

【例 1】さげのよの　こうずずげの　あず　すこで　まだ　かて　きた　おんだ
「鮭の麹漬けの味をしめて、また、買って来たもんだ」

【例 2】こねぁだ　ざっこあ　えっぺぁ　つっだ　おんだはげぁ　あず　すこで　まだ　えぐど
「この間雑魚が沢山釣れたものだから、味をしめて、また行くそうだ」

あすずり [asɯ̈ⁿdzɯ̈rï] 足摺り。［続 6］

【例】 この　わらすあ　んめぁ　おの　おすどて、あすずり　して　だんじゃぐ　こぐなよ

「この子は、お菓子が欲しいって、足摺りをしてごねるんだよ」

あずせぁ [adzɯ̈sɛ] あじさい。［及 81］

【例】 あずせぁって、にゅうべぁん　ずぎ　さぐ　花よ

「あじさいって、入梅の頃咲く花なんだよ」

あすだ 足駄。［及 55］

【例】 いすさ　つまづで、あすだの　歯　けぁだは

「石につまづいて、足駄の歯を欠いてしまったよ」

あずだす [aⁿdzɯ̈dasɯ̈] ［動］ 思い出す。［及 111］

【例】 かずていうど、五年めぁの　大火　あずだすな

「火事というと、五年前の大火を思い出すよ」

あすつぎ [asɯ̈tsɯ̈gï] 足つき。歩く時の足の様子。［続 6］

【例】 〇〇さん、けがでも　したあだべが、あすつぎあ　いっつもど　つがうな

「〇〇さんは怪我でもしたんだろうか、足つきが何時もと違うね」

あずつける [aⁿdzɯ̈tsɯ̥̈ker̝ɯ̈] ［四他］ 思い出す。［続 6］

【例】 あぁ、あずつけだ、〇〇は　たんすの　ひぎだすさ　へっだなでぁった

「あぁ、思い出した、〇〇は箪笥の引き出しに入れておったんだった」

あすつで [asɯ̈tsɯ̈ⁿde]̝ 足ついで。［続 6］
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あすでぁ

【例】 こごまで　きた　おんだおん、あすつでん　〇〇さも　えてみんべ

「此処まで来たんだから、足ついでに、〇〇にも行ってみようよ」

あすでぁ ［名］ 足代。［及 111］

【例】 あすでぁ　なんぼ　だへば　え

「足代はいくら出せばいいの」

あすどめ [asɯ̈ⁿdome]̝ 足留め。［続 6］

【例】 えそがす　どご　あすどめするよですども　おじゃでも　ので　えてくだせぁ

「忙しいところを足留めするようですが、お茶でも飲んで行って下さい」

あすどり [asɯ̈ⁿdorï] 足取り。［続 6］

【例 1】ずさま　あの　とすで　あすどりあ　まだ　すっかり　してる　おんだ
「お爺さんは、あの年で、まだ足取りはしっかりしてるもんだね」

【例 2】はんにんの　あすどりも　まだ　つかめねぁど
「犯人の足取りもまだ掴めないそうだ」

あすながばづ あしながばち。主として、ふたもんあしながばちをいう。すずめばち科の蜂。［及

81］

【例】 あすながばづあ　巣くんでだはげぁ　そばさ　えぐなよ

「あしながばちが巣を作っているから、そばへ行くなよ」

あすなみ [asɯ̈namï] 足並み。［続 7］

【例】 わらしたずあ、がくてぁさ　あへで、あすなみ　そろえで　ありったけ

「子供らが、楽隊に合わせて、足並みを揃えて歩いていたっけ」

あすならす [asɯ̈narasɯ̈] 足慣らし。［続 7］

【例】 あす　けがして、たいいんしたはげぁ、［あ］すならすん　ありったなだ

「足を怪我して、退院したから、足慣らしに歩いているんだよ」

あすのへら [asɯ̈noher̝a] 足の裏。［続 7］

【例】 あすの　へらさ　くぎ　さしてしまて、いでぁくて　えしゃさ　えて　きた

「足の裏に釘を刺してしまって、痛くて医者へ行って来たよ」

あすば [asɯ̈ba] 足場。［続 7］

【例 1】あんまり　たげぁくて　あすば　つぐらねぁど　すごど　さんねぁな
「余り高くて、足場を作らないと、仕事をされないな」

【例 2】この　すごど　あすばん　して、しとがんばりしねぁんねぁ
「この仕事を足場にして、ひと頑張りしないといけないな」

あずばり [adzɯ̈barï] 集まり。［続 7］

【例】 ばんげ　こうみんかんで　ぶらぐの　あずばりあ　あっど

「今晩、公民館で、部落の集まりがあるそうだ」
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あすよどめ

あずばる [adzɯ̈barɯ̈] ［四自］ 集まる。［続 7］

【例】 テレビの　きょうどうアンテナの　ごどで　みんな　あずばるつけぞ

「テレビの共同アンテナのことで、皆が集まるそうだよ」

あすび [asɯ̈bï] 遊び。［続 7］

【例】 〇〇ちゃん、べんきょ　すっずぎあ　あすびながらんねぁぐ　すろよ

「〇〇ちゃん、勉強をする時は、遊びながらでなくしなさいよ」

あすびょうす ［名］ 足拍子。［及 111］

【例】 みろ　あすびょうす　とてだ

「みなさい足拍子をとってるよ」

あすぶ ［動］ 遊ぶ。［及 111］

【例】 〇〇ちゃん　おれど　あすぶべや

「〇〇ちゃん、私と遊ぼうよ」

この語には、「あすだ―遊んだ」、「あすばへる―遊ばせる」などの使い方がある。

あすぶみ [asɯ̈bɯ̈mï] 足踏み。［続 7］

【例】 ないだや、あすぶみなのして、しょべでも　でんなが

「なんだい、足踏みなんかして、小便でも出るのかい」

あずぼってぁ [adzɯ̈bottɛ] ［形］ 厚ぼったい。［続 7］

【例】 ほごの　あずぼってぁ　ほん　ないの　ほんだ　おんだや

「そこの厚ぼったい本は、何の本なものなんだい」

あすまがへ [asɯ̈magahe]̝ 足任せ。［続 8］

【例】 ほんずぎの　きぶんしでぁで、ほごら　あすまがへん　ありてみんべ

「その時の気分次第で、その辺を足任せに歩いてみよう」

あすまめ [asɯ̈mame]̝ ［ダナ］ 足まめ。［続 8］

【例】 あの　しとだば、あすまめだ　しとで、えぐ　ありぐ　しとだな

「あの人なら、足まめな人で、よく歩く人だね」

あずみ [aⁿdzɯ̈mï] 味見。［続 8］

【例】 この　におの　ししょかげん　なんだが、あずみ　してみでくんねぁが

「この煮物の塩加減がどうなのか、味見をしてみてくれませんか」

あすもど [asɯ̈modo] 足元。［続 8］

【例 1】ゆぎみずあ　すべっさげぁ、あすもど　きぃつけで　えげよ
「雪道は滑べるから、足元に気を付けて行きなさいよ」

【例 2】この　すなおのあ　うんねぁ　おんだはげぁ　あすもど　みで　ねびぐ　つもりだな
「この品物は、売れないものだから、足元を見て値引くつもりだな」

あすよどめ ［名］ 足よどめ。足をよどめること。歩みを一寸止めること。［及 112］
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あすらう

【例】 あすよどめ　さへだなは

「足をよどめさせてしまったね」

あすらう [asɯ̈raɯ̈] ［四他］ あしらう。［続 8］

【例 1】ものうりあ　きたら　えっかげん　あすらて　けぁへ
「物売りが来たら、いい加減あしらって帰せよ」

【例 2】この　さらさ　なに　あすらて　だしたら　えべ
「この皿には何をあしらって出したらいいでしょう」

あすれぁ [asɯ̈rɛ] あしらい。［続 8］

【例 1】しょうべぁがら　きゃぐあすれぁも　てぁへんだな
「商売柄、客あしらいも大変だね」

【例 2】この　やぎにぐの　あすれぁん　パーセリ　つかてくんねぁが
「この燒き肉のあしらいに、パーセリーを使ってくれませんか」

あずれぁる [adzɯ̈rɛrɯ̈] ［下一他］ 預ける。［同］あずらぐ。［続 8］

【例】 てぁきん　もてっど　あぶねぁはげぁ、ぎんこさ　あずれぁで　きたは

「大金を持っていると危ないから、もう銀行に預けて来たよ」

あずわぇぁ [aⁿdzɯ̈wɛˑ] 味わい。［続 8］

【例】 この　ウイスキーの　あずわぇぁ　なんたや、〇〇の　ウイスキーだぞ

「このウイスキーの味わいはどうだい、〇〇のウイスキーだよ」

あずんた [aⁿdzɯ̈ɴta] ［連語］ 変な。［続 9］

【例】 この　りょうりあ　あずんた　あずだ　おんだな、ないていう　りょうりだ　おんだや

「この料理は、変な味なもんだね、なんという料理なんだい」

あずんた 怪しい。変な。［及 18］

【例 1】あずんた　おのあ　え　のぞいで　ありぐけ
「怪しい者が家をのぞいて歩いていたっけ」

【例 2】この　あずあ　あずんた　あずだな
「この味は変な味だな」

あせぁ [asɛ] 浅い。［及 18］

【例】 もと　あせぁ　はづ　くんねぁが

「もっと浅い鉢をくれませんか」

あだ [ada (aⁿda?)] ［連語］ のだ。んだ。んです。ああだ。［及 112］

【例 1】これぁ　おめぁ　するあだぞ
「これは、お前がするのだよ」

【例 2】えま　えぐあだ
「今行くんた。今行くんです」

【例 3】わげあ　わがらねぁで　あだこだて　いうな
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あだりめぁ

「わけも分らないで、ああだこうだと、いうんじゃないよ」

あたあた ［動］ ［幼児語］ あたる。火にあたること。［及 112］

【例】 めぇ　あたあた　すんべ

「坊や、火にあたろうね」

あたこえ 暖かい。暑い。［及 18］

【例 1】あたこぐなて　春だなは
「暖かくなって、もう春だね」

【例 2】今日まだ　あたこえな
「今日は暑いな」

あたふためぐ ［動］ 慌てふためく。［及 18］

【例】 なに　ほんげぁ　あたふためでんなや

「何をそんなに慌てふためいているんだい」

この語は「あわく―慌てる」、「あわだぐ―慌てる」などとも使っている。

あだま 頭。［及 9］

【例】 めご　めごて　あだま　なでだけ

「めごめごって、頭をなでてくれたっけ」

あだますぎ [adamasɯ̈gï] 蛹化直前の蚕。蚕は蛹化前には胸の部分が透き通ったようになるが、
この蚕をあだますぎといい、繭を作るようになる。［及 68］

あだまてんてん [adamateɴ̝teɴ̝] 頭を打つ幼児の遊び。［続 9］

【例】 めぇ　ほら、あだまてんてん　してみろ

「めぇ（子供の愛称、男女の区別はない）ほら、頭を叩いてごらん」

あたまる [atamarɯ̈] ［四自］ 暖まる。［続 9］

【例】 こんげぁ　さみずぎあ　みんなして　えっぺぁ　ので　あたまんべや

「こんな寒い時は、皆で一杯飲んで暖まろうや」

あためる ［動］ 暖める。［及 112］

【例】 手　つでぁ　ごど、あためるんだ

「手の冷めたいこと、暖めなさいな」

あだらす 新しい。［及 35］

【例】 くづ　あだらすな　買てころ

「靴、新らしいのを買って下さい」

あだりほどり [adarïhodorï] 周囲。［続 9］

【例】 ないだべ、この　わらすあ　んめぁ　おの　あだりほどりさ　みな　こぼして

「まぁ、この子は、お菓子を周囲にみなこぼして」

あだりめぁ [adarïmɛ] あたりまえ。当然。［及 112］
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あだる

【例】 ほんたごどあ　あだりめぁだべや

「そんなことは、あたりまえじゃないか」

あだる [adarɯ̈] ［動］ あたる。火にあたることと、予想や占いなどの当ること。［及 112］

【例 1】さみはげぁ　おれも　あだる
「寒いから、私もあたる」

【例 2】このじゅあ　天気予報も　あだるな
「近頃は、天気予報も当るな」

あだる ［動］ 当る。中風になる。中毒する。［同］あでる。［及 13］

【例 1】あんまり　さげなのばり　まぐらてっど、あだるんだはげぁな
「余り酒なんかばかり飲んでると、中風になるんだから」

【例 2】なんにも　あだるおの　かへねぁ　かんじゅだどもな
「何も中毒するような物は食べさせないつもりだがね」

あつ 熱い。暑い。［及 19］

【例 1】この　えもあ　あつ　ごど、舌　やげん　すっどごでぁった
「この芋の熱いこと、舌をやけどするところだったよ」

【例 2】今日あ　あつ　天気だな
「今日は暑い天気だね」

あづ [adzɯ̈] 厚い。［及 19］

【例】 この　本あ　あづ　本だな

「この本は厚い本ですね」

あづがう [adzɯ̈gaɯ̈] ［動］ 看病する。預かる。［及 112］

【例 1】病人　あづがうなも　てぁへんだな
「病人を看病するのも大変だね」

【例 2】この　荷物、あづがうべが
「この荷物、預かってくれるでしようか」

あつくるす [atsɯ̥̈kɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 暑苦しい。［続 9］

【例】 こにゃまだ　めっぽ　あつくるすくて、ねぐるす　ばんだな

「今夜は、滅法暑苦しくて、寝苦しい晩だな」

あづげぁ ［名］ 扱い。［及 112］

【例 1】この　きっけぁの　あづげぁがだ　おべっだが
「この機械の扱い方を知ってますか」

【例 2】あそごの　旅館、客　あづげぁ　えぐねぁくて　だめだ
「あそこの旅館は客扱いが悪くて駄目だよ」

あづげぁと [adzɯ̈gɛto] 看病人。看護人。［及 1］

【例】 入院さへだども、あづげぁと　よだど
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あっぴ

「入院させたが、看病人が欲しいそうだ」

あっけねぁ [akken̝ɛ] ［形］ 呆気ない。［続 9］

【例】 この　だびあ　さげ　あっけねぁぐ　のでしまた　おんだな

「この度は、酒を呆気なく飲んでしまたものだね」

あっけねぁ [akken̝ɛ] あっけない。［同］あわけねぁ。［及 19］

【例】 んめぁ　おのあ　あっけねぁ　おんだな

「うまい物はあっけないものだな」

あっけらぽん ［副］ あっけらかん。［及 112］

【例】 どでして、あっけらぽんどして　みっだけ

「驚いて、あつけらかんとして見ていたつけ」

あっこ [akko] 悪口。［続 9］

【例】 えぐ　しとの　あっこなの　ゆえる　おんだ　やめだら　えがべあ

「よく人の悪口なんかいえるもんだよ、止めたらいいだろうに」

なお、この語の強調語に、「あこもこ、あっこもっこ」などがある。

あつこつ [atsɯ̈kotsɯ̈] あちこち。［同］あっつこっつ。あっちゃこっちゃ。［続 9］

【例】 ゆぎあ　けだば、どでの　あつこつさ　ばっけあ　ではてきったけ

「雪が消えたら、土手のあちこちに蕗のとうが出てきていたっけ」

あつこど [ãtsɯ̥̈kodo] ［名］ 心配。［及 112］

【例】 おめぁ　なにが　あつこどでも　あんなが

「お前、何か心配でもあるのかい」

あったらおの ［名］ あったらもの。惜しいもの。［及 112］

【例】 あったらおの　駄目ん　したながは

「あったらものを駄目にしてしまったのかい」

あっちゃこっちゃ [attʃakottʃa] 逆。あべこべ。［続 9］

【例 1】きおの　あっちゃこっちゃ　きる
「着物を裏表逆に着る」

【例 2】はぎおの　あっちゃこっちゃ　はぐ
「履物を右左あべこべに履く」

あっつ ［代］ あっち。［及 112］

あっつのしと [attsɯ̈nosït̥o] ［幼児語］ 他所の人。［続 10］

【例】 〇〇ちゃん　あっつの　しとあ　きたら、ちゃんと　こごまれよ

「〇〇ちゃん、他所の人が来たら、きちんとおじぎをするんだよ」

あっぴ [appï] ［幼児語］ 家鴨。［同］あぴ。［続 10］

【例】 ほら　みろ、たなげで　あっぴあ　およえんだぞ
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あでぎ

「ほら見なさい、池で家鴨が泳いでいるよ」

あでぎ 炉ぶち。［及 45］

【例】 あでぎさ　ねまる　おのあ　ねぁべな

「炉ぶちに据る奴があるもんか」

あでつら [adet̝sɯ̈ra] あてこすり。［続 10］

【例】 ほんた　あでつらだ　ごど　ゆわねぁで、まっすぐん　ゆたら　えんねぁが

「そんなあてこすりなことをいわないで、真っ直ぐにいったらいいじゃないか」

あどかが [adokaga] 後妻。継母。［及 1］

【例】 わらしたづあ　いっどさ　あどかがん　えぐど

「子供らのいるところへ、後妻に行くそうだ」

あどげぁり [adoŋɛrï] 1、後戻り。２、ふり返る。［続 10］

【例 1】わすれおの　して　あどげぁり　してきた
「忘れ物をして後戻りしてきた」

【例 2】おれぁどご　よばっさげぁ　あどげぁり　した
「私を呼ぶから振り返ってみた」

あどさま [adosama] お月さま。［及 100］

【例】 おら　ちっちぇ　ずぎあ、あどさま　こさま　なんぼん　なるや、十三、七つ　七つ、まだ

　年あ　わがい　わがい、なて　うだた　おんだ

「私らの小さい時分には、お月さまこさま、いくつになるの、十三、七つ七つ、まだ年は若い

若い、なんて唄ったものだ」

あどさま 和尚。僧侶。［及 77］

【例】 ほうずだはげぁ　あどさまどご　よばねぁんねぁな

「法要だから、お和尚さまを招ばなければならないな」

あどさん 盲。盲人。［及 1］

【例】 むぞせぁ　ごど、あどさんの　ほえどあ　来たじゆ

「かわいそうだこと、盲の乞食が来たよ」

あどしめぁ 食事の後仕末。［同］あとしんめぁ。あどすめぁ。あどすんめぁ。［及 36］

【例】 いづまでも　飲でっど　あどしめぁも　でげぁねぁ

「いつまでも飲んでると、後仕末も出来あしないよ」

あどたでる [adotader̝ɯ̈] 蚕糞の仕末をすること。［続 10］

【例】 あどたでする　ずがんだはげぁ、おじゃばり　のでだて　だめだぞ

「蚕糞の仕末をする時間だから、お茶ばかり飲んでいたって駄目だよ」

あどのまづり ［名］ 手おくれ。［及 279］

【例】 えまさら　ほんた　ごど　ゆたて、あどのまづり　だべや
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あばげる

「今さらそんなことをいっても、手おくれだろうや」

あどばれぁ [adobarɛ] 後払い。［続 10］

【例】 えま　かねあ　ねぁはげぁ　あどばれぁで　えごったら　かう

「今金がないから、後払いでいいなら買うよ」

あないず [anaïdzɯ̈] 雪の穴に銭を投げ入れて遊ぶ遊び。これは、銅貨を小さな雪の穴に投げ入
れ、入ったら、入らない者の銭を貰う遊びをいったが、今は行われいない。［同］あなこいず。［続

10］

あなぽこ [anapoko] 穴。特に小さい穴をいう。［続 10］

【例】 がが、ズックさ　あなぽこあ　えぁだはげぁ、べずんな　かてころ

「お母さん、ズックに穴があいたから、別のを買って下さい」

あに 兄。夫。雇人。［及 1］

【例】 おれぁ　えの　あにあ　来ったべ

「私の兄が来ているでしよう」

この語は、兄と使うだけではなく、妻が夫を呼ぶ時にも使い、雇人を雇主やその家族が呼ぶ時にも

使うので、特に書いた。また、この語は「あんこ―兄」、「あんちゃん―兄ちゃん」、「あんつぁ―兄

さん」、「にい―兄さん」などとも使っている。

あねこ 姉。嫁。妻。娘。［及 1］

【例 1】あねこ　おれぁ　きおのも　ぬてくんねぁが
「姉さん、私の着物も縫ってくれませんか」

【例 2】〇〇えの　あねこあ　めんごげだ　あねこだな
「〇〇さんの家の嫁さんはきれいな嫁さんだね」

【例 3】おれぁ　えの　あねこあどご　みねぁがったが
「私の妻を見ませんでしたか」

【例 4】あそごの　あねこも、年頃だなは
「あそこの娘も、もう年頃だね」

この語を嫁と使うのは、嫁の家族が他の人に使ったり、他人が使う時にいう。また、妻と使う時は

夫が他の人に話す時に使う。この他に「あね―姉さん。または下女の呼び名」。「ねぇさん―姉さん。

または、他人の女が人妻を呼ぶ時に使う」などの呼び名がある。

あねつぁ [anet̝sa] 1、姉さん。２、奥さん。この語は、姉を弟妹が呼時に使ったが、今は、中年
以上の女が、他人の中年以上の女を呼ぶ時に「奧さん」という意味で稀に使うだけである。［続 10］

あばげ 甘えん坊。［及 1］

【例】 この　わらすあ、まづ、あばげで

「この子は、まづ、甘えん坊で」

この語のやゆした使い方に「あばげさんたろ」がある。

あばげる [aᵐbager̝ɯ̈] ［動］ 甘える。［同］びれる。［及 19］
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あぱとぱ

【例】 この　わらすあ　しとりこな　おんだはげぁ、まづ、あばげる　おんだ

「この子は独りっ子なものだから、まづ、甘えるもんだ」

あぱとぱ [apatopa] ［副］ 慌てて歩くさま。［続 11］

【例】 ないだやは、あぱとぱて、ないが　てぁへんだ　ごどでも　おぎだなが

「なんだい、慌てふためいて、なにか大変なことでも起きたのかい」

あばらっぽね [aᵐbarappone]̝ 肋骨。［及 9］

【例】 なんだが　あばらっぽねの　あだりあ　いでぁな

「何だかあばらぼねのあたりが痛いな」

あぴ [apï] ［幼児語］ 火。［続 11］

【例】 〇〇ちゃん、あぴあ　あつあつだはげぁ、ちょさんねぁぞ

「〇〇ちゃん、火は熱い熱いだから、さわられないんだよ」

あぶぐじぇね [abɯ̈gɯ̈dʒen̝e]̝ 泡銭。［続 11］

【例】 ほんた　ばぐじで　もげだ　あぶぐじぇねなの　みさ　つがねぁ　おんだ

「そんなばくちで儲けた泡銭なんか、身に付かないものだよ」

あぶなかす [abɯ̈nakasɯ̈] ［形］ 危なっかしい。［同］あぶなっかす。［続 11］

【例】 ほんた　きさなの　のぼて　あぶなかす　ごど　はやぐ　おりで　こえ

「そんな、木になんか登って、危なっかしいこと、早く下りて来なさい」

あぶねぁ [aᵐbɯ̈nɛ] 危ない。［及 19］

【例】 車　あぶねぁはげぁ　きい　つけろよ

「車は危ないから、気をつけなさいよ」

あぶらあへ [abɯ̈raahe]̝ 脂汗。［続 11］

【例】 あんずぎだば　おれも　おかねぁくて　あぶらあへ　けぁだな

「あの時なら、俺もおっかなくて、脂汗をかいたね」

あへ [ahe]̝ 汗。［及 13］

【例】 あへ　ながすど、気もづあ　え　おんだな

「汗を流すと、気持ちがいいもんだね」

また、一生懸命働くことを「あへみずたらす」といっている。

あへかがみ [ahek̝aŋamï] 合わせ鏡。［続 11］

【例】 はなよめの　うすろすがだも　きれだはげぁ、あへかがみで　めへでやれ

「花嫁の後姿も奇麗だから、合わせ鏡で見せてやりなさい」

あへすらず [ahes̝ɯ̈raⁿdzɯ̈] 汗知らず。汗を取る粉。［続 11］

【例】 はえっとう、おめぁ　えに　あへすらずあ　ありあへんべが

「ご免下さい、お宅（お店）に汗知らずがありませんでしょうか」

あへだぐ [ahed̝agɯ̈] 汗だく。［続 11］
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あまか

【例】 きょうあ、めっぽ　あつ　おんだはげぁ、さすがの　おれも　あへだぐでぁったな

「今日は滅法暑いものだから、さすがの私も汗だくだったよ」

あへど [ahe̝n do] 合わせ砥。仕上げに使う砥石。［続 11］

【例】 あらどや　ながどで　とえだ　あど　あへどで　とぐ　おんだぞ

「荒砥や中砥で磨いたあとは、合わせ砥で磨ぐもんだよ」

あへどり 短かい肌着。作業に出る時、女の着た短かい肌着。［及 55］

【例】 洗うに　ぞうさねぁくて　あへどりあ　ええ　おんだ

「洗うに雑作なくて、短かい肌着はいいものです」

あへばむ [aheb̝amɯ̈] ［四自］ 汗ばむ。［続 12］

【例】 きょうだば、あへばむほどの　あたこえ　ようきでぁったな

「今日なら、汗ばむ程の暖かい陽気だったな」

あへぼ [ahe̝m bo] 汗も。［及 13］

【例】 こどしあ　あへぼあ　でで　きたじゅ

「今年は汗もが出て来たよ」

あへみず [ahem̝ïⁿdzɯ̈] 汗水。［続 12］

【例】 おら　げっきゅうとりんねぁはげぁ、あへみず　たらして　ほそぼそ　くらしてんなだ

「俺は月給取りではないから、汗水を流して細細暮しているんだ」

あへみどろ [ahem̝ïⁿdoro] 汗みどろ。［続 12］

【例】 この　あつずぎ　はして　ありた　おんだはげぁ、あへみどろん　なてしまた

「この暑い時に走って歩いたものだから、汗みどろになってしまったよ」

あへる [aher̝ɯ̈] ［下一自］ 褪せる。［続 12］

【例】 あの　きれだ　さぐらも、こご　にさんにずで　いろあ　あへで　きたなは

「あの奇麗な桜も、ここ二、三日で、もう色が褪せてきてしまったな」

あへる [aher̝ɯ̈] ［四自］ 焦る。［続 12］

【例】 あへる　きもずあ　わがんども、ものごどあ　ほんげぁ　あへたて　だめだ　おんだ

「焦る気持は分るが、物事はそんなに焦ったって駄目なもんだよ」

あま ［幼児語］ 水。［及 36］

【例】 ママ、あま　のむ

「お母さん、水をのみたいよ」

あま [ama] ［幼児語］ 水。［続 12］

【例】 ばば　あま　のみでぁ

「お婆さん、水を飲みたいよ」

あまか [amaka] 甘皮。樹木の外皮の内側の皮をいう。［続 12］

【例】 きの　かわ　はぐ　ずぎあ　あまかも　はがねぁど　この　はだ　きれん　ならねぁぞ
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あまける

「木皮を剥ぐ時は、甘皮も剥がないと、木の肌が奇麗にならないよ」

あまける ［動］ 雨もよいになる。［及 100］

【例】 なんだや　あまけで　来たな

「なんだい、雨もよいになって来たな」

あまこえ 甘っこい。甘い。［及 19］

【例】 この　おがしあ　めっぽ　あまこえ　なだな

「このお菓子は、めっぽう甘っこいのだな」

なお、甘いには「あめぁ」がある。

あまししょ [amasïʃ̥o] 甘塩。［続 12］

【例】 こうけずあずん　ならねぁよん　つけおのも　あまししょん　すろよ

「高血圧にならないように、漬物も甘塩にしなさいよ」

あまずっぺぁ [amaⁿdzɯ̈ppɛ] ［形］ 甘酸っぱい。［続 12］

【例】 この　すももあ　あまずっぺぁくて　んめぁ　ごど、こゆな　だいすぎだな

「この李は甘酸っぱくて美味いこと、こういうの大好きだな」

あまたるこえ [amatarɯ̈koe]̝ ［形］ 甘ったるい。［続 12］

【例】 おれぁ　さげのみだ　おんだはげぁ、あまたるこえな　だめだなよ

「私は酒飲みなものだから、甘ったるいのは駄目なんだよ」

あまと [amato] 甘党。［続 13］

【例】 どっつがていうど、さげ　のまねぁ　しとあ　あまとあ　よげだな

「どっちかというと、酒を飲まない人は、甘党が多いね」

あまどよ とい。あまどい。［及 45］

【例】 あまどよあ　くさっだはげぁ　とけぁねぁんねぁな

「雨樋がくされたから、取り替えないといけないな」

あまなっと [amanatto] 甘納豆。［続 13］

【例】 けずあずの　たげぁ　しとあ　あまなっとみでぁだ　あめぁ　おの　かねぁ　ほあ　えど

「血圧の高い人は、甘納豆のような甘いものは食べない方がいいそうだ」

あまむり 雨もり。［及 101］

【例】 屋根あ　くさて　あまむり　してきたじゅは

「屋根がくさって、雨もりがしてきてしまったよ」

あまもよ [amamojo] 雨模様。［続 13］

【例】 なんだが　あまもよん　なてきたな、これだば　しとあめ　くんべな

「なんだか雨模様になってきたな、これならひと雨くるだろうな」

あまゆぎ [amajɯ̈gï] ぬれ雪。みぞれ。［及 100］

【例】 きしゃわりごど、あまゆぎん　なてきたちゃは
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あやこ

「嫌だね、みぞれになって来てしまったよ」

あまりおの [amarïono] 余りもの。［続 13］

【例 1】あまりおので　わりども、んめぁはげぁ　くてくでぁ
「余り物で悪いですが、美味しいから食べて下さい」

【例 2】あまりおのん　さんねぁよん　おわす　ごどあ　みっつり　やれよ
「余り者にされないように、自分の仕事はみっちりやれよ」

あまりん [amarïɴ] ［副］ 余りに。［続 13］

【例】 えまの　したずあ　あまりん　ものあ　ほうふだはげぁ、じぇぇたぐで　こまた　おんだ

「今の人達は、余りに物が豊富だから、ぜいたくで困ったもんだよ」

あまんじゃぐ [amaɴⁿdʒagɯ̈] 天の邪鬼。この語は、「及位の昔話」の中に出て来る化け物とし
て語られる名が出るだけで、他の意味では使われていない。［続 13］

あみおの [amïono] 編み物。［続 13］

【例】 こごらでぁ　あみおのなの　する　しとあ　えまだば　すぐねぁぐ　なたは

「この辺では、編み物　なんかをする人は、今ならもう少なくなってしまったよ」

あみげぁる [amïgɛrɯ̈] ［下一他］ 編み替える。［続 13］

【例】 この　スエーター　あみげぁで　もらわねぁど　きらんねぁなは

「このスエーターは、編み替えてもらわないと、もう着られないな」

あみわだす 網わたし。魚などを焼く網。［及 45］

【例】 あみわだす　どさ　やた　おんだべ

「網を何所へやったもんだろう」

あめぁーる [amɛːrɯ̈] ［下一他］ 甘える。［同］そべぁる。［続 13］

【例】 この　わらすあ　しとりっこな　おんだはげぁ　あめぁでばり　いんなだ

「この子は、独りっ子なものだから、甘えてばかりいるんだよ」

あめがじぇ [ameg̝aⁿdʒe]̝ 雨風。［及 101］

【例】 ひでぇ　天気ん　なてきたな、あめがじぇだ　おん

「ひどい天気になって来たね、雨風だもの」

あめふりばな ひるがお。朝顔に似た、ひるがお科のつる植物。［及 81］

【例】 天気あ　え　ずぎ　せぁでも　あめふりばなが

「天気のいい日に咲いても、雨降り花（ひるがお）かい」

あめゆぎ [amej̝ɯ̈gï] みぞれ。［同］ぬれゆぎ。あまゆぎ。［続 14］

【例】 あめゆぎん　なてきたちゃは、わらしたずあ　ぬっで　くんべじゅ

「みぞれになってきてしまったな、子供らが濡れて来るだろうよ」

あやこ ［名］ 綾。糸を輪にした、子供の遊び道具。［及 46］

【例】 ねぇちゃん、あやことり　しねぁが
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あやこ

「姉ちゃん、綾とりしませんか」

綾とりして遊ぶことを「あやことり」といっている。

あやこ [ajako] お手玉。この語を及位の方言 46Pに「あや、糸を輪にした子供の遊び道具」と書
いたがこれは「あやとり」といっており、「お手玉」は「あやこ」、「じゅうすず。ちょんなご（及位

の方言 173P）」などといっている。［続 14］

あやす [ajasɯ̈] ［形］ 怪しい。［続 14］

【例 1】そわそわて　あの　おどごあ　どうも　あやす　おどごだな
「そわそわして、あの男はどうも怪しい男だな」

【例 2】どうも　くもゆぎあ　あやすぐ　なてきたな
「どうも雲ゆきが怪しくなってきたな」

あら 籾。玄米や白米に混じっている籾。［同］あらもど。［及 36］

【例】 この　米あ　ぜぇぶん　あら　へぁったな

「この米は隨分籾が入っているね」

あらあらす [araarasɯ̈] ［形］ 荒荒しい。［続 14］

【例】 と　たでっずぎあ　ほんげぁ　あらあらすぐ　たでる　おんでねぁぞ

「戸を締める時は、そんなに荒荒しく締めるものではないよ」

あらおの [araono] 荒物。雑貨。［続 14］

【例】 はぎ　かいでぁあだども、あらおの　うてっどご　どごですべ

「箒を買いたいんだが、荒物を売っているところは何処でしょう」

あらがます [aragamasɯ̈] 荒荒しい。［及 19］

【例】 あの　しとあ　あらがます　体　してるな

「あの人は荒荒しい体をしてますね」

あらげる [arager̝ɯ̈] ［下一自］ 暴れる。［続 14］

【例】 この　やろ　なして　あらげんなだ　あんまり　きがねぁど　そどさ　だしてやんぞ

「この野郎、なぜ暴れるんだ、余りきかないと、外へ出してやるよ」

あらし 炭がまから出した炭をかま口のところで、空気にさらすこと。［及 68］

【例】 こんだ　かまがら　出して、あらし　くっだて　えなは

「今度は、もう炭がまから出して、空気にさらしてもいいな」

あらす [arasɯ̈] 嵐。［続 14］

【例】 しとあれ　きそだ　もよだども　あらすん　ならねぁば　えどもな

「ひと荒れ来そうな模様だが、嵐にならないといいがな」

あらすごど [arasɯ̈ŋodo] 荒仕事。［続 14］

【例】 きぃ　きるよだ　あらすごどあ、おなごしたずであ　でげねぁ　すごどだ　おんな

「木を伐るような荒仕事は、女の人達では出来ない仕事だからな」

42



ありあす

あらすず [arasɯ̈ⁿdzɯ̈] 荒筋。［続 15］

【例】 なんた　ごど　すんなだが、ほの　あらすずばりも　ゆてみろちゃや

「どんなことをするのか、その荒筋だけでもいってみろよ」

あらっぽえ [arappoe]̝ 荒っぽい。粗っぽい。［同］あらぽえ。［及 19］

【例 1】えぁづの　する　ごどあ　あらっぽえ　おんで
「あいつのすることは、荒っぽいもんで」

【例 2】この　粉　すこす　あらっぽえな
「この粉は少し粗っぽいな」

あらど 荒砥。［及 62］

【例】 この　なだだば　あらどで　とがねぁど　だめだな

「この鉈なら、荒砥で研がないといけないな」

また、「と―砥石」、「ながと―中砥石」の語がある。

あらね あられ。［及 101］

【例】 あらねあ　ふてきたじゅ、そんま　ゆぎあ　ふるなは

「あられが降ってきたよ、もうじき雪が降って来るな」

あらねこ [aranek̝o] あられ。あられ餅をいう。［続 15］

【例】 ばんちゃん、おら　あらねこ　すぎだはげぁ、まだ　こしぇぁでこっちぇぁな

「お婆ちゃん、私はあられが好きだから、また作って下さいね」

あらぱ ［名］ 乱暴。［及 19］

【例】 きっけぁ　ほんげぁ　あらぱん　あづがうなや

「機械をそんなに乱暴に扱うなよ」

あらぱ [arapa] 粗暴。［続 15］

【例】 この　わらすだば、まず、あらぱだ　おんで、こまた　おんだ

「この子なら、まぁ粗暴なもんで、困ったもんだよ」

あらみづ まだ人の歩いてない雪道。［及 101］

【例】 がっこの　みづあ　まだ　あらみづだけ

「学校へ行く道は、まだ人の歩いてない雪道だった」

あらもど [aramodo] 籾すり機にかけても籾がらのとれないもの。［続 15］

【例】 やっぱり　ほうさぐん　ずぎあ　あらもども　すぐねぁ　おんだな

「やっぱり、豊作の時は、籾がらの取れない物も少ないものだね」

あらゆぎ [arajɯ̈gï] 新雪やまだ人の踏まない積雪。［続 15］

【例】 ゆべな、まだ　ゆぎあ　ふたはげぁ、まだ　あらゆぎ　こがねぁんねぁな

「タベまた雪が降ったから、また新雪をこぎ歩かないといけないな」

ありあす [arïasɯ̈] ［連語］ あります。［続 15］
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ありがでぁ

【例 1】さげぐれぁ　まだ　ありあすさげぁ、ゆっくり　のでくでぁ
「酒ぐらいまだありますから、ゆっくり飲んで下さい」

【例 2】ほれぁ　ほで　ありあすな
「それはそうでありますね」

また、この語の反対の語に、「ありあへん＝ありません」がある。

ありがでぁ [arïŋadɛ] 有難い［及 19］

【例】 すごど　てづだて　もらて　ありがでぁがった

「仕事を手伝ってもらって、有難かった」

ありがど [arïŋado] ［感］ 有難う。［及 19］

【例】 めずらす　おの　もらて　どうも　ありがど

「珍らしい物をいただいて、どうも有難う」

あれぁ [arɛ] 荒い。粗い。［及 19］

【例 1】くまのししど、ライオンど　どっちあ　あれぁべ
「熊とライオンで、どっちが荒いんだろう」

【例 2】この　ぬりがだ　あれぁはげぁ　もと　てぇねん　ぬれ
「この塗り方は粗いから、もっと丁ねいに塗りなさい」

あれぁ [arɛ] 元気。健康。［続 15］

【例 1】あれぁぐ　なた
「元気になった」

【例 2】あれぁくて　えげぁすな
「健康でいいですね」

また、この語は「まめ」ともいい、反対の語に「みのがねぁ＝体の弱いこと及び病弱なこという」が

ある。

あれぁあげる [arɛaŋer̝ɯ̈] ［下一他］ 洗い上げる。［続 15］

【例 1】へんたぐおの　はえぁぐ　あれぁあげろは
「洗濯物を早く洗い上げてしまいなさい」

【例 2】けぃさずで　あれぁあげだら、すっかり　はぐじょうしたど
「警察で洗い上げたら、すっかり白状したそうだ」

あれぁだで [arɛⁿdade]̝ 洗い立て。［続 15］

【例】 ほがさ　えぐ　ずぎあ、あがずみだ　おのんねぁぐ、あれぁだでんな　きて　えげよ

「他所に行く時は、垢じみたものでなく、洗い立てのを着て行きなさいよ」

あれぁはれぁ [arɛharɛ] 洗い張り。［及 55］

【例】 今日あ　天気あ　ええはげぁ　あれぁはれぁでも　すっが

「今日は天気がいいから、洗い張りでもしようか」

あれもよ [arem̝ojo] 荒れ模様。［続 16］
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あんぐら

【例】 なんだが　あれもよん　なてきたはげぁ、はやぐ　けぁんべは

「なんだか荒れ模様になってきたから、もう早く帰ろうよ」

あわぇぁん [awɛɴ] ［副］ たまに。［続 16］

【例】 〇〇さんだば、あわぇぁん　つら　めへるぐれぁの　おんだな

「〇〇さんなら、たまに顔を見せるくらいのものだね」

あわく [awakɯ̈] ［下一自］ 慌てる。［続 16］

【例】 ないが　でげだなが、ほんげぁ　あわくて　どさ　えぐ　どごだや

「何か起ったのかい、そんなに荒れてて何処へ行くんだい」

あわただす [awataⁿdasɯ̈] ［形］ 慌ただしい。［続 16］

【例】 あさまん　がっこなの　つとめさ　だしてやっずぎあ　いずばん　あわただすなよ

「朝学校や勤めに出してやる時が、一番慌ただしいんだよ」

あわぶぐ [awabɯ̈gɯ̈] 泡。あぶく。［及 101］

【例】 石けん　つけで　こすっど　あわぶぐあ　でんぜぁ

「石けんをつけてこすると、泡が出るよ」

あわへ [awaçe]̝ 袷。［及 55］

【例】 あわへ　着る　へづだなは

「袷を着る季節になったね」

あわへる [awaher̝ɯ̈] ［連語］ 併せる。会わせる。［同］あへる。［続 16］

【例 1】ほれど　こっつんなど　あわへで　なんぼですべ
「それと、こっちのと併わせて幾らでしょうか」

【例 2】〇〇さんど、〇〇さんどご　あわへる
「〇〇さんと、〇〇さんを会わせる」

あわれみる ［動］ 悲しむ。悲しい思いをする。つらい思いをする。［及 19］

【例】 しとり息子　遠ぐさ　離へば　おめぁ　としょてがら　あわれみるんだはげぁ

「1人息子を遠くに出してやれば、お前が年とってから、つらい思いをするんだから」

あんがりさんがり [aɴŋarïsaɴŋarï] もんかげろう。もんかげろう科の昆虫。［及 81］

【例】 ざっこつり　すんな　あんがりさんがり　とりん　えがねぁが

「雑魚釣りをする　もんかげろうを捕りに行かないか」

あんがりめ [aɴŋarïme]̝ 上がり目。1、目じりのつり上がった目。2、物価などの上がり始めた
時。［続 16］

あんかん 行火。［及 46］

【例】 まだ　えまから　あんかんなの　いらねぁべや

「まだ、今から行火なんか、いらないじゃないか」

あんぐら [aɴŋɯ̈ra] 胡座。［続 16］
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あんげぁー

【例】 ひじゃなの　つがねぁたて　えげぁすはげぁ　あんぐら　けぁでくだせぁ

「膝なんかつかなくともいいですから、胡座をかいて下さい」

あんげぁー [aɴŋɛː] 案外。［続 16］

【例】 こどすあ　あんげぁー　さぐあ　えくて、よろごでだどごです

「今年は案外作がよくて、喜んでいたところです」

あんさま 若旦那。［及 2］

【例】 あんさま、どごさ　ござんなですや

「若旦那、どこへいらっしゃるんですか」

あんずぎ [aɴdzɯ̈gï] 小豆。［及 81］

【例】 そろそろ　あんずぎ　もがねぁんねぁなは

「そろそろ小豆をもがないといけないな」

あんずぎもず [aɴⁿdzɯ̈gïmodzɯ̈] あんころ餅。小豆餅。［続 17］

【例】 〇〇ちゃんは　あんずきもず　でぁすぎだ　おんな

「〇〇ちゃんは、餡ころ餅が大好きだもんな」

あんつぁこ [aɴtsako] 兄さん。この語は、他人が長男を呼ぶ時に「おめぁえの　あんつぁこ＝
お宅の兄さん」。「〇〇の　あんつぁこ＝〇〇の兄さん」のよう使った。［同］あんこ。あんつぁ。あ

んちゃん。にい。［続 17］

あんづぎもづ 小豆餅。［及 36］

【例】 あづぎもづあ　えが、納豆もづあ　えが

「小豆餅がいいか、納豆餅がいいかい」

あんつけぁた [aɴtsɯ̥̈kɛta] ［連体］ ［卑語］ あんな。あんなの卑語。［続 17］

【例 1】おれぁどさ　あんつけぁた　おの　くっで
「俺にあんなものをくれて」

【例 2】あんつけぁた　おのあ　あった　おんでねぁ
「あんな奴はいないものだ」

あんてぁー [aɴtɛː] ［名／ス自］ 安泰。［続 17］

【例】 おおみずさ　そねぁで、てぃぼうも　つくたす、まず、これで　あんてぁーだな

「洪水に備えて、堤防も作ったし、まず、これで安泰だな」

あんねぁー [aɴnɛː] ［名／ス他］ 案内。［続 17］

【例】 〇〇だば、おめぁ　えぐ　おべっだ　どごだべはげぁ、おめぁ　あんねぁしてころ

「〇〇なら、君がよく知っている所だろうから、君が案内してくれよ」

あんねぁーにん [aɴnɛːnïɴ] 案内人。［続 17］

【例】 かんこうつだば、あんねぁにんが　いっさげぁ、すんぺぁ　ねぁ　おんだ

「観光地なら、案内人がいるから、心配はないものだよ」
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あんぽんたん

あんぴんもず [aɴpïɴmodzɯ̈] 大福餅。［続 17］

【例】 つぁつぁ、〇〇さ　えぐごったら、おみやげん　あんぴんもず　かて　きてころな

「お父さん、〇〇に行くなら、お土産に大福餅を買ってきて下さいね」

あんべぁ [aɴbɛ] あんばい。味加減。［及 36］

【例】 ほの　おする、あんべぁ　みでくんねぁが

「そのお汁の味かげんをみてくれませんか」

あんべぁ [aɴbɛ] あんばい。具合。調子。［及 20］

【例】 おめぁ　近頃　体の　あんべぁ　なんたや

「君、近頃体の具合はどうなんだい」

あんべぁ [aɴbɛ] 按配。塩梅。［続 17］

【例 1】ぱさま　あんべぁ　なんたや
「お婆さの按配はどうです」

【例 2】みんなさ　わだるよん　あんべぁ　してころ
「皆に渡るように按配してくれ」

【例 3】この　つけおのあ　あんべぁ　なんたが　みでころ
「この潰物の塩梅はどうかみて下さい」

あんべぁまま [aɴbɛmama] 味付けご飯。五目飯。［同］あづつけまま。［及 37］

【例】 あんべぁまま　こしぇだはげぁ　くてころ

「五目飯を炊いたので、食べて下さい」

あんべぁみ [aɴbɛmï] 試し。味見。［続 17］

【例 1】えぁこ　とくさんぷつに　しでぁくて　あんべぁみん　ゆえでみだ
「あいこを特産物にしたくて、試しに植えてみたよ」

【例 2】この　におの　なんたが　あんべぁみ　してみでくんねぁが
「この煮物どうなのか、味見をしてみてくれませんか」

あんぽんたん [aɴpoɴtaɴ] 阿呆。馬鹿。［続 18］

【例】 この　あんぽんたん、なに　ぼやぼやしてんなだ、まず、はやぐ　こご　かだずげろ

「この阿呆が、何をぼやぼやしてるんだ、まず、早く此処を片付けろ」

なお、このような言葉には、「あほ。あも。ぬげさぐ」などがある。
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いあへる

　

—い—

いあへる [ïaher̝ɯ̈] ［下一自］ 居合わせる。［続 18］

【例】 〇〇さん、ちょうど　〇〇に　いあへだ　おんだはげぁ　ほごで　あてきた

「〇〇さんが、頂度〇〇に居合わせたものだから、そこで会って来たよ」

いあんりょこ [ïaɴrjoko] 慰安旅行。［続 18］

【例】 〇〇にずに　〇〇の　いあんりょこだつけあ　おめぁも　えぐべ

「〇〇日に、〇〇の慰安旅行だそうだが、あなたも行くでしょう」

いーほほ [ïːhoho] 馬のなき声をいう。［続 18］

いかいよ [ïkaïjo] 胃潰瘍。［続 18］

【例】 〇〇さん　いかいよで　にゅういんしたつけあ　あんまり　のだはげぁだべ

「〇〇さんは、胃潰瘍で入院したそうだが、あまり飲んだからだろう」

いががわす [ïgaŋawasɯ̈] ［形］ 如何わしい。［続 18］

【例】 ものうりの　ながにあ　いががわす　おのも　いっさげぁ　きぃ　つけろよ

「物売りの中には、如何わしい者もいるから、気をつけろよ」

いきいき [ïkïïkï] ［副］ むしむし。［同］むすむす。［続 18］

【例】 きょうあ　いきいきて、あへ　ふぎたでぁらんねぁな

「今日はむしむしして、汗を拭いきれないな」

いぎいし [ïgïïsï] 堅い石。花崗岩や石英粗面岩などの堅い石をいう。［及 101］

【例】 いしがぎ　積むにあ　いぎいしんねぁば　だめだ

「石垣を積むには、堅い石でないとだめだよ」

いぎうずす [ïgïɯ̈dzɯ̈sɯ̈] 生き写し。［続 18］

【例】 ないだて　この　おぼごあ　ずさまに　いぎうずすだなおす

「まぁ、この子は、お爺さんに生き写しですわねー」

いぎおの [ïgïono] 生き物。［続 19］

【例】 えまだば、うさぎどが　ざっこなのの　いぎおのあ　めっぽ　いねぁぐなたなは

「今なら、兎とか雑魚なんかの生き物が滅法いなくなってしまったな」

いぎぐるす [ïgïŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 息苦しい。［続 19］

【例】 ないだべじゅ、ないだが　きゅうに　いぎぐるすぐ　なたなよ
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いしただぎ

「なんだろうね、なんだか急に息苦しくなったんだよ」

いぎげぁ [ïgïŋɛ] 生き甲斐。［続 19］

【例】 おれぁ　この　とくさんぶつさ　いぎげぁ　かんじでんなだ

「俺は、この特産物に生き甲斐を感じているんだ」

いぎづぐ [ïgïdzɯ̈gɯ̈] ［動］ 死ぬ。［及 13］

【例】 〇〇さも　いぎづぐ　どごだどは

「〇〇さんも、もう死ぬばかりだそうだ」

いぎづぐ [ïgïdzɯ̈gɯ̈] 根づく。発根する。移植苗や挿木苗が根づくこと。［及 68］

【例】 この　ねぁ　いぎづぐ　べが

「この苗は根づくだろうか」

いきてぁ [ïkït̥ɛ] 暑い。［及 20］

【例】 今日あ　ぜぇぶん　いきてぁな

「今日は隨分暑いね」

いぎぷす [ïgïpɯ̈sɯ̈] 生き節。これは、木の枝が生きているまま、樹体に包み込まれて出来た節
をいう。［続 19］

いぎんま [ïgïɴma] 生き馬。生きている馬。［続 19］

【例】 とうきょうていう　どごあ　いぎんまの　まなぐせぁも　ぬぐて　きがへらっだ　おんだ

「東京という所は、生き馬の目さえ拔く、と聞かされたもんだよ」

いぎんめ [ïgïɴme]̝ 生き埋め。［続 19］

【例】 たんこで、〇にんも　いぎんめ　なたど、てぁへんだ　ごどん　なた　おんだ

「炭鉱で、〇人も生き埋めになったそうだ、大変なことになったものだな」

いさます [ïsamasɯ̈] ［形］ 勇ましい。［続 19］

【例】 せんそで、いさますぐ　ただがたなて、てぁへんだ　ごどだな

「戦爭で、勇ましく戦ったなんて、大変なことだね」

いし ［代］ ［卑語］ お前。お前の卑語。荒っぽい言葉の中に使う。［及 2］

【例】 いしなの　こねぁたてえ、あっちゃ　えてろ

「お前なんか来なくともいいよ、あつちへ行っておれ」

なお、お前という時は「にし」、「にしゃ」などと使い、お前の卑語では「んつ」、「んの」と使い、さ

らに複数の場合は「いしゃだ」、「いしゃら」、「しいあだ」、「いしら」、「にしあだ」、「にしら」、「んつ

ぁだ」、「んつら」、「んのあだ」、「んのら」などと使う。

いしただぎ [ïsïtadagï] せきれい。当地には、「せぐろせきれい」と「きせきれい」の二種が棲息
している。［及 81］

【例】 いしただぎて　なして　おっぱ　ひくひくど　すんなだべ

「せきれいって、どうして尾をひくひくさせるんだろう」
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いしなご

いしなご [ïsïnaŋo] 小石。［続 19］

【例】 しとんどさ　いしなごなの　ぶからまんねぁぞ、いだぐすっさげぁな

「人に小石なんかぶっつけられないんだよ、怪我をするからな」

いしばいし 土台石。［及 46］

【例】 この　石あ　いしばいしに　丁度　えな

「この石は、土台石に丁度いいな」

いじょ 銀杏。［同］いじょう。えじょ。えじょう。［及 81］

【例】 ゆべな　かじぇあ　ふえだはげぁ　いじょあ　えっぺぁ　おづだべ

「夕べ風が吹いたから、いっぱい銀杏が落ちたろうな」

いすあぎび [ïsɯ̈agïbï] 未熟あけび。まだ熟さない固いあけびをいう。［同］きどあぎび。［及 81］

【例】 これぁ　いすあぎびだ

「これは未熟あけびだ」

いすから [ïsɯ̥̈kara] 川岸などのように小石の多くある所をいう。［同］いすからやら。［続 19］

【例】 この　みずあ　いすからで　ありぎにぐえな

「この道は、小石が多くて歩きにくいな」

いずげぁ [ïdzɯ̈ŋɛ] ［名／ダナ］ 頑固。［続 19］

【例】 おれぁ　えの　ずさまだば、いずげぁだ　しとで、ゆいだしたら　きがねぁあだ

「うちのお爺さんなら、頑固な人で、いい出したらきかないんだ」

いずげぁん [ïdzɯ̈ŋɛɴ] ［副］ 一概に。［続 20］

【例】 ほれだば、ほう　いずげぁん　ゆわんねぁ　どごも　あるんねぁが

「それなら、そう一概にいわれないところもあるじゃないか」

いずずぐ [ïdzɯ̈ⁿdzɯ̈gɯ̈] 無花果。［続 20］

【例】 いずずぐだば、さどにん　すっど　いずばん　んめぁ　おんだぜぁ

「無花果なら、砂糖煮にすると、一番美味いものだよ」

いすずんぞ [ïsɯ̈dzɯ̈ɴⁿdzo] 石地蔵。［続 20］

【例】 むらはぞれの　いすずんぞも、ゆぎん　ふらっで、さみさみて　いたべ

「村外れの石地蔵も、雪に降られて、寒い寒いといってるだろう」

いずでぁーき [ïdzɯ̈ⁿdɛːkï] 一代記。［続 20］

【例】 むらの　かずん　ずぎ、しょうぼうで　かずやぐしたな　おれの　いずでぁーきだな

「村の火事の時、消防で活躍したのが俺の一代記だな」

いずでぁーず [ïdzɯ̈dɛːⁿdzɯ̈] 一大事。［続 20］

【例】 あん　ずぎあ　おれの　のっがそっがの　いずでぁーずでぁったな

「あの時は、俺の伸るか反るかの一大事だったな」

いずどぎん [ïdzɯ̈ⁿdogïɴ] ［副］ 一時に。［続 20］
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いせぁー

【例】 いずどぎん、あれもこれもて　ゆたて、てあ　にほんはんて　ねぁなだ

「一時に、あれもこれもといったって、手は二本しかないんだよ」

いずどん [ïdzɯ̈ⁿdoɴ] ［副］ 一度に。［続 20］

【例】 こやすあ、ほんげぁ　いずどん　やらねぁで、すこすずず　なんども　やる　おんだ

「肥しは、そんなに一度にやらないで、少しずつ何度もやるもんだよ」

いずにず [ïdzɯ̈nïdzɯ̈] 一日。［続 20］

【例】 きょうあ　いずにず　はだげほり　しったば　くたびってしまた

「今日は、一日畑堀りをしていたら、くたびれてしまったよ」

いずにんめぁ [ïdzɯ̈nïɴmɛ] 一人前。［同］しとりめぁ。［続 20］

【例 1】おれぁ　えの　〇〇も　ようやぐ　いずにんめぁの　すごど　するよんなたな
「うちの〇〇も、漸く一人前の仕事をするようになったな」

【例 2】さすみ　いずにんめぁ　もて　きてころて、でんわ　かげろ
「刺身を一人前持って来てくれって、電話をかけなさい」

また、仕事が大人のように出来る意味での「一人前」を「いっちょめぁ。えっちょめぁ」などとも

いう。

いずはんばぎ [ïdzɯ̈haɴbagï] 威張ったような大きな胡座。［同］いずはんばがり。［続 21］

【例】 おわばり　いずはんばぎ　してねぁで　もと　つめろ

「自分ばかり大きな胡座をかいていないで、もっと詰めろよ」

いすべぁー [ïsɯ̈bɛː] 石灰。［続 21］

【例】 この　はだげぁ　さんせぃだはげぁ、いすべぁ　めぁで、ちゅうわしねぁんねぁな

「この畑は、酸性だから、石灰を撒いて、中和しないといけないな」

いずべぁー [ïdzɯ̈bɛː] ［名／ス他］ 一倍。［続 21］

【例】 あの　しとだば、いずでも、しといずべぁ　はだらぐ　しとだな

「あの人なら、何時でも人一倍働く人だね」

いずめぁ [ïⁿdzɯ̈mɛ] 居ずまい。［続 21］

【例】 〇〇ちゃん、よその　しとあ　きたら　いずめぁ　きちんとして　あいさず　すろよ

「〇〇ちゃん、他所の人が来たら、居ずまいをきちんとして、挨拶しなさいよ」

いずろぐん [ïdzɯ̈rogɯ̈ɴ] 同じに。［続 21］

【例】 みそも　くそも　いずろぐん　したて　だめだべな

「何もかも同じにしたって駄目じゃないか」

この語は、この語形だけで使われている語である。

いせぁー [ïsɛː] 委細。［続 21］

【例】 でんわでぁ　はなすずれぁはげぁ、いさいあ　てがみさ　けぁで　おぐる

「電話では話しにくいから、委細は手紙に書いて送るよ」
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いそーげぁー

いそーげぁー [ïsoːŋɛː] 意想外。［続 21］

【例】 こどすの　いなさぐあ　あんげぁ　えぐ　なっどあ　いそーげぁーでぁったな

「今年の稲作が、あんなによくなるとは、意想外だったな」

いだいだす [ïdaïdasɯ̈] ［形］ 痛痛しい。［続 21］

【例】 へんかがの　こあ　ごけかがに　こぎつかわえんな　みでっど　いだいだすな

「先妻の子が、後妻にこき使われるのを見てると、痛痛しいね」

いだぐ [ïdagɯ̈] ［四他］ 吐く。つわりで吐くこと。［続 22］

【例】 ははぁ　おれぁ　えの　よめも　いだぐよん　なたが　めでてぁな

「ははーうちの嫁も吐くようになったか、目出たいな」

いだこっぱ [ïdakoppa] 板切れ。［続 22］

【例】 でぁくさんだ　すごど　おわたら　いだこっぱ　かだずげろよ

「大工さん達の仕事が終ったら、板切れを片付けなさいよ」

いだずぎ [ïdaⁿdzɯ̈gï] 板敷。［続 22］

【例】 ほごあ　いだずぎで　つみでぁはげぁ　こっつさ　すわてくでぁ

「そこは板敷で冷めたいから、こっちに坐って下さい」

いだずらこんぞ [ïdaⁿdzɯ̈rakoɴⁿdzo] いたずら小僧。［続 22］

【例】 おれぁえんなまだ　いだずらこんぞで、こまた　おんだ

「うちのはいたずら小僧で、困ったもんだよ」

いだぜぁー [ïdaⁿdzɛː] 板材。［続 22］

【例】 この　まるだだば、ほそこくて、いだぜぁにあ　ならねぁな

「この丸太なら、細くて板材にはならないな」

いだだぎおの [ïdaⁿdagïono] 戴き物。頂戴物。［同］もれぁおの。もれぁもの。［続 22］

【例】 これぁ　いだだぎおのだども　んめぁそだはげぁ　くてみでころ

「これは戴き物ですが、美味しそうだから、食べてみて下さい」

いだたまらねぁ [ïdatamaranɛ] ［連語］ 居たたまらない。［続 22］

【例】 あん　ずぎだば　おれも　はずがすくて　いだたまらねぁがったな

「あの時なら、私も恥かしくて居たたまらなかったな」

いだづ
いたち

鼬。［及 82］

【例】 おっちょ　かげで　いだづでも　とんべ

「わなを仕掛けて、いたちでも捕ろう」

いだぬま 板の間。［及 46］

【例】 いだぬまずあ　まえにづ　ふがねぁんねぁ　おんだ

「板の間というものは、毎日拭かないといけないもんだよ」

いだます [ïdamasɯ̈] ［形］ 惜しい。［続 22］
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いぢべぁ

【例】 あの　うえぎあ　くえんなんねぁがった、ほんとん　いだます　ごど　した

「あの植木は、くれるんではなかったね、本当に惜しいことをしたよ」

いだみ 板箕。板で作った箕。［及 46］

【例】 ほごの　いだみ　持て　来てくんねぁが

「そこの板箕を持って来てくれませんか」

いだや いたやかえで。かえで科の落葉高木。［及 82］

【例】 いだやて、あぎん　なっど　はっぱ　きいろぐ　なんべ

「いたやかえでって、秋になると、葉が黄色になるだろう」

いだらねぁ [ïdaranɛ] ［連語］ 至らぬ。至らない。［続 22］

【例 1】いだらねぁ　ものだども　よろすぐ　おねげぁしあす
「至らぬ者ですがよろしくお願いします」

【例 2】いだらねぁ　ごど　して　ぶじょほ　しあした
「至らないことをして、不調法しました」

いだるどご [ïdarɯ̈dogo] ［連語］ 到る所。［続 23］

【例】 すぎ　ぞうりん　しったな、いだる　どご　うさぎに　かずらっでだけな

「杉の造林をしておったのが、到る所兎に噛じられておったっけな」

いだわす [ïdawasɯ̈] ［形］ 労しい。［続 23］

【例】 〇〇ちゃん、ちちゃこくて　ががん　しなって、ほんとん　いだわすな

「〇〇ちゃんは、小さくてお母さんに死なれて、本当に労しいね」

いぢげぁに [ïdzïŋɛnï] ［副］ 一概に。［及 117］

【例】 ほうゆごどあ　いぢげぁにあ　ゆえねぁべや

「そういうことは一概にはいえないだろうや」

いちこ [ïɴc(j)ïk̥o] いじめ。赤ん坊を入れておく、藁製のかご。［同］いんちこ。えっこ。えんっ
こ。［及 46］

【例】 あがこあ　いちこさ　へで　おぐな　いぢばんだ

「赤ん坊はいじめに入れておくのが一番いいよ」

いちたがり [ïᶰtsït̥agarï] 意地っ張り。［及 20］

【例】 あれだば　いちたがりで　一度　ゆたら　きがねぁ

「あいつなら意地っ張りで、一度いったら引かないよ」

いぢはんばがり [ïdzïhaɴbagarï] ［名］ 座り方の一種。威張ったように大きなあぐらをかく

こと。座を一人占めするような坐りかた。［及 117］

【例】 おわばり、いぢはんばがりして、おれぁ　ねまっどごあ　ねぁでぁ

「自分ばかり大きなあぐらで、座を一人占めして、俺の坐るところがないじゃないか」

いぢべぁ [ïdzïbɛ] ［名］ 一倍。［及 117］
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いぢらぐ

【例】 体だば　しといぢべぁ　おっさ　おんだ

「体なら、人一倍大きいもんだ」

いぢらぐ [ïdzïragɯ̈] ［副］ ずっと。始終。［及 117］

【例】 汽車さ　乗たら　いぢらぐ　寝で　来た　おんだ

「汽車に乗ったら、ずっと寝て来たもんだ」

いづ ［名］ 何時。［及 117］

【例 1】おらだ　同級会あ　いづだけ
「俺達の同級会は何時だつけ」

【例 2】いづがかづが
「何時かきっと」

【例 3】いづがのこめぁん
「何時の間にか」

【例 4】いづのこめぁん
「何時の間にか」

いづきたねぁ ［形］ 意地汚い。［及 117］

【例】 えぁづだば、まづ　いづきたねぁ　しとだ　おんだ

「あいつなら、まあ意地汚い人なもんだ」

いづご [ïdzɯ̈ŋo] 苺。［及 82］

【例】 いづごて　ゆたて、山さ　おえでんなも　あんなだぜぁ

「苺といったって、山に生えてるのもあるんだよ」

いっしゅぎ [ïʃʃɯ̈gï] ［名］ 一週忌。一年忌。［及 117］

【例】 はえぁ　おんで、〇〇あ　しでがら　いっしゅぎだは

「早いもんで、〇〇さんが死んでから、もう一週忌だね」

いっちょめぁ [ïttʃomɛ] ［名］ 一人前。［同］えっちょめぁ。［及 117］

【例】 これも　よやっと　いっちょめぁん　なたな

「こいつも、ようやっと一人前になったね」

いっつ [ïttsɯ̈] 一番。この語は、今は使われない語で、及位のわらべ唄に、「いっつ　にぐえとり
だ＝一番憎い鳥だ」と出ているので、記録しておくものである。［続 23］

いっつも ［副］ 何時も。［及 117］

【例 1】いっつも　はづずに　ではんなだ
「何時も八時に出勤するんです」

【例 2】いっつもかっつも
「何時も何時も」

いってぁー [ïttɛː] 一帯。［続 23］
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いどご

【例】 こごらへん　いってぁーの　やまは、みな　こぐゆうりんに　なてんなだ

「この辺一帯の山は、みな国有林になってるんだ」

いってぁー [ïttɛː] 一体。［続 23］

【例 1】この　おでらにあ　ぶずぞあ　これいってぁーはんてねぁなだ
「このお寺には、仏像はこれ一体しかないんだよ」

【例 2】ねぁでなの　きて、いってぁー　なんず　したなや
「泣いてなんか来て、いったいどうしたんだい」

いってぁーじぇんてぁー [ïttɛːdʒeɴ̝tɛː] ［副］ 一体全体。［続 23］

【例】 ほんげぁ　あわくて、いってぁじぇんてぁー　なにごどあ　おぎだあだ

「そんなに慌てて、一体全体なにごとが起きたんだ」

いっと ［名］ 一等。一番。［及 117］

【例】 こげぁすっど　いっと　え　おんだ

「こうすると一番よいものだよ」

いづど ［名］ 一度。［及 117］

【例】 おれぁ　えさも　いづど　来てみでくだせぁ

「うちにも、一度来てみて下さい」

いづぶつのおの ［名］ 一番大切なもの。［及 118］

【例】 この　かげずあ　おれの　いづぶつのおのだ

「この掛軸は、私の一番大切なものです」

いづやづげ 一夜漬け。野菜を一夜だけ漬けた漬け物。［及 37］

【例】 いづやづげも　んめぁ　おんだじゅな

「一夜漬けも、うまいもんですね」

いでぁ [ïdɛ] 痛い。［及 20］

【例】 なんだが　胃の　あだりあ　いでぁな

「なんだか胃の辺が痛いな」

この語の使い方には「いでぁけぁ―痛かゆい」、「いでぁぐする―怪我をする」などがある。

いてぁー [ïtɛː] 遺体。［続 23］

【例】 ずんつぁんの　いてぁーは、あした　かそうん　すんなだど

「お爺さんの遺体は、明日火葬にするんだそうだ」

いどご [ïdogo (ïⁿdogo?)] ［名］ 居所。［及 118］

【例】 つだら　いどご　おへで　よごへ

「着いたら、居所を敎えてよこせよ」

いどご いとこ。從兄弟姉妹。［及 2］

【例】 いどごだば、あっつにも、こっつにも　いだ
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いどす

「いとこなら、あっちにもこっちにもいるよ」

いどす かわいそう。あわれ。［同］むぞせぁ。［及 20］

【例】 つぁつぁに　死なっで　のごさっだ　おのあ　いどすな

「お父さんに死なれて、残された者がかわいそうだな」

いどな ［名］ 細縄。麻でなった細縄。［及 279］

【例】 しょり　つばぐ　ずぎあ　いどな　つかえよ

「橇をゆわえる時は、麻縄を使えよ」

いどます [ïⁿdomasɯ̈] ［形］ いやしい。食い物を食ったり、物をもらったりする時にがつがす

ること。［同］いどみぐい。いやす。［及 118］

【例】 いどますぐ　しねぁで、行儀えぐ　食べろ

「いやしい食べ方をしないで、行儀よく食べなさい」

いどみぐい [ïⁿdomïŋɯ̈ï] 意地汚ない食べ方をいう。［続 23］

【例】 えっぺぁ　あっさげぁ、ほんた　いどみぐい　しねぁで、ゆっくり　け

「沢山あるから、そんな意地汚ない食べ方をしないで、ゆっくり食べろよ」

いどやす [ïdojasɯ̈] ［形］ たやすい。いともたやすい。［及 118］

【例】 ほんた　ごどあ　いどやす　ごったべ

「そんなことは、たやすいことだろう」

いな [ïna] 胞衣。［続 23］

【例】 べごの　いな　おりだら　すぐ　なげねぁど　べごあ　くてしまうぞ

「牛の胞衣が下りたら、直ぐ捨てないと、牛が食ってしまうよ」

いなはぎ ［名］ 荒蓆。農作業などに使う蓆。［及 279］

【例】 まめぶづあ　いなはぎで　すろよ

「豆打ち（豆の脱穀）は、荒蓆の上でしなさいよ」

いなびがり [ïnabïgarï] 稲妻。［及 101］

【例】 あっ、いなびがりだ、ごろごろさま　くんぞ

「あっ、稲妻だ、雷さまが来るよ」

いなべや 稲を入れておく室。住居の一部に取り入れた稲を脱穀までの間入れておいた室をいう。

［及 46］

【例】 わらだば　いなべやに　ねぁぞ

「わらなら稲室にはないよ」

いぬこおよぎ [ïnɯ̈koojoŋï] 犬かき。［続 24］

【例】 〇〇ちゃん　ほれだば　いぬこおよぎだ、ひらおよぎあ　こうよ

「〇〇ちゃん、それなら犬かきだね、平泳ぎはこうだよ」

いねぁ [ïnɛ] 以内。［続 24］
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いやす

【例】 いずつかん　いねぁん　けぁて　くっさげぁ　まずででころ

「1時間以内に帰ってくるから、待っていてくれ」

いのずがげ [ïnoⁿdzɯ̈ŋage]̝ 命懸け。［続 24］

【例】 あそごの　ゆわやま　のぼっずぎだば　いのずがげでぁったな

「あそこの岩山を登る時なら、命懸けだったな」

いのずからがら [ïnoⁿdzɯ̈karaŋara] 命からがら。［続 24］

【例】 なでん　つがっで、いのずからがら　ねげで　きたや、おかねぁがった

「雪崩につかれて、命からがら逃げて来たよ、おっかなかったな」

いのずすらず [ïnoⁿdzɯ̈sɯ̈raⁿdzɯ̈] ［ナ名ノ］ 命知らず。［続 24］

【例】 あれだば　いのずすらずだ、なんた　どごでも　へぇぎで　ありぐ　おん

「あいつなら命知らずだよ、どんな所でも平気で歩くもの」

いのずとり [ïnoⁿdzɯ̈torï] 命取り。［続 24］

【例】 この　ゆぎだ　おん　なでつぎ　びらなの　ありぐなよ、いのずとりん　なっさげぁな

「この雪だもの、雪崩のつく斜面なんか歩くなよ、命取りになるからな」

いのずびれ [ïnoⁿdzɯ̈bïre]̝ 命拾い。［同］いのずびろい。［続 24］

【例】 あの　たいかで　おめぁ　えぐ　いのずびれ　したでぁな

「あの大火で、君はよく命拾いをしたよね」

いのちこ 萠え始めの柳。［及 82］

【例】 あらっ、いのちこあ　出っだじゅ、ままごど　すんな　とて　えぐべ

「あらっ、萠え始めの柳があるよ、ままごとにするの、とって行こう」

いのづ 命。［及 13］

【例】 おわ　しとりばりんねぁはげぁ、いのづあ　そまつん　でげねぁ　おんだ

「自分 1人だけではないから、命は粗末には出来ないものだよ」

いび [ïbï] 海老。［続 24］

【例】 えまだば、こげぁた　やまんながで　えびでも　かいでも　くえるよん　なた

「今なら、こんな山の中で、海老でも貝でも食べられるようになったね」

いびちゃ [ïbïtʃa] 海老茶。［続 24］

【例】 むがすあ、おなご　へんへあ　いびちゃの　はがま　へぁでくる　おんでぁった

「昔は、女の先生が、海老茶の袴をはいて来るものだったな」

いやがらへ [ïjaŋarahe]̝ 嫌がらせ。［続 24］

【例】 だれぁどさでも　しとんどさ　いやがらへなの　する　おんでねぁぞ

「誰にでも、人に嫌がらせなんかするもんじゃないよ」

いやす [ïjasɯ̈] ［形］ 卑しい。［続 25］

【例 1】ほんげぁ　かずれぼえどみでぁんた　いやす　くいがだする　おんでねぁ
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いやづげぁ

「そんな餓えた乞食のように、卑しい食べ方をするもんじゃないよ」

【例 2】あんまり　いやす　かっこ　して　ありぐど　しとに　わらわえんぞ
「余り卑しい格好をして歩くと、人に笑われるよ」

いやづげぁ ［名］ 敬語。改まって丁寧な言葉づかいをいう。［及 118］

【例】 まづ、ほんげぁ　いやづげぁなの　しねぁでくだせぁ

「まづ、そんなに改まった言葉づかいなんかしないで下さいよ」

いやらす [ïjarasɯ̈] ［形］ いやらしい。［続 25］

【例】 ないだて　いやらす　ごど　えぇ　とす　して　しとんどさ　ない　すんなや

「まぁ、いやらしいこと、いい年をして、私になにをするのよ」

いり [ïrï] 奥。奧まったところ。［続 25］

【例 1】この　やまの　いりさ　えぐど　じぇんめぁ　とれる
「この山の奧に行くと、ぜんまいが採れるよ」

【例 2】これ、いりの　ざすぎさ　おえで　こえ
「これを、奧の座敷に置いてきなさい」

いりざしぎ 奥の間。［及 46］

【例】 おぎゃくさま　来たら、いりざしぎさ　とて　もらへよ

「お客さまが来たら、奧の間に通ってもらいなさいよ」

いりみじゃ 台所。流れ水を入れている台所。流し。［及 46］

【例】 ががだば　いりみじゃに　いだべや

「お母さんなら、流しにいるだろうや」

これは「みじゃ」とも呼んでいた。

いりみず 流しに入ってくる流水。入り水。［及 46］

【例】 いりみずあ　こねぁはげぁ　見でこえ

「入り水が来ないから、見て来てくれ」

いりよ [ïrïjo] 入り用。［続 25］

【例】 ほれぁまだ、ちょえちょえ　いりよだはげぁ　ほごらさ　おえでころ

「それは、ちょいちょい入り用だから、その辺に置いてくれ」

いる [ïrɯ̈] ［四他］ 選る。［続 25］

【例】 えま　まめ　いてだ　どごだ、すぐ　でげっさげぁ　しっとえぁ　までな

「今豆を選っているところだよ、直ぐ出来るから、一寸待ってね」

いろう [ïroɯ̈] 移り香のすることをいう。「いろう」の形だけで使う。［続 25］

【例】 くいおのさ　いろうはげぁ　へげゆ　ちょした　て　あらて　こえ

「食べ物に移り香するから、石油に触った手を洗って来なさい」

いろえ [ïroe]̝ ［連語］ 色よい。［続 25］
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いんぴづ

【例】 このだびの　えんだんは　なんとが　いろえ　へんず　くだせぁや

「この度の縁談は、なんとか色よい返事を下さいよ」

いろえぁー [ïroɛː] 色合い。［続 25］

【例】 これだば、かだずも　いろえぁも　えぐ　でげだな

「これなら、形も色合いもよく出来たね」

いろおなご [ïroonaŋo] 情婦。いろ。［続 25］

【例】 〇〇あ　ちかごろ　いろおなご　こしぇだど　たまげだな

「〇〇は、近頃情婦を作ったそうだ、たまげたね」

いろおの [ïroono] 色物。［続 26］

【例】 いろおのあ　えて　ゆたて　なんた　いろおのあ　え　おんだがなや

「色物がいい、といっても、どんな色物がいいものかね」

いろきずげぁ [ïrokïdzɯ̈ŋɛ] 色気違。［続 26］

【例】 あれだば　いろきずげぁだ　おんだはげぁ　おなご　みっど　て　だすなだ

「あいつなら、色気違なものだから、女を見ると手を出すんだ」

いろぎれぁ [ïroŋïrɛ] ［名］ 好き嫌い。［及 118］

【例】 いろぎれぁ　しねぁで　なんでも　くう　おんだ

「好き嫌いをいわないで、何でも食べるもんだよ」

いろっぽえ [ïroppoe]̝ ［形］ 色っぽい。［続 26］

【例】 あの　あねこあ　いろっぽえ　ごど　どごの　しとだが　しらねぁ　あねこだな

「あの娘は色っぽいことね、何処の人なのか知らない娘だね」

いわぇこど [ïwɛkodo] ［名］ 祝いごと。お祝い。［同］ゆわぇこど。［及 118］

【例】 米寿の　いわぇ　こどさ　よばっだ

「米寿のお祝いに招ばれたよ」

いんきくせぁ [ïɴkïkɯ̥̈sɛ] ［形］ 陰気臭い。［続 26］

【例】 くれぁくて　いんきくせぁはげぁ　としょうず　あげろちゃや

「暗くて陰気臭いから、戸障子を開けろよ」

いんど [ïɴdo] 引導。［続 26］

【例 1】いんど　わだすて、じょうどさ　えぐ　みず　おへる　ごどだど
「引導を渡たすって、淨土へ行く道を敎えることだそうだ」

【例 2】おれも　ていねんたいしょぐだて　いんど　わださったや
「私も定年退職だって、引導を渡たされたよ」

いんぴづ 鉛筆。［及 46］

【例】 つぁつぁ　いんぴづ　かてくんねぁが

「お父さん、鉛筆を買ってくれませんか」
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うぎすずみ

　

—う—

うぎすずみ [ɯ̈gïsɯ̈ⁿdzɯ̈mï] 浮き沈み。［続 26］

【例】 しとの　いっしょうにあ　うぎすずみずあ　ある　おんだぜぁ

「人の一生には、浮き沈みってあるもんだよ」

うぎねぁ [ɯ̈gïnɛ] 浮き苗。田植え後水面に浮いた苗。［及 69］

【例】 うぎねぁ　ねぁが　みまわて、うぎねぁさし　して　こえ

「浮き苗がないか見迴って、浮き苗挿しをしておいで」

うげ [ɯ̈ge]̝ 受け口。伐木の際、伐倒方向に口を切ること。［及 69］

【例】 うげあ　あせぁど　木　あさげんぞ

「受け口が浅いと、木が裂けるよ」

うげ [ɯ̈ge]̝ 立木を伐倒する方向の根元につける切り口をいう。［同］うげぐず。［続 26］

うげぁ [ɯ̈ŋɛ] ［名］ 嗽。［及 118］

【例】 もの　くたら　うげぁ　すろよ

「食べ物を食べたら、うがいをしなさいよ」

うげぁ [ɯ̈gɛ] 多い。［及 20］

【例】 おれぁほあ　うげぁべや

「私の方が多いだろう」

う
〇

げぁ [ɯ̈gɛ] ［形］ 多い。［及 118］

【例】 おれぁほあ　うげぁんねぁがや

「私の方が多いじゃないか」

うげぁめ [ɯ̈gɛ・me]̝ 大目。［続 27］

【例】 こどすあ　たの　ひりょう　きょねんより　うげぁめん　くんねぁんねぁな

「今年は、田の肥料を、去年より大目にくれないといけないな」

うげどれねぁ [ɯ̈ged̝oren̝ɛ] ［連語］ 受け取れない。［続 27］

【例】 ほの　はなすあ　うげどれねぁて　めぁから　ゆてだんねぁが

「その話は、受け取れないって、前からいってたじゃないか」

うげはれぁ [ɯ̈geh̝arɛ] 受け払い。［続 27］

【例】 かねの　うげはれぁあ　ちゃんと　けぁで　おがねぁんねぁ　おんだぞ
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うずぐ

「金の受け払いは、きちんと書いておかないといけないものだよ」

うげる [ɯ̈ger̝ɯ̈] ［四自］ 浮く。［同］うぎる。［続 27］

【例 1】きのは　みずさ　うげる
「木の葉が水に浮く」

【例 2】こんげつあ　けぃひあ　うげだ
「今月は経費が浮いた」

【例 3】わらしたずあ　うげで　きた
「子供らが浮いてきた」

うさうさ [ɯ̈saɯ̈sa] じっとしていないで動きまわるさま。［続 27］

【例】 なして　ほんげぁ　うさうさすんなだ、すこす　ずっとしてらんねぁが

「なぜそんなに動き回るんだ、少しじっとしていられないか」

うさめぐ [ɯ̈sameg̝ɯ̈] ［動］ うさづく。うさうさする。［及 118］

【例】 しとの　えさ　えた　ずぎあ　うさめぐ　おんでねぁ

「他所の家へ行った時は、うさづくもんじゃないよ」

うす 薄い。［及 20］

【例】 この　おするあ　めっぽ　うすな

「このお汁はめっぽう薄いね」

うずあへる [ɯ̈dzɯ̈aher̝ɯ̈] ［下一他］ 打ち合わせる。［続 27］

【例】 ぶらぐの　ぞうりんは　やぐいんで　うずあへで　きめんべ

「部落の造林は、役員で打ち合わせて決めよう」

うすおの [ɯ̈sɯ̈ono] 薄物。［続 27］

【例】 こんだ　あつぐなてきたはげぁ　そろそろ　うすおの　きる　へずん　なたな

「今度は、暑くなってきたから、そろそろ薄物を着る節になったな」

うすか [ɯ̈sɯ̥̈ka] 薄皮。［続 27］

【例】 おれの　びょうぎも、こんだ　ひますん　うすか　はぐよん　えぐ　なてきた

「私の病気も、今度は日増しに、薄皮を剥ぐようによくなってきたよ」

うすきたねぁ [ɯ̈sɯ̥̈kït̥anɛ] ［形］ 薄汚い。［続 27］

【例】 よそさ　えぐ　ずぎあ、ほんた　うすきたねぁ　おのんねぁぐ　きて　えげよ

「他所へ行く時は、そんな薄汚いものでなく着て行きなさいよ」

なお、この語の強調語に、「うすこきたねぁ。うすこんきたねぁ」などがある。

うすきびわり [ɯ̈sɯ̥̈kïbïwarï] ［形］ 薄気味悪い。［続 28］

【例】 ないだや　ほれぁ、うすきびわり　おの　もてきた　おんだな

「なんだいそれは、薄気味悪いものを持って来たもんだな」

うずぐ [ɯ̈dzɯ̈gɯ̈] ［動］ はしゃぐ。調子づいて、浮かれさわぐ。［及 119］
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うすくれぁ

【例】 わらしたづあ　うずぐ　おん、天気あ　変るな

「子供らがはしゃぐもの、天気が変るな」

うすくれぁ [ɯ̈sɯ̥̈kɯ̈rɛ] ［形］ 薄暗い。［続 28］

【例】 うすくれぁぐ　なてきたはげぁ　そろそろ　けぁんべはや

「薄暗くなって来たから、もうそろそろ帰ろうじゃないか」

うすこたんねぁ [ɯ̈sɯ̥̈kotaɴnɛ] 少し足りない。薄馬鹿。［続 28］

【例】 あれだば　うすこたんねぁ　おんだはげぁ　こまた　おんだ

「あいつは薄馬鹿な者だから困ったもんだよ」

うずたげぁ [ɯ̈ⁿdzɯ̈tagɛ] ［形］ 堆い。［続 28］

【例】 あそごに　もっこり　うずたげぁ　やま　あんべ　あれぁ　〇〇ていう　やまだ

「あそこに、こんもり堆い山があるだろう、あれが〇〇という山だよ」

うすのした おおいたどり。たで科の植物。［同］べごのした。［及 82］

【例】 うすのした　あおおのだて、くう　どごあ　あっど

「おおいたどりを山菜だといって、食う所があるそうだ」

うずばれぁ [ɯ̈dzɯ̈barɛ] 内払い。［続 28］

【例】 きょうあ、まず、こねぁだ　かりだなの　うずばれ　して　えぐ

「今日は、まず、この間借りたのの内払いをして行きます」

うすぴてぁ [ɯ̈sɯ̈pït̥ɛ] ぎしぎし。たで科の植物。［及 82］

【例】 やすぎさ、うすぴてぁ　おえで　しあました　おんだ

「屋敷にぎしぎしが生えて、もてあましてしまったよ」

うずひぼ [ɯ̈dzɯ̈hïbo] 打ち紐。［続 28］

【例】 ほごの　ひぎだすさ、うずひぼあ　へぁったはげぁ　ほれ　つかえ

「そこの引き出しに、打ち紐が入っているから、それを使いなさい」

うずぶへる [ɯ̈dzɯ̈bɯ̈her̝ɯ̈] ［下一他］ うつ伏せる。［続 28］

【例】 この　わらすあ、ねっずぎ　うずぶへん　なる　くへあ　とんねぁなよ

「この子は、寝る時うつ伏せになる癖がとれないんだよ」

うすぺら [ɯ̈sɯ̈per̝a] ［ノダナ］ 薄っぺら。［続 28］

【例】 この　くずした　ふるすぐなて　うすぺらん　なたはげぁ　べずんな　はげは

「この靴下は、古くなって薄っぺらになったから、もう別のを履きなさいね」

うずまご [ɯ̈dzɯ̈maŋo] 内孫。［続 28］

【例】 おれぁえんな、そどまごより　うずまごの　ほあ　ちっちぇぁなよ

「うちのは、外孫より、内孫の方が小さいんだよ」

うずまだ [ɯ̈dzɯ̈mada] 内股。［続 28］

【例】 なしてだが、おなごしたずて　うずまだで　ありぐ　おんだじゃなや
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うすろすがだ

「どうしてなのか、女の人達って内股で歩くものだよね」

うずみ [ɯ̈dzɯ̈mï] 打ち身。［続 29］

【例】 ひじゃかぶ　ぶつけだば、うずみん　なて、いでぁくて　こまたは

「膝頭をぶっつけたら、打ち身になって痛くて困ってしまったよ」

うずもも [ɯ̈dzɯ̈momo] 内腿。［続 29］

【例】 すこす　こえだら、うずももあ　こすっで、いでぁなよ

「少し肥えたら、内腿がこすれて、痛いんだよ」

うずゆわぇぁ [ɯ̈dzɯ̈jɯ̈wɛ] 内祝い。［続 29］

【例】 はずまごあ　んまっだおん、うずゆわぇぁ　しねぁんねぁな

「初孫が生れたから、内祝いをしないといけないな」

うすらさみ ［形］ うすら寒い。［及 279］

【例】 今日あ　うすらさみ　天気だな

「今日は、うすら寒い天気だな」

うすらさみ [ɯ̈sɯ̈rasamï] ［形］ うすら寒い。［続 29］

【例】 なんだが、つかごろあ　うすらさみぐなたな、そんま　ふゆだはげぁな

「なんだか、近頃はうすら寒くなったな、じきに冬だからな」

うすらばが [ɯ̈sɯ̈rabaga] 薄馬鹿。［続 29］

【例】 えぁずあ　だれん　にだ　おんだが　うすらばがだ　おんだ

「おいつは、誰に似たものなのか、薄馬鹿なもんだね」

うすらほんきねぁ ［名］ うすのろ。うす馬鹿。［同］うすほんきねぁ。［及 119］

【例】 あれぁ　うすらほんきねぁあだはげぁ　かもうな

「あいつは、うすのろだから、かまうな」

うすらわれぁ [ɯ̈sɯ̈rawarɛ] 薄笑い。［続 29］

【例】 ないだて、やだごど、しとん　どご　みで　うすらわれぁなの　して

「まぁ、嫌だこと、人のところを見て薄笑いなんかして」

うすろぐれぁ [ɯ̈sɯ̈roŋɯ̈rɛ] ［形］ 後ろ暗い。［続 29］

【例】 おめぁ、うすろぐれぁ　ごど　すねぁごったら、はっきり　ゆてみろや

「お前、後ろ暗いことをしないなら、はっきりいってみろよ」

うすろごす [ɯ̈sɯ̈roŋosɯ̈] 袴やもんぺの後ろ紐のついた部分。［続 29］

【例】 おめぁな　うすろごすあ　さがてきたぞ、ひぼあ　とげできたなんねぁが

「お前の後腰が下ってきたよ、紐が解けてきたんじゃないか」

うすろすがだ [ɯ̈sɯ̈rosɯ̈ŋada] 後ろ姿。［続 29］

【例】 うすろすがだ　みだばんで、わがらねぁがったども、えま　えたな　だれだじゅ

「後ろ姿を見たばかりで、分らなかったが、今行ったのは誰なの」

63



うすろひこみ

うすろひこみ ［名］ あとずさり。［同］うすろすこみ。うすろすっこみ。［及 119］

【例】 犬こ　おかねぁどて　うすろひこみして　えたけ

「犬がおっかないって、あとずさりしていったつけ」

うすろめぁ ［名］ うしろまえ。前後。［及 119］

【例 1】うすろめぁがら、車　来たぞ
「後前から、車が来たよ」

【例 2】シャッツ　うすろめぁん　着たぞ
「シャツを後前に着たよ」

うすろめぁ [ɯ̈sɯ̈romɛ] 後ろ前。［続 29］

【例】 〇〇ちゃん、ズボン　ほんでぁ　うすろめぁへぁだぞ　なおして　えげよ

「〇〇ちゃん、ズボンはそれでは後ろ前にはいたよ、直して行きなさい」

うすろゆび [ɯ̈sɯ̈rojɯ̈bï] 後ろ指。［続 30］

【例】 しとん　うすろゆび　ささえるよでぁ、はずがすくて、むらも　ありげねぁぞ

「人に後ろ指を差されるようでは、恥かしくて村も歩けないよ」

うぞもぞ [ɯ̈ⁿdzomoⁿdzo] 有象無象。［続 30］

【例】 ほごらあだりの　うぞもぞだ　ない　ゆたて、おれぁ　おれの　おもた　ごど　するばんだ

「その辺の有象無象が何をいったって、俺は俺の思ったことをするばかりだ」

うだげぁー [ɯ̈daŋɛː] 疑い。［続 30］

【例】 おれぁどさ　うだげぁー　かげるなて、なえのごったあだ

「私に疑いをかけるなんて、なんということなんだ」

うだげぁーぶげぁー [ɯ̈daŋɛːbɯ̈gɛː] ［形］ 疑い深い。［続 30］

【例】 あの　しとだば、うだげぁーぶげぁー　しとで、やんだ　しとだ

「あの人なら、疑い深い人で、嫌な人だね」

うだず [ɯ̈ⁿdadzɯ̈] ［四自］ 浮き立つ。［同］おだず。［続 30］

【例】 わらしたずあ、まだ　ちょうすさ　のて、うだずはずめだな

「子供らは、また調子に乗って、浮き立ち始めたな」

うづ ［名］ 中。「えのながうづ―家中」、「やまうづ―山中」、「まづうづ―町中」などと使う。［及

119］

うづあこえでる [ɯ̈dzɯ̈akoed̝er̝ɯ̈] ［連語］ 栄養のいい状態。満腹に近い状態。［及 119］

【例】 うづあこえでる　おんだはげぁ　あんまり　もの　かねぁ　しとだ

「栄養のいい体なので、余り食べ物を食わない人なんだ」

うっかど [ɯ̈kkado] ［副］ うっかり。［続 30］

【例】 あっ、んだ、〇〇さんさ　でんわ　かげんな　うっかど　わすっでだけは

「あっ、そうだ、〇〇さんに電話をかけるのを、うっかり忘れておったっけな」
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うづわ

うづぐす 美しい。［及 20］

【例】 さぐらも　うづぐすぐ　せぁできたな

「桜も美しく咲いてきたな」

うづすぎ [ɯ̈dzɯ̈sɯ̈gï] 仏壇に敷く布。［及 55］

【例】 この　うづすぎあ　ええなです　こと

「この仏壇敷はいいのですこと」

うって [ɯ̈tte]̝ ［副］ ぐうと。［続 30］

【例】 あんまり　きがねぁど、うって　ゆうくれぁ　ただぐぞ

「あんまりきかないと、ぐうというくらい叩くよ」

うってぁー [ɯ̈ttɛː] 訴え。［続 30］

【例】 となりでぁ、ちしょの　きょうかいの　ごどで　うってぁー　おごす　どごだど

「隣りでは、地所の境界のことで、訴えを起すところだそうだ」

うってぁーる [ɯ̈ttɛːrɯ̈] ［下一自他］ 訴える。［続 30］

【例】 あればりの　ごどで、うってぁーる　ほうも　うってぁーる　ほうだな

「あればかりのことで、訴える方も訴える方だな」

うっとす [ɯ̈ttosɯ̈] ［形］ うっとうしい。［続 31］

【例】 ないだて、にゅうべぁさ　へぁたば、うっとす　てんきばり　つずぐな

「まぁ、入梅に入ったら、うっとうしい天気ばかり続くね」

うっぷす [ɯ̈ppɯ̈sɯ̈] ［四自］ 打つ伏す。［続 31］

【例】 こすあ　いでぁて、ほんでぁ、うっぷしてみろ、もでくえっさげぁ

「腰が痛いって、それじゃ打つ伏してみろよ、揉んであげるから」

うづべんけ ［名］ 内弁慶。［及 119］

【例】 この　わらすあ　ゆぐゆぐ　うづべんけだなよ

「この子は、よくよくの内弁慶なんですよ」

この語は、「うづべんけそどみそ」、「えのながべんけ」、「えんながべんけ」、「えんながべんけそどみ

そ」などとも使っている。

うづりが [ɯ̈dzïrïŋa] 移り香。［及 20］

【例】 クリームなの　つけだ　手で　すんめぁ　すっど　うづりが　すっさげぁな

「クリームなんか付けた手で炊事をすると、移り香がするからね」

うづわ [ɯ̈dzɯ̈wa] ［名］ うちわ。暮しむき。［及 119］

【例 1】まだ　うづわもめがは
「また家族の中でのもめごとかい」

【例 2】あそごあ　うづわの　ええ、えだ
「あそこは、暮むきのいい家だよ」
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うづわ

うづわ 団扇。［及 46］

【例】 あんまり　あつ、うづわ　もて　きてころ

「余り暑いから、団扇を持って来て下さい」

うでぁー [ɯ̈dɛː] 謡。［続 31］

【例】 こごらあだりで　うでぁーの　じょんだ　しとていうど　だれだおんだや

「ここらあたりで、謡の上手な人というと、誰なんだい」

うでぁーて [ɯ̈dɛːte]̝ 歌い手。［続 31］

【例】 へっかぐの　ぼうねんかいだ　おん、だれが　うでぁーて　ではて、にぎゃがん　すろや

「折角の忘年会だもの、誰か歌い手が出て、賑やかにすろよ」

うでぁーもんく [ɯ̈dɛːmoɴkɯ̈] 歌い文句。［続 31］

【例】 とくさんぶつの　せんでんさ　つかう　うでぁーもんく　ぼしゅうすんべや

「特産物の宣伝に使う、歌い文句を募集しようや」

うでどげ 腕時計。［及 46］

【例】 あんつぁ　えな　うでどげ　かて　もらて

「兄さんはいいな、腕時計を買ってもらって」

時計類は「おぎどげ」、「かいちゅどげ」、「はすらどげ」のように呼んでいる。

うでぷす [ɯ̈ⁿdep̝ɯ̥̈sɯ̈] 腕っ節。［続 31］

【例】 むがすあ、たらかずぎくれぁごなので、うでぷす　ためした　おんだ

「昔は、俵担ぎ競爭なんかで、腕っ節を試したものだよ」

うでめぁー [ɯ̈ⁿdem̝ɛː] 腕前。［続 31］

【例】 うだの　うでめぁーだば、きんごうきんぜぁで、〇〇さんに　かなう　しとあ　いねぁべな

「唄の腕前なら、近郷近在で、〇〇さんに敵う人はいないだろうな」

うどき [ɯ̈dokï] 空胴のある木。［同］どらき。［及 82］

【例】 この　木あ　うどきだな

「この木は、空胴のある木だな」

うどん 独活。うこぎ科の植物で山菜。［同］うんど。［及 82］

【例】 うどん　とりん　えがねぁが

「うどを採りに行きませんか」

うねこしぇ [ɯ̈nek̝oʃe]̝ 畝立て、畝作り。［及 69］

【例】 でぁご　まぐはげぁ　うねこしぇ　してこえ

「大根を蒔くから、畝立てをして来なさい」

うのぼれる [ɯ̈noborer̝ɯ̈] ［下一自］ うぬぼれる。［続 31］

【例】 ずまんが　すぎっど、うのぼれんなも　えっかげんにするて　ゆいでぁぐなるな

「自慢が過ぎると、うぬぼれるのもいい加減にしろ、といいたくなるね」
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うらやます

うら [ɯ̈ra] 便所。［続 31］

【例】 うらさ　えて　くっさげぁ、しっとえぁ、この　におの　みででころ

「便所へ行って来ますから、一寸、この煮物を見ていて下さい」

うらおり 大分大きくなった山菜の、上部の軟かいところをとること。［及 82］

【例】 この　えぁこあ　うらおりだども　くてころ

「このみやまいらくさは、上部を摘んだものですが、食べて下さい」

うらぎ 梢の方の細い丸太。［及 82］

【例】 うらぎあ　ゆぎがごいの　材料に　すんべ

「梢の細丸太は、雪囲の材料にしよう」

うらげぁす [ɯ̈raŋɛsɯ̈] ［四他］ 裏返す。［続 31］

【例】 おれぁ　えの　ただみも、れぁねんあだり　うらげぁす　つもりだ

「うちの畳も、来年あたり裏返すつもりだよ」

うらさぶす [ɯ̈rasabɯ̈sɯ̈] ［形］ うら淋しい。［続 32］

【例】 こにゃ　しとりばりだ　おんだはげぁ　ないだが　うらさぶすな

「今夜は、一人だけなものだから、なんだかうら淋しいな」

うらじぇっく ［名］ 裏節句。節句の翌日。［及 119］

【例】 うらじぇっくで　しとも　こねぁし、ゆっくり　のむべや

「裏節句で人も来ないし、ゆっくり飲もうや」

うらじぇっく [ɯ̈raⁿdʒek̝kɯ̈] 裏節句。節句の翌日をいう。［続 32］

【例】 きょうあ　うらじぇっくだ　おん、えの　したずばりで　おひなさまの　ごっつぉ　もらう

べ

「今日は裏節句だから、家の人達だけで、雛飾りのご馳走を貰おう」

うらのぐず [ɯ̈ranoŋɯ̈dzɯ̈] 裏口。この語は、家の裏側にある出入口だけの意味で使い、「うら
口入学」などのような意味では使わない語である。［続 32］

うらぺ 梢。［同］うら。［及 82］

【例】 こぶすの　花　うらぺさばり　さぐ　おんだな

「こぶしの花は、梢にばかり咲くものだね」

うらみこ ［名］ 恨み合い。互に恨み合うこと。［及 119］

【例】 おんなしん　くえっさげぁ　うらみこ　すんなよ

「同じようにあげるから、恨み合いをするんじゃないよ」

うらめす [ɯ̈rames̝ɯ̈] ［形］ 恨めしい。［続 32］

【例】 あんずぎ　こげぁ　してくえれば　えがったなよ、ほれ　えまん　なて　うらめす

「あの時こうしてくれるとよかったんだよ、それが今になって恨めしいよ」

うらやます うらやましい。［同］けなり。［及 20］
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うりき

【例】 ええ　きおの　かて　もらて　うらやます　おんだ

「いい着物を買ってもらって、うらやましいもんだ」

うりき [ɯ̈rïkï] うりはだかえで。これは、かえで科の落葉高木で、樹皮が緑色で平滑な肌をして
いる木である。材質が軟かく木材としては利用価値の低い木である。［続 32］

うりげぁ [ɯ̈rïgɛ] ［名］ 売買。売り買い。［及 119］

【例】 めぁっこの　うりげぁ　はじまたど

「繭の売買が始まったそうだ」

うる ［名］ 閏。［及 120］

【例 1】こどしあ　うるとしだな
「今年は閏年だね」

【例 2】うるつぎにあ　いづにづ　よげん　なるな
「閏月には、一日よけいになるな」

うるうる ［副］ うろうろ。［同］うるとる。うろとろ。［及 120］

【例】 うるうるて、なに　さがしったや

「うろうろと何をさがしているの」

うるえ おおばぎぼうし。ゆり科の植物で山菜。［及 82］

【例】 うるえの　でっどごあ　すべっさげぁ、とっずぎあ　きい　つけろよ

「おおばぎぼうしの出るところは、滑べるから、採る時は気をつけなさいよ」

うるおべ [ɯ̈rɯ̈obe]̝ うろ覚え。［続 32］

【例】 でぁぶ　むがすの　ごどだはげぁ、うるおべだども　ほゆ　ごどあ　あったけな

「大分昔のことだから、うろ覚えだが、そういうことがあったっけな」

うるがす [ɯ̈rɯ̈gasɯ̈] ［動］ 水に浸ける。水にひたす。［及 120］

【例】 ほの　へんたぐおの　うるがしておげ

「その洗濯物を水に浸けておいてくれ」

うるげる [ɯ̈rɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ ふやける。［及 120］

【例】 いづにづ　水すごど　しったば、手あ　うるげだは

「一日水仕事をしていたら、手がふやけてしまったよ」

うるごめ うるち。うる。［同］うるめぁ。［及 37］

【例】 うるごめど、もづごめ　まじぇんなよ

「うるちと、餅米を混ぜるなよ」

うるす 漆。やまうるし。うるし科の落葉木。また、この木から採った汁。［及 83］

【例】 うるすぬ　ぎの　そばさ　えぐど　かぶれんぞ

「漆の木のそばへ行くと、かぶれるよ」

うるせぁ [ɯ̈rɯ̈sɛ] ［形］ 煩い。［及・続 20・32］
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うんどずる

【例 1】うるせぁ　ごど、わらしたずあ　あんまり　さわぐ　おんで、テレビも　きげねぁでぁ
「煩いね、子供らがあまり騒ぐものだから、テレビも聞けないよ」

【例 2】うるせぁ　ごど　テレビも　きげねぁ
「うるさいこと、テレビも聞こえないよ」

うるだぐ [ɯ̈rɯ̈dagɯ̈] ［下一自］ うろたえる。［続 32］

【例】 こげぁた　ずぎあ　うるだぐ　おんでねぁ、まず、こごろ　おずずげっごどだ

「こんな時は、うろたえるもんじゃないよ、まず、心を落ち着けることだよ」

うるだぐ ［動］ 慌てる。［及 20］

【例】 こればりの　地震で　うるだぐな

「こればかりの地震で慌てるな」

うるとる [ɯ̈rɯ̈torɯ̈] うろうろ。［続 32］

【例】 うるとるて、ないが　さがしったなが

「うろうろして、何かさがしているのかい」

うれす 嬉しい。［及 21］

【例】 ええ　嫁　もらて、なんぼが　うれすんだが

「いい嫁をもらって、どんなに嬉しいだろうね」

うろんた 怪しい。うろんな。［及 21］

【例】 よながん　しとの　えの　裏さなの　来て、うろた　ごど　する　おんだ

「夜中に人の家の裏になんか来て、怪しいことをするもんだ」

うわか ［名］ うわがわ。うわつら。表面。［同］ゆわか。［及 120］

【例】 うわかの　わり　どご　とて　けよ

「表面の悪いところを除って食べろよ」

うんこ [ɯ̈ɴko] ［幼児語］ 糞。［続 32］

【例】 め　うんこあ　でんなが、んだら　はやぐ　こっちゃ　こえ

「め（子供の愛称男女共）、糞が出るのかい、それなら早くこっちへ来なさい」

うんつん [ɯ̈ɴtsɯ̈ɴ] 運賃。［続 33］

【例】 てずどうの　うんつん、まだ　あがるつけぜぁ　こんだ　なんぼ　あがんだが

「鉄道の運賃がまた上がるそうだよ、今度は幾ら上がるものやら」

うんと [ɯ̈ɴto] ［副］ 沢山。［同］えっぱえ。えっぺぁ。へぇほでぁ。たんと。［続 33］

【例】 この　ふりぶりだど、ばんげあ　ゆぎあ　うんと　つもんべな

「この降りぶりだと、今夜は雪が沢山積るだろうな」

うんどずる 独活汁。［及 37］

【例】 ひしゃすぶりで　うんどずる　くたな

「久し振りで、うど汁を食ったな」
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うんどば

この語は「うどんずる」ともいい、うどの漬け物を「うんどづげ」といっている。

うんどば [ɯ̈ndoba] ［名］ 運動場。［及 120］

【例】 がっこの　うんどば　かりだど

「学校の運動場を借りたそうだ」
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え

　

—え—

～え [~e]̝ ［格助］ に。（ありか。うけみ）。今は稀に老人が使うぐらいなものである。［続 33］

【例 1】やまえ　ある
「山にある」

【例 2】しとえ　とらっだ
「人に取られた」

え ［形］ いい。よい。よろしい。［及 120］

【例 1】これ　つかても　えべが
「これを使ってもいいでしようか」

【例 2】これぁ　え　花だ　ごど
「これはいい花だこと」

この語は「ええ」とも使い、「えげぁす―よろしゅうございます。ようございます」、「えごでぁす―

よろしゅうございます」、「ええじゅ―いいよ」、「ええはげぁ―いいから」などの使い方がある。

～え [~e]̝ ［接尾辞］ れる。可能を示す語である。［続 33］

【例 1】えぐえ
「行かれる」

【例 2】くるえ
「来られる」

【例 3】きるえ
「着られる」

【例 4】とるえ
「取れる」

【例 5】くうえ
「食える」

え いい。よい。［及 21］

【例 1】この　花　え　花だな
「この花いい花だね」

【例 2】おれぁ　ほのくれぁ　あっど　え
「私はそのくらいあればよいよ」
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え

この語は「ええ」とも使い、「ええおの―いい物」、「ええつら―いい顔」、「ええどご―いい所」、「え

えもえ―いいとも」などの使い方をしている。

え 家。［及 47］

この語は「おめぁえ―あなたの家。お宅」、「おれぁえ―私の家。うち」、「おわえ―自分の家」、「んつ

あえ―お前の家」、「えさ―うちに」、「えにあ―お宅には」、「えんどご―うちの所。お宅の所」、「え

んなが―うちの中」、「えのしたづ―うちの人達。お宅の人達」などの使い方をしている。

えぁーおの [ɛːono] 和え物。［続 33］

【例】 きょうあ　えぁーこど　くるみの　えぁーおのでも　つくてみっが

「今日は、あいこと胡桃の和え物でも作ってみようか」

えぁーかぎ [ɛːkaŋï] 合鍵。［続 33］

【例】 えぁーかぎ　なぐすっど　えさ　へぁらんねぁぐなっさげぁ　なぐすんなよ

「合鍵をなくすると、家へ入られなくなるから、なくするなよ」

えぁーぎょ [ɛːgjo] 愛嬌。［続 33］

【例】 ないだて、この　わらすこあ　えぁーぎょの　え　めんごえ　おぼだ　ごど

「まぁ、この子は、愛嬌のいい、可愛いい子供だこと」

えぁーごぎ [ɛːŋogï] みやまいらくさ。あいこ。これは、及位の方言 80Pに記した「あえこ」と
もいい、また、「えぁこ」などともいっている山菜で、「えぁーごぎ」は古い使い方で、今は殆ど使

わない。［続 34］

えぁーしょ [ɛːʃo] 相性。［続 34］

【例】 したりあ、えぁーしょあ　えはげぁ、えぇ　ふうふん　なるんねぁべが

「二人は相性がいいから、いい夫婦になるんじゃないだろうか」

えぁーず [ɛːⁿdzɯ̈] 合図。［続 34］

【例】 ほら、おめぁどご　こっちゃ　こえて、えぁーず　しったぞ

「ほら、お前を、こっちに来い、と合図をしているよ」

えぁーずず [ɛːⁿdzɯ̈dzɯ̈] 相槌。［続 34］

【例】 はずめの　うずあ　えぁーずず　うて　きっだけども　しめぁにあ　ねぷかぎだけは

「始めの内は、相槌をうって聞いておったが、しまいには居眠りだったよ」

えぁーだがら [ɛːⁿdaŋara] 間柄。［続 34］

【例】 あの　したりあ　いどご　どうしの　えぁーだがらだはげぁ　したしなだ

「あの二人は、從兄弟同志の間柄だから親しいんだ」

えぁーで [ɛːde]̝ 相手。［続 34］

【例】 そうだんすんなも　えども、えぁーでに　よりけりだべな

「相談するのもいいが、相手によりけりだろうな」

えぁーにぐ [ɛːnïgɯ̈] 生憎。［続 34］
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えぁらすぐねぁ

【例】 えぁーにぐ　きょうあ　もずあへあ　ねぁはげぁ、あしたん　してくんねぁが

「生憎今日は持ち合わせがないから、明日にしてくれませんか」

えぁーま [ɛːma] 合間。［続 34］

【例】 すごどの　えぁーま　みで、これ　えっぴず　けぁでくんねぁが

「仕事の合間をみて、これをー筆書いてくれませんか」

えぁーる [ɛːrɯ̈] ［下一他］ 和える。［続 34］

【例】 えぁーおの　つぐっずぎあ　こげぁして　かますながら　えぁーる　おんだ

「和え物を作る時は、こうしてかき混ぜながら和えるものだよ」

えぁこずる [ɛkoⁿdzɯ̈rɯ̈] あえこ（みやまいらくさ）汁。［及 37］

【例】 えぁこ　とて　きてくっだはげぁ　えぁこずるでも　すっが

「あえこを採ってきてくれたから、あえこ汁でもしようか」

あえこの漬け物を「えぁこづげ」といっている。

えぁさづ [e|̝ɛsadzɯ̈] ［名］ 挨拶。［及 120］

【例】 えぁさづ　さっだども、誰だが　わがらねぁけ

「挨拶をされたが、誰なのか分らなかったな」

えぁそ [es̝o ~ɛso] ［名］ あいそ。愛想。［及 120］

【例】 あの　嫁あ　えぁその　え　嫁だな

「あの嫁は、愛想のいい嫁だな」

えぁだ ［名］ 間。［及 120］

【例 1】つぐえど　つぐえの　えぁだ　へべぁな
「机と机の間が狹まいね」

【例 2】この　えぁだ　ごっつぉさん
「この間はご馳走さんでした」

えぁづ [ɛdzɯ̈。ɛːdzɯ̈] ［代］ あいつ。［及 2］

【例】 えぁづあ　がっこでも　きがねぁ　ほだど

「あいつは学校でもきかない方だそうだ」

えぁつぱり [ɛtsɯ̈parï] ［連語］ あればかり。［同］あればり。えぁづばり。［及 21］

【例】 おれぁどさは　えぁつぱりはんて　くんねぁなが

「俺には、あればかりしかくれないのかい」

えぁべ [ɛbe]̝ 行こう。［同］あべ。えご。［続 34］

【例】 おめぁも　えぐあだべ、んだら　おれど　えっしょん　えぁべや

「あなたも行くんだろう、それじゃ私と一緒に行こうよ」

えぁらすぐねぁ [ɛrasɯ̈gɯ̈nɛ] ［連語］ かわいくない。にくらしい。この語は、本来なら見

出語には出て来ないのだが、「えぁらす」が「愛らしい」とか、「かわいい」とは方言で使っていな
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えあんべぁ

いので、特に出した。［及 21］

なお、この語は「こえぁらすぐね―こ憎らしい」、「やらすぐねぁ―憎らしい」などとも使っている。

えあんべぁ [ea̝ɴbɛ] 適当。いい按配。いい具合。［及 121］

【例 1】おめぁだ　えあんべぁ　わげろ
「お前達で、適当に分けなさい」

【例 2】雨あ　はっで　えあんべぁ　でぁったな
「雨が晴れて、いい具合でしたな」

ええがら [e̝ː ŋara] ［名］ 家柄。［及 121］

【例】 あそごあ　むがしからの　えで、ええがらの　ええ　えだ

「あそこは、昔からの家（由緒のある家）で、家柄のいい家だよ」

えーがら [e̝ː ŋara] 家柄。［続 35］

【例】 あそごあ　むがすあ　だいだい　しょうやで　えーがらの　えぇ　えだ

「あそこは、昔は代代庄屋で、家柄のいい家だよ」

ええき [e̝ː kï] ［形］ いい気。［及 121］

【例】 みろ　ええ　きん　なて　はなうだだは

「みなさい、いい気になって、もう鼻唄だよ」

えーき [e̝ː kï] ［ダナ］ いい気。得意。［続 35］

【例】 おわばり　にゅうしょうしたどて　えー　きん　なてる　おんだ

「自分ばかり入賞したといって、いい気になっているものだ」

ええきび [e̝ː kïbï] いい気味。［及 121］

【例】 ざんまみろ　ええきびだ　ごど

「ざまぁみやがれ、いい気味だこと」

えーくれぁ [e̝ː kɯ̈rɛ] ［連語］ 欲しいだけ。好きなだけ。［続 35］

【例】 この　んめぁ　おの　おすなが、んでぁ　おわ　えー　くれぁ　もて　えげや

「このお菓子が欲しいの、それじゃ、自分の欲しいだけ持っていきなさい」

ええつら [e̝ː tsɯ̈ra] いい顔。［及 121］

【例】 おわばり　えれぁどて　ええつらして　えばてる

「自分だけが偉いんだ、というので、いい顔をして威張ってるよ」

えーで [e̝ː ⁿde]̝ 家出。［続 35］

【例】 むすめあ、すぎだ　おどごあ　でげで、ほの　おどごど　えーで　したどは

「娘は、好きな男が出来て、その男と家出をしてしまったそうだ」

ええでぁ [e̝ː dɛ] ［副］ なかなか。［及 121］

【例】 こえて　ゆたども　ええでぁ　こねぁ　おんだ

「来い、といったんだが、なかなか来ないもんだ」
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えかまか

ええふり ［名］ いい振り。［及 121］

【例】 ええふり　すんな　おめぁばり　しとんねぁぜぁ

「いい振りをするなよ、お前ばかりが人じゃないよ」

えーもず [e̝ː modzɯ̈] 家持ち。［続 35］

【例】 おれも、この　とすん　なて　よやっと　えーもずん　なたや

「私も、この年になって、漸く家持ちになったよ」

えが [eŋ̝a] いが。栗のいが。［及 83］

【例】 かじぇあ　ふぐど　えが　おづっさげぁ、笠　かぷてえげ

「風が吹くと、栗のいがが落ちるから、笠をかぶっていきなさい」

えが [eg̝a] 烏賊。［続 35］

【例】 つかごろあ　この　やまん　ながでも　えがの　さすみ　けるよん　なたや

「近頃は、この山の中でも、烏賊の刺身を食えるようになったよ」

えがえが [eŋ̝aeŋ̝a] ［形］ 鋭い。鋭く光るさま。［及 121］

【例】 かんま　えがえがどゆわへで　もて　来たけ

「鎌を鋭く研いで持って来たつけ」

えがげ [eg̝age]̝ ［名］ 鋳掛け。［及 121］

【例】 この　鍋　えがげでくんねぁが

「この鍋を鋳掛けてくれませんか」

えがげや [eg̝agej̝a] いかけ屋。［同］どや。［及 77］

【例】 鍋なの　えがげる　えがげやも　いねぁぐなたな

「鍋なんかいかける、いかけ屋もいなくなったね」

えがされる [eg̝asarer̝ɯ̈] ［動］ やられる。物をこわされたり、物事を打ちこわしにされるこ

と。［及 280］

【例 1】ゆえぎばづ　えがさっでしまたは
「植木鉢をこわされてしまったよ」

【例 2】まどめんべどもてだら、よごがら　くづだすさっで、えがさっでしまたは
「まとめよう、と思っていたら、横から口出しされて、こわされてしまったよ」

えがす [eg̝asɯ̈] ［動］ 生かす。［及 121］

【例】 ころさねぁで、えかしておげや

「殺さないで、生かしておけよ」

えがでぁ [eŋ̝adɛ] ［形］ 得難い。［続 35］

【例】 これぁ、〇〇ていう　おんで、こごらでなの　ながなが　えがでぁ　おんだぜぁ

「これは、〇〇というもので、この辺でなんかなかなか得難いものだよ」

えかまか [ek̝amaka] がに股のように歩くさま。［続 35］
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えがまる

【例】 〇〇さんも　としょたば、えかまかて　ありぐよん　なたな

「〇〇さんも、年を取ったら、がに股のように歩くようになったね」

えがまる [eg̝amarɯ̈] ［下一他］ 溢れる。これは、水路などがふさがれて、水が溢れることを

いう。［続 35］

えがまる [eg̝amarɯ̈] ［動］ あふれる。流れがせき止められて、あふれること。［及 101］

【例】 へげぁ　ごみで　えがまて　きたは

「用水路がごみでせき止められて、あふれてきてしまったよ」

えがみあう [eŋ̝amïaɯ̈] ［四自］ 啀み合う。［続 36］

【例】 きょうでぁずれして、あんげぁ　えがみあう　ごどあ　ねぁべどもな

「兄弟同志で、あんなに啀み合うことがないだろうにね」

えがみのごんた [eŋ̝amïnogoɴta] 始終小言をいう人。小言こうべい。［及 2］

【例】 あれぁ　えがみのごんただ　おん

「あれは小言こうべいだもん」

えがむ [eŋ̝amɯ̈] ［動］ いがむ。小言をいう。［及 121］

【例】 ほんげぁ　えがむなや

「そんなに小言をいうなよ」

えがめす [eg̝ames̝ɯ̈] ［形］ 厳しい。［続 36］

【例】 むらの　すんこうせいさぐの　はなすだ　おんだはげぁ　〇〇さんも　いがめす　つらして

　しゃべったけ

「村の新興政策の話なものだから、〇〇さんも厳しい顔をして話しておったっけ」

えがめる [eg̝amer̝ɯ̈] ［下一他］ 塞き止める。これは、水路などを塞き止めることである。［続

36］

えがらっぽえ [eŋ̝arappoe]̝ えがらっぽい。［及 21］

【例】 この　えがらっぽえな、炭やぎの　けぶだな

「このえがらっぽいのは、炭焼きの煙だな」

この語は「えがらぽい」とも使い、えからいを「えがれぁ」といっている。

えがれぁ [eg̝arɛ] ［形］ えがらい。［続 36］

【例】 ないだや、この　えがれぁな、のどさ　ささるな

「なんだい、このえがらいのは、喉にささるね」

えがれる [eg̝arer̝ɯ̈] ［動］ こわれる。駄目になる。［及 121］

【例】 永年　つかた　おの　えがれるなも　無理あ　ねぁな

「永年使って来たんだもの、こわれるのも、無理はないな」

えがわ [eŋ̝awa] 縁側。［及 47］

【例】 えがわ　あたこえさげぁ　えがわで　あすべ
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えぎき

「縁側があったかいから、縁側で遊びなさい」

えぎ [eg̝ï] 息。［続 36］

【例】 あんまり　えそえで　きた　おんだはげぁ　えぎあ　とまりそだは

「余り急いで来たものだから、もう息が止りそうだよ」

えぎ [eg̝ï] 生き。［続 36］

【例】 しとの　えぎしにも、それぞれ　じゅみょう　あんな　だべちゃなや

「人の生き死にも、それぞれ寿命があるのだろうよね」

えぎあう [eg̝ïaɯ̈] ［四自］ 行き合う。［続 36］

【例】 もう、ずぎん　くんべはげぁ　えぎあう　どごまで、むげぁん　えてみろ

「もう、直きに来るだろうから、行き合うところまで、迎えに行ってみなさい」

えぎあがる [eg̝ïaŋarɯ̈] 疲れてふうふういうこと。［続 36］

【例】 はやぐ　こえ、ていうはげぁ　はして　きたら、えぎ　あがるは

「早く来い、というから、走って来たら、もう疲れてふうふうだよ」

えぎあだり [eg̝ïadarï] 行き当たり。［続 36］

【例】 こご　まっすぐ　えて、えぎあだりん　どごで、みぎさ　まがんなです

「ここを、真っ直ぐに行って、行き当たりの所で、右に曲るんです」

えぎあだりばったり [eg̝ïadarïbattarï] ［名／ダナ］ 行き当たりばったり。［続 36］

【例】 すごどずあ、えぎあだりばったりんねぁぐ、けぃかぐ　たでで　やる　おんだ

「仕事というものは、行き当たりばったりでなく、計画を立ててやるもんだよ」

えぎおえ [eg̝ïoe]̝ ［名／副］ 勢い。［続 37］

【例 1】すげ　えぎおえで　はして　きたけ
「すごい勢いで走ってきたっけ」

【例 2】おめぁみでぁだ　やりがだだど、えぎおえ　ほゆ　ごどん　なんなだ
「お前のようなやり方だと、勢いそういうことになるんだよ」

えぎががり [eg̝ïŋagarï] 行き掛かり。［続 37］

【例】 えぎががりじょう　しかだねぁ　おれも　そうだんさ　のらねぁんねぁべな

「行き掛かりじょう仕方がない、私も相談に乗らないといけないだろうな」

えぎがげ [eg̝ïŋage]̝ ［名］ 行き掛け。［同］えぎしめぁ。［及 122］

【例】 えぎがげん　病人さ　かたがてみた

「行き掛けに、病人を見舞った」

えぎがげ [eg̝ïŋage]̝ 行き掛け。［続 37］

【例】 おめぁ、〇〇さ　えぐごったら、えぎがけん　〇〇さん　えさ　よてえてころ

「お前、〇〇に行くんだったら、行き掛けに、〇〇さんの家へ寄って行ってくれ」

えぎき [eg̝ïkï] 行き来。［続 37］
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えぎぎれ

【例】 〇〇さん　どごだば、すたすぐしてっさげぁ、すじゅう　えぎき　してる

「〇〇さんのところなら、親しくしているから、始終行き来をしています」

えぎぎれ [eg̝ïŋïre]̝ 息切れ。［続 37］

【例】 ないだが　つかごろ　すこす　ありぐど　えぎぎれあ　するよん　なたなよ

「なんだか、近頃は、少し歩くと息切れがするようになったんだよ」

えぎけぁーり [eg̝ïkɛːrï] 行き帰り。［続 37］

【例】 〇〇さんだば、つとめの　えぎけぁりん　てぃしゃばで　えっしょん　なる

「〇〇さんなら、勤めの行き帰りに、停車場（駅）で一緒になるよ」

えぎげぁーる [eg̝ïgɛːrɯ̈] ［四自］ 生き返る。［続 37］

【例】 えぎ　つがねぁぐなたはげぁ　しだどもたら、えぎげぁたけ

「息を吐かなくなったから、死んだ思ったら、生き返ってきたっけ」

えぎさぎ [eg̝ïsagï] 行き先。［続 37］

【例】 どごさ　えた　おんだが、きょう　まだ、えぎさぎも　ゆわねぁで　えた　おんだ

「何処へ行ったものやら、今日は、行き先もいわないで行ったもんだ」

えぎずぐ [eg̝ïdzɯ̈gɯ̈] ［四自］ 行き着く。［続 37］

【例】 さんずだ　おんは、〇〇にあ　とっくん　えぎずぐ　ころだなは

「もう 3時だもの、〇〇にはもう疾うに行き着く頃だね」

えぎずげ [eg̝ïdzɯ̈ge]̝ 行き付け。［続 38］

【例】 もの　かうなだば、えぎずげの　めへあ　え　おんだ、まげでも　くえっさげぁな

「物を買うなら、行き付けの店がいいもんだよ、まけてもくれるからね」

えぎずまる [eg̝ïⁿdzɯ̈marɯ̈] ［四自］ 行き詰まる。［続 38］

【例】 ひゃくしょも　こめつぐりばりでぁ　えぎずまる　ずぎあ　くんぞ

「百姓も、米作りばかりでは、行き詰まる時が来るよ」

えぎすむ [eg̝ïsɯ̈mɯ̈] ［四自］ 力む。［同］いぎすむ。［続 38］

【例】 ほんげぁ　えぎすで、なに　しったや

「そんなに力んで、何をしているの」

えぎだおれ [eg̝ïⁿdaore]̝ 行き倒れ。［続 38］

【例】 ひでぇ　ふぎん　ふがっで　とうげんどさ　だれが　えぎだおれぁ　いだけど

「ひどい吹雪に吹かれて、峠のところに、誰か行き倒れがおったそうだよ」

えぎつげぁ [eg̝ïtsɯ̈ŋɛ] 行き違い。［同］えぎずげぁ。［続 38］

【例】 どごで　えぎつげぁ　なたあだべ、さっぱり　わがらねぁ　おんだな

「何処で行き違いになったんだろう、さっぱり分らないものだな」

えきてぁ [ek̝ït̥ɛ] ［形］ 暑い。［続 38］

【例】 なずだはげぁ　ふすぎんねぁども、きょうあ　めっぽ　えきてぁ　ひだな
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えぐず

「夏だから不思議ではないが、今日は滅法暑い日だな」

えぎどまり [eg̝ïⁿdomarï] 行き止まり。［続 38］

【例】 この　みずあ、こごで　えぎどまりだあです、みず　まずかたなで　ごさへんか

「この道は、此処で行き止まりなんです、道を間違えたんではございませんか」

えぎなり [eg̝ïnarï] ［副］ いきなり。［続 38］

【例】 ほんた　ごど、えぎなり　ゆわっだて、へんずん　こまるな

「そんなことを、いきなりいわれたって、返事に困るな」

えぎば [eg̝ïba] 行き場。［続 38］

【例】 わらび　とっずぎの　おれの　えぎばあ　まえとす　おんなす　どごだ

「わらびを採る時の俺の行き場は、毎年同じところだよ」

えぎめぁー [eg̝ïmɛː] 駅前。［続 39］

【例】 バスあ　ねぁ　おんだはげぁ、えぎめぁーまで　ずでんしゃで　えぐなだ

「バスがないから、駅前まで自転車で行くんです」

えぎりたず [eg̝ïrïtadzɯ̈] ［四自］ いきりたつ。［続 39］

【例】 ほんげぁ　えぎりたず　おんでねぁ、まず、おずずで、こどわげ　ゆてみろ

「そんなにいきりたつもんじゃないよ、まず、落ち着いて、事訳をいってみろよ」

えぐ [eg̝ɯ̈] ［動］ 行く。逝く。［及 122］

【例 1】これがら　まづさ　えぐなだ
「これから、町へ行くんです」

【例 2】〇〇さん　えぐ　どごだとは
「〇〇さんは、逝く（亡くなる）ところだそうだ」

この語には、「あべ―行こう」、「えがっだ―行かれた。逝かれた」、「えぎあす―行きます」、「えんか

―行こうか」、「えぁべ―行こう」などの使い方がある。

え
〇

ぐ [eg̝ɯ̈] ［動］ 年寄る。年をとる。［同］としょる。としょり。［及 122］

【例】 年あ　えぐど　息子まがへだ

「年をとると、息子まかせです」
〇

えぐ [eg̝ɯ̈] ［副］ しばしば。よく。［及 122］

【例】 おめぁも　えぐ　釣りん　えぐな

「あなたも、よく釣りに行きますね」

えぐえぐ [eg̝ɯ̈eg̝ɯ̈] ［副］ よくよく。［及 122］

【例】 今日あ　えぐえぐ　運の　つでねぁ　ひだな

「今日は、よくよく運のついてない日だな」

えぐず [eg̝ɯ̈ⁿdzɯ̈] 意気地。［続 39］

【例】 すこすの　ごどで　なぐよだ、えぐずのねぁ　ごってぁ、おっきぐ　なんねぁぞ
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えぐずなす

「少しのことで泣くような、意気地のないことでは、大きくなれないよ」

えぐずなす [eg̝ɯ̈dzɯ̈nasɯ̈] ［名］ 意気地無し。［及 122］

【例】 この　わらすあ　えぐえぐ　えぐずなすで

「この子は、よくよくの意気地無しで」

えぐづ [eŋ̝ɯ̈dzɯ̈] みつくち

兎唇。［及 9］

【例】 えぐづなの　えまだば　治してけっど

「兎唇なんか、今なら治してくれるそうだ」

えぐなすおの [eg̝ɯ̈nasɯ̈ono] ［名］ 悪者。悪い物。［及 122］

【例 1】この　えぐなすおのあ　まだ　来たが
「この悪者奴が、また来たのか」

【例 2】こんた　えぐなすおの　売りおのだなて
「こんな悪い物を売り物だなんて」

えぐなすおの ろくでなし。ろくなことをしない者。［及 2］

【例】 ごがは　するんだが、手くせあ　えぐねぁんだが、えぁづだば　おおえぐなすおのだ

「ごねるやら、手くせが悪いやら、あいつなら大ろくでなしだよ」

えぐなすかが 悪妻。夫婦けんかなどに使う悪態。［及 2］

【例】 んつみでぁんた　えぐなすかがなの　いねぁ　おんだ

「お前のような悪妻なんかいないものだ」

この反対が「えぐなすおやず―悪夫」である。

えぐねぁ [eg̝ɯ̈nɛ] ［形］ 悪い。［続 39］

【例】 ほれぁ　あんつぁ　えぐねぁ、まず　はやぐ　ほの　ほん　けぁへ

「それは、兄さんが悪い、まず早くその本を返えしなさい」

えぐねぁ [eg̝ɯ̈nɛ] 悪い。よくない。［及 21］

【例】 まだ　えぐねぁ　ごど　しったんねぁが

「また悪いことをしてるんじゃないか」

えぐび [eg̝ɯ̈bï] 猪首。［続 39］

【例】 まず、てぁで　えぐびだ　しとて　ゆえば、ふとてる　しとばんだな

「まず、大抵猪首な人といえば、太っている人ばかりだな」

えげ～ [eg̝e~̝] ［接頭辞］ いけ。主意を強める語。［続 39］

【例 1】えげしゃぁしゃぁ
「いけしゃぁしゃぁ」

【例 2】えげずうずうす
「いけずうずうしい」

【例 3】えげすかねぁ
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えげる

「いけ好かない」

【例 4】えげずれ
「いけ狡るい」

【例 5】えげそんぜぁ
「いけぞんざい」

【例 6】えげだらぐ
「いけ堕落」

【例 7】えげこじょわり
「いけ根性が悪い」

えげぁー [eŋ̝ɛː] 以外。［続 39］

【例】 こごあ　かんけぇしゃえげぁー　へぁらんねぁ　どごだあだど

「此処は、関係者以外は入られない所なんだそうだ」

えげぁー [eŋ̝ɛː] 意外。［続 39］

【例】 こどすの　てんきあ　あまり　えぐねぁがったども、えげぁー　しゅうかぐあ　あったな

「今年の天気は余りよくなかったが、意外に収穫はあったな」

えげす [eg̝es̝ɯ̈] 生け簀。［続 39］

【例】 いずどん　くいきんねぁはげぁ　あまた　あゆあ　えげすさ　へでおげよ

「一度には食い切れないから、余った鮎は生け簀に入れておけよ」

えげつねぁ [eŋ̝et̝sɯ̈nɛ] ［形］ えげつない。［続 40］

【例】 しとんどご　だましあがて、えぐ　あんた　えげつねぁ　ごど　でげる　おんだ

「人を騙しやがって、よくあんなえげつないことが出来るもんだ」

えげどり [eg̝e̝n dorï] 生け捕り。［続 40］

【例】 うさぎ　えげどりん　して　きたども　むぞせぁはげぁ、かておぐべは

「兎を生け捕りにして来たが、可哀そうだから、もう飼っておこう」

えげばな [eg̝eb̝ana] 活け花。［続 40］

【例】 えげばななのあ、よめいりめぁん　ならわねぁど　ならう　ずきあ　なぐなんぞ

「活け花なんかは、嫁入り前に習わないと、習う時がなくなるよ」

えげる [eg̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 埋める。［続 40］

【例】 ずさまの　おこずも、へんぞさまの　おはがの　したさ　えげる　ごどん　すんべ

「お爺さんのお骨も、先祖さまのお墓の下に、埋めることにしよう」

えげる [eg̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 活ける。［続 40］

【例 1】この　はな　かびんさ　えげでころ
「この花を花瓶に活けてくれ」

【例 2】この　なす　ほごらさ　えげでおげ
「この茄子をその辺に活けておけよ」
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えげん

えげん [eg̝eɴ̝] 意見。［続 40］

【例】 おだげぁ　えげん　だすあわねぁど、はなすあ　まどまらねぁべじゅ

「お互に意見を出し合わないと、話は纒まらないだろうよ」

えご [eg̝o] 川の中の魚の入り込める穴やすき間。これは、川の魚が入り込める、石と石のすき間や
岩の割れ目などをいう。［続 40］

えごえ [eŋ̝oe]̝ ［名］ ものいい。話しことば。［及 122］

【例】 おれぁ　えの　つぁつぁだばまづ　えごえの　わり　しとで

「うちのお父さんときら、ものいいの悪い人で」

えこえこ ［名］ 小言。［同］えこまこ。［及 122］

【例】 ぜぇぶん　えこえこて　いう　おんだな

「隨分小言をいうもんだな」

えこえこ [ek̝oek̝o] 意地悪くいう小言。［続 40］

【例】 まず　あの　ばさまだば　ずっと　よめあどさ　えこえこてんなだけ

「まぁ、あの婆さんなら、始終嫁に意地悪く小言をいっているんだっけ」

えごがす [eŋ̝ogasɯ̈] ［四他］ 動かす。［続 40］

【例 1】この　いす　えごがすなさ　てずだえや
「この石を動かすのに手伝えよ」

【例 2】〇〇さんどご　えごがして　ちょうちょうん　すんべ
「〇〇さんを動かして町長にしようや」

えごぎ [eŋ̝ogï] 動き。［続 40］

【例】 ないが　たいさぐ　たでねぁど　えごぎあ　とんねぁな

「何か対策を建てないと、動きがとれないね」

えごぐ [eŋ̝ogɯ̈] ［動］ 動く。［及 122］

【例】 この　さがな、まだ　えごぐあだな

「この魚は、まだ動くんだね」

この語には、「えごえだ―動いた」、「えごげっが―動けるか」などの使い方がある。

えごさがし [eg̝osaŋasï] 魚穴さがし。これは、川の石のすき間や岩の割れ目などに、手を入れ
て、魚をさがすことをいう。［続 41］

えごず [eg̝oⁿdzɯ̈] ［名／ダナ］ 意固地。［続 41］

【例】 ほんげぁ　えごずん　ならねぁで、おれの　いう　ごども　きでみでくっちゃ

「そんなに意固地にならないで、俺のいうことも聞いてみてくれよ」

えごてぁ [eŋ̝otɛ] えぐい。えごい。［及 21］

【例】 えっく　あぐだす　すねぁど　えごてぁぞ

「よくあくぬきをしないと、えぐいよ」
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えしょ

えごひぎ [eg̝oçïgï] ［名］ えこひいき。［及 122］

【例】 この　しとあ　しとさ　えごひぎなの　する　ひとんねぁ

「この人は、人にえこひいきなんか、する人じゃないよ」

えさげぁ [es̝agɛ] ［名］ いさかい。けんか。［及 123］

【例】 えさげぁなの　しねぁで、ながえぐ　あすべよ

「いさかいなんかしないで、仲よく遊びなさいよ」

えざこざ [e̝n dzakoⁿdza] いざこざ。［続 41］

【例】 あの　きしょだおん、えざこざだて　おごしかねねぁ　おどごだな

「あの気性だもの、いざこざだって起しかねない男だね」

えささが [es̝asaga] ［副］ 些か。［続 41］

【例】 これぁ　やりずげねぁ　すごどだはげぁ、えささが　かってあ　つがうな

「これはやりつけない仕事だから、いささか勝手が違うね」

えさばや いさばや。魚屋。［及 77］

【例】 なえだべ　近頃　えさばや　こねぁな

「どうしたんだろう、近頃、魚屋が来ないな」

えざま ［名］ 居ざま。行儀。［同］いんさま 。゙えんざま。［及 123］

【例】 なんだ、ほの　えざま　まと　ちゃんと　ねまれ

「なんだ、その行儀は、もっときちんと座りなさい」

えじ ［名］ 意地。［及 123］

【例】 ほんげぁ　えじ　はてっど　皆に　嫌われんぞ

「そんなに意地を張っていると、皆に嫌われるよ」

この語には、「えじきたねぁ―意地汚い」、「えじこぐ―意地を張る」、「えじたでる―意地を張る」、

「えじっぱり―意地っ張り」などの使い方がある。

えしゃ [eʃ̝a] 医者。［続 41］

【例】 どごが　えぐねぁ　ずぎあ、えしゃに　みで　もらうな　いずばんだな

「どこか悪い時は、医者に診てもらうのがいちばんだな」

えじゃり [e(̝ⁿ)dʒarï] いざり。［及 2］

【例】 〇〇あ　車の　事故で　えじゃりん　なてしまたどは

「〇〇は車の事故で、いざりになってしまったそうだ」

えじゃる ［動］ いざる。座ったまま座を移ること。［及 123］

【例】 はがま　きれっさげ　えじゃる　おんでねぁ

「もんぺがきれるから、いざるもんじゃないよ」

えしょ 衣装。着物。晴着。［及 55］

【例】 この　えしょ　どから　かて　きたな、ええ　柄だごど
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えしょぐ

「この着物、どこから買って来たの、いい柄だこと」

えしょぐ [eʃ̝ogɯ̈] 移植。［続 41］

【例】 トマトも、そろそろ　えしょぐしても　えくれぁ　おっきぐなたな

「トマトも、そろそろ移植してもいいくらい大きくなったな」

えしょぐべら [eʃ̝ogɯ̈ber̝a] 移植べら。［続 41］

【例】 なす　ゆえっさげぁ、こやがら　えしょぐべら　もて　きてくんねぁが

「茄子を植えるから、小屋から移植べらを持ってきてくれないか」

えず [e̝n dzɯ̈] ［形］ 目にごみが入ってごろごろすること。［続 41］

【例】 まなぐさ　ごみあ　へぁて　えずはげぁ、とてくんねぁが

「目にごみが入ってごろごろするから、取ってくれないか」

えずぐる [e̝n dzɯ̈gɯ̈rɯ̈] ［動］ いじくる。いじる。［及 123］

【例】 あんまり　えずぐっど、ぼこれんぞは

「あまりいじくると、こわれしまうよ」

えずめる [e̝n dzɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 苛める。［同］えずる。［続 41］

【例】 ほんげぁ　いもうと　えずめんなや　むぞせぁぐねぁがや

「そんなに妹を苛めるなよ、可哀そうじゃないかい」

えずる [e̝n dzɯ̈rɯ̈] ［四自］ いじる。［続 41］

【例】 おどっつぁ　つぐえ　えずんなよ　でぁずだ　おのあ　へぁったはげぁな

「お父さんの机をいじるなよ、大事なものが入っているからな」

えずわる [e̝n dzɯ̈warɯ̈] ［ナ名ノ］ 意地悪。［続 42］

【例】 ともだずさ　ほんた　えずわる　すねぁで、ながえぐ　あすべよ

「友達にそんな意地悪をしないで、仲よく遊びなさいよ」

えそがす [es̝oŋasɯ̈] ［形］ 忙しい。［及 123］

【例】 えそがすそん　して　どさ　えぐ　どごだや

「忙しそうにして、何所へ行くところなんです」

えそがす 忙しい。［及 21］

【例】 こごんどご　めっぽ　えそがす　おんだ

「このところめっぽう忙しいものだ」

えそがへる [es̝oŋaher̝ɯ̈] ［下一他］ 急がせる。［続 42］

【例】 えそがへるよだども、えま　おすなだはげぁ　すぐ　もて　きてころ

「急がせるようだが、今欲しいのだから、直ぐ持ってきてくれ」

えそぐ [es̝oŋɯ̈] ［四他自］ 急ぐ。［続 42］

【例】 ばばな　ありげねぁはげぁ、ほんげぁ　えそぐど　かつで　ありげねぁ

「お婆さんはね、歩けないないから、そんなに急ぐと、追いついて歩けないよ」
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えっけ

えだはれぁ [e̝n daharɛ] 枝払い。枝打ち。枝伐り。杉の立木の枝や伐倒木の枝を伐り落すこと。
［及 69］

【例】 木　きたら、まづ　えだはれぁ　する　おんだ

「木を伐り倒したら、まづ、枝払いをするもんだよ」

えちゃつぐ [et̝ʃatsɯ̈gɯ̈] ［四自］ いちゃつく。［続 42］

【例】 えまの　わげぁ　おのあ、しとめぁも　かまねぁで　えちゃつぐ　おんだ

「今の若い者は、人前もかまわないでいちゃつくもんだね」

えちゃもん [et̝ʃamoɴ] いちゃもん。［続 42］

【例】 ないだどて、おれぁどさ　えちゃもん　つけねぁんねぁなや

「なんだって、俺にいちゃもんをつけないといけないんだよ」

えっか ［連語］ 何日。［及 123］

【例】 今日あ、えっかだけ

「今日は、何日だつけ」

えっか [ek̝ka] 何日。［続 42］

【例】 こから　きしゃで　〇〇まで　えぐど　えっか　かがる　おんだべ

「ここから、汽車で〇〇まで行くと、何日かかるものだろう」

えっかげん [ek̝kaŋeɴ̝] ［連語］ いい加減。［同］えっくれぁかげん。えっくれぁ。［続 42］

【例】 つぁつぁ　さげ　のむなも　えぇども、えっかげん　して　やめだら　えべ

「お父さん、酒を飲むのもいいが、いい加減にして止めたらいいだろう」

えっかだ [ek̝kada] ［副］ 何時も。始終。［続 42］

【例】 まずまず、えっかだ　もらてばりいで　おげぁしも　しねぁでなおす

「まぁまぁ、何時も貰ってばかりいて、お返しもしませんで、ねぇ」

えっくれぁ [ek̝kɯ̥̈rɛ̥] 適当。大概。［及 123］

【例 1】えっくれぁで　えはげぁ　わげで　やれ
「適当でいいから、分けてあげなさい」

【例 2】えっくれぁで　えはげぁ　めがだ　なんぽくれぁ　あんべ
「大概でいいんだが、目方はどれくらいあるだろう」

【例 3】これだば　えっくれぁ　あるな
「これなら相当あるね」

えっくん ［副］ よく。ようく。［同］ええぐ。［及 123］

【例】 えっくん　お礼　ゆてくでぁ

「ようくお礼をいって下さい」

えっけ [ek̝ke]̝ 親類。［続 42］

【例】 おれぁ　えあ　〇〇さん　えどあ　つっけぁ　えっけだなおす
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えつける

「私のうちは、〇〇さんのうちとは、近い親類なんですのよ」

えつける [ẽt̝sɯ̥̈ker̝ɯ̈] ［下一自］ いじける。［続 43］

【例】 ないだ、ほんだ　ごどで　えつけでねぁで、げんき　だして　がっこさ　えげ

「なんだい、そんな事でいじけていないで、元気を出して学校に行きなさい」

えっけん [ek̝keɴ̝] 一軒。「一軒」は家一戸である。［続 43］

【例 1】にげん
「二軒」

【例 2】さんげん
「三軒」

【例 3】よんけん
「四軒」

【例 4】ごげん
「五軒」

えっけん [ek̝keɴ̝] 一間。「一間」は、6尺（約 1、82m）である。［続 43］

【例 1】にげん
「二間」

【例 2】さんげん
「三間」

【例 3】よんけん
「四間」

【例 4】ごげん
「五間」

えっけんや [ek̝keɴ̝ja] 一軒屋。［続 43］

【例】 〇〇さん　えだば、むらはぞれの　えっけんやだはげぁ、すぐ　わがりあす

「〇〇さんの家なら、村外れの一軒屋だから、直ぐ分ります」

えつこ [ẽt̝sɯ̥̈ko] いずめ。幼児を入れておく篭。［続 43］

【例】 がが　きたぞ、ないだ　ねぁっだながは、えつこさばり　へでむぞせぁがったな

「お母さんが来たよ、なんだ泣いているのかい、いずめにばかり入れて、可哀そうだったね」

えっ
〇

こ ［副］ 一向。［及 123］

【例】 ほんた　ごど　えっこ　すらねぁな

「そんなことは、一向知らないね」

えっ
〇

こ ［副］ いっそ。［及 123］

【例】 じゃまだはげぁ　えっこの　ごど　この　木、伐てしまうべは

「邪魔だから、いつそのこと、この木はもう伐ってしまおうよ」

えっこぐ [ek̝kogɯ̈] ［ダナ］ いっこく。［続 43］
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えっちょ

【例】 おれぁ　えの　ずさまだば　えっこぐで、ゆいだしたら　きがねぁ　しとだ

「うちのお爺さんならいっこくで、いい出したらきかない人だよ」

えっしょ [eʃ̝ʃo] 一緒。［続 43］

【例】 〇〇の　ずさまの　えっしゅぎさ、えっしょん　つで　えてころ

「〇〇のお爺さんの一週忌に、一緒に連れて行って下さい」

えっしょー [eʃ̝ʃoː] 一生。［続 43］

【例】 しとの　えっしょーの　うずにあ　さまざまの　ごどあ　ある　おんだな

「人の一生のうちには、さまざのことがあるものだね」

えっしょくた [eʃ̝ʃokɯ̥̈ta] 一緒くた。［続 43］

【例】 みそも　くそも　えっしょくたん　したて　だめだべな

「あれもこれも一緒くたにしたって駄目じゃないか」

えっしょげぁ [eʃ̝ʃoŋɛ] ［名］ 一升買い。貧困者が毎日僅かづつ米を買うこと。［及 124］

【例】 むがすあ　びんぼで　えっしょげぁ　した　しとも　いでぁったあだ

「昔は、貧乏で一升買いした人もおったんだよ」

えっしょけめ [eʃ̝ʃokem̝e]̝ 一生懸命。［続 43］

【例】 この　あつ　ずぎ　えぐ　えっしょけめ　はだらぎあすこどなおす

「この暑い時、よく一生懸命働きますわね」

えっしょます [eʃ̝ʃomasɯ̈] 一升枡。［続 44］

【例】 えまだば、こめどが　まめなの　はがっずぎ、えっしょますなの　つかわねぁなは

「今なら、米とか豆なんかを量る時、一升枡なんかもう使わないな」

えっせぁー [es̝sɛː] 一切。［同］いっせぁ。［続 44］

【例 1】えの　ごどあ　えっせぁ　よめさ　まがへだは
「家のことは、一切もう嫁に任せてしまったよ」

【例 2】おれなのあ　えっせぁ　もて　こねぁでころな
「お礼なんかは、一切持って来ないで下さいね」

えつたがり 意地っ張り。強情っ張り。［及 21］

【例】 この　わらすあ、誰に　似だんだが、えったがりで

「この子は誰に似たのか、意地っ張りで」

えつたがり [ẽt̝sɯ̥̈tagarï] 意地っ張り。［同］えっぱり。［続 44］

【例】 まず、この　わらすだば、えつたがりで　だれん　にだ　おんだんだが

「まあ、この子ったら、意地っ張りで、誰に似たものなのか」

えっちょ ［名］ かたちんば。［同］びっこ。びっこたっこ。［及 124］

【例】 ほら、はぎおのあ　えっちょだぞ

「ほら、履物が片ちんばだよ」

87



えっちょづげる

えっちょづげる [et̝tʃodzɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ 纒める。一ヶ所にまとめる。片寄せる。［及 124］

【例】 はぎおの　ちらがして　おがねぁで　えっちょづげで　おげ

「履物を散らさないで、片寄せておきなさい」

えっちょね ［名］ 体側を下にして寝ること。［及 124］

【例】 えっちょね　しねぁで　ちゃんと　寝ろよ

「体側を下にしないで、きちんと寝なさい」

えっちょめぁ [et̝tʃomɛ] 一人前。［続 44］

【例】 おれぁえんなも　ようやぐ　えっちょめぁなて　はだらぎん　ではった

「うちのも漸く一人前になって、働きに出ています」

えってぁ ［副］ いったい。［及 124］

【例】 えってぁ　これぁ　なんず　したあだ

「いったい、これはどうしたんだ」

えってぁーじぇんてぁー [et̝tɛːdʒeɴ̝tɛː] ［副］ 一体全体。［続 44］

【例】 えってぁーじぇんてぁー　なんて　いう　ごど　してくっだ　おんだ

「一体全体なんということをしてくれたんだい」

えっぱえ [ep̝pae]̝ ［副］ いっぱい。沢山。［同］えっぺぁ。へぇほでぁ。［及 21］

【例】 栗　はぎごさ　えっぱえ　ひろて　来た

「栗をはけごにいっぱい拾って来ました」

えっぱす [ep̝pasɯ̈] ［副］ 一端。［続 44］

【例】 けっつの　あおみも　とんねぁ　かんめぁして、えっぱす　おどなきどりだ　おんだ

「尻の青味も取れないくせして、一端大人気取りなものだ」

えっぱだ [ep̝pada] ［副］ もつぱら。［及 124］

【例】 おれぁ　えっぱだ　炭やぎだ

「私は、もつぱら炭燒きだよ」

えっぱん [ep̝paɴ] 一般。［続 44］

【例】 つかごろあ　すごどあ　あっど　めで、えっぱんに　でかへぎ　えがねぁな

「近頃は仕事があるとみえて、一般に出稼に行かないね」

えっぴず [ep̝pïdzɯ̈] 一筆。［続 44］

【例】 こういう　ごどあ　えっぴず　けぁで　もらうど　あどくされあ　のごらねぁ　おんだ

「こういうことは、一筆書いてもらうと、後腐れが残らないものだよ」

えっぷぐ [ep̝pɯ̈gɯ̈] 一服。ひと休み。［続 44］

【例 1】えっしゅぎ
「一週忌」

【例 2】えっしょ
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えど

「一升」

【例 3】えっちょ
「一丁」

【例 4】えっぱ
「一羽。一把」

【例 5】えっぱず
「一発」

【例 6】えっぴぎ
「一匹」

【例 7】えっぺん
「一遍」

えっぺぁ [ep̝pɛ] ［副］ 沢山。［及 124］

【例】 栗　えっぺぁ　拾ろて　来た

「栗を沢山拾って来た」

えっぺぁ [ep̝pɛ] ［名］ 一杯。［及 124］

【例】 えっぺぁ　ので　えぐべ

「一杯飲んで行こうよ」

えっぺぁみし ［名］ 一杯飯。葬式の日に仏前に供える飯。へらで、一回でよそって、二回三回

とよそわないので、この名がある。［及 124］

えっぽ [ep̝po] 一方。［続 45］

【例】 えげんあ　えっぽがらばり　きがねぁで　みんなの　えげんも　きぐ　おんだ

「意見は一方からばかり聞かないで、皆の意見も聞くものだよ」

えっぽんぎ [ep̝poɴŋï] 一本気。［続 45］

【例】 おれぁ　えの　つぁつぁだば　えっぽんぎだ　しとで、おらなの　ゆたて　きがねぁ

「うちのお父さんなら一本気な人で、私達なんかいってもきかないよ」

えてぁー [et̝ɛː] 得体。［続 45］

【例】 えてぁーの　すんねぁ　おのあ　きた　ずぎあ　げんかん　あげんなよ

「得体の知れない者が来た時は、玄関を聞けるなよ」

えど ［名］ 井戸。［及 280］

【例】 こんだ　水道だはげぁ　えどあ　いらねぁは

「今度は、水道だから、もう井戸はいらないね」

えど 井戸。［及 47］

【例】 この　えどあ　ふっけぁはげぁ　つでぁ　水あ　出んなよ

「この井戸は深いから、冷たい水が出るんだよ」
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えねぁえねぁばぁ

えねぁえねぁばぁ ［連語］ ［幼児語］ いない　いないばぁ。［及 124］

えねご せつ。わきの下や股関節の内側に出る出来もの。［同］ねぎぼ。ねごぼ。［及 13］

【例】 わぎの　下さ　えねごあ　出で　手　えごがさんねぁ

「わきの下にせつが出て、手を動かせないんだ」

えのしたづ ［連語］ うちの人達。お宅の人達。［及 2］

【例 1】えの　したづさ　お土産でも　かて　えぐが
「うちの人達にお土産でも買っていこうか」

【例 2】おれぁ　えさ　来てるて、えの　したづさ　ゆて　きたあだがや
「私の家に来ているって、お宅の人達にいって来たのかい」

えのめぁ ［名］ 外。おもて。家の前。［及 124］

【例】 天気あ　ええはげぁ　えのめぁで　あすべよ

「天気がいいから、おもてで遊びなさいよ」

えば ［名］ 餌。家畜の飼糧や釣りの餌をいう。［及 124］

【例】 雑魚釣りの　えばだば　これぁえ

「雑魚釣りの餌なら、これがいいよ」

えばくせぁ [eb̝akɯ̥̈sɛ] 小便くさい。特に寝小便の匂いをいう。［及 22］

【例】 えばくせぁ　ごど、まだ　たっだがは

「小便くさいこと、またもらしてしまったのかい」

えばる ［動］ 威張る。［及 124］

【例】 あれだば　すぐ　えばる　しとだ

「あいつなら、すぐ威張る人だよ」

えびぎ [eb̝ïgï] 鼾。［続 45］

【例】 こにゃまだ、めっぽ　えびぎ　かぐ　おんだな、すこす　のみすぎだな

「今夜は、滅法鼾をかくもんだな、少し飲み過ぎたな」

えびづ ［名］ 歪。［及 124］

【例】 この　皿　えびづだな

「この皿は歪だな」

えびりだす [eb̝ïrïⁿdasɯ̈] ［四他］ いびり出す。［続 45］

【例】 あどかが　へんかがの　こ　にぐえどて　えびりだしたどは

「後妻が、先妻の子を憎いといって、いびり出してしまったそうだ」

えびる ［動］ いびる。いじめる。［及 125］

【例】 あんげぁ　嫁　えびらねぁたて　えべな

「あんなに嫁をいびらなくともいいだろうにね」

えぶくせぁ [eb̝ɯ̈kɯ̥̈sɛ] いぶくさい。煙の匂い。物の焼ける匂い。［及 22］
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えぼず

【例】 えぶくせぁな、さがな　やげっだんねぁが

「いぶくさいな、魚が焼けているんじゃないか」

えぶす [eb̝ɯ̈sɯ̈] ［四他］ 燻す。［続 45］

【例】 ほんげぁ　えぶすなや、これだば　けぷてぁくて　いらんねぁぜぁ

「そんなにいぶすなよ、これなら、煙くていられないよ」

えぶる ［動］ いぶる。煙る。［及 125］

【例】 近頃あ　田圃で　わら　えぶす　おんで　困るな

「近頃は、田圃でわらをいぶすもんで、困るな」

えへぁ [eɸ̝ɛ] 位牌。［及 47］

【例】 おでらさも　えへぁ　たのまねぁんねぁな

「お寺にも位牌をたのんでこないといけないな」

えへぁたがる [eɸ̝ɛtagarɯ̈] ［動］ からかう。［及 125］

【例】 やだ　ごど　しとんどさ　えへぁたがて

「いやだわ、人をからかって」

えへぁづれぁ [eɸ̝ɛdzɯ̈rɛ] ［名］ おべつか。お世辞。［及 125］

【例】 みろ　えぁづあ　まだ　えへぁづれぁ　こえっだぜぁは

「みろよ、あいつあ、またお世辞をいってるよ」

えへぁもづ [eh̝(ɸ?)ɛmodzɯ̈] 位牌持ち。葬式の時位牌を持つ人。［及 2］

【例】 えへぁもづずあ、ほごの　えの　旦那が　長男な　おんだ

「位牌持ちというのは、そこの家の旦那か長男なものだよ」

えべす [eb̝es̝ɯ̈] ［名］ 恵比寿。［及 125］

【例】 えべすさまて　てぁ　つた　神さまだべ

「恵比寿さまって、鯛を釣った神さまなんだろう」

えへめぁり [eɸ̝em̝ɛrï] ［名］ 伊勢参り。［及 125］

【例】 いづどあ　えへめぁり　すねぁんねぁ　おんだ

「一度は、伊勢参りをしないといけないものだよ」

えへる [eh̝er̝ɯ̈] 反発する。反発してわざと人の嫌がることをする。［続 45］

【例】 この　やろ　えへで　ろぐだ　ごど　しあがらねぁ

「この野郎、反発してろくなことをしやがらない」

えぼ
いぼ

疣。［及 14］

【例】 えぼなの　くえすっごとあ　ねぁ

「疣なんか気にすることはないよ」

えぼず [eb̝oⁿdzɯ̈] 疣痔。［続 45］

【例】 えぼずあ　ではて、ありぐど　いでぁはげぁ　えしゃさ　えて　くる
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えぼむす

「疣痔が出て、歩くと痛いから、医者に行ってくるよ」

えぼむす [eb̝omɯ̈sɯ̈] かまきり。［同］えんべぁぼっつ。えんべぁぼつ。［続 45］

えま ［名］ 今。［及 125］

【例】 おえ、えま　えぐ

「はい、今行きます」

えまがだ [em̝aŋada] 今方。今し方。［同］えますがだ。［続 46］

【例】 〇〇さんだば　えまがだ　えさ　けぁたは

「〇〇さんなら、今方家へ帰ったよ」

えまごろ ［名］ 今頃。［及 125］

【例】 えまごろ　誰あ　来たあだべ

「今頃、誰が来たんだろう」

えまさら ［名］ 今更。［及 125］

【例】 くえる、てゆてがら、えまさら　よごへずあ　ねぁべ

「くれる、といってから、今更よこせとは、ないだろう」

えましがだ [em̝asïŋada] ［名］ 今し方。ほんの少し前。［及 125］

【例】 おれも　えましがだ　来たばんだ

「私も今し方来たばかりだよ」

この語は、「えまがだしめぁん」、「えまがた」などとも使っている。

えまずぶん ［名］ 今時分。今頃。［及 125］

【例】 えまずぶん　ないしん　来た　おんだべ

「今時分、何しに来たもんだろう」

えまだに ［副］ 未だに。［及 125］

【例】 えぁづあ　えまだに　借金　払うずあねぁ

「あいつは未だに借金を払らおうとしないよ」

えまどぎ [em̝aⁿdogï] 今時。［続 46］

【例 1】えまどぎ　ほんた　ふるえ　ごど　ゆたて　だれも　ほんき　しねぁべ
「今時そんな古いことをいったって、誰も本気にしないだろうよ」

【例 2】えまどぎ　きたて、かいなの　おわたんだはげぁ
「今時来たって、会なんか終ってしまったんだから」

えまにも [em̝anïmo] ［連語］ 今にも。［続 46］

【例】 ないした　おんだや、えまにも　なぎそだ　つらして

「どうしたんだい、今にも泣きそうな顔をして」

えまふ [em̝aɸɯ̈] 今風。［続 46］

【例】 えの　たでがだも　えまふんなて、むらも　かわて　きたは
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えもり

「家の建て方も今風になって、村も、もう変って来たね」

えまわのきわ [em̝awanokïwa] 今はの際。［続 46］

【例】 ずさま　えまわのきわん　ゆいのごした　ごどあ　まもらねぁんねぁな

「お爺さんが、今はの際に言い残したことは守らないといけないな」

えまん [em̝aɴ] ［副］ 今に。［続 46］

【例】 そらもよあ　おがすぐ　なて　きたはげぁ　えまん　しとあめ　くんぞ

「空模様がおかしくなってきたから、今にー雨くるよ」

えも [em̝o] ［副］ もう。この語は、分量の表現を伴って、この上なお、更に多くなどの場合だけ

に使う。［同］えま。［続 46］

【例 1】えもすこす
「もう少し」

【例 2】えもしとっつ
「もう一つ」

【例 3】えもしっとえぁ
「もう一寸」

えも [em̝o] 芋。［続 46］

【例 1】さずまえも
「さつまいも」

【例 2】にんどえも
「ジャガいも」

【例 3】えものご
「里芋」

【例 4】やまのえも
「山いも」

えもがら やっふさ（里芋の類）の茎。［及 37］

【例】 こどしあ　おめぁ　えであ、えもがら　とたがや

「今年はお宅では、やつふさの茎を採りましたか」

やつふさの茎を乾燥したものを「えもがらぼす」といっている。

えもず [em̝odzɯ̈] 家持ち。［続 46］

【例】 〇〇さんも　こんだ　とうきょうで　えもず　なたど

「〇〇さんも、今度は、東京で家持ちになったそうだ」

えもめぇげつ [em̝ome̝ː ŋet̝sɯ̈] ［名］ 芋名月。旧八月十五日の夜、さつまいもをお月さまに

供える行事をいう。［及 125］

えもり [em̝orï] いもり。［続 47］

【例】 えもりだば、はら　あげぁべす、へなが　くろくて　やだ　いぎおんだな
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えりみず

「いもりなら、腹は赤いだろうし、背中は黒くて嫌な生き物だな」

えりみず [er̝ïmïⁿdzɯ̈] 入り水。流しに入る流れ水。［続 47］

【例】 おれぁ　えの　えりみずあ　うらの　すずがら　あがっで　くんなだ

「うちの入り水は、裏の泉から流れてくるんだ」

～える [~er̝ɯ̈] ［助動］ れる。［続 47］

【例 1】かね　ださえる
「金を出される」

【例 2】ががん　しなえる
「お母さんに死なれる」

【例 3】て　きらえる
「手を切られる」

【例 4】かね　とらえる
「金をとられる」

【例 5】ほの　さげあ　のまえる
「その酒は飲まれる」

える ［動］ 居る。［及 125］

【例】 えるべや　さきだ　へぁたばんだ　おん

「居るだろうよ、さつき入ったばかりだもの」

える ［動］ 居る。［及 123］

【例】 〇〇さん　えだが

「〇〇さん、いるかい」

この語には、「えだあだ―いたんだ」、「えっけ―いたっけ」などの使い方の語がある。

えれぁ [er̝ɛ] ［名］ 偉い。［及 126］

【例】 えれぁ　おんだ、あの　はだげ、しとりで　ほたあだど

「偉いもんだ、あの畑を一人で堀ったんだそうだよ」

えれぁさんだづ ［名］ 偉い人達。［及 126］

【例】 がっこの　落成すぎさ　えれぁさんだづあ　えっぺぁ　くっど

「学校の落成式に、偉い人達が沢山来るそうだよ」

えれおの [er̝eo̝no] 入れ物。［続 47］

【例】 ささぎ　とて　くっさげぁ　えれおの　もて　きてころ

「ささげを取るから、入れ物を持って来てくれ」

えれがわる [er̝eg̝awarɯ̈] ［四自］ 入れ替る。［続 47］

【例】 こんだ　いずねんへの　へんへあ　にねんへの　へんへど　えれがわっど

「今度、一年生の先生が、二年生の先生と入れ替るそうだ」
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えんぶり

えれぎれぁ [er̝eg̝ïrɛ] 好き嫌い。選り好み。［続 47］

【例】 こんだ　がっこさ　へぁんなだはげぁ、えれぎれぁ　しねぁで、ないでも　けよ

「今度は、学校に入るんだから、好き嫌いをしないで、何でも食べなさいよ」

えれぐず [er̝eg̝ɯ̈dzɯ̈] 入口。［同］とのぐづ。へぁりくづ。［続 47］

【例】 さみはげぁ　えれぐずの　と　たでで　こえよ

「寒いから、入口の戸を締めてきなさいよ」

えれげぁる [er̝eg̝ɛrɯ̈] ［下一他］ 入れ替える。［続 47］

【例】 ししょだす　しった　あおずげの　みずあ、とぎどぎ　えれげぁろよ

「塩出しをしている山菜の漬物の水は、時時入れ替えなさいよ」

えれば [er̝eb̝a] 入歯。［続 47］

【例】 おめぁまだ　えぇ　ごどな　えればなの、まだ　さっぱり　ねぁんねぁがや

「あなたはいいね、入歯なんか、まださっぱりないじゃないの」

えれめ [er̝em̝e]̝ 入れ目。義眼。［続 48］

【例】 〇〇さんは、ひだりの　め　つぶして、えま　えれめ　しったなだど

「〇〇さんは、左の目を潰して、今入れ目をしているんだそうだ」

えろっぽえ 色っぽい。［及 22］

【例】 あの　娘も　年頃だな、急に　えろっぽぐ　なた　おん

「あの娘も年頃だね、急に色っぽくなったもの」

えんが [eɴ̝ŋa] ［名］ 因果。［及 126］

【例】 ないの　えんがだが　びょうぎばり　して

「何の因果なのか、病気ばかりして」

この語は、「えんがん」ともいい、悪態語に「えんがんたがり―悪因果のかたまり野郎。（ともでも

訳したらいいか）」。という語がある

えんきょ [eɴ̝kjo] 隠居。［続 48］

【例】 おれも　まだ　このとおり　げんきだはげぁ　えんきょなの　してらんねぁ

「私もまだこの通り元気だから、隠居なんかしていられないよ」

えんづり ［形］ 山ほど。背負い切れない程沢山。［及 126］

【例】 えんづり　しとへ　しょて　来たけ

「背負い切れな程沢山、ひと背負で背負って来たつけ」

えんなが [eɴ̝naga] ［名］ 家の中。［及 126］

【例】 雨あ　ふて　きたはげぁ　えん　ながさ　へぁれは

「雨が降ってきたから、もう家の中に入りなさい」

えんぶり ならし。代かき後、田の面をならす器具。及び炭がまから、炭をさらい出す鉄製の器具。

［及 62］
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えんべぁぼっつ

えんべぁぼっつ [eɴ̝bɛbottsɯ̈] かまきり。［同］えんべぁぼつ。［及 83］

【例】 えんべぁぼっつの　巣　なめっど、よんだれ　たらさねぁど

「かまきりの卵のうをなめると、涎をたらさなくなるそうだ」

えんめぁ [eɴ̝mɛ] ［副］ 後程。あとで。後刻。［同］えんめぁん。［及・続 126・48］

【例 1】〇〇さんは　いねぁなが、んでぁ　えんめぁ　まだ　きてみる
「〇〇さんはいないのか、それじゃ後程また来てみます」

【例 2】えんめぁ　えぐさげぁな
「後ほど行きますからね」
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おえねぁ

　

—お—

おいげぁす [oïgɛsɯ̈] ［四他］ 追い返す。［続 48］

【例】 なんべん　きたて、だめだ　おのあ　だめだはげぁ、おいげぁしてやれ

「何遍来たって、駄目なものは駄目だから、追い返してやれよ」

おえ ［感］ はい。おい。［及 126］

【例 1】おえ　えま　えぎあす
「はい、今行きます」

【例 2】おえおえ、おめぁ　どさ　えぐなだ
「おいおい、お前何所へ行くんだ」

おえ [oe]̝ ［感］ はい。［続 50］

【例 1】おえ　えま　えぐ
「はい、今行くよ」

【例 2】おえ　わがた
「はい分りました」

おえぁ [oɛ] ［名］ お相伴。［及 126］

【例】 おぎゃくさまの　おえぁ　してころ

「お客さまのお相伴をして下さい」

おえぎわ [oeŋ̝ïwa] 生え際。［続 50］

【例】 うすろの　おえぎわ、しとりして　すらんねぁはげぁ、すてくんねぁが

「後の生え際は、一人で剃れないから、剃ってくれないか」

おえこ 甥。［及 3］

【例】 これぁ　おれの　おえこだ

「これは、私の甥です」

おえねぁ [oen̝ɛ] ［連語］ 負えない。どうしようもない。手に余る。厄介な。［及 126］

【例 1】おっきぐなて、おらだ　手にあ　おえねぁは
「大きくなって、我我の手には負えなくなってしまったよ」

【例 2】縁談の　こどわりなて、おえねぁ　ごど　たのまつだ　おんだ
「縁談の断りなんて、厄介なことを賴まれたもんだ」
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おえも

おえも [oem̝o] とろろ芋。［同］とろろえも。［続 51］

【例】 おえも　ほて　きたはげぁ、ばんげあ　とろろかげままでも　くうが

「とろろ芋を堀って来たから、今夜はとろろご飯でも食うか」

おえる ［動］ 生える。［及 69］

【例】 この　たねあ　いづごろ　おえで　くんべ

「この種は何時頃生えてくるんだろう」

おえる ［動］ 生える。［及 83］

【例】 くさずあ　むしても　むしても　おえる　おんだな

「草って、むしってもむしっても生えるもんだな」

おおあご ［名］ 大股。歩巾の大きいこと。［及 127］

【例】 おおあごだ　おんで、とでも　かつがんねぁ

「大股なもので、とても追いつけないよ」

おーあへ [oːahe]̝ 大汗。［続 48］

【例】 なんぼが　あつがったんだが、おーあへ　けぁで　けぁて　きたけ

「どんなに暑つかっただろうに、大汗をかいて帰って来たっけ」

おーあり [oːarï] 大あり。［続 48］

【例】 ほれぁ　おーありだよ、げんに　おれぁ　みで　きたんだはげぁ

「それは大ありだよ、現に私が見て来たんだから」

おおいぎ [oːïgï] ［名］ 得意。大得意。［及 127］

【例】 いっと　なたどて　おおいぎだけ

「一等になった、というので、得意になっていたつけ」

おーえ [oːe]̝ ［形］ 多い。［続 48］

【例】 こどすあ　ゆぎあ　おーえ　おんで、ゆぎの　もてえぎばしょあ　ねぁでは

「今年は雪が多いもんで、雪の持って行き場所がもうないよ」

おーがじぇ [oːgaⁿdʒe]̝ 大風。［続 49］

【例】 いずでぁったが、おーがじぇ　ふえで、きの　えだ　そら　とでありぐ　おんだけな

「何時だったか、大風が吹いて、木の枝が空を飛んであるくものだったっけな」

おおがめ [oːgame]̝ 狼。［及 83］

【例】 ずほ　こぐど　おおがめあ　くんぞ

「うそをつくと、狼が来るよ」

おおぎょうさま [oːŋjoːsama] ［名］ 行者。おなのが（旧十二月七日）に村人の中から、行

者を務める人が出て、精進潔斎し、村人礼拜のうちに、神仏の掛軸に向い、祭詞を唱え祭事を行な

うが、この行事を「さんげさんげ」と呼び、祭事を行う人を「おおぎょうさま」と呼んでいる。［及

127］
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おおでん

おーぎん [oːgïɴ] ［副］ 大きに。［続 49］

【例】 こねぁだは　おいそがす　どご　さずぎさ　てずたて　もらて　おーぎん　ありがどさんで

した

「この間はお忙しいところを、田植えに手伝ってもらって、大きに有難うさんでした」

おーくれぁ [oːkɯ̈rɛ] 大柄。［続 49］

【例】 あぁ、〇〇さんが、あの　しとだば　おーくれぁだ　しとだはげぁ、すぐ　わがる

「あぁ、〇〇さんか、あの人なら大柄な人だから、直ぐ分るよ」

おーぐれぁ [oːŋɯ̈rɛ] 大食らい。［続 49］

【例】 〇〇だば　おーぐれぁで　まま　ちゃわんで　ごろっぺぁも　くうべ

「〇〇なら大食らいで、ご飯を茶碗で、6杯も食うだろう」

おーごど [oːŋodo] ［ナ名ノ］ 大変。［続 49］

【例】 ほれぁ　おーごどだ、まず　はやぐ　えしゃさ　つで　えげ

「それは大変だ、まず、早く医者へ連れて行きなさい」

おおざれぁ [oːdzarɛ] 器具の一種。炭がまの前にえんぶりで出した炭を空気にさらし（あらし
をくれ）た炭を、火を消す所（すべぁのある所）まで引張る木製器具をいう。［及 62］

おーじぇー [oːⁿdʒe̝ː ] 大勢。［続 49］

【例】 すごどあ　おーじぇー、んめぁ　おのあ　こじぇー、ていう　こどばあるな

「仕事は大勢、美味い物は小勢という言葉があるね」

おおじぇみ [oːdʒem̝ï] あぶらぜみ。［同］おおじぇめ。［及 83］

【例】 おおじぇみあ　なぐよん　なたおん、あつ　わげだ

「あぶらぜみが鳴くようになったもの、暑いわけだよ」

おーじょ [oːⁿdʒo] ［名／ス自］ 往生。［続 49］

【例】 〇〇の　ばさま　ねぶるよん　えたどは、えぇ　おーじょじゅんだな

「〇〇のお婆さんは、眠るように逝ったそうだよ、いい往生というものだな」

おーじょーずぐめ [oːⁿdʒoːⁿdzɯ̈gɯ̈me]̝ 無理強い。［続 49］

【例】 ないだて　ひでぇ　おんだ、おーじょーずぐめで　しょうだぐさへらっだ

「なんと酷いもんだね、無理強いに承諾させられたよ」

おおっくれぁ [oːkkɯ̥̈rɛ̥] ［名］ 大柄。体格の大きいこと。［及 127］

【例】 隣りの　ずさまだば　おおっくれぁだ　ずさまだ

「隣りのお爺さんは、大柄なお爺さんだ」

おーてぁー [oːtɛː] ［名／ス自］ 応対。［続 49］

【例】 どうも　おれぁ　くずべだだはげぁ、おめぁ　おーてぁーん　ではてくっちゃ

「どうも私は口下手だから、君が応対に出てくれよ」

おおでん ［名］ 公然。［及 127］
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おーねぁ

【例】 〇〇だば　おおでんで　しとの　あぐでぁ　つで　ありぐ　おんだ

「〇〇なら、公然と人の悪口をいって歩くもんだ」

おーねぁ [oːnɛ] 大苗。これは、稲の苗で、田植後、余った苗を植える時より本数を多くして、田
のほとりに植えるが、この苗を大苗といっている。［続 49］

おーばがおの [oːbagaono] 大馬鹿者。［続 50］

【例】 この　おーばがおのあ、まだ　ほんた　ごど　したがは

「この大馬鹿者が、またそんなことをしてしまったのか」

おおふ ［形］ 豊か。ゆとりのあるさま。物惜しみしないさま。［及 127］

【例 1】あそごの　えだば　おおふだ　くらすだ　おんだ
「あそこの家なら、豊かな暮しなもんだ」

【例 2】〇〇だば　おおふだ　しとだ
「〇〇さんなら、物惜しみしない人だ」

おーぶぎ [oːbɯ̈gï] 大吹雪。［続 50］

【例】 きょうも　おーぶぎだでぁ　これだば　やまさ　えたて　すごどん　ならねぁな

「今日も大吹雪だね、これなら山へ行ったって仕事にならないな」

おーぶるすぎ [oːbɯ̈rɯ̈sɯ̈gï] 大風呂敷。［続 50］

【例】 まだ、〇〇の　おーぶるすぎあ　はずまたぞ

「また、〇〇の大風呂敷が始まったよ」

おおほね 背骨。背椎骨。［及 9］

【例】 ねまた　づぎも　へなが　伸ばしてねぁど　おおほねあ　曲がてしまうど

「据った時も、背中を伸ばしていないと、背骨が曲がってしまうそうだよ」

おおまぐれぁ [oːmagɯ̈rɛ] ［名］ 大ぐらい。大まくらい。［及 127］

【例】 これぁまだ　おおまぐれぁだ　ごど

「こいつは大まくらいだね」

おーみず [oːmïⁿdzɯ̈] 大水。洪水。［続 50］

【例】 この　ふりぶりだど、まだ　おーみずん　なるな、こまたごったは

「この降りぶりだと、また大水になるな、困ったことだね」

おおめぁ [oːmɛ] 大繭。蛹が二匹入っている大きなまゆ。［及 69］

【例】 おおめぁがらは、ねばす　とるはんてねぁな

「大まゆからは、真綿をとるしかないな」

おーめぁっこ [oːmɛkko] 大繭。これは、蚕の蛹が一つの繭に二匹入っているもので、普通の
まゆより大きく、糸がほぐれにくいので、普通は真綿に使っている。［同］おおめぁ。［続 50］

おーゆぎ [oːjɯ̈gï] 大雪。［続 50］

【例】 ことすあ　おーゆぎで、ゆぎはれぁしても、ゆぎの　やりば　ねぁくれぁだ
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おがす

「今年は大雪で、雪かきをしても、雪のやり場がないくらいだよ」

おおゆび 親指。［及 9］

【例】 スキーの　廻転　づぎあ　おおゆびさ　力　へる　おんだ

「スキーの廻転の時は、親指に力を入れるものだよ」

おーれぁ [oːrɛ] 往来。［続 50］

【例 1】こげぁた　やまん　ながでも、ねんねん　くるまの　おーれぁ　よげん　なるな
「こんな山の中でも、年年車の往来が多くなるね」

【例 2】〇〇ちゃん、おーれぁで　あすぶど、くるま　おかねぁぞ
「〇〇ちゃん、往来で遊ぶと、車が怖いよ」

おががり [oŋaŋarï] ［名］ 雑費。家庭の諸経費。［及 127］

【例】 近頃あ　おががりなのばり　かがて

「近頃は、諸経費なんかばかりかかって」

おかがる [okagarɯ̈] ［四自］ 寄り掛かる。［同］よかがる。［及・続 127・51］

【例 1】ほんげぁ　おかがっど　おもでぁはげぁ　おかがんなや
「そんなに寄り掛かると重いから、寄り掛かるなよ」

【例 2】ほんげぁ　おかがんなや
「そんなに寄りかかるなよ」

おがけーひ [ogake̝ː ɸï] 雑費。予定外支出。［同］おがぞーよ。［続 51］

【例】 こどすあ、しだ　んまっだなて、おがけーひの　かがる　とすだな

「今年は、死んだの生れたのって、雑費の掛かる年だね」

おがごだつ [ogaŋodatsɯ̈] 行火を入れた炬燵。［及 47］

【例】 おがごだつて　あんかん　へだな　いうなよ

「おがごだつって、行火を入れたのをいうんだよ」

この語は「おがごだっつ」ともいい、普通こたつは「こだっつ」といっている。

おがさねる [ogasaner̝ɯ̈] 炬燵に入らないで、普通に寝る。これは、炬燵寝をしないで、普通に
寝ることをいう。［続 51］

【例】 ばんげぁ　おれぁ　おがさねるは

「今夜は、私は炬燵に入らないで寝るよ」

おがしゃれ [ogaʃare]̝ ［連語］ どころか。［及 127］

【例】 千円あ　おがしゃれ　十円も　くんねぁけ

「千円どころか、十円もくれなかったよ」

おがす [oŋasɯ̈] ［動］ 育てる。大きくする。［及 127］

【例】 これ　おがす　ずぎあ　てぁへんでぁった

「こいつを育てる時は、大変だったよ」
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おがす

おがす [ogasɯ̈] お菓子。［及 37］

【例】 がが　おがす　ころ

「お母さん、お菓子を下さい」

おがす [ogasɯ̈] おかしい。不思議だ。あやしい。［及 22］

【例 1】テレビの　漫才　みっだら　おがすくて　おがすくて
「テレビの漫才を見ていたら、おかしくて、おかしくて」

【例 2】てずまて、種あ　あんなだべども　おがす　ごど　する　おんだ
「手品は種があるのだろうが、不思議なことするもんだ」

【例 3】そぶりの　おがす　おどごだ
「素振りのあやしい男だ」

この語は「おがしげぁた―おかしな。あやしげな」。などとも使っている。

おがすらつぎ [ogasɯ̈ratsɯ̈gï] ［名］ 尾頭つき。［及・続 127・51］

【例 1】きょうあ　おとうさんの　たんじょうびだはげぁ　おがすらつぎ　つけんべな
「今日はお父さんの誕生日だから、尾頭つきを付けようね」

【例 2】しょうがづだはげぁ　おがすらつぎ　つけねぁんねぁな
「正月だから、お頭付きをつけなければならないな」

おがぞうよ [ogadzoːjo] ［名］ 支出。予定外支出。［及 128］

【例】 ほうずだ　むがさりだて　おがぞうよの　かがる年だ

「法事だ、結婚式だと、予定外の支出のかかる年だね」

おがだづ [ogadadzɯ̈] 俄雨。しゅう雨。［及 101］

【例】 おがだづに　降らっで　ずぶぬれん　なたは

「俄雨にふられて、ずぶ濡れになってしまったよ」

おがだり [oŋadarï] ［名］ 猥談。ろくでもない話。［及 128］

【例】 おがだりなのばり　してねぁで　まづ　飲め

「猥談なんかばかりしてないで、まあ飲めよ」

おがどつげぁー [ogaⁿdotsɯ̈ŋɛː] ［ナ名ノ］ お門違い。［続 51］

【例】 ほんた　ごど　おれぁどさ　ゆて　くるなて、おがどつげぁーだべや

「そんなことを私にいってくるなんて、お門違いだろうや」

おかねぁ [okanɛ] ［形］ おっかない。［続 51］

【例】 へびあ　ではて　きたじゅは　おかねぁ　ごど、しっ、しっ

「蛇が出て来たよー、おっかないこと、しっ、しっ」

おかねぁおかねぁ [okanɛokanɛ] ［副］ こわごわ。おそるおそる。［続 51］

【例】 つりばすあ　ゆれる　おんで、おかねぁおかねぁ　わだてぁったな

「吊橋が揺れるもので、こわごわ渡ったよ」
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おぎおの

おかねぁがる [okanɛŋarɯ̈] ［四自］ 怖がる。［同］おっかねぁがる。［続 51］

【例】 おれぁまだ　へび　おかねぁがんなよ

「私は蛇を怖がるんだよ」

おがのもづ [oganomodzɯ̈] ［名］ おがさま（何の神さまか不明）に供える餅。旧十二月二十

七日か、二十八日に搗いた餅を、旧正月十一日に、おがさまに供え、後で男だけで食べる風習があ

った。［及 128］

おがめぁー [ogamɛ] お構い。［続 52］

【例】 へっかぐ　きてくっだなさ　なにも　おがめぁーしあへんで　ぶじょほしあした

「析角来て下さったのに、何もお構いしませんで不調法しました」

おがりざがり [oŋarïⁿdzagarï] ［名］ 成長期。［及 128］

【例】 えま　おがりざがりだ　おんだはげぁ　まづ　えぐ　くう　おんだ

「今、生長期なものだから、まあ、よく食うもんだ」

おがりざがり [oŋarïⁿdzagarï] 発育の最盛期。成長期。［続 52］

【例】 〇〇ちゃんは、えま　おがりざがりだ　おん、えっぺぁ　くて　はやぐ　おっきぐなれ

「〇〇ちゃは、今成長期だから、沢山食べて、早く大きくなれよ」

おがる [oŋarɯ̈] ［動］ 大きくなる。生長する。勃起する。［及 128］

【例 1】もと　おがるよん　こやす　くんねぁんねぁな
「もっと大きくなるように、肥しをくれないといけないな」

【例 2】わらすこあなも　おがる　おんだな
「子供のも勃起するもんだな」

おがんのこ [ogaɴnoko] 観音講。［続 52］

【例】 あした　おがんのこだ　おん、ばさまだずあ　あずばんべ

「明日は観音講だから、お婆さん達が集まるだろう」

おがんのさま [ogaɴnosama] 観音さま。［続 52］

【例】 おがんのこあ　はずまっさげぁ　まず　おがんのさま　おがで　えぐべ

「観音講が始まるから、まず観音さまを拝んで行こう」

おぎ [ogï] ［名］ おき火。ほどの火。［及 128］

【例】 ほんげぁ　おぎ　つづぐなや

「そんなにおき火を突っつくなよ」

おぎ [ogï] おき火。おき。ほどの火。［及 47］

【例】 こだっつさ　おぎ　へで　おげよ

「炬燵におきを入れておきなさいよ」

おぎおの [ogïono] 置き物。［続 52］

【例】 きんず　とて　きたはげぁ　これ　とごのまの　おぎおのん　すんべ
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おぎげぁる

「雉をとって来たから、これを床の間の置き物にしよう」

おぎげぁる [ogïgɛrɯ̈] ［下一他］ 置き換える。［続 52］

【例】 ほごあ　ひ　あだらねぁはげぁ　ゆえぎばず　ひの　あだっどさ　おぎげぁろ

「そこは陽が当たらないから、植え木鉢を陽の当たる所へ置き換えなさい」

おぎづげ [ogïⁿdzɯ̈ge]̝ 置き漬け。長期間貯えておく漬け物。［及 37］

【例】 おぎづげずあ　すっぺぁぐ　しねぁよん　しねぁんねぁ　おんだ

「置き漬けというものは、酸っぱくしないようにしないといけないもんだよ」

おぎどげ [ogïⁿdoge]̝ 置き時計。［続 52］

【例】 あした　はえぁぐ　おぎっさげぁ、まぐらもどさ　おぎどげ　おえで　ねんべ

「明日は早く起きるから、枕元に置き時計を置いて寝よう」

おぎどご [ogïⁿdogo] 置き所。［続 52］

【例】 ものあ　ないでも、おぎどごさ　きちんと　おぐ　おんだぞ

「物は何でも、置き所にきちんと置くものだよ」

おぎねぁー [oŋïnɛː] 補い。［続 52］

【例】 なすあ　すこす　かっだはげぁ　おぎねぁの　ねぁ　かて　こねぁんねぁな

「茄子が少し枯れたから、補いの苗を買ってこないといけないな」

おぎんまへ [ogïɴmahe]̝ 置き熟ませ。これは、果物を熟す前に採ってきて置いて、あとで熟さ
せることをいう。［続 53］

おぐ [ogɯ̈] おくて。晩生種。［同］おぐで。［及 69］

【例】 おぐも　めぁで　おくべ

「おくても蒔いておこう」

おぐびょーたがり [ogɯ̈bjoːtagarï] 臆病者。［続 53］

【例】 これだば　ゆぐゆぐの　おぐびょーたがりで、よんま　べんじょさも　えげねぁあだ

「こいつはよくよくの臆病者で、夜便所にも行けないんだ」

おぐふっけぁ [ogɯ̈ɸɯ̥̈kkɛ] ［形］ 奥深い。［続 53］

【例 1】この　ほらあな　おぐふっけぁあだ
「この洞穴は、奧深いんだ」

【例 2】あの　しとの　かんげぁなの　おぐふっけぁ　おんで　おらなの　わがらねぁ
「あの人の考えなんか奧深いもので、俺達になんか分らないよ」

おぐりおの [ogɯ̈rïono] 送り物。［続 53］

【例】 おおさがの　あんつぁどから、ないが　おぐりおのあ　とずだぞ

「大阪の兄さんから、何か送り物が届いたよ」

おぐりおの [ogɯ̈rïono] 贈り物。［続 53］

【例】 〇〇ちゃんの　たんじょうびにあ　おぐりおの　なにあ　えがべな
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おごねぁ

「〇〇ちゃんの誕生日には、贈り物は何がいいだろうな」

おけぁ [okɛ] ［幼児語］ おっかない。こわい。この語は、幼児が、例えば包丁に触ったり、熱い

ものに触ろうとしたりした時に「め、おけぁおけぁだぞ＝め（子供の愛称）、こわいこわいだよ」と

いう。［続 53］

おげぁ [ogɛ] おかゆ。粥。［同］おげぁまま。［及 37］

【例】 腹　いでぁごったら、あげぁでも　かへんだ

「腹が痛いのなら、粥でも食べさせなさい」

おげぁーごぐるみ [ogɛːgoŋɯ̈rɯ̈mï] お蚕ぐるみ。これは、絹物に包まれて、ぜぃたくに暮
すことをいい、財産家に生れ、何不自由なく暮している者を「おげぁごぐるみで暮せる」からいい

ものだ等と使った。［続 53］

おげぁーし [ogɛːsï] お返し。返礼。［続 53］

【例】 おちゅうげん　もらたはげぁ　ないが　おげぁーし　しねぁんねぁな

「お中元を貰ったから、何かお返しをしないといけないな」

おげぁどり [ogɛːdorï] うちかけ

裲襠。［及 55］

【例】 おげぁどりて　なんぼ　する　おんだべ、たげぁべな

「うちかけって　どれくらするもんだろう、高いだろうな」

おこぐる ［動］ こすりつける。［及 128］

【例】 洟　きおのさ　おこぐる　おのあ　ねぁべな

「洟を着物にこすりつける者はないじゃないか」

おごご [ogogo] おこうこ。おこうこう。漬物。［及 37］

【例】 かた　おごごゆり　おわえんな　んめぁな

「買ったおこうこより、うちのがうまいな」

おごさま [ogosama] 蚕。［同］とどこ。［及 69］

【例】 おめぁ　えでも　おごさま　おぐなが

「あなたの家でも、蚕を飼うんですか」

おごさまおぎ [ogosamaogï] 養蚕。［及 69］

【例】 おごさまおぎも　らぐんねぁ　おんだな

「養蚕も、楽じゃないもんだな」

おごそ [ogoso] おこそずぎん。［及 55］

【例】 むがすあ　おごそずおの　かぷた　おんだ

「昔はおこそずきんというものをかぶったものだよ」

おごねぁ [ogonɛ] ［名］ 行い。品行。［及 128］

【例】 わらしたづの　おごねぁも　すづげで　決まる　おんだ

「子供らの行ないも、しつけで決まるもんだよ」
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おざる

おざる ［動］ ござる。居る、参る、来る、などの敬語。［及 128］

【例 1】〇〇さんは　こごに　おざりあす
「〇〇さんは、ここに居られます」

【例 2】〇〇さんは、只今　ござるど
「〇〇さんは、只今参られるそうです」

おされぁー [osarɛː] おさらい。復習。［続 53］

【例】 〇〇ちゃん、きょう　がっこで　ならてきた　ごど　おされぁーしてみろよ

「〇〇ちゃん、今日学校で習ってきたことを、おさらいしてみなさいよ」

おし 欲しい。惜しい。［及 22］

【例 1】おらも　あげぁた　きおの　おしな
「私もあんな着物が欲しいな」

【例 2】おしごど　したな　もすこす　伸びっど　ホームランでぁったのに
「惜しいことをしたな、もう少し伸びると、ホームランだったのに」

おしえぁー [osïɛː] 押し合い。［続 53］

【例】 おまずりん　ずぎ　おみごすあ　おしえぁーして　おもへがったな

「お祭りの時、お神輿が押合いして、面白かったな」

おしぇる [oʃer̝ɯ̈] ［動］ 敎える。［及 128］

【例】 しらねぁ　どご　へんへあ　おへっど

「知らないところは、先生が敎えるそうだ」

おじぇんだで [oⁿdʒeɴ̝ⁿdade]̝ お膳立て。［続 54］

【例】 おじぇんだでぁ　でげだおん、あどあ　ずっこうする　ばんだべや

「お膳立ては出来たから、あとは実行するばかりだろうや」

おしたし [osït̥asï] おひたし。ひたし物。［同］ひたしおの。［続 54］

【例】 ばんげの　おがずん　なっぱの　おしたしでも　つぐっが

「今夜のおかずに、白菜のおひたしでも作ろうか」

おじゃつっぽ [odʒatsɯ̥̈ppo] 茶筒。お茶の入れ物。［続 54］

【例】 ないだて、おじゃつっぽ　どさ　やたべ、すまいわすっだでぁは

「まぁ、茶筒を何処へやったろう、仕舞い忘れてしまったよ」

おじゃぶぎん [odʒabɯ̈gïɴ] 茶布巾。［続 54］

【例】 おじゃぶぎんずあ、きれんねぁば　だめだはげぁ　いっつも　あらて　おげよ

「お茶布巾というものは、奇麗でないといけないから、何時も洗っておきなさいよ」

おしょ [oʃo] 和尚。［同］あどさま。おすさん。あどさん。［続 54］

【例】 ごごろでも、おしょさんどご　むげぁん　えて　きてくんねぁが

「ご苦労でも、和尚さんを迎えに行ってきてくれませんか」
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おずげ

おしょご [oʃogo] お燒香。［続 54］

【例】 きょうあ　〇〇さんの　そうすぎだはげぁ、おしょご　えて　こねぁんねぁな

「今日は〇〇さんの葬式だから、お燒香に行ってこないといけないな」

おしょる ［動］ 折る。［及 128］

【例】 おしょんなてゆたて　おしょる　おんだ　おん

「折るな、といったって、折るものだもの」

おしょれる [oʃorer̝ɯ̈] ［下一自］ 折れる。［続 54］

【例】 ほの　えだ　ほそこえはげぁ　ほれさ　あがっど　おしょれんぞ

「その枝は細いから、それに上がると折れるよ」

おす ［形］ 欲しい。［及 129］

【例】 あげぁたな　おらも　おすな

「あんなのを私も欲しいな」

また、この類の語に「ええだげ―欲しいだけ」がある。

おず [oⁿdzɯ̈] 弟。［及 3］

【例】 おずの　ほあ　体あ　丈夫だ

「弟の方は体が丈夫なんですよ」

この語は「おどと」、「しゃで」、「しゃでこ」、「おんつぁ」、「おんつぁこ」とも使い、その卑語に「お

ずかす」、「ばっけおず―末弟」などがある。

おすえれ [osɯ̈er̝e]̝ 押し入れ。［同］おすこみ。［続 54］

【例】 え　つぐっずぎあ、なるたげ　おすえれ　えっぺぁ　こしぇぁだ　ほあ　えな

「家を造る時は、なるだけ押し入れを沢山作った方がいいね」

おすかげる [osɯ̥̈kager̝ɯ̈] ［下一自］ 押し掛ける。［続 54］

【例】 おまずりだ　おん、ともだずあ　えっぺぁ　おすかげで　くんべ

「お祭りたもの、友達が、沢山押し掛けて来るだろう」

おすがる [osɯ̈ŋarɯ̈] ［四他］ 欲しがる。［続 55］

【例】 この　わらすあ　しとの　もった　おのていうど　おすがる　おんだ

「この子は、人の持っているものというと、欲しがるもんだ」

おすがる [osɯ̈ŋarɯ̈] ［四他］ 惜しがる。［続 55］

【例】 えままで　そだでだ　べごだ　おん、うっど　なっど　おすがんなも　むりあ　ねぁな

「今まで育てた牛だもの、売るとなると、惜しがるのも無理はないな」

おずぎ [oⁿdzɯ̈ŋï] ［名］ お辞儀。［及 129］

【例】 めんごえ　ごど、〇〇ちゃん　おずぎなの　おべだなが

「可愛いいね、〇〇ちゃんはお辞儀なんか覚えたのかい」

おずげ [odzɯ̈ge]̝ お汁。［及 37］
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おすげぁす

【例】 がが　おずげ　もてくんねぁが

「お母さん、お汁を盛って下さい」

この語は「おする」とも使い、「おずげかげまま―お汁かけご飯」、「おするかげまま―お汁かけご

飯」などの使い方がある。

おすげぁす [osɯ̈gɛsɯ̈] ［四他］ 押し返す。［続 55］

【例】 へっかぐ　もて　えたば　もらてらんねぁて　おすげぁすなだぜぁ

「折角持って行ったら、貰っていられない、といって押し返すんだよ」

おずげわん [odzɯ̈gew̝aɴ] お汁椀。［続 55］

【例】 おれぁまだ　そそだ　おんだはげぁ、けさ　おずげわん　しとっつ　ぼこしたは

「私は粗相なものだから、今朝お汁椀を一つこわしてしまったよ」

おすずげがます [osɯ̈dzɯ̈geŋ̝amasɯ̈] ［形］ 押し付けがましい。［続 55］

【例】 みず　えっぺぁ　とたはげぁ、おすずげがますども　もて　きあした

「みずな（山菜）を沢山採ったので、押し付けがましいんですが持って来ました」

おすずげる [osɯ̈dzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 押し付ける。［続 55］

【例】 いらねぁて　ゆたども、かえどて　おすずげで　えた　おんだ

「いらない、といったんだが、買えといって、押し付けて行ったもんだ」

おずつり [odzɯ̈tsɯ̈rï] 落ち口。流し、田、水路などの落ち口。［続 55］

【例】 へげの　おずつりさ　ごみ　つまて　えがまて　きたはげぁ　みで　くる

「水路の落口にごみが詰まって、溢れてきたから、見てくるよ」

おすめぁー [osɯ̈mɛː] おしまい。［続 55］

【例】 おもちゃ　かてころどて、おすめぁにあ　ごがすんなだぜぁ

「おもちゃを買ってくれといって、おしまいには駄駄をごねるんだよ」

おすよへる [osɯ̈joher̝ɯ̈] ［下一他］ 押し寄せる。［続 55］

【例】 いねの　せぃいぐきに　かんぱ　おすよへるよでぁ　すんぺぁだな

「稲の成育期に、寒波が押し寄せるようでは心配だな」

おすれ ［名］ 白粉。［同］おすれこ。おすろえ。［及 129］

【例】 おすれなの　つけで　どさ　えぐ　おんだべ

「白粉なんか付けて、何所へ行くもんだろう」

おすわげる [osɯ̈wager̝ɯ̈] ［下一他］ 押し分ける。［続 56］

【例】 〇〇の　おまずりさ　えたば、しと　おすわげで　えがねぁんねぁけ

「〇〇のお祭りに行ったら、人を押し分けて行かないといけなかったよ」

おせぁ [osɛ] おかず。［及 38］

【例】 おせぁばり　くてねぁで　まま　け

「おかずばかり食べてないで、ご飯を食べなさい」
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おそこわらう

おせぁー [osɛː] 押さえ。［続 56］

【例 1】つけおのの　ふた　おもすで　おせぁーで　おげよ
「漬物のふたは、重石で押さえておけよ」

【例 2】わらしたずも　おっきぐなっど　おせぁ　きがねぁはげぁ、えまの　うずん　おへで　おげ
「子供らも大きくなると、押さえが利かなくなるから、今のうちに敎えておけよ」

おせぁずげる [osɛːdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 押さえ付ける。［続 56］

【例 1】あんまり　きがねぁ　おせぁずげで　しりでも　ただげ
「余きかない、押さえ付けて、尻でも叩けよ」

【例 2】あだまごなしん　おせぁずげねぁで、えっくん　おへで　おげ
「頭ごなしに押さえ付けないで、ようく敎えておけよ」

おせぁだず [osɛⁿdadzɯ̈] 押さえ立ち。［続 56］

【例】 おれぁえの　〇〇ちゃんも、こんだ　おせぁだず　するよん　なたなよ

「うちの〇〇ちゃんも、今度は押さえ立ちをするようになったんですよ」

おせぁど [osɛdo] ［名］ 神火。斎火。山神社の祭の火。旧十二月十五日と旧二月十五日に、山

神社の前で、朴の木を立て、それにわら束を掛け、清めの火を焚くが、この火をいう。［及 129］

おせぁぼげ [osɛboge]̝ 雪囲いを押さえる横棒をいう。これは、雪囲いの茅やわらが落ちたり、
倒れたりしないように押さえる棒である。［続 56］

おせぁる [osɛrɯ̈] ［動］ 抑える。押える。［及 129］

【例】 ほんげぁ　ぎっつぐ　おせぁる　おんでねぁ

「そんなにきつく抑えるものじゃないよ」

おせっけぁー [osek̝kɛː] ［名／ダナ］ お節介。［続 56］

【例】 わらすで　あんめぁす、よげだ　おせっけぁー　すねぁで　くんねぁが

「子供であるまいし、余計なお節介はしないでくれないか」

おそえ 遲い。［及 22］

【例】 今日あ　まだ、おそえ　ごど　なに　しった　おんだべ

「今日は、遲いこと、なにをしているんだろう」

おそこそ ［副］ こそこそ。［及 129］

【例】 はずがすがて　おそこそ　ねげで　えたは

「恥しがって、こそこそ逃げて行ってしまったよ」

おそこそ ［名］ 粗相。粗末。［及 129］

【例】 なに　えそがす　おんだが　はだげ　おそこそ　ほて　えてしまた

「何が忙しいのか、畑を粗相に堀って、行ってしまった」

おそこわらう ［動］ あざ笑う。［及 129］

【例】 すぎんねぁ　ごど　しとんどご　みで　おそこわらいなの　して
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おそしらねぁふり

「嫌だね、人を見て、あざ笑いなんかして」

おそしらねぁふり ［名］ 知らん振り。［及 129］

【例】 えぁづあ　おそしらねぁふりして　えてしまた

「あいつ、知らん振りして行ってしまったよ」

おそね ［名］ 短かい眠り。余り眠らないこと。［及 129］

【例】 ゆべな　おそねしたば、まだ　ねぷてぁ

「夕べ余り眠らなかったので、まだ眠いよ」

おそね 半煮え。［及 38］

【例】 この　ささぎあ　おそねだな、かだくて　かんねぁ

「このささげは半煮えだな、固くて食えないよ」

おそねぁ [osonɛ] ［名］ お供え。鏡餅。［及 129］

【例】 神さまさ、おそねぁ　おげだが

「神さまに、お供えをあげたか」

おそぶえ ［名］ 口笛。［及 129］

【例】 おそぶえなの　ふえで　来たな　誰だべ

「口笛なんかふいて来たのは誰だろう」

おそろす [osorosɯ̈] ［形］ 恐ろしい。［続 56］

【例】 かずぐれぁ　おそろす　おのあ　ねぁな　えの　おのあ　みな　やげでしまう　おん

「火事ぐらい恐ろしいものはないね、家の物がみんな燒けてしまうからな」

おだげぁ [odaŋɛ] お互い。［及 129］

【例】 受験だ　おん　おだげぁ　がんばんべや

「受験だもの、お互いに頑張ろうよ」

おだげぁーさま [odaŋɛːsama] お互いさま。［続 56］

【例】 おらだ　おだげぁーさまん　みずのみひゃくしょだ　おん　たすけあて　えぐべや

「俺達はお互さまに、水飲み百姓だもの、助け合って行こうや」

おだげねご [odagen̝eg̝o] 発情猫。発情している猫。［及 83］

【例】 おだげねごあ　なぐ　おんで　うるせぁくて

「発情猫がなくもんで、うるさくて」

おだげる [odager̝ɯ̈] ［動］ 発情する。特に猫の発情をいう。［同］さがりあつぐ。［及 83］

【例】 ねごずあ　二月ん　なっど　おだげる　おんだ

「猫って、二月になると発情するもんだよ」

おたたがちょ [otatagatʃo] ほととぎす。［及 83］

【例】 おたたがちょあ　おどうと　殺したどて、日に　八千八声　なぐなだど

「ほととぎすは、弟を殺した、といって、一日に八千八声鳴くんだそうだ」
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おぢゃうげ

おだづ [odadzɯ̈] ［名］ お代り。満腹なのにお代りを強いること。［及 130］

【例】 なんにも　ねぁべども　もう　えっぺぁ　おだづ　すろや

「何も食べるようなものはないでしょうが、もう一杯お代りをして下さいよ」

お
〇

だづ [oⁿdadzɯ̈] ［動］ 浮かれる。調子に乗って浮かれふざけること。［及 130］

【例】 これまだ　すぐ　おだづ　ほだなよ

「こいつは、直ぐ浮かれふざける方なんですよ」

おだづふるめぁ [odadzɯ̈bɯ̈rɯ̈mɛ] ［名］ 出発の祝宴。特に婚礼の日の、嫁方の祝宴をい

う。［同］おだづざげ。［及 130］

おだふぐかじぇ [odaɸɯ̈gɯ̈kaⁿdʒe]̝ お多福風。［続 56］

【例】 にぃちゃん　おだふぐかじぇん　なた　おん　したんなさも　うずっが　しんねぁな

「兄ちゃんがお多福風になったから、下のにも移るかも知れないな」

おだまる [oⁿdamarɯ̈] ［四自］ 靜まる。［続 57］

【例 1】あめがじぇも　おだまたな
「雨風も靜まったな」

【例 2】なっとぐして、きもず　おだめでころや
「納得して、気持を靜めてくれよ」

おだまる [oⁿdamarɯ̈] ［動］ 落ちつく。おさまる。悪天候や痛みなどのおさまること。［及 130］

【例】 ようやぐ　いだみあ　おだまたな

「漸く痛みが治まったな」

おだめる [oⁿdamer̝ɯ̈] ［動］ なだめる。［及 130］

【例】 あんまり　ごしゃがねぁよん　おだめで　おげ

「あまり怒らないように、なだめておきなさい」

おだや [odaja] ［名］ た い や

逮夜。葬式や忌日の前夜。［及 130］

【例】 ばんげあ　おだやだな

「今夜は逮夜だね」

おだれ [oⁿdare]̝ かやで編んだ雪囲い。［及 62］

【例】 ゆぎあ　ふて　くっさげぁ、おだれで　かごわねぁんねぁなは

「雪が降ってくるから、かやの雪囲いで囲わないといけなくなったな」

おぢゃ お茶。［及 38］

【例】 うらの　ががつぁ　来た、おぢゃ　持て　こえ

「裏の奧さんが来たから、お茶を持ってお出で」

おぢゃうげ [odʒaɯ̈ge]̝ お茶菓子。［同］おぢゃおげげ。おぢゃがす。［及 38］

【例】 おぢゃうげあ　なぐなたはげぁ　かて　おげよ

「お茶菓子がなくなったから、買っておけよ」
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おぢゃぐ

おぢゃぐ [odʒagɯ̈] 横着。［及 22］

【例】 ずがんだて　いうに、おぢゃぐこえで　来あがらねぁ

「時間だというのに、横着して来やがらない」

おぢゃづげ [odʒaⁿdzɯ̈ge]̝ お茶づけ。［及 38］

【例】 腹　へらねぁはげぁ　おぢゃづげでも　食うが

「腹が空かないから、お茶づけでも食べようか」

おぢゃのま お茶の間。茶の間。居間。［及 47］

【例】 つぁつぁ　ずんぎりあ　おぢゃのまに　あっけ

「お父さん、煙草入れは、お茶の間にあったよ」

おちょくらがす [otʃokɯ̈ragasɯ̈] ［四他］ おちゃらかす。［同］おちょろがす。［続 57］

【例】 しとんどご　おちょくらがして、こっつぎんねぁったら

「人をおちゃらがして、嫌だったらありあしないよ」

おちょぐらがす [otʃogɯ̈ragasɯ̈] ［動］ 馬鹿にする。ひやかす。からかう。［同］おちょら

がす。おちょろがす。［及 130］

【例】 ないだ、この　やろ、しとんどご　おちょぐらがしあがて

「なんだ、この野郎、人を馬鹿にしやがって」

おっ～ [oQ～] ［接頭辞］ 強調の接頭辞。物事の意を強める語。［続 57］

【例 1】おっころばす
「転ばす」

【例 2】おったまげる
「たまげる」

【例 3】おっぱする
「走る」

【例 4】おっぷぐれる
「ふくれる」

【例 5】おっぺしょる
「へし折る」

おつおつ [otsɯ̈otsɯ̈] ［副］ おちおち。［続 57］

【例】 べご　こあ　ににゃあだり　んまれるんねぁべがど　おもうど　おつおつ　ねでも　いらん

ねぁじゅ

「牛の仔が、今夜あたり生れるじゃないだろうか、と思うと、おちおち寝てもいられないよ」

おっかねぁ [okkanɛ] おつかない。怖い。恐しい。［同］おかねぁ。おそろす。［及 22］

【例】 おっかねぁがった、もう　一足　おそえど　なでん　つがれっがった

「おっかなかった、もう一足おそいと、雪崩につかれてしまうんだった」
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おっちゃたぐり

おっかぶへる [okkabɯ̈her̝ɯ̈] ［下一他］ おっかぶせる。［続 57］

【例 1】しとさ　へぎにん　おっかぶへる
「人に責任をおっかぶせる」

【例 2】よて　ねだら　ふとんでも　おっかぶへで　おげ
「醉って寝たら、布団でもおっかぶせておけよ」

おっき 大きい。［及 22］

【例】 こねぁだ　おっき　ざっこあ　釣っだけや

「この間、大きい雑魚が釣れて来たつけ」

おっきさ [okkïs̥a] 大きさ。［続 57］

【例】 こどすの　でぁごん　きょねんなより　おっきさ　つがうな、こどすあ　できあ　えな

「今年の大根は、去年のより大きさが違うな、今年は出来がいいね」

おっきだ [okkïd̥a] 大きな。［続 57］

【例】 これだば　おっきだ　ざっこだな、どごで　つて　きた　おんだや

「これは大きな雑魚だな、何処で釣って来たんだい」

おづげぁ [odzɯ̈gɛ] ［名］ お使い。招待状。案内状。［及 130］

【例】 〇〇さんどさ、ゆわぇこどの　おづげぁ　出したがや

「〇〇さんに祝い事の招待状を出したかい」

おづげなべ お汁鍋。［及 47］

【例】 戸棚がら、おづげなべ　出してくんねぁが

「戸棚から、お汁鍋を出してくれませんか」

おつける ［動］ おっつける。押す。［及 130］

【例】 ほんげぁ　おつけんなや

「そんなにおっつけるなよ」

おっこむ [okkomɯ̈] ［四自］ 押し込む。［続 57］

【例】 えれぎれぁして、これ　やだなて　いうごったら、くずさ　おっこむぞ

「好き嫌をいって、これを嫌だなんていうなら、口に押し込むよ」

おったでる [ottader̝ɯ̈] ［下一他］ 突っ立てる。［続 57］

【例】 ゆぎ　ふた　ずぎの　どうろの　めずるすん、ぼう　おったでで　おぐべ

「雪が降った時の道路の目印しに、棒を突っ立てておこう」

おったでる [ottader̝ɯ̈] ［下一他］ 追い立てる。［同］ぼったでる。ぼたでる。［続 58］

【例】 すずめあ　いね　くいでぁくて　まだ　きた　はえぁぐ　おったででやれ

「雀が稲を食いたくてまた来たよ、早く追い立ててやれ」

おっちゃたぐり [ottʃatagɯ̈rï] ［名］ 裾めくり。男の子が、いたずらをして、女の子の着物

の裾をめくること。「おっちゃたぐり　はやた―裾めくりが流行して来た」などといいながら、裾
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おっちょ

をめくったものだが、今はない。［及 130］

おっちょ ［名］ わな。狐や兎などを捕る手作り木製わな。［及 130］

【例】 きづねあ　ありぐはげぁ　おっちょでも　かげんべ

「狐が歩くから、わなでも仕掛けよう」

おっつ 唖。［同］おっつこ。［及 3］

【例】 おっつどさ　さがでみろ　きげねぁはげぁ

「唖に叫んでみなさい、聞こえないから」

おっつかっつ [ottsɯ̈kattsɯ̈] ［副］ かつかつ。［続 58］

【例 1】えまだば　きしゃさ　おっつかっつん　まにゃうな
「今なら汽車にかつかつに間に合うな」

【例 2】せぁふあ　こんげつあ　おっつかっつだは
「財布は、今月はもうかつかつだよ」

おっつぐ [ottsɯ̈gɯ̈] ［動］ 追いつく。［及 130］

【例】 そんま　おっづぐ　べはげぁ　えつみろ

「じきに追いつくだろから、行ってみなさい」

これは、「かつぐ」とも使い、「おっつぐべちゃ―追いつくだろうよ」、「かつがっだ―追っつかれた」、

「かつがんねぁ―追いつかれない」などの使もしている。

おつっこ [otsɯ̥̈kko] ［幼児語］ 小便。おしっこ。［続 58］

【例】 め、おつっこ　ででぁなが

「め（子供の愛称）、おしっこがしたいのか」

おっつじぇみ [ottsɯ̈dʒem̝ï] 雌蝉。なかない蝉。おっつとは唖の意。［及 83］

【例】 これぁ　おっつじぇみで　ながねぁはげぁ　放してやるは

「これは雌蝉で、なかないから、放してやってしまうよ」

おっぱ しっぽ。尾。［及 83］

【例】 ねごの　おっぱ　ひぱっど　かじらえんぞ

「猫のしっぽを引張ると、かじられるよ」

おっぺす [oppes̝ɯ̈] ［四自］ 押し込む。［続 58］

【例】 ほの　あな　ねずみあ　でへぁりすっさげぁ　ないが　おっぺして　おえでころ

「その穴は、鼡が出入りするから、何か押し込んでおいて下さい」

おっぺす ［動］ 押し込む。栓をする。［及 131］

【例 1】この　穴さ　なにが　おっぺして　おげ
「この穴に、何か押し込んでおけ」

【例 2】瓶の　くづさ　かみ　おっぺして　おげ
「瓶の口に紙で栓をしておけよ」
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おどごえっぴぎ

おづめ ［名］ 落ち目。［及 131］

【例】 しとも　おづめん　なっど　だめだな

「人も落ち目になると駄目だね」

おづる ［動］ 落ちる。［及 131］

【例 1】えっくん　しめでねぁど　おづんぞ
「しっかり掴まってないと落ちるよ」

【例 2】かだるに　おづたが
「語るに落ちた（白状した）か」

おでぁらん [odɛːraɴ] お平らに。これは、膝を崩させる言葉である。［続 58］

【例】 どうが　おでぁらん　してくだせぁ

「どうぞお平らにして下さい（どうぞ、膝を崩して下さい）」

おでぁんつぁま [odɛɴtsama] お大日さま。大日如来。［続 58］

【例】 あした　おでぁんつぁまの　おまずりだ　おん　みんな　おがみん　えぐべ

「明日はお大日さまのお祭りだから、皆拝みに行くだろうよ」

おでのおの [oden̝oono] お手の物。［続 58］

【例】 あの　しとあ、みんようあ　おでのおんだ　おん、おまずりで　まだ　うだうべ

「あの人は、民謡がお手の物だから、お祭りにはまた唄うだろう」

おど 出産間隔。［及 14］

【例】 まだ　おどみだど　おどあ　ちっけぁ　おんだ

「また妊娠したそうだ、出産間隔が近いもんだ」

おど 父さん。お父さんより、一寸卑下したような呼び方である。［及 3］

【例】 おど　絵本　かてころ

「父さん絵本を買って下さい」

この語は「おどっつぁ―お父さん」、「おやずさま―お父さん。但し、老年の父親をいう」、「つぁ―

父さん」、「つぁつぁ―お父さん」、「とう―父さん」、「ま―父さん」、「まっこ―父さん」などとも使

っている。

おどげぁ [odoŋɛ] おとがい。下あご。［及 10］

【例】 あの　しとあ　おどげぁの　なんげぁ　しとだな

「あの人はおとがいの長い人だな」

おどごいね [odogoïne]̝ 馬鹿苗病の稲。［同］おどごねぁ。［及 84］

【例】 おどごいねあ　実らねぁはげぁ、ぬえでしまえ

「馬鹿苗病の稲は実らないから、抜いてしまいなさい」

おどごえっぴぎ [odogoep̝pïgï] 男一匹。［続 58］

【例】 おどごえっぴぎ、ほんた　こどで　どでする　おんで　ねぁんだはげぁ
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おどごおの

「男一匹、そんなことで驚くもんじゃないよ」

おどごおの [odogoono] 男物。［続 58］

【例】 おら　はずがすくて、おどごおのなの　とでも　かえねぁな

「私は恥かしくて、男物なんかとても買えないわ」

おどごぎれぁ [odogoŋïrɛ] 男嫌い。［続 59］

【例】 おどごぎれぁだ、なて　ゆたて、ほんた　ごどあ　あでんなる　おんで　ねぁんだはげぁ

「男嫌いだなんていったって、そんなことは当てになるものじゃないんだから」

おどござがり [odogoⁿdzagarï] 男盛り。［続 59］

【例】 おめぁなの　えま　おどござがりだ　おん　えぇ　おんだ

「お前なんか、今が男盛りだもの、いいもんだよ」

おどごしたず [odogosït̥adzɯ̈] 男達。［続 59］

【例】 むらの　かりはれぁだはげぁ、おどごしたずあ　ではてころど

「村の刈り払い（造林地の下刈り）だから、男達が出てくれってだそうだ」

おどごしと 男。男の人。［及 3］

【例】 おどごしとあ　いねぁど　ろぐだ　百姓あ　でげねぁな

「男の人がいないと、ろくな百姓が出来ないね」

この反対に「おなごしと―女の人」がある。

おどごしと [odogosït̥o] 男人。［続 59］

【例】 〇〇の　かいしゃ、おどごしとばり　つかて、おなご　つかわねぁあだど

「〇〇の会社は、男人ばかり使って、女を使わないんだそうだ」

おどごべご [odogobeg̝o] 牡牛。［続 59］

【例】 おどごべごより　おなごべごの　ほあ　こ　ふやすえはげぁ　えぇな

「牡牛より、牝牛の方が仔を殖やせるからいいな」

おどごめぁー [odogomɛː] 男前。［続 59］

【例】 えぁずあ　ながながの　おどごめぁだはげぁ　おなごに　もでんべな

「あいつはなかなかの男前だから、女にもてるだろうな」

おどごらす [odogorasɯ̈] ［形］ 男らしい。［続 59］

【例】 おめぁ　あの　おなご　すぎだあだべ、おどごらすぐ　はぐじょうすろや

「君はあの女が好きなんだろう、男らしく白状しろよ」

おどごわらす [odogowarasɯ̈] 男の子。［同］おどごおぼご。［続 59］

【例】 おれぁ　えさも　おどごわらすあ　んまっで　みんな　よろごでだ

「うちにも男の子が生れて、皆喜んでいるよ」

おどすおの [odosɯ̈ono] 落し物。［続 59］

【例】 おれぁ　おどすおの　したなよ、ほれも　どごで　おどしたが　わがらねぁなよ
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おどり

「私、落し物をしたんだよ、それも何処で落したか分らないんだよ」

おどすこす [odosɯ̈kosɯ̈] ［名］ 年越し。［及 131］

【例】 まだ　おどすこすあ　きたがは

「もう、また年越が来たか」

おどすみそ すらない味噌をお汁に入れる時の味噌。［及 38］

【例】 えそがすはげぁ、おどすみそ　へんべは

「忙しいから、すらない味噌を入れてしまおうよ」

おどすみそ [odosɯ̈mïso] 落し味噌。これは、作ったままの味噌をお汁に入れるもので、磨った
りしない味噌をそのまま使うことをいう。［続 59］

おどでな [ododen̝a] ［名］ 一昨日。［及 131］

【例】 むすこあ　おどでな　えたなよは

「息子はおととい行ってしまったんですよ」

おどどす ［名］ 一昨年。［及 280］

【例】 〇〇さ　えたな　おどどすんねぁがったべが

「〇〇に行ったのは、一昨年でなかったろうか」

おどなくせぁ [odonakɯ̥̈sɛ] ［上一自］ 大人びる。［続 60］

【例】 この　わらすも、こうこうさ　へぁたば、きゅうに　おどなくせぁぐ　なたな

「この子も、高校へ入ったら、急に大人びてきたね」

おどなげねぁ [odonaŋen̝ɛ] ［形］ 大人気ない。［続 60］

【例】 ないだや、えぇとす　して　おどなげねぁ　ごど　しねぁんだや

「なんだい、いい年をして、大人気ないことをするんじゃないよ」

おどなす [odonasɯ̈] ［形］ おとなしい。［及 131］

【例】 おめぁえの　わらすこあ　おどなす　ごど

「お宅の子供さんはおとなしいね」

おどなす おとなしい。［及 22］

【例】 おめぁえの　おぼごあ　おどなす　ごど

「お宅の子供さんはおとなしいね」

おどみ 妊娠。［及 14］

【例】 むがさり　したどもたら、おどみ　だどは

「結婚したと思ったら、もう妊娠したそうだよ」

おどみょー [odomjoː] お燈明。［続 60］

【例】 ほどげさまさは　まえあさ　おどみょー　つけで　おがむ　おんだぞ

「仏さまには、毎朝お燈明をつけて拝むものだよ」

おどり [odorï] ［名］ ちがい。年令のちがい。［及 131］
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おながば

【例】 これぁまだ　したっつ　おどりだなよ

「この子は二つちがいなんですよ」

おながば [onagaba] 神おろし。ごぜのような者。［及 77］

【例】 あんまり　えぐねぁ　ごどばり　つづぐはげぁ　おながばに　きぐべ

「余り悪いことばかり続くから、神おろしに聞いてみよう」

おなごおの [onaŋoono] 女物。［続 60］

【例】 おなごおの　かいでぁなが、ほれだば　〇〇さ　えてみろ　ないでも　あっさげぁ

「女物を買いたいのか、それなら〇〇に行ってみろよ、何でもあるから」

おなごぎれぁ [onaŋoŋïrɛ] 女嫌い。［続 60］

【例】 おなごぎれぁでも　ねぁべども、なして　よめ　もらわねぁだべ

「女嫌いでもないだろうに、どうして嫁を貰わないだろうね」

おなござがり [onaŋoⁿdzagarï] 女盛り。［続 60］

【例】 おなごも　さんじゅ　すんじゅは　おなござがりて　いう　おんだべな

「女も、30、40は女盛りというものだろうな」

おなごしたず [onaŋosït̥adzɯ̈] 女達。［続 60］

【例】 おなごしたずて　えぐ　しゃべっじゅなや、くずがら　んまっで　きた　おんだべが

「女達ってよく喋べるよね、口から生まれて来たもんだろうか」

おなごしと [onaŋosït̥o] 女の人。［続 60］

【例】 えまの　おなごしとあ　みな　つとめ　もてで、えに　いんな　としょりばりだ

「今の女の人は皆勤めを持っていて、家にいるのは年寄りばかりだね」

おなごだでらん [onaŋoⁿdader̝aɴ] ［連語］ 女だてらに。［続 60］

【例】 おなごだでらん　おどごしたつさ　まざて　おおざげ　ので　うだったけ

「女だてらに、男達に混じって、大酒を飲んで、唄っておったっけ」

おなごたらす [onaŋotarasɯ̈] 女誑し。［続 61］

【例】 〇〇だば、おなごたらすだて　いう　もっぱらの　ひょうばんだな

「〇〇なら、女誑しだというもっぱらの評判だね」

おなごで [onaŋoⁿde]̝ 女手。［続 61］

【例】 だんなに　しなっで、おなごで　しとっつで　えぐ　わらしたず　そだでだ　おんだ

「夫に死なれて、女手一つで、よく子供らを育てたものだな」

おなごべご [onaŋobeg̝o] 牝牛。［続 61］

【例】 おれぁえの　べごあ　ゆべな　おなごべご　したっつも　なしたけ

「うちの牛が、夕べ牝牛を二匹も産んだっけ」

おなごらす [onaŋorasɯ̈] ［形］ 女らしい。［続 61］

【例】 やっぱり　おなでわらすあ　おなごらすくて　やさす　おんだな
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おの

「やはり女の子は、女らしくて、優しいものだね」

おなごわらす [onaŋowarasɯ̈] 女の子。［同］おなごおぼご。［続 61］

【例】 おれぁえんなも　にばんめあ　おなごわらすで　こんだ　さんねんへだは

「うちのも二番目が女の子で、今度三年生なんだよ」

おなされる ［動］ うなされる。［及 131］

【例】 おめぁ　ゆべな　おなさっだべ

「お前、夕べうなされたろう」

おなのが [onanoga] ［名］ 旧十二月七日。［及 131］

【例】 おなのがにあ　さんげさんげあ　あっさげぁ　おがで　くんべ

「旧十二月七日にはさんげさんげ（後出）があるから、拜んでこようや」

おにがら [onïŋara] くわがたむし、かぶとむしの総称。これは、くわがた科のくわがたむしの類、
及びこがねむし科のかぶとむしを、総称した呼び名であり、今は使われていない。［続 61］

おにこ 酒税官。税務所員。［及 77］

【例】 おにこあ　来たぞ、て　いうど、どぶろぐ　かぐすがったなよ

「酒税官が来たぞ、というと、濁酒をかくすんだったんだ」

おにこすめ [onïkosɯ̈me]̝ 鬼ごっこ。［同］ぼいこ。おにぼいこ。おにこぼい。［続 61］

【例】 〇〇ちゃん　みんなして　おにこすめ　すねぁが

「〇〇ちゃん、皆で鬼ごっこをしないか」

おにばんば [onïbaɴba] 鬼婆。この語は、今は殆ど昔話の中に出てくるぐらいのもので、もう使
われなくなったが、昔話以外には、「おにばんばみでぁだ＝鬼婆のようだ」などと使った。［続 61］

おによげ [onïjoge]̝ ［名］ 鬼除け。盗難除け。旧一月十五日、たらの木の長さ 15cmぐらいのも
のを、上部だけ割り、ここに干しいわしと、小さい切り餅を挾み、入口、裏口、窓などに差し、鬼

除け、盗難除けとしたが、これを「おによげ」と呼び、小正月の一つの行事であった。［及 131］

おねぁどし [onɛⁿdosï] ［名］ おないどし。同じ年齢。［及 131］

【例】 おれど、〇〇あ　おねぁどし　だなよ

「私と〇〇さんは、おないどしなんですよ」

おの ［終助］ もの。もん。［及 132］

【例】 おれも　いぎでぁあだ　おの

「私も行きたいんだもの」

この語は、「おん」とも使い、「いねぁおんだ―いないものだ」などと使っている。

おの ［名］ 者。物。［及 132］

【例 1】あんた　おのあ　いねぁ　おんだ
「あんな者はいないものだ」

【例 2】この　しなおのあ　え　おんだな
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おのかり

「この品物はいいもんだな」

この語は、「おん」とも使い、「おめぁ　みでぁだ　おんだば―お前のような者なら」、「この　しな

おんが―この品物か」などと使っている。

おのかり [onokarï] 畔刈り。［続 61］

【例】 たさ　えてみだば、くさ　おがたけはげぁ、きょうあ　おのかりしてくる

「田へ行ってみたら、草が伸びていたから、今日は畔刈りに行って来るよ」

おば 妹。［及 3］

【例】 おばも　そろそろ　嫁ん　くんねぁんねぁなは

「妹も、もうそろそろ嫁にくれないといけないな」

この語は「おばかす―妹の卑語」、「ばつけおば―末娘」などとも使っている。

おはがめぁり [ohagamɛrï] お墓参り。［続 61］

【例】 ばさまの　さんじゅごにずだおん、おはめぁり　えて　くんべ

「お婆さんの三十五日だから、お墓参りに行ってこよう」

おはづ おはち。めしびつ。［及 47］

【例】 おはづ　こっちゃ　よごしてころ

「おはちをこっちへよこして下さい」

おはれぁー [oharɛː] お祓い。［続 62］

【例】 こどすあ　え　すんつぐすっさげぁ、おはれぁー　してもらわねぁんねぁな

「今年は家を新築するから、お祓いをしてもらわないといけないな」

おばんかだです ［連語］ 夕方の挨拶のことば。夕方になりましたね。といった意である。［及

280］

おばんです [obaɴdes̝ɯ̈] ［連語］ 今晩は。この語は、勿論夜の挨拶の言葉である。［同］おば

んですは。おばんなりあした。［続 62］

おびすろはだが [obïsɯ̈rohaⁿdaga] 帯をしめない姿。これは、着物を着ているのに帯をしめ
ないで、前を合せないような姿をいう。［続 62］

【例】 おびすろはだがで　ありぐなよ

「帯をしめない姿で歩くんじゃないよ」

おひなかざり [ohïnakaⁿdzarï] 雛飾り。［続 62］

【例】 もうすこすで　ももの　へっくで　おひなかざりだなは

「もう少しで、桃の節句で、もうお雛飾りだね」

おひなこ ［名］ ひな人形。おひなさま。［及 280］

【例】 そんま　へっくだおん　おひなこ　ださねぁんねぁな

「じきに節句だから、ひな人形を出さないといけないな」

おひまず [ohïmadzɯ̈] 秋葉さま、庚申さまの祭り日をいう。この祭りは、秋葉さまは、1月 17
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おへる

日と 10月 17日。庚申さまは、2月 18日と 11月 18日に行われている。［続 62］

おふかし おこわ。こわめし。赤飯。［及 38］

【例】 おひなさまさ、おふかしでも　してあげっが

「おひなさまに、赤飯でも炊いて上げようか」

おぶく [obɯ̈kɯ̈] ［名］ 神仏に供えた食べ物。これは、家の中に祀ってある神仏に供えた食べ物

でなく、外に祀ってある神仏への供え物をいい、拝んだあと、これを食べると病気にならないとい

われている。［及・続 132・62］

【例】 おぶくだぞ、これ　くど　かじぇ　ひがねぁぞ

「お供え物だよ、これを食べると、風邪をひかないよ」

おふだぶづ [oɸɯ̈ⁿdabɯ̈dzɯ̈] ［名］ 札所めぐり。巡礼。［及 132］

【例】 おめぁも　おふだぶづん　えごや

「あなたも札所めぐりに行こうよ」

おふどさま [oɸɯ̈ⁿdosama] ［名］ 不動尊。不動明王。不動さま。［及 132］

【例】 おふどさまさ　おめぁり　えぁべじゅ

「お不動さまに、お参りに行こうよ」

おぶなすさま ［名］ 産土さま。その人の生れた土地を守る神さまをいう。［及 132］

おふるめぁ [oɸɯ̈rɯ̈mɛ] ふるまい。祝事弔事の饗応。［及 38］

【例】 この　だびの　おふるめぁ　何人分　こしぇんなだべ

「この度のふるまいは何人分作るんですか」

おへおへ ［連語］ 押せ押せ。［及 132］

【例】 さがだぞ　ほら、もと　おへ　おへ

「坂だよ、そら、もっと押せ押せ」

この語には、「おへっが―押せるか」、「おへんべ―押せるだろう」などの使い方がある。

おべがぎ [obeŋ̝agï] 覚え書き。［続 62］

【例】 ちょえっとした　ごどでも　おべがぎ　けぁで　おくど　わすんねぁで　え　おんだ

「一寸したことでも、覚え書きを書いておくと、忘れないでいいものだよ」

おへご [oheŋ̝o] 敎え子。［続 62］

【例】 こねぁだ　おへごの　どうきゅうかいさ　よばっで　うれすがったな

「この間は敎え子の同級会に招ばれて、嬉しかったな」

おべっだふり [obed̝daɸɯ̈rï] 知ったか振り。［同］おべだふり。［続 62］

【例】 〇〇だば　おわばり　おべっだふり　する　おんだ

「〇〇なら、自分ばかり知ったか振りをするもんだ」

おへる [oɸer̝ɯ̈] ［動］ 敎える。［及 132］

【例】 どご　すらねぁなや、おへっさげぁ　こっちゃ　来てみろ
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おべる

「何所を知らないの、敎えるから、こっちへ来てみなさい」

おべる ［動］ 知る。覚える。［及 132］

【例 1】ほんた　ごどぐれぁ　おれだて　おべっだや
「そんなことぐらい私だって知ってるよ」

【例 2】おっきぐ　なっど　しとりで　おべる　おんだ
「大きくなると、ひとりでに覚えるもんだよ」

この語には、「おべっだふり―知ったかぶり」、「おべらっだ―覚えられた」、「すらねぁ―知らない」

などという使い方がある。

おべる ［動］ 覚える。［及 23］

【例】 おっきぐなっど　しとりで　おべる　おんだ

「大きくなると、ひとりでに覚えるものだよ」

この語は、「おべっだごでぁ―覚えているだろうよ。知っているだろうよ」、「おべでんべ―覚えて

いるだろう。知っていだろう」などと使っている。

おへわ [ohew̝a] お世話。［続 63］

【例 1】よげだ　おへわ　すねぁで　おわ　あだまの　へぁ　ぼうんだ
「余計なお世話をしないで、自分の頭の蝿を追えよ」

【例 2】うずの　むすめぁ　おへわさまでした
「うちの娘がお世話さまでした」

おほげぁー [ohoŋɛː] おぎぁー。赤子の泣き声。［続 63］

【例】 おほげぁーて、んまっだ　ずぎの　こえの　おっき　おぼごでぁったな

「おげぁーと、生れて来た時の声の大きな子供だったな」

おぼご [oᵐbogo] 子供。［及 3］

【例】 おぼご　つで　どさえぐ　どごだや

「子供を連れて、何所へ行くところなんですか」

また、子供の呼び名には、「おどごおぼご―男の子」、「おどごわらす―男の子」、「おなごおぼご―女

の子」、「おなごわらす―女の子」、「がぎ―がき。子供をののしっていう言葉」、「がぎこ―がぎに同

じ」、「がぎわらす―がぎに同じ」、「じょっこ―子供の愛称」、「じょっこめご―じょっこに同じ」、「め

―じょっこに同じ」、「めっこ―じょっこに同じ」、「わらす―子供」、「わらすこ―子供」などがある。

おぼごなし [oᵐbogonasɯ̈] 出産。お産。［及 14］

【例】 隣りの　あねこあ　おぼごなしだど

「隣りのお嫁さんが、お産だそうだ」

おぼごなすみめぁ [obogonasɯ̈mïmɛ] 出産見舞。［続 63］

【例】 〇〇さんで　おぼご　んまっだつけあ、おぼごなすみめぁ　えてこねぁんねぁな

「〇〇さんで、子供が生れたそうだから、出産見舞に行ってこないといけないな」

おぼごわらす [obogowarasɯ̈] 子供。［同］おぼご。おぼごこ。わらす。わらすこ。［続 63］
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おもう

おぼめ [obome]̝ 雪女。雪女郎。雪娘。この語は、及位地区の民話に出てくるだけである。［同］ゆ
ぎおなご。ゆぎじょろ。［続 63］

おみづげ からしな漬け。［及 38］

【例】 からしな　とたばげぁ　おみづげ　漬けんべな

「からしなが採れたから、からしな漬けを漬けようね」

おめぁ [omɛ] お前。君。［及 3］

【例】 おめぁも　あすびん　こえや

「お前も遊びに来いよ」

この語の使い方には、「おめぁつぁ―お前に」、「おめぁどさ―お前に」、「おめぁどご―お前を」、「お

めぁえ―お宅。お前の家」などがある。

おめぁさん [omɛsaɴ] お前さん。君。この語は、親しい他人にだけ使う語である。［続 63］

おめぁり [omɛ(ː)rï] ［名］ お参り。［同］おめぁーり。［及 132］

【例】 ずぞさまさ　おめぁり　えて　くる

「地蔵さまに、お参りに行って来ます」

おめでてぁ [ome̝n det̝ɛ] ［形］ お目出度い。［続 63］

【例】 きょうあ　むすこの　むがさりだ　おん　こんげぁ　おめでてぁ　ごどあ　ねぁな

「今日は息子の婚礼だもの、こんなにお目出度いことはないね」

おもいあへる [omoïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 思い合わせる。［続 63］

【例】 ほう　ゆわえっど　おもいあへる　ごどあ　ある、〇〇の　ごどだべ

「そういわれると思い合わせることがある、〇〇のことだろう」

おもいがげねぁ [omoïŋagen̝ɛ] ［連語］ 思いがけない。［続 63］

【例】 きんな　おもいがげねぁぐ、とうきょうがら　ともだずあ　たずねで　きたけな

「昨日思いがけなく、東京から友達が訪ねて来たっけな」

おもいげぁす [omoïgɛsɯ̈] ［四他］ 思い返す。［続 63］

【例】 こげぁして　どうきゅうへあ　あずばっど、がっこじでぁ　おもいげぁすな

「こうして同級生が集まると、学校時代を思い返すな」

おもいつげぁー [omoïtsɯ̈ŋɛː] 思い違い。［続 64］

【例】 ほっが、ほだら　ほれぁ　おれの　おもいつげぁーでぁったべちゃや

「そうか、それならそれは、私の思い違いだったろうよね」

おもう [omoɯ̈] 経つ。時間の経過をいう。［続 64］

【例 1】あど　いずつかん　おもうど　きしゃ　くっど
「あと一時間経つと汽車が来るそうだ」

【例 2】あど　いずにず　おもうど　へっくだ
「あと一日経つと節句だね」
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おもえ

おもえ [omoe]̝ ［形］ 重い。［同］おもでぁ。［続 64］

【例】 ないだ　おんだが　これぁまだ　めっぽ　おもえな

「何なのかこれは滅法重いな」

おもくるす [omokɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 重苦しい。［続 64］

【例】 ないだべじゅ、ないだが　いの　あだりあ　おもくるすなよ

「なんだろうね、なんだか胃のあたりが重苦しいんだよ」

おもしぇ [omoʃe]̝ 面白い。［及 23］

【例】 あの　映画　おもしぇがったな

「あの映画はおもしろかったな」

この語は「おもへ」ともいい。「おもしぇぐねぁ―面白くない」、「おもへぐねぁ―面白くない」、「お

もしぇべ―面白いだろう」、「おもへべ―面白いだろう」などと使っている。

おもすれ [omosɯ̈re]̝ ［形］ 面白い。［同］おもしぇ。おもへ。［続 64］

【例】 わらびとりあ　おもすれがったな

「わらび採りは面白かったな」

おもでぁ [omodɛ] 重い。［及 23］

【例】 この　わらすあ　いづがのこめぁん　おもでぁぐ　なた　おんだ

「この子は何時の間にか重くなったもんだ」

おもでげぁー [omodeŋ̝ɛː] 表替え。［続 64］

【例】 この　ただみも　ふるすぐ　なたはげぁ、おもでげぁー　しねぁんねぁは

「この畳も古くなったから、もう表替えをしないといけなくなってしまったよ」

おもやみ ［名］ おつくう。ちゅうちょ。［及 132］

【例】 雨で　まづさ　えぐな　おもやみだは

「雨なので、町へ行くのが、もうおつくうだよ」

おもわす [omowasɯ̈] ［形］ 思わしい。［続 64］

【例】 この　てんきつずぎでぁ、おもわす　さぐあ　とれそもねぁな

「この天気続きでは、思わしい作がとれそうもないな」

おやぐ [ojagɯ̈] 親類。親戚。［同］おやぐまぎ。［続 64］

【例】 〇〇さんあ　おれど　おやぐだ

「〇〇さんは私と親類だよ」

おやす [ojasɯ̈] ［形］ お安い。［続 64］

【例】 ほんた　ごどあ　おやす　ごった、どれどれ、おれぁどさ　さへでみろ

「そんなことはお安いことだよ、どれどれ、私にさせてみろよ」

おやす [ojasɯ̈] ［四他］ 生やす。［続 65］

【例 1】ひげでも　おやすなが
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おらだ

「髭でも生やすのかい」

【例 2】たさ　くさ　おやして　おがんねぁな
「田に草を生やしておかれないな」

おやす [ojasɯ̈] 終らわす。［続 65］

【例】 ほがにも　えそがす　すごど　でげたはげぁ、ほの　すごと　はやぐ　おやへよ

「他にも忙しい仕事が出来たから、その仕事は早く終わらせよ」

おやずさま [ojadzɯ̈sama] 老いた父親。［続 65］

【例】 おれの　おやずさまも　はずじゅう　すぎで　えぇ　としょりん　なたは

「私の老いた父親も、八十を過ぎて、もういい年寄りになってしまったよ」

おやばさま [ojabasama] 老いた母親。［続 65］

【例】 おれぁ　えの　おやばさま、とすの　わりん　げんきで、えの　ごど　してる

「うちの老いた母親は、年の割に元気で、家のことをしているよ」

およごす あえもの。［同］あえおの。［及 38］

【例】 およごす　つぐっさげ、くるみ　割てころ

「あえものを作るから、くるみを割って下さい」

およだ [ojoⁿda] ［形］ おとなしい。［同］おどなす。［続 65］

【例】 まず、およだ　わらすだ　ごど

「まぁ、おとなしい子だこと」

およばねぁ [ojobanɛ] ［連語］ 及ばない。［続 65］

【例 1】きゅうりつぐりだば、〇〇さんに　およばねぁな
「胡瓜作りなら〇〇さんに及ばないね」

【例 2】ほごあ、もう　するん　およばねぁぞ
「そこは、もうするに及ばないよ」

おら 私。俺。［及 4］

【例】 おらだば　ほれぁ　こげぁん　するな

「私なら、それはこうするね」

この語は「おらせぁも―私さえ。私さえも」、「おらどご―私を」、「おれぁ―私は」、「おれぁつぁ―

私に」、「おれぁえ―私の家」などと使う。

おら [ora] 私。僕。俺。私達。僕達。僕ら。俺達。この語は、及位の方言 4Pに、「私、俺」と、単
数で書いたが、複数としても使い、「おらほ＝私達の方」の形に限られた使い方で使われている。ま

た、単数としては、「おれ＝私、俺、僕」。［同］おれぁ。［続 65］

おらだ [oraⁿda] 俺達。私達。僕達。［続 65］

【例】 おらだ　がっこさ　えぐ　ずぎあ　くみで　まどまで　えくなだ

「僕達が学校に行く時は、組で纒まって行くんです」
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おりえぁー

おりえぁー [orïɛː] 折り合い。［続 65］

【例】 よめど　しゅうどずあ　なして　おりえぁ　わり　おんだべ

「嫁と姑というのは、どうして折り合いが悪いものだろう」

おりおの 白帯下。［及 14］

【例】 おりおのだば、早ぐ　医者に　みで　もらえ

「こしけなら、早く医者に診てもらいなさい」

おりおの [orïono] 織り物。［続 66］

【例】 〇〇でも　おりおの　おてる　かえしゃ　とうさんしたつけな

「〇〇でも、織物を織っている会社が、倒産したそうだな」

おりげぁす [orïgɛsɯ̈] 折り返し。［続 66］

【例 1】おりげぁし　へんずあ　きたけ
「折り返し返事が来たっけ」

【例 2】〇〇がら　おりげぁし　うんてんすんなだ
「〇〇から折り返し運転するんだ」

おるぬぐ [orɯ̈nɯ̈gɯ̈] ［動］ 間引く。［及 69］

【例】 あづどご　二本立づ　なるよん　おるぬぐなだぞ

「沢山生えたところは、二本立ちになるように間引くんだよ」

おれげぁす [oreŋ̝ɛsɯ̈] お礼返し。［続 66］

【例】 こんげぁ　もらて、おれげぁす　すねぁで　いらんねぁべじゅなや

「こんなに貰って、お礼返しをしないではいられないだろうよね」

おれめぁり [orem̝ɛrï] お礼参り。［続 66］

【例】 ずぞさまさ　ねがったば、じょうぶだ　まごあ　んまっだはげぁ、おれめぁり　してくる

「地藏さまに願っていたら、丈夫な孫が生れたから、お礼参りをしてくる」

おわ 自分。［及 4］

【例】 おわ　して、しとの　へぇん　すんなじゅ

「自分がして、人（私）のせいにするなよ」

この語は、「おわどさ―自分に」、「おわな―自分の」、「おわえ―自分の家」、「おわえんな―自分の家

の」、「おわばり―自分ばかり」、「おわおや―自分の親」、「おわこ―自分の子」などと使う。

おわ [owa] 自分。［続 66］

【例 1】おわ　え
「自分の家」

【例 2】おわどご
「自分を」

【例 3】おわ　ほ
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おんなし

「自分の方」

【例 4】おわ　したごど
「自分がしたこと」

【例 5】おわ　えぇどて
「自分がいいといって」

おわりはづおの ［名］ 終り初物。［及 280］

【例】 これぁ　おわりはづおのだはげぁ　くてころ

「これは、終り初物だから、食べて下さい」

おん ［接助］ から。「くっだけ　おん　もらて来たんだはげぁ―くれたから貰って来たんだよ」。

「おわばり　えてしまた　おんだ　おん―自分ばかり行ってしまったものだから」。［及 133］

おんかげる ［動］ わざと突っぱねる。好意をわざと突っぱねるような行爲をいう。［及 133］

【例】 くえる、て　ゆえば、おんかげあがて、もて　いぎあがらねぁ

「あげるといえば、わざど突っぱねやがって、持って行きやがらない」

おんげぁし [oɴŋɛsï] 恩返し。［続 66］

【例】 おらだ　くるす　ずぎ　たすけで　もらたはげぁ、おんげぁし　しねぁんねぁ

「俺達の苦しい時に助けてもらったから、恩返しをしないといけないね」

おんごど [oɴŋodo] ［副］ 大変。［及 133］

【例】 車　ぶつけだつけあ　おんごど　したな

「車をぶっつけたそうだが、大変なことしたね」

おんつぁ [oɴtsa] おじさん。伯叔父。弟。［及 4］

【例】 東京がら、おんつぁ　来たけ

「東京から、おじさんが来たつけ」

この語は、「おんつぁま」とも呼び、伯叔母は「おばつぁ」と呼んでいる。

おんてぁー [oɴtɛː] 御大。お前。君。［続 66］

【例】 つぎえぁだ　おん、おんてぁーも　えっぺぁ　のめや

「付き合だもの、御大も一杯飲めよ」

なお、この語は、「てぁーしょ」ともいい、親しい仲間を呼ぶ時に使う語である。

おんと ［名］ 穏当。［及 133］

【例】 あの　しとあ　おんとだ　しとだな

「あの人は穏当な人だね」

おんと 穏当。［及 23］

【例】 〇〇さんだば　おんとだ　しとだ

「〇〇さんなら穏当な人だ」

おんなし ［連語］ 同じ。［及 133］
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おんなし

【例】 なんべん　おんなし　ごど　きぐなや

「何べん同じことを聞くんだい」
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かーこぎ

　

—か—

か 鍬。［及 62］

【例】 か　つかたら　あらて　おげよ

「鍬は使ったら、洗っておきなさいよ」

か [ka] ぶゆ

蚋。［及 84］

【例】 今日あ　むすあつ　おんだはげぁ　か　ではて　うるせぁ　ごど

「今日はむし暑いものだから、ぶゆが出てうるさいこと」

が [ga] 終助詞。か。［及 133］

【例】 おめぁ　これ　おしなが

「あなたはこれが欲しいんですか」

かぁ [kaː] 桑。［及 69］

【例】 かぁの　そだでがだにあ、根刈りがら、ちゅん刈りなの　ある

「桑の栽培には、根刈りとか、中刈りなどがあるよ」

かぁかへ [kaːkaçe]̝ 給桑。蚕に桑を与えること。［及 69］

【例】 おごさまおぎ　してっど、よながも　かぁかへ　しねぁんねぁ

「養蚕をやっていると、夜中も給桑しないといけないんだ」

かーかへ [kaːkahe]̝ 給桑。蚕に桑を与えること。［続 67］

【例】 まだ　そろそろ　おごさまさ　かーかへ　しねぁんねぁな

「また、そろそろ蚕に給桑しないといけないな」

かーかりがんま [kaːkarïŋaɴma] 桑刈り鎌。この鎌は、桑を根刈り仕立にする時、桑の木を根
元から刈り取り、新梢を萌芽させる時に使う鎌である。［続 67］

かーきりぼえじょ [kaːkïrïboed̝ʒo] 桑切り包丁。この包丁は、蚕が稚蚕の時、桑の葉を細か
に切って与える時に使う包丁である。これは、巾が広く、特製のものであった。［続 67］

かーこぎ [kaːkogï] 桑摘み。［同］かーとり。［及・続 70・67］

【例 1】おごさま　おえでる　うずあ、かーこぎだば、まえにず　えがねぁんねぁなだ
「蚕を飼っているうちは、桑摘みなら、毎日行かないといけないんだ」

【例 2】かーこぎ　えぐ　すぶんだなは
「もう桑つみに行く時間だな」
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かいおの

かいおの [kaïono] 買い物。［続 67］

【例】 ばんげの　おがず　すこす　たんねぁはげぁ、ないが　すこす　かいおの　してくる

「今晩のおかずが少し足りないから、何か少し買い物をして来るよ」

かいぐれぁ [kaïŋɯ̈rɛ] 買い食い。［同］けぁーぐい。［続 67］

【例】 ほんげぁ　まえにず　まえにず　かいぐれぁばり　してらんねぁべな

「そんなに、毎日毎日買い食いばかりしていられないじゃないか」

かいげぁる [kaïgɛrɯ̈] ［下一他］ 買い替える。［続 67］

【例】 へんたぐきあ　えぐねぁぐ　なたはげぁ、そろそろ　かいげぁねぁんねぁな

「洗濯機が悪くなったから、そろそろ買い替えないといけないな」

かいちゅーどげ [kaïtʃɯ̈ːⁿdoge]̝ 懐中時計。［続 67］

【例】 むがすの　しとあ　かいちゅーどげなの　しとごろさ　へで　ありた　おんだ

「昔の人は、懐中時計なんかを、懐に入れて歩いたものだよ」

がいめぁ [gaïmɛ] 外米。［同］がえめぁ。なんきんめぁ。［及 38］

【例】 むがすあ　ラングンめぁだなて　がいめぁ　くた　おんだ

「昔はラングーン米だなんて、外米を食べたもんだよ」

かう ［動］ 当てがう。［及 133］

【例】 まるだ　ころばねぁよん　石　かうなだ

「丸太が転ばないように、石を当てがうんだ」

かう [kaɯ̈] （錠を）掛ける。（支えを）当てがう。［続 67］

【例 1】へぁりくずさ　じょう　かう
「入口に錠を掛ける」

【例 2】たんすの　じょう　かう
「箪笥の錠を掛ける」

【例 3】きあ　もけねぁよん　ささえ　かて　おげ
「木が倒れないように支えを当てがっておけよ」

【例 4】こやの　はしらの　したさ　どでぁいす　かうど　えぞ
「小屋の柱の下に、土台石を当てがうといいよ」

〇

かう ［動］ 勝つ。［及 133］

【例】 えま、おれぁ　かうはげぁ　みでろ

「今、私が勝つから、見ていろ」

かえしゃ [kaeʃ̝a] 会社。［続 68］

【例】 こんだ　この　むらさ　ねず　つぐる　かえしゃ　でげっど

「今度、この村に、螺子を作る会社が出来るそうだ」

がえっと [gaet̝to] ［副］ ぐっと。いきなり。［及 133］
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がが

【例】 あの　やろあ　がえっと　ひたぐりあがて

「あの野郎、ぐっとひったくりやがって」

かえぶす [kaeb̝ɯ̈sɯ̈] 蚊燻し。［続 68］

【例】 と　あげで　おえだば、よが　へぁて　きたはげぁ、かえぶす　かげろや

「戸を開けておいたら、蚊が入ってきたから、蚊燻しをかけろよ」

かえる ［動］ 食われる。［及 133］

【例】 ほごさ　おぐど　ねごに　かえるは

「そこへ置くと、猫に食われてしまうよ」

かえる [kaer̝ɯ̈] 食える。食われる。［続 68］

【例 1】この　きのごあ　かえんべが
「このきのこは、食えるだろうか」

【例 2】さがな　ほごさ　おぐど　ねごに　かえんぞ
「魚をそこに置くと、猫に食われるよ」

かおあへ [kaoahe]̝ 顔合わせ。［続 68］

【例】 こんだ　がっこさ　へぁっさげぁ、きょうあ　かおあへだど

「今度は、学校に入るから、今日は顔合わせだそうだ」

がおる [gaorɯ̈] ［動］ 弱る。［及 133］

【例】 ほんた　ごどで　かおる　おんでねぁ

「そんなことで弱るもんじゃないよ」

がおる [gaorɯ̈] ［動］ しょげる。弱る。［及 23］

【例】 ほんげぁ　がおる　おんでねぁ、ええ　ごども　あんだはげぁ

「そんなにしょげるもんじゃないよ、いいこともあるんだから」

かか [kaka] ［幼児語］ 着物。［続 68］

【例】 こっつの　あげぁ　かか　きるてが

「こっちの赤い着物を着るってかい」

かが [kaga] かかあ。妻。［及 4］

【例】 おれぁ　えの　かがなの　はっつぉえ　おんで、おやじなの　しとだまりもねぁ

「うちのかかあなんか、向う気が強いもんで、親父なんかひとたまりもないよ」

この悪態語に「かがくされ」がある。

がが [gaga] 母さん。お母を一寸卑下したもの。［及 4］

【例】 がが　はらへた　なにが　かへろ

「母さん、腹がへった、何か食べさせてくれ」

また、お母さんには「ががつぁ」と呼び、この他「がっか―母さん」、「あっか―母さん」、「おが―

母さん（秋田系）」などが使われていた。
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かがかが

かがかが [kaŋakaŋa] 夕方うす暗くなること。［続 68］

【例】 ばんかだ　なて、かがかがど　なて　きたはげぁ　やめで　けぁんべはや

「夕方になって、うす暗くなってきたから、もう止めて帰ろうよ」

かがさわり [kagasawarï] ［名］ かかわり。支障。［及 134］

【例 1】おめぁ　あの　しとど　かがさわり　あんなが
「あなたは、あの人とかかわりがあるんですか」

【例 2】ほんた　ごど　いうど　見合いさ　かがさわり　でんべぜぁ
「そんなことをいうと、見合いに支障が出るじゃないか」

ががつぁ [gagatsa] 他人が中年の人妻を呼ぶ時の名。［及 4］

【例】 ががつぁ　いあしたがや

「奥さん、おりますか」

かがなぐ [kaŋanagɯ̈] ［動］ 弱音を吐く。［及 134］

【例】 ほん　ごどで　かがなぐ　おのあ　あんばや

「そんなことで、弱音を吐く奴があるものか」

かがもだず [kagamodadzɯ̈] ［名］ 男やもめ。［及 134］

【例】 えぁづあ　かがもだずで　おわる　おんだべな

「あいつは、男やもめで終るものだろうな」

ががらんと [gaŋaraɴto] ［副］ がらんと。建物の中に物などのないさま。骨太で、肉のあまり

ついていないやせた体をもいう。［及 134］

【例 1】これぁ　あぎ屋だべが、ががらんと　した　えだな
「これは、空き屋だろうか、がらんとした家だな」

【例 2】あの　しとあ　ががらんと　した　体だな
「あの人は、がらんとした体の人だね」

かがり [kaŋarï] 肛門筋。［及 10］

【例】 これぁまだ　かがりあ　よわぇんだが　ずっと　むぐすなよ

「この子は、肛門筋が弱いのか、始終もらすんですよ」

かがりうど [kagarïɯ̈do] ［名］ 被扶養者。生活を支えてもらっている人。［及 134］

【例】 〇〇さんも、息子の　かがりうどだどは

「〇〇さんも、もう息子の被扶養者だそうだって」

かがりえぁ [kagarïɛ] かかわりあい。［続 68］

【例】 あゆ　ずけんさだば、かがりえぁん　なっだぐねぁ　おんだな

「あぁいう事件になら、掛かわり合いになりたくないものだね」

かがる [kagarɯ̈] ［動］ かかる。書ける。人にかかる（けんかをふつかけるなど）。［及 134］

【例 1】べづの　医者さ　かがるは
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かぐげぁー

「もう、別の医者に罹るよ」

【例 2】この　筆だば　んまぐ　かがるな
「この筆ならうまく書けるよ」

【例 3】この　やろ、しとさ　かがる　気が
「この野郎、人にかかって来る気か」

かぎあずべる [kagïadzɯ̈ber̝ɯ̈] ［下一他］ 掻き集める。［続 68］

【例】 ほごら　あだりの　おずば　かぎあずべで、ふようど　つぐんべ

「そこらあたりの落葉を掻き集めて、腐葉土を作ろう」

かぎげぁ [kagïgɛ] 書き替え。［続 68］

【例】 よきん　しったな　まんきん　なたはげぁ　かぎげぁ　してくんべ

「預金をしておったのが、満期になったから、書き替えをしてこよう」

かぎける [kagïker̝ɯ̈] ［下一他］ 掻き消える。［続 69］

【例】 おれぁ　こさ　おえっだな　かぎけるよん　なぐなたども　どさ　やた　おんだべ

「私がここに置いていたのが掻き消えるようになくなったが、何処へやったんだろう」

がぎこ [gagïko] ［卑称］ 子供。子供の卑称。［同］がぎ。［続 69］

【例】 この　がぎこあ、この　せぁふがら　まだ　かね　とたな

「この餓鬼が、この財布からまた金を取ったな」

かぎそだし [kagïsoⁿdasï] 書き損じ。［続 69］

【例】 〇〇ちゃん、かぎそだしの　かみ　もってぁねぁはげぁ、まだ　つかえよ

「〇〇ちゃん、書き損じの紙はもったいないから、また使いなさいよ」

かきっと [kakït̥to] ［副］ きっちり。［続 69］

【例】 せんえんだて、おれぁ　どごに　かきっと　せんえん　あっさげ　はらうは

「千円だって、私のところにきっちり千円あるから、払ってしまうよ」

かぎのはな [kaŋïnohana] 自在鉤。［及 47］

【例】 しょうがつにあ　かぎのはなさも　もづ　あげねぁんねぁぞ

「正月には自在鉤にも、餅をあげないといけないよ」

かぎます [kagïmasɯ̈] ［四他］ 掻き回す。［続 69］

【例 1】すふろ　わぇぁだが　かぎまして　みでころ
「風呂が沸いたか掻き回してみてくれ」

【例 2】まどまりがげだ　はなす　かぎまさっだは
「纒まりかけた話を掻き回されてしまったよ」

かぐげぁー [kagɯ̈ŋɛː] 格外。［続 69］

【例 1】ほの　ねだんだば、かぐけぁん　たげぁんねぁがや
「その値段なら、格外に高いじゃないか」
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かぐざど

【例 2】この　こめあ、ひんすず　えぐねぁはげぁ　かぐげぁだな
「この米は、品質が悪いから格外だね」

かぐざど [kagɯ̈ⁿdzado] 角砂糖。［続 69］

【例】 コーヒさ　へれる　かぐざどあ　ねぐなたはげぁ、かて　おえでくんねぁが

「コーヒーに入れる角砂糖がなくなったから、買っておいてくれないか」

かぐしゃぶろ [kagɯ̈ʃabɯ̈ro] 角シャベル。角スコップ。［続 69］

【例】 ゆぎ　ほんなだば、けんすこより、かぐしゃぶろの　ほあ　つかいやすな

「雪を堀るのなら、丸シャベルより、角シャベルの方が使いやすいな」

かぐす [kagɯ̈sɯ̈] かくし。ポケット［及 55］

【例】 がが　どんぶくさ　かぐす　つけでころ

「お母さん、綿入れはんてんに、かくしをつけて下さい」

かぐすぎ [kagɯ̈sɯ̈gï] 格式。［続 69］

【例】 〇〇さんの　えだば、むがすあ　だいだい　しょうやで、かぐすぎの　ある　えだ

「〇〇さんの家なら、昔は代代庄屋で、格式のある家だよ」

がぐすぎ [gagɯ̈sɯ̈gï] 学識。［続 70］

【例】 〇〇さんだば、こごらでぁ　いずばん　かぐすぎの　ある　しとだな

「〇〇さんなら、ここらでは一番学識のある人だな」

かぐぜぁー [kagɯ̈ⁿdzɛː] 角材。［続 70］

【例】 この　まるだだば、ほそこえはげぁ、かぐぜぁーはんて　とらんねぁな

「この丸太なら、細いから、角材しかとれないな」

かぐぜぁー [kaŋɯ̈ⁿdzɛː] 家具材。［続 70］

【例】 この　けやぎあ　もぐめも　えぇし　かぐぜぁーには　もてこえだな

「この﨔は、木目もいいし、家具材にはもってこいだな」

がくてぁー [gakɯ̥̈tɛː] 楽隊。［続 70］

【例】 おまずりん　ずき、わらしだずの　がくてぁー　ではたけあ、ながなが　やる　おんだな

「お祭りの時、子供らの楽隊が出たっけが、なかなかやるもんだね」

かぐま [kagɯ̈ma] やまどりぜんまい。ぜんまい科の植物。［及 84］

【例】 かぐま　じぇんめぁど　まじがて　とて　えたど

「やまどりぜんまいをぜんまいと間違がって採って行ったそうだ」

かぐまぎ [kagɯ̈magï] 角巻き。毛布の肩かけ。ケット。［及 55］

【例】 かぐまぎも　えまだば、きねぁなは

「角巻きも、今なら、もう着ないね」

かくらかくら ［連語］ こっくりこっくり。居眠りするさま。［及 134］

【例】 なんだや　かくらかくらて　ねぷかぎがは
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かげじぇん

「なんだい、もう、こっくりこっくり居眠かい」

また、この語は、「がくらがくら―がっくりがっくり」とも使っている。

かぐるみ [kagɯ̈rɯ̈mï] さわぐるみ。これは、くるみ科の落葉高木で、材質の軟らかい木なので、
木材としての利用価値が少なく、主としてパルプ材として利用されている。［続 70］

かぐれぼつ [kagɯ̈reb̝otsɯ̈] ［名］ かくれんぼう。［同］かぐれぼっつ。［及 134］

【例】 〇〇ちゃん、かぐれぼつ　すねぁが

「〇〇ちゃん、かくれんぼうをしないか」

かぐれぼっつ [kagɯ̈reb̝ottsɯ̈] かくれんぼ。［同］かぐれぼつ。［続 70］

【例】 〇〇ちゃん、みんなど　かぐれぼっつ　しねぁが

「〇〇ちゃん、皆とかくれぼをしないか」

かげぁーごむ [kagɛːgomɯ̈] ［四他］ 抱え込む。［続 70］

【例 1】びょうにん　かげぁーごで　てぁへんだな
「病人を抱え込んで大変だね」

【例 2】でぁごん　うでさ　かげぁーごで　きた
「大根を腕に抱え込んできた」

かげあへ [kagea̝he]̝ かけ合わせ。交配。［続 70］

【例】 この　べごあ、〇〇しゅど　〇〇しゅの　かげあへだど

「この牛は、〇〇種と〇〇種のかけ合わせだそうだ」

がげあへる [kagea̝çer̝ɯ̈] ［動］ かけあわせる。交配する。［及 84］

【例】 ええ　種　とるにあ、ええ　おのど　かげある　おんだ

「いい種をとるには、いいものと交配させるもんだ」

かげぁる [kagɛːrɯ̈] ［動］ かかえる。雇う。［及 134］

【例】 まづであ　まだ　医者　かげぁるつけな

「町では、また医者をかかえるそうだな」

かげぁる [kaŋɛrɯ̈] ［動］ 凍える。［同］かんげぁる。［及 135］

【例】 さみくて　手あ　かげぁるな

「寒むくて、手が凍えるね」

かげげぁー [kageŋ̝ɛː] 掛け替え。［続 70］

【例】 これぁ、おれぁえの　かげげぁーのねぁ　しとりむすこだ

「こいつは、うちの掛け替えのない一人息子なんだ」

かげげぁー [kageg̝ɛː] 掛け替え。［続 71］

【例】 この　はすも　ふるすぐ　なたはげぁ、かげげぁねぁど　だめだなは

「この橋も古くなったから、もう掛け替えないと駄目だね」

かげじぇん [kaŋed̝ʒeɴ̝] 陰膳。昔は、兵隊に行ったり、出稼ぎに行った人の無事を祈って、留
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かげず

守宅の人が食膳を供えたものであったが、今はもうこのような風習はなくなってしまっている。［続

71］

かげず 掛軸。［及 48］

【例】 かげずの　ねぁ　とごのまて　さっぷけだおんだな

「掛軸のない床の間って、殺風景なもんだな」

かげそぐ [kages̝ogɯ̈] 人手を当てにすること。［続 71］

【例】 しとんどご　かげそぐ　しねぁで　おわえの　しとばりで　でげねぁがや

「他所の人手を当てにしないで、うちの人だけで出来ないのかい」

かげどり [kaged̝orï] 借金の取り立て。［続 71］

【例】 しなおのの　かすうりしったな　かげどりして　こねぁんねぁな

「品物の貸し売りしていたのを、取り立てて来ないといけないな」

かげどり [kaged̝orï] 寄らないで通り過ぎること。［続 71］

【例】 ないだて　おれぁえ　かげどりして　えぐながは、よて　おじゃぐれぁ　ので　えてくでぁ

「まぁ、うちに寄らないで行ってしまうんですか、寄ってお茶ぐらい飲んで行って下さいよ」

がげぱだ [gagep̝ada] 崖っ縁。［同］がげっぱだ。がげっぷづ。がげぷづ。［及・続 101・71］

【例 1】おずで　けがすっど　えぐねぁはげぁ、かげぱださ　えぐなよ
「落ちて怪我をするといけないから、崖っ縁には行くんじゃないよ」

【例 2】あぶねぁはげぁ　がげぱだん　どごで　あすぶなよ
「危ぶないから、崖っぷちの所では遊ぶなよ」

かげぼっつ [kaŋeb̝ottsɯ̈] 影法師。［同］かげぼつ。［続 71］

【例】 〇〇ちゃん、かげぼっつふみして　あすぶべや

「〇〇ちゃん、影法師踏みをして遊ぼうよ」

かこ [kako] ［代］ かしこ。この語は、「どご=どこ」と一緒などの形だけで使われている。［続 71］

【例 1】どごさも　かこさも
「何処にもかしこにも」

【例 2】どごにも　かこにも
「何処にもかしこにも」

【例 3】どごも　かこも
「何処もかしこも」

かころぶ ［動］ 転ぶ。［及 135］

【例】 あんまり　はしっど　かころぶぞ

「あまり走ると転ぶよ」

これは、「ぶづごろぶ―ぶち転ぶ。転ぶの強調語」。「ぶっころぶ―転ぶの強調語」。「ぶころぶ」など

とも使っている。
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かじぇのこ

がさ [gasa] 嵩。［続 71］

【例】 もみがらずあ、かるこえども　がさばて　こまる　おんだ

「籾殻って、軽いが嵩張って困るもんだね」

かさぎ [kasagï] 造林木にかぶさっている雑木。笠木。［及 84］

【例】 おめぁも　かさぎ　伐りん　えご

「お前も笠木を伐りに行こう」

がざき [gaⁿdzakï] たにうつぎ。これは、すいかずら科の落葉低木である。この木の花には「だに」
がよく入る。ということから、「だにばな。だんにばな」などともいった。［続 72］

かさひてぁ [kasaçït̥ɛ] かさぶた。［及 14］

【例】 かさひてぁ　とっど　血あ　出んぞ

「かさぶたをとると、血が出るよ」

かざまづり ［名］ 風祭り。八月下旬の二百十日前に、台風が来ないようにと、祈願する、お祭

り行事の一つをいう。この日は、仕事を休み、獅子舞いなどをし、酒を酌みかわした。［及 135］

かざりおの [kaⁿdzarïono] 飾り物。［続 72］

【例】 あだらす　え　たでだはげぁ　とごのまさ　かざりおの　おすな

「新しい家を建てたから、床の間に飾り物が欲しいね」

かじぇ [kaⁿdʒe]̝ 風。［及 101］

【例】 こどすあ　めっぽ　かじぇの　ふぐ　年だな

「今年はめっぽう風の吹く年だな」

かじぇ [kaⁿdʒe]̝ 風邪。［及 14］

【例】 かじぇ　ひだら、あたこぐして　早ぐ　寝ろは

「風邪をひいたら、暖かくして早く寝てしまいなさい」

かじぇたでる [kaⁿdʒet̝ader̝ɯ̈] 数え立てる。［続 72］

【例】 しとの　あら　いずいず　かじぇたでる　ごどあ　ねぁべや

「人のあらをいちいち数え立てることはないじゃないか」

なお、この語の可能うちけし形は、「かじぇたでぁらんねぁ。かじぇたでぁならねぁ＝数えたてら

れない。数え切れない」といっている。

かじぇとす [kaⁿdʒet̝osɯ̈] 風通し。［続 72］

【例】 なすあ　かじぇとす　えぐ　なるよん　はなして　ゆえろよ

「茄子は、風通しがよくなるように、離して植えろよ」

かじぇとす [kaⁿdʒet̝osɯ̈] 数え年。［同］かじぇどす。［続 72］

【例】 これも　かじぇとす　やっつだはげぁ　こんだ　がっこだは

「こいつも、数え年八つだから、今度はもう学校だね」

かじぇのこ [kaⁿdʒen̝oko] 風の子。［続 72］
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かじぇのさぶろ

【例】 わらしたずあ　かじぇのこて　いうども　えぐ　おもでで　あすぶ　おんだな

「子供は風の子というが、よく外で遊ぶものだね」

かじぇのさぶろ [kaⁿdʒen̝osabɯ̈ro] 風の三郎。風をいう。［続 72］

【例】 あんまり　きがねぁど、かじぇのさぶろに　さらわえんぞ

「あまりきかないと、風の三郎にさらわれるよ」

かじぇのたより [kaⁿdʒen̝otajorï] 風の便り。［続 72］

【例】 かじぇのたよりん　きだあだども、〇〇さん　てぁへん　しゅっせしたつけな

「風の便りに聞いたんだが、〇〇さんは大変出世したそうだね」

かじぇひぎ [kaⁿdʒeh̝ïgï] 風邪引き。［続 72］

【例】 みんな　おれぁ　かじぇひぎだどて　かじぇぱなぐ　すんなだぜぁ

「皆、私が風邪引きだからといって、仲間外れにするんだよ」

かじぇる [kaⁿdʒer̝ɯ̈] ［動］ 数える。仲間に入れる。［及 135］

【例 1】あづばた　しと　かじぇでみろ
「集まった人を数えてみろよ」

【例 2】ぼいこさ　おめぁ　どごも　かじえるな
「鬼ごっこに、君んところも入れるね」

かしぎ [kasïgï] 大きな雪かきべら。主として屋根から雪をおろす時に使う木製の大きなへら。［及
62］

かしゃぎ [kaʃaŋï] 柏。［及 84］

【例】 こごらにあ　かしゃぎあ　ねぁな、さみはげぁだべ

「この辺には、柏がないね、寒いからだろうな」

かすかみづげる [kasɯ̥̈kamïdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ ［強調］ 捕まえる。捕まえるの強調語。［及

135］

【例】 きがねぁど　かすかみづげで　しばんぞ

「きかないと、捕まえて縛るよ」

かすげぁー [kasɯ̈ŋɛː] 鎹。［同］つかみ。［続 73］

【例 1】げやさは　かすげぁ　つかえよ
「下屋には鎹を使えよ」

【例 2】こは　かすげて　いう　おんだ
「子は鎹というものたよ」

かすます [kasɯ̈masɯ̈] ［形］ 姦しい。［続 73］

【例 1】わらしたずあ　かすますくて　テレビあ　きげねぁ
「子供らが姦しくて、テレビが聞えないよ」

【例 2】かすます　ごど　いうな　ほんた　ごどあ　とっくん　わがてだ
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かだぐるす

「姦しいことをいうんじないよ、そんなことはとっくに分っているんだ」

かすらえる [kasɯ̈raer̝ɯ̈] 軽い中風になること。［続 73］

【例】 〇〇さん　かすらっで　ねっだつけな

「〇〇さんは、軽い中風になって、寝ているそうだな」

かずれずに [kadzɯ̈re̝n dzɯ̈nï] 餓死。飢え死に。［続 73］

【例】 むがすあ　けがずで、くう　おのあ　ねぁくて、かずれずに　する　しとも　いでったど

「昔は飢饉で、食う物がなくて、餓死する人もおったそうだよ」

かだ [kada] ［名］ 方。［及 135］

【例】 〇〇さんだば　しも　かださ　えぐけな

「〇〇さんなら　下の方に行くっけよ」

かだうり [kadaɯ̈rï] しろうり。漬物用の瓜。［及 84］

【例】 おれぁ　えでも　かだうり　えっぺぁ　ゆえた

「うちでもしろ瓜をいっぱい植えたよ」

かだかげにんな [kadakagen̝ïɴna] 肩掛け荷縄。これは、荷車や橇を曵く時、肩に掛けて曵く
荷縄をいい、肩に当たる部分を巾広く作り、肩に痛みを与えないように作ったものである。［続 73］

かだがだ [kadaŋada] ［副］ よくよく。［及 135］

【例】 え　おの　もらて　よろごでだけて　かだがだ　ゆてころ

「いいもの頂いて、喜んでおった、とよくよく伝えて下さい」

かだがる [kadaŋarɯ̈] ［動］ 傾むく。覗く。見舞う。［及 135］

【例 1】どでぁ　くさて、えあ　かだがて　きた
「土台が腐って、家が傾いてきたよ」

【例 2】〇〇さん　元気だが　来た　つで　かだがて　えくが
「〇〇さん元気だろうか、来たついでに覗いて行こうか」

【例 3】入院しったつけぁ　かだがて　えくべ
「入院しているそうだから、見舞って行こう」

かだぎ [kadagï] 堅木。これは、材質の堅い﨔、楢、栃、橅などで、橅以外の木は主として木工に
使い、橅は材が狂いを生じ易いので、パルプ材として使用されている。［続 73］

かだぐづ [kadagɯ̈dzɯ̈] 片口。片口丼。［及 48］

【例】 こがの　たまり　かだぐづさ　もてこえ

「桶のたまりを片口に持っておいで」

かだくび [kadakɯ̈bï] ［名］ 肩車。［同］かだこ。くぴこ。つんこのり。［及 135］

【例】 めぇ　かだくび　すんべ

「坊や、肩車をしようや」

かだぐるす [kadaŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 堅苦しい。［続 73］
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～がだげ

【例】 ほんげぁ　かだぐるすぐ　ひじゃなの　つがねぁで、おらぐん　してくだせぁ

「そんなに堅苦しく膝なんかつかないで、お楽にして下さいよ」

～がだげ [~gadage]̝ 片食。食事の回数。［続 73］

【例 1】しとがだげ
「一片食」

【例 2】したがだげ
「二片食」

【例 3】みぃがだげ
「三片食」

かだご [kadaŋo] かたくり。ゆり科の植物で、この根から澱粉をとり、かたくり粉といった。［及
84］

また、この花を「ほけちょばな―鴬花」といったが、これは、鴬が鳴き始める頃咲くので、この名

がある

かだこび [kadakobï] ［名］ 片方。一方。［及 135］

【例】 ズック　かだこび　どさ　やた

「ズック靴、片方何所へやったの」

かだした [kadasït̥a] 片方。［同］かだこび。かだっぽ、かだぴた。［続 73］

【例】 くずした、かだした　どさ　やたや、あらてくえっさげぁ、もて　こえ

「靴下、片方何処へやったの、洗ってやるから、持って来なさい」

かだずげねぁ [kadaⁿdzɯ̈gen̝ɛ] ［形］ 忝ない。［続 74］

【例】 いっつも　こんげぁ　すんへずん　してもらて、かだずげねぁ　ごどなおす

「何時もこんなに親切にしてもらって、忝ないですわね」

かだづぐ [kadaⁿdzɯ̈gɯ̈] ［動］ 片付く。整理される。嫁ぐ。［及 135］

【例 1】つらがした　どご　かだづげで　おげ
「散らかした所を片付けておきなさい」

【例 2】あの　娘も　かだづぐ　どごだどは
「あの娘も、もう嫁ぐところだそうだよ」

かだっつがだっつ [kadattsɯ̈ŋaⁿdattsɯ̈] ［名］ かたちんば。片方づつ。［及 136］

【例】 はぎおのあ　かだっつがだっつだぞ

「履物が片ちんばだよ」

かだっぱす [kadappasɯ̈] 片端。［同］かだっぱず。かだぱす。かだぱず。［続 74］

【例】 じゅんじょ　えぐ　かだっぱすがら　かだずげんべ

「順序よく、片端から片付けよう」

かだつぶ [kadatsɯ̈bɯ̈] かたつむり。でんでん虫。［続 74］
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かっ～

【例】 ねぃちゃん、かたつぶて、つの　だしたり　ひこめだり　する　おんだなや

「姉ちゃん、かたつむりって、角を出したり引っ込めたりするもんだねー」

かだつら [kadatsɯ̥̈rḁ] ［名］ 片面。片側。［同］かだぴら。［及 136］

【例】 かだつら　まだ　かわがねぁな

「片面がまだ乾かないな」

かだぴら [kadapïra] 片斜面。［同］かだつら。［及 101］

【例】 かだぴら　急で　なであ　つぐ　どごだ

「片斜面は急で、雪崩のつく所だよ」

かだめのさがづぎ [kadamen̝osagaⁿdzɯ̈gï] ［名］ 婚約や結納の祝宴。［同］かだめのさが

づげ。［及 136］

【例】 目出てぁな、今日は　かだめのさがづぎ　もらう　日だ　おん

「目出たいね。今日は結納　を貰う日だもの」

かだもれぁ [kadamorɛ] 片貰い。返礼しないで貰うこと。［続 74］

【例】 まず　おれぁえでばり　えっかだ　かだもれぁで　きのどぐですな

「まぁ、うちでばかり何時も何時も片貰いでお気の毒ですね」

かだゆぎ [kadajɯ̈gï] 堅雪。これは、春先何回か雨が降り、夜気温が下がって、積雪が堅くなり、
ぬからずに歩けるようになった雪をいう。［続 74］

かだゆぎわだり [kadajɯ̈gïwadarï] 堅雪渡り。これは、堅雪を子供らが遊び歩くことをいう。
子供らは、この堅雪の上を、わらべ唄などを唄いながら歩いたり、斜面をぼうすべりしたりして、

堅雪渡りを楽しんだものだが、今の子供にはもうない遊びである。［続 74］

かだよへる [kadajoher̝ɯ̈] ［下一他］ 片寄せる。［続 74］

【例】 はぎおのあ　へぁりくずの　まんながさ　ぬがねぁで　わきさ　かだよへで　ぬげ

「履物は、入口の真ん中に脱がないで、わきに片寄せて脱ぎなさい」

かだる [kadarɯ̈] ［動］ 語る。［及 136］

【例】 ずんつぁん　むがす　かだるつけ

「お爺さいが、昔話を語ると、いっておったよ」

この語には、「かだっちゃ―語れよ。語ってくれよ」、「かたっど―語ると。語るそうだ」。などの使

い方がある。

かちゃばぐ [katʃabagɯ̈] ［動］ ひっかく。［及 136］

【例】 がが　あんつぁ　かちゃばぐ

「お母さん、兄さんがひっかくよ」

かっ～ [kaQ~] ［接頭辞］ 強調の接頭辞。主意を強める語。［続 74］

【例 1】かっきる
「切る」
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かつか

【例 2】かっくらわへる
「くらわす。叩く」

【例 3】かっつぁらう
「さらう」

【例 4】かっとばす
「飛ばす」

【例 5】かっちょう
「背負う」

かつか [kãtsɯ̥̈ka] かじか。川に棲む魚。また、夜かじか捕りをすることを「よがつか」といった。
［及 84］

【例】 〇〇さん、ばんげ　かつかつぎん　えぐべや

「〇〇さん、今夜かじか捕りに行こうや」

がっかげ [gakkage]̝ 崖。断崖。［同］がんくら。がんけづ。［続 74］

【例】 〇〇ん　どごあ　がっかげん　なてで　おかねぁ　どごだ

「〇〇のところは、崖になっていて、おっかない所だな」

かつかつ [katsɯ̈katsɯ̈] ［ノダナ］ かちかち。［続 75］

【例 1】すみで　どうろあ　かつかつだ
「凍って、道路がかちかちだよ」

【例 2】あだま　かつかつで　ゆうずうあ　きがねぁ
「頭がかちかちで融通がきかない」

がつがつ [gatsɯ̈gatsɯ̈] ［ノダナ］ がちがち。［続 75］

【例 1】さがな　がつがつん　すみっだ
「魚ががちがに凍っている」

【例 2】がつがつど　もうげる　かんじょだ
「がちがちと儲けるつもりだ」

かつき [katsɯ̥̈kï] のりうつぎ。これは、ゆきのした科の落葉矮性木で、昔は人が死ぬと、棺にこ
の木を杖として入れ、無事に三途の川を渡れるようにと願ったが、今は使わなくなった。［続 75］

がっき [gakkï] 段。階段。山や野原などで段になってい所や石段、階段などをいう。［及 102］

【例】 あそごの　がっきまで　登んべ

「あそこの段になってい所まで登ろう」

がっきめぁ [gakkïmɛ] 餓鬼米。壇家が寺に納める米。［及 136］

【例】 がっきめぁ　納めでころど

「がき米を納めてくれって」

がっきり [gakkïrï] ［副］ ごつんと。［及 136］

【例】 あんまり　きがねぁど　がっきり　やんぞ
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かっこ

「あまりきかないと、ごつんとやるよ」

かつぐ [katsɯ̈gɯ̈] ［動］ 追いつく。［及 136］

【例】 まだ　かつぐえ　えてみろ

「まだ追いつけるから行ってみなさい」

かづぐ [kadzɯ̈ŋɯ̈] ［動］ 荷なう。かつぐ。だます。推す。［及 136］

【例 1】ほれぁ　おれぁ　かづぐべ
「それは、私が荷なおう」

【例 2】しとんどご　かづぐ　きだな
「人をだます気だな」

【例 3】あの　しと　村長に　かづぐべ
「あの人を村長に推そう」

かっくし 伐り株。［同］ぼっこ。［及 84］

【例】 杉の　かっくしさ　すぎかのが　でる　おんだ

「杉の伐り株には、すぎひらたけ（きのこ）が出るもんだよ」

かっくす [kakkɯ̥̈sɯ̈] 木の伐り株。［続 75］

【例】 ほごの　かっくすさ　ねまて　しとやすみ　すっが

「そこの木の伐り株に坐って一休みしようか」

がっくるめる [gakkɯ̈rɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 引っ括める。［続 75］

【例】 この　にすんど、ゆわすど、さげ　がっくるめで　なんぼだ

「この と、鰯と鮭を引っ括めて、幾らですか」

かっくれぁ [kakkɯ̈rɛ] （蚊や蚋の）刺した跡。［続 75］

【例】 かっくれぁ　とがめで　はっで　きたはげぁ　くすり　つけねぁんねぁな

「蚊の刺し跡をとがめて、腫れてきたから、薬を付けないといけないな」

がっけ [gakke]̝ 出額。ひたいの出ていること。［続 75］

【例】 これぁ、だれん　にだ　おんだんだが、がっけだ　おんだ

「こいつは、誰に似たものなのか、出額なもんだね」

かっこ [kakko] ［名］ 格好。［及 23］

【例】 〇〇の　娘さんは　かっこあ　え　しとだな

「〇〇の娘さんは格好のいい人だね」

かっこ ［名］ 格好。［及 136］

【例】 みろ　えぁづあ　かっこ　つけで

「みろよ、あいつは格好をつけて」

かっこ
かっこう

郭公。ほととぎす科の鳥。［及 84］

【例】 かっこあ　なぐよんた　へづあ　早ぐ　こねぁがな
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かっこ

「かっこうの鳴くような季節が、早く来ないかな」

かっこ [kakko] 蚕座。蚕を飼育する箱。［及 70］

【例】 おごさま　おっきぐ　なたはげぁ　べづの　かっこさ　うづすべ

「蚕が大きくなったから、別の蚕座に移そう」

がっこ ［名］ 学校。［及 136］

【例】 これも　こどしから　がっこだな

「これも、今年から学校に入るんだな」

かっこべ [kakkobe]̝ 腰に下げる篭。［及 62］

【例】 かっこべ　下げで、栗拾いんでも　えぐなが

「篭を下げて、栗拾いにでも行くのかい」

かっこべ [kakkobe]̝ かたばみ。これは、かたばみ科の多年生草本で、路傍に生える雑草である。
［続 75］

かっこべ [kakkobe]̝ 腰かご。これは、腰に付けて歩く小型の篭で、摘み取った野菜などを入れ
て歩くもの。［続 75］

がった [gatta] ［連語］ だった。［及 136］

【例】 忘年会だば　おれも　えぐがった

「忘年会なら、私も行くんだった」

かったぎる [kattaŋïrɯ̈] ［四他］ ぶった切る。これは、雑木やつるものなどをぶった切ること

をいう。［続 75］

かったり [kattarï] ［形］ かったるい。［続 76］

【例】 あつなさな　ねぷそぐ　したへだが　からだ　かったりなよ

「暑いのに、寝不足をしたせいなのか、体がかったるいんだよ」

がったり [gattarï] ［副］ がっくり。［及 137］

【例】 つぁつぁん　死なっで　がったり　気おづしたは

「お父さんに死なれて、がっくり落胆してしまったよ」

かったるえ [kattarɯ̈e]̝ かったるい。くたびれてだるい。［及 23］

【例】 このごろ　体かったるえなよ　どごが　えぐねぁあだべが

「この頃、体がかったるいんだよ、どこか悪るいんだろうか」

かっちゃ ［名］ 逆さ。［及 137］

【例】 ほれ　かっちゃん　すんなよ

「それを逆さにするなよ」

かっちゃぐ [kattʃagɯ̈] ［四他］ 引っ掻く。［同］かちゃばぐ。［続 76］

【例】 ねごこあ　じゃらげで　かっちゃぐ　おんで　ひで　おんだ

「仔猫がざれて引っ掻くもんで、ひどいもんだよ」
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がっつら

かっちゃま [kattʃama] ［名／ダナ］ 逆様。［同］かっちゃ。［続 76］

【例】 ほれ　かっちゃまん　おくど、ながの　おのあ　こぼれんぞ

「それを逆様に置くと、中のものがこぼれるよ」

かっちゃむぐれん [kattʃamɯ̈gɯ̈reɴ̝] ［副］ 逆に。［同］かっちゃまぐれん。ぎゃぐん。［続

76］

【例】 おわ　えぐねぁくて、かっちゃむぐれん　おれぁどさ　かがて　くんなだぜぁ

「自分が悪いのに、逆に私にかかってくるんだよ」

かっちょわす [kattʃowasɯ̈] ［強調］ せわしい。せわしいの強調語。［及 23］

【例】 この　えそがすなさ　なに　かっちょわす　ごど　いうなだ

「この忙しいのに、何をせわしいことをいうんだ」

かっつぁな [kattsana] わらを打たないでなった縄。［及 70］

【例】 かっつぁなだば　すぐ　きっで　だめだぞ

「打たないなった縄は、直ぐ切れて駄目だよ」

かっつぁな [kattsana] 打って軟らかくしない藁でなった縄。これは、普通は木槌で、藁を打ち、
軟らかくしてからなうのであるが、「かっつぁな」は、藁を打たないで綯った縄をいう。［続 76］

かっつぁらう [kattsaraɯ̈] ［動］ ［強調］ さらう。かっぱらう。さらうの強調語［同］ひっ

つぁらう。［及 137］

【例 1】ほごの　わら、かっつぁらて　まどめで　おげ
「そこのわら、さらって、まとめておきなさい」

【例 2】小屋の　あづぎ　誰がに　かっつぁらわっだは
「小屋の小豆、誰かにかっぱらわれてしまったよ」

かっつぁわら [kattsawara] 打って軟らかくしない藁。これは、木槌で打たない、刈ったまま
の藁をいう。［続 76］

かっつぉそ [kattsoso] ［名］ ［強調］ 粗相。粗相の強調語。［及 137］

【例】 かっつぉそな　おんだはげぁ　こんだ　茶碗　わたどは

「粗相なものだから、今度は茶碗を割ってしまったそうだ」

かっつぎる [kattsɯ̈ŋïrɯ̈] ［四他］ 食い千切る。［続 76］

【例】 は　え　おんだ、あの　かでぁな　かっつぎた　おんだ

「歯がいいもんだ、あの固いのを食い千切ったもんだ」

がつっと [gatsɯ̈tto] ［副］ がっちり。［続 76］

【例】 がつっと　つかでろよ、ゆるめっど　たおれんぞ

「がっちり掴んでおれよ、弛めると倒れるよ」

がっつら [gattsɯ̈ra] ［副］ ごつんと。［続 77］

【例】 こらっ、あんまり　きがねぁど　がっつら　やんぞ
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がっつり

「こらっ、あまりきかないと、ごつんとやるよ」

がっつり [gattsɯ̈rï] ［副］ がっしり。［続 76］

【例】 〇〇さんだば、からだも　がっつり　してるす、おどごぶりも　えぇ　しとだなや

「〇〇さんなら、体もがっしりしているし、男振りもいい人だね」

かっとぐ [kattoŋɯ̈] ［動］ とかす。髪をとかすこと。［及 137］

【例】 えま　かみ　かっとぐ　どごだ

「今、髪をとかすところです」

かっぱあげ [kappaage]̝ いととんぼ。かわとんぼ。いととんぼ、かわとんぼ類の総称。［及 84］

【例】 なしてだが、近頃あ　かっぱあげも　あんまり　めねぁなは

「どうしてなのか、近頃はいととんぼの類もあまり見えなくなってしまったな」

かっぱあだま [kappaadama] 短かく刈り込んだ頭。［続 77］

【例】 おめぁだば　かっぱあだま　にやうな

「お前なら短く刈り込んだ頭が似合うね」

かっぱずす ［動］ 間違える。［及 137］

【例】 かっぱずして　したあだはげぁ　ごめんしてころ

「間違えてしたのですから、ご免して下さい」

かっぱだれ [kappadare]̝ ［名］ ずぶ濡れ。水に落ちて濡れること。［同］かぶだれ。［及 137］

【例】 へげさ　おづで　かっぱだれ　したは

「用水路に落ちて、ずぶ濡れになってしまったよ」

かっぱらう [kapparaɯ̈] ［動］ 刈払う。［及 70］

【例】 はだげの　ほどりあ　かっぱらて　おぐ　おんだ

「畑のほとりは、刈払っておくもんだ」

がっぱり [gapparï] ［副］ ごっそり。［同］がっぽり。がぽっと。ごっぺり。［及 137］

【例】 すこす　もて　えげて　ゆたな　がっぱり　もて　えたは

「少し持って行け、といったのに、ごっそり持っていってしまった」

かっぱれぁ [kapparɛ] 掻っ払い。［続 77］

【例】 とかいさ　えぐど　かっぱれぁ　いっさげ　きぃ　つけろよ

「都会に行くと、掻っ払いがいるから、気をつけろよ」

かづぷす 鰹節。［及 38］

【例】 近頃あ、かづぷすゆり、けづりぷす　使うよん　なたな

「近頃は、鰹節より、削り節を使うようになったね」

かっぺずる ［動］ ［強調］ 削る。削るの強調語。［同］けっぺずる。［及 137］

【例】 みづ　つぐるて　田　かっぺずっど

「道を作る、というので、田を削るそうだ」
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かなぐる

かづる ［動］ 噛じる。［及 137］

【例】 この　わらすあ　かん　たがたな、しとんどご　かづる　おん

「この子は疳が強いな、人を噛じるもの」

かづれぼえど がつがつ食う者。飢えた乞食のようにがつがつ食う者。［及 4］

【例】 かづれぼえどみでぁんた　くいがだ　する　おんでねぁ

「飢えた乞食のような食べ方をするもんじゃないよ」

かづれる ［動］ 餓える。［及 137］

【例】 けがづん　なっど　しとあ　かづれるばりだは

「飢饉になると、人はかつえるばかりだよ」

かでぁ [kadɛ] 固い。［及 23］

【例】 この　もづあ　かでぁ　ごど　あぷてころや

「この餅は固いな、焼いてくれよ」

かでまま [kadem̝ama] 糅飯。［続 77］

【例】 おらだ　ちっちぇぁ　ずぎあ、じょんでぁ　かでまま　かへらっだ　おんだ

「私達の小さい時は、始終糅飯を食べさせられたものだよ」

がど [gado] ［名］ 鉄橋。［及 138］

【例】 おかねぁはげぁ　がどなの　わだんなよ

「おっかないから、鉄橋なんが渡るんじゃないよ」

かどいし 石英などの堅い石。［及 102］

【例】 むかしあ　かどいしで　火　出した　おんだど

「昔は石英などで、火を出したものだそうだよ」

かなおの 金物。［及 62］

【例】 かなおの　とえで　おがねぁんねぁな

「金物を研いでおかないといけないな」

かながら [kanaŋara] ［名］ 鉋屑。［同］かんながら。［及 138］

【例】 ほごの　かながら　もやしてしまえは

「そこの鉋屑は、燃やしてしまいなさいよ」

かながんずぎ [kanagaɴdzɯ̈gï] 鉄製の足につげる滑べり止め。橇で物を運ぶ時に使うすべり
止めで爪が三つ付いている。［及 62］

【例】 かながんづぎ　わすねぁで　もて　えごよ

「滑べり止めを忘れないで持って行くんだよ」

かなぐる [kanaŋɯ̈rɯ̈] ［四他］ ひったくる。［続 77］

【例】 おめぁ　にぃちゃんだはげぁ、いもうとの　もてだ　おの　かなぐらんねぁんだな

「お前は兄ちゃんだから、妹の持っているものをひったくられないものだよ」
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かなぐる

かなぐる [kanaŋɯ̈rɯ̈] ［動］ ひったくる。［同］かんなぐる。ひなぐる。［及 138］

【例】 しとの　おの　ぐえら　かなぐりあがて

「人の物を、ぐいとひったくりやがって」

かなす 悲しい。［及 23］

【例】 世のながにあ　かなす　ごども　うれす　ごども　ある　おんだ

「世の中には、悲しいことも嬉しいこともあるもんだよ」

かなずば [kanaⁿdzɯ̈ba] 下駄スケート。これは、昔（大正時代）、下駄の下に 1～1、5cm位の巾
の金属板を取り付けたスケートを、雪の上（道路）を滑べったが、このスケートをいう。［続 77］

かなだれぁ [kanaⁿdarɛ] 金だらい。金属の洗面器。［及 48］

【例】 こごさ　おえっだ　かなだれぁ　どさ　もて　えた

「ここに置いてあった金だらい、どこへ持っていったの」

また、洗面器を「せめんき」、「へめんき」などと使っていた。

かなちょろ かなへび。［及 85］

【例】 ほごの　いしがぎん　どごから　かなちょろあ　出はて来たけ

「そこの石垣の所から、かなへびが出て来たつけ」

かなつぼまなぐ [kanatsɯ̈bomanagɯ̈] 金つぼまなこ。［続 77］

【例】 〇〇さんだば、かなつぼまなぐだ　しとだはげぁ、あうど　すぐ　わがる

「〇〇さんなら、金つぼまなこな人だから、会えば直ぐ分りますよ」

かなや [kanaja] 鉄の楔。これは、專ら立木の伐倒用として使用される、鉄製の楔をいう。特に材
質の堅い木を倒す時に、よく用いられる楔である。［続 77］

がなる [ganarɯ̈] ［四自他］ 怒鳴る。［続 77］

【例】 ないだて　めっぽ　がなる　おんだ　ほんげぁ　がならねぁたて　わがる

「まぁ、減法怒鳴るもんだ、そんなに怒鳴らなくても分るよ」

かね 曲り金。［及 62］

【例】 ほごの　かね　つだしてくんねぁが

「そこの曲り金をよこしてくれ」

かね [kane]̝ 単価。［続 77］

【例】 この　たまな　いちきろ　なんぼ　かねだや

「このキャベツは、1kg当りの単価は幾らなの」

かねぁ [kanɛ] 家内。家族。［及 4］

【例】 うづの　かねぁ　 5人だ
「うちの家族は 5人です」

かねぁる [kanɛrɯ̈] ［下一他］ 叶える。［続 78］

【例】 のぞみ　かねぁられるよん、かみさまさ　たのでみんだ
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～がは

「望みが叶えられるように、神さまに頼んでみるんだね」

かねぁる [kanɛrɯ̈] ［下一他］ 兼ねる。［続 78］

【例 1】きょうあ　えぎかねぁっさげぁ　よろすぐ　たのむ
「今日は行き兼ねるから、よろしく頼むよ」

【例 2】この　ざすぎあ　おじゃのまど　ままくうどご　かねぁでんなだ
「この座敷は、居間と食堂を兼ねているんだ」

かねえれ [kanee̝r̝e]̝ 財布。これは、もう使わなくなった古い言葉である。［同］せぁふ。ぱっく。
がまぐず。［続 78］

かねじゃぐす [kaned̝ʒagɯ̈sɯ̈] ［名］ かね杓子。金属の杓子。［及 280］

【例】 ほごの　かねじゃぐす　つだしてころ

「そこのかね杓子をよこしてくれ」

かねつけぁ [kanet̝sɯ̥̈kɛ] 金遣い。［続 78］

【例】 ないだべじゅ、この　わらすあ、かね　ころ　かね　ころて、かねつけぁの　あれぁ　ごど

「なんだろうね、この子は、金をくれ金をくれって、金遣いの荒いこと」

かの 鮭と鱒の雄をいう。［及 85］

【例】 この　さげあ　ちちゃこえ　おの　かのだな

「この鮭は小さいもの、雄だな」

かの [kano] 原野を刈り払っただけで、桑などを植えた土地をいう。これは、養蚕の盛んな時代、
原野を刈り払い、桑を植える穴だけを堀り、桑を植えたが、このよな土地を「かの」と呼んでいた。

［続 78］

がは [gaha] ［連語］ もう……か。しまったのか。［及 138］

【例 1】東京さ　えがねぁながは
「もう東京へ行かないのか」

【例 2】ぼこしたながは
「こわしてしまったのか」

～がは [~gaha] ［接尾辞］ もう……かい。［続 78］

【例 1】えたがは
「もう行ったかい」

【例 2】くたながは
「もう食べたのかい」

【例 3】とずだながは
「もう届いたのかい」

【例 4】あらたがは
「もう洗ったかい」

【例 5】きたながは
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がばがば

「もう来たのかい」

がばがば [gabagaba] ［副］ ごわごわ。［続 78］

【例】 この　つぎ　ぬらしたな　ほしたば　がばがば　なたは

「この布、濡らしたのを乾したら、もうごわごわになってしまったよ」

がばさみ トラップ。金属製のわな。［及 62］

【例】 きづね　とる　がばさみ　かげで　くる

「狐を捕るわなをしかけて来るよ」

かばね 体。［同］らってぁ。［及 10］

【例】 これぁ　かばねなのばり　大っきくて　泣ぎめそだ　おん

「こいつは体ばかり大きくて泣き虫なんだよ」

かぶかぶ [kabɯ̈kabɯ̈] ［幼児語］ 頭を振る遊び。［続 78］

【例】 め、かぶかぶ　してみろ

「坊や、頭を振ってみなさい」

がふがふ [gaɸɯ̈gaɸɯ̈] ［副］ だぶだぶ。［続 78］

【例】 この　スボン　へぁでみだば　がふがふだはげぁ　とりげぁでこねぁんねぁ

「このズボンは、履いてみたら、だぶだぶだから、取り替えないといけないな」

かぷけくせぁ [kãpɯ̥̈kek̝ɯ̥̈sɛ] ［形］ 黴臭い。［続 79］

【例】 おすえれの　ふとん　かぷけくせぁな　だして　ほへちゃ

「押入れの布団かび臭いな、出して干せよ」

かぷけぼず [kãpɯ̥̈kem̝oⁿdzɯ̈] 女。女への悪態語。［同］かぷけへな。［続 79］

かぷけもず [kãpɯ̥̈kem̝odzɯ̈] かびた餅。［続 79］

【例】 かねぁで　おえっだば、この　もずあ　かぷけもずん　なたなは

「食べないで置いたら、この餅は、かび餅になってしまったな」

かぷけやろ [kãpɯ̥̈kej̝aro] 男への悪態語。［続 79］

【例】 この　かぷけやろあ　ない　すんなだ

「このかび助が、何をするんだ」

かぷける ［動］ かびる。かびの生えること。［及 138］

【例】 にゅうべぁにあ　ものあ　かぷける　おんでな

「入梅には、いろいろの物がかびるもんでね」

かぷこ [kãpɯ̥̈ko] 蕪。［続 79］

【例】 こどすあ　かぷこも　ゆえねぁんねぁな、つけおのん　すんな　おすはげぁ

「今年は蕪も植えないといけないな、漬け物にするのが欲しいから」

かぷさ 野菜の茎葉の付け根。［及 85］

【例】 かぷさん　どごあ　つづ　つでっさげ　えく　洗えよ
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かへっと

「茎葉の付け根のところは、土がついているから、よく洗うんだよ」

かぶずぐ [kabɯ̈dzɯ̈gɯ̈] ［四自］ かぶりつく。［続 79］

【例】 せぇがん　だしたら、いぎなり　かぶずだ　おんだけ

「西瓜を出したら、いきなりかぶりついたもんだっけ」

かぶずぐ [kabɯ̈dzɯ̈gɯ̈] ［四他］ 噛み付く。［続 79］

【例】 いぬん　かぶずがっだて、んだら、はえぁく　えしゃさ　えげ

「犬に噛み付かれたって、そんなら、早く医者に行きなさい」

かぶだれ [kabɯ̈dare]̝ 水中に落ちて、ずぶ濡れになること。［続 79］

【例】 〇〇ちゃん、うらの　たなげさ　おずで、かぶだれ　しったけ

「〇〇ちゃんが、裏の池に落ちて、ずぶ濡れになっていたっけ」

かぶへる [kabɯ̈her̝ɯ̈] ［下一他］ 被せる。［続 79］

【例】 この　しゃっぷ、したの　やろこあ　おっきぐ　なたら　かぶへる　ごどん　すんべ

「この帽子、下の男の子が大きくなったら被せることにしよう」

かぶりおの かぶりもの。［及 55］

【例】 ぬれっさげぁ　かぶりおの　かぷて　えげよ

「濡れるから、かぶりものをかむっていきなさいよ」

かへぎ [kaheŋ̝ï] 稼ぎ。［続 79］

【例】 おめぁ　えであ　おどごしたずあ　したりも　いっさげぁ　えぇ　かへぎん　なっでぁ

「お宅では、男衆が二人もいるから、いい稼ぎになるわね」

かへぎと [kaheg̝(ŋ)ïto] 働き手。労働者。［及 4］

【例 1】おれぁえの　かへぎとあ　これ　しとりばりだ
「うちの働き手は、こいつが 1人きりなんです」

【例 2】おらみでぁんた　かへぎとあ　着る　おんでねぁべ
「私のような労働者の着るものではないでしょう」

かへぎと [kaheŋ̝ïto] 働き手。［続 79］

【例】 おれぁえでぁ、かぞぐあ　ろぐにんも　いんども、かへぎとあ　しとりばりだ

「うちでは、家族は 6人もいるが、働き手は 1人ばかりなんだよ」

かへぐ ［動］ 稼ぐ。働く。［及 138］

【例】 かへがねぁば　まま　かんねぁんだしな

「稼がないと、ご飯が食べられないしな」

かへっと [kahet̝to] ［副］ ほっそり。体がやせているさま。［同］かへらっと。かしぇっと。か

しぇらっと。がへあねぁ。かぼそえ。［続 80］

【例】 〇〇さんは、へあ　たげぁども　からだ　かへっと　してるな

「〇〇さんは、背は高いが、体はほっそりしているね」
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かへる

かへる ［動］ 食わせる。食べさせる。［及 138］

【例】 この　わらしたづさ　かへるにあ　よういんねぁ　おんだ

「この子供らに食べさせて行くには、容易でないものだよ」

かへる [kaɸer̝ɯ̈] ［動］ 食わせる。［及 38］

【例】 せぇがん　かへる　つもりでぁった　えたながは

「西瓜を食べさせるつもりだったのに、もう帰へったのかい」

この語には、「かえる―食われる」。「かっだ―食われた」、「く―食う」、「くいでぁ―食いたい」、「く

え―食べられる」、「け―食べろ。食べなさい」、「けねぁ―食べれない」などの使い方がある。

がほがほ [gahogaho] ［副］ だぶだぶ。［及 138］

【例】 この　ズボンあ　がほがほだ

「このズボンはだぶだぶたよ」

かまいだず [kamaïdaⁿdzɯ̈] かまいたち。［続 80］

【例】 おれぁ　ちっちぇぁ　ずぎ　かまいだずん　やらっでぁった

「私は小さい時、かまいたちにやられたったよ」

かまぐづ [kamaŋɯ̈dzɯ̈] 炭がまの口。［及 70］

【例】 かまぐづ　くえんな　つづ　おすな

「炭がまの口をふさぐ土が欲しいな」

がまぐづ [gamaŋɯ̈dzɯ̈] さいふ。口金のついた戝布。［及 48］

【例】 がが　おれぁ　がまぐづ　すらねぁが

「お母さん、私の戝布を知りませんか」

かまけぁす ［動］ 倒産する。身上をつぶす。［同］かまどけぁす。かんまけぁす。［及 138］

【例】 〇〇さん　かまけぁす　どごだどは

「〇〇さんは、倒産してしまうところだそうだよ」

かまこ やかん。鉄びん。［及 48］

【例】 かまこさ　湯あ　へぁてねぁぞ

「やかんにお湯が入っていないよ」

かます ［動］ かきまわす。かき混ぜる。［及 138］

【例 1】ほごら　あだり　かますなよ
「その辺をかきまわすなよ」

【例 2】えぐ　かまして　おげよ
「よくかき混せておけよ」

かます 煙草入れ。刻み煙草を入れる袋。［同］たばこれ。どんきづ」ともいった。。［及 48］

【例】 おめぁの　かますあ　皮だなや

「あなたの煙草入れは、皮だね」
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かみめぁーり

～がます [~ŋamasɯ̈] がましい。［続 80］

【例 1】おすずげがます
「押し付けがましい」

【例 2】でしゃばりがます
「でしゃばりがましい」

【例 3】せぁそぐがます
「催促がましい」

かまつぎ [kamatsɯ̈gï] かまつき。炭がま作り。［及 70］

【例】 今日から、かまつぎ　しねぁんねぁな

「今日から、かま築きをしないといけないな」

かまつず [kamatsɯ̈dzɯ̈] かま土。炭がまを作る土。［続 80］

【例】 この　つかぐに、かまつずの　えぇな　ねぁんだが　さがさねぁんねぁな

「この近くに、かま土のいいのがないだろうか、さがさないといけないな」

かまど [kamado] 果物の芯。［及 85］

【例】 ほの　りんご　よごへ　かまど　とてくえっさげぁ

「そのりんごをよこしなさい、芯をとってあげるから」

かまどもず [kamaⁿdomodzɯ̈] 主婦の座。これは、家計費を受け持つ主婦の座をいう。［続 80］

【例】 こんだ　よめん　かまどもずん　なてもらたは

「今度は、嫁に主婦の座をゆずってしまったよ」

かまぶぐ [kamaᵐbɯ̈gɯ̈] かまぼこ。［及 39］

【例】 さげの　さがなん　かまぼごでも　つけっが

「酒の肴にかまぼこでもつけようか」

かみかだ [kamïkada] 上流の方。これは単に「かみ」ともいい、その反対を「しもかだ」、または
「しも」といっている。［及 102］

【例】 〇〇さんの　えが、村の　いづばん　かみかだの　えだ

「〇〇さんの家ですか、村の一番かみの方の家です」

かみすんべぁ [kamïsɯ̈ɴbɛ] 紙芝居。［続 80］

【例】 きょう　がっこで、むがすばなすの　かみすんべぁ　めへだけ

「今日、学校で、昔話の紙芝居を見せたっけ」

かみぜぁーぐ [kamïⁿdzɛːgɯ̈] 紙細工。［続 80］

【例】 がっこで、こうさぐの　ずがん、かみぜぁーぐで、おら　え　つくた

「学校で、工作の時間に、紙細工で、僕は家を作ったよ」

かみめぁーり [kamïmɛːrï] 神参り。［続 80］

【例】 みんな　〇〇さまさ　かみめぁーり　えぐつけあ　おめぁも　えがねぁが
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がむし

「皆〇〇さまに神参りに行くそうだが、あなたも行きませんか」

がむし [gamɯ̈sï] ひげながとびけらの幼虫。水棲昆虫で、釣りの餌になる。［同］がんむし。［及 85］

【例】 つぎざっこ　つんなだば　がむしくれぁ　えな　ねぁ

「はやを釣るんだったら、ひげながとびけらの幼虫ぐらいよい餌はないよ」

かめぁる [kamɛrɯ̈] ［動］ 構える。座を占める。［同］かんまぐ。かんめぁる。［及 138］

【例】 しねぁ　かめぁっずぎあ　こげぁ　する　おんだ

「竹刀を構える時は、こうするもんだよ」

がめつ [gamet̝sɯ̈] ［形］ がめつい。［続 80］

【例】 あれだば　がめつ　おんで　あぎっでしまうな

「あいつなら、がめついもんであきれてしまうよ」

かめのご [kamen̝ogo] 亀。［続 81］

【例】 おとうさん　きんな　まつさ　えて　つっちぇぁ　かめのご　かて　きたけ

「お父さんが、昨日町に行って、小さい亀を買って来たっけ」

かめばづ すずめばち。すずめばち科の蜂。［及 85］

【例】 かめばづに　ささえっど　ほれごそ　いでぁぞ

「すずめばちに刺されると、それこそ痛いよ」

がめる [gamer̝ɯ̈] ［四他］ 盗む。ごまかして盗る。［続 81］

【例】 ごわ　とて、しわだなて、がめる　がんじょしたて　だめだ

「5束取って、4束だなんて、ごまかし盗るつもりをしても駄目だよ」

かもう ［動］ かまう。いじめる。［及 138］

【例 1】わらすずあ　あんまり　かもう　おんでねぁ
「子供というものは、あまりかまうもんじゃないよ」

【例 2】〇〇ちゃん　かもう
「〇〇ちゃんが、いじめるよ」

がもこ 金玉。子供のこうがん。［同］すっこ。すんっこ。せがれ。ちょんちょんこ。ちんぽこ。［及 10］

【例】 おちっこ　すっづぎあ　ちゃんと　がもこ　出へよ

「おしっこをする時はちゃんとおちんちんを出すんですよ」

がや [gaja] ［終助］ か。かい。［及 139］

【例】 ほの　すごど　でげだがや

「その仕事は、出来たのか（かい）」

かやぎ [kajagï] 煮ながら皆で突っついて食べる料理。［及 39］

【例】 こゆ　さみ　づぎあ　かやぎあ　ええな

「こういう寒い時はかやぎがいいな」

かよえ 通い帳。［及 48］
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からきり

【例】 かよえ　つかたなも　むがすの　ごどだなは

「通い帳を使ったのも、もう昔のことだね」

から [kara] 川原。［同］からやら。［続 81］

【例】 じゃり　とんなだば、したの　からさ　えて　とて　こえ

「砂利を取るんだったら、下の川原に行って取って来いよ」

からえ 留守宅。空き家。［及 48］

【例 1】〇〇さん　えあ　からえだけぁ　どさ　えたべ
「〇〇さんの家は留守だったが、何所へ行ったんだろう」

【例 2】〇〇さん　えも　からえ　なて　ががらんと　しったけは
「〇〇さんの家も、空き家になって、がらんと　してしまっていたつけ」

からえだぎ [karaed̝agï] つわりの時の吐き気。［続 81］

【例】 おれぁえの　よめあ、からえだぎ　する　おん　おぼごあ　でげだよだな

「うちの嫁は、つわりの吐き気をするから、子供が出来たようだな」

からえど [karaed̝o] 空井戸。水の出ない井戸。［続 81］

【例】 からえどでも　えど　んめっど、かみさまに　ただらえっど

「空井戸でも、井戸を埋めると、神さまに崇られるそうだよ」

からえばり ［名］ 空威張り。［及 139］

【例】 えぐ　からえばりなの　する　おんだ

「よく空威張りなんかするものだよ」

からおえ [karaoe]̝ 立葵。［続 81］

【例】 からおえて、えっけぁ　ゆえっど　まえとす　おえで　くる　おんだな

「立葵って、一回植えると、毎年生えてくるものだね」

からがぐ [karaŋagɯ̈] ［下一他］ 結える。［同］ゆっからがぐ。［続 81］

【例】 ほの　にもつ　とうぐまで　やんなだはげぁ、ねずぐ　からがげよ

「その荷物は、遠くまでやるんだから、丁寧に結えろよ」

からきづ ［名］ 我が儘。［及 139］

【例】 からきづで　しとの　いう　ごどなの　きがねぁ

「わがままで、人のいうことなんかきかないんだ」

からきり ［副］ からきし。さっぱり。まるきり。［同］からっきり。［及 139］

【例】 さがななの　からきり　つんねぁけ

「魚なんか、からきし釣れなかったよ」

からきり [karakïrï] ［副］ 全然。［続 81］

【例】 なしてなんだが、きょうまだ　どさ　えたて　からきり　つんねぁがった

「どうしてなのか、今日は何処へ行っても、全然釣れなかったな」
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からくづ

からくづ [karakɯ̈dzɯ̈] 食事どきでない時おかずを食べること。［及 39］

【例】 こら、からくづで　くたて　だめだべな

「こら、食事どきでない時おかずを食べたって駄目じゃないか」

なお、この語は、「なんだ　このやろ　おやさ　からくづ　きぐきが―なんだ、この野郎、親に意見

をするつもりか」などとも使う。

からぐる [karagɯ̈rɯ̈] 仕掛けをする。修理する。［続 81］

【例 1】こごさ　すいしゃ　からぐんべ
「此処へ水車を仕掛けよう」

【例 2】ねごのくるま　からくて　おげよ
「一輪車の車を修理しておけよ」

からげぁ [karagɛ] 棒鱈。［及 39］

【例】 この　からげぁの　煮だな　んめぁな

「この棒鱈の煮たのうまいな」

からげぁ [karagɛ] 赤えいの干物。［続 81］

【例】 からげぁ　にっずぎあ　とろびで、なんげぁぐ　ずがん　かげで　にろよ

「赤えいの干物を煮る時は、とろ火で、長く時間をかけて煮なさいよ」

がらこ 柄。着物の柄。［及 56］

【例】 もすこす　がらこの　えな　ねぁべが

「もう少し柄のいいのがないでしょうか」

からこしゃぐ [karakoʃagɯ̈] ［名］ こましゃくれていること。［及 139］

【例】 からこしゃぐで、えまから　くづべになの　つけで

「こましゃくれて、今から、口紅なんかつけて」

からすのみずあび [karasɯ̈nomïⁿdzɯ̈abï] 烏の行水。［続 82］

【例】 すふろさ　へぁたどもたら、あがたながは、ほれだば　からすのみずあびだな

「風呂へ入ったと思ったら、もう上がったのか、それなら鳥の行水だね」

からちゃ お茶菓子のつかないお茶。［及 39］

【例】 からちゃで　ぶじょほですな

「お茶菓子もつけないお茶だけで失礼ですね」

からちる [karatsïrɯ̈] 空汁。実（具）の入らないお汁。［続 82］

【例】 からちるでぁ　だめだはげぁ、やさいでも　へで　おする　つぐんべ

「空汁ではいけないから、野菜でも入れて、お汁を作ろう」

からっと [karatto] ［副］ からりと。［続 82］

【例 1】めずらすぐ　からっど　はっだ　てんきだな
「珍しくからりと晴れた天気だな」
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からみ

【例 2】ほの　てんぷら、つよびで　からっと　あげろよ
「その天ぷらは、強火で、からりと揚げなさいよ」

がらっと [garatto] ［副］ がらりと。［続 82］

【例 1】と　がらっと　あげる
「戸をがらりと開ける」

【例 2】ようすあ　がらっと　かわた
「様子が、がらりと変った」

からつら ［名］ から手。手土産を持たないこと。［及 139］

【例】 まづ　からつらで　えぁさづばり　してこえ

「まづ、から手で、挨拶だけして来なさい」

からどり [karadorï] やつふさ。さといも科の野菜。主として茎を乾燥して食べる。［及 85］

また、「えもがら」ともいい、茎の乾したものを「えもがらぼし」といっている。

からぱだげ [karapadage]̝ 空畑。何も植ていない畑。［続 82］

【例】 やまの　はだげ　からぱだげん　しておがんねぁはげぁ　ないが　ゆえねぁんねぁな

「山の畑を空畑にしておかれないから、何か植えないといけないな」

からびる [karabïrɯ̈] ［上一自］ 乾いてしなびる。［同］ひっからびる。［続 82］

【例】 ほすでぁごんずあ、からびるまで、そどさ　だして　おぐ　おんだ

「干大根というものは、乾いてしなびるまで、外に出しおくものだよ」

からへぎ [karaheg̝ï] 空咳。わざとする咳。［続 82］

【例】 からへぎなの　して、おわ　しゃべっでぁあだべ

「空咳なんかして、自分が喋りたいんだろう」

からまぐ [karamagɯ̈] ［動］ からむ。まきつける。いいがかりをつける。［及 139］

【例 1】ほの　くえさ　ほの　しば　からまぐなだ
「その杭に、その柴をからむのたよ」

【例 2】いぢいぢ　しとの　いう　ごどさ　からまぐ　おんでねぁ
「いちいち、人のいうことにからむものじゃないよ」

からまり [karamarï] 空回り。［続 82］

【例 1】せいめぁきあ　からまり　しったぞ
「精米機が空回りしているよ」

【例 2】もんでぁ　むずかすくて　あだま　からまりだ
「問題が難しくて、頭が空回りだよ」

からみ [karamï] 手ぶら。荷物を持たないさま。［続 83］

【例】 からみで、〇〇さ　えぐあだば　これ　もて　えてころ

「手ぶらで、〇〇へ行くのなら、これを持って行ってくれよ」
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がらみ

がらみ [ŋaramï] ぐるみ。そっくり。ごと。［及 139］

【例】 えれおのがらみ　もて　えげは

「入れ物ぐるみ持って行ってしまいなさい」

からみみ [karamïmï] 空耳。［続 83］

【例】 だれが　おれぁどご　よばるよだけぁ　からみみでぁったんだな

「誰か私を呼ぶようだったが、空耳だったんだな」

からやがまし [karajagamasï] ［形］ ［強調］ やかましい。やかましいの強調語。［同］から

やがましねぁ。［及 139］

【例】 からやがまし　おやぢだ　ごど

「やかましい　親父だこと」

がらんぽ [garaɴpo] ［ナ名ノ］ からっぽ。この語は、空屋とか箱などの大きな容器の中が空に

なっているさまをいう。［続 82］

かりあげのへっく [karïaŋen̝oçek̝kɯ̈] ［名］ 刈り上げの節句。稲の収穫を終えた祝いの節

句をいう。この節句は旧九月二十九日で、この日は百姓でない家でも餅を搗いて祝った。［及 139］

がりくび [garïkɯ̈bï] 亀頭。［続 83］

かりずめぁー [karïⁿdzɯ̈mɛː] 假住居。［続 83］

【例】 こごあ　まだ　かりずめぁで、これがら　ちゃんとした　え　たでんなだ

「此処はまだ假住居で、これからちゃんとした家を建てるんだ」

がりっと [garïtto] ［副］ 全然。全く。［及 139］

【例】 ないな　おんだが　がりっと　こねぁぐ　なたは

「どうしたのか、全然来なくなってしまった」

がりっと [garïtto] ［副］ きっぱり。［続 83］

【例】 あげぁた　しとさ　いう　ずぎあ、がりっと　ゆわねぁど、くへん　なて　だめだ

「あぁいう人にいう時は、きっぱりいわないと、癖になっていけないよ」

かりはれぁ [karïharɛ] 刈払い。下刈り。造林地の刈払い。［及 70］

【例】 かりはれぁ　えぐはげぁ　かんま　とがねぁんねぁな

「刈払いに行くから、鎌を研がないといけないな」

かりやす ［形］ たやすい。簡単。［及 140］

【例 1】ほんた　ごどあ　かりやす　ごったべ
「そんなことはたやすいことだろう」

【例 2】ものごどあ　ほう　かりやすぐ　かんげぁる　おんでねぁ
「物事は、そう簡単に考えるもんじゃないよ」

かるえ 軽い。［及 24］

【例】 この　荷物あ　がさの　わりに　かるえ　ごど
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かわりがわり

「この荷物はかさのわりに軽いこと」

かるがるす [karɯ̈ŋarɯ̈sɯ̈] ［形］ 軽軽しい。［続 83］

【例】 ほうゆう　ごど、ほんげぁ　かるがるすぐ　ひぎうげで　だいじょうぶだがや

「そういうことを、そんなに軽軽しく引き受けて、大丈夫なのかい」

かるこえ [karɯ̈koe]̝ ［形］ 軽い。［続 83］

【例】 これぁまだ　ないだ　おんだが、がさの　わりん　かるこえ　おんだ　ごど

「これは、何なのか、蒿の割に軽いものだこと」

かれぁ [karɛ] 辛い。［及 24］

【例】 これだば　かれぁくて　かんねぁ

「これは辛くて食べられないよ」

かわあすび [kawaasɯ̈bï] 川遊び。［続 83］

【例】 わらしたずあ、かわあすび　すぎだ　おんで　まだ　ともだずど　えたぜぁは

「子供らは、川遊びが好きなもんで、また友達と行ってしまったよ」

かわいだ [kawaïda] ［名］ 製材雑片。［及 140］

【例】 ほの　かわいだ　そがぎさ　つかうなだぞ

「その雑片は、雪囲いに使うんだよ」

かわいらす [kawaïrasɯ̈] ［形］ 可愛らしい。［続 83］

【例】 ないだて　かわいらす　ごど、これぁまだ　おめぁ　えの　おまごさんおすか

「まぁ、可愛らしいこと、この子はお宅のお孫さんですの」

かわぐるみ [kawaŋɯ̈rɯ̈mï] さわぐるみ。くるみ科の落葉樹。［及 85］

【例】 かわぐるみの　皮で　つくた　けらも　いい　もんだ

「さわぐるみの皮で作ったみのも、いいものだよ」

かわけり 皮靴。［及 56］

【例】 むがすあ　かわぐづの　ごど　かわけりて　ゆた　おんだど

「昔は皮靴のことを、かわけりといったものだそうだ」

かわながれ [kawanaŋare]̝ 溺死。［続 83］

【例】 〇〇さん　かわながれしたど、この　みずのでっだ　ずき　ないす　えたあだべ

「〇〇さんが溺死したそうだ、この洪水の時、なにしに行ったんだろう」

かわへ [kawaçe]̝ ［名］ 爲替。［及 140］

【例】 かわへで　おくてころど

「爲替で送ってくれって」

かわりがわり [kawarïŋawarï] ［副］ 代る代る。［続 84］

【例】 おら、〇〇ちゃんど　かわりがわりん　ぶらんこさ　のて　あすで　きた

「僕、〇〇ちゃんと、代る代るぶらんこに乗って遊んできたよ」
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かわりべぁー

かわりべぁー [kawarïbɛː] 代り映え。［続 84］

【例】 おまずりの　だすおのも、まえとす　おんなすでぁ　かわりべぁーねぁな

「お祭りの出し物も、毎年同じでは代り映えがないな」

かんかね かけがね。錠。錠前。［及 48］

【例】 ねずぶんだはげぁ　かんかね　かげろよは

「寝る時刻だから、錠をかけてしまいなさいよ」

かんかみなり [kaɴkamïnarï] 寒中に発生する雷。これは、「かんかみなり　かまいらず」とい
う諺の語で「寒中に雷が起ると鎌がいらない」、つまり不作で、稲を刈り取るまでもない、というこ

とをいう。［続 84］

かんから [kaɴkara] 空き缶。［続 84］

【例】 くるまがら、どごさだじゃねぁぐ　かんから　なげる　おんで　こまた　おんだ

「車から、何処にでも空き缶を捨てるもので、困ったもんだよ」

がんがら [gaɴŋara] ［卑称］ 体。体の卑称。［続 84］

【例】 がんがらばり　おっきくて　ろぐた　すごど　へねぁあだ

「体ばかり大きくて、ろくな仕事をやれないんだよ」

かんかんじぇみ ひぐらし。せみ科の昆虫。［同］かんかんじぇめ。［及 85］

【例】 かんかんじぇみあ　ばんかだどが、くもて　くっど　かんかんて　なぐべ

「ひぐらしは、夕方とか、曇って来ると、かなかな、となくだろう」

かんくのあめ [kaɴkɯ̈noame]̝ ［連語］ 寒入り 9日目の雨。またはその前後の雨。これは、寒
の入り日から数えて、9日目前後の雨をいう。気候が順調な年は、毎年この現象があるので知られ
ている。［及・続 102・84］

【例】 そろそろ　かんくのあめあ　くんぺじゅ

「そろそろ寒九日目の雨が来るだろうよ」

かんぐら [kaɴŋɯ̈ra] ［名］ 神楽。［及 140］

【例】 ほら、かんぐらましあ　来たぞ

「そら、かぐら舞いが来たよ」

がんくら [gaɴkɯ̈ra] 崖。断崖。［同］がんけづ。［及 102］

【例】 いわひば　がんくらんねぁば　おえでねぁおんだ

「いわしばは、崖でなければ生えていないものだよ」

かんぐらます [kaɴŋɯ̈ramasɯ̈] 神楽舞。これは、獅子頭を付けて舞い歩き、家家から米や小銭
を貰って歩く神楽舞の門付けをいったが、今はもう来なくなってしまった。［同］かぐらます。［続

84］

かんげ [kaɴŋe]̝ ［名］ 陰の裏。［及 140］

【例 1】〇〇だば　はごの　かんげに　ある
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がんご

「〇〇なら、箱の陰にあるよ」

【例 2】えの　かんげぁ　まだ　ゆぎあ　けねぁ
「家の裏は、まだ雪が消えない」

かんげぁ [kaɴŋɛ] ［名］ 考え。［及 140］

【例】 おめぁ　かんげぁ　きがへろや

「お前の考えを聞かせろよ」

かんげぁ [kaɴŋɛ] 考え。［及 24］

【例】 えま　おれぁ　ゆた　ごど　えぐ　かんげぁで　おげ

「今、私のいったことをよく考えておきなさい」

かんげぁーおの [kaɴŋɛːono] 考えもの。［続 84］

【例】 ほゆ　かねの　かがる　ごどだば　かんげぁおのだな

「そういう金のかかることなら考えものだね」

かんげぁーごど [kaɴŋɛːŋodo] 考えごと。［続 84］

【例】 ないだや、ぼやっとして、ないが　かんげぁごどでも　しったなが

「なんだい、ぼんやりして、何か考えごとでもしていたのかい」

かんげぁーつぐ [kaɴŋɛːtsɯ̈gɯ̈] ［四他］ 考えつく。［続 85］

【例】 わすっだながは、これぐれぁ　ゆたら、かんげぁつぐど　おもうどもな

「忘れてしまったのかい、これぐらいいったら、考えつくと思うがな」

かんげぁーる [kaɴŋɛːrɯ̈] ［下一他］ 考える。［続 85］

【例】 ほげぁた　じゅうようだ　ごどだば、かんげぁーる　ずがん　おすな

「そんな重要なことなら、考える時間が欲しいな」

かんげぁーる [kaɴŋɛːrɯ̈] ［下一他］ 凍える。［続 85］

【例】 けさまだ、めっぽ　ひしぇる　おんで、てあ　かんげぁーで　ひでぇな

「今朝は、滅法冷えるもんで、手が凍えてひどいね」

かんげぐづ [kaɴŋeŋ̝ɯ̈dzɯ̈] ［名］ 陰口。［及 140］

【例】 しとの　かんげぐづなの　いう　おんでねぁ

「人の陰口なんか、いうものじゃないよ」

かんご [kaɴŋo] 桑の実。［及 85］

【例】 ちっちぇ　ずぎあ　えぐ　かんご　くた　おんだ

「小さい時は、よく桑の実を食べたもんだよ」

がんご [gaɴŋo] ［名］ 空胴。［及 140］

【例】 この　木あ　かんご　なったじゅ

「この木は、空胴になってるよ」

がんご [gaɴŋo] 空胴。［続 85］
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がんじぇねぁ

【例】 この　ゆわに　がんご　あるな、ないが　いぎおのあ　へぁてねぁべが

「この岩に空胴があるな、何か生き物が入っていないだろうか」

なお、空胴のある木を「うどき。どらき」といい、木にある空胴を「うど。どら」などという。

がんじぇねぁ [gaɴⁿdʒen̝ɛ] ［形］ 頑是ない。［続 85］

【例】 むぞせぁ　おんだ　こげぁた　がんじぇねぁ　わらすこ　おえて　なぐなて

「可哀そうなものだね、こんな頑是ない子供を置いて亡くなってね」

かんじゅ ［名］ つもり。［同］かんじょ。［及 140］

【例】 ほげぁた　かんじゅ　んねぁがった

「そんなつもりではなかった」

がんじゅんま [gaɴdʒɯ̈ɴma] 年寄り馬。［及 85］

【例】 この　んまも　がんじゅんま　なたは

「この馬も、年寄り馬になってしまったよ」

かんしょ [kaɴʃo] 疳。［続 85］

【例】 この　おぼごあ　かんしょだな　めっぽ　きいきいて　たがぶる　おん

「この子は疳だな、減法きぃきぃいって、神経を高ぶるもの」

かんじょ ［名］ 勘定。計算。［及 140］

【例】 借金　かんじょしねぁんねぁな

「借金を勘定（返済）しないといけないな」

かんじょ [kaɴⁿdʒo] つもり。［続 85］

【例 1】きょう　〇〇さ　えぐ　かんじょだべが
「今日〇〇に行くつもりだろうか」

【例 2】おれぁ　する　かんじょだけあ　おめぁ　してくっだながは
「私がするつもりだったが、もうあなたがしてくれたのか」

かんじょ [kaɴⁿdʒo] 勘定。［続 85］

【例 1】おわ　せぁふがら　なんぼ　だしたが　かんじょしてみんだ
「自分の財布かから、幾ら出したが勘定してみなさい」

【例 2】きんな　めへがら　かっで　きたな　かんじょしてこねぁんねぁな
「昨日店から借りて来たのを、勘定してこないといけないな」

【例 3】こごあ　こげぁすっど　べんりんなる　かんじょだな
「此処は、こうすれば便利になる勘定だな」

かんじょする [kaɴⁿdʒosɯ̈rɯ̈] 便所へ行く。［続 86］

【例】 しっとえぁ　までな　おれぁ　かんじょして　くっさげぁ

「一寸待ってね、私便所へ行って来るから」

かんじょだげぁ [kaɴⁿdʒoⁿdagɛ] ［形］ 勘定高い。［続 86］
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がんでぁ

【例】 あれだば　かんじょだげ　おどごで、やんだ　しとだな

「あいつは、勘定高い男で、嫌な人だね」

かんじょゆわぇぁ [kaɴⁿdʒojɯ̈wɛ] 勘定祝い。昔は店から通い帳で品物を借り、それを支払
うと、勘定祝いといって酒を出したものであるが、今は行われていない。［続 86］

かんじょわり [kaɴⁿdʒowarï] 都合が悪い。具合が悪い。［続 86］

【例 1】おれぁ　かんじょわりくて　えげねぁな
「私は都合が悪くて行けないね」

【例 2】しらねぁ　しとさ　うすろから　かだ　たでぁで　かんじわりがった
「知らない人に、後から肩を叩いて具合が悪かったよ」

かんずら [kaɴⁿdzɯ̈ra] 鬘。［続 86］

【例】 おまずりで、すんべぁ　すっずぎ　かぶる　かんずら　かわねぁんねぁな

「お祭りで、芝居をする時かぶるかずらを買わないといけないな」

かんそ わすれぐさ。一名やぶかんぞう。ゆり科の植物。［及 86］

【例】 かんそて、あんまり　きれだ　花　咲がねぁな

「わすれぐさって、あまりきれいな花が咲かないね」

がんた [gaɴta] 木回し。これは、丸太を転がす機具の名称で、山で伐採した丸太を集めたり、ト
ラックに戴せたり、貯木場その他で、丸太を動かす時に使っている。［続 86］

かんだげぁ [kaɴⁿdagɛ] ［形］ 甲高い。［続 86］

【例】 あぁ　どでした、しとの　そばで　きゅうに　かんだげぁ　こえ　だす　おんだ　おん

「あぁ驚いた、人の側で、急に甲高い声を出すんだもの」

かんづぎ [kaɴdzɯ̈gï] かんじき。雪中を歩く用具。［及 63］

【例】 ゆぎあ　ふっけぁはげぁ、かんづぎ　はがねぁど　ありがんねぁ

「雪が深いから、かんじきをはかないと歩けないな」

がんづぐ [gaɴdzɯ̈gɯ̈] ［動］ 勘づく。［及 140］

【例】 こごさ　おえっだな　がんづぐべが

「ここに置いてあるのを勘づくだろうか」

かんつげぁ [kaɴtsɯ̈ŋɛ] 勘違い。［続 86］

【例】 んだんだ、ほうゆえば、ほれぁ　おれの　かんつげぁでぁったな

「そうそう、そういえば、それは私の勘違いだったな」

かんつける [kaɴtsɯ̥̈ker̝ɯ̈] ［下一他］ 託ける。［続 86］

【例】 こげぁ　なたなも、おめぁの　へぇだて　かんつけんなだぜぁ

「こうなったのも、お前の所為だって託けるんだよ」

がんでぁ [gaɴdɛ] ［名］ 棺台。［及 140］

【例】 そろそろ　がんでぁ　もて　きてころは
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がんどる

「もう、そろそろ棺台を持って来てくれ」

がんどる [gaɴⁿdorɯ̈] ［四自］ 勘ずく。［続 87］

【例】 こんた　ごど　する　おのあ、えぁずだて、すぐ　がんどたけ

「こんなことをするのは、あいつだって、直ぐ勘ずいたっけ」

かんながらばな [kaɴnaŋarabana] かいざいく。これは、貝細工、貝の細工物ではなく、きく
科の一年生の草花のことをいう。［続 87］

がんに [gaɴnï] 蟹。［同］がに。［及 86］

【例】 近頃あ　沢に　がんにあ　めねぁな

「近頃は沢にかにが見えないね」

かんぬぎ [kaɴnɯ̈gï] 桑の木。［及 86］

【例】 あがきていう　かんぬぎあ、おっきぐなる　か　だな

「赤木という桑の木は、大きくなる桑だな」

かんねぁ [kaɴnɛ] ［連語］ 食えない。［続 87］

【例 1】この　きのごあ　かんねぁ　きのごだ
「このきのは食えないきのこだ」

【例 2】あの　おどごだば、ずるがすこくて、かんねぁ　おどごだ
「あの男なら、狡る賢こくて、食えない男だね」

がんねぁ [gaɴnɛ] ［名］ 弱音。［及 140］

【例】 なんだ　ほんた　ごどで　がんねぁ　こえで

「なんだ、そんことで弱音を吐いて」

弱音を吐くということを「がんねぁこぐ」といっている。

がんねぁ [gaɴnɛ] 弱虫。直ぐ弱音を吐く者。これは、及位の方言 140Pに、「弱音」と訳してお
いたが、「がんねぁだ＝弱虫だ」、「がんねぁで＝弱虫で」と、「弱虫」とも訳されるので記しておく。

［続 87］

がんば [gaɴba] 蒲。これは、池、沼、湿地等に生えるがま科の多年草で、冬使う脛当てを作った
り、みのやはけごの材料として使われたものである。［続 87］

かんばら [kaɴbara] 桑原。この語は、雷が鳴ったり、嫌なことを避けようとする時唱える、唱え
言葉である。［続 87］

かんぷぎ [kaɴpɯ̈gï] 寒中の吹雪。［及 102］

【例】 かんぷぎん　なたば　さみくて　べづだ

「「寒吹雪になったら、寒むくて別だね」

かんぶり [kaɴbɯ̈rï] 頭。この語は、「かんぶり　ふる＝かぶりを振る」の形でだけ使う語である。
［続 87］

かんま 鎌。［及 63］
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かんめぁ

【例】 今日あ　ので　かつさげぁ　かんま　たがて　えごよ

「今日は畔を刈るから、鎌を持って行くんだよ」

鎌には「かりはれぁかんま―下刈鎌」と「くさかりかんま―草刈り鎌」の二種類ある。

かんまかげる [kaɴmakager̝ɯ̈] かまをかける。誘導訊問する。［続 87］

【例】 かぐしったよだはげぁ、かんまかげだら、ひかがて　しゃべたけ

「隠しているようだから、かまをかけたら、引っ掛かって喋べったっけ」

かんまがす [kaɴmagasɯ̈] ［動］ ［強調］ まかす。こぼす。まかす、こぼす、の強調語。［及

141］

【例】 どご　みで　ありぐなだ、ほら、おする　かんまがすぞ

「何所を見て歩いているんだ、ほら、お汁をまかすよ」

がんむす [gaɴmɯ̈sɯ̈] ひげながかわとびけらの幼虫。これは、ひげながかわとびけら科のひげ
ながかわとびけらの幼虫で、川の小石を綴ってその中に棲む昆虫である。この虫は釣りの餌として

使われる。［続 87］

かんめぁ [kaɴmɛ] ［名］ くせ。いやしめていう言葉。［及 141］

【例 1】ものも　ろぐん　でげねぁ　かんめぁして
「物事もろくに出来ないくせして」

【例 2】力もねぁ　かんめぁして
「力もないくせして」

かんめぁ [kaɴmɛ] 格好。特に着物を着た様子をいう。［続 87］

【例】 ほんた、ほえどみでぁだ　かんめぁ　して、よそさ　えがんねぁべな

「そんな、乞食みたいた格好をして、他所に行かれないじゃないか」

かんめぁ [kaɴmɛ] 構え。［同］かめぁ。［続 88］

【例 1】えの　かんめぁ
「家の構え」

【例 2】もんがんめぁ
「門構え」

【例 3】こすの　かんめぁ
「腰の構え」

【例 4】すぶどぐ　かんめぁる
「図太く構える」
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きあおっき

　

—き—

きあおっき ［名］ 太っ腹。寛大。気が大きい。［及 141］

【例】 あの　しとあ　きあおっき　しとだ

「あの人は、太っ腹な人だ」

この語には、「きあきぐ―気が利く」。「きあちっちぇ―小心。気が小さい」、「きあきんねぁ―気が気

じゃない」などの使い方がある。

きあがり [kïagarï] うるさくて、頭がぼうっとなること。［及 24］

【例】 おぼごだづあ　わぁわて　騒ぐ　おんだはげぁ　きあがりしてしまう

「子供らが、わぁわぁ騒ぐものだから、頭がぼうっとしてしまうよ」

きあこごろ [kïakogoro] 寸志。気は心。［続 88］

【例】 おれぁえの　わらしたずあ、いっつも　おへわん　なて、これぁ　ほんの　きあこごろです

「うちの子供らが、何時もお世話になって、これはほんの寸志です」

きー [kïː] 木。［続 88］

【例 1】きー　きる
「木を伐る」

【例 2】きー　ころがす
「木を転がす」

【例 3】きー　つむ
「木を積む」

【例 4】きー　ひろう
「木を拾ろう」

【例 5】きー　ひぱる
「木を引っ張る」

きー [kïː] 気。［続 88］

【例 1】きー　つがねぁ
「気がつかない」

【例 2】きー　つける
「気をつける」

【例 3】きー　つぐ
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きがねぁ

「気がつく」

【例 4】きー　ひぐ
「気を引く」

【例 5】きー　ぬげる
「気が抜ける」

きーおどす [kïːodosɯ̈] 落胆する。［続 88］

【例】 むすこに　すなっで、きーおどしてんな　みっど、むぞせぁ　おんだな

「息子に死なれて、落胆しているのを見ると、可哀そうなものだね」

きいぢご [kïïdzïŋo] もみぢいちご。ばら科の木本植物で、実は黄熟してうまい。［及 86］

【例】 〇〇ちゃん　きいぢご　とりん　えぐべ

「〇〇ちゃん、もみぢいちごを採りに行こう」

きーつずぎ [kïːtsɯ̈dzɯ̈gï] きつつき。けら。この地区では、「あかげら」と「こげら」がおり、
これらを総称して「きーつずき」または「きつずぎ」といっており、人家の近くにまで飛んて来て

いる。［続 88］

きいろえ 黄色い。［及 24］

【例】 あげぁ　花だどもたら　きいろえ　花　せぁだちゃ

「赤い花だと思ったら、黄色い花が咲いたよ」

きおづ ［名］ 落胆。［及 141］

【例】 ほんげぁ　きおづしねぁで、元気　だへ

「そんなに落胆しないで、元気を出せよ」

きおの 着物。［及 56］

【例】 きおの　きねぁで　はだがん　なてっど　かじぇ　ひぐぞ

「着物を着ないで、裸になっていると、風邪をひくよ」

きがきが [kïgakïga] ［形］ とがった言葉。小言などをいうさま。［及 280］

【例】 おれぁえの　ばさまだば、まづ　きがきがて　いう　おんで

「うちのお婆さんときたら、まあ、どがった物言いをするもんで」

きがず [kïgaⁿdzɯ̈] 聾。なお、呼んでも返事をしない者への悪口としても使われている。［同］き
かず。［続 88］

【例】 これぁ　きがずだはげぁ、さがだて　きげねぁあだ

「こいつは、つんぼだから、叫んだって聞えないんだ」

きがなし 利かん坊。［同］きがんぽ。きがんぼ。。［及 5］

【例】 おれぁえんなも　まづ　きがなしで

「うちの子も、まづ、利かん坊で」

きがねぁ [kïganɛ] ［連語］ きかない。じゃない。［及 141］
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きがへる

【例】 もて　えたな、しとっつばりで　きがねぁべ

「持って行ったのは、ひとつばかりじゃないだろう」

きがへる [kïgaçer̝ɯ̈] ［動］ 聞かせる。［及 141］

【例】 むがし　かだて　きがへるつけ

「昔話を語って聞かせるそうだよ」

きがめぁ ［名］ 気構え。［及 141］

【例】 すごどずあ　本気でやる　きがめぁ　ねぁど　だめだ　おんだ

「仕事というものは、本気でやる気構えがないと、駄目だものだよ」

きがるえ [kïŋarɯ̈e]̝ ［形］ 気軽い。［続 89］

【例】 けぁずあ　きがるえ　ほうで、ない　ゆたて　はえはえて　すぐ　すんなだ

「こいつは、気軽い方で、何をいっても、はいはいと直ぐするんだ」

きがんぽ ［名］ 利かん坊。［及 141］

【例】 この　わらすだば　まづ　きがんぽで

「この子は、まあ、利かん坊で」

きぎ [kïgï] 杵。［及 63］

【例】 あだらす　きぎ　こへぁねぁんねぁな

「新しい杵を作らないといけないな」

杵には「てきぎ」といって、味噌つきに使う棒状の杵もある。

きぎあへる [kïgïaçer̝ɯ̈] ［動］ 聞き合せる。問い合せる。［及 141］

【例】 わがらねぁはげぁ、電話で　きぎあへでみだ

「分らないから、電話で聞き合せてみた」

きぎおの ［名］ 聞きもの。［及 142］

【例】 こねぁだの　民謡だば　きぎおのでぁった

「この間の民謡なら聞きものだったよ」

きぎおべ ［名］ 聞き覚え。［及 142］

【例】 あの　声あ　きぎおべの　ある　声だな

「あの声は聞き覚えのある声だな」

きぎぐるす [kïgïŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 聞き苦しい。［及 142］

【例】 〇〇の　うだだば　きんきん声で　きぎぐるすがったな

「〇〇さんの唄だったら、きいきい声で聞き苦しかったな」

きぎげぁす [kïgïgɛsɯ̈] ［動］ 聞き返す。［及 142］

【例】 ないだど　おめぁ　いう　ごどあ　わがらねぁはげぁ　きぎげぁして　こえ

「なんだって、お前のいうことは、分らないから、聞き返えして来なさい」

きぎそごねぁ [kïgïsogonɛ] 聞き損ない。［続 89］
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きぐ

【例】 ほの　こうえんだば、おれも　きぎでぁがったども　ひまねぁく　ききそごねぁでしまた

「その講演なら、私も聞きたかったが、暇がなくて聞き損なってしまったよ」

きぎつげぁ [kïgïtsɯ̈ŋɛ] 聞き違い。［続 89］

【例】 ほう、ほゆなでぁったなが、んでぁ　おれの　きぎつげぁでぁったべちゃや

「ほう、そういうのだったのか、それじゃ私の聞き違いだろうよね」

きぎつてぁ [kïgïtsɯ̥̈tɛ] ［名］ 聞き伝え。［及 142］

【例】 むがすどが　でんせづなのあ　きぎつてぁで　きた　おんだ

「昔話とか、伝説なんかは、聞き伝えで来たものだよ」

きぎづれぁ [kïgïⁿdzɯ̈rɛ] ［形］ 聞き辛い。聞きにくい。［及 142］

【例 1】しとの　あぐでぁずあ　きぎづれぁ　おんだな
「人の悪口というものは、聞き辛いものだな」

【例 2】テレビの　声あ　ひぐくて　きぎづれぁな
「テレビの声が低くて聞きにくいな」

きぎどご [kïgïⁿdogo] ［名］ 聞き所。［及 142］

【例】 きぎどごあ　ちゃんと　きがねぁんねぁ　おんだ

「聞き所は、きちんと聞かないといけないものだよ」

きぎにぐえ [kïgïnïgɯ̈e]̝ ［形］ 聞きにくい。［同］きぎずれぁ。［続 89］

【例 1】えぐ　しとの　きぎにぐえ　ごど　いう　おんだじゅなや
「よく人の聞き辛いことをいうものだね」

【例 2】ざずおん　へぁて、ラズオあ　きぎにぐえな
「雑音が入って、ラヂオが聞きにくいね」

【例 3】しとの　わるくずだば　きぎにぐえ　おんだな
「人の悪口なら聞くに堪えないものだね」

きぎはさむ ［動］ 耳にする。［及 142］

【例】 きぎはさだ　ごどだども

「耳にしたことではあるが」

きぎへれる [kïgïher̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 聞き入れる。［続 89］

【例 1】へんへあ　いう　ごど　えぐ　みみさ　きぎへれで　べんきょうすろよ
「先生のいうことを、よく耳に聞き入れて勉強しなさいよ」

【例 2】やんだ　すごど　たのだな　きぎへれでくって　ありがど
「嫌な仕事を頼んたのに、聞き入れてくれて、有難う」

きぐ [kïgɯ̈] ［動］ 聞く。［及 24］

【例】 しとの　話あ、まづ、えぐ　きぐ　おんだ

「人の話は、まづ、よく聞くものだよ」

この語には「きがへる―聞かせる」、「きぐべちゃ―聞くだろうよ」、「きげっだ―聞こえている」、
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きぐ

「きっだ―聞いている」などの使い方がある。

きぐ [kïgɯ̈] ［動］ 聞く。［及 24］

【例】 この　わらすあ　えぐ　いうごど　きぐ　わらすだな

「この子はよくいうことをきく子だね」

この語の反対の語に「きがねぁ―きかない。きかん坊なこと」がある。

きぐえも [kïgɯ̈em̝o] きくいも。これは、きく科の多年生草本で、北アメリカ原産の帰化植物で
ある。根茎を芋として食べるが、あまりうまいものではない。［続 89］

ぎくっと [gïkɯ̈tto] ［副］ ぎくりと。［続 89］

【例】 そばで、きゅうに　おっき　こえだす　おんだ　おん、ぎくっと　したんだはげぁ

「側で、急に大きな声を出すものだから、ぎくりとしてしまったよ」

きぐらんげ [kïgɯ̈raɴŋe]̝ きくらげ。きくらげ科のきのこ。［及 86］

【例】 きぐらんげも、めったん　とらんねぁは

「きくらげも、めったに採られなくなってしまったよ」

きぐれぁ [kïŋɯ̈rɛ] ［名］ 気位。［及 142］

【例】 あの　しとあ　きぐれぁなのばり　たげぁくて

「あの人は、気位なんかばかり高くて」

きぐわだ [kïgɯ̈wada] 鱈の白子。［同］だだみ。［及 39］

【例】 きぐわだ　さげの　さがなにも　えな

「たらの白子は酒の肴にもいいな」

きけぁ [kïk̥ɛ] ［名］ 機会。［及 142］

【例】 きけぁ　あっずぎ　あへんべ

「機会のある時会わせよう」

きげぁ [kïŋɛ] 着替え。［及 56］

【例】 いづまでも　よそゆぎ　きてねぁで、きげぁ　すろは

「何時迄も他所行きを着てないで、着替えをしてしまいなさい」

きげぁる [kïŋɛrɯ̈] ［下一他］ 着替える。［続 89］

【例】 えま　きげぁっだはげぁ、わりども、しっとえぁ　まずでくんねぁが

「今着替えているから、わるいんですが、一寸待ってくれませんか」

きげる [kïger̝ɯ̈] ［下一自］ 聞こえる。［続 90］

【例】 なんぼ　としょりだて、ほんげぁ　さがばねぁたて　きげんぜぁ

「いくら年寄りでも、そんなに叫けばなくとも聞こえるよ」

きげんじょうご お天気屋。きげんの変りやすい人。［及 5］

【例】 〇〇が、あれぁ　きげんじょごだ　おん

「〇〇か、あいつはお天気屋だもの」
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きしぇる

きげんじょーご [kïŋeɴ̝ⁿdʒoːŋo] 機嫌の変りやすい人。［続 90］

【例】 あれだば　きげんじょーごで、へんずなの　ほん　ずぎの　きげんしでぁだ

「あいつは機嫌の変りやすい人で、返事なんかその時の機嫌次第だよ」

ぎごずねぁ [gïgodzɯ̈nɛ] ［形］ ぎこちない。［続 90］

【例】 この　きっけぁ、えごぎあ　ぎごずねぁぐ　なたな

「この機械、動きがぎこちなくなったな」

きこぱず [kïk̥opaⁿdzɯ̈] 木片。［続 90］

【例】 まぎわり　したら、ほごらあだりの　きこぱずも　かだずげで　おげよ

「薪割をしたら、その辺の木片も片付けておけよ」

きこぱた [kïk̥opata] シーソー。［続 90］

【例】 〇〇ちゃん　きこぱたさ　のらねぁが

「〇〇ちゃん、シーソーに乗らないか」

この語は、今は使われていない。

きごばな [kïŋobana] おみなえし。これは、おみなえし科の多年草で、お盆の頃黄色な花をつけ、
盆花として仏さまに飾られる、この花は今は「ぼんばな」とだけいい、「きごばな」はわらべ唄の中

に残っているだけである。［続 90］

ぎごま [gïgoma] ［形］ ぎこちない。［同］ぎごわ。［及 142］

【例】 この　戸あ　ぎごまだ　ごど

「この戸は、ぎこちないね」

きごわぇ [kïŋowɛ] ［形］ 気難しい。［及 142］

【例】 あれだば　きごわぇ　おどごだ

「あいつは、気難しい男だね」

きざっぽえ [kïⁿdzappoe]̝ ［形］ 気障っぽい。［続 90］

【例】 なえだて、みろ、あの　むすめあどご、きざっぽえ　かっこして　きた　おんだ

「まぁ、見ろよ、あの娘を、気障っぽい格好をして来たもんだ」

きしぇ [kïʃ̥e]̝ ［名］ 癖。妊娠初期の兆候。［同］きっしぇ。［及 143］

【例 1】きしぇの　ねぁ　しとて　いねぁべな
「癖のない人っていないだろうな」

【例 2】おれぁえの　嫁は、きしぇあ　はじまたよだな
「うちの嫁は妊娠したようだな」

きしぇ [kïʃ̥e]̝ つわり。［同］きしぇけ。くせけ。［及 14］

【例】 きしぇも、ひでぇ　しとあ　いる　おんだ

「つわりもひどい人がいるものだよ」

きしぇる [kïʃ̥er̝ɯ̈] 煙管。［及 48］
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きじぇわす

【例】 えまどぎ　きしぇるで　煙草のむ　しとなの　いねぁでぁは

「今時、きせるで煙草をのむ人なんかもういないよ」

きじぇわす [kïⁿdʒew̝asɯ̈] ［形］ 気忙しい。［及 143］

【例】 くれん　なたば　きじぇわすくてな

「暮になったら、気忙しくてね」

ぎしぎしゆぎ [gïsïgïsïjɯ̈gï] きしみ雪。これは、極低温の時、雪の上を歩くと、きしきし、と
きしむところから、この雪につけられた名である。［続 90］

ぎしっと ［副］ ぎっしり。［同］ぎつっと。ぎっつり。［及 143］

【例】 この　ふぐろさ　ぎしっと　つめろや

「この袋にぎっしり詰めてくれよ」

ぎしっと [gïsïtto] ［副］ ぎっしり。［同］ぎつっと。［続 90］

【例】 あんまり　ぎしっと　つめっど　ながのおのあ　いだむぞ

「あまりぎっしり詰めると、中のものが傷むよ」

きじのほや [kïⁿdzïnohoja] やどりぎ。これは、栗、橅、桜などに寄生するやどりぎ科の常緑小
低木である。［続 91］

きしめぁ [kïs̥ïmɛ] 来しな。来がけ。［及 143］

【例】 きしめぁん　わすれおの　あづつけで　もどて　来たあだ

「来しなに忘れ物を思い出して戻って来たんです」

きじゃぐす [kïⁿdʒagɯ̈sɯ̈] ［名］ 木杓子。木製の杓子。［及 280］

【例】 えまたば、きじゃぐすなの　つかう　どごあ　ねぁなは

「今なら木杓子なんか使ってる家はもうないね」

きしゃす [kïʃ̥ʃasɯ̈] ［動］ 絶やす。切らす。［及 143］

【例】 おじゃだば　きしゃす　ごどあ　ねぁな

「お茶なら絶やすことがないね」

この語には、「きらさんね―絶やされない。切らされない」、「きしゃすずど―絶やすと。切らすと」

などの使い方がある。

きしゃみづ ［名］ 鉄道線路。［及 143］

【例】 きしゃみづあ　あぶねぁはげぁ、あすぶなよ

「鉄道線路は危ないから遊ぶんじゃないよ」

この語は、「へんど」、「へんどみづ」、「へんろ」、「へんろみづ」などとも使った。また、この語には、

「へんどばだ―線路端」、「へんろばだ―線路端」などの使い方がある。

きしゃわり [kïʃ̥awarï] ［形］ 煩しく迷惑なこと。［続 91］

【例 1】きしゃわりちゃ　まだ　〇〇まで　えて　こえてが
「煩らわしいな、また〇〇まで行って来いっていうのかい」
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きだずやら

【例 2】きしゃわり　ごど　のらねごあ　へぁて　くる　おんで、とも　あげでらんねぁ
「煩らわしく迷惑なものだよ、野良猫が入って来るもんで、戸も開けていられないよ」

きしゃわり ［名］ 迷惑。厄介。［及 280］

【例】 きしゃわり　ごど、まだ　しとの　えの　ごどで　えがねぁんねぁが

「迷惑だこと、また、人の家のことで行かなければならないか」

きしゃわりぐする [kïʃ̥awarïgɯ̈sɯ̈rɯ̈] ［動］ 気絶する。［及 143］

【例】 梯子がら　おぢで　きしゃわりぐしたど

「梯子から落ちて、気絶したそうだ」

きず [kïⁿdzɯ̈] やまどり。この地方には、雉は棲息しておらず、「きず（雉）」といっているのは、や
まどりの事をいっている。［同］きんず。［続 91］

きずおの ［名］ きず物。きず者。［及 143］

【例 1】この　丼あ　きずおのだな
「この丼はきず物だね」

【例 2】あそごの　娘あ　きずおのん　さっだどは
「あそこの娘は、きず者にされてしまったそうだ」

きずぎまわす [kïdzɯ̈gïmawasɯ̈] ［動］ いびる。いじめる。［同］きずぎます。［及 143］

【例】 えぐ　嫁あどご　きずぎまわす　おんだ

「よく嫁をいびるもんだ」

きずげぁ [kïⁿdzɯ̈gɛ] 気遣い。［続 91］

【例】 ほんた　きずげぁ　しねぁで、どうが　きがるん　ござてくでぁ

「そんな気遣いをしないで、どうぞ気軽にいらして下さい」

きずねのしょーろ [kïdzɯ̈nen̝oʃoːro] ひかげのかずら科の茎の長い草の総称である。これは、
杉林などに特に多く生える、ひかげのかずら科の地を這って歩く植物で、特に茎の長いものをいう。

これは「狐のショール」と訳される語である。［続 91］

きたぎる [kït̥agïrɯ̈] ［動］ 伐る。［同］きったぎる。ぶったぎる。［及 143］

【例】 ほの　きあ　邪魔ん　なっさげぁ　きたぎてしまえ

「その木は、邪魔になるから、伐ってしまってくれ」

また、この語には、「きっちゃ―切れよ。伐れよ」、「きらえる―切られる。伐られる」などの使い方

がある。

きだげ [kïdage]̝ 着𠀋。［及 56］

【例】 普段着だはげぁ　きだげで　えがべな

「普段着だから、着𠀋でいいだろうね」

きだずやら [kïⁿdadzɯ̈jara] 木立ちむら。これは、雑木が沢山生えている所で、低い雑木が、ま
だ林を形成していない所をいっているものである。［続 91］
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ぎたっと

ぎたっと [gïtatto] ［副］ ぴたりと。急に止まること。［及 144］

【例】 目のめぁで、車　ぎたっと、止またけ

「目の前で、車がぴたりと止まったつけ」

きたねぁ [kït̥anɛ] 汚い。［及 24］

【例】 この　きたねぁな　あらておげよ

「この汚いのを洗っておきなさいよ」

きだふー [kïdaɸɯ̈ː] ［連語］ 利いた風。［続 91］

【例】 ないだ、おべっだふりして、きだふーだ　ごど　いうな

「なんだい、知ったかぶりをして、利いた風なことをいうんじゃないよ」

きづ ［名］ 我がまま。気が強い。［及 144］

【例】 この　わらすあ　まづ　きづで　困る

「この子は、まあ、我がままで困るんですよ」

きづ きつい。［及 24］

【例 1】この　さが　きづ　さがだな
「この坂はきつい坂だね」

【例 2】しょじゅも　きづな
「焼酎もきついね」

【例 3】この　縄　もと　きづぐ　しばれ
「この縄をもっときつく縛りなさい」

【例 4】わらすさ　ほんげぁ　きづ　ごど　ゆたて　駄目だべ
「子供にそんなにきついことをいったって駄目じゃないか」

きづえ ［形］ 気強い。［及 144］

【例】 おっきな　おどごわらすだはげぁ　きづえなよ

「大きい子が、男の子なので、気強いんですよ」

きっきり [kïk̥kïrï] 伐採。木を伐ること。また、その人。［続 91］

【例】 おれぁ　きっきりだおん　まだ　やまさ　えて　きっきり　してくんべ

「俺は木伐りだから、また山へ行って木を伐ってこようよ」

ぎっくらごし [gïkkɯ̈raŋosï] ぎつくり腰。［及 14］

【例】 おもでぁ　おの　たがたら　ぎっくらごしん　なてしまた

「重い物を持ったら、ぐつくり腰になってしまった」

きっけぁ [kïk̥kɛ] 機械。［及 63］

【例】 この　きつけぁ　調子あ　ええな

「この機械は調子がいいな」

きづげぁ [kïdzɯ̈gɛ] ［動］ はにかむ。恥かしがる。［及 144］
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きっつぁぎ

【例】 ほんげぁ　きづげぁすっごどあ　ねぁべな

「そんなにはにかむことはないじゃないか」

きづげぁ [kïⁿdzɯ̈gɛ] 気違い。［同］きづげぁたがり。すんけたがり。［及 5］

【例】 あれぁ　きづげぁだはげぁ　かもうな

「あいつは気違がいだから、かまうな」

きっけぁす [kïk̥kɛsɯ̈] ［四他］ 伐り倒す。［続 91］

【例】 えま、この　き　きっけぁすはげぁ、そばに　いんなよ

「今、この木を伐り倒すから、側にいるなよ」

きっけぁぬい [kïk̥kɛnɯ̈ï] ミシン縫い。［及 56］

【例】 この　下着あ　きっけぁぬいだぜぁ

「この下着はミシン縫いだよ」

きつける ［動］ 注意する。気をつける。［同］きいつける。［及 144］

【例】 車　おかねぁはげぁ　きつける　おんだぞ

「車はおつかないから、注意するもんだよ」

ぎっちょげぁ [gïttʃoŋɛ] ［名］ 片意地。強情。［及 144］

【例】 くえるて　ゆたて　ぎっちょげぁで　もらわねぁあだぜぁ

「くれる、といったって、片意地を張って貰らわないんだよ」

ぎっつ [gïttsɯ̈] ［形］ きつい。この語は、鮨詰めで、身動きが出来なかったり、物をきつく詰

めたり、きつく縛る場合などに使う。仕事や顔や声などの「きつい」には使わず、この場合は、「き

づ」という。［続 92］

【例 1】ぎっつくて、みうごぎ　ならねぁ
「きつくて、身動きが出来ない」

【例 2】ほの　はごさ　へぁるたけ　ぎっつく　つめろ
「その箱に入るだけきつく詰めろ」

【例 3】ほんげぁ　ぎっつく　すばっど　ぼこれんぞ
「そんなにきつく縛るとこわれるよ」

また、「きづ」は上記の場合も使う。

ぎっつぁが [gïttsaga] 急斜面。急傾斜地。きつい斜面。［及 102］

【例】 あの　ぎっつぁがだば　おかねぁくて　滑べらんねぁ

「あの急斜面なら、おっかなくて滑べられないよ」

これは、また、「くら」ともいい、ここから落ちることを「くらおぢ」といっている。

きっつぁぎ [kït̥tsagï] 切っ先。［続 92］

【例】 あぶねぁはげぁ、ほの　さがなきりぼえじょの　きっつぁぎ　こっちゃ　むげんなや

「危ぶないから、その出刄包丁の切っ先を、こっちへ向けるなよ」
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きっつぁす

きっつぁす [kït̥tsasɯ̈] 挿し木。［続 92］

【例】 えじょだば、きっつぁすん　すっど、そんま　つぐ　おんだ

「銀杏なら、挿し木にすると、じきに根ずくものだよ」

きっつぉろえる [kït̥tsoroer̝ɯ̈] ［動］ 揃える。切り揃える。［及 144］

【例】 きっつぉろえだよだ　え　でぁごんだごど

「切り揃えたようないい大根だこと。よく揃った、いい大根ですね」

きつっと [kït̥sɯ̈tto] ［副］ きっちり。［続 92］

【例 1】ふぎあ　へぁて　くっさげぁ、へぁりくずの　と　きつっと　たでろよ
「吹雪が入って来るから、入口の戸をきっちり締めろよ」

【例 2】きつっと　せんえん　ある
「きっちり千円あるよ」

ぎつっと [gïtsɯ̈tto] ［副］ ぎゅっと。［同］ぎっつり。［及 144］

【例】 もと　ぎつっと　しばれや

「もっとぎゅっと縛ってくれよ」

きっぱど ［副］ きっぱり。［同］きぱっと。［及 144］

【例】 この　はなすあ　きっぱど　こどわりあす

「この話は、きっぱり断わります」

きづひぎ [kïdzɯ̈çïgï] 木地挽。木地師。［及 77］

【例】 きづひぎも　すごどあ　ねぁどて　こして　えたは

「木地挽も、仕事がないといって、引越して行ってしまったよ」

きっぷす 木の節。ふし。［及 86］

【例】 とごばすら　きっぷすの　ねぁな　つかてころ

「床柱には、節のないのを使ってくれ」

これは、「ふす」ともいい、「きっぷすあな―節穴」、「ふすあな―節穴」、「いぎぷす―生き節」、「し

にぷす―死に節」などの使い方をしている。

きてぁ [kït̥ɛ] ［名］ 不思議。［及 144］

【例】 きてぁだ　ごども　あれば　ある　おんだ

「不思議なことも、あればあるもんだ」

きでぁーきん [kïⁿdɛːkïɴ] 木代金。木の代金。［続 92］

【例】 きのごぎ　もらたども、あの　きでぁきん　なんぼでぁったべ

「茸木（茸を栽培する木）を貰いましたが、あの木代金は幾らでしたでしょうか」

きてぁーる [kït̥ɛːrɯ̈] ［下一他］ 鍛える。［続 92］

【例】 しとの　からだずあ　わげぁ　うつから　きてぁる　おんだぞ

「人の体というものは、若いうちから鍛えるものだよ」
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きばぎ

きどえ [kïⁿdoe]̝ ［形／連語］ あくがある。あくが強い。［及 39］

【例】 きどえ　おのあ　あぐだすしてが　使うなだ

「あくのあるものは、灰拔きをして使うんだよ」

きときと [kït̥okït̥o] ［形］ ぴとぴと。魚の跳ねるさま。［同］ぎどぎど。びどびど。［続 92］

【例】 この　さがな　まだ　いぎっだど　めで、きときとど　えごえっだ

「この魚、まだ生きているとみえて、びとびとと動いているよ」

きどごろね [kïⁿdogorone]̝ ［名］ うたた寝。［及 144］

【例】 きどごろね　しねぁで、布団さ　寝ろは

「うたた寝をしていないで、布団に寝なさい」

きどり [kïⁿdorï] ［名］ 気配り。［及 145］

【例】 これぁまだ　きどり　ねぁ　おんで

「こいつは気配りがない（気が利かない）もんで」

きなくせぁ [kïnakɯ̥̈ssɛ] きなくさい。［及 24］

【例】 きなくせぁごど、なにが　こげっだんねぁが

「きなくさいね、何か焦げているんじゃないか」

きなごもず [kïnagomodzɯ̈] 黄粉餅。これは、餅に黄粉をまぶして食べる餅をいう。［続 93］

【例】 かぁちゃん、きなごもず　こしぇぁでころ

「お母さん、黄粉餅を作って下さい」

きにゃう [kïnjaɯ̈] ［連語］ 気に合う。気に入る。［及 145］

【例】 これだば　娘の　きにゃう　柄だべな

「これなら、娘の気に入る柄だろうな」

きぬおの [kïnɯ̈ono] 絹物。［続 93］

【例】 おごさま　おえっでぁったども、とでも　きぬおのなの　きらんねぁがった

「蚕を飼っておったが、とても絹物なんか着られなかったね」

きのめ [kïnome]̝ あけびの新芽。［続 93］

【例】 ほがでぁ　せぁんしょのめ　きのめて　いうつけども、こごでぁ　あぎびのめのごど　きの

めて　いうな

「他所では山椒の芽を、きのめというそうだが、ここでは、あけびの芽を、きのめというね」

きのやんめぁ [kïnojaɴmɛ] 気の病。［続 93］

【例】 ないだどや、ほんた　おのあ、きのやんめぁなんだはげぁ、くよくよ　すんな

「なんだって、そんなものは、気の病なんだから、くよくよするなよ」

きばぎ [kïbagï] 柴箒。柴で作り外を掃く箒。［同］こわばぎ。［続 93］

【例】 うらの　あだり　はぐはげぁ、きばぎ　もて　きてころ

「裏のあたりを掃くから、柴箒を持って来てくれ」
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きはずがす

きはずがす [kïhaⁿdzɯ̈gasɯ̈] ［形］ 気恥しい。［続 93］

【例】 おれどご　みえぁさへっど　ないだて　きはずがすちゃなや

「私に見合いをさせるそうだが、まぁ気恥しいわね」

きび ［名］ 気味。［及 24］

【例 1】ざんまみんだ、きびあ　ええ　ごど
「ざまあみやがれ、気味のいいこと」

【例 2】蛇だ、ああ　きびわり　ごど
「蛇だ、ああ気味悪いこと」

きびす [kïbïsɯ̈] ［形］ 厳しい。［続 93］

【例】 わらしたつさ　あんまり　きびす　ごど　いうど　えつけでしまうぜぁ

「子供らに、あまり厳しいことをいうと、いじけてしまうよ」

きぴちょ [kïpït̥ʃo] 急須。［及 48］

【例】 この　きぴちょあ　えなだはげぁ　でぁずんして　使えよ

「この急須はいい物だから、大事にして使いなさいよ」

きびわり [kïbïwarï] ［形］ 気味悪い。［続 93］

【例】 おれだば、へび　みっど、きびわりくて、さむけあ　すんなよ

「私なら、蛇を見ると、気味が悪くて、寒気がするんだよ」

きべぁー [kïbɛː] 着映え。［続 93］

【例】 おめぁだば、なに　きたて　きべぁーする　おんで、えぇ　おんだ

「あなたなら、何を着ても着映えがするもんで、いいものだね」

きへづ [kïɸ̥ed̝zɯ̈] 季節。［同］ずへづ。へづ。［及 102］

【例】 木の芽の　出る　きへづあ　いづばん　え　きへづだな

「木の芽の萌え出て来る季節が、一番いい季節だな」

きへる [kïç̥er̝ɯ̈] ［動］ 着せる。［及 56］

【例】 あがこの　きおの　おれぁ　きへでける

「赤ちゃんの着物、私が着せてあげます」

きまがへ [kïmagahe]̝ ［名／ダナ］ 気任せ。［続 93］

【例】 ずさまも、えぇ　とすだ　おんだはげぁ、きまがへだ　ごど　さへでんなだ

「お爺さんも、いい年なものだから、気任せなことをさせているんだ」

きまぐら [kïmagɯ̈ra] 木枕と箱枕の両方をいう。今は使う人はいないが、昔は、箱枕を使う人と、
小丸太を削った、木の枕を使う人とがおったが、この両方の枕を「きまぐら」といった。［続 94］

きまぐり 木寄せ。伐倒木を寄せ集めること。［及 70］

【例】 ゆぎん　ながの　きまぐりて、らぐんねぁ　おんだぜぁ

「雪の中の木寄せって、楽じゃないものだよ」
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きゃぐじぇん

きまず [kïmaⁿdzɯ̈] ［形］ 気まずい。［続 94］

【例】 ゆいあて、きまず　おめ　しでぁぐねぁはげぁ、だまてだあだ

「言い合って、気まずい思いをしたくないから、黙ってたんだよ」

きみだんご きびだんご。［及 39］

【例】 ももだろあ　きみだんご　こすさ　下げで　えたど

「桃太郎は、きびだんごを腰に下げて行ったそうだ」

きむずがす [kïmɯ̈ⁿdzɯ̈gasɯ̈] ［形］ 気難しい。［続 94］

【例】 おれぁえの　ずさまも、きむずがすくて　らぐんねぁ　しとだ

「うちのお爺さんも、気難しい人で、楽でない人だよ」

きめぁー [kïmɛː] 気前。［続 94］

【例】 あそごの　めへの　だんなだば、きめぁ　えぇ　しとで、いずでも　まげで　よごす　しと

だ

「あそこの店の旦那なら、気前のいい人で、何時でもまけてよこす人だ」

きめし [kïmes̝ï] 生飯。かての入らない飯。［続 94］

【例】 むがすだば　かでままなのばりで、きめしなの　くう　ごどあ　でげねぁがった

「昔は、かて飯なんかばかりで、生飯なんか食うことが出来なかったな」

きめどご [kïme̝n dogo] 決め所。［続 94］

【例】 きめどごあ　きめでおがねぁど、きまりあ　つがねぁくて　だめだ

「決め所は決めておかないと、決まりがつかなくていけないよ」

きもけす [kïmokes̝ɯ̈] ［四自］ 動転する。［続 94］

【例】 いやぁ、むすこあ　ずどうしゃずこだて　ゆわっで、きもけしたや

「いやぁ、息子が自動車事故だ、といわれて、動転したよ」

きもずえ [kïmodzɯ̈e]̝ ［形］ 心地よい。［続 94］

【例 1】きもずえ　かじぇあ　ふえで　きたな
「心地よい風が吹いてきたね」

【例 2】きもずえさそん　ねっだ
「心地よさそうに寝ている」

きゃぐあずげぁ [kjagɯ̈adzɯ̈gɛ] 客扱い。［続 94］

【例】 〇〇おんせんの　〇〇りょかんは　きゃぐあずげぁの　えぇ　りょかんだけな

「〇〇温泉の〇〇旅館は、客扱いのいい旅館だったな」

きゃぐあすれぁー [kjagɯ̈asɯ̈rɛː] 客あしらい。［続 95］

【例】 〇〇の　めへだば、きゃぐあすれぁーの　あんまり　えぐねぁ　めへだな

「〇〇の店なら、客あしらいの余りよくない店だね」

きゃぐじぇん [kjagɯ̈ⁿdʒeɴ̝] 客膳。［及 48］
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きゃぐしょーべぁー

【例】 今日あ　きゃぐじぇん　ふえで　おがねぁんねぁな

「今日は客膳を拭いておかないといけないな」

きゃぐしょーべぁー [kjagɯ̈ʃoːbɛː] 客商売。［続 95］

【例】 みでっど、きゃぐしょーべぁーも　らぐんねぁ　おんだな

「見ていると、客商売も楽じゃないものだね」

ぎゃくてぁー [gjakɯ̥̈tɛː] ［名／ス他］ 虐待。［続 95］

【例】 むがすの　じょこうなのあ、べごや　んまみでぁん、ぎゃくてぁーさっだ　おんだど

「昔の女工なんかは、牛や馬みたいに、虐待されたものだそうだ」

きゃぐよへ [kjagɯ̈johe]̝ 客寄せ。これは、お祝いごとや、お祭り、仏事などで客を招くことを
いう。このような時は、女の人が難儀をするので、「ないてゆたて、きゃぐよへぐれぁ　なんぎだ

ごどあ　ねぁおんだな＝なんといっても、客寄せぐらい難儀なことはないものだな」といって嘆く。

［続 95］

きやす [kïjasɯ̈] ［形］ 気安い。［続 95］

【例】 〇〇さんだば、ともだずだはげぁ、ないでも　きやすぐ　はなすあえんなだ

「〇〇さんなら、友達だから、何でも気安く話し合えるんだ」

きゃだっつ 脚立。［及 63］

【例】 やっぱり　きゃだっつ　ねぁど　不便だな

「やっぱり、脚立がないと不便だな」

きやへ [kïjahe]̝ 着やせ。［続 95］

【例】 しとんよって、きやへする　しとど　しねぁ　しとあ　いる　おんだな

「人によって、着やせする人と、しない人がいるものだね」

ぎやま [gïjama] ガラスのおはじき。［及 48］

【例】 ねぇちゃん　ぎやまあすび　しねぁが

「姉ちゃんおはじきをしませんか」

ぎゃらくと おたまじゃくし。［及 86］

【例】 こごにも　ぎゃらくとあ　いだ

「ここにもおたまじゃくしがいるよ」

きゅーでぁー [kjɯ̈ːⁿdɛː] ［名／ス自］ 及第。［続 95］

【例】 〇〇さんの　むすこあ、〇〇だいがぐさ　きゅーでぁーしたど

「〇〇さんの息子は、〇〇大学に及第したそうだ」

きょうでぁ [kjoːⁿdɛ] 兄弟姉妹。きょうだい。［及 5］

【例】 おれの　きょうでぁにあ　あねもいだ

「私のきようだいには、姉もいます」

ぎょーぎょーす [gjoːŋjoːsɯ̈] ［形］ 仰仰しい。［続 95］
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きりげぁー

【例】 ずさまの、べぇじゅの　ゆわぇぁこど、ぎょーぎょーすぐ　しねぁべは

「お爺さんの、米寿のお祝いは、仰仰しくしないことにしよう」

きょーでぁー [kjoːⁿdɛː] 鏡台。［続 95］

【例】 よめん　くえっずぎあ、あだらす　きょーでぁー　かてくんねぁんねぁな

「嫁にくれる時は、新しい鏡台を買ってくれないといけないな」

きょーめぁー [kjoːmɛː] 供米。供出米。［続 96］

【例】 こどすあ　じょうさぐだはげぁ　きょーめぁーも　よげん　なたな

「今年は、上作だから、供米も多くなったな」

きょとっと [kjototto] ［副］ きょとんと。［続 96］

【例】 きょとっとした　つらして　なに　たまげっだな

「きょとんとした顔をして、何を驚いているんだい」

きょろっと [kjorotto] ［副］ きょろりと。［続 96］

【例】 ほがの　わらす　もてる　おがす　おすそん　きょろっと　みっだけ

「他の子供が持っているお菓子を、欲しそうにきょろりと見ていたっけ」

ぎょろっと [gjorotto] ［副］ ぎょろりと。［続 96］

【例】 おれぁ　ないも　しねぁな　へんへあ　おれぁどご　ぎょろっと　にらだけ

「僕は何もしないのに、先生は僕をぎょろりと睨んだっけ」

きらら [kïrara] 醤油に浮くかび。［続 96］

【例】 あたこえどさ　おえだはげぁだべが、しょうゆさ　きらら　うがんだ

「温かい所へ置いたからだろうか、醤油にかびが浮かんだよ」

ぎり [gïrï] ［名］ 線。［及 145］

【例】 この　ぎりがら、出はらんねぁあだぞ

「この線から、出られないんだよ」
〇

ぎり [gïrï] ［名］ 毎。［及 145］

【例】 けぁづも　いづ年ぎりん　おっきぐ　なるな

「こいつも、一年毎に大きくなるね」

ぎりえぁー [gïrïɛː] 義理合。［続 96］

【例】 となりきんじょの　ぎりえぁ　あっさげぁ　てずでぁ　えがねぁんねぁべ

「隣り近所の義理合があるから、手伝いに行かないといけないだろうな」

ぎりがでぁ [gïrïŋadɛ] ［形］ 義理堅い。［続 96］

【例】 おげぁしだなて、ほんた　ぎりがでぁ　ごど　しねぁたて　えなおす

「お返しだなんて、そんな義理堅いことをしなくともいいんですのに」

きりげぁー [kïrïgɛː] 切り換え。［続 96］

【例】 この　きっけぁ　ふるすぐ　なたはげぁ、あだらなど　きりげぁー　すんべ
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きりこまざぐ

「この機械は古くなったから、新しいのと切り換えをしよう」

きりこまざぐ [kïrïkomaⁿdzagɯ̈] ［四他］ 小さく切り裂く。［続 96］

【例】 あったらおの　ほんげぁ　きりこまざえだら　つかいおの　ならねぁべ

「あったらものを、そんなに小さく切り裂いたら使いものにならないだろう」

ぎりしゅび [gïrïʃɯ̈bï] ［名］ 幸不幸への支出。［及 145］

【例】 こどしあ　ぎりしゅびの　よげだ　年だな

「今年は、幸不幸への支出の多い年だね」

きりっと [kïrïtto] ［副］ きりりと。［続 96］

【例】 ほんた　だらしねぁ　かっこしてねぁで　もと　きりっとした　かっこしてありげ

「そんなだらしない格好をしていないで、もっときりりとした格好をして歩きなさい」

ぎりっと ［副］ 全然。［及 145］

【例】 なしてだべ、〇〇あ　ぎりっと　こねぁなは

「どうしたんだろう、〇〇さんは全然来なくなってしまったね」

きりぱず [kïrïpaⁿdzɯ̈] 切れ端。物を切った端。［続 97］

【例】 つぎの　きりぱずあ　とて　おぐど、いずが　やぐんたず　ずぎあ　ある　おんだ

「布の切れ端は、取っておくと、何時か役に立つ時があるものだよ」

きりはれぁ [kïrïharɛ] 節度。［続 97］

【例】 ほがの　えで　さげ　ごっつぉなっずぎあ、きりはれぁ　えぐ　けぁて　こえよ

「他所の家で酒をご馳走になる時は、節度よく帰って来いよ」

きります [kïrïmasɯ̈] ［四他］ 切り回す。［続 97］

【例 1】ほれぁ　まわりがら　ぐるっと　きります　おんだ
「それは、回りからぐるりと切り回すものだよ」

【例 2】ほんげぁ、あっつの　きも　こっつの　きも、きりまして　ありたて　だめだ
「そんなに、あっちの木もこっちの木も、切り回して歩いたって駄目だよ」

【例 3】かけい　きりますな　おなごの　すごどだべ
「家計を切り回すのは、女の仕事だろう」

きりょーまぎ [kïrjoːmagï] 美人の血統。［続 97］

【例】 〇〇さん　えだば、きりょーまぎで、きれだ　むすめさんだずばり　いる

「〇〇さんの家なら、美人の血統で、奇麗な娘さん達ばかりいるよ」

きりんとんび [kïrïɴtoɴbï] 鳶口の一種。これは、鳶口の背に溝を堀ったもので、これで丸太を
動かす時、鳶口がずれたりしにくく出来ているものである。［続 97］

きれ 奇麗。［及 25］

【例 1】この　花　きれだ　花だな
「この花は奇麗な花だね」

182



きんな

【例 2】きれずきだ　しとだ　ごど
「奇麗好きな人だこと」

ぎれ [gïre]̝ 儀礼。［続 97］

【例】 へげんのてめぁも　あっさげぁ、ぎれだげでも　おがみん　えがねぁんねぁべ

「世間の手前もあるから、儀礼だけでも拝んでこないといけないだろう」

きれぁ [kïrɛ] 嫌い。［及 25］

【例】 きれぁだ　おのだて　くう　おんだ

「嫌いなものだって食べるものだよ」

また、「こっつぎんねぁ―嫌いだ」という使い方があるが、これは、女が男に悪さをされた時に発す

る言葉で「こっつぎんねぁごど、……をして」などと使う。

きれがだ [kïreŋ̝ada] 奇麗好き。［続 97］

【例】 となりの　よめこだば、まず　きれがだで、えん　なが　ひかてる

「隣りの嫁なら、まぁ奇麗好きで、家の中が光っているよ」

きれこ [kïrek̝o] 布切れ。［続 97］

【例】 これど　おんなず　きれこ　すこす　おすども　どごがで　うてねぁべが

「これと同じ布切れを少し欲しいのだが、何処かで売っていないだろうか」

きれっぱす [kïrep̝pasɯ̈] 切れ端。［続 98］

【例】 ふぐなのの　きれっぱす　とて　おくど、さまざま　つかうえ　おんだぞ

「服なんかの切れ端を取っておくと、さまざまに使えるものだよ」

ぎろぎろ [gïrogïro] ［副］ ぎょろぎょろ。［続 98］

【例】 やぐざみでぁんたな、おれぁどご　ぎろぎろ　にらで　えた　おんだ

「やくざのようなのが、私をぎょろぎょろ睨んで行ったもんだ」

きんきんごえ [kïɴkïɴŋoe]̝ ［名］ きいきい声。かん高く鋭い声。金切り声。［及 145］

【例】 〇〇さんだば　きんきんごえの　しとだな

「〇〇さんは、きいきい声の人だね」

きんくせぁ [kïɴkɯ̥̈sɛ] ［名］ 気がかり。気にかかる。［及 145］

【例】 しとの　えさ　来て、えぐ　ほんた　きんくせぁ　ごど　ゆえる　おんだ

「人の家へ来て、よくもそんな気にかかることがいえるもんだ」

きんぜぁー [kïɴⁿdzɛː] 近在。［続 98］

【例】 おまずりん　ずぎあ、きんぜぁーの　しとあ　くろやまのよん　あずばて　くる

「お祭りの時は、近在の人が、黒山のように集まってくるよ」

きんな ［名］ 昨日。［及 145］

【例】 きんな　〇〇さ　えて　来た

「昨日、〇〇に行って来た」
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ぎんばる

ぎんばる ［動］ 頑張る。気張る。いきむ。［及 145］

【例】 こげぁた　ずぎごそ　ぎんばる　おんだ

「こんな時こそ頑張るものだよ」

きんぴらごんぼ [kïɴpïragoɴbo] 金平牛蒡。［続 98］

【例】 おれぁまだ　きんぴらごんぼ　だいすぎで、とぎどぎ　つくて　もらてる

「私は金平牛蒡が大好きで、時時作ってもらってるんだ」
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くいっぱずれ

　

—く—

く [kɯ̈] ［四他］ 食う。［続 98］

【例】 ほの　えぁこの　えぁおの　おれも　くはげぁ、こっちゃ　ころ

「そのあいこ（（みやまいらくさ（山菜）））の和え物を、私も食うから、こっちへくれよ」

くいあへ [kɯ̈ïahe]̝ 食い合わせ。［続 98］

【例】 ないが　えぐねぁ　おの　くいあへ　した　おんだべが、はら　いでぁなよ

「何か悪い物を食い合わせしたんだろうか、腹が痛いんだよ」

くいあんべぁ [kɯ̈ïaɴbɛ] 食べ具合。［続 98］

【例】 ないだが　つかごろ　くいあんべぁ　わりなよ、はらぐえぁでも　えぐねぁべが

「なんだか近頃食べ具合が悪いんだよ、腹具合でも悪いんだろうか」

くいおの [kɯ̈ïono] 食い物。食べ物。［続 98］

【例】 えまだば　くいおのあ　ほうふだす　ないでも　あて　えぇ　よのながだ　おんだ

「「今なら食い物は豊富だし、何でもあって、いい世の中なものだね」

くいくれぁご [kɯ̈ïkɯ̈rɛŋo] 食べ競爭。食べくら。［続 99］

【例】 くいくれぁごなのして、ろぐに　かまねぁで　のでやっど　はら　いでぁぐすんぞ

「食べくらなんかして、ろくに噛まないで飲んでやると、腹をこわすよ」

くいすんぼ [kɯ̈ïsɯ̈ɴbo] ［ナ名ノ］ 食いしん坊。［続 99］

【例】 これぁ　くいすんぼで、んめぁ　おの　みっど、しとの　おのも　とて　くなだ

「こいつは食いしん坊で、美味い物を見ると、人のものも取って食うんだ」

くいだず [kɯ̈ïⁿdadzɯ̈] ご飯を食べた直ぐ後。［続 99］

【例】 ままの　くいだずん　ねっど、べごん　なる、ていう　おんだ

「ご飯を食べた直ぐ後に寝ると、牛になる、というもんだよ」

くいつげぁ [kɯ̈ïtsɯ̈ŋɛ] 食い違い。［続 99］

【例】 おだげぁ　えげんの　くいつげぁ　あるよだども　なんずが　ならねぁがや

「お互に意見の食い違いがあるようだが、なんとかならないかね」

くいっぱずれ [kɯ̈ïppaⁿdzɯ̈re]̝ 食いはぐれ。食いっぱぐれ。［続 99］

【例 1】いやぁ、えそがすくて、ひるまま　くいっぱずれん　なてしまた
「いやぁ、忙しくて、昼飯を食いはぐれになってしまった」
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くいねげ

【例 2】こう　すずぎょう　つつぐど　くいっぱずれん　なるなは
「こう失業が続くと、飯も食えなくなってしまうな」

くいねげ [kɯ̈ïneŋ̝e]̝ 食い逃げ。［続 99］

【例】 くいねげするなて　なさげねぁ　こんじょの　おのも　いる　おんだな

「食い逃げするなんて、情ない根性の者もいるもんだね」

ぐうぐど [gɯ̈ːgɯ̈do] ［副］ さっさと。［及 145］

【例】 なにしてんなや　ぐうぐど　こえちゃ

「何をしているの、さっさと来いよ」

くえ 杭。［及 70］

【例】 へげぶづさ　くえ　ぶてころ、て　たのまっだや

「用水路のふちに杭を打ってくれと賴まれたよ」

ぐえぁ [gwɛ] ［名］ 具合。［及 146］

【例】 このじゅ　体の　ぐえぁ　なんだや

「近頃、体の具合は如何がですか」

くえがげ 杭掛け。稲を杭に掛けて乾燥すること。［及 70］

【例】 おれぁえであ　はさがげんねぁぐ　くえがげだ

「うちでは、はせ掛けでなく、杭掛けだ」

ぐえぐえ [gɯ̈eg̝ɯ̈e]̝ ［副］ ぐいぐい。［続 99］

【例】 ほんげぁ　ぐえぐえ　ひぱんなや、ほんげぁ　ひぱっど　そであ　もげる

「そんなにぐいぐい引っ張るなよ、そんなに引っ張ると袖がもげるよ」

ぐえっと [gɯ̈et̝to] ［副］ ぐっと。［及 146］

【例】 ほんげぁ　ぐえっと　ひぱんなや

「そんなにぐっと引っ張るなよ」

くえぶづ 杭打ち。［及 70］

【例】 うらの　がげあ　くぞっだはげ　くえぶづ　すねぁんねぁ

「裏の崖が崩れたから、杭打ちをしないといけないんだ」

ぐえら [gɯ̈er̝a] ［副］ ぐっと。急に。［同］ぐえっと。［続 99］

【例】 もと　ぐえら　ひぱてみろ　ほうすっど　ぬげで　くっさげぁ

「もっと、ぐっと引っ張ってみろよ、そうすると抜けてくるから」

くえる ［動］ かける。情をかける場合に使う。［及 146］

【例】 ほういう　ずぎあ、なさげ　くえる　おんでねぁ

「そんな時は情をかけるもんじないよ」

くえる [kɯ̥̈her̝ɯ̈ ～kɯ̥̈re̥r̝ɯ̈] ［動］ くれる。［及 146］

【例 1】この　りんご　おめぁどさ　くえる
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くさらへる

「このりんご、お前にくれるよ」

【例 2】おれも　てづでぁして　くえる
「私も手伝ってくれるよ」

この語には、「くえっでぁ―くれるよ。あげるよ」、「くえんだ―くれなさいよ」、「ける―くれる」、

などの使い方がある。
〇

くえる ［動］ 塞ぐ。［及 146］

【例】 ほの　穴　くえで　くんねぁが

「その穴を塞いでくれないか」

くぎだづ [kɯ̈gïdadzɯ̈] とうの立った菜。［及 86］

【例】 くぎだづあ　あんまり　のばさねぁで　とれよ

「とうの立った菜は余り伸ばさないで摘むんだよ」

くけでぁ くけ台。［及 56］

【例】 ほごの　くけでぁ　よごしてころ

「そこのくけ台をよこして下さい」

くさえげれ [kɯ̥̈saeg̝er̝e]̝ 草いきれ。［続 99］

【例】 やまさ　えたば、くさえげれで　むんむんして、あつがったや

「山へ行ったら、草いきれでむんむんして、暑つかったなぁ」

くさこ 湿疹などの皮ふ病。［及 14］

【例】 この　わらすさ　くさこあ　出だなよ

「この子にきものが出たんですよ」

くさつけんま ［俚諺］ 草つけ馬。馬は自分の背で運んで来た草を、自分が食べることから、自

分で採って来たわらびなどを、自分が食うこと「草つけんまみでぁだ―草つけ馬みたいだ」といっ

ている。［及 146］

くさぱ [kɯ̥̈sapa] 草の葉。［続 100］

【例】 あさまん、やまさ　えたば、くさぱの　つゆで、ぐしょぬれ　なたけ

「朝に、山へ行ったら、草の葉の露で、ぐしょ濡れになったっけ」

くさむすり 草むしり。除草。［及 70］

【例】 はだげさ　くさむすりん　えぐあだ

「畑にくさむしりに行くんです」

くさやら [kɯ̥̈sajara] 草むら。［同］くさぱら。［続 100］

【例】 はだげの　ほどりの　くさやら　かておがねぁんねぁな

「畑のほとりの草むらを、刈っておかないといけないな」

くさらへる [kɯ̥̈saraher̝ɯ̈] ［四他］ 腐らす。［続 100］

【例】 ほんたどさ　おぐど　くさらへるばんだはげぁ　れいぞうこさ　へで　おげ
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くさるほど

「そんな所に置くと、腐らすばかりだから、冷蔵庫に入れておきなさい」

くさるほど [kɯ̥̈sarɯ̈hodo] ぐしょ濡れになるほど。［続 100］

【例】 この　あめんなが　かさも　ささねぁで、くさるほど　ぬっで　きたんねぁがやは

「この雨の中を、傘もささずに、ぐしょ濡れになる程濡れてきてしまったじゃないか」

なお、この語は、この形だけで使われている。

くじょ ［名］ 苦情。［及 146］

【例】 しとがら　くじょ　ゆわれる　よんた　ごどなの　してねぁな

「人から苦情をいわれるようなことなんかしていないよ」

また、この語には、「くじょあたげぁ―苦情が多い」という使い方もある。

くじょ [kɯ̈ⁿdʒo] 苦情。［続 100］

【例】 ステレオ　あんまり　たげぁぐすっど　となりあだりがら　くじょ　ゆわれんぞ

「ステレオを、余り高くすると、隣りあたりから、苦情が出るよ」

ぐしょっと [gɯ̈ʃotto] ［副］ ぐっしょり。［続 100］

【例】 やぶやら　こえだら　あさつゆで、ぐしょっと　ぬっでしまた

「䉤を歩いたら、朝露で、ぐっしょり濡れてしまったよ」

くず [kɯ̈ⁿdzɯ̈] 籤。［続 100］

【例】 さいそうつの　もずば　こどすも　くずで　きめんべや

「採草地の持ち場は、今年もくじで決めようや」

ぐす [gɯ̈sɯ̈] 棟。［及 49］

【例】 ぐす　あげっさげぁ、皆　きいつけろよ

「棟を上げるから皆気をつけろよ」

くずうるせぁ [kɯ̈dzɯ̈ɯ̈rɯ̈sɛ] 口うるさい。［続 100］

【例】 くずうるせぁごどな、ほんげぁ　なんべんも　ゆわねぁたて　すっさげぁ

「口うるさいね、そんなになんべもいわなくもするから」

くずおずる [kɯ̈dzɯ̈odzɯ̈rɯ̈] 白状する。［続 100］

【例】 しょうご　めへらっだ　おんだはげぁ、とうど　くずおずだけど

「証拠を見せられたものだから、とうとう白状したそうだ」

くずおもでぁ [kɯ̈dzɯ̈omodɛ] ［ダナ］ 口重。［続 101］

【例】 〇〇さんだば、くずおもでぁ　ほで、あんまり　しゃべらねぁ　ほだな

「〇〇さんなら、口重の方で、余り喋べらない方だね」

くずきたねぁ [kɯ̈dzɯ̈kït̥anɛ] ［形］ 口汚い。［続 101］

【例】 ほんげぁ　くずきたねぁぐ　あぐでぁ　つがねぁたて　えべや

「そんなに口汚く悪態を吐かなくともいいじゃないか」

くすぐってぁ [kɯ̥̈sɯ̈ŋɯ̈ttɛ] ［形］ くすぐったい。［続 101］
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くずぱす

【例】 あっ、くすぐってぁ　ごど、ほんげ　こちょがすなじゅ

「あっ、くすぐったいこと、そんなにくすぐるなよ」

くずくへ [kɯ̈dzɯ̈kɯ̥̈he]̝ 口癖。［続 101］

【例】 ばさま、はるん　なたら、わらびとりん　えぐて、くずくへのよん　ゆてる

「お婆さんは、春になったら、わらび採りに行くって、口癖のようにいってるよ」

くずこごど [kɯ̈dzɯ̈koŋodo] 口小言。［続 101］

【例】 おれぁえの　ばさまだば、なにあ　きんくわねぁ　おんだが、ずっと　くずこごどだ

「うちのお婆さんは、何が気にくわないものなのか、始終口小言だよ」

くずごでぁ [kɯ̈dzɯ̈ŋodɛ] 口答え。［続 101］

【例】 つかごろ、くずごでぁ　するよん　なたな、はんこうきさ　へぁたあだべが

「近頃、口答えをするようになったね、反抗期に入ったんだろうか」

くずたず [kɯ̈dzɯ̈tadzɯ̈] 幼児が始めてものをいい始めること。［続 101］

【例】 あら、〇〇ちゃん　こんだ　ようやぐ　くずたずよん　なたな

「あら、〇〇ちゃんは、今度漸くものを言い始めるようになったな」

くずたず [kɯ̈dzɯ̈tadzɯ̈] 反抗的な言い方。［同］くずきぐ。［続 101］

【例】 ほんた　くずたずど　はすらさ　すばて　おぐぞ

「そんな言い方をするなら、柱に縛っておくよ」

くずつてぁー [kɯ̈dzɯ̈tsɯ̥̈tɛː] 口伝え。［続 101］

【例】 むがすばなすて、えぐ　くずつてぁで、こごまで　のごして　きた　おんだな

「昔話って、よく口伝えで、ここまで残してきたものだね」

くずっぴぎ [kɯ̈ⁿdzɯ̈ppïgï] くじ引き。［続 102］

【例】 だれがら　うだうが　くずっぴぎで　きめんべや

「誰から唄うか、くじ引きで決めようよ」

くずぬがれ [kɯ̈ⁿdzɯ̈nɯ̈ŋare]̝ くじのがれ。［続 102］

【例】 むがし、おれぁ、くずぬがれで　へぇてぁさ　えがねぁがったあだ

「昔、私は、くじのがれで、兵隊に行かなかったんだよ」

ぐすねる [gɯ̈sɯ̈ner̝ɯ̈] ［四自］ ぐずつく。［続 102］

【例】 ないしたあだべ、この　わらすあ　えがねぁどて　ぐすねる　おんだ

「どうしたんだろう、この子は行かないといって、くずつくものだこと」

くずぱす [kɯ̈dzɯ̈pasɯ̈] 嘴。なお、この語は、鳥の嘴だけでなしに、人の口にも使う。［続 102］

【例 1】けらつずぎて、よっぽど　くずぱすの　かでぁ　とりだ　おんだんだな
「きつつきって、余程くちばしの堅い鳥なものなんだな」

【例 2】くずぱす　とがける
「口をとがらす」
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くずふたぎ

【例 3】くずぱす　なんげぁ
「口先が長い（物を食べている所へ行き合わせること）」

【例 4】くずぱすの　きいろい　かんめぁして
「口先の黄色いくせして」

くずふたぎ [kɯ̈dzɯ̈ɸɯ̥̈taŋï] 口塞ぎ。［続 102］

【例】 ほんとの　くずふたぎで　なんにも　ござへんども　ゆっくり　あがて　えてくだせぁ

「ほんの口塞きで、何もございませんが、ゆっくり召し上がって行って下さい」

くずぶどん [kɯ̈ⁿdzɯ̈bɯ̈doɴ] 藁布団。これは、藁の布団で、稲藁の側葉だけを取り、穂のつい
た茎の部分を除いて、綿の代りに入れたものをいう。この布団は一番下に敷き冬に用いた。［続 102］

くずまがへ [kɯ̈dzɯ̈magahe]̝ 口任せ。［続 102］

【例】 くずまがへん、ほんた　でだらめだ　ごど　ゆたて　だめだべや

「口任せに、そんな出鱈目なことをいったって、駄目じゃないか」

くずまねぁ [kɯ̈dzɯ̈manɛ] 口真似。［続 102］

【例】 ないだて、うるせぁ　ごどな、しとの　くずまねぁなのばり　して

「まぁ、うるさいこと、人の口真似なんかばかりして」

くずめぁー [kɯ̈ⁿdzɯ̈mɛː] 屑米。［続 103］

【例】 くずめぁ　きょうしゅずさんねぁんだす、おわえで　かねぁんねぁべ

「屑米は供出されないんだし、自分の家で食べないといけないだろう」

くずめぁっこ [kɯ̈ⁿdzɯ̈mɛkko] 屑繭。これは、蛹が二匹入った大繭や薄く糸を張ったまゆな
どの、糸を取れない蚕のまゆをいう。これらのまゆは自家用の真綿を取って使った。［続 103］

ぐすもづ [gɯ̈sɯ̈modzɯ̈] 上棟式に使う餅。上棟式で神に供えた餅。この餅は式後、式を行った
屋根から、大根を切ったものや、お菓子等と共に見物人に撒いてやる、この餅を拾って食べると、

病気にならないという。［及 39］

くずや [kɯ̈dzɯ̈ja] 口矢。これは、「や（及位の方言 67P）」ともいい、木製のものと鉄製のものが
あり、いずれも、伐木の際受口に打ち込み、木を思う方向に倒すために使う。［続 103］

くずや [kɯ̈ⁿdzɯ̈ja] 草屋根。これは、かややわらで葺いた屋根をいう。今は見られなくなった。
［同］くずやね。［続 103］

くずやがます [kɯ̈dzɯ̈jagamasɯ̈] ［形］ 口喧しい。［続 103］

【例】 おれぁえの　おやずだば、まず　くずやがます　しとで、うるせぁくれぁだ

「うちの親父なら、まぁ口喧しい人で、うるさいくらいだよ」

ぐずらぐずら [gɯ̈dzɯ̈ragɯ̈dzɯ̈ra] ［副］ ぐずぐず。［同］ぐずらもずら。［続 103］

【例 1】この　にずぐりあ　ぐずらぐずらて　だめだはげぁ、もと　きずぐ　すばれ
「この荷造りは、ぐずぐずでいけないから、もっときつく縛れよ」

【例 2】なに　ぐずらぐずらてんなや、こご　はやぐ　かだずげでしまえ

190



くそべぁ

「なにをぐずぐずしているんだい、ここを早く片付けてしまいなさい」

【例 3】ぐずらぐすら　もんく　ゆてねぁで　はっきり　ゆてみろ
「ぐずぐず文句をいってないで、はっきりいってみろよ」

くすん ［名］ 苦心。［及 146］

【例】 こご　こしぇっずぎあ　いづばん　くすん　したな

「ここを作る時が一番苦心したね」

くせぁ [kɯ̥̈sɛ] 臭い。［及 25］

【例】 この　くせぁな　ないなおんだ

「この臭いのは何なんだい」

くせぁくれぁ [kɯ̥̈sɛkɯ̈rɛ] ［副］ 十分。くさい程。［及 146］

【例】 ほんた　ごどだば、くせぁくれぁ　おべっだ

「そんなことなら、十分知ってるよ」

くせぁつら [kɯ̥̈sɛtsɯ̈ra] ［名］ 渋面。［及 146］

【例】 しごど　たのだば、くせぁつら　すんなだぜぁ

「仕事を賴んだら、渋面をつくるんだよ」

くぞ 葛。まめ科のつる植物。［及 86］

【例】 んまの　おのん　すっさげぁ、くぞ　とて　こえ

「馬の飼糧にするから、くずをとって来てくれ」

くそえず [kɯ̥̈soe̝n dzɯ̈] ［強調］ 意地。意地の強調語。［続 103］

【例】 いずまでも、くそえず　はてねぁで、するごど　したら　えんねぁが

「何時までも、意地を張っていないで、することをしたらいいじゃないか」

くぞす [kɯ̈ⁿdzosɯ̈] ［四他］ 崩す。［続 103］

【例 1】ひじゃ　くぞして、おらぐに　してくだせぁ
「膝を崩して、お楽にして下さい」

【例 2】あの　やま　ぐぞして　どうろ　つぐっど
「あの山を崩して、道路を作るそうだ」

【例 3】この　へんえんさず　くぞしてころ
「この千円札をくずして下さい」

くそたれけっつ [kɯ̥̈sotarek̝et̝tsɯ̈] 中腰。［続 104］

【例】 ほんた　くそたれけっつでぁ　つから　へぁる　おんでねぁんだはげぁ

「そんな中腰では力が入いらないじゃないか」

くそべぁ [kɯ̥̈sobɛ] くろばえ。にくばえなどの大型の黒い蝿。［及 86］

【例】 やだごど　くそべぁ　へぁて　きたじゅ

「いやだね、くそ蝿が入って来たよ」
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ぐぞへぁ

ぐぞへぁ [gɯ̈dzohɛ] その他多勢。三下。［及 5］

【例】 くぞへぁばりで、委員は　こねぁな

「その他多勢ばかりで、委員は来ないな」

くそへび [kɯ̥̈ssoɸeb̝ï] まむし

蝮。［及 86］

【例】 くそへびに　かまっで　しだ　しとあ　いだど

「まむしに噛まれて、死んだ人がいたそうだよ」

くそり ［名］ 薬。［及 146］

【例】 かじぇ　ひだんねぁが、くそり　ので　おげよ

「風邪をひいたんじゃないか、薬を飲んでおけよ」

くぞれる ［動］ 崩れる。［及 146］

【例】 ほんたどさ　あがっど　いすあ　くぞれっさげぁ、あがんな

「そんな所に登ると、石が崩れてくるから、登るな」

くだおの 果物。［及 39］

【例】 なにが　くだおの　くでぁな

「何か果物を食べたいな」

くだげ 砕け米。［同］くだげめぁ。［及 39］

【例】 こどすあ　あんまり　くだげあ　でねぁな

「今年は余り砕け米が出ないね」

くだげとす [kɯ̈ⁿdaget̝osɯ̈] 砕け米をふるう篩。［続 104］

【例】 ほごに　くだげとすあ　あんべ、ほれ　もて　きてくんねぁが

「そこに砕け米をふるうふるいがあるだろう、それを持ってきてくれないか」

くだげもず [kɯ̈ⁿdagem̝odzɯ̈] 砕け餅米で作った餅。［続 104］

【例】 くだげのもずごめあ　あっさげぁ、くだげもず　つぐんべ

「砕け餅米があるから、砕け餅を作ろう」

くだせぁ [kɯ̈ⁿdasɛ] 下さい。［同］けらっしぇ。くでぁ。［及 147］

【例】 おれぁつぁ　これ　くだせぁ

「私にこれを下さい」

ぐたっと [gɯ̈tatto] ［副］ ぐったり。［及 147］

【例】 くたびっで　ぐたっと　しったけは

「くたびれて、ぐったりしてしまっていたつけ」

くたばりぞごねぁー [kɯ̈tabarïⁿdzogonɛː] くたばり損ない。［続 104］

【例】 としょて、くたばりぞごねぁなて、ゆわれるよん　なっだぐねぁ　おんだな

「年とって、くたばり損ないなんて、いわれるようになりたくないものだね」

くだはる [kɯ̈ⁿdaharɯ̈] ［四他］ 下さる。この語は、古い言葉で、極一部の人が、昔話を語る
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くづおがず

なかで使っているくらいのものである。［続 104］

なお、この語の反対の言葉に「くでぁ。くっでころ＝下さい」がある。

くたらくたら ［形］ くたくた。疲れたさま。［及 147］

【例】 くたびっで、くたらくたらだ

「疲れて、くたくただよ」

ぐだらぐだら ぐたぐた。のろのろ。疲れがくたくたよりひどいこと。仕事をいやいや、のろの

ろやること。［及 147］

【例 1】ぐだらぐだらて　いうくれぁ　くたびっだながは
「ぐたぐた、というぐらい疲れてしまったのかい」

【例 2】仕事ずあ　ぐだらぐだらていねぁで　さっさど　する　おんだ
「仕事というものは、のろのろやってないで、さっさとやるもんだよ」

くだらねぁ [kɯ̈ⁿdaranɛ] ［連語］ くだらない。［続 104］

【例】 ほんた　くだらねぁ　ごど　してねぁで　ちゃっちゃど　こっちゃ　こえ

「そんなくだらないことをしていないで、さっさとこっちへ来なさい」

くちゃくちゃ [kɯ̥̈tʃakɯ̥̈tʃa] ［ノダナ］ くしゃくしゃ。［続 104］

【例】 あだらす　かみ　ほんげぁ　くちゃくちゃ　したて　だめだべな

「新しい紙をそんなにくしゃくしゃにしたって駄目じゃないか」

ぐちゃぐちゃ [gɯ̈tʃagɯ̈tʃa] ［副／ノダナ］ ぐしゃぐしゃ。［続 104］

【例】 あめなのばり　ふる　おんだはげぁ、みずあ　ぐちゃぐちゃだ

「雨なんかばかり降るものだから、道がぐしゃぐしゃだよ」

くづあかでぁ [kɯ̈dzɯ̈a kadɛ] ［形］ 口堅い。口の堅いこと。［及 147］

【例】 あの　しとだば　くづあかでぁ　しとだ

「あの人なら口堅い人だよ」

くづあんべぁ [kɯ̈dzɯ̈aɴbɛ] ［名］ 口先。［及 147］

【例】 あれだば　くづあんべぁばり　えくて

「あいつなら、口先ばかりよくて」

くづあんべぁ ［名］ 口当たり。口の味わい。口先。［及 25］

【例 1】くづあんべぁ　わりくて、さっぱり　味あ　しねぁ
「口の味わいが悪くて、さっぱり味がしないよ」

【例 2】くづあんべぁばり　ええ　しとだ
「口先ばかりいい人だ」

くづおがず [kɯ̈dzɯ̈ogaⁿdzɯ̈] ［名］ 続けざま。休みなく。［及 147］

【例】 えぐ　くづおがず　しゃべる　おなごだ

「よく続けざまにしゃべる女だ」
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くっかげる

くっかげる [kɯ̥̈kkager̝ɯ̈] 食いかける。［続 104］

【例】 ないだ　ほんた　くっかげでがら　くえるかんじょが

「なんだ、そんな食いかけてから　くれるつもりかい」

くづかげる [kɯ̈dzɯ̈kager̝ɯ̈] ［動］ 賴む。予約する。予め話を通しておく。［及 147］

【例】 〇〇の娘　ころて　くづかげっだ

「〇〇さんの娘さんをくれと賴んでおいたよ」

くっく [kɯ̈kkɯ̈] ［幼児語］ 靴。［続 105］

【例】 〇〇ちゃん　くっく　はげよ

「〇〇ちゃん、靴を履きなさいよ」

くつぐ [kɯ̥̈tsɯ̈gɯ̈] ［四自］ くっつく。［続 105］

【例】 ほの　せっちゃぐぜぁ　ゆびなのさ　くつぐど　とんねぁぐなんぞ

「その接着剤は、指なんかにくっつくと、取れなくなるよ」

くつぐ [kɯ̈tsɯ̈gɯ̈] ［動］ 食いつく。付く。着く。野合する。［同］ひっぐ。ひっつぐ。［及 147］

【例 1】ほの　犬あ　くつぐ　犬だぞ
「その犬は、食いつく犬だよ」

【例 2】この　糊の　ほあ　えぐ　くつぐ
「この糊の方がよく付くよ」

【例 3】あそごの　娘あ　おどごど　くっだど
「あそこの娘は、男と野合したそうだ」

くつげる [kɯ̥̈tsɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ くっつける。［続 105］

【例】 わらしたずあ、ストーブさ　てなの　くつげねぁよん、きいつけろよ

「子供らが、ストーブに手なんかくっつけないように、気を付けろよ」

くつこ くず粉。麦粉。昔はくずの根から採ったが、今はくずからは採らず、麦粉をいっている。［及

40］

くっころす [kɯ̥̈kkorosɯ̈] ［四他］ 食い殺す。噛み殺す。［同］くっけぁす。［続 105］

【例】 ほっかいどうの　ひぐまずあ、しとんどごも　くっころすつけな

「北海道の羆というのは、人をも食い殺すそうだな」

くっされ [kɯ̥̈ssare]̝ ［接頭辞］ 腐れ。［続 105］

【例】 この　くっされやろ　ろぐでもねぁ　ごどばり　して

「この腐れ野郎が、ろくでもないことばかりして」

くっされ [kɯ̥̈ssare]̝ ［名］ 腐れ。［続 105］

【例】 この　かぼちゃ　くっされ　はすめだな

「この南瓜は腐れ始めたな」

くっされえん [kɯ̥̈ssaree̝ɴ̝] 腐れ縁。［続 105］
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くっつ

【例】 えぁずどあ、むがすからの　くっされえんで、まだ　はなれらんねぁでいる

「あいつとは、昔からの腐れ縁で、まだ離れられないでいるよ」

くっされとどこ 病蚕。病気にかかり、腐れたようになった蚕。［及 70］

【例】 雨ばり　降る　おんだはげぁ　くっされとどこあ　出はて　きたじゅ

「雨ばかり降っているものだから、腐れた蚕が出て来たんだよ」

くづした [kɯ̈dzɯ̈sït̥a] 靴下。［及 56］

【例】 この　くづした、ちっちぇくて　はがんねぁは

「この靴下は、小さくて、もう履けないよ」

くづすぎ [kɯ̈dzɯ̈sɯ̈ŋï] ［名］ 口過ぎ。身過ぎ。世過ぎ。暮らしを立てること。［及 147］

【例】 くづすぎの　すごど　さがさねぁんねぁな

「暮らしを立てて行く仕事をさがさないといけないな」

くったらす ［動］ ［強調］ たらす。たらすの強調語。［及 148］

【例】 なんだ　はな　くったらして

「なんだ、鼻汁をたらして」

ぐっちゃ [gɯ̈ttʃa] ぬかるみ。水たまり。［及 102］

【例】 よごれっさげぁ　ぐっちゃさ　へぁんなよ

「汚れるから、ぬかるみに入るんじゃないよ」

くっちゃぼる [kɯ̥̈ttʃaᵐborɯ̈] ［動］ かじり散らす。完全に食べないで、あちこちかじり散ら

すこと。［及 40］

【例】 くっちゃぼらねぁで、きれん　け

「かじり散らさないで、きれいに食べなさい」

くっちゃぼる [kɯ̥̈ttʃaborɯ̈] 食い散らす。［続 105］

【例】 くっちゃぼて、ほごらあだりさ　つらがしたて　だめだぞ

「食い散らして、そこらあたりに散らかしたって駄目だよ」

ぐっちゃり [gɯ̈ttʃarï] ［副］ ぐっしょり。［同］ぐっちょり。［続 105］

【例】 こんもり　もて　えがねぁなさ　あめん　ふらっで　ぐっちゃり　ぬっだは

「傘を持って行かないのに、雨に降られて、ぐっしょり濡れてしまったよ」

くっつ [kɯ̥̈ttsɯ̈] ［形］ くちい。きつい。［続 105］

【例 1】あんまり　くたば　はら　くっつ
「余り食べたら腹がくちい」

【例 2】この　ズボン　くっつくて　はがんねぁ
「このズボンはきつくてはかれないよ」

なお、この語は、「仕事がきつい」とか、「きつい顔つき」などのような表現には使わない語である。

くっつ [kɯ̈ttsɯ̈] きつい。窮屈なこと。満腹なこと。［及 25］
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くっつぎる

【例 1】この　くづあ　すこす　くっつな
「この靴は少しきついな」

【例 2】腹　くっつくて　あど　かんねぁは
「満腹で、あとはもう食べられないよ」

くっつぎる [kɯ̥̈ttsɯ̈ŋïrɯ̈] 食い千切る。［続 106］

【例】 この　にぐあ　しねぁくて　くっつぎらんねぁ、これぁ　としょり　べごだな

「この肉は強靱で食い千切られないよ、これは年寄り牛だな」

くっつぶす [kɯ̥̈ttsɯ̈bɯ̈sɯ̈] ［四他］ 食い潰す。［続 106］

【例】 〇〇あ　あれだげの　ぜぁさん　くっつぶしてしまたどは

「〇〇は、あれだけの財産を、もう食い潰してしまったそうだ」

くっつぶる [kɯ̥̈ttsɯ̈bɯ̈rɯ̈] ［四他］ ［強調］ 瞑る。瞑るの強調語。［続 106］

【例】 ほら、まなぐ　くっつぶてろよ、ごみあ　へぁっさげぁな

「ほら、目を瞑っておれよ、ごみが入るからな」

くっつらがす [kɯ̥̈ttsɯ̈ragasɯ̈] ［四他］ 食い散らす。［続 106］

【例】 ほの　くいざんま　ないだおんだ　みな　くっつらがして

「その食いざまはなんだい、みな食い散らして」

ぐって [gɯ̈tte]̝ ［副］ ぐうと。［及 148］

【例】 えぐねぁ　やろだ　ぐって　いうくれぁ　たでぁでやれ

「よくない野郎だ、ぐうというくらいたたいてやれ」

くづとがける [kɯ̈dzɯ̈togaker̝ɯ̈] ［連語］ 不平をいう。口をとがらす。［同］くづとがらへ

る。くづとげる。［及 148］

【例】 ほんげぁ　くづとがける　おんでねぁ

「そんなに口を尖らすもんじゃないよ」

くづぴた [kɯ̈dzɯ̈pït̥a] 唇。［同］くづぴら。くづびら。くづぺら。くづべら。［及 10］

【例】 まだ　くづぴた　とがらへる

「また、唇をとがらせる（不平をいう）」

くづよへ [kɯ̈dzɯ̈joçe]̝ ［名］ 口寄せ。神おろし。［及 148］

【例】 あんまり　ゆめみあ　えぐねぁはげぁ　くづよへ　して　もらうべ

「あまり夢見が悪いから、口寄せをしてもらおう」

ぐでぐで [gɯ̈deg̝ɯ̈de]̝ ぐでんぐでん。［続 106］

【例】 こんげぁ　ぐでぐで　よっぱらたおの、えさ　つで　えた　ほあ　えなは

「こんなにぐでんぐでんに醉っ払ったもの、もう家へ連れて行った方がいいな」

くど 炭がまの煙出し。煙出し。［及 71］

【例】 くどずあ　おっきくても、ちっちぇくても　だめだ　おんだ
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くぴたま

「炭がまの煙出というものは、大きくても、小さくても駄目なものだよ」

くどえ [kɯ̈ⁿdoe]̝ ［形］ くどい。［及 148］

【例】 ほんげぁ　くどえ　ごど　ゆわねぁたて　わがる

「そんなにくどいことをいわなくとも分るよ」

くどぐ [kɯ̈ⁿdogɯ̈] ［動］ 口説く。愚痴をいう。［及 148］

【例】 おめぁも　ぜぇぶん　くどぐちゃな

「お前も隨分愚痴をいうね」

ぐなぐな [gɯ̈nagɯ̈na] ［副］ ぐにゃぐにゃ。［及 148］

【例】 針金　ぐなぐな　曲げてしたな　誰だ

「針金をぐにゃぐにゃ曲げてしまったのは、誰だ」

この語には、「ぐなっと―ぐにゃっと」などの使い方もある。

ぐなぐな [gɯ̈nagɯ̈na] ［副／ノダナ］ ぐにゃぐにゃ。これは、針金のような柔軟なものが、ぐ

にゃぐにゃに曲るさまをいう。［続 106］

【例】 この　はりがねあ　ぐなぐな　まがてだ

「この針金はぐにゃぐにゃ曲っているよ」

ぐなっと [gɯ̈natto] ［トス自］ げんなり。［続 106］

【例】 はらやみして　ままも　かねぁ　おんだはげぁ、ぐなっと　なてだでぁは

「腹病みをして、ご飯も食べないものだから、もうげんなりなってしまってるよ」

ぐなっと [gɯ̈natto] ［副］ ぐんにゃり。ぐにゃっと。この語は、針金などが「ぐんにゃり」曲

るさまをいい、軟らかいものの潰れるさまには使わない語である。［続 106］

【例】 はりがねあ　ぐなっと　まがた

「針金がぐんにゃり曲った」

くぴかがり [kɯ̃̈pïk̥agarï] ［名］ 首っり。首くくり。［及 148］

【例】 〇〇あ　くぴかがりして　しだどは

「〇〇は、首っりして死んでしまったそうだ」

くぴかざり [kɯ̃̈pïk̥aⁿdzarï] 首飾り。ネックレス。［続 106］

【例】 まず　えぇ　くぴかざり　かて　きたごど、どれ　えぐ　めへろや

「まぁ、いい首飾りを買ってきたわね、どれ、よく見せなさいよ」

くぴこ [kɯ̃̈pïk̥o] 肩車。［同］かだくび。［続 107］

【例】 つぁつぁ　くぴこしてころじゅ、えがべや

「お父さん、肩車をして下さいよ、いいでしょう」

くぴたま [kɯ̃̈pït̥ama] 首。［同］くぴと。くぴとこ。［及 10］

【例】 ほんげぁ　くぴたまさ　たぐづぐなや

「そんなに、首にすがりつくなよ」
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ぐぴっと

ぐぴっと [gɯ̈pïtto] ［副］ ぐっぴり。［及 148］

【例】 あめずあ　ぐぴっと　のむおんでねぁぞ

「飴は、ぐっぴり飲むんじゃないよ」

ぐぴっと [gɯ̈pïtto] ［副］ ごくりと。物を飲み込むさま。［同］ごぴっと。［続 107］

【例】 くそり　にげぁごったら、えっぺんに　ぐぴっと　のでしまえ

「薬が苦いなら、一遍にごくりと飲んでしまいなさい」

くへ [kɯ̥̈he]̝ くせ。癖。［続 107］

【例】 しとにあ　さまざまの　くへあ　ある　おんだ、なくてななくへていうはげぁな

「人にはさまざまの癖があるものだね、なくて七癖というからな」

くへべご [kɯ̥̈heb̝eg̝o] 癖牛。険悪な癖を持つ牛。［続 107］

【例】 この　べごあ　くへべごだはげぁ、うっかり　そばさ　よんなよ

「この牛は癖牛だから、うっかり傍へ寄るなよ」

くぼたみ [kɯ̈botamï] 凹地。［続 107］

【例】 ほら、こごの　くぼたみさ　みずあ　たまったばげぁ　きぃつけで　ありげよ

「ほら、ここの凹地に水が溜っているから、気を付けて歩けよ」

なお、この語は、「くぼたび」、小さい凹地を「くぼたみこ」といっている。

くまのしし 熊。［及 86］

【例】 〇〇あ　くまのしし　とて　きたけ

「〇〇が、熊を捕って来たつけ」

くまばず [kɯ̈mabadzɯ̈] 花蜂の類の総称。これは、膜翅目の、まるはなばち科の蜂を総称した
名称である。［続 107］

くみあへ [kɯ̈mïahe]̝ 組み合わせ。［続 107］

【例】 やきゅうの　しあいの　くみあへあ　ちゅうせんで　きまんなだど

「野球の試合の組み合わせは、抽選で決まるんだそうだ」

くみあへる [kɯ̈mïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 組み合わせる。［続 107］

【例 1】いなさぐど　やさいつぐり　くみあへるごどん　すんべ
「稲作と野菜作りを組み合わせることにしよう」

【例 2】こんどの　しあいあ　〇〇ど　くみあへらっだど
「今度の試合は、〇〇と組み合わせられたそうだ」

くみえぁー [kɯ̈mïɛː] 組合。これは、いろいろの組合の組織をいう。［続 107］

くみげぁる [kɯ̈mïgɛrɯ̈] ［下一他］ 組み替える。［続 108］

【例】 ぶらぐの　よさん　じぎょうひ　しゅんして　くみげぁだら　えんねぁべが

「部落の予算を、事業費を主にして組み替えたらいいじゃないだろうか」

ぐみこ ［名］ 三つ編み。紐や髪などの三つ編をいう。［及 148］
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くらすま

【例】 けぇどで　ぐみこ　くでだ

「毛糸で、三つ編みを編んでます」

くものゆえ [kɯ̈monojɯ̈e]̝ ［連語］ 雲の上。［続 108］

【例】 ほうゆう、こうきゅうな　え　たでるなて、くものゆえの　はなすだな

「そういう、高級な家を建てるなんて、雲の上の話だな」

ぐやぐや [gɯ̈jagɯ̈ja] ［副］ うようよ。［同］ぐよぐよ。［続 108］

【例】 あそごの　みずたまりんどさ、ぎゃらくとあ　ぐやぐや　いだけ

「あそこの水溜りの所に、おたまじゃくしが、うようよいたっけ」

くやす 口惜しい。［及 25］

【例】 もうすこすで　いっと　なりかねぁで　くやす　こど

「もう少しで、一等になりかねて、口惜しいこと」

くら [kɯ̈ra] 崖。［同］がんくら。がんけづ。［続 108］

【例】 あそごの　くらだば　まっすぐ　きりたて　みごどだ　おんだ

「あそこの崖なら、真っ直ぐに切り立って、美事なもんだな」

くらおず [kɯ̈raodzɯ̈] 崖から落ちることをいう。［続 108］

【例】 〇〇さん　きんな　じぇんめぁ　とりん　えて　くらおずして　おおけがしたど

「〇〇さんが、昨日ぜんまい採りに行って、崖から落ちて大怪我をしたそうだ」

くらぐら [kɯ̈raŋɯ̈ra] 夕方の暗くなり始めの頃をいう。［続 108］

【例】 ほんげぁ　くらぐらまで　おもでで　あすでねぁで　はやぐ　けぁる　おんだ

「そんなにうす暗くなるまで、外で遊んでいないで、早く帰るものだよ」

くらげぁー [kɯ̈raŋɛː] 鞍替え。［続 108］

【例】 〇〇さんわ、こんだ　〇〇がえしゃさ　くらげぁ　すんなだど

「〇〇さんは、今度〇〇会社に鞍替えをするんだそうだ」

くらすあんべぁ [kɯ̈rasɯ̈aɴbɛ] 暮し具合。［続 108］

【例 1】あそごの　えあ　くらすあんべぁの　えぇ　えだな
「あそこの家は、生活状態のいい家だね」

【例 2】この　むらだば　くらすあんべぁの　えぇ　どごだ
「この村は、住み心地のいい所だね」

くらすける ［動］ なぐる。たたく。［同］くらつける。くらわへる。くれぁつける。［及 148］

【例】 あんまり　きがねぁど　くらすけんぞ

「あまりきかないと、なぐるよ」

くらすま ［名］ 暗隅。暗闇。［同］くらすまこ。［及 148］

【例】 くらすまん　いねぁで　あがし　つけろ

「暗隅にいないで、灯りをつけなさい」
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くらばれぁ

くらばれぁ [kɯ̈rabarɛ] 蔵払い。［続 108］

【例】 〇〇でぁ　くらばれぁして　おおやすうりすっどごだど

「〇〇店では、蔵払いして、大安売りするところだそうだ」

くらべおの [kɯ̈rabeo̝no] 比べ物。［続 109］

【例】 この　りんごあ、おっきし　あめぁし、ほっつんなどあ　くらべおのん　ならねぁ

「この林檎は、大きいし甘いし、そっちのとは比べ物にならないね」

くりあへる [kɯ̈rïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 繰り合わせる。［続 109］

【例】 すこす　ざいりょう　たんねぁども　なんとが　くりあへで　つぐんべ

「少し材料が足りないが、なんとか繰り合わせて作ろう」

くりくり [kɯ̈rïkɯ̈rï] ［副］ くるくる。［続 109］

【例 1】かざぐるま　くりくり　まわるな
「風車がくるくる回るね」

【例 2】えそがすくて　くりくりめぁだ
「忙しくて、くるくる舞いだ」

ぐりぐり [gɯ̈rïgɯ̈rï] ［副］ ぐるぐる。廻ること。［同］ぐりっと。［及 149］

【例】 迷て、山　ぐりぐり　まわて　ありた

「迷って、山をぐるぐる廻って歩いた」

ぐりぐりめぁ [gɯ̈rïgɯ̈rïmɛ] ［名］ 天手古舞。［同］ぐるぐるめぁ。［及 149］

【例】 えそがしくて、ぐりぐりめぁだ

「忙しくて、てんてこ舞だよ」

くりげぁす [kɯ̈rïgɛsɯ̈] ［四他自］ 繰り返す。［続 109］

【例】 がっこで　きできた　ごど　くりげぁして　べんきょうしてみろ

「学校で聞いてきたことを、繰り返して勉強してみなさい」

ぐりっと [gɯ̈rïtto] ［副］ ぐるりと。［続 109］

【例】 きょうあ　わらびあ　ででねぁくて　あの　やま　ぐりっと　まわて　きた

「今日は、わらびが出ていなくて、あの山をぐるりと回ってきたよ」

くります ［動］ きりまわす。くりまわす。家計をやりくりする。［及 149］

【例】 えの　くりますも　らぐんねぁ　おんだぜぁ

「一家のくりまわしも、楽じゃないもんだよ」

ぐるぐるめぁ [gɯ̈rɯ̈gɯ̈rɯ̈mɛ] 天手古舞。［続 109］

【例】 はるん　なたら、あっも　しねぁんねぁ　こっつも　しねぁんねぁで　ぐるぐるめぁだ

「春になったら、あっちもしないといけない、こっちもしないといけないで天手古舞だよ」

くるす [kɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 苦しい。［続 109］

【例】 この　わらすの　がくせぃずでぁ　けぃざいてぎに　いずばん　くるすがった
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～くれぁご

「この子の学生時代が、経済的に一番苦しかったよ」

ぐるっと [gɯ̈rɯ̈tto] ［名］ ぐるり。周囲。［同］ぐりっと。ぐりり。［及 149］

【例】 えの　ぐるっとさ　そがぎ　すろは

「家のぐるりに雪囲をしてしまいなさい」

くるまあげ [kɯ̈rɯ̈maage]̝ 翅に黒い班点のあるとんぼ。これは、のしめとんぼ、このしめとん
ぼ、みやまあかね等のとんぼで、翅に黒い班点のあるとんぼの総称である。［続 109］

くるまえど [kɯ̈rɯ̈mae̝n do] 車井戸。［続 109］

【例】 むがすあ、くるまえどどが、つるべえどなて　あってぁったな

「昔は、車井戸とか、つるべ井戸なんてあったものだったな」

くるまでぁ [kɯ̈rɯ̈maⁿdɛ] 車代。［続 110］

【例】 タクシーさ　のっど、くるまでぁ　とらえっさげぁ　ありて　えぐべは

「タクシーに乗ると、車代を取られるから、歩いて行ってしまおうよ」

くれ [kɯ̈re]̝ ［形］ 黒い。［同］くろえ。［続 110］

【例】 かいすいよぐさ　えて　きたば　おめぁも　でぁぶ　くれぐ　なたな

「海水浴に行って来たら、お前も大分黒くなったな」

くれ ［名］ 桶板。桶にする細長い板。［及 149］

【例】 ほの　くれあ　こっつんなさ　使うあだ

「その桶板は、こっちのに使うんだよ」

くれぁ [kɯ̥̈rɛ̥] ［名］ 位。［及 149］

【例 1】材料あ　ほのくれぁで　たくさだ
「材料は、それ位で沢山だ」

【例 2】〇〇あ　へぇてぁさ　えて　くん〇等の　くれぁ　もらてぁったど
「〇〇さんは、兵隊に行って、勲〇等の位を貰ってあったそうだ」

また、それくらいという語は、「ほれぐれぁ」といっている。

くれぁ [kɯ̥̈rɛ̥] 暗い。［及 25］

【例 1】くれぁごど、もと　あがりぐ　すろや
「暗いこと、もっと明るくしてくれよ」

【例 2】くれぁから　くれぁまで　えぐ　はだらぐ　おんだ
「夜明け（まえ？）から、暗くなるまで、よく働くものだ」

～くれぁご [~kɯ̈rɛŋo] くら。競爭。比べ。［続 110］

【例 1】はすりくれぁご
「走りくら」

【例 2】かだりくれぁご
「語り比べ」
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くれぁづぐ

【例 3】くいくれぁご
「食べ競爭」

【例 4】しょいくれぁご
「背負いくら」

くれぁづぐ [kɯ̈rɛdzɯ̈gɯ̈] ［動］ 食らいつく。［及 149］

【例】 ほえどみでぁん　くれぁづぐ　おんでねぁ

「乞食みたいに食らいつくものじゃないよ」

くれぁどり [kɯ̈rɛⁿdorï] 位取り。［続 110］

【例】 なんた　けぃさんだて、くれぁどり　まずがうど　だめだぞ

「どんな計算だって、位取りを間違うといけないよ」

くろえ 黒い。［及 25］

【例】 つらさ　なにが　くろえ　おのあ　つっだぞ

「顔に何か黒いものがついてるよ」

くろごぶし くるぶし。［及 10］

【例】 くろごぶし　ぶつけで　いでぁくて

「くるぶしをぶつつけて、痛たくて」

くろざど [kɯ̈roⁿdzado] 黒砂糖。［続 110］

【例】 えまだば、すろざどどが　ざらめなの　あんども、くろざどあ　みらんねぁな

「今なら、白砂糖とかざらめなんかはあるが、黒砂糖は見られないな」

くろぽえ [kɯ̈ropoe]̝ ［形］ 黒っぽい。［同］くろっぽす。［続 110］

【例】 この　くろぽえなより、ほっつの　あがり　がらの　ほあ　にやうな

「この黒っぽいのより、そっちの明るい柄の方が似合うね」

くろぼぐ [kɯ̈robogɯ̈] 黒土。［続 110］

【例】 この　はだげあ、ねんどの　へぁた　あがつずだはげぁ、くろぼく　まじぇねぁんねぁな

「この畑は、粘土の入った赤土だから、黒土を混じえないといけないな」

くわぐ [kɯ̈wagɯ̈] ［動］ くわえる。口にくわえること。［及 149］

【例】 はっから、煙草なの　くわぐ　おんでねぁ

「年端も行かないくせに、煙草なんかくわえるもんじゃないよ」

この語には、「くわがえる―くわえられる」、「くわぇだば―くわえたら」などの使い方がある。

くわす [kɯ̈wasɯ̈] ［形］ 詳しい。［続 110］

【例】 ほういう　ごどだば、おれより　〇〇さんの　ほあ　くわすぐ　おべでる

「そういうことなら、俺より〇〇さんの方が、詳しく知ってるよ」

くわずぎれぁ [kɯ̈waⁿdzɯ̈ŋïrɛ] 食わず嫌い。［続 110］

【例】 くわずぎれてな、くてみねぁで　きれぁだていう　ごどだぜぁ
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くんぬぎ

「食わず嫌いってな、食べてみないで、嫌いだということだよ」

くわる [kɯ̈warɯ̈] ［四自］ 塞がる。この語は、穴などが塞がることに使い、「胸が塞がる」とか

「手が塞がる」といった意味では使わない語である。［続 111］

【例 1】えんとずあくわた
「煙突が塞がった」

【例 2】すいもんが　ごみで　くわる
「水門が、ごみで塞がる」

くんする ［動］ 苦にする。［及 149］

【例】 ほんた　ごど　くんする　おのあ　ねぁべな

「そんなことを苦にする者はないじゃないか」

くんぬぎ [kɯ̈ɴnɯ̈gï] 栗の木。［及 87］

【例】 くんぬぎあ　くさらねぁはげぁ　どでぁに　えど

「栗の木は腐らないから、土台にいいそうだ」

なお、木を「ぬぎ」といい、「くりぬぎ―栗の木」、「くるみぬぎ―くるみの木」、「さぐらぬぎ―さく

らの木」、「とづぬぎ―栃の木」、「ほんぬぎ―朴の木」などと使っている。
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けぁ

　

—け—

けぁ [kɛ] ［名］ 効。［及 150］

【例】 あづがた　けぁ　あたな

「看病した効があったな」

けぁ [kɛ] かゆい。［及 25］

【例】 へなが　けぁ　はげぁ　けぁでころ

「背中が痒いから、かいてくれ」

げぁ [gɛ] ［副］ あんまり。法外。［及 150］

【例 1】みな　もて　えぐなて　ほれだば　げぁだべぜぁ
「みな持っていくなんて、それではあんまりだろうよ」

【例 2】ほげぁた　たげぁ　値段だば　げぁだべや
「そんな高い値段なら、法外だろうや」

げぁ [gɛ] ［名］ 害。［及 150］

【例】 野菜さ　虫のげぁ　ではずめだな

「野菜に虫の害が出始じめたな」

けぁー [kɛː] 貝。［同］けぁっこ。［続 111］

【例】 この　けぁー　ないていうなだべ、おら　みだごどのねぁ　けぁーだな

「この貝はなんというんだろう、私は見たことのない貝だな」

けぁー [kɛː] 回。［続 111］

【例 1】あずばりの　けぁー　かさねる
「集りの回を重ねる」

【例 2】いっけぁー
「一回」

【例 3】にけぁー
「二回」

また、「一回」、「二回」は、「しとげぁり＝一回」、「したげぁり＝二回」ともいう。

けぁーうだ [kɛːɯ̈da] 替え唄。［続 111］

【例】 〇〇さんは　けぁーうだ　つぐりの　めぃずんで、おもへ　うだ　つぐる　しとだ

「〇〇さんは、替え唄作りの名人で、面白い唄を作る人だよ」
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けぁーす

けぁーおの [kɛːono] 買い物。［同］かいおの。［続 111］

【例】 ばんげの　おがずの　けぁーおの　えて　くっさげぁな

「今晩のおかずの買い物に行ってくるからね」

～けぁーき [~kɛːkï] 回忌。［続 111］

【例 1】いっけぁき
「一回忌」

【例 2】にけぁき
「二回忌」

【例 3】さんけぁき
「三回忌」

【例 4】すつけぁき
「七回忌」

けぁーぎ [kɛːŋï] 替え着。［続 111］

【例】 りょこうさ　えぐなだば、はだぎなの　けぁーぎ　もて　えげよ

「旅行に行くのなら、肌着なんかの替え着を持って行きなさいよ」

けぁーぐい [kɛːŋɯ̈ï] 買い食い。［続 112］

【例】 わらしたずあ、けぁーぐい　すぎで、まえにず　じぇね　じぇねて　へびんなだ

「子供らは、買い食いが好きで、毎日銭銭ってせびるんだ」

けぁーげぁーす [kɛːŋɛːsɯ̈] ［形］ 甲斐甲斐しい。［続 112］

【例】 〇〇の　むすめぁ　あの　とすで、えぐ　けぁーげぁーすぐ　はだらぐ　おんだ

「〇〇の娘は、あの年で、よく甲斐甲斐しく働くものだよ」

げぁあさめる [gɛa|samer̝ɯ̈] ［動］ 興醒める。興が醒めること。［及 150］

【例】 宴会で　けんかだば　げぁあさめるな

「宴会でけんかなら興醒めるね」

けぁーす [kɛːsɯ̈] ［四他］ 孵す。［続 112］

【例】 にわどりさ　たまご　だがへっだば、さんば　けぁーしたけ

「鷄に卵を抱かせておったら、三羽孵したっけ」

けぁーす [kɛːsɯ̈] ［四他］ 帰す。返す。［続 112］

【例 1】しと　けぁーす
「人を帰す」

【例 2】しゃきん　けぁーす
「借金を返す」

【例 3】うら　けぁーす
「裏を返す」

【例 4】なぐり　げぁーす
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けぁーぞえ

「なぐり返す」

【例 5】おんなす　ごど　くりげぁーす
「同じことを繰り返す」

けぁーぞえ [kɛːⁿdzoe]̝ 介添え。［続 112］

【例】 おれぁえの　びょうにんで　にゅういしったなさ、けぁーぞえ　おすなだど

「うちの病人で入院しているのに、介添えが欲しいんだそうだ」

けぁーつ [kɛːtsɯ̈] 替え地。［続 112］

【例】 やすぎあ　どうろん　なたはげぁ、ほれ　かわり　けぁつ　よごすど

「屋敷が道路になったから、その代りに替え地をよこすそうだ」

けぁーて [kɛːte]̝ 買い手。［続 112］

【例】 じぇんめぁは　けぁーて　よげだはげぁ、えぇ　しゅうにゅうん　なるな

「ぜんまいは、買い手が多いから、いい收入になるね」

けぁーぬす [kɛːnɯ̈sɯ̈] 飼い主。［続 112］

【例】 ないだて、つかごろあ　けぁーぬすの　いねぁ　ねごあ　ふえで　こまた　おんだ

「まぁ、近頃は飼い主のいない猫が増えて、困ったもんだよ」

けぁーばすら [kɛːbasɯ̈ra] 貝柱。［続 112］

【例】 こごらで、ほっきて　ゆてんな、ほっきげぁーの　けぁーばすらの　ごどだど

「この辺で、北寄といっているのは、北寄貝の貝柱だそうだよ」

げぁーぶん [gɛːbɯ̈ɴ] 外聞。［続 112］

【例】 ほんた　げぁーぶんの　わり　ごど　ゆわねぁんだや、しとぎぎ　わり

「そんな外聞の悪いことをいうんじゃないよ、人聞きが悪いよ」

けぁーみょー [kɛːmjoː] 戒名。［続 113］

【例】 けぁーめょーも、それぞれ　それらすぐ　つける　おんだな

「戒名も、それぞれそれらしく付けるものだね」

けぁーり [kɛːrï] 帰り。［続 113］

【例】 えぐ　きたごどなおす、けぁーりん　おれぁ　えさも　よて　えてくでぁ

「よく来ましたわね、帰りにうちにも寄っていって下さい」

けぁーりがげ [kɛːrïŋage]̝ 帰りがけ。［同］けぁーりしめぁ。［続 113］

【例】 きょうあ　けぁーりがげん　〇〇さも　よて　くっさげぁ、おそぐなんぞ

「今日は、帰りがけに、〇〇にも寄って来るから、遲くなるよ」

けぁーりくるま [kɛːrïkɯ̈rɯ̈ma] 帰り車。［続 113］

【例】 おめぁも　けぁーんなだべ、この　くるま　けぁーりくるまだはげぁ　のて　えご

「君も帰るんだろう、この車は帰り車だから、乗って行こうよ」

けぁーりじだぐ [kɛːrïⁿdzïdagɯ̈] 帰り仕度。［続 113］
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けぁす

【例】 ないだ、けぁーりじだぐがは、まだ　すこす　はえぁ　んねぁがや

「なんだ、帰り仕度かい、まだ、少し早いじゃないの」

けぁーりみず [kɛːrïmïdzɯ̈] 帰り道。［続 113］

【例】 けぁーりみずあ　すこす　とうまりだども、〇〇さも　よてみんべ

「帰り道は、少し遠回りだが、〇〇にも寄ってみようや」

けぁーる [kɛːrɯ̈] ［四自］ 帰る。［続 113］

【例】 もう　けぁーるて、まだ　すこす　はえぁんねぁがや、もう　えっぺぁ　のめちゃ

「もう帰るって、まだ少し早いじゃないか、もう一杯飲めよ」

けぁーろ [kɛːro] 懐炉。［続 113］

【例】 おらみでぁだ　としょりあ、けぁーろでも　たががねぁど　さみくて　こまる

「私のような年寄りは、懐炉でも持たないと寒くて困るよ」

けぁーわぇぁー [kɛːwɛː] 界隈。［続 113］

【例】 この　けぁーわぇぁーであ　よめん　なるよだ　むすめあ　いねぁくて　こまるな

「この界隈では、嫁になるような娘がいなくて、困るね」

けぁおぎ [kɛogï] ［名］ 買いおき。ストック。［及 150］

【例】 ほんた　おの　えまから　けぁおぎすっごどあ　ねぁ

「そんな物を今から買い置きすることはないよ」

けぁぐすり [kɛŋɯ̈sɯ̈rï] ［名］ 買い薬。売薬。［及 150］

【例】 医者　いねぁはげぁ　けぁぐすりでも　ので　おげ

「医者がいないから、買い薬でも飲んでおきなさい」

けぁし [kɛːsï] 鳥の糞。特に鶏の糞をいう。［同］とりけぁし。［及 87］

【例】 とりこの　けぁし　さらて　こえ

「鶏のふんをさらって来てくれ」

けぁしぎ [kɛsïgï] 雪べら。除雪用の雪べら。［及 63］

【例】 けぁしぎ　もて　きて、えの　めぁの　ゆぎ　はらえ

「雪べらを持って来て、家の前の雪を払いなさい」

けぁしぬい [kɛsïnɯ̈ï] 返し縫い。［及 56］

【例】 けぁしぬいて　やっけぁでな

「返えし縫いって、やっかいでね」

けぁしょ [kɛʃo] ［名］ 甲斐性。［及 150］

【例】 あの　嫁あ　けぁしょある　嫁だな

「あの嫁は甲斐性のある嫁だね」

けぁす [kɛsɯ̈] ［動］ 吐く。返す。帰す。［及 150］

【例 1】へど　けぁすくれぁ　のまねぁんだ
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けぁず

「へどを吐くくらい飲むんじゃないよ」

【例 2】おめぁどさ　これ　けぁすは
「あなたに、もう、これを返えします」

【例 3】あんまり　おそぐ　ならねぁ　うづん　えさ　けぁす　おんだ
「あんまり遲くならないうちに、家に帰えすもんだ」

けぁず [kɛdzɯ̈] ［代］ これ。［同］けぁーず。［及 150］

【例 1】けぁずあ　なんぼだべ
「これはいくらですか」

【例 2】けぁずあ　おれぁえの　娘だ
「これはうちの娘です」

けぁすげぁす [kɛːsɯ̈ŋɛːsɯ̈] ［副］ かえすがえす。［及 150］

【例】 ええ　きけぁ　ねがして、けぁすげぁすも　残念だ

「いい機会を逃がして、かえすがえすも残念だ」

けぁだま [kɛːdama] ［名］ 替え玉。［及 150］

【例】 けぁだま　つかて　本物あ　出ねぁなだけ

「替え玉を使って、本物は出ないのだったよ」

けぁづ [kɛ(ː)dzU] ［代］ こいつ。［同］こいづ。こえづ。［及 5］

【例】 おれぁ　したなんねぁ　けぁづあ　したあだ

「私がしたんじゃありません、こいつがしたんです」

けぁっけぁ [kɛkkɛ] 疥癬。［及 14］

【例】 けぁっけぁ　でだてが、ほれぁ　しと　うづる　おんだ

「疥癬が出たってかい、それは人に移るものだよ」

けぁつけぁた [kɛtsɯ̥̈kɛta] ［連語］ ［強調］ こんな。こんなの強調語。［続 114］

【例】 おれぁどさば　けぁつけぁた　おのはんて　くんねぁあだぜぁ

「俺には、こんなものしかくれないんだよ」

けぁっこ [kɛkko] 貝。［及 87］

【例】 この　けぁっこあ　ないて　いうなだべ

「この貝は、なんというのだろう」

けぁっこがだ [kɛkkoŋada] 貝の化石。［続 114］

【例】 とうげんどさ、けぁっこがだ　ではっど、おらも　えてみんべや

「峠のところに、貝の化石が出るそうだ、僕達も行ってみようよ」

けぁっこがら [kɛkkoŋara] 貝殻。［同］けぁがら。［続 114］

【例】 けぁっこがらは　もえねぁ　ごみさ　だへよ

「貝殻は、燃えないごみに出しなさいよ」
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けぁる

けぁっこずる [kɛkkoⁿdzɯ̈rɯ̈] 貝汁。［続 114］

【例】 すずみ　かたはげぁ、こにゃまだ　すずみの　けぁっこずるでも　すっが

「蜆を買ったから、今夜は蜆の貝汁でもしようか」

けぁて [kɛte]̝ ［副］ 却って。［及 151］

【例】 ほっつんなより　こっつんな　けぁて　え

「そっちのより、こっちの方が却っていいね」

けぁど [kɛⁿdo] ［名］ 街道。道路。本道。［及 151］

【例】 車　くっさげぁ　けぁどで　あすぶなよ

「車が来るから、道路で遊ぶなよ」

けぁねぁ [kɛnɛ] ［形］ ひよわい。虚弱だ。病気がちだ。［及 151］

【例】 おれぁえの　わらすじゃ　まづ　けぁねぁくてよ

「うちの子ったら、まあ、ひよわでね」

けぁねぁ [kɛnɛ] ［形］ ひよわい。病弱。［及 14］

【例】 おめぁえの　かがさま　けぁねぁくて　こまたな

「お宅の奥さん、ひよわで困ったね」

けぁもづ [kɛmodzɯ̈] そば粥餅。そば粉に粥を混ぜて煉り、餅のようにしたもの。［及 40］

【例】 こにゃ　けぁもづでも　くうべ

「今夜はそば粥餅でも食べよう」

げぁらばず [gɛrabadzɯ̈] ぎばち。あかざ。川魚の一種。［続 114］

【例】 したの　かわで、げぁらばず　すめだら、あごの　とげで　ささっでしまた

「下の川で、ぎばちを掴まえたら、顎の骨で刺されてしまったよ」

けぁり [kɛrï] ［名］ 帰り。［及 151］

【例】 けぁり　おれぁ　えさも　よれ

「帰えりに、うちへも寄って下さい」

けぁり [kɛrï] 釣銭。おつり。［同］つりへん。けぁりへん。［続 114］

【例】 これで　かうど、けぁりあ　くっさげぁ、わすんねぁで　もらて　こえよ

「これで買うと、釣銭がくるから、忘れないで貰って来なさいよ」

けぁりしめぁ [kɛrïsïmɛ] ［名］ 帰りしな。帰りがけ。［同］けぁりがげ。［及 151］

【例】 けぁりしめぁ　わすんねぁで　これ　もて　えてころ

「帰えりしなに忘れないで、これを持っていってくれ」

けぁる [kɛːrɯ̈] ［動］ 帰る。返る。孵る。変える。［及 151］

【例 1】じがだはげぁ　けぁるは
「時間だから、もう帰ります」

【例 2】わすれおのあ　けぁて　きたけ
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けぁる

「忘れ物が返って来たつけ」

【例 3】ひよこあ　そんま　けぁるは
「ひよこが、もう直きに孵るよ」

【例 4】予定　けぁる　ひづようあ　あんなが
「予定を変える必要があるのかい」

けぁる [kɛːrɯ̈] 変る。変種する。品種の変ること。［及 87］

【例】 ほがの　品種ど　まじぇで　ゆえっど、けぁる　おんだ

「他の品種と混植すると、変種するもんだよ」

げーざめ [ge̝ː ⁿdzame]̝ 興醒め。［続 114］

【例】 のでだどさ　ほげぁだ　はなす　だして、げーざめだな

「飲んでいるところへ、そんな話を出して、興醒めだな」

けーでぁー [ke̝ː ⁿdɛː] 境内。［続 114］

【例】 そんま　おまずりあ　くっさげぁ、〇〇さまの　けーでぁー　そうずして　おぐべや

「直きにお祭りが来るから、〇〇さまの境内を掃除しておこうや」

けーど [ke̝ː do] 毛糸。［続 114］

【例】 〇〇ちゃん、きょうあ　さみはげぁ、けーどの　シャツ　きて　えげよ

「〇〇ちゃん、今日は寒いから、毛糸のシャツを着ていきなさいよ」

けぇはぐ [ke̝ː hagɯ̈] ［名］ お世辞。おべつか。［及 151］

【例】 おれぁどさ　けぇはぐ　こえだて　だめだ

「私にお世辞をいったって駄目だよ」

けーろ [ke̝ː ro] 毛色。［続 115］

【例】 このわらすあ　かみあ　つやつやして、けーろの　えぇかみだごど

「この子は、髪がつやつやして、毛色のいい髪だわね」

けがず [keg̝adzɯ̈] 飢饉。［及 71］

【例】 むがす　けがずん　ずぎ　ねもづずおの　くた　おんたぜぁ

「昔、飢饉の時、ねもづ（わらびの澱粉の団子）というものを食ったものだよ」

けぎれぁー [keŋ̝ïrɛː] 毛嫌い。［続 115］

【例】 ほんげぁ　おれぁどご　けぎれぁーしねぁたて　えぇべや

「そんなに私を、毛嫌いしなくともいいじゃないか」

けげぁーす [keg̝ɛːsɯ̈] ［四他］ 蹴返す。［続 115］

【例】 ほら、〇〇ちゃん、えまだ、はえぁぐ　ボール　けげぁーしてやれ

「ほら、〇〇ちゃん、今だ、早くボールを蹴返してやれ」

げしょげしょ [geʃ̝ogeʃ̝o] 咳をする音。［続 115］

【例】 おれぁえの　ずさま、たんしょな　おんだはげぁ、いずでも　げしょげしょてんなだ
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けだおの

「うちのお爺さんは、喘息なものだから、何時もげしょげしょしているんだよ」

けすがめ [kes̝ɯ̈ŋame]̝ 火消壷。これは、かまどや囲炉裏などの残り火や、炬燵の炭火を入れて
消すための壷をいうもので、今では使う家がなくなった。［続 115］

けずがる [ked̝zɯ̈garɯ̈] 居る。行くの悪態語。［続 115］

【例 1】まだ　いだずらして　けずがる
「またいたずらをして居やがる」

【例 2】くて　けずがる
「食って居やがる」

【例 3】まだ　まんがばり　みでけずがる
「又漫画を見て居やがる」

【例 4】この　えそがす　ずぎ　どさ　けずがっどごだ
「この忙しい時、何処へ行くんだ」

【例 5】おめぁ　みでぁんたおのあ、さっさど、どさでも　けずがれ
「お前のような奴は、さっさと、何処へでも行きやがれ」

げずげず [ged̝zɯ̈ged̝zɯ̈] まだらかまどうま。これは、かまどうま科の昆虫で、よく神社などで
見かける昆虫である。この虫に頭をなめられると、禿頭になると、この地区ではいっている。［続

115］

けずまがる [ked̝zɯ̈maŋarɯ̈] ［四自］ けつまずく。［続 115］

【例】 あんまり　はして　ありぐど　けずまがっさげぁ　はして　ありぐな

「余り走って歩くと、けつまずくから、走って歩くな」

げぜぁー [ge̝n dzɛː] 下剤。［続 116］

【例】 はら　いでぁて　たまごやぎあ　あだたな　はえぁぐ　まず　げぜぁー　のめ

「腹が痛いって、卵燒きがあたったな、早くまず下剤を飲みなさい」

けそっと ［副］ けろりと。けろっと。あっさり。ひっそり。［及 151］

【例 1】何　ゆわっだて、けそっとした　つら　してる
「何をいわれても、けろっとした顔をしている」

【例 2】この　煮おのあ　けそっとした　味だな
「この煮付け物は、あっさりした味だな」

【例 3】けそっとして　火　あけだよだ
「ひっそりして、火が消えたようだね」

げそっと [ges̝otto] ［副］ げっそり。［及 151］

【例】 なんだ　げそっとした　つら　して

「どうしたんだい、げっそりした顔をして」

けだおの [ke̝n daono] 獣。［続 116］

【例】 こごらあだりに　いる　けだおのて　ゆえば、くまのししどが　あおししだべな
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けだくそ

「この辺にいる獣といえば、熊とかかもしかだろうな」

けだくそ [ked̝akɯ̥̈so] 胸くそ。［続 116］

【例】 あの　やろ、しとんどご　ばがんしあがて　けだくそ　わりごど

「あの野郎、人を馬鹿にしやがって、胸くそが悪いね」

げだげだ [ged̝aged̝a] ［形］ げたげた。笑うさま。［同］げだつぐ。げづくた。［及 151］

【例】 めくせぁはげぁ　げだげだ　笑う　おんでねぁ

「みにくいから、げたげた笑うもんじゃないよ」

けだつげぁ [ked̝atsɯ̈ŋɛ] ［名／ノダナ］ 桁違い。［続 116］

【例 1】ほの　けぃさんは　けだつげぁだぞ
「その計算は桁違いだよ」

【例 2】めぁんなより　けだつげぁ　りっぱだ
「前のより桁違いに立派だよ」

けだっぱずれ [ked̝appaⁿdzɯ̈re]̝ ［ノダナ］ 桁外れ。［続 116］

【例】 これぁ　けだっぱずれに　たげぁ　おんで　われわれの　ての　とずがねぁ　おんだな

「これは桁外れに高いもんで、我我の手の届かないものだな」

けだり [ke̝n darï] ［形］ けだるい。［続 116］

【例】 ないだが、きょうあ　からだ　けだりくて、すごどさ　みあ　へらねぁなよ

「なんだか、今日は体がけだるくて、仕事に身が入らないんだよ」

けつ ［名］ けち。しみったれ。［及 151］

【例 1】ほんた　けっくせぁ　ごど　いうな
「なんだいそんなけちくさいことをいうなよ」

【例 2】けつけつすんな
「けちけちするなよ」

けづがる [ked̝zɯ̈garɯ̈] ［動］ ［卑語］ いやがる。けつかる。いる。おるの卑語。［及 152］

【例 1】ないだ、まだ　こごに　けづがる
「なんだ、まだここに居やがる」

【例 2】まだ、こごに　けづがたなが
「まだここに居やがったのか」

【例 3】どさだり　けづがれ
「何所へなり行きやがれ」

けっけ [kek̝ke]̝ ［幼児語］ 尻。［続 116］

【例】 こっちゃ　こえ　へながも　けっけも　ふえでくえっさげぁ

「こっちへおいで、背中もお尻も拭いてあげるから」

けっこーずん [kek̝koːⁿdzɯ̈ɴ] お人好し。結好人。［続 116］
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けってぁーだ

【例】 〇〇さんだば、けっこーずんで、なに　ゆわっだて　にこにこてるばんだ

「〇〇さんなら、お人好しで、何をいわれてもにこにこしているばかりなんだ」

けっつ [ket̝tsɯ̈] 尻。［及 10］

【例】 あんまり　きがねぁど　けっつ　ただぐぞ

「あまりきかないと、尻をたたくよ」

この語は、「けっつたぼ」、「けっつぴた」ともいい、「けっつあおもでぁ―尻が重い」、「けっつあか

るえ―尻が軽い」と使っている。

けっつあがり [ket̝tsɯ̈aŋarï] 尻上がり（鉄棒の）。［続 116］

【例】 〇〇ちゃん　けっつあがり　でげっが　おら　でげんぜぁ

「〇〇ちゃん、尻上がりが出来るかい、僕は出来るよ」

けっつあで [ket̝tsɯ̈ade]̝ 尻当て。［及 63］

【例】 おれぁ　けっつあであ　くまの　皮だぜぁ

「俺の尻当ては熊の皮だよ」

けっつじょり [ket̝tsɯ̈ⁿdʒorï] 雪上を尻で滑べること。これは、消雪期に雪が堅くなり、歩い
てもぬからなくなった時、子供らが尻にござぼうしー、杉の枝などを敷いて、斜面を滑べり下りる

遊びをいう。［同］けっつぞり。［続 116］

けっつぞり しり滑べり。雪上を尻にござぼうしゃ今ならナイロンを敷いて滑べること。［及 102］

【例】 おら　けっつぞりで　えぐぞ

「僕は尻滑べりで行くよ」

けっつぬげ [ket̝tsɯ̈nɯ̈ŋe]̝ ちり紙。便所紙。［続 117］

【例】 へんつんさ　けっつぬげあ　ねぁぐなたはげぁ　もて　えげよ

「便所に便所紙がなくなったから、持って行きなさいよ」

けっつのご [ket̝tsɯ̈nogo] 肛門筋。［続 117］

【例】 ないだべじゅ　つかごろ　けっつのごあ　いでぁなよ、ずだべがや

「なんだろうね、近頃虹門筋が痛いんだよ、痔なんだろうか」

けっつのごい ［名］ 尻ぬぐい。後始末。［及 152］

【例】 まだ、けっつのごい　さへんなが

「また尻ぬぐいをさせるのか」

けっつぱしょり ［名］ 尻っぱしょり。［及 152］

【例】 ぬれっさげぁ　けっつぱしょりして　えげ

「濡れるから、尻っぱしょりして行けよ」

けってぁーだ [ket̝tɛːⁿda] ［連体］ けったいな。［続 117］

【例】 けってぁーだ　ごども　ある　おんだ、さきだ　こさ　おえだな　ねぁなよは

「けったいな事もあるもんだ、さっきここへ置いたのがなくなってしまったよ」
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げっぱ

げっぱ [gep̝pa] びり。［同］どっけ。げっぺ。［続 117］

【例】 おれぁえんな　はすんねぁくて　うんどうかいでぁ　いずでも　げっぱだ

「うちの子は、走れなくて、運動会では何時もびりだよ」

けっぺずる [kep̝pe̝n dzɯ̈rɯ̈] ［四他］［強調］ 削る。削るの強調語。［同］かっぺずる。［続 117］

【例】 ないだべ　はすらなの　けっべずる　おのあ　ねぁべな

「なんだろう、柱なんか削る奴があるもんか」

けつめぐ ［動］ けちけちする。けちる。［及 152］

【例】 めっぽ　けつめぐ　おんだなが

「めっぽうけちけちするものだね」

けつんぼ [ket̝sɯ̈ɴbo] けちん坊。［続 117］

【例】 あぁ、あれが、あれだば、ここらでぁ　などりの　けつんぼだおん

「あぁ、あいつか、あいつなら、ここらでは名取りのけちん坊だからな」

けど [ked̝o] ［連語］ だったそうだ。かったそうだ。［及 152］

【例 1】むごの　山さ　えたけど
「向うの山へ行ったんだったそうだ」

【例 2】まだ　わすんねぁけど
「まだ忘れなかったそうだ」

けどぎ [ked̝ogï] 鶏頭。ひゆ科の花卉。［及 87］

【例】 この　けどぎあ　めずらす　品種だごど

「この鶏頭は珍らしい品種だこと」

～けな [~ken̝a] ［接尾辞］ 第三者の言動を相手に伝える言葉。［続 117］

【例 1】のむけな
「飲むっけな」

【例 2】かてだけな
「買っておったよ」

【例 3】しったけな
「しておったよ」

【例 4】えぐて　いうけな
「行くといっておったよ」

けなり [ken̝arï] ［形］ 羨ましい。［及・続 280・117］

【例 1】しとの　えでぁ　えぇ　やさいなの　とっど　けなり　おんだな
「他所のうちで、いい野菜なんか採ると、羡しいもんだな」

【例 2】けなり　おんだ、〇〇さんは　え　きおの　かて　もらて
「羨ましいものだよ、〇〇さんはいい着物を買ってもらって」

214



けへぁー

けなりがる [ken̝arïŋarɯ̈] ［四自］ 羡む。［続 117］

【例】 しとの　もったな　みで　ほんげぁ　けなりがる　おんでねぁ

「人の持っているのを見て、そんなに羡むものじゃないよ」

けねぁ [ken̝ɛ] ［連語］ 食えない。［続 118］

【例 1】かでぁ　おのあ　けねぁ
「堅いものは食えないよ」

【例 2】あれだば　けねぁ　おどごだ
「あいつなら食えない男だね」

けのごり [ken̝ogorï] 残雪。［及 102］

【例】 春だなは、山に　けのごりあ　あるばんだおん

「もう春だな、山に残雪があるばかりだもの」

けのごる [ken̝ogorɯ̈] 消え残る。［続 118］

【例】 この　ひこたびのゆぎあ　まえとす　いずばんあどまで　けのごっどごだ

「この凹地は、毎年一番あとまで消え残るところだよ」

けばけばす [keb̝akeb̝asɯ̈] ［形］ けばけばしい。［続 118］

【例】 みろ、まず、あの　むすめあ　けばすばす　かっこして　どさ　えぐおんだべ

「みなさい、まぁ、あの娘は、けばけばしい格好をして何処へ行くんだろう」

けぶ ［名］ 煙。［及 152］

【例】 田で　わら　えぁっだ　けぶ　だど

「田でわらを燒いている煙だそうだ」

けぶだす ほこりたけ。ほこりたけ科のきのこ。さわると、煙りのように胞子を出すので、この名

がある。［及 87］

けぶだす 煙出し。煙突。［及 49］

【例】 屋根の　いづばん　ゆえにあんな　けぶだすず　おんだ

「屋根の一番上にあるのが、煙出しというものだよ」

けぷてぁ [kep̝̃ɯ̥̈tɛ] 煙い。［及 25］

【例】 けぷてぁ　ごど　ほんげぁ　けぶすなや

「煙いこと、そんなにいぶすなよ」

けぷてぁがる [kẽp̝ɯ̥̈tɛŋarɯ̈] ［四自］ 煙たがる。［続 118］

【例】 ほんげぁ　えぶすど、みんな　けぷてぁがっさげぁ、ちゃんと　もやへや

「そんなにいぶすと、皆が煙たがるから、ちゃんと　燃やせよ」

けへぁー [keh̝ɛː] 気配。［続 118］

【例】 こんだ　しとあめごどん　はるの　けへぁー　するよん　なてきたな

「今度は、ひと雨ごとに春の気配がするようになってきたな」
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けへる

けへる [keh̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 着せる。［続 118］

【例】 にぃちゃんな　ちっちぇぁぐ　なたはげぁ　おどうとさ　きへる　ごどん　すんべ

「兄ちゃんのが小さくなったから、弟に着せることにしよう」

けむぐじゃら [kem̝ɯ̈gɯ̈ⁿdʒara] ［形］ 毛深い。［及 14］

【例】 〇〇さんは　けむぐじゃらだ　しとだな

「〇〇さんは毛深い人だね」

けらくび [ker̝akɯ̈bï] みのの首のまわりをいう。［続 118］

【例】 けらくびあ、ひろぐ　つぐらねぁど、くびさ　あだて　いでぁぞ

「蓑の首のまわりは、広く作らないと、首に当って痛いよ」

けらつづぎ [ker̝atsɯ̈dzɯ̈gï] けら。啄木鳥。この地方には、「あかげら」と「こげら」の二種類
が棲息している。［同］けらっほ。［及 87］

けらむす [ker̝amɯ̈sɯ̈] 毛虫。［続 118］

【例】 へび　おかねぁぐねぁ　しとあ、けらむす　おかねぁがるつけな

「蛇を怖くない人は、毛虫を怖がるそうたな」

ける ［動］ 消える。［及 152］

【例】 ほの　火あ　ほんた　ごど　したて　ける　おんでねぁ

「その火は、そんなことをしたって、消えるもんじゃないよ」

け
〇

る ［動］ くれる。食える。［及 152］

【例 1】この　みがん　おめぁどさ　ける
「このみかん、あなたにくれます」

【例 2】ほれぐれぁだば　おれだて　ける
「それぐらいだったら、私だって食えるよ」

けれぁー [ker̝ɛː] 家来。今、この言葉を使うのは、歷史、史跡、昔話などを語る時に限られてい
る。［続 118］

けろんと ［副］ けろりと。けろっと。［及 152］

【例】 けろんとして、びっきのつらさ水だけ

「けろりとして、蛙の面に水だったよ」

けわす [kew̝asɯ̈] ［形］ 険しい。［続 118］

【例 1】この　やま　けわす　やまだな
「この山は、険しい山だな」

【例 2】ないだや、けわす　つらして
「なんだい、険しい顔をして」

【例 3】おれの　ありた　みずも　けわすがったな
「私の歩いた道（人生）も険しかったな」
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げんめぁ

けんすこ [keɴ̝sɯ̥̈ko] 丸スコップ。丸シャベル。［続 119］

【例】 つず　ほっずぎあ、かぐしゃぶろより、けんすこの　ほあ　えぇな

「土を堀る時は、角シャベルより、丸スコップの方がいいね」

げんぜぁー [geɴ̝ⁿdzɛː] 現在。［続 119］

【例】 げんぜぁーの　こぐどうあ、むがすんなより　さがた　どごに　あんなだ

「現在の国道は、昔より下がった所にあるんだよ」

けんつんずる 油揚汁。油揚を入れたお汁。［及 40］

【例】 精進料理に　けんつんずあ　えな

「精進料理に油揚汁がいいな」

けんと ［名］ 見当。目当て。［及 152］

【例 1】どごさ　けんとつけで　なげだなや
「何所に見当をつけて投げたんだい」

【例 2】あそごさ　けんとつけで　えてみろ
「あそこを目当てに行ってみなさい」

けんと とさか。鶏のとさかをいう。［及 87］

【例】 けんとの　おっきな　おどりだおんだ

「とさかの大きいのが、おんどりなんだよ」

けんと [keɴ̝to] 見当。［続 119］

【例】 〇〇の　わらびだば、まだ　だれも　とらねぁべど、けんとつけで　えてみだ

「〇〇のわらびなら、まだ誰も採らないだろうと、見当を付けて行ってみたよ」

げんとも [geɴ̝tomo] ［接助］ けれども。［及 152］

【例】 えげて　ゆたげんとも　えがねあだ

「行けといったけれども行かないんだよ」

けんぴぎ [keɴ̝pïgï] 肩の筋。［続 119］

【例】 〇〇ちゃん、けんぴぎあ　いでぁはげぁ　かだ　たでぁでころ

「〇〇ちゃん、肩の筋が痛いから、肩を叩いてくれよ」

げんめぁ [geɴ̝mɛ] 玄米。［及 40］

【例】 かっけにあ　げんめぁみしあ　えど

「脚気には玄米のご飯がいいそうだよ」
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こ

　

—こ—

こ [ko] ［代］ 此処。この語は、專ら「こから＝此処から」、「こさ＝此処に（へ）」だけに使い、他

の場合は、「こご…」と使っている。［続 119］

こ ［副］ こう。このように。［同］こげぁ。こげぁん。こんげぁ。［及 153］

【例 1】あの　しとあ　こ　ゆたけ
「あの人は、こういったつけ」

【例 2】ほれあ　こ　したら　えがべ
「それは、このようにしたらいいだろう」

こいす [koïsɯ̈] ［形］ 恋しい。［続 119］

【例】 んまれこきょうあ　こいすど　めで、まえとす　おぼんにあ　くる　おんだな

「生れ故郷が恋しいとみえて、毎年お盆には来るもんだね」

こいわずれぁ [koïwaⁿdzɯ̈rɛ] 恋煩い。［続 119］

【例】 むがすあ　こいわずれぁなて　つかた　おんだども　えまだば　きがんねぁなは

「昔は恋煩いなんて使ったものだが、今はもう聞かれないね」

こう 格子。障子の桟。［及 49］

【例】 障子の　こう　折たな　誰だ

「障子の桟を折ったのは誰だ」

こうこ ［形］ ぐうぐう。眠っているさま。［及 153］

【例】 あれだば、まだ　こうこ　ねてっだ

「あいつなら、まだぐうぐう眠っているよ」

ごうじょ [goːⁿdʒo] ［名］ 強情。［及 25］

【例】 ほんげぁ　ごうじょ　はらねぁたて　えべや

「そんなに強情を張らなくともいいじゃないか」

ごうっつぁらし [goːttsarasï] ［名］ 業晒し。［及 153］

【例】 この　ごうっつぁらしあ　まだ　よて　来たがは

「この業晒しが、また醉って来たのかい」

こうでぁ [koːdɛ] ［副］ 相当。沢山。［及 153］

【例】 こうでぁ　もて　来てくっだ　おんだな
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こえづがむす

「沢山持って来てくれたもんだな」

こうでぁ [koːdɛ] ［名］ 高価。［及 153］

【例】 これだば　こうでぁする　おんだべな

「これなら高価なものだろうな。これなら相当するものだろうな」

こうべぁ [koːbɛ] ［名］ 勾配。［及 153］

【例】 こうべぁの　きづ　屋根だな

「句配のきつい屋根だね」

こうへん [koːçeɴ̝] 米粉菓子。米の粉に味をつけたもの。［同］こへん。［及 40］

【例】 なにも　ねぁはげぁ　こうへんでも　くうんだ

「何もないから、米粉菓子でも食べなさい」

こうるせぁ [koɯ̈rɯ̈sɛ] ［形］ 小煩い。［続 121］

【例】 えん　ながで　きゃぁきゃて　こうるせぁごどな　そどで　あすでこえ

「家の中できゃぁきゃぁって、小煩いわね、外で遊んできなさい」

こえ [koe]̝ ［形］ 濃い。［続 121］

【例】 この　おじゃ　こえおんで、おゆ　たさねぁど　のまんねぁ

「このお茶は、濃いもんで、お湯を足さたいと飲めないよ」

こえ 鯉。［及 87］

【例】 おめぁ　ドイヅごえて　みだごど　あっが

「君、ドイツ鯉って見たことがあるかい」

ごえが [goeg̝a] 御詠歌。［続 121］

【例】 おらほでぁ、おねんぶつ　あげだあど、ごえが　あげでんなだ

「うちの方では、お念仏を上げたあと、御詠歌を上げているんです」

ごえごえ [goeg̝oe]̝ ［副］ ぐいぐい。ものを飲むこと。［及 153］

【例】 ほんげ　さげ　ごえごえ　のむど　体さ　えぐねぁぞ

「そんなに酒をぐいぐい飲むと体に悪いよ」

こえしょい [koeʃ̝oï] 堆肥運び。これには二つあり、一つは正月の行事として、小正月に、百姓
始めとして、農家の男全員で堆肥を背負い、田圃の雪上に穴を堀り、そこへ堆肥を入れて、豊作を

祈った行事と、もう一つは、雪の消えない 3月下旬頃、田全体に堆肥を運ぶ作業をいった。なお、3
月の堆肥運搬は、橇で運ぶところから、「こえひぎ」ともいった。今は堆肥を作らないので、この行

事も作業もなくなった。［続 121］

こえずが [koe̝n dzɯ̈ga] 肥塚。堆肥場。［続 121］

【例】 んまや　べご　かてねぁはげぁ、えまだば　こえずがなの　ねぁなは

「馬や牛を飼っていないから、今ならもう堆肥場なんかなくなってしまったな」

こえづがむす [koe̝n dzɯ̈gamɯ̈sɯ̈] かぶとむしの幼虫。堆肥の中にも棲息するので、この名が
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こえぱ

ある。［同］ごどごどむす。ごろだむす。［及 87］

こえぱ [koep̝a] 越え場。川の渡り場所。今は川を越え歩かなくとも、要所要所に橋が掛けられて、
対岸に渡るにも川を渡り歩く必要がなくなったが、昔は浅瀬で渡りやすい所を「こえぱ」としてい

た。［続 121］

こえひぎみず [koeh̝ïgïmïdzɯ̈] 肥曵き道。これは、消雪前の 3月下旬頃、田圃に橇で堆肥を運
ぶため、雪上に作った道をいう。しかし、今はもうこの道も作らなくなった。［続 121］

こーごーす [koːŋoːsɯ̈] ［形］ 神神しい。［続 120］

【例】 おえへさんだば　きれだ　かわも　あて　とでも　こーごーす　どごだけな

「お伊勢さんなら、奇麗な川もあって、とても神神しい所だったね」

こーこする [koːkosɯ̈rɯ̈] ［四自］ ［幼児語］ 眠る。［続 120］

【例】 〇〇ちゃん　こーこすろよは

「〇〇ちゃん、もう眠りなさいね」

こーさぐきっけぁ [koːsagɯ̈kïk̥kɛ] 工作機械。［続 120］

【例】 おらほでも、ねずこうばの　こーさぐきっけぁ　やがましくてや

「うちの方でも、螺子工場の工作機械がやかましくてね」

ごーじょっぱり [goːⁿdʒopparï] 強情張り。［続 120］

【例】 〇〇だば　ごーじょっぱりで、しとの　いう　ごどなの　きがねぁ　しとだ

「〇〇なら強情張りで、人のいうことなんかきかない人だよ」

こーせぁー [koːsɛː] 交際。［続 120］

【例】 わげぁおんだおん、おなごしとども　こーせぁーしてんべ

「若い者だから、女の人とも交際しているだろう」

こーつご [koːtsɯ̈ŋo] ［ナ名ノ］ 好都合。［続 120］

【例】 おめぁ　〇〇さ　えぐて、ほれぁ　こーつごだ、んでぁ　これ　もて　えてころ

「お前〇〇に行くって、それは好都合だ、それじゃこれを持って行ってくれ」

こーでぁー [koːdɛː] ［名／ス自］ 交替。［続 120］

【例】 おれぁ、よんま　じゅうじん　こーでぁーして、やかんきんむだあだ

「私は、夜十時に交替して、夜間勤務なんだ」

こーでぁー [koːⁿdɛː] 香代。香典。［続 120］

【例】 おらほでぁ、こーでぁーは、むらで　〇〇えんて　きめでんなだ

「うちの方では、香代は、村で〇〇円と決めているんだ」

こーでぁー [koːⁿdɛː] 広大。［続 120］

【例】 あそごあ、こーでぁーだ　とつだはげぁ　かじゅえんにあ　もてこえだなや

「あそこは、広大な土地だから、果樹園にはもってこいだね」

こーでんげぁーし [koːⁿdeɴ̝ŋɛːsï] 香典返し。［続 120］
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こぐ

【例】 おしょうごして　けぁる　しとさ　こーでんげぁーし　わすんねぁでやれよ

「お燒香して帰る人に、香典返しを忘れないでやるんだよ」

こが [koga] 桶。小桶。［同］おげ。おげこ。こがこ。［及 49］

【例】 この　こがさ　つけおの　つけんなだ

「この桶に漬物を漬けるんです」

ごが [goga] ［名］ 駄駄。ごねること。［及 153］

【例】 この　わらすあ　まだ　ごがすっが

「この子は、また駄駄をこねるか」

ごがする [gogasɯ̈rɯ̈] ［下一自］ ごねる。［続 121］

【例】 この　わらすあ　おわ　きんくわねぁど、すぐ　ごがすんなだ

「この子は、自分が気にくわないと、直ぐごねるんだよ」

こきたねぁ [kõkït̥anɛ] ［形］ 小汚い。［続 121］

ごぎど [gogïdo] 御祈祷。［続 122］

【例】 ずつんさいん　どぎあ　かんぬすさんに　ごぎどして　もらわねぁんねぁな

「地鎮祭の時は、官主さんに御祈祷してもらわないといけないな」

こぎる [kogïrɯ̈] ［動］ 耕す。取り出す。田を耕すこと。炭がまから出し火を消した炭を灰の中

から取り出すこと。［及 71］

【例 1】ゆぎあ　けだし　こんだ　田こぎり　しねぁんねぁな
「雪が消えたし、今度は田を耕さないといけないな」

【例 2】すべぁ　かぶった　炭　こぎっさげぁ　はんぎぼ　よごへ
「灰土をかぶってる炭を取り出から、はんぎりぼをよこしてくれ」

こぎれ [koŋïre]̝ ［ダナ］ 小奇麗。［続 122］

【例】 よそさ　えぐ　ずぎあ、へんたぐした、こぎれだ　おの　きて　えげよ

「他所へ行く時は、洗濯した、小奇麗な物を着て行きなさいよ」

こぐ [koŋɯ̈] ［四自］ 水や雪を歩くこと。これは、川を渡り歩いたり、積雪をぬかりながら歩い

たり、䉤を歩いたりすることをいう。［続 122］

【例 1】かわ　こぐ
「川の中を歩く」

【例 2】ゆぎ　こぐ
「雪の中を歩く」

【例 3】やぶ　こぐ
「䉤の中を歩く」

こぐ [kogɯ̈] ［動］ こく。しごく。稲などの穂などをしごくこと。［同］すごぐ。［及 153］

【例】 すっその実　こぐなが
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〇

こぐ

「しその実をこく（しごき取る）のかい」
〇

こぐ [kogɯ̈] ［動］ つく。はく。する。つかう。こねる。［及 153］

【例 1】えへぁ　こぐ
「からかう」

【例 2】おおぢゃぐ　こぐ
「横着をする。横着をきめる」

【例 3】がんねぁ　こぐ
「弱音を吐く」

【例 4】けぇはぐ　こぐ
「お世辞をつかう」

【例 5】ごが　こぐ
「駄駄をこねる」

【例 6】ずほ　こぐ
「うそをつく」

こぐぞさま [kogɯ̈ⁿdzosama] 虚空蔵さま。虚空蔵菩薩。これは、丑寅虚空蔵といって、丑年生
れと寅年生れの人の守り本尊である。［続 122］

こぐる [kogɯ̈rɯ̈] ［四他］ 擦る。こすり付ける。［同］おこぐる（及位の方言 128）。［続 122］

【例】 あまり　きがねぁど、はすらさ　あだま　こぐんぞ

「余りきかないと、柱に頭を擦り付けるよ」

こぐれぁど [kogɯ̈rɛdo] ［副］ 全然。影も形も。［及 154］

【例】 どさ　えたんだが　こぐれぁど　めねぁは

「何所へ行ったのか、もう全然見えないよ」

こげぁ [koŋɛ] ［副］ こう。［同］こげぁん。こんげぁ。［続 122］

【例】 ほれぁまだ、ほげぁ　すんなんねぁくて、こげぁ　すんなだ

「それは、そうするんじゃなくて、こうするんだよ」

こげぁた ［連語］ こんな。［同］こんた。こっけぁた。こんっけぁた。［及 154］

【例】 おれも　こげぁた　きおの　おしな

「私もこんな着物が欲しいな」

ごげかが [gogek̝aga] 後妻。後添い。継母。［同］あどかが。ごせぁ。のずぞえ。［続 122］

【例】 こげかが　おすども　どごがに　いねぁべが

「後妻が欲しいんだが、何処かにいないだろうか」

こげくせぁ [koŋek̝ɯ̥̈sɛ] ［形］ 焦げ臭い。［続 122］

【例】 ないだが　こげくせぁ　におえあ　するんねぁが　はやぐ　えて　みでこえちゃ

「なんだか焦げ臭い匂いがするじゃないか、早く行って見てこいよ」
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ごごろ

こげす [koges̝ɯ̈] こけし。［及 49］

【例】 えまだば　こげす　つぐる　しとも　いねは

「今なら、こけしを作る人も、もういないね」

こご [kogo] ［代］ 此所。［及 154］

【例】 こごあ　ないていう　どごだべ

「ここは何という所だろう」

この語は、「こから―ここから」、「こごさ―ここに。ここへ」。「こごのえ―ここの家」、「こさ―ここ

に。ここへ」などの使い方をしている。

こごのっつ [kogonottsɯ̈] 九つ。［続 122］

【例】 この　わらすも　こんだ　こごのっつだはげぁ　よねんへだなは

「この子も、今度は九つだから、もう四年生だね」

ここべご [kokobeg̝o] 仔牛。［続 123］

【例】 けさ　おれぁえさも　ここべごあ　んまっで　よろごでだ　どごだ

「今朝、うちにも仔牛が生まれて、喜んでいるところなんです」

こごまる [koŋomarɯ̈] ［動］ こごめる。おじぎをする。［及 154］

【例 1】沢さ　こごまで　あれぁおの　しったけ
「沢に体をこごめて、洗い物をしていたつけ」

【例 2】へんへあどさ　こごまる　おんだぞ
「先生におじぎをするものだよ」

こごめ [koŋome]̝ くさそてつ。こごみ。これは、うらぼし科の多年生草本で、山菜として、ひた
しものや、胡麻和え、くるみ和え、マヨネーズ和えなどにして食べている。［続 123］

こごらがる [koŋoragarɯ̈] ［四自］ こんがらかる。［同］こごる。こんごらがる。［続 123］

【例】 ほげぁ　すっど　こごらがっさげぁ　ていねん　めぁで　おげ

「そうすると、こんがらかるから、丁寧に巻いておきなさい」

こごる [kogorɯ̈] ［動］ こんぐらかる。こんがらかる。［同］こごらがる。［及 154］

【例】 ほんた　ごど　すっど　いどあ　こごる

「そんなことをすると、糸がこんぐらかるよ」

こごろ [kogoro] ［名］ お礼。お礼のしるし。寸志。［及 154］

【例】 やけぁ　かげだはげ、これぁ　ほんとの　こごろばりですは

「厄介をかけましたので、これは、ほんのお礼のしるしです」

こごろ [kogoro] 心付け。［続 123］

【例】 まえにず　くるま　おがへで　もらてんなだはげぁ、こごろして　おげよ

「毎日車を置かせてもらっているのたから、心付けをしておきなさいよ」

ごごろ [gogoro] ［名］ ご苦労。［及 154］
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こごろえつげぁ

【例】 今日あ　ごごろ　かげだなは

「今日は、ご苦労かけてしまったね」

こごろえつげぁ [kogoroet̝sɯ̈ŋɛ] 心得違い。［続 123］

【例】 おわの　わり　どご　ゆわっで　ごしゃぐなて　ほれだば　こごろえつげぁだべぜぁ

「自分の悪いところをいわれて怒るなんて、それなら心得違いだろうや」

こごろおべ [kogoroobe]̝ 心覚え。［続 123］

【例】 これぁ　わすれっど　えぐねぁはげぁ　こごろおべ　つけでおがねぁんねぁな

「これは忘れるといけないから、心覚えを付けておかないといけないな」

こごろがんめぁ [kogoroŋaɴmɛ] 心構え。［続 123］

【例】 これがら　いっか　ささぇぁで　えぐなだはげぁ　しっかりした　こごがんめぁ　もだねぁ

んねぁぞ

「これから一家を支えて行くのだから、しっかりした心構えを持たないといけないよ」

こごろぐるす [kogoroŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 心苦しい。［続 123］

【例】 おれだなて　あんげぁ　えっぺぁ　もらて、こごろぐるす　ごどなおす

「お礼だなんて、あんなに沢山頂いて、心苦しいですことね」

こごろずえ [kogoroⁿdzɯ̈e]̝ ［形］ 心強い。［続 123］

【例】 こんだ　むすこあ　えっちょめぁん　なたはげぁ　こごろずえぐ　なた

「今度は息子が一人前になったから、心強くなったよ」

こごろずげぁ [kogoroⁿdzɯ̈gɛ] 心遣い。［続 124］

【例】 こねぁだは、いろいろ　こごろずげぁ　いだでぁで　ありがどごぜぁあした

「この間は、いろいろお心遣いをいただいて有難うございました」

こごろねぁ [kogoronɛ] ［形］ 心無い。［続 124］

【例】 あなだの　じじょうしらねぁで　つい　こごろねぁ　ごど　ゆて　ぶじょほしあした

「あなたの事情を知らないで、つい心無いことをいって、無調法しました」

こごろばり [kogorobarï] ［連語］ 心ばかり。［同］きもずばり。［続 124］

【例】 むすこあ　おへわんなて　ありがどさんでした、これぁ　こごろばりの　おれの　するすで

す

「息子がお世話になって有難うさんでした、これは心ばかりのお礼の印しです」

こごろぼそえ [kogorobosoe]̝ ［形］ 心細い。［続 124］

【例】 わらしたずあ　みな　よそさ　えて、しとりばりんなて、こごろぼえべ

「子供らが皆他所へ行って、一人ばかりになって、心細いでしょう」

なお、この語は、「ただぽす（及位の方言 29P）」を「淋しい」と訳しておいたが、「心細い」とも訳
される語なので、記しておく。

こごろもどねぁ [kogoromodonɛ] ［形］ 心許ない。［続 124］
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ござりあす

【例】 もて　きた　かねで　かえっがなんたが、こごろもどねぁな

「持ってきた金で、買えるかどうか、心許ないね」

こごろやす [kogorojasɯ̈] ［形］ 心安い。［続 124］

【例】 〇〇さんどあ、むがすからの　ともだずで、こごろやす　えぁだがらだあだ

「〇〇さんとは、昔からの友達で、心安い間柄なんだよ」

こごろゆわぇぁ [kogorojɯ̈wɛ] 心祝い。［続 124］

【例】 ずさまの　きじゅで　こごろゆわぇぁ　しでぁはげぁ　ござてくでぁ

「お爺さんの喜寿で、心祝いをしたいので、いらして下さい」

こごろよわぇぁ [kogorojowɛ] ［形］ 心弱い。［同］こごろよえぁ。［続 124］

【例】 おめぁ　ほんた　こごろよわぇぁ　ごど　ゆたら、えん　なが　くらぐなんべ

「お前がそんな心弱いことをいったら、家の中が暗くなるじゃないか」

こざがす [koⁿdzagasɯ̈] ［形］ 小賢しい。［続 124］

【例】 この　わらすも　いずのまにが　こざがす　ごど　いうよん　なた　おんだ

「この子も何時の間にか小賢しいことをいうようになんたもんだ」

ござっしぇ [godzaʃʃɛ] いらっしゃい。［及 154］

【例】 さあ　こっちゃ　ござっしぇ

「さあ、こっちへいらっしゃい」

この語は、「ござっど―いらっしゃるそうです」、「ござてくでぁ―いらして下さい」。「ござりあした

―いらっしゃいました」、「ござりあへん―いらっしゃいません」、「ごんぜぁ―いらっしゃい」など

の使い方をしている。

ござぼつ ござぼうし。［及 56］

【例】 雨あ　ふっど　でげねぁはげぁ　ござぼつ　かぷて　えげよ

「雨が降るといけないから、ござぼうしをかぶって行きなさいよ」

この語は「ござぼっつ」ともいい、「みげぼっつ―みのぼうし」もあり、共に子供がかぶって雨具と

したものである。

ござりあす [godzarïãsɯ̈] ［連語］ ございます。参ります。［続 125］

【例 1】なだは　こごに　ござりあす
「鉈はここにございます」

【例 2】ありがどござりあす
「有難うございます」

【例 3】〇〇ていう　おんで　ござりあす
「〇〇という者でございます」

【例 4】〇〇さんは　えま　ござりあす
「〇〇さんは、今参ります」

なお、「参ります」と訳されるもの以外は、「ございあす。ごぜぁあす」などともいう。
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こじぇ

こじぇ [koⁿdʒɛː] ［名］ 小勢。［及 154］

【例】 おれぁえあ　こじぇだ

「うちは小勢です」

この語の反対を「おおじぇ」といっている。

こしぇぁごど [koʃɛŋodo] 作りごと。［同］こへぁごど。［続 125］

【例】 ほんた　ごどあ　だれあ　ゆたが　すらねぁども　こしぇぁごどだ

「そんなことは、誰がいったか知らないが、作りごとだよ」

こじぇね [koⁿdʒen̝e]̝ 小銭。［同］ばらへん。［続 125］

【例】 こじぇねあ　ねぁはげぁ　これがら　とてくんねぁが

「小銭がないから、これから取ってくれませんか」

こじぇりえぁー [koⁿdʒer̝ïɛː] 小競り合い。［続 125］

【例】 へげの　みずの　ごどで、となりむらの　したずど、こじぇりえぁーん　なたじょん

「用水路の水のことで、隣り村の人達と、小競り合いになったそうだ」

こしぇる [koʃer̝ɯ̈] ［動］ 作る。［及 154］

【例 1】これぁ　こげぁして　こしぇる　おんだ
「これは、こうして作るものだよ」

【例 2】ほれだば　こしぇだ　はなすだべ
「それは、作った（でっちあげた）話だろう」

ごしゃがえる [goʃagaer̝ɯ̈] 叱られる。［続 125］

【例】 しゅぐでぁも　しねぁで　あすでっど、おとうさんに　ごしゃがえんぞ

「宿題もしないで遊んでいると、お父さんに叱られるよ」

ごしゃぎずげる [goʃagïdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 叱り付ける。［続 125］

【例】 ほゆ　ずぎあ、こりしょあつぐまで　ごしゃぎすげねぁど　だめだ

「そんな時は、性懲りのつくまで叱り付けないと駄目だよ」

こしゃぐ [koʃagɯ̈] ［名］ おませ。おせっかい。［及 155］

【例 1】おなごわらすずあ、まづ　こしゃぐな　おんで
「女の子という者は、まあ、おませなもので」

【例 2】こしゃぐだ　まねぁ　すんな
「おせつかいなまねはよせ」

ごしゃぐ [goʃagɯ̈] ［動］ 怒る。［及 25］

【例】 こればりの　ごどで、ごしゃぐなや

「こればかりのことで、おこるなよ」

この語には、「ごしぇっだ―怒っている」、「ごしゃげる―憤ろしい（ハラガタツ）」、「ごしゃぱらげ

る―憤ろしいの強調語」などの使い方がある。
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こじょわり

ごしゃげる [goʃager̝ɯ̈] ［形］ 腹立たしい。［続 125］

【例】 ごしゃげっごど、しとんどご　ばがおのあずげぁん　しあがて

「腹立たしいこと、人を馬鹿者扱かいにしやがって」

ごじゃごじゃ [godʒagodʒa] ［副］ ごちゃごちゃ。［続 125］

【例】 ないもかいも　ごじゃごじゃど　まじぇだて　だめだべちゃ

「何もかも、ごちゃごちゃと混ぜたって、駄目じゃないか」

こじゅうど 小姑。［及 5］

【例】 こじゅうどあ　ええ　しとで、ないだて　おへでける

「小姑はいい人で、なんでも敎えてくれるんです」

こじょ [koⁿdʒo] ［名］ 根性。［及 155］

【例 1】ほんた　こじょで　しごどあ　でげる　おんでねぁ
「そんな根性で、仕事は出来るもんじゃないよ」

【例 2】こじょあ　わりくて　おれぁどさ　くんねぁあだぜぁ
「根性が悪くて、私にくれないんだよ」

また、この語は、「こんじょ」ともいい、「こんじょまがり―ひがみ根性」などの使い方がある。

こじょ [koⁿdʒo] 根性。［同］こんじょ。［続 126］

【例】 なにごどでも、やりとす　こじょ　もだねぁば　でける　おんでねぁ

「何事でも、やり通す根性を持たないといけないものだよ」

ごしょ [goʃo] ［仏］ 後生。［続 126］

【例】 だれだて、としょてくっど、だんだん　ごしょ　ねがうよんなる　おんだ

「誰だって、年を取ってくると、だんだん後生を願うようになるものだよ」

こしょがづ [koʃoŋadzɯ̈] ［名］ 小正月。旧一月十五日。［及 155］

【例】 こしょがづの　行事あ　えっぺぁ　あるな

「小正月の行事は沢山あるな」

ごしょだぎなべ [goʃoⁿdagïnaᵐbe]̝ 五升鍋。米を五升炊ける鍋。［及 49］

【例】 棟上げだはげぁ　ごしょだぎなべさ　たげよ

「棟上げだから、五升鍋に炊きなきなさいよ」

ごしょでぁーず [goʃodɛːⁿdzɯ̈] 後生大事。［続 126］

【例 1】ごしょでぁーずん　ねがうごったら、いぎでる　うずの　おごねぁ　でぁずだあだ
「後生大事に願うなら、生きているうちの行いが大事なんだよ」

【例 2】なに　ほんげぁ　ごしょでぁーずん　たがて　きたおんだや
「何をそんなに後生大事にかかえて来たんだい」

こじょわり [koⁿdʒowarï] 意地が悪い。これは、人にくれてもよさそうなのに、意地悪く物を
くれないような態度をいうもので、単に意地悪いのとは違う意味をもっている語である。［続 126］
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こす

【例】 ほんげぁ　こじょわりぐ　しねぁで　〇〇ちゃんさも　くえろ

「そんなに意地悪くしないで、〇〇ちゃんにもくれなさい」

こす 腰。［及 10］

【例】 〇〇あ　こすあ　まがて　きたな

「〇〇さんは腰が曲ってきたね」

こすあげ [kosɯ̈aŋe]̝ 腰上げ。着物の腰あげ。［及 56］

【例】 まだ　おがるはげぁ　こすあげ　してくえろ

「まだ、大きくなるから、腰あげをしてあげなさい」

こすかれぁ [kosɯ̥̈karɛ] ［形］ こすっ辛い。［同］こすっかれぁ。［続 126］

【例】 えぁずだば　こすかれぁおんで　もの　たのまんねぁ

「あいつなら、こすっ辛いもので、ものを頼まれないよ」

こすぎ [kosɯ̈gï] 甑。米などの蒸し器。［続 126］

【例】 せきはん　つぐんべどもたども、こすぎ　どさ　おえだけべ

「赤飯をこしらえようと思ったが、甑を何処へ置いたんだったろう」

こずぎます [koⁿdzɯ̈gïmasɯ̈] ［四他］ 小突き回す。［続 126］

【例】 おずどご　ほんげぁ　こずぎますど、しめぁにあ　ながへんぜぁは

「弟をそんなに小突き回すと、しまいには泣かせてしまうよ」

こすぐる [kosɯ̈gɯ̈rɯ̈] ［動］ こする。［及 155］

【例】 袖で　はな　こすぐる　おのあ　ねぁべな

「袖で洟をこする奴があるものか」

こすぐれる [kosɯ̈gɯ̈rer̝ɯ̈] すれっからしになる。［及 155］

【例】 えぐねぁ　おのどばり　あすぶど　こすぐれる　おんだぞ

「悪い奴とばかり遊ぶと、すれっからしになるよ」

こすのご [kosɯ̈nogo] 腰鋸。腰につけて歩く小型の鋸。［及 63］

【例】 今日あ、こすのご　もて　えぐぞ

「今日は、腰鋸を持って行くよ」

こすのすづ 腰の筋。腰の筋肉。［及 10］

【例】 こすのすづ　のばして　いでぁくて

「腰の筋を伸ばして、痛たくてね」

こすひぼ [kosɯ̈hïbo] 腰紐。［続 126］

【例】 さきだから　こすひぼ　さがしったあだども　めねぁなよ

「さっきから、腰紐をさがしているんだが、見えないんだよ」

こすぽね 腰椎。腰椎骨。［及 10］

【例】 ころで　こすぽね　ぶてしまた
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こぞて

「転んで、腰椎を打ってしまったよ」

こずみ こな炭。粉炭。細かくて売物にならない炭。［及 71］

【例】 とす　かげで　こずみ　よれ

「篩にかけて、粉炭をより分けてくれ」

こずり [koⁿdzɯ̈rï] いどじり。糸底。茶碗などの底の部分。［続 127］

【例】 あだらす　ちゃわんの　こずり　といすで　こすて　つるつるんする　おんだ

「新しい茶碗の糸底は、砥石で擦って、つるつるにするものだよ」

こずれ [koⁿdzɯ̈re]̝ ［形］ 小狡い。［続 127］

【例】 あれだば　こずれくて　あれぁどからだば　もの　かわんねぁ

「あいつなら、小狡るくて、あいつからは物を買われないね」

こすれぁ [kosɯ̈rɛ] 拵え。［続 127］

【例】 この　たばこれだは　こすれぁの　えなだな、どから　かて　きたや

「この煙草入れなら、拵えのいいのだね、何処から買ってきたんだい」

こすれぁる [kosɯ̈rɛrɯ̈] ［下一他］ 拵える。［同］こしぇる。［続 127］

【例】 この　りょうりあ　なんずして　こすれぁる　おんだや

「この料理は、どうして拵えるものなの」

こずれらがす [koⁿdzɯ̈rer̝agasɯ̈] ［四他］ こじらす。［続 127］

【例】 この　もんでぁ　こずれらがすど　もてえぎば　ねぁぐなんぜぁは

「この問題は、こじらすと、持って行き場がなくなってしまうよ」

こそくてぁ [kosõkɯ̥̈tɛ] くすぐったい。［及 26］

【例】 こちょがすなや　こそくてぁごと

「くすぐるなよ、くすぐったいこと」

この語は「こちょくてぁ」、「こちょぴてぁ」とも使い、くすぐるを「こちょがす」と使っている。

ごそぐろ [gosogɯ̈ro] 御足労。［続 127］

【例】 とうえ　どご　きて　いだでぁで　たえへん　ごそぐろ　おがげしあした

「遠い所を来ていただいて、大変御足労をおかけしました」

こそっと ［副］ こっそり。［及 155］

【例】 戸の　すぎまこがら　こそっと　みっだ

「戸の隙間から、こっそり見ていた」

ごそっと [gosotto] ［副］ ごっそり。［続 127］

【例】 はだげさ　ゆえっだえも　ごそっと　もて　えがったどは

「畑に植えていた芋を、ごっそり持って行かれてしまったそうだよ」

こぞて [koⁿdzote]̝ ［連語］ 挙って。［続 127］

【例】 この　ぎょうずにあ、ぶらぐ　こぞて　さんかして　もらいでぁ　おんだな
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こだげぁ

「この行事には、部落挙って参加してもらいたいものだね」

こだげぁ [koⁿdagɛ] ［形］ 小高い。［続 127］

【例】 ほら、あそごに、こだげぁ　やま　あんべ、あれぁ　〇〇ていう　やまたぜぁ

「ほら、あそこに、小高い山があるだろう、あれが〇〇という山だよ」

こだっつ [kodattsɯ̈] 炬燵。［続 128］

【例】 さみぐなて　きたはげぁ、そろそろ　こだっつ　かげねぁんねぁなは

「寒くなってきたから、もうそろそろ炬燵を掛けないといけないね」

こだっつね [kodattsɯ̈ne]̝ 炬燵寝。［続 128］

【例】 こだっつね　すっど、くへんなて　まえばん　こだっつね　しねぁんねぁぐなんぞ

「炬燵寝をすると、癖になって、毎晩炬燵寝をしないといけなくなるよ」

こだな [koⁿdana] 蚕棚。これは、蚕を飼うために、室の中に組み立てた棚をいう。高さ 5 尺位、
巾 3尺位いで、長さは 2間ぐらい、棚は 3～4段あった。［続 128］

こだなぼげ [koⁿdanaboge]̝ 蚕棚を組む竿をいう。［続 128］

【例】 こどすの　こだなぼげあ　きょねんきて　かわがしったな　つかうべ

「今年の蚕棚を組む竿は、去年切って乾かしておいたのを使おう」

こたんねぁ ［名］ うす馬鹿。少し足りない。うすのろ。［及 155］

【例 1】あれぁ　こたんねぁあだはげぁ　かもうな
「あれは、うす馬鹿だから、かまうな」

【例 2】これぁ　えっしょさ　こたんねぁな
「これは、一升に少し足りないな」

ごだんぱな [godaɴpana] 青鼻。濃い鼻汁。［及 15］

【例】 きたねぁごど　ごだんぱな　たらして

「きたないね、青鼻をたらして」

この語は「ねぎぱな」ともいい、鼻汁には「はなえぼ―鼻提灯」、「はなたんこ―鼻汁」、「はなちん

こ―鼻汁。幼児語」などがある。

こちちぇぁ [kotsït̥ʃɛ] ［形］ ［卑語］ 小さい。小さいの卑語。［同］こちっちぇぁ。［続 128］

【例】 こちちぇぁ　かんめぁして、なにあ　でげるて

「小さいくせに、何が出来るというんだい」

こちっちぇ [kotʃïttʃɛ] ［強調］ 小さい。小さいの強調語。［及 26］

【例】 こちっちぇ　かんめぁして、なにあ　でげるて

「小さいくせに、何が出来る、というの」

ごちゃまじぇ [gotʃamaⁿdʒe]̝ ごちゃ混ぜ。［続 128］

【例】 ほれぁ　たなもみだはげぁ　ほがんなど　ごちゃまじぇ　すんなよ

「それは種籾だから、他のとごちゃ混ぜにするなよ」
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こっかす

こちょがす [kotʃoŋasɯ̈] ［動］ くすぐる。［及 155］

【例】 やだごど　しとんどご　こちょがして

「嫌だこと、人をくすぐって」

こちょくてぁ [kotʃokɯ̥̈tɛ] ［形］ くすぐったい。［同］こちょぴてぁ。［及 155］

【例】 こちょくてぁちゃな、やめろや

「くすぐったいこと、やめてくれよ」

こっ～ [koQ~] ［接頭辞］ 強調の接頭辞。主意を強調する語。［続 128］

【例 1】こっつねる
「拗ねる」

【例 2】こっぱずがす
「恥かしい」

【例 3】こっつらねぁふり
「知らん振り」

【例 4】こっつぎんねぁ
「嫌だ」

【例 5】こっつらにぐえ
「憎い」

【例 6】こっぴどぐ
「ひどく」

こつぉこつぉ [kotsokotso] ［副］ こそこそ。［及 155］

【例】 おわだばり　ほごで　こつぉこつぁど　なに　しった

「自分達ばかり、そこでこそこそと、何をしてるの」

こつぉこつぉ [kotsokotso] ［副］ こそこそ。［続 128］

【例】 ほこで、したりばりで　こつぉこつぉど　なに　そうだんしったあだ

「そこで、二人だけでこそこそと、何を相談しているんだ」

こつぉこつぉばなす [kotsokotsobanasɯ̈] こそこそ話。［続 128］

【例】 なに　そうだんしったなだが、みじゃで　こつぉこつぉばなすだけな

「何を相談しているのか、台所でひそひそ話だったな」

こつぉっと [kotsotto] ［副］ こっそり。［同］こそっと。［続 129］

【例】 だれだ、ほどげさまの　んめぁおの　こつぉっと　とて　えたな

「誰だ、仏さまのお菓子を、こっそり取って行ったのは」

こっかす 蚕糞。［及 71］

【例】 こっかすあ　たまたはげぁ　かっこ　とけぁろよ

「蚕糞がたまったから、蚕座を取替えろよ」
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こつからこ

こつからこ [kõtsɯ̥̈karako] 小力。［続 129］

【例】 この　やろこあ　とすの　わりん　こつからこあ　あるな

「この子（男の子）は、年のわりに小力があるね」

こっきび [kokkïbï] 小気味。［続 129］

【例】 みんなの　めぁで　ゆいまがしてやて　こっきびあ　えがったな

「皆の前でいい負かしてやって、小気味がよかったな」

ごっきら [gokkïra] ［副］ ごつんと。［同］ごっきり。［及 156］

【例】 つぁつぁ　ごっきら　たでぁだけ

「お父さんが、ごつんとたたいたつけ」

こっけ [kokke]̝ ［名／ダナ］ 滑稽。［続 129］

【例】 〇〇さんだば、こっけだ　ごど　ゆて　しとんどご　わらわへでんなだ

「〇〇さんなら、滑稽なことをいって、人を笑わせているんだよ」

こづげぁ [kodzɯ̈gɛ] ［名］ 小遣い。［同］こまづげぁ。［及 156］

【例】 がが　こづげぁ　ころ

「お母さん、小遣いを下さい」

こづげぁ [koⁿdzɯ̈gɛ] 小使い。［及 77］

【例】 がっこの　こづげぁ　えま　用務員て　いうなだ

「学校の小使は、今は用務員というんだよ」

こつけぁた [kotsɯ̥̈kɛta] ［連体］ ［強調］ こんな。こんなの強調語。［続 129］

【例】 おれぁどさば　こつけぁたおのばり　くっで、こんたおのだば　いらねぁな

「俺にはこんなものばかりくれて、こんなものならいらないね」

こつけらがす [kõtsɯ̥̈ker̝agasɯ̈] ［四他］ こじらす。［続 129］

【例 1】きず　こつけらがすど　てぁへんだぞ
「傷をこじらすと大変だよ」

【例 2】はなす　こつけらがすど　もんでぁ　かいけずしねぁぞ
「話をこじらすと、問題が解決しないよ」

こつける ［動］ こじれる。［及 156］

【例】 とぢの　ごどで　こつけで　はなすん　ならねぁけ

「土地のことでこじれて、話にならなかったよ」

この語は、また、「こんつける」ともいう。また、「こつけらがさっだ―こじれさせられた」、「こつ

けらがす―こじれさす」などの使い方もしている。

こっこ [kokko] 動物の仔をいう。［続 129］

【例 1】ねごの　こっこ
「猫の子」
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ごっつぉこへぁ

【例 2】んまの　こっこ
「馬の子」

【例 3】すずめの　こっこ
「雀の子」

ごっごど [goggodo] ［副］ ごくごくと。［及 156］

【例】 ビール　しとびん　ごっごど　しといぎで　のでしまたけ

「ビールひとびん、ごくごくと一息に飲んでしまったつけ」

ごったげぁす [gottaŋɛsɯ̈] ［四自］ ごった返す。［続 129］

【例】 まえとす　おまずりていうど、ごったげぁす　おんで　にぎゃがだ　おんだ

「毎年お祭りというと、ごった返すもので、賑やかなもんだよ」

ごったまじぇ [gottamaⁿdʒe]̝ ごったまぜ。［続 129］

【例】 えぇ　たねも　わりなも　ごったまじぇんしたて　だめだべや

「いい種も悪いのも、ごったまぜにしたって、駄目じゃないか」

～ごったら [~gottara] ［助動］ なら。［続 130］

【例 1】えぐごったら
「行くなら」

【例 2】すっごったら
「するなら」

【例 3】とっごったら
「取るなら」

【例 4】いうごったら
「いうなら」

【例 5】かうごったら
「買うなら」

こっつ ［代］ こっち。こちら。［及 156］

【例】 あっつこっつ　みでねぁで　ちゃっちゃど　えご

「あっちこっち見ていないで、さっさと行くんだ」

この語には、「こっちゃ―こっちに、こっちへ」などという使い方もある。

こづづ 土。炭がまの内壁の積み石と外側のしがらみの間に入れる土や粘土をいう。［及 71］

【例】 炭がま　まぐ　こづづ　しょうべ

「炭がまを築く土を背負おう」

ごっつぉ [gottso] ［名］ ご馳走。［及 156］

【例】 まづ　んめぁ　ごっつぉだ　ごど

「まあ、うまいご馳走だこと」

ごっつぉこへぁ [gottsokohɛ] ご馳走作り。［同］ごっつぉこしぇぁ。［続 128］
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こっつねる

【例】 さきだから　なに　ごっつぉこへぁ　しったなだや

「さっきから、何のご馳走作りをしているの」

こっつねる [kottsɯ̈ner̝ɯ̈] ［動］ ［強調］ すねる。すねるの強調語。［及 26］

【例】 この　ぼつこあ　こっつねで、えぁらすぐねぁ　ごど

「この女めが、すねやがって、憎らしいこと」

こっぱえぁ [koppaɛ] ［形］ ［強調］ 素早い。早いの強調語。［続 130］

【例 1】こんげぁ　あさまこっぱえぁぐから　なによあ　あんなや
「こんなに朝早くから、何用があるの」

【例 2】この　やろこあ　こっぱえぁおんで　しめらんねぁ
「この子（男の子）は素早いもんで、掴まらないよ」

こっぱづがす [koppaⁿdzɯ̈gasɯ̈] ［強調］ 恥かしい。恥かしいの強調語。［及 26］

【例】 しとの　つら　ほんげぁ　みんなや　こっぱづがす　ごど

「人の顔をそんなに見ないでよ、恥かしいこと」

こっぴどえ [koppïⁿdoe]̝ ［形］ こっぴどい。［続 130］

【例】 あんまり　きがねぁ　ずぎあ、たまにあ　こっぴどえ　すおぎ　すればえなよ

「余りきかない時は、たまには、こっぴどい仕置きをすればいいんだよ」

こっ
〇

ぺぁはえぁ [koppɛhaɛ] ［連語］ 手が早い。［及 156］

【例 1】んめぁおのていうど　こっぺぁはえぁ　おんで
「うまい物、というと、手が早いもんで」

【例 2】こっぺぁはえぁ　おんで、すぐただぐなだ
「手が早くて、直くたたくんだよ」

こっ
〇

ぺぁはえぁ [koppɛhaɛ] ［形］ すばしこい。ずるがしこい。［同］こべあはえぁ。［及 156］

【例】 こっぺぁはえぁ　おんで　手あ　つけらんねぁ

「ずるがしこいもんで、手がつけられないよ」

ごでぁ [godɛ] ［助動］ だろう。［及 156］

【例 1】えたごでぁ
「行っただろう」

【例 2】したごでぁ
「しただろう」

【例 3】しゃべたごでぁ
「話しただろう」

こでぁー [kodɛː] 答え。［続 130］

【例】 にたすさんの　こでぁーは　なんぼ

「2＋ 3の答えはいくら」
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ごど

ごてぁー [gotɛː] 五体。全身。［続 130］

【例】 だれだて　ごてぁーまんぞぐで　まめで　はだらげんな　いずばん　しっしゃわへだなだ

「誰だって、五体満足で、健康で働けるのが一番幸せなんだよ」

こでぁーる [kodɛːrɯ̈] ［下一自］ 答える。［続 130］

【例】 〇〇ちゃん、はっきり　こでぁーなさい

「〇〇ちゃん、はっきり答えなさい」

ごでぁす [goⁿdɛsɯ̈] ［連語］ なんです。ました。女性語で敬語。［及 156］

【例 1】んだごでぁす
「そうなんです」

【例 2】ああ　えたごでぁす
「ええ、まいりました」

こでぁねぁ [kodɛnɛ] ［形］ あっけない。こらえがない。「この堤防も　こでぁねぁぐ　ながさ

っだ　おんだな―この堤防もあつけなく流されたもんだな」。「すこすばりの傷、こでぁねぁくて　

ぴいぴてる―少しばかりの傷に、こらえがなくて、ひいひいいってる」。［及 156］

こでぁらんねぁ [kodɛraɴnɛ] ［連語］ 堪えられない。［及 157］

【例】 これだば　んめぁくて　こでぁらんねぁな

「これならうまくて堪えられないね」

こでぁる [kodɛrɯ̈] ［動］ 答える。応える。堪える。［及 157］

【例 1】ほんた　ごどぁ　こでぁる　ひづよあ　ねぁな
「そんなことは答える必要がないね」

【例 2】きてぁに　こでぁねぁんねぁな
「期待に応えないといけないな」

【例 3】いでぁくて　こでぁらんねぁはげぁ、医者さ　えて　くる
「痛くて堪えられないから、医者に行って来るよ」

こてっと [kotet̝to] ［副］ こってり。［続 130］

【例 1】にぐだば　こてっと　あぶらの　のたな　えな
「肉なら、こってり脂ののったのがいいな」

【例 2】こてっと　ごしゃがっだ
「こってり叱られた」

こでな 細縄。［及 71］

【例】 あらむすろ　おんな　こでなでも　なうが

「荒蓆をあむ細縄でもなおうか」

ごど [godo] ［名］ ごみ。［及 157］

【例 1】ほの　ごど　こえづがさ　なげろ
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こどあだらす

「そのごみを堆肥場に捨てなさい」

【例 2】ごどくたず
「ごみくず」

こどあだらす [kodoadarasɯ̈] ［形］ 事新しい。［続 130］

【例】 すぎだ　むがすの　ごど　こどあだらすぐ　ほずくる　ごど　ねぁべや

「過ぎた昔のことを、事新しくほじくることはないじゃないか」

ごどごどむす [godogodomɯ̈sɯ̈] くわがたむし等の幼虫。これは、くわがたむし科のくわがた
むしや、こがねむし科のかぶとむし等の幼虫の総称である。［同］こえずがむす。［続 130］

ごどされぁ [godosarɛ] ごみ浚い。［続 131］

【例】 ゆぎあ　けだおん、こんだ　むらの　へげの　ごどされぁ　すんべや

「雪が消えたから、今度は村の用水路のごみ浚いをしようや」

こどす [kodosɯ̈] ［名］ 今年。［及 157］

【例】 こどすあ　さぐあ　えな

「今年は作がいいな」

こどばずげぁ [kodobadzɯ̈gɛ] 言葉遣い。［続 131］

【例】 えまの　わらしたずだば　こどばずげぁ　えぇ　おんで、ねなの　つかてる

「今の子供達なら、言葉遣いがいいもんで、ねなんか使っているよ」

こどむぎ [kodomɯ̈gï] 用向き。［続 131］

【例】 よげだ　ごど　ゆてねぁで、ほの　こどむぎ　ゆてみろじゅ

「余計なことをいっていないで、その用向きをいってみろよ」

こどん [kodoɴ] ［副］ 殊に。［続 131］

【例】 こごあ　ゆぎの　ふっどごで、やまがだけんでも　こどん　ふる　ほだ

「此処は雪の降るところで、山形県でも殊に降るほうだよ」

こどんぐ [kodoɴŋɯ̈] 小道具。［続 131］

【例】 ペンツなのの　こどんぐ　へっだ　はご　もて　きてころ

「ペンチなんかの小道具の入れてある箱を持ってきてくれ」

こどんよっど [kodoɴjoddo] ［連語］ 殊に依ると。［続 131］

【例】 きょうの　けぁりあ　こどんよっど　よんま　なっがもしんねぁぞ

「今日の帰りは、殊に依ると、夜になるかも知れないよ」

こにぐらす ［強調］ こ憎らしい。憎らしいの強調語。［及 26］

【例】 こにぐらす　ごど、しとんどさ　へんかばりして

「こ憎らしいこと、人に口答えばかりして」

こにゃ [konja] ［名］ 今夜。［及 157］

【例】 こにゃ　えぐはげぁな
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このへづ

「今夜行きますよ」

こねぁだ [konɛⁿda] ［名］ この間。［及 157］

【例】 こねぁだ　えがねぁでしまて　ぶじょほしたな

「この間は、行かないでしまって、不調法しましたね」

また、この語には、「このめぁ―この前。この間」などとも使っている。

こねぁぶづ 苗配り。田植えの時、植え手に苗を投げて配ばること。［及 71］

【例】 こねぁぶづ　こねぁぶづ　早ぐ　ねぁ　もて　こえ

「苗配り、苗配り、早く苗を持つ来い」

このが [konoga] 小糠。［続 131］

【例】 むがすあ　このが　さんじょ　もたら、むごん　えぐな、て　ゆた　おんだど

「昔は、小糠を 3升持っていたら、聟に行くな、といったものだそうだ」

このがあめ [konogaame]̝ こぬか雨。［及 103］

【例】 このがあめあ　ふったはげぁ　かさ　さして　えげよ

「こぬか雨が降ってるから、傘をさしていきなさいよ」

このがづげ [konoga(ⁿ)dzɯ̈ge]̝ 米糠漬。［及 40］

【例】 このがづげ　すんな　でぁご　持て　来てころ

「米糠漬にする。大根を持って来てくれないか」

このげ 眉。眉毛。［及 10］

【例】 このげの　なんげぁ　しとあ　ながいぎ　すっど

「眉毛の長い人は長生きをするそうだよ」

このごずる きのこ汁。［及 39］

【例】 あぎん　なっど　このごずる　くえな

「秋になると、きのこ汁が食べられるな」

このこの [konokono] 独り言。もぐもぐ。［続 131］

【例】 まだ、ばさま　ないが　このこのて　ゆてだぜぁは

「また、お婆さんが、何か独り言をいっているよ」

このじゅ ［名］ 最近。近頃。この頃。［同］このじゅこのごろ。［及 157］

【例】 このじゅあ　物あ　たがく　なたな

「この頃は、物価が高くなったな」

このせぁー [konosɛː] この際。［続 131］

【例】 このせぁーだおん、むらの　まずりも　せぇでぁん　やんべや

「この際だから、村の祭りも盛大にやろうや」

このへづ [konohed̝zɯ̈] ［名］ この節。当節。［及 157］

【例】 このへづあ　かねのかがる　へづだ　おんだ
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このます

「この節は、金のかかる時勢なもんだ」

このます [konomasɯ̈] ［形］ 好ましい。［続 131］

【例】 ほれだば　ねがてもねぁ　このます　ごどだはげぁ　ほげぁしてこっちぇぁ

「それなら願ってもない好ましいことだから、そうして下さい」

こばがくせぁ [kobagakɯ̥̈sɛ] ［強調］ こ馬鹿くさい。馬鹿くさいの強調語。［同］こんばがく

せぁ。［及 26］

【例】 こばがくせぁ　ほげぁた　話じゃねぁべ

「こ馬鹿くさい、そんな話ってないだろう」

こばす 香ばしい。［及 26］

【例】 この　つけおのあ　こばすくて　んめぁな

「この漬物は香ばしくてうまいね」

こばれ [kobare]̝ 小晴。小止み。一時晴れること。［続 132］

【例】 あめあ　すこす　こばれん　なたはげぁ、えまの　うずん　けぁんべ

「雨が少し小止みになったから、今のうちに帰ろう」

こび おこげ。［及 40］

【例】 しっとえぁ　みねぁんだば　ごびあ　でげだは

「一寸見ないでいたら、おこげが出来てしまったよ」

こびづぐ [kobïdzɯ̈gɯ̈] ［動］ こびりつく。こげつく。［及 157］

【例】 まま　なべさ　こびづでしまた

「ご飯が鍋にこびりついてしまった」

ごぴらごぴら [gopïragopïra] ［副］ ぐぴぐぴ。［同］ごぴごぴ。［及 157］

【例】 あの　さげ　ごぴらごぴらど　みな　のでしまた　おんだ

「あの酒をぐぴぐぴみな飲んでしまったもんだ」

こびる ［動］ やける。胸のやけること。［及 281］

【例】 むねあ　こびて　しよねぁ、水　くんねぁが

「胸がやけてしようがない、水をくれないか」

こびる 中間食。田植えの時、朝飯と昼飯の間、及び昼飯と晩飯の間に食べる飯を「こびる」といっ

た。［及 40］

【例】 みんな　こびる　してころ

「皆さん中間食にして下さい」

こぶす こぶし。もくれん科の落葉樹。早春いち早く白い花を開き、春を告げる。［及 87］

この地方では「たむしば」も「こぶす」といっている。

こべぁはえぁ [kobɛhaɛ] ［形］ すばしこい。［続 132］

【例】 これだば、こべはえぁおんで、えまあげだ　おがす　とてしまたでぁは
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こまぐれぁ

「こいつは、すばしこいもんで、今供えたお菓子をもう取ってしまったよ」

こへぎ [koheg̝ï] ［名］ 戸籍。［及 157］

【例】 じゅんささん　こへぎ　しらべん　来たど

「巡査さんが、戸籍調べに来たそうだ」

こへこへ [kohek̝ohe]̝ ［トス自］ こせこせ。［続 132］

【例】 ほんたばりの　かねさ　こへこへ　すんな、はだらげば　まだ　すぐ　たまる

「そればかりの金にこせこせするなよ、働けばまた直ぐ溜るよ」

こべそぐ [kobes̝ogɯ̈] ［名］ 小柄。［及 158］

【例】 おれぁえの　わらすあ　こべそぐでな

「うちの子は、小柄でね」

ごぺっと ［副］ ごっそり。［及 158］

【例】 泥棒に　ごぺっと　もて　えがっだは

「泥棒に、ごっそり持っていかれてしまったよ」

ごほらぐ [gohoragɯ̈] ［名］ ご法楽。楽しみ。慰み。［及 158］

【例】 今日あ　ごほらぐでぁったな

「今日は楽しかったね」

こぼろ ［名］ 子煩悩。［及 158］

【例】 〇〇だば　こぼろだ　しとだ

「〇〇さんなら、子煩悩な人だね」

ごまえぁ [gomaɛ] 胡麻和え。［続 132］

【例】 なえだて　この　ごんぼの　ごまえぁ　んめぐ　こしぇだ　ごとなおす

「まぁ、この牛蒡の胡麻和え、美味しく作りましたわね」

こまおの [komaono] 小間物。［続 132］

【例】 むすめも　よめん　えぐなだおん　ないだかいだて　こまおの　おすべな

「娘も嫁に行くんだから、なんだかんだと、小間物が欲しいだろうな」

こまおのめへ [komaonomeh̝e]̝ 反吐。この語は、「こまおのめへ　ひろげる＝反吐を吐く」の
形だけで使う語である。［続 132］

【例】 ほんたどさ　こまおのめへ　ひろげで

「そんな所へ反吐を吐いて」

こまおのめへ [komaonomeh̝e]̝ 小間物店。［続 132］

【例】 このきんじょに　はさみどが　くすなのうてる　こまおのめへあ　ありあへんべが

「この近所に、鋏とか櫛なんか売ってる、小間物店がないでしょうか」

こまぐれぁ [komagɯ̈rɛ] おやつ。間食。［及 40］

【例】 こまぐれぁ　おしてが、えま　くえんぞ
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こまこえ

「おやつが欲しいってかい、今あげるよ」

こまこえ 細かい。［同］こめぁ。［及 26］

【例】 さぐあ　えぐねぁくて、豆まで　こまこえ

「作が悪くて、豆まで細かいよ」

こまこぐする [komakogɯ̈sɯ̈rɯ̈] ［動］ 両替する。［同］こまぐする。［及 158］

【例】 これ　こまこぐして　くんねぁが

「これを両替してくれませんか」

こまざぐ [komadzagɯ̈] ［動］ 細かに切り裂く。細かに切ったり裂いたりすること。［及 158］

【例】 まだ　使うえな　こまざぐなや

「まだ使える物を切り裂くなよ」

こまざれぁ 細かい炭をさらい出す道具。炭から出した炭に灰（すべぁ）をかぶせて、火を消し、

大まかな炭を、その灰からはんぎりぼで取り出し、残った細かい炭を取り出す器具を「こまざれぁ」

という。［及 63］

ごまししょ [gomasïʃ̥o] 胡麻塩。［続 132］

【例 1】ごまししょ　つけだ　にぎりまま　にきてころてが
「胡麻塩をつけた握り飯を握ってくれってかい」

【例 2】としだおんだ、おれぁ　あだまも　ごまししょん　なたは
「年なものだね、俺の頭も、もう胡麻塩になったよ」

こまずげぁ [komaⁿdzɯ̈gɛ] 小遣い。小間使い。［続 132］

【例 1】〇〇ちゃん　これぁ　こんげつの　こまずげぁだぞ
「〇〇ちゃん、これは今月の小遣いだよ」

【例 2】これも　こまずげぁ　でげるよん　なたな
「この子も、小間使いが出来るようになったね」

こまちゃくれる ［動］ こましゃくれる。［及 158］

【例】 これぁまだ　このじゅあ　こまちゃぐっできて

「この子は、近頃こましゃくれて来てね」

こまづげぁ [komaⁿdzɯ̈gɛ] ［名］ お使い。［及 158］

【例】 これも　こまづげぁするよん　なたは

「この子も、もうお使いをするようになったんですよ」

こまます ［名］ 独楽回し。［及 158］

【例】 〇〇ちゃん　こまます　しねぁが

「〇〇ちゃん、独楽回しをしないか」

こまめ [komame]̝ まめに働くこと。［続 133］

【例】 〇〇さんの　よめだば、こまめで、えまどきにあ　めずらす　よめこだな
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こもくら

「〇〇さんの嫁なら、まめに働いて、今時には珍らしい嫁だね」

こまわり [komawarï] 1日の仕事の量が定められていること。［続 133］

【例】 きょうの　すごどあ　こまわりでぁったはげぁ　でがしてきたは

「今日の仕事は 1日分定められておったので、もう出かして来たよ」

こみづ ［名］ しまり屋。小心で、物や金を少しづづしか使わないこと。［及 158］

【例】 あれあ　こみづだ　ほうで、んめぁ　おのも　ろぐに　けねぁあだ

「あいつは締り屋の方で、うまいものもろくに食えないんだよ」

こむずがす [komɯ̈ⁿdzɯ̈gasɯ̈] ［形］ 小難しい。［続 133］

【例】 あぁでもねぁ　こうでもねぁて、こむずがす　ごど　いう　おんだ

「あぁでもないこうでもないって、小難しいことをいうもんだね」

こめぁー [komɛː] 小前。経営規模の小さいこと。［続 133］

【例】 おらみでぁんた　こめぁーの　ひゃくしょあ、ほがに　すごど　おすなだ

「俺達みたいな小前の百姓は、他に仕事が欲しいんだ」

こめぁかぎ [komɛkagï] ［名］ ふざけて無役なことをすること。いたずら。［及 158］

【例 1】こめぁ　かぎしてねぁで　ちゃっちゃど　こえ
「いたずらしてないで、さっさと来なさい」

【例 2】こめぁ　かぐ
「いたずらをする」

【例 3】こめぁ　けぁで
「いたずらをして」

こめこしぇ [komek̝oʃɛ] 米の脱穀調製などの作業。［及 71］

【例】 むがすど　ちがて、えまだば　こめこしぇも　らぐん　なた　おんだ

「昔と違って、今なら米の脱穀調製も楽になったものだ」

こめだら 米俵。［及 63］

【例】 くらの　こめだら　なんぼ　あっが　かんじょすろ

「蔵の米俵が、いくらあるか、勘定しなさい」

こめどご [kome̝n dogo] 米所。［続 133］

【例】 やまん　ながの　こびゃしょがら　みっど　こめどごの　ひゃくしぁあ　うらやますな

「山の中の小百姓から見ると、米所の百姓は羡ましいね」

ごもぐまま [gomogɯ̈mama] 五目飯。［続 133］

【例】 たまにあ　めぁだげの　ごもぐままも　んめぁ　おんだな

「たまには、まいたけの五目飯も美味いものだね」

こもくら ［名］ 小さい荷物。風呂敷包みなどをいう。［及 158］

【例】 ばば　こもくら　しよて、どさ　えぐや
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こもず

「お婆さん、風呂敷包などを背負って、何所へ行くの」

こもず [komodzɯ̈] 粉餅。麦粉をまぶした餅。これは、直ぐ食べる以外の、何日か後に食べる餅
に、麦粉をまぶし、用器にくっつかないようにした餅をいう。［続 133］

こもずもねぁ ［連語］ わけの分らない。［同］こもずねぁ。［及 159］

【例】 なに　こもずもねぁ　ごど　ゆてんなだ

「何をわけの分らないことをいってるんだ」

こもそ
こ む そ う

虚無僧。［及 77］

【例】 こもそも　えまだば　こねぁは

「虚無僧も、今なら、もう来ないね」

こやがます [kojagamasɯ̈] ［形］ 小やかましい。［続 133］

【例】 こやがます　ごどな、ほんた　ごど　いずいず　ゆわねぁたて　すっさげぁ

「小やかましいことな、そんなことをいちいちいわなくともするから」

ごやごや [gojagoja] ［副］ うようよ。［同］ぐやぐや。ごよごよ。［及 159］

【例】 あそごに　ぎゃらくとあ　ごやごや　いだけ

「あそこに、おたまじゃくしが、うようよいたつけ」

こやす [kojasɯ̈] 肥。肥料。［続 133］

【例】 トマトあ　まだ　そろそろ　こやす　くんねぁんねぁな

「トマトは、また、そろそろ肥をくれないといけないな」

こゆみ 暦。［及 49］

【例】 こどしも　こゆみ　えっぺぁ　もらた

「今年も暦をいっぱい貰ったよ」

こゆみ [kojɯ̈mï] 暦。［続 133］

【例】 めへどが　ぎんこがら、まえとす　こゆみ　もらう　おんだな

「店とか銀行から、毎年暦を貰うものだな」

ごよ 萌芽。根元から伐った木から萌芽したものをいう。［及 87］

【例】 木でも　ごよの　でる　木ど、出ねぁ　木あ　ある　おんだ

「木にも、萌芽する木としない木があるものだよ」

ごりかつか [gorïkãtsɯ̥̈ka] よしのぼり。これは、溪流に棲む鰍の一種で、胸部に吸盤があり、滝
や急流も登る鰍である。［同］なべかつか。［続 134］

こりご [korïgo] ［ダナ］ 小利口。［続 134］

【例】 この　わらすあ　どごが　こりごだ　どごあ　あっじゅなや

「この子は、どこか小利口なところがあるよね」

こりざど [korïⁿdzado] 氷砂糖。［続 134］

【例】 おがすあ　ねぁぐなたはげぁ、ほごの　こりざどでも　なめてんだ
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これみろてゆわねぁばり

「お菓子がなくなったから、そこの氷砂糖でも砥めているんだね」

こりしょ ［名］ 凝り性。［及 159］

【例】 こりしょな　おんだはげぁ　やりだすど　むじゅうん　なんなだ

「凝り性なものだから、やり出すと夢中になるんだ」

こりしょ ［名］ 性懲り。［及 159］

【例】 こりしょあねぁぐ　まだ　来たか

「性こりもなく、また来たのか」

性こりのない者を「しょなし」、「こりしょなし」などと呼んでいる。

こりっと [korïtto] ［副］ 全然。［続 134］

【例】 なしてだが　しらねぁども、〇〇さん　ちかごろ　こりっと　こねぁぐなたなは

「どうしてなのか知らないが、〇〇さんは近頃全然来なくなったな」

こりもず [korïmodzɯ̈] 凍り餅。これは、餅を縱 7cm、横 5cm、厚さ 7mm位いに切り、藁で編
んだものを、軒下などに下げて凍らせたものをいう。後で燒き砂糖醤油をつけて食べる。［続 134］

こる [korɯ̈] ［四他］ 梱る。［続 134］

【例】 この　にもつ　こっさげぁ、にずぐりひぼ　かて　きてくんねぁが

「この荷物を梱るから、荷造り紐を買ってきてくれないか」

こるたん ［名］ コールタール。［同］こうるたん。こるたる。。［及 159］

【例】 屋根さ　こるたん　ぬてくんねぁが

「屋根にコールタールを塗ってくれませんか」

これぁーしょ [korɛːʃo] 堪え性。［続 134］

【例】 けぁずだば、たんきなおんで、これぁしょあ　ねぁくて、こまた　おんだ

「こいつなら、短気なもんで、堪え性がなくて、困ったもんだよ」

ごれぁご [gorɛago] ご来光。高い山の日の出。［及 103］

【例】 ざおうで　ごれぁご　おがだども　さみくて　ふるえっけ

「蔵王で、ご来光を見たが、寒むくてふるえたつけ」

こればり [koreb̝arï] こればかり。［同］これぱり。これっぱり。［続 134］

【例 1】こればりの　ごどで　なぐ　おのあ　ねぁべな
「こればかりのことで、泣く奴があるもんか」

【例 2】わらび　こればりはんて　とてこねぁなが
「わらびをこればかりしか採ってこないのかい」

これみろてゆわねぁばり [korem̝ïrotej̝ɯ̈wanɛbarï] ［連語／ダナ］ これみよがし。［続

134］

【例】 しゃっだ　かっこして、これみろて　ゆわねぁばりん　ありぐおんだ

「酒落た格好をして、これみよがしに歩くものだ」
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ころ

ころ くれ。物などを乞い求めること。［及 159］

【例】 ほれ　おれぁどさ　ころじゅ

「それ、私にくれよ」

この語は、「けろ」とも使い、また、「けろや―くれよ」、「けっちぇ―くれよ」、「けんべ―くれるだ

ろう」、「くっちゃ―くれよ」、「こっちぇ―くれよ」などの使い方がある。

ころ [koro] 丸太の短かい切れ端。［続 135］

【例】 ころだて、たぎおのん　なっさげぁ、おれぁ　もらて　えぐ

「丸太の短かい切れ端だって、焚きものになるから、俺が貰って行くよ」

ころえぁー [koroɛː] 頃合。［続 135］

【例】 えぁっだ　さがな　ちょうど　あぶっだ　ころえぁーだべぜぁ

「燒いている魚は、丁度あぶれた頃合だろうよ」

ころくたま [korokɯ̥̈tama] ［副］ ［強調］ ろくに。ろくにの強調語。［続 135］

【例】 ころくたま　みねぁで　ありぐはげぁ　ころぶなだ

「ろくに見ないで歩くから転ぶんだよ」

ごろごろさま [gorogorosama] 雷。特に子供が使う。［及 103］

【例】 ごろごろさま　来た　つぁつぁ　おかねぁ

「雷が来た、お父さん、おつかないよ」

ころす
ふるい

篩。［及 49・63］

【例 1】ころす　もて　きて、これ　ふるてころ
「篩を持って来て、これをふるって下さい」

【例 2】ほごに　ある　ころす　もて　きてころ
「そこにある篩を持って来てくれ」

ごろだ [goroda] おお石。大きい石。一寸動かせないような大きい石。［同］ごろだいし。［及 103］

【例】 この　ごろだ　なんずがして　よへねぁんねぁな

「この大石をなんとかして、よせないといけないな」

ころっけ [korokke]̝ 利口な子供。［続 135］

【例】 この　わらすあ　ころっけな　おんで、かいおのも　してくんなだ

「この子は、利口な子なもので、買い物もしてくるんだ」

ころっと [korotto] ［副］ とんと。すっかり。［続 135］

【例】 たのまっだ　ごど　ころっと　わすっでだけ、えまから　えてこねぁんねぁな

「頼まれていたことを、とんと忘れておったが、今から行ってこないといけないな」

ころでありぐ [koroⁿdea̝rïgɯ̈] ［連語／四自］ のたうつ。［続 135］

【例】 くるすがて　ころでありぐけ

「苦しがって、のたうっておったっけ」
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こん～

ころど [korodo] ［名］ 独断。［及 159］

【例】 くみえぁの　ごどだべ　ほれだば　委員長あ　ころどで　決めだて　だめだべや

「組合のことだろう、それなら委員長の独断で決めたって駄目じゃないか」

ころます [koromasɯ̈] ［形］ 野菜などがよく成育したさま。［続 135］

【例】 ないだて　おめぁえの　でぁごあ　ころます　ごどな

「まぁ、お宅の大根はよく成育したことね」

ごろら [gorora] ［副］ ごろりと。転ろぶさま。横たわるさま。［及 159］

【例】 ちっちぇなに、おっきな　ごろら　ころばさっだけ

「小さいのに、大きいのが、ごろりと転ばされたつけ」

ごろらごろら ［副］ ごろごろ。転がるさま。転がっていること。［及 159］

【例】 つづなでで、おっき　石あ　ごろらごろらど　かころで　来たけ

「土砂崩れで、大きな石がごろごろと転んで来たつけ」

こわぇぐなる [kowɛgɯ̈narɯ̈] ［動］ 疲れる。くたびれる。［及 159］

【例】 こわぇぐなて　ありがんねは

「もう疲れて、歩けないよ」

また、疲れたことは、「こわぇ」、「こわぇぐなた」といい、「こわぐねぁ―疲れない」、「こわぇごっ

たら―疲れたら」などの使い方がある。

こわぇぐなる [kowɛgɯ̈narɯ̈] 疲れる。［及 26］

【例】 今日あ　こわぇぐなる程　ありたや

「今日は疲れる程歩いたよ」

こわばぎ [kowabagï] 柴箒。これは、山から細枝の揃った柴を切って来て作った箒で、土間や外
を掃く時に使う箒である。［続 135］

こわぱす ［形］ こわい。ご飯や赤飯などがこわいこと。普通より固いこと。［及 160］

【例】 このまま　こわぱすな

「このご飯はこわいね」

こわる [kowarɯ̈] ［四自］ こじる。［同］こずる。［続 135］

【例】 ほの　いだ　へがすなだば、これで　こわっど　え

「その板を剥がすのなら、これでこじるといいよ」

こん～ [koɴ~] ［接頭辞］ 強調の接頭辞。語意を強める語。［続 136］

【例 1】こんきたねぁ
「小汚ない」

【例 2】こんばがくせぁ
「小馬鹿臭い」

【例 3】こんばえぁぐ
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こんけぁー

「小早く」

こんけぁー [koɴkɛː] 今回。［続 136］

【例】 こんけぁーの　さいがいあ　てぁへんな　そんがいでぁったな

「今回の災害は、大変な損害だったな」

ごんけづ [goɴked̝zɯ̈] ［名］ げんこつ。げんこ。［及 160］

【例】 きがねぁど　ごんけづ　あづげんぞ

「きかないと、げんこつをくれるよ」

こんご [koɴŋo] うわみずざくら。これは、山野に自生する、ばら科の落葉高木で、多数の白色花
をつける木である。［続 136］

ごんご [goɴŋo] 五合。［続 136］

【例】 ゆべな　ともだずあ　きたおんだはげぁ、ごんごぐれぁ　のだべな

「夕べは、友達が来たものだから、五合ぐらいは飲んだろうな」

こんじょ ［名］ 根性。［及 26］

【例】 あの　わらすこあ　ながなが　こんじょある

「あの子はなかなが根性があるよ」

この語は「こじょ」とも使い、「こじょあわり―根性が悪い。人に物をくれたがらないこと」、「こん

じょあえ―人がいい。人に親切に物をくれたりすること」などとも使っている。

こんじょまがり [koɴⁿdʒomaŋarï] ［ナ名ノ］ つむじ曲り。［続 136］

【例】 あれだば、こんじょまがりで、おれぁどさは　えぐねぁな　くっだどて　ごしゃぐなだぜぁ

「あいつはつむじ曲りで、私には悪いのをくれたと怒るんだよ」

こんぞ 小僧。［及 78］

【例】 こんぞずあ　ならわねぁたて　おぎょう　よむど

「小僧というものは、習わなくとも、お経を読むそうだよ」

こんぞこ [koɴⁿdzoko] 小僧。小僧っ子。この語は、お寺の小僧をいうのと、男の子を少し卑し
めた言葉と、二つの意味を持つ語である。［続 136］

こんた ［連語］ こんな。［及 160］

【例】 おら　こんた　おの　いらねぁ

「私はこんな物はいらないよ」

こんだ [koɴda] ［名］ 今度。［及 160］

【例】 こんだ　東京さでも　えてみんべ

「今度は東京にでも行って見よう」

こんだ [koɴⁿda] 今度。今度は。この語は、及位の方言 160Pに「今度」と訳しておいたが、「今
度は」とも訳されるので記しておくものである。［続 136］

【例 1】ごんだ　ない　く
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ごんぼぱ

「今度は何を食べるの」

【例 2】ごんだ　〇〇さ　えぐ
「今度は〇〇へ行くよ」

こんづぎ この時。［及 160］

こんで これで。［及 160］

ごんでぁ ことでは。［及 160］

【例】 ほんた　ごんでぁ

「そんなことでは」

こんばがくせぁ [koɴbagakɯ̈sɛ] ［形］ ［強調］ こばかくさい。馬鹿くさいの強調語。［及

160］

【例】 こんばがくせぁ、ほんた　話て　ある　おんでねぁ

「こばかくさい、そんな話ってあるもんじゃないよ」

こんぶぐろ [koɴbɯ̈gɯ̈ro] 小袋。口をしめる紐のついた小さい布袋。［及 56］

【例】 あんずぎ　へんな　こんぶぐろ　くんねぁが

「小豆を入れる小さい布袋を下さい」

こんぶぐろ [koɴbɯ̈gɯ̈ro] 小袋。これは、布の小さな袋で、二種類あり、一つはハンドバッグ
の役目をしたものと、もう一つは、豆や小豆、米などを入れて持ち歩くものとがあったが、今はめ

ったに使われなくなってしまった。［続 136］

こんぶら こむら。ふくらはぎ。［同］ふぐらっぱぎ。［及 11］

【例】 まえにづ　はしてっど　こんぶら　かだぐなる　おんだ

「毎日走っていると、ふくらはぎが固くなるものだよ」

こんぶらけぁり [koɴbɯ̈rakɛrï] こむらがえり。脛の筋肉硬直。［及 15］

【例】 急に　走したら、こんぶらけぁりしてしまた

「急に走しったら、こむらがえりしてまったよ」

こんぺと [koɴpet̝o] 金米糖。これは、少し尖ったいぼが沢山ついている砂糖菓子であるが、今
は見られない。［続 136］

ごんぼ [goɴbo] 牛蒡。［続 137］

【例】 おれぁえでぁ　はだげあ　すぐねぁ　おんだはげぁ、ごんぼ　ゆえっどごあ　ねぁなよ

「うちでは畑が少ないものだから、牛蒡を植える所がないんだよ」

ごんぼずる 牛蒡汁。［及 40］

【例】 ごんぼずる　くでぁな

「牛蒡汁が食いたいな」

ごんぼぱ [goɴbopa] 牛蒡の葉。［続 137］

【例】 ごんぼぱ　わげぁうず　にで　もずさ　へっど　くさもず　なんなよ
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こんもり

「牛蒡の葉は、若いうちに　煮て餅に入れると、草餅になるんだよ」

こんもり ［名］ 子守り。［同］こんもりこ。［及 160］

【例】 むがすあ　おらも　こんもりこん　ださった　おんだ

「昔は、私も子守りに出されたもんだよ」

こんもり
こうもり

蝙蝠。［及 88］

【例】 こんもりて　ばんかだ　くる　おんだなや

「こうもりって、夕方出て来るものだね」

こんもり こうもり。洋傘。［及 49］

【例】 雨あ　ふて　来たはげぁ　こんもり　おしな

「雨が降ってきたから、こうもりが欲しいな」

こんもり 子守り。子守りをする人。［及 5］

【例】 えまだば、こんもりなの　やどう　どごあ　ねぁなは

「今なら、子守りなんか雇うところは、もうないね」
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～さ（ざ）

　

—さ—

さ ［格助］ に。へ。［及 160］

【例】 花さ　はづあ　来たけ

「花に蜂が来たつけ」

さ [sa] ［感］ さー。人を誘う言葉。［続 137］

【例 1】さ　えご
「さー行こう」

【例 2】さ　のむべ
「さー飲もうよ」

【例 3】さ　おぎんべ
「さー起きようよ」

【例 4】さ　のれや
「さー乗れよ」

【例 5】さ　けや
「さー食べろよ」

さ [sa] ［終助］ よ。この語は、誘いかけの形で使っている。［続 137］

【例 1】えごさ
「行こうよ」

【例 2】のむべさ
「飲もうよ」

【例 3】のんべさ
「乗ろうよ」

～さ（ざ） [~sa(ⁿdza)] 沢。この語は、地名につけていう時だけ「さ（ざ）」といい、沢とだけ
いう場合は使わない語である。［続 137］

【例 1】あらさ
「荒沢」

【例 2】とやさ
「戸屋沢」

【例 3】かがみざ
「鏡沢」
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さいほ

【例 4】へげざ
「関沢」

さいほ さいほう。［及 57］

【例】 おめぁも　さいほ　すこす　ならわねぁんねぁな

「お前も少し裁縫を習らわないといけないな」

さいわぇぁ [saïwɛː] ［名／ダナ］ 幸い。［続 137］

【例】 たいふうも　さいわぇぁ　たいした　ひげぁ　ねぁがったな

「台風も、幸い大した被害がなかったな」

さえげん [saeŋ̝eɴ̝] 際限。［同］せぁげん。［続 137］

【例】 さえげんねぁぐ　こずげぁ　ねだる　おんでねぁ

「際限なく小遣いをねだるもんじゃないよ」

ざえっと [dzaet̝to] ［副］ ざぁっと。［続 138］

【例】 ほの　みずあ　きたねぁはげぁ、へげさ　ざえっと　すてろは

「その水は、汚ないから、溝にざぁっと捨ててしまいなさい」

さえへん [saeh̝eɴ̝] 賽銭。［続 138］

【例】 ずんぞさま　おめぁり　えぐごったら、さえへん　あげで　おがめよ

「地蔵さまに、お参りに行くなら、賽銭を上げて拝むんだよ」

さえる ［動］ される。出来る。［及 161］

【例 1】がっこで　いだずら　さえる　おん
「学校で、いたずらをされるもん」

【例 2】ほれぐれぁだば　おれだて　さえる
「それぐらいだったら、私だって出来るよ」

この語は、「さえっでぁ―されるじゃないか。出来るじゃないか」。「さんねぁ―されない。出来な

い」などの使い方がある。

さがくへ [sagakɯ̥̈he]̝ 酒癖。［続 138］

【例】 〇〇だば　さがくへあ　えくねぁはげぁ、あんまり　のまへんなは

「〇〇は酒癖が悪いから、もう余り飲ませるなよ」

さがし [sagasï] ［名］ 賢い。［及 161］

【例】 この　わらすあ　さがしな

「この子は賢いね」

さがす [sagasɯ̈] ［動］ 取引きする。売買する。［及 161］

【例】 おれぁえでぁ　米　さがしてんなだ

「うちでは、米を売買しているんです」

さがずげ [sagaⁿdzɯ̈ge]̝ 杯。［及 49］

250



さぎぱす

【例】 さがずげあ　たんねぁはげぁ　もて　きてころ

「杯が足りないから、持って来てくれ」

さがづげごど [sagadzɯ̈geg̝odo] ［名］ 婚礼。結婚式。［及 160］

【例】 隣りの　娘あ　今日　さがづげごど　すんなだど

「隣りの娘は、今日結婚式をあげるのだそうだ」

さがでぁ [sagaⁿdɛ] 酒代。［続 138］

【例】 まえばん　さげ　のむおんだはげぁ、さがでぁも　おどげん　ならねぁな

「毎晩酒を飲むものだから、酒代も馬鹿にならないね」

さがぶ [sagabɯ̈] ［四自］ 叫ぶ。［続 138］

【例】 これだば　よっぱらうど　いずでも　うだうなだが　さがぶなだが　わがらねぁあだ

「こいつは、醉っ払うと何時でも唄うのか叫ぶのか分らないんだ」

さがぶ [sagabɯ̈] ［動］ 叫ぶ。［及 161］

【例】 きんな　山の　ほで　さがだな　おめぁが

「昨日、山の方で叫んだのは君かい」

さがやど [sagajaⁿdo] ［名］ 酒宿。村人の宴会場になった民家。［及 161］

【例】 今日の　さがやどあ　〇〇　えだど

「今日の酒宿は、〇〇さんの家だそうだ」

さがよと [sagajoto] 醉っぱらい。［及 5］

【例】 さがよとなの　かまねぁで、ねへでおげ

「醉っぱらいなんか、かまわないで、寝せておきなさい」

さがり [sagarï] 発情。特に猫の発情をいう。［同］おだげ。［続 138］

【例】 ねごあ　さがりつだな　めっぽ　さがでありぐおん

「猫は発情したな、滅法叫んで歩くもの」

さぎおどでな [sagïododen̝a] ［名］ さきおととい。一昨昨日。［及 161］

さぎおどどす [sagïododosɯ̈] ［名］ さきおととし。一昨昨年。［及 161］

さきだ [sakïⁿda] ［名］ さっき。先程。［及 161］

【例】 〇〇さんだば　さきだ　えたは

「〇〇さんなら、さっき行ってしまったよ」

さきちょ ［名］ 先。先端。［同］さぎっちょ。さぎっぽ。さきぺ。さきぽ。［及 161］

【例】 ほの　さきちょさ　つなげ

「その先に結びなさい」

さぎぱす [sagïpasɯ̈] さきはし。先端。［続 138］

【例】 ほの　たげあ　ざっこ　あぶる　くすん　すんなだはげぁ、さぎぱす　とがけろよ

「その竹は、雑魚を炙る串にするんだから、先端を尖らすんだよ」
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さぎばれぁ

さぎばれぁ [sagïbarɛ] 先払い。［続 138］

【例】 にんどえもの　たなえも　おくてもらうな　さぎばれぁんねぁど　だめだど

「馬鈴薯の種芋を送ってもらうのは、先払いでないといけないそうだよ」

さぐ [sagɯ̈] ［動］ 裂く。［及 161］

【例】 ほの　紙　さぐなよ

「その紙を裂くなよ」

この語は、「さぇだ―裂いた」、「さがっだ―裂かれた」、「さぐべが―裂くだろうか」などの使い方を

している。

さぐ [sagɯ̈] ししうど。せり科の草本植物。［及 88］

【例】 さぐて　しれ　花　咲ぐ　くせぁなだべ

「ししうどって、白い花の咲く、くさいのだろう」

さ
〇

ぐ [sagɯ̈] ［動］ 咲く。花の咲くこと。［及 88］

【例】 この　花　とでも　きれん　さぐ　花だぜぁ

「この花は、とてもきれいに咲く花だよ」

この語には「さぐにあ―咲くには」、「せぁだ―咲いた」。「さえだ―咲いた」、「せぁっだ―咲いてい

る」などの使い方がある。

ざぐ [dzagɯ̈] ［名］ 粗雑品。粗悪品。選別した残り物。［同］ざぐおの。［及 161］

【例】 ざぐあ　えで　くうべは

「粗雑品はうちで食べてしまおう」

さぐだめす [sagɯ̈ⁿdames̝ɯ̈] 作試し。作占い。これは、農家の正月行事の一つで、旧正月 15日
の晩、囲炉裏の火の近くの灰の上に豆をその年の月数ならべて炙り、五つ目が色よく燒ければ、5
月の天候がよく、作物がよく育ち、七つ目が色悪く燒ければ、7月の天候が不順で、作物の成育に
も影響する、といったように、その年の作柄を占うことをいう。［続 138］

ざぐっと [dzagɯ̈tto] ［副］ ざっくり。割れるさま。［及 161］

【例】 せぇがん　おどしたば、ざぐっと　わっだけは

「西瓜を落としたら、ざっくり割れてしまったつけ」

ざぐみず [dzagɯ̈mïdzɯ̈] ざくざくする雪道。これは、消雪期に入り、何回か雨が降って、道路
の雪が、細かい氷状の塊になり、歩くとざくざく音のする雪道をいう。［続 139］

さぐらんご [sagɯ̈raɴŋo] 桜の実。小さいが、黒く熟すと甘味があるので、昔の子供らが、喜ん
でとったものだった。［及 88］

さぐり [sagɯ̈rï] 中耕。［及 71］

【例】 こんだ　茄子さ　さぐり　くえろよ

「こんどは茄子畑の中耕をしなさいよ」

さぐる [sagɯ̈rɯ̈] ［動］ 掬う。［及 161］
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ささまぎ

【例】 ざっこずあ　こげぁして　さぐる　おんだ

「雑魚というものは、こうして掬うもんだよ」

この語は、「すぐる」ともいい、また、「さくた―掬った」、「さぐらっだ―掬われた」などとも使う。

さげぁ [sagɛ] ［格助］ から。［及 162］

【例】 えま　えぐさげぁ　まづでろ

「今行くから待っていなさい」

また、この語は、「いうさげぁ―いうから」、「くっさげぁ―来るから」、「すっさげぁ―するから」な

どという使い方をしている。

さ
〇

げぁ [sagɛ] ［名］ 境。［及 162］

【例】 この　峠あ　県ざげぁだなだ

「この峠が県境なんですよ」

さげぁーめ [sagɛːme]̝ 境目。［続 139］

【例】 となりどの　やすぎの　さげぁーめ　はっきり　さへねぁど　えざこざ　おごすな

「隣りとの屋敷の境目を、はっきりさせないと、いざこざを起すね」

さげぁる [sagɛrɯ̈] ［動］ 栄える。［及 162］

【例】 京のみやごも　さげぇだり　おどろえだり　したおんだど

「京の都も、栄えたり、おとろえたりしたものだそうだよ」

さげのよ [sagen̝ojo] 鮭。［続 139］

【例】 さげの　ちぎょ　ほうりゅうしたはげぁ　こんだ　あぎん　など　さげのよあ　のぼて　く

んべ

「鮭の稚魚を放流したから、今度は秋になると、鮭がのぼって来るだろう」

さげよと [sagej̝oto] 醉っ払い。［同］さがよと。［続 139］

【例】 えまだば、むがすど　つがて、めってぁん　さげよとなの　みらんねぁなは

「今なら、昔と違って、滅多に醉っ払いなんか見られなくなってしまったな」

ささえる 刺される。差せる。［及 162］

【例 1】ほっちゃ　えぐど　はづに　ささえるよ
「そっちへ行くと、蜂に刺されるよ」

【例 2】手紙、状差しさ　ささえっが
「手紙を状差しに差せるかい」

ささぎ [sasaŋï] ささげ。これは、まめ科の作物である。［続 139］

【例】 こんだ　ささぎも　えっぺぁ　なて　きたな

「今度は、ささげも沢山なってきたな」

ささまぎ [sasamagï] 粽。［続 139］

【例】 ささまぎて、ささのはの　あだらすな　おっきぐ　なてがら　つぐんなだ
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ささめごり

「粽って、笹の葉の新しいのが、大きくなってから作るんだよ」

ささめごり [sasameŋ̝orï] ささ濁り。［続 139］

【例】 すこす　あめあ　よげん　ふたはげぁ、かわの　みずあ　ささめごりん　なたな

「少し雨が多く降ったから、川の水がささ濁りになったな」

ささやら [sasajara] 笹籔。［続 139］

【例】 この　ささやら　じゃまん　なっさげぁ、かりはらて　ぞうりんしねぁんねぁな

「この笹籔は、邪魔になるから、刈り払って造林しないといけないな」

さし 物差し。［及 57］

【例】 まだ、さし　かだなん　しったな

「また、物差しを刀にしているな」

さす 米検査の道具。米俵に突きさして、小量の米を抜き出して等級を検査する時の器具をいう。［及

63］

さすあす ［名］ 差し足。ぬき足。［及 162］

【例】 えの　したづあ　おぎっさげぁ　さすあすで　へぁた

「うちの人達が起きるから、ぬきあしで入ったよ」

さずえれ [sadzɯ̈er̝e]̝ 札入れ。戝布。［続 139］

【例】 さずえれ　おどすど　かわんねぁぐなっさげぁ、きつけで　えげよ

「戝布を落すと買えなくなるから、気を付けて行けよ」

さすおせぁ [sasɯ̈osɛ] ［名／ス他］ 差し押え。［続 140］

【例】 しゃっきんも　きげんまで　けぁさねぁど　さすおせぁ　さえんぞ

「借金も期限まで返さないと、差し押えされるよ」

さすぎ [sasɯ̈gï] 挿し木。［及 72］

【例】 みしょゆり　さすぎの　ほあ　早ぐ　花　さぐぜぁ

「実生より、挿し木の方が早く花が咲くよ」

ざすぎ [dzasɯ̈gï] 座敷。［及 49］

【例】 この　ざすぎあ　広くて　えな

「この座敷は広くていいね」

さすけぁ ［名］ 差し支え。［及 162］

【例】 さすけぁねぁはげぁ　どうが　来てくでぁ

「差し支えありませんから、どうぞいらして下さい」

ざすざす [dzasɯ̈dzasɯ̈] ［副］ ざらざら。［続 140］

【例】 ほごりあ　えん　ながまで　へぁきて、えん　なが　ざすざすていうな

「埃が家の中まで入ってきて、家の中がざらざらするね」

さずずん [sadzɯ̈ⁿdzɯ̈ɴ] 殺人。［続 140］
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させぁー

【例】 あの　しとあ　さずずんずけん　おごすなて　おもわねぁがったな

「あの人が殺人事件を起すなんて思わなかったな」

さすでがます [sasɯ̈ⁿdeŋ̝amasɯ̈] ［形］ 差し出がましい。［続 140］

【例】 さすでがます　ごど　いうよだども　こげぁしたら　なんたべ

「差し出がましいことをいうようだが、こうしたらどうでしょう」

さすどり いたどり。おおいたどり。たで科の草本植物。［同］どんぐえ。［及 88］

さすどりむす いたどりの寄生虫。「どんぐえむす」ともいって、いたどりの茎の中に寄生する幼

虫をいう。この虫は、はや釣りの餌として使われている。［及 88］

さすねぁ [sasɯ̈nɛ] 挿し苗。田植え後、浮いた苗を植えなおす苗をいう。［及 71］

【例】 さすねぁ　もと　もて　えげ

「挿し苗をもっと持っていきなさい」

さすねぁ [sasɯ̈nɛ] 挿し苗。これは、田植後に、浮いた苗を植え換えることをいう。［続 140］

さすひけぁーる [sasɯ̈hïk̥ɛːrɯ̈] ［下一他］ 差し控える。［続 140］

【例】 この　だびあ　おれぁ　でしゃばらねぁで、さすひけぁーる　ほあ　えよだな

「この度は、私が出しゃばらないで、差し控える方がいいようだな」

さずまえも [sadzɯ̈maem̝o] 薩摩芋。甘藷。［続 140］

【例】 さずまえもだば、わらすだずどが　おなごしたずあ　すぎだ　おんだな

「薩摩芋なら、子供達とか、女の人達が好きなものだね」

さすみ 刺し身。［及 40］

【例】 いぎのえ　さすみ　みで　買て　こえ

「いきのいい刺し身を見て買って来なさい」

さずむ ［動］ 耳をすますこと。［及 162］

【例】 ほけちょあ　せぁずっさげぁ　さずんで　きっだあだ

「鴬がさえずっているから、耳をすまして聞いていたんです」

さすむげぁー [sasɯ̈mɯ̈gɛ] 差し向い。［続 140］

【例】 あなだは、〇〇さんの　さすむげぁさ　ねまてくんねぁが

「あなたは、〇〇さんの差し向いに坐ってくれませんか」

ざずよ [dzadzɯ̈jo] 雑用。［続 140］

【例】 ざずよばり　よげだおんで、さっぱり　すごどあ　はがえがねぁ

「雑用ばかり多くて、さっぱり仕事がはかどらないよ」

させぁー [sasɛː] 支え。［続 140］

【例 1】ほの　はすらさ　させぁー　おすな
「その柱に支えが欲しいな」

【例 2】むすこあ　おれの　させぁーだ
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させぁーる

「息子が私の支えだよ」

させぁーる [sasɛːrɯ̈] ［下一他］ 支える。［続 141］

【例 1】いっか　させぁる
「一家を支える」

【例 2】させぁで　つで　えぐ
「支えて連れて行く」

さだげねぁ [sadagen̝ɛ] 恥かしい。［及 27］

【例】 ほんた　かっこして　えたら　さだげねぁべや

「そんな格好をして行ったら、恥かしいじゃないか」

さだす ［動］ させる。幼児の大小便をさせること。［及 162］

【例】 〇〇ちゃん　おしっこが　さだしてけっさげぁ　こっちゃ　こえ

「〇〇ちゃん、おしっこかい、させてあげるから、こっちにお出で」

さだめのさげ [saⁿdamen̝osage]̝ 婚約成立の祝い酒。［同］かだめのさげ。［続 141］

【例】 さだめのさげ　のめるなて、こんげぁ　めでてぁごどあ　ねぁな

「婚約成立の祝い酒を飲めるなんて、こんな目出度いことはないね」

さっかがる [sakkagarɯ̈] ［四自］ 覆い被さる。［続 141］

【例】 この　ぞうぎあ　すぎさ　さっかがて　きたばげぁ、きらねぁんねぁな

「この雑木は杉に覆い被さってきたから、伐らないといけないな」

さっかげ [sakkage]̝ 差し掛け。この語は、毋屋から突き出した片屋根作りの差し掛けをいい、碁
や将棋の「差し掛け」や、傘の「差し掛け」などには使わない語である。［続 141］

さづぎ [sadzɯ̈gï] ［名］ 田植え。小正月（旧一月十五日）に行う行事。この日、わら、豆がら

（豆の茎の枝のついたもの）を田の雪上数ケ所に差し、豊作を祈る行事。今は行う人はいなくなって

しまった。［及 162］

さづぎ [sadzɯ̈gï] さつき。田植え。［及 72］

【例】 隣りでも、今日、さづぎだど

「隣りでも、今日、田植えだそうだ」

さづぎぞら [sadzɯ̈gïⁿdzora] 旧五月頃の天候。田植え頃の天候で、昔の田植えは六月に入る頃
行なわれ、この頃は入梅期に入るころなので、雨が降り肌寒い日が多かったところから、この名が

ある。［及 103］

さづぎばれ 五月晴れ。入梅期の晴れた天候。［及 103］

さっくばる ［動］ しゃしゃり出ていろりにあたること。いろりの当て木（枠）の上まで出てあ

たること。［及 162］

【例】 ほんげぁ　さっくばる　おんでねぁ

「そんなに出てあたるもんじゃないよ」
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さっぱど

さっくべる ［動］ くべる。差しくべる。燃えさしを差しくべること。［及 162］

【例】 もと　さっくべで　もやへ

「もっと差しくべて燃やせよ」

さっくり ［副］ さっぱり。気持よく。［及 163］

【例】 話したら、さっくり　わがてくっだけ

「話をしたら、気持よく分ってくれたつけ」

さっくり [sakkɯ̈rï] さっぱり。気持よく。この語は、相手が気持よく承知してくれた時に使う。
「きれいさっぱり」とか、「さっぱり分らない」などの意味では使わない語である。［同］さっくら。

［続 141］

【例 1】さっくり　わがてくっだけ
「ざっぱりと分ってくれたっけ」

【例 2】さっくり　しょうじしてくっだけ
「気持よく承知してくれたっけ」

さっこえ ［形］ 脆い。特に木のもろいことをいう。［及 281］

【例】 えじょどが　ほんぬぎあ　さっこえ　木だな

「銀杏とか、朴の木はもろい木だね」

ざっこね [dzakkone]̝ 雑魚寝。［続 141］

【例】 おずやさ　きてもらて　おぎのどぐですども、ざっこねしてくでぁは

「お通夜に来ていただいてお気の毒ですが、雑魚寝して下さいね」

ざっこへめ [dzakkoçem̝e]̝ ［名］ 雑魚捕まえ。［同］ざっこしめ。［及 163］

【例】 〇〇ちゃん、ざっこへめ　えぐべや

「〇〇ちゃん、雑魚捕まえに行こうよ」

ざっぱ 三枚におろした骨。［及 40］

【例】 よの　ざっぱずるも　んめぁな

「鮭の骨汁もうまいな」

この語は「どんがら」ともいい、肉をとった鷄や兎などの骨もいう。

ざっぱ [dzappa] 製材の雑片や、魚の肉を取った残りをいう。［続 141］

【例 1】せぃぜぁの　ざっぱ　たきおのん　すんべは
「製材の雑片は薪物にしてしまおう」

【例 2】さがなの　ざっぱ　にて　くうべ
「魚の骨付きは煮て食べよう」

さっぱど ［副］ すっきり。［同］さぱっと。［及 163］

【例】 あへ　ながしたら　さっぱど　したな

「汗を流したら、すっきりしたよ」
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さっぷけ

さっぷけ ［名］ 殺風景。［及 27］

【例】 とごのまさ　かげずあ　ねぁど　さっぷけだ　おんだな

「床の間に掛軸がないと、殺風景なものだね」

ざっぺぁ [dzappɛ] くせ。［及 163］

【例】 おなご　ざっぺぁして　ない　すっどごだ

「女のくせして、なにをするんだ」

ざっぽ 粗雑。［及 27］

【例】 この　むしろあ　めっぽ　ざっぽん　あだあだな

「このむしろはめっぽう粗雑に編んだのだな」

さど [sado] 砂糖。［続 141］

【例】 あんまり　あめぁど、からださ　えぐねぁはげぁ、さど　すぐねぁぐ　すろよ

「余り甘いと、体にいけないから、砂糖を少くしなさいよ」

ざど [dzado] 座頭。盲。［続 141］

【例】 て　ひけぁらっで　きしゃさ　のっどごみっど　ざどなんだな

「手を引かれて汽車に乗るところを見ると、座頭なんだな」

さどげぁり [sadoŋɛrï] 里帰り。これは、嫁入り、聟入り後、3日目、4日目に始めて実家に帰る
ことをいい、3日目を「みずめ」、4日目を「よずめ」といっている。［続 142］

さなご [sanaŋo] 黄粉。［及 41］

【例】 さなご　にぎりままさ　つけで　くえんぞ

「黄粉をにぎりめしにつけてあげるよ」

さなずら えびずる。ぶどう科のつる植物。実はやまぶどうより小さいが、甘味があるので、食べ

られる。［及 88］

さなだひぼ [sanaⁿdahïbo] 真田紐。［続 142］

【例】 にんな　めねぁはげぁ　この　にもつ　さなだひぼで　しょて　えぐは

「荷縄が見えないから、この荷物を真田紐で背負って行くよ」

さなぶり [sanabɯ̈rï] 田植え後の慰労宴。手植え時代の田植えは、苦しい労働であり、また人手
もいったので、田植えが終ると、さなぶりを開き、その労をねぎらったが、今はもうなくなった。

［続 142］

さばぐ [saᵐbagɯ̈] ［名］ 分配。売る。裁く。仲裁。［及 163］

【例 1】この　しなおのあ　公平に　さばげよ
「この品物は、公平に分配するんだよ」

【例 2】みな　さばげだは
「みな売れてしまったよ」

【例 3】ほの　けんか　おれぁ　さばぐ
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さめず

「そのけんかは、おれが仲裁するよ」

さぱさぱ [sapasapa] ［トス自］ さばさば。［続 142］

【例】 やんだ　かがりえぁがら　ぬげで　さぱさぱ　したは

「嫌な掛り合いから抜けて、もうさばさばしたよ」

さはず [sahadzɯ̈] 大皿。［続 142］

【例】 ほの　りょうりあ、しとりしとりさ　だすより、さはずさ　もて　だすべ

「その料理は、一人一人に出すより、大皿に盛って出そうよ」

さぱっと [sapatto] ［副］ さっぱり。すっきり。この語は、味の淡白なことや、体の汚れを落し

たり、嫌なことを片付けたりしたあとの気持のすっきりしたさまをいい、「きれぃさっぱり」とか、

「さっぱり分らない」などの「さっぱり」には使わない語である。［続 142］

さぶす 淋しい。［及 27］

【例】 山ん　ながの　さぶす　村だ

「山の中の淋しい村です」

この語は「さぶすがり―淋しがり。さびしがり屋」、「さぶすがりや―淋しがり屋」などという使い

方をしている。

さへる [saçer̝ɯ̈] ［動］ させる。［及 163］

【例】 〇〇にぁも　てづでぁ　さへるよん　ゆえ

「〇〇にも手伝いをさせるようにいいなさい」

この語には、「さっしぇ―しなさい」、「さっだ―された」などの使い方がある。

さま 高窓。［同］さんま。［及 49］

【例】 にがづの　はりまぶぎあ　さまがらせぁも　へるて　ゆた　おんだ

「二月の粉雪は高窓からさへも入る、といったもんだよ」

さみ 寒い。［及 27］

【例】 さみどもたら、道理で、ゆぎあ　ふて　きたおん

「寒いと思ったら、道理で、雪が降って来たもの」

さみぞら 寒い天候。晩秋から冬の間のみぞれや雪の日のような寒い天候をいう。［及 103］

【例】 おめぁまだ、この　さみぞらん　どさ　えぐどご

「お前は、この寒い日に何所へ行くの」

さむれぁ [samɯ̈rɛ] さむらい。武士。［及 78］

【例】 むがすあ　さむれぁ　いづばん　えれぁがったど

「昔は侍がいち番えらかったそうだ」

さめず 始終酒を飲んでいる人。朝昼晩酒を飲んで一日中酒気のとれない人。［及 5］

【例】 〇〇だば　さめずだ、さがけあ　とれっごどあ　ねぁ　おん

「〇〇なら醒めずだ、酒気の取れることがないんだもの」
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さもす

さもす [samosɯ̈] ［形］ さもしい。［続 142］

【例】 ほんた　おのさ　てだして、なして　ほんた　さもす　ごど　すんなだ

「そんな物に手を出して、どうしてそんなさもしいことをするんだ」

さもねぁ [samonɛ] ［連語］ さもない。簡単。［続 142］

【例】 ほんた　ごどだば、さもねぁ　ごっだ、どれ　かしてみろ

「そんなことなら、さもないことだよ、どれ貸してみなさい」

さら [sara] 膝蓋骨。膝頭。［続 142］

【例】 なに、ひじゃのさら　わっだよだて、ほれぁ　てぁへんだ　はやぐ　えしゃさ　つで　えげ

「なに、膝蓋骨を割ったようだって、それは大変だ、早く医者に連れて行きなさい」

ざらいだ [dzaraïda] 板敷の板。これは、家の板敷として使う板をいう。［続 143］

さらすおの [sarasɯ̈ono] 晒し者。［続 143］

【例】 ほんた　ばがだ　ごど　してっど　えぇ　さらすおのん　なるんだはげぁな

「そんな馬鹿なことをしていると、いい晒し者になるんだから」

さらっと ［副］ 少し。さらりと。［及 163］

【例 1】ゆぎあ　さらっとはんて　ふらねぁけ
「雪は少ししか降らなかったよ」

【例 2】この　つぎあ　さらっとした　感じだな
「この布は、さらりとした感じだね」

【例 3】悩みなの　さらっと　捨てろは
「悩みなんかさらりと捨ててしまいなさい」

さらど [sarado] 外。屋根も敷き物もない地面。［続 143］

【例】 ほんた　さらどさ　ねまたら、きおのあ　よごれんべな

「そんな地面に坐ったら、着物が汚れるじゃないか」

さらます [saramasɯ̈] 皿回し。これは、皿を指先や棒で回す曲芸と、その曲芸師、及び、料理を
盛った皿を回して食べること、また、物事を次の人、次の人と回してやることをいう。［続 143］

さるがしこえ [sarɯ̈ŋasïkoe]̝ ［形］ 悪賢い。［及 163］

【例】 この　わらすあ　こちっちぇ　かんめぁして　さるがしこえおな

「この子は小さいくせに、悪賢いもんな」

さるこぱがま [sarɯ̈kopagama] 作業もんぺ。もんぺの膝から下が細いもの。女の作業もんぺ。
［同］さるぱがま。［及 57］

【例】 あおおの　とりん　えぐなだば　さるこぱがま　へぁで　えげよ

「山菜を採りに行くのだったら、作業もんぺをはいて行きなさいよ」

さるすんべぁ [sarɯ̈sɯ̈ɴbɛ] 猿芝居。［続 143］

【例 1】ほんた　めすだ　さるすんべぁなの　ぶだねぁで、ゆいでぁごど　ゆえや
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さわがす

「そんな見え透いた猿芝居を打たないで、いいたいことをいえよ」

【例 2】えまだば　さるすんべぁも　みらんねぁな
「今なら猿芝居も見られないな」

さるます [sarɯ̈masɯ̈] 猿回し。［続 143］

【例】 むがすあ　さるさ　げぃ　さへる、さるますず　おのあ　くる　おんでぁったな

「昔は、猿に芸をさせる、猿回しというものが来るものだったな」

さるまなぐ [sarɯ̈managɯ̈] 未熟ぶどう。やまぶどうや、えびずるの実の熟さないものをいう。
［及 88］

【例】 これぁ　さるまなぐで　すっぺぁはげぁ　まだ、かんねぁ

「これは、未熟ですっぱいから、まだ食べられないよ」

されぁ～ [sarɛ~] ［接頭辞］ 強調の接頭辞。主意を強める語。［続 143］

【例 1】されぁおずる
「落ちる」

【例 2】されぁおどる
「劣る」

【例 3】されぁかまねぁ
「かまわない」

【例 4】されぁうるせぁ
「うるさい」

【例 5】されぁごろぶ
「転ぶ」

されぁーねん [sarɛːneɴ̝] さ来年。［続 143］

【例】 この　わらすも、されぁーねんは　しょうがっこ　そずぎょうだなは

「この子も、さ来年は、もう小学校を卒業だね」

されぁうるせぁ [sarɛɯ̈rɯ̈sɛ] ［形］ ［強調］ こうるさい。うるさいの強調語。［及 163］

【例】 おれぁどさばり　くつで　まづ　されぁうるせぁ　ごど

「私にばかり　くつついて、まあ、こうるさいこと」

この語の強調語である「されぁ」は、他にも「されぁかまねぁ―かまわない」、「されぁきがねぁ―

きかない」、「されぁやがまし―やかましい」などに使われ、神経をしげきする意味を持っている。

さわえもり さんしょううおの一種。沢に棲み、いもりに似ているところから、この名がある。［及

88］

なお、「いもり」を「えもり」といっている。

さわぇんだ さわいでいる。［及 163］

さわがす [sawaŋasɯ̈] ［形］ 騒がしい。［続 143］

【例】 さわがすくて、テレビの　おども　きげねぁ、もと　すずがんすろ
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さわさわ

「騒がしくて、テレビの音も聞こえないよ、もっと靜かにしなさい」

さわさわ ［副］ ぞくぞく。寒さや恐怖で、身ぶるいを感ずること。［及 164］

【例】 さわさわていう　かじぇでも　ひだべが

「ぞくぞくするが、風邪でもひいたんだろうか」

ざわざわ ［副］ ぶるぶる。嫌で身ぶるいしたり、風で木がゆれ動く音をいう。［及 164］

【例 1】へびていうど　きだばりで　ざわざわていう
「蛇というと、聞いたばかりで身ぶるいが出るよ」

【例 2】かじぇ　つえくて　木あ　ざわざわていう
「風が強いので木がざぁざぁ音がするよ」

さわす ［動］ 渋を拔く。柿の渋を拔くこと。［及 164］

【例】 かぎ　さわす　へづん　なたな

「柿の渋を拔く季節になったね」

さわもだつ [sawamodatsɯ̈] ならたけもどき等の主として沢に生えるきのこをいう。［及 88］

【例】 さわもだつも　くてみろ　んめぁ　おんだぜぁ

「沢に生えるきのこも、食べてみなさい、うまいものだよ」

さんかまづ 障子の桟。こうに同じ。［及 49］

さんがりめ [saɴŋarïme]̝ 下り目。［続 144］

【例】 〇〇さんだば　さんがりめで、いろの　しろえ　しとだ

「〇〇さんなら、下り目で、色の白い人だよ」

さんげさんげ ［名］ 懺悔懺悔。神仏礼拜の年中行事の一つ。旧十二月七日を「おなのが（前

出）」といい。「さんげさんげ　ろっこんざいしょ―懺悔懺悔六根斎場……」と行者が唱え、祭事を

行い、村人が礼拜する行事。「おおぎょうさま」の項にも記入した。［及 164］

さんざこざ ［副］ さんざん。［同］さんざんこざん。［及 164］

【例 1】さんざこざ　ぶづごっだは
「さんざんこわれてしまったよ」

【例 2】さんざこざ　あぐでぁつがっだ
「さんざん悪態をつかれたよ」

さんざんこざん [saɴⁿdzaɴkoⁿdzaɴ] ［副］ ［強調］ さんざん。さんざんの強調語。［続 144］

【例】 こねぁだの　しあいで　あいで　さんざんこざん　まげらがしたけ

「この間の試合で、相手をさんざん負かしたっけ」

ざんぞ ［名］ 陰口。［及 164］

【例】 〇〇だば　しとの　ざんぞ　ほろぐ　しとだ

「〇〇なら人の陰口を吐く人だね」

ざんぞ [dzaɴⁿdzo] 陰口。［続 144］
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〇

ざんま

【例】 あの　しとだば　やんだ　しとだなや、しとの　ざんぞなのばり　ほろて

「あの人なら嫌な人だね、人の陰口なんかばかり吐いて」

さんだら さんだわら。俵の口をふさぐわら編みのふた。［及 64］

【例】 この　たら　さんだらで　ふたしてくんねぁが

「この俵をさんだわらで、ふたをしてくれませんか」

さんだらばす [saɴⁿdarabasɯ̈] 桟俵。これは、俵の両方の口のふたをいう。今は俵を使わない
ので、作られなくなってしまった。［同］さんだら。［続 144］

ざんばがま [dzaɴbagama] 袴。昔は女の先生や、女学校の生徒も袴をはいたが、今は女の人が
袴をはくのは、巫女ぐらいなもので、男も冠婚葬祭の時ぐらしかはかなくなった。［続 144］

ざんぶ ［名］ 乱費。消費の粗末なこと。無駄使い。［及 164］

【例】 物ずあ　ざんぶん　使う　おんでねぁ

「物は粗末に使うもんじゃないよ」

さんべぁず [saɴbɛⁿdzɯ̈] 三杯酢。［及 41］

【例】 これさ　さんべぁず　かけでくんねぁが

「これに三杯酢をかけてくれないか」

さんぼんが [saɴboɴŋa] 三本鍬。［及 64］

【例】 この　はだげぁ　かでぁはげぁ　さんぼんがんねぁば　ほらんねぁ

「この畑は固いから、三本鍬でなければ堀られないな」

さんぼんずろ さんぼんじろ。砂糖の精製品。［及 41］

【例】 めぁの　めへがら　さんぼんずろ　かて　こえ

「前の店から、さんぼんじろを買って来てくれ」

ざんま [dzaɴma] ざま。［続 144］

【例 1】ざんまみろ
「ざまを見ろ」

【例 2】ほの　ざんまでぁ　しとめぁさ　ではらんねぁぞ
「そのざま（なりふり）では人前に出られないよ」

【例 3】ざんま　わりはげぁ　ころぶんだ
「ざまが悪いから転ぶんだよ」

「振り返りざま」のような意味では使わない語である。
〇

ざんま ［名］ 行儀。格好。仕振り。［及 164］

【例 1】ないだ　ほの　ざんま、ちゃんと　すわて　け
「なんだ、その行儀は、きちんと据わって食べなさい」

【例 2】ほんた　ざんまでぁ　んまぐ　でげる　おんでねぁ
「そんな仕振りでは、うまく出来るものじゃないよ」
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〇

ざんま
〇

ざんま ざま。ざまあ。あざけりの言葉。［及 164］

【例】 ざんまみろ

「ざまみやがれ」

ざんまぐ [dzaɴmagɯ̈] ［動］ ほんそうする。動きまわる。炊事などで動きまわること。［及 164］

【例】 ほんげ　ざんまぐらねぁで、まづ、こっちゃ　来て　さげでも　つげ

「そんなに台所で動きまわらないで、まづ、こっちへ来て酒でも注いでくれ」

ざんめぁ [dzaɴmɛ] ［名／ス自］ 炊事。［同］しんめぁ、ままずめぁ。ままずんめぁ。［続 144］

【例】 ばんかだ　なたおんは、まだ　そろそろ　ざんめぁさ　かがらねぁんねぁべな

「もう夕方になったから、またそろそろ炊事にかからないといけないだろうな」
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じぇってぁー

　

—し—

し ［幼児語］ 小便。［同］しょべ。しょんべ。ちっこ。［及 15］

【例】 めぇ、ほら、し　たえろ

「坊や、ほら、おしっこをなさい」

しあす ［動］ する。します。いたします。するの敬語。女性語。［及 165］

【例】 はえ、えま　しあす

「はい、今します」

この語は、「しあんす」とも使い、また、「しあすと―するそうですよ」、「しあすんねぁべが―する

じゃないでしよか」などの使い方をしもしている。

しあます [sïamasɯ̈] ［四自］ 持て余す。［続 145］

【例】 おれぁえでぁ、しあますほど　きのご　とて　きたはげぁ、たべでくだせぁ

「うちでは、持て余す程きのこを取って来たから、食べてください」

しーだげ [sïːdage]̝ 椎茸。［続 145］

【例】 しーだげ　つくったな、こどすあ　おもたより　えっぺぁ　でだけな

「椎茸を作っていたのが、今年は思ったより沢山出たっけな」

じぇーきん [dʒe̝ː kïɴ] 税金。［続 145］

【例】 まだ　じぇーきん　おさめろてが、こんだ　ないの　じぇーきんだや

「また税金を納めろってかい、今度は何の税金なの」

じぇーこみ [dʒe̝ː komï] 税込み。［続 145］

【例】 おらだ　きゅうりょうあ、じぇーこみだはげぁ、かくてぃすんこぐ　しねぁあだ

「私達の給料は、税込みだから、確定申告はしないんだ」

じぇーたぐ [dʒe̝ː tagɯ̈] ［名／ダナ］ 贅沢。［続 145］

【例】 パンの　みみあ　かでぁなて　じぇーたぐだ　ごど　いう　おんでねぁ

「パンの耳が固いなんて贅沢なことを、いうもんじゃないよ」

じぇーむしょ [dʒe̝ː mɯ̈ʃo] 税務署。［続 145］

【例】 かくてぃすんこぐ　すん、じぇーむしょさ　えてこねぁんねぁな

「確定申告をしに、税務署に行ってこないといけないな」

じぇってぁー [dʒet̝tɛː] 絶対。［続 145］
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じぇね

【例】 くるまの　スピードの　だすすぎあ、じぇってぁー　だめだぞ

「車のスピードの出し過ぎは、絶対いけないよ」

じぇね [dʒen̝e]̝ 銭。［及 49］

【例】 おどっつぁ　紙　買うな　じぇね　ころ

「お父さん、紙を買う銭を下さい」

この語の幼児語に「じぇんじぇ」がある。

じぇひ [dʒeh̝ï] ［副］ 是非。［続 145］

【例】 こんだ　こっちゃ　きたら、おれぁえさも　じぇひ　よてくだせぁな

「今度こっちへ来たら、うちにも是非寄って下さいね」

しぇる [ʃer̝ɯ̈] ［動］ 出来る。される。［及 165］

【例】 ほんたごどだば　おれだて　しぇる

「そんなことなら、私だってされるよ」

また、この語には「しぇんだはげぁ―出来るんだから」、「しぇんべ―出来るだろう」などの使い方

がある。

じぇん [dʒeɴ̝] 膳。［及 50］

【例】 おじぇんさ　すわっずきあ　ひじゃ　つぐ　おんだぞ

「お膳に座る時は、ひざをつくものだよ」

じぇんじぇ [dʒeɴ̝ⁿdʒe]̝ ［幼児語］ 銭。お金。これは、幼児の使う言葉であるが、今は殆んど

使われていない。一般には、「じぇね（及位の方言 49P）」とは今でも使っている。［続 145］

【例】 がが　じぇんじぇ　ころ

「お毋さん、お金を下さい」

じぇんじぇん [dʒeɴ̝ⁿdʒeɴ̝] ［副］ 全然。［続 146］

【例】 ゆべな　よっぱらてしまて、どご　ありたが　じぇんじぇん　わがらねぁな

「タベは醉っ払ってしまって、何処を歩いたのか全然分らないな」

じぇんてぁー [dʒeɴ̝tɛː] 全体。［続 146］

【例 1】じんじゃ　なおすなだば、むらじぇんてぁーで　とりくまねぁんねぁな
「神社を直すのなら、村全体で取組まないといけないな」

【例 2】あれぁ、じぇんてぁー　おめぁ　わりなだ
「あれは全体君がいけないんだよ」

じぇんめぁ [dʒeɴ̝mɛ] ゼンマイ。ばね。［及 64］

【例】 この　とげあ　じぇんめぁ　きっだなは

「この時計はゼンマイが切れてしまったね」

じぇんめぁ [dʒeɴ̝mɛ] ぜんまい。ぜんまい科の草本植物で山菜。［及 88］

【例】 じぇんめぁて、ひらの　きづどさ　でる　おんだ
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しくる

「ぜんまいって、斜面の急な所に出るもんだよ」

じぇんめぁぴら [dʒeɴ̝mɛpïra] ぜんまいひら。急傾斜地。ぜんまいは急な斜面に出るところ
から、この名がある。［及 103］

また、このような斜面を「くら」とも呼び、これから転落することを「くらおづ」といっている。

じぇんめぁぼす [dʒeɴ̝mɛbosɯ̈] ぜんまい乾し。［続 146］

【例】 じぇんめぁぼすて、ゆでだ　じぇんめぁ　ほすながら　もで　つぐんなだぜぁ

「ぜんまい乾しって、茹でたぜんまいを、乾しながら、揉んで作るんだよ」

じぇんわん [dʒeɴ̝waɴ] 膳椀。［続 146］

【例】 じぇんわんていう　おのあ　つかた　あど、えぐ　ふえで　しまて　おぐ　おんだ

「膳椀というものは、使った後、よく拭いて仕舞っておくものだよ」

しかげる [sïk̥ager̝ɯ̈] ［動］ ひっかける。小便をひつかけること。火に鍋などを仕掛けること。

［及 165］

【例 1】ズボンさ　しかげだ　ながは
「ズボンに小便をひっかけたのかい」

【例 2】この　におの　しかげで　おぐなだぞ
「この煮物を火に仕掛けておくんだよ」

しかげる [sïk̥ager̝ɯ̈] 煮る物を火に掛けること。［続 146］

【例】 しっとえぁ、かいおのして　くっさげぁ　おする　しかげっだな　みででころよ

「一寸、買い物をしてくるから、お汁を火に掛けあるのを見ていてくれよ」

しかだねぁ [sïk̥adanɛ] ［名］ 貧乏。［及 165］

【例】 しかだねぁはげぁ　おめぁどご　こうこさも　へんねぁなだ

「貧乏だから、お前を高校にも入れかねるんだよ」

この語は、連語で、仕方がない、とも使っている。

しかぶず [sïk̥abɯ̈dzɯ̈] 損をすること。これは、思ったより高い物を買ったり、掛かり増しがし
て、金を払ったりして、損をしたように思ったり、損をしたりすることをいう。［続 146］

しがら [sïŋara] ［名］ しがらみ。杭を並べ打ちそれに柴を編んだもの。［及 165］

【例】 どであ　くぞれっさげ　しがら　くで　おがねぁんねぁな

「土手が崩れるから、しがらみを組んでおかないといけないな」

しぎ [sïgi] 敷居。［同］じゃしぎ。［及 50］

【例】 しぎさ　ローぬっど　すべて　え　おんだ

「敷居にろうを塗ると、滑べっていいものだよ」

しくる [sïk̥ɯ̈rɯ̈] ［四他］ 瞑る。目をつむること。［同］ひくる。［及・続 165・146］

【例 1】〇〇ちゃん、えぇ　こだはげぁ、まなぐ　しくて、はえぁぐ　ねろはな
「〇〇ちゃん、いい子だから、目を瞑って、もう早く寝なさいね」
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しけ

【例 2】まなぐ　しくて　ねろは
「目をつむって、もう寝なさい」

しけ [sïk̥e]̝ 湿気。［続 146］

【例】 にゅうべぁ　なたば、しけあ　たまて　べずだな

「入梅になったら、湿気が溜って（今までと）別だな」

しげぁー [sïŋɛː] 屍骸。［続 147］

【例】 しげぁー　くさっど　えぐねぁはげぁ、ドライアイス　へで　おげよ

「屍骸が腐るといけないから、ドライアイスを入れておきなさいよ」

しげぁーし [sïk̥ɛːsï] 仕返し。［続 147］

【例 1】ほれ　まだ　やんなが、ほれだば　めぁの　しげぁーしに　すぎねぁべ
「それをまたやるのか、それなら前の仕返しに過ぎないだろう」

【例 2】こんどの　じけんは、ぼうりょぐだんの　しけぁーしだど
「今度の事件は、暴力団の仕返しだそうだ」

なお、2の意味には「やんげぁし」ともいう。

しけぁっこ [sïk̥ɛkko] 取り替えつこ。互に取り替えること。［及 165］

【例】 おれぁなど　おめぁな　しけぁっこ　すんべ

「僕のと、君のを取り替えっこしようよ」

しけぁる [sïk̥ɛrɯ̈] ［動］ 取り替える。［同］とっけぁる。とけぁる。［及 165］

【例】 これど　おめぁなど　しけぁろや

「これと、君のと取り替えろよ」

しこむ ［動］ 引っ込む。後へさがる。［同］ひこむ。［及 166］

【例】 ほんげぁ　しこむなや

「そんなに引っ込むなよ」

ししゃぐ [sïʃ̥agɯ̈] 柄杓。昔は流れ水を流しに入れて、その水を汲むのに柄杓を使ったが、今は
神社などで見るぐらいのものである。［続 147］

ししょあず [sïʃ̥oaⁿdzɯ̈] 塩味。［続 147］

【例】 この　つけおのの　ししょあず　なんたべ　くて　みでくんねぁが

「この漬物の塩味はどうでしょう、食べてみてくれませんか」

ししょおの [sïʃ̥oono] 塩物。［続 147］

【例】 この　さげあ　ししょおのだはげぁ、ししょだしして　くうべ

「この鮭は、塩物だから、塩出しをして食べよう」

ししょかげん [sïʃ̥okaŋeɴ̝] 塩加減。［続 147］

【例】 つけおのあ　ししょかげんが　でぁじだはげぁ　きぃつけで　へろよ

「漬物は、塩加減が大事だから、気を付けて入れなさいよ」
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じぜぁー

ししょがらごえ [sïʃ̥ogaraŋoe]̝ 塩辛声。［続 147］

【例】 ほの　ししょがらごえで　うだう　つもりがや　ほれだば　やめだ　ほあ　えぜぁ

「その塩辛声で唄うつもりかい、それなら止めた方がいいね」

ししょけ [sïʃ̥oke]̝ 塩気。［続 147］

【例】 おれぁ　くてだば　この　つけおのあ　ししょけあ　すこす　たんねぁな

「私が食べてなら、この漬物は、塩気が少し足りないね」

ししょこぐり [sïʃ̥okogɯ̈rï] 塩まぶし。これは、魚や山菜に塩をまぶすことをいう。魚は塩燒
きにし、山菜は塩をまぶして漬物にする、これを「ししょこぐり」といっている。［続 147］

ししょざげ [sïʃ̥oⁿdzage]̝ 塩鮭。［続 148］

【例】 むがすあ　ししょざげだて　しょうがずはんて　かんねぁ　おんでぁったぜぁ

「昔は、塩鮭だって正月にしか食べられないものだったよ」

ししょじょっぺぁ [sïʃ̥oⁿdʒoppɛ] ［形］ 塩辛い。［続 148］

【例】 からだの　ためん　あんまり　ししょじょっぺぁ　おのあ　かねぁ　ほあ　えな

「体のために、余り塩辛い物は食べない方がいいね」

ししょだし [sïʃ̥odasï] 塩出し。［続 148］

【例】 あおずげん　しった　わらび　ししょだしして　わらびずるでも　すっが

「山菜を塩漬にしているわらびを、塩出しして、わらび汁でもしようか」

ししょびぎ [sïʃ̥obïgï] 塩引き。これは、鮭や鱒の塩漬をいう。［続 148］

【例】 べんとさ　ししょびぎの　あぷたな　へで　えげよ

「弁当に、塩引きの炙ったのを入れて行きなさいよ」

ししょます [sïʃ̥omasɯ̈] 塩鱒。［続 148］

【例】 きょう、えさばや、ししょます　もて　きたら、かて　おげよ

「今日、魚屋が、塩鱒を持って来たら、買っておきなさいよ」

ししょみず [sïʃ̥omïⁿdzɯ̈] 塩水。［続 148］

【例】 かじぇあ　はやてっさげぁ、けぁて　きたら　ししょみずで　うげぁ　すろよ

「風邪が流行っているから、帰って来たら、塩水でうがいをしなさいよ」

ししょもみ [sïʃ̥omomï] 塩揉み。［続 148］

【例】 きょうあ　きゅうり　ししょもみして　いずやずげでも　つぐっが

「今日は、胡瓜を塩揉みして、一夜漬でも作ろうか」

しぜぁー [sïⁿdzɛː] 資材。［続 148］

【例】 はすら　おすてが、んだら　しぜぁーおぎばさ　えて　さがしてみろ

「柱が欲しいって、それなら資材置き場に行ってさがしてみろよ」

じぜぁー [dzïⁿdzɛː] ［名／ダナ］ 自在。［続 148］

【例】 この　きっけぁ　えままでんなど　つがて、みぎさも　ひだりさも　じぜぁに　えごぐなだ
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～した

ぜぁ

「この機械は今までのと違って、右にも左にも自在に動くんだよ」

～した [~sït̥a] ［接尾辞］［続 148］

【例 1】くたべした
「食ったじゃないか」

【例 2】もらたべした
「貰ったじゃないか」

【例 3】んだがした
「そうだったのか」

【例 4】んだべした
「そうじゃないか」

【例 5】んねぁべした
「そうじゃないだろうや」

【例 6】んねぁがした
「そうじゃないのか」

した ～のか。［及 166］

【例】 んだがした

「そうなのか」

したいろ ［名］ 二種類。二色。［及 166］

【例 1】ふでえれさ　えんぴづあ　したいろ　へぁったぜぁ
「筆入れに、鉛筆が二種類入っているよ」

【例 2】あがど　きいろの　したいろ　まじぇっど　えなだ
「赤と黄色の二色混ぜるといいのだよ」

また、「したしな―ふた品。二品種」、「したやま―ふた山」などの使い方もある。

したおや [sït̥aoja] 二親。両親。［続 149］

【例】 この　わらすあ　したおやん　しなっで、ずさまど　くらしてんなよ

「この子は、二親に死なれて、お爺さんと暮しているんですよ」

したかだ [sït̥akada] ［名］ 下。下方。下の方。［及 166］

【例】 つぐえの　したかだに　あっでぁ

「机の下にあるじゃないか」

したぎ 唾。［同］だっぺ。だっぺこ。［及 15］

【例】 きたねぁはげぁ　あっつこっつさ　したぎ　すんなや

「きたないから、あっちこっちに唾をするんじゃないよ」

したぐる [sït̥agɯ̈rɯ̈] ［動］ たくし上げる。裾をたくし上げること。［及 166］

【例】 けっつ　したぐらねぁど　ぬれんぞ
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したず

「しりの裾をたくし上げないと、濡れるよ」

したげぁる [sït̥aŋɛrɯ̈] ［動］ 從える。連れる。征服する。［及 166］

【例 1】ももだろあ、犬、猿、雉　したげぁで　えたど
「桃太郎は、犬、猿、雉を從えて行ったそうだ」

【例 2】ももだろあ、鬼こだどご　したげぁで　たがらおの　もて　来たど
「桃太郎は、鬼共を征服して、宝物を持って来たそうだ」

したご 双子。双生児。［同］したづご。ひてぁご。［及 5］

【例】 おぼごあ　 3人も　いだなさ　こんだ　したごだど
「子供が 3人もいるのに、今度は双子だそうだ」

したごすれぁ [sït̥aŋosɯ̈rɛ] 下拵え。［続 149］

【例 1】あの　はなすあ　したごすれぁ　しておえだはげぁ、そうかいさ　だへば　えなだ
「あの話は、下拵えをしておいたから、総会に出せばいいんだ」

【例 2】ライスカレーの　したごすれぁは　でげっだあだ
「ライスカレーの下拵えは出来ているんだよ」

したごどめ [sït̥agodome]̝ 二言目。［続 149］

【例】 えぁずあ、ないがいうど、したごどめにあ　おわ　ずまんばなすばりだ

「あいつは、何かいうと、二言目には、自分の自慢話ばかりなんだ」

したした [sït̥asït̥a] ［副］ ひたひた。［続 149］

【例】 ほれ　にっずぎあ　みず　したしたぐれぁんして　にんなだぞ

「それを煮る時は、水をひたひたぐらいにして煮るんだよ」

したす [sït̥asɯ̈] ［形］ 親しい。［続 149］

【例】 おれぁ　〇〇くんどあ　したす　ともだずで、しじゅう　えぎきしてんなだ

「私は〇〇君とは親しい友達で、始終行き来しているんだ」

したす [sït̥asɯ̈] ［四他］ 浸す。［続 149］

【例】 ほの　よごっだ　シャッツ　たれぁさ　したして　おげ、あどで　あらうはげぁ

「その汚れたシャツは、たらいに浸しておきなさい、後で洗うから」

したす [sït̥asɯ̈] 浸し物。おひたし。［同］おしたす。したすおの。［続 149］

【例】 ばんげの　おがずん　ほうれんそうの　したすでも　つくて　くうべ

「今夜のおかずに、ほうれんそうのおひたしでも作って食べよう」

したず [sït̥aⁿdzɯ̈] 下地。［続 149］

【例 1】これぁ　きよで　でぁぐの　したずあ　あるよだな
「こいつは器用で、大工の下地があるようだな」

【例 2】この　すいおのの　したず　こしぇぁでころな
「この吸い物の下地を作って下さいね」
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したず

したず [sït̥adzɯ̈] 人達。［続 150］

【例】 あの　したずあ　どさ　えぐなだべ

「あの人達は何処へ行くのだろう」

なお、この語は、「おどごしたず＝男達」。「おなごしたず＝女達」。「わらしたず＝子供達」。「おどな

したず＝大人達」などとも使っている。

したすごど [sït̥asɯ̈ŋodo] 下仕事。［続 150］

【例】 おらほの　おやがだ　〇〇かえしゃの　したすごど　うげおてんなだ

「うちの親方は、〇〇会社の下仕事を請負っているんだ」

しただがおの [sït̥adagaono] 強か者。［続 150］

【例】 あれだば　しただがおので、しとすずなであ　えがねぁ　しとだ

「あいつなら、強か者で、一筋縄ではいかない人だよ」

したっつ [sït̥attsɯ̈] 二つ。［続 150］

【例 1】したっつ
「二つ。二才」

【例 2】したっつおぎ
「（蚕の）二令の脱皮」

【例 3】したっつながら
「二つながら」

【例 4】したっつへんず
「二つ返事」

【例 5】したっつわり
「二つ割り」

【例 6】したっつめ
「二つ目。二回目。二度目」

したっつおぎ [sït̥attsɯ̈ogï] 二令の蚕が脱皮して、三令になったこと。［及 72］

【例】 おれぁえんなも　したっつおぎだは

「うちのも、もう三令になったよ」

したっつさかがた [sït̥attsɯ̈sa|kagata] 二令中の蚕。［及 72］

【例】 えま　したっつさかがった　どごだ

「今二令中なんです」

したっつよどみ 二令の
か み ん

假眠。二令の蚕が三令になるための脱皮の準備で假眠していること。［及

72］

【例】 こんだ　したっつよどみさ　かがった

「今度は二令の假眠中だ」

したづみ ふたつみ。一才から三才位までの、子供の着物の裁ち方、また、その着物。［及 57］
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じだらぐ

【例】 この　わらすあ、まだ、したづみで　えな

「この子のは、まだ、ふたつ身でいいね」

したでおの [sït̥adeo̝no] 仕立物。［続 150］

【例】 こねぁだ　たのだ　したでおのあ　でげあしたべが

「この間賴んだ仕立物は出来たでしょうか」

したでる [sït̥ader̝ɯ̈] ［下一他］ 仕立てる。［続 150］

【例 1】この　きおの　したでるにあ　なんにずぐれぁ　かがりあすべ
「この着物を仕立てるには、何日ぐらいかかるでしょう」

【例 2】この　です　これがら　えっちょめぁ　したでねぁんねぁあだ
「この弟子を、これから一人前に仕立てなければならないんだ」

したぱた ［副］ ぱたぱた。忙しく立ち働くこと。［及 166］

【例】 したぱたて　えぐ　えごぐな

「ぱたぱた、よく働きまわるね」

したふぎ [sïtaɸɯ̈gï] 雑布。［及 57］

【例】 がっこで　したふぎ　もて　こえど

「学校で雑布を持ってこいってよ」

したまだ [sït̥amada] 二股。［続 150］

【例 1】この　でぁごあ　したまだだな
「この大根は二股だな」

【例 2】ずれくて、あれぁ　したまだかげっだあだ
「狡るくて、あいつは、二股かけているんだよ」

しだみ どんぐり。楢の実。［及 88］

【例】 〇〇ちゃん　しだみで　人形　こしぇんべ

「〇〇ちゃん、どんぐりで、人形を作ろうよ」

しためずげぁ [sït̥ame̝n dzɯ̈gɛ] 下目使い。［続 151］

【例】 やだったら、しとんどご　ずるそん　しためずげぁで　みんなだぜぁ

「嫌だったら、人を狡るそうに、下目使いで見るんだよ」

したもた ［副］ もたもた。［及 166］

【例】 したもたてねぁで、ちゃっちゃど　しろ

「もたもたしてないで、さつさとしなさい」

じだらぐ [dzïdaragɯ̈] ［名］ ［強調］ 不潔なままにしておくこと。整理や後仕末や掃除など

のだらしないこと。だらくの強調語。［及 166］

【例】 じだらぐだおんで、茶碗も　ふがねぁ

「だらくで、茶碗も拭かない」
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したりずれ

したりずれ [sït̥arïⁿdzɯ̈re]̝ 二人連れ。［続 151］

【例】 こねぁだ　ばさまど　したりずれで、〇〇さ　りょこうして　きた

「この間、婆さんと二人連れで、〇〇に旅行をして来たよ」

したる [sït̥arɯ̈] ［四自］ 浸る。［続 151］

【例 1】おゆさ　したる
「お湯に浸る」

【例 2】したしたん　したるよん　する
「ひたひたに浸るようにする」

しぢど [sïdzïdo] しちとうい。七島藺。かやつりぐさ科の植物で、たたみ表や花むしろなどの原
料となる草。［及 89］

しちめる ［動］ 締める。［及 166］

【例】 この　縄　もと　しちめる　おんだ

「この縄は、もっと締めるもんだよ」

また、締まることを「しちまる」、「しちまっが―締まるか」、「しちめっど―締めると。締めるそう

だ」などの使い方がある。

しちゃこえ [sït̥ʃakoe]̝ 小さい。［同］しっちゃこえ。ちちゃこえ。ちっちぇ。ちっちゃこえ。ち
ゃこえ。めちゃこえ。めっちぇ。めっちゃこえ。［及 27］

【例】 この　かぼちゃ　まだ　しちゃこえな

「このかぼちゃは、まだ小さいね」

しちゃばぐ [sït̥ʃabagɯ̈] ［動］ 裂く。引き裂く。千切る。［及 166］

【例】 しようじ　しちゃばぐなよ

「障子を裂くなよ」

これは、「しっちゃばぐ」ともいい、また、「しちゃばげる―裂ける」、「しちゃべぁだ―裂いた」な

どの使い方がある。

しちゃもちゃ [sït̥ʃamotʃa] ［名／ダナ］ 目茶苦茶。［続 151］

【例】 ほんたごど　いうはげぁ、そうだん　しちゃもちゃ　なんなよ

「そんなことをいうから、相談が目茶苦茶になるんだよ」

しつげぁる ［動］ 捻挫する。［同］ひつげぁる。［及 15］

【例】 腕　しつげぁで、医者さ　えて　くっどごだ

「腕を捻挫して、医者に行って来るところなんです」

しっこえ [sïk̥koe]̝ ［形］ しっこい。［続 151］

【例】 しっこえ　ごどな、なんぼ　ゆたて、くえらんねぁ　おのあ　くえらんねぁな

「しっこいことな、いくらいったって、くれられないものはくれられないよ」

しっしゃす [sïʃ̥ʃasɯ̈] 久しい。［及 27］
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しっしょかれぁ

【例】 村の　火事が　しっしゃすごったな

「村の火事か、久しいことだな」

この語は「ひさす」、「ひしゃす」ともいい、「しっしゃすぶり―久し振り」、「ひしゃすぶり―久し振

り」などと使う。

しっしゃすぶり [sïʃ̥ʃasɯ̈bɯ̈rï] ［名］ 久し振り。［同］ししゃすぶり。［及 167］

【例】 まづ　しっしゃすぶりだ　ごど

「まあ、久し振りですね」

しっしゃます [sïʃʃamasɯ̈] ［動］ もてあます。［同］しあます。［及 167］

【例 1】きのご　しっしゃますほど　とて　きた
「きのこをもてあます程採って来たよ」

【例 2】これだば　しっしゃます　おのだ
「こいつなら、もてあまし者だよ」

しっしゃますおの [sʃamasɯ̈õno] 持て余し者。素行の悪い者。低能児。1人で生活の出来な
いもの。［及 5］

【例】 〇〇えも　しっしゃます　おの　もて、らぐんねぁな

「〇〇さんのところも、持て余し者を持って、楽じゃないね」

しっしゃわへ [sïʃ̥ʃawaçe]̝ ［名］ しあわせ。幸福。［及 167］

【例】 おらあ　えま　いづばん　しっしゃわへだ

「私は、今一番しあわせです」

しっしょ [sïʃ̥ʃo] ［名］ 畜生。［及 167］

【例】 しっしょあだ　あっちゃ　えげ

「畜生共あっちへ行けよ」

しっしょ [siʃ̥ʃo] 塩。［及 41］

【例】 しっしょ　あんまり　かげっど　かんなぐなんぞ

「塩を余りかけると、食べられなくなるよ」

この語には「しっしょがら―塩から」、「しっしょじょっぺぁ―塩からい」、「しっしょずる―塩汁」。

などの呼び方がある。

しっしょがらあげ [sïʃ̥ʃogaraage]̝ しおやとんぼ、しおからとんぼ、おおしおからとんぼ、な
どをいう。［及 89］

【例】 〇〇ちゃん　しっしょがらあげあ　いだけあ　しめん　えぐべや

「〇〇ちゃん、しおからとんぼがおったから、つかまえに行こうよ」

しっしょかれぁ [sïʃ̥ʃokarɛ] 塩辛い。しょっぱい。［同］しっしょじょっぺぁ。しょっぺぁ。［及
27］

【例】 この　つけおのあ　めっぽ　しっしょかれぁな

「この漬物はめっぽう塩辛いな」
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しっしょたび

しっしょたび 白足袋。［及 57］

【例】 むがさりん　ずぎ　はぐな　しっしょたび　あっが

「婚礼の時履く白足袋があるかい」

じっせぁー [dzïssɛː] 実際。［続 151］

【例】 この　はなすあ　じっせぁー　みで　きたなで、ずほんねぁあだ

「この話は、実際見てきたので、嘘じゃないんだ」

しったず [sït̥tadzɯ̈] ［四自］ 引き立つ。［続 151］

【例】 おめぁ　かみのかだ　けぁだば、いずだんと　しったずな

「お前、髪の型を変えたら、一段と引き立つな」

しったづ ［動］ 回復する。肥立つ。植物などが移植後生長を始じめること。［及 167］

【例】 入院したども、このじゅあ　しったて来た

「入院したが、近頃回復して来たよ」

しったでる [sït̥tader̝ɯ̈] ［下一他］ 持ち上げる。［続 151］

【例】 この　でぁごん　へぁった　ふぐろ　おもでぁくて　しったでらんねぁ

「この大根の入っている袋は、重くて持ち上げられないよ」

しったでる [sït̥tader̝ɯ̈] ［動］ ひったてる。ひっぱる。［及 167］

【例】 ほの　やろ　しったでで　こえ

「その野郎を引っ立ててこい」

しっちゃがめっちゃが [sït̥tʃagamet̝tʃaga] ［ナ名ノ］ 支離滅裂。［続 151］

【例】 ほんた　しっちゃがめっちゃがだ　はなすて　あるおんでねぁべや

「そんな支離滅裂な話ってないじゃないか」

しっつめる [sït̥tsɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 引き締める。この語は、縄などを引き締めて堅く縛る時

などに使い、「気を引き締める」という意味では使わない語である。［同］しつめる。［続 151］

【例】 なわ　もと　かだぐ　しっつめろ

「縄をもっと堅く引き締めろよ」

じってぁー [dzïttɛː] 実態。［続 152］

【例】 やぐばさ　ゆてやて　ひげぁの　じってぁー　しらべで　もらう　ごどだな

「役場にいってやって、被害の実態を調べてもらうことだな」

しってんにでん [sït̥teɴ̝nïdeɴ̝] どっち劣らず。［続 152］

【例】 のむごどん　かげでだば、したりとも　しってんにでんだな

「飲むことにかけてなら、二人共どっち劣らずだな」

しっと ［名］ 水を入れる。餅をふかす時入れる水をいう。餅つき中に入れる水もいう。［及 167］

【例】 もづ　ふかしったなさ　しっとぶたが

「餅をふかしているのに、水を入れたかい」
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じでぁ

また、「しっとぶづ―水を入れる」などの使い方がある。

しっとえぁ [sït̥toɛ] ［副］ 一寸。［及 167］

【例】 よあっさげぁ　しっとえぁ　まで

「用があるから、一寸待てよ」

この語は、「しっとえぁのこめぁん―一寸の間に」という使い方もしている。

しっとまる ［動］ しまる。かさのある物が圧し沈ずめられて低くしまること。［同］しつまる。

しっつまる。［及 167］

【例】 しと雨　ふたなで　雪あ　しっとまてしまた

「ひと雨降ったので、雪がしまってしまった」

しっとる ［動］ しみ透る。水などが中まで染み透ること。［同］しとる。［及 167］

【例】 にわが雨で　しっとる程　ぬっだは

「俄雨でしみ透る程濡れてしまったよ」

しっぺぁ [sïp̥pɛ] ［名］ 失敗。［及 168］

【例】 誰でも　しっぺぁずあ　ある　おんだ

「誰でも、失敗というものはあるものだよ」

しっぺくー [sïp̥pek̝ɯ̈ː] 返り討ちに会う。［続 152］

【例】 こねぁだ　まげらがしたら、きょうあ　しっぺくたや

「この間負かしたら、今日は返り討ちに会ったよ」

しづや ［名］ 誕生七日目。［及 168］

【例】 今日あ　しづやだなは

「今日は、もう誕生七日目だね」

この日の祝宴を「しづやぶるめぁ」といっている。

しづやっけぁ [sïdzɯ̈jakkɛ] ［名］ ［強調］ しちやっかい。やっかいの強調語。［及 168］

【例】 しづやっけぁだ　はなすあ　もて　くんな

「しち厄介な話を持ってくるなよ」

この「しち」という形容詞のついたものには、「しづうるせぁ―しちうるさい」、「しづめんどくせぁ

―しち面倒くさい」、「しづくどえ―しちくどい」などがある。

して [sït̥e]̝ ［接］ そして。そうして。［同］ほして。ほうして。［続 152］

【例】 ししょ　かげで　して　おもし　かておげ

「塩を掛けて、そして、重石を乗せておきなさい」

しでぁ したい。やりたい。［及 168］

【例】 おらも　野球しでぁ

「私も野球をしたい」

じでぁ [dzïdɛ] ［名］ 辞退。［及 168］
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じ
〇

でぁ

【例】 わだすは　組長　じでぁしでぁなよ

「私は組長を辞退したいんですよ」

じ
〇

でぁ [dzïⁿdɛ] ［名］ 時代。［及 168］

【例】 こんだ　おらだの　じでぁ　来たな

「今度は私等の時代が来たな」
〇

じでぁ [dzïⁿdɛ] ［名］ 地代。［及 168］

【例】 つぁつぁ　じでぁ　もて　こえど

「お父さん、地代を持ってこいって」
〇

じでぁ [dzïdɛ] ［名］ 自体。［及 168］

【例】 ほれじでぁ　国の　しごどだべ

「それ自体国の仕事だろう」

してぁー [sït̥ɛː] 死体。［続 152］

【例】 してぁー　つずさ　んめで　かぐしたなて　えぐ　ほんごどあ　でげる　おんだなや

「死体を土に埋めて隠したなんて、よくそんなことが出来るもんだね」

しでぁー [sïⁿdɛː] 次第。［続 152］

【例 1】こんだ　しでぁん　あたこぐなるな
「今度は次第に暖たかくなるな」

【例 2】こういう　しでぁで　そうかい　ひらぐなだど
「こういう次第で、総会を開くんだそうだ」

じでぁーおぐれ [dzïⁿdɛːogɯ̈re]̝ 時代遲れ。［続 152］

【例】 としょてくっど　じでぁおぐれん　なる　おんだな

「年寄ってくると、時代遲れになるものだね」

じでぁーげぎ [dzïⁿdɛːŋeg̝ï] 時代劇。［続 152］

【例】 おれぁえの　ずさま、テレビさ　じでぁーげぎあ　くっど、かがさず　みでんなだ

「うちの爺さんは、テレビに時代劇がくると、欠かさず見ているんだ」

じでぁきり ［副］ さっぱり。全然。［同］じでぁっきり。［及 168］

【例】 今日あ　ざっこあ　じでぁきり　つんねぁけ

「今日は、雑魚がさっぱり釣れなかったよ」

しと 人。私。［及 6］

【例 1】世のながにあ　しとぐれぁ　おかねぁ　おのあ　いねぁ　おんだ
「世の中には、人ぐらいおつかない者はいないもんだ」

【例 2】しとさばり　おもでぁ　おの　もだへで
「人（私）にばかり重い物を持たせて」

しとあすれぁー [sït̥oasɯ̈rɛː] 人あしらい。［続 153］
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しとうげ

【例】 そうすぎだ　ほうずだていうど、しとあすれぁーで　くたびっでしまうな

「葬式だ法事だというと、人あしらいでくたびれてしまうね」

しとあだり [sït̥oadarï] 人当り。［続 153］

【例】 〇〇さんだば　おどなすくて　しとあだりの　えぇ　しとだな

「〇〇さんなら、おとなしくて、人当りのいい人だね」

しとあへ [sït̥oahe]̝ 一汗。［続 153］

【例】 はだげほりして、しとあへ　けぁだば、からだ　かるこぐ　なたよだ

「畑堀りをして、一汗かいたら、体が軽くなったようだよ」

しとあめ [sït̥oame]̝ 一雨。［続 153］

【例】 ないだが　くらぐ　なてきたな、この　そらもよだど、しとあめ　きそだな

「なんだか暗くなってきたな、この空模様だと、一雨きそうだな」

しとあれ [sït̥oare]̝ 一荒れ。［続 153］

【例 1】たいふう　きたつけはげぁ　しとあれ　くっがな
「台風が来たそうだから、一荒れ来るだろうかな」

【例 2】さがくへ　わりはげぁ　まだ　しとあれすんべじゅは
「酒癖が悪いから、また一荒れすることだろうよ」

しとあわ [sït̥oawa] 一泡。［続 153］

【例】 もんくばり　ゆてっさげぁ　しとあわ　ふがへねぁど　だめだな

「文句ばかりいっているから、一泡ふかせないと駄目だな」

しとあんすん [sït̥oaɴsɯ̈ɴ] 一安心。［続 153］

【例】 おれぁえの　むすこも、ようやぐ　しゅうしゅぐしたはげぁ　しとあんすんした

「うちの息子も、漸く就職したから、一安心したよ」

しといぎれ [sït̥oïgïre]̝ 人いきれ。［続 153］

【例】 ラッシュん　ずぎあ、しといぎれする　おんで、ほんで　とかい　やんだなよ

「ラッシュ時には、人いきれがするもんで、それで都会が嫌なんだよ」

しといずべぁー [sït̥oïdzɯ̈bɛː] 人一倍。［続 153］

【例】 あの　しとだば、くれぁから　くれぁまで、しといずべぁー　はだらぐ　しとだ

「あの人なら、早朝から夕方暗くなるまで、人一倍働く人だよ」

しといろ [sït̥oïro] 一色。一種。［続 153］

【例 1】チュウリップあ　しといろはんて　さがねぁな
「チュウリップは、一色しか咲かないな」

【例 2】にどえもあ　だんしゃぐ　しといろだけ　ゆえるごどん　すんべ
「馬鈴藷は、男爵一種だけ植えることにしようや」

しとうげ [sït̥oɯ̈ge]̝ 人受け。［続 154］
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しとえ

【例】 あの　しとあ　じょせぁねぁ　しとだはげぁ　しとうげも　えぇな

「あの人は、如才ない人だから、人受けもいいね」

しとえ [sït̥oe]̝ 一重。［続 154］

【例 1】やえざぎだどもたら、しとえだでぁ
「八重咲きだと思ったら、一重だよね」

【例 2】こんだ　あわへ　ぬいで　しとえおの　きんべ
「今度は袷を脱いで、一重物を着よう」

しとえぎ [sït̥oeg̝ï] 一息。［続 154］

【例 1】くたびっだはげぁ　こごらで　しといぎ　つぐべ
「くたびれたから、ここらで一息つこうよ」

【例 2】この　さが　しとえぎで　のぼんべ
「この坂を一息で登ろう」

【例 3】こごまで　こえば　あど　しとえぎだ
「此処まで来れば、あと一息だよ」

しとおどし ［名］ 一喝。ひとおどし。［及 168］

【例】 しとおどしで　ねげで　えたけは

「ひとおどしで逃げて行ってしまったつけ」

しとおめん [sït̥oomeɴ̝] ［連語］ 一思いに。［続 154］

【例】 いだます　べごこだども　しとおめん　うてしまうべは

「惜しい仔牛だが、一思いにもう売ってしまおうよ」

しとか [sït̥oka] 一鍬。［続 154］

【例】 じちんさいにあ　あなだも　しとか　えれでくだせぁな

「地鎮祭には、あなたも、一鍬入れて下さいね」

しとか [sït̥oka] 一皮。［続 154］

【例 1】すぎあ　しとか　むぐど、あまか　ある　おんだ
「杉は一皮剥くと、甘皮があるもんだよ」

【例 2】あの　しとあ　しとか　はぐど　べずの　しとん　なんぜぁ
「あの人は一皮剥くと別の人になるよ」

しとかげ ［名］ ひと切れ。ひとかけら。［及 168］

【例】 さがな　しとかげはんて　ねぁは

「魚は、もう一切れしかないよ」

しとかげ [sït̥okaŋe]̝ 人影。［続 154］

【例 1】こごまで　くっど　しとかげしとっつ　めねぁな
「此処まで来ると、人影一つ見えないね」

【例 2】しとかげん　なて　わがらねぁな
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しとぐづ

「人影になって分らないね」

しとがだげ [sït̥ogadage]̝ 一片食。一食。［続 155］

【例】 しとがだげぐれぁ　かねぁたて　しなねぁはげぁ、もすこす　がんばれ

「一片食ぐらい食わなくとも死なないから、もう少し頑張れよ」

しとかだまり [sït̥okadamarï] 一塊。［続 155］

【例】 まよいごん　なっど　えぐねぁはげぁ、しとかだまりん　なて　ありげよ

「迷い子になるといけないから、一塊になって歩きなさいよ」

しとがら [sït̥oŋara] 人柄。［続 155］

【例】 〇〇さんだば　おどなす　しとがらの　えぇ　しとだ　おんだな

「〇〇さんなら、おとなしい、人柄のいい人なものだね」

しとぎぎ [sït̥oŋïgï] 人聞き。外聞。［続 155］

【例】 おれぁ　なに　したて、ほんた　しとぎぎの　わり　ごど　ゆわねぁでくんねぁが

「私が何をしたっていうの、そんな人聞きの悪いことをいわないでくれないか」

しときり [sït̥okïrï] ひと頃。一時期。［続 155］

【例】 きょねんは、しときり　かじぇひぎあ　はやて、おれぁえんなも　かがたけな

「去年は、一頃風邪引きが流行って、うちの子もかかったっけな」

しとぎれぁ [sït̥oŋïrɛ] ［ナ名ノ］ 人嫌い。［続 155］

【例】 あれだば、しとぎれぁの　ほで、あんまり　しとど　しゃべりだがらねぁあだ

「あいつは、人嫌いの方で、余り人と喋りたがらないんだ」

しとくさり [sït̥okɯ̥̈sarï] ひとくさり。［続 155］

【例】 ないが　しとくさり　あいさず　してくんねぁが

「何かひとくさり挨拶をしてくれませんか」

しとくせぁ [sïtokɯ̥̈sɛ] ［形］ 人臭い。［及 168］

【例 1】おめも　しとくせぁ　ごど　いうよん　なたな
「お前も、人臭い（人間らしい）ことをいうようになったね」

【例 2】鬼こあだ　しとくせぁて　さわぇんだ
「鬼共が人臭いといって、さわいでいる」

しとぐだり [sït̥ogɯ̈ⁿdarï] 一行。［続 155］

【例 1】ほご　しとぐだり　もうえっぺん　よでみろ
「そこを一行もう一遍読んでみなさい」

【例 2】ないが　しとぐだり　ゆわぇあこど　のべでくたせぁ
「何か一行お祝いを逑べて下さい」

しとぐづ [sït̥ogɯ̈dzɯ̈] ［名］ 一口。［及 169］

【例 1】あの　おっき　おがす　しとぐづん　くてしまた　おんだ
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しとぐび

「あの大きいお菓子を一口に食ってしまったもんだ」

【例 2】ほの　株、おれも　しとぐづ　買うがな
「その株、私も一口買おうかな」

しとぐび [sïtogɯ̈bï] ［名］ 人見知り。［同］しとみくり。［及 168］

【例】 この　わらすあ、まづ、しとぐび　する　ほで

「この子は、まあ、人見知りをする方でね」

しとくへ [sït̥okɯ̥̈he]̝ 一癖。［続 155］

【例】 あの　しとあ、おどなすそん　してんども、あれで　しとくへ　あんなだぜぁ

「あの人は、おとなしそうにしているが、あれで一癖あるんだよ」

しとけ ［名］ 人気。［及 169］

【例】 こごの　えあ　さっぱり　しとけあ　しねぁな

「ここの家は、さっぱり人気がないね」

しどげ もみぢがさ。きく科の植物で山菜。［及 89］

【例】 しどげの　おひたし　つぐった　どごだ

「もみぢがさのひたし物を作っているところなんです」

しとけぁー [sït̥okɛː] 人買い。［続 155］

【例】 むがすあ、しとけぁーさ　むすめ　うた、なていう　はなすも　あた　おんだ

「昔は、人買いに娘を売った、なんていう話もあったもんだよ」

しとげぁり [sït̥ogɛrï] ［名］ 一回。［及 169］

【例】 モノレールずおのさ　しとげぁり　のた　ごどあ　ある

「モノレールというものに、一回乗ったことがあるよ」

また、この語には、「しとげぁりぎりん―一回毎に」という使い方もある。

しとこ [sït̥oko] 人っ子。［続 156］

【例】 しとこしとり　いぎあわねぁ　さぶす　むらな　おんだな

「人っ子一人行き合わない淋しい村なもんだな」

しとごえ [sïtogoe]̝ ［名］ 人声。［及 169］

【例】 どごがで　しとごえあ　するんねぁが

「何所かで、人声がするじゃないか」

しとごごろ [sït̥oŋogoro] 人心。［続 156］

【例 1】しとごごろて　わがらねぁ　おんだな
「人心って分らないものだな」

【例 2】くまに　ぼわって　しとごごろあ　ねぁがったや
「熊に追われて、人心がなかったよ」

しとこす [sït̥okosɯ̈] 一腰。［続 156］
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しとさすゆび

【例】 さずぎ　きょう　でがすべどもたら、この　あめで　しとこす　おてしまた

「田植えを今日出かそうと思ったら、この雨で一腰折ってしまったよ」

しとごど [sït̥ogodo] 一言。［続 156］

【例】 ほれだおん、んだはげぁ　おめぁな　しとごど　よげだていうなよ

「それだもの、だからお前のは一言多いというんだよ」

しとごど [sït̥oŋodo] 人ごと。［続 156］

【例】 これだば　しとごどんねぁな　おわも　えっくん　きいつけねぁんねぁな

「これなら人ごとじゃないね、自分もよく気を付けないといけないな」

しとこね ［名］ 一纒め。［及 169］

【例】 えなも　えぐねぁなも　しとこねんしてしまたなが

「いいのも、悪いのも一纒めにしてしまったのかい」

しどごみ [sït̥oŋomï] ［名］ 人込み。［及 169］

【例】 しとごみしねぁ　いながの　ほあ　えな

「人込みのしない、田舍の方がいいね」

しところ [sït̥okoro] 一頃。［続 156］

【例】 がっこあ　やすむ、もめごどあ　おごすで、しところあ　なんず　すんべどもたな

「学校は休む、もめ事は起こすで、一頃はどうしようと思ったな」

しとごろ [sït̥ogoro] ［名］ 懐。［及 169］

【例】 しとごろさ　なに　へっだなや

「ふところに何を入れているんだい」

しとごろかんじょ [sït̥ogorokaɴⁿdʒo] 懐勘定。［続 156］

【例】 しとごろかんじょしたば、たんねぁよだはげぁ　かわねぁで　きたは

「懐勘定したら、足りないようだったから、買わないで来てしまったよ」

しとごろす [sït̥oŋorosɯ̈] 人殺し。［続 156］

【例】 しとごろす　するなて　なんた　きもずで　する　おんだべ

「人殺しをするなんて、どんな気持でするものだろうね」

しとごろで [sït̥ogoroⁿde]̝ 懐手。［続 156］

【例 1】むがすあ　しとごろでして　ありた　おんだ
「昔は懐手で歩いものだね」

【例 2】となりむらの　かじだば、しとごろでして　みでらんねぁな
「隣り村の火事なら、懐手で見ていられないな」

しとさすゆび [sït̥osasɯ̈jɯ̈bï] 人差し指。［続 157］

【例】 しとさすゆび　いでぁぐしたば　ものちょすな　ふじゅだ　おんだな

「人差し指を怪我したら、物を扱うのに不自由なものだね」
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しとさま

しとさま ［名］ 人さま。［及 169］

【例】 しとさまの　ごどあ　あだこだて　ゆわんねぁ　おんだぞ

「人さまのことは、ああだこうだと、いわれないもんだよ」

しとされぁ [sït̥osarɛ] ［名］ 人さらい。誘拐。［及 169］

【例】 しとされぁ　いっさげぁ　しらねぁ　しとの　車さなの　乗らんねぁ　おんだぞ

「人さらいがいるから、知らない人の車になんか乗られないものだよ」

しとさわがへ [sït̥osawaŋahe]̝ ［ナ名ノ］ 人騒がせ。［続 157］

【例】 ぼや　だしたなて、ほんた　しとさわがへだ　ごど　さんねぁべじゅなや

「小火を出したなんて、そんな人騒がせなことをされないだろうよねー」

しとしょい [sït̥oʃoï] ひと背負い。沢山。［続 157］

【例】 ふぎ　とりん　えたどて、ふぎ　しとしょい　とて　きたけ

「蕗を採りにいったというので、蕗をひと背負い採って来たっけ」

しとず [sït̥odzɯ̈] ［連体／ダナ］ 同じ。［続 157］

【例】 わらびずあ　しとずどさばり　えたて、とらんねぁ　おんだ

「わらびというものは、同じ所にばかり行ったって、採られないものだよ」

しとずあな [sït̥odzɯ̈ana] 一つ穴。［続 157］

【例】 えぁずら　しとずあなの　むずなで、ろぐでもねぁ　ごどばり　してんなだ

「あいつらは、一つ穴の狢で、ろくでもないことばかりしているんだ」

しとずおべ [sït̥odzɯ̈obe]̝ 一つ覚え。［続 157］

【例】 ばがのしとずおべ、ていう　おんだども、えぐ　ほれば　おべっだ　おんだ

「馬鹿の一つ覚え、というものだが、よくそれは覚えていたものだな」

しとずがみ [sït̥odzɯ̈gamï] 一摑み。［続 157］

【例 1】しとずがみの　こめだて　でぁずん　すろよ
「一摑みの米だって、大事にしなさいよ」

【例 2】おっきてで　しとずがみんしたけ
「大きい手で、一摑みにしたっけ」

しとずぎ [sït̥oⁿdzɯ̈gï] 人好き。［続 157］

【例】 あの　むすめだば　しとずぎのする　えぇ　むすめだな

「あの娘なら、人好きのする、いい娘だね」

しとずぎえぁー [sït̥oⁿdzɯ̈gïɛː] 人付き合い。［続 157］

【例】 となりきんじょどの　しとずぎえぁーは、でぁずん　する　おんだぞ

「隣り近所との人付き合いは、大事にするものだよ」

しとすず ［名］ 一筋。一本。［及 169］

【例 1】髪の毛あ　しとすず　おづっだけ
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しとつげぁ

「髪の毛が一筋落ちていたつけ」

【例 2】あの　おどごだば　しとすずなわであ　いがねぁぞ
「あの男なら、一筋縄ではいかないよ」

しとすずな [sït̥osɯ̈ⁿdzɯ̈na] 一筋縄。［続 158］

【例】 あの　おどごだば、どうしてどうして　しとすずなでぁ　えがねぁ　おどごだぞ

「あの男なら、どうしてどうして一筋縄ではいかない男だよ」

しとずで [sït̥oⁿdzɯ̈de]̝ 人伝。［続 158］

【例】 しとずでん　きだ　はなすだども、〇〇さんも　でかへぎん　えたつけな

「人伝に聞いた話だが、〇〇さんも出稼ぎに行ったそうだな」

しとずみ [sït̥odzɯ̈mï] 一つ身。着物の大きさ。［続 158］

【例】 しとずみだば、しとっつが　したっつん　なる　あがこの　きる　おんだぞ

「一つ身なら、一つか二つになる赤子の着るものだよ」

しとずれ [sït̥oⁿdzɯ̈re]̝ 人擦れ。［続 158］

【例】 しとぐびする　わらすだけども　つかごろあ　しとずれして、べずん　なたな

「人見知りをする子供だったが、近頃は人擦れして、別になったな」

しとだがぎ [sït̥odaŋagï] ひと抱え。一回に持てる量。この語を「ひと抱え」と訳したが、抱き
かかえる太さ大きさをいうのではなく、一回に持てる量をいう語である。［続 158］

しとだがり [sït̥oⁿdagarï] 人だかり。［続 158］

【例】 ないだべ、〇〇さん　えんどさ　しとだがり　しったじゅ

「なんだろう、〇〇さんの家のところに、人だかりがしているよ」

しとだすけ [sït̥oⁿdasɯ̥̈ke]̝ 人助け。［続 158］

【例】 なんぼ　すぐねぁたて　しとだすけだ　おん、きふして　やんべ

「幾ら少なくても人助けだもの、寄附してやろう」

しとだのみ [sït̥oⁿdanomï] 人賴み。［続 158］

【例】 えまだば　どごの　えだて　えそがすおん　しとだのみ　すんべどもたて　だめだな

「今なら何処の家だって忙しいから、人賴みをしようと思っても駄目たな」

しとだび [sït̥odabï] ひとたび。一度。［続 158］

【例】 おれぁえの　ずさまだば、がんこで、しとだび　ゆいだしたら　きがねぁあだ

「うちのお爺さんなら、頑固で、一度いい出したらきかないんだ」

しとだまり [sït̥odamarï] ひとたまり。［続 159］

【例】 この　ていぽうだば、こうずいん　なっど、しとだまりも　ねぁぜぁ

「この堤防なら、洪水になると、ひとたまりもないよ」

しとつげぁ [sït̥otsɯ̈ŋɛ] 人違い。［続 159］

【例】 うすろすがだ　にでだはげぁ、こえ　かげだば、しとつげぁだけ
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しとづげぁ

「後姿が似ていたから声を掛けたら、人違いだったよ」

しとづげぁ [sït̥odzɯ̈gɛ] ［名］ 人使い。［及 169］

【例】 あそごあ　しとづげぁの　あれぁ　どごだ

「あそこは、人使いの荒いところだね」

しとっこしとり [sït̥okkosït̥orï] 人っ子一人。［続 159］

【例】 やまんながの　むらだ　おんだはげぁ　よんま　なっど、しとっこしとり　ありがねぁ

「山の中の村なものだから、夜になると、人っ子一人歩かないね」

しとっつ [sït̥ottsɯ̈] 一つ。この語は、数字で、他には、「したっつ＝二つ」。「いずっつ＝五つ」。
「ななっつ＝七つ」。「こごのっつ＝九つ」などがある。［続 159］

しとづづ ［名］ 人貭。［及 170］

【例】 むがすあ　しとづづ　とた　おんだど

「昔は、人貭をとったものだそうだ」

しとっつおぎ [sït̥ottsɯ̈ogï] 脱皮して二令になった蚕。［及 72］

【例】 おめぁえんなも　しとっつおぎが

「お宅のも二令になったばかりですか」

しとっつしとっつ [sït̥ottsɯ̈sït̥ottsɯ̈] 一つ一つ。［続 159］

【例】 めんどくせぁがらねぁで　しとっつしとっつ　ちゃんと　つずむなだぞ

「面倒くさがらないで、一つ一つきちんと包むんだよ」

しとっつよどみ 假眠中の一令の蚕［及 72］

しとっと [sït̥otto] ［副］ しっとり。［続 159］

【例】 かさ　もて　えがねぁ　おんだはげぁ、きりさめで　しとっと　ぬっだは

「傘を持って行かないものだから、霧雨でしっとり濡れてしまったよ」

じとっと [dzïtotto] ［副］ じっとり。［続 159］

【例】 〇〇ちゃん、ゆべなやたな　ふとんが　じとっと　ぬっでだけぞ

「〇〇ちゃん、夕べやったね、布団がじっとり濡れておったぞ」

しとづどご [sït̥odzɯ̈dogo] ［名］ 一ヶ所。［同］しとどご。［及 170］

【例】 ほれ　しとづどごさ　あづべでおげ

「それを一ヶ所に集めておいてくれ」

しとっとび ひと跳び。［同］しととび。［及 170］

【例】 おれだば　ほんた　どごあ　しとっとびだ

「俺なら、そんな所は、ひと跳びだよ」

しとっぱしり ［名］ 一走り。［同］しとぱしり。［及 170］

【例】 隣りの村さが、あんた　どごあ　しとっぱしりで　えて　来る

「隣りの村にかい、あんな所は一走りで行って来るよ」
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しとどご

しとつぶえり [sït̥otsɯ̈bɯ̈er̝ï] 一粒選り。［続 159］

【例】 この　たねあ　しとつぶえりん　したあだはげぁ、ほがんなど　まじぇんなよ

「この種は一粒選りにしたのだから、他のと混ぜるなよ」

しとつぶだね [sït̥otsɯ̈bɯ̈ⁿdane]̝ 一粒種。［続 159］

【例】 これぁ　おれぁえの　しとつぶだねだおん、でぁずん　そだでねぁんねぁ

「これは、うちの一粒種だから、大事に育てないといけないな」

しとつも ［副］ さっぱり。ひとつも。［同］しとっつも。［及 170］

【例】 おれどさ　しとつも　くんねぁけ

「私には、さっぱりくれなかったよ」

しとで [sït̥oⁿde]̝ 人出。［続 159］

【例】 〇〇の　おまずりさ　えたば　くろやまのよだ　しとでな　おんで　たまげだ

「〇〇のお祭りに行ったら、黒山のような人出なもので、驚いたよ」

しとで [sït̥oⁿde]̝ 人手。［続 160］

【例】 むがすだば、さずぎていうど、ねごのても　かりでぁていうくれぁ　しとで　おすがったお

んだぜぁ

「昔なら、田植えといえば、猫の手も借りたい、というぐらい人手が欲しかったもんだよ」

しとでなす [sït̥oⁿden̝asɯ̈] ［ナ名ノ］ 人でなし。［続 160］

【例】 この　しとでなすあ、おやさ　なんぼ　すんぺぁさへでるど　おもてんなだ

「この人でなしが、親にどれほど心配させていると思っているんだ」

しとどーり [sït̥odoːrï] 一通り。［続 160］

【例 1】この　た　あど　しとどーり　ゆえっど　えな
「この田は、あと一通り（一列）植えるといいな」

【例 2】いねかりも　これで　しとどーり　おわたな
「稲刈りも、これで一通り終ったな」

【例 3】こごまで　すんな　しとどーりの　なんぎん　ねぁがった
「ここまでするのが、一通りの難儀ではなかったよ」

しとどぎ [sït̥odogï] 一時。［続 160］

【例 1】いでぁななの　しとどぎ　がましてれば　なおる
「痛いのなんか、一時我慢していれば治るよ」

【例 2】おらも　しとどぎあ　くるす　せぃかず　した　おんだ
「私も一時は、苦しい生活をしたもんだよ」

しとどご [sït̥odogo] 一ケ所。同じ所。［同］しとずどご。［続 160］

【例】 ほの　ごみ　しとどごさ　あずべで　おげ

「そのごみは、一ケ所に集めておけよ」
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しととし

しととし ［名］ おない年。同年令。［同］おねぁどし。ひととし。［及 170］

【例】 〇〇さんど　おれぁ　しととしだ

「〇〇さんと私はおない年です」

しとなえ [sït̥onae]̝ 他家。他所の家。［同］しとのえ。［続 160］

【例】 ほっつあ　しとな　えの　はだげだはげぁ　へぁんなよ

「そっちは、他所の家の畑だから入るなよ」

しとなが [sït̥onaga] ［名］ 人中。［及 170］

【例】 この　わらすあ　しとみしりして、しとながさ　出はんねぁなよ

「この子は人見知りして、人中に出れないんですよ」

しとながへ [sït̥onagahe]̝ 人泣かせ。［続 160］

【例】 くるまで　ずこなの　おごすど　しとながへん　なっさげぁ、きぃつけろよ

「車で事故なんか起すと、人泣かせになるから、気を付けろよ」

しとなつこえ [sït̥onatsɯ̥̈koe]̝ ［形］ 人懐っこい。［同］しとなつっこえ。［続 160］

【例】 この　わらすあ　しとなつこくて、だれぁさでも　だがんなだ

「この子は人懐っこくて、誰にでも抱かるんだ」

しとなのが [sït̥onanoga] 一七日。これは、死後七日目をいい法要をなす日である。その後には
「したなのが＝ふたなぬか（二七日）」。「みーなのが＝三七日」。「ようなのが＝三七日」。「35日」。
「49日」があり、それぞれ法要を行っている。［続 161］

しとなみ [sït̥onamï] ［名／ノダナ］ 人並。［続 161］

【例】 この　わらすあ　おどなん　なたば　しとなみの　からだん　なた　おんだ

「この子は、大人になったら、人並の体になったものだ」

しとにぎり [sït̥onïŋïrï] 一握り。［続 161］

【例】 おら　えがら　でっずぎあ　しとにぎりの　ぜぁさんも　もらわねぁがった　おんだ

「私は、家から出る時は、一握りの財産も貰わなかったものだよ」

しとねり [sït̥oner̝ï] 一眠り。［続 161］

【例】 おぎるにあ、まだ　はえぁはげぁ、もう　しとねりすっが

「起きるには、まだ早いから、もう一眠りしようか」

しとねる ［動］ こねる。粉や土をこねること。［及 170］

【例】 団子　しとねっさげぁ　粉　もて　きてころ

「団子をこねるから、粉を持って来て下さい」

しとぱかへ [sït̥opakaçe]̝ 桑葉を枝からとって与えること。［及 72］

【例】 おごさま　おっきぐ　なたはげぁ　しとぱかへだは

「蚕が大きくなったから、もう刻ざまない葉を与えているんです」

しとばすら [sït̥obasɯ̈ra] 人柱。［続 161］
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しとまがへ

【例】 むがすあ、しとばすら　たでで、こうずあ　ぶずん　すむよん　いのだ　おんだど

「昔は、人柱を建てて、工事が無事に済むように祈ったものだそうだ」

しとはだ [sït̥ohaⁿda] 一肌。［続 161］

【例】 おめぁ　ほのきだば、おれも　おめぁの　ためん、しとはだ　ぬぐべ

「君がその気なら、私も君のために、一肌脱ごうや」

しとはだ [sït̥ohaⁿda] 人肌。［続 161］

【例】 ふぎどりで　たおったあだば、しとはだで　あためんな　いずばん　え　おんだ

「吹雪で遭難したのなら、人肌で暖ためるのが一番いいものだよ」

しとはだ [sït̥ohada] 一旗。［続 161］

【例】 おれだて　まだ　わげぁおんだおん、これがら　しとはだ　あげねぁんねぁな

「俺だってまだ若いんだもの、これから一旗あげないといけないな」

しとはだらぎ [sït̥ohadaragï] 一働き。［続 161］

【例】 すごどがら　けぁて　きたども、ひあ　なんげぁはげぁ　もう　しとはだらぎするえな

「仕事から帰って来たが、陽が長いから、もう一働きされるな」

しとはな [sït̥ohana] 一花。［続 161］

【例】 おれだて　おどごだおん、これがら　しとはな　さがへねぁんねぁな

「俺だって男だもの、これから一花咲かせないといけないな」

しとばれぁ [sït̥obarɛ] 人払い。［続 162］

【例】 おめぁど　ねぁみずだ　はなすあ　あっさげぁ　しとばれぁ　してくんねぁが

「君と内密な話があるから、人払いをしてくれないか」

しとばん [sït̥obaɴ] 一晩。［続 162］

【例】 ともだずあ　きたおんだはげぁ　ゆべな　したりして　しとばん　のみあがした

「友達が来たものだから、タベは、二人で一晩飲み明かしたよ」

しとふで [sït̥oɸɯ̈ⁿde]̝ 一筆。［続 162］

【例】 おれぁ　じ　へだだはげぁ、にもつ　つだて、しとふで　けぁでころ

「私は字が下手だから、荷物が着いたと、一筆書いてくれ」

しとへ [sïtoçe]̝ ［名］ ひと背負い。一回で背負う分量。背負い切れない程沢山。［及 170］

【例 1】牧草　しとへで　えはげぁ　しょて　きてころ
「牧草をひと背負いでいいから、背負って来てくれ」

【例 2】柴、山がら　しとへ　伐て　来たけ
「柴を山から、背負い切れない程沢山伐って来たつけ」

しとまがへ [sït̥omagahe]̝ 人任せ。［続 162］

【例】 かへぎとあ　いねぁはげぁ、たんぼあ　しとまがへだ

「働き手がいないから、田圃は人任せなんだ」
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しとまぐ

しとまぐ [sït̥omagɯ̈] 一幕。［続 162］

【例】 よっぱらて　けんかする　しとまぐも　あったども　たのす　あずばりでぁった

「醉っ払らって喧嘩する一幕もあったが、楽しい集りだったね」

しとまじぇ [sït̥omaⁿdʒe]̝ 人交ぜ。［続 162］

【例】 しとまじぇすっど　うるせぁはげぁ　おらだばりで　のむべや

「人交ぜすると、うるさいから、俺達だけで飲もうよ」

しとまず [sït̥omaⁿdzɯ̈] ［副］ 一先ず。［続 162］

【例】 こごあ　しとまず　これで　えはげぁ、こんだ　ほっつのほ　すんべ

「ここは一先ずこれでいいから、今度はそっちの方をやろう」

しとまどめ [sït̥omadome]̝ 一纒め。［続 162］

【例】 こご　かた　くさ　こごさ　しとまどめん　つで　おえで　えなだが

「ここを刈った草を、ここに一纒めに積んでおいていいのかい」

しとまねぁ [sït̥omanɛ] 人真似。［続 162］

【例】 しとまねぁして　つくたなより、おわ　くふうして　つくた　ほあ　え　おんだ

「人真似して作ったものより、自分で工夫して作った方がいいものだよ」

しとまり [sït̥omarï] 一回り。［続 163］

【例 1】これぁ　ほっつんなより　しとまり　おっきな
「これは、そっちのより一回り大きいね」

【例 2】うんどうの　ため　ほごらあだり　しとまりしてくる
「運動のために、その辺を一回りしてくるよ」

しとまるぎ [sït̥omarɯ̈gï] 一束。［続 163］

【例】 ほごさ　きて　おえだ　たぎぎ　しとまるぎん　して　おえでころ

「そこへ伐って置いた薪を、一束に縛っておいてくれ」

しとむがす [sït̥omɯ̈gasɯ̈] ［名］ ひと昔。十年位前。［及 170］

【例】 はえぁ　おんだ　え　たででがら　しとむがす　なるおは

「早いもんだね、家を建ててから、もうひと昔になるんだもの」

しとめ [sït̥ome]̝ 一目。［続 163］

【例】 しとめ　みだばんだども、あれだば　よさそだ　わげぁおんだな

「一目見ただけだが、あれならよさそうな若者だな」

しとめ [sït̥ome]̝ 人目。［続 163］

【例】 こそこそど　しとめ　きんするよだ　ごど　しねぁんだ

「こそこそと、人目を気にするような事をするんじゃないよ」

なお、この語の類語に「しとめわり＝外聞が悪い。他人に見られると恥かしい」がある。

しとめぁ [sït̥omɛ] ［名］ 人前。外聞。［及 170］
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しとりおの

【例 1】しとめぁさ　でっずぎあ、ちゃんとして　えげ
「人前に出る時は、きちんとして行きなさいよ」

【例 2】しとめぁ　わりはげぁ　ほんたごど　いう　おんでねぁ
「外聞が悪いから、そんなことをいうもんじゃないよ」

しとやぐ [sït̥ojagɯ̈] 一役。［続 163］

【例 1】ほれだば　おれも　しとやぐ　かうべ
「それなら、私も一役かおう」

【例 2】これだて　まだ　しとやぐ　たずな
「これだって、まだ一役立つね」

しとやすみ [sït̥ojasɯ̈mï] 一休み。［続 163］

【例】 すごども　でぁぶ　はがどたす、こごらで　しとやすみすんべや

「仕事も大分捗ったし、ここらで一休みしようや」

しとやま [sït̥ojama] 一山。［続 163］

【例 1】あの　やま　しとやま　こへば　えなだ
「あの山を一山越せばいいんだ」

【例 2】この　りんご　しとやまで　なんぼや
「このりんご一山で幾らなの」

しとよへ [sït̥ojohe]̝ 人寄せ。この語は、店や見せ物に人を集めることをいうのではなく、お祝い
や仏事に、人を招くことにだけ使う語である。［続 163］

しとらす [sït̥orasɯ̈] 人らしい。［続 163］

【例 1】しとらす　ごど　いうよん　なたな
「人らしいことをいうようになったな」

【例 2】とうくて　はっきりしねぁども　しとらすな
「遠くてはっきりしないが、人らしいな」

しとり ［名］ 一人。［及 171］

【例】 旅行も　しとりであ　つまらねぁ　おんだな

「旅行も、一人ではつまらないもんだな」

しとりありぎ [sït̥orïarïgï] 独り歩き。［続 164］

【例 1】て　かさねたて　しとりありぎするよん　なた
「手を貸さなくとも独り歩きするようになった」

【例 2】しゅうしゅぐ　したはげぁ　こんだ　しとりありぎ　すんべ
「就 したから、今度は独り歩きするだろう」

【例 3】おなごあ　よんま　しとりありぎ　する　おんでねぁ
「女は夜独り歩きするもんじゃないよ」

しとりおの ［名］ 独り者。独身者。［及 171］
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しとりがってん

【例】 〇〇あ　三十過ぎでも　まだ　しとりおんだど

「〇〇は、三十過ぎになっても、まだ、独り者だそうだ」

しとりがってん [sït̥orïgatteɴ̝] 独り合点。［続 164］

【例】 ろぐん　ゆわねぁ　うずん、しとりがってんして　ふとで　えてしまた

「ろくにいわないうちに、独り合点して、ふっとんで行ってしまったよ」

しとりぎめ [sït̥orïŋïme]̝ 独り決め。［続 164］

【例】 しとりぎめしたて　だめだべや、ほがの　しとあ　ないて　いうんだが

「独り決めしたって駄目じゃないか、他の人は何というんだろうね」

しとりぐらす [sït̥orïŋɯ̈rasɯ̈] 独り暮し。［続 164］

【例】 さんじゅうすぎん　なても　しとりぐらすだな　えっぺぁ　いだ

「30過ぎになっても、独り暮しなのが、沢山いるよ」

しとりごど [sït̥orïŋodo] 独り言。［続 164］

【例】 おめぁ　ごのごのて　なに　しとりごど　ゆてるおんだや

「お前、もぐもぐなにを独り言いってるんだい」

しとりずめ [sït̥orïⁿdzɯ̈me]̝ 独り占め。［続 164］

【例】 ほの　おがす　しとりずめん　しねぁで、〇〇ちゃんさも　くえろよ

「そのお菓子を独り占めにしないで、〇〇ちゃんにも上げなさいよ」

しとりずめぁ [sït̥orïⁿdzɯ̈mɛ] 独り住い。［続 164］

【例】 むすこあ　よそさ　えて、〇〇さん　しとりずめぁだなだ

「息子が他所へ行って、〇〇さんは独り住いなんだよ」

しとりだず [sït̥orïⁿdadzɯ̈] 独り立ち。［続 164］

【例】 おれぁえの　むすこも　こんだ　ようやぐ　しとりだずするよん　なた

「うちの息子も、今度は漸く独り立ちするようになったよ」

しとりっこ [sït̥orïkko] 一人っ子。［同］しとりこ。［続 164］

【例】 これぁまだ　しとりっこだ　おんだはげぁ　びれでばりいんなだ

「こいつは、一人っ子なものだから、甘えてばかりいるんだ」

しとりでん [sït̥orïdeɴ̝] ［副］ 独りでに。自然に。［及・続 171・165］

【例 1】ほんたごどあ、おやの　すんな　みで、しとりでん　おべる　おんだ
「そんなことは、親のするのを見て、独りでに覚えるもんだよ」

【例 2】かまねぁで　おえだら、しとりでん　なおた　おんだ
「かまわないでおいたら、ひとりでに直ったもんだよ」

しとりね [sït̥orïne]̝ 一人寝。［続 165］

【例】 まごあ　よめの　ずっかさ　えたはげぁ　ばんげあ　しとりねだな

「孫が嫁の実家に行ったから、今夜は一人寝だな」
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しにぞごねぁー

しとりぼつ ［名］ 独りぼつち。［及 171］

【例】 息子あ　東京さ　えぐ、かがにあ　死なれ　あれも　しとりぼつだなは

「息子は東京に行く、妻には死なれ、あれも独りぼっちになってしまったね」

しとりぼっつ [sït̥orïbottsɯ̈] 独りぼっち。［同］しとりぼつ。［続 165］

【例】 〇〇ちゃん、しとりぼっつで　つまらねぁべ、ばばど　あすぶべ

「〇〇ちゃん、独りぼっちでつまらないだろう、お婆ちゃんと遊ぼうや」

しとりみ [sït̥orïmï] 独り身。独身。［続 165］

【例】 おれぁえの〇〇あ、まだしとりみだなよ、よめこ　へわしてくんねぁが

「うちの〇〇は、まだ独り身なんだよ、嫁を世話してくれませんか」

しとりむすこ [sït̥orïmɯ̈sɯ̥̈ko] 独り息子。［続 165］

【例】 おれぁえんな　しとりむすこだ　おんだはげぁ、わがままで　こまる

「うちのは、独り息子なものだから、わがままで困るよ」

しとりめぁ [sït̥orïmɛ] 一人前。［続 165］

【例】 ひゃくしょだて、しとりめぁん　なるにあ、なんねんも　かがる　おんだ

「百姓だって、一人前になるには、何年も掛かるものだよ」

しとる [sït̥orɯ̈] ［四自］ 渗み通る。［同］しっとる。［続 165］

【例】 にわがあめん　ふらっで、はださ　しとるほど　ぬっでしまた

「俄雨に降られて、肌に渗み通る程濡れてしまったよ」

しとわだり [sït̥owadarï] ひとわたり。［続 165］

【例】 おれぁえの　さずぎも　しとわだり　おわて　どっかどしたな

「うちの田植えも、ひとわたり終って、ほっとしたな」

しなおの [sïnaono] 品物。［続 166］

【例】 とくさんぶつだて　しなおのあ　えぐねぁば　うんねぁぐなんぞ

「特産物だって、品物が悪いと、売れなくなるよ」

しなこえ ［形］ かみきりにくい。しない。［同］しねぁ」と使っている。。［及 171］

【例】 この　にぐあ　しなこえ　ごど

「この肉はしないこと」

しなる [sïnarɯ̈] ［四自］ 撓う。［続 166］

【例】 かんずぎ　つぐる　きあ、えぐ　しなる　きんねぁど　だめだ　おんだ

「かんじきを作る木は、よく撓う木でないといけないものだよ」

しにいし もろい石。水成岩などの崩れたり、碎けたりし易すい石をいう。［及 103］

【例】 しにいしあ　どでぁいしさなの　つかわんねぁ　おんだ

「もろい石は土台石になんか使えないもんだよ」

しにぞごねぁー [sïnïⁿdzogonɛː] 死に損ない。［続 166］

293



しにてぁーる

【例】 おめぁみでぁんた　しにぞごねぁ　さっさど　くたばれば　えなよ

「お前のよな死に損ないは、さっさとくたばればいいんだよ」

しにてぁーる [sïnïtɛːrɯ̈] ［下一自］ 死に絶える。［続 166］

【例】 〇〇さんの　えも　とうどう　しにてぁでしまたなは

「〇〇さんの家も、とうとう、もう死に絶えてしまったな」

しにぷす [sïnïpɯ̈sɯ̈] 死に節。これは、立木の時、枯れ枝を包み込んで生長し、製材後それが、
腐れたり、枯れた節となる、この節を死に節といっている。［続 166］

しねぁ [sïnɛ] ［名］ 竹刀。［及 171］

【例】 まだ　しねぁなの　もたごど　ねぁな

「まだ、竹刀なんか持ったことはないよ」

しぱだぎおずる [sïp̥adagïodzɯ̈rɯ̈] ［上一自］ ［強調］ 落ちる。落ちるの強調語。［同］ひ

ぱだぎおずる。［続 166］

【例】 ほんたどさ　あがっど　しぱだぎおずっさげぁ　おりで　こえは

「そんなところへ上がると、落ちるから、もう下りて来なさい」

しぱだぐ [sïp̥adagɯ̈] ひっぱたく。［続 166］

【例】 なして　いうごど　きがねぁなだ、あんまり　きがねぁど　しぱだぐぞ

「なぜいうことをきかないんだ、余りきかないとひっぱたくよ」

しばや [sïbaja] 芝居。［同］しべぁ。しんべぁ。すんべぁ。［続 166］

【例】 えまだば　たびすんべぁ　こねぁはげぁ　しばやなの　みるやねぁなは

「今は旅芝居が来ないから、芝居なんか見ることが出来ないね」

しぱる [sïp̥arɯ̈] ［四他］ 引っ張る。［続 166］

【例】 ほんげぁ　しぱんなや、ほんげぁ　しぱっど　ボダン　もげるは

「そんなに引っ張るなよ、そんなに引っ張ると、ボタンがもげてしまうよ」

しぴたれ [sïp̃ït̥are]̝ 弱虫。［続 167］

【例】 この　わらすあ　しぴたれで、よんま　へんつんさも　しとりで　えげねぁあだ

「この子は、弱虫で、夜便所にも一人で行けないんだ」

しぴたれ [sïp̃ït̥are]̝ しみったれ。けちん坊。［続 167］

【例】 えぁずだば、しぴたれだはげぁ、いずもんだて　だす　おんでねぁ

「あいつなら、しみったれだから、一文だって出すもんじゃないよ」

しぴたれる ［動］ しみったれる。けちけちする。［及 171］

【例】 ほんげぁ　しぴたれる　おんでねぁ

「そんなにしみったれるもんじゃないよ」

しびど [sïbïdo] 死人。［続 167］

【例】 やまさ　あおおの　とりん　えた　しとあ　しびどん　なて　ではたど
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しめぁる

「山に山菜採りに行った人が、死人になって出たそうだ」

しべぁ [sïbɛ] ［名］ 芝居。［同］しんべぁ。すんべぁ。［及 171］

【例】 しべぁ　かがたつけぁ　みん　えぐべ

「芝居がかかったそうだから、見に行こうや」

しまつ ［名］ 倹約。しまり。［及 171］

【例】 あの　しとだば、しまつの　え　しとだ

「あの人なら、とても倹約な人だよ」

しみる ［動］ 凍る。［同］しみづぐ。［及 103］

【例】 ダリヤなの　しみるどさ　おぐなよ

「ダリヤなんかは、凍る所におくんじゃないよ」

～しめぁ [~sïmɛ] ［接尾辞］ がけ。際。頃。［続 167］

【例 1】えぎしめぁ
「行きがけ」

【例 2】きしめぁ
「来がけ」

【例 3】へぁりしめぁ
「入り際」

【例 4】おりしめぁ
「下り際」

【例 5】ばんかだしめぁ
「夕方頃」

しめぁ [sïmɛ] ［名］ 頃。がけ。おしまい。［及 171］

【例 1】けぁりあ　ばんかだしめぁ　なっさげぁな
「帰へりは、夕方頃になるからね」

【例 2】けぁりしめぁん　よる
「帰へりがけに寄ります」

【例 3】今日あ　これで　しめぁだは
「今日は、これで、もうおしまいですよ」

じめぁ [dzïmɛ] ［名］ 自前。自費。［及 171］

【例】 今日あ　じめぁで　さげのみだ

「今日は、自前で酒飲みだよ」

しめぁる [sïmɛrɯ̈] ［動］ 捕まえる。掴まえる。［及 172］

【例 1】雉　しめぁで　来たや
「雉を捕まえて来たよ」

【例 2】しっかり　しめでねぁど　もっけぁんぞ
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しめぽえ

「しっかり掴まえていないと倒れるよ」

この語には、「しめぁらえる―捕まえられる。掴まえられる」、「しめぁらっだ―捕まえられた。掴ま

えられた」、「しめぁんぞ―捕まえるよ。掴まえるよ」などの使い方がある。

しめぽえ [sïmep̝oe]̝ ［形］ 湿っぽい。［続 167］

【例 1】てんきあ　えぐねぁ　おんだはげぁ　へんたぐおのあ　まだ　しめぽえな
「天気が悪いものだから、洗濯物がまだ湿っぽいな」

【例 2】ほんた　しめぽえ　はなすあ　やめんべや
「そんな湿っぽい話は止めようや」

しもう [sïmoɯ̈] ［動］ しみる。しみこむ。［及 172］

【例 1】ほの　薬あ、傷さ　しもうな
「その薬は、傷にしみるね」

【例 2】おじゃ　ただみさ　しもうはげぁ　はやぐ　ふげ
「お茶がたたみに透み込むから、早く拭きなさい」

～じゃ [~dʒa] ［助詞］ って。ということは。というものは。［同］ずあ。じゅあ。［続 167］

【例 1】はなしじゃ　ないだや
「話ってなんだい。話というのはなんだい」

【例 2】えくじゃ　あのよさが
「ゆくってあの世にか。ゆくっていうことはあの世にか」

【例 3】くまじゃ　とうみんすっど
「熊って冬眠するそうだ。熊というものは冬眠するそうだ」

じゃ ～というものは。～ということは。［同］ずあ。［及 172］

【例 1】しごどじゃ　こげぁんする　おんだ
「仕事というものは、こうするものだ」

【例 2】さがすじゃ　物を　売買する、ていごどだ
「さがす、ということは、物を売買する、ということなんだよ」

しゃがまる [ʃaŋamarɯ̈] ［動］ かがむ。うずくまる。しゃがむ。［及 172］

【例】 ほんたどさ　しゃがまる　おんでねぁ

「そんな所にしゃがむもんじゃないよ」

じゃがんと [dʒaŋaɴto] ［副］ じゃんと。硬直した立ち方。［及 172］

【例】 死だん　ま　足　じゃがんと　たでつだけ

「死んだ馬が、足をじゃんと立てていたつけ」

しゃきっと [ʃakït̥to] ［副］ しゃっきり。［続 167］

【例】 へなが　まるめで　ありがねぁで　しゃきっと　たでで　ありげ

「背中を丸めて歩かないで、しゃっきり立てて歩きなさい」

しゃきばる ［動］ 堅くなる。こわばる。表面がこわばる。［及 172］
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じゃっこする

【例】 きんなの　もづあ　しゃきばて　きたは

「昨日の餅が、もうこわばって来たよ」

しゃぐす。 [ʃagɯ̈sɯ̈] 杓子。［及 50］

【例】 ほごらあだりに、しゃぐすあねぁべが

「その辺に杓子がないでしょうか」

しゃぐすづら [ʃagɯ̈sɯ̈ⁿdzɯ̈ra] しゃくれ顔。［及 11］

【例】 〇〇さんは　すこす　しゃぐずづらの　方だな

「〇〇さんは、すこししゃくれ顔の方だな」

しゃぐみ [ʃaŋɯ̈mï] 秋ぐみ。これは、ぐみ科の落葉低木で、秋実が熟すと食べられる。［続 167］

しゃぐやずめぁ [ʃagɯ̈jaⁿdzɯ̈mɛ] 借り住い。［続 167］

【例】 にばんめの　むすこあ　まずで　しゃぐやずめぁ　してんなだ

「二番目の息子は、町で借家住いをしているんだ」

じゃげづ [dʒaged̝zɯ̈] ジャケツ。ジャケット。毛糸のシャツ。［及 57］

【例】 この　じゃげづ　あらてくんねぁが

「このジャケツ、洗らってくれませんか」

しゃしょ [ʃaʃo] 車掌。［続 168］

【例】 こごあ　むずんえぎだはげぁ　きっぷあ　しゃしょさんがら　かうなだ

「ここは無人駅だから、切符は車掌さんから買うんだよ」

しやす しやすい。やりやすい。［及 172］

【例】 こうへば　しやす　おんだ

「こうすれば、しやすいものだよ」

この語の反対の語に、「しずれぁ」、「すずれぁ」がある。

しゃず [ʃaⁿdzɯ̈] 匙。［続 168］

【例】 えまだば、しゃずなて　ゆわねぁで、スプーンて　いうなは

「今なら、匙といわないで、もうスプーンというね」

しゃずかげん [ʃaⁿdzɯ̈kaŋeɴ̝] 匙加減。［続 168］

【例】 こごの　まずでぁ　よさんなの　ちょうちょうの　しゃずかげんで　きまんなだど

「この町では、予算なんか町長の匙加減で決まるんだそうだ」

しゃっかれごえ [ʃakkareŋ̝oe]̝ しゃがれ声。しわがれ声。［続 168］

【例】 ないだや、しゃっかれごえだして、のどさ　ないが　つけぁだなんねぁがや

「なんだい、しゃがれ声を出して、喉になにかつっかえたんじゃないの」

じゃっこする [dʒakkosɯ̈rɯ̈] ［四自］ ［幼児語］ 坐る。［同］じゃっちゃする。［続 168］

【例】 〇〇ちゃん　まま　かへっさげぁ　じゃっこすろ

「〇〇ちゃん、ご飯を食べさせるから、お坐り」
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しゃっつ

しゃっつ シャツ。［及 57］

【例】 下着の　しゃっつ　ちちゃこえはげぁ　かてころ

「下着のシャツ、小さいから、買って下さい」

しゃっぷ シャッポ。帽子。［及 57］

【例】 あつはげぁ　しゃっぷ　かぷて　えげよ

「暑いから、帽子をかぶって行きなさいよ」

じゃでぁ [dʒadɛ] 大蛇。［同］じゃんでぁ。［及 89］

【例】 じゃでぁな　ええ　おどごん　なて、あねこあどさ　まえばん　かよて　くんなだけど

「大蛇がね、いい男に化けて、娘に毎晩通って来るんだったそうだ」

しゃなす [ʃanasɯ̈] ずみ。これは、ばら科の落葉灌木で、秋になると小さな赤い実をつける。こ
の実は食べられる。特にこの木は湿地に生えるので、「やずなし（谷地梨）」ともいう。［続 168］

しゃばふたぎ [ʃabaɸɯ̥̈taŋï] 娑婆塞げ。［続 168］

【例】 おれも　としょてしまて、しゃばふだぎん　なてしまたは

「俺も年寄ってしまって、もう娑婆塞げになってしまったよ」

しゃぶぎ 咳。しわぶき。［同］へぎ。へげ。［及 15］

【例】 かじぇでも　ひだべが、めっぽ　しゃぶぎ　するな

「風邪でもひいたんだろうか、めつほう咳をするな」

しゃぶろ シャベル。スコップ。［及 64］

【例】 ゆぎ　ほっさげぁ　しゃぶろ　もて　きてころ

「雪を堀るから、シャベルを持って来てくれ」

じゃまくせぁ [dʒamakɯ̥̈sɛ] ［ナ名ノ］ 邪魔っ気。［続 168］

【例】 ほごに　いっど、じゃまくせぁくて　ありがんねぁはげぁ　よてろ

「そこにいると、邪魔っ気で歩るけないから、のいていなさい」

しゃみへん [ʃamïheɴ̝] 三味線。［続 168］

【例】 ちかごろ　この　むらにあ　しゃみへんなの　ひぐ　しとあ　いねぁぐ　なたは

「近頃この村には、三味線なんか引く人は、もういなくなってしまったよ」

しゃらくせぁ [ʃarakɯ̥̈sɛ] ［形］ しゃら臭い。［続 169］

【例】 しゃらくせぁ、ほの　ほそうでで、おれぁどさ　かでる　つもりが

「しゃら臭い、その細腕で、俺に勝てるつもりか」

じゃらげる [dʒarager̝ɯ̈] ［下一自］ 戯れる。［続 169］

【例】 ねごこあ　じゃらげるおんで　うるせぁくて

「子猫が戯れるもんで、うるさくて」

しゃりぎ [ʃarïgï] 丸太を動かす器具。これは、立木を伐倒した現場で、丸太を動かして集材機に
掛けたり、積み重ねたり、製材所や貯木場などで、丸太を動かす時に使う器具である。［続 169］
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じゅうすづ

しゃりむり [ʃarïmɯ̈rï] ［副］ 遮二無二。［続 169］

【例】 えそがすはげぁ　あどで　くるったて　しゃりむり　しめんなだぜぁ

「忙しいから、後で来るといっても、遮二無二つかまえるんだよ」

しゃる [ʃarɯ̈] ［四自］ 去る。どく。のく。［続 169］

【例 1】おめぁなの　どごさだり　さっさど　しゃてしまえ
「お前なんか、何処へでも、さっさと去ってしまえ」

【例 2】ほごに　いっど　じゃまだはげぁ　しゃてろ
「そこに居ると邪魔だから、どいていなさい」

しゃれこ ［名］ おしゃれ。［及 172］

【例】 あの　ぼずあ　しゃれこ　こえで　どさが　えぐどごだじゅ

「あのおなご、めかして、何所かへ行くところだよ」

じゅ [dʒɯ̈] ［間助］ よ。［及 172］

【例 1】んだじゅ
「そうだよ」

【例 2】こえじゅ
「来いよ」

【例 3】したじゅ
「したよ」

なお、この語を強く発音すると、連語になり、「んだじゅ」も、「そうだといってるじゃないか」と

なり、「こえじゅ」も、「来いといってるのに」となる。

じゅあ ～というものは。～というのは。［及 173］

【例 1】せぇがんじゅあ　冷やして　くう　おんだ
「西瓜というものは、冷やして食うものだよ」

【例 2】嫁　もらえじゅあ　えさ　けぁれてだべ
「嫁を貰えというのは、家へ帰へれということだろう」

しゅーじぇん [ʃɯ̈ːⁿdʒeɴ̝] ［名／ス他］ 修繕。［続 169］

【例】 この　ずでんしゃ　しゅーじぇんしねぁど　のらんねぁは

「この自転車は、修繕しないと、もう乗られないな」

しゅーしゅぐ [ʃɯ̈ːʃɯ̈gɯ̈] ［名／ス自］ 就職。［続 169］

【例】 おれぁえんなも、そずぎょうする　めぁん　しゅーしゅぐあ　きまたは

「うちのも、卆業する前に、就 が決ってしまったよ」

じゅうすづ ［名］ お手玉。［同］ちょんなご。［及 173］

【例】 〇〇ちゃん、じゅうすづつぎ　すんべや

「〇〇ちゃん、お手玉遊びをしましようよ」
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しゅーせぁー

しゅーせぁー [ʃɯ̈ːsɛː] 秀才。［続 169］

【例】 〇〇さんだば　しゅーせぁーだな、あの　とすで　はがへごう　とたど

「〇〇さんなら秀才だな、あの年で、博士号をとったそうだよ」

じゅーそ [dʒɯ̈ːso] 重曹。重炭酸曹達。［続 169］

【例】 わらびの　にがみ　とんなだば、じゅーそあ　いずばん　え　おんだぜぁ

「わらびの苦味を取るのなら、重曹が一番いいものだよ」

じゅーでぁー [dʒɯ̈ːⁿdɛː] ［ナ名ノ］ 重大。［続 170］

【例】 ほれぁ　じゅーでぁーもんでぁだ、ほれだば　えま　へんず　さんねぁな

「それは重大問題だ、それなら、今返事をされないな」

じゅーでぁー [dʒɯ̈ːⁿdɛː] 十代。この語の類語には、「にじゅーでぁ＝二十代」。「さんじゅーで
ぁ＝三十代」。「しじゅーでぁ＝四十代」。「ごじゅーでぁー＝五十代」。「ろぐじゅーでぁー＝六十

代」。「すじじゅーでぁー＝七十代」などがある。［続 169］

しゅうど しゅうと。舅および姑。［及 6］

【例】 おれぁえでぁ　しゅうどだづあ　したりあ　まめだ

「うちでは、舅、姑の 2人が健全です」
この語は「しゅうどおやず―舅」、「しゅうどず―舅」、「しゅうどずさま―舅」、「しゅうどばさま―

姑」、「しゅうどばんば―姑」などとも使っている。

しゅーどかが [ʃɯ̈ːdokaga] 姑。［同］しゅうど。［続 170］

じゅーの [dʒɯ̈ːno] 十能。火を入れて運ぶ器具。［続 170］

【例】 えまだば、むがすど　つがて、じゅーのなの　みるやねぁなは

「今なら、昔と違って、十能なんかもう見られなくなってしまったよ」

じゅおん ～そうだ。［及 173］

【例】 わらびとり　えたじゅおん

「わらび採りに行ったそうだ」

しゅぐでぁー [ʃɯ̈gɯ̈ⁿdɛː] 宿題。［続 170］

【例】 〇〇ちゃん、しゅぐでぁー　ださったごったら、はえぁぐ　してしまえよは

「〇〇ちゃん、宿題を出されたのなら、もう早くしてしまいなさいよ」

しゅつき やちだも。もくせい科の落葉樹。［及 89］

【例】 しゅつきて　たぎおの　するはんてねぁ　木だな

「やちだもって、薪き物にするしかない木だね」

じゅっこ [dʒɯ̈kko] 重箱。［及 50］

【例】 部落常会だはげぁ　じゅっこ　もて　あづばれど

「部落常会だから、重箱を持って集まれって」

しゅでこ しおで。ゆり科の多年生のつる植物で山菜。［及 89］
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しょいなげ

【例】 しゅでこあ　山菜の　王さまだていう　おんだ

「しおでは、山菜の王さまだ、というものだよ」

じゅなこ やまぶきしょうま。ばら科の多年生草本で山菜。［及 89］

【例】 じゅなこ　山菜だていうども、こごらであ　あんまり　かねぁな

「やまぶきしょうまは、山菜だ、といっているが、この辺では余り食べないな」

じゅは しまったよ。しまえよ。［及 173］

【例 1】くたびっで　あど　さんねぁじゅは
「疲れて、あとはもうやれなくなってしまったよ」

【例 2】はやぐ　えげじゅは
「早く行ってしまえよ」

じゅや ［間助］ ね。ねぇ。［及 173］

【例】 んだけがじゅや

「そうだったかね」

じゅんせぁ [dʒɯ̈ɴsɛ] じゅんさい。すいれん科の多年生水草。新葉を食べる。［及 89］

【例】 こごらであ　じゅんせぁなの　とんねぁな

「この辺では、じゅんさいなんかはとれないね」

じゅんだ ～ことだろうね。［及 173］

【例】 ほれあ　んだじゅんだ

「それは、そういうことだろうね」

じゅんぶぐ [dʒɯ̈ɴbɯ̈gɯ̈] 嫌気のさすこと。わずらわしく厭わしいこと。［及 173］

【例】 わらしたづあ　きがねぁおんだはげぁ　まえにづ　みでんな　じゅんぶぐするは

「子供らがきかないもんだから、毎日おもりしているは、もうわずらわいとわしいよ」

じゅんぶぐする [dʒɯ̈ɴbɯ̈gɯ̈sɯ̈rɯ̈] ［サ変自］ 飽き飽きする。［続 170］

【例】 まえにず　わらびずるばり　かへらえっど、じゅんぶぐするなは

「毎日わらび汁ばかり食べさせられると、もう飽き飽きしてしまうよ」

しょあねぁ [ʃoanɛ] ［連語］ しようがない。［及 173］

しょいこ 行商。商品を背負って売り歩く商売。［及 78］

【例】 しょいこも　近頃は　車ん　なたは

「行商も、近頃は車になってしまったよ」

しょいこあぎねぁ [ʃoïkoagïnɛ] 背負い商い。これは、主として食料品を背負って売り歩く商
売をいう。［続 170］

しょいなげ [ʃoïnaŋe]̝ 背負投げ。［続 170］

【例】 じゅうどうでも　しょいなげずあ　むずがす　わざだ　おんだど

「柔道でも、背負投げというのは難しい技なものだそうだ」
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しょうがづれ

しょうがづれ [ʃoːŋadzɯ̈re]̝ ［名］ 年始。年始の挨拶。［及 173］

【例】 嫁ん　えた　娘あ　むごど　しょうがづれ　来たけ

「嫁に行った娘が、聟さんと年始に来たつけ」

しょうじ 角石。炭がまの煙出し口に使う角石。［及 72］

【例】 しょうじ　ずあ　炭がまのけぶ出すの口んどさ使う、かぐいすのごった

「しょうじというのは炭がまの煙出しの所に使う角石のことだよ」

しょうじゅ 焼酎。［同］しょじゅう。［及 41］

【例】 こに　しょうじゅでも　飲むが

「今夜は焼酎でも飲もうか」

じょうず ［名］ お世辞。［及 173］

【例】 みろ　あれぁ　じょうずこえで　やだごど

「まあ、みなさい、お世辞をいって、嫌だね」

お世辞をつかうことを、「じょうずまげる」とも使っている。

じょうせぁ [dʒoːsɛnɛ] ［名］ 愛相。気軽。［及 173］

【例】 あそごの　嫁あ　じょうせぁねぁ　しとだな

「あそこの嫁さんは、気軽な人だね」

しょうぞぐ [ʃoːⁿdzogɯ̈] 服装。［及 57］

【例】 やまぶすの　しょうぞぐした　おのあ　きた　おんだ

「山伏の服装した者が来たもんだ」

しょうてぁ [ʃoːtɛ] ［名］ 正体。本来の姿。［及 174］

【例】 ばげおのの　しょうてぁ　きづねたけど

「化け物の正体は、狐だったそうだ」

また、この語は、「しょうてぁねぁ―正体ない。（酒に醉っぱらって正体なく寝てしまうようなこ

と）」。がある。

しょうでん ［名］ 以前。昔。［及 174］

【例】 しょうでん　へんばで　いねこぎした　ごども　あった　おんだ

「昔は、千歯で稲こきをしたこともあったもんだよ」

じょうのぐづ [dʒoːnoŋɯ̈dzɯ̈] 蔵の入口。［及 50］

【例】 えま　えぐさげぁ　じょのぐづで　まづでろ

「今行くから、蔵の入口で、待っていなさい」

じょうのめ ［名］ 栓。樽や瓶の口に差す栓。［及 174］

【例】 すふろの　じょうのめ　ぬえで　おげよ

「風呂の栓を拔いておけよ」

しょうぼ ［名］ 消防。［及 174］
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じょーのくず

【例】 あした　しょうぼえんしゅだど

「明日、消防演習だそうだ」

じょうり 草履。［及 57］

【例】 この　雨の　ふっずぎ　じょうり　へぁで　ありぐな

「この雨の降る時、草履をはいて歩くなよ」

じょーおの [dʒoːono] 上物。品質のよいもの。［続 170］

【例】 この　さば、とりだでの　じょーおのだはげぁ　かてくっちゃや

「この鯖は、捕りたての上物だから、買ってくれよ」

じょーさねぁ [dʒoːsanɛ] 造作ない。［続 170］

【例】 ほんたごどあ　じょーさねぁごった、ほれ、こげぁすんなよ

「そんなことは造作ないことだよ、ほれ、こうするんだよ」

しょーずんおり [ʃoːⁿdzɯ̈ɴorï] 精進落ち。精進明け。［続 171］

【例】 しょーずんおりあ、えまだば　さんじゅうごにずが　しじゅうくにずん　するな

「精進落ちは、今なら 35日か、49日にするね」

じょーせぁねぁ [dʒoːsɛnɛ] ［形］ 如才ない。［続 171］

【例】 あの　しとだば、じょーせぁねぁくて、つきえぁの　えぇ　しとだな

「あの人なら、如才なくて、付き合いのいい人だね」

しょーてぁー [ʃoːtɛː] ［名／ス他］ 招待。［続 171］

【例】 となりの　ずさまの　こきの　ゆわぇぁこどさ　しょーてぁーさっだ

「隣りのお爺さんの、古希のお祝いに、招待されたよ」

しょーてぁーじょ [ʃoːtɛːⁿdʒo] 招待状。［続 171］

【例】 〇〇さんの　けっこんひろうえんの　しょーてぁーじょあ　きたけな

「〇〇さんの結婚被露宴の招待状がきたっけな」

じょーでげ [dʒoːdeg̝e]̝ ［ナ名ノ］ 上出来。［続 171］

【例】 これぁ、おめぁにしてあ　じょーでげだな、しとりで　えぐ　こしぇぁだごど

「これは、お前にしては上出来だな、一人でよく作ったね」

じょーと [dʒoːto] ［ナ名ノ］ 上等。［続 171］

【例 1】ほごまで　つくてくえれば　じょーとだ、あどあ　おれぁ　すっさげぁ
「そこまで作ってくれれば上等だよ、あとは私がするから」

【例 2】この　のごあ　じょーとのほだはげぁ　つかてみでころ
「この鋸は上等の方だから、使ってみてくれよ」

じょーのくず [dʒoːnokɯ̈dzɯ̈] 入口。特に蔵の入口。この語は、錠前の掛かる入口をいい、特
に昔は蔵に錠を掛け、玄関などの入口には心張り棒だけしか使わなかった。今はこの語は使われて

いない。［続 171］
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しょーべぁー

しょーべぁー [ʃoːbɛː] 商売。［続 171］

【例】 なんた　しょーべぁーだて　しんようあ　だいいずだな

「どんな商売だって、信用が第一だな」

しょーべぁーかだぎ [ʃoːbɛːkadaŋï] 商売気質。［続 171］

【例】 あの　えぁその　えぇどごあ　しょーべーかだぎ　まるだしだな

「あの愛想のいいところは、商売気質まる出しだな」

しょーべぁーがだぎ [ʃoːbɛːŋadagï] 商売敵。［続 172］

【例】 しょーべぁーがだぎて　あんまり　なが　えぐねぁ　おんだな

「商売敵って、余り仲がよくないものだな」

しょーべぁーがら [ʃoːbɛːŋara] 商売柄。［続 172］

【例】 しょーべぁーがら、はなすあ　すぐ　ほっつの　ほさ　えぐ　おんだな

「商売柄、話は直ぐそっちの方へ行くものだな」

じょーめぁー [dʒoːmɛː] 錠前。［続 172］

【例】 え　るすん　すっずぎあ　かならず　じょーめぁー　かて　ありげよ

「家を留守にする時は、必ず錠前を掛けて歩るけよ」

じょーやぐ [dʒoːjagɯ̈] ［名／ス他］ 約束。［続 172］

【例】 ないだや　へんな　おれど　じょーやぐしたごど　わすっだながは

「なんだい、先達って私と約束したことを、もう忘れてしまったのかい」

今はこの語は殆ど使われていない。

しょーれぁー [ʃoːrɛː] 将来。やがて。［続 172］

【例】 おめぁ　しょーれぁー　なにん　なりでぁ　おんだや

「お前は将来何になりたいもんだい」

じょーれん [dʒoːreɴ̝] じょれん。これは、長い竹の先に、箕がついたもので、土砂などをかき
寄せる道具である。［続 172］

しょーろ [ʃoːro] 正常。まとも。［続 172］

【例】 ほれあ　しょーろん　おがねぁど　みずあ　こぼれんぞ

「それは、正常に置かないと、水がこぼれるよ」

この語は、物の置き方や位置などの正常だけをいい、心の正常やまともなどの意味では使わない語

である。

しょきばる ［動］ こわばる。硬直する。［及 174］

【例】 あんまり　さみくて　体　しょぎはて　来たは

「あんまり寒むくて、体がこわばって来たよ」

しょくしゃぐ [ʃokɯ̥̈ʃagɯ̈] 測尺。材木を計る物差。［及 64］

【例】 しょくしゃぐ　わすっだんでぁ　しょうべ　ならねぁな
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しょでぁーもず

「測尺を忘れたんでは、商売にならないな」

しょじゅーみめぁ [ʃodʒɯ̈ːmïmɛ] 暑中見舞。［続 172］

【例】 そろそろ　しょじゅーみめぁ　ださねぁんねぁ　へずん　なてきたな

「そろそろ暑中見舞を出さなければならない季節になってきたな」

じょじょ [dʒodʒo] ［幼児語］ 履物。［続 172］

【例】 〇〇ちゃん、おもでさ　えぐ　ずぎあ　じょじょ　へぁで　えぐなだぞ

「〇〇ちゃん、外へ行く時は、履物をはいていくんだよ」

じょっこ [dʒokko] 子供の愛称。男女の別はない。この語は、今は使われなくなったが、男女の
区別なく使われる。［同］じょっこめご。め。めご。めっこ。［続 172］

しょっつぎ [ʃottsɯ̈gï] ［名］ 祥月。［及 174］

【例】 今日あ　ずさまの　しょっつぎめいにづだな

「今日は、お爺さんの祥月命日だな」

しょっつぎめーにず [ʃottsɯ̈gïme̝ː nïdzɯ̈] 祥月命日。［続 173］

【例】 きょうあ　ばさまの　しょっつぎめーにずだおん、はなでも　あげんべ

「今日は、お婆さんの祥月命日だから、花でも上げよう」

しょっぱじめ ［名］ 最初。［及 174］

【例】 しょっぱじめん　おめぁ　うだえや

「最初に君が唄えよ」

しょっぱすめ [ʃoppasɯ̈me]̝ 初っ端。［続 173］

【例】 しょっぱすめから　こう　まげだんでぁ　きょうあ　つでねぁな

「初っ端からこう負けたんでは、今日はついていないな」

しょてぁー [ʃotɛː] 所帯。［同］しょでぁー。［続 173］

【例】 〇〇さんも、こんだ　けっこんして、しょてぁ　もず　どごだど

「〇〇さんも、今度は結婚して、所帯を持つところだそうだ」

しょでぁー [ʃoⁿdɛː] 初代。［続 173］

【例】 おれぁえの　しょでぁーの　しとあ、ひゃぐねんばり　めぁん　こさ　きたあだど

「うちの初代の人は、百年ばかり前に此処へ来たんだそうだ」

じょでぁー [dʒodɛː] 除隊。［続 173］

【例】 おれぁ　びょうぎで、じょでぁーさへらったはげぁ　たすかたあだ

「私は病気で、除隊させられたから助かったんだよ」

しょてぁーめん [ʃotɛːmeɴ̝] 初対面。［続 173］

【例】 〇〇さんどあ、〇〇で　あたな　しょてぁーめんでぁったな

「〇〇さんとは、〇〇で会ったのが初対面だったな」

しょでぁーもず [ʃodɛːmodzɯ̈] 所帯持ち。［続 173］
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しょてる

【例】 〇〇さんの　むすめさんも、こんだ　しょでぁーもずん　なて、アパートぐらすだど

「〇〇さんの娘さんも、今度所帯持ちになって、アパート暮しだそうだ」

しょてる [ʃoter̝ɯ̈] ［連語］ しょってる。［続 173］

【例】 しょてるおんだはげぁ、すぐ　ほのきん　なて、おだでさ　のるおんな

「しょてるものだから、直ぐその気になって、おだてに乗るからな」

しょねぁ [ʃonɛ] ［連語］ 仕様がない。［同］しょあねぁ。［及 174］

【例】 してしまてがらだば　しょねぁな

「仕出かしてしまってからなら、仕様がないな」

しょねこえ しっこい。くどい。しっよう。［同］そごむす―しっこく。［及 27］

【例】 ころころて　しょねこぐ　ゆわねぁたて　くえっさげぁ

「くれくれって、しっこくいわなくともくれるから」

しょねむ [ʃonem̝ɯ̈] ［四他］ 嫉む。［続 173］

【例】 おらだど　かねもずどあ　つがうなだはげぁ　ほんげぁ　しょねむ　おんでねぁ

「私らと金持ちとは違うのだから、そんなに嫉むもんじゃないよ」

じょふじょ [dʒoɸɯ̈ⁿdʒo] ［名］ 不自由。用具を人に貸し、自分が使おうと思った時使えない

ことをいう。「じょ」は自由とか便利と解され、「ふじょ」は不自由とか不便をいうが、「じょ」だけ

では使わず、「ふじょ」だけに付けて使っている。［及 174］

【例】 〇〇さ　貸したて、おわえの　おんだども　じょふじょだ　おんだな

「〇〇に貸したって、自分の家の物だが不自由なもんだな」

しょべ [ʃobe]̝ 小便。［続 174］

【例】 〇〇ちゃん、しょべあ　でんなんねぁあだが、がまんしねぁで　えて　こえよ

「〇〇ちゃん、小便が出るんじゃないの、我慢しないで行っておいで」

しょべしば [ʃobes̝ïba] 便所。［続 174］

【例】 おらだば　ようすぎの　しょべしば　どうも　つかいにぐえな

「私なら、洋式の便所は、使いにくいな」

じょへず [dʒohed̝zɯ̈] 除雪。［続 174］

【例】 こごだば、ふゆん　なっど　まえにず　じょへずしねぁ　ひあ　ねぁな

「此処なら、冬になると、毎日除雪しない日はないね」

しょり 橇。［及 64］

【例】 あそっからだば　しょりで　ひぐはんてねぁべな

「あそこからなら、橇で曵くしかないだろうな」

じょり [dʒorï] 草履。［続 174］

【例】 むがすあ、ゆぎけっど、がっこさ　えぐたて　じょり　へぁで　ありた　おんだ

「昔は、雪が消えると、学校へ行くんだって草履をはいて歩いたものだよ」
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じらじらあめ

しょりこのり [ʃorïkonorï] 橇乗り。これは、子供らが、小さい橇を乗って遊ぶ遊びをいう。今
はスキーで遊び、橇で遊ぶ子はいなくなった。［同］しょりのり。［続 174］

しょりひぎ [ʃorïhïgï] 橇曵き。これは、炭、薪、木材などを橇で運搬すること、及びその橇を曵
く人をいう。今は行われていない。［続 174］

しょりひぎみず [ʃorïhïgïmïdzɯ̈] 橇曵き道。これは、橇を曵くために、積雪の上に特に作っ
た道をいう。［同］しょりみず。［続 174］

しょりひぎみづ [ʃorïçïgïmïdzɯ̈] 橇道。雪上に特に橇を曵くために作った道をいう。［同］し
ょりみづ。［及 104］

【例】 まぎ伐りだはげぁ、村でぁ　しょりひぎみづ　こしぇっど

「薪伐りだから、村では橇道を作るそうだ」

じょりみず [dʒorïmïdzɯ̈] 草履道。これは、草履で歩く特別の道路があったわけではなく、春、
雪が消えて、草履でも歩けるようになった道路をいった。［続 174］

じょろ 女郎。［及 78］

【例】 じょろなていう　しょうべぁも　むがすの　はなすだな

「女郎なんていう商売も、昔の話だね」

～じょん [~dʒoɴ] ［連語］ そうだ。この語は、相手に第三者の言葉を伝える時にだけ使い、他

の人の言葉を是認する言葉としてや、思い出しの言葉としては使わない語である。［同］ずおん。ど。

すけ。［続 174］

【例】 〇〇さん　いだぐしたじょん

「〇〇さんが怪我をしたそうだ」

じょんだ 上手だ［及 174］

【例】 おめぁ、うだ　じょんだな

「お前、唄が上手だな」

じょんでぁ ［副］ 始終。何時も。［及 174］

【例】 〇〇さんだば、じょんでぁ　来るよ

「〇〇さんなら、始終来るよ」

しらあえぁ [sïraaɛ] くるみあえ。くるみのあえもの。［及 41］

【例】 しらあえぁ　つぐる　くるみあ　あっがや

「くるみあえを作るくるみはあるのかい」

しらぐぼ [sïragɯ̈ᵐbo] しらくも

白癬。皮ふ病の一種。［及 15］

【例】 しらぐぼさ　ええ　薬あ　あった　はんだ　ほれ　つけでおげ

「しらくもにいい薬があった筈だから、それをつけておきなさい」

じらじらあめ 切れ目なしに降る雨。激しくなく、また、霧雨でもないが、切れ目なく続く雨を

いう。［及 104］
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しらっぱつける

【例】 今日も　じらじらあめが

「今日も切れのない雨か」

しらっぱつける ［動］ あせる。色があせて、白っぽくなる。寒さで、顔色が血色を失う。［同］

しらぱつける。［及 175］

【例 1】この　きおのあ、しらっぱつけで　来たなは
「この着物は色があせて来たな」

【例 2】なんぼが　さみがったんだが、つら　しらっぱつけらがして
「どんなにか寒むかったんだろう、顔の血色をなくして」

しらへる [sïraçer̝ɯ̈] ［動］ 知らせる。［及 175］

【例】 ほうゆう　ごどずあ　はやぐ　しらへる　おんだ

「そういうことというものは、早く知らせるもんだよ」

しりえぁー [sïrïɛː] 知り合い。［続 175］

【例】 おれの　しりえぁーに　えぇ　むすめさん　いだはげぁ　しょうかいすっが

「私の知り合いに、いい娘さんがいるから、紹介しようか」

じりぎ [dzïrïgï] ［名］ 自制。［及 175］

【例】 くでぁ　くでぁて　じりぎ　ねぁ　ごど

「食いたい食いたいって、自制がないこと」

しりこさらて ［名］ 一目散。いつさん。［同］しりこはしょて。［及 175］

【例】 しりこさらて　ねげで　えたけ

「一目散に逃げて行ったつけ」

しりこさらて [sïrïkosarate]̝ 雲を霞と。一目散に。［続 175］

【例】 ごしゃがっだ　おんだはげぁ、しりこさらて　ねげで　えたは

「叱られたものだから、雲を霞と逃げて行ってしまったよ」

しりしこみ [sïrïsïk̥omï] 尻込み。ためらい。［続 175］

【例 1】へび　めへだば　おかねぁどて　しりしこみしたけ
「蛇を見せたら、おっかない、といって、尻込みしたっけ」

【例 2】えっぺぁ　のでえげ、て　ゆたば　しりしこみしったけ
「一杯飲んで行け、といったら、ためらっていたっけ」

しりめなぐず [sïrïmen̝agɯ̈dzɯ̈] 田や池の水の落ち口。これは、田や池などの後の水の落ち口
をいう。［同］しりみなぐず。おずつり。［続 175］

しる ［動］ する。［及 175］

【例】 ほれあ　おれあ　しる

「それは、俺がするよ」

この語には、「してぁった―したことがあった」、「してで―していて」、「してんなに―しているの
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しんぺぁ

に」、「しん―しに」、「すろちゃ―しろよ」、「すんぜぁ―するよ」、「すんばや―するもんか」、「すん

めぁ―やらないだろう」、「すんども―するが」などの使い方がある。

しれ [sïre]̝ 白い。［同］すろえ。［及 27］

【例】 この　しれ　花　ないていう　花や

「この白い花は、なんという花なの」

しろど [sïrodo] 素人。［続 175］

【例】 ほれだば、しっぺぁするばんだはげぁ　しろどあ　てだす　おんでねぁ

「それなら、失敗するばかりだから、素人が手を出すもんじゃないよ」

しろみず [sïromïⁿdzɯ̈] 米の磨ぎ汁。これは、飯を炊く前に、米を磨いだ時出る白い磨ぎ汁をい
う。馬や牛のいる家では、この磨ぎ汁を飼料に混ぜて食べさせたものである。［続 175］

しわる ［動］ しなう。折れずに曲る。［同］すなる。［及 175］

【例】 この　木あ　えぐ　しわる　木だな

「この木は、よくしなう木だな」

じんぎ [dzïɴŋï] ［名］ 遠慮。［及 175］

【例】 ほんげぁ　じんぎしねぁで　くてころ

「そんなに遠慮しないで、食べて下さい」

しんげぁー [sïɴŋɛː] ［ナ名ノ］ 心外。［続 175］

【例】 ほれぁ　しんげぁーだ　ごど　いう　おんだな、おれなの　なにも　ゆわねぁあだぜぁ

「それは心外なことをいうものだな、私なんかは、何もいわないんだよ」

しんしょ ［名］ 身上。身代。戝産。［同］しんでぁ。［及 175］

【例】 〇〇さん　えだば　しんしょ　ある　えだ

「〇〇さんの家なら、戝産のある家だよ」

しんでぁ [sïɴdɛ] 寝台。［及 50］

【例】 この　へべぁどさ　しんでぁなの　おがんねぁべや

「この狭い所に寝台なんか置けないじゃないか」

しんでぁー [sïɴdɛː] 身代。［続 175］

【例】 〇〇さんは　いずでぁで　えまの　しんでぁー　きずだあだど

「〇〇さんは、一代で今の身代を築いたんだそうだ」

しんどみづ [sïɴdomïdzɯ̈] ［名］ 新道。新しい道。［及 175］

【例】 あっちゃ　しんどみづあ　でげだけ

「あっちに新道が出来たつけ」

しんぺぁ [sïɴpɛ] ［名］ 心配。［同］すんぺぁ。［及 27］

【例】 あんまり　おそえさげぁ　しんぺぁしってぁった

「余りおそいから、心配しておったんだよ」
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しんへづ

しんへづ [sïɴçed̝zɯ̈] ［名］ 親切。［及 28］

【例】 しんへづん　おへで　もらて、ありがどさん

「親切に敎えていただいて、どうも有難うございました」

しんめぁ [sïɴmɛ] 新米。炊事。［及 41］

【例 1】しんめぁだはげぁ、〇〇えさも　持て　えげ
「新米だから、〇〇さんのお宅にも持って行きなさい」

【例 2】そろそろ　ばんかだの　しんめぁ　じぶんだなは
「もうそろそろ、夕方の炊事の時間だな」

しんめし おしめ。おむつ。［及 57］

【例】 こんだ、紙の　しんめし　でげだど

「今度、紙のおしめが出来たそうだよ」

じんりぎ [dzïɴrïgï] 人力車。［及 64］

【例】 じんりぎなの　えまだば　みらんねぁな

「人力車なんか、今では見られないね」
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～ずあ

　

—す—

す ［接助］ し。［及 176］

【例】 これも　ええす　あれも　ええな

「これもいいし、あれもいいね」

す ～しい。［及 176］

【例 1】うづぐす
「美しい」

【例 2】おどなす
「おとなしい」

【例 3】つやつやす
「つやつやしい」

【例 4】いさます
「いさましい」

ず ［名］ 時。［及 176］

【例 1】えま　なんず　だべ
「今、何時だろう」

【例 2】ずがん　たづな　はえぁな
「時間がたつのは早いな」

ず [dzɯ̈] 爺。お爺さんの　［及 6］

【例】 おれぁえの　ずだば、まめで　まだ　はだれぁでる

「うちの爺さんなら健康で、まだ働いてます」

この語は「ずさま―お爺さん」、「ずっこ―お爺さんの卑語」、「ずっつぁ―お爺さん」、「ずんず―お

爺さんの卑語」、「ずんちゃん―お爺ちゃん」、「ずんつぁ―お爺さん」、「ずんつぁん―お爺さん」な

どとも使っている。

～ずあ [~dzɯ̈a] ［接尾辞］ というものは。というのは。ということは。［続 176］

【例 1】とりずあ　とぶ　おんだ
「鳥というものは飛ぶものだ」

【例 2】よったずあ　のだがらだ
「醉ったというのは飲んだからだ」

311



すあす

【例 3】こえずあ　よう　あっさげぁだ
「来いということは用があるからだ」

すあす [sɯ̈asɯ̈] 師走。12月。［続 176］

【例】 すあすだど　おもうど　なんとなぐ　へわすねぁよだ　きあ　するな

「師走だと思うと、なんとなく忙しないような気がするね」

すあす [sɯ̈asɯ̈] 素足。［続 176］

【例】 きょうあ　さみはげぁ、すあすん　なてねぁで　くずした　へぁでろよ

「今日は寒いから、素足になっていないで、靴下を履いていなさいよ」

すいよへる [sɯ̈ïjoher̝ɯ̈] ［下一他］ 吸い寄せる。［続 176］

【例】 でんきそうずきて　え　おんだな、ごみ　みな　すいよへるおん

「電気掃除機っていいものだね、ごみをみな吸い寄せるからな」

すいれ ［名］ 仕入れ。［及 176］

【例】 こまおの　すいれして　くる

「小間を仕入れして来るよ」

すーず [sɯ̈ːⁿdzɯ̈] 数字。［続 176］

【例】 おれぁえの　まごも、こんだ　がっこさ　へぁて、すーず　かぐよん　なだど

「うちの孫も、今度学校に入って、数字を書くようになったそうだ」

ずうずうす ずうずうしい。［及 28］

【例】 この　ねごあ　ずうずうすごど、ぼたて　ねげねぁ

「この猫のずうずうしいこと、追っても逃げないよ」

すうづげる [sɯ̈ːdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ 押しつける。［及 176］

【例】 いらねぁ　おの　すうづげで　えがっだ

「いらない物を押し付けて行かれたよ」

すえおそろす [sɯ̈eo̝sorosɯ̈] ［形］ 末恐ろしい。［続 176］

【例】 しとの　おの　となりするよだ　わらすだば　すえおそろすな

「人の物を盗ったりするような子供なら、末恐ろしいね」

すえおの 吸い物。［及 41］

【例】 戸棚がら、すえおの椀　出してころ

「戸棚から、吸い物椀を出して下さい」

すえが [sɯ̈eg̝a] 西瓜。［同］せぇがん。すえがん。［及 89］

【例】 なづん　なっど　すえが売りあ　毎日　来る

「夏になると、西瓜売りが、毎日来るよ」

すえすえ ［副］ すいすい。［及 176］

【例】 ほら、みろ、んまのりこあ　すえすえど　およえんだ
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すかげる

「ほら、みなさい、あめんぼが、すいすい泳いでいるよ」

ずえずえ [dzɯ̈ed̝zɯ̈e]̝ ［副］ ぐいぐい。酒を飲むさま。この語は、酒を飲むさまにだけ使い、

人や物をぐいぐい引いたり押したりする意味では使わない語である。［続 176］

すえたのもす [sɯ̈et̝anomosɯ̈] ［形］ 末賴もしい。［続 176］

【例】 この　わらすあ　からだも　じょうぶたし、あだまも　えぇはげぁ　すえたのもすな

「この子は、体も丈夫だし、頭もいいから、末賴もしいね」

ずえら ［副］ でらりと。ずるりと。滑べること。［及 176］

【例】 ゆぎみづあ　つるつるで　ずえら　すべてしまた

「雪道がつるつるで、ずるりと滑べってしまったよ」

すえらっと ［副］ すうっと。［及 176］

【例】 すえらっと　めねぁぐ　なてしまたけ

「すうっと、見えなくなってしまったつけ」

すえれ [sɯ̈er̝e]̝ 仕入れ。［続 176］

【例】 きょうあ、〇〇さ　えて　さがな　すえれして、こねぁんねぁな

「今日は、〇〇に行って、魚を仕入れしてこないといけないな」

ずおの というもの。［及 176］

【例】 火ずおのあ　おかねぁ　おんだぞ

「火というものは、おつかないものだよ」

ずおん ［連語］ そうだ。［及 176］

【例】 〇〇の　娘さんも　嫁んえぐずおは

「〇〇の娘さんも、もう嫁に行くそうだよ」

すが [sɯ̈ga] つらら。氷。つららも氷も「すが」といっている。［及 104］

【例 1】今日あ　ぬぎさ　すが　なたじゅ
「今日は軒につららが下ったよ」

【例 2】ぜぇぶん　さみがったべたなげさ　すが　はた　おん
「隨分寒むかったんだろう、池に氷が張ったもの」

すかげ [sɯ̥̈kaŋe]̝ ［名］ 片影。ちらりと見えた姿。［及 176］

【例】 〇〇だべ　えま　ほごで　すかげあ　めだけな

「〇〇だろう、今そこでちらりと姿が見えたつけな」

すがげぁ [sɯ̈ŋagɛ] ［名］ 氷の張った川での漁法。［及 176］

【例】 すが　はたはげぁ　すがげぁ　えごや

「氷が張ったから、魚捕りに行こうや」

すかげる [sɯ̥̈kager̝ɯ̈] ［動］ ひっかける。小便をひっかけること。［及 177］

【例】 まだ　すかげだがは
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すかげる

「また、ひっかけたのかい」

すかげる [sɯ̥̈kager̝ɯ̈] しかける。仕事などを仕掛る。機械などを据え付る。ふっかける。けんか
をふっかる。［及 177］

【例 1】この　しごど　すかげっだはげぁ　しっとえぁ　まで
「この仕事をしかけているから、一寸待てよ」

【例 2】ほの　きっけぁ　どさ　すかげんなや
「その機械をどこに据え付けるんだい」

【例 3】あの　やろがら　すかげで来たはげぁ　けんか　なたあだ
「あの野郎からしかけて来たから、けんかになったんだ」

すかすか ［副］ りんと。威儀を正して。［及 177］

【例】 立派だけな　へぁて　くっずぎなの　すかすかず　おんだけ

「立派だったな、入って来る時なんか、りんとしたものだったね」

ずがずが [dzɯ̈gadzɯ̈ga] ［副］ ずかずか。［及 177］

【例 1】ものも　ゆわねぁで　ずがずがど　へぁて　来たっけ
「ものもいわずに、ずかずかと入って来たつけ」

【例 2】お日さま　ずがずが　てっさげぁ　しゃっぷ　かぶれ
「お日さまが、ずかずか照るから、帽子をかむりなさい」

すがすがす [sɯ̈ŋasɯ̈ŋasɯ̈] ［形］ 清清しい。［続 177］

【例】 けさまだ　てんきあ　えくて　すがすがす　あさまだな

「今朝は、天気がよくて、すがすがしい朝だね」

す
〇

かっと ［副］ すっかり。全部。［及 177］

【例】 この　すごども　ようやぐ　すかっと　おわたな

「この仕事もようやくすっかり終ったな」

す
〇

かっと ［副］ すっきり。［及 177］

【例】 かじぇあ　なおて　すかっとした

「風邪が治って、すっきりしたよ」

すかつめらす [sɯ̥̈katsɯ̈mer̝asɯ̈] ［形］ しかつめらしい。［続 177］

【例】 すかつめらす　つらして、なに　むずがす　ごど　ゆいだす　つもりだや

「しかつめらしい顔をして、何を難しいことをいい出すつもりなんだい」

すがむ [sɯ̈ŋamɯ̈] ［動］ むずかる。［及 177］

【例】 ないだべ、この　わらすあ　すがむごど

「どうしたんだろう、この子は、むずかること」

すがむすろ [sɯ̈ŋamɯ̈sɯ̈ro] すげの蓙。すげで織った蓙。［及 64］

【例】 すがむすろで　がまんすんべ
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すぎ

「すげ蓙でがまんしようね」

すがむり [sɯ̈gamɯ̈rï] 屋根の氷が解けてもること。［同］すがまり。［及 104］

【例】 すがむり　すっさげぁ、屋根の　すが　おどして　来る

「氷が解けてもるから、屋根の氷を落して来ます」

すかめる ［動］ しかめる。顔をしかめること。［及 177］

【例】 つら　すかめるほど　やだなが

「顔をしかめる程嫌なのかい」

また、しかめた顔を「すかめつら」という。

すから す。大根や牛蒡などのすになったものをいう。［及 89］

【例】 でぁごんさ　あんまり　こやす　やっど　すからん　なんぞ

「大根に余り肥料をやると、すになるよ」

すがら [sɯ̈ŋara] しがらみ。沢山打った杭に柴を組んだもの。［及 72］

【例】 すがら　くむはげぁ　てづだてくんねぁが

「しがらみを組むから、手伝ってくれないか」

すがらばづ [sɯ̈garabadzɯ̈] あしながばちの小型種。［及 89］

【例】 かりはれぁ　えて、すがらばづに　ささっだや

「刈払いに行って、あしながばちの小型種に刺されたよ」

すがん [sɯ̈ŋaɴ] ［名／ス他］ 志願。［続 177］

【例】 おわがら　すがんして　えたあだおん、なんとが　つとめんべ

「自分から志願して行ったんだから、なんとか勤めるだろう」

ずがん [dzɯ̈gaɴ] 時間。［続 177］

【例】 おわ　すぎだごど　してっど、ずがん　たずなも　わすっでしまてるな

「自分の好きなことをしていると、時間の経つのも忘れてしまっているね」

すかんこ すいば。一名すかんぽ。たで科の多年生草本。［及 90］

【例】 むがすあ　わらすたづあ　すかんこずおの　くた　おんだ

「昔は子供らが、すかんぽというものを食べたもんだ」

ずがんひょー [dzɯ̈gaɴçoː] 時間表。［続 177］

【例】 〇〇さ　えぐ　きしゃ　なんずだべ　ずがんひょー　みでくんねぁが

「〇〇へ行く汽車は何時だろう、時間表を見てくれないか」

ずがんわり [dzɯ̈gaɴwarï] 時間割り。［続 177］

【例】 〇〇ちゃん、ずがんわり　しらべで　がっこさ　えぐ　したぐ　すろよは

「〇〇ちゃん、時間割りを調べて、もう学校へ行く仕度をしてしまいなさいよ」

すぎ [sɯ̥̈gï] ［名］ 式。［及 177］

【例】 〇〇も　せぇずんすぎさ　出るよだ　とすん　なたが
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すぎ

「〇〇も、成人式に出るような年になったか」

すぎ ［名］ 好き。［及 28］

【例】 おれだば　こっつの　花　すぎだな

「私なら、こっちの花が好きだね」

この語は「すぎんねぁ―好きじゃない。嫌だ」、「えげすかねぁ―好きじゃないの強調語」。「こっつ

ぎんねぁ―好きじゃないの強調語」などの使い方をしている。

すぎ [sɯ̈gï] 敷居。［続 177］

【例】 ふぎり　してるおんだはげぁ、おめぁえの　すぎあ　たげぁぐ　なてしまたは

「不義理をしているものだから、お宅の敷居が高くなってしまったよ」

ずき [dzɯ̈kï] 時期。［続 178］

【例】 どうきゅうかいも　えぇども　ずき　いずごろん　すっがだな

「同級会もいいが、時期を何時頃にするかだな」

ずぎ [dzɯ̈gï] 直。［続 178］

【例】 はえぁおんで、まだ　ずぎん　おぼんが　くんぜは

「早いもので、またもう直にお盆がくるね」

～ずぎ [~dzɯ̈gï] 敷。畳の数をいう。［続 178］

【例 1】ろぐじょうずぎ
「6畳敷」

【例 2】はずじょうずぎ
「8畳敷」

【例 3】じゅうじょうずぎ
「10畳敷」

～ずぎ [~dzɯ̈gï] 時。「時を見て」。「時でもない」。「時には」。「時が時だから」。「時時」などの
「時」は「ずぎ」とはいわない。［続 178］

【例 1】あん　ずぎ
「あの時」

【例 2】こん　ずぎ
「この時」

【例 3】えた　ずぎ
「行った時」

【例 4】わげぁ　ずぎ
「若い時」

【例 5】んまっだ　ずぎ
「生れた時」

すぎおの [sɯ̈ŋïono] 過ぎ者。［続 178］
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すぎねぁ

【例】 あの　むごだば　あそごの　えにあ　すぎおのだな

「あの聟なら、あそこの家には過ぎ者だね」

すぎおの [sɯ̈gïono] 敷物。［続 178］

【例】 こごあ　ただみあ　よごれっさげぁ、ないが　すぎおの　すがねぁんねぁな

「ここは畳が汚れるから、何か敷物を敷かないといけないな」

すぎかのが [sɯ̈gïkanoga] すぎひらたけ。杉の伐り株に出るきのこで食用になる。［及 90］

【例】 裏の　山さ　えて　すぎかのが　とて　くっがな

「裏の山へ行って、すぎひらたけをとってこようかな」

すぎきれぁ [sɯ̈gïkïrɛ] 好き嫌い。［続 178］

【例】 すぎきれぁすっど、じょうぶだ　からだん　ならねぁはげぁ　ないでも　けよ

「好き嫌いをすると、丈夫な体にならないから、何でも食べなさいよ」

すぎす [sɯ̈gïsɯ̈] 色紙。［続 178］

【例】 かだごの　はな　せぁっだな　きれん　すぎすさ　けぁで　もらた

「かたくりの花の咲いているのを、奇麗に色紙に画いてもらったよ」

ずぎずぎ [dzɯ̈gïdzɯ̈gï] 直直。［続 178］

【例】 ほげぁた　でぁじだ　ごど　たのむあだば、おわ　ずぎずぎ　えぐ　おんだ

「そんな大事なことを賴むのだったら、自分が直直行くものだよ」

すぎずれ ［名］ 正式に結婚しなかった夫婦。親の許しのない夫婦。［同］それづぎ。［及 177］

【例】 あれら　すぎずれだおん

「あいつらは正式の夫婦じゃないんだ」

すきせぁー [sɯ̈kïs̥ɛː] 色彩。［続 178］

【例】 この　はな　ないていう　はなだが、すきせぁの　あざやがだ　はなだな

「この花は、何という花なのか、色彩の鮮やかな花だな」

すぎつ [sɯ̈gïtsɯ̈] 敷地。［続 178］

【例】 こごだば、すぎつも　ひろえし、みはらしの　えぇ　どごだな

「ここなら、敷地も広いし、見晴らしのいい所だな」

すぎどる [sɯ̈gïdorɯ̈] ［四自］ 透き通る。［続 179］

【例】 この　かわだば、みごてねぁくて、かわそごまで　すぎどて　めるな

「この川なら、濁っていなくて、川底まで透き通って見えるね」

すぎねぁ [sɯ̈ŋïnɛ] ［連語］ 過ぎない。［続 179］

【例 1】これだげに　すぎねぁども　たべでくだせぁ
「これだけに過ぎないが、食べて下さい」

【例 2】とうりすぎねぁよん　きぃつけで　えげよ
「通り過ぎないように気を付けて行きなさいよ」
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すぎねぁー

すぎねぁー [sɯ̈ŋïnɛː] 杉苗。［続 179］

【例】 うらやま　かりはれぁして　すぎねぁー　ゆえねぁんねぁな

「裏山を刈払いして、杉苗を植えなければならないな」

ずぎへず [dzɯ̈gïhed̝zɯ̈] 直直。直接。［続 179］

【例 1】あれぁ　ずぎへずの　おやこだ
「あれは、直直の親子だよ」

【例 2】ずぎへずん　あう
「直接に会う」

【例 3】ずぎへずん　わだす
「直接に渡す」

ずぎょー [dzɯ̈ŋjoː] ［名／ス自］ 授業。［続 179］

【例】 〇〇ちゃん、ずぎょーちゅう　へんへあ　いうごど　えぐ　きでろよ

「〇〇ちゃん、授業中、先生のいうことを、よく聞いていなさいよ」

ずぎん [dzɯ̈gïɴ] ［副］ 直に。［続 179］

【例】 えま　ずぎん　きあすさげぁ　しっとえぁ　まずでくだせぁ

「今、直に参りますから、一寸待って下さい」

すぐずる [sɯ̈gɯ̈ⁿdzɯ̈rɯ̈] ［四自他］ しくじる。［続 179］

【例】 これぁ　わらしたずだば　すぐずっど　えぐねぁはげぁ、さへらんねぁ

「これは、子供らならしくじるといけないから、させられないよ」

すぐだまる [sɯ̈gɯ̈damarɯ̈] ［動］ うずくまる。［及 178］

【例】 ないしたべ　すぐだまて　ねぁっだけ

「どうしたんだろう、うずくまって、泣いておったつけ」

すくっと [sɯ̥̈kɯ̈tto] ［副］ しっくり。［続 179］

【例】 んだなおす　よめど　しゅうどあ　もすこす　すくっと　えぐど　えなおす

「そうなんですよ、嫁と姑が、もう少ししっくりゆくといいんですよ」

すくっと [sɯ̥̈kɯ̈tto] ［副］ すっくと。［続 179］

【例】 〇〇ちゃん、うんどうかいで、ころだども、すぐ　すくっと　たて　はしたけ

「〇〇ちゃんが、運動会で転んだが、直ぐすっくと立って走ったっけ」

ずくっと [dzɯ̈kɯ̈tto] ［副］ じっくり。［続 179］

【例】 ほの　はなすあ　もうすこす　ずくっと　かんげぁでがら　へんずしあす

「その話は、もう少しじっくり考えてから、返事をします」

ずぐなす [dzɯ̈gɯ̈nasɯ̈] ［名］ 意気地なし。能なし。［及 178］

【例】 これだば　ゆぐゆぐの　ずぐなすだおん

「こいつは、よくよくの意気地なしだもの」
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すげげぁる

すぐねぁ [sɯ̈gɯ̈nɛ] 少ない。［及 28］

【例】 ほれだば　すぐねぁはげぁ、もと　もて　えげ

「それでは少ないから、もっと持って行きなさい」

この語は「すこす―少し」、「すこすばり―少しばかり」、「ちょっぺり―ちょっぴり」、「ちょぺっと

―ちょっぴり」などという使い方もある。

すぐねぁたて [sɯ̈gɯ̈nɛtate]̝ ［副］ 少なくとも。［続 180］

【例】 この　じぇんめぁだば、すぐねぁくたて、〇〇えんあでぁは　あんべな

「このぜんまいなら、少なくとも〇〇円あたいはあるだろうな」

ずぐねる [dzɯ̈gɯ̈ner̝ɯ̈] ［下一自］ ごねる。この語は、特に子供のごねることをいう。［続 180］

【例】 この　わらすあ　ないだおんだべじゅ　さきだから　ずぐねでいんなよ

「この子は、どうしたんだろうね、さっきからごねているんだよ」

すくはっく [sɯ̥̈kɯ̈hakkɯ̈] ［名／ス自］ 四苦八苦。［続 180］

【例】 なに　くたおんだが、はら　いでぁどて、すくはっくして　くるすだ　おんだ

「何を食ったのか、腹が痛いといって、四苦八苦して苦しんたもんだ」

すぐる [sɯ̈ŋɯ̈rɯ̈] ［動］ 間引く。［及 72］

【例】 ようやぐ　なっぱこあ　すぐるよん　なた

「ようやく、菜が間引くようになったよ」

すぐる [sɯ̈gɯ̈rɯ̈] ［動］ 掬う。［及 178］

【例】 こえ　すぐる　あみ　もて　こえ

「鯉を掬う網を持って来てくれ」

すぐるみ [sɯ̈ŋɯ̈rɯ̈mï] すぐり。ゆきのした科の木本植物で実を食べる。［及 90］

【例】 すぐるみも　くいあんべぁだべな

「すぐりも食べ頃だろうな」

すけぁる [sɯ̈kɛrɯ̈] ［動］ 取り替える。［及 178］

【例】 こんだ　ふゆおのど　すけぁるは

「今度は、もう冬物と取り替えるよ」

すげー [sɯ̈ŋe̝ː ] ［形］ 凄い。［同］すげ。［続 180］

【例】 きょうあ　すげー　あめふりん　なたおんだな

「今日は、凄い雨降りになったもんだな」

すげげぁる [sɯ̈ŋeg̝ɛrɯ̈] ［下一他］ すげ替える。［続 180］

【例 1】かの　え　すげげぁる　ごどん　すんべ
「鍬の柄をすげ替えることにしよう」

【例 2】〇〇の　ポスト　すげげぁんべ
「〇〇のポストはすげ替えよう」
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すけそだら

すけそだら [sɯ̥̈kes̝oⁿdara] すけそう鱈。すけとう鱈。［続 180］

【例】 さがなや　すけそだら　うりん　きたはげぁ　かうが

「魚屋が、すけそう鱈を売りに来たから、買おうか」

すげねぁ [sɯ̈ŋen̝ɛ] ［形］ 不愛想。なんのもてなしもしないこと。［同］えぁそねぁ。［及 178］

【例】 おじゃも　あげねぁで　すげねぁがったな

「お茶もあげないで、不愛想なことでした」

すけべこんじょ [sɯ̥̈keb̝ek̝oɴⁿdʒo] 助平根性。［続 180］

【例 1】すけべこんじょ　だして、なれねぁ　ごどさ　てだすど　すっぺぁすんぞ
「助平根性を出して、馴れないことに手を出すと、失敗するよ」

【例 2】すけべこんじょだ　おんだはげぁ、おなごていうど　すぐ　てだすなだ
「助平根性なものだから、女というと、直ぐ手を出すんだ」

すげやず [sɯ̈ŋej̝adzɯ̈] 菅谷地。これは、菅の沢山生えている湿地をいう。［続 180］

すけん [sɯ̥̈keɴ̝] 試験。［続 180］

【例】 えまの　わらしたずあ　すけんだ　すけんだて　てぁへんだな

「今の子供らは、試験だ試験だって大変だね」

ずけん [dzɯ̈keɴ̝] 事件。［続 181］

【例】 ぼうりょぐだんなて　ずけん　おごす　おのあ　いで　こまた　おんだな

「暴力団だなんて、事件を起す者がいて、困ったものだね」

ずこ [dzɯ̈ko] 事故。［続 181］

【例】 さげ　ので　うんてんすっど、ずこ　おごすはげぁ、ほっても　のむなよ

「酒を飲んで運転すると、事故を起すから、決して飲むなよ」

ずご [dzɯ̈go] ［名］ 後光。［及 178］

【例】 おでらの　おしゃがさま　ずごあ　さしったけ

「お寺のお釈迦さまは、後光が差していたつけ」

ずごえ [dzɯ̈ŋoe]̝ 地声。［続 181］

【例】 おれの　どらごえあ　ずごえだおん、やぎなおさねぁど　なおらねぁべ

「俺のどら声は地声だから、燒き直さないと直らないだろう」

すごぐ [sɯ̈ŋogɯ̈] 至極。［続 181］

【例】 ほれだば　おれぁえでだば　すごぐ　めぇわぐだな

「それなら、うちでなら、至極迷惑だね」

ずごぐみみ [dzɯ̈ŋogɯ̈mïmï] 地獄耳。［続 181］

【例】 〇〇だば　ずごぐみみで、しとの　うわ　きぐなの　はえぁごど

「〇〇なら、地獄耳で、人の噂を聞くのの早いこと」

すこぐる [sɯ̥̈kogɯ̈rɯ̈] ［動］ こする。［及 178］
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すこもこ

【例】 はな　そでさ　すこぐる　おのあ　ねぁべな

「鼻汁を袖にこする奴があるものか」

すこぐれる [sɯ̥̈kogɯ̈rer̝ɯ̈] ［下一自］ こすれる。この語は、物の擦れることをいうのではな

く、人柄の悪くなるこという語である。［同］こすぐれる。［続 181］

すこぐれる [sɯ̥̈kogɯ̈rer̝ɯ̈] ［動］ すれっからしになる。［及 178］

【例】 この　やろあ　なして　こんげぁ　すこぐれだべ

「この野郎は、どうしてこうすれっからしになったんだろう」

ずこげる [dzɯ̈koger̝ɯ̈] ［動］ ずっこける。［及 178］

【例】 ほら、にもつあ　ずこげんぞ

「ほら、荷物がずっこけるよ」

すこだま しこたま。沢山。［同］すこでぁま。でっすら。でっつら。でっつり。えっぺぁ。［及 28］

【例】 わらび　すこだま　出っだどさ　えたけ

「わらびのしこたま出ている所へ行ったつけ」

ずこっと [dzɯ̈kotto] ［副］ ずんぐり。［続 181］

【例】 〇〇さんだば、ずこっとした　しとで、まるがおだはげぁ　すぐ　わがる

「〇〇さんなら、ずんぐりした人で、丸顔だから直ぐ分るよ」

すごど [sɯ̈ŋodo] 仕事。［続 181］

【例】 ふゆん　なっど　まだ　すごどあ　ねぁぐなっさげぁ　でかへぎだ

「冬になると、また仕事がなくなるから、出稼ぎだよ」

すごどす [sɯ̈ŋodosɯ̈] 仕事師。［続 181］

【例】 あれだば、すごとすで　ない　さへでも　てぎわ　えし、たいした　おんだ

「あいつなら、仕事師で、なにをさせても手際がいいし、たいしたものだよ」

すこむ [sɯ̥̈komɯ̈] ［四他］ 仕込む。［続 182］

【例 1】おれぁえの　わらすさも　マラソン　すこまねぁんねぁ
「うちの子にもマラソソを仕込まなければならないな」

【例 2】みそあ　まめ　にだなさ、ししょど　こうず　すこむなだ
「味噌は、豆を煮たのに、塩と麹を仕込むんだ」

すこむ ［動］ ひっこむ。後ずさりする。［及 178］

【例】 すこす　すこむんだ

「少しひっこめよ」

すこもこ ［形］ 背中を丸めて動きまわるさま。動きまわるさま。もそもそより早い動き方であ

るが、これに近い動き方をいうが、表現しにくい語である。［及 178］

【例】 でぁどごで　すこもこてねぁで、こっちゃ　来て　おぎゃくさまさ　さげでも　つげ

「台所で動きまわっていないで、こっちへ来て、お客さまに酒でも注ぎなさい」
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すこり

すこり [sɯ̥̈korï] 痼。［続 182］

【例 1】かだの　しこりあ　まだ　とんねぁ
「背の痼がまだ取れないよ」

【例 2】あどさ　すこり　のごさねぁよん　はなすあえよ
「後に痼が残らないように話合えよ」

すころぶ [sɯ̥̈korobɯ̈] ［四自］ ［強調］ 転ぶ。転ぶの強調語。［同］すっころぶ。［続 182］

【例】 あんまり　はすっど　すころで　いでぁぐすんぞ

「余り走ると、転んで怪我をするよ」

すころぶ ［動］ すっころぶ。転ぶの強調語。［及 178］

【例】 ほんげぁ　はすっど　すころぶぞ

「そんなに走るとすっころぶぞ」

ずさ [dzɯ̈sa] 爺さん。この語は、家族の者が親しみをもって呼ぶ言葉で、他人には殆ど使わない
語である。［続 182］

また、この語は、「ず。ずさま。ずっこ。ずっつぁ。ずんず。ずんちゃん。ずんつぁ。ずんつぁん」

などともいったが、今は「ずんちゃん。おじぃちゃん」が使われている。

ずざげ [dzɯ̈ⁿdzage]̝ 地酒。［続 182］

【例】 おれだば、のみなれだ　ずざげのほあ　えな

「私なら、飲み馴れた地酒の方がいいな」

ずさず [dzɯ̈sadzɯ̈] ［名／ス自］ 自殺。［続 182］

【例】 いずめで　ずさずしたなて、よっぽど　ひでぇごど　さっだんだな

「苛めで自殺したなんて、余程ひどいことをされたんだな」

すさまず [sɯ̈samaⁿdzɯ̈] ［形］ 凄まじい。［続 182］

【例】 おおあめで、すさまず　どしゃくずれん　なて、えあ　んめらっだど

「大雨で、凄まじい土砂崩れになって、家が埋められたそうだ」

すさん [sɯ̈saɴ] 資産。［続 182］

【例】 おれぁえの　すさんてゆえば　たはだど　えやすぎぐれぁの　おんだ

「うちの資産といえば、田畑と、家屋敷ぐらいのものだよ」

すじぇん [sɯ̈ⁿdʒeɴ̝] ［名／ダナ］ 自然。［続 182］

【例 1】ほの　きずだば　だまておえだて、すじぇんと　なおる
「その傷なら、だまっておいたって、自然に治るよ」

【例 2】しとのての　へぁらねぁ　すじぇんて　えぇ　おんだな
「人の手の入らない自然というものは、いいものだな」

ずしゃぐ [dzɯ̈ʃagɯ̈] 磁石。［続 183］

【例 1】ずしゃぐずあ　きたど　みなみ　しめしてくえる　おんだ
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すず

「磁石って、北と南を示してくれるものだよ」

【例 2】ずしゃぐて　てずの　おのだば　みな　すいずげる　おんだ
「磁石って、鉄の物なら、みな吸い付けるもんだよ」

すじゅ ［名］ 始終。何時も。絶えず。［及 179］

【例】 隣りの　ばさま　すじゅ　来る

「隣りのお婆さんは、始終来るよ」

すしゅー [sɯ̈ʃɯ̈ː] ［名／ス他］ 刺繍。［続 183］

【例】 となりでぁ　ぼだん　すしゅーしたな　がぐんしったけあ　え　おんだな

「隣りでは牡丹を刺繍したのを、額にしておったが、いいものだな」

ずしゅー [dzɯ̈ʃɯ̈ː] ［名／ス自他］ 自習。［続 183］

【例】 きょうあ　うげもずの　へんへあ　いねぁくて　ずしゅーして　きた

「今日は受持の先生がいなくて、自習してきた」

ずしゅぐ [dzɯ̈ʃɯ̈gɯ̈] ［名／ス他］ 辞職。［続 183］

【例】 〇〇さん　おわ　えの　すごと　しねぁんねぁぐなて、ずしゅぐすっどごだど

「〇〇さんは、自分の家の仕事をしないといけなくなって辞 するところだそうだ」

ずしゅぐねげぁ [dzɯ̈ʃɯ̈gɯ̈neŋ̝ɛ] 辞職願い。［続 183］

【例】 〇〇さん、ほがの　すごど　すっどて　ずしゅぐねげぁ　だしたど

「〇〇さんは、他の仕事をする、というので、辞 願いを出したそうだ」

すしょ [sɯ̈ʃo] 師匠。［続 183］

【例】 〇〇さん　でぁぐん　なっどて、〇〇さ　えて、すしょさ　つだど

「〇〇さんは、大工になるというので、〇〇へ行って、師匠についたそうだ」

ずじょー [dzɯ̈ⁿdʒoː] 事情。［続 183］

【例】 ないが　ずじょー　あんなだべじゅなや、えまん　どご　やめるなて

「何か事情があるのだろうよね、今のところを辞めるなんて」

すす ［名］ 獅子。［及 179］

【例】 近頃あ　すすめぁ　こねぁは

「近頃は、もう獅子舞いが来ないね」

すす [sɯ̈sɯ̈] 寿司。［続 183］

【例】 ひるまん　なたはげぁ、ほごらあだりさ　すすくいでも　えくが

「昼になったから、その辺に、寿司を食いにでも行こうか」

すず [sɯ̈ⁿdzɯ̈] 泉。［及 104］

【例】 すずの　水あ、なづあ　つみでぁくて、冬あ　あたこえ　おんだ

「泉の水は、夏は冷たくて、冬はあったかいものだよ」

すず 德利。［及 50］
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すず

【例】 はやぐ　すず　もて　こえ

「早く德利を持っておいで」

すず [sɯ̈ⁿdzɯ̈] 筋。［続 183］

【例 1】へながの　すず　もでころ
「背中の筋を揉んでくれ」

【例 2】〇〇さんは　おれぁえの　つすず　ひでんなだ
「〇〇さんは、うちの血筋を引いているんだ」

【例 3】これあ　てすずあ　えぇはげぁ　みごみ　あるな
「これは、手筋がいいから、見込みがあるな」

【例 4】えぁずあ　しとすずなであえがねぁ　おどごだ
「あいつは一筋縄ではいかない男だ」

ずずあ [dzɯ̈dzɯ̈a] ［連語］ 実は。［続 184］

【例 1】ずずあ　わだすのほうがら　えぐ　つもりでぁった
「実は私の方から行くつもりだったよ」

【例 2】ずずあ　かね　かりでぁくて　きたあだ
「実は金を借りたくて来たんだよ」

ずずいん [dzɯ̈dzɯ̈ïɴ] 実印。［続 184］

【例】 とうきするにあ　ずずいんんねぁど　だめだど

「登記をするには、実印でないといけないそうだ」

すずえぁ [sɯ̈ⁿdzɯ̈ɛ] ［名］ 筋合い。［及 179］

【例】 隣りがら　文句　ゆわれる　すずえぁねぁな

「隣りから文句をいわれる筋合いはないね」

すずが [sɯ̈ⁿdzɯ̈ga] 靜か。［及 179］

【例】 さすがに　よんま　なっど　すずがん　なるな

「さすがに、夜になると、靜かになるね」

すずがぎ [sɯ̈ⁿdzɯ̈ŋagï] 筋書。［続 184］

【例】 ひるま　ではてくる　テレビえぇがの　すずがぎあ　おもへな

「昼出てくるテレビ映画の筋書は面白いね」

すずぎょー [sɯ̈dzɯ̈ŋjoː] 失業。［続 184］

【例】 すごど　ねぁくて　いずがつから　すずぎょーだは

「仕事がなくて、一月からもう失業だよ」

すすぎる [sɯ̈sɯ̈gïrɯ̈] ［動］ 乾燥して桶にすきまの出来ること。［同］ひすぎる。［及 179］

【例】 この　こが　こごさ　おぐど　すすぎれんぞ

「この小桶をここへ置くと乾燥してすきまが出来るよ」
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すずつげぁ

すずぐ [sɯ̈ⁿdzɯ̈gɯ̈] 雫。［続 184］

【例】 かじぇあ　ふえで　きたはげぁ　きがら　すずぐあ　おずで　きたな

「風が吹いてきたから、木から雫が落ちてきたね」

すずげぁ [sɯ̈(ⁿ)dzɯ̈gɛ] 筋交い。［及 50］

【例】 ほごあ　すずげぁ　かわねぁど　もだねぁぞ

「そこは筋交いを当てがわないと、保たないぞ」

すずげそ [sɯ̈dzɯ̈ges̝o] 仕付け糸。［続 184］

【例】 あだらす　きおのだはげぁ、すずげそ　とてがら　きろよ

「新しい着物だから、仕付け糸を取ってから着なさいよ」

すずげる [sɯ̈dzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 据え付ける。［及・続 179・184］

【例 1】こんだ　ふろばさ　あだらす　すふろ　すずげっさげぁな
「今度は、風呂場に、新しい風呂を据え付けるからな」

【例 2】ほの　きっけぁ　こごさ　すずげんなだ
「その機械は、ここに据え付けるのだよ」

すずげる [sɯ̈dzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 仕馴れる。［続 184］

【例】 ミシンぬいだば　おれぁ　すずげでっさげぁ　おれぁ　する

「ミシン縫いなら私が仕馴れているから、私がやるよ」

すずご 筋子。［及 41］

【例】 すずご売りあ　来た、買うが

「筋子売りが来たが、買いますか」

すずごさん [sɯ̈dzɯ̈ŋosaɴ] 七五三。［続 185］

【例】 こごらあだりでぁ　すずごさんの　ゆわぇぁこどなの　しねぁな

「この辺では、七五三のお祝いなんかしないね」

すずす [sɯ̈ⁿdzɯ̈sɯ̈] ［形］ 凉しい。［続 185］

【例】 はずがずも　おわりん　なてきたば、きゅうに　すずすぐなた　おんだ

「八月も終りになってきたら、急に凉しくなってきたものだね」

すすずめ [sɯ̈sɯ̈ⁿdzɯ̈me]̝ 鮨詰め。［続 185］

【例】 かしゅの　〇〇さん　くっどて　こうみんかん　すすずめだけ

「歌手の〇〇さんが来るというので、公民館は鮨詰めだったよ」

すすだげ [sɯ̈sɯ̈dage]̝ こうたけ。一名ししたけ。はりたけ科のきのこで、食用になる。［及 90］

ずずつ [dzɯ̈ⁿdzɯ̈tsɯ̈] 事実。［続 185］

【例】 ずほなの　こがねぁ、この　はなすあ　ずずつあた　ごどだぜぁ

「嘘なんか吐かないよ、この話は事実あったことなんだよ」

すずつげぁ [sɯ̈ⁿdzɯ̈tsɯ̈ŋɛ] ［名／ノダナ］ 筋違い。［続 185］
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ずすっと

【例】 おれぁどさ　ほんたごど　いうな　すずつげぁだべや、おれぁ　かんけねぁぜぁ

「私にそんなことをいうのは筋違いだろうや、私は関係がないよ」

ずすっと [dzɯ̈sɯ̈tto] ［副］ ずっしり。ずしりと。［続 185］

【例】 これぁ　なにあ　へぁった　おんだべ、ずすっと　おもでぁ　おんだな

「これは何が入っているものだろう、ずっしり重いもんだね」

すずなん [sɯ̈dzɯ̈naɴ] 七難。いろいろの欠点。［続 185］

【例】 いろの　すろえな　すずなん　かぐすて　ゆた　おんだ

「色の白いのは、七難を隠すといったものだよ」

ずずの [dzɯ̈dzɯ̈no] ［連語］ 実の。［続 185］

【例 1】ずずのどごろ
「実のところ」

【例 2】ずずの　はなす
「実の話」

【例 3】ずずの　つず
「実の父」

すすはれぁ [sɯ̈sɯ̈harɛ] ［名］ 煤払い。［及 179］

【例】 しょうがづあ　くっさげぁ　すすはれぁ　すねぁんねぁな

「正月が来るから、煤払いをしないといけないな」

すずふぐずん [sɯ̈dzɯ̈ɸɯ̈gɯ̈ⁿdzɯ̈ɴ] 七福神。［続 185］

【例】 すずふぐずんて、ふぐ　さずげでくえる、すずにんの　かみさまの　ごど　いうなだ

「七福神というのは、福を授けてくれる、七人の神さまをいうんだよ」

すずぶずぎ [sɯ̈dzɯ̈bɯ̈ⁿdzɯ̈gï] 七分搗。［続 185］

【例】 こめあ　あんまり　すろぐ　つぐより、すずぶずぎぐれぁんな　えぇなだ

「米は余り白く搗くより、七分搗ぐらいのがいいんだよ」

ずすべり [dzɯ̈sɯ̈ber̝ï] 地滑り。［続 186］

【例】 こごあ　ずばん　もろくて、おおあめん　ずぎなの　ずすべり　おごす　どごだ

「此処は、地盤がもろくて、大雨の時なんか地滑りを起こすところだよ」

すずぼ [sɯ̈dzɯ̈bo] ［名／ス自］ 失望。［続 186］

【例】 いずどぐれぁ　しけんに　おずだがらて　すずぼしてらんねぁぞ

「一度ぐらい試験に落ちたからといって、失望していられないよ」

すずまぎ [sɯ̈ⁿdzɯ̈magï] 筋播き。［続 186］

【例】 なっぱなの　すずまぎんして　あどで　おるぬげば　えなだ

「白菜なんかは、筋播きにして、後で間引けばいいんだよ」

すずまりげぁーる [sɯ̈ⁿdzɯ̈marïgɛːrɯ̈] ［四自］ 靜まり返る。［続 186］
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すずや

【例】 みんな　ねで　すずまりげぁーっど、かわがら　かつかの　なぐな　きげで　くんぜぁ

「皆が寝て靜まり返ると、川から河鹿の鳴くのが聞こえてくるよ」

すずみげぁ [sɯ̈ⁿdzɯ̈mïŋɛ] しじみ。しじみ貝。［及 90］

【例】 しおひがりで　すずみげぁ　ひろて　きた

「潮干狩りで　しじみを拾って来た」

すずみでぁー [sɯ̈ⁿdzɯ̈mïⁿdɛː] 凉み台。［続 186］

【例】 こごらあだりでぁ　なずん　なたたて、すずみでぁーで　すずでる　しとなの　いねぁな

「この辺では、夏になっても、凉み台で凉んでいる人なんかいないね」

すずむ ［動］ 沈む。［及 28］

【例】 すずむど　えぐねぁはげぁ、ふっけぁどさ　えぐなよ

「沈むとわるいから、深い所へ行くんじゃないよ」

この反対の語を「うげる―浮く」と使っている。

すずむげぁー [sɯ̈ⁿdzɯ̈mɯ̈gɛː] 筋向い。［続 186］

【例】 〇〇さんの　えおすか、ほれだば　おれぁえの　すずむげぁーの　えです

「〇〇さんの家ですか、それならうちの筋向いの家です」

すずめ ［名］ 筋目。家柄。［及 179］

【例 1】ものごどあ　すずめ　通さねぁんねぁおんだ
「物事は、筋目を通さないといけないものだよ」

【例 2】あそごの　えあ　すずめの　ただす　えだ
「あそこの家は、家柄の正しい家だよ」

すすめぁー [sɯ̈sɯ̈mɛː] 獅子舞。［続 186］

【例】 むがすあ　すすめぁー　えぐ　くっがったども　えまだば　さっぱり　こねぁは

「昔は獅子舞がよく来るものだったが、今ならもうさっぱり来ないな」

すずめる [sɯ̈ⁿdzɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 沈める。［続 186］

【例 1】たなもみ　たなげさ　すずめでくる
「種籾を池に沈めてくるよ」

【例 2】きぃ　すずめで　えく　かんげぁでみろ
「気を沈めてよく考えてみろよ」

すずめんどくせぁ [sɯ̈dzɯ̈meɴ̝dokɯ̥̈sɛ] ［形］ 七面倒臭い。［続 186］

【例】 ほんた　すずめんどくせぁ　ごど　この　えそがす　ずぎ　してらんねぁな

「そんな七面倒臭いことを、この忙しい時にやっていられないよ」

すずや [sɯ̈dzɯ̈ja] 七夜。子供が生れて七日目の夜。［続 187］

【例】 おれぁえの　はずまごあ　んまっで、きょうで　すずやだは

「うちの初孫が生れて、今日でもう七夜だね」
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すずやぶるめぁ

すずやぶるめぁ [sɯ̈dzɯ̈jabɯ̈rɯ̈mɛ] 七夜振舞。これは、七夜の祝宴をいう。［続 187］

【例】 あした　すずやぶるめぁ　すっさげぁ　きてころ

「明日七夜振舞をするから来て下さい」

すずら ［名］ しらふ。酒に醉っていないこと。［及 179］

【例】 今日あ　すずらが

「今日はしらふかい」

すずりぶだ 大皿に盛った料理。お膳料理の外に特に大皿に盛って出す料理。［及 41］

【例】 はづじゅうはづの　お祝だおの、すずりぶだも　つけんべ

「八十八のお祝だもの、大皿料理もつけようよ」

すずりん 七輪。［及 50］

【例】 まだ　すずりん　つかてっどごあ　あんべが

「まだ七輪を使っている所があるだろうか」

すずる [sɯ̈dzɯ̈rɯ̈] ［四自］ 漏る。この語は、用器のひびや裂け目などから、液体の漏ることを

いい、光線の漏る意味には使わない語である。［続 187］

【例】 この　なべあ　すずるよん　なたじゅ

「この鍋は、漏るようになったな」

すずれ [sɯ̈dzɯ̈re]̝ ［ナ名ノ／ス自］ 失礼。［同］ぶじょほ。［続 187］

【例】 おそぐまで　すずれしあした

「おそくまで失礼しました」

すずれぁ ［派生］ しにくい。やりにくい。［及 179］

【例】 おめぁ　ほごに　いっど　すずれぁな

「お前が其所にいると、やりにくいな」

ずすん [dzɯ̈sɯ̈ɴ] 地震。［続 187］

【例】 こごらあだりだば、おっき　ずすん　おぎねぁくて　え　おんだな

「この辺なら、大きい地震が起きなくていいもんだな」

すぜぁー [sɯ̈ⁿdzɛː] 資材。［続 187］

【例】 〇〇の　せぃぜぁこうばがら、けんつぐすぜぁー　はごでくんねぁが

「〇〇の製材工場から、建築資材を運んでくれないか」

すせー [sɯ̈se̝ː ] 姿勢。［続 187］

【例】 まま　くう　ずぎあ、ちゃんとした　すせーで　く　おんだぞ

「ご飯を食べる時は、きちんとした姿勢で食べるものだよ」

すそぐねる [sɯ̈sogɯ̈ner̝ɯ̈] ［四他］ し損なう。［続 187］

【例】 なだの　さや　すんぽ　まずげぁで　すそぐねでしまたは

「鉈の鞘の寸法を間違えて、し損なってしまったよ」
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ずっくべ

ずぞさま ［名］ 地蔵さま。［及 179］

【例】 今日あ　ずぞさまの　おどすこすだはげぁ　おめぁりん　えて　くる

「今日は、地蔵さまの年越しだから、お参りに行ってくる」

地蔵尊の年越しは、旧十二月二十四日で、村の女達がお参りに行っている。

すたす [sɯ̥̈tasɯ̈] ［形］ 親しい。［続 187］

【例】 〇〇くんどあ　すたす　ながだ　おんだはげぁ、いっつも　えぎきしてんなだ

「〇〇君とは親しい仲なものだから、何時も行き来をしているんだ」

すたぱた [sɯ̥̈tapata] ［副］ ぱたぱた。忙しく動くこと。［続 187］

【例】 おれだば、えん　なが　えぐ　すたぱたて　えごがねぁんねぁ　おんだ

「私なら、家の中をよくぱたぱた動かないとならないものだね」

すたむ ［動］ したむ。液をしたたり落とすこと。［及 179］

【例】 もってぁねぁはげぁ　ほの　醬油　すたで　おげよ

「勿体ないから、その醬油をしたんでおけよ」

すたもた [sɯ̥̈tamota] ［副］ もたもた。［続 188］

【例】 この　えそがすずぎ、なに　すたもたしてんなだ、まず　ぐうぐど　もて　こえ

「この忙しい時、何をもたもたしているんだ、まずさっさと持ってきなさい」

すたりおの [sɯ̥̈tarïono] 廃り物。［続 188］

【例】 この　ふぐあ　あっつこっつ　すりぎっだはげぁ　すたりおのだなは

「この服は、あっちこっち擦り切れたから、もう廃り物だな」

すづ [sɯ̈dzɯ̈] ［接頭辞］ しち。［及 180］

【例 1】すづやっけぁだ　ごど　いうなちぇ
「しちやっかなことをいうなよ」

【例 2】すづうるせぁ　ごど　あっちゃ　えてろ
「しちうるさいこと、あっちへ行っておれ」

ずづ [dzɯ̈dzɯ̈] ［名］ 実。［及 180］

【例】 ずづあ　こういう　わげで　来たあです

「実は、こういうわけで来たんです」

ずっか [dzɯ̈kka] 実家。［続 188］

【例】 よめずあ　ずっかさ　けぁっでぁ　おんだはげぁ、たまにあ　けぁす　おんだぞ

「嫁って実家へ帰りたいものだから、たまには帰すもんだよ」

すっかぐ [sɯ̥̈kkagɯ̈] ［名／ス自］ 失格。［続 188］

【例】 いっとうめぁだ　かんじょしてだら、すっかぐして　にとうめぁだけ

「一等米のつもりでいたら、失格して二等米だったよ」

ずっくべ [dzɯ̈kkɯ̈be]̝ つ く し

土筆。とくさ科のすぎなの胞子茎をいう。［同］つぐす。［及 90］

329



すづげ

【例】 ままごど　すんな　ずっくべ　とて　くんべや

「ままごとにする、つくしを摘んでこようね」

すづげ [sɯ̈dzɯ̈ge]̝ ［名］ 仕付け。礼儀作法を敎えること。［及 180］

【例】 すづげあ　わらしたづの　うづんねぁば　だめだ　おんだ

「仕付けは子供のうちでないと、駄目なもんだ」

すづげ [sɯ̈dzɯ̈ge]̝ 仕付け。裁縫時の仕付けをいう。［及 58］

【例】 すづげ　かわねぁど　しわ　よたり、まがたりする　おんだ

「仕付け縫いをしておかないと、しわがよったり、曲ったりするものだよ」

すっけぁ [sɯ̥̈kkɛ] 酸っぱい。［同］すっぺぁ。［及 28］

【例】 すっけぁ　おのあ　すぎんねぁくてな

「酸っぱい物は好きでなくてね」

すつげぁる [sɯ̥̈tsɯ̈ŋɛrɯ̈] ［下一自］ 捻挫する。［続 188］

【例】 やま　おりっずぎ、いすこさ　つまずで、すつげぁでしまた

「山を下りる時、小石に躓いて、捻挫してしまったよ」

すづげる [sɯ̈dzɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ しつける。馴れている。［及 180］

【例】 ほの　すごどだば　おれぁ　すづげでる

「その仕事なら、私がしつけています」

ずっこ [dzɯ̈kko] ［名／ス他］ 実行。［続 188］

【例】 なにごども、えぇどもたら、ずっこしてみる　ごどだな

「何事も、いいと思ったら、実行してみることだな」

すっこぬげる [sɯ̥̈kkonɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一自］ ずっこける。［続 188］

【例】 トラックの　にもつあ　すっこぬげっさげぁ　もと　ぎっつく　すばれよ

「トラックの荷物が、ずっこけるから、もっときつく縛れよ」

ずっしゅー [dzɯ̈ʃʃɯ̈ː] ［名／ス他］ 実習。［続 188］

【例】 おれぁえの　まごむすめも、こんだ　かんごふの　ずっしゅー　すんなだど

「うちの孫娘も、今度は、看護婦の実習をするんだそうだ」

すっずど [sɯ̈dddzɯ̈do] ［接］ すると。［同］すっど。［続 188］

【例】 こうすんべ　すっずど　こげぁ　なんなよ

「こうするだろう、するとこうなるんだよ」

また、類語に「ほすっど。ほすっずど＝そうすると」がある。

ずっせぁ [dzɯ̈ssɛ] ［名］ 実際。［及 180］

【例】 ずっせぁ　ひでぇ　よのながだ　おんだ

「実際、ひどい世の中なもんだ」

すっそ しそ。しそ科の草本で、葉を梅漬（うめぼし）などに使い、実は漬物に入れる。［及 90］
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すっぱね

【例】 すっそも　さまざまに　つかわれる　おんだな

「しそもさまざまに使われるものだな」

すっそ 裾。［及 58］

【例】 へんたぐ　すっずぎあ　すっそ　まぐれ

「洗濯をする時は裾をまくるんだよ」

すっそあれぁ [sɯ̈ssoarɛ] 馬洗い。馬の体を洗うこと。［及 72］

【例】 んま　すっそあれぁすっさげぁ　水　もて　こえ

「馬を洗うから、水を持って来てくれ」

すっそなが 着物を着てもんぺをはかない姿。［及 58］

【例】 すっそながで　びろびろて　ありぐ　おんでねぁ

「もんべもはかないで、ぶわぶわ歩くもんじゃないよ」

すっそぶね 箱舟。馬を洗う箱舟。［及 64］

【例】 すっそぶねさ　水　へっでくんねぁが

「箱舟に水を入れてくれないか」

すっそます 裾回し。［及 58］

【例】 すっそますの　あだり　えっくん　ぬえよ

「裾回しのあたりをよく縫うんですよ」

すってんにでん ［副］ すってんてん。［及 180］

【例】 かげ　したべ　ほしたら　すってんにでん　やらっでしまた

「賭をしたろう、そしたら、すってんてんにやられてしまったよ」

ずづのつづ [dzɯ̈dzɯ̈notsɯ̈dzɯ̈] 実父。実の父。［及 6］

【例】 おやじあ　ずづのつづだども　ががあ　ままかがだ

「父親は実父だが、母は継母なんです」

この語の使い方には「ずづのあに―実兄」、「ずづのあね―実姉」、「ずづのいもと―実妹」、「ずづの

おどと―実弟」、「ずづのきょうでぁ―実の兄弟、姉妹」、「ずづのはは―実母」などがある。

すっぱげる [sɯ̥̈ppaŋer̝ɯ̈] ［下一自］ ［強調］ 禿げる。剥げる。禿げる、剥げるの強調語。［続

189］

【例 1】おれぁ　あだまも　すっぱげですまた
「私の頭も禿げてしまったよ」

【例 2】やねの　とそう　すっぱげだは
「屋根の塗装が剥げてしまったよ」

すっぱね ［名］ はね。水や泥などの着物へのはね。［及 180］

【例】 はしっど　すっぱねあ　あがんぞ

「走ると、はねがあがるよ」
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すっぺぁ

すっぺぁ [sɯ̥̈ppɛ] ［名／ス自］ 失敗。［続 189］

【例】 すっぺぁ　おかねぁがたら　ないも　でげねぁべや

「失敗を恐れたら、何も出来ないじゃないか」

すっぺぁ [sɯ̥̈ppɛ] 狡い。［同］ずれ。ずろえ。［及 28］

【例】 あの　やろあ　すっぺぁ　やろだ、しとんどご　だましあがて

「あの野郎、狡い野郎だ、人をだましやがって」

すづや 貭屋。［及 78］

【例】 おら　すづやさなの　よあ　ねぁおんだ

「俺は貭屋になんか、用はないもんだ」

ずつんさい [dzɯ̈tsɯ̈ɴsaï] 地鎮祭。［同］ずつんせぁ。［続 189］

【例】 でぁずだ　ずつんさいだおん、えぇ　ひ　えらで　すねぁんねぁな

「大事な地鎮祭だから、いい日を選んでしないといけないな」

すでぁ [sɯ̈ⁿdɛ] 次第。［続 189］

【例 1】ほういう　すでだはげぁ　たのむ
「そういう次第だから賴むよ」

【例 2】すでぁ　あたこぐ　なてきたな
「次第に暖かくなってきたな」

ずてぁ [dzɯ̈tɛ] 図体。［同］かばね。らってぁ。［続 189］

【例】 ずてぁばり　おっきども　まだ　わらすだ

「図体ばかり大きいが、まだ子供だよ」

ずでぁー [dzɯ̈ⁿdɛː] 時代。［続 189］

【例】 えまの　よのなが　おらだ　わげぁ　ずでぁど　すっかり　かわてしまたな

「今の世の中は、俺達の若い時代とは、すっかり変ってしまったね」

ずでぁきり [dzɯ̈dɛkïrï] ［副］ 全然。［同］でぁっきり。［続 189］

【例】 なしてだべ　たさ　みずあ　ずでぁきり　こねぁな

「どうしてだろう、田に水が全然こないな」

すてっと ［副］ すっかり。全部。［同］すかっと。［及 180］

【例】 しんしょ　すってと　なぐしてしまた

「身上をすっかり失くしてしまった」

すてどご [sɯ̈te̝n dogo] 捨て所。［続 189］

【例】 ごみの　すてどごずあ　きまてる　おんだ　ほんたどさ　なげだて　だめだ

「ごみの捨て所って決っているものだよ、そんな所へ捨てては駄目だよ」

ずでんしゃ 自転車。［同］じでんしゃ。［及 64］

【例】 ずでんしゃだば　車さ　きいつけで　えげよ
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すなこどり

「自転車なら、気をつけて行きなさいよ」

ずど [dzɯ̈do] ［格助］ と。［及 180］

【例】 雨あ　ふっずど　えぐねぁはげぁ　かさ　もて　えげ

「雨が降るとわるいから、傘を持っていきなさい」

すどけねぁ [sɯ̈ⁿdoken̝ɛ] ［形］ しどけない。［続 189］

【例】 ないだ、ほんた　すどけねぁ　かっこして、おもでさなの　ではんなよ

「なんだ、そんなしどけない格好をして、外になんか出るなよ」

すどご [sɯ̈ⁿdogo] しどころ。［続 190］

【例】 しとさ　いう　めぁん　おわ　すどご　ちゃんと　してがら　ゆえ

「人にいう前に、自分のしどころをきちんとしてからいいなさい」

ずどしゃ [dzɯ̈ⁿdoʃa] 自動車。［及 64］

【例】 ずどしゃて　ずこあ　ねぁど　え　おんだども

「自動車って、事故がないと、いいものだが」

すどす [sɯ̈ⁿdosɯ̈] 素通し。［続 190］

【例】 こごあ　すどすだど　おもでから　めっさげぁ　くもりガラスあ　えな

「此処は、素通しだと、外から見えるから、曇りガラスがいいね」

ずとっと [dzɯ̈totto] ［副］ じっとり。［続 190］

【例】 こごさ　ふぎあ　へぁて　きた　おんだはげぁ、ただみあ　ずとっと　ぬったは

「此処へ吹雪が入ってきたものだから、畳がじっとり濡れてしまったよ」

すな [sɯ̈na] しいな。よく実のらない籾。［続 190］

【例】 こどすあ　あめばり　ふてだ　おんだはげぁ、すなばり　よげだな

「今年は、雨ばかり降っていたものだから、しいなばかり多いな」

すなあすび [sɯ̈naasɯ̈bï] 砂遊び。［続 190］

【例】 わらしたずて　まず　すなあすび　すぎた　おんですちゅなや

「子供らってまあ、砂遊びが好きなものですわね」

すなおの [sɯ̈naono] 品物。［続 190］

【例 1】この　やさいあ　すなおのあ　えぇな
「この野菜は、品物がいいね」

【例 2】デパートだば　すなおのあ　えっぺぁ　ある
「デパートなら、品物が沢山あるよ」

すなごぐ [sɯ̈nagogɯ̈] ［動］ しごく。穗などからしごき取ること。［及 180］

【例】 ほの　粟　すなごぐなだ

「その粟、しごくんだ」

すなこどり かわせみ。水辺に棲み、小魚などを食べる小型の鳥。［及 90］
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すなこばづ

【例】 なしてだべ、近頃あ　すなこどりも　いねぁぐなたな

「どうしてなんだろう、近頃はかわせみもいなくなったな」

すなこばづ くろすずめばち。すずめばち科の蜂で、土中に巣を作り、人を刺す時は、衣類の中に

入って刺す。［同］つづばづ。［及 90］

すなこむす うすばかげろうの幼虫。うすばかげろう科で、一名をありじごくという。［同］ほり

こむす。［及 90］

すなごめ しいな。十分に実らない米。［及 41］

【例】 なんだが　こどしあ　すなごめあ　うげぁな

「どうしたのか、今年はしいなが多いな」

すなびる ［動］ しなびる。［及 180］

【例】 年あ年だおの　すなびで　すわばんだは

「年が年だもの、しなびて、皺ばかりになってしまったよ」

ずならす [dzɯ̈narasɯ̈] 地均し。［続 190］

【例 1】え　たでっどご　ずならすすんべ
「家を建てるところを、地均ししよう」

【例 2】むらの　しとの　かんげぁ　ずならすすねぁんねぁな
「村の人の考えを地均ししなければならないな」

すにがげる [sɯ̈nïgager̝ɯ̈] ［下一自］ 死にかける。［続 190］

【例】 おかねぁがった、がげがら　おずで　すにがげっどごでぁったおんや

「恐しかったよ、崖から落ちて、死にかけるところだったからな」

すにぞごねぁー [sɯ̈nïⁿdzogonɛː] 死に損ない。［続 190］

【例】 としょて、すにぞごねぁなて、あぐでぁ　つがえるまで　いぎでいだぐねぁな

「年取って、死に損ないなんて、悪態を吐かれるまで生きていたくないね」

すにてぁーる [sɯ̈nïtɛːrɯ̈] ［下一自］ 死に絶える。［続 191］

【例】 ぜぁさんかでぁったども、えまあ　すにてぁで　だれも　いねぁでは

「財産家だったが、今は死に絶えて、もう誰もいなくなってしまったよ」

すぬ ［動］ 死ぬ。［及 180］

【例】 交通事故でや　すぬどごでぁった

「交通事故でね、死ぬところだったよ」

ずぬす [dzɯ̈nɯ̈sɯ̈] 地主。［続 191］

【例】 つしょ　かりでる　おんだはげぁ、ずぬすさ　しゃぐつりょう　はらてんなよ

「土地を借りているもんだから、地主に借地料を払っているんだよ」

すねぁ しない。うちけし助詞。［及 180］

【例】 ほんたごど　すねぁで　こげぁん　すんなだ
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すばや

「そんなことをしないで、こうするんだよ」

すねかずり [sɯ̈nek̝aⁿdzɯ̈rï] 脛かじり。［続 191］

【例】 これも　おやの　すねかずりでぁったども　こんだ　しゅうしゅぐしたは

「これも親の脛かじりだったが、今度はもう就職してしまった」

すねこぐれる [sɯ̈nek̝ogɯ̈rer̝ɯ̈] ［下一自］ ひねくれる。［続 191］

【例】 この　わらすあ　すねこぐっで　おれぁ　いうごどなの　きがねぁなよ

「この子は、ひねくれて、私のいうことなんかきかないんだよ」

すねこぐれる [sɯ̈nek̝ogɯ̈rer̝ɯ̈] ［動］ ひねくれる。すれっからしになる。［及 181］

【例】 あんまり　ごしぇでばりいっど　すねこぐれる　おんだ

「あまり叱ってばかりいると、ひねくれるもんだよ」

すねぱぎ [sɯ̈nep̝aŋï] ［卑称］ 脛。脛の卑称。［続 191］

【例】 ないだ　しとの　めぁさ　すねぱぎなの　だして、ぶじょほだべぁな

「なんだ人（客）の前に脛なんか出して、失礼じゃないか」

すのおの [sɯ̈noono] 酢の物。［続 191］

【例】 えしゃも　すのおのあ　からださ　えはげぁ　けて　ゆてんぜぁ

「医者も、酢の物は、体にいいから食べろといっているよ」

すば 柴。［及 90］

【例】 胡瓜の　てすばん　する　すば　伐てこねぁんねぁな

「胡瓜の手柴にする柴を伐らないといけないな」

すばえぁ [sɯ̈baɛ] 素早い。［及 28］

【例】 おぼごだづも　ながなが　すばえぁ　おんだ

「子供達も、なかなか素早いもんだ」

すばきり [sɯ̈bakïrï] 柴刈り。［続 191］

【例】 おれぁえの　つぁつぁだば　てすば　おすどて　やまさ　すばきりん　えた

「うちのお父さんなら、手柴（野菜の支柱）が欲しいって、山へ柴刈りに行ったよ」

すぱっと ［副］ すっぱり。［及 181］

【例】 この　木、すぱっと　きてしまえ

「この木をすっぱり伐ってしまえよ」

ずばっと [dzɯ̈batto] ［副］ ずばりと。［続 191］

【例 1】この　き　ずばっと　きた
「この木をずばりと伐った」

【例 2】いでぁごど　ずばっと　いう　おんだ
「痛い事をずばりというもんだ」

すばや ［名］ 芝居。［同］すべぁ。すんべぁ。［及 181］
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ずばら

【例】 こんだ　すばや　かがっど　みん　えぐべや

「今度、芝居が掛かるそうだ、見に行こうや」

ずばら [dzɯ̈bara] 自腹。［続 191］

【例】 この　さげあ　〇〇さんが　ずばら　きて　おごてくっだあだど

「この酒は、〇〇さんが自腹を切って、おごってくれたんだそうだ」

すばらぐ [sɯ̈baragɯ̈] ［副］ 暫く。［及 181］

【例】 やあ　すばらぐだな

「やあ　しばらくだね」

すはれぁー [sɯ̈harɛː] 支払い。［続 191］

【例】 きょうしゅずした　こめの　でぁきん、きょう　すはれぁしてくえっど

「供出した米の代金を、今日支払してくれるそうだ」

すび [sɯ̈bï] ［名］ 術。方法。［及 181］

【例】 この　きっけぁ　まわす　すび　おへろや

「この機械を回す方法を敎えろよ」

ずびぎ [dzɯ̈bïgï] 字引。辞典。［続 192］

【例】 〇〇ちゃん、すらねぁ　かんず　あんなが、ほんでぁ　ずびぎ　ひでみろ

「〇〇ちゃん、知らない漢字があるの、それじぁ字引をひいてみなさい」

ずひず [dzɯ̈hïdzɯ̈] 自筆。［続 192］

【例】 この　しょるいさ、じゅうしょど　すめい　ずひずで　かくなだど

「この書類に、住所と氏名を自筆で書くんだそうだ」

すぴた [sɯ̃̈pït̥a] 蔕。柿の蔕をいう。［続 192］

【例】 ほの　かぎ　くたら　すぴた　ごみばごさ　へれろよ

「その柿を食べたら、蔕はごみ箱に入れなさいよ」

ずびだ [dzɯ̈bïda] 地べた。［続 192］

【例】 ずびださ　ねまっど　ふぐあ　よごれっさげぁ　ないが　すで　ねまれよ

「地べたへ坐ると、服が汚れるから、何か敷いて坐りなさいよ」

ずびょー [dzɯ̈bjoː] 持病。［続 192］

【例】 まだ　ずびょー　おぎだなが、ほれだば　えしゃさ　えがねぁば　だめだ

「また持病が起きたのかい、それなら医者に行かないといけないな」

すびれ [sɯ̈bïre]̝ ［名］ しびれ。［及 181］

【例】 あすあ　すびっで　えごがさんねぁ

「足がしびれて、動かされないよ」

すびれる [sɯ̈bïrer̝ɯ̈] ［下一自］ 痺れる。［続 192］

【例】 おれぁ　ひじゃ　つぐど　そんま　あすあ　すびれんなよ
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ずぶん

「私は、ひざをつくと、直きに足が痺れるんだよ」

すぶ ［名］ 渋。［及 281］

【例】 この　かぎあ　まだ　すぶあ　とんねぁな

「この柿は、まだ、渋がとれないな」

すぶえ ［形］ 渋い。［同］すぶぐれつら。［及 181］

【例】 ほんげ　すぶえ　つら　すんなや

「そんなに渋い顔をするなよ」

すぶえ 渋い。［及 28］

【例】 この　かぎあ　まだ　すぶえな

「この柿はまだ渋いな」

すふぐ [sɯ̈ɸɯ̈gɯ̈] ［名／ス他］ 修復。修理。［続 192］

【例】 おめぁの　ほの　きっだ　シャッツ　よごへ、すふぐしてくえっさげぁ

「お前の、その切れたシャツをよこしない、修復してやるから」

ずぶくぐり [dzɯ̈bɯ̈kɯ̈ŋɯ̈rï] ［動］ もぐる。水にもぐること。［及 181］

【例】 おめぁ　ずぶくぐり　でげっがや

「君、水にもぐれるかい」

ずぶっと [dzɯ̈bɯ̈tto] ［副］ ずぶりと。［続 192］

【例】 かだゆぎわだり　しったば　やっこえ　どご　あて　ずぶっと　ぬがたけ

「堅雪渡りをしていたら、軟らかい所があって、ずぶりとぬかったっけ」

すぶでー [sɯ̈bɯ̈de̝ː ] ［形］ しぶとい。［同］すぶどえ。［続 192］

【例】 いずまで　ごうじょ　はてんなだ、すぶでー　やろだ　ごど

「何時まで強情を張っているんだ、しぶとい野郎だこと」

ずぶでぇ [dzɯ̈bɯ̈de̝ː ] 図太い。しぶとい。［同］ずぶどえ。どぶどえ。どぶどこえ。［及 28］

【例】 こげぁた　ずぶてぇ　やづも　いねぁ　おんだ

「こんな図太い奴もいないもんだ」

ずふぶぎ [dzɯ̈ɸɯ̈bɯ̈gï] 地吹雪。地吹雪は、この地方では、山稜で吹くこともあるが、里では吹
かず、荘内地方で有名な吹雪である。［続 193］

すふろ 据え風呂。風呂。［及 50］

【例】 すふろ　わぇっだが

「風呂、沸いているかい」

ずぶん ［名］ 時分。時。頃。［及 181］

【例 1】えま　なんぼずぶん　だべ
「今、何時頃だろう」

【例 2】えまずぶんあ　〇〇まで　えたべは
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すべぁ

「今時分は、もう〇〇まで行ったろうよ」

【例 3】ねずぶんだぞは
「もう、寝時分だよ」

すべぁ [sɯ̈bɛ] 灰土。炭がまから出した炭の火を消すためにかぶせる、灰と土を混ぜたもの。［及
72］

ずへずがら [dzɯ̈hed̝zɯ̈ŋara] 時節柄。［続 193］

【例】 こういう　ずへずがらだおん、ぶらぐの　よさんも　けんやくすんべや

「こういう時節柄だから、部落の予算も倹約しようや」

ずへづ [dzɯ̈çed̝zɯ̈] ［名］ 時節。季節。［及 181］

【例】 はやぐ　あたこえ　ずへづん　ならねぁがな

「早く暖かい季節にならないかな」

すべらこ 雪の滑べり台。［及 104］

【例】 〇〇ちゃん　すべらこ　こしぇで　あすばねが

「〇〇ちゃん、雪の滑べり台を作って遊ばないか」

すべらこのり [sɯ̈ber̝akonorï] 雪の滑り台乗り。これは、雪で作った滑り台で、滑って遊ぶこ
とをいう。今はスキーで遊び、雪の滑り台で遊ぶ子供はいなくなった。［続 193］

すべりでぁー [sɯ̈ber̝ïⁿdɛː] 滑り台。［続 193］

【例】 わらしたずあ　すべりでぁずおの　まず　えぐ　すぎだ　おんだ

「子供らって、滑り台というものを、まぁよく好きなもんだ」

すほ [sɯ̈ho] 四方。［続 193］

【例】 わらび　とるたて　すほさ　まなぐ　くばて　とらねぁんねぁ　おんだ

「わらびを採るにしても、四方へ目を配って採らないといけないものだよ」

ずほ ［名］ うそ。［及 181］

【例】 まだ　ずほ　こえだな

「また、うそをついたな」

また、うそをつくことを、「こぐ」、「まげる」といい、この強調語に「ぶんぬぐ」がある。なお、う

そつきは、「ずほこぎ」といっている。

ずほこ [dzɯ̈hoko] 賭の真似ごと。子供の遊び。これは、本当の賭ごとではなく、賭の真似ごと
をいい、本当に賭をするのは、めんこなどで行い、実際にやり取りをし、これを「ほんこ」といっ

ている。［続 193］

すぽっと ［副］ すっぽり。［及 181］

【例】 ゆぎさ　すぽっと　んまてだけは

「雪にすっぽり埋まってしまっていたつけ」

すぽっと [sɯ̥̈potto] ［副］ すっぽり。［続 193］
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すまぶり

【例 1】すぽっと　かぶる
「すっぽり被る」

【例 2】すぽっと　つずむ
「すっぽり包む」

【例 3】すぽっと　ぬげる
「すっぽり抜ける」

すほでぁ [sɯ̈hoⁿdɛ] 仕放題。［続 193］

【例】 おめぁ　すほでぁの　ごど　したら、えの　しだずあ　なんずして　くらすや

「お前が仕放題のことをしたら、家の人達はどうして暮すの」

ずほまげる [dzɯ̈homager̝ɯ̈] 嘘を吐く。［同］ずほこぐ。［続 193］

【例】 ずほ　まげっどな　おにに　した　ぬがえっさげぁ　ずほ　まげらんねぁぞ

「嘘を吐くとね、鬼に舌を抜かれるから、嘘は吐かれないよ」

すまがらねぁ [sɯ̈magaranɛ] ［動］ もてあます。［及 182］

【例】 栗　すまがらねぁくれぁ　ひろた

「栗をもてあます程拾ったよ」

すまこ ［名］ 隅。［及 182］

【例】 本だば　ほの　すまこに　ある

「本なら、その隅にあるよ」

すますずる すまし汁。塩とか醤油で薄味をつけたお汁。［及 41］

【例】 なめこど、にわどりでも　へっで、すますずる　つぐれ

「なめこと鷄でも入れて、すまし汁を作りなさい」

すますもず [sɯ̈masɯ̈modzɯ̈] 雑煮。雑煮餅。［続 193］

【例】 これぁ　すますもず　すぎで　もず　つぐど　すますもずばり　くてんなだ

「これは、雑煮が好きで、餅を搗くと、雑煮餅ばかり食べているんだ」

すまねぁ [sɯ̈manɛ] ［連語］ 済まない。［続 194］

【例 1】ほんたごど　しておえで、ほれでぁ　すまねぁべ
「そんなことをしておいて、それでは済まないだろう」

【例 2】まだ　こっつの　ようずあ　すまねぁあだ
「まだ、こっちの用事が済まないんだよ」

すまびっき [sɯ̈mabïkkï] とのさまがえる。［続 194］

【例】 どから　きたべ、たなげの　そばに　すまびっきあ　いだじゅは

「何処から来たんだろう、池の側にとのさまがえるがいるよ」

すまぶり [sɯ̈mabɯ̈rï] 宴会などで最後まで居残った者。この語は、本来は、鳥の雛が巣立つ時、
最後に飛び立つものをいったが、それになぞらえて、酒宴で最後まで居残った者をいうようになっ
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すまへる

た。［続 194］

すまへる [sɯ̈maher̝ɯ̈] ［下一他］ 済ませる。［続 194］

【例 1】この　すごど　きょうじゅうん　すまへんべ
「この仕事は、今日中に済ませよう」

【例 2】これ　ぼこして　ほんたごど　すまへらんねぁべ
「これをこわして、そんなことで済ませられないだろう」

すまりゆぎ [sɯ̈marïjɯ̈gï] 締り雪。これは、吹雪などで圧雪されたり、気温が割に高くなった
時、積雪が締った状態になったものをいい、握りやすい雪である。［続 194］

ずまん [dzɯ̈maɴ] ［名／ス他］ 自慢。［続 194］

【例】 えぁずど　はなす　すてっど　すぐ　おわ　ずまんばり　すんなだ

「あいつと話をしていると、直ぐ自分の自慢ばかりするんだ」

ずみず [dzɯ̈mïdzɯ̈] ［名／ダナ］ 地道。［続 194］

【例】 ひゃくしょあ　ずみずだ　すごどだども　おれぁ　すぎだな

「百姓は、地道な仕事だが、私は好きだな」

すみずぐ [sɯ̈mïdzɯ̈gɯ̈] ［四自］ 凍り付く。［続 194］

【例】 あんまり　ひしぇる　おんだはげぁ　すいどうの　せん　すみずでしまたは

「余り冷えるものだから、水道の栓が凍り付いてしまったよ」

すみすぬ [sɯ̈mïsɯ̈nɯ̈] 凍死する。［続 194］

【例】 こんた　ひでぇ　ふぎの　ふぐ　ずぎ　やまさなの　えぐど　すみすぬんだはげぁ

「こんなひどい吹雪の吹く時山へなんか行くと、凍死するんだから」

すみだら 炭俵。［同］すみだづ。［及 64］

【例】 すみだらて　かやで　あだおのが

「炭俵って、かやで編んだものかい」

すみでぁごん [sɯ̈mïdɛgoɴ] 凍り大根。大根を氷らせ乾燥したもの。［及 42］

【例】 煮おのさ　すみでぁごんも　へでころ

「煮付ものに、凍り大根も入れて下さい」

また、凍り豆腐を「すみどうふ」といっている。

すみる ［動］ しみる。傷に薬などのしみること。［同］しもう。［及 182］

【例】 この　くそりあ　めっぽ　すみるな

「この薬は、めっぽうしみるね」

すめぁ [sɯ̈mɛ] ［名］ まぎわ。際。がけ。しな。［及 182］

【例 1】けぁりすめぁん　なてわすれおの　おもい出したなよ
「帰へるまぎわになって、忘れ物を思い出したんだよ」

【例 2】えぎしめぁん　〇〇の　えさ　これ　おえで　えてころ
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すも

「行きがけに〇〇の家に、これを置いていってくれ」

【例 3】けぁりすめぁん　よてころ
「帰へりしなに寄ってくれ」

すめぁー [sɯ̈mɛː] 仕舞。［続 195］

【例 1】きょうの　すごどあ　これで　おすめぁに　すんべ
「今日の仕事は、これでお仕舞にしよう」

【例 2】えぐべどもてぁったども　とうどう　ゆがず　ずめぁでぁったな
「行こうと思ったんだったが、とうとう行かず仕舞だったな」

すめくぐり [sɯ̈mek̝ɯ̈gɯ̈rï] 締め括り。［続 195］

【例】 そうだんも　まどまたはげぁ、これで　すめくぐりん　すんべ

「相談も纒まったから、これで締め括りにしよう」

すめす ［名］ 示し。［及 182］

【例】 ほんたごどで　すめすあ　つぐ　おんでねぁ

「そんなことで、示しがつくものじゃないよ」

すめすあへる [sɯ̈mes̝ɯ̈aher̝ɯ̈] ［下一他］ 示し合わせる。［続 195］

【例】 〇〇だ、すめすあへで　はんてぁする　おんだはげぁ、はなすあ　まどまらねぁがった

「〇〇達が、示し合わせて反対するものだから、話は纒まらなかった」

すめぽえ [sɯ̈mep̝oe]̝ ［形］ 湿っぽい。［同］すめっぽえ。［続 195］

【例】 この　シャッツあ　まだ　すめぽえはげぁ、ほして　おえでころ

「このシャツは、まだ湿っぽいから、干しておいてくれ」

すめらへる ［動］ 湿らす。［及 182］

【例】 海苔ずあ　すめらへる　おんでねぁ

「海苔というものは、湿らすもんじゃないよ」

すめりゆぎ [sɯ̈mer̝ïjɯ̈gï] 湿り雪。これは、割合気温の高い 12月や 3月頃に降る、湿り気の多
い雪をいう。［続 195］

すめる ［動］ 捕まえる。［及 182］

【例】 ほの　ちゃこ　すめっど　毛あ　ぬげんぞ

「その猫を捕まえると、毛が拔けるよ」

ずめん [dzɯ̈meɴ̝] 地面。［続 195］

【例】 とおりあめだ　おんだはげぁ　ほんとの　ずめんはんて　ぬっでねぁ

「通り雨なものだから、ほんの地面だけしか濡れていないよ」

すも ［名］ 下。下流。［及 182］

【例】 すもの　ほさ　ながっで　えたけは

「下の方に流れていってしまったつけ」
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すも

また、下方を「すもかだ」といっている。

すも [sɯ̈mo] 霜。［続 195］

【例】 さみどもたら、おもであ　いずめんの　すもだおん　さみはずだ

「寒いと思ったら、外はいちめんの霜だもの、寒い筈だよ」
〇

すも ［名］ 相撲。［及 182］

【例】 すも　みん　えご

「相撲を見に行こう」

すもざ ［名］ 下座。末座。［及 182］

【例】 ほっつあ　すもざだはげぁ　こっちゃ　ねまてころ

「そっちは、下座ですから、こっちへ座って下さい」

すもとり 相撲とり。相撲。［及 78］

【例】 おめぁ　すもとり　なたら　えんねぁが

「お前、相撲とりになったらいいじゃないか」

すもばすら [sɯ̈mobasɯ̈ra] 霜柱。［続 195］

【例】 そろそろ　ゆぎだなは、すもばすら　たずよん　なた　おん

「もうそろそろ雪だね、霜柱が立つようになったもの」

すもやげ [sɯ̈mojage]̝ 霜燒け。［続 195］

【例】 みずすごどばり　してる　おんだはげぁ、てさ　すもやげあ　でげだは

「水仕事ばかりしているものだから、手に霜燒けが出来てしまったよ」

すやす しやすい。［及 182］

【例】 ほれぁ　こげぁ　すっど　すやす　おんだ

「それは、こうするとしやすいものだよ」

この反対の語に、「すずれぁ―しにくい」がある。

ずゆーずぜぁー [dzɯ̈jɯ̈ːdzɯ̈ⁿdzɛː] ［名／ダナ］ 自由自在。［続 196］

【例】 くるまの　うんてんも　つかごろあ　なれで　ずゆーずぜぁーだは

「車の運転も、近頃は馴れて、もう自由自在だよ」

ずら ［名］ 房。［及 182］

【例】 ほの　ぶんど　しとずら　くんねぁが

「その葡萄を一房ください」

すらが [sɯ̈raŋa] 白髪。［続 196］

【例】 としょた　おんだ　あだま　すらがん　なて　まっすろだは

「年を取ったものだよ、頭は白髪になって、もう真っ白だよ」

すらがあだま [sɯ̈raŋaadama] 白髪頭。［同］すらがぼっけ。［続 196］

【例】 おれも　いずのまにが　すらがあだまん　なてしまたは
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すらぱつける

「私も、何時の間にか白髪頭になってしまったよ」

すらがべ [sɯ̈ragabe]̝ 白壁。［続 196］

【例】 せんそうちゅうあ　すらがべあ　めだずどて　くろぐ　ぬらへらっだおんだ

「戦爭中は、白壁は目立つといって、黒く塗らされたものだよ」

すらぐぼ [sɯ̈ragɯ̈bo] 白雲。頭の皮膚病。［続 196］

【例】 おめぁの　あだま　すらぐぼだな　かみのけあ　ぬげで　きた　おん

「お前の頭は、白雲だな、髪の毛が脱けてきたもの」

すらずすらず [sɯ̈raⁿdzɯ̈sɯ̈raⁿdzɯ̈] ［連語］ 知らず知らず。［続 196］

【例】 ひゃくしょも、おやずの　すんなみでで　すらずすらず　おべたあだ

「百姓も、親父のするのを見ていて、知らず知らず覚えたんだ」

すらずらあげ [sɯ̈raⁿdzɯ̈raage]̝ 白白明け。［続 196］

【例】 こねぁだ、〇〇さんさ　すらずらあげん　のぼて、ごれぁご　おがで　きた

「この間、〇〇山に白白明けに登って、ご来光を拜んできたよ」

すらずらす [sɯ̈raⁿdzɯ̈rasɯ̈] ［形］ 白白しい。［続 196］

【例】 めすだ　おへず　えぐ　すらずらすぐ　ゆえる　おんだ

「見え透いたお世辞を、よくも白白しく言えるもんだよ」

ずらっと ［副］ ずらりと。並らぶさま。［及 182］

【例】 消防手あ　ずらっと　並んだけ

「消防手が、ずらりと並んでいたつけ」

ずらっと ［名］ 知らん振り。［同］すらねぁふり。［及 183］

【例】 ずらっとして　へんずも　しねぁけ

「知らん振りして、返事もしなかった」

ずらっと [dzɯ̈ratto] 聞えていても返事をしないこと。［続 196］

【例】 つぁつぁ　よばてんのに　ずらっとしてる　ごどあ　あんめぁな

「お父さんが呼んでいるのに、返事もしないということはないじゃないか」

すらねぁつら [sɯ̈ranɛtsɯ̈ra] 知らん顔。［続 196］

【例】 ほんた　ずぎあ　すらねぁ　つら　してんな　いずばん　え　おんだ

「そんな時は、知らん顔をしているのが、一番いいもんだよ」

すらねぁふり [sɯ̈ranɛɸɯ̈rï] 知らん振り。［続 197］

【例】 おれぁ　よばたて、すらねぁ　ふりして、へんずも　しねぁ　おんだ

「私が呼んでも、知らん振りして、返事もしないもんだ」

すらぱつける [sɯ̈rapãtsɯ̥̈ker̝ɯ̈] 寒さのために、顔色が白くなること。お互いの話が合わず白
白しい気持になること。［続 197］

【例 1】ふぎん　ふがっで　さむくて　さむくて、つら　すらぱつけだは
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すらへ

「吹雪に吹かれて、寒くて寒くて顔が白くなってしまったよ」

【例 2】あんまり　きずごど　いう　おんだはげぁ　しらぱつけで　はなすん　ならね
「余りきついことをいうものだから、白白しい気持になって、話にならなくなってしまった

よ」

すらへ [sɯ̈raçe]̝ ［名］ 知らせ。死亡通知。［及 183］

【例 1】あれぁ　むすのすらへず　おんだべ
「あれが虫の知らせ、というものだろう」

【例 2】〇〇どさも　すらへ　やてころ
「〇〇にも、死亡の知らせをやってくれ」

すらべおの [sɯ̈rabeo̝no] 調べ物。［続 197］

【例】 えま　すらべおの　してで　えそがすくて　えがんねぁ

「今調べ物をしていて、忙しくて行けないよ」

すらへる [sɯ̈raher̝ɯ̈] ［下一他］ 知らせる。［続 197］

【例】 ずさまの　きじゅだおん、こどもだずさ　すらへで　ゆわぇぁこど　すんべ

「お爺さんの喜寿だから、子供達に知らせて、お祝いをしよう」

すらみ 虱。［及 91］

【例】 DDT　つかうよん　なてがら、すらみあ　いねぁぐ　なたなは
「DDTを使うようになってからは、虱はいなくなってしまったな」

すりえぁー [sɯ̈rïɛː] 知り合い。［続 197］

【例】 すりえぁーの　しとあ　にゅういんしたつけはげぁ　かだがて　くっどごだ

「知り合いの人が、入院したそうだから、見舞って来るところなんだ」

すりげぁる [sɯ̈rïgɛrɯ̈] ［下一他］ 摩り替える。［続 197］

【例】 おわ　しておえて　しとの　へん　すりげぁだて　だめだべや

「自分がしておいて、人の所爲に摩り替えたって駄目じゃないか」

すりすこみ [sɯ̈rïsɯ̥̈komï] 尻引っ込み。［同］すりひこみ。［続 197］

【例】 ほんげぁ　すりすこみしねぁで　この　やぐ　ひぎうげろ

「そんなに尻引っ込みしないで、この役を引き受けろよ」

ずりずり [dzɯ̈rïdzɯ̈rï] ［副］ じりじり。［続 197］

【例 1】うんどうかいで　ずりずり　こした
「運動会で、じりじり越した」

【例 2】きょうあ　ずりずり　あつがった
「今日はじりじり暑つかったね」

【例 3】はげぁくて　ずりずりしてくる
「歯痒くてじりじりしてくる」
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ずれ

する ［動］ 剃る。［及 183］

【例】 ひげでも　するんだ

「ひげでも剃りなさいよ」

するえ ［動］ される。やれる。［及 183］

【例】 ほれだば　おれだて　するえ

「それなら、俺だってやれる」

この語は、「さえる」とも使い、「さえっごったら―やれるなら」、「すっでぁ―やるよ」、「やっが―

やるか」などの使い方がある。

するす [sɯ̈rɯ̈sɯ̈] 摺り臼。挽き臼。これは、稲を挽いて籾殻をとったり、米などを摺って粉にし
たりするものをいう。［続 198］

するす [sɯ̈rɯ̈sɯ̈] 印。［続 198］

【例 1】これぁ　ほんとの　するすばりです
「これはほんの印ばかりです」

【例 2】あどさ　のごるよん　するす　けぁだ
「後に残るようにしるしを書いた」

【例 3】おおゆぎあ　ほうさぐの　するすだ
「大雪は豊作のしるしだよ」

【例 4】えぐなる　するすあ　めで　きた
「よくなるしるしが見えてきた」

ずるすけ [dzɯ̈rɯ̈sɯ̥̈ke]̝ 狡猾な者をいう。狡い奴。［続 198］

【例】 この　ずるすけあ　まだ　ほどげさまがら　おがす　ちょろまがして　えたな

「この狡い奴が、また仏さまからお菓子をちょろまかして行ったな」

するっと [sɯ̈rɯ̈tto] ［副］ するりと。［続 198］

【例】 ぬっだ　コップだおんだはげぁ　するっと　おどして　わてしまたなよは

「濡れたコップなものだから、するりと落として割ってしまったんだよ」

ずるっと [dzɯ̈rɯ̈tto] 始終。何時も。［同］いっつも。［続 198］

【例】 となりの　ばさまだば　ずるっと　おれぁえさ　あすびん　くんなだ

「隣りのお婆さんなら、始終うちへ遊びに来るんだ」

ずるばる ［動］ いざる。座ったまま進む。［及 281］

【例】 ほんげ　ずるばる　おんでねぁ

「そんなにいざるもんじゃないよ」

ずれ ［形］ 狡い。［及 183］

【例】 この　やろあ　ずれ　やろだ

「この野郎は、ずるい野郎だ」
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すれくせぁ

すれくせぁ [sɯ̈rek̝ɯ̥̈sɛ] すえくさい。［同］すえくせぁ。［及 29］

【例】 この　さがな　すれくせぁくて　かんねぁな

「この魚はすえくさくて食べられないね」

ずれってぁー [dzɯ̈ret̝tɛː] ［形］ 焦れったい。［続 198］

【例】 ずれってぁーごど、この　えそがす　ずぎ　まだ　けぁて　こねぁなが

「焦れったいこと、この忙しい時に、まだ帰って来ないのかい」

すれる ［動］ すえる。食べ物が腐ること。［及 42］

【例】 すれる　おのあ　冷蔵庫さ　へっで　おげよ

「すえる物は冷蔵庫に入れておきなさいよ」

ずろえ [dzɯ̈roe]̝ ［形］ 狡い。［同］ずれ。ずるえ。［続 198］

【例】 ずろえ　おんで　おわえの　たさばり　みず　かげんなだぜぁ

「狡いもので、自分のうちの田にばかり水を掛けるんだよ」

すろおの [sɯ̈roono] 代物。［続 198］

【例】 この　すろおのだば　きんねぁくて　だめだ、もと　きれんな　ねぁなが

「この代物なら、切れなくて駄目だよ、もっと切れるのはないのか」

ずろずろ [dzɯ̈rodzɯ̈ro] ［副］ じろじろ。［続 199］

【例】 しとの　つら　ほんげぁ　ずろずろ　みんなや　ないが　つっだなが

「人の顔を、そんなにじろじろ見るなよ、何か付いているのかい」

ずろっと [dzɯ̈rotto] ［副］ じろりと。［続 199］

【例】 なに　きにかねぁ　おんだが、しとの　つら　ずろっと　にらめる　おんだ

「何が気にくわないものなのか、人の顔をじろりと睨めるもんだ」

すろど [sɯ̈rodo] 素人。［続 199］

【例】 これだば　とでも　すろどの　つくた　おのどあ　おもわんねぁな

「これならとても素人の作ったものとは思われないな」

すろぽす [sɯ̈roposɯ̈] ［形］ 白っぽい。［続 199］

【例】 やまさ　えぐなだば、よごれっさげぁ、すろぽす　おのんねぁぐ　きて　えげよ

「山へ行くのなら、汚れるから、白っぽい物でなく着て行きなさいよ」

すろみづ ［名］ 研ぎ汁。米の研ぎ汁。［及 183］

【例】 すろみづあ　えっくん　ながへよ

「米の研ぎ汁は、よく流しなさいよ」

すわげ [sɯ̈wage]̝ 仕分け。［続 199］

【例】 いずばさ　だすなだはげぁ　えぇなど　わりな　すわげして　おげよ

「市場に出すんだから、いいのと悪いのを仕分けしておきなさいよ」

すわすわ ［副］ しずしず。しとやかなこと。［及 183］
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すんけたがり

【例】 むがさりん　ずぎ、嫁あ　すわすわど　出はて　来たけ

「結婚式の時、嫁さんが、しずしずと出て来たつけ」

ずわずわ [dzɯ̈wadzɯ̈wa] ［副］ じわじわ。［続 199］

【例 1】ほれ　にんなだば　ずわずわど　ずがん　かげで　にろよ
「それを煮るのなら、じわじわと時間をかけて煮るんだよ」

【例 2】いずのこめぁが　かねあ　ずわずわど　ねぁぐなる　おんだな
「何時の間にか、金がじわじわとなくなるもんだね」

すわた 据った。［及 183］

すわっだ 吸われた。［及 183］

すわぶぎ [sɯ̈wabɯ̈gï] しわぶき。［同］しゃぶぎ。［続 199］

【例】 ずさま　すわぶぎ　するな、かじぇでも　ひだあだべが

「お爺さんが、しわぶきをするね、風邪でも引いたんだろうか」

すわよへ [sɯ̈wajohe]̝ 皺寄せ。［続 199］

【例】 まずの　よさん　たんねぁぐなっど、ほの　すわよへあ　みな　ちょうみんさ　くんべ

「町の予算が足りなくなると、その皺寄せはみな町民にくるだろう」

すわる ［動］ 熟す。西瓜の熟すこと。［及 91］

【例】 この　せぇがん　まだ　すわらねぁな

「この西瓜はまだ熟さないな」

ずんぎ [dzɯ̈ɴŋï] ［名］ 遠慮。［及 183］

【例】 えっぺぁ　あんなだはげぁ　ずんぎしねぁで　もて　えてころ

「沢山あるんだから、遠慮しないで持っていって下さい」

ずんぎり [dzɯ̈ɴŋïrï] 刻煙草入れ。かますに同じ。［及 50］

ずんぐ [dzɯ̈ɴŋɯ̈] 上棟式。［続 199］

【例】 〇〇にずあ　おれぁえの　ずんぐだはげぁ　きてくんねぁが

「〇〇日は、うちの上棟式だから、来てくれませんか」

すんげぁー [sɯ̈ɴŋɛː] ［ナ名ノ］ 心外。［続 200］

【例】 あの　しとあ　あんたごど　するなて、すんげぁでぁったな

「あの人が、あんなことをするなんて、心外だったな」

すんけすず [sɯ̈ɴkes̝ɯ̈dzɯ̈] 神経質。［続 200］

【例】 〇〇さんだば、すんけすずだはげぁ、すこすの　ごど　きさかげんなだ

「〇〇さんなら、神経質だから、少しのことを気にかけるんだ」

すんけたがり [sɯ̈ɴket̝agarï] 精神異状。精神病。［及 15］

【例】 〇〇あ、すんけたがりん　なだど

「〇〇は、精神病にかかったそうだ」
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すんけつ

この語は、精神異状者にも使っている。

すんけつ 神経痛。［及 15］

【例】 としょたば　すんけつまで　おぎできたは

「年をとったら、神経痛までおきてきたよ」

ずんけん [dzɯ̈ɴkeɴ̝] 人造絹糸。人絹。［続 200］

【例】 ずんけんなて　やすぽえ　おの　えまだば　きる　しとあ　いねぁなは

「人絹なんて安っぽいものを、今ならもう着る人がいないね」

すんさず [sɯ̈ɴsadzɯ̈] ［名／ス他］ 診察。［続 200］

【例】 ぐえぁ　わりごったら、えしゃさ　えて、はえぁぐ　すんさずして　もらえ

「具合が悪いのなら、医者へ行って、早く診察してもらいなさい」

すんじぇる [sɯ̈ɴdʒɛrɯ̈] ［動］ あげる。進呈する。くれるの敬語。［及 183］

【例】 これ、あんださ　すんじぇあす

「これ、あなたにあげます」

すんしょもず [sɯ̈ɴʃomodzɯ̈] 身上持ち。［続 200］

【例】 としょたば、すんしょもず　やだぐ　なたはげぁ、むすこさ　ゆつたは

「年を取ったら、身上持ちが嫌になったから、もう息子に譲ってしまったよ」

すんずん [sɯ̈ɴⁿdzɯ̈ɴ] ［名／ス他］ 信心。［続 200］

【例】 としょりん　なっど、めっぽ　すんずんぶげぁぐなる　おんだな

「年寄りになると、滅法信心深くなるもんだね」

すんせぎ 親戚。親類。［及 6］

【例】 こねぁだ　大阪の　すんせぎの　しとあ　来たけ

「この間、大阪の親戚の人が来たつけ」

この語は「えっけ」、「えっけなが」、「おやぐ」、「おやぐまぎ」、「まきかだ」、「ながなが」、「まぎ」な

どの呼び方があり、また、「まぎ」、「まきかだ」は一族ということにも使っている。

ずんぞさま [dzɯ̈ɴⁿdzosama] 地蔵さま。［続 200］

【例】 きょうあ　ずんぞさまの　おどすこすだはげぁ、おめぁりして　きた

「今日は、地蔵さまのお年越しだから、お参りして来た」

ずんつー [dzɯ̈ɴtsɯ̈ː] 陣痛。［続 200］

【例】 ずんつーあ　はすまてきたおん、いよいよ　なすどごだべ

「陣痛が始まってきたから、いよいよ産むところだろうよ」

すんでぁ ［名］ 次第。［及 183］

【例】 あの　山あ　えぎすんでぁ　きづなだけ

「あの山は行き次第にきついんだつけ」

すんでぁ [sɯ̈ɴdɛ] ［名］ 身代。身上。財産。［及 281］
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すんぺぁ

【例】 こんだ　すんでぁ　息子さ　ゆったどは

「今度は、身代を息子にゆずってしまったそうだよ」

すんでぁ [sɯ̈ɴⁿdɛ] 次第。この語は、順次、段段といった意味にだけ使う語である。［続 200］

【例】 えぎすんでぁ

「行き次第に」

すんでん [sɯ̈ɴⁿdeɴ̝] ［副］ 既に。［続 200］

【例】 あぶらなべさ　ひん　へぁらっで　すんでん　かずん　なっどごでぁったや

「油鍋に火に入られて、既に火事になるところだったよ」

すんと ［副］ そっくり。［及 183］

【例】 すんと　あだらすな　たでるは

「そっくり新しいのを建ててしまうよ」

ずんと [dzɯ̈ɴto] ［副］ じぃんと。［続 201］

【例】 ほういう　やさす　ごど　ゆわえっど、うれすくて　むねさ　ずんと　くるな

「そういう優しいことをいわれると、嬉しくて胸にじぃんと来るね」

ずんとり ［名］ 陣取り。子供の遊び。［及 183］

【例】 〇〇さんも　ずんとり　すねぁが

「〇〇さんも、陣取りをしませんか」

ずんぬげる [dzɯ̈ɴnɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一自］ 図抜ける。［続 201］

【例】 はすりくれぁごだば　〇〇ちゃんが　ずんぬげで　はえぁな

「かけっこなら〇〇ちゃんが図抜けて早いね」

すんぶん ［名］ 新聞。［及 184］

【例】 すんぶん　とてねぁ　えも　あんぜぁ

「新聞をとってない家もあるよ」

すんぶんや 新聞配達。［及 78］

【例】 こんだ　すんぶんや　かわたな

「今度、新聞配達が代ったな」

すんぺ [sɯ̈ɴpe]̝ 梢。［及 91］

【例】 ほけちょあ　こぶすの　すんぺで　ねぁっだけ

「鴬がこぶしの梢でさえずっていたつけ」

すんべぁ [sɯ̈ɴbɛ] 芝居。［同］すばや。［続 201］

【例】 すんべぁ　かがるつけあ　みん　えぐべや

「芝居が掛かるそうだから、見に行こうや」

すんぺぁ [sɯ̈ɴpɛ] ［ナ名ノ／ス自他］ 心配。［続 201］

【例 1】ががつぁ　ぐえぁ　えぐねぁくて　すんぺぁだな
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すんへづ

「お母さんが具合悪くて心配だね」

【例 2】きっぷの　すんぺぁまでして　もらてな
「切符の心配までしてもらってね」

すんへづ [sɯ̈ɴçed̝zɯ̈] ［名］ 親切。［及 184］

【例】 おれぁえの　わらしたづあ　すんへづして　もらて

「うちの子供らが親切にして頂いて」

すんぼ [sɯ̈ɴbo] ［名／ス自］ 辛抱。［続 201］

【例】 わらしたずあ　えっちょめぁん　なるまで　すんぼすねぁんねぁべ

「子供らが一人前になるまで辛抱しないといけないだろう」

すんめぁ [sɯ̈ɴmɛ] ［名］ 新前。初心者。［及 184］

【例】 これぁまだ、まだ　すんめぁだおん

「こいつは、まだ新前なんですよ」

すんめす [sɯ̈ɴmes̝ɯ̈] おしめ。おむつ。［続 201］

【例】 この　わらすも　すんめすあ　とれるよん　なっど　らぐだどもな

「この子も、おしめが取れるようになると楽なんだがね」
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ぜぁあがり

　

—せ—

せ ［名］ じゃんけん。［及 184］

【例】 せして　かった　おのあ　とんべ

「じゃんけんして、勝った者が取ろうよ」

また、じゃんけんぽんを「せっせせ」という。

～せぁ [~sɛ] ［助詞］ さえ。［続 202］

【例 1】おめぁせぁ
「お前さえ」

【例 2】これせぁ
「これさえ」

【例 3】あめせぁ
「雨さえ」

【例 4】てんきせぁ
「天気さえ」

【例 5】こご　かりせぁ　すっど
「ここを刈りさえすれば」

せぁ ［とりたて助動］ さえ。［及 184］

【例】 てんきせぁ　えがったらな

「天気さえよかったらね」

せぁ [sɛ] おかず。お葉。［及 42］

【例】 がが、べんとの　せぁ　あげぁとどこ　へでころ

「お母さん、弁当のおかずに、鮭を入れて下さい」

ぜぁ ［間助］ よ。［及 184］

【例】 あめあ　ふて来たぜぁ

「雨が降って来たよ」

ぜぁ ［名］ ざい。在。在郷。田舍。［同］ぜぁご。［及 184］

【例】 あれぁ　ぜぁがら　来た　おんだな

「あいつは、在から来た者だな」

ぜぁあがり [dʒe̝ː agarï (dzɛ'aŋarï?)] 流水が溢れること。［及 104］
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せぁーぐ

【例】 ゆぎしろで　にわさまで　ぜぁあがりして　きたじゅ

「雪代（雪解け水）で、土間まで水が溢れて来たよ」

せぁーぐ [sɛːgɯ̈] ［名／ス自他］ 細工。［続 202］

【例 1】まだだびの　つるで　せぁーぐしたなも　ながなが　え　おんだな
「またたびの蔓で細工をしたのも、なかなかいいもんだな」

【例 2】おわ　つご　えぇよん　せぁーぐ　したあだべ
「自分の都合のいいように細工をしたんだろう」

せぁーご [sɛːŋo] 最後。［続 202］

【例 1】ずさまの　せぁーごあ　ねぶるよん　えて　でぁおおじょでぁった
「お爺さんの最後は、眠るように逝って、大往生だったよ」

【例 2】うんどうかいで、おれぁえんな　せぁーごだけ
「運動会で、うちの子は最後だったよ」

せぁーこー [sɛːkoː] 最高。［続 202］

【例】 おれぁえの　ざすぎがら　さがりの　もみず　みんな　せぁーこだな

「うちの座敷から、盛りの紅葉を見るのが最高だな」

ぜぁーごたろ [dzɛːŋotaro] 田舍者。［続 202］

【例】 おらだどご　ぜぁーごたろて　いうども　おらだ　つくた　こめ　くてんなだべや

「俺達を田舍者というが、俺達の作った米を食べているのだろうや」

せぁーころ [sɛːkoro] 賽子。［続 202］

【例】 にぃちゃん　すごろぐ　すっさげぁ　せぁーころ　だしてころや

「兄ちゃん、双六をするから、賽子を出してくれよ」

ぜぁーさん [dzɛːsaɴ] 財産。［続 202］

【例】 この　ぜぁーさん　おやゆずりだはげぁ　でぁずん　まぷて　えがねぁんねぁな

「この財産は、親譲りだから、大事に守っていかないといけないな」

ぜぁーさんか [dzɛːsaɴka] 財産家。［続 202］

【例】 こごらあだりで　ぜぁーさんかてゆえば、〇〇さん　えだべな

「ここらあたりで財産家といえば、〇〇さんの家だろうな」

せぁーしょ [sɛːʃo] 最初。［続 203］

【例】 ひゃくしょすごども　せぁーしょあ　くろしたども　こんだ　なれだは

「百姓仕事も、最初は苦労したが、今度はもう馴れてしまったよ」

ぜぁーすず [dzɛːsɯ̈dzɯ̈] 材質。［続 203］

【例】 ぜぁーすずの　やっこえ　きてゆえば、んだな、ほんぬ　ぎどが、かずらだべな

「材質の軟らかい木といえば、そうだな、朴の木とか、桂だろうな」

せぁーそぐ [sɛːsogɯ̈] ［名／ス他］ 催促。［続 203］

352



せぁずる

【例】 ちゅうもんした　しなおの　えぇでぁ　もて　くっずあねぁ　せぁーそぐしてみろ

「注文した品物を、なかなか持って来ないな、催促してみろよ」

せぁーちゅー [sɛːtʃɯ̈ː] 最中。［続 203］

【例】 えま　さずぎの　せぁーちゅーで、ねごのても　かりでぁくれぁ　えそがすなだ

「今田植えの最中で、猫の手も借りたいぐらい忙しいんだよ」

ぜぁーにん [dzɛːnïɴ] 罪人。［続 203］

【例】 ほんたごど　いうど　ぜぁにん　だすごどん　なんぞ

「そんなことをいうと、罪人を出すことになるよ」

せぁーばん [sɛːbaɴ] 裁判。［続 203］

【例】 とずの　きょうかいの　もんでぁ　こずっで、せぁーばんざだん　なたど

「土地の境界の問題がこじれて、裁判沙汰になったそうだ」

せぁーふもず [sɛːɸɯ̈modzɯ̈] 財布持ち。これは、一家の家計をやりくりしている人をいう。普
通は主婦がその役目を受け持っている。［続 203］

【例】 せぁーふもず　よめさ　ゆつたは

「財布持ちをもう嫁に譲ったよ」

せぁーもんかだり [sɛːmoɴkadarï] 祭文語り。［続 203］

【例】 おらだ　ちっちぇぁ　ずぎあ　せぁーもんかだりずあ　きた　おんでぁったな

「俺達の小さい時分には、祭文語りという者が来たものだったな」

ぜぁーりょ [dzɛːrjo] 材料。［続 203］

【例】 でんきやさんは、ぜぁーりょ　たんねぁどて、かえしゃさ　とりん　えた

「電気屋さんは、材料が足りないといって、会社に取りに行ったよ」

せぁーる [sɛːrɯ̈] ［下一自］ 冴える。［続 203］

【例 1】ほすあ　せぁーで　めるな
「星が冴えて見えるな」

【例 2】うでの　せぁーでる　しとだな
「腕の冴えている人だね」

【例 3】めあ　せぁーで　ねらんねぁ
「目が冴えて眠れないよ」

ぜぁごしゅ [dzɛŋoʃɯ̈] ［名］ 在郷衆。田舍者。［同］ぜぁごたろ。［及 184］

【例】 しとんどご　ぜぁごしゅだどて　ばがんして

「人を田舍者だって馬鹿にして」

せぁずる [sɛⁿdzɯ̈rɯ̈] ［動］ さえず

囀る。［及 91］

【例】 春ん　なっど　さまざまの　鳥こだあ　せぁずるよん　なんぞ

「春になると、さまざまの小鳥達がさえずるようになるよ」
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せぁふ

せぁふ [sɛɸɯ̈] 戝布。［同］ぱっく。［及 50］

【例】 えさ　えて、せぁふ　もて　くる

「うちへ行って、さいふを持って来ます」

ぜぁもぐ [dzɛmogɯ̈] 材木。丸太。［及 73］

【例】 〇〇でぁ　ぜぁもぐ　ぜぇぶん　あづべっだけな

「〇〇では、材木を隨分集めておったな」

せぁんしょ [sɛɴʃo] 山椒。当地に自生しているのは「いぬさんしょう」だけである。［及 91］

【例】 せぁしょて　におえあ　つえな

「さんしょうというのは、匂いが強いな」

せぁんずずあだま [sɛɴⁿdzɯ̈dzɯ̈adama] 才槌頭。［続 204］

【例】 あれぁまだ　せぁんずずあだまだ　おんだはげぁ　みんな　ばがん　すんなよ

「あいつは才槌頭なものだから、皆が馬鹿にするんだよ」

せぁんづづ [sɛɴdzɯ̈dzɯ̈] 金槌。［及 64］

【例】 こら、まだ　せぁんづづ　もて　えたな

「こら、また、金槌を持っていったな」

せぃす ［名］ 生死。［及 184］

【例】 まだ　せぃすも　わがらねぁど

「まだ、生死も分らないそうだ」

せぃず ［名］ 政治。［及 184］

【例】 国の　せぃずも　でぁずだな

「国の政治も大事だな」

せぃすん ［名］ 精神。［及 184］

【例】 でぁいづ　せぃすんが　んまぐねぁ

「第一、精神がよくない」

せぃずん ［名］ 成人。［及 184］

【例】 今日から　おめぁも　せぃずん　なたあだぞ

「今日から、お前も成人になったんだよ」

せーぜぁー [se̝ː ⁿdzɛː] ［名／ス自］ 製材。［続 204］

【例】 まるだの　まんまでぁ　つかわんねぁはげぁ　せーぜぁーして　もらわねぁんねぁな

「丸太のままでは使われないから、製材してもらわなければならないな」

せーぜぁーしょ [se̝ː ⁿdzɛːʃo] 製材所。［続 204］

【例】 はなす　しったはげぁ、せーぜぁーしょがら　ざいりょう　もらて　こえ

「話をしてあるから、製材所から材料を貰ってきてくれ」

せぇぜぇや [se̝ː ⁿdzɛja] 製材屋。［及 78］
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せる

【例】 〇〇あ　せぇぜぇや　してんなだど

「〇〇は製材屋をしているんだそうだ」

せぇでぁ [sed̝ɛ] ［名］ 盛大。［及 185］

【例】 〇〇さんの　むがさりあ　せぇでぁでぁったな

「〇〇さんの結婚式は盛大だったね」

ぜぇぶん [dzeb̝ɯ̈ɴ] ［副］ 隨分。［及 185］

【例】 これあ　ぜぇぶん　えぐ　でげだな

「これは、隨分よく出来たね」

せーめぁー [se̝ː mɛː] ［名／ス自］ 精米。［続 204］

【例】 せーめぁーすんなも、きっけぁで　するよん　なたはげぁ、らぐんなたな

「精米をするのも、機械でするようになったから、楽になったな」

せげぁー [seg̝ɛː] 世界。［続 204］

【例 1】せげぁーにあ　さまざまの　くにが　あるな
「世界にはさまざまの国があるね」

【例 2】しとの　せげぁー、どうぶつの　せげぁーも　あんぜぁ
「人の世界、動物の世界もあるよ」

せっけぁー [sek̝kɛː] 石灰。［続 204］

【例】 はだげあ　さんせいん　なたはげぁ、せっけぁー　まがねぁんねぁな

「畑が酸性になったから、石灰を撒かないといけないな」

せっせのせ [ses̝sen̝ose]̝ じゃんけんぽん。［続 204］

この語は、じゃんけんをする時の掛け声で、「せっせっせ」ともいった。また「じゃんけんをする」

ということを「せいする」ともいった。

ぜってぁ [dzet̝tɛ] ［名］ 絶対。［及 185］

【例】 ほれだば　ぜってぁ　だめだ

「それなら、絶対に駄目だよ」

せぼ ［名］ 歳暮。お歳暮。［同］へぼ。おへぼ。［及 185］

【例】 おせぼの　おげぁす　すねぁんねぁな

「お歳暮のお返えしをしないといけないな」

せる [ser̝ɯ̈] ［上一自］ 出来る。やれる。［同］さえる。［続 204］

【例】 ほんたごど　おれだて　せる

「そんなこと、僕だって出来るよ」
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そ

　

—そ—

そ ［副］ そう。［及 185］

【例】 んであ　そしてくだせぁ

「では、そうして下さい」

また、この語は、「そへば―そうすれば」、「そすっど―そうすると」などの使い方をしている。

～ぞ [~ⁿdzo] 蔵。［続 205］

【例 1】ずんぞさま
「地蔵さま」

【例 2】どぞ
「土蔵」

【例 3】とみぞ
「富蔵」

【例 4】ますぞ
「増蔵」

【例 5】やすぞ
「安蔵」

そい ［名］ 相違。［及 185］

【例】 これ　ちょしたな　〇〇に　そいあんめぁ

「これをいじったのは、〇〇に相違ないだろう」

ぞうさねぁ [dzoːsanɛ] ［連語］ 造作ない。簡単だ。［同］じょうさねぁ。［及 173］

そうすぎ [soːsɯ̈gï] ［名］ 葬式。［同］だみ。だみだし。［及 185］

【例】 今日あ　〇〇の　そうすぎだど

「今日は、〇〇の葬式だそうだ」

ぞうみず [dzoːmïⁿdzɯ̈] 馬糧。米のとぎ汁に野菜の屑などを入れた、牛馬の飼料。［及 73］

【例】 んまの　おげさ　ぞうみず　へで　こえ

「かいば桶に、飼料を入れてきなさい」

この飼料を「んまのおの」といっている。

ぞうよ ［名］ 雑費。諸経費。家庭の雑費。［同］ぞよう。おがぞよ。［及 185］

【例】 近頃あ、むがさりだ、ほうずだて　ぞうよなのばり　かがて

356



そーでぁー

「近頃は、結婚式だ、法事だと、雑費なんかばかりかかってね」

そえおの [soeo̝no] 添え物。［続 206］

【例】 こうでんばりんねぁぐ、おがすが　ないが　そえおの　もて　えげよ

「香典ばかりでなく、お菓子か何か添え物を持って行きなさいよ」

そえず [soed̝zɯ̈] ［代］ そいつ。それ。［同］ほえず。ほれ。［続 206］

【例 1】そえずどさも　くえろ
「そいつにもくれなさい」

【例 2】そえずあ　おれぁなだ
「そいつは僕のだよ」

そーじゅ [soːdʒɯ̈] 燒酎。［同］しょうじゅ。しょうじゅう。そじゅう。そうじゅう。［続 205］

【例】 おなごしたずも　そーじゅ　のむ　しとあ　ふえだな

「女達も燒酎を飲む人が増えたね」

ぞーすまま [dzoːsɯ̈mama] 雑炊。［同］ぞうす。［続 205］

【例】 はらぐえぁ　えぐねぁごったら、ぞーすままでも　てぁでけっが

「腹具合が悪いなら、雑炊でも炊いてあげようか」

そーずめぁー [soːⁿdzɯ̈mɛː] 総仕舞。［続 205］

【例】 こめも　きょうしゅずしたし、これで　ひゃくしょすごどあ　そーずめぁーだな

「米も供出したし、これで百姓仕事は総仕舞だな」

ぞーせぁする [dzoːsɛsɯ̈rɯ̈] ［四他］ 侮る。［続 205］

【例】 たいふあ　くるつけあ　ぞーせぁすねぁで　みまわて　ようずんすろよ

「台風が来るそうだが、侮らないで、見回って要心しろよ」

そーぞーす [soːⁿdzoːsɯ̈] ［形］ 騒騒しい。［続 205］

【例】 わらしたずあ　そーぞーすくて、テレビの　おども　きげねぁ

「子供らが騒騒しくて、テレビの音も聞こえないよ」

そーつ [soːtsɯ̈] ［名／ス他］ 装置。［続 205］

【例】 だんぼうそーつあ　ふるすぐ　なたはげぁ、あだらすな　かうべ

「暖房装置が古くなったから、新しいのを買おう」

ぞーつぐ [dzoːtsɯ̈gɯ̈] ［名／ス他］ 増築。［続 206］

【例】 かねぁ　ふえだはげぁ　ぞーつぐしねぁど　へべぁぐ　なたは

「家内が増えたから、増築しないと、もう狭くなってしまったよ」

そーてぁー [soːtɛː] 総体。［続 206］

【例】 えぐねぁ　どごも　あんども　こどすの　いなさぐあ　そーてぁーでぁ　じょうさぐだな

「悪い所もあるが、今年の稲作は、総体では上作だな」

そーでぁー [soːⁿdɛː] 総代。［続 206］
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そーど

【例】 おれぁえの　〇〇あ、そずぎょうへの　そーでぁーで、とうず　よむつけな

「うちの〇〇は、卒業生の総代で、答辞を読むそうだよ」

そーど [soːⁿdo] ［名／ス自］ 騒動。［続 206］

【例】 ちょうちょあ　わいろ　もらたどて　ぎかいあ　てぁへんだ　そーどだけど

「町長が賄賂を貰ったというので、議会は大変な騒動だったそうだ」

そーほ [soːho] 双方。［続 206］

【例】 それぞれ　そーほに　ゆいぶん　あんべはげぁ、まず　ほれ　きぐべ

「それぞれ双方に言い方があるだろうから、まずそれを聞こう」

ぞーみ [dzoːmï] がまずみ。これは、落葉低木で、夏に小さい白い花を集団で咲かせ、秋に実が熟
すと、甘ずっぱくなり、子供の頃よく食べたものである。［続 206］

そがぎ [soŋagï] 雪囲い。［続 206］

【例】 ゆぎも　ふてきそだす、そろそろ　そがぎ　しねぁんねぁなは

「雪も降ってきそうだし、もうそろそろ雪囲いをしないといけないな」

そぐい ［名］
そ く い

飯糊。続飯。飯をねって作った糊。［及 185］

【例】 いだ　くつげるにあ　そぐいあ　いづばん　え　おんだ

「板をくつつけるには、飯糊が一番いいもんだよ」

そくっと ［副］ そっくり。［同］ぞくっと。そっくら。ぞっくら。［及 185］

【例】 ほの　にもつ　そくっと　もて　きてころ

「その荷物をそっくり持って来てくれ」

ぞくっと ［副］ ぞくぞく。寒気のすること。［及 186］

【例 1】かじぇでも　ひだべが　からだ　ぞくっとする
「風邪でも引いたんだろうか、体がぞくぞくするよ」

【例 2】おかねぁくて　ぞくっとしたけ
「恐しくて、ぞくぞくしたつけ」

ぞくっと [dzokɯ̈tto] ［副］ 一斉に。この語は、作物の発芽についてのみいう。［同］ぞっくら。

ぞっくり。［続 207］

【例】 ぞくっと　め　だした

「一斉に芽を出した」

そぐねる [sogɯ̈ner̝ɯ̈] ［動］ 束ねる。［及 186］

【例】 この　わら　そぐねで　おげ

「この藁を束ねておけよ」

そぐねる [sogɯ̈ner̝ɯ̈] ［動］ ねる。ご飯糊を練ること。［及 186］

【例】 えま　そぐねっだ

「今練っています」
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そそくれ

そぐねる [sogɯ̈ner̝ɯ̈] ［動］ そこねる。損ずる。駄目にする。［及 186］

【例】 手あらぐ　あづがうど　そぐねる　おんだ

「手荒く扱うとそこねるものだよ」

そげぁた ［形／連体］ そんな。［及 186］

【例】 そげぁたごど　おら　すらねぁ

「そんなことは、私は知らないよ」

そげる [soŋer̝ɯ̈] 斜めに割れたり切れたりすること。これは、真っ直ぐに割ったり、切ったりし
ようとした物が、斜めに割れたり、切れたりすることをいう。［続 207］

そご ［代］ 其所。［同］ほご。［及 186］

【例】 にもつ　そごさ　おえでころ

「荷物はそこへ置いてくれ」

また、そこに、そこへ、ということを「そさ」、「ほさ」といっている。

そごなで [sogonaⁿde]̝ 底雪崩。低雪雪崩。これは、地表が表われるようなつき方をする雪崩をい
い、多くは 3月頃に起き、つく場所も決っている。この斜面を「なでつぎびら（及位の方言 105P）」
といっている。［続 207］

そずぎょーへ [sodzɯ̈ŋjoːhe]̝ 卒業生。［続 207］

【例】 おらほの　がっこでぁ　こどすの　そずぎょーへあ　じゅうごにんはんていねぁ

「うちの学校では、今年の卒業生は、15人しかいないよ」

そすず [sosɯ̈dzɯ̈] 素質。［続 207］

【例】 これぁまだ、てさぎあ　きよだはげぁ　もの　つぐる　そすずあ　あるな

「こいつは、手先が器用だから、物を作る素質があるな」

そずる ［自］ 損ずる。いたむ。［及 186］

【例】 山さ　えぐ　ずぎあ　そずるはげぁ　えぐねぁ　ズック　へぁで　えげ

「山へ行く時は、損ずるから、悪いズック靴をはいて行きなさい」

この語は、「（他）そだす―いためる。悪くする」という使い方もしている。

そそ [soso] ［名／ス自］ 粗相。［続 207］

【例 1】ほんげぁ　そそんねぁぐ　もと　てぃねん　ふげ
「そんなに粗相でなく、もっと丁寧に拭きなさい」

【例 2】わだすの　そそで　ぶじょほしあした
「私の粗相で失礼しました」

そそかす [sosokasɯ̈] ［形］ そそっかしい。［続 207］

【例】 ほんた　そそかすごど　したたて　そうず　したでぁん　ならねぁ

「そんなそそっかしいことをしたって、掃除をしたことにならないよ」

そそくれ [sosokɯ̈re]̝ 逆さ爪。［続 207］
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そそけだず

【例】 そそくれあ　でげで、いでぁくて　ばんそうこ　はったなよ

「逆さ爪が出来て、痛くて絆創膏を張っているんだよ」

そそけだず [sosoke̝n dadzɯ̈] ［四自］ そうけだつ。［同］そそけあたず。［続 207］

【例】 おれぁ　へび　みっど　きびわりくて　そそけだずなよ

「私は蛇を見ると、気味が悪くて、そうけだつんだよ」

～そだ [~soⁿda] そうだ。この語は、副詞以外に使う。［続 205］

【例 1】わげあ　ありそだ
「訳がありそうだ」

【例 2】ごしゃがれそだ
「叱られそうだ」

【例 3】きあ　つよそだ
「気が強そうだ」

【例 4】あめあ　ふりそだ
「雨が降りそうだ」

そだす [soⁿdasɯ̈] 駄目にする。こわす。［続 208］

【例 1】この　ちょうめん　わらしたずに　いだずらがぎさっで　そださっだは
「この帳面を子供らにいたずら書きされて、駄目にされてしまったよ」

【例 2】ざる　あすびどんぐん　して　そださっだは
「 を遊び道具にして、こわされてしまったよ」

そっくりげぁる [sokkɯ̈rïgɛrɯ̈] ［動］ そっくり返える。［及 186］

【例】 ほんげぁ　そっくりげぁんなや

「そんなにそっくり返えるなよ」

そっけねぁ [sokken̝ɛ] ［形］ そっけない。［同］そっぺぁねぁ。［続 208］

【例 1】へっかぐ　きてくっだなさ　おじゃも　ださねぁで　そっけねぁがったな
「折角来てくれたのに、お茶も出さないで、そっけなかったね」

【例 2】この　つけおのあ　ししょあずあ　たんねぁくて　そっけねぁな
「この漬け物は、塩味が足りなくて、そっけないね」

そっぺぁねぁ [soppɛnɛ] ［形］ そっけない。あっけない。［及 186］

【例 1】おぢゃも　出さねぁで　そっぺぁねぁがったな
「お茶も出さないで、そっけないことでした」

【例 2】そっぺぁねぁぐ　なぐなてしまたな
「あつけなくなくなってしまったな」

そどみそ [sodomïso] 意気地なし。（内弁慶）この地区では、「うずべんけい　そどみそ」といっ
ており、家の中でばかり強がって、外では意気地のないことをいう。［続 208］

そねぁー [sonɛː] 備え。供え。［続 208］
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そらおそろす

【例 1】おれぁえでも　しょうかきの　そねぁーは　あんぜぁ
「うちにも、消火器の備えはあるよ」

【例 2】ずんぞさまさ　おそねぁ　もて　えがねぁんねぁな
「地蔵さまに、お供えを持って行かないといけないな」

そねぁーおの [sonɛːono] 供え物。［続 208］

【例】 きょうあ　ずさまの　めいにずだおん、ないが　そねぁおの　あげで　おがむべ

「今日は、お爺さんの命日だから、何か供え物を上げて拝もう」

そねぁーずげる [sonɛːdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 備え付ける。［続 208］

【例】 こんだ　ステレオ　そねぁーずげんなか、さまざま　かて　くんなじゅは

「今度は、ステレオを備え付けるのかい、もうさまざま買って来るなよ」

そ
〇

ねぁる [sonɛrɯ̈] ［動］ 供える。［及 186］

【例】 はづおのだ　ほどげさまさ　そねぁんべ

「初物だから、仏さまに供えよう」

そ
〇

ねぁる [sonɛrɯ̈] ［動］ 備える。［及 186］

【例】 消火器あ　必らず　そねぁる　おんだ

「消火器は、必らず備えるもんだ」

そべぁーらへる [sobɛːraher̝ɯ̈] ［四他］ 甘やかす。［続 208］

【例】 どうも　ずさまど　ばさま、わらしたず　そべぁらへで　こまた　おんだ

「どうも、爺さんと婆さんは、子供らを甘やかして困ったもんだよ」

そべぁる [sobɛrɯ̈] ［動］ 甘える。［及 186］

【例】 この　わらすあ　そべぁでばりいる　おんだ

「この子は、甘えてばかりいるもんだ」

そぺっと [sopet̝to] ［副］ あっさり。［続 208］

【例】 ないだや　この　におのあ　そぺっとして　ししょけも　あまけも　ねぁぞ

「なんだい、この煮物は、あっさりして塩気も甘味もないよ」

そめおの [someo̝no] 染め物。［続 209］

【例】 そめやさ　だした　そめおのあ　でげだべはげぁ　えて　みでこえ

「染屋に出した染物が出来たろうから、行ってみてきてくれ」

そゆた ［連語］ そんな。［同］そゆんた。ほゆた。ほゆんた。［及 187］

【例】 そゆた　はなすずあ　ねぁべや

「そんな話ってないだろうや」

そらおそろす [soraosorosɯ̈] ［形］ 空恐ろしい。［続 209］

【例】 さずずんみすいだなて　えぐ　ほんた　そらおそろす　ごど　する　おんだな

「殺人未遂だなんて、よくそんな空恐ろしいことをするものだね」
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そらおべ

そらおべ [soraobe]̝ ［名／ス他］ 暗記。［続 209］

【例】 ないだて　この　おぼごあ　この　ほん　みな　そらおべした　おんだ

「まぁ、この子は、この本をみんな暗記したもんだ」

そらで 腕や手の筋肉硬直。［及 15］

【例】 そらでで、手　つかわんねぁぐ　なたは

「筋肉硬直で、手が使えなくなってしまったよ」

～そらねぁ [~soranɛ] 気がしない。［続 209］

【例 1】いぎだ　そらねぁ
「生きた気がしない」

【例 2】くた　そらねぁ
「食った気がしない」

【例 3】のだ　そらねぁ
「飲んだ気がしない」

そらもよ [soramojo] 空模様。［続 209］

【例】 ないだが　そらもよあ　ほんとんねぁな　しとあめ　くるんねぁべが

「なんだか空模様が本当じゃないな、ひと雨来るじゃないだろうか」

そらよみ [sorajomï] ［名／ス他］ 暗唱。［続 209］

【例】 おめぁ　ほの　ほん　そらよみへんなが、もうえっぺん　よでみろや

「お前はその本を暗唱されるのか、もう一度読んでみろよ」

そろっと [sorotto] ［副］ そろりと。［続 209］

【例】 えぇが　はなよめてな　そろっと　ありぐよんする　おんだぞ

「いいかい、花嫁ってね、そろりと歩くようにするものだよ」

ぞろっと [dzorotto] ［副］ ぞろりと。［続 209］

【例 1】てぎの　ツームも　つよえな　ぞろっと　そろったぞ
「敵のチームも、強いのが、ぞろりと揃っているよ」

【例 2】はなよめあ　ぞろっとした　えしょ　きて　きたけ
「花嫁が、ぞろりとした衣装を着てきたっけ」

ぞろもろ ［副］ ぞろぞろ。［及 187］

【例】 かんぐらましさ　わらしたづあ　ぞろもろ　どつで　ありぐけ

「獅子舞いに、子供らがぞろぞろついて歩いていたつけ」

ぞんぜぁ [dzoɴdzɛ] ［形］ ぞんざい。粗末。［及 187］

【例】 物ずあ　ぞんぜぁに　あづがう　おんでねぁ

「物は、ぞんざいに扱うものじゃないよ」

ぞんぜぁ [dzoɴdzɛ] ぞんざい。［及 29］
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そんま

【例】 物ずあ　ぞんぜぁに　あづがう　おんでねぁ

「物はぞんざいに扱うもんじゃないよ」

そんま ［副］ 間もなく。じきに。［同］ずぎ。［及 187］

【例】 つぁつぁ　そんま　けぁて　来る　頃だなは

「お父さんは、もう間もなく帰へって来る頃だな」
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だ

　

—た—

だ [da] ［連語］ いた。［及 187］

【例】 ゆぎあ　ふてだけ

「雪が降っていたつけ」

だ [da] ［助動］ た。な。［及 187］

【例 1】きのご　みつけだ
「きのこを見つけた」

【例 2】きれだ　花だな
「きれいな花だな」

だ [da] ［動］ いる。［及 187］

【例】 えま　むごさ　えてだ

「今、向うへ行っている」

～だ [~da] ～達。～ども。～ら。複数を現わす語。［及・続 187・210］

【例 1】おめぁだ
「お前達。君達」

【例 2】おらだ
「俺達。私達。僕達」

【例 3】としょりだ
「年寄り達。老人達」

【例 4】わげぁおのだ
「若者達」

【例 5】とりこだ
「小鳥達」

【例 6】いぎおのだ
「生き物達」

【例 7】けだおのだ
「獣達」

たぁだ [taːⁿda] ［名］ ［強調］ ただ。ただの強調語。「あ」は詠嘆が含まれ、普通の「ただ」よ

り強い意を持つ。［及 187］
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たおれる

【例 1】たあだ　だまさっだ
「ただ騙まされた」

【例 2】たぁだ　ねげらっだ
「ただ逃げられた」

たいぐ [taeŋ̝ɯ̈] ［名］ 待遇。歓待。［及 187］

【例】 〇〇さんの　えであ　たいした　たいぐしてくっだけ

「〇〇さんの家では、大変待遇してくれたつけ」

だいしんせぁー [daïsïɴsɛː] 大震災。［続 210］

【例】 とうきょうの　だいしんせぁーみでぁだ　ずすんにあ　あいでぁぐねぁな

「東京の大震災のような地震には、会いたくないね」

たいへず [taïhed̝zɯ̈] ［ダナ］ 大切。［同］てぁへず。［続 210］

【例】 〇〇ちゃんは　おにんぎょさん　たいへずんしてんなだ

「〇〇ちゃんは、お人形さんを大切にしているんだ」

たいめぁー [taïmɛː] 大枚。大金。［続 210］

【例】 あの　とごのまの　おぎおのあ　たいめぁー　だして　かて　きたあだぞ

「あの床の間の置き物は、大枚を出して買ってきたんだよ」

たいわんぱげ [taïwaɴpaŋe]̝ たいわん坊主。禿頭病。［及 16］

【例】 あだま　つるっと　禿げだなだば　たいわんぱげず　おんだ

「頭のつるりと禿げたのなら、たいわん坊子というものだよ」

たえかぐ 体格。［及 16］

【例】 おめぁ　ええ　たえかぐ　してるな

「お前、いい体格をしているね」

また、体の大きいことを「らってぁおっき」といっている。

たえる ［動］ たれる。する。大小便をたれること。［及 187］

【例】 ほんたどさ　しょべ　たえる　おんでねぁ

「そんな所に小便をたれるもんじゃないよ」

たおす [taosɯ̈] 古い着物などを他のものに作り替えること。［続 210］

【例】 この　きおのあ　ふるすぐ　なたはげぁ　たおして　ふるすぎ　つぐんべ

「この着物は古くなったから、作り替えして、風呂敷を作ろう」

なお、この語は、何かを倒す意味では使わず、この時は「もけぁす」という。

たおれる [taorer̝ɯ̈] ［下一自］ あぶれる。仕事にあぶれること。［続 210］

【例 1】きょうあ　すごどあ　ねぁていうなで　たおっでしまたは
「今日は仕事がないというので、あぶれてしまったよ」

【例 2】やまさ　えたども、とる　あおおのあ　なにも　ねぁくて、たおっできた
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たがあし

「山へ行ったが、採る山菜が何もなくて、あぶれて来た」

たがあし [tagaasï] 竹馬。［同］たがっち。［及 65］

【例】 つぁつぁに　たがあし　こしぇで　もらた

「お父さんに、竹馬を作ってもらったよ」

たがえびぎ [tagaeb̝ïgï] 高鼾。［続 210］

【例】 〇〇あ　よっぱらて、たがえびぎけぁで　ねでしまたは

「〇〇は、醉っ払って、もう高鼾をかいて寝てしまったよ」

たがぐ [taŋagɯ̈] ［動］ 持つ。［及 187］

【例】 べんと　たがぐな　忘れんなよ

「弁当持つのを忘れるなよ」

たがじょう [tagadʒoː] 地下足袋。［及 58］

【例】 おれぁ　たがじょう　どさ　やたべ

「私の地下足袋を何所へやったろう」

だがすか [daŋasɯ̥̈ka] 一目散。高い音。［続 210］

【例 1】さがばっだ　おんだはげぁ、だがすか　ねげで　えたけは
「叫けばれたものだから、一目散に逃げて行ってしまったっけ」

【例 2】だがすか　ゆわへで、なに　あばっでんなだ
「高い音をたてて、なんで暴れているんだ」

たがちか [tagac(j)ïk̥a] ちからかげろう。ちからかげろう科の水棲昆虫で、幼虫は沼、湿地の水
たまりや田などに棲み、成虫、幼虫、共に釣りの餌になる。［及 91］

たがつけぁ [tagatsɯ̥̈kɛ] 鷹匠。たか狩り。［続 211］

【例 1】たがつけぁも　えまだば　いねぁは
「たかじょうも、今はもういないね」

【例 2】きょうあ　たがつけぁでも　えぐべ
「今日は、たか狩でも行こう」

たがで [tagade]̝ 高所。高い所。［及 104］

【例】 たがでさ　のぼて、村　みんべや

「高い所に登って、村を見ようよ」

たがぴしゃ [tagapïʃ̥a] ［ダナ］ 高飛車。［続 211］

【例】 あだまがら　たがぴしゃ　あずげねぁで　えっくん　おへでやれ

「頭から高飛車をあびせないで、よく敎えてやりなさい」

たがや [taŋaja] 桶屋。［続 211］

【例】 たがやさ　えたら、つけおの　つける　え　あんべぁの　こが　あるんねぁべが

「桶屋へ行ったら、漬け物を漬ける適当の桶があるんじゃないだろうか」
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たぐます

たがらおの [tagaraono] ［名］ 宝物。馬鹿者。［及 188］

【例 1】これぁ　おれぁえの　たがらおのだ
「これは、うちの宝物なんです」

【例 2】これだは、ええ　たがらおのだ
「こいつは、いい馬鹿者だよ」

だがる [dagarɯ̈] 抱かれる。［続 211］

【例】 ずさま　めんごがる　おんだはげぁ　すぐ　ずさまさ　だがんなだ

「爺さんが可愛がるものだから、直ぐ爺さんに抱かれるんだ」

たがわれぁ [tagawarɛ] 高笑い。［続 211］

【例】 おなごあ　ほんた　たがわれぁなの　しねぁで、もと　しとやがん　してる　おんだ

「女はそんな高笑いなんかしないで、もっとしとやかにしているものだ」

だぎあへ [dagïaçe]̝ ［名］ 抱き合わせ。［及 188］

【例】 これぁ　だぎあへんねぁど　うらねぁなが

「これは、抱き合わせでないと、売らないのかい」

たぎおの [tagïono] ［名］ 焚きもの。薪。［及 188］

【例】 たぎおのあ　ねぁぐなたな

「焚き物がなくなったね」

たぎつり [tagïtsɯ̈rï] 燃えさし。［続 211］

【例】 けぷてぁくて　だめだはげぁ、たぎつり　さっくべでやれ

「煙くていけないから、燃えさしを差しくべてやれよ」

たぐあづげぁ [tagɯ̈adzɯ̈gɛ] ［名］ 宅扱い。［及 188］

【例】 これ　たぐあづげぁで　たのむ

「これ、宅扱いで賴みます」

たぐあでぁ [tagɯ̈adɛ] ［名］ 高価。値が高い。［及 188］

【例】 なんだて　こんげぁ　たぐあでぁだ　おの　もらてな

「まあ、こんなに高い物を頂いてね」

たくさだ たくさんだ。十分だ。もういい。［及 188］

【例】 あどあ　たくさだは

「あとはもうたくさんです」

たぐづぐ [taŋɯ̈dzɯ̈gɯ̈] ［動］ すがりつく。すがる。［及 188］

【例】 そであ　きれっさげぁ　ほんげぁ　たぐづぐなや

「袖が切れるから、そんなにすがりつくなよ」

たぐます [tagɯ̈masɯ̈] ［形］ 逞しい。［続 211］

【例 1】たぐます　からだん　なた　おんだ
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たぐらんけ

「逞しい体になったもんだよ」

【例 2】くうなも　たぐますな
「食うのも逞しいな」

たぐらんけ [tagɯ̈raɴke]̝ 馬鹿者。悪態のことば。［続 211］

【例】 この　たぐらんけあ　ない　して　けずがんなだ、まず　はえぁぐ　ほれ　すろは

「この馬鹿者が、何をしてけつかるんだ、まず早くそれをしてしまえよ」

たぐる [tagɯ̈rɯ̈] ［動］ たくしあげる。まくる。［及 188］

【例】 すっそ　たぐらねぁど　ぬれんぞ

「裾をたくしあげないと、濡れるよ」

たぐわぇぁ [tagɯ̈wɛ] 蓄え。［続 211］

【例】 わらしたずの　きょういぐあ　あっさげぁ　えっしょけめ　たぐわぇぁねぁんねぁ

「子供らの敎育があるから、一生懸命蓄えなければならないんだ」

たぐわぇぁる [tagɯ̈wɛrɯ̈] ［下一他］ 蓄える。［続 212］

【例】 ろうごの　ためん、おらだも　すこす　たぐわぇぁる　ごどん　すんべ

「老後のために、俺達も少し蓄えることにしよう」

～たけ（だけ） [~take(̝dake)̝] たっけ。だっけ。［続 212］

【例 1】えたけ
「行ったっけ」

【例 2】かたけ
「買ったっけ」

【例 3】ゆたけ
「言ったっけ」

【例 4】ねごだけ
「猫だっけ」

【例 5】まずっだけ
「待ってたっけ」

たげぁ [tagɛ] 高い。［及 29］

【例 1】あの山　たげぁな
「あの山は高いな」

【例 2】物価も　たげぁぐ　なたな
「物価も高くなったね」

【例 3】べごの　値段も　たげぁひぎ　あて、おづづがねぁな
「牛の値段も、高低があって、落ちつかないね」

たげぁーつげぁー [taŋɛːtsɯ̈ŋɛː] ［ダナ］ 互い違い。［続 212］

【例】 はげご　あむ　ずぎあ　つる　たげぁーつげぁーん　あむ　おんだ
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だしかじぇ

「はけごを編む時は、蔓を互い違いに編むものだよ」

たげあただねぁ どうしようもない。おつつかない。致し方がない。［及 188］

【例 1】いづつかんも　めぁん　えたあだお　えまから　ぼかげだて　たげあただねぁなは
「一時間も前に行ったんだもの、今から追いかけたって、もうおつつかないな」

【例 2】こんげぁ　ぼこっでがらだば　たげあただねぁなは
「こんなにこわれてからなら、もうどうしよもないな」

たげし 猛しい。［及 29］

【例】 あの　しとあ、気性の　たげし　しとだ

「あの人は気性の猛しい人だ」

たげだげす [tage̝n dages̝ɯ̈] ［形］ 猛猛しい。［続 212］

【例】 この　いぬあ　たげだげす　いぬで　しとあ　くっど　すぐ　ほえんなだ

「この犬は、猛猛しい犬で、人が来ると直ぐ吠えるんだ」

たげつっぽ [taget̝sɯ̥̈ppo] 竹筒。［続 212］

【例】 はな　えげっさげぁ　たげつっぽ　もて　きてくんねぁが

「花を活けるから、竹筒を持ってきてくれないか」

たげなが [tagen̝aŋa] たけなが。桃割れに付ける紙の飾り物。［続 212］

【例】 むがすあ　むすめだずあ　ももわれさ　たげながずおの　つけだ　おんでぁったな

「昔は、娘達が桃割れに、たけながというものを付けたものだったな」

たこぎり [takoŋïrï] ［名］ 田の土を細かくする作業名。田打ち後、田に水を入れて、田の土を

細かくする作業で、鍬にまたたびであんだ、小さな泥よけをつけ、土を碎いて行くものである。［及

281］

たこぎり [takoŋïrï] 田打ち。耕した田の土をさらに細かくする作業。これは、春早く、一度荒ら
起しをした田の土をさらに細かくする作業をいう。［続 212］

たごむ [taŋomɯ̈] ［動］ たぐる。縄などをたぐりながら丸めること。［及 188］

【例】 ほの　縄、たごむなだぞ

「その縄は、たぐり丸めるんだよ」

たさる [tasarɯ̈] ［四自］ 付け加わる。［続 212］

【例】 しゃっきんも　りそぐあ　たさっさげぁ　ほれ　かんげぁで　かりんだぞ

「借金も、利息が加わるから、それを考えて借りるんだな」

だしあれ [dasïare]̝ 東風が吹き、天候が急に悪くなること。［続 212］

【例】 これぁ　だしあれだな、あした　えぇ　てんきん　なんべ

「東風で天気が急に悪くなったな、明日はいい天気になるだろう」

だしかじぇ [dasïk̥aⁿdʒe]̝ 東風。［同］だし。［続 212］

【例】 だしかじぇだな、てんきあ　わりぐ　ならねぁど　えぇどもな
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たしん

「東風だな、天気が悪くならなければいいがな」

たしん 他人。［及 6］

【例】 とおぐの　えっけより、ちかぐの　たしんていう　おんだ

「遠くの親類より、近くの他人というものだ」

だすえれ [dasɯ̈er̝e]̝ 出し入れ。［続 213］

【例】 かねの　だすえれあ　けぁで　おぐど　えぇ　おんだぞ

「金の出し入れは、書いておくといいものだよ」

だすおの [dasɯ̈ono] ［名］ 出し物。［及 188］

【例】 今日の　すんべぁ　だすおのあ　ないだつけ

「今日の芝居の出し物は、何んだ、といってたつけ」

たずげ [tadzɯ̈ŋe]̝ 立ち消え。［続 213］

【例】 へっかぐの　けぃかぐも　かねあ　ねぁどて　たずげん　なたどは

「折角の計画も、金がないというので、立ち消えになってしまったそうだよ」

たすこ たすき。［及 58］

【例】 えまだば　たすこなの　つかわねぁなは

「今なら、もうたすきなんか使わないね」

だずだず [dadzɯ̈dadzɯ̈] ［副］ ぼたぼた。ぼとぼと。［続 213］

【例】 なに　もて　きたな、ほんた　だずだずど　みずの　おずる　おの　もて　きて

「何を持って来たの、そんなぼたぼた水の落ちるものを持って来て」

だずど ～だと。そうすると。［及 189］

【例 1】ほういう　ごどだずど　かんげぁねぁんねぁな―
「そういうことだと、考えないといけないな」

【例 2】えぐねぁ　ごど　すんべ　だずど　手　すばらえんなよ
「悪いことをするだろう、そうすると、手を縛られるんだよ」

たずびあがる [tadzɯ̈bïaŋarɯ̈] ［四自］ 立ち上がる。これは、激昂して立ち上がる時にだけ

使う語で、他の意味での立ち上がるには、使わない語である。［続 213］

【例】 〇〇だば　よっぱらうど　すぐ　たずびあがて　さがぶなだぜぁ

「〇〇なら、醉っ払うと直ぐ立ち上がって叫けぶんだよ」

たずぶるめぁー [tadzɯ̈bɯ̈rɯ̈mɛː] 立ち振舞。これは、嫁や聟をくれてやる日、嫁や聟の家
で、祝宴を開くことをいう。［続 213］

たずむすび [tadzɯ̈mɯ̈sɯ̈bï] 立ち結び。［続 213］

【例】 〇〇ちゃん　べんとの　ふるすぎあ　たずむすびだぞ

「〇〇ちゃん、弁当の風呂敷が立ち結びだよ」

たすめぁ [tasɯ̈mɛ] ［名］ 足し前。［及 189］
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ただす

【例】 たんねぁば　たすめぁあ　おれぁ　出すべちゃや

「足りなければ、足し前は、私が出そうじゃないか」

たすん [tasɯ̈ɴ] 他人。［続 213］

【例】 とおぐの　すんるいより、つかぐの　たすん、ていうくれぁだはげぁ、となりあだりどあ　

ながえぐすねぁんねぁ　おんだぜぁ

「遠くの親類より、近くの他人、というくらいだから、隣り近所とは仲よくしないといけな

いものだよ」

だずんとり [dadzɯ̈ɴtorï] 賃仕事。［続 213］

【例】 ろくだ　すごどあ　ねぁ　おんだはげぁ、むらの　したずに　たのまっで、だずんとりばり

　してる

「ろくな仕事がないものだから、村の人達に賴まれて、賃仕事ばかりしているんだ」

たそぐ [tasogɯ̈] ［名］ 足し。補い。［及 189］

【例】 これ　なにがの　たそぐん　してころ

「これを何かの足しにしてくれ」

ただえまづげぁ [taⁿdaem̝aⁿdzɯ̈gɛ] ［連語］ 只今使い。只今来て下さいというお使い。［及

189］

【例】 ただえまづげぁ　来たけぞ　はやぐ　えげは

「只今使いが来たよ、さあ早く行きなさい」

ただぎみ [tadagïmï] 叩き身。これは、鷄や兎などを、毛をむしり取り、兎は皮を剥いだだけで、
肉も骨も叩いてつぶし、団子のように丸めて煮て食べるが、これを「ただぎみ」といっている。［続

214］

ただぐ [tadagɯ̈] ［動］ たたく。打つ。［及 189］

【例】 きがねぁど　ただぐぞ

「きかないと、たたくよ」

この語には、「たでぁっだ―たたいている」、「ただがっだ―たたかれた」、などの使い方がある。

ただごど [taⁿdaŋodo] ［名］ 只事。あたり前のこと。［及 189］

【例 1】ただごどんねぁ
「只事でない大変なこと」

【例 2】ただごどだば　えども　ほれが　ただごどんねぁなよ
「只事ならいいんだが、それが、只事じゃないんだよ」

【例 3】車の　事故だて　ほれぁ　ただごどんねぁな
「車の事故だって、それは大変なことだな」

ただす [taⁿdasɯ̈] ［形］ 正しい。［及 189］

【例】 どっつあ　ただすが　きでみだら　えべや

「どっちが正しいか聞いてみたらいいじゃないか」
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だだちねぁ

だだちねぁ [dadatsïnɛ] ［名］ 乱雑。物が散らばっていること。［及 189］

【例】 ほの　ただちねぁ　どご　かだづげで　おげ

「その乱雑な所を片付けておきなさい」

だだぴろえ [daⁿdapïroe]̝ ［形］ だだっ広い。［続 214］

【例】 むがすの　えだ　おんだはげぁ、だだぴろえばんで、ふゆにあ　さみくて　こまる

「昔の家なものだから、だだっ広いばかりで、冬には寒くて困るよ」

ただぽす 淋しい。淋しく少し不安な気持。［及 29］

【例】 しとりんなて　ただぽすは

「一人になって、淋しくなってしまったよ」

だだみ [daⁿdamï] 鱈の白子。［続 214］

【例】 だだみの　へぁった　たら　かたはげぁ、ばんげあ　ほれでも　にで　くが

「白子の入った鱈を買ったから、今夜はそれでも煮て食べようか」

ただみげぁ [tadamïŋɛ] ［名］ 疊替え。［及 189］

【例】 そろそろ　ただみげぁ　すねぁんねぁな

「そろそろ畳替えをしないといけないな」

たったする [tattasɯ̈rɯ̈] ［四自］ 立つ。［続 214］

【例】 〇〇ちゃん、なんぼ　おっきぐ　なたが　たったしてみろ

「〇〇ちゃん、いくら大きくなったか立ってみなさい」

この語は、幼児だけに使っている。

たつたつ [tatsɯ̥̈tatsɯ̥̈] ぽとぽと。ぽたぽた。［続 214］

【例】 ないだべ、この　かめあ　ひびあ　へぁたあだべが、みずあ　たつたつ　おずるな

「なんだろう、この瓶はひびが入ったんだろうか、水がぽたぽた落ちるな」

たったらもづ 子供が始めて立った時の祝餅。［及 42］

【例】 ほら、たったらもづ　しょて　早ぐ　おっきぐ　なれよ

「ほら、立ち初めの餅を背負って、早く大きくなれよ」

たっつこ [tattsɯ̥̈ko] たすき。［同］たすこ。たつこ。［続 214］

【例】 えまだば　きおの　きねぁはげぁ、たっつこなの　かげる　しとあ　いねぁな

「今なら着物を着ないから、たすきなんか掛ける人はいないな」

たづはさみ 裁ち鋏。衣類などを裁つ時に使う鋏。［及 58］

【例】 たづばさみ、きんねぁぐ　なたはげぁ、とえでころ

「裁ち鋏が切れなくなったから、研いで下さい」

たづばん 裁ち盤。裁ち板。［及 58］

【例】 たづばんさ　クレオンで　けぁだな　誰だ

「裁ち板に、クレイヨンで書いたのは誰だ」
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～たでぁらんねぁ

たづび ［名］ 忌み日。［及 189］

【例】 今日あ　たづびだはげぁ　やすでだ

「今日は忌み日だから、休んでいるんです」

たづびあがる [tadzɯ̈bïaŋarɯ̈] ［動］ 激昂する。興奮して叫ぶ。［同］たづみあがる。［及 190］

【例】 まづ　ほんげぁ　たづびあがらねぁで　わげ　ゆてみろ

「まあ、そんなに激昂しないで、わけをいってみろよ」

だっぷら [dappɯ̈ra] ［副］ たっぷり。この語は、容器に液体をいっぱい入れたさまをいい、「た
っぷり飲む」とか、「たっぷり礼をする」などには使わない語である。［同］だぷっと。［続 214］

だづん [dadzɯ̈ɴ] ［名］ 駄賃。［及 190］

【例】 だづん　くえっさげぁ　こまづげぁ　えてこえ

「駄賃をくれるから、お使いに行ってくれ」

たて ［係助］ も。って。［及 190］

【例 1】ほんたごど　したたて　だめだ
「そんなことをしても駄目だよ」

【例 2】あれぁつぁだば　ゆたたて　きがねぁ
「あいつになら、いったってきかないよ」

～たて [~tate]̝ ［連語］ たって。ても。［続 214］

【例 1】あめあ　ふたて
「雨が降ったって」

【例 2】えぐべど　おもたて
「行こうと思ったって」

だて [date]̝ ［連語］ だって。［及 190］

【例】 おれだて　まげねぁぞ

「俺だって負けないよ」

だで [dade]̝ たて。［及 190］

【例】 ほごあ　ペンキの　ぬりだでだぞ

「そこはペンキの塗りたてだよ」

たであげ [tadea̝ŋe]̝ 小作料。［続 214］

【例】 おめぁえでぁ　たであげ　なんぼ　だしったなや

「お宅では、小作料を幾ら出しているの」

～たでぁらんねぁ [~tadɛraɴnɛ] ～切れない。［続 215］

【例 1】くいたでぁらんねぁ
「食い切れない」

【例 2】くれたでぁらんねぁ
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たでおの

「くれ切れない」

【例 3】しぃたでぁらんねぁ
「し切れない」

たでおの [tadeo̝no] 建て物。［続 215］

【例】 この　ぶらぐでも、たでおのあ　だんだん　あだらすぐ　なて　きたな

「この部落でも、建て物がだんだん新しくなってきたな」

たでげぁ [tadeg̝ɛ] 建て替え。立て替え。［続 215］

【例 1】おれぁ　えも　たでげぁ　すんべ
「私の家も建て替えをしよう」

【例 2】ほれぁ　おれぁ　たでげぁで　おくべ
「それは、私が立て替えておこう」

たでごみ [tadeg̝omï] 木入れ。炭がまに木を立てて入れる作業。［及 73］

【例】 たでごみ　すっさげぁ　木　つだしてころ

「木入れをするから、木を渡してくれ」

たでぼぐ [tadeb̝ogɯ̈] はせや冬囲いに立てる柱。これは、稲を干すはせに立てる柱や、冬囲いの
ために立てる柱や、簡単な小屋などに立てる丸木の柱をいう。［続 215］

たでまっか 二股棒。炭がまに木を立て並らべる二股の棒。［及 65］

【例】 たでまっかて、こげぁして　つかう　おんだ

「二股棒というものは、こうして使うものだよ」

たでめぁ [tadem̝ɛ] 建て前。棟上げ。［及 50］

【例】 隣りの　たでめぁ　今日だど

「隣りの建て前は、今日だそうだよ」

たでる [tader̝ɯ̈] ［下一他］ 締める。特に戸を締めること。［続 215］

【例】 〇〇ちゃん、と　たでで　ありがねぁど　さみくて　だめだぞ

「〇〇ちゃん、戸を締めて歩かないと、寒くていけないよ」

たでる [tader̝ɯ̈] ［四他］ 沸かす。特に風呂を沸かすこと。［続 215］

【例】 きょうあ　はやぐから　すふろ　たでで　おえでころ

「今日は、早くから風呂を沸かしておいてくれ」

たなあゆ 種鮎。おとり鮎。［及 91］

【例】 友釣りすっずぎあ　たなあゆ　とる　おんだ

「友釣りする時は、おとり鮎を捕るものだよ」

たなえも [tanaem̝o] 種芋。これは、馬鈴薯などの芋類や、ダリヤ、水仙などの球根で、種にす
るものをいう。［続 215］

たなおの [tanaono] 種物。［続 215］
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たねおの

【例】 ほのうずん　たなおの　うりん　くんべはげぁ　かて　おげよ

「そのうちに、種物を売りに来るだろうから、買っておけよ」

たなげ [tanage]̝ ［名］ 池。［及 190］

【例】 たなげさ　こえ　はなした

「池に鯉を放した」

たなげかぎ [tanaŋek̝agï] 池掻き。池掃除。［続 215］

【例】 きょうあ　たなげかぎ　すっさげぁ　おめぁも　てずだえよ

「今日は、池掻きをするから、お前も手伝えよ」

たなけっつ [tanaket̝tsɯ̈] たな尻。出つ尻。［及 11］

【例】 たなけっつの　しとあ　スタイルあ　えぐねぁな

「たな尻の人はスタイルがよくないね」

だなさん 巡査。営林署員などの公務員をさす。［及 78］

【例】 駐在所の　だなさん　こへぎ　調べん　来たど

「巡査さんが戸籍調べに来たそうだ」

だなだ [danada] ［連語］ なのだ。だよ。この語の、「だな」は、なのが、たの、たん、などにも

なる。［及 190］

【例 1】ほういう　わげだなだ
「そういうわけなのだよ」

【例 2】つばぎあ　まっかだな　せぁだ
「椿の真赤なのが咲いた」

【例 3】おれぁ　くっだなよ
「私がくれたのよ」

【例 4】おれぁ　けぁだなだ
「私が書いたんだ」

たなもみ [tanamomï] 種籾。［続 215］

【例】 たなもみ　きょうしゅずめぁど　えっしょん　すっど　わがらねぁぐなんぞ

「種籾を供出米と一緒にすると、分らなくなるよ」

たね 蚕卵。蚕種。［及 73］

【例】 こどしあ　たねうりん　まだ、こねぁな

「今年は、まだ、蚕種を売りに来ないな」

たねあへる [tanea̝her̝ɯ̈] ［下一他］ 尋ね合わせる。［続 216］

【例】 〇〇さん　えさ　えだべはげぁ　でんわで　たねあへでみろ

「〇〇さんの家へ行ったろうから、電話で尋ね合わせてみろよ」

たねおの [taneo̝no] 尋ね物。さがし物。［同］さがしおの。［続 216］
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たねはばげる

【例】 たねおの　しったあだども　どさ　しまたが　ぬねぁは

「尋ね物をしているんだが、何処へ仕舞ったか、もう見えないよ」

たねはばげる [taneh̝abager̝ɯ̈] 探しあぐむ。［続 216］

【例】 どさ　しまてぁったんだが、たねはばげでしまた、おめぁ　すらねぁがや

「何処へ仕舞ったのだったか、探しあぐんでしまったよ、お前知らないかい」

たねべご [taneb̝eg̝o] 種牛。牡牛。［続 216］

【例】 どごがん　え　あんべの　たねべごあ　いねぁ　おんだべが

「何処かに、適当の種牛がいないものだろうか」

たねまぎじぇみ [tanem̝agïⁿdʒem̝ï] えぞはるぜみ。春出る蝉。［同］たねまぎじぇめ。［及 91］

【例】 たねまぎじぇみて　めよへぇ―て　なぐなだべ

「えぞはるぜみって、めよへぇ―となくのだろう」

たねる ［動］ さがす。たずねる。［及 190］

【例 1】押入でも　たねでみんだ
「押入でもさがしてみなさい」

【例 2】〇〇さん　たねで　きたけ
「〇〇さんが訪ねて来たつけ」

たのがみさま [tanogamïsama] 田の神さま。田の神さまは、女神で、旧 2月 16日に山の神さ
まが、田の神さまになり、旧 12月 15日には、また、山の神さまになるものだ、といわれている。
［続 216］

たのす 楽しい。［及 29］

【例】 春の　山あすびあ　たのす　おんだ

「春の山遊びは、楽しいものだよ」

たのもす [tanomosɯ̈] ［形］ 賴もしい。［続 216］

【例】 〇〇さんだば、たのもす　わげぁおんだはげぁ、おれぁえの　むごん　おすな

「〇〇さんなら、賴もしい若者だから、うちの聟に欲しいね」

だば ［助動］ なら。［及 190］

【例】 ほんたごど　おれだば　しねぁな

「そんなこと、私ならしないな」

たばこ ［名］ 休憩。［及 190］

【例】 おお、みんな　たばこだぞ

「おおい、皆休憩だよ」

たばこれ [tabakore]̝ 煙草入れ。［続 216］

【例】 あぎだの　かぐのだでで　つくた　さぐらかわの　たばこれも　えぇ　おんだな

「秋田の角館で作った、桜皮の煙草入れもいいものだな」
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たまりかねぁる

たびあぎねぁー [tabïagïnɛ] 旅商い。［続 216］

【例】 むがすあ　たんものうりだどが、さがなうりなのの　たびあぎねぁー　くっがったな

「昔は、反物売だとか、魚売りなんかの旅商いが来るものだったな」

たぶず [tabɯ̈dzɯ̈] 田打ち。［続 216］

【例】 むがすの　たぶずて　しとか　しとか　ほんなで、なんぎだ　すごどでぁったな

「昔の田打ちというのは、一鍬一鍬堀るんで、難儀な仕事だったな」

だぷっと ［副］ たっぷり。いっぱい。［及 190］

【例】 こがさ　水　だぷっと　へで　おえでころ

「桶に水をたっぷり入れておいてくれ」

だぶらだぶら [dabɯ̈radabɯ̈ra] ［副］ だぶだぶ。［続 216］

【例】 この　ズボン　へぁでみだら、おれだば　だぶらだぶらて　はがんねぁな

「このズボンをはいてみたら、私ならだぶだぶではかれないな」

だべ ［助動］ だろう。［及 190］

【例】 〇〇だば　えたあだべは

「〇〇なら、もう行ったんだろうよ」

たまぎり [tamaŋïrï] 造材。これは、伐り倒した立木を、丸太にする作業をいう。昔は鋸で挽い
たが、今はチェンソーで伐るので、能率がよくなって、作業員も楽になった。［続 217］

たまごまま [tamaŋomama] 卵飯。卵をかけたご飯。［同］たまごかげまま。［続 217］

【例】 がが、おら、きょうあ　たまごまま　くいでぁな

「お母さん、僕、今日は卵飯を食べたいな」

だます [damasɯ̈] ［四自］ あやす。これは、むずかる子をあやすことをいう。［続 217］

【例】 おめぁ　しっとえぁ　おぼご　だましてろな

「お前、一寸子供（幼児）をあやしておれよ」

たまへ [tamaçe]̝ ［名］ 亡霊。幽霊。［及 191］

【例】 〇〇あ　たまへ　なて　来たけど

「〇〇は亡霊になって出たそうだ」

たまり [taːmarï] 田廻り。田の見まわり。［及 73］

【例】 はで、たまり　えてくっが

「さて、田の見まわりに行ってこようか」

たまり [tamarï] 醤油。これは、本来は、味噌からしたたらした液をいったが、醤油も「たまり」
といった時代があったが、今は使われていない。［続 217］

たまりかねぁる [tamarïkanɛrɯ̈] ［下一自］ 堪り兼ねる。［続 217］

【例】 すごどあ　きず　おんだはげぁ、たまりかねぁで　やめで　えたどは

「仕事がきついものだから、堪り兼ねて、辞めて行ってしまったそうだ」
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だみ

だみ ［名］ 葬式。葬儀。［及 191］

【例】 〇〇の　だみあ　十一時からだど

「〇〇の葬式は十一時からだそうだ」

だみだし ［名］ 出棺。［及 191］

【例】 だみだしあ　あしただど

「出棺は、明日だそうだ」

なお、棺をかつぐんを、「だみわがじぇ」と呼んでいる。

だみばな [damïbana] ひがんばな。これは、ひがんばな科の多年生草本で、夏の終り頃、茎葉の
ないうちに、花茎を出し、花を咲かせる植物である。［続 217］

ためえぎ [tamee̝g̝ï] 溜め息。［続 217］

【例】 ないだや　ためえぎなの　つで、すんぺぁごどでも　あんなが

「なんだい、溜め息なんか吐いて、心配ごとでもあるのかい」

だめおず [dameo̝ⁿdzɯ̈] 弟の卑称。愚弟。［同］おずかす。［続 217］

【例】 これぁ　おれぁえの　ばっつごの　だめおずだ

「これは、うちの末っこの愚弟だよ」

ためげ [tameg̝e]̝ 溜池。堤。貯水池。［同］ためえげ。［及・続 73・217］

【例 1】ためげさ　こえ　かてみだや
「溜池に鯉を飼ってみたよ」

【例 2】おれぁえの　ためげ　ぼうかようすいに　つかて　もらてんなだ
「うちの溜池は、防火用水に使ってもらってるんだ」

だめにぐ [damen̝ïgɯ̈] 贅肉。［続 218］

【例】 ので　くてばりいる　おんだはげぁ、このじゅあ　だめにぐ　つできた

「飲んで食ってばかりいるものだから、近頃贅肉がついてきたよ」

たやす [tajasɯ̈] ［形］ たやすい。［続 218］

【例】 ないだ、ほんたごどあ　たやすごったべ、どれ、おれぁちゃ　さへでみろ

「なんだ、そんなことはたやすいことだろう、どれ、俺にやらせてみろよ」

たより ［名］ めあて。目標。［及 191］

【例】 あの　あがり　たよりん　して　えげ

「あの灯りを目当てにして行きなさい」

たよりねぁ [tajorïnɛ] ［連語］ 賴りない。［続 218］

【例 1】おれぁえでぁ　おなごだずばんで　たよりねぁ　おんだ
「うちでは、女達ばかりで賴りないもんだよ」

【例 2】たよりねぁ　へんずだ　おんだ、もと　きっぱり　ゆえや
「賴りない返事なもんだ、もっときっぱりいえよ」
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たらただぎ

たら 俵。［及 65］

【例】 この　たらさも　米　へでくんねぁが

「この俵にも、米を入れてくれないか」

たら ～というのに。～といってるのに。［及 191］

【例 1】えぐったら
「行くといってるのに」

【例 2】するったら
「するというのに」

だら 下肥。［及 73］

【例】 だらばり　くえっど　でぇごあ　すからん　なる

「下肥ばかりくれると、大根がすになるよ」

だらおげ 肥桶。下肥を運ぶ桶。［及 65］

【例】 たまに　だらおげ　かづで　ありぐ　しとも　いるな

「たまに肥桶を担いで歩く人もいるね」

だらおげ [daraoge]̝ 肥桶。［続 218］

【例】 だらおげぁ　ひの　てっどさ　おぐど　ひすぎっでしまうぞ

「肥桶は、日の照るところへ置くと、乾燥して透き間が出来てしまうよ」

だらぐ [daragɯ̈] ［名］ 不精。不仕末。［及 191］

【例】 ろぐに　室の　掃除も　しねぁで、だらぐだごど

「ろくに室の掃除もしないで、不精だこと」

この語には、「だらぐくせぁ―不精ったらしい」などという使い方もある。

だらくされ ［名］ ずぶ濡れ。［及 191］

【例】 この　雨で　だらくされん　なてしまた

「この雨で、ずぶ濡れになってしまったよ」

たらぐづ [taraŋɯ̈dzɯ̈] 雪踏み具。俵を横に半分にしたような、わらの雪踏み具。［及 58］

【例】 ゆぎあ　ふっけぁはげぁ　たらぐづで　ゆぎふみ　すろ

「雪が深いから、俵の靴で雪ふみをしなさい」

だらすねぁ [darasɯ̈nɛ] ［形］ だらしない。［続 218］

【例 1】かきゅうへん　ながへらっだなて　だらすねぁぞ
「下級生に泣かされたなんて、だらしないよ」

【例 2】ほんた　だらしねぁ　かっこして　ありぐな
「そんなだらしない格好をして歩くな」

たらただぎ [taratadagï] ［名］ たらたたき。年中行事の一つで、若男といって、その家の長男

か家長が、旧一月六日夜、七十 cm位のたらの木で、神神を祭った床の間に燈明をつけ、その前に
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だらっと

まな板を置き、せり、こんぶ、乾いわし、かぶ、たらの芽、松葉、乾えび等をのせ、礼拜の上、「たら

ただぎ　たらただぎ　なんたらただぎ、まんたらただぎ、とうどう（唐土）のとりど、いながの鳥

の　わだらん（渡らぬ）先のたらただぎ」と、三度唱え、たらの棒で、まな板の上の七草をたたい

て、豊作を祈る、この行事を「たらただぎ」といい、この七草は、翌朝お汁にして祝う。［及 191］

だらっと [daratto] ［副］ だらりと。［続 218］

【例】 シャッツの　うすろのほあ　ズボンの　ゆえさ　だらっと　さがったぞ

「シャツの後の方が、ズボンの上にだらりと下がっているよ」

たらのもえ [taranomoe]̝ たらの新芽。［続 218］

【例】 たらのもえじゃ、てんぷらんして　くうど　んめぁ　おんだじゅなや

「たらの新芽って、天ぷらにし食べると美味いもんだよね」

だらひしゃぐ [daraçïʃ̥agɯ̈] 下肥を汲むひしゃく。［及 65］

【例】 だらひしゃぐも　あらて　おがねぁんねぁな

「下肥ひしゃくも、洗っておかないといけないな」

たらまし ［名］ たらまわし。元日の朝、たらただぎに使うたらの棒二本わらで束ね、男の子が

親類の家に持って行き、「あぎのほがら（よい方角から）たらめぁった（たらが参りました）、うげ

でこっちぇ（受けて下さい）」。と口上を逑べると、親類では、「ありがど、ありがど」といって受け、

その子にお年玉をくれる。この行事を「たらまし」と呼んでいた。この棒は、たらただぎに使った。

［及 191］

だり [darï] ［形］ だるい。［続 218］

【例】 すこす　ありぎすぎだはげぁだが　あすあ　だりぐ　なたは

「少し歩き過ぎたからなのか、足がだるくなってしまったよ」

たるこしょい [tarɯ̈koʃoï] 樽背負い。これは、婚礼の日に、嫁や聟が婚家へ行く時、親類の者
が、小さい樽に祝い酒を入れて背負うが、この人をいう。［続 218］

だるま マント。［及 58］

【例】 おれぁえに　まだ　だるま　あっけな

「うちに、まだマントがあったよ」

たれぁ [tarɛ] たらい。［及 50］

【例】 へんたぐおの　たれぁさ　へで　おげ

「洗濯物はたらいに入れておきなさい」

たれぁます [tarɛmasɯ̈] たらい回し。［続 219］

【例】 おらほでぁ、くちょうん　なる　おのあ　いねぁはげぁ　たれぁますだ

「うちの方では、区長になる者がいないので、たらい回しだよ」

だれおの ［名］ 誰。何者。［同］だれもん。［及 192］

【例】 ほごに　いだな　だれおのだ
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たんしょ

「そこにいるのは誰だ」

たわぇ [tawɛ] たわい。［及 192］

【例 1】たわぇねぁ
「たわいがない」

【例 2】たわぇねぁぐ　ねでしまたは
「たわいなく寝てしまったよ」

【例 3】たわぇねぁごど　ゆわぇねぁんだ
「たわいのないことをいうんじゃないよ」

だんぎ [daɴŋï] ［名］ 階段。［及 192］

【例】 ずぞさまの　だんぎあ　きづくてな

「地蔵さまの階段はきつくてね」

たんこ [taɴko] 炭鉱。［続 219］

【例】 たんこあ　けぃぎあ　えぐねぁくて　こまた　おんだな

「炭鉱は景気が悪くて困ったもんだな」

たんこずぼん 乗馬ズボン。［及 58］

【例】 むがしあ　山師なの　たんこずぼん　へぁで　ありぐ　おんだけな

「昔は山師なんかが、乗馬ズボンをはいて歩くものだったな」

だんころ [daɴkoro] 土などの塊をいう。［続 219］

【例】 ほごの　めなぐず　つずの　だんころで　くえで　おげ

「そこの水口を土の塊で塞いでおけよ」

たんじぇん [taɴⁿdʒeɴ̝] 丹前。［続 219］

【例】 こごらでぁ　たんじぇんの　ごど　ねまぎて　いうども　どでらてあ　ゆわねぁな

「この辺では、丹前のことを寝巻きというが、どてらとはいわないね」

だんじぇん [daɴⁿdʒeɴ̝] ［副／トタル］ 断然。［続 219］

【例】 ほれぁ　やす　ほより　たげぁ　ほあ　だんじぇん　えに　きまてんべや

「それは、安い方より高い方が断然いいに決っているだろうや」

たんじゃぐ [taɴdʒagɯ̈] ［名］ たんざく

短册。［及 192］

【例】 この　たんじゃぐさ　なにが　けぁでくんねぁが

「この短册に、何か書いて（画いて）くれませんか」

だんじゃぐ [daɴdʒagɯ̈] ［名］ ごね。暴れ。子供がごねたり暴れたりすること。［及 192］

【例】 この　やろ　まだ　だんじゃぐ　こえで

「この野郎、またごねやがって」

たんしょ [taɴʃo] 喘息。［続 219］

【例】 たんしょもずだ　おんだはげぁ、たばこ　すうど　くるすぐ　なんなよ
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たんた

「喘息が持病なものだから、煙草をすうと、苦しくなるんだよ」

たんた [taɴta] ［幼児語］ 足袋。［同］たんたん。［続 219］

【例】 〇〇ちゃん、さみはげぁ、こっちゃ　きて　たんた　はげな

「〇〇ちゃん、寒いから、こっちへ来て足袋を履きなさいね」

たんだ ［名］ ただ。［及 192］

【例】 おめぁ　おがげで　たんだ　ごしゃがっでしまた

「お前のせいで、ただ叱られてしまったよ」

だんだ ～のだろう。［及 192］

【例】 あの　ごどあ　ゆああだんだ

「あのことは、いったのだろう」

だんだし ～なんだし。［及 192］

【例】 こどしも　豊作だんだし

「今年も豊作なんだし」

だんつげぁ [daɴtsɯ̈ŋɛ] ［名／ダナ］ 段違い。［続 219］

【例】 〇〇　ゆえだほあ、��　ゆえだなゆり、しゅうにゅうあ　だんつげぁん　よげだな
「〇〇を植えた方が、��を植えたのより、収入は段違いに多いね」

だんなかが 主婦。奥さん（但し、世帯主の奥さん）。［及 6］

【例】 おめぁえの　だんなかがどさ　これ　やてくんねぁが

「お宅の奥さんにこれをやってくれませんか」

だんに [daɴnï] 壁蝨。［続 219］

【例】 だんにて　やんだ　おんだな、しとんどさ　くっつで　つ　すうおんだおん

「だにって嫌なものだね、人にくっついて血を吸うんだから」

たんねぁ 足りない。［及 192］

【例】 こればりであ　たんねぁな

「こればかりでは、足りないね」

たんぱ きはだ。みかん科の落葉高木で、樹皮内側の黄色の部分は胃腸薬になる。［同］にがき。［及

91］

たんぱら ［名］ 短気。［及 192］

【例】 あれだば　たんぱらだ　おんで

「あいつなら、短気なもんで」

たんび ［名］ 度。都度。［及 192］

【例】 この　わらすあ　来る　たんび　おっきぐ　なてる　おんだ

「この子は、来る度に大きくなっているもんだ」

たんび 足袋。［同］たんた」または。たんたん。［及 58］
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たんむす

【例】 こんだ　ゆぎあ　ふたはげぁ　たんび　はがねぁんねぁなは

「今度は雪が降ったから、もう、足袋を履かないといけないな」

たんむす 田虫。皮ふ病の一種。［及 16］

【例】 たんむすあ　出っど　けぁ　おんだ

「田虫が出ると、かゆいものだよ」
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ちかむげぁ

　

—ち—

ちかむげぁ ［名］ 近むかえ。婚礼の日、嫁を近所まで出迎えること。［及 193］

【例】 そろそろ、嫁あ　来る　頃だ　ちかむげぁん　えがねぁんねぁな

「そろそろ、嫁が来る頃だから、近迎えに行かないといけないな」

ぢぐぢぐ [dzïgɯ̈dzïgɯ̈] ［副］ ぢくぢく。ちくちくよりひどい刺し方をいう。［及 193］

【例】 かめばづに　ぢぐぢぐ　ささっだは

「すずめ蜂に、ぢくぢく刺されてしまったよ」

ちげぁ [tsïŋɛ] ［名］ 違い。［及 193］

【例】 くづ　〇〇あ　まぢげぁだに　ちげぁねぁな

「靴を〇〇が間違えたに違いないな」

ちけぁぐ [tsïk̥ɛgɯ̈] 近く。［続 220］

【例 1】おれぁ　えの　ちけぁぐに　かわ　ある
「私の家の近くに川があるよ」

【例 2】さんずっせんつちけぁぐの　ざっこった
「30cm近くの雑魚を釣ったよ」

【例 3】ちけぁぐ　ちょうちょ　くっど
「近く町長が来るそうだ」

ちっけぁ [tʃïk̥kɛ] 近い。［同］ちけぁ。［及 29］

【例】 〇〇あ　えが、ちっけぁはげぁ　えてみろ

「〇〇の家かい、近いから行ってみなさい」

ちなまくせぁ [tsïnamakɯ̥̈sɛ] ［形］ 血腥い。［続 220］

【例】 とりこ　ころして、ちなまくせぁ　おんだはげぁ、ねごあ　かぎつけで　きたな

「鷄を殺して、血腥いものだから、猫が嗅ぎつけて来たな」

ちまなぐ [tsïmanagɯ̈] 血眼。［続 220］

【例】 ないが　でぁじだ　おの　なぐしたどて　ちまなぐんなて　さがしったけ

「何か大事な物をなくしたといって、血眼になってさがしておったよ」

ちゃ [tʃa] ［間助］ よ。［及 193］

【例】 おれぁどさ　ほれ　くっちゃ
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ちゅーげぁり

「私にそれをくれよ」

ちゃ [tʃa] ［格助］ に。［及 193］

【例】 おれぁちゃ　もて　こえ

「私に持って来てくれ」

ちゃかっと ［副］ ちゃつかり。［及 193］

【例】 おれぁ　ねまっどさ　ちゃかっと　ねまったけは

「俺の据わる所へ、ちゃっかり据わってしまっていたつけ」

ちゃかもか ［副］ ちゃかちゃか。［及 193］

【例】 ちゃかもかてねぁで、すこす　休め

「ちゃかちゃかやってないで、少し休めよ」

ちゃこ [tʃako] 猫。［続 220］

【例】 おれぁえの　ちゃこあ　としょてしまて、ねずみも　とらねぁぐ　なたは

「うちの猫は、年寄ってしまって、鼡も捕らなくなってしまったよ」

ちゃこえ [tʃakoe]̝ ［形］ 小さい。［同］ちっちぇぁ。ちちゃこえ。つちゃ　こえ。つっちぇぁ。

［続 0］

なお、極く小さいことを「めちゃこえ。めっちゃこえ。めっちぇぁ」などともいう。

ちゃちゃ [tʃatʃa] ［幼児語］ 猫。［続 220］

【例】 〇〇ちゃん、ちゃちゃどご　よばて　まま　かへろ

「〇〇ちゃん、猫を呼んでご飯を食べさせなさいね」

ちゃちゃぎ [tʃatʃaŋï] みそさざい。冬の小鳥。［同］みそさざえ。みそっちょ。［及 91］

【例】 ちゃちゃぎて　さみぐなっど　来る　鳥だなよ

「みそさざいって、寒くなると来る鳥なんだよ」

ちゃっちゃど [tʃattʃado] ［副］ さっさと。［及 193］

【例】 ほんたごどあ　ちゃっちゃど　してしまう　おんだ

「そんなことは、さっさとやってしまうもんだ」

ちゃっと [tʃatto] ［副］ さっと。すばやいこと。［及 193］

【例】 おれぁ　とる　かんじょしたば、よごがら　ちゃっと　とらっだけ

「俺が取ろうと思ったら、横から、さっと取られてしまったつけ」

ちゅーおの [tʃɯ̈ːono] 中物。［続 220］

【例】 つけぁおのん　すんなだども、じょうおのんねぁたて、ちゅーおのだてえんねぁべが

「遣い物にするんだが、上物でなくとも、中物だっていいんじゃないだろうか」

ちゅーげぁり [tʃɯ̈ːŋer̝ï] 宙返り。［続 220］

【例】 〇〇ちゃん　おら　てずぼうで　ちゅーげぁり　へんぜは

「〇〇ちゃん、僕、鉄棒で、もう宙返りが出来るよ」
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ちゅーしょ

ちゅーしょ [tʃɯ̈ːʃo] 中風。［続 221］

【例】 おれぁえの　ずさまも、ちゅーしょあ　あだて　ねだきりだは

「うちの爺さんも、中風になって、もう寝たきりだよ」

ちゅーしょたがり [tʃɯ̈ːʃotagarï] 中風病み。［続 221］

【例】 ちゅーしょたがりも、やだ　おんだなや　へだんすっと、ねだきりん　なっさげぁな

「中風病みも、嫌なものだね、下手にすると、寝たきりになるからな」

ちゅーせぁー [tʃɯ̈ːsɛː] ［名／ス他］ 仲裁。［続 221］

【例】 だれが　ながさ　へぁて、ちゅーせぁーしねぁど、おさまらねぁべ

「誰か中に入って、仲裁しないと、治まらないだろうよ」

ちゅーぜぁーしょ [tʃɯ̈ːⁿdzɛːʃo] 駐在所。［続 221］

【例】 ちゅーぜぁーしょの　じゅんささん　かわたはげぁて、こへぎ　すらべん　きたけ

「駐在所の巡査さんが代ったからというので、戸籍調べに来たっけ」

ちゅくれぁ [tʃɯ̈kɯ̥̈rɛ̥] ［名］ 中位い。［同］ちゅうぐれぁ。ちゅっくれぁ。［及 193］

【例】 まづ　これだば　ちゅぐれぁの　成績だべな

「まあ、これなら、中位いの成績だろうな」

ちゅんがり [tʃɯ̈ɴŋ̥arï] 中刈り。桑の仕立方。［及 73］

【例】 ちゅんがりの　かぁ　とて　こえよ

「中刈の桑をとって来るんだよ」

ちょうへんぎぐ [tʃoːçeɴ̝ŋïgɯ̈] えぞぎく。ちょうせんぎく。アスター。きく科の花卉。［及 91］

【例】 おれぁえでも　ちょうへんぎぐ　ゆえだ

「うちでも、えぞぎくを植えた」

ちょえちょえ [tʃoet̝ʃoe]̝ ［副］ ちょいちょい。時時。［同］ちょこちょこ。ちょくちょく。［及

193］

【例】 〇〇さんだば、ちょえちょえ　来るよ

「〇〇さんなら、ちょいちょい来るよ」

ちょえっと [tʃoet̝to] ［副］ 一寸。［同］しっとえぁ。［続 222］

【例】 ちょえっと　ほごまで　えて　くっさげぁな

「一寸其処まで行って来るからね」

ちょーす [tʃoːsɯ̈] 調子。［続 221］

【例 1】えぇ　ちょーすの　うだだな
「いい調子の唄だな」

【例 2】こんだ　からだの　ちょーすも　えな
「今度は体の調子もいいな」

ちょーずげぁー [tʃoːdzɯ̈ŋɛː] 蝶番。［続 221］
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ちょこんと

【例】 ちょーずげぁ　にんめぁばり　かて　こねぁんねぁな

「蝶番を二枚ばかり買って来ないといけないな」

ちょーずん [tʃoːdzɯ̈ɴ] 提燈。［続 221］

【例】 えまだば　でんとうばりで、ちょーずんなの　ある　えあ　ねぁべはな

「今なら電燈ばかりで、提燈なんかのある家はもうないだろうな」

ちょーずんこばな [tʃoːdzɯ̈ɴkobana] つりふねそう。これは、つりふねそう科の一年生草本
で、山ろくや水辺に生え、この地区には、花が紅紫色の「つりふねそう」と、花が黄色な「きつり

ふねそう」がみられる。［続 221］

ちょーちょ [tʃoːtʃo] 町長。［続 221］

【例】 こうみんかん　かいつぐする　そうだんさ、ちょーちょも　きてくっだけ

「公民館を改築する相談に、町長も来てくれたっけ」

ちょーちょ [tʃoːtʃo] 蝶蝶。［続 222］

【例】 こごらあだりで　めずらす　ちょーちょてゆえば　ひめぎふちょうだべな

「この辺で珍らしい蝶蝶といえば、ひめぎふちょうだろうな」

ちょーでぁ [tʃoːⁿdɛ] ［名／ス他］ 頂戴。［続 222］

【例 1】おかぁさん　おやつ　ちょーでぁ
「お母さん、おやつを頂戴」

【例 2】ちょーでぁおのですども　あがてくでぁ
「頂戴物ですが、おあがり下さい」

ちょーねぁー [tʃoːnɛː] 町内。［続 222］

【例】 ふこうなのあっど、ちょーねぁーの　しとあ　みな　おがみん　きてくえる

「不幸なんかあると、町内の人は皆拝みに来てくれます」

ちょーへ [tʃoːhe]̝ 徴兵。［続 222］

【例】 おらだ　わげぁずぎあ、ちょーへけんさず　おのあ　あた　おんだ

「俺達の若い頃は、徴兵検査というものがあったもんだよ」

ちょーへんこ [tʃoːheɴ̝ko] 子供の囃子ことば。仲よし。これは、男の子と、女の子が仲よく遊
んでいると、その仲よさをねたんで、やゆするような、「おどごど、おなごど　ちょーへんこ　あん

まりちょうして　ながへんこ＝男と女と仲よしだ、余りかまって泣かせる子」と囃子ことばを唄う

もので、「ちょーへんこ＝仲よし」と解される言葉である。［続 222］

ちょーほ [tʃoːho] 調法。［続 222］

【例】 れぃぞうこじゃ　ちょーほだ　おんだな　くいおのあ　くさらねぁくて

「冷蔵庫って重宝なものだね、食べ物が腐らなくて」

ちょこんと [tʃokoɴto] ［副］ ちょこなんと。［続 222］

【例】 まごあ　しとり　テレビの　めぁさ　ちょこんと　ねまった　おんだ

387



ちょす

「孫が一人テレビの前にちょこなんと坐っておったもんだ」

ちょす ［動］ からかう。馬鹿にする。さわる。［及 194］

【例 1】しとんどご　ちょして　やだ　ごど
「人をからかって、いやだこと」

【例 2】ほれぁ　でぁずだ　おんださげぁ　ちょすな
「それは、大事な物だから、さわるな」

ちょずちょず [tʃodzɯ̈tʃodzɯ̈] ［幼児語］ 手を叩く遊び。これは、「ちょずちょずすろや＝手

を叩きましょう」といって、手を叩き合わせて遊ぶ遊びをいう。［続 222］

ちょすます ［動］ ほんろうする。からかう。なぶる。いじくる。［及 194］

【例 1】おれぁどご　ちょすます　つもりが
「俺をなぶるつもりか」

【例 2】つぐえの　ゆえの　おの　ちょすますなよ
「机の上の物をいじくるなよ」

ちょっくら ［副］ 一寸。簡単に。［同］ちょっこら。ちょこっと。ちょっこり。ちょっこらさっ

と。［及 194］

【例 1】〇〇どさ　ちょっくら　よて　えぐべ
「〇〇の家に一寸寄って行こう」

【例 2】あの　しとなの　ちょっくら　えごぐ　しとんねぁ
「あの人なんか、簡単に動く人じゃないよ」

ちょっけぁ [tʃokkɛ] ［名］ 手先。［及 194］

【例】 あれだば　ちょっけぁ　きぐ　しとだ

「あの人なら、手先の器用な人だ」

ちょっけぁ [tʃokkɛ] ［俗語］ ちょっかい。［及 194］

【例】 まだ　おなごさ　ちょっけぁ　かげる

「また、女にちょっかいを出す」

ちょっけぁ [tʃokɛ] 小手先。器用さ。［及 18］

【例】 なんだて　ちょっけぁ　きがねぁちゃな

「なんだって不器用だね」

器用なことは「ちょっけぁきぐ」といっている。

ちょぴちょぴ [tʃopïtʃopï] ［副］ ちびちび。［続 223］

【例】 ほんた　ちょぴちょぴど　のまねぁで　ぐえっと　やれや

「そんなちびちび飲まないで、ぐいとやれよ」

ちょへけんさ [tʃoçek̝eɴ̝sa] ［名］ 徴兵検査。［及 194］

【例】 わげぁずぎ　ちょへけんさず　おの　さっだ　おんだ
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ちんちん

「若い時、徴兵検査というものをされもんだ」

ちょぺっと [tʃopet̝to] ［副］ ちょっぴり。［続 223］

【例】 おれぁ　さげだば　のめねぁはげぁ、ちょぺっと　つでくんねぁが

「私は酒なら飲めないから、ちょっぴり注いてくれませんか」

ちょろがす [tʃorogasɯ̈] ［四他］ おちゃらかす。［同］おちょくらがす。おちょらがす。［続 223］

【例】 ほんたごど　ゆて　しとんどご　ちょろがす　かんじゅが

「そんなことをいって、人をおちゃらかすつもりかい」

ちょろっと [tʃorotto] ［副］ ちょろりと。［続 223］

【例 1】デパートで　めへの　おの　ちょろっと　ぬすで　えたけ
「デパートで、店の物をちょろりと盗んで行ったっけ」

【例 2】ねずみあ　ちょろっと　ではて　きたけ
「鼡がちょろりと出て来たっけ」

ちょんな 手斧。［及 65］

【例】 ちょんななの　えまだば　つかう　ごどあ　ねぁなは

「手斧なんか、今なら使うこともなくなってしまったな」

ちょんなみ [tʃoɴnamï] ちょうなみ。手網。［続 223］

【例】 ちょんなみ　かて　きたはげぁ、かつかすぎでも　えぐがな

「手網を買ってきたから、鰍掬いでも行こうかな」

ちらっと [tsïratto] ［副］ ちらりと。［続 223］

【例】 やまさ　えたば、うさぎの　すがだ　ちらっと　めだけ

「山へ行ったら、兎の姿がちらりと見えたっけ」

ちんちん ［名］ 少少。［及 194］

【例】 さげだば　のめねぁはげぁ　ちんちんど　つでころ

「酒なら飲めないから、少少づつ注いてくれ」
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つ

　

—つ—

つ 血。［及 16］

【例】 なにした　おんだや　つなの　流して

「どうしたの、血なんか流して」

つ [tsɯ̈] 橇の背の山になっていて、荷台を取りつける部分をいう。この橇の山の部分の「つ」は、
普通片方に二つあり、一台の橇に四つあるので「よつぞり」ともいい、片方に一つしかないものを

「ばず（及位の方言 67P）」といっている。［続 224］

つぁ [tsa] ［格助］ に。［及 194］

【例】 ほれ　おれぁつぁ　くんねぁが

「それ、私にくれませんか」

～つぁん [~tsaɴ] さん。人に付ける敬称。「さん」を「つぁん」というのは、人名の語尾が「じ。
ち。つ」の場合に限られており、「しょうんつぁん＝昭二さん」。「さぎっつぁん＝佐吉さん」。「よす

まっつぁん＝芳松さん」のように使うが、例外に「ずんつぁん＝お爺さん」。「ばんつぁん＝お婆さ

ん」と使ったが、今は使われていない。また、「さん」を「つぁ」と呼ぶ場合があり、次のようであ

る。「ずっつぁ。ずんつぁ＝お爺さん」。「ばっつぁ。ばばつぁ＝お婆さん」。「おどっつぁ。つぁつぁ

＝お父さん」。「ががつぁ＝お母さん」。「あんつぁ＝兄さん」。「あねつぁ＝姉さん」。「おんつぁ＝弟

さん」。「おばつぁ＝妹さん」。「おんつぁ＝伯叔父」。「おばつぁ＝伯叔毋」。［続 224］

なお、「弟さん。妹さん」の「おんつぁ。おばつぁ」は他人が呼ぶ時であり、家族の者が呼ぶ時は、

「おず。おば」である。また、「つぁ」は今は使わなくなってしまった。

ついん [tsɯ̈ïɴ] ［副］ 遂に。［続 224］

【例】 どうも　ふりそだどもたら、やっぱり　ついん　ふてきたな

「どうも降りそうだと思ったら、やっぱり遂に降ってきたな」

ツーズ [tsɯ̈ːⁿdzɯ̈] チーズ。乳製品。［続 224］

【例】 ビールの　つまみん　すんな　ツーズ　かて　きてくんねぁが

「ビールのつまみにするチーズを買ってきてくれないか」

つーちょ [tsɯ̈ːtʃo] 通帳。［続 224］

【例】 つーちょど　はんこ　もて　えて　ぎんこがら　かね　おろして　きてころ

「通帳と印鑑を持って行って、銀行から金を下ろして来てくれ」

つうつ ［形］ 汗を流して働くさま。［及 194］
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～つぉ

【例】 つうつて　はだれぁでも　しかだねぁ　おんだ

「幾ら汗水を流して働いても、貧乏なもんだ」

つえ 強い。［及 29］

【例】 あれぁまだ　めっぽ　つえ　おんだ

「あいつは、めっぽう強いもんだね」

つえ [tsɯ̈e]̝ 知恵。［続 225］

【例】 がっこさ　へぁたば、この　わらすあ　でぁぶ　つえあ　つで　きたな

「学校に入ったら、この子は大分知恵が付いてきたね」

～つぇぁ [~tsɛ] ［接尾辞］ よ。人に自分の意を告げる語。［続 224］

【例 1】あっつぇぁ
「あるよ」

【例 2】きっつぇぁ
「切るよ」

【例 3】くえっつぇぁ
「くれるよ」

【例 4】のっつぇぁ
「乗るよ」

【例 5】とっつぇぁ
「取るよ」

つえか [tsɯ̈ek̝a] ［名／ス他］ 追加。［続 225］

【例】 なめこの　かんずめ　もと　おすどて、つえかちゅうもんして　よごしたけ

「なめこの缶詰をもっと欲しいといって、追加注文してよこしたっけ」

つえだづ [tsɯ̈ed̝adzɯ̈] ［名］ ついたち。その月の最初の日。［及 195］

【例】 今日あ　じゅうにがづの　つえだづがは

「今日は、もう十二月一日かね」

つえだで [tsɯ̈ed̝ade]̝ 衝立。［続 225］

【例】 ゆるりあ　ねぁぐ　なてがら、つえだでなの　つかう　えあ　ねぁなは

「囲炉裏がなくなってから、衝立なんか使う家はもうなくなってしまったな」

つえで [tsɯ̈e̝n de]̝ 序で。［続 225］

【例】 こごまで　きたおんだおん、つえでん　〇〇さも　よてみで　えぐが

「此処まで来たんだから、序でに〇〇にも寄って見て行こうか」

～つぉ [~tso] ［間助］ よ。［続 225］

【例 1】きっつぉ
「切るよ」

【例 2】くっつぉ
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つがう

「来るよ」

【例 3】とっつぉ
「取るよ」

【例 4】ねっつぉは
「もう寝るよ」

【例 5】ほっつぉ
「堀るよ」

その他に、「よ」は、「ぜぁ。ぞ」と「きんぜぁ（ぞ）」。「くんぜぁ（ぞ）」「とんぜぁ（ぞ）」。「ねんぜ

ぁ（ぞ）」。「ほんぜぁ（ぞ）」などのように使う。

つがう ［動］ 違う。［及 195］

【例】 ほれあ　つがう　おれぁあだ

「それは違うよ、私のだよ」

つかがり [tsɯ̥̈kagarï] 突き当たり。［続 225］

【例】 〇〇さんの　えだば、ここ　まっすぐん　えて、つかがりの　えだ

「〇〇さんの家なら、此処を真っ直ぐに行って、突き当たりの家です」

つかがる [tsɯ̥̈kagarɯ̈] ［動］ 支える。［及 195］

【例】 おっき　もづ　くど　のどさ　つかがんぞ

「大きい餅を食べると、のどに支えるよ」

つ
〇

かがる [tsɯ̥̈kagarɯ̈] ［動］ つっかかる。けんかをうる。［及 195］

【例】 おれぁどさ　なして　つかがんなや

「俺になぜつっかかるんだ」

つかげる [tsɯ̥̈kager̝ɯ̈] ［動］ つっかける。［及 195］

【例】 ほごに　ある　おの　つかげで　えげ

「そこにあるものをつっかけて行きなさい」

つかごろ [tsɯ̥̈kaŋoro] 近頃。［続 225］

【例】 つかごろの　わらしたずあ、ほうげん　あんまり　つかわねぁぐ　なたな

「近頃の子供らは、方言を余り使わなくなったな」

つかす ［形］ 近しい。親しい。［同］したす。［及 195］

【例】 〇〇どあ　つかすぐして　もらてる

「〇〇とは、親しくしてもらっています」

つかすず [tsɯ̥̈kasɯ̈dzɯ̈] 地下室。［続 225］

【例】 つかすずの　ごど　おら　ほでぁ　あなぐらても　ゆてるな

「地下室のことを、うちの方では穴蔵ともいっているね」

つかつか ［副］ ちかちか。［及 195］
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つからずぐ

【例 1】はるさぎん　なっど　ゆぎあ　まぶすくて　つかつかするな
「春先になると、雪がまぶしくて、目がちかちかするね」

【例 2】なんだべ　へなが　つかつかするな
「なえだろう、背中がちかちかするな」

つかま [tsɯ̥̈kama] 近間。［続 225］

【例】 おらほあ　やまどごだはげぁ　あおおのなの　つかまで　とれんなだ

「私達の方は山どころだから、山菜なんか近間で採れるんだ」

つかまへる [tsɯ̈kamaçer̝ɯ̈] ［動］ 掴ませる。［及 195］

【例】 ほんたおの　つかまへる　議員なのにあ　ろぐだ　おのあ　いねぁ　おんだ

「そんなものを掴ませる議員なんかには、ろくな人物がいないもんだよ」

つかみ かすがい。［及 65］

【例】 小屋　たでっずぎ　つかみ　おしはげな

「小屋を建てる時に、かすがいが欲しいからな」

つかみず [tsɯ̥̈kamïdzɯ̈] 近道。［続 226］

【例】 ほっつがらだど　とうまりだはげぁ、こっつの　つかみず　えぐべ

「そっちからだと遠回わりだから、こっちから行こう」

つかめぁーる [tsɯ̥̈kamɛːrɯ̈] ［下一他］ 掴まえる。捕まえる。［続 226］

【例 1】〇〇さん　きたら　つかめぁーで　おえでころ
「〇〇さんが来たら、掴まえておいてくれ」

【例 2】うさぎ　つかめぁーで　きた
「兎を捕まえて来たよ」

つからえっぺぁー [tsɯ̥̈karaep̝pɛː] ［副］ 力いっぱい。［続 226］

【例】 つからえっぺぁ　ひぱたども、かでぁくて　ぬげねぁけ

「力いっぱい引っ張ったが、固くて抜けなかったよ」

つからおどす [tsɯ̥̈karaodosɯ̈] ［動］ 落胆する。がっかりする。［及 195］

【例】 つぁつぁに　なぐならっで　なんぼが　つからおどしったんだが

「お父さんに亡くなられて、どんなにか落胆していることだろうね」

つからこぶ [tsɯ̥̈karakobɯ̈] 力瘤。［続 226］

【例】 〇〇さんの　つからこぶだば　てぁした　おんだ、やまこみでぁん　なるおん

「〇〇さんの力瘤なら大したもんだ、小山のようになるからな」

つからずえ [tsɯ̥̈karaⁿdzɯ̈e]̝ ［形］ 力強い。［続 226］

【例】 こんだ　おれぁえさも　おどごおぼごあ　んまっだはげぁ　つからずえぐ　なた

「今度うちにも男の子が生れたから、力強くなったよ」

つからずぐ [tsɯ̥̈karaⁿdzɯ̈gɯ̈] 力ずく。［続 226］
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つからすごど

【例】 ゆいまがさっだ　おんだはげぁ、つからずぐで　かがてくんなだぜぁ

「言い負かされたものだから、力ずくでかかってくるのなんだよ」

つからすごど [tsɯ̥̈karasɯ̈ŋodo] 力仕事。［続 226］

【例】 つからすごどだば、ないんたて　おなごあ　おどごにあ　かなわねぁな

「力仕事なら、なんといったって女は男には敵わないな」

つからだめす [tsɯ̥̈karaⁿdames̝ɯ̈] 力試し。［続 226］

【例】 むがすの　わげぁおのあ　えぐ　たらなの　かずで、つからだめす　した　おんだ

「昔の若者は、よく俵なんかを担いで、力試しをしたもんだよ」

つからまがへ [tsɯ̥̈karamagahe]̝ ［ノダナ］ 力任せ。［続 226］

【例】 ほんげぁ　つからまがへん　ひっぱっど　ひぼあ　きれんぞ

「そんなに力任せに引っ張ると、紐が切れるよ」

つかんぱな ［名］ 手鼻。手で鼻の片側を押えて鼻汁を出すこと。［及 195］

【例】 つかんぱななの　かむ　おんでねぁ

「手鼻なんかかむものじゃないよ」

つかんぱな [tsɯ̥̈kaɴpana] 手鼻。掴みっ鼻。［続 226］

【例】 ほんげぁ　どごさだじゃねぁぐ　つかんぱな　して　ありぐな

「そんなに何処だということなく掴みっ鼻をして歩くなよ」

つぎ [tsɯ̈ŋï] 布。［及 59］

【例】 この　つぎあ　木綿んねぁな

「この布は木綿じゃないね」

つぎ [tsɯ̈gï] さおはかり。棒秤。［及 50］

【例】 これぁ　めがだ　なんぼ　あんべ　つぎ　もて　きてみろ

「これは目方がどれくらいあるかな、竿秤を持ってきてくれ」

つぎあへる [tsɯ̈ŋïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 継ぎ合わせる。［続 227］

【例】 ほの　ズボンさ　この　つぎ　つぎあへっど　えんねぁべが

「そのズボンに、この布を継ぎ合わせたらいいじゃないだろうか」

つぎえぁ [tsɯ̈gïɛ] ［名］ 付き合い。交際。［及 195］

【例】 あれだば　つぎえぁにぐえ　おどごだ

「あいつなら付き合いにくい男だね」

つぎおの [tsɯ̈gïono] 付き物。［続 227］

【例】 ないんたて、さすみさだば　わさびあ　つぎおんだべや

「なんといったって、刺身になら、山葵が付き物だろうや」

つぎおの [tsɯ̈ŋïono] 継ぎ物。［続 227］

【例】 おれぁえの　やろこあ　ズボン　きらして　きたはげぁ、つぎおの　しった
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つぐりおの

「うちの子（男の子）がズボンを切らして来たから、継ぎ物をしているんです」

つぎおの [tsɯ̈gïono] 憑き物。［続 227］

【例】 〇〇さんどさ　つぎおのあ　つだはげぁ、いのて　もらて、おどして　もらたど

「〇〇さんに憑き物が付いたから、祈ってもらって、落としてもらったそうだ」

つぎざっこ [tsɯ̈gïdzakko] はや。うぐい。淡水魚。［同］へぁざっこ。［及 92］

【例】 この　ざっこあ　卵なす　ずぎあ　あだまどが　はらなの　あがぐ　なる　さがなだ

「この雑魚は、産卵期には、頭や腹などが赤くなる魚なんだ」

つきしょ [tsɯ̥̈kïʃ̥o] 畜生。［続 227］

【例 1】つきしょだて　いぎおのだはげぁ、いずめんなよ
「畜生だって生き物だから、苛めるなよ」

【例 2】あの　つきしょ、すごどもしねぁで、どさ　けずがた
「あの畜生、仕事もしないで、何処へ行きやがったんだ」

づぎ～ずぎ [dzɯ̈gï] ［名］ 時。［及 195］

【例 1】あん　づぎ
「あの時」

【例 2】こん　ずぎ
「この時」

【例 3】ほん　ずぎ
「その時」

単独でも zUgi?

つぎのおの 月経。メンス。［及 16］

つぎぱず [tsɯ̈ŋïpaⁿdzɯ̈] 布切れ。［続 227］

【例】 ほごの　つぎぱず　よこしてくんねぁが、ズボンの　ひじゃさ　はぬうはげぁ

「そこの布切れをよこしてくれないか、ズボンの膝に端縫いするから」

つぎる [tsɯ̈ŋïrɯ̈] ［四他］ 千切る。［続 227］

【例】 までよ、えま　もず　つきて　かへっさげぁな

「待ってなさいよ、今ね餅を千切って食べさせるからな」

つぐす [tsɯ̈gɯ̈sɯ̈] ［名］ 杭。［及 196］

【例】 ほごさ　つぐす　五、六本　ぶておげ

「そこへ杭を五、六本打っておけよ」

つぐばる [tsɯ̈gɯ̈barɯ̈] ［下一他］ うつ伏せる。［続 227］

【例】 ねっずぎあな　つぐばてねっど　おかねぁ　ゆめ　みっさげぁな

「寝る時はね、うつ伏せになって寝るとおっかない夢を見るからね」

つぐりおの [tsɯ̈gɯ̈rïono] 作り物。［続 227］
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つぐりげぁーる

【例 1】この　はな　つぐりおのだて　ほんもの　そっくりだな
「この花は作り物だって、本物そっくりだね」

【例 2】おめぁえの　はだげの　つぐりおのあ　なんてぁすや
「お宅の畑の作り物はどうですか」

つぐりげぁーる [tsɯ̈gɯ̈rïgɛːrɯ̈] ［下一他］ 作り替える。［続 228］

【例】 へぁりくずあ　ふるすぐ　なたはげぁ、つぐりげぁーる　ごどん　したは

「玄関が古くなったから、もう作り替えることにしたよ」

つぐりわれぁ [tsɯ̈gɯ̈rïwarɛ] 作り笑い。［続 228］

【例】 やんだ　ごど、おがすぐもねぁな、つぐりわれぁなのして

「嫌だわね、おかしくもないのに、作り笑いなんかして」

つぐる [tsɯ̈gɯ̈rɯ̈] ［動］ する。だだなどをすること。［同］こぐ。［及 196］

【例】 まだ　ごが　つぐる

「また、だだをする」

つぐわ [tsɯ̈gɯ̈wa] 竹輪。［続 228］

【例】 つぐわだば　おれぁえの　わらしたずあ　うんと　すぎで　くてる

「竹輪ならうちの子供達がうんと好きで食べているね」

～つけ [~tsɯ̥̈ke]̝ ［連語］ そうだ。この語は、第三者の言葉を相手に伝える時だけ使い、是認、

肯定の意を表す言葉としてや、思い出したり思いついたりした時に感動詞的に使ったりはしない語

である。［続 228］

【例 1】〇〇さんも　えぐつけ
「〇〇さんも行くそうだ」

【例 2】あした　あめだつけ
「明日は雨だそうだ」

また、この語は「ど」。「すけ」などとも使っている。

つけ ～といっていた。～そうだ。［及 196］

【例 1】こえつけ
「来いといていた」

【例 2】あした　雨だつけ
「明日は雨だそうだ」

つけぁ [tsɯ̥̈kɛ] ［名］ 使い。案内状。招待状。［同］おづげぁ。［及 196］

【例】 〇〇さんさ　むがさりの　おつけぁ　出したがや

「〇〇さんに、結婚式の招待状を出したかい」

つけあ ～といっていたよ。～そうだが。［及 196］

【例】 おめぁえの　〇〇あ　東京さ　えたつけあ　まだ　こねぁがや

「お宅の〇〇さんは、東京に行ったそうたが、まだ来ないのかい」
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つけぁーる

つげぁー [tsɯ̈ŋɛː] 違い。［続 228］

【例】 おれだば、これど　これの　つげぁー　わがらねぁ　おんだな

「私なら、これとこれの違いは、分らないものだな」

つげぁー [tsɯ̈ŋɛː] 番。［続 228］

【例 1】カナリヤ　つげぁで　かて　きた
「カナリヤを番で買ってきた」

【例 2】この　ぶひん　つげぁだなだ
「この部品は番なんだ」

つけぁーおの [tsɯ̥̈kɛːono] 使い物。遣い物。［続 228］

【例 1】この　なだ　つけぁーおのん　ならねぁな
「この鉈は使い物にならないな」

【例 2】これぁ　つけぁーおのん　すっさげぁ、のす　つけでころ
「これは遣い物にするから、熨斗を付けてくれ」

つけぁーこなす [tsɯ̥̈kɛːkonasɯ̈] ［四他］ 使いこなす。［続 228］

【例】 この　きっけぁ　つけぁーこなすにあ　よっぽど　れんしゅうしねぁんねぁぞ

「この機械を使いこなすには、余程練習しなければならないよ」

つけぁーごむ [tsɯ̥̈kɛːgomɯ̈] ［四他］ 使い込む。［続 229］

【例 1】かえしゃの　かね　つけぁーごだど
「会社の金を使い込んだそうだ」

【例 2】この　きっけぁ　つけぁーごで　くへ　おべろ
「この機械を使い込んで、癖を覚えなさい」

つけぁーで [tsɯ̥̈kɛːde]̝ 使い手。［続 229］

【例】 バイクの　つけぁーでだば　〇〇だ

「バイクの使い手なら、〇〇だよ」

つけぁーで [tsɯ̈kɛːde]̝ 使いで。［続 229］

【例】 これ　くれぁ　あれば　つけぁーで　ある

「これくらいあれば使いでがあるね」

つけぁーぱすり [tsɯ̥̈kɛːpasɯ̈rï] 使い走り。［続 229］

【例】 この　わらすも　おっきぐ　なて、つけぁーぱすり　でげるよん　なた　おんだ

「この子も大きくなって、使い走りが出来るようになったもんだ」

つけぁーはだす [tsɯ̥̈kɛːhadasɯ̈] ［四他］ 使い果す。［続 229］

【例】 え　たでだ　おんだはげぁ、かね　つけぁーはだしてしまたは

「家を建てたものだから、金を使い果してしまったよ」

つけぁーる [tsɯ̥̈kɛːrɯ̈] ［下一自］ 仕える。［続 229］
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つけぁーる

【例】 しゅずんさ　つけぁーるにあ、まごごろ　こめで　つけぁーる　おんだぞ

「主人に仕えるには、誠心を込めて仕えるものだよ」

つけぁーる [tsɯ̥̈kɛːrɯ̈] ［下一自］ 支える。［続 229］

【例 1】ひぐくて　あだま　つけぁーるな
「低くて頭が支えるな」

【例 2】どがんさ　ごみあ　つけぁーだ
「土管にごみが支えた」

【例 3】むねあ　つけぁーる
「胸が支える」

つげぁーる [tsɯ̈ŋɛːrɯ̈] ［下一他］ 番える。［続 229］

【例 1】ゆみの　や　つげぁーる
「弓の矢を番える」

【例 2】にわどり　つげぁーらへる
「鷄を番えさせる」

つけぁぐ [tsɯ̥̈kɛgɯ̈] 近く。［続 229］

【例 1】つけぁぐ　おぎゃくさま　つで　くっさげぁな
「近くお客さまを連れて来るからね」

【例 2】わらびだば、おれぁえの　つけぁぐに　ある
「わらびなら、うちの近くにあるよ」

つけあげ 天ぷら。［及 42］

【例】 おれぁ　茄子の　つけあげ　すぎだな

「私は茄子の天ぷらが好きだな」

つげぁだな [tsɯ̈ŋɛⁿdana] 違い棚。［及 51］

【例】 この　お土産あ　つげぁだなさ　かざてころ

「このお土産は、違い棚に飾って下さい」

つけあへ [tsɯ̥̈kea̝he]̝ 付け合わせ。［続 230］

【例】 この　りょうりあ、こればり　ださねぁで、ないが　つけあへ　そえっど　えな

「この料理は、これだけを出さないで、何か付け合わせを添えた方がいいね」

つけおの 漬物。［及 42］

【例】 つけおのあ　ねぁど　まま　くうきあ　しねぁな

「漬物がないと、ご飯を食べる気がしないな」

つけげ 付け木。火種の火をつける先に硫黄をつけた薄い木片。［及 51］

【例】 かまの　火あ　つけげで　つけろよ

「釜の火は付け木でつけなさいよ」
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つず

つけつけ [tsɯ̥̈ket̝sɯ̥̈ke]̝ ［副］ ずけずけ。［続 230］

【例】 えぐ　しとの　やんだ　ごど　つけつけ　ゆえる　おんだ

「よく人の嫌なことを、ずけずけいえるもんだよ」

つけっと 知らない振りをすること。［同］つけらっと。［及 196］

【例】 つけっとして、へんずも　すねぁけ

「知らない振りをして、返事もしなかったよ」

つけどん [tsɯ̥̈ked̝oɴ] ［ダナ］ つっけんどん。［続 230］

【例】 ないだや、おやさ　むがて、ほんた　つけどんだ　へんずずあ　ねぁべな

「なんだい、親に向って、そんなつっけんどんな返事ってないじゃないか」

つけひぼ [tsɯ̥̈keh̝ïbo] 付け紐。［続 230］

【例】 わらしたずの　きおのじゃ　みな　つけひぼ　つけだ　おんでぁった

「子供の着物ってみな付け紐を付けたものだったよ」

つご [tsɯ̈ŋo] ［名／ス他］ 都合。［続 230］

【例 1】きょうあ　つご　わりくて　えげねぁ
「今日は都合が悪くて行けないよ」

【例 2】なんとが　つご　つけでころ
「なんとか都合をつけてくれよ」

つこす [tsɯ̥̈kosɯ̈] ［副］ 少し。［続 230］

【例】 えもの　たね　つこすで　えぇはげぁ　わげでくんねぁが

「芋の種を、少しでいいから、分けてくれませんか」

つごたご [tsɯ̈ŋotaŋo] ［ダナ］ 互い違い。［続 230］

【例】 ほの　まめ　ゆえっずぎあ　つごたごん　ゆえろよ

「その豆を植える時は、互い違いに植えるんだよ」

づこっと ［副］ ずんぐり。［同］つこっと。［及 196］

【例】 〇〇あ　づこっとした　体つぎだ

「〇〇はずんぐりした体つきだ」

つこむ [tsɯ̥̈komɯ̈] ［四自］ 突っ込む。［続 230］

【例】 この　ふぐろさ　ないもかいも　つこだて　だめだぞ

「この袋に何もかも突っ込んだって駄目だよ」

つしょ [tsɯ̥̈ʃo] 地所。［続 230］

【例】 どさが　え　たでる　え　あんべぁの　つしょあ　ねぁんだが

「何処かに、家を建てる適当の地所がないだろうか」

つず ［名］ 地図。［及 196］

【例】 この　つず　みっど　わがる
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つず

「この地図を見ると分るよ」

つず [tsɯ̈ⁿdzɯ̈] 知事。［続 231］

【例】 こどすあ　つずの　かいせん　あんども　だれぁ　たずべ

「今年は、知事の改選があるが、誰が立つだろうね」

つず [tsɯ̈dzɯ̈] 土。［続 231］

【例】 こごの　つずあ　ねんどすずだはげぁ　きゃぐどすねぁんねぁな

「ここの土は、粘土質だから、客土しないといけないな」

つず [tsɯ̈dzɯ̈] 父。［続 230］

【例】 うずの　つずあ　すずじゅう　すぎだども　まだ　スキー　のてる

「うちの父は、七十を過ぎたが、まだスキーを乗っているよ」

つずあれぁ [tsɯ̈dzɯ̈arɛ] 土洗い。［続 231］

【例】 つずあれぁて　ひゃくしょすごどの　おわりの　いろうかいだど

「土洗って、百姓仕事の終りの慰労会だそうだ」

つずおや [tsɯ̈dzɯ̈oja] 父親。［続 231］

【例】 〇〇あ　つずおやん　すなっで　がっこさも　えげねぁべじゅは

「〇〇は、父親に死なれて、もう学校にも行けないだろうよね」

つずぎ [tsɯ̈dzɯ̈ŋï] つつじ。［続 231］

【例】 あんまり　きれだ　つずぎだはげぁ、やまがら　こえで　きたあだ

「余り奇麗なつつじだから、山から扱いで来たんだ」

つずくせぁ [tsɯ̈dzɯ̈kɯ̥̈sɛ] ［形］ 土臭い。［続 231］

【例】 おわえらだ　ひゃくしょだおん、つずくせぁて　ゆわっだて　やめらんねぁ

「自分の選んだ百姓だから、土臭いといわれも止められないね」

つずくび [tsɯ̈dzɯ̈kɯ̈bï] 乳首。［続 231］

【例】 なんぼが　はら　へたんだが　つずくび　くわぇぁで　はなさねぁ　おんだ

「どんなに腹がへったんだろうか、乳首をくわえて離さないもんだ」

つずこくせぁ [tsɯ̈dzɯ̈kokɯ̥̈sɛ] ［形］ 乳臭い。［続 231］

【例】 なえだ、まだ、つずこくせぁ　かんめぁして、おやさ　えげんする　きが

「なんだ、まだ乳臭いくせして、親に意見する気か」

つずこばなれ [tsɯ̈dzɯ̈kobanare]̝ 乳離れ。［続 231］

【例】 すこすずず　まま　くよん　なたはげぁ、そんま　つずこばなれすんべは

「少しずつご飯を食べるようになったから、直に乳離れしてしまうだろうよ」

つすず [tsɯ̈sɯ̈ⁿdzɯ̈] 血筋。［続 232］

【例】 つすずあ　あらそえねぁ　おんだな、きしょあ　ずさまど　そっくりだ　おん

「血筋は爭そえないものだね、気性は爺さんとそっくりだもの」
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つづあぎび

つずすむ [tsɯ̈dzɯ̈sɯ̈mɯ̈] ［四他］ 慎む。［続 232］

【例】 おめぁ　つかごろ　さげ　のみすぎっさげぁ、すこす　つずすむど　えぇな

「お前は近頃酒を飲み過ぎるから、少し慎むといいな」

つずのま [tsɯ̈dzɯ̈noma] 地べた。地面。［続 232］

【例】 〇〇ちゃん　つずのまさ　ねまっど　きおのあ　よごれんぞ

「〇〇ちゃん、地べたに坐ると、着物が汚れるよ」

つずはは [tsɯ̈dzɯ̈haha] 父母。［続 232］

【例】 つずはは　いるくれぁ　しっしゃわへだ　ごとあ　ねぁな

「父母のいるくらい仕合わせなことはないね」

つずます [tsɯ̈dzɯ̈masɯ̈] ［形］ 慎ましい。［続 232］

【例】 〇〇さん　えの　よめだば、よげだ　ごど　しゃべらねぁ、つずます　しとだな

「〇〇さんの家の嫁なら、余計なことを喋べらない、慎ましい人だね」

つずみあがる [tsɯ̈ⁿdzɯ̈mïaŋarɯ̈] ［四自］ 縮みあがる。［続 232］

【例】 へびの　おかねぁなさ、へび　めへらえる　おんだおん、つずみあがるんだはげぁ

「蛇のおっかないのに、蛇を見せられるんだもの、縮みあがるんだから」

つずむ [tsɯ̈ⁿdzɯ̈mɯ̈] ［四自］ 縮む。［続 232］

【例】 この　シャッツあ、あらうど　つずむはげぁ、クリーニングさ　だすなだ

「このシャツは、洗うと縮むから、クリーニングに出すんだ」

つずめる [tsɯ̈ⁿdzɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 縮める。［続 232］

【例】 この　ワイシャツあ、そであ　すこす　なんげぁはげぁ、つずめでころ

「このワイシャツは、袖が少し長いから、縮めてくれ」

つずりあへる [tsɯ̈ⁿdzɯ̈rïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 綴り合わせる。［続 232］

【例】 この　かみ　いっさずん　なるよん　つずりあへでころ

「この紙を一冊になるように綴り合わせてくれ」

つだす ［動］ 寄こす。渡す。［及 196］

【例】 ほごの　ペン　つだしてころ

「そこのペンをよこしてくれ」

つたぱた 細かく動きまる。台所などであちこち動きまわること。［及 196］

【例】 つたぱたてねぁで　まま　けは

「そんなに動きまわってないで、もうご飯にしなさい」

づだらぐ [dzɯ̈ⁿdaragɯ̈] ［名］ だらく。不精。［及 196］

【例】 これだば　づだらぐで、こまた　おんだ

「こいつはだらくで困ったもんだ」

つづあぎび [tsɯ̈dzɯ̈agïbï] つちあけび。らん科の多年生の植物で、花後赤色のあけび形の実を
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つっかげ

つける。［及 92］

つっかげ [tsɯ̥̈kkage]̝ スリッパ。［続 232］

【例】 こんだ　なずん　なたばげぁ　つっかげも　とけぁんべ

「今度は夏になったから、スリッパも取り替えよう」

つつかむ [tsɯ̃̈tsɯ̥̈kamɯ̈] ［四自］ 縮かむ。［続 233］

【例】 きょうだば　めっぽ　さみ　おんで、からだ　つつかむよだ

「今日なら、滅法寒いもんで、体が縮かむようだね」

つっくぐる [tsɯ̥̈kkɯ̈ŋɯ̈rɯ̈] ［四自］ ［強調］ 潜る。潜るの強調語。［続 233］

【例】 ふとんさ、ほんげぁ　つっくぐっど、あだま　いでぁぐ　なて、はなずあ　でんぞ

「布団に、そんなに潜ると、頭が痛くなって、鼻血が出るよ」

つっくるむ [tsɯ̥̈kkɯ̈rɯ̈mɯ̈] ［下一他］ 纒める。［同］がっくるむ。［続 233］

【例】 とうふど　こんにゃぐど　この　やせぁ　みな　つっくるで　なんぼです

「豆腐とこんにゃくと、この野菜を纒めて幾らですか」

つっくるむ [tsɯ̥̈kkɯ̈rɯ̈mɯ̈] ［四他］ くるむ。［続 233］

【例】 ほの　でぁごん　ふるすぎさ　つっくるで　おえでころ

「その大根を、風呂敷にくるんで置いてくれ」

つっけぁ [tsɯ̥̈kkɛ] ［名］ 支え。支柱。つっかい。［及 196］

【例】 つっけぁ　かておがねぁど　もけぁんぞ

「つっかいを当てがっておかないと倒れるよ」

つっけぁーぼ [tsɯ̥̈kkɛːbo] つっかい棒。［続 233］

【例】 ねっずぎあ　わすんねぁで、へぁりくずさ　つっけぁーぼ　かて　おげよ

「寝る時は、忘れないで、入口につっかい棒を当てがっておけよ」

つっけぁす [tsɯ̥̈kkɛsɯ̈] ［動］ 口答えする。突っ返す。［及 196］

【例 1】親の　こどば　つっけぁす　つもりが
「親の言葉に口答えするつもりか」

【例 2】なに　気にくわねぁあだが　つっけぁして　よごしたけ
「何が気にくわないのか、突っ返えしてよこしたつけ」

つづこ お乳。乳房。［及 11］

【例】 つづこの　ちちゃこえ　しとあ　魅力あ　ねぁな

「乳房の小さい人は魅力がないね」

つっこぬげる [tsɯ̥̈kkonɯ̈ger̝ɯ̈] ［上一自］ ずり落ちる。これは、縛ってある物や袋、包んだ

物がずり落ちることをいう。［続 233］

【例】 しょてきた　にんずんあ　つっこぬげんぞ

「背負って来た人蔘が、ずり落ちるよ」
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つっとる

つつこまる ［動］ ちぢこまる。かがむ。体をまるめること。［及 197］

【例】 さみどて　つつこまてねぁで、うんどでも　してこえ

「寒いといってちぢまってないで、運動でもして来なさい」

つっころがす [tsɯ̥̈kkoroŋasɯ̈] ［四他］ 突っ転ばす。［同］つっころげぁす。［続 233］

【例】 ちっちぇぁ　おの　つっころがすじゃねぁべな

「小さい者を、突っ転ばすんじゃないよ」

つっころげぁす ［動］ 突っ転ろがす。突っ転ろばす。［及 197］

【例】 ほの　いす　じゃまだはげぁ　つっころけぁしてやれ

「その石はじゃまだから、突っ転ろばしてやれ」

つづすみ ［名］ 慎み。［及 197］

【例】 あの　おなごあ　つづすみの　ねぁ　おなごだな

「あの女は、慎みのない女だね」

つっつぎぼする [tsɯ̥̈ttsɯ̈gïbosɯ̈rɯ̈] ［四自］ しゃがむ。［続 233］

【例】 ほんたどさ　つっつぎぼすっど、スカートの　すそあ　よごれんぞ

「そんな所へしゃがむと、スカートの裾が汚れるよ」

つっと ［名］
つと

苞。［及 197］

【例】 つっとさ　へっだ　よ　もらたけ

「苞に入れた鮭を貰ったつけ」

つっとげる ［動］ とがらす。口をとがらすこと。［及 197］

【例】 なんだ　くづ　つっとげで

「なんだ、口をとがらせて」

つっとす ［動］ 突き通す。通す。差し込む。［及 197］

【例 1】錐んねぁば　つっとさんねぁなだ
「錐でなければ、突き通されないんだ」

【例 2】ほの　穴さ　縄　つっとすなだ
「その穴に縄を通すんだよ」

つっとばす [tsɯ̥̈ttobasɯ̈] ［四他］ 突飛ばす。［続 233］

【例】 ちちゃこえ　おの　つっとばすど　つぁつぁも　おめぁどご　つっとばすぞ

「小さい者を突き飛ばすと、お父さんも、お前を突き飛ばすよ」

つっとまる [tsɯ̥̈ttomarɯ̈] ［四自］ 詰まる。特に息が詰まる。［続 234］

【例】 つえ　ふぎだ　おんで　いぎあ　つっとまりそだけは

「強い吹雪なもんで、もう息が詰まってしまいそうだったよ」

つっとる ［動］ のけぞる。［及 197］

【例】 もと　つっとらねぁど　すらんねぁ
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つづなで

「もつとのけぞらないと、剃れないよ」

つづなで 土なだれ。土砂崩れ。［及 104］

【例】 〇〇えあ　つづなでで　んめらっだど

「〇〇の家は、土砂崩れで、埋められたそうだ」

つっぱさむ [tsɯ̥̈ppasamɯ̈] ［四他］ さしはさむ。［続 234］

【例 1】しとの　はなすさ　よごがら　くず　つっぱさむな
「人の話に横から口をさしはさむなよ」

【例 2】これ　じょうさすさ　つっぱさで　おげ
「これを、状差しにさしはさんでおけよ」

つっぱなす [tsɯ̥̈ppanasɯ̈] ［四他］ 突き放す。［続 234］

【例】 そべぁらへでばり　おがねぁで、たまにあ　つっぱなして　おげ

「甘えらせてばかりおかないで、たまには突き放しておけよ」

つっぱまる [tsɯ̥̈ppamarɯ̈] ［四自］ 割り込む。［続 234］

【例】 よごがら　つっぱまて　きて、よげだ　くずだす　すねぁで、はなす　きげ

「横から割り込んて来て、余計な口出しをしないで、話を聞けよ」

つっぱり ［名］ しんばり棒。［同］つっぱりぼ。［及 197］

【例】 裏の　戸さ　つっぱり　かて　おげよ

「裏の戸にしんばり棒を当てがっておけよ」

つづふまず [tsɯ̈dzɯ̈ɸɯ̈maⁿdzɯ̈] 土踏まず。［及 11］

【例】 なんだや、おめぁの　あすあ　つづふまずあ　ねぁんねぁがや

「なんだい、お前の足は土踏まずがないじゃないか」

つっぺ [tsɯ̥̈ppe]̝ ［名］ 栓。［及 197］

【例】 しょうゆびんさ　つっぺ　かたが

「醬油瓶に栓をしたか」

つっぺぁる [tsɯ̥̈ppɛrɯ̈] ［四自］ ［強調］ 入る。入るの強調語。［続 234］

【例】 こだっつさ　ほんげぁ　つっぺぁっど　あつぐすんぞ

「炬燵にそんなに入ると、やけどをするよ」

つっぽそで [tsɯ̥̈pposoⁿde]̝ 筒袖。袂のない袖。［続 234］

【例】 〇〇ちゃん、えで　あすぶ　ずぎあ　つっぽそでの　きおの　きろよ

「〇〇ちゃん、家で遊ぶ時は、筒袖の着物を着なさいよ」

つづまる ［動］ 縮まる。［及 197］

【例】 おかねぁくて、じゅめょうあ　つづまるよだけ

「おつかなくて、寿命が縮まるようだったよ」

つづれけ [tsɯ̈ⁿdzɯ̈rek̝e。̝tsɯ̈ⁿdzɯ̈rek̝ke]̝ ちぢれ毛。［及 11］
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つのみご

【例】 むがすあ　つづれけあ　めくせぁて　ゆた　おんだ

「昔はちぢれ毛はめぐさい、といつもんだ」

つで ［名］ 序で。［及 197］

【例】 えぐ　つでん、これ　おえで　来てころ

「行く序でに、これを置いて来てくれ」

つでぁ [tsɯ̈dɛ] 冷たい。［同］つみでぁ。はこえ。はっこえ。［及 29］

【例】 この　水あ　つでぁ　水だな

「この水は冷たい水だな」

つてぁー [tsɯ̥̈tɛː] 伝え。［続 234］

【例】 これぁ、おれぁえの　へんぞさまがらの　つてぁおのだはげぁ、でぁすん　すろよ

「これは、うちの先祖さまからの伝え物だから、大事にするんだよ」

つてぁーる [tsɯ̥̈tɛːrɯ̈] ［下一他］ 伝える。［続 234］

【例】 この　ごどあ、かいらんばんで、むらじゅうさ　つてぁーる　ほあ　えぇな

「この事は、回覧板で、村中に伝える方がいいね」

つとまる ［動］ 止まる。息の止まること。［同］つっとまる。［及 197］

【例】 はして　来たば　いぎあ　つとまるよだは

「走って来たら、息が止ってしまいそうだよ」

つなぎ [tsɯ̈naŋï] 数本づつのわらの穂の方を結び合せたもの。柴や稲、わらなどを結ぶ時に使う。
［及 73］

つなぎ [tsɯ̈naŋï] 虻。特に小型の虻をいう。これは、「めくらあぶ」や、「ごまふあぶ」などの人
畜を襲う小型虻の総称である。［続 234］

つなまくせぁ [tsɯ̈namakɯ̥̈sɛ] ［形］ 血腥い。［続 235］

【例】 この　さがな　すこす　つなまくせぁな　にっど　とれんべども

「この魚は少し血腥いな、煮ると取れるだろうが」

つねづる ［動］ 抓る。［同］ひねづる。［及 198］

【例】 ほんげぁ　つねづる　おんだおん　いでぁべや

「そんなに抓るんだもの、痛いじゃないか」

つのつぎえぁ [tsɯ̈notsɯ̈gïɛ] 角突き合い。［続 235］

【例】 ながば　どうすで　つのつぎえぁ　してねぁで　はなす　まどめんべや

「仲間同士で角突き合いをしていないで、話を纒めようや」

つのばず [tsɯ̈nobadzɯ̈] 角ばち。「ばず（及位の方言 67P）」は、「ばち橇」で、この橇の片方の
先端が、棒状に伸びたものが「つのばず」で、この棒状の角を握りしめて、急斜面を下るのに容易

にしたものである。［同］てごばず。［続 235］

つのみご [tsɯ̈nomïŋo] 乳飲み子。［続 235］
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つのみづ

【例】 あれも、おやずに　ねらっで、つのみご　かげぁで、よういんねぁな

「あの人も、親父に寝られて、乳飲み子を抱えて、容易じゃないね」

つのみづ ［名］ 血族。親類。［及 198］

【例】 あれぁ　おれぁえの　つのみづの　もんだ

「あれは、うちの血族の者だよ」

つのめる [tsɯ̈nomer̝ɯ̈] ［四自］ つんのめる。［続 238］

【例】 いすこさ　けずまずで、つのめて　ひじゃかぶ　けがしてしまた

「小石にけつまずいて、つんのめって膝頭を怪我してしまったよ」

つのめる ［動］ つんのめる。［及 198］

【例】 いすさ　つまづで　つのめてしまた

「石につまづいて、つんのめってしまった」

つばぐ [tsɯ̈bagɯ̈] ［動］ 結ぶ。橇に横木を縄で、結びつけること。［及 198］

【例】 しょり　つばぐな　縄　もて　きてころ

「橇に横木を結びつけるから、縄を持って来てくれ」

つばする [tsɯ̈basɯ̈rɯ̈] ［四自］ 血走る。［続 235］

【例】 ないが　あったあだべが、〇〇あ　まなぐ　つばすらへで　はして　えたけ

「何かあったんだろうか、〇〇が目を血走らせて走って行ったっけ」

つばめる ［動］ まとめる。集める。せばめる。［及 198］

【例 1】4Kgぐれぁ　つばめでぁ　おんだな
「4Kgぐらい纒めたいものだな」

【例 2】ほんた　はづさらすだ　ごど　すっど　へげん　つばめるばんだんだ
「そんな恥さらしなことをすると、世間を狹めるばかりなんだよ」

なお、狹める、は「へばめる」とも使う。

つぱる ［動］ つっぱる。強情を張る。［及 198］

【例】 ほんげぁ　いづまでも　つぱる　おんでねぁ

「そんなに何時までも強情を張るもんじゃないよ」

つびりこびり [tsɯ̈bïrïkobïrï] ［副］ ちびちび。［同］つぴらつぴら。つぴらこぴら。［続 235］

【例】 ないだや、ほんげぁ　つびりこびり　ので、すこす　ぐえっと　のめや

「なんだい、そんなにちびちび飲んで、すこすぐいと飲めよ」

つぶ たにし。水田や沼、池などに棲む巻貝。食用にしたが、今は殆ど見られない。［及 92］

【例】 えま　なして　つぶあ　いなぐ　なたあだべ

「今はどうしてたにしがいなくなったんだろう」

つぶあす [tsɯ̈bɯ̈asɯ̈] 素足。［同］つぷこあす。［続 235］

【例】 この　さみ　ずぎ　つぶあすで　ありぐど　かじぇ　ひぐぞ
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つまずる

「この寒い時、素足で歩くと風邪を引くよ」

つぶあだま [tsɯ̈bɯ̈adama] 外出時になにも被らない頭。［同］つぷこあだま。［続 235］

【例】 さみはげぁ　つぶあだまで　んねぁぐないが　かぷて　ありげよ

「寒いから、何も被らないで歩かないで、何か被って歩けよ」

づぶくぐり [dzɯ̈bɯ̈kɯ̈gɯ̈rï] ［名］ 頭から水に潜ること。［及 198］

【例】 おれみでぁん　づぶくぐりせっがや

「俺のように水に潜れるかい」

つぶす ［動］ 両替えする。［同］こまぐする。こまこぐする。［及 198］

【例】 これ　つぶしてくんねぁが

「これを両替してくれませんか」

つぼける ［動］ 寄せ集める。集め束ねる。［及 198］

【例】 かやずあ　こげぁして　つぼける　おんだ

「かやというものは、こうして集め束ねるもんだよ」

また、かやを集め束ねたものを、「かやつぼけ」といっている。

つぼこあす [tsɯ̈bokoasɯ̈] 積雪中をかんじきをつけないこと。これは、ぬかる積雪中を、かん
じきをつけないで歩く時の足をいう。［同］つぼあす。［続 235］

つぼこみず [tsɯ̈bokomïdzɯ̈] 雪道をかんじきをつけないで歩いた道。これは、雪が深いと、か
んじきを付けて歩くが、かんじきを付けない時は、前に歩いた足跡をたどって歩くが、このような

道を「つぼこみず」といっている。［続 236］

つぼねる ［動］ ゆでて灰拔きをする。少量の物をまとめる。［及 42］

【例 1】わらび　つぼねっどごだ
「わらびをゆでて灰拔きをするところです」

【例 2】すこすばりだども　つぼねで　えさ　持て　えぐ
「少しばかりだが、まとめて家へ持って行きます」

つまか 爪皮。［及 59］

【例】 つまかて、足駄の　さぎさ　つける　おんだ

「爪皮って、足袋の先につけるものだよ」

つまかげ [tsɯ̈makage]̝ ［名］ つまずき。［同］つまけぁり。［及 198］

【例】 ほごの　いすさ　つまかげして　いでぁ　ごど

「そこの石につまずいて、痛いこと」

つます [tsɯ̈masɯ̈] ［形］ つましい。［続 236］

【例】 あの　しとあ、こどもらの　ためだて、ぜぇぶん　つますぐ　くらしてる　おんだ

「あの人は、子供らの為だって、随分つましく暮しているものだね」

つまずる ［動］ つまみ食いする。［及 198］
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つまっぱれ

【例】 これぁ　まだ　つまずる

「こら、またつまみ食いする」

つまっぱれ [tsɯ̈mappare]̝ 爪の内側が腫れること。［同］つまぱれ。つまばれ。［及 16］

【例】 いすさ　つまづだば、つまっぱれん　なてしまたは

「石につまづいたら、爪の内側が腫れてしまったよ」

つまつま [tsɯ̈matsɯ̈ma] ［トス自］ ちまちま。［続 236］

【例】 つまつました　えだども、したりばりの　くらすだおん、ちょうど　えべ

「ちまちました家だが、二人だけの暮しだから、頂度いいだろう」

つまなぐ [tsɯ̈managɯ̈] 血眼。［続 236］

【例】 せぁふ　おどしたどて、つまなぐん　なて、あつこつ　さがしったけ

「財布を落としたといって、血眼になって、あちこちさがしておったっけ」

つまみおの [tsɯ̈mamïono] 摘み物。［続 236］

【例】 さげばり　だしたて　だめだべでぁ、ないが　つまみおの　もて　こえちゃ

「酒ばかり出したって駄目じゃないか、何か摘み物を持って来いよ」

つまらねぁ [tsɯ̈maranɛ] ［連語］ つまらない。［及 29］

【例】 えぁづも　つまらねぁごど　した　おんだな

「あいつも、つまらないことをしたものだな」

つみげぁー [tsɯ̈mïgɛː] 積み替え。［続 236］

【例】 ほの　にもつあ、じゃまん　なっさげぁ、こっちゃ　つみげぁーしてくんねぁが

「その荷物は、邪魔になるから、こっちへ積み替えしてくれないか」

つみぶげぁー [tsɯ̈mïbɯ̈gɛː] ［形］ 罪深い。［続 236］

【例】 おなごさ　おぼご　こしぇぁで、ねげで　えたどは、つみぶげぁごど　する　おんだな

「女に子供を作って、逃げて行ってしまったそうだ、罪深いことをするもんだな」

つめ ［名］ 年の暮。暮。［及 198］

【例】 まだ　つめあ　来るは　えそがすな

「また、もう年の暮が来るね、忙しいな」

つめあへ [tsɯ̈mea̝he]̝ 詰め合わせ。［続 236］

【例】 ごちゅうげんだて　コーヒーの　つめあへ　おくて　よごしたけ

「ご中元だといって、コーヒーの詰め合わせを送ってよこしたっけ」

つもりむす しゃくとりむし。しゃくとりが科の幼虫。［及 92］

【例】 つもりむす　つぶすど　くさこあ　でんぞ

「しゃくとりむしを潰すとかぶれるよ」

つらあれぁ [tsɯ̈raarɛ] ［連語］ 餅につける小豆や納豆が少なくて、よくまぶれないこと。［及

42］
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つらにぐえ

【例】 つける　おのあ　なぐなて　つらあれぁだは

「つけるものがなくなって、よくまぶれなくなってしまったよ」

つらあれぁ [tsɯ̈raarɛ] 餅に掛ける餡などの極く少ないこと。これは、餅を食べる時に付ける、
餡や納豆やくるみなどの付け方が、極く少ないことをいう。［続 237］

つらあれぁ [tsɯ̈raarɛ] 洗面。顔洗い。［続 236］

【例】 〇〇ちゃん、おぎだら　すぐ　つらあれぁして　こえよ

「〇〇ちゃん、起きたら直ぐ洗面をしてきなさいよ」

つらがす [tsɯ̈ragasɯ̈] ［四他］ 散らかす。［続 237］

【例】 わらしたずあ　まだ　おもちゃ　つらがしたは

「子供らが、また頑具を散らかしてしまったよ」

なお、この語の強調語を「ほっつらがす」という。

つらがんめぁ [tsɯ̈raŋaɴmɛ] 面構え。［続 237］

【例】 あの　しとだば、つらがんめぁまで　えがめす　しとだなや

「あの人なら、面構えまで厳しい人だねー」

つらげる [tsɯ̈rager̝ɯ̈] ［四自］ 散らかる。［続 237］

【例】 ほういう　つらげる　すごどあ　えん　ながで　しねぁで　そどで　してこえ

「そういう散らかる仕事は、家の中でしないで、外でしてこいよ」

つらすけねぁ ［形］ あつかましい。［同］つらつけぁねぁ。［及 199］

【例】 えぐ　つらすけねぁぐ　来る　おんだ

「よく、厚かましく来るものだ」

つらだす [tsɯ̈raⁿdasɯ̈] ［名］ 弔問。［及 199］

【例】 〇〇さん　しだつけぁ　つらだす　えがねぁんねぁな

「〇〇さんが死んだそうだから、弔問に行かないといけないな」

つらっと [tsɯ̈ratto] ［副］ ちらりと。［続 237］

【例】 つらっと　すかげあ　めっけあ　えまのこめぁん　どさ　えた　おんだべ

「ちらりと片影が見えたが、今の間に何処へ行ったもんだろう」

つらつら [tsɯ̈ratsɯ̈ra] ［副］ ちらちら。［続 237］

【例 1】ゆぎあ　つらつらど　おずで　きたな
「雪がちらちらと落ちてきたな」

【例 2】きの　えぁだがら　つらつらど　めっけ
「木の間からちらちら見えたっけ」

【例 3】しとの　うわさに　つらつらど　きげで　きた
「人の噂にちらちら聞こえてきた」

つらにぐえ [tsɯ̈ranïgɯ̈e]̝ ［形］ 面憎い。［続 237］

409



つらぬげ

【例】 つらにぐえったら、おれぁどご　からがうなだぜぁ

「面憎いったら、私をからかうんだよ」

なお、この語の強調語に「こっつらにぐえ」がある。

つらぬげ 手拭。タオル。顔を洗う布。［及 59］

【例】 つらぬげぐれぁ　よごっだら　おわ　洗えよ

「タオルぐらい、汚れたら、自分で洗いなさい」

つりえぁー [tsɯ̈rïɛː] 釣り合い。［続 237］

【例】 よめ　もらうたて　こごの　えさ　つりえぁーの　とれっどごから　もらわねぁんねぁな

「嫁を貰うにしても、此処の家に釣り合いのとれる所から貰わなければならないな」

つりへん [tsɯ̈rïçeɴ̝] ［名］ つり銭。［及 199］

【例】 はえ、つりへん、おどすなよ

「はい、つり銭、落すなよ」

つる つるはし。［同］つるぱす。［及 65］

【例】 こごだば　かでぁくて　つるでも　ねぁば　ほらんねぁな

「ここなら固くて、つるはしでもなければ、堀られないな」

つるぜぁーぐ [tsɯ̈rɯ̈ⁿdzɛːgɯ̈] 蔓細工。［続 237］

【例】 つるぜぁーぐて　ゆえば　この　むらだば　ぶんどか　はげごだな

「蔓細工といえば、この村なら、葡萄蔓の皮のはけごだな」

つるっと ［副］ すっかり。全部。［及 199］

【例】 あの　まま　つるっと　くてしまた　おんだ

「あのご飯、すっかり食べてしまったもんだな」

つるっと ［副］ つるりと。滑べるさま。［及 199］

【例】 ゆぎみづあ　すべる　おんで　つるっと　すべてしまた

「雪道は滑べるもんで、つるりと滑べってしまった」

つるつるみづ 滑べる雪道。橇やブルドーザー（除雪車）が歩いて、つるつる滑べるようになっ

た道をいう。［及 104］

【例】 ブルあ　ありた　おんだはげぁ　つるつるみづん　なてしまたは

「除雪車が歩いたものだから、滑べる雪道になってしまったよ」

つれぁ [tsɯ̈rɛ] つらい。［及 29］

【例】 しとの　一生にあ　つれぁ　ごども　ある　おんだ

「人の一生には、つらいこともあるものだよ」

づれぁ ［派生］ ～づらい。～にくい。［及 199］

【例 1】ゆいづれぁ
「いいにくい」
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つんぷんかんぷん

【例 2】えぎづれぁ
「行きづらい」

つれえぁ [tsɯ̈reɛ̝] ［名］ 連れ合い。夫婦の片方。［及 199］

【例】 〇〇さんの　つれえぁは、〇〇がら　来た　しとだ

「〇〇さんの連れ合いは、〇〇から来た人だよ」

つれねぁー [tsɯ̈ren̝ɛː] ［形］ つれない。［続 238］

【例】 ほんた　つれねぁ　ごど　ゆわねぁで　おれぁどごも　かじぇろや

「そんなつれないことをいわないで、私も仲間に入れてくれよ」

つんくりけぁり ［名］ 宙返り。とんぼがえり。［同］つんころけぁり。［及 199］

【例】 おめぁまだ　つんくりけぁり　じょんだごど

「お前は宙返えり上手だね」

つんけ [tsɯ̈ɴke]̝ ぼんのくぼ。［及 11］

【例】 つけあ　つかつかていう、むすんでも　ささっだべが

「ぼんのくぼがちかちかするが、虫にでも刺されたんだろうか」

つんずら [tsɯ̈ɴⁿdzɯ̈ra] 葛篭。［続 238］

【例】 きおのなの　へで　おぐ　つんずらなて　えまだば　つかわねぁなは

「着物なんかを入れて置く葛篭なんて、今ならもう使わなくなってしまったな」

つんつくりん [tsɯ̈ɴtsɯ̥̈kɯ̈rïɴ] ［ナ名ノ］ ちんちくりん。つんつるてん。［続 238］

【例】 この　きおのも　つんつくりんだなは、おっきぐ　なた　おんだ

「この着物も、もうちんちくりんになってしまったね、大きくなったもんだな」

つんと [tsɯ̈ɴto] ［副］ ほんの少し。［続 238］

【例】 おれぁ　さげ　のめねぁはげぁ　つんと　つでくんねぁが

「私は酒は飲めないから、ほんの少し注いでくれませんか」

つんぬぐ [tsɯ̈ɴnɯ̈gɯ̈] ［四他］ 突き抜く。［続 238］

【例 1】おおみずあ　どで　つんぬぐぞ
「洪水が土手を突き抜くよ」

【例 2】さぎの　しと　つんぬぐくれぁの　いぎおいだな
「先の人を突き抜くぐらいの勢いだな」

つんぬげる [tsɯ̈ɴnɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一自］ 突き抜ける。［続 238］

【例】 この　はやし　つんぬげっど　わらびの　でっどごあ　あんなだ

「この林を突き抜けると、わらびの出るところがあるんだ」

つんぷんかんぷん [tsɯ̈ɴpɯ̈ɴkaɴpɯ̈ɴ] ［ナ名ノ］ ちんぷんかんぷん。［続 238］

【例】 ないだや　おめぁの　はなすあ　つんぷんかんぷんで、さっぱり　わがらねぁでぁ

「なんだい、君の話はちんぷんかんぷんで、さっぱり分らないよ」
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つんみ

つんみ [tsɯ̈ɴmï] 血膿。［続 238］

【例】 いだぐした　どごあ　うだはげぁ、すぼたば　つんみあ　ではてきたけ

「怪我をしたところが膿んたから、しぼったら、血膿が出てきたっけ」
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でぁ

　

—て—

て ［助詞］ って。［及 200］

【例】 東京て　ええ　どごだけな

「東京って、いい所だつけな」

て ［格助］ と。［及 200］

【例】 山さ　えぐて　いうけ

「山に行く、といっていたつけ」

て [te]̝ ［格助］ と。この語は、次に来る動詞がさす動作、作用の状態や内容、名称を示すのに使

うだけで、他の場合の「と」には使わない語である。［続 239］

【例 1】ひどり　みっかて　きめだ
「日取りは 3日と決めた」

【例 2】にこにこて　わらう
「にこにこと笑う」

【例 3】だめだて　おもた
「駄目だと思った」

【例 4】かずだて　いうけ
「火事だといっておったよ」

【例 5】ずろて　つけだ
「次郎と付けた」

て していて。［及 199］

【例】 みづあ　ぐぢゃぐぢゃて　ありがんねぁ

「道がぐしゃぐしゃしていて、歩かれないよ」

でぁ ［間助］ よ。［及 200］

【例】 まづさでも　えごでぁ

「町にでも行こうよ」

でぁ ［助動］ たい。［及 200］

【例】 山さでも　えぎでぁな

「山にでも行きたいな」

また、「でぁぐ―たく」、「だぐ―たく」などの使い方があり、「えぎでぁぐねぁ―行きたくない」、「し
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でぁ

だぐねぁ―したくない」などと使っている。

でぁ ［接］ では。［及 200］

【例】 まづでぁ　ないだて　うてる

「町では、なんでも売っているよ」

でぁ ［名］ 代。台。［及 200］

【例 1】あそごも　さんでぁめだな
「あそこも、三代目だな」

【例 2】ほの　荷物、ほごの　でぁの　ゆえさ　おえでころ
「その荷物、そこの台の上においてくれ」

てぁー [tɛː] 鯛。［続 239］

【例】 こごらあだりでぁ、てぁの　さすみなの　ふぐなのあ　かんねぁな

「ここらあたりでは、鯛の刺身なんかや、河豚なんかは食べられないな」

でぁー [dɛː] 題。［続 239］

【例】 おわ　でぁー　だしておえで、しとんどさばり　しゃべらへる　かんじょが

「自分が題を出しておいて、人にばかり喋べらせるつもりかい」

～でぁー [~dɛː] 代。［続 239］

【例 1】いずでぁー
「一代」

【例 2】にでぁー
「二代」

【例 3】さんでぁー
「三代」

でぁーおーじょ [dɛːoːⁿdʒo] 大往生。［続 239］

【例】 さっぱり　くるすまねぁで、ねぷたよん　しだなて　でぁーおーじょだな

「さっぱり苦しまないで、眠ったように死んだなんて、大往生だな」

でぁーおしょ [dɛːoʃo] 大和尚。その寺に、二人以上の僧侶のいる時、その中で一番格の高い和
尚を「でぁーおしょ」といっている。［続 239］

てぁーかぐ [tɛːkagɯ̈] 体格。［続 240］

【例】 おめぁの　わげぁおのあ　ながなが　えぇ　てぁーかぐ　してるな

「お宅の若者は、なかなかいい体格をしているね」

でぁーぎ [dɛːŋï] 台木。［続 240］

【例】 この　くり　つぎきする　でぁーぎ　みつけで　こねぁんねぁな

「この栗を接木する台木をみつけてこないとならないな」

でぁーぎす [dɛːŋïsɯ̈] 代議士。［続 240］
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でぁーじゃ

【例】 こどすあ　へんきょな　おんだはげぁ、でぁーぎすだ　えっしょけめだな

「今年は選挙なものだから、代議士達は一生懸命だね」

てぁーきん [tɛːkïɴ] 大金。［続 240］

【例】 くるまで、すぼうずこ　おごした　おんだはげぁ、てぁーきん　とられっど

「車で死亡事故を起したものだから、大金を取られるそうだ」

てぁーげぁー [tɛːŋɛː] 大概。［続 240］

【例】 こんだ　どごの　えでも　てぁーげぁー　さずぎも　おわたよだな

「今度は、何処の家でも大概田植えも終ったようだな」

でぁーごおろす [dɛːgoorosɯ̈] 大根おろし。これは、大根おろしと、それを下ろす器具の両者
をいう。［続 240］

でぁーごぐばすら [dɛːgogɯ̈basɯ̈ra] 大黒柱。［同］でぁーぐぐはすら。［続 240］

【例 1】この　まんながの　はすら　でぁーごぐばすらだ
「この真ん中の柱が大黒柱だよ」

【例 2】ちょうなんが　おれぁ　えの　でぁーごぐばすらだあだ
「長男が私の家の大黒柱なんです」

でぁーごずげ [dɛːgoⁿdzɯ̈ge]̝ 大根漬。沢庵漬。［同］でぁーごんずげ。［続 240］

【例】 おめぁえの　でぁーごずげあ　んめぁ　ごど、なんずして　つけだあですや

「お宅の大根漬は美味しいこと、どうして漬けたんですの」

てぁーごぱら [tɛːgopara] 太鼓腹。［続 240］

【例】 ほの　てぁーごぱらだば　くいすぎだな、すこす　やへねぁど　あだんぞ

「その太鼓腹なら食い過ぎだな、少しやせないと中風になるよ」

てぁーごぶず [tɛːgobɯ̈dzɯ̈] みずかまきり。これは、たいこうち科の水棲昆虫で、池や沼、水
田、小流などに棲息し、小魚や小昆虫などを捕食している。［続 241］

でぁーごんぱ [dɛːgoɴpa] 大根葉。［続 241］

【例】 ほごさ　おえっだ　でぁーごんぱ、つけおのん　すっさげぁ、あらて　おげよ

「其処に置いてある大根葉は、漬物にするのだから、洗っておけよ」

てぁーさん [tɛːsaɴ] ［名／ス自］ 退散。［続 241］

【例】 でぁぶ　おそぐ　なたはげぁ、そろそろ　てぁーさんすんべや

「大分おそくなったから、そろそろ退散しようや」

てぁーして [tɛːsït̥e]̝ ［副］ 大して。［続 241］

【例】 すげぇ　あめでぁったども　こごらあだりあ　てぁーして　ひげぁ　ねぁがったな

「凄い雨だったが、ここらあたりは、大して被害がなかったな」

でぁーじゃ [dɛːⁿdʒa] 大蛇。［続 241］

【例】 むがすばなすにあ、でぁーじゃ　えぇ　おどごん　なて、あねこあどご　だます　はなす　
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でぁーじょーぶ

あるな

「昔話には、大蛇がいい男になって、娘を騙す話があるね」

でぁーじょーぶ [dɛːdʒoːbɯ̈] ［ダナ］ 大丈夫。［続 241］

【例】 ほういう　むずがすごどだば、〇〇どさ　まがへでおげば　でぁーじょーぶだ

「そういう難しい事なら、〇〇に任せておけば大丈夫だよ」

てぁーず [tɛːⁿdzɯ̈] 退治。［続 241］

【例】 こやの　ぬきぱさ、はずあ　すくんでだはげぁ、てぁーずしねぁんねぁな

「小屋の軒端に、蜂が巣を作っているから、退治しないといけないな」

でぁーず [dɛːⁿdzɯ̈] ［ダナ］ 大事。［続 241］

【例】 これぁ　おめぁの　そずぎょうきねんに　かたあだはげぁ、でぁーずん　すろよ

「これは、お前の卒業記念に買ったんだから、大事にしろよ」

でぁーず [dɛːⁿdzɯ̈] 大豆。［続 241］

【例】 てんさぐで、でぁーず　ゆえでみだば、こめん　おどらねぁ　しゅうかぐでぁった

「転作で、大豆を植えてみたら、米に劣らない收穫だったよ」

でぁーすぎ [dɛːsɯ̈gï] ［ノダナ］ 大好き。［続 242］

【例】 おれぁまだ　あずぎもず　でぁーすぎで　ごろっぺぁも　くなだ

「私は、小豆餅が大好きで、6杯も食べるんだ」

でぁーずん [dɛːⁿdzɯ̈ɴ] 大臣。［続 242］

【例】 〇にずに、おらほの、まずの　すんこうすさずん、〇〇でぁーずんが　くっど

「〇日に、うちの方の町の、振興視察に、〇〇大臣が来るそうだ」

でぁーすんせぁー [dɛːsɯ̈ɴsɛː] 大震災。［続 242］

【例】 とうきょうの　でぁーすんせぁーみでぁだ　さいがいあ　おきねぁど　えぇな

「東京の大震災のような災害が起きないといいね」

でぁーちょ [dɛːtʃo] 台帳。［続 242］

【例】 きょうあ　かりで　えぐはげぁ、でぁーちょさ　つけででくんねぁが

「今日は借りて行くから、台帳に付けておいてくれませんか」

てぁーで [tɛːde]̝ ［ナ副ノ］ 大抵。［続 242］

【例】 〇〇さんも　てぁーで　くるくれぁの　ずがんだども　こねぁ　おんだな

「〇〇さんも、大抵来るくらいの時間だが、来ないもんだな」

でぁーてぁー [dɛːtɛː] ［名／副］ 大体。［続 242］

【例 1】さずぎも　でぁーてぁー　おわたな
「田植えも大体終ったな」

【例 2】ほれぁ　でぁーてぁー　ほう　すんなんねぁ
「それは大体そうするんじゃないよ」
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でぁーりぎ

でぁーにん [dɛːnïɴ] 代人。［続 242］

【例】 ほんにんが　いねぁごったら、でぁーにんでも　えぇはげぁ、だれが　よこへ

「本人がいないなら、代人でもいいから、誰かよこせよ」

でぁーの [dɛːno] ［連語］ 大の。［続 242］

【例 1】でぁーの　おどごあ　ひるねが
「大の男が昼寝かい」

【例 2】これぁ　おれの　でぁーの　こうぶつだ
「これは私の大の好物なんだ」

でぁーばがり [dɛːbagarï] 台秤。［続 242］

【例】 きょうあ　なんぼ　とて　きたが　ほの　でぁーばがりさ　のへでみろ

「今日は幾ら取って来たか、その台秤にのせてみなさい」

てぁーはん [tɛːhaɴ] 大半。［続 242］

【例】 あめにも　ふらっだども、いねかりも　これで　てぁーはん　おわたな

「雨にも降られたが、稲刈りもこれで大半終ったな」

てぁーびょー [tɛːbjoː] 大病。［続 243］

【例】 〇〇さん　てぁーびょーで　にゅういんしたつけはげぁ　かだがて　くんべ

「〇〇さんが大病で入院したそうだから、見舞ってこよう」

でぁーぶぶん [dɛːbɯ̈bɯ̈ɴ] 大部分。［続 243］

【例】 この　だびの　へんきょあ　でぁーぶぶんの　しとあ　とうひょうしたど

「この度の選挙は、大部分の人が投票したそうだ」

てぁーぼぐ [tɛːbogɯ̈] 大木。［続 243］

【例】 この　てぁーぼぐあ　これぐれぁん　なるにあ　ひゃぐねんえじょうも　かがてんべな

「この大木は、これぐらいになるには、百年以上もかかっているだろうな」

てぁーまず [tɛːmadzɯ̈] 松明。［続 243］

【例】 でんとうあ　でげでがら　てぁーまずなの　つかわねぁぐ　なたは

「電灯が出来てから、松明なんかもう使わなくなってしまったよ」

てぁーめぁー [tɛːmɛː] 大枚。大金［続 243］

【例】 この　くるまだて、てぁーめぁー　だして　かたあだはげぁ、でぁずん　つかえよ

「この車だって、大枚を出して買ったんだから、大事に使えよ」

でぁーり [dɛːrï] 代理。［続 243］

【例】 おどっつぁ　りょこうちゅうだはげぁ、おれぁ　でぁーりで　ではんべ

「お父さんが旅行中だから、私が代理で出よう」

でぁーりぎ [dɛːrïgï] 大力。［続 243］

【例】 おめぁだば　でぁーりぎだはげぁ、この　いす　よへらえんべな
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でぁーりさま

「お前なら大力だから、この石を除けられるだろうな」

でぁーりさま [dɛːrïsama] 大裏さま。［続 243］

【例】 おかぁさん、おひなさまで、でぁーりさまて、いずばん　りっぱだ　おんだな

「お母さん、お雛さまで、大裏さまって、一番立派なものだね」

でぁいづ ［名］ 第一。［及 200］

【例】 でぁいづ　おめぁの　きょういぐあ　わりんだ　おん

「第一、お前の敎育が悪いんだもの」

でぁおの ［名］ 大物。［及 200］

【例】 こげぁた　でぁおのあ　つっだけ

「こんな大物が釣れたつけ」

でぁがわり [dɛŋawarï] ［名］ 代がわり。戸主や経営者のかわること。［及 200］

【例】 親父あ　しだおの　こんだ　でぁがわりだなは

「親父が死んだから、今度は、もう代がわりたな」

てぁぎ [tɛŋï] ［名］ 大儀。骨の折れること。苦労。［及 200］

【例】 おもでぁ　おの　しょて　もらて、てぁぎでぁったな

「重い物を背負ってもらって、大儀だったね」

でぁぎ [dɛgï] ［名］ 大気。大度。気が大きいこと。子供が大人のようにしっかりしていること。

［及 200］

【例 1】あれだば　でぁぎで　金おしみも　しねぁ　しとだ
「あの人なら、大気で、金惜しみも　しない人だよ」

【例 2】でぁぎだおんで、用足しん　えて　きたおんだ
「しっかりしていて、用足しに行って来たもんだ」

でぁきれぁ [dɛkïr̥ɛ̥] 大嫌い。［及 200］

【例】 あんた　やろ、でぁきれぁだ

「あんな野郎は、大嫌いだよ」

でぁきん ［名］ 代金。［及 200］

【例】 この　しなおのあ　でぁきん　なんぼだべ

「この品物の代金は幾らなんだろう」

てぁぐ [tɛŋɯ̈] ［名］ 待遇。［同］てぁぐう。［及 201］

【例】 こごの　やどや　てぁぐあ　えな

「ここの旅館は、待遇がいいな」

でぁぐ [dɛgɯ̈] 大工。［及 78］

【例】 でぁぐに　とごのま　なおして　もらわねぁんねぁな

「大工に床の間をなおしてもらわないといけないな」
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てぁしょ

でぁぐぐさま [dɛgɯ̈gɯ̈sama] ［名］ 大黒さま。［同］でぁごぐさま。［及 201］

【例】 しょうがづだおん、でぁぐぐさまさも　もづ　あげろや

「正月だもの、大黒さまにも、餅をあげなさいよ」

また、「でぁぐぐめぁ―大黒舞い」、「でぁごぐめぁ―大黒舞い」などの語もある。

てぁぐつ [tɛgɯ̈tsɯ̈] ［名］ 退屈。［及 201］

【例】 ただ　いっど　てぁぐつだ　おんだな

「何もしないでいると、退屈なもんだな」

てぁぐつ [tɛgɯ̈tsɯ̈] 退屈。［及 29］

【例】 たまに　休むど、てぁぐつだ　おんだ

「たまに休むと、退屈なものだね」

てぁげぁ [tɛŋɛ] ［名］ 大概。［同］てぁで。［及 201］

【例】 村の　ごどだば　てぁげぁ　わがる

「村のことなら、大概分るよ」

てぁご [tɛgo] ［名］ 太鼓。［及 201］

【例】 はやぐ　てぁご　ただげ

「早く太鼓をたたけよ」

てぁご [tɛgo] 太鼓。［及 51］

【例】 てぁご　ただぐな　誰だ、早ぐ　こえ

「太鼓をたたくのは誰だ、早く来いよ」

でぁご [dɛːgo] 大根。［及 92］

【例】 そんま　でぁご　ゆえねぁんねぁなは

「もうじき大根を植えないといけないな」

でぁごずる [dɛgo(ⁿ)dzɯ̈rɯ̈] 大根汁。［同］でぁごんずる。［及 42］

【例】 でぁごあ　えっぺぁ　とっだはげぁ、でぁごずる　えっぺぁ　くえな

「大根が沢山とれたから、大根汁をいっぱい食べられるな」

でぁじ ［名］ 大事。大切。［同］てぁへづ。［及 201］

【例 1】これぁ　おれの　でぁじだ　おんだ
「これは、私の大事なものだよ」

【例 2】これぁ　ええ　おんだはげぁ　でぁじん　しったなだ
「これは、いい物だから、大切にしておったんだ」

てぁした ［連語］ たいした。［及 201］

【例】 てぁした　おの　みつけで　きた　おんだな

「大した物を見つけて来たもんだな」

てぁしょ [tɛːʃo] 大将。君。［及 6］
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でぁじょうぶ

【例】 おえ、てぁしょ　なに　しったや

「おい大将、なにしてるんだい」

でぁじょうぶ [dɛⁿdʒoːbɯ̈] 大丈夫。［及 201］

【例】 ほんたどさ　のぼて　でぁじょうぶだがや

「そんな所に登って、大丈夫かい」

でぁすこ ［名］ 大師講。この仏さまは、子沢山のうえ、貧乏で、食にもこと欠くような生活をし

ておったので、盗みを働き、次第に豊かになり、旧十一月三日には、どうにか小豆かゆが食べられ

るようになり、同十三日には、ぼた餅を作れる程になり、同二十三日には、餅をつける程豊かにな

ったという。子沢山なので、長い葦（よし）の箸で、やしなって食べさせたそうだ。それで、大師

講さまのように、生活が豊かになるように、という願いから、三日は小豆かゆを炊き、十三日には、

ぼた餅をつき、二十三日には、餅をついて大師講さまに供え礼拜した。また、供える時は、何時も

長いよしの箸も共に供えた。大師講さまが、子沢山で余りに貧乏なの見て、神さまは盗みに歩く足

跡を、吹雪でかくしてくれたという。それで、この頃の吹雪を「でぁすこぶぎ」とよび、天候の荒

れることを「でぁすこあれ」とよんでいる。［及 201］

でぁすこぶぎ [dɛsɯ̥̈koᵐbɯ̈gï] 旧十一月三日前後に吹く吹雪をいう。旧十一月三日は「でぁす
こさま（大師講か、神か仏か名称不明）」の祭り日であるところから、この日の前後の吹雪にこの名

がある。［同］でぁすこあれ。［及 104］

てあすび [tea̝sɯ̈bï] 手遊び。［続 243］

【例 1】〇〇ちゃんさ、てあすびん　おもちゃ　あずげで　おげ
「〇〇ちゃんに、手遊びに、頑具を持たせておきなさい」

【例 2】つるぜぁぐおすか、これぁまだ、わだすの　ほんの　てあすびおす
「蔓細工ですか、これは私のほんの手遊びなんです」

でぁずんぐさま [dɛdzɯ̈ɴŋɯ̈sama] ［名］ 大神宮さま。天照皇大神宮。また、伊勢参りを、

「えへめぁり」といっている。［及 202］

てぁそう ［副］ 大層。［及 202］

【例】 けさまだ　てぁそう　はやおぎだ　おんだな

「今朝は、大層早起きなもんだね」

でぁっきり [dɛkkïrï] ［副］ 全然。全く。［同］でぁんで。［及 202］

【例】 ざっこあ　でぁっきり　つんねぁけな

「雑魚は、全然釣れなかったよ」

でぁっきれぁ [dɛkkïr̥ɛ̥] 大嫌い。［及 202］

【例】 さがなだば　でぁっきれぁだ

「魚なら大嫌いだよ」

でぁど [dɛdo] ［名］ 大道。［及 202］
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てあれぁ

【例 1】おまづりん　ずぎあ　でぁどめへあ　えっぺぁ　ならぶぜぁ
「お祭りの時は、大道店が並ぶよ」

【例 2】でぁどなが
「大道なか。大道」

でぁどご [dɛ(ⁿ)dogo] 台所。［同］ながし。ながす。［及 51］

【例】 でぁどごあ　おなごの　しろだど

「台所は女の城だそうだ」

でぁなし ［名］ 台無し。［及 202］

【例】 ダリヤ　くさて　でぁなし　なてしまたは

「ダリヤが腐って台無しになってしまったよ」

でぁぶ ［副］ 大分。［及 202］

【例】 稲刈りも　でぁぶ　はがえたな

「稲刈も大分はかどったな」

てぁへん [tɛheɴ̝] ［副］ 大変。［及 202］

【例】 これぁ　てぁへんだ　ごどした

「これは大変なことをした」

てぁら ［名］ 平ら。［同］ひらてぁ。［及 202］

【例】 こご　てぁらん　してくんねぁが

「ここを平らにしてくれないか」

てぁら [tɛːra] 平ら。［及 29］

【例】 てぁらだ　屋根あ　ゆぎあ　たまらねぁど

「平らな屋根は、雪が積らないそうだ」

てぁらげる [tɛraŋer̝ɯ̈] ［動］ 平らげる。［及 202］

【例】 あの　まま　みな　てぁらげる　つもりだべが

「あのご飯をみな平らげるつもりだろうか」

でありぐ [dea̝rïgɯ̈] ［四自］ 出歩く。［続 244］

【例】 おれぁえの　ばさまだば、でありぐおんで、えになの　いっずぎあねぁ

「うちの婆さんなら、出歩くもので、家になんかいる時がないね」

てあれぁ [tea̝rɛ] ［形］ 手荒い。［続 244］

【例】 ほんげぁ　てあれぁぐすっど、ちゃわん　わてしまうぜぁは

「そんなに手荒くすると、茶碗を割ってしまうよ」

てあれぁ [tea̝rɛ] 手洗い。便所。［続 244］

【例】 〇〇ちゃん、てあれぁさ　へぁたら　ちゃんと　と　たでで　おげよ

「〇〇ちゃん、手洗いに入ったら、きちんと戸を締めておきなさいよ」
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てあわへ

てあわへ [tea̝wahe]̝ 手合わせ。［続 244］

【例】 おめぁど　ご　やたごどあ　ねぁはげぁ、いずど　てあわへしてみんべや

「君と碁をやったことがないから、一度手合わせしてみようや」

でぁんぶ [dɛɴbɯ̈] ［副］ 大分。［同］でぁーぶ。［続 244］

【例】 おがげさまで、ずさまも　でぁんぶ　えぐ　なりあした

「お陰さまで、爺さんも大分よくなりました」

ていでぁ [teï̝dɛ] ［形］ 手痛い。［続 244］

【例】 こどすの　ふさぐだば、どごだて　ていでぁ　だげぎ　うげだべな

「今年の不作なら、何処だって手痛い打撃を受けたろうな」

てぇ [te]̝ 支柱。特に作物や花などの支柱をいう。［続 239］

【例】 にんどまめあ　のびで　きたはげぁ、そろそろ　て　くんねぁんねぁな

「豌豆が伸びてきたから、そろそろ支柱をしないとならないな」

てえぁー [teɛ̝ː] 手合い。［続 244］

【例】 おめぁも　あげぁた　てえぁーど　つぎあてっど、ろぐだ　おのん　ならねぁぞ

「お前もあんな手合いと付き合っていると、ろくな者にならないよ」

でえぁーがすら [deɛ̝ːŋasɯ̈ra] 出合い頭。［続 244］

【例】 えぎ　ではたば、でえぁーがすらん、〇〇さんど　あたけ

「駅を出たら、出合い頭に、〇〇さんと会ったっけ」

てーせぁー [te̝ː sɛː] 体裁。［続 244］

【例】 てーせぁーより　ながみあ　でぁずだはげぁ　えぐ　みで　かて　こえよ

「体裁より、中味が大事だから、よく見て買って来いよ」

てえれ [tee̝r̝e]̝ 手入れ。［続 245］

【例】 ただて、はだげだて、えぐ　てえれすねぁど、え　おのあ　とらんねぁぞ

「田だって、畑だって、よく手入れをしないと、いい物は取れないよ」

でおどり [deo̝dorï] 出劣り。村の義務人夫として出ない家から取る賃金。［及 73］

【例】 こどしあ　でおどり　なんぼん　決めるや

「今年は出劣りを幾らに決める」

でがさねぁ [deg̝asanɛ] ［名］ 不細工。不器量。［及 202］

【例 1】この　やぎおのあ　でがさねぁ　やぎおんだな
「この焼き物は、不細工な焼き物だね」

【例 2】あの　おなごも　でがさねぁ　つら　してるな
「あの女も不器量な顔をしているね」

でがさねぁ [deg̝asanɛ] 不細工な。［続 245］

【例】 あの　おなごあ　でがさねぁ　つら　してるな
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でげあがる

「あの女は不細工な顔をしているね」

でがす [deg̝asɯ̈] 仕上げる。［続 245］

【例】 この　すごど　〇にずまで　でがす　やくそぐ　しったなだ

「この仕事を、〇日まで仕上げる約束をしているんだ」

てがでぁ [teŋ̝adɛ] ［形］ 手堅い。［続 245］

【例】 あの　でぁくさんだば、てがでぁ　すごど　すっさげぁ、あの　しとさ　たのめ

「あの大工さんなら、手堅い仕事をするから、あの人に賴みなさい」

てかてかみず [tek̝atek̝amïdzɯ̈] 滑べる雪道。これは、ブルで除雪した後の雪道や、橇を曵い
た後の雪道で、道路の雪が固まり、表面がつるつるして滑べる雪道をいう。［続 245］

でかへぎ [dek̝aheŋ̝ï] 出稼ぎ。［同］でがへぎ。［続 245］

【例】 こどすも　でかへぎん　えがねぁんねぁな

「今年も出稼ぎに行かないといけないな」

てがり [teŋ̝arï] ［形］ 手軽い。［続 245］

【例】 ほんたごどあ　てがりごったはげぁ、おれぁ　すぐ　してやんべ

「そんなことは手軽いことだから、私が直ぐしてあげよう」

でぎえぁー [deg̝ïɛː] 出来合い。既製品。［同］でげえぁ。［続 245］

【例】 えまだば　コロッケでも　でぎえぁーの　おの　うてるな

「今なら、コロッケでも、出来合いの物を売っているね」

てきびす [tek̝ïbïsɯ̈] ［形］ 手厳しい。［続 245］

【例】 わらしたずさ　ほんた　てきびすごど　ゆわねぁで　えっくん　おへろ

「子供らに、そんな手厳しいことをいわないで、よく敎えなさいよ」

てくへ [tek̝ɯ̥̈he]̝ 手癖。［続 245］

【例】 〇〇だば、がっこん　ずぎから、てくへあ　えぐねぁくて、きらわっでだあだ

「〇〇なら、学校の時から手癖が悪くて、嫌われておったんだよ」

でぐんでぐん [deŋ̝ɯ̈ɴdeŋ̝ɯ̈ɴ] ぐでんぐでん。［続 246］

【例】 ないだて　でぐんでぐん　よっぱらて、これだば　しまつに　こまるな

「まぁ、ぐでんぐでんに醉っ払って、これなら仕末に困るな」

でげ [deg̝e]̝ 出来。［続 246］

【例】 こどすあ　もずごめも　でげあ　えぇはげぁ、えっぺぁ　くえな

「今年は、糯米も出来がいいから、沢山食べられるな」

でげあがり [deg̝ea̝ŋarï] 出来上がり。［続 246］

【例】 てぁへん　えぐ　でげだはげぁ　でげあがりん　えっぺぁ　やんべ

「大変よく出来たから、出来上がりに、一杯やろうや」

でげあがる [deg̝ea̝ŋarɯ̈] ［四自］ 出来上がる。［続 246］
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でげおの

【例】 がんばれば　きょうじゅうん　でげあがっさげぁ、がんばて　でがすべや

「頑張れば、今日中に出来上がるから、頑張って出かそうや」

でげおの [deg̝eo̝no] 出来もの。腫物。［続 246］

【例】 でげおのあ　でげだなが、んでぁ　えしゃさ　えて　みでもらて　こえ

「出来ものが出来たのかい、それじゃ医者へ行って診てもらって来なさい」

でげごごろ [deg̝eŋ̝ogoro] 出来心。［続 246］

【例】 でげごごろで　したあだはげぁ、ゆるしてやんども　こんだ　ほっても　すんなよ

「出来心でしたんだから、許してやるが、今度は決っしてするなよ」

でげごど [deg̝eŋ̝odo] 出来ごと。［続 246］

【例】 こどすも、おぼごあ　んまっだ、くるまの　ずこだて　さまざまの　でげごど　あったな

「今年も子供が生れた、車の事故だと、さまざまの出来事があったね」

でげそぐねぁ [deg̝es̝ogɯ̈nɛ] 出来損ない。［同］でぎそぐねぁ。でぎそごねぁ。でげそごねぁ。
［続 246］

【例 1】かの　え　でげそぐねぁ　こしぇぁでしまた
「鍬の柄の出来損ないを作ってしまったよ」

【例 2】〇〇の　むすめだは　でげそぐねぁだな
「〇〇の娘なら出来損ないだね」

でげそごねぁ [deg̝es̝ogonɛ] 出来損ない。［同］でげそぐねぁ。［及 202］

【例】 これだば　でげそごねぁだな

「これなら、出来損ないだね」

でげだが [deg̝e̝n daga] 出来高。［続 246］

【例】 こどすあ　ほうさぐだはげぁ、きょねんより　でげだが　よげだな

「今年は豊作だから、去年より出来高が余計だな」

でげだがばれぁ [deg̝e̝n dagabarɛ] 出来高払い。［続 247］

【例】 えまの　すごどあ　でげだがばれぁだはげぁ、すごどあ　きずな

「今の仕事は出来高払いだから、仕事はきついね」

でげぶつ [deg̝eb̝ɯ̈tsɯ̈] できぶつ。出来物。［続 247］

【例】 〇〇さんの　ちょうなんこあ　でげぶつで、はがへご　もらたど

「〇〇さんの長男は出来物で、博士号をもらったそうだ」

でげる [deg̝er̝ɯ̈] ［動］ 出来る。［及 202］

【例】 ほれだば　おれだて　でげる

「それなら、私にだって出来るよ」

てこ 手。特に子供の手をいう。［及 11］

【例】 てこ　あがぐして　来たちゃは、はやぐ　あだれ

424



てす

「手を赤くして来たじゃないの、早くあたりなさい」

この語は「てっこ」、「ててこ」、「てぼこ」、「てぼっこ」、「ぼっこて―ごつごつした手」などとも使

っている。

てご [teg̝o] ［名］ 助手。手助け人。［及 203］

【例】 この　荷物、トラックさ　つむな　てご　おしな

「この荷物をトラックに積むのに手助け人が欲しいな」

てご [teg̝o] 手伝人。［及 73］

【例】 この　すごどあ　てご　おすな

「この仕事は手伝人が欲しいな」

てごえれ [teg̝oer̝e]̝ 挺入れ。［続 247］

【例】 むすこの　しょうべぁ　あんまり　えぐねぁはげぁ、てごえれ　しねぁんねぁな

「息子の商売が余りよくないから、挺入れをしないといけないな」

でごづぐ [deg̝odzɯ̈gɯ̈] ［動］ 小突く。小突きまわす。［及 203］

【例】 しとんどごなして　ほんげぁ　でごづぐなや

「人をなぜそんなに小突くんだい」

てごでぁー [teŋ̝odɛː] 手応え。［続 247］

【例】 ちょうちょうどの　ざだんかいで　ゆたな、たしかに　てごでぁー　あたな

「町長との座談会でいったことは、確に手応えがあったな」

でごひこ [deg̝oçïk̥o] ［名］ 凸凹。［同］でごぼご。［及 203］

【例】 ほの　でごひこだ　どご　てぁらん　してくんねぁが

「その凸凹な所を平らにしてくれないか」

てごわぇぁー [teŋ̝owɛː] ［形］ 手強い。［続 247］

【例】 こんどの　あいでぁ、てごわぇぁーはげぁ、きぃつけで　えげよ

「今度の相手は、手強いから、気を付けていけよ」

てじぇま [te̝n dʒem̝a] ［ナ名ノ］ 手狹。［続 247］

【例】 まごも　でげで、てじぇまん　なたはげぁ　かいつぐしねぁんねぁな

「孫も出来て、手狹になったから、改築しないといけないな」

でしっと [des̝ït̥to] ［副］ 沢山。［及 30］

【例】 わらび　はぎごさ　でしっと　とて　きた

「わらびをはけごに沢山とってきたよ」

てじょ [ted̝ʒo] 手帳。［続 247］

【例】 てじょ　わすって　きたはげぁ、おべがぎ　かぐな　ないが　かみ　くんねぁが

「手帳を忘れて来たから、覚え書きを書く、何か紙をくれませんか」

てす [tes̝ɯ̈] 手数。［続 247］
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です

【例 1】この　すごどあ　てす　かがるな
「この仕事は手数が掛かるね」

【例 2】どうも　おてす　かげあした
「どうも　お手数を掛けました」

です ［名］ 弟子。［及 203］

【例】 あれぁ　おれの　ですだ

「あれは、私の弟子です」

てすづらす ［名］ お節介。［及 203］

【例】 てすづらす　ごど　だまて　みでろ

「おせつかいだこと、だまって見ておれよ」

てずでぁと [ted̝zɯ̈ⁿdɛto] 手伝人。［同］てんでぁと。［及・続 7・247］

【例 1】えそがすはげぁ、あした　だれが　したりばり　てずでぁと　たのむべ
「忙しいから、明日誰か 2人ばかり手伝人を賴もう」

【例 2】さづぎん　づぎあ　てづでぁと　たのまねぁんねぁな
「田植えの時は手伝い人を賴まないといけないな」

てずまつけぁ [te̝n dzɯ̈matsɯ̥̈kɛ] 手品師。手品使い。［及 78］

【例】 てずまつけぁ　来たど　みんえぐべや

「手品使いが来たそうだ、見に行こうよ」

てずまつけぁ [te̝n dzɯ̈matsɯ̥̈kɛ] 手品使い。［続 248］

【例】 えまだば、てずまつけぁなの、テレビで　みるぐれぁの　おんだなは

「今なら、手品使いなんか、もうテレビで見るぐらいのものだな」

てぜぁーぐ [te̝n dzɛːgɯ̈] 手細工。［続 248］

【例】 わらしたずの　この　つぐえも　いすも　みな　おやずの　てぜぁーぐだあだ

「子供らのこの机も椅子もみな親父の手細工なんだよ」

でだじ 作業衣。［及 59］

【例】 おぎだら、さっさど　でだじ　着ねぁんねぁ　おんだ

「起きたら、さっさと、作業衣を着ないといけないもんだよ」

でだず [ded̝adzɯ̈] 作業衣。外出着、作業衣を着る。［続 248］

【例 1】この　でだず　あらてころ
「この作業衣を洗ってくれ」

【例 2】おそぐなっさげぁ　でだでは
「遲くなるから外出着（作業衣）を着なさい」

でだづ [ded̝adzɯ̈] ［動］ 仕事着を着る。身仕度する。［及 203］

【例】 ほら　えぐぞ　はやぐ　でだづんだ
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でっすら

「さあ、行くよ、早く身仕度しろよ」

でだづ [ded̝adzɯ̈] ［名］ 作業衣。［及 203］

【例】 まづ　でだづ　着て　えぐ　したぐ　すろは

「まづ、作業衣を着て、行く仕度をしてしまいなさい」

でちっと ［副］ 沢山。山盛り。［及 203］

【例】 わげぁ　おんだおん　ままばりも　でちっと　もてやれ

「若いんだもの、ご飯ばかりも沢山盛ってやりなさい」

てっかり [tek̝karï] やぶにらみ。斜視。［及 16］

【例】 てっかりだて　手術して　もらうど　なおるつけ

「斜視だって、手術をすると、治るそうだよ」

てっきり ［副］ きっと。［及 203］

【例】 あれだば　てっきり　来るどもた

「彼なら、きっと来ると思った」

でっきる [dek̝kïrɯ̈] ［四自］ 出切る。［続 248］

【例】 ほの　びんの　すずぐあ　でっきるまで、ほごさ　さがさんして　おげ

「その瓶の雫が出切るまで、そこへ逆さにして置きなさい」

てつげぁ [tet̝sɯ̈ŋɛ] 手違い。［続 248］

【例】 わだすのほの　てつげぁで、とんでもねぁ　ごめぃわぐ　おがげしあしたな

「私の方の手違いで、とんでもないご迷惑をお掛けしましたね」

でっけぁ [dek̝kɛ] ［形］ でっかい。でかい。［続 248］

【例】 〇〇さんも、ぜぇぶん　でっけぁ　え　たでだ　おんだな

「〇〇さんも、隨分でっかい家を建てたもんだな」

でっこびかっこび ［名］ 不揃い。［及 203］

【例】 はぎおのあ　でっこびかっこびだぞ

「履物が不揃いだよ」

でっこり [dek̝korï] ［副］ どっかと。この語は、特に腰を下ろすさまだけをいい、荷物などの

重い物を下ろすさままについては、使わない語である。［同］ねこっと。［続 248］

でっこり [dek̝korï] ［副］ ごってり。［続 248］

【例】 がが　もずさ　あずぎ　でっこり　つけでころ

「お母さん、餅に小豆をごってり付けて下さいね」

この語は、「こってり」より量の多いことをいう。

でっすら [des̝sɯ̈ra] ［副／ノダナ］ 沢山。どっさり。［同］えっぱえ。えっぺぁ。へぇほでぁ。

すこでぁま。すこだま。でっすり。でっつら。でっつり。どつっと。どさっと。どっつら。どっつ

り。［続 248］
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てづでぁ

【例】 こどすあ　でぁごんあ　そだずあ　えくて、でっすら　とた

「今年は大根の育ちがよくて、沢山とったよ」

てづでぁ [ted̝zɯ̈ⁿdɛ] 手伝い。［及 203］

【例】 隣りで　てづでぁ　きてころど

「隣りで手伝いに来て下さいって」

てっとりばえぁ [tet̝torïbaɛ] ［形］ 手っ取り早い。［続 249］

【例】 てっとりばえぁぐ　ゆえば、この　はなすあ　ねぁがったごどん　してもらいでぁあだ

「手っ取り早くいえば、この話はなかったことにしてもらいたいだよ」

てっぽぶづ 猟師。鉄砲打ち。［及 78］

【例】 〇〇あ　てっぽぶづで　くてんなだおん

「〇〇は猟師で生活しているんだ」

てでっぽ 鳩。［同］てでぽっぽ。［及 92］

【例】 こごらであ　はどの　ごど　てでっぽて　いうなが

「この辺では鳩のことをてでっぽというのかい」

てでなすご 父無し子。［同］ほったんこ。［及 7］

【例】 てでなすごなの　なして　なんず　する　おんだべ

「父無し子なんか生んで、どうするものだろう」

てでぱら [ted̝ep̝ara] けら。けら科の昆虫で、土中にトンネルを堀り棲息する。［及 92］

【例】 てでぱらだば　田んながにも　いんぜぁ

「けらなら田の中にもいるよ」

でど [ded̝o] 麓。山麓。これは、山から出るところ、つまり、でどこのつまったいい方から、この
名がある［及 105］

てとび [tet̝obï] 小鳶口。これは、柄の短かい、片手で使う小型の鳶口で、主として薪炭材の生産
に使った。［同］てとんび。［続 249］

てどりあしどり ［連語］ 自分勝手に。勝手に。［及 203］

【例】 みんな　てどりあしどり　もて　えてしまた

「みんなが自分勝手に持って行ってしまった」

てなれぁ [ten̝arɛ] 手習い。［続 249］

【例】 むがすあ　むすめだずあ　ぬつけの　てなれぁだなて　えぐ　おんでぁったな

「昔は娘達が、裁縫の手習いだなんて行くものだったな」

てなんべ [ten̝aɴbe]̝ 手鍋。［続 249］

【例】 てなんべ　さげるなて、えまだば　みんようで　きぐばんだなは

「手鍋を下げるなんて、今ならもう民謡で聞くばかりだね」

てぬげ 手拭。［及 59］
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てびげぁ

【例】 てぬげで　ほっかぶりでも　して　えぐが

「手拭で、ほおかぶりでもして行こうか」

てぬり [ten̝ɯ̈rï] ［形］ 手緩い。［続 249］

【例 1】ほんた　てぬりごど　ゆてねぁで　もと　きずぐ　ごしゃげ
「そんな手緩いことをいっていないで、もっときつく叱れよ」

【例 2】おめぁの　すごどあ　てぬり、もと　さっさど　やてしまえ
「お前の仕事は手緩いよ、もっとさっさとやってしまえよ」

てねんと ［副］ 気をつけて。静かに。丁寧に。［及 203］

【例 1】ゆぎみづあ　すべっさげぁ　てねんと　えげよ
「雪道は滑べるから、気をつけて行きなさいよ」

【例 2】こわれおのだはげぁ　てねんと　あづがえよ
「こわれ物だから、丁寧に扱えよ」

てのご [ten̝ogo] 手の甲。［続 249］

【例】 てのご　みっど　とすあ　わがるて　いう　おんだども　おれぁなも　すわ　よたな

「手の甲を見ると年が分るというものだが、俺のも皺がよったな」

～でば [~deb̝a] ［連語］ ってば。［続 249］

【例 1】まででば
「待ってってば」

【例 2】さぐらでば、おおとう　おもいだすな
「桜ってば、桜桃を思い出すな」

【例 3】えま　えぐでば
「今行くってば」

てばえぁ [teb̝aɛ] ［形］ 手早い。［続 249］

【例】 ほんた　もさもさしてねぁで、もと　てばえぁぐ　さっさど　してしまえ

「そんなもさもさしていないで、もっと手早くさっさとしてしまえよ」

でばぼえじょ [deb̝aboed̝ʒo] 出刃包丁。［続 249］

【例】 さがな　はやすさげぁ、ほごの　でばぼえじょ　つだしてくんねぁが

「魚を切るから、そこの出刃包丁をよこしてくれないか」

ではる ［動］ 出る。［及 281］

【例】 へげぶすんさ　おめぁえでも　ではてころど

「用水路の清掃に、お宅でも出てくれといっていたよ」

てびげぁ [teb̝ïgɛ] 手控え。［続 250］

【例 1】ほれぁ　てじょさでも　てびげぁで　おがねぁど　わすれるな
「それは手帳にでも手控えておかないと忘れるな」

【例 2】ほんげぁ　かわねぁで、すこす　てびげぁだら　えんねぁが
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てひでぇ

「そんなに買わないで、少し手控えたらいいじゃないか」

てひでぇ [teh̝e̝n de]̝ ［形］ 手酷い。［続 250］

【例】 すろどあ　かぶさなの　てだすんだ　おん　てひでぇ　いだでだて　うげんべ

「素人が株になんか手を出すんだもの、手酷い痛手だって受けるだろうよ」

てびれ [teb̝ïre]̝ ［形］ 手広い。［続 250］

【例】 〇〇さん　〇〇で　えまでぁ　てびれ　しょうべぁ　してるつけな

「〇〇さんは、〇〇で、今では手広い商売をしているそうだな」

てふぎん [teɸ̝ɯ̈gïɴ] 手拭き。［続 250］

【例】 おぎゃくさまさ　てふぎんも　ださねぁんねぁはげぁ　だして　おげよ

「お客さまに手拭きも出さなければならないから、出しておけよ」

てぷっと [tep̝ɯ̈tto] ［副］ てっぷり。この語は、小太りの者をいい、「でっぷり」より少し細身

なさまをいう。［続 250］

でぷっと [dep̝ɯ̈tto] ［副］ でっぷり。この語は、体の太っているさまをいい、「てっぷり」より

太い者をいう。［続 250］

てぶり [teb̝ɯ̈rï] ［ナ名ノ］ 手ぶら。から身。［続 250］

【例】 わざわざ　あおおの　とりん　えて　てぶりで　きたながは

「わざわざ山菜採りに行って、手ぶらで来てしまったのかい」

てぶりはづがん [teb̝ɯ̈rïhadzɯ̈gaɴ] ［名］ 裸一貫。［及 204］

【例 1】おれなの　てぶりはづがんで　こげぁ　なたあだ
「俺なんか、裸一貫からこうなったんだよ」

【例 2】あおの　採りかねぁで　てぶりはづがんで　きたけ
「山菜を採りかねて、何も手に持たないで来たつけ」

でへぁり [deç̝eɛ̝rï] ［名］ 出入り。［及 204］

【例】 さみぐ　なたはげぁ　でへぁりにあ　戸　たでで　ありげよ

「寒くなったから、出入りには戸をしめて歩くんだよ」

でへぁり [deh̝ɛrï] 出入り。［続 250］

【例】 へやさ　でへぁり　すっずぎあ　と　たでで　ありぐ　おんだぞ

「室に出入りする時は、戸を締めて歩くものだよ」

でほでぁ [deh̝oⁿdɛ] ［名／ダナ］ 出放題。［続 250］

【例】 ほんた　でほでぁだ　ごど　ゆたて、だれも　ほんきん　しねぁんだはげぁ

「そんな出放題なことをいったって、誰も本気にしないだろうよ」

てぼろぎ [teb̝orogï] ［名］ 嫌で手をふること。［及 204］

【例】 みだばんで　てぼろぎ　しったけ

「見たばかりで、嫌だと手を振っていたつけ」
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でや

でまがへ [dem̝agahe]̝ ［名／ダナ］ 出任せ。［続 250］

【例】 ほげぁた　くずがら　でまがへゆて　こっつぎんねぁ　ごど

「そんな口から出任せをいって、嫌いだこと」

てまげぁ [tem̝aŋɛ] 手間替え。人手を借りた時、その人員、日数を借りた人が出役して返えすこ
と。［同］てまげぁり。よえ。よえこ。［及 73］

てまどり [tem̝adorï] 手間取り。日雇。［同］ひよとり。［及 73］

【例】 こごらあだりだば　てまどりはんてねぁ

「この辺りなら、日雇しかないな」

てまねぁ [tem̝anɛ] 手真似。［続 251］

【例】 まず　あの　しとだば、てまねぁ　あすまねぁして　しゃべる　しとだな

「まぁ、あの人なら、手真似足真似して喋べる人だね」

でむげぁ [dem̝ɯ̈gɛ] 出迎え。［続 251］

【例】 よめさんも　くる　ころだはげぁ　ほごらあだりまで　でむげぁ　ねぁんねぁな

「嫁さんも来る頃だから、その辺まで出迎えないといけないな」

でむげぁる [dem̝ɯ̈gɛrɯ̈] ［下一他］ 出迎える。［続 251］

【例】 おらほの　がっこあ　ゆうしょうしたど、えぎまで　でむげぁるごどん　すんべや

「うちの方の学校が優勝したそうだ、駅まで出迎えることにしようや」

てめぁー [tem̝ɛː] 手前。［続 251］

【例 1】あの　がっこの　てめぁに　あんなだ
「あの学校の手前にあるのだ」

【例 2】へげんの　てめぁも　あっさげぁな
「世間の手前もあるからね」

でめぁー [dem̝ɛː] 出前。［続 251］

【例】 むねあげん　ずぎあ、おぎゃぐあ　えっぺぁだはげぁ、でめぁ　たのむべは

「上棟式の時は、お客が多いから、出前を賴んでしまおうよ」

でめへ [dem̝eh̝e]̝ 出店。［続 251］

【例】 おまずりだどが、うんどうかいん　ずぎなの　でめへあ　ではる　おんだな

「お祭りだとか、運動会の時などには出店が出るものだね」

ても ［接助］ とも。［及 204］

【例】 えげても　ゆわねぁなに　えてしまたけ

「行けともいわないのに行ってしまったつけ」

でや [dej̝a] ［感］ よし。この語は、決意を表す語としては使わず、専ら承認を表す語としてだけ

使う語である。［続 251］

【例 1】〇〇さ　えぎでぁなが、でや　つで　えぐぞ
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でやでや

「〇〇へ行きたいのかい、よし、連れて行くよ」

【例 2】こずげぁ　おすなが、でやでや、えま　くえっさげぁな
「小遣が欲しいのかい、よしよし、今あげるからね」

でやでや はいはい。よしよし。［及 204］

【例 1】こづげぁ　ころてが、でやでや
「小遣いをくれってかい、はいはい」

【例 2】でやでや　えま　してけんぞ
「よしよし、今してあげるよ」

てゆえ [tej̝ɯ̈e]̝ 手植え。［続 251］

【例】 たの　すまこだげあ　きっけぁで　ゆえらんねぁはげぁ、てゆえ　すんなだ

「田の隅だけは機械で植えられないから、手植えにするんだ」

でらでら ［副］ つるつる。［及 204］

【例】 じょせづで　ブルあ　ありて　みづあ　でらでら　なたは

「除雪で、ブルドーザーが歩いて、道がつるつるになってしまったよ」

てらめぁり [ter̝amɛrï] 寺参り。［続 251］

【例】 ずさまの　えっしゅぎだおん、おでらめぁり　してこねぁんねぁな

「爺さんの一週忌だから、お寺参りをしてこないとならないな」

てりげぁーす [ter̝ïgɛːsɯ̈] 照り返し。［続 252］

【例】 ないだて、きょうまだ　てりげぁーす　つえくて　あつごどな

「なんとまぁ、今日は照り返しが強くて、暑いことね」

てる している。いる。［及 204］

【例 1】にこにてる
「にこにこしている」

【例 2】きお　きてる
「着物を着ている」

てれくせぁ [ter̝ek̝ɯ̥̈sɛ] ［形］ 照れ臭い。［続 252］

【例】 ほんげぁ　ほめらえっど　てれくせぁな

「そんなに賞められると、照れ臭いな」

でろ 泥。［及 105］

【例】 どごで　あすで　来たおんだや　みな　でろ　つけで

「何所で遊んで来たの、みな泥をつけて」

また、泥の溜っている所を「でろやら」という。

でろあす [der̝oasɯ̈] 泥足。［続 252］

【例】 どご　ありて　きたおんだや、でろあすして、まず　はやぐ　あらて　こえ
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てんけづ

「何処を歩いて来たんだい、泥足して、まず早く洗って来なさい」

でんがぐまま [deɴ̝ŋagɯ̈mama] 田楽飯。［続 252］

【例】 おかぁさん、あした　えんそぐだはげぁ、でんがぐまま　にきてくんねぁが

「お母さん、明日遠足だから、田楽飯を握ってくれませんか」

でんがり [deɴ̝ŋarï] ［副］ どんと。この語は、「どんと来い」とか、「花火をどんと打ち上げる」

などには使わない語である。［続 252］

【例 1】でんがり　ぶつかた
「どんとぶっつかった」

【例 2】でんがり　けっつつだ
「どんと尻餅をついた」

てんきまづり ［名］ 天気祭り。悪天候の日、好天を祈って休むこと。［及 204］

【例】 今日あ　てんきまづりして　えっぺぁ　やっが

「今日は天気祭りをして、一杯やろうか」

でんきんばすら 電柱。［同］でんきばすら。でんすんばすら。［及 65］

【例】 でんきんばすら、こごさも　たでんなだど

「電柱をここにも立てるんだそうだ」

てんぐそ [teɴ̝ŋɯ̈so] ［名］ てぐす。釣り糸。［及 204］

【例】 てんぐそも　ナイロン　なて　じょうぶん　なたな

「てぐすもナイロンになって、丈夫になったね」

でんぐりげぁす [deɴ̝ŋɯ̈rïgɛsɯ̈] でんぐり返し。［続 252］

【例】 すもたいかいで、〇〇さん　あいで　でんぐりげぁすん　したけ

「相撲大会で、〇〇さんは、相手をでんぐり返しにしたっけ」

でんぐりげぁる [deɴ̝ŋɯ̈rïgɛrɯ̈] ［四自］ でんぐり返る。［続 252］

【例】 ゆぎみずで　すべて、でんぐりげぁて、みんなに　わらわっだ

「雪道で滑べって、でんぐり返って、皆に笑われたよ」

てんぐるま [teɴ̝ŋɯ̈rɯ̈ma] 手車。この手車は、人が手で押して歩く手車ではなく、財産家の子
供が、下にもおかれず大事に育てられることをいう。［続 252］

【例】 あそごの　わらすあ　てんぐるまだ　おん

「あそこの子供は、下にも置かれず育てられているんだもの」

てんけづ [teɴ̝ked̝zɯ̈] 頂上。てっぺん。［及 105］

【例 1】あの　山の　てんけづさ　のぼれっがや
「あの山の頂上に登れるかい」

【例 2】あの　木の　てんぺさ　くつっだ　鳥あ　ないだべ
「あの木のてっぺんに止っている鳥は、なんという鳥だろう」
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てんこまなぐ

てんこまなぐ [teɴ̝komanagɯ̈] 上目。これは、時に使う上目ずかいの上目ではなく、生れつき
上目になってしまっている目をいう。［続 252］

【例】 〇〇あ　てんこまなぐだ　おん

「〇〇は上目だもの」

てんこもり ［名］ 山盛り。［及 204］

【例】 ほんげぁ　てんこもり　したて　かんねぁ

「そんなに山盛りにしたって、食えないよ」

てんこらふぐ [teɴ̝korahɯ̈gɯ̈] 天井を向く。あらぬ方を向いて、知らない振りをする。［及 204］

【例】 しとあ　よばたて　てんこらふえで　すらねぁふりだけ

「私が呼んでも、天井を向いて知らん振りだった」

でんざぎ [deɴ̝dzagï] ［名］ ふざける。大人が子供にふざけて、はしゃがすこと。［及 205］

【例】 まだ　わらしたづさ　でんざぎとて

「また子供らにふざけて」

てんじょ 天井。［及 51］

【例】 てんじょいだ　えな　つかてころ

「天井板は、いい物を使ってくれ」

てんずぐぼだん [teɴ̝dzɯ̈gɯ̈bodaɴ] ダリヤ。てんじくぼたん。［及 92］

【例】 てんずぐぼだんも　ぜぇぶん　種類あ　あるな

「ダリヤも隨分種類があるね」

でんすんばすら [des̝ɯ̈ɴbasɯ̈ra] 電信柱。電柱。［続 253］

【例】 あそごの　でんすんばすらさ　からすあ　す　つくったけ

「あそこの電柱に、鳥が巣を作っていたっけ」

てんでぁ [teɴ̝dɛ] 手伝い。［同］てずでぁ。［続 253］

【例】 〇〇さんでぁ　ずんぐだつけはげぁ、てんでぁ　えがねぁんねぁな

「〇〇さんでは上棟式だそうだから、手伝いに行かないといけないな」

てんでこで ［副］ てんでに。思い思いに。別別に。［同］てんでんこでん。［及 205］

【例 1】てんでこで　どさが　えてしまたは
「てんでに、何所かへ行ってしまったよ」

【例 2】くづした　てんでこでん　へぁだながは
「靴下を別別に履いてしまったのかい」

てんてこめぁ [teɴ̝tek̝omɛ] て ん て こ ま い

天手古舞。［続 253］

【例】 えそがすくて、ねごのても　かりでぁくれぁで　てんてこめぁ　しったあだ

「忙しくて、猫の手も借りたいぐらい天手古舞をしているんだ」

てんでん [teɴ̝deɴ̝] ［副］ てんでに。［続 253］
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てんまる

【例】 ほどげさまの　おがす　わらしたずあ　てんでん　とて　えてしまたは

「仏さまのお菓子を、子供らが、もうてんでに取って行ってしまったよ」

でんでんみづ 踏み固めた雪道。または、除雪された道。［及 105］

【例】 ブルあ　えたはげぁ　でんでんみづだ

「除雪車が行ったから、きれいな道だ」

でんび 額。［同］ひてぁ。［及 11］

【例】 この　やろこあ　でんびさ　まま　くつげで

「この子はひたいにご飯粒をくっつけて」

てんぺ ［名］ 上。梢。［及 205］

【例 1】屋根の　いづばん　てんぺ　にいる
「屋根の一番上にいるよ」

【例 2】あの　てんぺの　かぎ　とてころ
「あの梢の柿を採って下さい」

てんぺ [teɴ̝pe]̝ 天辺。［続 253］

【例 1】さぐらの　てんぺ
「桜の天辺」

【例 2】やまの　てんぺ
「山の天辺」

でんぽ ［名］ 電報。［及 205］

【例】 でんぽだて、どからだべ

「電報だって、どっからだろう」

てんぼろけ ［名］ 無一物。なにも持っていないこと。［同］てほろけ。てんぼろけぁ。［及 205］

【例】 うりぎっだどて　てんぼろけで　来たけ

「売れ切れたといって、何も持たないで来たつけ」

てんま [teɴ̝ma] 義務人夫。これは、部落という共同体の労務に、指名を受けた者が、賃金なしで
從事することをいう。［続 253］

【例】 あした　ぶらぐの　てんまで　ではれど

「明日、部落の義務人夫に出ろっていっておったよ」

てんまる 手毬。［及 51］

【例】 〇〇ちゃん　てんまるつぎ　じょんだな

「〇〇ちゃん、てまりつき上手だね」
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—と—

と 薹。花茎をいう。［及 92］

【例】 この　なっぱ　とあ　ではて　きたなは

「この菜はもうとうが立って来たな」

～と [~to] 人。手。［続 254］

【例 1】かへぎと
「稼ぎ人。働き手」

【例 2】きぎと
「聞き手」

【例 3】てずでぁと
「手伝人」

【例 4】ゆえと
「植え手」

【例 5】はごびと
「運び人。運び手」」

ど ［助詞］ って。［及 205］

【例 1】こっちゃ　こえど
「こっちへ来なさいって」

【例 2】おぼご　んぶえど
「子供をおぶいなさいって」

ど ［連語］ そうだ。［及 205］

【例】 〇〇の　娘も　嫁ん　えだどは

「〇〇さんの娘も、もう嫁に行ったそうだよ」

ど ［格助］ と。［及 205］

【例 1】あにど　いもと
「兄と妹」

【例 2】わらしたづど　あすだ
「子供らと遊んだ」

ど ［代］ 何所。［同］どご。［及 205］
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どうもん

【例】 おめぁ　どさ　えぐや

「お前、何所へ行くの」

といあへる [toïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 問い合わせる。［続 254］

【例】 こずずみ　おくたて　いうども、あんまり　とずがねぁはげぁ、といあへでみろ

「小包を送ったというが、余り届かないから、問い合わせてみろよ」

ドイツごえ [doïtsɯ̈ŋoe]̝ ドイツ鯉。これは、ドイツから来た鯉だといわれる、鱗の少ない鯉で
ある。［続 254］

どうぐもづ ［名］ 道具餅。旧正月十五日、感謝の意を込めて、家具、器具、農具に餅をのせて

祝う、正月行事の一つである。この餅を翌朝、一番早く起きた女の人が取り、自分のものにして食

べる風習があった。［及 205］

とうし ［副］ 始終。いつも。［同］とうしん。［及 206］

【例】 トラックで、八百屋、とうし　来る

「トラックで、八百屋が始終来るよ」

とうず ［名］ 当時。その頃。［及 206］

【例】 とうずの　ごどあ　わすれらんねぁな

「当時のことは忘れられないな」

どうす 癩病。［及 16］

【例】 むがすあ　どうすも　遺伝する　おんだ、どもていだ　おんだ

「昔は癩病も遺伝するものだ、と思っていたものだよ」

癩病が遺伝するというので「どうすまぎ―癩病の血統」という言葉が使われていた。

とうづ ［名］ 湯治。［及 206］

【例】 ずさま　とうづでも　えぐべや

「お爺さん、湯治でも行こうや」

とうど [toːdo] ［副］ 到頭。［同］とうどう。［及 206］

【例】 とうど　ぼこしたがは

「到頭こわしてしまったのかい」

とうはぐ [toːhagɯ̈] ［名］ とまどい。まごつく。［及 206］

【例】 しとの　おの　ぼこしてしまて　とうはぐしったは

「人の物をこわしてしまって、とまどってしまっているんだ」

どうへ [doːçe]̝ ［副］ どうせ。どっちみち。［及 206］

【例】 どうへ　えぐごったら　はえぁほあ　えな

「どうせ行くなら、早い方がいいな」

どうもん ［名］ トンネル。洞門。［及 206］

【例】 あぶねぁはげぁ　どうもんさ　えぐなよ
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どえず

「危ないから、トンネルへ行くんじゃないよ」

水を通すトンネルを、「みづどうもん」といっている。

どえず [doed̝zɯ̈] ［代］ どいつ。だれ。どれ。［続 255］

【例 1】きがねぁな　どえずだ
「きかないのはどいつだ」

【例 2】どえず　もて　こえてや
「どいつを持って来いって」

どえっと ［副］ どっと。どんど。急に。［同］どえら。［及 206］

【例 1】どえっと　裏の山　つで来たなよ
「どっと、裏の山がついて来たんだよ」

【例 2】どえっと　ぶつかて　くるおんだ　おん
「どんと、ぶっつかって来るんだもの」

【例 3】大雨あ　ふて　来たどもたら、どえっと　水あ　出で　きたなよ
「大雨が降って来た、と思ったら、急に水が出て来たんだよ」

どえら [doer̝a] ［副］ どんと。［続 255］

【例】 ほんげぁ　どえら　おつけだら　いだぐ　すんべや

「そんなにどんと押したら、怪我をするじゃないか」

とおえ [toːe]̝ 遠い。［及 30］

【例】 〇〇までだば　えあんべぁ　とおえぜぁ

「〇〇までなら相当遠いよ」

どーきゅーへ [doːkjɯ̈ːhe]̝ 同級生。［続 254］

【例】 おれぁまだ　〇〇くんどあ　どーきゅーへで　ながえ　ともだずだ

「私は、〇〇君とは同級生で、仲のよい友達だよ」

とおし 米を選別する篩。［及 65］

【例】 とおし　かげだな　かげねぁなど　まじぇんなよ

「篩をかけたのと、かけないのを混ぜるなよ」

とーじぇん [toːⁿdʒeɴ̝] ［ナ副ノ］ 当然。［続 254］

【例】 ほゆごど　したあだば、とーじぇん　あやまんな　ほんとだべな

「そういうことをしたのなら、当然謝まるのが本当だろうな」

どーじぇん [toːⁿdʒeɴ̝] 同然。［続 254］

【例】 かりだ　おの　けぁさねぁば、さぎ　どーじぇんだべな

「借りた物を返さなければ、詐欺同然だろうな」

どーすたがり [doːsɯ̥̈tagarï] 癩病病みという悪口。［同］どーすつきしょ。［続 254］

【例】 どーすたがりあ　はたげ　みな　あらしてしまた
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とがげ

「癩病やみが、畑をみな荒してしまったよ」

とーずつ [toːⁿdzɯ̈tsɯ̈] 当日。［続 254］

【例】 おまずりの　とーずつあ　はら　いでぁくて　とうど　のみかねぁでしまた

「お祭りの当日は、腹が痛くて、とうとう飲みかねてしまったよ」

どーすまぎ [doːsɯ̈magï] 癩病血統。［続 254］

【例】 〇〇　えあ　どーすまぎだはげぁ、あすびん　えぐなよ

「〇〇の家は癩病血統だから、遊びに行くなよ」

どーそーへ [doːsoːhe]̝ 同窓生。［続 254］

【例】 ほのうず　どーそーへあ　あずばて　がっこかいつぐの　そうだんすっど

「そのうち同窓生が集まって、学校改築の相談をするそうだ」

とーでぁー [toːⁿdɛː] 燈台。［続 255］

【例】 おれぁ、はずめで　みだども　とーでぁーずあ　ぐるぐる　えごぐ　おんだけな

「私は、始めて見たが、燈台ってぐるぐる動くものだったな」

とーにゅーびょー [toːnjɯ̈ːbjoː] 糖尿病。［続 255］

【例】 〇〇さん　とーにゅーびょーさ　かがて　にゅういんしたど

「〇〇さんは、糖尿病にかかって、入院したそうだ」

とーます [toːmasɯ̈] 遠回し。［及・続 210・255］

【例 1】ほゆごどあ　まっすぐん　いうど　けんかん　なっさげぁ　とーますん　いう　おんだ
「そういうことは真っ直ぐにいうと、喧嘩になるから遠回しにいうものだよ」

【例 2】ほんた　とーますだ　ごど　ゆわねぁで　はっきり　ゆてみろ
「そんな遠まわしなことをいわないで、はっきりいってみろよ」

とーりえっぺん [toːrïep̝peɴ̝] 通り一遍。［続 255］

【例】 あの　しとだば　とーりえっぺんの　うげこでぁはんて　しねぁ　しとだ

「あの人なら、通り一遍の受け答えしかしない人だよ」

とーりす [toːrïsɯ̈] 通り道。通り筋。［続 255］

【例】 こごあ　〇〇さ　えぐ　とーりすだ　おんだはげぁ　よてみあした

「此処は、〇〇へ行く通り道なものだから寄ってみました」

とが [toŋa] 唐鍬。［及 65］

【例】 ここあ　いしころあ　よげだはげぁ　とがで　ほらねぁんねぁな

「ここは石ころが多いから、唐鍬で堀らないといけないな」

どが ［副］ どうか。［同］どうが。［及 206］

【例】 息子どご　どが　よろすぐ　たのみあす

「息子を、どうかよろしく賴みます」

とがげ [togage]̝ とかき。升に盛ったものを平らにならす棒。［及 65］
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とがける

【例】 手で　ならさねぁで　とがげ　かげでやれ

「手でならなさいで、とかきでならしてやりなさい」

とがける [toŋaker̝ɯ̈] ［動］ とがらす。とがらせる。［同］とがらがす。とがらへる。［及 206］

【例】 ほの　くえ　さぎ　とがけるあだ

「その杭は、先を尖らすんだ」

どかっと [dokatto] ［副］ どっかと。［続 255］

【例 1】どかっと　こす　おろす
「どっかと腰を下ろす」

【例 2】おもでぁ　おの　どかっと　おぐ
「重い物をどっかと置く」

とかぱか [tokapaka] ［副］ あたふた。［同］あぱとぱ。［続 255］

【例】 ほんげぁ　とかぱかて　ありぐど　ころぶぞ

「そんなにあたふた歩くと転ぶよ」

とかぱか うわのそらで歩くさま。何かに気をとられて歩くさま。［及 207］

【例】 とかぱかて　どご　みで　ありてんなだ

「上の空で、何所を見て歩いているんだ」

どがゆぎ [dogajɯ̈gï] 一時に多量に降る雪。これは、一般に 2月下旬頃に多く降り、湿った重い
雪が降ることが多いので、時には家が潰されることもある。［続 256］

とぎおの [togïono] 解き物。衣類などの解き物。［同］ほどぎおの。［続 256］

【例】 えま　とぎおの　しったはげぁ　しっとえぁ　まで

「今解き物をしているから、一寸待ちなさい」

どぎず [dogïdzɯ̈] ［形］ どぎつい。［続 256］

【例】 つかごろあ　どぎず　がらの　シャッツ　きる　わげぁおのあ　ふえだな

「近頃は、どぎつい柄のシャツを着る若者が増えたね」

どきっと ［副］ どきりと。どきんと。［及 206］

【例】 急に　出はる　おんだおん、どきっと　したんだはげぁ

「急に出て来るものだから、どきりとするじゃないか」

とぎでもねぁ ［連語］ 時ならぬ。時でもない。［及 207］

【例 1】とぎでもねぁ　ずぎ　くる　おんだおん、おどろえだんだはげぁ
「時でもない時に来るものだから、驚いてしまったじゃないか」

【例 2】とぎでもねぁ　ゆぎ
「時でもない雪」

【例 3】とぎでもねぁ　雨
「時でもない雨」
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どげぁ

とぎにあ [togïnïa] ［連語］ 時には。［続 256］

【例】 おめぁも　とぎにあ　おれぁえさも　あすびん　こえや

「君も時にはうちへも遊びに来いよ」

ときび [tokïbï] とうきび。とうもろこし。［同］とっきび。［続 256］

【例】 ときび　くでぁて　でやでや　いま　けぁで　くっさげぁな

「とうきびを食べたいって、よしよし、今欠いて来るからな」

とぎん [togïɴ] ［連語］ 時に。［続 256］

【例】 とぎん　はなすあ　つがうども　おめぁ　こどすも　でかへぎん　えぐなが

「時に、話は違うが、君は今年も出稼ぎに行くのかい」

どぐいづご [dogɯ̈ïdzɯ̈ŋo] へびいちご。ばら科の草本で。原野や道端に普通に自生し、有毒と
いうことで、この名があるが、実際は無毒な植物である。［及 92］

どぐだび [dogɯ̈ⁿdaᵐbï] どくだみ。どくだみ科の薬用植物。［及 92］

【例】 どぐだびて、尿道炎さなの　きぐなだど

「どくだみって尿道炎なんかに利くんだそうだ」

どぐだんび [dogɯ̈daɴbï] どくだみ。これは、どくだみ科の多年生草本で、この地下茎や茎葉
は、民間薬として知られている野草である。［同］どぐだび。［続 256］

どぐつずぎ [dogɯ̈tsɯ̈dzɯ̈ŋï] れんげつつじ。これは、つつじ科の落葉低木で、野生している
が、また、栽培もされている、朱紅色の花をつけるつつじである。［続 256］

どぐどぐす [dogɯ̈dogɯ̈sɯ̈] ［形］ 毒毒しい。［続 256］

【例 1】この　はな　どぐどぐす　いろだな
「この花は毒毒しい色だな」

【例 2】あんげぁ　どぐどぐすく　ゆわねぁたて　えべな
「あんなに毒毒しくいわなくともいいだろうにね」

とげ [toge]̝ 時計。［及 51］

【例】 とげ　ねぁぐしたは

「時計をなくしてしまったよ」

とげ [toŋe]̝ 魚の小骨。刺。［続 257］

【例 1】さがなの　とげあ　のどさ　ひかがた
「魚の小骨が喉へ引っ掛かったよ」

【例 2】ばらの　とげん　ささっだ
「ばらの刺に刺されたよ」

どげぁ [doŋɛ] ［副］ どう。どのように。［同］どげぁん。［及 207］

【例】 これ　どげぁ　すんなや

「これをどうするんだい」
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どげぁ

どげぁ [doŋɛ] ［副］ どう。［続 257］

【例】 この　きっけぁ　どげぁして　えごがす　おんだ

「この機械は、どうして動かすものなの」

とけぁす ［動］ 取り返す。［及 207］

【例】 みでろ　ほのうづ　とけぁすはげぁ

「みてろ、その内取り返えすから」

また、「とけぁっこ。とっけぁっこ―取替えっこ。互に取替えること」。「とけぁさっだ―取り返えさ

れた」、「とけぁすごでぁ―取り返えすだろう」、なという使い方もし、また、この語は、「とっけぁ

す」といっている。

どげぁた [doŋɛta] ［連体］ どんな。［続 257］

【例】 〇〇て　どげぁた　おんだが　いずど　みでぁ　おんだな

「〇〇ってどんなものなのか、一度見たいものだな」

とけぁっこ [tokɛkko] 取り替えっこ。互に取り替えること。［続 257］

【例】 これ　ほんげぁ　きんえたなが、んでぁ　ほれど　とけぁっこ　すんべ

「これがそんなに気に入ったのかい、それじゃ、それと取り替えっこをしよう」

とけぁる ［動］ 取り替える。［及 207］

【例】 不良品　買て　来たはげぁ　とけぁで　来る

「不良品を買って来たから、取り替えて来ます」

とげとげす [toŋet̝oŋes̝ɯ̈] ［形］ 刺刺しい。［続 257］

【例】 あそごの　よめだば　とげとげす　おなごだな　もと　やさすぐ　でげねぁべが

「あそこの嫁は、刺刺しい女だね、もっと優しく出来ないだろうかね」

とげや [togej̝a] 時計屋。［及 78］

【例】 〇〇あ　東京さ　えて　とげやん　なたど

「〇〇は東京に行って、時計屋になったそうだ」

どげる [doger̝ɯ̈] ［動］ おどける。［及 207］

【例】 まづ、えぐ　どげる　しとだ

「まあ、よくおどける人だ」

どご [dogo] ［格助］ を。［及 207］

【例 1】〇〇　どご　よばてころ
「〇〇さんを呼んでくれ」

【例 2】犬こあどご　つで　こえ
「犬を連れてこいよ」

どご [dogo] 所。［及 207］

【例 1】ほれどごの　さわぎんねぁ
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どしっと

「それどころの騒ぎじゃないよ」

【例 2】こごあ　山どごで
「ここは山所で」

【例 3】新庄て　いうどごあ　山形県に　あんなだ
「新庄という所は、山形県にあるのだよ」

とごげぁり [togoŋɛrï] 寝返り。［続 257］

【例】 あんまり　くたびっで　とこげぁり　すんなも　おっくだ

「余りくたびれて、寝返りを打つのもおっくうだよ」

どごさだ　ゃねぁぐ どこにでも。どこでもおかまいなく。この語は、「どごさだづねぁぐ」、

「どさもかさも」などという使い方もしている。［及 207］

どごだじゃねぁぐ [dogodadʒanɛgɯ̈] ［連語］ 所嫌わず。［同］どごさだじゃねぁぐ。［続

257］

【例】 おもちゃ　どごだじゃねぁぐ　おぎぱなすでぁ　だめだぞ

「頑具を所嫌わず置きっ放しではいけないよ」

また、この語の類語に、「どごにもかこにも。どさもかさも＝何処にでも」がある。

どごにくだらねぁ くだらない。馬鹿馬鹿しい。筋が通らない。［及 207］

【例】 どごにくだらねぁ　ほんた　馬鹿だごどて　ある　おんでねぁべ

「くだらないったら、そんな馬鹿なことってあるものじゃないだろう」

どさ ［格助］ に。え。［及 208］

【例】 〇〇どさ　えて　くる

「〇〇さんに行って来ます」

この語は、連語で、所に。所へ。とも使う。

どさっと [dosatto] ［副］ どっさり。［続 257］

【例】 きょうまだ　やまさ　えて、わらび　どさっと　とて　きたけ

「今日は山へ行って、わらびをどっさり採って来たっけ」

どさっと [dosatto] ［副］ どさりと。［続 257］

【例】 どさっと　おえだどご　みっど、よっぽど　おもでぁ　おんだんだな

「どさりと置いたところを見ると、余程重い物なんだな」

とじぇん [toⁿdʒeɴ̝] ［名］ 徒然。退屈。［及 30］

【例】 しとりばり　いっど　とじぇんだ　おんだな

「一人ばかり居ると、退屈なものだな」

どしっと [dosït̥to] ［副］ どっしり。［及 208］

【例 1】これぁ　なんだが　どしっと　おもでぁ　おんだな
「これは、なんだか、どっしり重いもんだな」
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とじゅ

【例 2】もと　どしっと　かんめぁでる　おんだ
「もっと、どっしりかまえているもんだよ」

とじゅ [todʒɯ̈] 途中。［同］とじゅなが。［続 258］

【例】 わすれおのして、とじゅがら　けぁて　きたは

「忘れ物をして、途中から帰って来てしまったよ」

としょり 年寄り。老人。［及 7］

【例】 むがしど　ちがて　えまの　としょりあ　わげぁ　おんだ

「昔と違って、今の年寄りは、若いもんだ」

この語の類似の呼び方に「としょりずさま―高令のお爺さん」、「としょりばさま―高令のお婆さん」

がある。

どじょり 土橇。［同］どんじょり。［及 65］

【例】 んま　どじょり　ひだはげ　あへ　けぁだあだ

「馬は、土橇を曵いたから、汗をかいたんだよ」

としょりわらす もうろくした老人。もうろくして子供のようになった老人。［及 7］

【例】 あの　ずさまも、としょりわらすん　なたがは

「あのお爺さんも、もうろくして子供のようになってしまったのかね」

としょる [toʃorɯ̈] 年寄る。［続 258］

【例】 おらみでぁだ　としょりあ　いずねんいずねん　としょるばんだは

「私のような年寄りは、一年一年年寄ってしまうばかりだよ」

とす ［動］ 通す。［及 208］

【例】 あだらす　道路　とすなだつけ

「新しい道路を通すんだそうだよ」

とす [tosɯ̈] ふるい

篩。［続 258］

【例】 とすて　ゆたて　こな　とすなどが　じゃりや　すな　とすなも　あんぜぁ

「篩といったって、粉を篩うのとか、砂利や砂を篩うのもあるよ」

とす [tosɯ̈] 年。［続 258］

【例 1】もうすこすで　とすあ　あげるな
「もう少しで年が明けるな」

【例 2】おめぁまだ　とすの　わりん　わげぁな
「あなたは年の割に若いね」

とすおどご [tosɯ̈odogo] 年男。［続 258］

【例】 とすおどごあ、わがみず　くだり、まめまぎ　したり　しねぁんねぁぞ

「年男は、若水を汲んだり、豆撒きをしたりしなければならないよ」

とすかさ [tosɯ̥̈kasa] 年嵩。［続 258］
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とすのへ

【例】 おれぁえの　かが　おれより　したっつ　とすかさだあだ

「私の妻は、私より二つ年嵩なんだ」

とすがすら [tosɯ̈ŋasɯ̈ra] 年頭。［続 258］

【例】 おれぁえにあ　ななっつ　とすがすらん　わらしたずあ　さんにん　いだ

「うちには、七つを年頭に子供達が三人いるんだ」

とすかっこ [tosɯ̥̈kakko] 年格好。［続 258］

【例】 どごの　わらすだべ、とすかっこ　みっど　おれぁえんなぐれぁだな

「何処の子供だろう、年格好を見ると、うちのぐらいだな」

どすぐれ [dosɯ̈ŋɯ̈re]̝ ［形］ どす黒い。［続 258］

【例】 やまで　きさ　ぶつけだ　どごあ　どすぐれぐ　なて　きたな

「山で木にぶっつけたところが、どす黒くなってきたな」

とずげ [toⁿdzɯ̈ge]̝ 届け。［続 258］

【例】 わらすこあ　んまっだおん、やぐばさ　とずげ　ださねぁんねぁな

「子供が生れたから、役場に届けを出さないといけないな」

とすげぁ [tosɯ̈ŋɛ] 年甲斐。［続 259］

【例】 ほんた　わらしたずみでぁだ　とすげぁのねぁ　ごど　ゆわねぁんだや

「そんな子供らのような、年甲斐のないことをいうんじゃないよ」

とずげる [toⁿdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 届ける。［続 259］

【例】 〇〇ちゃん、これな、〇〇さん　えさ　とずげで　きてくんねぁが

「〇〇ちゃん、これをね、〇〇さんの家へ届けて来てくれないか」

とすご [tosɯ̈ŋo] 年子。［続 259］

【例】 となりさ、まだ　とすごあ　んまっだど、あれでぁ　てぁへんだな

「隣りに、また年子が生れたそうだ、あれでは大変だな」

どすず [dosɯ̈dzɯ̈] 土質。［続 259］

【例】 はだげの　どすずあ　さんせぃだはげぁ、せっけぁでも　まがねぁんねぁべ

「畑の土質が酸性だから、石灰でも撒かないといけないだろう」

どすっと [dosɯ̈tto] ［副］ どっしり。［続 259］

【例 1】どすっと　おもでぁ　にもつだな
「どっしり重い荷物だね」

【例 2】どすっと　かんめぁでいれば　えなだ
「どっしり構えていればいいんだよ」

とすのへ [tosɯ̈nohe]̝ 年の瀨。［続 259］

【例】 とすのへあ、いずねんの　そうかんじょどて、いろいろ　せぃりする　おんだ

「年の瀨は、一年の総勘定といって、いろいろ整理をするもんだよ」
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とずはがり

とずはがり [todzɯ̈hagarï] 啄木鳥。この語は、栃の実を枡で計る時の、乾いた音と、繁殖期の
啄木鳥の雄が、雌を呼ぶ時に、木を軽く突っつく音が似ているところから出た名である。［同］けら

つずぎ。けらっぽ。［続 259］

どすめぐ [dosɯ̈meg̝ɯ̈] ［動］ 急ぐ。慌てる。［及 208］

【例 1】ほんげぁ　どすめぐ　おんでねぁ
「そんなに急ぐんじゃないよ」

【例 2】よびん　来たら、どすめで　けぁて　えた
「呼びに来たら、慌てて帰へって行ったよ」

どずるす 土と木で作ったひき臼。ひき臼。［同］どんんずるす。［及 66］

【例】 どずるす　かげた　あどあ　とみさ　かげんなだ

「土のひき臼にかけたあとは、唐箕にかけるのだ」

とぜぁこ [toⁿdzɛko] 当才仔。一才の馬。［及 92］

【例】 ばぐろあ　とぜぁこ　いらねぁがど

「馬喰が、当才仔をいらないかって」

とだん ［名］ トタン板。［及 281］

【例】 かじぇで　とだん　とばさっだは

「風で、トタン板が飛ばされてしまったよ」

とぢゅ [todʒɯ̈] ［名］ 途中。［及 208］

【例】 とぢゅがら　もどた

「途中から戻った」

とづ 栃。［及 92］

【例】 とづの実がら　澱粉とて　くた　ごども　あたな

「栃の実から、澱粉をとって食べたこともあったな」

とっかがる [tokkagarɯ̈] ［動］ つっかかる。とりかかる。［及 208］

【例 1】この　やろ　なして　おれぁどさ　とっかがるおんだ
「この野郎、なぜ俺につっかかるんだ」

【例 2】ぼやぼやしてねぁで　はやぐ　すごどさ　とっかがれ
「ぼやぼやしてないで、早く仕事にとりかかれ」

とっかだ [tokkada] 遠方。遠く。この語を「遠方」と訳したが、適当な訳語がないからである。
これは、「遠方」といっても何十 kmもの遠方をいうのではなく、家から少し離れた遠くといった
意味の言葉である。［続 259］

【例】 〇〇ちゃん、ばんかだだはげぁ　とっかださ　えぐなよは

「〇〇ちゃん、夕方だから、遠くへ行くんじゃないよ」

どっかど [dokkado] ［副］ ほっと。安心すること。［及 208］
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とっけぁす

【例】 ああ　どっかどした

「ああ、ほっとした」

とっからまる ［動］ からまる。まとわりつく。［及 208］

【例 1】草　あすさ　とっからまて　ありがんねぁ
「草が足にからまって歩かれないよ」

【例 2】こ　のわらす　とっからまる　おんで
「この子がまとわりつくもんで」

とっきび [tokkïᵐbï] とうきび。とうもろこし。［及 93］

【例】 〇〇がら　とっきび　うりん来たけ

「〇〇から、とうきびを売りに来たつけ」

とづぐ [toⁿdzɯ̈gɯ̈] ［動］ 届く。［及 208］

【例】 ほごだば　手あ　とづぐべや

「そこなら、手が届くだろうや」

この語には、「とづだ―届いた」、「とづっだ―届いている。届いていた」。などの使い方がある。

とっくみえぁ [tokkɯ̈mïɛ] 取っ組み合い。［続 260］

【例】 よっぱらた　あげぐ、とっくみえぁの　けんかだけど

「醉っ払らったあげく、取っ組み合いの喧嘩だったそうだ」

とっくりげぁす ［動］ ひっくりかえす。［及 208］

【例】 さがな　とっくりげぁへよ

「魚をひっくり返しなさいよ」

とっくん [tokkɯ̈ɴ] ［連語］ 疾に。［及・続 208・260］

【例 1】〇〇が、〇〇だば　とっくん　えたは、えまごろあ　えぎさ　つたべは
「〇〇か、〇〇なら疾に行ってしまったよ、今頃はもう駅へ着いたろうよ」

【例 2】〇〇だば　とっくん　えたは
「〇〇なら、とうに行ってしまったよ」

どっけ [dokke]̝ ［俗語］ びり。一番最後。［及 209］

【例】 これだば　いづでも　とっけなあだ

「こいつは、何時もびりなんだよ」

とっけぁす [tokkɛsɯ̈] ［四他］ 取り返す。［同］とけぁす。とりげぁす。［続 260］

【例 1】なすで　そんした　ぶん　はくせぁで　とっけぁす　ごど　でげで　えがったな
「茄子で損をした分、白菜で取り返すことが出来てよかったな」

【例 2】にぃちゃん　とたなが、おとうさん　とっけぁしてくえっさげぁな
「兄ちゃんが取ったのかい、お父さんが取り返してやるからね」

とっけぁす [tokkɛsɯ̈] 取り返し。［同］とりげぁす。［続 260］
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とっけぁる

【例】 ふさぐで　すぐねぁぐ　なた　しゅうにゅう　でかへぎで　とっけぁす　すねぁんねぁべ

「不作で少なくなった収入を出稼で取り返しをしないといけないだろうな」

とっけぁる ［動］ 取り替える。［同］とりげぁる。［及 209］

【例】 これど　とっけぁでくんねぁが

「これと取り替えてくれませんか」

どっつ [dottsɯ̈] ［代］ どっち。どちら。どれ。［及 209］

【例 1】おれぁな　どっつだべ
「私のは、どっちだろ」

【例 2】こから　どっつさ　えぐなや
「ここから、どっちへ行くんだい」

【例 3】おれぁ　どっつ　とんなや
「私は、どれを取るんだい」

この語には、「どっちゃ―どっちへ」、「どっちゃもかっちゃも―どちらにも。どっちにも。あちらに

もこちにも」などの使い方がある。

とっつがえる [tottsɯ̈gaer̝ɯ̈] ［下一他］ 取り付かれる。［続 260］

【例】 〇〇さん　すにがみに　とっつがって　すぬばりだどは

「〇〇さんは、死神に取り付かれて、もう死ぬばかりだそうだ」

とっつかめぁーる [tottsɯ̥̈kamɛːrɯ̈] ［下一他］ ［強調］ 捕まえる。捕まえるの強調語。［続
260］

【例】 いぬ　はなして　おがねぁで、とっつかめぁーで　しばて　おげ

「犬を放しておかないで、捕まえて縛っておけよ」

とっつぐ [tottsɯ̈gɯ̈] ［動］ とりつく。すがりつく。［及 209］

【例 1】体　なおて　こんだ　すごどさ　とっつぐ　どごだ
「体が治って、今度は仕事にとりつくところです」

【例 2】この　わらすあ　とっつぐ　おんで　なんにも　でげねぁ
「この子がすがりつくもんで、何も出来ないんだよ」

とっつげぁる [tottsɯ̈ŋɛrɯ̈] ［下一他］ 取り違える。［続 260］

【例 1】だれが　おれぁ　はぎおの　とっつげぁで　えたな
「誰か私の履物を取り違えて行ったな」

【例 2】おめぁ　おれぁ　ゆた　ごど　とっつげぁでるよだな
「君は私のいったことを取り違えているようだな」

とっつける [tottsɯ̥̈ker̝ɯ̈] ［下一他］ 取り付ける。［続 260］

【例】 まどガラスあ　わっだはげぁ　あだらすな　とっつけんべ

「窓ガラスが割れたから、新しいのを取り付けよう」

とっつらがす [tottsɯ̈ragasɯ̈] ［四他］ 取り散らす。［続 261］
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どでぁ

【例】 とっつらがして　おえで、よて　えげなて　ぶずほですな

「取り散らしておいて、寄っていって下さいなんて、不調法ですね」

どっつんしても [dottsɯ̈ɴsït̥em̝o] ［副］ どっちみち。［続 261］

【例】 やだて　ゆたて　どっつんしても　げんたんさへらえんべ

「嫌だといっても、どっちみち減反させられるだろう」

とってげぁす ［動］ 振り返える。戻る。［及 209］

【例 1】よばっさげぁ　とってげぁして　みだ
「呼ぶから、振り返えって見た」

【例 2】わすれおのして　とってげぁして　来た
「忘れ物をしたので、戻って来たよ」

とっぱずらがす [toppaⁿdzɯ̈ragasɯ̈] ［四自他］ 過まる。［続 261］

【例】 わんざど　したなんねぁくて　とっぱずらがして　したあだべはげぁ　ゆるしてやれ

「わざとしたのでなくて、過まってしたんだろうから許してやれよ」

とっぱずらがす [toppaⁿdzɯ̈ragasɯ̈] ［動］ 間違える。手元が狂う。誤まる。［及 209］

【例 1】とっぱずらがして　したあだはげぁ　ごめんな
「誤まってしたのだから、ご免ね」

【例 2】とっぱずらがして　小刀で　手　きてしまた
「手元が狂って、小刀で手を切ってしまったよ」

とっぱすり [toppasɯ̈rï] 遠っ走り。［続 261］

【例】 〇〇ちゃん、あめあ　ふりそだはげぁ　とっぱすりすんなよは

「〇〇ちゃん、雨が降りそうだから、もう遠っ走りするなよ」

とっぱずれ ［名］ はずれ。一番はずれ。［同］どっぱずれ。［及 209］

【例】 〇〇さんの　えだば　村の　とっぱずれだ

「〇〇さんの家なら、村の一番はずれだよ」

とっぱらう [topparaɯ̈] ［四他］ 取り払う。［続 261］

【例】 こんだ　ゆぎあ　ふらねぁべはげぁ、そがぎ　とっぱらても　えなは

「今度は雪も降らないだろうから、もう雪囲いを取り払ってもいいね」

とっぺさっぺ ［名］ 断片的。筋道のない。あちこち。［及 209］

【例】 ほんた　とっぺさっぺだ　ごど　ゆたて　わがる　おんでねぁ

「そんな、断片的なことをいったって、分るもんじゃないよ」

どで 女の恥部。陰部［及 11］

どでぁ [doⁿdɛ] 土台。［及 51］

【例】 どでぁだば、栗あ　えど

「土台なら栗がいいそうだよ」
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とでぁーる

とでぁーる [toⁿdɛːrɯ̈] ［下一自］ 跡絶える。［続 261］

【例】 〇〇さん　びょうぎでも　したあだべが、ちかごろ　ぶんつうも　とでぁでしまたな

「〇〇さん、病気でもしたんだろうか、近頃文通も跡絶えてしまったな」

とておぎ [toteo̝gï] ［名］ とっておき。［及 209］

【例】 これぁ　おれの　とておぎの　おんだ

「これは、私のとって置きの物だよ」

どでかっぱずす [dodek̝appaⁿdzɯ̈sɯ̈] ［四自］ 慌てふためく。［同］とでかっぺぁす。［続

261］

【例】 はんしょあ　なっさげぁ、どでかっぱずして　えさ　けぁた

「半鐘が鳴るから、慌てふためいて家へ帰ったよ」

とてげぁす [toteg̝ɛsɯ̈] ［四自］ 取って返す。［同］とってげぁす。［続 261］

【例】 わすれおの　おもいだして　とじゅうがら　とてげぁして　きた

「忘れ物を思い出して、途中から取って返して来たよ」

どでする ［動］ びっくりする。驚く。［及 210］

【例】 おめぁも　どでする　方だな

「お前もびっくりする方だね」

また、この強調語に、「どでかっぱずす」がある。

どでぱだ [dodep̝ada] 土手っぷち。土手の肩。［及 105］

【例】 あそごの　どでぱださ　ばっけあ　おえっだけ

「あそこの土手つぷちに、蕗のとうが生えていたつけ」

どでぱら 腹。腹部。［及 11］

【例】 だらしねぁごど　どでぱら出して

「だらしないこと腹を出して」

この語は「どでっぱら」、「どんなが」、「どんばら」、「ぽんほ―幼児語」、「ぽんぽん―幼児語」など

とも使っている。

どでぱら [dodep̝ara] 土手っ腹。［続 261］

【例】 このやろ、あんまり　きがねぁど、どでぱらさ　かざあな　あげでくえんぞ

「この野郎、余りきかないと、土手っ腹に風穴を開けてやるよ」

どでん [dodeɴ̝] ［名／ス自］ 動転。［同］どで。［続 262］

【例】 むすこあ　ずこ　おごしたつけはげぁ　どでんして　とで　きたあだ

「息子が事故を起したそうだから、動転して飛んで来たんだ」

とと ［幼児語］ 鳥。［及 93］

【例】 め、ととあ　来たぞ

「坊や、鳥が来たよ」
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とふ

とど ［幼児語］ 魚。［及 93］

【例】 め、とどまま　くうべや

「坊や、魚ご飯を食べようね」

ととこ [totoko] ［幼児語］ 鳥。特に鷄をいう。［同］とと。［続 262］

【例】 めぃ　ととこあ　ないが　くいでぁて　きたぞ

「坊や、鷄が何か食べたいといって来たぞ」

とどこ [todoko] ［幼児語］ 魚。［同］とど。［続 262］

【例】 にぎりままさ　あげぁ　とどこ　へでくんねぁが

「握り飯に赤い魚（鮭や鱒）を入れてくれないか」

となりあへ [tonarïaçe]̝ ［名］ 隣り合せ。［及 210］

【例】 おれぁえあ　〇〇さんの　えど　となりあへだ

「うちと、〇〇さんの家は隣り合せなんです」

どなんべ [donaɴbe]̝ 土鍋。［続 262］

【例】 おげぁ　たぐあだば　どなんべあ　いずばん　えぇ　おんだぜぁ

「お粥を炊くのなら、土鍋が一番いいもんだよ」

とねぁる [tonɛrɯ̈] ［下一他］ 唱える。［続 262］

【例】 かみなりさま　なて　きたら、かんばらかんばらて　とねぁっど　えぇ　おんだ

「雷さまが鳴って来たら、桑原桑原と唱えるといいものだよ」

どの [dono] ［代］ どれ。［及 210］

【例】 こごから、〇〇まで　どのくれぁ　あんべ

「ここから、〇〇まで、どれくらいあるだろう」

とのぐづ [tonoŋɯ̈dzɯ̈] 入口。［同］へぁりくづ。［及 51］

【例】 とのぐづさ　立て、何　みっだや

「入口に立って、何を見ているの」

とのぐづさんずん [tonoŋɯ̈dzɯ̈saɴdzɯ̈ɴ] ひとあしも家を出ないこと。「とのぐづ」は、入
口。玄関をいい、「さんずん」は、三寸であり、入口から三寸も出ない、家から一歩も出ないという

ことに使われている。［及 210］

【例】 おらあ　今日なの　とのぐづさんずん　ではらねあだ

「私は、今日なんが一歩も家を出ないんだよ」

とば ［名］ 塔婆。卒塔婆。［及 210］

【例】 おめぁ　とば　もて　えげ

「お前は卒塔婆を持って行きなさい」

とふ ［名］ 豆腐。［及 281］

【例】 なめこさ　とふ　へっだ　お汁も　んめぁ　おんだな
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とふかす

「なめこに豆腐を入れた、お汁もうまいものだね」

とふかす 豆腐殻。おから。［同］とふから。［及 42］

【例】 むがすあ　とふかすも　くた　おんだ

「昔は豆腐殻も食べたもんだ」

とぷっと ［副］ とっぷり。［及 210］

【例】 ひあ　とぷっと　くっだは

「陽がとっぷり暮れてしまったよ」

どぷっと [dopɯ̥̈tto] ［副］ どっぷり。水や湯につかるさま。［及 210］

【例 1】へんたぐおの　水さ　どぷっと　つけで　おげ
「洗濯物を水にどっぷり漬けておきなさい」

【例 2】ゆさ　どぷっと　つかた
「風呂にどっぷりつかった」

どぶどこえ [dobɯ̈dokoe]̝ ［形］ 図太い。［続 262］

【例】 この　やろだば　どぶどこえ　おんで　すこすぐれぁの　ごどでぁ　えごがねぁ

「この野郎なら、図太いもので、少しぐらいのことでは動かないよ」

どへ [doçe]̝ ［副］ どうせ。［及 210］

【例】 どへ　まにあわねぁおん　この　次で　えぐは

「どうせ間に合わないから、この次で（列車などで）行くよ」

この語は、「どへこへ―どうせこうせ。どうしようと。どうなろうと」という使い方もしている。

どへこへ [dohek̝ohe]̝ ［副］ どうせこうせ。［同］どうへこうへ。どうへこへ。［続 262］

【例】 つとめにんだす、た　つぐんなも　よういんねぁはげぁ、どへこへ　こざぐさへんべは

「勤め人だし、田を作るのも容易でないから、どうせこうせ小作をさせてしまおうよ」

とぼす [tobosɯ̈] ［形］ 乏しい。［続 262］

【例】 さんかんぶの、この　とぼす　たんぼまで　げんたんすろて　いうなだぜぁ

「山間部の、この乏しい田圃まで減反しろというんだよ」

どまづぐ [domadzɯ̈gɯ̈] ［動］ とまどう。まごつく。［及 210］

【例】 おもいもかげねぁな　指名さっで　どまづだけや

「思い掛けなく指名されたので、まごついたよ」

とまりよど [tomarïjoⁿdo] 宿泊人。泊り客。［続 262］

【例】 ほうずで、とうぐの　すんるいの　とまりよどあ、ごろぐにんも　いだ

「法事で、遠くの親類の泊り客が、6人もいるよ」

とみ 唐箕。手で水車のような風車をまわして、玄米と籾がらを分離する器具。［及 66］

【例】 とみずあ　おんなず　速さで　まわす　おんだ

「唐箕って同じ速さて回すもんだ」
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～どや

とむれぁ [tomɯ̈rɛ] 弔い。葬式。［続 263］

【例】 ずさまの　とむれぁも、みんなの　おがげで　りっぱん　でげあした

「お爺さんの弔いも、皆のお陰で立派に出来ました」

どめで ～とみえて。［及 210］

【例】 あめあ　ふっどめで　おどあ　するな

「雨が降るとみえて、音がするね」

ども ［接助］ が。［及 211］

【例 1】ゆべな　えたども　いねぁけな
「昨夜行ったが、いなかったね」

【例 2】ゆたども　きがね
「いったが、きかないよ」

ともあす [tomoasɯ̈] 後足。動物の後足をいう。［同］あどあす。［続 263］

【例】 よずあすの　いぎおのあ　みな　ともあすあ　じょうぶだ　おんだな

「四つ足の生き物は、みな後足が丈夫なものだね」

ともかへぎ [tomokaheŋ̝ï] 共稼ぎ。［続 263］

【例】 えまだば　どごの　えだて　ともかへぎ　すねぁ　どごあ　ねぁくれぁだな

「今なら何処の家だって、共稼ぎをしないところがないくらいだな」

どもた ～と思った。［及 210］

【例】 えぐがどもたども　やめだ

「行こうか、と思ったが、止めたよ」

どもっと [domotto] ［副］ どんより。［続 263］

【例 1】きょうの　おでんきあ　どもっとした　てんきだな
「今日のお天気は、どんよりした天気だな」

【例 2】ないだが　あだま　どもっとして、きぶんの　おもえ　ごど
「なんだか頭がどんよりして、気分の重いこと」

ともで [tomode]̝ 田圃。［及 105］

【例】 ともでの　草　刈て　くる

「田圃の草を刈って来るよ」

～どや [~doja] ［助詞］ って。この語は、聞き返す時や、疑問をたずねる場合に使う言葉であ

る。また、この語は「て」とも使う。［続 263］

【例 1】ないだどや
「なんだって」

【例 2】くっどや
「来るって」
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どや

【例 3】ないだて
「なんだって」

【例 4】くるて
「来るって」

どや [doja] 鋳掛屋。［同］えがげや。［続 263］

【例】 むがすあ　なべかま　えがげる　どやず　おのあ　くる　おんでぁったな

「昔は鍋釜を鋳掛ける、鋳掛屋という者が来るものだったな」

どゆう どういう。どんな。［及 210］

【例】 ほれあ　どゆた　おのや

「それは、どんなものなんだい」

とよ
とい

樋。［及 51］

【例】 いりみじゃの　とよあ　くさっだはげぁ　とけぁねぁんねぁな

「屋の樋が腐れたから、取り替えないといけないな」

どよ ～そうだ。［及 210］

【例】 ねごに　とらっだどよ

「猫にとられたそうだ」

とよこみず [tojokomïdzɯ̈] 雪の細道。これは、積雪が多くなって、除雪しない雪道で、両側が
高く、歩くところが樋のようになった道をいう。今では山で林業労務者の歩く雪道ぐらいしか見ら

れない。［続 263］

とらえる ［派生］ 通られる。取られる。［及 211］

【例 1】この　山みづあ　すこす　やぶだども　とらえるべや
「この山道は少し藪だが、通られるだろうや」

【例 2】さがな　ほさ　おくど　ねごに　とらえる
「魚をそこへ置くと、猫に取られるよ」

とらば 三毛。三毛猫。［及 93］

【例】 この　ねごあ　とらばだな

「この猫は三毛猫だな」

とらば [toraba] 虎毛。これは、猫の毛色の虎毛をいい、このような猫を「とらばねご」という。
［続 263］

とらぼ とのさまばった。ばった科の昆虫で、よく子供が糸をつけて、飛ばして遊ぶばった。［及 93］

【例】 おどっつぁ　とらぼさ　いど　つけでころ

「お父さん、とのさまばったに糸をつけてちょうだい」

とりあげばんば [torïaŋeb̝aɴba] 助産婦。これは、免許を持たない昔の助産婦をいったもので
ある。「取り上げ婆」。［続 264］
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とりげぁす

とりあす [torïasɯ̈] とりあししょうま。これは、ゆきのした科の山地に生える多年草で、薬用に
なるといわれている。［続 264］

とりあへ [torïahe]̝ 取り合わせ。［続 264］

【例】 りょうりあ　まなぐで　みでも　んめぁそん　とりあへ　かんげる　おんだ

「料理は、目で見ても美味そうに、取り合わせを考えるものだよ」

とりあへる [torïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 取り合わせる。［続 264］

【例】 つっそひりょうさ　はいごうひりょうも　とりあへっど　えぇ　おんだぞ

「窒素肥料に配合肥料も取り合わせるといいものだよ」

とりえ [torïe]̝ 鳥居。［続 264］

【例】 ずぞさまの　とりえも　ぼこっで　きたはげぁ　とりげぁねぁんねぁな

「地蔵さまの鳥居もこわれてきたから、取り替えないといけないな」

とりえぁ [torïɛ] 取り合い。［続 264］

【例】 こらっ、ほんたおの　とりえぁする　おのあ　ねぁべな

「こらっ、そんな物を取り合いする奴があるもんか」

とりえぁーず [torïɛːⁿdzɯ̈] ［副］ 取り敢えず。［続 264］

【例】 とりえぁーず、これだげ　はらておえで　あどあ　そんま　はらうはげぁな

「取り敢えず、これだけ払っておいて、後は直きに払うからね」

とりえれ [torïer̝e]̝ 取り入れ。［続 264］

【例】 こどすも　あっつこっつで　いねの　とりえれあ　はすまたな

「今年も、あっちこっちで、稲の取り入れが始まったね」

とりおせぁる [torïosɛrɯ̈] ［下一他］ 取り抑える。［続 264］

【例】 べごあ　ねげだはげぁ　だれが　はやぐ　とりおせぁでころ

「牛が逃げたから、誰か早く取り抑えてくれ」

とりがげ [torïŋage]̝ ［名］ 通りがけ。［及 211］

【例】 なに　しったがどもて　とりがげん　よてみだ

「何をしているか、と思って、通りがけに寄ってみた」

とりぐづ ［名］ 相手に話をさせるようにしむけること。［及 211］

【例】 〇〇さんだば、とりぐづとんな　じょんだおん

「〇〇さんなら、相手に話をさせるのが上手だもの」

とりけぁす [torïkɛsɯ̈] 鷄糞。［続 264］

【例】 とりごやの　とりけぁすあ　たまたはげぁ、そうずしねぁんねぁな

「鷄舎の鷄糞が溜ったから、掃除しないといけないな」

とりげぁす [torïgɛsɯ̈] ［四他］ 取り返す。［続 265］

【例】 さずぎの　おぐっだ　ぶん　しと　たので　とりげぁす　ごどん　すんべ
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とりげぁす

「田植えの遲れた分を、人を賴んで取り返すことにしよう」

とりげぁす [torïgɛsɯ̈] 取り返し。［続 264］

【例 1】ようさんで　そんした　ぶん　ないがで　とりげぁすすねぁんねぁな
「養蚕で損をした分を、何かで取り返ししないといけないな」

【例 2】えまの　うずん　て　うだねぁど　とりげぁす　つがねぁぐなんぞ
「今のうちに手を打たないと、取り返しがつかなくなるよ」

とりげぁる [torïgɛrɯ̈] ［動］ 取り替える。［及 211］

【例】 これ　おめぁなど　とりげぁる　ごどん　すんべや

「これを、君のと、取り替えることにしょうよ」

また、互に取替えあうことを、「とりげぁっこ」といっている。

とりことばしたよだ 俚諺。直訳すると、小鳥を飛ばしたようだ、となるが、かわいがってい

た、子や孫が、手元を離れていった淋しさをいう。［及 30］

とりねがす [torïneŋ̝asɯ̈] ［四他］ 取り逃がす。［続 265］

【例】 つた　ざっこ　とりねがしたて、ほれぁ　ざんねんだ　ごど　したな

「釣った雑魚を取り逃がしたって、それは残念なことをしたね」

とりのぼへる [torïnoboher̝ɯ̈] ［下一自］ 取り上せる。［続 265］

【例】 とりのぼへで　ない　ゆてんなだが　わがらねぁ　おずずで　ゆてみろ

「取り上せて、何をいってるのか分らないよ、落ち付いていってみろよ」

とりぼい ［名］ 鳥追い。正月行事の一つ。旧一月十五日の晩、村の男の子が皆出て、「とりぼい

だ　とりぼいだ、こごのえ（ここの家）の〇〇だ（参加しない男の子の名）、夜しゅぐ（夜食）ばり

　まぐらって　おぎで鳥ぼえねぁ（起きて鳥を追えない）ぼえねぁ、ほう、ほう」、と叫けびなが

ら、村中を練り歩き、豊作を祈願する行事。［及 211］

とりめぁ [torïmɛ] 取り前。取り分。［続 265］

【例】 こんげつあ　〇〇にず　はだれぁだはげぁ　おめぁの　とりめぁ　これくれぁだ

「今月は〇〇日働いたから、お前の取り前はこれくらいだよ」

とりよへる [torïjoher̝ɯ̈] ［下一他］ 取り寄せる。［続 265］

【例】 おれも　だんしゃぐえもの　たね　とりよへるごどん　した

「私も、男爵薯の種を取り寄せることにしたよ」

とる ［動］ 通る。［及 211］

【例】 車　とるよん　なてが　ちっちゃぇ　わらしたづあ　あぶねぁくて

「車が通るようになってから、小さい子供らが危ぶなくて」

どろかん [dorokaɴ] 暖い寒。寒中に雨が降ったりして暖い寒をいう。［及 105］

【例】 寒さ　丑の日あ　三つある　年あ　どろかんだて　いう　おんだ

「寒中に丑の日が三つ入る年は、暖い寒だ、というもんだよ」
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どんぎり

どろくせぁ [dorokɯ̥̈sɛ] ［形］ 泥臭い［続 265］

【例】 この　こえあ　どろ　はがへねぁど　どろくせぁくて　かんねぁあだ

「この鯉は、泥を吐かせないと、泥臭くて食えないんだ」

どろだらけ [doroⁿdarake]̝ 泥まみれ。［続 265］

【例】 ないだて　どろだらけん　なて　きた　おんだ、どごで　あすできたあたべ

「まぁ、泥まみれになって来たもんだ、何処で遊んで来たんだろう」

どろちょす ［名］ 泥遊び。［同］でろちょす。［及 211］

【例】 この　わらしたづあ　まだ　どろちょす　しった

「この子供ら、また、泥遊びをやっている」

とろっと [torotto] ［副］ とろりと。［続 265］

【例】 この　さげあ　どごの　さげだが　とろっとして　んめぁ　さげだな

「この酒は、何処の酒なのか、とろりとして美味い酒だね」

とろぺず [toroped̝zɯ̈] ［副］ のべつ。［続 265］

【例】 となりの　ばさま　ちっけぁ　おんだはげぁ　とろぺず　おれぁえさ　くんなよ

「隣りのお婆さんは、近いものだから、のべつうちへ来るんだよ」

とろろえも とろろいも。［及 93］

【例】 これぁ　え　とろろえもだな

「これは、いいとろろいもだね」

とろんこ ［名］ とうろう。お盆に仏だんに下げる菓子の燈ろう。［及 211］

【例】 お盆だはげぁ　とろんこでも　かて　あげんべ

「お盆だから、燈ろうでも買ってあげよう」

とろんこ トロッコ。トロ。［及 66］

【例】 とろんこなの使うな、鉄道工夫ぐれぁの　おんでぁったな

「トロッコなんか使うのは、鉄道工夫ぐらいのものだったよ」

とろんこ [toroɴko] トロッコ。トロ。これは、土木工事の時に使う、土砂や機械、機具などを運
搬する手押し車である。［続 266］

どんがら [doɴŋara] 鳥や魚の肉を取った残りの骨。［続 266］

【例】 この　どんがら　こんにゃぐや　とうふでも　へで　にで　くうべ

「この肉を取った残りの骨は、こんにゃくや豆腐でも入れて、煮て食べよう」

どんぎ [doɴŋï] 式台。［続 266］

【例】 いず　なんた　しとあ　くっずあねぁはげぁ　どんぎの　あだり　きれんして　おげよ

「何時どんな人が来ないとも限らないから、式台のあたりを奇麗にしておきなさいよ」

どんぎり [doɴŋïrï] 胴切り。［続 266］

【例】 ほの　さがな　どんぎりして　あぷてくんねぁが
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どんぐ

「その魚を、胴切りにして、炙ってくれないか」

どんぐ [doɴŋɯ̈] 道具。［続 266］

【例】 なんた　ひゃくしょだが、ほごの　えの　どんぐ　みっど　わがるて　いう　おんだ

「どんな百姓なのか、そこの家の道具を見れば分る、というものだよ」

どんぐえ [doɴŋɯ̈e]̝ おおいたどり。これは、山野に生える、たで科の多年生草本で、茎は 2～3m
にも生長する。［続 266］

どんぐえむす [doɴŋɯ̈em̝ɯ̈sɯ̈] おおいたどりの寄生虫。これは、おおいたどりの茎の中に寄
生する昆虫の幼虫で、名は不明であるが、釣りの餌として知られている。［続 266］

どんぐりげぁす [doɴŋɯ̈rïgɛsɯ̈] ［四他］ ひっくり返す。［続 266］

【例】 どご　みで　ありぐなだ、きぃつけねぁど　こが　どんぐりげぁすぞ

「何処を見て歩くんだ、気を付けないと、桶をひっくり返すよ」

どんじょ どじょう。［及 93］

【例】 〇〇ちゃん　どんじょ　しめん　えぐべ

「〇〇ちゃん、どじょうをつかまえに行こうよ」

どんじょど [doɴdʒodo] どじょうを捕る笯。竹製の小さい笯。［及 66］

【例】 あんつぁ　どんじょど　かげで　くんべ

「兄さん、どじょう笯を仕掛に行こう」

どんじょへげ [doɴⁿdʒoheŋ̝e]̝ 泥鰌髭。［続 266］

【例】 あの　おやず　どんじょへげなの　おやして　えばてる　おんだ

「あの親父、泥鰌髭なんか生やして、威張っているもんだ」

どんずぎ [doɴdzɯ̈gï] 胴突き。地固め作業。［及 51］

【例】 〇〇さんの　どんづぎさ　てづでぁ　えてころ

「〇〇さんの家の胴突きに、手伝いに行って下さい」

どんずめ [doɴⁿdzɯ̈me]̝ 胴締め。［続 266］

【例】 どんずめも　こんげぁ　えっぺぁ　めへらえっど　めうずりするな

「胴締めもこんなに沢山見せられると、目移りがするな」

どんずるす [doɴⁿdzɯ̈rɯ̈sɯ̈] 挽き臼。この挽き臼は、粘土を入れて作った挽き臼で、籾を入れ
て、籾殻を取る農具である。［同］どずるす。［続 267］

とんぜぁばんぜぁ ［名］ 通せんぼう。「とんぜぁばんぜぁ　だぞ―とうせんぼうだよ」とい

って遊ぶ、子供の遊びのひとつ。［及 211］

どんで [doɴⁿde]̝ ［連語］ 道理で。［続 267］

【例】 さみどもたら、ゆぎあ　ふてきた　おん、どんで　さみはずだ

「寒いと思ったら、雪が降って来たもの、道理で寒い筈だよ」
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どんぶぐ

どんで 道理で。［及 212］

【例】 ほゆ　わげが、どんで　こねぁぐなた

「そういうわけか、道理で来なくなった」

また、「とんぬげる―通り拔ける」という語もある。

とんでもねぁ [toɴⁿdem̝onɛ] ［連語］ とんでもない。［続 267］

【例 1】とんでもねぁ、あればりの　ごどで　あれなの　ゆわねぁでころ
「とんでもない、あればかりのことで、お礼なんかいわないでくれよ」

【例 2】とんでもねぁ　ごど　してくっだな
「とんでもないことをしてくれたな」

どんでんげぁす [doɴdeɴ̝ŋɛsɯ̈] どんでん返し。［続 267］

【例】 ちょうかいさ　だした　ぎあん　どだんばで　どんでんげぁす　なたど

「町議会に出した議案が、土壇場でどんでん返しになったそうだ」

どんどど ［副］ さっさと。どんどん。［及 212］

【例】 なに　してんなや　どんどど　こえや

「何をしてるの、さっさと来いよ」

どんどど [doɴⁿdodo] ［副］ どんどん。［続 267］

【例】 えそがすなだはげぁ、みずくさなの　くてねぁで　どんどど　えて　こえよ

「忙しいのだから、道草なんかくっていないで、どんどん行って来いよ」

どんなが [doɴnaga] 胴中。［続 267］

【例】 ほの　さがな　どんなが　せぁで　えぐ　あらてがら　りょうりすんなだぞ

「その魚は、胴中を裂いて、よく洗ってから料理するんだよ」

とんぱす 鳶口。［同］とんぱず。［及 66］

【例】 今日あ　きまぐりだはげぁ　とんぱす　もて　えごよ

「今日は、木寄せだから、鳶口を持っていくんだよ」

とんび [toɴbï] 鳶口。これは、「とんぱす。とんぱず（及位の方言 66P）」ともいい、丸太を動かす
道具で、大、中、小とあり、小型のものは片手で使い、「てとび（前出）」といい、大型のものの中に

は背に溝を堀ったものがあり、「きりんとんび（前出）」といい、消防用の物は「はやくず（後出）」

といっている。［続 267］

どんびゃくしょ [doɴbjakɯ̥̈ʃo] 土百姓。［続 268］

【例】 おらだどご　どんびゃくしょだなて　ばがん　すんども　おらだ　こめ　つぐらねぁば　か

んねぁべじゅなや

「俺達を土百姓だなんて馬鹿にするが、俺達が米を作らなければ、食べられないだろうやね

ー」

どんぶぐ [doɴbɯ̈gɯ̈] 綿入れはんてん。［及 59］
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どんべ

【例】 今日あ　さみはげぁ　どんぶぐ　着て　えげよ

「今日は寒いから、綿入れはんてんを着て行きなさいよ」

どんべ [doɴbe]̝ 粘土。［同］どんべつづ。［及 105］

【例】 かべさ　ぬる　どんべあ　ただの　どんべんねぁど

「壁に塗る粘土は、普通の粘土ではないそうだよ」

どんまぎ [doɴmagï] 胴巻き。［続 267］

【例】 おめぁ　なずん　など、ふとん　けどばすはげぁ、どんまぎ　して　ねろよ

「お前は夏になると、布団を蹴飛ばすから、胴巻きをして寝なさいよ」
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ないあねぁーたて

　

—な—

な ［格助］ の。［及 212］

【例】 やぐばさ　おれも　えぐなだ

「役場へ私も行くのです」

また、この語は、「まだ　こねぁな　〇〇さんばりだ―まだ来ないのは、〇〇さんばかりだ」のよう

に、「のは」とも使い、また、「ほのきたねぁな　なげでしまえ―そのきたないのを捨ててしまいな

さい」のように、「のを」とも使う場合がある。

なーおす ［感］ ね。ですね。［及 213］

【例 1】今日あ　ええ　天気だなおす
「今日はいい天気だね」

【例 2】んだ　なおす
「そうですね」

【例 3】あのなおす
「あのね」

なあだ ［連語］ なのだ。なんだ。［及 212］

【例】 これぁ　おれの　ほんすんなあだ

「これが俺の本心なのだよ」

ない ［代］ 何。なん。［及 212］

【例】 手さ　たがったな　ないだや

「手に持っているのは何だい」

この語は、「がが　ないが　くんねぁが―お母さん、何かくれないか」、「ほの　さがな　ないさ　

へるや―その魚　何に入れるんだい」、「ないさもかいさも　手出して―何にでも手を出して」、「な

いじゅごどもねぁぐ　おもで眺めっだ―なんということもなく外を眺めていた」、「ないしん　えぐ

や―なにしに行くの」、「なにしん」は、「なにすん」とも使う。「これだば　ないのごったて　うら

んね―これなら、なんといったって売られないな」などの使い方をしている。

ないあさでおぎ [naïasadeo̝gï] ［連語］ 何はさて措き。［同］なにあさでおぎ。［続 268］

【例】 かずなの　あった　ずぎあ　ないあさでおぎ　これ　もて　ねげろよ

「火事なんかあった時は、何はさて措き、これを持って逃げろよ」

ないあねぁーたて [naïanɛːtate]̝ ［連語］ 何はなくとも。［同］なにあねぁたて。［続 268］
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ないが

【例】 ないあねぁーたて、おれぁな　さげせぁも　あれば　えなだ

「何はなくとも、俺には、酒さえあればいいんだ」

ないが [naïga] ［連語］ 何か。［続 268］

【例】 がが　ないが　くいでぁな

「お母さん、何か食べたいよ」

ないくそ [naïkɯ̥̈so] ［感］ 何糞。［続 268］

【例】 くるす　ずぎごそ　ないくそて　がんばる　えず　もだねぁんねぁ　おんだ

「苦しい時こそ、何糞と頑張る意地を持たなければならないものだよ」

ないすろ [naïsɯ̈ro] ［副］ 何しろ。［続 268］

【例】 ないすろ　この　ふけぎだ　おんだはげぁ、はだらぐ　ばしょあ　ねぁなよ

「何しろこの不景気なものだから、働く場所がないんだよ」

ないだかいだて [naïⁿdakaïⁿdate]̝ ［副］ 何だかんだと。［同］なえだかえだて。［続 268］

【例】 ないだかいだて　ゆて　みだ　どごで　はだらがねぁば　かんねぁなだ

「何だかんだといってみたところで、働かなければ食べられないんだ」

ないだて [naïⁿdate]̝ ［感］ まぁ。［同］なえだて。［続 268］

【例 1】ないだて、んめぁごど
「まぁ、美味いこと」

【例 2】ないだて、おかねぁちゃ
「まぁ、おっかないよ」

ないだり [naïⁿdarï] ［連語］ 何なりと。［同］なんだり。［続 269］

【例】 ないだり　おめぁだ　すぎた　おの　とて　くてころ

「何なりと、君達の好きなものを取って食べてくれよ」

ないて ［連語］ なんと。［及 212］

【例】 ないて　ゆわっだて　おれぁ　やる

「なんといわれても、私はやるよ」

また、「ないてかいて―なんともかんとも」のような使い方もしている。

ないの [naïno] ［連語／感］ 何の。［続 269］

【例 1】ほれぁ　ないの　ごったや
「それは、何のことなんだい」

【例 2】いでぁの　ないのて
「痛いの何のって」

【例 3】ないの　こればりの　けが
「何のこれしきの怪我」

ないも [naïmo] ［連語］ 何も。［同］なんにも。［続 269］
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ながつげぁ

【例】 ほんたごど、おれぁ　ないも　すらねぁな

「そんなこと、私は何も知らないね」

ないもかいも [naïmokaïmo] ［連語］ 何もかも。［続 269］

【例】 ほんたごど　ゆたら、ないもかいも　おじゃん　なてしまうべや

「そんなことをいったら、何もかもおじゃんになってしまうだろうや」

ないんたて [naïɴtate]̝ ［連語］ どうしても。［続 269］

【例】 これだげあ　ないんたて　やめらんねぁ

「これだけは、どうしても止められないね」

また、この語は、「どういっても」とも訳され、「だれぁ　ないんたて＝誰がどういっても」のよう

に使っている。

ながえも [naŋaem̝o] 長芋。［同］とろろえも。［続 269］

【例】 この　ながえもで　とろろ　こしぇんべ

「この長芋で、とろろを作ろう」

ながぎ [naŋaŋï] 長木。雪囲いやはせ材に使う、圣 10cm内外、長さ 4m位の長い木をいう。［及
66］

【例】 そがぎさ　使う　ながぎあ　あっがや

「雪囲いに使う長木があるかい」

ながこ [nagako] 次男。次女。三人兄弟の次男、次女をいう。［及 7］

【例】 おめぁえの　ながこ　嫁ん　くんねぁべが

「お宅の次女を嫁にくれませんか」

また、単に次男、次女を「にばんこ」と呼び、末つ子を「ばっつこ」、「ばっつご」といっている。

ながごめ [nagaŋome]̝ 半煮えご飯。［同］めっこまま。［及 42］

【例】 これだば　ながごめで　かんねぁな

「これなら半煮えご飯で、食べられないよ」

ながす [naŋasɯ̈] 台所。これは、流れ水を水槽に入れて、食品や食器等の洗い場として作った台
所の一部をいった、今は流れ水を入れる家はなく、台所を「ながす」といっている。［続 269］

ながすずめぁ [naŋasɯ̈ⁿdzɯ̈mɛ] 炊事。［同］ながすずんめぁ。ままずめぁ。ままずんめぁ。す
んめぁ。［続 270］

ながだす [nagadasɯ̈] 中出し。これは、伐採した丸太を、伐採地点から、トラックの入る地点ま
で出すことをいう。［続 270］

ながちょーば [nagatʃoːba] 仕事の完成前の慰労宴。これは、何日か掛かる仕事の途中に、労
働者を慰安する簡単な宴会をいう。［続 270］

ながつげぁ [nagatsɯ̈ŋɛ] 仲違い。［続 270］

【例】 〇〇あ、きょうでぁながして、ながつげぁして　えぎき　してねぁどは

463



ながったらす

「〇〇は、兄弟の仲でありながら、仲違いして、もう行き来をしないそうたよ」

ながったらす [naŋattarasɯ̈] ［形］ 長たらしい。［続 270］

【例】 ないだて　ながったらす　でんわだてな　さっさと　やめだらえべあ

「なんだって長たらしい電話だこと、さっさと止めたらいいだろうに」

ながど [nagaⁿdo] 仲人。［及 7］

【例】 となりの　つぁつぁどご　ながど　たのだら　えんねぁべが

「隣りのお父さんを仲人に賴んだらいいじゃないだろうか」

この語には「ながどおやじ―男仲人」、「ながどかが―女仲人」、「おながど―男仲人」、「めながど―

女仲人」などの呼び方がある。

ながなが [naganaga] ［名］ 親類。血縁。［及 213］

【例】 あれど　あれぁ、ながながだ　おん

「あとあれは、親類だもの。あれとあれは、親類の間柄だもの」

ながね [naŋane]̝ 尾根。山の峯つづきの所をいう。［及 105］

【例】 〇〇さだば　ながね　へんぐり　へんぐり　えがねぁんねぁ

「〇〇になら、尾根をいくつも越えて行かなければならないよ」

ながば [nagaᵐba] 仲間。友達。［及 7］

【例】 まだ、いっつもの　ながば　あづばんべや

「また、何時もの仲間が集まろうじゃないか」

この語の類語に「ながばくれぁ―仲間けんか」がある。

ながばくれぁ [nagabakɯ̥̈rɛ̥] ［名］ 仲間けんか。［及 213］

【例】 ないだ　ながばくれぁがは

「なんだ、仲間けんかかい」

ながばどーす [nagabaⁿdoːsɯ̈] 仲間同志。［続 270］

【例】 きのあた　ながばどーすで、とくさんぶつ　つぐるごどん　すんべや

「気の合った仲間同志で、特産物を作ることにしようや」

ながばわれ [nagabaware]̝ 仲間割れ。［続 270］

【例】 どがだ　ながばわれして　しとりあ　えさ　けぁてしまたどは

「土方が仲間割れして、一人はもう家へ帰ってしまったそうだよ」

ながぺろえ [naŋaper̝oe]̝ 細長い。ひょろながい。［及 30］

【例】 茄子、日陰さ　ゆえだら、ながぺろえ　おのん　なてしまた

「茄子を日陰に植えたら、細長いものになってしまったよ」

ながまる [naŋamarɯ̈] ［四自］ 横たわる。［続 270］

【例】 とうい　どご　きていだでぁで　つかれあしたべ　すこす　ながまらっしぇ

「遠い所を来ていただいて、疲れたでしょう、少し横たわって下さい」
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なぐ

ながまる [naŋamarɯ̈] ［動］ 横になる。横になって休む。［及 213］

【例】 くたびったべあ　すこす　ながまるんだ

「疲れたろうから、少し横になりなさいよ」

ながわずれぁ [naŋawaⁿdzɯ̈rɛ] 長患い。［続 270］

【例】 ばさま　ながわずれぁで　あねこあ　はだらぎん　ではらんねぁあだど

「お婆さんが長患いで、嫁は働きに出られないんだそうだ」

なぎさがぶ [nagïsagabɯ̈] ［四自］ 泣き叫ぶ。［続 270］

【例】 きゅうに　つぁつぁん　すなっで、えの　したずあ　なぎさがでだけは

「急にお父さんに死なれて、うちの人達はもう泣き叫んでいたっけな」

なぎし 長押。［及 51］

【例】 なぎしさ　釘　ぶづ　おんでねぁぞ

「長押に釘を打つもんじゃないよ」

なぎどご [nagïⁿdogo] 泣き所。［続 271］

【例】 なぎどご　つかまっでる　おんだはげぁ　ゆいでぁ　ごども　ゆえねぁなだど

「泣き所を掴まれているものだから、言いたいこともいえないんだそうだ」

なぎねり [nagïner̝ï] 泣き寝入り。［続 271］

【例】 〇〇ちゃん　つぁつぁに　ごしゃがっで、ほのまま　なぎねりしてしまたな

「〇〇ちゃんは、お父さんに叱られて、そのまま泣き寝入りしてしまったな」

なぎべそ [nagïbes̝o] ［名］ べそ。［同］べんぞ。［及 213］

【例】 ないだや　まだ　なぎべそ　けぁっだながは

「なんだい、また、べそをかいているのかい」

なぎまねぁ [nagïmanɛ] 泣き真似。［続 271］

【例】 〇〇ちゃん　ほんた　なぎまねぁなの　する　おんでねぁぞ

「〇〇ちゃん、そんな泣き真似なんかするものじゃないよ」

なぎめそ [nagïmes̝o] ［名］ 泣き虫。［同］なきみそ。［及 213］

【例】 まづ、これぁまだ　なぎめそで

「まあ、こいつは、泣き虫で」

なぎわれぁ [nagïwarɛ] 泣き笑い。［続 271］

【例】 やぁや、あんまり　おがす　おんだはげぁ、なぎわれぁ　してしまたは

「いやいや、余りおかしいものだから、もう泣き笑いをしてしまったよ」

なぐ [nagɯ̈] ［動］ 泣く。［及 213］

【例】 ほんげぁ　なぐなや

「そんなに泣くなよ」

この語には、「ねぁっだ―泣いている。泣いていた」。「ねぁでっさげぁ―泣いているから」などの使
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なくさむ

い方がある。

なくさむ ［動］ からかう。［及 213］

【例】 ほんげぁ　しとんどご　なくさむ　おんでねぁ

「そんなに人をからかうもんじゃないよ」

なげる [naŋer̝ɯ̈] ［動］ 捨てる。［及 213］

【例】 ほんたどさ　ごみ　なげる　おんでねぁ

「そんな所にごみを捨てるもんじゃないよ」

この語は、勿論、投げる、という意味でも使われている。

なごりおす [naŋorïosɯ̈] ［形］ 名残惜しい。［続 271］

【例】 へっかぐ　きて、とまらねぁで　けぁんながは　なごりおす　ごどなおす

「折角来て、もう泊らないで帰るんですか、名残惜しいですわねー」

なさ ［接助］ のに。［及 213］

【例】 する、ていうなさ　とめんなや

「する、といってるのに止めるなよ」

なさげねぁ [nasagen̝ɛ] ［形］ 情ない。［続 271］

【例】 ないだや、ほればりの　かじぇで　やすむなて、なさげねぁ　ごど　ゆわねぁんだ

「なんだい、そればかりの風邪で休むなんて、情ないことをいうんじゃないよ」

なさげぶげぁ [nasageb̝ɯ̈gɛ] ［形］ 情深い。［続 271］

【例】 〇〇さんだば、なさげぶげぁ　しとで、だれぁつぁでも　すんへずん　する　しとだ

「〇〇さんなら、情深い人で、誰にでも親切にする人なんです」

なじ ［副］ どう。［同］なんず。なんずん。［及 213］

【例】 これあ　なじ　すんなや

「これはどうするんだい」

なして ［連語］ どうして。［同］なんずして。なんずんして。［及 213］

【例】 おめぁ　なして　えがねぁなや

「君は、どうして行かないんだ」

また、「なしてなして―どういたしまして」（なしても―どうしても？）などの使い方もある。

なす 梨。［及 93］

【例】 なす　うりん　来たはげぁ　かてころ

「梨を売りに来たから買って下さい」

なずおの [nadzɯ̈ono] 夏物。［続 271］

【例】 こんだ　ぜぇぶん　あつぐ　なてきたはげぁ、そろそろ　なずおの　だすべ

「今度は隨分暑くなってきたから、そろそろ夏物を出そうね」

なずがす [nadzɯ̈gasɯ̈] ［形］ 懷かしい。［続 271］
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なっつぁがる

【例】 あらっ、〇〇さんんねぁがや　なずがすごど、いず　こっちゃ　きたな

「あら、〇〇さんじゃないの、懷かしいこと、何時こっちへ来たの」

なすくぞす [nasɯ̥̈kɯ̈ⁿdzosɯ̈] 済し崩し。［続 271］

【例】 しゃっきんあ　まえつぎ　なすくぞしん　なして　えくべ

「借金は、毎月済し崩しに済して行こう」

なすだんご [nasɯ̈daɴŋo] 梨団子。これは、旧正月 14日に搗いた餅を、圣 2～3cmの大きさに
丸め、翌 15日「みずき」の枝枝の先に刺し、神棚や室室のなげしに飾り豊作を祈ったものをいう。
［続 272］

なずやへ [nadzɯ̈jahe]̝ 夏やせ。［続 272］

【例】 ないだて　なづやへしたてが、でぁず　すろえぁ

「まぁ、夏やせしたってかい、大事にしろよ」

なすりえぁ [nasɯ̈rïɛ] なすり合い。［続 272］

【例】 おだげぁ　へぎにんの　なすりえあしたて　どうなる　おんでもねぁべ

「お互に責任のなすり合いをしたって、どうなるものでもないだろうや」

なすろ 苗代。［及 73］

【例】 なすろの　ゆぎ　消して　くっさげぁな

「苗代の雪を消して来るよ」

なだ ［連語］ のだ。［及 214］

【例】 ほれぁ　おれぁなだ

「それは、私のだよ」

なだ 涙。［及 16］

【例】 あんまり　わらて　なだ　出してしまたは

「あまり笑って、涙を出してしまったよ」

なだげぁ [naⁿdagɛ] ［形］ 名高い。［及 214］

【例】 あの　しとあ　〇〇であ　なだけぁ　しとだぜぁ

「あの人は、〇〇では名高い人だよ」

なっきりぼえじょ [nakkïrïboed̝ʒo] 菜切り包丁。［続 272］

【例】 なえだや、なっきりぼえじょで　さがな　はやしたて　だめだべや

「なんだい、菜切り包丁で魚を切ったって駄目じゃないの」

なづぐ [nadzɯ̈gɯ̈] ［動］ なつく。馴れ親しむ。［及 214］

【例】 この　犬あ、誰あどさでも　なづぐなだ

「この犬は、誰にでもなつくんだ」

また、馴れ馴れしい、という言葉を「なつこえ」と使っている。

なっつぁがる [nattsaŋarɯ̈] ［動］ ぶらさがる。まっわりつく。［及 214］
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なっでぁ

【例 1】あの　わらすあ、木さ　なっつぁがったけ
「あの子は、木にぶらさがっていたつけ」

【例 2】この　わらすあ、おれぁつぁばり　なっつぁがる　おんで
「この子は、私にばかりまっわりつくもんで」

なっでぁ なるよ。なるじゃないか。なりたい。［及 214］

【例 1】ほら　こうへば　なっでぁ
「ほら、こうすればなるよ。ほら、こうすればなるじゃないか」

【例 2】おらも、ああいう　しとん　なっでぁな
「私も、ああいう人になりたいな」

なっても ［副］ きっと。必ず。いつも。始終。［及 214］

【例 1】おめぁ　なっても　こえよ
「お前、きっと来いよ」

【例 2】隣りの　婆さま　なっても　あすびん　くんなだ
「隣りのお婆さんは、何時も遊びに来るんです」

なっと 納豆。［及 42］

【例】 つぁつぁ　おれぁつぁも　なっと　かげでころ

「お父さん、僕にも納豆をかけて下さい」

～なて [~nate]̝ ［副助］ なんて。［続 272］

【例 1】こえなて　なによう　あんな
「来いなんて何用があるの」

【例 2】おぎゃぐだなて、この　えそがす　ずき
「お客だなんて、この忙しい時」

～なで [~naⁿde]̝ ［接助］ ので。［続 272］

【例 1】とす　とたなで　あすあ　よわぇぁぐ　なた
「年を取ったので、足が弱くなったよ」

【例 2】くるま　かうなで　かね　おすなよ
「車を買うので、金が欲しいんだよ」

なで 雪崩。［及 105］

【例】 なでの　つぐ　どごあ　きまてる　おんだ

「雪崩のつく所は決っているものだよ」

雪崩には「そごなで―底雪崩。全層雪崩」と「わがさ―表層雪崩」なとの言葉が使われている。

なでぁ [naⁿdɛ] 名代。［続 272］

【例】 あの　おとごだば　むらでも　なでぁの　つからもずだ

「あの男なら、村でも名代の力持ちだよ」

なでつぎびら [nadet̝sɯ̈gïbïra] 雪崩のつく傾斜地。雪崩のつく斜面は殆ど決っているので、そ
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なにごごろねぁ

の斜面をいう。［同］なでつきぴら。［及 105］

【例】 こごあ　なでつぎびらだはげぁな

「ここは、雪崩のつく斜面だからな」

ななくさ ［名］ 七草。正月行事の一つ。年越しの晩、神棚に供えた、おみだま（にぎり飯）と、

正月六日の晩、たらただぎに使った七草を、七日朝、ぞう煮餅の中に入れて煮、神に供えてから、

その家の長男か家長に食べさせ、後、家族が食べて祝った、この七草雑炊は、他人（嫁聟にくれて

やった者がいても他人とみて）には食べさせなかった。［及 214］

ななっつ [nanattsɯ̈] 七つ。［続 272］

【例 1】むすこも　こんだ　ななっつだは
「息子も、今度はもう七つだよ」

【例 2】となりがら　りんご　ななっつ　もらた
「隣りからりんこを七つ貰ったよ」

なに ［接助］ のに。［及 214］

【例】 ゆてん　なに　いうごど　きがねぁはげぁだ

「いってるのに、いうことをきかないからだよ」

また、この語は、「なえ」とも使い、「なが―のか」、「なだ―のだ」、「なも―のも」などの使い方を

している。

なにあともあれ [nanïatomoare]̝ ［連語］ 何はともあれ。［続 272］

【例】 なにあともあれ　はえぁぐ　えしゃさ　つで　えげ

「何はともあれ、早く医者に連れて行けよ」

なにあねぁくたて [nanïanɛkɯ̥̈tate]̝ ［連語］ 何はなくとも。［同］ないあねぁくたて。［続

273］

【例】 なにあねぁくたて、おれぁな　さげせぁも　あれば　えなだ

「何はなくとも、俺には酒さえあればいいんだ」

なにか ［副助］ なんか。［及 214］

【例】 しとは、けだおのや　なにかど　ちがて…

「人は獣やなんかと違って……」

なにかに ［連語］ なんだかんだ。ああだのこうだの。あれこれ。［及 214］

【例】 なにかにて　ゆてねぁで　はやぐ　えがねぁど　まにあわねぁぞ

「なんだかんだといってないで早く行かないと、間に合わないぞ」

なにげねぁ [nanïŋen̝ɛ] ［形］ 何気ない。［続 273］

【例】 なにげねぁぐ　よたら、はずまごあ　んまっだとて、よろごでだ　どごだけ

「何気なく寄ったら、初孫が生れたといって、喜んでいたところだったよ」

なにごごろねぁ [nanïŋogoronɛ] ［形］ 何心ない。［続 273］
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なの

【例】 なにごごろねぁぐ　ゆたな　〇〇の　きさ　さわたんだな

「何心なくいったのが、〇〇の気に障ったんだな」

なの ［副助］ なんか。［及 215］

【例】 ほんたおのなの　いらねぁ

「そんなものなんか、いらないよ」

なべかつか [nabek̝ãtsɯ̥̈ka] よしのぼり。かじかの種類の淡水魚。［及 93］

【例】 なべかつかだば、腹さ　なべあ　つでっさげぁ　たぎでも　登る　おんだ

「よしのぼりなら、腹に鍋がついているから、滝でも登るもんだよ」

なまあたこえ [namaatakoe]̝ ［形］ 生暖かい。［続 273］

【例】 きょうまだ　なまあたこえ　かじぇあ　ふえて　やだ　てんきだなや

「今日は、生暖い風が吹いて、嫌な天気だね」

なまえぎ [namaeg̝ï] ［名／ダナ］ 生意気。［続 273］

【例】 この　やろ　えっちょめぁだ　つもりで、なまえぎだ　ごど　ゆうな

「この野郎一人前のつもりで、生意気なことをいうな」

なまおの [namaono] 生物。［続 273］

【例】 なまおのあ　くうだげ　だして　あどあ　れいぞうこさ　へで　おげよ

「生物は食べるだけ出して、あとは冷蔵庫に入れておきなさいよ」

なまか [namaka] 生皮。［続 273］

【例】 ぶんどの　なまか　せぁぐさんねぁはげぁ、いずど　みずさ　つけんなだ

「葡萄の生皮は、細工をされないから、一度水につけるんだ」

なまくさおの [namakɯ̥̈saono] 生臭物。［続 273］

【例】 きょうあ　ずさまの　しょっつぎめぃにずだはげぁ、なまくさおの　かんねぁぞ

「今日はお爺さんの祥月命日だから、生臭物は食べられないよ」

なまくさぼえじょ [namakɯ̥̈saboed̝ʒo] 出刄包丁。［同］さがなぼうじょ。さがなぼえじょ。
なまくさぼうじょ。［続 273］

【例】 なまくさぼえじょあ、きんねぁぐ　なたはげぁ、とえてくんねぁが

「出刄包丁が、切れなくなったから、研いでくれませんか」

なまくせぁ [namakɯ̥̈sɛ] ［形］ 生臭い。［続 274］

【例】 なまくさおの　きた　ほえじょで　ほがの　おの　きっど　なまくせぁぐ　なんぞ

「生臭物を切った包丁で、他の物を切ると、生臭くなるよ」

なまけおの [namakeo̝no] 怠け者。［続 274］

【例】 これだば　なまけおので、ゆいずげねぁば　はだらがねぁ　かんじょしてる

「こいつは怠け者で、言い付けないと働かないつもりでいるんだよ」

なまっかずり [namakkaⁿdzɯ̈rï] 生噛り。［続 274］
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なみしとどーり

【例】 ほんた　なまっかずりだ　ごどでぁ、ろくだ　ごどあ　でげる　おんでねぁ

「そんな生噛りなことでは、ろくなことが出来るものじゃないよ」

なまっつろえ [namattsɯ̈roe]̝ ［形］ 生白い。［続 274］

【例】 なまっつろえ　かんめぁして、えっちょめぁだ　ごど　いうな

「生白いくせして、一人前なことをいうんじゃないよ」

なまぬり [namanɯ̈rï] ［形］ 生温い。［続 274］

【例 1】なまぬり　コーヒーなの　のまねぁたて　えな
「生温いコーヒーなんか、飲まなくともいいな」

【例 2】ほんた　なまぬり　ごど　ゆてぬぁで、きずぐ　ゆわねぁど　だめだ
「そんな生温いことをいっていないで、きつくいわないといけないよ」

なまはんちゃぐ [namahaɴtʃagɯ̈] 中途半端。いい加減。［同］なまらはんちゃぐ」という。。
［及 215］

【例 1】なまはんちゃぐだ　しごどだば　やめでしまえ
「中途半端な仕事なら、止めてしまえ」

【例 2】蛇　なまはんちゃぐん　殺すど、ただられんぞ
「蛇を中途半端に殺すとたたられるよ」

なまめぁっこ [namamɛkko] 生繭。［続 274］

【例】 めぁっこあ、うっずぎあ　かんそしねぁで、なまめぁっこの　まま　うんなよ

「繭は、売る時は乾燥しないで、生まゆのまま売るんだよ」

なまめがす [namameg̝asɯ̈] ［形］ なまめかしい。［続 274］

【例】 どごの　おなごだべ　なまめがす　かっこして　ありぐ　おんだ

「何処の女なんだろう、なまめかしい格好をして歩くものだね」

なまやさす [namajasasɯ̈] ［形］ 生易しい。［続 274］

【例】 これまでの　すんでぁ　つぐるにあ　なまやさす　ごどでぁ　ねぁがったな

「これまでの身代を作るには、生易しいことではなかったな」

なまらはんちゃぐ [namarahaɴtʃagɯ̈] ［名／ダナ］ 生半可。［続 274］

【例】 ほんた　なまらはんちゃぐだ　すごどでぁ、したでぁん　ならねぁ

「そんな生半可な仕事では、したことにならないよ」

なみがじぇ [namïgaⁿdʒe]̝ 波風。［続 275］

【例】 えんながさ　なみがじぇあ　ただねぁよん、いだわりあて　くらすな　いずばんだな

「家の中に波風が立たないように、労り合って暮すのが一番いいよ」

なみしとどーり [namïsït̥odoːrï] 並一通り。［続 275］

【例】 え　たでで、おめぁだどご　がっこさ　へっずぎあ、なみしとどーりの　くろんねぁがった

な
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なみだぐます

「家を建てて、お前達を学校に入れる時は、並一通りの苦労ではなかったね」

なみだぐます [namïⁿdaŋɯ̈masɯ̈] ［形］ 涙ぐましい。［続 275］

【例】 あの　とすで　つぁつぁどご　たすけで、はだらぐな　みっど、なみだぐますぐ　なるな

「あの年で、お父さんを助けて働くのを見ると、涙ぐましくなるな」

なみだもろえ [namïⁿdamoroe]̝ ［形］ 涙もろい。［続 275］

【例】 なみだ　もろえ　ほだ　おんだはげぁ、あゆな　みっど、なみだ　ででくんなだ

「涙もろい方なものだから、あぁいうのを見ると、涙が出てくるんだよ」

なみてぁーで [namïtɛːde]̝ 並大抵。［続 275］

【例】 あれだげの　た　つぐるにあ、なみてぁーでの　くろんねぁべな

「あれだけの田を作るには、並大抵の苦労ではないだろうな」

なめぁ [namɛ] ［名］ 名前。［及 215］

【例】 なめぁ　ないど　つけだや

「名前をなんとつけたの」

なめぁまげ [namɛmage]̝ 名前負け。［続 275］

【例】 え　なめぁ　つけで　もらたあだはげぁ、なめぁまげしねぁよん　がんばれよ

「いい名前を付けてもらったんだから、名前負けしないように頑張れよ」

なめぐづ [nameg̝ɯ̈dzɯ̈] なめくじ。軟体動物。［同］なめぐづら。［及 93］

【例】 なめぐづあ　まだ　にゅうべぁん　ずぎなの　ではて　きて　やだ　おんだ

「なめくじは、入梅の時なんか出て来て、嫌なものだ」

なや ［感］ ね。ねー。［及 215］

【例 1】この　しごど　いっしょん　すんべなや
「この仕事は、一緒にしようね」

【例 2】んだじゅなや
「そうだねー」

なよ ［連語］ なんだ。［及 215］

【例】 ほれぁ　んだなよ

「それはそうなんだ」

ならねぁ [naranɛ] ［連語］ ならない。いけない。切れない。親切な。［及 215］

【例 1】ほんたごど　してあ　ならねぁあだ
「そんなことをしては、ならないんだ」

【例 2】かじぇだでぁ　ならねぁぼど　なった
「数えきれない程なっているよ」

【例 3】あの　しとだば　ならねぁ　しとだ
「あの人なら、親切な人だ」
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なんげぁ

ならば ［連語］ 出来るなら。出来たら。なるだけ。［及 215］

【例】 ならば　あした　てづでぁ　きてころ

「出来るなら、明日手伝いに来て下さい」

なりおの [narïono] 生り物。［続 275］

【例】 ことすあ　すももなのの　なりおのあ　ほうさぐだな

「今年は、李なんかの生り物が豊作だね」

なりおの [narïono] 鳴り物。［続 275］

【例】 〇〇でぁ　おおうりだすだて、なりおのいりの　へんでんだけな

「〇〇では大売り出しだといって、鳴り物入りの宣伝だったよ」

なりぎ [narïgï] ［名］ いいなり。［及 215］

【例】 しとの　なりぎんばり　なてだて　だめだ　おんだ

「人のいいなりにばかりなっていたって、駄目なもんだよ」

なりくだおの [narïkɯ̈ⁿdaono] 果物。［続 275］

【例】 なりくだおのも　こどすあ　ぜぇぶん　がいこぐがら　へぁて　きたな

「果物も今年は隨分外国から入ってきたな」

なれぁ [narɛ] 習い。［続 276］

【例】 おれぁえんなも　じゅぐさ　そろばん　なれぁん　えてだ

「うちのも、塾に算盤を習いに行っています」

なれえぁ [nareɛ̝] 馴れ合い。［続 276］

【例】 えぁずら　なれえぁで　ゆてんなだ、にぐえ　ごど

「あいつらは、馴れ合いでいっているんだよ、憎いこと」

なれなれす [naren̝ares̝ɯ̈] ［形］ 馴れ馴れしい。［続 276］

【例】 この　わらすだば　なれなれすくて、だれぁつぁでも　だがんなだ

「この子は、馴れ馴れしくて、誰にでも抱かるんだよ」

なんきまめ [naɴkïmame]̝ 南京豆。［続 276］

【例】 なんきまめあ、ビールの　つまみにも　えぇし　わらしだずも　すぎだな

「南京豆は、ビールのつまみにもいいし、子供らも好きだね」

なんくへ [naɴkɯ̥̈he]̝ 難癖。［続 276］

【例】 しとの　よわみさ　つけごで　なんくへ　つけるなて　やだ　しとだな

「人の弱みに付け込んで難癖を付けるなんて、嫌な人だね」

なんけぁ [naɴkɛ] 何回。［及 216］

【例】 おめぁ、スキーさ　なんけぁ　えたや

「君は、スキーに何回行ったの」

なんげぁ [naɴŋɛ] 長い。［及 30］
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なんず

【例】 もすこす　なんげぁ　おのんねぁば　とづがねぁ

「もう少し長いものでないと、届かないよ」

なんず ［副］ どう。どのように。どんなに。［及 215］

【例】 これあ　なんず　すんなだや

「これは、どうするのなんだい」

この語は、「なんずん」とも使っている。また、「なんずもかんずも―どうにもこうにも」、「なんず

がかんずが―どうにかこうにか」などのような使い方もある。

なんずが [naɴⁿdzɯ̈ga] ［副］ どうか。［続 276］

【例 1】これがらも　なんずが　よろすぐ　たのみあす
「これからもどうかよろしく賴みます」

【例 2】へまばりして、きょうあ　おれぁ　なんずがしてるな
「へまばかりして、今日は俺はどうかしているな」

なんずが [naɴⁿdzɯ̈ga] ［連語］ どうにか。［続 276］

【例】 この　すごど　なんずがして、きょうじゅうん　でがすでぁ　おんだ

「この仕事をどうにかして、今日中に出かしたいものだな」

なんずがかんずが [naɴⁿdzɯ̈gakaɴⁿdzɯ̈ga] ［連語］ どうにかこうにか。［続 276］

【例】 おおすごどでぁったども、なんずがかんずが　やりとげだな

「大仕事だったが、どうにかこうにか遣り遂げたな」

なんずがして [naɴⁿdzɯ̈gasït̥e]̝ ［連語］ どうにかして。［続 276］

【例】 おれの　てにあ　あまりそだども　なんずがして　やてみんべ

「私の手には余りそうだが、どうにかしてやってみよう」

なんずしても [naɴⁿdzɯ̈sït̥em̝o] ［連語］ どうしても。［続 277］

【例】 えあ　ふるすぐ　なたはげぁ、なんずしても　たでげぁすねぁんねぁな

「家が古くなったから、どうしても建て替えをしないといけないな」

なんた ［連語］ どんな。どのような。どうなんだ。［及 215］

【例 1】なんた　しなおのだや
「どんな品物なんだい」

【例 2】なんたごどん　なるんだが
「どのようことになるやら」

【例 3】おめぁえの　かがさま　あんべぁ　なんたや
「お宅の奧さんの、具合はどうなんだい」

また、この語には、「なんてぁす―どんなですか」かがあり、「こどしの　さぐがら　なんてぁす―

今年の作柄はどんなですか」のような使い方をしている。

なんだて [naɴⁿdate]̝ ［感］ まぁ。［続 277］

【例 1】なんだて　うずぐす　はなだ　ごど
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なんべ

「まぁ、美しい花だこと」

【例 2】なんだて、えぐ　きあしたな
「まぁ、よく参りましたね」

なお、この語は、「ないだて。なえだて」とも使い、また、「なんだって」とも訳される場合があり、

「なんだて　いうごど　きがねぁあだ＝なんだっていうことをきかないんだ」のような使い方をし

ている。

なんたら なんと。なんとまあ。なんだって。［及 216］

【例 1】なんたら　やだ　ごど
「なんと嫌だこと」

【例 2】なんたら　てすづらす　ごど
「なんとまあお節介だこと」

なんでぁー [naɴⁿdɛː] 難題。［続 277］

【例】 こごさ　へげ　とうすなて、まず　なんでぁだべな

「此処へ用水路を通すなんて、まず難題だろうな」

なんてかんて なんともかんとも。［及 216］

【例】 なんてかんて　はなすん　ならねぁけ

「なんともかんとも話にならなかったよ」

なんでかんで ［副］ 是非。［同］なんでもかんでも。［及 216］

【例】 なんでかんで　こえちゃ

「是非来いよ」

なんでもかんでも [naɴⁿdem̝okaɴⁿdem̝o] ［連語］ どうしても。なんとしても。是非。［同］

なんでかんで。なっても。なんずしても。［続 277］

【例】 きょうあ　なんでもかんでも　〇〇まで　えて　こねぁんねぁあだ

「今日はどうしても〇〇まで行ってこなければならないんだ」

なんとねぁぐ [naɴtonɛgɯ̈] ［連語］ 何となく。［続 277］

【例】 なんとねぁぐ　きょうは　からだ　だりくて　すごどさ　みあ　へぁらねぁな

「なんとなく今日は体がたるくて、仕事に身が入らないな」

なんばあげ [naɴbaage]̝ 赤とんぼ。これは、「なつあかね。みやまあかね」などの体の赤いとん
ぼの総称である。［続 277］

なんへ [naɴhe]̝ ［副］ 何せ。［続 277］

【例】 なんへ　この　ゆぎだおん、かまねぁで　おぐわげにも　えがねぁべな

「何せこの雪だから、かまわないでおくわけにもいかないだろうな」

なんべ [naɴbe]̝ 鍋。［続 277］

【例】 なんべあ　なんべ　さらは　さらで　ほごの　たなさ　わげで　おげよ
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なんぼ

「鍋は鍋、皿は皿で、そこの棚に分けておきなさいよ」

なんぼ [naɴbo] 幾ら。幾つ。［続 278］

【例 1】やさいど　くだおので　なんぼです
「野菜と果物で幾らですか」

【例 2】おめぁえの　わらすあ　なんぼん　なたや
「お宅の子は幾つになったの」

なお、この語は、「幾らか」を「なんぼが。なんほがかんぼが」といい、「幾らも」を「なんぼも。な

んぼもかんぼも」といい、「幾らかでも」を「なんぼがでも。なんぼがかんぼがでも」などと使って

いる。

なんまみだ [naɴmamïⁿda] なむあみだぶつ。これは、仏さまを拝む時の唱え言葉で、人によっ
ては、「なんまんだ。なんまみだぶつ。なんまんだぶつ」などとも唱える。［続 278］
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におわへる

　

—に—

にあ ［連語］ には。［及 216］

【例】 この　山にあ　あおすすあ　いだつけ

「この山には、かもしかがいたそうだ」

にあずする [nïaⁿdzɯ̈sɯ̈rɯ̈] ［四自］ ためらう。［続 278］

【例】 こどあ　こごまで　はごでがら　にあずするよでぁ　こっつぁ　こまる

「事がここまで運んでから、ためらうようではこっちが困るよ」

にあづ ［名］ ためらい。［及 216］

【例】 にあづしてねぁで　ちゃっちゃど　えて　こえ

「ためらっていないで、さっさと行って来いよ」

にえぁ [nïɛ] 似合い。［続 278］

【例】 まず　にえぁの　ふうふあ　でげで　なにより　めでてぁな

「まず、似合いの夫婦が出来て、何より目出たいな」

にえげぁる [nïeg̝ɛrɯ̈] ［四自］ 煮え返る。［続 278］

【例 1】おするあ　にえげあってたぞ
「お汁が煮え返っているよ」

【例 2】ごしゃげで　はらわだ　にえげぇるよだ
「腹が立って腹わたが煮え返るようだよ」

におえ ［名］ 匂い。［及 30］

【例】 この　花　ええ　におえ　すっごど

「この花はいい匂いがするね」

におの 煮付け物。［及 43］

【例】 なんにもねぁ、におのでも　こしぇっが

「なにもないから、煮付け物でも作くろうか」

におわへる [nïowaher̝ɯ̈] ［下一他］ 匂わせる。［続 278］

【例 1】めっぽう　こうすい　におわへる　おんだな
「滅法香水を匂わせるもんだな」

【例 2】あしたの　ごど　すこす　におわへで　えた
「明日のことを少し匂わせて行ったよ」
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にがざっこ

にがざっこ [nïŋadzakko] あぶらはや。これは、溪流に棲む淡水魚で、成魚は体長が 18cm位
になり、体側に線状の黒い班点がある。よく餌を食うので釣り易いが、美味くはなく、よく子供の

遊び釣りの対象となる魚である。［続 278］

にがにがす [nïŋanïŋasɯ̈] ［形］ 苦苦しい。［続 279］

【例】 にがにがすったら、この　えそがす　ずぎ　なに　してる　おんだが

「苦苦しいったら、この忙しい時、何をしているものなのか」

にがゆり [nïgajɯ̈rï] おにゆり。［及 93］

【例】 にがゆりて　うんと　ふえる　おんだ

「おにゆりって、沢山ふえるものだよ」

にがわれぁ [nïŋawarɛ] 苦笑い。［続 279］

【例】 〇〇さん、おわ　ごど　ゆわっだ　おんだはげぁ、にがわれぁしったけ

「〇〇さんは、自分の事をいわれたものだから、苦笑いしていたっけ」

にぎにぎす [nïŋïnïŋïsɯ̈] ［形］ 賑賑しい。［続 279］

【例】 こどすの　おまずりあ、にぎにぎすぐ　やて、ふけぎ　とばしてやんべや

「今年のお祭りは、賑賑しくやって、不景気を飛ばしてやろうよ」

にぎゃが [nïŋjaga] 賑やか。［及 30］

【例】 おまづりあ　にぎゃがで　ええな

「お祭りは賑やかでいいな」

にぎりまま [nïŋïrïmama] 握り飯。［続 279］

【例】 おかぁさん、あした　えんそぐだはげぁ、にぎりまま　にきてころな

「お母さん、明日は遠足だから、握り飯を握って下さいね」

にぐえ 憎い。［及 30］

【例】 にぐえごど　しとんどご　だまして

「憎いこと、人を騙まして」

にくたらす [nïkɯ̥̈tarasɯ̈] ［形］ 憎たらしい。［同］にくったらす。［続 279］

【例】 にくたらすごど、おはよて　ゆたども　すらねぁ　ふりして　えてしまたけ

「憎たらしいこと、お早ようといったが、知らないふりして行ってしまったっけ」

にぐにぐす [nïgɯ̈nïgɯ̈sɯ̈] ［形］ 憎憎しい。［続 279］

【例】 なんぼ　にぐえたて、ほんげぁ　にぐにぐすぐ　ゆわねぁたて　えべや

「幾ら憎くとも、そんなに憎憎しく言わなくともいいじゃないか」

にぐらす [nïgɯ̈rasɯ̈] ［形］ 憎らしい。［続 279］

【例】 にぐらすごど、おれぁどご　えぇ　おなごだなて　からがうなだぜぁ

「憎らしいったら、私をいい女だなんてからかうんだよ」

にげぁ [nïŋɛ] 苦い。［及 30］
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にぜぁー

【例】 へんぶりて　にげぁ　おんだな

「せんぶりって、苦いもんだな」

にげぁ [nïgɛ] 二階。［及 51］

【例】 にげぁさ　わらしたづの　室　つぐんべ

「二階に子供らの室を作ろう」

にごすれぁ [nïŋosɯ̈rɛ] ［名］ 荷ごしらえ。荷造り。［及 216］

【例】 これだば、にごすれぁも　らぐんねぁな

「これなら、荷造りも大変だな」

にこっと [nïkkorï] ［副］ にっこり。［続 279］

【例】 にこっと　わらうど、えぐぼあ　ではて、めんごえ　わらすだな

「にっこり笑うと、笑くぼが出て、可愛い子供だね」

にこらにこら ［副］ にこにこ。［及 216］

【例】 にこらにこらて、なに　ええごど　あんなや

「にこにこして、何いいことがあるんだい」

にし [nïsï] ［代］ お前。［同］おめぁ。にしゃ。んつ。［続 279］

【例】 にしあ　えでぁ　さずぎあ　おわたがは

「お前の家では、田植えはもう終ったかい」

にしあえ ［名］ お宅。お前の家。［及 216］

【例】 ほら、にしあえの　わらすこあ　来たぞ

「ほら、お宅の子が来たよ」

また、この語は、「おめぁえ」、「にしゃえ」、「んつあえ」、などとも使い、その反対の、私の家、う

ち、という語は、「おれぁえ」といっている。

にじゅうまし 二重まわし。とんび。［及 59］

【例】 にじゅうましなの　着て　ありぐな、えれぁ　しとが、かねもづばりでぁった

「とんびなんか着て歩くのは、偉い人か、金持ばかりだったよ」

にすかじぇ [nïsɯ̥̈kaⁿdʒe]̝ 西風。［続 280］

【例】 にすかじぇあ　ふえで　きたな　あしたあだりあ　あめん　なんぞ

「西風が吹いて来たな、明日あたりは雨になるよ」

にすぴ [nïsɯ̥̈pï] 西日。［続 280］

【例】 にすぴあ　あだて　あつ　へやだな

「西日が当って暑い室だな」

にぜぁー [nïⁿdzɛː] 二重。［続 280］

【例】 ほんたごど　すっど　にぜぁん　てあ　かがんぞ

「そんなことをすると、二重に手が掛かるよ」
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にだおのふーふ

この語は、「にぜぁんてあかがる」の形で使われている。

にだおのふーふ [nïdaonoɸɯ̈ːɸɯ̈] 似た者夫婦。［続 280］

【例】 にだおのふーふて　いうども、あの　ふうふだば　きしょまで　にでるな

「似た者夫婦というが、あの夫婦なら、気性まで似ているね」

にたっと [nïtatto] ［副］ にたりと。［続 280］

【例】 へげつらで、にたっと　わらう　おんだ　おん、うすきびわりぐ　なて　きたけ

「髭面で、にたりと笑うんだもの、薄気味悪くなってきたっけ」

にたらにたら [nïtaranïtara] ［副］ にたにた。［続 280］

【例】 しとの　つら　みで　にたらにたら　わらて　やんだ　ごど

「私の顔を見て、にたにた笑って嫌だわね」

にっかん ［名］ 入棺。［及 217］

【例】 こにゃ　〇〇さんの　にっかんだど

「今夜、〇〇さんの入棺だそうだ」

にっころがす [nïkkoroŋasɯ̈] 煮転がし。［続 280］

【例】 えものご　とて　きたはげあ、えもの　にっころがすでも　つぐっが

「里芋を取って来たから、芋の煮転がしでも作ろうか」

にでぁ [nïⁿdɛ] ［名］ 二代。［及 217］

【例】 こごのえあ、〇〇さんで　にでぁめだ

「ここのうちは、〇〇さんで二代目だ」

にでぁ [nïⁿdɛ] ［名］ 荷台。［及 217］

【例】 これ、ずでんしゃの　にでぁさ　つぐべ

「これ、自転車の荷台につくだろう」

にどへ [nïdohe]̝ 二等兵。［続 280］

【例】 へぇてぁさ　へぁっど　まず　にどへず　おんでぁったな

「兵隊に入ると、まず二等兵というものだったな」

にのじぇん [nïnoⁿdʒeɴ̝] 二の膳。［続 280］

【例】 〇〇りょかんさ　とまたば　にのじぇん　つけで　たいぐうしたけ

「〇〇旅館に泊ったら、二の膳を付けて待遇したっけ」

にのめぁ [nïnomɛ] 二の舞。［続 280］

【例】 ほんたごどばり　してっど、おめぁも　あんつぁの　にのめぁ　ふむぞ

「そんことばかりしていると、お前も兄さんの二の舞を踏むよ」

にばんこ [nïbaɴko] 二番目の子供。これは、次男または次女をいう。［続 281］

【例】 おれぁえの　にばこあ　おなごわらすだ

「うちの二番目の子供は、女の子です」
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にょにょ

にばんへんず [nïbaɴheɴ̝ⁿdzɯ̈] 二番煎じ。［続 281］

【例】 ほの　おじゃ　にばんへんずん　なっさげぁ　べずんな　へで　のめ

「そのお茶は、二番煎じになるから、別のを入れて飲みなさい」

にばんぽげ [nïbaɴpoge]̝ 二度目の萌芽。これは、一度摘まれた野菜などが、また萌芽して生育
することをいう。［続 281］

【例】 うんどの　にばんぽげも　やっこくて　えぇぜぁ

「独活の二度目の萌芽したのも、軟らかくていいよ」

にぶえ [nïbɯ̈e]̝ ［形］ 鈍い。［続 281］

【例 1】ないだて　にぶえごど　ほんたおの　わがらねぁなが
「なんだって鈍いね、そんなものが分らないのかい」

【例 2】この　ほえじょあ　は　にぶえはげ　とえでころ
「この包丁は、刄が鈍いから研いで下さい」

にやう [nïjaɯ̈] ［動］ 似合う。［及 217］

【例】 ほの　がら　にやうな

「その柄が似合うね」

この語には、「にやい―似合い」、「にえぁ―似合い」があり、「これぁにやいの夫婦だな―これは、

似合の夫婦だね」のような使い方をしている。

にやっと [nïjatto] ［副］ にやりと。［続 281］

【例】 なに　えぇごど　あったんだが　しとりして　にやっと　わらてる　おんだ

「どんないいことがあったのか、一人でにやりと笑っているものだ」

にゃにゃ [njanja] ［幼児語］ 猫。［続 281］

【例】 〇〇ちゃん、にゃにゃさ　まま　かへろよ

「〇〇ちゃん、猫にご飯を飯べさせなさいよ」

にゅうべぁ [njɯ̈ːbɛ] 入梅。［及 106］

【例】 にゅうべぁん　ずぎあ　ものあ　かぷけでな

「入梅の時は、物がかびてね」

にょきっと [njokït̥to] ［副］ にょっきり。［続 281］

【例】 やまさ　えたば　うんどの　ふってな　にょきっと　でっだけ

「山へ行ったら、独活の太いのが、にょっきり出ておったっけ」

にょにょ [njonjo] ［名］ ［幼児語］ 字。本。［同］にょうにょ。［及 217］

【例 1】ほら、〇〇ちゃん　にょにょ　けぁでみろ
「ほら、〇〇ちゃん、字を書いてみなさい」

【例 2】〇〇ちゃん　この　にょにょ　よで　きがへんべ
「〇〇ちゃん、この本を読んで聞かせようね」
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にわ

にわ 四令。蚕の四令をいう。四令の蚕が脱皮して五令になったものを「にわおぎ」といい、四令に

なったことを「にわさかがた」といい、四令の蚕が脱皮のため假眠することを「にわよどみ」とい

っている。また、三令の蚕を「ふな」とよび、「ふなさかがた」、「ふなどみ」、「ふなおぎ」も四令の

使い方に同じで、五令のものを「いづっつ」と呼び、他の使い方は四令のと同じであるが、五令の

終りで蛹化するので「いづっつよどみ」とはいわないで、前出の「あだますぎ」となり、まゆの中

で脱皮する。［及 74］

にわ 土間。［及 51］

【例】 こら、にわさ　はだしで　おりで

「こら、土間に裸足で下りて」

にんぎょつけぁ [nïɴŋjotsɯ̥̈kɛ] 人形使い。［及 78］

【例】 しんじょまづりで　にんぎょつけも　来たど

「新庄祭で、人形使いも来たそうだ」

にんぐら 荷鞍。［及 66］

【例】 べごなの　んまなのさ　にんぐら　つけで　荷物　はごだ　おんだ

「牛や馬なんかに、荷鞍をつけて、荷物を運んだもんだよ」

にんごりすぎ [nïɴŋorïɯ̥̈gï] ［名］ 濁りすき。川が増水して濁った時、魚をすくうこと。［同］

みんごりすぎ。めごりすぎ。めんごりすぎ。［及 217］

【例】 大水だはげぁ　にんごりすぎん　えぐべや

「大水が出たから、濁り掬くいに行こう」

にんつけんま [nïɴtsɯ̥̈keɴ̝ma] 荷馬。荷を運ぶ馬。［続 281］

【例】 むがすあ　すみどが　こめなの　はごぶ　にんつけんまず　おのあ　いだ　おんでぁった

「昔は炭とか米を運ぶ荷馬というものがいたものだったよ」

にんどえも 馬鈴薯。にどいも。［同］にどえも。［及 93］

【例】 こどしあ　にんどえもあ　おっきなばり　とっだ

「今年は、じゃがいもは大きいのはかりとれたよ」

にんどまめ えんどう。さやえんどう。［同］にどまめ。［及 93］

【例】 にんどまめあ　おするの　みに　えな

「えんどうは、お汁の実にいいね」

にんな [nïɴna] 荷縄。［続 281］

【例】 にんななて　うてる　おんでねぁはげぁ　えで　なた　おんだ

「荷縄なんて、売っているものではないから、家で綯ったものだよ」

にんめぁじだ [nïɴmɛⁿdzïda] 二枚舌。［続 282］

【例】 にんめぁじだなの　つかう　おのにあ　ろぐだ　おのあ　いねぁ　おんだ

「二枚舌なんか使う者にはろくな者がいないもんだよ」
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～ぬぎ

　

—ぬ—

ぬいおの [nɯ̈ïono] 縫い物。［続 282］

【例】 おれぁえの　むすめあ　えま　ぬいおの　ならいん　えてあす

「うちの娘は、今縫い物を習いに行っております」

ぬがが [nɯ̈gaŋa] ぶゆ。こぬかのように小さいぶゆで、夏の早朝や夕方沢山出て、人血を吸う昆
虫。［及 93］

ぬがげぁす [nɯ̈gagɛsɯ̈] ［動］ 繰り返す。［及 217］

【例】 わらしたづずあ　ぬがげぁし　ぬがげぁし　おへねぁんねぁ　おんだ

「子供らには、繰り返し繰り返えし敎えないといけないものだよ」

ぬがへる 脱がせる。［及 218］

【例】 ぬがへらっだ

「脱がせられた」

ぬがれる [nɯ̈ŋarer̝ɯ̈] ［下一自］ 逃れる。［続 282］

【例】 えぐ　あの　さいなん　ぬがっだ　おんだ、もすこす　おそうど　てぁへんでぁったな

「よくあの災難を逃れたものだよ、もう少し遲いと大変だったね」

ぬぎ [nɯ̈gï] 軒。［及 51］

【例】 にわが雨に　ふらっで　しとのえの　ぬぎしたさ　あまやどり　したや

「俄雨に降られて、よその軒下に雨宿りをしたよ」

～ぬぎ [~nɯ̈gï] の木。［続 282］

【例 1】さぐらぬき
「桜の木」

【例 2】すぎぬぎ
「杉の木」

【例 3】とずぬぎ
「栃の木」

【例 4】ほんぬぎ
「朴の木」

【例 5】まずぬぎ
「松の木」
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ぬきさぎ

ぬきさぎ [nɯ̈kïs̥agï] 軒先。［続 282］

【例】 やねがら　ゆぎあ　おずで　くっど　えぐねぁはげぁ　ぬきさきで　あすぶなよ

「屋根から雪が落ちて来るといけないから、軒先で遊ぶなよ」

ぬぎした [nɯ̈gïsït̥a] 軒下。［続 282］

【例】 うらの　ぬぎしたさ　はずあ　す　くんだはげぁ　そばさ　えぐなよ

「裏の軒下に蜂が巣を作っているから、側へ行くなよ」

ぬきぱ [nɯ̈kïp̥a] 軒端。［続 282］

【例】 おれぁ　えの　つばぎあ　ぬきぱさ　つかぐぐれぁ　おっきく　なたは

「私の家の椿は、軒端に支えるくらい大きくなってしまったよ」

ぬぐ [nɯ̈ŋɯ̈] 脱ぐ。［及 218］

【例】 ぬえだ

「脱いだ」

ぬけっと ［副］ ぼんやり。［及 218］

【例】 なに　ぬけっと　たてるおんだ

「なにをぼんやり立っているんだ」

ぬすけ [nɯ̈sɯ̥̈ke]̝ 裁縫。［同］ぬつけ。［続 282］

【例】 えまだは、ほどんど　ぬすけなの　すっごどあ　ねぁなは

「今なら、もう殆ど裁縫なんかすることがないね」

ぬすみど [nɯ̈sɯ̈mïdo] 盗人。［続 283］

【例】 〇〇さん　えでぁ　ぬすみどに　へぁらっだどて　おおさわぎだけな

「〇〇さんの家では、盗人に入られたといって、大騒ぎだったな」

ぬすみどこんじょ [nɯ̈sɯ̈mïdokoɴⁿdʒo] 盗人根性。［続 283］

【例】 〇〇だば、どうも　ぬすみどこんじょあ　ぬげねぁよで　こまた　おんだな

「〇〇なら、どうも盗人根性が抜けないようで、困ったものだね」

ぬすみどはぎ [nɯ̈sɯ̈mïdohaŋï] めすびとはぎ。これは、まめ科の山野に生える多年生草本で、
秋なった実は、獣の毛や衣服などにつくので、よく知られている。［続 283］

ぬたぐる [nɯ̈tagɯ̈rɯ̈] ［動］ 這う。這いまわる。特に泥の中を這いまわる時などに使ってい

る。［及 218］

【例】 でろやら、ぬたくて　ありぐばが　いねぁべな

「泥やらを這いまわる馬鹿がいるもんか」

ぬたぐる [nɯ̈tagɯ̈rɯ̈] ［動］ 塗りたてる。［及 218］

【例】 かべずあ　こげぁして　ぬたぐる　おんだ

「壁というものは、こうして塗るもんだよ」

ぬつけ 裁縫。ぬいもの。［同］ぬっつけ。［及 60］
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ぬれゆぎ

【例】 おなごあ　ぬつけぐれ　おべるおんだ

「女は裁縫ぐらいは覚えるもんだよ」

ぬったぐる [nɯ̈ttagɯ̈rɯ̈] ［下一他］ 塗り立てる。［同］ぬたぐる。［続 283］

【例】 ほごらへんさ　やだらん　えのぐ　ぬったくたて　だめだぞ

「その辺に、やたらに絵の具を塗り立てたって駄目だよ」

ぬり 温い。［及 30］

【例】 すふろあ　ぬりはげぁ　火　てぁでころ

「風呂が温いから火を焚いてくれよ」

ぬりがり [nɯ̈rïŋarï] ぬるがり。［続 283］

【例】 この　しとだば、ぬりがりだはげぁ、すふろの　ゆ　あんまり　あつぐすんなよ

「この人なら、ぬるがりだから、風呂の湯を余り熱くするなよ」

ぬるえ [nɯ̈rɯ̈e]̝ ［形］ 温い。［続 283］

【例 1】この　おじゃ　ぬるえな
「このお茶は温いね」

【例 2】えぐねぁ　ごど　した　ずぎあ　ほんた　ぬるえ　ごど　ゆわねぁで、きびすぐすろ
「悪いことをした時は、そんな温いことをいわないで、厳しくしろよ」

ぬるっと ［副］ ぬるりと。［及 218］

【例】 なめぐづらだば、ぬるっとして　きもづあ　わり　おんだな

「なめくぢなら、ぬるりとして、気持の悪いものだね」

ぬれてぬげ [nɯ̈ret̝en̝ɯ̈ŋe]̝ 濡れ手拭。［続 283］

【例】 ぬれてぬげ　ほのまま　かげておがねぁで　しぼて　かげろよ

「濡れ手拭をそのまま掛けておかないで、絞って掛けなさいよ」

ぬれゆぎ [nɯ̈rej̝ɯ̈gï] 濡れ雪。これは、雪の降り始めの頃や 3月頃の、気温の割合高い時に降る、
水分を多く含んだ雪をいう。［同］あまゆぎ。びだゆぎ。［続 283］
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ね

　

—ね—

ね ［名］ 側。根元。［同］ねかだ。ねっきし。ねっくす。［及 218］

【例 1】あぶねぁはげぁ、川の　ねさ　えぐなよ
「危ぶないから、川の側に行くんじゃないよ」

【例 2】ほの　木あ　えま　もっけぁっさげぁ　ねに　いんなよ
「その木は、今倒れるから、根元にいるなよ」

ねぁ [nɛ] ［形］ ない。［及 218］

【例 1】こごにあ　ねぁな
「ここには無いね」

【例 2】ねぁんねぁがや
「ないじゃないか」

ねぁ ［助動］ ない。［及 218］

【例 1】雨あ　降らねぁな
「雨は降らないね」

【例 2】もう　けぁらねぁが
「もう帰えらないか」

【例 3】えがねぁはげぁ
「行かないから」

ねぁ [nɛ] 苗。［及 94］

【例】 サルビヤの　ねぁ　くえっさげ　もて　えげ

「サルビヤの苗をあげますから、持って行って下さい」

ねぁーぎ [nɛːŋï] 苗木。［続 284］

【例】 ぶぶんりんさ　すぎ　ゆえっさげぁ　ねぁーぎ　しょて　えてころ

「部分林に、杉を植えるから、苗木を背負って行ってくれ」

ねぁーしょぐ [nɛːʃogɯ̈] 内職。［続 284］

【例】 つとめん　ではらんねぁはげぁ　ねぁーしょぐ　しったあだ

「勤めに出られないから、内 をしているんです」

ねぁーしょばなす [nɛːʃobanasɯ̈] 内緒話。［続 284］

【例】 おめぁだ　ねぁしょばなす　しったなが　おれぁつぁも　きがへろや
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ねえろ

「あなた方は、内緒話をしているの、私にも聞かせてよ」

ねぁーとり [nɛːtorï] 苗取り。これは、田植えの時、苗代から苗を取る作業をいったが、今はこ
の作業はなくなってしまった。［続 284］

ねぁーねぁー [nɛːnɛː] ［副／ノダナ］ 内内。［続 284］

【例】 この　はなすあ、ねぁーねぁーの　はなすだはげぁ　だれぁつぁも　しゃべんなよ

「この話は、内内の話だから、誰にも喋べるなよ」

ねぁーぶん [nɛːbɯ̈ɴ] 内聞。［続 284］

【例】 あどしまつあ　わだすあ　しあすさげぁ　この　ごどあ　ねぁーぶんに　して　おえでくで

ぁ

「後仕末は私がしますから、この事は内聞にしておいて下さい」

ねぁーみず [nɛːmïdzɯ̈] ［名／ノダナ］ 内密。［続 284］

【例】 あなだど　ねぁーみずに　はなすでぁ　ごど　あっさげぁ　おれぁえ　さ　きてころ

「あなたと、内密に話たいことがあるから、私の家へ来て下さい」

ねぁしょ [nɛːʃo] ［名］ 内緒。［及 218］

【例】 この　はなすあ　ねぁしょだども

「この話は内緒だが」

ねぁふぐ [nɛɸɯ̈gɯ̈] ［名］ 内福。暮しの豊かなこと。［及 218］

【例】 あそごの　えあ　ねぁふぐだ　くらし　してる　えだ

「あそこの家は、内福な暮らしをしている家だよ」

ねあへ [nea̝he]̝ 寝汗。［続 284］

【例】 ゆべな　ねあへ　けぁだはげぁ　したぎ　あらて　おえでくんねぁが

「タベ、寝汗をかいたから、下着を洗っておいてくれないか」

ねぁんたて どうしても。どうあっても。［及 219］

【例】 あしたあ　ねぁんたて　えがねぁんねぁ

「明日はどうしても行かないといけないな」

ねぁんねぁ ～ないといけない。［及 219］

【例 1】えがねぁんねぁ
「行かないといけない」

【例 2】しねぁんねぁ
「しないといけない」

ねえぎ [nee̝g̝ï] 寝息。［続 284］

【例】 びょうぎあ　おもぐなっど　ねえぎも　ふきそぐん　なる　おんだな

「病気が重くなると、寝息も不規則になるものだね」

ねえろ [nee̝r̝o] 音色。［続 285］
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ねがしゃる

【例】 〇〇さんの　ふぐ　ふえの　ねえろだば　まったぐ　えぇ　おどだ　おんだ

「〇〇さんの吹く笛の音色なら、まったくいい音なもんだ」

ねがしゃる [neg̝aʃarɯ̈] ［動］ ［卑語］ 寝る。寝るの卑語。［及 219］

【例】 ひるひなが　ねがしゃてる　おのあ　ねぁべな

「日中、寝やがっている奴があるもんか」

ねがす [neŋ̝asɯ̈] ［動］ 逃がす。［及 219］

【例】 いぎおのずあ　ころさねぁで　ねがす　おんだ

「生物というものは、殺さないで、逃がすもんだ」

ねかねか かむと、歯につくような粘り方。［及 219］

【例】 これだば　ねかねかて　ひでぇ　おんだ

「これなら、歯につく粘りで、ひどいものだ」

ねぎ [neg̝ï] 風倒木。倒れている木。［及 94］

【例】 こねぁだの　かじぇで　ねぎあ　あっつこっつに　あるな

「この間の風で、風倒木があっちこっちにあるな」

ねきばる ［動］ きばる。いきむ。［及 219］

【例】 この　杭あ　ねきばらねぁど　とんねぁな

「この杭は、きばらないと、とれないな」

ねくされる [nek̝ɯ̥̈sarer̝ɯ̈] 飽き飽きする程眠ること。これは、普通より長時間眠りこけること
をいう。［続 285］

【例】 ほんげぁ　ねくされっど　まなぐあ　とげんだぜぁ

「そんなに時間眠ると、目が溶けてしまうよ」

ねくへ [nek̝ɯ̥̈he]̝ 寝癖。［続 285］

【例】 この　わらすあ　ねくへあ　えぐねぁくて　しょうろん　ねでっずぎあ　ねぁなだ

「この子は寝癖が悪くて、まともに寝ている時がないんだよ」

ねぐるす [neŋ̝ɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 寝苦しい。［続 285］

【例】 こにゃまだ　むすむすする　おんだはげぁ、ねぐるすくて　ねらんねぁ　ばんだな

「今夜は、むしむしするものだから、寝苦しくて寝られない晩だな」

ねげぁ [neŋ̝ɛ] 願い。［続 285］

【例】 ねげぁだはげぁ　としょり　おえで　〇〇さ　えぐなて　ゆわねぁでころ

「お願いだから、年寄りを置いて、〇〇へ行くなんていわないでくれよ」

ねげぁーごど [neŋ̝ɛːŋodo] 願い事。［続 285］

【例】 〇〇さんどさ　ねげぁーごど　あて　きたあですども　いあしたが

「〇〇さんに願いごとがあって来たんですが、おりますか」

ねげぁーさげ [neŋ̝ɛːsaŋe]̝ 願い下げ。［続 285］
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ねげみず

【例】 へっかぐの　たのみだども　おれにあ　でげねぁはげぁ　ねげぁさげん　してころ

「折角の賴みだが、私には出来ないから、願い下げにしてくれ」

ねげぁーでる [neŋ̝ɛːⁿder̝ɯ̈] ［下一他］ 願い出る。［続 285］

【例】 まずがら　ほじょ　もらうよん　ねげぁーでるごどん　しねぁんねぁな

「町から補助を貰うように願い出ることにしないといけないな」

ねげぁーり [neŋ̝ɛːrï] 寝返り。［続 285］

【例】 〇〇さん、ねげぁーりも　さんねぁくれぁ　びょうぎあ　おもぐ　なたど

「〇〇さんは、寝返りも出来ないくらい病気が重くなったそうだ」

ねげぁーる [neŋ̝ɛːrɯ̈] ［四自］ 寝返る。［続 286］

【例】 へべぁなさ　わらしたずあ　よげで　ねげぁーる　ごども　でげねぁよだ　おんだ

「狹いのに子供らが多くて、寝返ることも出来ないようなものだよ」

ねげあす [neŋ̝ea̝sɯ̈] 逃げ足。［続 286］

【例】 あんた　みつけぁ　あすして　うさぎの　ねげあすの　はえぁなにあ　たまげだな

「あんな短かい足をして、兎の逃げ足の早いのにはたまげよ」

ねげぐず [neŋ̝eŋ̝ɯ̈dzɯ̈] 逃げ口。［続 286］

【例】 かずで　けむん　まがっで　ねげぐずあ　なぐなて　にげぁがら　はねおっだど

「火事で、煙りに巻かれて、逃げ口がなくなって、二階から跳び下りたそうだ」

ねげこーじょ [neŋ̝ek̝oːⁿdʒo] 逃げ口上。［続 286］

【例】 こら、ほんた　ねげこーじょ　ゆてねぁで　もすこす　のめ

「こら、そんな逃げ口上をいっていないで、もう少し飲め」

ねげごす [neŋ̝eŋ̝osɯ̈] 逃げ腰。［続 286］

【例】 ないだや、ほんた　ねげごす　して　おれぁえの　さげあ　のめねぁて　いうなが

「なんだい、そんな逃げ腰をして、うちの酒は飲めないというのかい」

ねげずだぐ [neŋ̝e̝n dzɯ̈dagɯ̈] 逃げ仕度。［続 286］

【例】 ないだ、まだ　しめらっで　のまへらえっどもて　ねげずだぐがは

「なんだ、また掴まえられて、飲まされると思って、もう逃げ仕度かい」

ねげのびる [neŋ̝en̝obïrɯ̈] ［上一自］ 逃げ延びる。［続 286］

【例】 ざっこも、うんの　えぇな　あみがら　ねげのびんなも　いるな

「雑魚も、運のいいのは、網から逃げ延びるのもいるよ」

ねげば [neŋ̝eb̝a] 逃げ場。［続 286］

【例】 かずん　なてがらでぁ　おそえはげぁ　ちゃんと　ねげば　きめで　おぐべ

「火事になってからでは遲いから、きちんと逃げ場を決めておこうよ」

ねげみず [neŋ̝em̝ïdzɯ̈] 逃げ道。［続 286］

【例】 とっつめらっで　ねげみずあ　ねぁ　おんだはげぁ、ぎゃぐん　くて　かがんなだ
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ねげる

「問い詰められて、逃げ道がないものだから、逆にくって掛かるんだよ」

ねげる ［動］ 逃げる。［及 219］

【例】 ほんげぁ　ねげねぁたて　えべや

「そんなに逃げなくてもいいじゃないか」

また、逃げる有様を表現した、尻に帆かけて、とか、慌てて逃げるという言葉に、「けっつかっちゃ

んして」、「けっつこかっちゃんして」、「けっつこはしょて」、「けっつこさらて」などがある。

ねご [neg̝o] 猫車。土砂等を運ぶ一輪車。［続 286］

【例】 ねごも　あっど　べんりだ　おんだな、おもでぁ　おの　ないでも　はごぶえおん

「猫車も、あると便利なものだね、重い物を何でも運べるからな」

ねごあす [neg̝oasɯ̈] とりあししょうま。ゆきのした科の多年生草本で山菜として食べる人もい
る。［及 94］

【例】 ねごあすなの　こごらあだりでぁ　かねぁな

「とりあししょうまなんか、この辺では食べないな」

ねごくれぁ [neg̝okɯ̈rɛ] 猫の喧嘩。［続 287］

【例】 ねごくれぁだな　おもでで　えがみあう　おどあ　する　おん

「猫の喧嘩だな、外でいがみ合う声がするもの」

ねごじぇ [neg̝oⁿdʒe]̝ 猫背。［続 287］

【例】 ほんげぁ　へなが　まるこぐしてっど　ねごじぇん　なてしまうぞ

「そんなに背中を丸くしていると、猫背になってしまうよ」

ねこずる [nek̝oⁿdzɯ̈rɯ̈] 寝ていて首筋を捻挫すること。これは、寝相を悪くしたために、首筋
を捻挫することをいう。［続 287］

ねこっと ［副］ ねっこり。背を丸めて据った姿。［及 219］

【例】 ゆりばださ　ねこっと　していだけ

「いろり端に、ねっこり据っていたつけ」

ねごのした [neg̝onosït̥a] ゆきのした。これは、ゆきのした科の多年生草本で、湿った場所に生
え、夏ごろ白い花を咲かせる野生の植物である。［続 287］

ねごぼ [neg̝obo] 痬。これは、出来もので、主として関節部に出来る「ほうかしきえん（蜂窩織
炎）」というはれものだそうだ。［続 287］

ねじばな [ne̝n dzïbana] もじずり。これは、らん科の多年生草本で、路傍や原野などに自生し、
20cm内外のねじれた花穂に淡紅色の唇弁花を多く咲かせる雑草である。［続 287］

ねしょべ ［名］ 寝小便。［及 219］

【例】 まだ　ねしょべ　たっだがは

「また寝小便をしてしまったのかい」

ねずえ [ne̝n dzɯ̈e]̝ ［形］ 根強い。［続 287］
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ねっかぶ

【例】 この　くさだば　ねずえ　おんで、とても　とても　おえでくんなだ

「この草なら根強いもんで、取っても取っても生えてくるんだよ」

ねずます ねじまわし。ドライバー。［同］ねずまわす。［及 66］

【例】 ねずあ　ゆるだはげぁ　ねずますで、しめでころ

「ねじがゆるんだから、ねじまわしで、しめて下さい」

ねずる ［動］ 捻じる。［及 219］

【例】 ねる　めぁん　ガスの　もどへん　ねずる　おんだぞ

「寝る前にガスの元栓を捻じるもんだよ」

ねぞ ［名］ 寝相。［同］ねんぞ。［及 219］

【例】 この　わらすあ　ねぞあ　えぐねぁくて

「この子は寝相が悪くて」

ねそける [nes̝oker̝ɯ̈] ［下一自］ 寝そびれる。［続 292］

【例】 ゆべな　よながん　おごさっだら、ねそけでしまて　ねぷそぐだ

「タベは夜中に起されたら、寝そびれてしまって寝不足だよ」

ねたくた [net̝akɯ̥̈ta] ［トス自］ ねばねば。［続 287］

【例】 なっと　かげ　まま　くた　ちゃわんだば　ねたくたて　やだ　おんだな

「納豆を掛けた飯を食べた茶碗なら、ねばねばして嫌なものだね」

ねだづ [ned̝adzɯ̈] ［動］ 煮えたつ。［及 219］

【例】 おするあ　ねだったぞ

「お汁が煮え立っているよ」

また、煮えるを、「ねる」といっている。

ねだでる [ned̝ader̝ɯ̈] ［下一他］ 煮立てる。［続 287］

【例】 ほれぁ　すこす　ずがんかげで　ねだでねぁど　やっこぐ　ならねぁぞ

「それは、少し時間をかけて煮立てないと、軟らかくならないよ」

ねづ ［形］ ていねい。倹約。しまる。けち。［同］ねっづぐ。［及 220］

【例 1】ねづおんで、わざわざ　れいげぁし　よごしてくっだけ
「ていねいなもので、わざわざお礼返えしをよこしてくれたつけ」

【例 2】あれだば　ねづくて、豆しと粒　くんねぁ
「あいつはけちで、豆一粒くれやしないよ」

ねっかだ [nek̝kada] 根方。根元。［続 287］

【例】 ほの　きの　ねっかだ　あんまり　ほんなよ、ほんげぁ　ほっど　かれんぞ

「その木の根方を余り堀るなよ、そんなに堀ると枯れるよ」

ねっかぶ [nek̝kabɯ̈] 根株。［続 288］

【例】 ほごに　きの　ねっかぶあ　あるな、ほれさ　こすかげで　ひるん　すんべ
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〇

ねっから

「そこに木の根株があるね、それへ腰掛けて昼にしよう」
〇

ねっから ［副］ もとより。元来。［及 220］

【例】 あの　しとだば　ねっから　しょうじぎだ　しとだ

「あの人なら、もとより正直な人だよ」
〇

ねっから ［副］ さっぱり。ちっとも。一向。［及 220］

【例】 おれぁえでなの　ねっから　こまらねぁ

「うちでなんか、ちっとも困らないよ」

ねつかれぁ ［形］ けち。しまりや。［同］ねっぴ。［及 220］

【例】 あれだば　ねつかれぁ　おんで

「あいつならけちなもんで」

ねっきぶづ ［名］ 子供の遊び。相手が地面にさした、細い杭に、自分の杭を打ちつけ、相手の

杭が倒れ、自分の杭が地面に立てば勝ち、というゲーム名をいう。［及 220］

ねっくす [nek̝kɯ̥̈sɯ̈] 根元。［続 288］

【例】 おにがら　さがすん　えたば　でんちゅうの　ねっくすに　いだけ

「かぶと虫をさがしに行ったら、電柱の根元にいたっけ」

ねつくつ [net̝sɯ̈kɯ̥̈tsɯ̈] ［副］ ぐずぐず。［続 288］

【例】 いずまでも　ねつくつていねぁで　はやぐ　がっこさ　えけば

「何時までもぐずぐずしていないで、早く学校に行きなさい」

ねっちょあふっけぁ [net̝tʃoaɸɯ̥̈kkɛ] ［形］ 根深い。執念深い。［続 288］

【例 1】この　でげおのあ　ねっちょあふっけぁくて　ながなが　なおらねぁ
「この出来ものは、根深くてなかなか治らないよ」

【例 2】〇〇だば　ねっちょあふっけぁくて、だめだて　ゆたて　なんべんも　くんなだ
「〇〇なら執念深くて、駄目だといっも、何べんも来るんだよ」

ねつっと [net̝sɯ̈tto] ［副］ ねっちり。［続 288］

【例】 〇〇だば　ねつっとした　しゃべりで、どうも　やだ　しとだな

「〇〇なら、ねっちりした喋りで、どうも嫌な人だね」

ねつねつ [net̝sɯ̈net̝sɯ̈] ［副］ ねちねち。［続 288］

【例】 ねつねつど　いやみ　ゆわえっど　にくたらすくて　あぐでぁ　つぎでぁぐなるな

「ねちねち嫌味をいわれると、憎たらしくて、悪態を吐きたくなるよ」

ねつぴ [net̝sɯ̥̈pï] ［名／ダナ］ けち。しみったれ。［続 288］

【例】 〇〇だば　ねつぴで、えっしぇんの　かねさも　つめ　たでんなだぜぁ

「〇〇ならけちで、一銭の金にも爪を立てるんだよ」

ねつぽえ [net̝sɯ̥̈poe]̝ ［形］ 熱っぽい。［続 288］

【例】 ないだが　この　わすあ　ねつぽえな、かじぇでも　ひだあだべが
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ねばりずえ

「なんだか、この子は熱っぽいな、風邪でも引いたんだろうか」

ねつらくつら ［副］ ぐずぐず。はっきりしないこと。［及 220］

【例】 ねつらくつらてねぁで　はっきり　ゆてみろ

「ぐずぐずしていないで、はつきりいってみなさい」

ねとっと [net̝otto] ［副］ ねっとり。［続 289］

【例】 きょうまだ　あつくて、あへで　シャッツあ　ねとっと　つで　きもずあ　わりくてや

「今日は暑くて、汗でシャツがねっとり付いて、気持が悪くてね」

ねどんぐ [ned̝oɴŋɯ̈] 寝具。［続 289］

【例】 おぎゃくさま　きた　ずぎ　つかう　ねどんぐ　かわねぁんねぁな

「お客さまが来た時使う寝具を、買わないといけないな」

ねね [nen̝e]̝ ［幼児語］ ねんね。寝ること。この語は、寝ることをいい年の割に子供っぽい者や

赤ん坊を「ねね」とはいわない。［同］ねんこ。［続 289］

【例】 やまがら　ふぐろあ　くっさげぁ　はやく　ねねすろは

「山からふくろうが来るから、早くねんねしなさいね」

ねばこえ ねばっこい。ねばねばする。［及 30］

【例】 まづやねも　ねばこえ　おんだな

「松脂もねばっこいもんだね」

ねばす 真綿。［及 74］

【例】 おごさま　おがねはげぁ　ねばす　とらんねぁは

「蚕を飼わないから、真綿はとれなくなってしまったよ」

ねばす 真綿。［及 59］

【例】 養蚕　おがねぁはげぁ　ねばすも　とらんねぁは

「蚕を飼わないから、真綿もとれなくなってしまったよ」

ねばな 澱粉。わらびの根から採った澱粉。［及 43］

【例】 むがすあ　ねばなで　団子　こしぇで　くた　おんだ

「昔はわらびの澱粉で団子を作って食べたもんだよ」

ねばな [neb̝ana] 寝入り端。［続 289］

【例】 ねばなん　おごさっだば　ねそけでねらんねぁでぁは

「寝入り端に起されたら、寝そびれて、もう寝られなくなってしまったよ」

ねぱねぱ ねばねば。［及 220］

【例】 なしてだべ　この　納豆あ　ねぱねぱしねぁな

「どうしてだろう、この納豆はねばねばしないね」

ねばりずえ [neb̝arïⁿdzɯ̈e]̝ ［形］ 粘り強い。［続 289］

【例】 なにごどでも　ねばりずえぐ　さいごまで　やりとげねぁんねぁ　おんだ
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ねひる

「何ごとでも、粘り強く、最後までやり遂げなければならないものだよ」

ねひる [neh̝ïrɯ̈] 煮え切る。［続 289］

【例】 ほのなべ　はやぐ　おろさねぁど　ねひて　しまうぞ

「その鍋を、早く下ろさないと、煮え切ってしまうよ」

ねぷかぎ [nẽp̝ɯ̥̈kagï] ［名］ 居眠り。［及 220］

【例】 この　わらすあ　ねぷかぎだは

「この子は、もう居眠りだよ」

ねぷけ [nep̝ɯ̥̈ke]̝ 眠気。［続 289］

【例】 まだ　ねぷけあ　さめねぁなが、まず　つでぁ　みずで　つら　あらて　こえ

「まだ眠気が醒めないのか、まず冷たい水で顔を洗って来なさい」

ねぶげぁ [neb̝ɯ̈gɛ] ［形］ 根深い。［続 289］

【例 1】この　やまえも　ねぶげぁくて　ながなが　ほらんねぁ
「この山芋は根深くてなかなか堀られないよ」

【例 2】よっぽど　ねぶげぁ　うらみだあだべ
「余程根深い恨みなんだろうな」

ねぷけざます [nep̝ɯ̥̈ke̝n dzamasɯ̈] 眠気覚し。［続 289］

【例】 まだ　ねぷてぁなが、ねぷけざますん　そどの　くうき　すって　くんだ

「まだ眠いのかい、眠気覚しに、外の空気を吸って来たらいい」

ねぷけつら [nep̝ɯ̥̈ket̝sɯ̈ra] 寝惚け顔。［続 290］

【例】 ねぷけつらして　どさ　えぐどごだ　さっさど　きげぁでしまえは

「寝惚け顔をして何処へ行くんだ、さっさと着替えてしまいなさい」

ねぷけまなぐ [nep̝ɯ̥̈kem̝anagɯ̈] 寝惚け目。［続 290］

【例】 ねぷけまなぐ　してねぁで　まず　はやぐ　つら　あらて　こえ

「寝惚け目をしていないで、まず早く顔を洗って来なさい」

ねぷてぁ [nep̝ɯ̥̈tɛ] ［形］ 眠たい。眠い。［続 290］

【例】 おれだば　えっぺぁ　のむど　そんま　ねぷてぁぐ　なる　ほだなよ

「私なら、一杯飲むと、直に眠たくなる方なんだよ」

ねぶね 根舟。わらびの根をつぶしたものを箱舟に入れ、水をいっぱい入れて、かきまわし、わら

びの澱粉を沈殿させて、その澱粉をとった、その時使った箱舟を「ねぶね」といった。［及 66］

ねぶりぐすり [neb̝ɯ̈rïŋɯ̈sɯ̈rï] 眠り薬。［続 290］

【例】 ねらんねぁどて、ねぶりぐすりなの　のでっど　くへん　なるつけぞ

「眠れないといって、眠り薬なんかを飲んでいると、癖になるそうだよ」

ねぶる ［動］ 寝る。眠る。［及 220］

【例 1】わらすずあ　いづまでも　ねぶる　おんだな
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ねへる

「子供って、いつまも寝ているものだな」

【例 2】えまのこめぁん　ねぷてしまた　おんだ
「今の間に、（もう）眠ってしまったもんだ」

ねへ [neh̝e]̝ ［名］ 僞。［及 220］

【例】 これぁ　ねへおのだでぁ

「これは、僞物だよ」

ねへおごしならねぁ 俗語。寝せるも、起すも出来ない、ということから、仕末におえないと

いう意味で、横着で仕末におえないということである。［同］ねへおごしさんねぁ。ねへおごしでげ

ねぁ。［及 220］

【例】 この　やろだば　ねへおごしならねぁ　やろだ

「この野郎なら、横着で仕末におえない野郎だ」

ねへおの [neh̝eo̝no] 贋物。［続 290］

【例】 こごらさなの　うりん　くんな　ねへおのあ　よげだつけはげぁ　だまさえんなよ

「この辺に売りに来るのは、にせ物が多いそうだから、騙されるなよ」

ねへがね [neh̝eŋ̝ane]̝ ［名］ 僞金。［及 221］

【例】 ねへがね　つかて　しめらっだど

「僞金を使って、捕まえられたそうだ」

ねへさづ [neh̝es̝adzɯ̈] ［名］ 僞札。［及 221］

【例】 ねへさづ　つぐん　なも　いる　おんだな

「僞札を造る者も、いるものだな」

ねへづ [neh̝ed̝zɯ̈] ［形］ ばか丁寧。くどい。［及 221］

【例 1】ねへづで　えっぺした　どご　まだ　してんなだ
「ばかていねいで、一回やったところを、またやってるんだよ」

【例 2】ねへづだ　おんで、おんなず　ごど　なんべんも　きぐあだ
「くどいもんで、同じことを、何べんも聞くんだよ」

ねへどがす [neh̝ed̝ogasɯ̈] ［四他］ 寝かす。［続 290］

【例】 この　わらす　ねへどがさねぁ　うずあ　へわすくて　なんにも　さんねぁ

「この子を寝かさないうちは、忙しくて何もされないよ」

ねへばん [neh̝eb̝aɴ] ［名］ にせはん。僞印。［及 221］

【例】 ねへばん　つかて、銀行がら　金　おろしたど

「僞印を使って、銀行から金をおろしたそうだ」

ねへる [neh̝er̝ɯ̈] ［動］ 寝せる。［同］ねへづげる。［及 221］

【例】 さげよとなの　ほごさ　ねへで　おげ

「醉っぱらいなんか、そこへ寝せておけよ」
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ねぼろける

ねぼろける [neb̝oroker̝ɯ̈] ［下一自］ 寝惚ける。［続 290］

【例】 ないだべ　この　わらすあ　ねぼろけで　どさ　えぐどごだべ

「なんだろう、この子は、寝惚けて何処へ行くんだろう」

ねまる ［動］ 座る。［及 221］

【例】 こさ　来て　ねまれや

「ここへ来て座れよ」

ねもづ わらびの澱粉で作った団子。［及 43］

【例】 おらだ　ちっちぇぁ　ずぎ　けがずで　ねもづ　くた　おんだ

「俺達の小さい時、飢饉で、わらび団子を食べたもんだ」

ねらへる [ner̝aher̝ɯ̈] ［下一他］ 寝かせる。［続 290］

【例】 きまた　ずがんに　ねらへるよん　してんなだども　ながなが　ねねぁなよ

「決った時間に寝かせるようにしているんだが、なかなか寝ないんだよ」

ねりあへる [ner̝ïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 練り合わせる。［続 290］

【例】 コンクリートずあ　セメントど　すなど　ざり　ねりあへる　おんだぜぁ

「コンクリートって、セメントと砂と砂利を練り合わせるものだよ」

ねる ［動］ 煮える。［及 221］

【例】 でぁごなの　そんま　ねる　おんだ

「大根なんか、じきに煮えるもんだよ」

ねれぁ [ner̝ɛ] 狙い。［続 290］

【例】 むらおごすの　ねれぁは　やっぱり　とくさんぶつ　つぐる　ごどだべな

「村興しの狙いは、やっぱり特産物を作ることだろうな」

ねれぁうず [ner̝ɛɯ̈dzɯ̈] 狙い打ち。［続 291］

【例】 うさぎ　ねれぁうずした　つもりでぁったども、あだらねぁけ

「兎を狙い打ちしたつもりだったが、当らなかったよ」

ねれぁどご [ner̝ɛⁿdogo] 狙い所。［続 291］

【例】 どれあ　えぇが、もと　ねれぁどご　すぼて　そうだんした　ほあ　えべ

「どれがいいか、もっと狙い所をしぼって相談した方がいいだろう」

ねろねろ ［副］ ぬるぬる。［及 30］

【例】 こごあ　ねろねろていうはげ　滑べんぞ

「ここはぬるぬるするから、滑べるよ」

ねろねろ [ner̝oner̝o] ［副］ ぬるぬる。［続 291］

【例】 ここあ、ねんどだ　おんだはげぁ、あめあ　ふっど　ねろねろて　やだ　どごだ

「此処は、粘土なものだから、雨が降るとぬるぬるして嫌な所だよ」

ねわげ [new̝age]̝ 株分け。作物や園芸品の繁殖法の一つ。［及 74］
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ねんぼ

【例】 これぁ　ねわげしねぁど　おっきぐ　なれねぁな

「これは株分けをしないと大きくなれないな」

ねんずりがし ねじり菓子。小粒のあられを固め、長四角に切ったものをねじって作った菓子。

［及 43］

【例】 えま　ねんずりがしなの　見らんねぁなは

「今はねじり菓子なんか見られなくなってしまったな」

ねんずりはずまぎ [neɴ̝ⁿdzɯ̈rïhaⁿdzɯ̈magï] 捩り鉢巻。［続 291］

【例】 むがすの　しとあ、ねんずりはずまぎなのして　がんばた　おんだ

「昔の人は、捩り鉢巻なんかして頑張ったもんだよ」

ねんぞ [neɴ̝ⁿdzo] 寝相。［続 291］

【例】 わらしたずずあ　まず　ねんぞあ　えぐねぁくて　ふとん　けどばすなよ

「子供らって、まぁ、寝相が悪くて、布団を蹴飛ばすんだよ」

ねんでぁー [neɴ̝ⁿdɛː] 年代。［続 291］

【例 1】これだば　そうとう　ねんでぁー　くた　おんだべな
「これなら相当年代を経たものだろうな」

【例 2】おれも　たいしょうねんでぁの　んまれだ　おん
「私も大正年代の生れだもの」

ねんねぁー [neɴ̝nɛː] 年内。［続 291］

【例】 この　すごどあ　なんずしても　ねんねぁにあ　かたずげねぁんねぁな

「この仕事は、どうしても年内には片付けなければならないな」

ねんねこ [neɴ̝nek̝o] 赤子を背負う時着る綿入れ羽織。これは、「どんぶぐ（綿入れ羽織）」より
巾の広い綿入れ羽織で、赤子を冬背負った時羽織るものである。［続 291］

ねんぺぁー [neɴ̝pɛː] 年輩。［続 291］

【例】 むらの　ふるえ　ごどだば、そうとう　ねんぺぁーの　しとに　きぐほが　ねぁな

「村の古いことなら、相当年輩の人に聞くほかはないね」

ねんぼ [neɴ̝bo] 寝坊。［続 292］

【例】 この　わらすだば　ねんぼだ　おんで　おごさねぁば　おぎねぁあだ

「この子は寝坊なもんで、起さないと起きないんだ」
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のかがる

　

—の—

のかがる [nokagarɯ̈] ［動］ 寄り掛かる。［及 221］

【例】 ほんげぁ　のかがんなや

「そんなに寄り掛かるなよ」

のげ [noŋe]̝ 芒。［続 292］

【例】 いねどが　むぎの　ほの　さきさ　のげず　おのあ　つでる　おんだぜぁ

「稲とか麦の穂の先に、芒というものが付いているものだよ」

のげおの [nogeo̝no] 除け者。［続 292］

【例】 〇〇くんどごばり　のげおのん　しねぁで、ながえぐ　あすべよ

「〇〇君ばかり除け者にしないで、仲よく遊びなさいよ」

のけっと [noket̝to] ［副］ ぼんやり。［続 292］

【例】 のけっと　つったて　かんげぁごどでも　しったなが

「ぼんやり突っ立って、考えごとでもしているのかい」

のごう [noŋoɯ̈] ［動］ 拭う。［及 221］

【例】 ながくづの　でろ　のごうんだ

「長靴の泥を拭いなさいな」

のごりおす [nogorïosɯ̈] ［形］ 名残り惜しい。［続 292］

【例】 あんまり　ずがん　ねぁくて、のごりおすども、まだ　こんだ　きあす

「余り時間がなくて名残り惜しいが、また今度参ります」

のごりおの [nogorïono] 残り物。［続 292］

【例】 のごりおのに　ふぐ　あるて　いう　おんだ　おめぁ　かねぁが

「残り物に福があるというものだが、お前食べないか」

のず ［名］ いい分。主張。自分のいい分。［及 221］

【例】 のず　とおす　かんじょしたて、だめだ

「自分のいい分ばかり通すつもりでは駄目だよ」

のすありぐ [nosɯ̈arïgɯ̈] ［四自］ 伸し歩く。［続 292］

【例】 むらの　したずあ　だんけずしねぁはげぁ　あゆ　おのあ　のす　ありぐなだ

「村の人達が団結しないから、あぁいう者が伸し歩くんだよ」
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のっかがる

のすがみ [nosɯ̈ŋamï] ［名］ のし紙。［及 222］

【例】 ゆわこどさ　もて　えぐ　のすがみ　かて　こえ

「お祝に持って行く、のし紙を買って来てくれ」

のすだで 羽目。［及 52］

【例】 のすだでさ　とだん　はてころ

「羽目にトタン板を張ってくれ」

のすぶぐろ [nosɯ̈bɯ̈gɯ̈ro] ［名］ のし袋。［及 222］

【例】 のすぶぐろ　あんべが

「のし袋はあるだろうか」

のぞこむ ［動］ 覗く。［及 222］

【例】 しとの　え　のそこむ　おんでねぁ

「他所の家を覗くもんじゃないよ」

のそっと [nosotto] ［副］ のっそり。［続 293］

【例】 この　えそがす　ずぎ　のそっと　たてねぁで　こっちゃ　きて　てずだえ

「この忙しい時にのっそり立っていないで、こっちへ来て手伝えよ」

のぞます ［形］ 望ましい。［及 222］

【例】 のぞます　ごど　いうど、企業誘致だなや

「望ましいことをいえば、企業誘致だね」

のそらのそら [nosoranosora] ［副］ のそのそ。［続 293］

【例】 ほんげぁ　のそらのそらど　ありてっど、きしゃさ　おぐれんぜぁは

「そんなにのそのそ歩いていると、汽車に遲れてしまうよ」

のだぐる [nodaŋɯ̈rɯ̈] 這い回る。［続 293］

【例】 ほんたどご　のだくて　ありぐど　みな　よごれんぞ

「そんなところを這い回って歩くと、みな汚れるよ」

のだばる ［動］ 腹ばう。腹ばいになる。［及 222］

【例】 ほんたどさ　のだばる　おのあ　ねぁべな

「そんな所へ腹ばいになる者はないじゃないか」

のちめる ［動］ 押える。上から押えつける。［及 222］

【例】 ほんげぁ　のちめだら　くるすべな

「そんなに押えつけたら苦しいじゃないか」

のっかがる [nokkagarɯ̈] ［四自］ 乗りかかる。［同］のかがる。［続 293］

【例 1】のっかがた　ふねだ　おん　なんとがして　やらねぁんねぁべ
「乗りかかった船だもの、なんとかしてやらないといけないだろう」

【例 2】ほんげぁ　のっかがんなや　おもでぁくて　なんにも　でげねぁでぁ
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のっがそっが

「そんなに乗りかかるなよ、重くて何も出来ないじゃないか」

のっがそっが [noggasogga] ［連語］ のるかそるか。［及 222］

【例】 のっがそっが　してみだら　えべ

「のるかそるか、やってみたらいいだろう」

のっけ ［形］ 器用。［及 222］

【例】 おめぁ　ながなが　のっけああるな

「あなたは、なかなか器用だね」

この反対は、「のっけあねぁ―不器用」という。

のっこす [nokkosɯ̈] ［四他］ 乗り越す。追い越す。［続 293］

【例 1】ねぷかぎしてで、となりの　えぎまで　のっこしてしまた
「居眠りをしていて、隣りの駅まで乗り越してしまったよ」

【例 2】〇〇どご　のっこして　いっと　なた
「〇〇を追い越して、一等になったよ」

のっこす ［動］ 追い越す。［及 222］

【例】 はえぁ　おんで　おれぁどご　のっこして　えたけは

「早いもんで、私を追い越して行ってしまったつけ」

のっぱら 野原。［及 106］

【例】 すこす　のっぱらででも　あすでこえ

「少し野原ででも遊んて来なさい」

また、「のっこえ―野を越え」などという使い方もある。

のっぱらすっぱら ［名］ 腹いっぱい。満腹する程。［及 222］

【例】 のっぱらすっぱらくてがら、まだ　なにが　くでぁなが

「腹いっぱい食べてから、まだ何か食べたいのかい」

ので [node]̝ 畔。田の畔。［及 106］

【例】 のでの　草　刈て　こねぁんねぁな

「田の畔の草を刈って来ないといけないな」

ので [node]̝ 田の畔。畔。［及 74］

【例】 のでの　草　かて　来る

「田の畔の草を刈って来る」

のでくさ あぜ草。畔の雑草。［及 94］

【例】 のでくさ　刈らねぁんねぁぐなたな

「あぜ草を刈らないといけなくなったな」

のどしんつこ [noⁿdosïɴtsɯ̥̈ko] のどぼとけ。口蓋垂。［同］のどしっこ。のどつんこ。のどま
め。［及 11］
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のみます

【例】 のどしんつこ　あがぐして、扁桃腺だべが

「のどぼとけを赤くして、扁桃腺炎だろうか」

のの [nono] ［幼児語］ 字。文字。［同］にょにょ。［続 293］

【例】 めご　のの　けぁでみろ

「めご（子供愛称）字を書いてみなさい」

のへっと [nohet̝to] ［副］ のつそり。［及 222］

【例】 のへつと　へぁて　来たどもたら、〇〇が

「のつそり入って来たと思ったら、〇〇かい」

のぺっと ［副］ のっぺり。［及 222］

【例】 〇〇の　つらあ　のぺっとした　つらだな

「〇〇の顔は、のつぺりした顔だね」

のべづまぐなす [nobed̝zɯ̈magɯ̈nasɯ̈] ［副］ のべつ。ひっきりなし。［及 223］

【例】 のべづまぐなすん　えぐ　しゃべる　おんだ

「のべつに、よくしゃべるもんだ」

のへる [noher̝ɯ̈] ［動］ 乗せる。かつぐ（だます）。［及 222］

【例 1】おれぁ　車さ　のへる
「俺の車に乗せるよ」

【例 2】あの　やろに　んまぐ　のへらっだな
「あの野郎に、うまくかつがれたな」

のぼへあがる [nobohea̝ŋarɯ̈] ［四自］ のぼせ上がる。［続 293］

【例 1】おなごさ　のぼへあがる
「女にのぼせ上がる」

【例 2】おわ　してる　ごどさ　のぼへあがて　ずまんしてんなだぜぁ
「自分のしていることにのぼせあがって、自慢しているんだよ」

のぼへる [noboher̝ɯ̈] ［動］ のぼせる。［及 223］

【例】 〇〇あ　あの　娘さ　のぼへっだあだど

「〇〇は、あの娘にのぼせているんだそうだ」

のみおの [nomïono] 飲み物。［続 293］

【例】 のみおのったて　おめぁ　なに　のむや、ビールが、ウイスキーが

「飲み物といっても、君は何を飲むの、ビールか、ウイスキーかい」

のみすろ ［名］ 飲み代。［及 223］

【例】 今日あ　のみすろあでぁ　かへげば　えは

「今日は、飲み代分だけ稼せげば、もういいんだ」

のみます [nomïmasɯ̈] ［四他］ 飲み回す。［続 294］
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のめくる

【例】 これぁ　おみぎだはげぁ　みんなして　のみましてくんねぁが

「これは、お神酒だから、皆で飲み回してくれませんか」

のめくる [nomek̝ɯ̈rɯ̈] ［四自］ のめる。［続 294］

【例】 この　わらすだば　まず　はして　ありぐおんで　のめくっがどもて　すんぺぁだなよ

「この子は、まぁ、走って歩くもんで、のめるかと心配なんだよ」

のりあへる [norïaher̝ɯ̈] ［下一自］ 乗り合わせる。［続 294］

【例】 きしゃさ　のたば、ちょうど　〇〇さんど　のりあへで、はなすしてきた

「汽車に乗ったら、頂度〇〇さんと乗り合わせて、話をしてきたよ」

のりおの ［名］ 乗り物。［及 223］

【例】 のりおのなの　すんぺぁすんな

「乗り物なんか心配するなよ」

のりげぁー [norïgɛː] 乗り換え。［続 294］

【例】 この　きしゃで　えぐど、〇〇で　のりげぁーしねぁんねぁな

「この汽車で行くと、〇〇で乗り換えしないといけないな」

のりげぁーる [norïgɛːrɯ̈] ［下一自］ 乗り換える。［続 294］

【例】 んでぁ、おれぁ　こごで　のりげぁーっさげぁ、まずがわねぁで　えげよ

「それじゃ、私はここで乗り換えるから、間違わないで行けよ」

のりねげ [norïneŋ̝e]̝ 乗り逃げ。［続 294］

【例】 〇〇の　えぎさ　えたば、のりねげだどて　さわぇんだけ

「〇〇の駅へ行ったら、乗り逃げだといって騒いでいたっけ」

のりばず [norïbadzɯ̈] 乗りばち橇。ばち橇は、普通は人が乗れないが、これは、前方に腰を掛
けて、雪の坂道を操縱するように出来たばち橇である。［同］きっけぁばず。［続 294］

のります [norïmasɯ̈] ［四他］ 乗り回す。［続 294］

【例】 〇〇ちゃんも、こどすから　ずでんしゃ　のりますよん　なた

「〇〇ちゃんも、今年から自転車を乗り回すようになったね」

のろえ のろい。［及 31］

【例】 のろえちゃな　もと　早ぐ　ありげや

「のろいな、もっと早く歩けよ」

のろっと 一面に。［及 223］

【例】 はだげさも　のろっと　ゆぎあ　ふたけは

「畑にも、一面に、もう雪が降ったつけ」

のんくそ [noɴkɯ̥̈so] 野糞。これは、便所のない、外で脱糞することをいう。［続 294］

のんのん [noɴnoɴ] どんどん。これは、特に多量の水の流れるさまだけをいう語である。［続 294］

【例】 たさ　のんのんど　みず　かげで　きた
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のんのん

「田にどんどん水を掛けてきたよ」
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は

　

—は—

は もう……よ。しまった。［及 223］

【例 1】おら　えぐは
「私は、もう行くよ」

【例 2】えたけは
「行ってしまったつけ」

ば ［係助］ は、wa。［及 223］

【例 1】半分ば　おわ　くたけど
「半分は、自分が食べたんだそうだ」

【例 2】おわ　ごどば　ゆわねぁで、しとの　わりくづばり　いう　おんだ
「自分のことは、いわないで、人の悪口ばかりいうもんだ」

ば ［格助］ を。［及 223］

【例】 おれぁなば　どさ　やたな

「私のを何所へやったの」

ば ［助動］ なら。ければ。［及 223］

【例 1】えそがすば　こねぁたて　え
「忙しいなら、来なくともいいよ」

【例 2】えぎでぁば　えごや
「行きたければ、行こうよ」

ば ら。［及 223］

【例 1】えたば
「行ったら」

【例 2】したば
「したら」

【例 3】やたば
「やったら」

はぁで ［感］ はて。［及 223］

【例 1】はぁで　なんずんしたら　えべ
「はて、どうしたらいいだろう」
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はが

【例 2】はではで　こまたおんだ
「はてさて、困ったもんだ」

ぱいぱい [païpaï] ［幼児語］ 乳。これは、幼児が乳をねだる時いう言葉で、「ぱいぱい、ぱいぱ

い＝お乳を飲みたい」というだけである。［続 295］

はえ ［感］ はい。返事のこと。［及 223］

【例】 はえ　えま　えぎあす

「はい、今行きます」

はえぁ [haɛ] 早い。［及 31］

【例】 こんげぁ　はえぁぐ　来たながは

「もう、こんなに早く来たのかい」

ばえぁ [baɛ] 場合。［続 295］

【例】 ふゆ　やまさ　えぐ　ばえぁは、けっして　しとりでなの　えぐなよ

「冬に山へ行く場合は、決っして一人でなんか行くなよ」

はえぁおのがず [haɛonoŋadzɯ̈] ［連語］ 早い者勝ち。［続 295］

【例】 やまの　わらび　とんなだて、はえぁおのがずで、おそえど　とらんねぁ

「山のわらびを採るのだって、早い者勝ちで、遲いと採れないね」

はえたづ 郵便配達員。［同］ゆうびんもづ。ゆうびんや。［及 79］

【例】 今日あ　まだ　はえたづあ　こねぁんねぁが

「今日は、まだ、郵便配達員が来ないじゃないか」

はえっと ［連語］ ごめん下さい。他家訪問の際の挨拶をいう。［及 224］

ばえっと ［副］ ばっと。物を広げるさま。［及 224］

【例】 おっき　ふるすぎ　ばえっと　ひろげだ

「大きい風呂敷をばっと広げた」

はえびょー [haeb̝joː] 肺病。［続 295］

【例】 はえびょーも　まぎだなて　ゆた　おんだども　えまは　ゆわねぁぐなたは

「肺病も血統だなんていったものだが、今はもう言わなくなったね」

ばえん ［副］ ばん。鉄砲の音や物をたたく音。［及 224］

【例】 鉄砲、ばえんと　ぶたけ

「鉄砲をばんと、うったつけ」

はが [haga] ［名］ 間隔。［及 224］

【例】 ほごの　はが　なんぼ　ある

「そこの間隔はいくらあるんだ」

はが [haga] はか。仕事の進み具合。［及 224］

【例 1】ながなが　はが　えがねぁな
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ばがおの

「なかなか仕事が進まないな」

【例 2】はが　えぐ
「仕事が進む」

ばがおの [bagaono] 馬鹿者。［続 295］

【例】 この　ばがおのあ、ほんたごど　したら、みな　だめん　なてしまうべな

「この馬鹿者が、そんなことをしたら、みんな駄目になってしまうじゃないか」

ばがくせぁ ［形］ 馬鹿くさい。［及 224］

【例】 ほんた　ばがくせぁ　ごどばり　ゆて

「そんな、馬鹿くさいことばかりいって」

はがど [hagado] ［名］ 墓。お墓。［及 224］

【例】 ずさまの　はがど　たでねぁんねぁな

「お爺さんのお墓を建てないといけないな」

はかはか ［副］ ひやひや。気が気でないさま。［同］はからはから。［及 224］

【例】 あぶねぁくて　はかはかて　みっだ

「危なくて、ひやひやして見ていたよ」

はがはれぁ [hagaharɛ] 墓払い。墓掃除。これは、主としてお盆の 14日のお参りの 4～5日前
に行う墓掃除をいう。時に法事の前にも行う。［続 295］

はがへ [hagahe]̝ 博士。［続 295］

【例】 〇〇さん　えの　むすこあ　こんだ　はがへ　なたど　えれぁ　おんだなや

「〇〇さんの家の息子が、今度博士になったそうだ、偉いもんだねー」

はがま [hagama] もんぺと袴。［及 59］

【例】 おらほでぁ　もんぺも　はがまて　いうなよ

「うちの方では、もんぺもはかま、というんですよ」

はがま [hagama] いね科植物の葉鞘をいう。これは、いね科植物（禾本科ともいった）は葉の下
部が、茎を包んでいるが、この部分をいう。植物学の用語では、この部分を葉鞘といっている。［続

295］

ばがゆぎ [bagajɯ̈gï] どかゆき。一時に沢山降る雪。［及 106］

【例】 これぁ　ばがゆぎだな、めっぽ　ふる　おん

「これは、どかゆきだな、めっぽう降るもの」

ばがらす [bagarasɯ̈] ［形］ 馬鹿らしい。［及 224］

【例】 子供で　あんめぁし　ほんたごど　ばがらすくて　さんねぁな

「子供であるまいし、そんなことは馬鹿らしくてやれないよ」

なお、この語には、「ばがくせぁ―馬鹿くさい」、「ばがんする―馬鹿にする」などの使い方がある。

ばがわれぁ [bagawarɛ] 馬鹿笑い。［続 295］
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はくた

【例】 〇〇さんだば　すぐ　ばがわれぁする　おんで　にぎゃがだ　しとだ　おんだ

「〇〇さんなら、直ぐ馬鹿笑いするもんで、賑かな人なものだ」

はぎ [hagï] 箒。［及 52］

【例】 この　はぎあ　あだらすなだな

「この箒は新しいんだね」

はぎおの [hagïõno] 履物。［及 59］

【例】 なんだ　ほの　はぎおのの　ぬぎざんま

「なんだ、その履物のぬぎざまは」

はぎご [hagïŋo] はけご。［及 66］

【例】 はぎごあ　めねぁな

「はけごが見えないな」

はけごには「ぶんとかはぎご―やまぶどうの皮で編んだはけご」、「わらはぎご―わら製のはけご」

などが使われている。

はぎだげ [hagïdage]̝ ほうきだけ。ほうきだけ科のきのこで、先端が細かくわかれ、箒状である
ところから、この名がある。［及 94］

はぎつげぁ [hagïtsɯ̈ŋɛ] はき違え。［続 296］

【例】 ほれぁ　おめぁの　はぎつげぁんねぁが、おれぁ　ほんたごと　ゆてねぁぞ

「それは君のはき違えじゃないか、私はそんなことはいっていないよ」

はぎつげぁる [hagïtsɯ̈ŋɛrɯ̈] ［下一他］ はき違える。［続 296］

【例 1】よっぱらて、はぎおの　はぎつげぁで　きたは
「醉っ払って、履物を履き違えてきてしまったよ」

【例 2】こえて　ゆたな　えげて　はぎつげぁる　おのあ　ねぁべな
「来いといったのを、行けとはき違える奴がないじゃないが」

はきっと [hakït̥to] ［副］ はっきり。［続 296］

【例】 ほんた　ぐずぐず　ゆてねぁで、はっきり　ゆてみろ

「そんなぐずぐずいっていないで、はっきりいってみなさい」

はくしゅん [hakɯ̥̈ʃɯ̈ɴ] くしゃみ。［続 296］

【例】 この　おぼごあ　はくしゅんなの　すっじゅ、かじぇでも　ひだあだべが

「この子は、くしゃみなんかするね、風邪でも引いたんだろうか」

はくせぁー [hakɯ̥̈sɛː] 白菜。［続 296］

【例】 はくせぁーだて　ゆえねぁば　かんねぁはげぁ　えっぺぁ　ゆえんべ

「白菜だって植えないと食べられないから、沢山植えよう」

はくた [hãkɯ̥̈ta] ［ナ名ノ］ はした。［続 296］

【例】 したりして　わげで、はくたん　どごあ　おえで　えげ
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ぱくっと

「二人で分けて、はしたのところは置いていきなさい」

ぱくっと ［副］ ぱくりと。［及 224］

【例】 犬さ　くいおの　なげでやたら　ぱくっと　くてしまたけ

「犬に食べ物を投げてやったら、ぱくりと食ってしまったつけ」

ばぐでぁ [bagɯ̈ⁿdɛ] ［名］ 莫大。［及 224］

【例】 あそごだば　ばぐでぁだ　ざいさん　ある

「あそこなら、莫大な戝産があるよ」

はぐめぁ [hagɯ̈mɛ] 白米。［及 43］

【例】 はぐめぁより、胚芽めぁ　体さ　えど

「白米より胚芽米が体にいいそうだ」

また、玄米を「げんめぁ」、新米を「しんめぁ」、飯米を「はんめぁ」と使っている。

ばぐる [bagɯ̈rɯ̈] ［動］ 交換する。［同］しけぁる。［及 224］

【例】 ほれど　これ　ばぐらねぁが

「それと、これを交換しませんか」

ばぐる [bagɯ̈rɯ̈] 交換する。［続 296］

【例】 この　たばこれど　おめぁの　なに　ばぐるていうなや

「この煙草入れと、君の何を交換するっていうんだい」

～ぱぐる [~paŋɯ̈rɯ̈] ［下一自］ はぐれる。［続 296］

【例 1】えぎぱぐる
「行きはぐれる」

【例 2】くいぱぐる
「食いはぐれる」

【例 3】とりぱぐる
「取りはぐれる」

【例 4】のりぱぐる
「乗りはぐれる」

はぐれぁー [hagɯ̈rɛː] 舶来。［続 296］

【例】 えまだば、はぐれぁおのなて　ゆわねぁで　ゆにゅうひんて　いうな

「今なら、舶来物なんていわないで、輸入品というね」

ばぐろ [bagɯ̈ro] 馬喰。［及 79］

【例】 馬なの　どからが　かて　きてくえる　ばぐろず　おのあ　いでぁった

「馬なんかを何所からか買って来てくれる、馬喰という者がおったものだよ」

は
〇

げぁ [haŋɛ] ［形］ はがゆい。［及 224］

【例】 はげぁくて　みでらんねぁ
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はごぼご

「はがゆくて見ていられないよ」

ぱげぁ [hagɛ] から。［及 225］

【例 1】えま　えぐはげぁな
「今行くからね」

【例 2】んめぁはげぁ　くたは
「うまいから、食べてしまったよ」

ばげおの [bageo̝no] ［名］ 化け物。［及 225］

【例】 ばげおの　むがすでも　かだっが

「化け物の昔話でも語ろうか」

はげぐづ [hageŋ̝ɯ̈dzɯ̈] ［名］ はけぐち。［及 225］

【例】 どさが　はげぐづあ　あんべや

「何所かにはけぐちがあるだろうや」

はげす [haŋes̝ɯ̈] ［形］ 激しい。烈しい。［続 297］

【例 1】あめあ　はげすぐ　ふて　きたな
「雨が激しく降って来たな」

【例 2】あの　しとあ、はげす　きしょの　しとだ
「あの人は、烈しい気性の人だよ」

はげつで [haget̝sɯ̈ⁿde]̝ 刷毛序で。［続 297］

【例】 はげつでだはげぁ　おめぁ　えんなも　してくえんべ

「刷毛序でだから、あなたの家のもしてあげようね」

ばご [bago] 馬耕。［及 66］

【例】 ばごも　むがすの　おのだなは

「馬耕も、もう昔のものだな」

はごじぇん [hago(ⁿ)dʒeɴ̝] 箱膳。［及 52］

【例】 はごじぇんなの　つかう　えあ　ねぁなは

「箱膳なんか使う家は、もうないね」

はごでぁ [haŋodɛ] 歯応え。［続 297］

【例 1】これぁ　しこしこて、はごでぁ　あて　んめぁな
「これはしこしこして、歯応えがあって美味いね」

【例 2】これぁ　ながなが　はごでぁの　ある　すごどだな
「これは、なかなか歯応えのある仕事だね」

はごぼご [hagobogo] 白墨。［続 297］

【例】 へんへ、〇〇ちゃん　おれぁ　つらさ　はごぼご　ぬんぜぁ

「先生、〇〇ちゃんが私の顔に白墨を塗るよ」
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はさ

はさ ［名］ はせ。竿で組み立てた稲乾し場。［及 225］

【例】 そろそろ　はさも　かげねぁんねぁな

「そろそろはせも掛けないといけないな」

はさ はせ。稲掛。稲を乾すため長木を組んだもの。［及 67］

【例】 はささ　あがて、稲かげ　すろ

「はせに上がって、稲掛をしろ」

はせに使う長木を「はさぼげ」という。

はさがげ [hasaŋage]̝ はせ掛け。これは、稲を乾燥するため、刈った稲束をはせに掛けることを
いう。また、杭に掛けることを「くえがげ＝杭掛け」といっている。［続 297］

はざげぁーき [haⁿdzagɛːkï] 端境期。［続 297］

【例】 こどすあ　ふさぐで　くう　こめぁ　はざげぁーきまで　もずべが

「今年は不作で、食う米が端境期までもつだろうか」

ばさっと [basatto] ［副］ ばっさり。［続 297］

【例】 ほの　きあ　ありぐ　ずぎ　じゃまん　なっさげぁ、ばさっと　きてしまえ

「その木は、歩く時邪魔になるから、ばっさり伐ってしまえよ」

ばさま お婆さん。［及 7］

【例】 おれぁえの　ばさまも　元気あ　ええ　おんだ

「うちのお婆さんも元気がいいもんだ」

この呼び名には「ばさ―婆さん」、「ばっつぁ―お婆さん」、「ばば―婆さん」、「ばばつぁ―お婆さん」、

「ばんちゃん―お婆ちゃん」、「ばんつぁ―お婆さん」、「ばんば―婆あ」などがある。

はさまる [hasamarɯ̈] 仲間に入る。挾まる。［続 297］

【例 1】おめぁも　はさまて　のめや
「君も仲間に入って飲めよ」

【例 2】ほんの　えぁださ　はさまった
「本の間に挾まっているよ」

【例 3】しとの　はなすさ　はさまて　きて　うるせぁごど
「人の話に挾まってきてうるさいね」

はじぇる [haⁿdʒer̝ɯ̈] ［動］ はぜる。寒さで顔に血色のなくなること。［及 225］

【例】 つら　はじぇらがして　どさ　えて　きたな

「顔をはぜらせて、何所へ行って来たの」

はしくれぁ ［名］ 端くれ。［及 225］

【例】 おめぁだて　やぐにんの　はしくれぁだべ

「お前だって役人の端くれだろう」

はしけぁ [hasïkɛ] ［形］ 賢い。［及 281］
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はず

【例】 この　わらすあ　ないでも　おべでで　はしけぁごど

「この子は、何でも知っていて賢いね」

はしたねぁ [hasït̥anɛ] ［形］ はしたない。［続 297］

【例】 えぇ　むすめあ　ほんた　はしたねぁ　ごど　する　おんでねぁ

「いい娘が、そんなはしたないことをするもんじゃないよ」

ばじゃ ［名］ 罰。［及 225］

【例】 神さまさ　ほんたごど　すっど　ばじゃ　かぶるんたはげぁ

「神さまに、そんなことをすると、罰が当るんだから」

はしゃぐ [haʃagɯ̈] ［動］ 乾燥する。［同］はしゃげる。はすらぐ。［及 225］

【例】 今日あ　天気あ　ええはげぁ　稲も　はしゃぐべ

「今日は天気がいいから、稲も乾燥するだろう」

ばしゃひぎ 馬車挽き。［及 79］

【例】 ぜぁもぐでも、荷物でも、馬車で　ひぱてくる　ばしゃひぎず　おのも　いでぁった

「材木でも、荷物でも、馬車で挽いて来る、馬車挽きという者もおったものだ」

ばしょふたぎ [baʃohɯ̥̈taŋï] 場所塞ぎ。［続 298］

【例 1】ほごさ　おぐど　ばしょふたぎん　なっさげぁ、どさが　よへろ
「そんな所へ置くと、場所塞ぎになるから、何処かへ寄せなさい」

【例 2】おじぇんの　ばしょふたぎん　わらびいりでも　おぐが
「お膳の場所塞ぎに、わらび炒りでも置こうか」

ばしょり [baʃorï] 馬橇。［続 298］

【例】 むがすあ　ゆぎあ　ふっど　すみなの　こめなの　ばしょりで　はごだ　おんだ

「昔は雪が降ると、炭なんかや米などを馬橇で運んたものだよ」

はしりくれぁご [hasïrïkɯ̥̈rɛ̥go] ［名］ かけっこ。走り競爭。［及 225］

【例】 〇〇ちゃん　はしりくれぁご　すんべ

「〇〇ちゃん、かけつこをしようや」

はす ［名］ 橋。［及 225］

【例】 あの　はす　わだてみんべ

「あの橋を渡ってみようよ」

はす 箸。［及 52］

【例】 うるすで　ぬた　はすあ　たげぁ　おんだな

「漆で塗った箸は高いもんだね」

漆で塗った箸を「ぬりばす」といっている。

はず [haⁿdzɯ̈] 恥。［続 298］

【例】 いやぁ、よげだ　ごど　ゆたばりに　しとめぁで　はず　けぁでしまた
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はず

「いやぁ、余計なことをいったばかりに、人前で恥をかいてしまったよ」

はず [hadzɯ̈] 鉢。［続 298］

【例】 へっかぐの　はず　わてしまたはげぁ　べずんな　かわねぁんねぁは

「折角の鉢を割ってしまったから、別のを買わないといけなくなってしまったよ」

ばず [badzɯ̈] ばち橇。木材を運ぶ、山が片方に一つづつしかない短かい橇。雪の上でも使うが土
橇ともなる。［及 67］

はすえれ [hasɯ̈er̝e]̝ 箸入れ。［続 298］

【例】 〇〇ちゃん、がっこさ　もて　えぐ　はすえれ　わすっだぞ

「〇〇ちゃん、学校へ持って行く箸入れを忘れたよ」

はずがす [haⁿdzɯ̈gasɯ̈] ［形］ 恥かしい。［続 298］

【例】 こんたおの　ほんげぁ　ほめらえっど　けぁて　はずがす

「こんなものを、そんなに賞められると、かえって恥かしいよ」

はずがでぁーごん [hadzɯ̈gadɛːgoɴ] 二十日大根。［続 298］

【例】 はえぁぐ　とらえるよん　はずがでぁーごんも　ゆえんべ

「早く取られるように、二十日大根も植えよう」

はずぐ [hadzɯ̈gɯ̈] ［動］ 弾く。［及 225］

【例】 いでぁごど　しんどご　はずぐなや

「痛いこと、人を（私を）弾くなよ」

はすぐえ [hasɯ̈ŋɯ̈e]̝ 橋杭。［続 298］

【例】 えまだば　はすぐえなの　つかわねぁで　コンクリートばりだな

「今なら、橋杭なんかは使わないで、コンクリートばかりだね」

はすこえ [hasɯ̥̈koe]̝ ［形］ はしこい。［続 298］

【例 1】この　わらすあ　はすこえ　おんで　なに　さえても　てばえぁ　おんだ
「この子ははしこえもんで、何をやらせても手早いもんだ」

【例 2】はすこえ　わらすで、さんすなの　いずでも　ひゃくてんだなよ
「はしこい子で、算数なんか何時でも百点なんだよ」

はずっつぁらす [haⁿdzɯ̈ttsarasɯ̈] ［ナ名ノ］ 恥曝し。［続 299］

【例】 この　はずっつぁらすあ、なして　ほんた　ばがだごどばり　して　ありぐなだ

「この恥曝しが、どうしてそんな馬鹿なことばかりして歩くんだ」

はずへっく [hadzɯ̈hek̝kɯ̈] 初節句。［続 299］

【例】 きょうあ　まごの　はずへっくだおん、ゆわぇぁこど　しねぁんねぁな

「今日は、孫の初節句だから、お祝いをしないといけないな」

はすまる ［動］ 始まる。［同］はずまる。［及 225］

【例】 ほら、はやぐ　えがねぁど　がっこあ　はするは
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はする

「ほら、早く行かないと、学校が始まるよ」

はすめ [hasɯ̈me]̝ 初め。［続 299］

【例 1】はすめん　おれぁ　してみんべ
「初めに私がしてみよう」

【例 2】ちょうちょうはすめ　らいひんが　えっぺぁ　きたけ
「町長初め来賓が沢山来たっけ」

【例 3】3きょうあ　こどすの　すごどはすめだな
「今日は、今年の仕事始めだね」

はすめる [hasɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 始める。［続 299］

【例 1】このごろ　〇〇ちゃんが　ありぎはすめるよん　なた
「この頃、〇〇ちゃんが歩き始めるようになったよ」

【例 2】ほん　よみはすめっさげぁ、だんまて　きでろ
「本を読み始めるから、だまってきいておれよ」

はずゆえ [hadzɯ̈jɯ̈e]̝ 鉢植え。［続 299］

【例】 はずゆえしった　おのさ、まえにず　みず　かげんなも　よういんねぁ　おんだ

「鉢植えしているものに、毎日水を掛けるのも容易でないものだよ」

はすら 柱。［及 52］

【例】 ゆぎの　ふっどごあ　さんずんばりの　はすらでぁ　もだねぁな

「雪の降る所は、三寸ばかりの柱では、もたないね」

はすらいす 柱石。炭がまの口に立てる左右の角石。［及 74］

【例】 はすらいすずあ　石屋に　こしぇらへだ　おんだ

「柱石というのは、石屋に作らせたもんだ」

はすらぐ [hasɯ̈raŋɯ̈] ［四自］ 乾く。特にかさかさに乾くこと。［続 299］

【例】 おでんきつずぎで、こう　はすらぐど　かずあ　おかねぁなよ

「お天気続きで、こう乾くと、火事が恐ろしいんだよ」

はすらどげ [hasɯ̈raⁿdoge]̝ 柱時計。［続 299］

【例】 はすらどげの　ねずあ　ねぁぐなたよだはげぁ　まがねぁんねぁな

「柱時計の捻子がなくなったようだから、巻かないといけないな」

はする ［動］ 走る。［及 225］

【例】 ほんげ　はすっど　ころぶぞ

「そんなに走ると、ころぶよ」

この語には、「はすりづで―走りどうし」、「はすりづめ―走りどうし」という使い方があり、「停車

場がら　はすりづで　はすて来たや―駅から走りどうしに走って来たよ」。のような使い方をして

いる。

513



はぞれ

はぞれ [haⁿdzore]̝ 外れ。［続 299］

【例 1】〇〇さんの　えあ　むらの　はぞれだ
「〇〇さんの家は、村の外れだよ」

【例 2】おれぁ　くずあ　はぞっだ
「私のくじは外れたよ」

はぞれる [haⁿdzorer̝ɯ̈] ［下一自］ 外れる。［続 300］

【例 1】おめぁ　ぼだん　はぞれでいだぞ
「お前のボタンが外れているよ」

【例 2】〇〇やまさ　えぐなだば　ほんどうがら　はぞっで　ほそみず　えぐなだ
「〇〇山へ行くのなら、本道から外れて、細道を行くんだよ」

はだがつぶり [haⁿdagatsɯ̈bɯ̈rï] ［名］ 何もかぶらないこと。雨の中を雨具を使わないこと。

［及 226］

【例】 この　雨に　はだがつぶりで　来たなが

「この雨の中を何もかぶらないで来たのかい」

はだがめぁり [haⁿdagamɛrï] 裸参り。［続 300］

【例】 おれも　いずど　はだがめぁりずおの　してみでぁな

「私も、一度裸参りというものをしてみたいな」

はだぐ [hadagɯ̈] ［動］ 搗く。使いはたす。［及 226］

【例 1】この　豆　はだぐなが
「この豆を搗く（粉にする）のかい」

【例 2】これ　かて、さえふ　はだえてしまた
「これを買って、金を使いはたしてしまったよ」

はだげつげぁ [hadaget̝sɯ̈ŋɛ] 畑違い。［続 300］

【例】 ほれだば　おれにあ　はだげつげぁだはげぁ、〇〇さんさ　きでみろ

「それなら、私には畑違いだから、〇〇さんに聞いてみろよ」

はだげぶづ [hadageb̝ɯ̈dzɯ̈] 畑打ち。畑を耕すこと。畑の耕運。［及 74］

【例】 そば　まぐ　はだげぶづでも　してくっが

「そばを蒔く畑でも耕してこようか」

はだげほり [hadageh̝orï] 畑打ち。［続 300］

【例】 まめ　ゆえっさげぁ　うらの　はだげほり　しねぁんねぁな

「豆を植えるから、裏の畑打ちをしないといけないな」

はだげる [haⁿdager̝ɯ̈] ［動］ かき集める。かき取る。［及 226］

【例 1】つらがった　豆　はだげで　みだら、これはんて　ねぁけ
「散らばっている豆をかき集めてみたら、これしかなかったよ」
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はづ

【例 2】この　じゅうばごの　あづぎ　はだげでおげ
「この重箱の小豆をかきとっておけよ」

はだげる [haⁿdager̝ɯ̈] ［動］ 広げる。着物の前や股などを広げること。［同］はばげる。［及 226］

【例】 ほんげぁ　すっそ　はだげで　ありぐ　おんでねぁ

「そんなに裾を広げて歩くもんじゃないよ」

はだこ 肌着。［及 59］

【例】 はだこずあ　そんま　汚れる　おんでな

「肌着って、じき汚れるもんでね」

はだごへん [hadaŋoheɴ̝] 旅篭銭。宿賃。［続 300］

【例】 つかごろあ　はだごへんも　たげぁぐ　なて　ばがんならねぁな

「近頃は、旅篭銭も高くなって、馬鹿にならないね」

はださみ [haⁿdasamï] ［形］ 肌寒い。［続 300］

【例】 そろそろ　ゆぎでも　ふて　くんなだべが　はださみ　てんきん　なてきたな

「そろそろ雪でも降って来るのだろうか、肌寒い天気になってきたね」

はだず [haⁿdadzɯ̈] ［下一他］ 始める。［同］はねぁる。［続 300］

【例】 くにであ、あにきあ　さずぎ　はだず　ころだべな

「郷里では、兄貴が田植えを始める頃だろうな」

はだすえぁー [hadasɯ̈ɛː] 果し合い。［続 300］

【例】 はだすえぁなて　むがすの　こどで、えまだば　きがんねぁな

「果し合いなんて昔のことで、今なら聞かれないね」

ばたっと [batatto] ［副］ ばったり。［続 300］

【例】 いでぁごど　いすこさ　けずまずで　ばたっと　ころでしまた

「痛いこと、小石にけつまずいて、ばったり転んでしまったよ」

はだらぎおの [hadaragïono] 働き者。［続 301］

【例】 〇〇さんだば　はだらぎおので、あさからばんまで、えぐ　はだらぐ　しとだ

「〇〇さんなら働き者で、朝から晩まで、よく働く人だよ」

はだる [hadarɯ̈] ［四他］ ねだる。［続 301］

【例】 この　わらすあ　おぎっど　ないが　ころどて　はだんなだ

「この子は起きるともう何かくれといってねだるんだ」

はだる [hadarɯ̈] ［動］ 催捉する。［及 226］

【例】 ええでぁ　もて　こねぁ　はだるはんてねぁな

「なかなか持って来ないから、催捉するしかないな」

はづ ［名］ 端。［及 226］

【例】 この　木の　はづ　たがてくんねぁが
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はづ

「この木の端を持ってくれないか」

はづ 炭がまの天井。天井は石で組み、土をかぶせて作るが、このことを「はづあげ」といい、二、三

人で作業をする。［及 74］
〇

ばづ ［名］ 撥。［及 226］

【例】 てぁごの　ばづだば　ほごに　あんぞ

「太鼓の撥ならそこにあるよ」
〇

ばづ ［名］ 罰。［及 226］

【例】 盗みで、二年の　ばづ　うげだど

「盗みで、二年の罰を受けたそうだ」

はづあわへ ［名］ 鉢合せ。［及 226］

【例】 〇〇ど　かどで　はづあわへしたけ

「〇〇と、曲り角で鉢合せしたつけ」

はづおの ［名］ 初物。［及 226］

【例】 これ　はづおのだはげぁ　もて来た、くてみでくんねぁが

「これ、初物だから持って来ましたが、食べてみて下さい」

はづがま [hadzɯ̈ŋama] ［名］ 初窯。築窯始めての炭出し。［及 226］

【例】 はづがまだはげぁ　おみぎでも　あげっが

「初窯だから、お神酒でもあげようか」

はっから ［連語］ 子供のくせに。年端もゆかないくせに。［及 226］

【例】 はっから　煙草なの　のだて　だめだ

「子供のくせに煙草なんか吸ったて駄目だ」

ばっけ 蕗のとう。［及 94］

【例】 〇〇ちゃん、ままごど　すんな　ばっけ　とて　くんべや

「〇〇ちゃん、ままごとをする蕗のとうをとって来ようよ」

ばつげぁー [batsɯ̈ŋɛː] 場違い。［続 301］

【例】 ここで　ほんた　ばつげぁーだ　ごど　ゆたて　だめだべや

「ここでそんな場違いなことをいったって駄目じゃないか」

ばっけぁす [bakkɛsɯ̈] 奪い返す。［続 301］

【例】 〇〇ちゃんに　とらっだなが　んでぁ　にいちゃん　ばっけぁしてきてくえる

「〇〇ちゃんに取られたのかい、それじゃ兄ちゃんが奪い返してきてやるよ」

はっけおぎ [hakkeo̝gï] 八卦見。占師。［及 79］

【例】 あだるもはっけ、あだらねぁもはっけて、はっけおぎの　いう　ごどあ　あでん　ならねぁ

おんだ

「当たるも八掛、当たらぬも八掛、といって、占師のいうことは、当てにならないものだ」
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はっつぉえ

はつける ［動］ はじける。［同］はんつける。［及 227］

【例】 ガスあ　もれっど　はつける　おんだ

「ガスが洩れると、はじけるものだよ」

はつこ [hãtsɯ̥̈ko] 端。端っこ。［続 301］

【例】 どうろの　まんなが　ありがねぁで、もと　はつこ　ありがねぁど　あぶねぁぞ

「道路の真ん中を歩かないで、もっと端を歩かないと危ないよ」

はったおす [hattaosɯ̈] ［四他］ 張り倒す。［続 301］

【例】 こらっ、ほんげぁ　ごがすっど　はったおすぞ

「こらっ、そんなにごねると、張り倒すよ」

はったぎ [hattaŋï] 大型のばったをいう。これは、ばった類を一般的にいうこともあるが、特に
「とのさまばった」などの大型のばったをいった。［続 301］

ばったこぐ [battakogɯ̈] ［下一自］ 慌てる。［続 301］

【例】 けさ　ねんぼしてしまて　まま　たぐな　おそぐなて　ばったこえだや

「今朝は寝坊してしまって、ご飯を炊くのが遲くなって慌てたよ」

ぱっち [pattʃï] めんこ。［同］ぱっつ。ぺぁんこ。［及 52］

【例】 〇〇君、ぱっちぶぢ　すんべや

「〇〇君、めんこ遊びをしようよ」

はっちゃがる [hattʃaŋarɯ̈] ［四自］ よじ登る。［続 301］

【例】 ほんたどさ　はっちゃがる　おのあ　ねぁべな、おずだら　なんずすんなだ

「そんな所へよじ登る奴はないじゃないか、落ちたらどうするんだ」

ばっつ [battsɯ̈] ばっし。末っ子。［同］ばっつこ。［続 301］

【例】 これぁ　ばっつで　ごがすりだ

「こいつは末っ子で、駄駄こねりなんだ」

はっつぁげる [hattsager̝ɯ̈] ［下一自］ 張り裂ける。［続 302］

【例】 ごしゃげで　ごしゃげで　むねあ　はっつぁげるよだ

「腹が立って、腹が立って、胸が張り裂けるようだよ」

はっつぉえ [hattsoe]̝ ［動］ 強い。勢が強い。向う気が強い。鼻息が強いなど。［及 227］

【例 1】あんまり　かじぇ　はっつぉえ　おんで、屋根あ　はがったは
「あんまり風が強いもんで、屋根が剝れてしまったよ」

【例 2】あれだば　はっつぉえ　おんで、まげねぁんねぁ
「あいつなら、向う気が強いので、負けるよ」

はっつぉえ [hattsoe]̝ 激しい。勢が強い。［及 31］

【例】 めっぽ　はっつぉえ　ごど　いう　おんだな

「めっぽう激しいことをいうもんだね」
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はっつぐ

はっつぐ [hattsɯ̈gɯ̈] ［四自］ 張り付く。［続 302］

【例】 これだば　えぇ　おんだ　どごさでも　はっつぐおん

「これならいいものだよ、何処にでも張り付くからな」

はっつける [hattsɯ̥̈ker̝ɯ̈] ［下一他］ 張り付ける。［続 302］

【例】 ほんたおの　どさも　かさも　はっつけんなや　あどで　とるん　こまんぞ

「そんなものを何処にもかしこにも張り付けるなよ、後で取るのに困るよ」

ぱつっと ［副］ ぱっちり。［及 227］

【例 1】まなぐの　はつっとした　わらすだな
「目のはっちりした子供だね」

【例 2】バッグ　ぱつっと　しめだ
「バッグをはっちりしめた」

ぱっつぶず [pattsɯ̈bɯ̈dzɯ̈] めんこ遊び。［続 302］

【例】 〇〇くん　がっこがら　けぁたら　ぱっつぶず　すんべや

「〇〇君、学校から帰ったら、めんこ遊びをしょうや」

ばっつら [battsɯ̈ra] ［副］ ばしっと。［続 302］

【例】 おどうと　ほんげぁ　ばっつら　ただぐ　おのあ　ねぁべな

「弟をそんなにばしっと叩く奴がないじゃないか」

はっと ［名］ 通せんぼう。通交止め。子供の遊び。［及 227］

【例】 おめぁどさ　はっとかげる

「お前は通せんぼうだ」

この語は、「とんぜぁばんぜぁ（前出）」、「ばんと」とも使っている。

はっとばす [hattobasɯ̈] ［四他］ 張り飛ばす。［続 302］

【例】 こらっ、あんまり　きがねぁど　はっとばすぞ

「こらっ、あまりきかないと張り飛ばすよ」

ばっぱ ［名］ ［幼児語］ ごみ。糞。［及 227］

【例 1】ほれぁ　ばっぱだはげぁ　かんねぁぞ
「それは、ごみだから、食べられないよ」

【例 2】ばっぱ　でんなが
「糞が出るのか」

ばっ
〇

ぱ ［名］ ［幼児語］ おんぶ。［及 227］

【例】 め、ばっぱすろ

「め、（坊やとかの子供の愛称）おんぶなさい」

はっぱり ［副］ さっぱり。全然。少しも。［及 227］

【例】 〇〇あ　近頃　はっぱり　こねぁな
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はなくそ

「〇〇は近頃、さっぱり来ないね」

はっぱり [happarï] ［副］ さっぱり。この語は「さわやかなさま」の意味では使わず、専ら「全

く」とか、「少しも」という意味にだけ使う語である。［続 302］

【例】 はっぱり　つんね

「さっぱり釣れない」

はづへっく [hadzɯ̈hek̝kɯ̈] ［名］ 初節句。生れた子の始めての節句。［及 227］

【例】 はづへっくの　お祝い　しねぁんねぁな

「初節句のお祝いをしないといけないな」

はっぽふたがり [happohɯ̥̈taŋarï] 八方塞がり。［続 302］

【例】 しゃっきんだ　ぎりしゅびだて　はっぽふたがりん　なてしまたは

「借金だ、幸不幸への支出だって、もう八方塞がりになってしまったよ」

はづまぎ [haⁿdzɯ̈magï] ［名］ 鉢巻。［及 227］

【例】 はづまぎして　がんばったなが

「鉢巻をして頑張っているのかい」

はで [hade]̝ ［連語］ さて。［続 302］

【例 1】はで、きょうあ　あおおのとりでも　えぐが
「さて、今日は山菜採りにでも行こうか」

【例 2】えそがすぐ　なてきたはげぁ、はで、こうして　いらんねぁな
「忙しくなってきたから、さて、こうしてはいられないな」

はで [hade]̝ ［接］ さて。［続 302］

はで [hade]̝ 道でない雪の降り積った所。人の歩いていない雪の積っている所。［同］はでこ。はで
こやら。はでやら。。［及 106］

はでこぎ [hadek̝oŋï] 新雪や道のついていない積雪のところを歩くこと。［及 106］

【例】 今日あ　いづにづ　はでこぎさへらっだ

「今日は一日中人の歩かない雪のところを歩かされたよ」

深い雪の道のついてない雪のところを歩くことを「こぐ」といっている。また、これは、水の中を

歩くことも「こぐ」と使う。

はどめぁ [hadomɛ] 庭や表通りに面した座敷の板戸のある所。［及 52］

【例】 はどめぁがら　でへぁりすんなよ

「はどめぁから、出入りするなよ」

はながじぇ [hanagaⁿdʒe]̝ 鼻風邪。［続 303］

【例】 はながじぇ　ひだんだが、めっぽ　はなみずあ　でる　おんだ

「鼻風邪を引いたのだろうか、滅法鼻水が出るもんだ」

はなくそ ［名］ 賄賂。［及 227］
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はなす

【例】 あれどさだば　はなくそでも　かへでみろ、すぐ　きく

「あいつになら、賄賂でもやってみろよ、直ぐ利くから」

はなす ［名］ 話。［及 227］

【例】 てぁでの　ごどだば　はなすすっど　わがる　おんだ

「大抵のことは、話をすると、分るもんだよ」

はなすえぁ [hanasɯ̈ɛ] 話合い。［続 303］

【例】 これぁ　むらの　したずど　はなすえぁしねぁど　まどまらねぁな

「これは村の人達と話合いをしないと、纒まらないね」

はなすげぁー [hanasɯ̈ŋɛː] 話甲斐。［続 303］

【例】 これだげ　はなすしても　わがらねぁなが、はなすげぁーのねぁ　しとな　おんだ

「これだけ話しても分らないのかい。話甲斐のない人なもんだ」

はなずらもど [hanaⁿdzɯ̈ramodo] 目の前。［続 303］

【例】 おわ　はなずらもどに　あっでぁ　えぐ　めねぁ　おんだ

「自分の目の前にあるじゃないか、よく見えないもんだ」

はなたれこんぞ [hanatarek̝oɴⁿdzo] 洟垂れ小僧。［続 303］

【例 1】この　はなたれこんぞあ、ほら、まだ　はな　たらしった
「この洟垂れ小僧が、ほうら、また洟を垂らしている」

【例 2】はなたれこんぞの　くへん、なに　ゆてんなだ
「洟垂れ小僧のくせに、何をいってるんだ」

はなっつぁぎ [hanattsagï] 鼻先。［続 303］

【例 1】おれぁ　ゆたて　はなっつぁぎで　あすらてる
「私がいったって、鼻先であしらってるよ」

【例 2】はなっつぁぎに　あんな　めねぁなが
「鼻先にあるのが見えないのか」

はなっぱすら [hanappasɯ̈ra] 鼻っ柱。［続 303］

【例】 〇〇だば　はなっぱすら　つえ　おんで、のず　とす　つもりで　いんなだ

「〇〇なら鼻っ柱が強いもので、自分のいい分を通すつもりでいるんだ」

はなぱす ［名］ 鼻つぱしら。むこう気。［及 31］

【例】 〇〇だば　はなぱす　つえさげぁな

「〇〇なら鼻つぱしらが強いからな」

はなぱす ［名］ 鼻っぱし。むこう気。［及 228］

【例】 あれだば　はなぱすの　つえ　ほだ

「あいつなら、鼻っぱしの強い方だね」

はなばなす [hanabanasɯ̈] ［形］ 華華しい。［続 303］
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はばひれ

【例】 つがごろの　けっこんすぎあ　はなばなす　おんだ　けぃひも　かがんべな

「近頃の結婚式は華華しいものだね、経費もかかるだろうな」

はなみね [hanamïne]̝ 鼻筋。［続 303］

【例】 あの　しとだば　はなみねの　はした　えぇ　おどごだな

「あの人なら、鼻筋の通ったいい男だね」

はぬう [hanɯ̈ɯ̈] 小布を沢山つなぎ合わせること。小布を縫い合せること。［及 59］

【例】 この　つぎ　はぬて、こんぶぐろ　つぐんなよ

「この布を縫い合せて布袋を作るんですよ」

はねあり [hanea̝rï] 羽蟻。［続 304］

【例】 なずん　なっど　はねありあ　へぁて　きて、よんま　と　あげで　おがんねぁ

「夏になると、羽蟻が入って来て、夜戸を開けておけないね」

はねがね [haneŋ̝ane]̝ ［名］ 針金。［及 228］

【例】 はねがね　めぁでおげ

「針金を巻いておけよ」

はねげぁす [haneg̝ɛsɯ̈] ［四他］ 跳ね返す。［続 304］

【例】 ほんた　すずの　とらねぁ　ごど　いうなだば　はねげぁしてやれ

「そんな筋の通らないことをいうのなら、跳ね返してやれよ」

はねげぁり [haneg̝ɛrï] 跳ね返り。［続 304］

【例 1】あめで　ズボンさ　はねげぁりあ　つでしまた
「雨で、ズボンに跳ね返りが付いてしまったよ」

【例 2】えんだがの　はねげぁりあ　たいへんだな
「円高の跳ね返りは大変だね」

はねげぁる [haneg̝ɛrɯ̈] ［四自］ 跳ね返る。［続 304］

【例】 やまで、すばなの　ふむど　はねげぁっさげぁ　きぃつけろよ

「山で柴なんかを踏むと、跳ね返るから、気を付けろよ」

ぱぱ [papa] ［幼児語］ 煙草。［同］ぱっぱ。［続 304］

はばげる [habager̝ɯ̈] ［動］ もてあます。仕事をもてあますこと。［及 228］

【例】 いやあ、この　すごどだば　はばげでしまた

「いやあ、この仕事なら、もてあましてしまったよ」

はばげる [habager̝ɯ̈] ［動］ はばける。ひっかける。のどにひっかけること。［及 228］

【例】 ほんげぁ　おっきな　くうど　はばげんぞ

「そんなに大きいのを食べると、のどにひっかけるよ」

はばひれ [habahïre]̝ ［形］ 幅広い。［続 304］

【例 1】はばひれ　かだだな
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はぶでぁ

「幅広い肩だね」

【例 2】はばひれぐ　あぎねぁ　してっど
「幅広く商いをしているそうだ」

はぶでぁ [habɯ̈dɛ] 羽二重。［続 304］

【例】 はぶでぁなて、おらだみでぁだ　いながおのにあ　えんのねぁ　おんだな

「羽二重なんて、俺達みたいな田舎者には縁のないものだな」

ばふばふ [bahɯ̈bahɯ̈] ［副］ 大きい団扇などで扇ぐさま。これは、大きい団扇や巾の広い紙

などで扇ぐさまや、帶代裸の裾で風を起して歩くさまなどに使う。［同］ばほばほ。［続 304］

はもにか ハーモニカ。［及 52］

【例】 〇〇ちゃん　おら　はもにか　かて　もらた

「〇〇ちゃん、僕、ハーモニカを買ってもらったよ」

ばや ［連語］ ものか。もんか。［及 228］

【例 1】えぁづなの　なして　でけんばや
「あいつになんか、どうして出来るもんか」

【例 2】走れんばや
「走れるもんか」

はやぐず [hajagɯ̈dzɯ̈] 消防用鳶口。［続 304］

【例】 かずで　しゅずどうすっずぎあ、はやぐずも　わすんねぁで　もて　えげよ

「火事で出動する時は、消防用鳶口も忘れないで持って行けよ」

はやす [hajasɯ̈] ［四他］ 切る。特に包丁で食べ物を切ること。［続 304］

【例】 でぁごん　はやす　ずぎあ　こげぁする　おんだ

「大根を切る時はこうするものだよ」

はやずめぁ [hajaⁿdzɯ̈mɛ] 早仕舞。［同］はやずんめぁ。［続 305］

【例】 きょうの　すごどあ　おわたはげぁ　はやずめぁ　すんべ

「今日の仕事は終ったから、早仕舞にしようや」

はやばめぁ [hajabamɛ] 早場米。［続 305］

【例】 こどすも　はやばめぁ　だす　へずん　なたが　はえぁ　おんだな

「今年も早場米を出す季節になったか、早いものだね」

ばやばや [bajabaja] ［副］ うようよ。［同］ぐやぐや。ぐよぐよ。［続 305］

【例】 ほごの　みずたまりさ　ぎゃらくと　ばやばや　いだけ

「そこの水溜りに、お玉杓子がうようよいたっけ」

はやりやんめぁ [hajarïjaɴmɛ] 流行病。［続 305］

【例】 はやりやんめぁて　ゆえば、つかごろあ　かじぇひぎぐれぁの　おんだな

「流行病といえば、近頃は風邪引きぐらいのものだね」
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はらぐれ

はら
〇

あへ [haraaçe]̝ ［動］ しめし合せる。腹を合せる。恊力する。［及 228］

【例 1】えぁづら　はらあへでる　おんだはげぁ　いうごとあ　おんなしだ
「あいつら、しめし合せているものだから、いうことが同じたね」

【例 2】おめぁだ　はらあへで　がんばれ
「君達、恊力して頑張れよ」

はら
〇

あへ [haraaçe]̝ ［名］ 腹合せ。腹と腹を合せる。［及 228］

【例 1】さがな　はらあへする
「魚を腹の部分と腹の部分を合せる」

【例 2】ミニカ　はらあへして　おぐれ
「ミニカーは、腹の部分を合せて送りなさい」

はらあんべぁ ［名］ 胸糞。［及 228］

【例】 あの　やろに　あんたごど　ゆわっで　はらあんべぁ　わりくて　しよねぁ

「あの野郎にあんなことをいわれて、胸糞が悪くてしようがないよ」

はらあんべぁ ［名］ 腹具合。［及 228］

【例】 なに　くたんだが　どうも　はらあんべぁ　わりな

「何を食べてなのか、どうも腹具合が悪いな」

はらえっぺぁ [haraep̝pɛ] 腹一杯。［続 305］

【例】 んめぁどもて　はらえっぺぁ　くたら、はらくっつぐ　なてしまたは

「美味いと思って腹一杯食ったら、もう腹がくちくなってしまったよ」

はらえへ [haraeh̝e]̝ 腹癒せ。［続 305］

【例】 あんまり　ごしゃげっさげぁ、はらえへん　ありったげの　あぐでぁ　つで　きた

「余り腹が立つから、腹癒せにありったけの悪態を吐いてきたよ」

はらおっき ［形］ 太っ腹。寛大。妊娠して腹が大きい。［及 228］

【例 1】あの　おどごあ　はらおっき　おどごだ
「あの男は、太っ腹な男だ」

【例 2】おれぁえの嫁も　はらおっきぐなた
「うちの嫁も腹が大きくなったそうだ」

はらおっき 妊娠している。［及 16］

【例】 〇〇の　嫁も　はらおっきぐ　なたど

「〇〇の嫁さんも、妊娠したそうだ」

はらくっつ ［形］ 腹がきついこと。腹がいっぱいなこと。［及 228］

【例】 はらくっつくて　あどあ　かんねぁは

「腹がきつくて、あとは、もう食べられないよ」

はらぐれ [haraŋɯ̈re]̝ ［形］ 腹黒い。［続 305］
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はらごすれぁ

【例】 どうも　えぁずあ　はらぐれ　どご　あて、やだ　やろだな

「どうもあいつは腹黒いところがあって、嫌な野郎だな」

はらごすれぁ [haraŋosɯ̈rɛ] 腹拵え。［続 305］

【例】 までまで、えま　はらごすれぁ　してがら　えぐさげぁな

「待て待て、今腹拵えをしてから行くからな」

はらだだす [haraⁿdadasɯ̈] ［形］ 腹立たしい。［続 305］

【例】 はらだだすごど、ゆたとうり　すねぁはげぁ　やりなおすだは

「腹立たしいこと、言った通りにしないから、もうやり直しだよ」

はらちげぁのあに [haratsïŋɛnoanï] 異母兄。腹違いの兄。［及 7］

【例】 あれぁ　はらちげぁのあにだ

「あれは、腹違いの兄です」

類似の呼び方に「はらちげぁのあね―異母姉」、「はらちげぁのおどと―異母弟」、「はらちげぁのい

もと―異母妹」、「はらちげぁのきょうでぁ―腹違いの兄弟」などがある。

はらつかむ ［動］ こらえる。我慢する。［及 229］

【例】 こんどだげあ　だんまて　はらつかむ　おんだ

「今度だけは、だまってこらえるもんだ」

はらつげぁ [haratsɯ̈ŋɛ] 腹違い。［続 305］

【例】 おれど　おどうとあ　はらつげぁの　きょうでぁだあだ

「私と弟は、腹違いの兄弟なんだ」

はらとがし 下痢。［及 16］

【例】 はらとがしして　ひでぇ　めん　あたや

「下痢してひどい目にあったよ」

はらどげ [haraⁿdoge]̝ 腹時計。［続 306］

【例】 おれなの　はらどげで　ひるまん　なたな　わがんなだ

「俺なんか腹時計で昼になったのが分るんだ」

はらぱ 原っぱ。野原。［及 106］

【例】 あそごの　はらぱ　わらびあ　でっどごだ

「あそこの野原は、わらびの出るところだよ」

ばらへん [baraheɴ̝] ばら銭。小銭。［同］こじぇね。［続 306］

【例】 でんわ　かげでぁあだども　おめぁ　ばらへん　もてねぁが

「電話を掛けたいんだが、君ばら銭を持っていないかい」

ばり ［副助］ ばかり。［及 229］

【例】 おわばり　くたて　だめだべや

「自分ばかり食べたって駄目じゃないか」
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はれぁー

この語は、「ばん」ともいい、「いだぐする　ばんだ　はげぁやめろは―怪我をするばかりだから、

止めてしまいなさい」といった使い方をし、また、「ぱり」ともいい、「あれっぱり―あればかり」、

「これっぱり―こればかり」などの使い方をしている。

はりえぁー [harïɛ] 張り合い。［続 306］

【例】 はりえぁーの　ある　すごど　みつけで、いぎげぁ　かんずでっどごだ

「張り合いのある仕事を見つけて、生き甲斐を感じているところなんだ」

はりげぁー [harïgɛː] 張り替え。［続 306］

【例】 しょうずあ　あつこつ　さげだはげぁ、はりげぁー　しねぁんねぁな

「障子が、あちこち裂けたから、張り替えをしないといけないな」

はりさげ [harïsaŋe]̝ ［名］ 払い下げ。官物の売り払い。［及 229］

【例】 まぎ　こどしも　はりさげしてもらうべ

「薪を今年も払い下げしてもらおうよ」

はります [harïmasɯ̈] ［四他］ 張り回す。［続 306］

【例】 ゆぎあ　ふっど　えぐねぁはげぁ、えまの　うずん　そがぎ　はりますべ

「雪が降るといけないから、今のうちに、雪囲いを張り回そう」

はりまぶぎ [harïmabɯ̈gï] 旧二月頃の吹雪。この頃の吹雪は、粒がとても細かく、はりま（高
窓）の極く小さいすき間からも入るというので、この名がある。［及 106］

はりみづ めど。針穴。［及 59］

【例】 ばば　はりみづ　めねぁはげ　いど　としてころ

「お婆ちゃんは、めどが見えないから、糸を通して頂裁」

はりもず [harïmodzɯ̈] 拳骨。［続 306］

【例】 あんまり　きがねぁど　はりもずあ　とで　えぐぞ

「余りきかないと、拳骨が飛んでいくよ」

はるぎ [harɯ̈gï] 薪。薪は早春、まだ雪のあるうちに伐り出すので、春木といった。薪は国有林
から伐られるが、この箇所を共用林といい、国と部落民との間で契約を取り交わして、輪伐といっ

て、何年か毎に伐る方式になっている。この山を「はるぎ山」といっている。［及 74］

はるけさす ［動］ 色気が出る。［及 16］

【例】 あの　娘も　そろそろ　はるけさして　来たど　めで、めがすよん　なたな

「あの娘も、そろそろ色気が出て来た、とみえて、めかすようになったね」

はるさん [harɯ̈saɴ] 春蚕。はるご。［続 306］

【例】 こう　あたこぐなっど　はるさんも　そろそろ　むえるなは

「こう暖ったかくなると、春蚕もそろそろもう孵化するな」

はれぁー [harɛː] 払い。［続 306］

【例 1】かえしゃの　はれぁ　わりな
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はれぁごむ

「会社の払いが悪いね」

【例 2】むねあげの　おはれぁー　してもらうべ
「上棟式のお払いをしてもらおう」

はれぁごむ [harɛgomɯ̈] ［四他］ 払い込む。［続 307］

【例】 テレビの　りょうきんは　ゆうびんちょきんがら　はれぁごむ　ごどん　しったあだ

「テレビの料金は、郵便貯金から払い込むことにしているんだ」

はれぁさげ [harɛsaŋe]̝ 払い下げ。［続 307］

【例】 こうみんかん　たでる　もぐぜぁは　えぃりんしょがら　はれぁさげして　もらた

「公民館を建てる木材は、営林署から払い下げしてもらったよ」

はれおの [hareo̝no] 腫れ物。［続 306］

【例】 ないだべじゅ　こんたどさ　はれおのあ　でだ　おんだ

「どうしたんだろうね、こんなところに腫れ物が出たもんだよ」

はれぼってぁ [hareb̝ottɛ] ［形］ 腫れぼったい。［続 307］

【例】 ねぷそぐしたなが　おめぁの　まなぐあ　はれぼってぁぞ

「寝不足したのかい、お前の目は腫れぼったいよ」

はんかくせぁ [haɴkakɯ̥̈sɛ] ［形］ 馬鹿臭い。［続 307］

【例】 はんかくせぁ、おれぁ　ほんた　おぼごくせぁ　ごど　してる　ひま　ねぁな

「馬鹿臭いね、私はそんな子供臭いことをやってる暇はないよ」

ばんかだ [baɴkada] 夕方。［及 106］

【例】 おれぁえの　つぁつぁ　ばんかだんねぁば　けぁて　こねぁ

「うちのお父さんは、夕方でなければ、帰へって来ません」

ばんがわり [baɴŋawarï] ［名］ 交替。当番が代ること。［及 229］

【例】 田の　水　ばんがわりん　かげんべや

「田の水を交替で掛けようじゃないか」

はんぎり 木製たらい。たらい。［及 52］

【例】 へんたぐおの　はんぎりさ　へででころ

「洗濯物をたらいに入れておいて下さい」

ばんきり ［名］ 都度。その都度。［及 229］

【例】 なにが　あっど　ばんきり　おれぁどご　よぶ　おんだ

「何かあると、その都度俺を呼ぶもんだ」

はんぎりぼ [haɴŋïrïbo] 製炭用具の一種。火を消した炭を灰の中からさらい出す製炭用具。［及
67］

【例】 はんぎりぼあ　あだらすな　こしぇねぁんねぁな

「はんぎりほは、新しいのを作らないといけないな」
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はんちょめぁ

はんきわん 大きなお椀。木製のご飯を盛る大きなお椀。［及 52］

【例】 〇〇あ　はんきわんで　五へぁも　くうけ

「〇〇は大きなお椀で、五杯も食うだつけ」

ばんくるわへ [baɴkɯ̈rɯ̈wahe]̝ 番狂わせ。［続 307］

【例】 こんどの　へんきょうあ　ばんくるわへで　ひょうばんど　つかた　けっかん　なたな

「今度の選挙は番狂わせで、評判と違った結果になったね」

ばんげ [baɴŋe]̝ ［名］ 今夜。［及 229］

【例】 ばんげ　おれぁえさ　こえや

「今夜うちに来いよ」

ばんげぁー [baɴŋɛː] 番外。［続 307］

【例】 ばんげぁに、おまずりさ　〇〇おどり　へでころてが、みんな　なんたや

「番外に、お祭りに〇〇踊りを入れてくれってかい、みんなはどうだい」

はんけづ ハンカチ。ハンカチーフ。［及 60］

【例】 はんけづずあ、いづでも　きれだな　もて　ありぐおんだ

「ハンカチは何時もきれいなものを持って歩くものだよ」

ばんご [baɴŋo] 番号。［続 307］

【例】 でんわの　ばんご　わがらねぁて、んでぁ　ずさまの　なめぁで　かがったべ

「電話の番号が分らないって、それじぁお爺さんの名前で書いてあるだろうよ」

はんごろし [haɴŋorosï] ぼた餅。［続 307］

【例】 ぼだもず　はんごろして　いうな、こめ　すっかり　つぶさねぁはげぁだべ

「ぼた餅を半殺しというのは、米をすっかり潰さないからだろうね」

はんしょ [haɴʃo] 半鐘。［続 307］

【例】 はんしょあ　なるな、きょうあ　しょうぼの　きねんびだ　おんな

「半鐘が鳴るな、今日は消防の記念日だからな」

はんずれ [haɴⁿdzɯ̈re]̝ 外れ。［続 307］

【例 1】むらの　はんずれの　えだ
「村の外れの家だよ」

【例 2】これぁ、はんずれ　くずだな
「これは、外れくじだな」

はんだ ～筈だ。［及 229］

【例】 〇〇が　棚に　あるはんだ

「〇〇かい、棚にある筈だよ」

はんちょめぁ [haɴtʃomɛ] ［名］ 半人前。［及 229］

【例】 おめぁなの、まだ　しとの　はんちょめぁはんて　せる　おんでねぁ

527



はんつけぁた

「お前なんか、まだ人の半人前しか出来るものじゃないよ」

はんつけぁた [haɴtsɯ̥̈kɛta] ［連語］ ［卑語］ そんな。そんなの卑語。［及 229］

【例】 はんつけぁた　おの　いらねぁ

「そんたもの、いらないよ」

この語は、「はつけぁた」、「へぁつけぁた」、「へぁんつけぁた」、「ほつけぁた」、「ほんつけぁた」な

どとも使っている。

はんて ［係助］ しか。［同］はんと。［及 229］

【例】 これはんて　もて　こねぁなが

「これしか持って来ないのかい」

はんてぁ [haɴtɛ] ［名］ 反対。［及 230］

【例】 ほれだば　おら　はんてぁだな

「それなら私は反対だね」

はんでぁ 飯台。［及 52］

【例】 はんでぁさ　ひず　つで　くうな

「飯台に肘をついて食うな」

ばんと ［名］ しんばり棒。交通止め。［及 230］

【例 1】へぁりくづさ　ばんと　かたが
「入口にしんばり棒をかったかい」

【例 2】道路あ　崩っだはげぁ　ばんと　かわねぁ　だめだな
「道路が崩れたから、通交止めにしないといけないな」

〇

ばんと ［副］ ばっちり。はっきり。［同］ばちっと。［及 230］

【例】 ほんたごどあ　ばんと　いう　おんだ

「そんなことは、ばっちりいうもんだよ」

ばんどり ももんがぁ。りす科の哺乳動物で、樹上に棲み、夜行性で、前足と後足の間に皮膜があ

り、樹間を飛ぶ。［同］むささび。［及 94］

はんな [haɴna] 端綱。今は馬を飼っている家がなくなってしまったので、この語は、死語になっ
ている。［続 308］

はんぱおの ［名］ 半端物。［及 230］

【例】 これぁ　はんぱおのだはげぁ　安ぐ　まげるは

「これは、半端物だから、もう安く負けるよ」

ばんばかつか [baɴbakãtsɯ̥̈ka] 特に大きな鰍をいう。［続 308］

【例】 ばんばかつか　すめで　きた　これだば　かでぁくて　かんねぁんねぁべが

「大きな鰍を捕まえて来たよ、これなら堅くて食べられないではないだろうか」

はんばぎ [haɴbagï] はばき。わらやがまで作った脚絆。［及 60］
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ばんめぁ

【例】 ゆぎあ　ふてがらは　はんばぎ　ねぁど　ありがんねぁ

「雪が降ってからは、脚絆がないと、歩けないね」

ばんぽ 淫売婦。［及 79］

【例】 むがしあ　飲み屋にあ　ばんぽず　おのも　いだ　おんだ

「昔は、飲み屋に淫売婦という者がいたもんだ」

ばんぽ [baɴpo] 酌婦。売春婦。酌婦や売春婦で、売春をしていた者をいったが、今はこの語も死
語になった。［続 308］

ばんぼごり [baɴbogorï] 土ほこり。［及 106］

【例】 かじぇ　ある　おんださげぁ　ばんぼりあ　たて　ひでぇ

「風があるものだから、土ほこりが舞ってひどいよ」

ばんまま [baɴmama] 晩飯。夕飯。［続 308］

【例】 〇〇ちゃん　ばんままだはげぁ　えさ　へぁれは

「〇〇ちゃん、晩飯だから、もう家へ入りなさいね」

ばんめぁ [baɴmɛ] ［名］ 番。順番。［及 230］

【例】 ほら、こんだ　おめぁの　ばんめぁだぞ

「ほら、今度は、お前の番だよ」
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ひあすび

　

—ひ—

ひあすび [hïasɯ̈bï] 火遊び。［続 308］

【例】 かずんなる　もどだはげぁ　わらしたずあ　ひあすびなの　さんねぁぞ

「火事になる元だから、子供らは火遊びなんかされないよ」

ひいたぎ [ɸïːtagï] ［名］ 焚き火。［及 230］

【例】 こんた　どごで　ひいたぎ　しったなが　あぶねぁぞ

「こんな所で焚き火をしているのかい、危ないよ」

ひえしょ [hïeʃ̝o] 冷え性。［続 308］

【例】 おれぁ　ひえしょな　おんで、しとより　えっぺぁ　きてんなだ

「私は冷え性なもんで、人より沢山着ているんだ」

ひかがる [ɸïkagarɯ̈] ［動］ 引っ掛かる。［及 230］

【例】 ほごさ　ひかがっがや

「そこへ引っ掛かるかい」

ひかげぴら [hïk̥aŋep̝ïra] 余り日の当たらない斜面。これは、北向きの山の斜面で、余り日の当
たらない傾斜地をいう。［続 308］

ひかげる [hïk̥ager̝ɯ̈] ［下一他］ 引っ掛ける。［続 308］

【例】 この　はねがねあ　うさぎ　ひかげる　ひこぐす　こしぇぁんなだ

「この針金は、兎を引っ掛けるわなを作るんだ」

ひかさえる [hïk̥asaer̝ɯ̈] ［下一自］ 引かされる。［続 308］

【例】 わらしたずに　ひかさえる　おんだべな　まだ　もどたど

「子供らに引かされるものだろうな、また戻ったそうだ」

ひがすかじぇ [ɸïŋasɯ̥̈kaⁿdʒe]̝ 東風。［同］だしかじぇ。［続 309］

【例】 ひがすかじぇの　ごど　やまへて　いう　どごも　あんなだど

「東風のことを、やませというところもあるんだそうだ」

ひがだ [ɸïŋada] ［名］ 火形。火に当って脛についた赤い班点をいう。［及 230］

【例】 火さ　さっくばっど　すねさ　ひがだ　つぐぞ

「火に余り近よって当たると、脛に赤い班点がつくよ」

ひがだ [çïŋada] 裸の脛を火に暖ため赤い班点の出来たもの。［及 16］
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ひぎえぁ

【例】 ほんげぁ　さっくばっど、脛さ　ひがだ　つくぞ

「そんなに出て火にあたると、脛に赤い班点がつくよ」

ぴかっと [pïk̥atto] ［副］ ぴかりと。［続 309］

【例】 ごろごろ　ぴかっと　ひかたけあ　しとあめ　くんぺな

「ごろごろぴかりと光ったが、ひと雨来るだろうな」

ひがひが [hïŋahïŋa] ［名］ 甲高い声。きんきん声。［及 230］

【例】 ひがひがじゅこえな　おんで　耳あ　いでぁぐ　なる

「きんきん声なもんで、耳が痛くなるよ」

びがびが [bïgabïga] ［副］ ぎらぎら。光るさま。［及 230］

【例】 くれぁ　どごで　ねごの　まなぐあ　びがびがど　ひかたけ

「暗い所で、猫の目がぎらぎら光ったつけ」

ひがら [ɸïŋara] ［名］ 日数。［及 231］

【例 1】おぼごなすなの　ひがらせぁも　たでば　えぐなる
「お産なんか、日数さえたてばよくなるよ」

【例 2】入院したども　ひがらばり　くて　ながなが　えぐ　なるじゅあねぁ
「入院したんだが、日数ばかりたって、なかなかよくなりはしないよ」

ひからびる ［動］ 乾く。からからに乾く。［同］ひっからびる。［及 231］

【例】 この　さがな　ひからびでしまたは

「この魚は、からからに乾いてしまったよ」

ひぎ [ɸïgï] ［名］ ひいき。［及 231］

【例】 〇〇どさばり　ひぎして　やだ　ごど

「〇〇にばかりひいきして、嫌だこと」

ひぎ 低い。［及 31］

【例】 やっぱり　あぎどだな、腰あ　ひぎ　おん

「やっぱり商人だな、腰が低いもの」

ひぎあへる [hïgïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 引き合わせる。［続 309］

【例 1】この　さらさ　これど　これ　ひぎあへっど　えんねぁべが
「この皿に、これとこれを引き合わせるといいじゃないだろうか」

【例 2】ほっつど　こっつの　ちょうめん　ひきあへで　みんべ
「そっちとこっちの帳面を引き合わせてみよう」

【例 3】〇〇さんさ　ひぎあへで　もらうごどんした
「〇〇さんに引き合わせてもらうことにしたよ」

ひぎえぁ [ɸïgïɛ] ［名］ 引き合い。［及 231］

【例】 おれどご　ひぎえぁん　ださねぁたて　ええべ
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ひぎおの

「俺を引き合いに出さなくともいいじゃないか」

ひぎおの [ɸïgïono] ［名］ 引き物。［及 231］

【例】 ほうずの　ひぎおのん　さどでも　だすべ

「法事の引き物に、砂糖でも出そう」

ひぎくず [hïgïkɯ̈ⁿdzɯ̈] おが屑。［続 309］

【例】 ひぎくず　ほのままんして　おがねぁで　なげろよ

「おが屑をそのままにしておかないで、捨てなさいよ」

ひぎげぁ [ɸïgïgɛ] ［名］ 引き換え。［及 231］

【例】 ほの　ひぎげぁん　これ　やてころ

「その引き換えに、これをやってくれ」

ひぎげぁす [hïgïgɛsɯ̈] ［四自］ 引き返す。［同］ひっけぁす。［続 309］

【例 1】わすれおのして　ひぎげぁす　どごだあだ
「忘れ物をして、引き返すところなんだ」

【例 2】うすぎすっど　また　かじぇ　ひぎげぁすぞ
「薄着をすると、また風邪を引き返すよ」

ひぎこ [çïg̥ïko] 蛹化直前の蚕。まゆを作り始める蚕。［及 74］

【例】 こんだ　ひぎこ　なたはげぁ、まぶすさ　うづへは

「今度はまゆを作る蚕になったから、まぶしに移してしまいなさい」

ひぎねげ [hïgïneŋ̝e]̝ 轢き逃げ。［続 309］

【例】 〇〇で　ひぎねげずけん　あったど　ひで　ごど　する　おんだな

「〇〇で轢き逃げ事件があったそうだが、ひどいことをするものだね」

ひきらず ［名］ ひっきりなし。［及 231］

【例】 まづ　ひきらず　なにが　くてる　おんだ

「まあ、ひっきりなしに何か食っているもんだ」

ひぎる [hïgïrɯ̈] 蚕が上蔟すること。これは、蚕が充分成熟し上蔟するまでになることをいう。［続
309］

ひくなぎ せきれい。いしただぎに同じ。［及 94］

ひくめぐ [hïk̥ɯ̈meg̝ɯ̈] ［動］ しゃしゃり出る。ちょつかいを出す。うさうさする。［同］ひく

ひくて。ひくひくめぐ。ひっくらめぐ。［及 231］

【例 1】ひくめで　ほんた　おのまで　だして
「しゃしゃり出て、そんなものまで出して」

【例 2】ひくめぐど　ころぶぞ
「うさうさすると転ぶよ」

ひくる [hïk̥ɯ̈rɯ̈] ［四他］ 瞑る。［続 309］
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ひこぐす

【例】 〇〇ちゃん　まなぐ　ひくて　はやぐ　ねろよは

「〇〇ちゃん、目をつむってもう早く寝なさいよ」

ひげぁー [hïŋɛː] 被害。［続 309］

【例】 つかごろ　いねみずぞうむすの　ひげぁー　あつこつさ　ではて　きたな

「近頃、いねみずぞうむしの被害が、あちこちに出てきたね」

ひけぁーすず [hïk̥ɛːsɯ̈dzɯ̈] 控室。［続 310］

【例】 びょういんの　ひけぁーすずあ　かんじゃで　えっぺぁだけ

「病院の控室は患者でいっぱいだったな」

ひけぁーめ [hïk̥ɛːme]̝ ［名／ダナ］ 控え目。［続 310］

【例】 つっそひりょうあ　ひけぁーめん　やらねぁど　のびすぎで　よわぐ　そだずぞ

「窒素肥料は、控え目にやらないと、伸び過ぎて弱く育つよ」

ひげぁーり [hïŋɛːrï] 日帰り。［続 310］

【例】 かいすいよぐだば　ひげぁーりでぁ　えて　こらんねぁな

「海水浴なら、日帰りでは行って来られないな」

ひけぁる [hïk̥ɛrɯ̈] ［下一他］ 取り替える。［同］しけぁる。とけぁる。とっけぁる。［続 310］

【例 1】へんたぐきあ　ふるすぐなたはげぁ　ひけぁる　ごどん　すんべ
「洗濯機は古くなったから、取り替えることにしよう」

【例 2】これ、おめぁなど　ひけぁんべ
「これを君のと取り替えよう」

ぴけぁる [ɸïk̥ɛrɯ̈] ［動］ 手をつなぐ。手を引く。［及 231］

【例】 あぶねぁはげぁ　てひけぁで　えげよ

「危ないから、手をつないで行きなさいよ」

ぴけぁる [ɸïk̥ɛrɯ̈] ［動］ 控える。［及 231］

【例 1】住所　ひけぁる　紙あ　ねぁがな
「住所を控える紙がないかな」

【例 2】おどなすぐ　ほごさ　ひけぁでろよ
「おとなしくそこに控えておれよ」

【例 3】ひけぁすづ
「控え室」

ひごえ [ɸïŋoe]̝ 緋鯉。［続 310］

【例】 ひごえの　ながに　まごえも　いねぁど　ひっただねぁな

「緋鯉の中に真鯉もいないと、引き立たないね」

ひこぐす [ɸïk̥ogɯ̈sɯ̈] 針金のわな。これは、兎ややまどりなどを捕らえる針金で作った、一種
のわなである。［続 310］

533



ひこぐる

ひこぐる [hïk̥ogɯ̈rɯ̈] ［動］ 縛る。［同］ひっこぐる。［及 231］

【例】 こら、きがねぁど　ひこくて　おぐぞ

「こら、きかないと、縛っておくよ」

ひこぐる [ɸïk̥ogɯ̈rɯ̈] ［動］ 轢く。車でひくこと。［同］ひっこぐる。［及 232］

【例】 あんまり　スピード　出して　ありぐど　しと　ひこぐるんだはげぁ

「余りスピードを出してあるくと、人をひくんだから」

ひこす ［動］ 引っ越す。［及 232］

【例】 まづさ　ひこすながは

「町へ引っ越してしまうんですか」

びこたこ ［名］ びっこ。履物の左右別のものを履くこと。［同］びっこたっこ。かだっつがだっ

つ。［及 232］

【例】 はぎおの　びこたこ　へぁで　来たながは

「履物をびっこに履いて来てしまったのかい」

ひこたび 凹地。［及 106］

【例】 あそごの　ひこたび　んめねぁんねぁな

「あそこの凹地を埋めないといけないな」

ひこぬぐ [ɸïk̥onɯ̈gɯ̈] ［四他］ 引っこ抜く。引き抜く。［続 310］

【例】 ほの　たずがれん　なた　なすあ　ひこぬがねぁど　ほがんなさも　うずんぞ

「その立枯病に掛かった茄子は、引っこ抜かないと、他のにも移るよ」

ひこむ ［動］ 引っ込む。［及 232］

【例 1】ひこむ　ごどあ　ねぁべな　めぁさ　出はれや
「引っ込むことはないじゃないか、前に出ろよ」

【例 2】ほんげぁ　ただぐど　ひこむはげぁ　やめろ
「そんなにたたくと、引っ込むから止めろよ」

ひこめる [ɸïk̥omer̝ɯ̈] ［下一他］ 引っ込める。［続 310］

【例】 ほの　いだ　すこす　ひこめねぁど　そろわねぁな

「その板は少し引っ込めないと、揃わないな」

ひさらう ［動］ ［強調］ さらう。さらうの強調語。［及 281］

【例】 あの　やろ　おれぁえの　栗　みな　ひさらて　えてしまた

「あの野郎、うちの栗をみんなさらって行ってしまったよ」

ひじぇね [ɸïⁿdʒen̝e]̝ 日銭。［続 310］

【例】 めへだば　ひじぇねあ　へぁっさげぁ　え　おんだ

「店なら、日銭が入るからいいもんだね」

ひしぇる [hïʃ̥er̝ɯ̈] ［動］ 伏せる。物を伏せること。［及 232］
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ひしゃす

【例】 ほの　茶碗　あらたら　ひしぇで　おげよ

「その茶碗、洗ったら、伏せておきなさいよ」

ひしぇる [çïʃ̥er̝ɯ̈] 苗床に種を蒔くこと。直蒔でないもの。［及 74］

【例】 茄子の　種　ひしぇねぁんねぁな

「茄子の種を苗床に蒔かないといけないな」

ひしぇる [çïʃ̥ʃer̝ɯ̈] 冷える。［及 31］

【例】 今日あ　めっぽ　ひしぇるな

「今日はめっぽう冷えるね」

ひして [ɸïsït̥e]̝ 一日。［続 311］

【例】 おれぁえの　さずぎさ　ひして　てずだて　くえらんねぁべが

「うちの田植に、一日手伝ってもらえないだろうか」

ひしぬ ［動］ 餓死する。［及 232］

【例】 むがしあ　けがじで　ひしぬ　しとも　いでぁったど

「昔は、飢饉で、餓死する人もおったそうだよ」

びしゃ [bïʃa] ［名］ 叱ること。［及 232］

【例】 あんまり　きがねぁ　ずぎあ　びしゃあづげで　おけ

「あんまりきかない時は、叱っておけよ」

びしゃあずげる [bïʃaaⁿdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 叱りつける。［続 311］

【例】 あんまり　きがねぁ　ずぎあ　びしゃあずげで　おがねぁど　だめだ

「余りきかない時は、叱りつけておかないと、だめだよ」

ひしゃあへ [ɸïʃ̥aahe]̝ 冷や汗。［続 311］

【例】 ガードレールさ　ぶつかりそん　なて　ひしゃあへ　けぁだや

「ガードレールにぶっつかりそうになって、冷や汗をかいたよ」

ひじゃかげ [ɸïⁿdʒakage]̝ 膝掛け。［続 311］

【例】 ふゆん　なっど　さみ　おんだはげぁ　ひじゃかげ　かげで　すごど　してんなだ

「冬になると、寒いものだから、膝掛けを掛けて仕事をしているんだ」

ひじゃかぶ [çïⁿdʒakaᵐbɯ̈] ひざ。ひざがしら。ひざこそう。［同］ひじゃ。［及 12］

【例】 木さ　ひじゃかぶ　ぶつけで　いでぁがった

「木にひざがしらをぶっつけて、いたかったよ」

ひじゃこんぞ [ɸïⁿdʒakoɴⁿdzo] 膝小僧。膝頭。［同］ひじゃかぶ。［続 311］

【例】 ころで　ひじゃこんぞ　すりむえでしまた

「転んで、膝小僧をすりむいてしまったよ」

ひしゃす [ɸïʃ̥asɯ̈] ［形］ 久しい。［同］ひさす。［続 311］

【例】 こごさも　ひしゃすぐ　こねぁがったな、なんねんぶりで　きたべ
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ひしゃす

「ここにも久しく来なかったな、何年振りで来たろう」

ひしゃす [çïʃ̥asɯ̈] ［動］ 冷やす。［及 31］

【例】 やげどが、早ぐ　水で　ひしゃすど　え

「火傷か、早く水で冷やすといいよ」

ひしゃす [çïʃ̥ʃasɯ̈] 庇。［及 52］

【例】 ゆぎで　ひしゃすあ　いだだな

「雪で庇が痛んだな」

ひしゃすぶり ［名］ 久し振り。［及 232］

【例】 まづまづ、ひしゃすぶりだごど

「まあまあ、久し振りだね」

ぴしゃっと [pïʃ̥atto] ［副］ ぴしゃりと。［続 311］

【例 1】ぴしゃっと　ただぐ
「ぴしゃりと叩く」

【例 2】と　ぴしゃっと　たでる
「戸をぴしゃりと締める」

【例 3】どろあ　ぴしゃっと　かがた
「泥がぴしゃりと掛かった」

ひしゃひしゃ ［副］ ひやひや。冷めたい感じをいう。［及 232］

【例】 あへ　けぁだら　ひしゃひしゃて　つみでぁぐ　なて　きた

「汗をかいたら、ひやひやして、冷めたくなって来たな」

ひじゃまぐら [ɸïⁿdʒamagɯ̈ra] 膝枕。［続 311］

【例】 こごらあだりでぁ　ひじゃまぐらなの　する　しとあ　いねぁな

「ここらあたりでは、膝枕なんかする人はいないね」

ひじゃまずぐ [ɸïⁿdʒamaⁿdzɯ̈gw] ［四自］ 跪く。［続 311］

【例】 ひじゃまずで　あやまるまであ　ゆるさんねぁ

「跪いて謝まるまでは許されないよ」

ひしゃまま [ɸïʃ̥amama] 冷や飯。［同］ひやまま。［続 312］

【例】 てぃでんで　ひしゃまま　なたは

「停電で、冷や飯になってしまったよ」

ひじゃもど [ɸïⁿdʒamodo] 膝元。［続 312］

【例 1】かわ　あせぁくて　ひじゃもどまではんて　かがらねぁけ
「川が浅くて、膝元までしか掛からなかったよ」

【例 2】おやの　ひじゃもど　はなっで　くらすよん　なた
「親の膝元を離れて暮すようになったよ」
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ひたぐる

びしょっと [bïʃotto] ［副］ びっしょり。［同］びちょっと。ぴっちょり。［続 312］

【例】 あめで　びしょっど　ぬっだは

「雨で、びっしょり濡れてしまったよ」

びじょっと [bïdʒotto] ［副］ ぐしゃっと。［同］びちょっと。［続 312］

【例】 たまご　おどしたば　びじょっと　つぶっだけは

「卵を落としたら、ぐしゃっと潰れてしまったっけ」

びしょてぁ [bïʃotɛ] ［形］ だらしない。貧乏くさい。［及 232］

【例 1】ながしの　びしょてぁ　ごど　かだづげで　おげ
「流し（台所）のだらしないこと、片付けておきなさい」

【例 2】ではて　ありぐ　ずぎあ　びしょてぁ　かっこして　ありぐおんでねぁ
「出歩く時は、貧乏くさい格好をして歩くもんじゃないよ」

びしょてぁ [bïʃotɛ] 濡れて気持のわるいこと。貧乏くさいこと。特に台所が乱雑なこと。［及 31］

【例 1】にわが雨に　ふらっで、びしょてぁくて
「俄雨に降られて、濡れて気持が悪くて」

【例 2】ほがさ　えぐ　づぎあ　びしょてぁ　かっこして　ありぐ　おんでねぁ
「他所へ行く時は貧乏くさい格好して歩くもんじゃないよ」

【例 3】ながしあ　びしょてぁぐ　しておぐ　おんでねぁぞ
「台所は、乱雑にしておくものじゃないよ」

ひすぎれる [hïs̥ɯ̈gïrer̝ɯ̈] ［動］ 透き間があく。桶の板と板の間に、乾燥して、透き間が出来

ること。［及 232］

【例】 こが　おもでさ　おえっだば　ひすぎれでしまたは

「桶を外に置いていたら、乾燥して透き間が出来てしまったよ」

びすっと [bïsɯ̈tto] ［副］ ぴしりと。［続 312］

【例】 なんぼ　ゆたて　きがねぁ　ずぎあ　びすっと　しおぎ　しねぁど　だめだ

「いくらいってもきかない時は、ぴしりと仕置をしないと駄目だよ」

ひずつり 肘。［及 12］

【例】 まま　くう　づぎ　ひずつり　はんでぁさ　つぐな

「ご飯を食べる時、テーブルに肘をつくんじゃないよ」

ひそっと [ɸïs̥otto] ［副］ ひっそり。［続 312］

【例】 こごの　えあ　でんき　けして　ひそっとしてんども　からえだべが

「こごの家は電気を消して、ひっそりしているが、留守だろうか」

ひたぐる [ɸït̥agɯ̈rɯ̈] ［動］ ひったくる。急に奪う。［同］ひなぐる。［及 233］

【例】 しとの　おの　ひたぐりあがて

「人の物をひったくりやがって」
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ひたすおの

ひたすおの [ɸït̥asɯ̈ono] 浸し物。［同］おしたす。したすおの。［続 312］

【例】 しゅでこ　とて　きたはげぁ、ばんげあ　しゅでこの　ひたすおのでも　つぐんべ

「しおでを採って来たから、今夜はしおでの浸し物でも作ろうね」

びたっと ［副］ べったり。［同］びでぁっと。［及 233］

【例】 びたっと　はりづげで　おけ

「べったり張り付けておけよ」

ぴたっと ［副］ ぴたりと。ぴったり。［及 233］

【例 1】目の　めぁさ、車　ぴたっと　止またけ
「目の前に、車がぴたりと止ったつけ」

【例 2】ぴたっと　くつで　はがんねぁは
「ぴったりくっついて、剥がれなくなってしまった」

ひたでる [ɸït̥ader̝ɯ̈] ［下一他］ ひったてる。［続 312］

【例】 この　ふぐろあ　おもでぁくて　ひたでらんねぁ　なにあ　へぁったおんだべ

「この袋は重くてひったてられないよ、何が入っているんだろう」

ひだな いろりの上のつり棚。［及 52］

【例】 へどろ　ぬっだら、ひだなさ　あげで　おげよ

「わら沓が濡れたら、いろりの上のつり棚にあげておきなさいよ」

びだびだ [bïdabïda] ［副］ べたべた。［及 233］

【例】 手あ　びだびだだぞ　はやぐ　ふえで　来え

「手がべたべただよ、早く拭いて来なさい」

ぴたぴた ［副］ ひたひた。物の上に水が出るか出ないかぐらいつかること。［及 233］

【例】 ほの　煮おのの　水あ　ぴたぴたで　ええぞ

「その煮物の水は、ひたひたでいいよ」

ひだま [ɸïⁿdama] ［名］ 鬼火。人魂。狐火。［及 233］

【例】 おはががら　ひだま　ではたけど

「お墓から、鬼火が出たんだそうだよ」

びだまげ [bïdamage]̝ ［名］ 連敗。大敗。［及 233］

【例】 このだびの　大会であ　おらほあ　びだまげでぁった

「この度の大会では、うちの方は大敗だったよ」

びだらっ [bïdaraQ] ［副］ びたっ。蛙のような跳ね方をいう。［及 233］

【例】 びっきあ　びだらっ　びだらっと　来たけ

「蛙が、びたっ、びたっと来たつけ」

ひだりちょっけぁ [çïdarïtʃokkɛ] ひだりぎっちょ。左利き。［及 17］

【例】 えぁづあ　ひだりちょっけぁだ　おん
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びっきんくさ

「あいつは左利きだもの」

ひだりめぁ [ɸïⁿdarïmɛ] ［名］ 左前。家運の傾くこと。着物を左前に着ること。［及 233］

【例 1】あそごの　えあ　ひだりめぁだどは
「あそこの家は左前になってしまったそうだ」

【例 2】ほれであ　きおのあ　ひだりめぁだぞ
「それでは、着物が左前だよ」

ひだりめぁ 左前。左前に着物を着ること。［同］ひんだりめぁ。［及 60］

【例】 きおのあ　ほれだば　ひだりめぁだぞ

「それなら、着物が左前だよ」

びちょっと ［副］ びっちょり。［及 233］

【例】 びちょっと　つぶっでしまたながは

「もうびっちょり潰れてしまったのかい」

びちょぬれ ［名］ びしょ濡れ。［及 233］

【例】 ないだや　びちょぬれん　なて　来たながは

「なんだい、びしょ濡れになって来てしまったのかい」

びちょびちょ ［副］ びしょびしょ。ひどく濡れるさま。［同］びぢゃびぢゃ―びちゃびちゃ。び

ぢょびぢょ。［及 233］

【例】 にわが雨ん　ふらっで、きおのあ　びちょびちょん　なてしまた

「俄雨に降られて、着物がびしょびしょになってしまったよ」

ひっからびる [ɸïk̥karabïrɯ̈] ［上一自］ ひからびる。［続 312］

【例】 ほれぁまだ　あんまり　ひっからびっど　かんねぐなんぞ

「それは、余りひからびると、食べられなくなるよ」

ひっかわぐ [hïk̥kawagɯ̈] ［動］ 乾く。［及 234］

【例】 ひの　てっどさ　ほさねぁば　ひっかわぐじゃねぁべな

「陽の照ってい所へ干さなければ、乾く筈がないじゃないか」

びっき [bïkkï] 蛙。［続 313］

【例】 これだば　なに　ゆたて　びっきのつらさみずだ

「こいつなら、何をいっても蛙の面に水だよ」

びっきおよぎ [bïkkïojoŋï] 蛙泳ぎ。平泳ぎ。［続 313］

【例】 〇〇ちゃん　およぐ　ずぎあ　いずでも　びっきおよぎばんだな

「〇〇ちゃんが泳ぐ時は、何時でも蛙泳ぎばかりだね」

びっきのつらさみづ 蛙の面に水。どんな仕打にも、しゃあしゃあしていることのたとえであ

る。［及 234］

びっきんくさ [bïᵏkïɴkɯ̈̃sa] おおばこ。おおばこ科の多年草。［及 94］
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びっくら

【例】 びっきんくさも　くそりん　なっど

「おおばこも薬になるそうだよ」

びっくら ［名］ びっくり。［及 234］

【例】 ああ　びっくらした、急に　おっき　声　出すおんだ　おん

「ああびつくりした、急に大きい声を出すんだもの」

ひっくりげぁす [hïk̥kɯ̈rïgɛsɯ̈] ［動］ ひっくり返す。［及 234］

【例】 ほれ　ひっくりげぁすなよ

「それ、ひっくり返えすなよ」

ひっくりげぁる [ɸïk̥kɯ̈rïgɛrɯ̈] ［四自］ 引っ繰り返る。［続 313］

【例】 おにがらて　ひっくりげぁっど　ながなが　おぎんねぁおんだな

「かぶとむしって、引っ繰り返ると、なかなか起き上がれないものだね」

ひっけぁー [ɸïk̥kɛː] 引き換え。［続 313］

【例】 この　けんど　ひっけぁーん、ハエカラだ　なべ　くえんなだど

「この券と引き換えに、ハイカラな鍋をくれるんだそうだ」

ひっけぁす [hïk̥kɛsɯ̈] ［動］ 引っ返す。引き返す。［及 234］

【例】 なして　ひっけぁして　きたな、わすおのでも　したなが

「なぜ引っ返えして来たの、忘れ物でもしたのかい」

ひつげる [hït̥sɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ くっつける。［同］くつげる。ひっつける。［及 234］

【例】 ほんげぁ　ひつげねぁで　ゆえろや

「そんなにくっつけないで植えろよ」

ひっこげる [ɸïk̥oger̝ɯ̈] ［下一自］ こける。やせる。［続 313］

【例】 としょたば　ひっこげで　しわくちゃん　なてしまた

「年寄ったら、こけて皺くちゃになってしまったよ」

びっこたっこ [bïkkotakko] ［名／ノダナ］ 不揃い。これは、履物のように揃いのものが不揃

いだったり、右左が別のものであったりすることをいう。［続 313］

【例】 おめぁの　ズックあ　びっこたっこだぞ、かだっぽあ　だれぁな　へぁで　きたあだ

「お前のズックは不揃いだよ、片方は誰のを履いてきたんだ」

ひっこぬぐ [ɸïk̥konɯ̈gɯ̈] ［四他］ 引き抜く。［続 313］

【例 1】でぁごんばだげさ　くさ　おえで　きたはげぁ　ひっこぬえで　おげよ
「大根畑に草が生えてきたから、引き抜いておけよ」

【例 2】〇〇さん　〇〇かえしゃさ　ひっこぬがっだど
「〇〇さんは、〇〇会社に引き抜かれたそうだ」

ひづず ~ ひつじ。緬羊。［及 94］

【例】 ひづずなの　かう　えあ　なぐなたなは
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ひっぺがす

「緬羊なんか飼う家はなくなってしまったな」

びったら 平ら。高低や凹凸のないこと。［及 234］

【例】 こご　ひったらん　すんべ

「ここを平らにしようよ」

びったらこえ ［形］ 平べったい。平らだ。［同］べったらこえ。［及 234］

【例】 この　いしあ　びったらこえ　いしだな

「この石は平べったい石だな」

びっちゃ [bïttʃa] ぬかるみ。［同］ぐっちゃ。［続 313］

【例】 えまだば　どうろあ　みな　ほそうしてっさげぁ　びっちゃなの　ねぁなは

「今なら道路はみな舗装しているから、ぬかるみなんかなくなってしまったよ」

ひっつぁぐ [ɸït̥tsagɯ̈] ［四他］ 引き裂く。［同］しちゃばぐ。しっちゃばく。ひちゃばぐ。ひ

っちゃばぐ。［続 314］

【例】 〇〇ちゃん　ズボン　ひっつぁで　きたながは

「〇〇ちゃん、ズボンを引き裂いてきてしまったのかい」

びつっと [bïtsɯ̈tto] ［副］ びっしり。［続 314］

【例】 りんご　ほの　はごさ　ほんげぁ　びつっと　つめだら　きずあ　つぐべや

「りんごをその箱に、そんなにびっしり詰めたら、傷が付くだろうや」

ぴつっと [pït̥sɯ̈tto] ［副］ ぴっちり。［続 314］

【例】 この　ズックだば　おれぁ　あすさ　ぴつっと　あうな

「このズックなら、私の足にぴっちり合うね」

びっつり ［副］ びっしり。すきまなく。［同］びっつら。［及 234］

【例】 あんまり　びっつり　つめんな

「あんまりびっしり詰めるなよ」

ひっぱがれる [ɸïp̥paŋarer̝ɯ̈] ［下一自］ ［強調］ 剥がれる。剥がれるの強調語。［同］すっ

ぱがれる。［続 314］

【例】 ほんた　はりがだすっど　そんま　ひっぱがって　しまうぞ

「そんな張り方をすると、直きに剥がれてしまうよ」

ひっぱげる [ɸïp̥paŋer̝ɯ̈] ［下一自］ ［強調］ 剥げる。剥げるの強調語。［続 314］

【例】 かんばんの　ずあ　ひっぱげで　きたはげぁ　かぎげぁ　ねぁんねぁな

「看板の字が剥げてきたから、書き替えないといけないな」

ぴっぴ [pïppï] 呼び子。［続 314］

【例】 やがます　ごど　えん　ながで　ぴっぴ　ふぐ　おのあねぁべな

「喧しいこと、家の中で呼び子を吹く奴があるものか」

ひっぺがす [hïp̥peŋ̝asɯ̈] ［動］ ［俗語］ ひっぱがす。［同］ひぺがす。［及 234］
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ひてぁ

【例】 台風で、屋根あ　ひっぺがさっでしまた

「台風で、屋根がひっぱがされてしまったよ」

ひてぁ [çït̥ɛ] 炭がまの口の柱石に乗せる角石。［及 75］

【例】 ひてぁにする　石　たがてころ

「柱石に乗せる石を持ってくれよ」

ひてぁこぶ [ɸït̥ɛkobɯ̈] 額。［同］でんび。ひてぁ。［続 314］

【例】 はすらさ　ひてぁこぶ　ぶつけだど

「柱に額をぶっけたそうだ」

ひでぇ [̥hïⁿde̝ː ] ［形］ ひどい。［及 234］

【例】 まづ　ひでぇごど　する　おんだ

「なんとまあ、ひどいことをするもんだ」

ひどこ [ɸïⁿdoko] 窪地。［同］ひど。［続 314］

【例】 この　さわの　おぐの　ひどこんどさ　ふぎあ　でっだけ

「この沢の奥の窪地のところに蕗が出ておったよ」

ひどる [hïⁿdorɯ̈] ［動］ 乾かす。衣類などを手に持って、火で乾かすこという。［及 235］

【例】 ひどてがら　きねぁど　かじぇ　ひぐぞ

「乾かしてから着ないと、風邪をひくよ」

びどる [bïⁿdorɯ̈] ［動］ 反る。反りかえること。［同］びぞる。びんぞる。びんどる。［及 235］

【例】 びどるはげぁ　けぁしけぁし　ほさねぁんねぁ　おんだ

「反るから、ひっくり返えしながら乾さないといけないものだよ」

ひどろ [ɸïⁿdoro] 湿田。［続 314］

【例】 おれぁえの　しもの　た　ひどろだ　おんだはげぁ　ぬがて　ひで　おんだ

「うちの下の田は湿田なものだから、ぬかってひどいものだよ」

ひなくせぁ [ɸïnakɯ̥̈sɛ] ［形］ きな臭い。［同］きなくせぁ。［続 315］

【例】 ないだ　どごが　ひなくせぁんねぁが

「なんだ、何処かきな臭いじゃないか」

ひなたばこ [ɸïnatabako] 日向ぼっこ。［続 315］

【例】 ずさま　ひなたばこが　はるん　なたば　あたこぐなて　えな

「お爺さん、日向ぼっこかい、春になったら、暖ったかくなっていいね」

ひにずまえにず [ɸïnïdzɯ̈maen̝ïdzɯ̈] 毎日。［続 315］

【例】 ひにずまえにず　さんどさんど　ままずめぁ　すんなも　らぐんねぁ　おんだぜぁ

「毎日三度三度炊事をするのも、楽じゃないものだよ」

ひにづ ［名］ 日にち。［及 235］

【例】 ひにづ　まづげぁねぁで　こえよ
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ひびぐ

「日にちを間違えないで来いよ」

ひねずる [ɸïne̝n dzɯ̈rɯ̈] ［四他］ つねる。［同］ひねぎる。ひんねずる。［続 315］

【例】 おかぁさん、ねぇちゃん　おれぁどご　ひねずる

「お母さん、姉ちゃんが、私をつねるよ」

ひのす 火のし。アイロン。［及 60］

【例】 ひのすて　えまで　ゆえば　アイロンだな

「火のしって、今でいうなら、アイロンだな」

ひのず ［名］ 強情。［及 31］

【例】 ひのず　つぱたて　でげねぁ　ごどあ　でげねぁあだ

「強情をはっても、出来ないことは出来ないんだよ」

ひのずつる [ɸïnoⁿdzɯ̈tsɯ̈rɯ̈] ［四他］ いい張る。［同］ひのずつっぱる。［続 315］

【例】 この　わらすだば、ひのずつる　おんで　しとの　いう　ごどなの　きがねぁあだ

「この子ったら、いい張るもんで、人のいうことなんかきかないんだよ」

ひのずはる ［動］ いい張る。［及 235］

【例】 ほんげぁ　ひのずはらねぁで　おやの　いう　ごども　きぐ　おんだ

「そんなにいい張らないで、親のいうこともきくものだよ」

ひのなが [ɸïnonaga] ［名］ 日中。［同］ひるひなが。［及 235］

【例】 この　ひのながから　ねぷかぎがは

「この日中に居眠りしてるのかい」

ひのめぁ [ɸïnomɛ] ［名］ 午前。午前中。［及 235］

【例】 あしたの　授業あ　ひのめぁばんだな

「明日の授業は午前中だけだな」

ひぱだぎおづる [hïp̥adagïodzɯ̈rɯ̈] ［動］ ［強調］ 落ちる。落ちるの強調語。［及 235］

【例】 ほんたどさ　あがっど　ひぱだぎおづんだはげぁな

「そんな所に上ると落ちるんだからな」

ひぱだぐ [hïp̥adagɯ̈] ［動］ ひっぱたく。［及 235］

【例】 この　やろ　おれどご　ひぱだぐが

「この野郎、俺をひっぱたくのか」

ひぱる ［動］ 引っ張る。［及 235］

【例】 ほんげぁ　ひぱんなや　そであ　きれんぜは

「そんなに引っ張るなよ、袖が裂れてしまうよ」

ひびぐ [ɸïbïgɯ̈] ［四他］ 引き抜く。これは、作物を間引いたり、草を引き抜く意味にだけ使う

言葉である。［続 315］

【例 1】なっぱ　えっぺぁ　おえだおん　ひびがねんねぁな
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ひびらぐ

「菜が沢山生えたから、間引かないといけないな」

【例 2】やすぎの　くさ　ひびで　おげよ
「屋敷の草を引き抜いておけよ」

ひびらぐ [hïbïragɯ̈] ［動］ 響く。［及 235］

【例】 どうもんの　ながずあ　ひびらぐ　おんだな

「トンネルの中って、響くもんだね」

ひびらぐ [çïbïragɯ̈] ［動］ 響く。［及 31］

【例】 さがでみろ、山がら　山さ　ひびらぐはげぁ

「叫んでみなさい、山から山にひびくから」

ひぶぐれ [ɸïbɯ̈gɯ̈re]̝ 火傷。［続 315］

【例】 やがんの　あつなさ　うで　くつげだら　ひぶぐれ　なてしまた

「薬缶の熱いのに腕をくっつけたら、火傷をしてしまったよ」

ひべぁ [ɸïbɛ] ［名］ 火についている灰。熱い灰。［及 235］

【例】 あおぐど　ひべぁ　とぶはげぁ　あおぐな

「扇ぐと、火についている灰が飛ぶから、扇ぐなよ」

ひへがす [ɸïɸeŋ̝asɯ̈] 日めくり。毎日剥ぐ暦。［同］ひはがす。［続 315］

【例】 つかごろあ　ひへがすなの　あんまり　みらんねぁなは

「近頃は、日めくりなんて余り見られなくなってしまったね」

ひぺがす [hïp̥eŋ̝asɯ̈] 引っ剥がす。［同］ひっぺがす。［続 315］

【例】 ばんそうこ　ひぺがす　ずぎ　ふぐだけ　ひぱらっで　いでぁったら

「絆創膏を引っ剥がす時、産毛が引っ張られて痛いったら」

ひぼ 紐。［及 60］

【例】 ほごの　ひぼ　とてくんねぁが

「そこの紐をとってくれませんか」

ひぼごり [hïbogorï] 火の粉。［続 316］

【例】 ほんげぁ　たぎつり　いずんな　ひぼごり　たて　しやねぁ

「そんなに燃えさしをいじるなよ、火の粉が飛んでしようがないよ」

ひぼつぎ [hïbotsɯ̈gï] 紐付き。［続 316］

【例】 むがすあ　わらしたずの　きおのあ　みな　ひぼつぎでぁった　おんだ

「昔は子供らの着物は、みな紐付きだったものだよ」

ひぽろぎおずる [ɸïp̥orogïodzɯ̈rɯ̈] ［強調］ 落ちる。落ちるの強調語［同］ひぱだぎおずる。

［続 316］

【例】 ほんたどさ　あがっど　ひぽろぎおずで　けがすんぞ

「そんなところへ上がると、落ちて怪我をするよ」
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ひょえっと

ひまがる [hïmagarɯ̈] ［動］ ひんまがる。［及 235］

【例 1】これあ　くづあ　ひまがるほど　しょっぺぁな
「これは、口がひんまがる程塩からいな」

【例 2】ほんたごど　すっさげぁ　みろ、針金あ　ひまがてしまた
「そんなことをするから、みない、針金がひんまがってしまった」

ひまだれ ［名］ 雑用。雑用で仕事がつぶれること。［及 236］

【例】 ないだが　このじゅあ　ひまだればんで

「なんだか、近頃は雑用ばかりで」

ひめぁー [hïmɛː] 日日。［続 316］

【例】 ほっつの　すごとさ　かがるにあ　まだ　ひめぁ　あるな

「そっちの仕事に掛かるには、まだ日日があるね」

ひゃくしょ [ɸjakɯ̥̈ʃo] 百姓。［続 316］

【例】 こめだの　おおとだのの　ゆにゅうもんでぁであ　ひゃくしょも　あだま　いでぁな

「米だとか桜桃なんかの輸入問題では、百姓も頭が痛いね」

ひゃぐにづばな [çagïnïdzɯ̈bana] 百日草。きく科の草花。［及 94］

【例】 おめぁえの　ひゃぐにづばな　きれだごど

「お宅の百日草はきれいですね」

ひゃぐにんしゅ [ɸjagɯ̈nïɴʃɯ̈] 百人一首。［続 316］

【例】 わげぁずぎあ　みんなして　ひゃぐにんしゅで　あすだ　おんだ

「若い時は、皆で百人一首で遊んだものだよ」

ひやっと [ɸïjatto] ［副］ ひやりと。［続 316］

【例】 おいごす　すんべどもて　ではたば、めぁがら　くるま　きて、ひゃっとした

「追い越しをしようと思って出たら、前から車が来て、ひやりとしたよ」

ひやみし [ɸïjamïsï] 冷や飯。［続 316］

【例】 ひゃくしょの　ひやみし　くいて　いうども、やりがだでぁ　えぇ　しゅうにゅうん　なん

ぜぁ

「百姓の冷や冷飯いというが、やり方ではいい収入になるよ」

ひょえっと [pjoet̝to] ［副］ どうかすると。もののはずみで。［及 236］

【例】 ひょえっとした　ひょうしで　声あ　出ねぁぐなたなよ

「何かのはずみで、声が出なくなったんだよ」

ひょえっと [pjoet̝to] ［副］ ひょつこり。急に。［同］びょえっと。ひょえら。びょえら。ひょ

こっと。ひょっこら。［及 236］

【例】 ひょえっと　つら　だす　おんだおん　どでしたべや

「ひょつこり顔を出すものだから、びっくりしたじゃないか」
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ひょーろぎ

ひょーろぎ [ɸjoːroŋï] ちょろぎ。これは、しそ科の多年草で、塊茎は食用になるところから、栽
培されている。［続 316］

ひょこっと [ɸjokotto] ［副］ ひょっこり。［同］ひょえっと。ひょっこら。［続 317］

【例】 きょう　〇〇さんが　ひょこっと　きたけ

「今日、〇〇さんがひょっこり来たっけ」

ひよとり 日雇。［及 79］

【例】 冬ん　なっど　ひよとりも　なぐなるな

「冬になると、日雇の仕事もなくなるな」

ひょろっと ［副］ ひょろりと。［及 236］

【例】 あれあ　ひょろっと　なんげぁ　体　してるな

「あれは、ひょろりと長い体をしているな」

この語は、「ひょろんと」ともいい、「ひょろこなんげぁ―ひょろながい」、「ひょろなんげぁ―ひょ

ろながい」などの使い方がある。

ひょろなんげぁ [ɸjoronaɴŋɛ] ［形］ ひょろ長い。［続 317］

【例】 この　はな　ひかげさ　ゆえだら、ひょろなんげぁぐなて　えだ　でねぁな

「この花は、日影に植えたら、ひょろ長くなって、枝が出ないな」

ひら 斜面。傾斜地。［及 106］

【例】 むごうの　ひらさ　わらび　とりん　えて　くんなだ

「向うの斜面にわらびを採りに行って来るんです」

ひらか [ɸïraka] げんごろう。これは、げんごろう科の水棲甲虫で、池や沼などに棲息している昆
虫である。［続 317］

ひらっと [ɸïratto] ［副］ ひらりと。［続 317］

【例】 ちょうちょ　すめんべどもて　て　だしたら　ひらっと　ねげだけ

「蝶蝶を捕まえようと思って手を出したら、ひらりと逃げたっけ」

ひらてぁ [ɸïratɛ] ［形］ 平たい。［続 317］

【例 1】この　やま　ゆえのほあ　ひらてぁなだ
「この山は上の方は平たいんだよ」

【例 2】ほれぁ　ひらてぁぐ　いうど　こゆ　ごどだべ
「それは平たくいうと、こういうことだろう」

ひらわがじぇ [hïrawagaⁿdʒe]̝ 役のついていない住込みの雇人。［及 8］

【例】 あれぁ　わげぁ　おんだはげぁ　まだ　ひらわがじぇだおん

「あれは若いものだから、まだ役のない雇人なんだよ」

ひりょーでぁ [ɸïrjoːⁿdɛ] 肥料代。［続 317］

【例】 たなの　はだげさなのさ　つかう　ひりょーでぁも　ばがんならねぁ　おんだな
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ひんこ

「田や畑なんかに使う肥料代も、馬鹿にならないものだな」

ひる ［動］ 乾く。［及 236］

【例】 はやぐ　ひるよん　ひろげでおげ

「早く乾くように広げておきなさい」

ひるあがり [ɸïrɯ̈aŋarï] ［名］ 昼食に帰宅すること。［及 236］

【例】 ほれぐれぁんして　ひるあがりすろは

「それぐらいにして、もう昼食に帰へろうよ」

ひるおり ［名］ 昼食後仕事に出ること。［及 236］

【例】 ひるおりの　ずぶんだべはな

「昼食後の仕事に出る時間だろうな」

ひるまま [ɸïrɯ̈mama] 昼飯。［同］ひるみし。［続 317］

【例】 きょうあ　えの　つけぁぐで　はだらぐあだはげぁ　ひるまま　いらねぁ

「今日は家の近くで働くんだから、昼飯はいらないよ」

ひれ [çïre]̝ 広い。［同］ひろえ。［及 31］

【例】 ひれ　ざすぎだな

「広い座敷だな」

びれる [bïrer̝ɯ̈] ［下一自］ 甘える。［同］あめぁる。そべぁる。［続 317］

【例】 〇〇ちゃんは　ばさまどご　すぎで、まず　ばさまどさ　びれる　おんだ

「〇〇ちゃんは、お婆さんが好きで、まぁ、お婆さんに甘えるもんだ」

ひろいおの [ɸïroïono] 拾い物。［続 317］

【例】 えま　ほごで　ひろいおの　して　きたども　だれぁ　おどしたあだべ

「今、そこで、拾い物をして来たが、誰が落としたんだろう」

ひろこ のびる。ゆり科の多年草。［及 94］

【例】 なえだて　おめぁまだ　えぐ　ひろこなの　とて　きたごど

「まあ、あなたは、よくのびるなんか摘んで来ましたね」

ひろぱ ［名］ 広場。［及 236］

【例】 道路で　あすばねぁで　ひろぱで　あすべ

「道路で遊ばないで、広場で遊びない」

びろびろ ［名］ 帯代裸。［同］びろしゃら。［及 236］

【例】 なんだ　びろびろて　ありぐどごあ

「なんだ、おびしろはだかで歩くなんて」

びんがだ [bïɴŋada] 雪山を作り瓶を滑べらせる遊び。これは、雪の山にうず巻き状に、瓶の滑
べる道を作り、瓶を上から滑らせて遊ぶ遊びの一種であるが、今の子供はしていない。［続 318］

ひんこ ［名］ 品行。行い。品。品位。［及 236］
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びんしゅ

【例 1】あの　しとあ　ひんこの　ええ　しとだな
「あの人は、品行のいい人だね」

【例 2】〇〇さんあ　ひんこの　ある　しとだ
「〇〇さんは、品位のある人だね」

びんしゅ ［名］ 祝宴。結婚式の翌日、式に招かなかった、隣近所の人や知人等を招いて行う祝

宴をいう。［同］びんしゅう。［及 237］

【例】 今日あ、〇〇さんの　びんしゅさ　よばっだ

「今日は、〇〇さんの結婚式後の祝宴に招ばれたよ」

びんぞる ［動］ のけぞる。［同］びんどる。［及 237］

【例】 すらんねぁはげぁ　もと　びんぞれや

「剃られないから、もっとのけぞれよ」

びんどろ [bïɴⁿdoro] 覗き眼鏡。これは、箱の中に絵が入れてあり、レンズを覗くと、絵を移動
させて見せる見せ物の一種である。今はこれを見せに歩く商売人はいなくなった。［続 318］

ひんなぐる [hïɴnagɯ̈rɯ̈] ［動］ ひったくる。急に奪い取る。［同］ひなぐる。［及 237］

【例】 なんだ　しとの　おの　ひんなぐりあがて

「なんだ　人の物をひったくりやがって」

ひんぬぐ [hïɴnɯ̈gɯ̈] ［動］ ［強調］ 拔く。拔くの強調語。［及 237］

【例】 ほごらあだりの　草でも　ひんぬえで　おげ

「そこらあたりの、草を拔いておけよ」

ひんねず [ɸïɴned̝zɯ̈] ［形］ けち臭い。［続 318］

【例】 ひんねず　おんで、ろくだ　さがなも　かて　かへねぁあだぜぁ

「けち臭いもんで、ろくな魚も買って食わせないんだよ」

ひんひん [ɸïɴɸïɴ] ［副］ 日に日に。［続 318］

【例】 なずも　おわりん　なてきて、これがらは　ひんひん　さみぐなるばんだな

「夏も終りになってきて、これからは日に日に寒くなるばかりだな」

びんぼ ［名］ 貧乏。［及 237］

【例】 びんぼなの　いづまでも　つづぐ　おんでねぁ

「貧乏なんか、何時迄も続くもんじゃないよ」

この語には、「びんぼぼろぎ―貧乏ゆすり」などの使い方がある。

びんぼたらす [bïɴbotarasɯ̈] ［形］ 貧乏臭い。［続 318］

【例】 よそさ　えぐ　ずぎあ　ほんた　びんぼたらす　かっこして　えくおんでねぁ

「他所へ行く時は、そんな貧乏臭い格構をして行くもんじゃないよ」

ひんむぐ [ɸïɴmɯ̈gɯ̈] ［四他］ ［強調］ 剥く。剥くの強調語。［続 318］

【例】 こらっ、ずほなの　こくど　つらの　かわ　ひんむぐぞ
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ひんむぐ

「こらっ、嘘なんか吐くと、面の皮を剥くよ」

549



ふ

　

—ふ—

ふ [ɸɯ̈] ふう。うわさ。風聞。らしい。［続 318］

【例】 〇〇さん　こんだ　たいいんした　ふだでぁな　えがったな

「〇〇さんは、今度退院したふうだってね、よかったな」

ぶあず [bɯ̈adzɯ̈] ［形］ 分厚い。［続 318］

【例】 〇〇さん　えさ　えたば　ぶあず　ざぶどんさ　ねまらへだけ

「〇〇さんの家へ行ったら、分厚い座布団に坐わらせたっけ」

ふあっと [ɸɯ̈atto] ［副］ ふわりと。［続 319］

【例 1】きょうあ　さみどもたら　ふあっとした　ゆぎあ　ふったけ
「今日は、寒いと思ったら、ふわりとした雪が降っていたっけ」

【例 2】ふあっとした　はねぶどん
「ふわりとした羽布団」

ぶあっと ［副］ ぶわりと。物をかぶせるさま。［同］ぶわっと。［及 237］

【例】 おじぇんさ　なにが　つぎ　ぶあっと　かぶへでおげ

「お膳に、何か布をぶわりとかぶせておいてくれ」

ふあふあ [ɸɯ̈aɸɯ̈a] ［副］ ふわふわ。［続 319］

【例 1】わだ　ぶずなおしたら　ふあふあの　ふとん　なた
「綿を打ち直したら、ふわふわの布団になったよ」

【例 2】かじぇで　かみあ　ふあふあど　とばさった
「風で、紙がふわふわと飛ばされたよ」

ふあんねぁ [ɸɯ̈aɴnɛ] ［ナ名ノ］ 不案内。［続 319］

【例 1】この　やま　ふあんねぁだはげぁ　つで　えてころ
「この山は不案内だから、連れて行って下さい」

【例 2】おれぁ　どうも　ほの　ほあ　ふあんねぁでな
「私は、どうもその方には不案内でね」

ふうぐろ [ɸɯ̈ːgɯ̈ro] ふくろう。ふくろう科の夜行性の鳥。［同］ふぐろ。［及 94］

【例】 ああ　ふうぐろあ　ねぁっだ　あしたあ　てんきだな

「ああ、ふくろうが鳴いている、明日は天気がいいな」

ふうでぁ ［名］ 風袋。［及 237］
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ふかす

【例】 ふうでぁがら　みで　なんきろ　あるや

「風袋のままで、何 kgあるの」

ふーてぁー [ɸɯ̈ːtɛː] 風体。［続 319］

【例】 どごの　しとだべ　みなれねぁ　ふーてぁーの　しとだ　ごど

「何処の人なんだろう、見馴れない風体の人だね」

ぶーぶー [bɯ̈ːbɯ̈ː] ［幼児語］ 自動車。［続 319］

【例】 〇〇ちゃん　ぶーぶーあ　おかねぁはげぁな

「〇〇ちゃん、自動車は怖いからね」

ふーれぁーぼ [ɸɯ̈ːrɛːbo] 風来坊。［続 319］

【例】 いずまでも　ふーれぁーぼで　いねぁで　はやぐ　てぃしょぐさ　つげ

「何時までも風来坊でいないで、早く定 に付けよ」

ぶえぁーそ [bɯ̈ɛːso] ［名／ダナ］ 不愛想。［続 319］

【例】 〇〇だば　ぶえぁーそだ　しとだな　えぎあても　しらねぁふりだおん

「〇〇なら不愛想な人だね、行き会っても、知らない振りだからな」

ふえご [ɸɯ̈eŋ̝o] 鞴。［続 319］

【例】 ふえごあ、むがすあ　どやどが　かずやで　つかたども　えまだば　みらんねぁは

「ふいごは、昔は鋳掛屋とか、鍜治屋で使っだが、今はもう見られないね」

ぷえっと [pɯ̈et̝to] ［副］ ぷいと。［続 319］

【例】 なにあ　きさ　さわた　おんだが　ぷえっと　ではて　えてしまた　おんだ

「何が気に障ったものなのか、ぷいと出て行ってしまったもんだ」

ふがぐづ [ɸɯ̥̈kaŋɯ̈dzɯ̈] 長靴。［及 60］

【例】 おどっつぁ、ふかぐづあ　ぬっだは

「お父さん、長靴が濡れてしまったよ」

ふかげる [ɸɯ̈kager̝ɯ̈] ［動］ ふつかける。［及 237］

【例 1】ぜぇぶん　ふかげる　おんだな
「隨分ふつかけるものだね」

【例 2】かじぇに　ふかげらっで　トダン　はげだは
「風にふつかけられて、トタン板が剥げてしまったよ」

ぶかげる [bɯ̈kager̝ɯ̈] ［下一他］ ぶっかける。［続 320］

【例 1】いだずらすっど　みず　ぶかげんぞ
「いたずらをすると、水をぶっかけるよ」

【例 2】ほんたおの　ほごさ　ぶかけで　おえだて　だめだ
「そんなものをそこへぶっ掛けておいたって駄目だよ」

ふかす [ɸɯ̥̈kasɯ̈] おこわ。赤飯。［同］おふかし。あずぎまま。［続 320］
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ふかすがま

【例】 きょうあ　〇〇ちゃんの　たんじょうびだはげぁ　ふかすでも　つぐんべ

「今日は〇〇ちゃんの誕生日だから、おこわでも作ろう」

ふかすがま [ɸɯ̥̈kasɯ̈ŋama] 蒸し器。［続 320］

【例】 まま　つみでぁぐなたはげぁ　ふかすがまで　あためんべ

「ご飯が冷めたくなったから、蒸し器で暖ためよう」

ぶがぶが [bɯ̈gabɯ̈ga] ［形］ ぶかぶか。だぶだぶ。［及 237］

【例】 この　ズボンだば　ぶがぶがたな

「このズボンなら、ぶかぶかだな」

ふがらまる [ɸɯ̈ŋaramarɯ̈] ［四自］ 絡まる。［同］ふんがらまる。［続 320］

【例】 やぶ　ありたら、あすさ　つるあ　ふがらまて　ひでがった

「藪を歩いたら、足に蔓が絡まってひどかったよ」

ふがらむ [ɸwŋaramɯ̈] ［動］ 踏む。［同］ふずげる。ふんがらむ。［及 238］

【例】 ふがらで　ありがねぁで　よへろや

「踏んで歩かないで、寄せなさい」

ぶからむ ［動］ ぶっつける。［及 238］

【例】 しとんどさ、いすころなの　ぶからむなよ

「人に石ころなんかぶっつけるなよ」

ふぎ [ɸɯ̈gï] 吹雪。［及 107］

【例】 ふぎあ　ふぐはげぁ　車　きいつけろよ

「吹雪が吹くから、車は気をつけろよ」

ふぎおろす [ɸɯ̈gïorosɯ̈] 吹き下ろし。これは、嶺の方から谷へ、吹雪が吹き下ろすことをい
う。［続 320］

ふぎげぁ [ɸɯ̈gïgɛ] 葺き替え。屋根の葺き替え。［及 52］

【例】 屋根　ふぎげぁ　すねぁんねぁなは

「もう、屋根の葺き替えをしないといけないな」

ふぎげぁ [ɸɯ̈gïgɛ] 葺き替え。［続 320］

【例】 やねの　トダン　くさて　きたはげぁ　ふぎげぁ　しねぁんねぁな

「屋根のトタンが腐ってきたから、葺き替えをしないといけないな」

ぶきっちょねぁ [bɯ̈kïttʃonɛ] ［名／ダナ］ 不愛想。［続 320］

【例】 〇〇だば　ぶきっちょねぁ　しとだな、しゃべたて　ろぐだ　へんずもすねぁおん

「〇〇なら不愛想な人だね、話をしても、ろくな返事もしないからな」

ふぎっつぁらす [ɸɯ̈gïttsarasɯ̈] 吹き曝し。［続 320］

【例】 きょうあ　ふぎっつぁらすん　どごで　すごとして　ひでがった

「今日は、吹き曝しの所で仕事をして、ひどかったよ」
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ふぐろや

ふぎどり [ɸɯ̈gïdorï] 遭難。特に吹雪による遭難をいう。［及 107］

【例】 こんげぁ　吹ぐ　ずぎあ　ふぎどりん　あうんだはげぁ　えぐなは

「こんなに吹雪く時には、遭難するといけないから、もう行くなよ」

ふぐ [ɸɯ̈gɯ̈] ［四自］ 吹雪く。［続 320］

【例】 きょうまだ　めっぽ　ふぐ　おんで、おもでなの　ありがんねぁ

「今日は、滅法吹雪くもんで、外なんか歩けないよ」

ふぐじゅーそ [ɸɯ̈gɯ̈ⁿdʒɯ̈ːso] 福寿草。［続 321］

【例】 はるさぎ　ゆぎあ　けっど　いずばん　さぎん　さぐな　ふぐじゅーそだな

「春先に、雪が消えると、一番先に咲くのが福寿草だね」

ふぐす [ɸɯ̈gɯ̈sɯ̈] ［形］ 裕福だ。富んでいる。福しい。［及 238］

【例】 あそごの　えあ　ふぐす　えだ

「あそこの家は、裕福な家だよ」

ふぐず [ɸɯ̈gɯ̈ⁿdzɯ̈] 服地。［続 321］

【例】 ふぐず　えらでころ　なてゆたて、ほの　しとの　このみあ　わがらねぁばな

「服地を選んでくれ、なんていったって、その人の好みが分らなければね」

ふぐだけ [ɸɯ̈gɯ̈dake]̝ 産毛。［及 12］

【例】 おめぁの　ひてぁなの　耳さ　ふぐだけあ　おえっだな

「お前の額や耳に産毛が生えているね」

ふぐだけ [ɸɯ̈gɯ̈dake]̝ 産毛。［同］んぶげ。［続 321］

【例】 くびの　あだりの　ふぐだけ　すこす　すてくんねぁが

「首のあたりの産毛を少し剃ってくれないか」

ふぐだず [ɸɯ̈gɯ̈dadzɯ̈] 茎立ち。［続 321］

【例】 はるさぎん　ふぐだず　くよん　なっぱでも　ゆえで　おぐが

「春先に、茎立ちを食べるように、菜でも植えておこうか」

ふぐだびっき [ɸɯ̈gɯ̈dabïkkï] がま。がまがえる。ひき蛙。［及 95］

【例】 やだごど、ふぐだびっきあ　ではて　来たじゅ

「嫌だこと、がま蛙が出て来たよ」

ふぐぶぐす [ɸɯ̈gɯ̈bɯ̈gɯ̈sɯ̈] ［形］ 福福しい。［続 321］

【例】 おめぁえの　つぁつぁまだ　いっつも　にこにこて　ふぐぶぐす　つらしてるな

「お宅のお父さんは、何時もにこにこして、福福しい顔をしているね」

ふぐれこ [ɸɯ̈gɯ̈rek̝o] あられ。あられ餅。［及 43］

【例】 えま　ふぐれこさ　さど醤油　つけで　かへっさげな

「今、あられ餅に砂糖醤油をつけて、食べさせますからね」

ふぐろや [ɸɯ̈gɯ̈roja] 立木の伐倒用の楔。これは、鉄製の楔で、頭に穴があり、この穴に木を刺
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ふげぁーねぁ

し込んで、伐倒の際受口に打ち込むものである。これを打つ斧の頭が傷まないようにするためであ

る。［続 321］

ふげぁーねぁ [ɸɯ̈ŋɛːnɛ] ［形］ 不甲斐ない。［続 321］

【例】 ほんたごども　かえけず　でげねぁなて、ふげぁーねぁ　おんだ

「そんなことも解決出来ないなんて、不甲斐ないものだよ」

ふけーぜぁー [ɸɯ̥̈ke̝ː ⁿdzɛː] ［名／ダナ］ 不経済。［続 321］

【例】 えまの　わげぁおのあ　ふけーぜぁーて　いうごど　すらねぁ　おんだんねぁべが

「今の若い者は、不経済ということを、知らないんじゃないだろうか」

ふけぎ [ɸɯ̈keg̝ï] ［形］ 不景気。［及 238］

【例】 今年あ　ふけぎで　くらしにぐえな

「今年は、不景気で、暮しにくいね」

ふけさめ [ɸɯ̥̈kes̝ame]̝ 浮き沈み。この語は、「よくなったり、悪くなったり」することをいい、
病気、天候、景気などいろいろの事柄に「ふけさめがある（ない）」ないなどと使われている。［続

321］

ふける ［動］ 風化する。［及 107］

【例】 どでぁ　ふけで　ぼろぼろん　なてきたな

「土台が風化して、ぼろぼろになってきたな」

ふごぐる [ɸɯ̈gogɯ̈rɯ̈] ［動］ 踏みつける。［及 238］

【例】 へび　ほんげぁ　ふごぐっど　ただらえんぞ

「蛇をそんなに踏みつけると、崇られるよ」

ぷごぐる [ɸɯ̈gogɯ̈rɯ̈] ［動］ 縛る。［及 238］

【例】 ほんげぁ　ごがする　おのあ　ふごくて　おげ

「そんなにごねる奴は、縛っておけよ」

ぷごぐる [ɸɯ̈gogɯ̈rɯ̈] ［動］ あばれる。ごねる。［及 238］

【例】 なにあ　おもへぐねぁくて　ふごぐるおんだ

「何が面白くなてあばれるんだ」

ふごむ [ɸɯ̈gomɯ̈] ［動］ 土足のまま、いろりの中に足を入れて暖まること。冬、わら靴で歩く

と、わら靴が凍ることがよくあるが、そん時、他家の者であれば、主人が、「ふごめ、ふごめ」とい

って、わら靴のまま足をいろりに入れさせ、暖をとらせたものである。［及 238］

ぶこむ ［動］ ぶち込む。投げ入れる。［及 238］

【例】 たなげさ　いす　ぶこむなよ

「池に石をぶち込むんじゃないよ」

ぶころす [bɯ̈korosɯ̈] ぶち殺す。［続 321］

【例】 のらねごの　つきしょ　えん　ながまで　あらすはげぁ、ぶころしてくえる
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ぶす

「野良猫の畜生、家の中まで荒すから、ぶちころしてやる」

ぶころぶ ［動］ ［強調］ 転ぶ。転ぶの強調語。［同］ぶづごろぶ。［及 240］

【例】 あんまり　はすっど　ぶころぶぞ

「あまり走ると転ぶよ」

ふさわす [ɸɯ̥̈sawasɯ̈] ［形］ 相応しい。［続 322］

【例】 あそごの　えさ　ふさわす　おどなす　えぇ　よめこ　もらた　おんだな

「あそこの家に相応しい、おとなしい　いい嫁を貰ったもんだね」

ぶしゃわへ ［名］ 不仕合せ。不幸。不運。［同］ぶっしゃわへ。［及 238］

【例】 ぶしゃわへずあ　つづぐ　おんだじゅ

「不仕合せというものは続くものだよ」

ふじゅ ［名］ 不自由。［同］ふじょ。［及 238］

【例】 ふじゅだ　おのあ　ねぁが　あれば　まづがら　かて　くんぞ

「不自由な物がないかい、あれば、町から買って来るよ」

ぶじゅぐ [bɯ̈ⁿdʒɯ̈gɯ̈] ［名／ス他］ 侮辱。［続 322］

【例】 〇〇あ　びんぼだどて　ぶじゅぐさっだどて　ごしぇぁっだけ

「〇〇は、貧乏だって、侮辱されたといって怒っておったっけ」

ふじょーにず [ɸɯ̈ⁿdʒoːnïdzɯ̈] 厄日。［続 322］

【例】 きょうあ　ふじょーにずだはげぁ　んめこ　くて　くるまさ　きぃつけろよ

「今日は厄日だから、梅干しを食べて、車に気を付けろよ」

ぶしょへげ [bɯ̈ʃoheŋ̝e]̝ 不精髭。［続 322］

【例】 えぇ　わげぁおのあ　ぶしょへげなの　たらして、めくせぁ　ごどな

「いい若い者が、不精髭なんか生やして、醜いことね」

ぶじょほ ［名］ 不調法。［及 239］

【例】 こねぁだは　どうも　ぶじょほしあしたな

「この間は、どうも不調法しましたね」

ふす 節。竹などの節をいう。［及 95］

【例】 たげのごあ　ふすの　かでぁ　どごあ　とれよ

「竹の子は、節の固いところをとるんだよ」

ふず [ɸɯ̈ⁿdzɯ̈] 不治。［続 322］

【例】 おら　すらねがったども、とうにゅうびょうて、ふずの　やめぁだあだど

「私は知らなかったが、糖尿病って、不治の病なんだそうだね」

ぶす [bɯ̈sɯ̈] とりかぶと。きんぽうげ科の多年生有毒草本。［及 95］

【例】 ぶすずあ　とでも　毒あ　あて　おかねぁ　おんだ

「とりかぶというのは、とても毒があって、おつかないもんだよ」
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ぶすいろ

ぶすいろ ［名］ 暗紫色。［及 31］

【例】 なんぼが　さみがったべあ　くづびら　ぶすいろん　さへで

「どんなに寒むかったろうに、唇を暗紫色にさせて」

ぶすいろ [bɯ̈sɯ̈ïro] 暗紫色。この語は、寒さで、唇の色や、肌が暗紫になった時に使っている。
［続 322］

【例】 さみくて、くずびるあ　ぶすいろん　なたは

「寒くて、唇が暗紫色になってしまったよ」

ぶすかす [bɯ̈sɯ̥̈kasɯ̈] ［副］ ぶすぶす。これは、怒り不満を表わすことだけに使われ、火が煙

を出して燃える意味には使わない語である。［続 322］

【例】 ぶすかすて　もんくばり　ゆて

「ぶすぶすと文句ばかりいって」

ぶすくれつら ［名］ ふくれっつら。不平そうな顔。［及 239］

【例】 ないだ　ぶすくれつらして

「なんだい、ふくれっつらして」

ぶすくれる ［動］ ふくれる。［及 239］

【例】 ほんげぁ　ぶすくれる　おんでねぁ

「そんなにふくれるもんじゃないよ」

ぶすくれる ［動］ ふくれる。［及 32］

【例】 ぶすくれで　なにあ　おもへぐねぁなだや

「ふくれて、何が面白くないんだ」

不平不満をいうことを「ぶすかすて」と使っている。

ぶすこ 花穂。かわやなぎなどの花穂をいう。川などの水辺に生える柳の花穂をいう。［及 95］

【例】 かわばださ　ぶすこあ　でっだけは

「川端にもう柳の花穂か出ていっけ」

ぶずごれる [bɯ̈dzɯ̈gorer̝ɯ̈] ［下一自］ こわれる。［続 322］

【例】 ほれ　わらしたずあ　ちょすど　ぶずごれっさげぁ　ちょすな

「それは、子供がさわるとこわれるから、さわるなよ」

ふすにんずん [ɸɯ̈sɯ̈nïɴⁿdzɯ̈ɴ] とちばにんじん。これは、うこぎ科の多年生草本で、根茎が
竹の節に似ているところから、ちくせつにんじん、ともいわれ、山地の木の下などに生えるもので

ある。［続 322］

ふずぴてぁ [ɸɯ̈ⁿdzɯ̈pït̥ɛ] 富士額。［同］ふずびでぁ。［及 12］

【例】 ええごど　おめぁな　ふずぴてぁだじゅは

「いいわね、あなたのは富士額なんですね」

ぶずほ [bɯ̈dzɯ̈ho] ［ナ名ノ］ 不調法。［同］ぶじょほ。［続 323］
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ふたぐ

【例】 へっかぐ　ござたなさ　おじゃも　ださねぁで　ぶずほしあした

「折角いらしたのに、お茶も出さないで不調法しました」

ふすます [ɸɯ̈sɯ̈masɯ̈] 節回し。［続 323］

【例】 ほの　うだだば　〇〇さんさ　うだわへてみろ　ふすますあ　じょんだぞ

「その唄なら、〇〇さんに唄わせてみろよ、節回しが上手だよ」

ぶすまつ ［名］ 不仕末。［及 239］

【例】 おれぁえであ　ぶすまつで　まだ　さづぎ　さんねぁ

「うちでは、不仕末で、まだ田植えが出来ないんです」

ぶすらっと ［副］ ぶすっと。［及 239］

【例】 なに　ぶすらっと　した　つら　してんなや

「何でぶすっとした面をしてるんだい」

ぶすんへず [bɯ̈sɯ̈ɴhed̝zɯ̈] ［名／ノダナ］ 不親切。［続 323］

【例】 しとんどさ　ぶすんへずだ　ごと　すっど　おわも　さえる　おんだぞ

「人に不親切なことをすると、自分もされるものだよ」

ぶぜぁーぐ [bɯ̈ⁿdzɛːgɯ̈] ［名／ダナ］ 不細工。［続 323］

【例】 これぁ　だれぁ　こしぇぁだあだが　めっぽ　ぶぜぁーぐだ　おんだな

「これは、誰が作ったのか、滅法不細工なものだな」

ふだ ［形］ ふんだん。豊富。［及 239］

【例】 こどすあ　栗あ　ふだに　なた　年だな

「今年は、栗がふんだんに成った年だね」

ふだ ［副］ 豊富。沢山。［及 32］

【例】 おめぁえであ、でぁごあ　ふだだよだな

「お宅では大根が豊富なようだね」

この語を強調したのに「ふだふだ」がある

ふたがる [ɸɯ̥̈taŋarɯ̈] ［動］ 中に入ってかばう。［及 239］

【例】 おどおとあ　しとに　かもわっだら、中さ　へぁて　ふたがる　おんだぞ

「弟が人にかまわれたら、中に入ってかばってやるもんだよ」

ふたがる [ɸɯ̥̈taŋarɯ̈] ［動］ ふさがる。［及 239］

【例】 どがん　ごみで　ふたがるは

「土管がごみでふさがってしまうよ」

ぶたぎる [bɯ̈taŋïrɯ̈] ［動］ ぶった切る。［及 239］

【例】 じゃまん　なる　木　ぶたぎてしまえは

「じゃまにな木をぶったぎってしまいなさいよ」

ふたぐ [ɸɯ̈taŋɯ̈] ［動］ 塞ぐ。［及 239］
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ぶたぐ

【例】 鼡あ　へぁっさげぁ　ほの　穴　ふたえでころ

「鼡が入るから、その穴をふさいでくれ」

ぶたぐ [bɯ̈tagɯ̈] ［動］ たたく。打つ。［及 239］

【例】 つぁつぁ　あんつぁ　ぶたぐ

「お父さん、兄さんがたたくよ」

この語は、「ぶただぐ」とも使い、この語を強調する語に、「ぶっただぐ」がある。

ふだぐる [ɸɯ̈ⁿdagɯ̈rɯ̈] ［四他］ ふんだくる。［続 323］

【例】 かさねぁて　ゆたて　かへどて　ふだぐるよん　して　もて　えたは

「貸さないといっても、貸せといって、ふんだくるようにして持って行ってしまったよ」

ふだぐる [ɸɯ̈ⁿdagɯ̈rɯ̈] ［動］ ふんだくる。［及 239］

【例】 しとの　おの　ふだぐる　おんでねぁぞ

「人の物をふんだくるもんじゃないよ」

ふたんなる [ɸɯ̥̈taɴnarɯ̈] ［四他］ 庇う。［続 323］

【例】 おとうさんに　ごしゃがっで　むぞせぁはげぁ　ふたんなてやた

「お父さんに叱られて、可哀そうだから庇ってやったよ」

ふづ ［名］ 縁。［及 239］

【例 1】茶碗の　ふづあ　かげたは
「茶碗の縁が欠けてしまったよ」

【例 2】かげぷづさ　えぐなよ
「崖っぷちへ行くんじゃないよ」

ふづ [fɯ̈dzɯ̈] 渕。川の深くよどんでいる所。［及 107］

【例】 あそごの　ふづにあ　おっき　ざっこあ　いんぜぁ

「あそこの渕には、大きい雑魚がいるよ」

ぶ
〇

づ ［名］ 斑。［及 240］

【例】 おれぁえの　犬あ　白ど　黒の　ぶづだ

「うちの犬は、白と黒のぶちなんだ」
〇

ぶづ ［動］ 打つ。［及 240］

【例 1】鉄砲　ぶづ　ずきあ　きいつけろよ
「鉄砲を打つ時は、気をつけろよ」

【例 2】くえ　ぶづな　てづだてくんねぁが
「杭を打つのを手伝ってくれないか」

ぶづがす らくがん。和菓子の一種。このらくがんの形を蓮の花の形に作ったものを「ほうずがす」

といって仏事に使う菓子がある。［及 43］

【例】 お土産に　ぶづがす　もらたけ
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ぶっころぶ

「お土産にらくがんを貰ったつけ」

ふつぐ [ɸɯ̈dzɯ̈gɯ̈] ［動］ くっつく。接着する。付く。［同］ふっつぐ。［及 240］

【例】 ほの　糊で　ふつぐ　おんだがや

「その糊でくっつくものなのかい」

ふづぐる [ɸɯ̈dzɯ̈gɯ̈rɯ̈] ［動］ ごねる。暴れる。［及 240］

【例】 こらっ、まだ　ふづぐる

「こらっ、またごねる」

ふっけぁ [ɸɯ̥̈kkɛ] 深い。［及 32］

【例】 この　沼　ふっけぁ　沼だごど

「この沼は深い沼だこと」

ふっけぁす ［動］ ふき返す。息を吹き返えすこと。［及 240］

【例】 死だどもたら、いぎふっけぁして　きたけど

「死んだ、と思ったら、息を吹き返えして来たんたそうだ」

ぶっけぁす ［動］ ぶつ倒す。［及 240］

【例】 あの　木　ぶっけぁすべ

「あの木をぶつ倒そう」

ふづげる [ɸɯ̈ⁿdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ ふんづける。踏みつける。［及 240］

【例】 しゃぐん　さわっさげぁ　ふづげでくっだ

「しゃくにさわるから、ふんづけてやった」

ぶつける [bɯ̈tsɯ̥̈ker̝ɯ̈] ぶっつける。［続 323］

【例】 しとんどさ　いしこなの　ぶつけんなよ、けが　さへっど　えぐねぁはげぁな

「人に小石なんかぶっつけるなよ、怪我をさせるといけないからね」

ぶづごす [bɯ̈dzɯ̈gosɯ̈] ［動］ ぶちこわす。［同］ぼこす。［及 240］

【例】 ほれ　ぶづごすなや

「それをぶちこわすなよ」

ふっこむ ［動］ 吹き込む。室内に、雨や風、雪などが吹き入ること。［及 107］

【例】 雨あ　ふっこむ　まづ　早ぐ　戸　たでろ

「雨が吹き込むから、まづ早く戸を閉めろよ」

ぶっこむ [bɯ̈kkomɯ̈] ［四他］ ぶち込む。［続 323］

【例 1】たなげさ　いし　ぶっこむ
「池に石をぶち込む」

【例 2】くさび　ぶっこむ
「楔をぶち込む」

ぶっころぶ [bɯ̈kkorobɯ̈] ［四自］ ［強調］ 転ぶ。転ぶの強調語。［続 323］

559



ぶっこわす

【例】 〇〇ちゃん　ほんげぁ　はすっど　ぶっころぶぞ

「〇〇ちゃん、そんなに走ると転ぶよ」

ぶっこわす [bɯ̈kkowasɯ̈] ［四他］ ぶちこわす。［同］ぶずごす。ぼこす。［続 324］

【例 1】えんだん　ぶっこわさっだは
「縁談をぶちこわされてしまったよ」

【例 2】ほの　はご　ぶっこわす　おの　ねぁべな
「その箱をぶちこわす奴がないじゃないか」

ぶっしゃわへ [bɯ̈ʃʃawahe]̝ ［名／ダナ］ 不仕合わせ。［同］ぶしゃわへ。［続 324］

【例】 〇〇さんも　ぶっしゃわへだ　しとだな、こんだ　むすこ　なぐしたど

「〇〇さんも不仕合わせな人だね、今度は息子を亡くしたそうだ」

ぶっちゃばぐ [bɯ̈ttʃabagɯ̈] ［四他］ ［強調］ 裂く。裂くの強調語。この語は、物を引き裂

くことだけに使い、人の仲を裂いたり、小遣を割くなどの意味には使わない語である。［同］しちゃ

ばぐ。［続 324］

ぶっつぁらう [bɯ̈ttsaraɯ̈] ［四自］ ［強調］ 歩く。歩くの強調語。この語は、酒に醉って、

わめいて歩いたり、用事を思い出して走ったりすることをいう。また、この語は「ぶっつぁらてあ

りぐ」の形で使っている。［続 324］

【例 1】ないなおんだが、〇〇あ　ぶっつぁらて　ありぐな
「どうしたのか、〇〇は走り歩いているね」

【例 2】〇〇あ　よっぱらて　おもで　ぶっつぁらて　ありぐ
「〇〇は醉っ払って、外をわめき歩いているよ」

ぶっつげぁ [bɯ̈ttsɯ̈ŋɛ] ぶっ違い。［続 324］

【例】 ほごあ　ぐらつぐはげぁ、いだ　ぶっつげぁん　ぶて　おえでころ

「そこは、ぐらつくから、板をぶっ違いに打っておいてくれ」

ふつっと ［副］ ふっつり。［及 240］

【例】 ふつっと　おどさだ　ねぁぐなたは

「ふっつり音沙汰がなくなってしまった」

ふつっと [ɸɯ̥̈tsɯ̈tto] ［副］ ふっつり。［続 324］

【例】 つかごろ　〇〇さん　ふつっと　こねぁぐなたな、どごが　わりなだべが

「近頃、〇〇さんはふっつり来なくなったな、何処か悪いんだろうか」

ぷつっと [pɯ̥̈tsɯ̈tto] ［副］ ぷっつり。［続 324］

【例 1】いどあ　ぷつっと　きっだは
「糸がぷっつり切れてしまったよ」

【例 2】へげさ　みずあ　ぷつっと　こねぁぐなた
「用水路に水がぷっつり来なくなった」

なお、強い力を加えて切れるさまを「ぶつっと」といっている。
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ぶづわる

ぶっつめる [bɯ̈ttsɯ̈mer̝ɯ̈] ［四他］ 叩く。この語は、単に叩くばかりではなしに、憎憎しい

態度や、苛めるような態度で、叩いたり、言葉で、相手をいためつけることをいう。［続 324］

【例】 しとな　えの　おぼご　いじめで　にぐえ　やろだ　こっちゃ　こえ　んつぁどごも　ぶっ

つめでくえっさげぁ

「人（私）の家の子供を苛めて憎い野郎だ、こっちへ来い、お前も叩いてやるから」

ぶっつらがす [bɯ̈ttsɯ̈ragasɯ̈] ［動］ 散らかす。散らすの強調語。［及 240］

【例】 まだ　ぶっつらがして、へぁで　おげよ

「また散らかして、掃いておけよ」

この語の強調語でない普通の使い方は「つらがす」、「つらす」である。

ふって ［形］ 大胆。太い。［及 240］

【例 1】あの　おどごだば、胆の　ふって　おどごだ
「あの男なら、大胆な男だ」

【例 2】この　木あ　ぜぇぶん　ふって　木だな
「この木は、隨分太い木だな」

【例 3】こえの　ふって　しとだ
「声の太い人だ」

【例 4】この　やろ　ふって　やろだ
「この野郎、太い野郎だ」

ふって [ɸɯ̥̈tte̝ː ] 太い。［及 32］

【例 1】この　木あ　ふってな
「この木は太いね」

【例 2】この　やろあ　ふって　やろだ
「この野郎は太い野郎だ」

ぶっとす [bɯ̈ttosɯ̈] ［強調］ 通す。通すの強調語。［続 325］

【例 1】こんだ　ほっつの　みず　こっつまで　ぶっとすなだど
「今度、そっちの道路をこっちまで通すのだそうだ」

【例 2】ほの　あなさ　この　ひぼ　ぶっとしてくんねぁが
「その穴に、この紐を通してくれないか」

ふっとめ [ɸɯ̥̈ttome]̝ 太め。［続 325］

【例】 こごさ　まぐなだば、ほれより　もすこす　ふっとめの　はねがねあ　えな

「ここに巻くのなら、それよりもう少し太めの針金がいいな」

ぶっとめ [bɯ̈ttome]̝ 一番奥。谷や沢などの行きどまり。［続 325］

【例】 この　さわの　ぶっとめあだりまで　えぐど　みず　とるえぜぁ

「この沢の行き止りまで行くと、みずな（山菜）がとられるよ」

ぶづわる ［動］ ぶち割る。［及 240］

561



ぶでぁー

【例】 ほんた　おの　ぶづわてしまえ

「そんた物、ぶち割ってしまえよ」

ぶでぁー [bɯ̈dɛː] 舞台。［続 325］

【例】 おまずりん　ずぎの　ぶでぁーは　せぃねんかいの　したずあ　つくてくえっど

「お祭りの時の舞台は、青年会の人達が作ってくれるそうだ」

ぶてーせぁー [bɯ̈te̝ː sɛː] ［ナ名ノ］ 不体裁。［続 325］

【例】 しとの　えさ　もて　えぐなだば、ほれでぁ　ぶてーせぁーだんねぁが

「他所の家へ持って行くのなら、それでは不体裁じゃないか」

ふでえれ [ɸɯ̈ⁿdee̝r̝e]̝ 筆入れ。［続 325］

【例】 〇〇ちゃん　ふでえれ　わすっだぞ　ほれ　わすっだら　べんきょうあ　でけねぁべ

「〇〇ちゃん、筆入れを忘れたよ、それを忘れたら勉強が出来ないだろう」

ふてきだす [ɸɯ̥̈tek̝ïdasɯ̈] ［下一自］ 不貞腐れる。［続 325］

【例】 おわ　きにくわねぁ　ごど　ゆわっだ　おんだはげぁ、ふてきだして　へんずもすねぁ

「自分の気にくわないことをいわれたものだから、不貞腐れて返事もしないよ」

ふでげ [ɸɯ̈ⁿdeg̝e]̝ ［ナ名ノ］ 不出来。［続 326］

【例】 こどすあ　ひでりつずぎで　なすも　ふでげで　こまた　おんだ

「今年は日照り続きで、梨も不出来で、困ったもんだよ」

ふてこえ 図図しい。［及 32］

【例】 ふてこえ　ごど、しごども　すねぁで、いづまで　ねがしゃてんなだ

「図図しいこと、仕事もしないで、何時まで寝てけつかるんだ」

ふでずげぁ [ɸɯ̈ⁿded̝zɯ̈gɛ] 筆遣い。［続 325］

【例】 〇〇ちゃん　ほごの　ふでずげぁは　こげぁする　おんだ

「〇〇ちゃん、そこの筆遣いはこうするものだよ」

ふてって [ɸɯ̥̈tet̝te]̝ ［ナ名ノ］ 不徹底。［続 326］

【例】 このだびの　むらの　とりきめあ　ふてってだよだな

「この度の村の取り決めは、不徹底なようだね」

ふでぶしょ [ɸɯ̈ⁿdeb̝ɯ̈ʃo] ［ナ名ノ］ 筆不精。［続 326］

【例】 ふでぶしょで　ごぶさだしてあすども　みなさん　おがわりござへんべ

「筆不精で、ご無沙汰しておりますが、皆さんお変りございませんでしょう」

ふてぶです [ɸɯ̥̈teb̝ɯ̈des̝ɯ̈] ［形］ ふてぶてしい。［続 326］

【例】 これだば　ふてぶですくて　あやまれて　ゆたて　あやまりも　しねぁあだぜぁ

「こいつは、ふてぶてしくて、謝まれといっても、謝まりもしないんだよ」

ぶどり [bɯ̈dorï] 劣る。不美人。［続 326］

【例 1】こっつんなより　ぶどりだはげぁ、うりおのん　ならねぁな
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ふらっと

「こっちのより劣るから、売り物にならないな」

【例 2】どごの　おなごだが　ぶどりだ　おなごたな
「何処の女なのか、不美人な女だね」

ぶなかのが ぶなはりたけ。ぶなの木に出るきのこで、食用になる。［及 95］

【例】 ぶなかのが　にぐあ　あづくて　んめぁ　おんだ

「ぶなはりたけは、肉が厚くて、うまいものだよ」

ぶなぐる [bɯ̈naŋɯ̈rɯ̈] ［下一他］ ぶん殴る。［続 326］

【例】 あんまり　つべこべ　わがらねぁ　ごど　ぬがすど　ぶなぐんぞ

「余りつべこべ分らないことをいうと、ぶん殴るよ」

ぶなげる ［動］ ぶんなげる。［及 241］

【例】 ぶなげで　よごさねぁで　ちゃんと　わだへや

「ぶん投げてよこさないで、ちゃんと渡せよ」

ふねこぎ [ɸɯ̈nek̝oŋï] 居眠り。［続 326］

【例】 なんぼが　くたびっだんだが　テレビ　みながら　ふねこぎだは

「どんなに疲れたんだろうね、テレビを見ながら、もう居眠りだよ」

ふばる [ɸɯ̈barɯ̈] ［四自］ 踏んばる。［続 326］

【例】 えぇ　わげぁおのあ　よわね　へぁで、こごあ　ふばりどごだべな

「いい若い者が、弱音を吐いて、ここが踏んばりどころじゃないか」

ぶま ［名］ 不運。不幸。［同］ぶんま。［及 241］

【例】 なんだが　ぶまな　ごどばり　つづぐ　おんだ

「なんだか不運なことばかり続くもんだ」

ふみでぁ [ɸɯ̈mïⁿdɛ] 踏み台。［続 326］

【例】 かみだな　そうずすっさげぁ、ふみでぁ　もて　きてくんねぁが

「神棚を掃除するから、踏み台を持って来てくれないか」

ふゆおの [ɸɯ̈jɯ̈ono] 冬物。［続 327］

【例】 こんだ　あたこぐなたはげぁ　ふゆおのあ　いらねぁぐなたなは

「今度は暖たかくなったから、もう冬物はいらなくなったな」

ふゆみず [ɸɯ̈jɯ̈mïdzɯ̈] 冬道。これは、冬期間の雪のある道をいう。［続 327］

【例】 ふゆみずあ　くるま　すべて　おかねぁな

「冬道は、車が滑べっておっかないね」

ふよーじょ [ɸɯ̈joːⁿdʒo] ［ナ名ノ］ 不養生。［続 327］

【例】 ずさまも　えぇ　とすだはげぁ　ふよーじょしねぁでころよ

「お爺さんも、いい年だから、不養生しないでくれよ」

ふらっと [ɸɯ̈ratto] ［副］ ふらりと。［続 327］
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ぶらっと

【例】 すこす　さんぽでも　すっがどもて　ふらっと　ではて　きてみだあだ

「少し散歩でもしようかと思って、ふらりと出て来てみたんだ」

ぶらっと [bɯ̈ratto] ［副］ ぶらりと。［続 327］

【例 1】ぶらっと　ではたば、ほごで　ともだずど　あて、たずばなす　してきた
「ぶらりと出たら、そこで友達と会って、立ち話をして来たよ」

【例 2】げんかんどさ　レンコートなの　ぶらっと　さげでんな
「玄関の所にレーンコートなんかぶらりと下げておくんじないよ」

ふららふらら [ɸɯ̈raraɸɯ̈rara] ［副］ ふらふら。［続 327］

【例】 〇〇さん　まだ　よっぱらて　ふららふららど　くんぜぁは

「〇〇さんは、また醉払って、ふらふらと来るよ」

ふりえぁー [ɸɯ̈rïɛː] 振り合い。［続 327］

【例】 こうでんは　すんるいだずど　はなすして　ふりえぁー　きめんべ

「香典は、親類達と話をして、振り合いを決めよう」

ふりげぁー [ɸɯ̈rïgɛː] 振り替え。［続 327］

【例 1】ほごさ　おぐなだば　ほれぁ　にあわねぁげぁ　これど　ふりげぁんべ
「そこへ置くのなら、それは似合わないから、これと振り替えよう」

【例 2】かねあ　この　ふりげぁで　おくてころど
「金は、この振り替え口座で送ってくれって」

ぶりげぁす [bɯ̈rïgɛsɯ̈] ［四自］ ぶり返す。［続 327］

【例】 ほんげぁ　むりすっど　びょうぎあ　まだ　ぶりげぁすぜぁは

「そんなに無理をすると、病気がまたぶり返してしまうよ」

ふりげぁる [ɸɯ̈rïgɛrɯ̈] ［下一他］ 振り替える。［続 328］

【例】 〇〇さんの　はだげど　おれぁえの　はだげ　ふりげぁで　もらうごとん　した

「〇〇さんの畑とうちの畑を、振り替えてもらうことにしたよ」

ふりげぁる [ɸɯ̈rïgɛrɯ̈] ［四他］ 振り返る。［続 328］

【例】 おれぁどご　よばっさげぁ　ふりげぁてみだら　ががつぁだけ

「私を呼ぶので、振り返って見たら、お毋さんだったよ」

ぶりこ ［名］ 器量。［及 241］

【例】 あの　わらすあ　ぶりこあ　ええな

「あの娘は、器量がいいね」

ふります [ɸɯ̈rïmasɯ̈] ［四他］ 振り回す。［続 328］

【例 1】あぶねぁはげぁ　ぼうこなの　ふりまして　ありぐなよ
「危ないから、棒切れなんか振り回して歩くなよ」

【例 2】おわ　こしぇぁだな　ずまんして　ふりまして　ありぐなだぜぁ
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ぶん～

「自分が作ったのだと、自慢して振り回して歩くんだよ」

ふるおの [ɸɯ̈rɯ̈ono] 古物。［続 328］

【例】 これも　ふるおのん　なてしまったはげぁ　くずやさ　だしてしまうべは

「これも、古物になってしまったから、もう屑屋に出してしまおうや」

ふるくせぁ [ɸɯ̈rɯ̈kɯ̥̈sɛ] ［形］ 古臭い。［続 328］

【例】 ほんた　ふるくせぁおの　きねぁたて　きる　おのあ　なんぼも　あんべや

「そんな古臭い物を着なくとも、着る物は幾らでもあるだろうや」

ふるす 古い。［及 35］

【例】 この　テレビも　ふるすぐなたな

「このテレビも古くなったな」

ふるすぎ [ɸɯ̈rɯ̈sɯ̈gï] 風呂敷。［及 60］

ふるどんぐ [ɸɯ̈rɯ̈doɴŋɯ̈] 古道具。［続 328］

【例】 ふるどんぐも　そまつにあ　さんねぁぞ、やがでぁ　でぁじだ　しりょう　なっさげぁな

「古道具も粗末にはされないよ、やがては大事な資料になるからな」

ふるふる ［副］ ぶるぶる。寒さや恐怖で体を振るわすさま。［及 241］

【例】 さみ　おんだはげぁ　ふるふるて　ふるえっだけ

「寒いものだから、ぶるぶるふるえていたつけ」

ふるめぁ [ɸɯ̈rɯ̈mɛ] ［名］ 振舞。もてなし。饗応。［及 241］

【例】 こどしあ　としいわぇの　おふるめぁ　しねぁんねぁな

「今年は、年祝いのふるまいをしないといけないな」

ふるめがす [ɸɯ̈rɯ̈meg̝asɯ̈] ［形］ 古めかしい。［続 328］

【例】 こげぁた　かやぶぎの　ふるめがす　えなの　えまだば　みらんねぁなは

「こんな茅葺きの古めかしい家なんか、今ならもう見られなくなってしまったね」

ふれえぁー [ɸɯ̈reɛ̝ː] 触れ合い。［続 328］

【例】 せぃねんかいなのの　わげぁしたずの　ふれえぁの　ば　もと　つぐっどえ　な

「青年会なんかの、若い人達の触れ合いの場を、もっと作るといいな」

ぶわさわ [bɯ̈wasawa] ［副］ ぶわぶわ。この語は、着物や寝巻姿で、裾をばたばたさせて、荒

っぱく、風を出すような歩くさまをいう。［続 328］

【例】 くうおのの　そば　ぶわさわて　ありぐな

「食べ物の側をぶわぶわさせて歩くんじゃないよ」

ふわっと [ɸɯ̈watto] ［副］ ふわりと。［同］ふあっと。［続 329］

【例】 わだみでぁだ　くもあ　ふわっと　うがんでだな

「綿みたいな雲が、ふわりと浮んでいるね」

ぶん～ [bɯ̈ɴ～] ［接頭辞］ 強調の接頭辞。主意を強調する語である。［続 329］

565



ぶん

【例 1】ぶんのめる
「のめるの強調語」

【例 2】ぶんまぐ
「撒くの強調語」

【例 3】ぶんまげる
「負けるの強調語」

【例 4】ぶんもどす
「戻すの強調語」

【例 5】ぶんながれる
「流がれるの強調語」

【例 6】ぶんまわす
「回すの強調語」

ぶん ［名］ 別。［及 241］

【例】 おんなじんな　ねぁはげぁ　ぶんなで　がまんすろよ

「同じのがないから、別ので我慢するんだよ」

ぶん [bɯ̈ɴ] 別。この語は、「ぶんな＝別の」の形だけで使っている語である。［続 329］

【例】 ほれど　これぁ　ぶんなだぞ

「それとこれは別のだよ」

ふんげぁす [ɸɯ̈ɴŋɛsɯ̈] 捻挫する。［続 329］

【例】 いすこさ　けずまずで　ふんげぁしてしまた、いでぁったら

「小石にけつまずいて、捻挫してしまったよ、痛いったら（ありあしない）」

ふんごむ [ɸɯ̈ɴŋomɯ̈] ［四自］ 踏み込む。［続 329］

【例 1】やぶさ　ふんごむ
「藪に踏み込む」

【例 2】どろたさ　ふんごむ
「泥田に踏み込む」

【例 3】えさ　ふんごむ
「家に踏み込む」

【例 4】えぇはげぁ　ふごでこえ
「いいから踏み込みなさい」

この他に、昔は、藁靴のまま囲炉裏の中に足を入れて暖ためたものであるが、このことも「ふんご

む」といったものだった。

ふんごろばす [ɸɯ̈ɴŋorobasɯ̈] ［四他］ 蹴飛ばす。［続 329］

【例】 わんわんて　うるせぁ　いぬだな、こらっ　ふんごろばしてやんぞ

「わんわんと、うるさい犬だな、こらっ、蹴とばしてやるぞ」
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ふんどすいってん

ふんずぶす [ɸɯ̈ɴⁿdzɯ̈bɯ̈sɯ̈] 踏み潰す。［続 329］

【例】 むぞせぁはげぁ、びっきなの　ふんずぶすおんでねぁぞ

「可哀そうだから、蛙なんかを踏み潰すんじゃないよ」

ふんずらべる ［動］ 滑べる。滑べり転ぶ。［及 241］

【例】 ゆぎみづあ　つるつるて　ふんずらべて　ころでしまた

「雪道がつるつるしていて、滑べって転んでしまったよ」

ぶんぜぁー [bɯ̈ɴⁿdzɛː] 分際。［続 329］

【例】 けっつの　あおみも　とんねぁ　ぶんぜぁで　こしゃぐだ　ごど　ゆわねぁんだ

「尻の青味も取れない分際で、小癪なことをいうんじゃないよ」

ふんぞりげぁる [ɸɯ̈ɴdzorïŋɛrɯ̈] ［動］ ふんぞり返る。［及 241］

【例】 みろ　えぁづあ　ええ　ふりして　ふんぞりげぁてる

「みろよ、あいつは、いい振りしてふんぞり返っているよ」

ふんだで ［名］ 踏み場。足の踏み場。［及 241］

【例】 あすの　ふんだでも　ねぁぐ　つらがした　おんだ

「足の踏み場もなく散らかしたもんだ」

ぶんて ［名］ 変り者。考えの違う者。［及 241］

【例】 あれあ　ぶんて　だはげぁ　かまねぁ　でおげ

「あれは、変り者だから、かまわないでおけよ」

ぶんて [bɯ̈ɴte]̝ 別物。変り種。［続 330］

【例】 なすあ　なすでも　これぁまだ　ぶんてで　あんまり　おっきぐならねぁあだ

「茄子は茄子でも、これは別物で、余り大きくならないんだ」

ぶんど ぶどう。葡萄の総称。「やまぶんど」、「せいようぶんど」などと使っている。［及 95］

【例】 こんだ　ぶんども　出廻て来たな

「今度は葡萄も出廻って来たな」

ぶんどいろ [bɯ̈ɴdoïro] 葡萄色。［続 330］

【例】 ほっつの　ぶんどいろんなより　こっつの　そらいろの　きおのあ　えな

「そっちの葡萄色のより、こっちの空色の着物がいいね」

ぶんどかーはげご [bɯ̈ɴdokaːhageŋ̝o] やまぶどうの皮で作ったはけご。これは、やま葡萄
の皮を一定の巾に剥ぎ取り、水に漬け、後乾かして作ったはけごをいう。［続 330］

ふんどす ［動］ 踏み拔く。足に釘などを踏み刺すこと。［及 241］

【例】 釘あ　あっさげぁ　ふんどすなよ

「釘があるから、踏み拔くなよ」

ふんどすいってん [ɸɯ̈ɴⁿdosɯ̈ïtteɴ̝] 裸一貫。［同］てぶりはずがん。［続 330］

【例】 〇〇さんだば　てぁした　おんだ　ふんどすいってんで　あれまで　のすあがたおん
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ぶんな

「〇〇さんなら、大したものだよ、裸一貫であれまでのし上がったんだから」

ぶんな [bɯ̈ɴna] 橅。これは、ぶな科の落葉高木で、杉より保水力があり、水源林としてよく、木
材としては、製紙用のパルプとして使われている。［続 330］

ぶんなぐり [bɯ̈ɴnaŋɯ̈rï] 橅の実。橅の実は、長さ 1、5cmぐらいで、形は三稜形をなし、そば
に似ており、小鳥や小動物のよい餌になっている。［同］ぶなぐり。［続 330］

ふんぬげ [ɸɯ̈ɴnɯ̈ge]̝ ［名］ 腑拔け。［及 241］

【例】 ふんぬげだはげぁ　おどしたんだ

「腑拔けだから、落としたんだよ」

ぶんま [bɯ̈ɴma] ［ナ名ノ］ ぶま。［続 330］

【例】 おめぁ　ぶんまだ　ごど　すっさげぁ　こんた　ごどん　なたあだぜぁ

「お前がぶまなことをするから、こんなことになったんだよ」

ぶんま [bɯ̈ɴma] 不幸なこと。悪いこと。［続 330］

【例】 ぶんまずあ　つずぐ　おんだど、んだはげぁ　きぃつけねぁんねぁおんだ

「不幸なことって続くものだそうだよ、だから気を付けないといけないものだよ」

ぶんまげる [bɯ̈ɴmager̝ɯ̈] ［下一他］ ぶちまける。［同］ぶずまげる。［続 330］

【例 1】ほのごみ　こえずがさ　ぶんまげで　こえ
「そのごみを堆肥場にぶちまけて来なさい」

【例 2】ほだら、おれも　おめぁの　ごど　ぶんまげんぞ
「それなら、俺も、お前のことをぶちまけるよ」

ぶんまげる [bɯ̈ɴmager̝ɯ̈] ［強調］ 負ける。負けるの強調語。［同］ぶずまげる。［続 331］

【例】 ろぐだ　れんしゅうも　しねぁ　おんだおん　ぶんまげんな　あだりめぁだべ

「ろくな練習もしないんだから、負けるのは当たり前だろうよ」

ぶんます ぶんまわし。コンパス。［及 53］

【例】 ぶんますで　かぐど　おんなし　丸あ　かげんぜぁ

「ぶんまわしで書くと、同じ丸がかけるよ」
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べ

　

—へ—

へ [he]̝ ［助動］ せ。［及 242］

【例 1】あれ　だへ
「あれを出せ」

【例 2】こらへろ
「来らせろ」

へ [he]̝ 背。背丈。［続 331］

【例】 この　わらすあ　がっこさ　へぁたば、へあ　めっきり　おっきぐなた　おんだ

「この子は、学校へ入ったら、背がめっきり大きくなったもんだ」

へ [he]̝ 丙。［続 331］

【例】 おら　がっこん　ずぎあ、おずど　へばりで、こうなの　もらたごどあ　ねぁな

「私が学校の時は、乙と丙ばかりで、甲なんかもらったことはないね」

へ [he]̝ 稗。［続 331］

【例】 こどすあ　たんぼさ　めっぽ　へあ　おえだはげぁ、ぬぎん　えがねぁんねぁな

「今年は、田圃に滅法稗が生えたから、抜きに行かないといけないな」

へ [he]̝ 所為。［続 331］

【例】 おわ　わりごど　したな　たなさ　あげで、しとの　へん　したて　だめだべや

「自分が悪いことをしたのを棚に上げて、人の所為にしたって駄目じゃないか」

べ ［助動］ だろう。ろう。［及 242］

【例 1】えぐべ
「行くだろう」

【例 2】くえんべが
「くれるだろうか」

【例 3】せぁだべ
「咲いたろう」

【例 4】えたべ
「行ったろう」

べ ［助動］ よう。そう。おう。こう。［及 242］

【例 1】ふぐでも　着んべ
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へぁ

「服でも着よう」

【例 2】はごがら　出すべ
「箱から出そう」

【例 3】あの　しとに　いうべ
「あの人にいおう」

【例 4】あっつさ　えぐべ
「あっちへ行こう」

へぁ [ɸɛ] 蝿。［及 95］

【例】 いながだ　おんだはげぁ　まづ　へぁ　いでな

「田舎なものですから、まあ、蝿がいてね」

べぁ [bɛ] ［名］ 倍。［及 242］

【例】 2の　べぁまだ　 4だべ
「2の倍は 4だろう」

へぁー [ɸɛː] 灰。［続 332］

【例】 えまだば　ゆりりなの　ねぁんだし、へぁーなの　みらんねぁな

「今なら囲炉裏なんかないんだし、灰なんかは見られないな」

べぁー [bɛː] 倍。［続 332］

【例 1】しといすべぁー
「人一倍」

【例 2】べぁーがく
「倍額」

【例 3】いずべぁー
「一倍」

【例 4】にべぁー
「二倍」

【例 5】さんべぁー
「三倍」

へぁーいろ [ɸɛːïro] 灰色。［続 332］

【例】 へぁーいろの　くもあ　ひろがてきたおん、てんきあ　くだりざがだな

「灰色の雲が広がって来たから、天気は下り坂だな」

べぁあう [bɛaɯ̈] ［連語］ 奪い合う。［同］べぁつれぁ。［及 242］

【例】 きょうでぁで　ほんげぁ　べぁあうなや

「兄弟で、そんなに奪い合うなよ」

へぁーざら [ɸɛːⁿdzara] 灰皿。［続 332］

【例】 おぎゃくさま　くっさげぁ　へぁーざら　あらて　おげよ
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へぁづげぁた

「お客さまが来るから、灰皿を洗っておけよ」

へぁーず [hɛːdzɯ̈] ［代］ そいつ。［続 332］

【例 1】へぁーずどさも　んめぁおの　くえろ
「そいつにもお菓子をくれなさい」

【例 2】へぁーずあ　えぁこです
「そいつは、あいこ（みやまいらくさ）です」

べぁーだ [bɛːda] 雑木の枝。この語は、「べぁーだきり＝雑木の枝切り」。「べぁーだきる＝雑木
の枝を切る」の形で使う。［同］べぁーだこ。［続 332］

へぁーな [hɛːna] はえ縄。［続 332］

【例】 きんなの　ばんかた　へぁーな　かげっだら、なまずまで　かがたけ

「昨日の夕方延縄を仕掛けておいたら、鯰まで掛かったっけ」

べぁがぐ [bɛŋagɯ̈] ［名］ 倍額。［及 242］

【例】 おめぁだば　この　べぁがぐ　だへや

「お前なら、この倍額出せよ」

へぁだ 掃いた。［及 242］

【例】 にわ　へぁだが

「庭（または土間）を掃いたかい」

べぁだ [bɛːda] 造林地の雑木。［及 75］

【例】 杉林さ　べぁだ　おえで　きたな

「杉林に雑木が生えて来たな」

べぁだきり [bɛːdakïrï] 除伐。造林地の雑木を伐ること。［及 75］

【例】 今日あ　杉林の　べぁだきり　しねぁんねぁなだ

「今日は杉林の雑木を伐らないといけないんだ」

へぁただぎ [hɛtadagï] 蝿たたき。［及 53］

【例】 ほんげぁ　うんとて　ただぐど　へぁただぎあ　ぼこれる

「そんなに強くたたくと、蝿たたきがこわれるよ」

へぁづ [hɛdzɯ̈] ［代］ それ。［及 242］

【例】 へぁづ　とてころ

「それを取つくれよ」

へぁつけぁた [hɛtsɯ̥̈kɛta] ［連体］ ［卑語］ そんな。そんなの卑語。［続 332］

【例】 へぁつけぁた　くさた　おのあ　かんねぁべな　なげでしまえは

「そんな腐った物は食べられないじゃないか、もう捨ててしまえよ」

へぁづげぁた [hɛdzɯ̈ŋɛta] ［連語］ ［卑語］ そんな。そんなの卑語。［及 242］

【例】 おら　へぁづげぁた　おの　いらねぁな
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へぁつぱり

「私はそんな物はいらないな」

へぁつぱり [hɛtsɯ̥̈parï] ［連語］ ［卑語］ そればかり。そればかりの卑語。［続 332］

【例】 ないだ、おれぁどさば　へぁつぱりはんて　くんねぁなが

「なんだ、私にはそればかりしかくれないのかい」

へぁとり ［名］ 蝿取り。蝿取り紙。［及 242］

【例】 むがすあ　ガラスの　へぁとりあ　あった　おんだ

「昔は、ガラスの蝿取り器があったものだよ」

べぁなぐり [bɛnaŋɯ̈rï] ［名］ 棒切れ。栗などを落す時投げつけてやる棒切れをいう。［同］べ

ぁ。［及 242］

【例】 ほの　栗あ　べぁなぐり　かげで　おどへ

「その栗は、棒切れを投げて落とせよ」

へぁならす [hɛnarasɯ̈] 灰ならし。いろりの灰をならす道具。［及 53］

【例】 へぁならすあ、おもちゃんねぁばげぁ　もて　ありたて　だめだ

「灰ならしはおもちゃではないから、持ち歩いては駄目だよ」

へぁよへ [ɸɛjohe]̝ 灰寄せ。骨拾い。昔は、死体を多くの薪を積み、それで燒き、翌朝灰を取り
除き骨を拾ったが、これを「へぁよへ」または、「ほねこひろい」といっている。［続 332］

へぁりくず [ɸɛrïkɯ̈dzɯ̈] 入口。［続 333］

【例】 よんま　なたら　へぁりくずの　とあ　ちゃんと　たでで　おぐ　おんだぞ

「夜になったら、入口の戸はきちんと締めておくものだよ」

へぁる [ɸɛrɯ̈] ［動］ 入る。［及 242］

【例】 雨あ　ふっさげぁ　えさ　へぁるは

「雨が降るから、もう家に入るよ」

へぇ [he̝ː ] ［名］ 精。［及 243］

【例】 わげぁ　うづあ　へぇ　出して　はだらがねぁんねぁ　おんだ

「若い内は、精を出して働かないといけないものだよ」

へぇ [çe]̝ 瀨。川の瀨。［及 107］

【例】 こごの　えあ　夜んまなの　へぇの　おどあ　して　すずすぜぁ

「ここの家は、夜なんか瀨の音がして、凉しいんだよ」

へぇえっぺぁ [he̝ː ep̝pɛ] ［名］ 精一杯。［及 243］

【例】 えぐ　まえにづ　へぇえっぺぁ　はだらぐな

「よく毎日精一杯働くね」

へーきゅー [he̝ː kjɯ̈ː] ［ダナ］ 性急。［続 333］

【例】 ほんげぁ　へーきゅーだ　ごど　ゆたて　すぐなの　つぐらえる　おんでねぁんだはげぁ

「そんなに性急なことをいったって、直ぐになんか作られるもんじゃないよ」
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へがす

へーきゅー [he̝ː kjɯ̈ː] ［名／ス他］ 請求。［続 333］

【例】 のうきょうがら、ひりょうでぁ　もらいでぁて　へーきゅー　きたけぞ

「農協から、肥料代を貰いたいといって、請求に来たっけよ」

へぇけづほ [he̝ː ked̝zɯ̈ho] ［名］ 清潔法。大掃除をさせ検査をすること。［及 243］

【例】 〇〇日あ　へぇけづほ　だど

「〇〇日は、清潔法だそうだ」

へぇごし [he̝ː ŋosï] おおはんごんそう。きく科の帰化植物　北米が原産といわれている。［同］へ
っこし。へっこしばな。［及 95］

へーじぇー [he̝ː ⁿdʒe̝ː ] 平生。［続 333］

【例】 からだ　ジョギング　するどがして　へーじぇーから　きてぁでおく　おんだ

「体は、ジョギングをするとかして、平生から鍛えておくものだよ」

へぇてぁ [he̝ː tɛ] ［名］ 兵隊。［及 243］

【例】 えまの　へぇてぁ　自衛隊て　いうなだど

「今の兵隊は、自衛隊というんだそうだ」

へぇへ [he̝ː he]̝ ［副］ ふうふう。息をはずませること。［及 243］

【例】 へぇへて　はして　きたけ

「ふうふう走って来たつけ」

へーへて [he̝ː het̝e]̝ ［副］ ふうふうと。［続 333］

【例】 ないが　えそがす　おんだが、あんまり　はして　ありて、えぎ　きらして、へーへて　ゆ

いながら　きた　おんだ

「何が忙しいものなのか、余り走って歩いて、息を切らして、ふうふうといいながら来たも

んだ」

へぇほでぁ [he̝ː hodɛ] ［副］ うんと。沢山。［及 243］

【例】 ゆぎほりで　へぇほでぁ　なんぎした

「雪堀りで、うんと難儀したよ」

へおよぎ [heo̝joŋï] 背泳ぎ。［続 333］

【例】 〇〇ちゃん　おめぁ　へおよぎ　へっがや、おら　へんぜぁ

「〇〇ちゃん、君は背泳ぎが出来るかい、僕は出来るよ」

へがす [ɸeŋ̝asɯ̈] ［動］ 剥がす。［及 243］

【例】 トダン　へがして　ふぎげぁ　しねぁんねぁ

「トタン板を剥がして、葺き替えをしないといけないな」

へがす [heg̝asɯ̈] ［動］ 急かす。急がせる。［及 243］

【例】 はやぐ　はやぐて　へがす　おんで

「早く早く、と急かすもので」
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へかっこ

へかっこ [hek̝akko] ［名］ 背格好。［及 243］

【例】 ないだて　へかっこあ　そっくりだ　ごど

「まあ、背格好がそっくりだこと」

へかへか [hek̝ahek̝a] ［副］ せかせか。［及 243］

【例】 へかへか　えそがすそん　どさ　えぐや

「せかせか忙しそうに何所へ行くの」

へがへる [heg̝aher̝ɯ̈] ［下一他］ 急かせる。［続 333］

【例】 がっこさ　おぐれるて　へがへる　おんだはげぁ、ノート　わすっだでぁは

「学校に遅くれるって急かせるものだから、ノートを忘れてしまったじゃないか」

へがむ [heŋ̝amɯ̈] ［四他］ せがむ。［続 333］

【例】 この　わらすあ、〇〇　おすどて　へがむども　こごらでぁ　うてねぁなよ

「この子は、〇〇が欲しいといってせがむが、この辺では売っていないんだよ」

へぎ [heg̝ï] ［名］ 席。［及 243］

【例】 ほごあ　おれぁ　へぎだ

「そこは、私の席だ」

へぎ [çeg̝ï] せき。溝。用水路。［及 107］

【例】 村であ、今日あ　へぎの　ごどされぁだど

「村では、今日は用水路の清掃だそうだ」

へぎ [hïgï] 籍。特に戸籍をいう。［続 333］

【例】 おれぁえの　あにあ　つで　きた　よめこだ　おん　へぎ　へねぁんねぁべ

「うちの息子が連れてきた嫁だもの、籍を入れないといけないだろう」

ぺぎ [ɸeg̝ï] ［名］ ひいき。［及 243］

【例】 〇〇どさばり　へぎ　して

「〇〇にばかりひいきして」

ぺぎ [heg̝ï] ［名］ 息。［同］へげ。［及 243］

【例】 へぎ　きらして　ないだおんだ

「息を切らして、どうしたんだい」

へくさぎ [hek̝ɯ̥̈sagï] くさぎ。くまつづら科の落葉低木で、葉がくさいので、この名がある。ま
た、実は染料にもなる。［及 95］

へくさぼ かめむし。かめむし科の昆虫の総称。いやな臭気を出すのでこの名があるが、最も臭い

のは「くさぎかめむし」である。［同］へくさむし。［及 95］

へぐり [çeg̝ɯ̈rï] 尾根を横切る道。［同］へんぐり。［及 107］

【例】 あの　へぐり　まわっど　そんま、村あ　める

「あの尾根を横切って行くと、じき村が見えるよ」
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べごのした

へげ [heŋ̝e]̝ 鬚。［及 12］

【例】 へげぐれぁ　すて　おぐんだぞ

「ひげ位剃っておくんだよ」

へげ [çeg̝e]̝ 用水路。［及 75］

【例】 えまの　へげあ　まっすぐ　なおさねぁんねぁな

「今の用水路は、真直になおさないといけないな」

へげあげ [çeg̝ea̝ge]̝ 用水路の掃除。［同］へげぶすん。［及 75］

【例】 へげさ　ごみあ　たまたはげぁ　へげあげ　すねぁんねぁな

「用水路にごみが溜ったから、用水路掃除をしないといけないな」

へげずら [çeg̝ed̝zɯ̈ra] 用水路のふち。［同］へげぶづ。［及 75］

【例】 へげずら　くぞっだはげ　こしぇなおしだ

「用水路の縁が崩れたから、作り直しだ」

へげすり [ɸeŋ̝es̝ɯ̈rï] ［名］ ひげ剃り。［及 243］

【例】 へげすりでも　して　えぐんだ

「ひげ剃りでもして行きなさい」

へげぞろ [heg̝ed̝zoro] ［名］ ぞろぞろと大勢で歩くこと。［及 243］

【例】 ないだや　へげぞろみでぁん　そろて　ありぐどごあ

「どうしたんだい、大勢でぞろぞろ歩いて」

へげど [heg̝ed̝o] ［名］ 墓。墓石。［及 244］

【例】 おやずの　へげど　たでっどごだ

「親父の墓を立てるところなんだ」

へげばん [ɸeg̝eb̝aɴ] 石盤。［及 53］

【例】 がばんさ　へげばん　へだが

「カバンに石盤を入れたか」

へげゆ [heg̝ej̝ɯ̈] ［名］ 石油。［及 244］

【例】 へげゆあ　まだ　値上げが

「石油は、また値上げか」

へげる [ɸeŋ̝er̝ɯ̈] ［動］ 剥げる。［及 244］

【例】 ほれだば　へげる　おんでねぁんだはげぁ

「それなら、剥けるもんじゃないよ」

へげん [heg̝eɴ̝] ［名］ 世間。［及 244］

【例】 まづ　へげん　みで　こえ

「まあ、世間を見て来なさい」

べごのした [beg̝onosït̥a] ぎしぎし。いたどりの仲間で、ゆきのした科の多年生草本である。［及
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へこへこ

95］

へこへこ [hek̝ohek̝o] ［副］ ぺこぺこ。［及 244］

【例】 おどごあ　ほんげぁ　へこへこてんな

「男はそんなにぺこぺこしているんじゃないよ」

～べした [~bes̝ït̥a] ［連語］ だろうね。［続 334］

【例 1】えぐべした
「行くだろうね」

【例 2】すんべした
「するだろうね」

【例 3】とんべした
「取るだろうね」

【例 4】ほんべした
「堀るだろうね」

べした 当然……だろうよ。［及 244］

【例 1】えがねぁんねぁべした
「当然行かなければならないだろうよ」

【例 2】すろて　ゆわったごったら　しねぁんねぁべした
「しなさい、といわれたのなら、当然しなければならないだろうよ」

へず [hed̝zɯ̈] 節。季節。［続 334］

【例 1】きしゃわりちゃ、まだ　そんま　さみ　へずん　なんぜぁは
「嫌だね、また直きに寒い節になってしまうよ」

【例 2】あの　へずあ　てぁへん　おへわん　なりあした
「あの節は大変お世話になりました」

べずあずれぁ [bed̝zɯ̈adzɯ̈rɛ] 別誂え。［続 334］

【例】 おれみでぁだ　ふって　おのあ　べずあずれぁんねぁば　きる　ふぐあ　ねぁ

「私のような太い者は、別誂えでなければ、着る服がないよ」

へすず [hes̝ɯ̈ⁿdzɯ̈] 背筋。［続 334］

【例】 まま　くう　ずぎあ　へすず　のばして　く　おんだぞ

「こ飯を食べる時は、背筋を伸ばして食べるものだよ」

へずび [hed̝zɯ̈bï] ［名／ス他］ 設備。［続 334］

【例】 こうみんかん　たでだども　さまざま　へずびさも　かねあ　かがる　おんだな

「公民館を建てたが、さまざま設備にも金が掛かるものだな」

へずぶん [hed̝zɯ̈bɯ̈ɴ] 節分。［続 334］

【例】 へずぶんの　まめまぎあ　おれぁえでぁ　この　わらすだ

「節分の豆撒きは、うちではこの子だよ」
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べたっと

べすむ ［動］ べそをかくこと。［及 244］

【例】 まづ　この　わらすあ　すぐ　べすむ　ほで

「まあ、この子は、直ぐべそをかく方で」

へずやぐ [hed̝zɯ̈jagɯ̈] ［名／ス他］ 節約。［続 334］

【例】 でんきりょうも　ばがんならねぁはげぁ、へずやぐ　するよんすろよ

「電気料も馬鹿にならないから、節約するようにしなさいよ」

へずらねぁ [ɸed̝zɯ̈ranɛ] せわしい。［及 32］

【例】 へずらねぁ　ごど、こっつも　でげねぁ　うづ　こんだ　ほっつ　すろてが

「せわしいこと、こっちも出来ないうちに、今度はそっちをやれ、というのかい」

へずりこ [he̝n dzɯ̈rïko] 手淫。［同］へんずり。［及 17］

へずる [he̝n dzɯ̈rɯ̈] ［四他］ 削る。［続 334］

【例】 こがだな　かて　もらだどて　あつこつ　へずっど　ゆるさねぁぞ

「小刀を買ってもらったからと、あちこち削ると許さないよ」

へずる [he̝n dzɯ̈rɯ̈] ［動］ 煎ずる。［同］へんずる。［及 244］

【例】 下痢だば、朝顔の　種　へずで　飲むど　えぜぁ

「下痢なら、朝顔の種を煎じて飲むといいよ」

ぺそっと ［副］ ひっそり。だんまり。あっさりして味気のないこと。風船などがしぼんで、ぺし

ゃんこになったさま。［及 244］

【例 1】やりごめらっで　ぺそっと　なてだけ
「やりこめられて、ひっそりなってしまったつけ」

【例 2】この　味噌じるあ　しっしょけぁ　たんねぁくて　ぺそっとした　味だな
「この味噌汁は、塩気が足りなくて、あっさりして味気がないな」

【例 3】風船あ、空気あ　脱げで、ぺそっと　なてしまたは
「風船は空気が脱けて、ぺしゃんこになってしまったよ」

へそび [hes̝obï] 煤。特に鍋釜などに付く煤をいう。［続 334］

【例】 ほの　なべの　へそび　おどさねぁど　あっつこっつあ　くろぐなんぞ

「その鍋の煤を落とさないと、あっちこっちが黒くなるよ」

へたげ [het̝age]̝ ［名］ 背丈。［及 244］

【例】 この　わらすあ　いづねんぎりん　へたげあ　伸びで　来たな

「この子は、一年毎に背丈が伸びて来たね」

べだつぐ [bed̝atsɯ̈gɯ̈] ［四自］ べとつく。［続 335］

【例】 この　みずあ　ねんどすずだはげぁ　あめあ　ふっど　べだつくなよ

「この道は、粘土質だから、雨が降るとべとつくんだよ」

べたっと ［副］ べったり。［及 245］
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ぺたっと

【例】 これ　べたっと　はんなが

「これをべったり張るのかい」

ぺたっと ［副］ ぺったり。［及 245］

【例】 ぺたっと　くっつだは

「ぺったりくっついてしまったよ」

へだて [he̝n date]̝ ［名］ 先達て。先日。［同］へんだて。へんな。［及 245］

【例】 へだて　たのだな　してくえんべな

「先達て賴んだのをやってくれるだろうな」

へちゃへちゃ [ɸet̝ʃaɸet̝ʃa] ［副］ ぺちゃくちゃ。［及 245］

【例】 えぐ　へちゃへちゃ　しゃべる　おんだ

「よくぺちゃくちゃしゃべるもんだ」

べちょこ [bet̝ʃoko] 女の陰部。［及 12］

この語は「べっちょ」、「べっこ」、「べっちょこ」、「へへ」、「べべこ―特に子供のをいう」、「まんじ

ゅ」、「まんじゅこ―子供のをいう」などとも使っている。

べっか [bek̝ka] ［名／ス自］ 別家。分家。［続 335］

【例】 おれぁ　えあ、〇〇の　べっかだなよ、んだはげぁ　いずばん　したすなだ

「私の家は、〇〇の別家なんだよ、だから一番親しいんだよ」

へっかぐ [hek̝kagɯ̈] ［副］ 折角。［続 335］

【例】 へっかぐ　ゆえだ　なすも　この　ひでりつずぎで　かれそん　なてきだでぁは

「折角植えた茄子も、この日照り続きで、もう枯れそうになってしまったよ」

へっかず [hek̝kadzɯ̈] ［名／ノダナ］ せっかち。［続 335］

【例】 これぁまだ　へっかずで、ないでも　えますぐんねぁば　だめだあだ

「こいつはせっかちで、何でも今直ぐでないといけないんだよ」

べつから [bet̝sɯ̥̈kara] ［副］ 改めて。［続 335］

【例】 ぼこしてしまた　おんだおん、これだば　べつから　つぐりなおしだな

「これしてしまったんだから、これなら改めて作り直しだな」

へつかれぁ [het̝sɯ̥̈karɛ] ［形］ せちがらい。［及 245］

【例】 近頃あ、へつかれぁ　世のながだ　おんだ

「近頃は、せちがらい世の中なものだね」

へっかん [hek̝kaɴ] ［名／ス他］ 折檻。［続 335］

【例】 しとんどご　えずめるなて、これだば　へっかんすねぁば　なおらねぁな

「人を苛めるなんて、これなら折檻しないと直らないね」

へつぎ [het̝sɯ̈gï] 瀨つき。これは、川のはや（鮠）が、産卵のために浅瀨へ群をなして集まるこ
とをいう。［続 335］
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へづねぁ

へっきょ [hek̝kjo] ［名／ス自］ 説敎。［続 335］

【例】 ほんたごどばりしてっど、まだ　ずさまに　へっきょさえんだはげ

「そんなことばかりしていると、またお爺さんに説敎されるんだから」

へっきり [hek̝kïrï] ［副］ 精精。［続 335］

【例】 やめろ　やめろ、おめぁなの　したて、へっきり　いでぁぐするばんだはげぁ

「止めろ止めろ、お前なんかしたって、精精怪我をするばかりだから」

へっく [hek̝kɯ̈] ［名］ 節句。［及 245］

【例】 今日あ　桃の　へっくが

「今日は桃の節句か」

へづぐ [hed̝zɯ̈gɯ̈] ［動］ ［俗語］ せっつく。せかせる。［及 245］

【例】 へわす　ごど　ほんげぁ　へづぐなや

「せわしいこと、そんなにせっつくなよ」

へっけん [hek̝keɴ̝] 石鹸。［続 335］

【例】 へんたぐすんな　へっけん　ねぁぐなたはげぁ、かて　きてくんねぁが

「洗濯をする石鹸がなくなったから、買って来てくれないか」

へづこげ [hed̝zɯ̈koge]̝ ［名］ 季節はずれ［及 245］

【例】 へづこげで　じぇめぁも　出ねぁぐなたは

「季節はずれで、ぜんまいも、もう出なくなってしまったよ」

べっこやり [bek̝kojarï] 交接。性交。この語は「べっちょやり」、「へへやり」などとも使う。［及
17］

へったばる [het̝tabarɯ̈] ［四自］ へたばる。［続 336］

【例】 この　さが　のぼたばんで　へったばるよだは、とすだ　おんだな

「この坂を登ったばかりで、もうへたばってしまうようだよ、年なものたな」

へっつ [het̝tsɯ̈] へっつい。かまど。［及 53］

【例】 えまだば　へっつも　ねぁぐなたなは

「今ならへっついも、なくなってしまったな」

べっと [bet̝to] 蝶。蛾。蝶や蛾の総称。本来蝶という意味で使っているようであるが。蛾も「べっ
と」と使っているのをみると、蛾も蝶と思って使っているようである。［及 95］

べっと [bet̝to] 別当。神社の管理者。［及 79］

【例】 ずぞさまの　べっとあ　だれだべ

「地蔵尊の別当は誰なんだろう」

へづねぁ [ɸed̝zɯ̈nɛ] 切ない。苦しい。［及 32］

【例】 あんまり　へづねぁそだ、医者　よばて　こえ

「あんまり切なそうだ、医者を招んで来なさい」
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へっぱ

へっぱ [hep̝pa] 切羽。［続 336］

【例】 しゃっきん　はだらっで　へっぱつまたあげぐ　どろぼ　したあたど

「借金を催捉されて、切羽詰ったあげく泥棒をしたんだそうだ」

へっへど [heh̝hed̝o] ［副］ せっせと。［続 336］

【例】 なんぼ　へっへど　はだれぁだて　くらすあ　らぐん　ならねぁ　おんだ

「いくらせっせと働いても、暮しは楽にならないもんだよ」

へづめぃ [hed̝zɯ̈me̝ː ] ［名］ 説明。［及 245］

【例】 まづ　おめぁがら　へづめいしてころ

「まづ、あなから説明してくれ」

へづる [he̝n dzɯ̈rɯ̈] ［動］ 削る。［及 245］

【例】 いんぴづずあ　こげぁして　へづる　おんだ

「鉛筆って、こうして削るもんだよ」

へづれぁ [ɸed̝zɯ̈rɛ] ［名］ へつらい。［及 245］

【例】 えぁづあ　へづれぁ　こぐな　じょんだ　おん

「あいつは、へつらうのが上手だもの」

へど [ɸed̝o] 瀨戸。［及 53］

【例】 ほの　茶碗、へどだはげぁ　おどすど　割れんぞ

「その茶碗は瀨戸だから落とすと割れるよ」

なお、「へどおの―瀨戸物」、「へどかげ―瀨戸欠け」などの語もある。

へどおの [hed̝oono] 瀨戸物。［続 336］

【例】 へどおのあ　ふず　けぁでも　つけぁおのん　ならねぁぐなんぞ

「瀨戸物は、縁を欠いても使い物にならなくなるよ」

へどかげ [hed̝okage]̝ ［名］ 瀨戸欠け。［及 245］

【例】 ほごに　へどかげ　あっさげぁ　あぶねぁぞ

「そこに瀨戸欠けがあるから、危ないよ」

へどぎわ [hed̝oŋïwa] ［名］ 瀨戸際。［及 245］

【例】 のっが　そっがの　へどぎわだぞ

「のるかそるかの瀨戸際だよ」

べとっと [bet̝otto] ［副］ べっとり。［続 336］

【例】 きょうあ　あつ　おんだはげぁ、からだじゅう　べとっと　あへ　けぁだは

「今日は暑いものだから、体中べっとり汗をかいてしまったよ」

へどろ [hed̝oro] わらの雪靴。［及 60］

【例】 へどろ　ぬっだら、乾して　おげよ

「雪靴が濡れたら、乾しておきなさいよ」
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へぬい

へどろがだ [çed̝oroŋada] 雪ぐつを作る木型。［及 67］

【例】 へどろ　きれに　つぐるにあ　へどろがだ　ねぁど　だめだな

「雪ぐつをきれいに作るには、木型がないと駄目だね」

へどろぐず [hed̝oroŋɯ̈dzɯ̈] 作業用の藁靴。これは、昔、雪中で作業をする時に使用した藁靴
をいった。今は使用しなくなってしまった。［続 336］

へな [ɸen̝a] ［卑語］ 女。女の卑語。［同］へなこ。ぼつこ。［及 8］

【例】 この　へな　おれぁどさ　さがらう　気が

「この女め俺にさからう気か」

べな じゃないか。［及 246］

【例 1】おめぁ　こねぁべな
「お前は来なじゃないか」

【例 2】ほれぁ　おめぁ　したあだべな
「それは、お前がしたんじゃないか」

へなが [hen̝aga] 背中。［続 336］

【例】 ずさま　へなが　けぁはげぁ　けぁでくんねぁが

「お爺さんは背中が痒いから掻いてくれないか」

へながあで [çen̝agaade]̝ 背中当て。荷を背負う道具。［及 67］

【例】 おもでぁ　おの　しょう　ずぎあ　へながあであ　ねぁど　へなが　いでぁくてな

「重い物を背負う時は、背中当てがないと、背中が痛くてね」

へながあへ [hen̝agaahe]̝ 背中合わせ。［続 336］

【例 1】〇〇さん　えあ　おれぁ　えど　へながあへの　うらだ
「〇〇さんの家は、私の家と背中合わせの裏だよ」

【例 2】〇〇ど　〇〇あ　けんかして　えまは　へながあへだは
「〇〇と〇〇は喧嘩をして、今はもう背中合わせだよ」

へなつり [hen̝atsɯ̈rï] 流しじり。これは、台所からの流しじりと、台所から流れて来るものの二
つをいう。［続 336］

【例 1】へなつりだはげぁ、ほごあ　きたねぁぞ
「流しじりだから、そこは汚ないよ」

【例 2】へなつりあ　ながっで　きた
「台所の捨て水が流れてきたよ」

べにおすれ [ben̝ïosɯ̈re]̝ 紅白粉。［続 337］

【例】 えまの　したずあ　ハエカラだ　おんで、かえしゃさも　べにおすれで　えぐ　おんだ

「今の人達は、ハイカラなもので、会社にも紅白粉で行くもんだ」

へぬい ［名］ 背縫い。［及 281］
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へのび

【例】 へぬいずあ　まっつぐ　ぬわねぁんねぁ　おんだ

「背縫いというものは、真直ぐに縫わないといけないものだよ」

へのび [hen̝obï] ［名］ 背伸び。［及 245］

【例】 へのびしたら　とづぐんねぁが

「背伸びしたら、届くんじゃないか」

へば [heb̝a] すると。なら。［及 246］

【例 1】こうへば　えなが
「こうするといいのかい」

【例 2】そうへば　こげぁんなんぜぁ
「そうすると、こうなるよ」

【例 3】そへば　こげぁしてみろ
「それなら、こうしてみろよ」

べは もう……よ。しようよ。だろうよ。［及 246］

【例 1】えさ　えぐべは
「もう家に行こうよ」

【例 2】この　すごど　はやぐ　すんべは
「この仕事を早くしようよ」

【例 3】おっきぐなた　おの　しとりで　せんべは
「大きくなったんだもの、一人で出来るだろうよ」

へばくるす [heb̝akɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 狹苦しい。［続 337］

【例】 アパートなて　へばくるす　どご　やだはげぁ　いながさ　けぁたあだ

「アパートなんて狹苦しい所は嫌だから田舍へ帰ったんだ」

へばこえ [ɸe̝m bakoe]̝ 狹い。［及 32］

【例】 この　ろうが　すこす　へばこえな

「この廊下は少し狹いな」

へばまる [heb̝amarɯ̈] ［四自］ 狹まる。［続 337］

【例】 ゆぎみずん　なっど　どうろあ　へばまっさげぁ　きいつけで　ありげよ

「雪道になると、道路が狹まるから、気を付けて歩けよ」

へばめる [heb̝amer̝ɯ̈] ［下一他］ 狹める。［続 337］

【例】 ほの　へげ、ほんげぁ　へばめっど、みずあ　あふっでくんぞ

「その用水路を、そんなに狹めると、水が溢れてくるよ」

へびのでぁーもず [ɸeb̝ïnodɛːmodzɯ̈] おにのやがら。これは、山野の林の中などに生える、
らん科の多年草で、「へびまぐら」ともいい、根茎は乾して煎用し、頭痛薬、強壮剤として使用され

る。［続 337］
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へらかだり

へびる [heb̝ïrɯ̈] ［四他］ せびる。［続 337］

【例】 この　わらすあ　まえにず　ないが　かうな　じぇね　ころどて　へびる　おんだ

「この子は、毎日何か買うのお金をくれといってせびるもんだ」

へびれ [heb̝ïre]̝ 背鰭。［続 337］

【例】 さめずあ　みずの　ゆえさ　へびれ　だして　およぐ　おんだど

「鮫って、水の上に背鰭を出して泳ぐものだそうだよ」

へへこます [heh̝ek̝omasɯ̈] ［形］ せせこましい。［続 337］

【例】 おれぁ　どうも　アパートみでぁんた　へへこます　どごあ　へ
〇

るる　きあ　しねぁな

「私はどうもアパートのような、せせこましい所は入る気がしないね」

へぼね [heb̝one]̝ 背骨。［続 337］

【例】 ほんげぁ　へなが　まるめで　べんきょうしてっど　へぼねあ　まがてしまうぞ

「そんなに背中を丸めて勉強していると、背骨が曲ってしまうよ」

へみ [hem̝ï] 蝉。［及 95］

【例】 春なぐ　へみあ　たねまぎじぇみず　おんだ

「春なく蝉は、えぞはるぜみ、というもんだよ」

へむす [hem̝ɯ̈sɯ̈] せむし。［続 337］

【例】 なして　へむすんなの　なる　おんだが　むぞせぁ　おんだな

「どうしてせむしになんかなるものなのか、可哀そうなものだね」

へめる [hem̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 掴まえる。［続 338］

【例】 〇〇ちゃん　ぎゃらくと　しめで　あすばねぁが

「〇〇ちゃん、おたまじゃくしを掴まえて遊ばないか」

へめる [hem̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 責める。［続 338］

【例】 おずどご　ごしゃがねぁで　おれぁどごばり　へめんなだぜぁ

「弟を叱らないで、私のところばかり責めるんだよ」

へやでぁ [hej̝aⁿdɛ] 室代。［続 338］

【例】 まがりしったはげぁ　へやでぁ　とらっでんなだ

「間借りしているから、室代を取られているんだ」

へやみ [hej̝amï] ［名］ せやみ。不精。［及 246］

【例】 へやみ　こえでねぁで　ぐうぐど　してしまえ

「せやみこいてないで、さつさとしてしまえよ」

へらうり [ɸer̝aɯ̈rï] ［名］ おしゃべり。［同］へらかだり。［及 246］

【例】 へらうりしてっど　ひあ　くれんぞ

「おしゃべりしていると、日が暮れるよ」

へらかだり [her̝akadarï] お喋り。［同］へらうり。［続 338］

583



へらかづぐ

【例】 おなごずあ　へらかだり　すぎだ　おんだ

「女って、お喋りが好きなものだね」

へらかづぐ [ɸer̝akadzɯ̈gɯ̈] ［連語］ 炊いたご飯が足りなくなること。［及 43］

【例】 まにあうべどもたら　へらかづでしまた

「十分だろうと思ったが　足りなくなってしまった」

へらかづぐ ［俗語］ へら（飯を盛るへら）を担つぐ。飯が足りなくなること。［及 246］

【例】 たくさだどもたら、へらかづでしまた

「たくさんだ、と思っていたら、足りなくなってしまったよ」

へらから [ɸer̝akara] ［副］ へちゃくちゃ。［及 246］

【例】 へらからてばりいねぁで　ちゃっちゃど　えごは

「へちゃくちゃ　やってばかりいないで、さっさと行こうよ」

へらから [her̝akarɯ̈] ［副］ へらへら。［続 338］

【例 1】しとの　しゃべてっずぎ　よごがら　へらからて　よげだ　くずだす　すんな
「人の喋っている時、横からへらへらって、余計な口出しをするなよ」

【例 2】へらからて、えぐ　しゃべる　おなごだな
「へらへらって、よく喋る女だな」

へらくづ [ɸer̝akɯ̈dzɯ̈] ［名］ へらずぐち。よけいなおしゃべり。用もないおしゃべり。［及 246］

【例】 へらくづ　きでねぁで　すごど　してしまえ

「へらず口をたたいていたないで、仕事をしてしまえよ」

へらづぐ [ɸer̝adzɯ̈gɯ̈] ［動］ おしゃべりする。へらへらいう。［及 246］

【例】 えぐ　へらづぐちゃな

「よくへらへらいうよね」

へらりんさま [her̝arïɴsama] 清羅院さま。［続 338］

【例】 ずぞさま　おめぁり　えぐはげぁ、へらりんさまも　おがで　くんべ

「地蔵さまにお参りに行くから、清羅院さまも拜んでこよう」

へり [her̝ï] ［名］ せ

糶り。［及 247］

【例】 おれぁえんなも、へりさ　かげで　もらうがな

「うちのも、せりにかけて貰おうかな」

へり [her̝ï] せり

芹。［同］へりごぎ。［及 96］

【例】 こんだ　へりも　ではたべな

「今度は芹も出たろうな」

へりあう [her̝ïaɯ̈] ［四他］ 競り合う。［続 338］

【例】 うんどうかいで　〇〇ちゃんど　〇〇ちゃんが　へりあて　おもへがった

「運動会で、〇〇ちゃんと〇〇ちゃんが競り合って、面白かったね」
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べろっと

へりしゃぶぎ [her̝ïʃabɯ̈gï] 百日咳。［続 338］

【例】 へりしゃぶぎずあ　わらしたずあ　かがりやすおんだど

「百日咳って、子供らがかかりやすいんだそうだよ」

へる [her̝ɯ̈] ［動］ 入れる。［同］へれる。［及 247］

【例】 ほれぁまだ　こっつさ　へるあだ

「それは、こっちに入れるんだ」

へる [her̝ɯ̈] ［動］ 出来る。やれる。［及 247］

【例】 ほれだば　おれだて　へるや

「それなら、俺だってやれるよ」

この語には、「へろばや―やれるもんか」などという使い方もある。

へれめ [her̝em̝e]̝ 入れ目。義眼。［同］えれめ。［続 338］

【例】 〇〇さんは　みぎの　め　つぶして　へれめ　したあだど

「〇〇さんは、右の目を潰して、入れ目をしたんだそうだ」

へれる [her̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 入れる。［同］えれる。［続 339］

【例】 ほの　えもあ、えま　ふぐろさ　へれんなだはげぁ　ほごさ　おえでころ

「その芋は、今袋に入れるのだから、そこへ置いてぐれ」

へろ [ɸer̝o] せいろ。食物をむす道具。［及 53］

【例】 おふかす　ふかすはげぁ、へろ　出してころ

「赤飯を作りますから、せいろを出して下さい」

へろ [her̝o] 蛭。水田、沼、池などの水中に棲み、人血を吸う環状動物。［及 96］

【例】 へろて　すねさなの　くっつで、血吸て　やだ　おんだ

「蛭って、脛になんかに付いて、血を吸って、嫌なもんだ」

べろ [ber̝o] 舌。［続 339］

【例】 あの　やろこ　にぐらす　ごど　べろ　だして　ねげで　えた

「あの子（男の子）、憎らしいこと、舌を出して逃げて行ったよ」

べろづぐ [ber̝odzɯ̈gɯ̈] ［名］ 立て続け。続けざま。［及 247］

【例】 べろづぐ　ごへぁも　のだ　おんだ

「立て続けに 5杯も飲んだもんだ」

べろっと ［副］ すっかり。全部。［及 247］

【例】 べろっと　かだづげで　きた

「すっかり片付けて来たよ」

べろっと ［副］ べろりと。するりと。［及 247］

【例 1】べろっと　舌　出して　ねげで　えたけは
「べろりと舌を出して、逃げて行ってしまったつけ」
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ぺろっと

【例 2】すこす　けったら　べろっと　へぁて　えたけ
「少し削ったら、するりと入っていったつけ」

ぺろっと [per̝otto] ［副］ ぺろりと。［続 339］

【例】 この　わらすあ　ささまぎ　よっつも　ぺろっと　くた　おんだ

「この子は、粽を四つもぺろりと食べたもんだ」

べろべろ [ber̝ober̝o] べろんべろん。［続 339］

【例】 どごで　ので　きた　おんだが、べろべろど　よっぱらて　きた　おんだ

「何処で飲んできたものなのか、べろんべろんに醉っ払って来たもんだ」

へわ [hew̝a] ［名］ 世話。［及 247］

【例】 ほんげぁ　へわ　すねぁたて　でげる

「そんなに世話をしなくとも出来るよ」

へわす [hew̝asï] ［形］ せわしい。［同］へわすねぁ。［及 247］

【例】 くれん　なたら、なんだが　へわすな

「暮になったら、なんだかせわしいね」

へわずぎ [hew̝aⁿdzɯ̈gï] 世話好き。［続 339］

【例】 おれぁえの　ばさまだば　へわずぎで、だれぁさも　かれぁさも　へわしてんなだ

「うちの婆さんは世話好きで、誰にでも世話をやいているんだ」

へわすねぁ [hew̝asɯ̈nɛ] ［形］ 忙しない。［続 339］

【例】 この　えそがす　ずぎ　わらしたずまで　へわすねぁぐする　おんで、てんてこめぁだ

「この忙しい時に、子供らまで忙しなくするもんで、天手古舞だよ」

へわやぎ [hew̝ajagï] 世話燒き。［続 339］

【例】 ほんげぁ、しとの　へわやぎまで　しねぁたて　おわ　ごど　すんだ

「そんなに、人の世話燒きまでしなくとも、自分のことをした方がいいね」

へわやぐ [hew̝ajagɯ̈] 世話役。［続 339］

【例】 むらの　へわやぐの　くちょうあ、あなだんねぁば、する　しとあ　いねぁ

「村の世話役の区長は、あなたでなければ、する人はいないよ」

へん [heɴ̝] ［名］ 先。以前。昔。［及 247］

【例】 へんにあ　ずどうしゃなて　ねぁがったな

「先には、自動車なんてなかったな」

へん [heɴ̝] 千。この語は、千が、最初にある時だけ使い、「二千。三千」などには使わない。［続 340］

へん [heɴ̝] 線。［続 339］

【例 1】この　へん　たるで　きたはげぁ　ぴんと　はてころ
「この線がたるんできたから、ぴんと張ってくれ」

【例 2】はみだすど　えぐねぁはげぁ、まず　へん　かげ
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べんけ

「はみ出すといけないから、まず線を書きなさい」

なお、何かに書いた線を「ぎり」ともいう。

へんか [ɸeɴ̝ka] ［名］ 口答え。さからう。［及 247］

【例】 この　わらすあ　へんかばりして

「この子は、口答えばかりして」

べんかい ［名］ 弁口。口先。［同］べんこ。［及 247］

【例】 この　やろ　べんかいなのばり　じょんで

「この野郎、口先なんかばかり上手で」

へんかが [heɴ̝kaga] 先妻。［同］へんぱら。へんせぁ。［続 340］

【例】 あれぁ　へんかがの　わらすだ

「あれは先妻の子供だよ」

へんき [heɴ̝kï] ［名］ せんき。やきもち。［及 247］

【例】 しとの　ごど　へんき　やだて　はずまらねぁべぁなや

「人のことをせんきをやんでも、始まらないだろうや」

へんき [heɴ̝kï] 疝気。［続 340］

【例】 ほんたごど　ほんげぁ　へんき　やまねぁで　だまて　みでろ

「そんなことに、そんなに疝気を病まないで、だまって見ておれよ」

へんぎ [heɴ̝ŋï] ［名］ 詮議。［及 247］

【例】 誰あ　したあだが　へんぎ　しねぁんねぁ

「誰がしたのか、詮議をしないといけないな」

へんきょ [heɴ̝kjo] ［名／ス他］ 選挙。［続 340］

【例】 こんどの　へんきょあ　しゅうさんどうずへんきょだど

「今度の選挙は、衆参同時選挙だそうだ」

べんきょ [beɴ̝kjo] ［名／ス他自］ 勉強。［続 340］

【例 1】べんきょ　べんきょて、あんまり　ゆわえっど、あだまさ　くんぜぁは
「勉強勉強と、余りいわれると、もう頭にきてしまうよ」

【例 2】おれぁえの　しなおのあ　べんきょすっさげぁ　かてころ
「うちの品物は勉強するから買ってくれ」

へんぎり [heɴ̝ŋïrï] 千切り。［続 340］

【例】 こにゃ　ごんぼの　へんぎり　あぶらいりでもして　くが

「今夜は、牛蒡の千切りを油炒りでもして食べようか」

べんけ ［名］ 藁で筒状に作った串を差しておく用具。［及 248］

【例】 ざっこあ　あぶっだら　べんけさ　さして　おげ

「雑魚があぶれたら、串を差すのに差しておけよ」
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べんけぁー

べんけぁー [beɴ̝kɛː] ［名／ス他自］ 弁解。［続 340］

【例】 ほうゆうごど　したあだごったら、べんげぁーの　よつあ　ねぁべや

「そういうことをしたのだったら、弁解の余地がないだろうや」

へんげつ [heɴ̝ŋed̝zɯ̈] ［名］ 先月。［及 248］

【例】 〇〇さん　きたな　へんげつんねぁがったべが

「〇〇さんが来たのは、先月でなかったろうか」

へんこ [ɸeɴ̝ko] 線香。［及 53］

【例】 ほどげさまさ、へんこ　あげでころ

「仏さまに、線香をあげて下さい」

へんこぐ [heɴ̝kogɯ̈] 先刻。［続 340］

【例】 あなだ　くんな　へんこぐがら　まずであした

「あなたの来るのを、先刻から待っておりました」

へんさぐ [heɴ̝sagɯ̈] ［名／ス他］ 詮索。［続 340］

【例】 えまさら　ほんたごど　へんさぐしても　はずまらねぁべや

「今更そんなことを詮索してもはじまらないじゃないか」

へんずぐすり [heɴ̝ⁿdzɯ̈ŋɯ̈sɯ̈rï] 煎じ薬。［続 341］

【例】 へんぶり　へんずぐすりん　して　のむど　いさ　きくど

「せんぶりを煎じ薬にして飲むと、胃に利くそうだよ」

へんずつ [heɴ̝ⁿdzɯ̈tsɯ̈] 先日。［続 341］

【例】 へんずつあ　おじゃましあして　てぁへん　おへわさまん　なりあした

「先日はお邪魔しまして、大変お世話さまになりました」

へんせぁー [heɴ̝sɛː] ［名／ス他］ 返済。［続 341］

【例】 じゅうたぐローン　へんせぁーして　どっかどした

「住宅ローンを返済してほっとしたよ」

へんぞ [heɴ̝dzo] ［名］ 先祖。［及 248］

【例】 ひしゃすぶりで　へんぞの　おはがさ　手　あわへで　きたや

「久し振りで、先祖のお墓に手を合せて来たよ」

べんぞ ［名］ べそ。［及 248］

【例】 ないだ　べんぞなの　けぁで、けんかしたなが

「なんだい、べそなんかかいて、けんかしたのか」

べんぞ [beɴ̝ⁿdzo] べそ。［続 341］

【例】 おかぁさんに　ごしゃがっだどて　べんぞ　けぁで　おもでさ　たてだけ

「お母さんに叱られたといって、べそをかいて外に立っておったよ」

へんたぐ [çeɴ̝tagɯ̈] 洗濯。［及 60］
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へんば

【例】 おなごずあ　へんたぐだ、ぬつけだ、ほら、すんめぁだて、えそがす　おんだ

「女って、洗濯だ、裁縫だ、ほら、炊事だと忙しいもんだ」

へんたぐおの [heɴ̝tagɯ̈ono] 洗濯物。［続 341］

【例】 ほら、あめこあ　おずで　きたぞ、へんたぐおの　へんねぁど　ぬれんぞ

「そら雨が落ちてきたよ、洗濯物を入れないと濡れるよ」

へんだづ [ɸeɴ̝dadzɯ̈] 先達。案内人。［及 8］

【例】 おめぁ、念仏の　へんだづ　してくんねぁが

「あなた、念仏の先達をしてくれませんか」

へんだで [heɴ̝ⁿdade]̝ 隔て。［続 341］

【例】 ごげかかだ　おんだはげぁ　へんかがの　わすさ　へんだで　つけんなだど

「継母なものだから、先妻の子に隔てを付けるんだそうだ」

へんちゃぐじゅん [heɴ̝tʃagɯ̈dʒɯ̈ɴ] 先着順。［続 341］

【例】 〇〇の　おおうりだすあ　へんちゃぐじゅんに　けいひん　くえんなだど

「〇〇の大売り出しは、先着順に景品をくれるんだそうだ」

へんつ [ɸeɴ̝tsɯ̈] せっちん。便所。［同］へんつん。［及 53］

【例】 へんつの　こやす　くで　もらわねぁんねぁな

「便所の下肥を汲んでもらわないといけないな」

へんど [heɴ̝ⁿdo] 線路。鉄道線路。［続 341］

【例】 〇〇ちゃん　あぶねぁはげぁ　へんどで　あすでぁ　だめだぞ

「〇〇ちゃん、危ないから、線路で遊んではいけないよ」

べんと 弁当。［及 43］

【例】 今日　べんと　おすなが

「今日、弁当欲しいんですか」

また、弁当のおかずを「べんとぜぁ」といっている。

へんな [heɴ̝na] 先達て。［同］へだて。へんだて。［続 341］

【例】 へんな　おれぁ　おめぁ　えさ　よたけが　よぱらて　ほんでぁねぁじゅは

「先達て、私は君の家へ寄ったろうか、醉っ払って覚えがなくなってしまったよ」

へんぬぎ はりぎり。一名せんのきといい、うこぎ科の落葉高木で、枝には刺があり、材は下駄な

どの器具を作るのに用いられている。［及 96］

へんぬぎ [heɴ̝nɯ̈gï] 栓抜き。［続 342］

【例】 ほごに　ある　へんぬぎ　よごしてころ　ビールの、へん　ぬぐはげぁ

「そこにある栓抜きをよこしてくれ、ビールの栓を抜くから」

へんば [çeɴ̝ba] 千歯。稲をこく道具。［及 67］

【例】 むがすあ　へんばで　なんにづも　かがて　稲　こえだ　おんだ
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へんぱら

「昔は千歯で、何日もかかって稲をこいたもんだ」

へんぱら [ɸeɴ̝para] 先妻。［及 8］

【例】 あどかが　来てがら　へんぱらの　子あ　いじめらっで　むぞせぁな

「後妻が来てからは、先妻の子がいじめられて、かわいそうだね」

なお、先妻の子を「へんぱらのこ」と呼んでいる。

へんぶり [heɴ̝bɯ̈rï] せんぶり。これは、りんどう科の二年草で、右くから胃腸薬として用いら
れてきた薬草である。苦味の多い薬草として有名である。［続 341］

へんへ [çeɴ̝çe]̝ 先生。［及 79］

【例】 あんまり　きがねぁど　がっこの　へんへさ　おへんぞ

「あまりきかないと、学校の先生に敎えてやるよ」

へんべ [çeɴ̝be]̝ 煎餅。［及 43］

【例】 どれ　こまぐれぁん　へんべでも　けっがな

「どうれ、おやつにせんべいでもあげようかな」

へんぺぁー [heɴ̝pɛː] 返杯。［続 342］

【例】 おれぁ　のめねぁはげぁ　へんぺぁあ　かんべんしてころ

「俺は飲めないから、返杯は勘弁してくれ」

へんべつ [heɴ̝bet̝sɯ̈] ［名／ス他］ 選別。［続 342］

【例】 ほの　なががら、れぁねんの　たねえもん　すんな　へんべつしてころ

「その中から、来年の種芋にするのを選別してくれ」

へんべつ [heɴ̝bet̝sɯ̈] 餞別。［続 342］

【例】 こんげぁ　へんべつまで　もらて　おぎのどぐだなおす

「こんなに、餞別まで貰ってお気の毒ですね」

へんべぶどん [heɴ̝beb̝ɯ̈doɴ] 煎餅布団。［続 342］

【例】 こげぁた　へんべぶどんさ　ねへでなおす、どうが　がましてくだせぁな

「こんな煎餅布団に寝かせてね、どろか我慢して下さいね」

へんぽー [heɴ̝poː] 先方。［続 342］

【例】 ゆいのうの　ひどりが、ほれぁ　へんぽーど　えっく　そうだんして　きめんべ

「結納の日取りか、それは先方とよく相談して決めよう」

へんりょ [heɴ̝rjo] 千両。［続 342］

【例】 むがすの　へんりょだは　たいした　おんだども　えまだば　たいした　おあ　かえねぁな

「昔の千両なら大したものだが、今なら大した物は買えないな」
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ほう

　

—ほ—

ほ ［名］ 方。［及 248］

【例 1】あっつの　ほさ　えてみっが
「あっちの方へ行ってみようか」

【例 2】どっつの　ほ　だべ
「どっちの方だろう」

ぼ ［名］ 棒。［同］ぼきなぎ。ぼぐど。ぼこ。［及 248］

【例】 ほの　ぼ　こさ　たででくんねぁが

「その棒をここに立ててくれませんか」

ぼいこ ［名］ 鬼ごっこ。［及 248］

【例】 〇〇ちゃん、ぼいこ　すねぁが

「〇〇ちゃん、鬼ごっこをしないか」

ぼいつめる [boïtsɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 追い詰める。［続 343］

【例】 おめぁだ　うさぎ　さわの　ほがら　みねの　ほさ　ぼいつめで　よごへ

「お前達は、兎を沢の方から、嶺の方へ追い詰めてよこしてくれ」

ぼいと [boïto] 追い手。これは、犯人を追う人には使わず、狩りをする時の追い手だけをいう語
である。［続 343］

ぼいまぐる [boïmagɯ̈rɯ̈] ［四他］ 追いまくる。［続 343］

【例】 うさぎがりでも　しったんだな、ほうほて　ぼいまぐる　おどあ　する　おん

「兎狩りでもしているんだろうな、ほうほうといって追いまくる音がするもの」

ぼいまわす [boïmawasɯ̈] ［四他］ 追い回す。［続 343］

【例】 えん　ながで　ぼいまわすな　やめろ、ほごらさ　ぶつかっど　あぶねぁぞ

「家の中で追い回すのは止めなさい、その辺へぶっつかると危ないよ」

ほう ［副］ そう。［及 248］

【例】 ほうすっど　えなだ

「そうするといいんだ」

また、この語には、「ほうちゃは―そうなのかい」。「ほうへば―そうすれば」、「ほうやは―そうな

の」などの使い方がある。

591



ぼう

ぼう ［動］ 追う。［及 248］

【例】 ほんげぁ　ぼうなや

「そんなに追うなよ」

この語には、「ぼえ―追え」、「ぼわっだ―追われた」などの使い方がある。

ほうず ［名］ 法事。法要。［及 248］

【例】 あした　おやずの　ほうずだなは

「明日は、もう親父の法事だね」

ほうだ [hoːda] 蛍。ほたる科の昆虫で、幼虫は水中に棲み、カワニナという巻貝を食べている。
［同］ほうだる。［及 96］

ほうだこ [hoːdako] わらび。成長しきったわらびをいう。［及 96］

【例】 うっかり　ほうだこ　ひぱんなよ、手　きっさげぁな

「うつかり、成長したわらびを引張るなよ、手を切るからな」

ぼうへぎ [boːçeg̝ï] 紡績。［及 60］

【例】 むがすあ　娘あ　名古屋の　ぼうへぎこうばさ　やらっだ　おんだ

「昔の娘は、名古屋の紡績工場にやられたものだよ」

ほうほ ［副］ やいのやいの。［及 248］

【例】 うだえどて、ほうほて　いうおんだ　おん

「唄えって、やいのやいのいうもんだもの」

ぽえ ～っぽい。［及 249］

【例 1】くろぽえ
「黒っぽい」

【例 2】いろぽえ―
「色っぽい」

また、この語は、「ぽす」とも使うが、「いろぽす―色っぽい」とは使わない。「くろぽす―黒っぽ

い」、「すろぽす―白っぽい」。

ほえじょ 包丁。［同］ほうじょ。［及 53］

【例 1】ほえじょ　きんねぁぐなたはげぁ、とえでころ
「包丁が切れなくなったから、研いで下さい」

【例 2】さがなぼえじょ
「出刃包丁」

【例 3】なっきりぼえじょ
「菜切り包丁」

【例 4】かぁきりぼえじょ
「桑切り包丁」
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ほーでぁ

ほえず [hoed̝zɯ̈] ［代］ そいつ。［続 344］

【例 1】おれぁ　したなんねぁ、ほえずあ　したあだ
「俺がしたんじゃないよ、そいつがしたんだ」

【例 2】おれぁ　ほえず　おすなよ
「私はそいつが欲しいんだよ」

ぼえっと ［副］ 急に。［同］ぼえら。［及 249］

【例】 車　くっさげぁ　ぼえっと　出はんなよ

「車が来るから、急に出るなよ」

ほえど 乞食。［及 79］

【例】 えまだば　ほえども　こねぁは

「今なら、もう、乞食も来なくなったね」

ほえど 乞食。［同］もれぁと。もれぁにん。［及 8］

【例】 近頃　ほえどずあ　来ねぁなは

「近頃乞食はもう来ないね」

ほえどこぐ [hoed̝okogɯ̈] ［動］ いやすくする。［及 249］

【例】 おやつの　ずがん　すぎだあだぞ、ほんげぁ　ほえどこぐ　おんでねぁ

「おやつの時間が過ぎたんだよ、そんなにいやしくするものじゃないよ」

ほえどこぐ [hoed̝okogɯ̈] 卑しくする。この語は、特に食い物に卑しくすることだけをいう。
［続 344］

【例】 まだ　ほえどこえで　つまみぐいする

「また卑しくして摘み食いをする」

ぼーすべり [boːsɯ̈ber̝ï] 棒滑べり。これは、融雪期の積雪が、歩けるくらい堅くなった時期に、
斜面を棒切れを尻に当て滑り下りる遊びをいう。今の子供らはもうやっていない。［続 343］

ほーだる [hoːdarɯ̈] 蛍。［同］ほうだ。ほうだこ。［続 343］

【例】 〇〇ちゃん　ほーだる　とりん　えぐべ

「〇〇ちゃん、蛍を捕りに行こうよ」

ほーでぁ [hoːⁿdɛ] ［名／ノダナ］ 放題。［続 343］

【例 1】あすびほーでぁ
「遊び放題」

【例 2】くいほーでぁ
「食べ放題」

【例 3】とりほーでぁ
「取り放題」

【例 4】ねほーでぁ

593



ほーてぁー

「寝放題」

【例 5】のみほーでぁ
「飲み放題」

ほーてぁー [hoːtɛː] 包帶。［続 343］

【例】 どごで　いであぐして　きたや、まず　はえぁぐ　くすりつけで　ほーてぁーすろ

「何処で怪我をして来たの、まず早く薬をつけて包帶をしなさい」

ぼーでぁー [boːⁿdɛː] ［ナ名ノ］ 膨大。［続 344］

【例】 〇〇の　どけんや　ぼーでぁーだ　しゃっきんで　とうさんしたどは

「〇〇の土建屋は、膨大な借金で、倒産してしまったそうだ」

ほーほ [hoːho] ［副］ そうそう。［続 344］

【例】 なんぼ　おれぁ　しとあえぇたて、ほーほ　えぇ　つらばり　してらんねぁな

「いくら私がお人よしでも、そうそうはいい顔ばかりしていられないね」

ぼかげる ［動］ 追つかける。追いかける。［及 249］

【例】 まだ　ぼかげっど　かつぐえがしんねぁ

「追いかけると、まだ、追いつけるかもしれないね」

ほがさえる [hogasaer̝ɯ̈] ［下一自］ 浮かされる。この語は、「浮き立たされる」意味に使い、

「熱に浮かされる」には使わない。［続 344］

【例】 わらしたずあ　さわぇぁで　ほがさえる

「子供らが騒いで浮かされるよ」

ほがす ［動］ 浮き立たせる。ふわふわにする。けしかけて、浮き立たせる。綿などを打ったりし

て、ふわふわにすること。［及 249］

【例 1】ほんげぁ　ほがすなや
「そんなに浮き立たせるなよ」

【例 2】この　布団わだ　ほがして　もらうべ
「この布団綿をふわふわにしてもらおう」

ぽかっと [pokatto] ［副］ ぽっかり。［続 344］

【例】 〇〇ちゃん　みずさ　くくたどもだら　ぽかっと　うがで　きたけ

「〇〇ちゃんが、水に潜ったと思ったら、ぽっかり浮いてきたっけ」

ほがならねぁ [hoganaranɛ] ［連語］ 他ならない。［続 344］

【例】 ほがならねぁ　おめぁの　たのみだ　おん　きでやらねぁんねぁべ

「他ならないあなたの賴みだもの、聞いてやらなければならないだろう」

ほきかげる ［動］ けしかける。［及 249］

【例】 ほきかげる　おんだはげぁ　あれぁぐなて

「けしかけるものだから、荒くなって」
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ほげぁた

ほぎだす [hogïⁿdasɯ̈] ［動］ 吐き出す。［及 249］

【例】 にげぁくたて　くそりだおの　ほぎだすなや

「苦くったって、薬だもの、吐き出すなよ」

ぼきっと [bokït̥to] ［副］ ぼっきり。［続 344］

【例】 こねぁだの　たいふうで、こげぁた　ふって　えだ　ぼきっと　おっだけ

「この間の台風で、こんな太い枝が、ぼっきり折れたっけ」

ぽきっと [pokït̥to] ［副］ ぽっきり。［続 344］

【例】 はすあ　ぽきっと　おっだは

「箸がぽっきり折れてしまったよ」

ぼきなぎ [bokïnaŋï] 棒切れ。［同］ぼぐど。［続 344］

【例】 ぼきなぎなの　ふりまして　ありぐど　あぶねぁぞ

「棒切れなんか振り回して歩くと危ないよ」

ぼぐ [bogɯ̈] 大木。老木。［及 96］

【例】 これだば　たいした　ええ　ぼぐだな

「これなら、たいしたいい大木だな」

ぽくっと [pokɯ̥̈tto] ［副］ ぽっくり。［続 345］

【例 1】となりの　ばさま　ゆべな　ぽくっと　しだどは
「隣りのお婆さんが、夕べぽっくり死んでしまったそうだ」

【例 2】きじゃぐすあ　ぽくっと　おっだは
「木の杓子がぽっくり折れてしまったよ」

ほげ [hoge]̝ 棹。竿。これは、木の長い棹をいい、雪囲いの材料に、はせにしたりして使っている。
［及・続 67・345］

【例】 ゆぎがこい　すんな　ほげ　伐て　こねぁんねぁな

「雪囲をする、竿を伐って来ないといけないな」

ほげぁ [hoŋɛ] ［副］ そう。そんな。［及 249］

【例 1】ほげぁすっど　ぼこれる
「そうすると、こわれるよ」

【例 2】ほげぁたごど　すんなや
「そんなことをするなよ」

なお、この語には、「ほげぁほげぁ―そうそう」、「ほんげぁ　ほんげぁ―そうそう」などがあり、「ほ

げぁほげぁ（または、ほんげぁほんげぁ）くえらんねぁ―そうそうはくれられないよ」のような使

い方をしている。

ほげぁた [hoŋɛta] ［連体］ そんな。［同］ほんた。［続 345］

【例】 ほげぁた　おのだば　いらねぁな、おれも　もった　おん
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ほけちょ

「そんな物ならいらないね、俺も持っているもの」

ほけちょ 鴬。［及 96］

【例】 ほけちょあ　ほけちょて　なぐはげぁ　ほげぁん　つけだあだべな

「鴬は、ほけちょと鳴くから、そうつけたんだろうな」

ほけちょばな [hoket̝ʃobana] かたくり。これは、ゆり科の多年生草本で、山野に自生してお
り、昔はこの根茎から片栗を取った。また、「かだご」ともいい、ほけちょ（鴬）の渡って来る頃花

が咲くので、この名がある。［続 345］

ほげる [hoger̝ɯ̈] ［四自］ 浮き立つ。［続 345］

【例】 あんまり　ほげっど　なぎでぁぐなっさげぁ　やめろは

「余り浮き立つと、泣きたくなるから、もう止めなさい」

ほげる [hoger̝ɯ̈] ［動］ 繁る。［及 96］

【例】 おめぁえの　稲あ　ほげで　きたな

「お宅の稲は繁って来たね」

ほげる [hoŋer̝ɯ̈] ［動］ 放り出す。［及 249］

【例】 なにもかにも　ほげだて　だめだべちゃ

「なにもかも放り出したって、駄目じゃないか」

ほご [hogo] ［代］ 其所。其処。［及 249］

【例】 バゲヅ　ほごさ　おえでくんねぁが

「バケツを其処へ置いてくれないか」

ぼこぐる [bokogɯ̈rɯ̈] ［四他］ 追い払う。［同］ぼたぐる。ぼっこぐる。ぼったぐる。［続 345］

【例】 のらねごあ　ないが　くいでぁくて　まだ　きた　ぼこくてやれ

「野良猫が、何か食いたくてまた来たよ、追い払ってやれ」

ほごす [hoŋosɯ̈] ［動］ ほぐす。ほどく。［及 250］

【例 1】この　つづ　こまこぐ　ほごすなが
「この土を細かくほぐすのかい」

【例 2】そがぎの　縄　ほごしてころ
「冬囲いの縄をほどいてくれ」

ぼこす [bokosɯ̈] ［四他］ 壊す。［同］ぶずごす。ぼっこす。［続 345］

【例】 ないだて　ほれ　ぼこすながは　まだ　いだますんねぁがや

「まぁ、それを壊してしまうのかい、まだ惜しいじゃないか」

ほごぢ [hogodzï] ［名］ ほくち。さるのこしかけ、などの茸を乾燥して、火種にするもの。茸の

乾燥したものに、火打ち石や焚火などから、火をつけて、火種にするものをいう。［及 250］

ほごで [hogoⁿde]̝ ［接］ そこで。［続 345］

【例】 さげも　え　あんべぁ　へぁたす　ほごで　うだでも　だすべや
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ほしこ

「酒も適当に入ったし、そこで唄でも出そうよ」

ほこほこ ［副］ ほくほく。［及 32］

【例】 ようやぐ　おぼごあ　でげだどて、ほこほこてだけ

「漸く子供が出来た、といってほくほくしていたつけ」

ほこほこ ［副］ ほくほく。嬉しくてたまらない様子。［及 250］

【例】 東京土産　もらて　ほこほこてだけ

「東京からのお土産を貰ってほくほくしていたつけ」

ほごら [hogora] ［代］ 其処ら。その辺。［続 345］

【例】 はるん　なて　わらびの　でる　ころは　ほごら　みな　わらびあ　でんぜぁ

「春になって、わらびの出る頃は、其処らはみなわらびが出るよ」

ほごりこ [hogorïko] ふざけっこ。［続 346］

【例】 ほごりこあ　しても　えぇども　けんかこ　すんなよ

「ふざけっこはいいが、喧嘩はするなよ」

ほごる [hogorɯ̈] ［動］ ふざける。［及 250］

【例】 ゆてる　うづから　ほごる　おんで

「いってるうちからふざけるもので」

ぼこれおの [bokoreo̝no] 壊れ物。この語は、もう壊れてしまった物だけに使い、運搬中の壊れ
物（壊れやすい物）という意味では使わない語である。［続 346］

【例】 これあ　ぼこれおのだはげぁ　なげろは

「これは壊れ物だから、もう捨ててしまいなさい」

ほごれる [hoŋorer̝ɯ̈] ［下一自］ ほぐれる。［続 346］

【例 1】ほの　ひぼ　きずぐ　つながねぁど　ほごれんぞ
「その紐は、きつく結ばないと、ほぐれるよ」

【例 2】そんま　きぶんが　ほごれっさげぁ　かまねぁで　おげ
「直きに気分がほぐれるから、かまわないでおきなさい」

ぼこれる [bokorer̝ɯ̈] ［下一自］ 壊れる。［続 346］

【例】 ほれぁ　おどすど　ぼこれっさげぁ　きぃつけで　もて　えげよ

「それは、落とすと壊れるから、気を付けて持って行けよ」

ぼさぼさゆぎ [bosabosajɯ̈gï] 塊の大きな降雪。この雪は、12月頃や、3月頃に降る雪で、塊
の大きい水分の余りない降雪をいう。［続 346］

ぼさま [bosama] 神おろしの盲女。これは、亡くなった人の霊を出して、災難などを話させる盲
女をいう。今はいなくなり、回って歩かなくなった。［続 346］

ほしこ 煮干し。干しいわし。［同］ほしこゆわし。［及 43］

【例】 味出しん、ほしこ　かわねぁねぁな
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ほして

「味出しにする煮干しを買わないといけないな」

ほして ［接］ そして。そうして。［同］ほうして。［及 250］

【例】 ほして、ほれがらな

「そして、それからね」

ほじゃぐる [hoⁿdʒagɯ̈rɯ̈] ［動］ ほじくる。［同］ほじる。ほっちゃぐる。［及 250］

【例】 あつこつ　ほんげぁ　ほじゃぐんなや

「あちこち、そんなにほじくるなよ」

ほす [hosɯ̈] ［形］ 欲しい。［同］おす。［続 346］

【例】 おかぁさん　さぐらんぼ　おらも　ほすな

「お母さん、さくらんぼを私も欲しいよ」

ほすおの [hosɯ̈ono] 乾し物。［続 346］

【例】 ないだが　あめ　ふりそだはげあ、ほすおの　へれんべは

「なんだか雨が降りそうだから、もう乾し物を入れてしまおうよ」

ほそこえ 細い。［同］ほそえ。［及 32］

【例】 ほの　ほそこえ　ひぼ　くんねぁが

「その細い紐をくれませんか」

ほそなんげぁ [hosonaɴŋɛ] ［形］ 細長い。［続 346］

【例】 へんたぐおの　ほす　ずぎの　ほそなんげぁ　さおこ　おすな

「洗濯物を乾す時の細長い棹が欲しいな」

ほだ ［連語］ そうだ。そういう事、わけ、様子だ。［及 250］

【例】 ほだほだ、ほのとおりだ

「そうだそうだ、その通りだ」

この語には、「ほだがした―そうなのか。そうだったのか」、「ほだじゅんだ―そうだね。なるほどそ

うだね」、「ほでぁった―そうだった」などの使い方がある。

ぼだ [boda] 冠雪。木に積った雪。［及 107］

【例】 ぼだ　おづで　きて、あだまがら　かぷてしまた

「冠雪が落ちてきて、頭から雪をかぶってしまった」

ほだぁら ［感］ さようなら。そんなら。別れの言葉。［同］ほだら。ほだらまづ。んだぁら。ん

だら。んだらまづ。［及 250］

【例】 ほだぁら　まだ　あしたな

「さようなら、また明日ね。そんなら、また明日ね」

ぼたぐる [botagɯ̈rɯ̈] ［四他］ 追い出す。［続 347］

【例】 なんぼ　ぼたくても　のらねごあ　へぁて　きて　こまた　おんだ

「いくら追い出しても、野良猫が入って来て、困ったものだよ」
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ぼっこ

ぼだす ［動］ 追い出す。勘当、離縁、解雇する。［及 250］

【例】 この　やろ　あんまり　えぐねぁ　やろだ　ぼだしてしまえは

「この野郎は、あんまり悪い奴だから、追い出してしまえよ」

ぽたっと [potatto] ［副］ ぽたりと。これは、軽い物や小さい物の落ちるさまをいう。［続 347］

【例】 あだまさ　あまだれあ　ぽったっと　おずで　きた

「頭に雨垂れがぽたりと落ちてきたよ」

ほだて ［連語］ だって。［及 250］

【例】 ほだて　めんごえ　おん

「だって、可愛いんだもの」

ぼたでる [botader̝ɯ̈] ［下一他］ 追い立てる。［続 347］

【例】 まだ　のらねごあ　へてて　きた、はやぐ　ぼたででやれ

「また野良猫が入って来た、早く追い立ててやれよ」

ほたぼ 頬。［同］ほったぼ。［及 12］

【例】 ほたぼ　ふぐらまへで、なに　おもへぐねぁなだ

「ほほをふくらませて（ふくれつ面をして）、何が面白くないんだ」

ぼだゆぎ [bodajɯ̈gï] 牡丹雪。粒の大きな雪。［及 107］

【例】 あたこえ　おんだはげぁ、ぼだゆぎぁ　ふて　きた

「暖ったかいもんだから、牡丹雪が降ってきたよ」

ほっかぶり [hokkabɯ̈rï] 頰被り。［続 347］

【例】 むがすあ　さみぐなっど　ほっかぶりなの　した　おんだ

「昔は寒くなると、頰被りなんかしたものだよ」

ほっくりげぁす [hokkɯ̈rïgɛsɯ̈] ［四他］ 堀り返す。［同］ほっくずる。ほつけぁす。ほつち

ゃぐる。［続 347］

【例 1】ほごあ　はな　ゆえった　どごだはげぁ　ほっくりげぁすなよ
「そこは花を植えている所だから、堀り返すなよ」

【例 2】つぐえん　なが　ほっくりげぁしたて　だめだぞ
「机の中を堀り返したっていけないよ」

ほっけぁねぁ [hokkɛnɛ] ［形］ たわいない。がんぜない。［及 251］

【例】 ほっけぁねぁ　おんで、こんもり　わすっで　きたどは

「たわいがないものだから、こうもり傘を忘れてきてしまったそうなんだよ」

ぼっこ 履物の底にくっついた雪。［及 107］

【例】 げださ　ぼっこあ　つだは

「下駄に雪がくつついてしまったよ」

ぼっこ [bokko] 木の切株。これは、木の切株や、短かくて使い物にならない丸太などをいう。［同］
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ぼつこ

きのぼっこ。［続 347］

ぼつこ [bõtsɯ̥̈ko] ［卑語］ 若い女。若い女の卑語。この語は、悪口を吐く時に使われ、主とし

て女の子から、若い女や嫁などに使っている。［同］ぼず。［続 347］

ぼったでる ［動］ 追い立てる。［及 251］

【例】 雀　ぼたでで　こえ

「雀を追い立てて来なさい」

ほったんこ [hottaɴko] 父無し子。［続 347］

【例】 あの　おなごあ　ほったんこなの　こしぇぁで　なんずする　おんだべ

「あの女は、父無し子なんか作って、どうするつもりだろう」

ほったんこ [hottaɴko] 内緒金。へそくり。［同］ほまづ。ほんまづ。ねぁしょがね。ほったん。
［続 347］

【例】 おれだて　なんぼが　ほったんこ　ためったや

「私だって、幾らかは内緒金を貯めているよ」

ほっちゃれます 産卵後の鱒。死を待つばかりの鱒で、殆と食べられない。産卵後の鮭も「ほっ

ちゃれよ」といっている。［及 96］

ほっつ [hottsɯ̈] ［代］ そっち。そちら。［及 251］

【例】 ほっつんねぁ　こっつだ

「そっちじゃないよ、こっちだ」

ほっつぐ [hottsɯ̈gɯ̈] ［動］ ほっつく。うろつく。［及 251］

【例】 この　よながん　どご　ほっつぐなだ

「この夜中に、何所をうろつくんだ」

この語は、「ほろつぐ」ともいい、「ほっつぎありぐ―ほっつき歩く」のような使い方もある。

ほっつこっつ ［名］ そちこち。あちらこちら。あちこち。［及 251］

【例】 ほっつこっつ　さがしたども、みつけかねだ

「そちこち探したが、見つけかねたよ」

ぽつっと ［副］ ぽつんと。［及 251］

【例 1】雨あ　ぽつっと　しとっつ　おづで　きたな
「雨が、ぽつんと一つ落ちて来たね」

【例 2】ぽつっと　一軒　あるばんだけ
「ぽつんと一軒あるばかりだった」

ほっつのげ [hottsɯ̈noge]̝ そっちのけ。［続 348］

【例】 にぃちゃん、〇〇くんだ　おれぁどご　ほっつのげんして　あすばねぁけ

「兄ちゃん、〇〇君達は僕をそっちのけにして遊ばなかったよ」

ほっつらがす [hottsɯ̈ragasɯ̈] ［四他］ 取り散らす。［続 348］
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ぽとっと

【例】 ほん　ほんげぁ　ほっつらがして　だめだ　かだずげで　おげ

「本をそんなに取り散らしてはいけないよ、片付けておきなさい」

ほっても ［副］ 決して。必ず。［同］ほってもねぁ。［及 251］

【例 1】こんだから　ほっても　すんなよ
「今度から、決してするなよ」

【例 2】ばんげ　ほっても　こえよ
「今夜必らず来いよ」

ぼってら ［副］ ぼってり。太っているさま。［同］ぼてっと。［及 251］

【例】 あの　ぼってらした　かがさまが

「あのぼってりした奥さんか」

ぼっぱらう [bopparaɯ̈] ［四他］ 追い払う。［続 348］

【例】 はだげさ　あんまり　からすあ　くっさげぁ　ぼっぱらて　おげよ

「畑に余り鳥が来るから、追い払っておけよ」

ぽつんぽつん [potsɯ̈ɴpotsɯ̈ɴ] ［副］ ぽつりぽつり。［続 348］

【例 1】あめあ　ぽつんぽつん　ふて　きたな
「雨がぽつり降ってきたな」

【例 2】ぽつんぽつんと　はなす　する　しとだな
「ぽつりぽつりと話をする人だな」

ほでさま [hodes̝ama] 布袋さま。［続 348］

【例】 おめぁの　はら　ふぐっでで　ほでさまの　はらみでぁだな

「君の腹は、ふくれていて、布袋さまの腹みたいだね」

ぽてっと [potet̝to] ［副］ ぽってり。［続 348］

【例】 〇〇さんて　あそごに　いだ　ぽてっとした　かだつぎの　しとだ

「〇〇さんというのは、あそこにいた、ぽってりした体つきの人だよ」

ほどえ [hoⁿdoe]̝ ［形］ 程よい。［続 348］

【例】 きょうの　あめあ　ほどえ　あめで　はだげの　おのも　たすかるな

「今日の雨は程よい雨で、畑のものも助かるね」

ほどがす [hoⁿdogasɯ̈] 解体する。［同］ほどごす。［続 348］

【例】 ふるす　え　つっけぁ　うず　ほどかさねぁんねぁな

「古い家を近いうちに、解体しなければならないな」

ほどげさま 黒目。瞳。［及 12］

【例】 ほどげさまなの　突ぐど　めっこん　なんぞ

「黒目なんか突くと、盲になるよ」

ぽとっと [pototto] ［副］ ぽとりと。［続 348］
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ほどとーえ

【例】 まだ　せぁでるどもたら　つばぎの　はな　ぽとっと　おずだけは

「まだ咲いていると思っていたら、椿の花が、ぽとりと落ちてしまったっけ」

ほどとーえ [hoⁿdotoːe]̝ ［形］ 程遠い。［続 349］

【例】 まだ　ほどとーえ　はなすだども、くりあ　えだら　くりままして　くでぁな

「まだ程遠い話だが、栗がえんだら、栗飯にして食べたいな」

ほどる [hodorɯ̈] ［四自］ 暖まる。［続 349］

【例】 ひさ　あだたら　ようやぐ　からだ　ほどて　きたな

「火に当ったら、漸く体が暖まって来たよ」

ほにほに [honïhonï] ［副／感］ まぁまぁ。この語は、誰かが何かを仕出かした時に発する言

葉である。［続 349］

【例】 ほにほに、この　わらす　まだ　ぬっで　きたがは

「まぁまぁ、この子は、また濡れてきてしまったのか」

ほねから [honek̝ara] 骨。肉の付いていない骨。［続 349］

【例】 やまさ　えたば　なして　しだんだが、うさぎあ　ほねからん　なてあっけな

「山へ行ったら、どうして死んだのか、兎が骨だけになってあったよ」

ほねがらみ [honeŋ̝aramï] ［連語］ 骨ぐるみ。この語の「がらみ」は「及位の方言 139P」に
載せてあるが、「ふうでぁがらみ＝風袋ぐるみ」。「はごがらみ＝箱ぐるみ」などのように使う語で

ある。［続 349］

ほねぽえ [honep̝oe]̝ ［形］ 骨っぽい。［同］ほねっぽえ。［続 349］

【例 1】この　さがな　ほねぽえ　さがなだな
「この魚は、骨っぽい魚だね」

【例 2】〇〇さんだば　ほねぽえ　どごあ　ある　しとだな
「〇〇さんなら、骨っぽいところのある人だね」

ほの ［連語］ 其の。［及 251］

【例】 ほの　本　くんねぁが

「その本をくれませんか」

ほのうず [honoɯ̈dzɯ̈] ［連語］ そのうち。［続 349］

【例】 なすも　おっきぐなて　きたはげぁ、ほのうず　おわ　えの　なす　くえべ

「茄子も大きくなってきたから、そのうち自分の家の茄子が食べられるだろう」

ほのおの [honoono] ［連語］ その物。［続 349］

【例】 おみやげひんは　みでくればりで　ながみほのおのあ　あげぞごだけ

「お土産品は、見てくればかりで、中味その物は上げ底だったよ」

ほのくへ [honokɯ̥̈he]̝ ［連語］ そのくせ。［続 349］

【例】 くずだば　えっちょめぁだども　ほのくへ　ろぐだ　すごど　へねぁあだ
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ほのみず

「口なら一人前だが、そのくせろくな仕事をやれないんだ」

ほのて [honote]̝ ［連語］ その手。［続 350］

【例 1】なんぼ　としょりでも　ほの　てにあ　のらねぁぞ
「いくら年寄りでも、その手には乗らないよ」

【例 2】ほの　ての　すなおの　もと　ねぁが
「その手の品物はもっとないか」

ほのでん [honodeɴ̝] ［連語］ その伝。［続 350］

【例】 んだんだ　ほのでんで　やっど　そんま　じょうずんなる

「そうそう、その伝でやると、直きに上手になるよ」

ほのは [honoha] 朴の葉。［続 350］

【例】 ほのはで　おめんなの　つくて　かぷた　おんだども　えまだば　つぐらねぁなは

「朴の葉で、お面なんか作って被ぶったものだが、今はもう作らないね」

ほのば [honoba] ［連語］ その場。［続 350］

【例】 ほのばすのぎの　すごどなの　する　おんでねぁぞ

「その場しのぎの仕事なんかは、するもんじゃないよ」

ほのばかぎり [honobakaŋïrï] ［連語］ その場限り。［続 350］

【例】 ほのばかぎりの　やくそぐで、あどで　わすっだなて　ゆわねぁべなや

「その場限りの約束で、後で忘れたなんていわないだろうね」

ほのはず [honohaⁿdzɯ̈] ［連語］ その筈。［続 350］

【例】 ほれも　ほのはずだ　スイッツ　えれねぁ　おん　えごがねぁ　はずだ

「それもその筈だよ、スイッチを入れないもの、動かない筈だよ」

ほのばぬがれ [honobanɯ̈ŋare]̝ ［連語］ その場逃れ。［続 350］

【例】 ほんた　ほのばぬがれだ　ごど　ゆて　ごまがしたて　だめだべや

「そんな、その場逃れなことをいってごまかしたって、駄目じゃないか」

ほのはまま [honohamama] 朴の葉に包んだ黄粉の握り飯。これは、田植え時に、黄粉をまぶ
した握り飯を、朴の葉に包んで出したものであるが、これを「ほのはまま」といい、子供などは喜

んで食べたものである。［続 350］

ほのひぐらす [honohïŋɯ̈rasɯ̈] ［連語］ その日暮し。［続 350］

【例】 どうも　からだの　ちょうすあ　えぐねぁくて　えま　ほのひぐらすだ

「どうも、体の調子が悪くて、今はその日暮しだよ」

ほのほが [honohoga] ［連語］ その他。［続 351］

【例】 スコップあ　たがたども　ほのほが　もて　えぐ　おのあ　ねぁあだべが

「スコップは持ったが、その他持って行く物はないんだろうか」

ほのみず [honomïdzɯ̈] ［連語］ その道。［続 351］
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ほのゆえ

【例】 おれだて　ほのみず　さんじゅうねんも　ありて　きたあだぜぁ

「俺だって、その道 30年も歩いて来たんだよ」

ほのゆえ [honojɯ̈e]̝ ［連語］ その上。［同］ほのうえ。［続 351］

【例】 おめぁどさ　これこれの　ぜぁさん　くっだあだべ、ほのゆえ　なに　おすてや

「お前に、これこれの財産をくれたんだろう、その上何が欲しいっていうの」

ほへる [hoɸer̝ɯ̈] ［動］ 乾く。［及 251］

【例】 おもでさ　出して　おぐど　そんま　ほへる

「外に出しておくと、じきに乾くよ」

ほまづ ［名］ へそくり。小遣銭とり。［同］ほんまづ。［及 251］

【例 1】これぁ　おれの　ほまづだ
「これは私のへそくりだよ」

【例 2】この　すごどあ　ほまづ　すごどだ
「この仕事は、小遣銭稼ぎの仕事だよ」

ほめおの [homeo̝no] ほめ者。［同］ほめおん。［続 351］

【例】 〇〇さんだば、はだらぎおんだす、おどなすくて、むらでも　ほめおのだ

「〇〇さんなら、働き者だし、おとなしくて、村でもほめ者だよ」

ほや やどりぎ。やどりぎ科の寄生植物で、イタヤカエデ、サクラ、ブナなどに寄生し、熟した実は

黄色でねばりけがあり、鳥のくちばしについて、他に運ばれる。［及 96］

ほゆーめぁ [hojɯ̈ːmɛ] 保有米。［続 351］

【例】 こどすあ　ほうさくだはげぁ　ほゆーめぁも　えっぺぁ　のごるな

「今年は豊作だから、保有米も沢山残るな」

ほら [hora] ［感］ そら。［続 351］

【例 1】ほら、ゆたとおりだべ
「そら、いった通りだろう」

【例 2】ほら、えぐぞ
「そら、行くよ」

【例 3】ほらきた
「そら来た」

ほらのげぁ [horanogɛ] 法螺貝。［続 351］

【例】 ほらのげぁ　ふえで　くる　しゅげんじゃなの　こねぁぐなたなは

「法螺貝を吹いて来る修験者なんか、もう来なくなってしまったな」

ほりおの [horïono] 彫り物。［続 351］

【例 1】となりの　むらに　うでさ　ほりおの　しったないだ
「隣りの村に、腕に彫り物をしているのがいるよ」
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ほろぐ

【例 2】ほっかいどうみやげん　くまの　ほりおの　かて　きた
「北海道土産に、熊の彫り物を買って来たよ」

ほれ ［代］ それ。［及 251］

【例 1】ほれ　よごしてくんねぁが
「それをよこしてくれないか」

【例 2】ほれあ　おれだ
「それは、私だ」

【例 3】ほれあ　ほれあ
「それはそれは」

ほれぁ [horɛ] ［連語］ それは。［続 351］

【例 1】ほれぁ　こっちゃ　ゆえでくんねぁが
「それは、こっちに植えてくれないか」

【例 2】ほれぁほうど、〇〇あ　こねぁな
「それはそうと、〇〇は来ないな」

ほれがら ［連語］ それから。［及 252］

【例】 札幌さ　えて　ほれがら　くすろさ　えたなよ

「札幌に行って、それから釧路に行ったんだよ」

ほれごそ [horeg̝oso] ［連語］ それこそ。［及 252］

【例】 ほれごそ　おっきな　つっだけ

「それこそ大きいのが釣れたつけ」

ほれどねぁぐ [hored̝onɛgɯ̈] ［連語］ それとなく。［続 352］

【例 1】くんべどあ　ほれどねぁぐ　きででぁった
「来るだろうとは、それとなく聞いておったんだった」

【例 2】ほれどねぁぐ　きでみろ
「それとなく聞いてみろよ」

ほれとも [horet̝omo] ［接］ それとも。［続 352］

【例】 こっつんな　おすが　ほれとも　ほっつんな　えが

「こっちのが欲しいか、それとも、そっちのがいいかい」

ほれなり [horen̝arï] ［連語］ それなり。［続 352］

【例 1】なおしてくえるては　いうけども　ほれなりで　なおしてくんねぁなよ
「直してくれるとはいっておったが、それなりで、直してくれないんだよ」

【例 2】わらしたずあ　わらしたずで　ほれなりん　べんきょしてるな
「子供らは子供らで、それなりに勉強しているね」

ほろぐ [horogɯ̈] ［動］ つく。陰口をつくこと。［及 252］

【例】 えぁづだば　しとの　ざんぞなのばり　ほろぐ　おんで
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ほろぐ

「あいつなら、人の陰口なんかばかりつくもんで」

ほろぐ [horogɯ̈] ［動］ 振り払う。振り落とす。［及 252］

【例】 へながの　ゆぎ　ほろぐんだ

「背中の雪を振り払いなさいよ」

ほろげおずる [horogeo̝dzɯ̈rɯ̈] ［上一自］ 落ちる。これは、人が高い所から落ちることや、

木の実などが落ちることをいう。［続 352］

【例 1】ほんたどさ　あがっど、ほろげおずんぞ
「そんな所へ上がると、落ちるよ」

【例 2】くりあ　ほろげおずて　きた
「栗が落ちて来た」

ほろける ［動］ 耄碌する。［及 252］

【例】 あの　ずさまも　ほろけで　きたなは

「あのお爺さんも、もう、もうろくして来たね」

ぼろこ ぼろ。ぼろきれ。［及 60］

【例】 ぼろこなの　まどめで　くづ屋さ　やてしまえ

「ぼろきれなんか、まとめて屑屋にやってしまいなさい」

ぼろこ [boroko] ぼろ布。［続 352］

【例】 ほごらの　ぼろこあ　あずべで　くずやさ　だしてやんべ

「そこらのぼろ布は、集めて屑屋に出してやろう」

ほろつぐ [horotsɯ̈gɯ̈] ［四自］ うろつく。ほっつく。［続 352］

【例】 まず、この　えそがすに　どご　ほろつで　ありぐなだ

「まぁ、この忙しいのに、何処をうろついて歩くんだ」

ほろっと [horotto] ［副］ ほろりと。［続 352］

【例 1】あんまり　むぞせぁくて　ほろっと　なみだ　ながしたなよ
「余り可哀そうで、ほろりと涙を流したんだよ」

【例 2】にさんべぁの　さげで　ほろっと　よてしまた
「二、三杯の酒で、ほろりと醉ってしまったよ」

ぽろっと [porotto] ［副］ ぽろりと。［続 352］

【例】 ふぐ　さがさまん　したば　じゅうえんだま　ぽろっと　おずで　きたけ

「服を逆さにしたら、十円だまがぽろりと落ちてきたっけ」

ほろにんげぁ [horonïɴŋɛ] ［形］ ほろ苦い。［続 353］

【例】 おれぁ　キリンビールの　ほろにんげぁどご　すぎだな

「私はキリンビールのほろ苦いところが好きだね」

ほん [hoɴ] 本当。［続 353］
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ほんず

【例 1】ほんする（ほんにする）
「本当にする」

【例 2】ほんしねぁ（ほんにしねぁ）
「本当にしない」

【例 3】ほんなる（ほんになる）
「本当に思う」

【例 4】ほんならねぁ（ほんにならねぁ）
「本当にならない（本当とは思われない）」

「本当をいう」。「本当の力」。「本当に困った」などの「本当」には使わない語である。

ほんげぁ [hoɴŋɛ] ［副］ そう。［同］ほげぁ。ほげぁん。［続 353］

【例 1】ほんげぁ　すんなだ
「そうするんだ」

【例 2】ほんげぁ　ゆてころ
「そういっくれ」

また、「ほんげぁ」は「そんなに」とも訳される語で、「ほんげぁ　もらて＝そんなに貰って」。「ほ

んげぁ　いろなや＝そんなにいうなよ」などと使う。

ほんげぁほんげぁ [hoɴŋɛhoɴŋɛ] ［副］ そうそう。［続 353］

【例】 ほんげぁほんげぁ　おめぁどさばり　くえらんねぁ

「そうそうお前にばかりくれられないよ」

なお、この語は、頷く言葉には使わない語である。

ほんこ ［名］ 本勝負。子供の賭け遊び。普通は単なる遊びで、勝負に負けてもあとで、賭けもの

を返えすのだが、「こんだ　ほんこで　すんべ―今度は、本勝負でしよう」ということになると、賭

けた、めんこ、ギヤマ（平らなガラス玉）などを勝った方が本当に取ってしまう遊び。［及 252］

ほんこ [hoɴko] 本当の賭ごと。これは、子供の遊びの賭ごとをいう。［続 353］

【例】 〇〇ちゃん　ほんこの　ぱっつぶず　しねぁが

「〇〇ちゃん、本当の賭のめんこをしないか」

めんこ遊びも普通は負けた者のめんこを返すが、ほんこになると、勝った者が負けた者のめんこを

取って自分のものにする。

ほんじなし ［名］ たわいなし。［同］ほんでぁなし。［及 252］

【例】 この　ほんじなし　どさ　おどしてきた

「このたわいなしが、どこえ落して来たんだ」

ほんず [hoɴⁿdzɯ̈] 正体。覚え。［同］ほんでぁ。［続 353］

【例 1】はえぁごど　しっとえぁの　こめん　ねてしまて　ほんずあ　ねぁでは
「早いこと、一寸の間に寝てしまって、もう正体がないよ」

【例 2】ゆべな　よっぱらてしまて、なんずして　けぁたが　ほんずあ　ねぁは
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ほんずあねぁ

「夕べは醉っ払ってしまって、どうして帰ったのか覚えがないね」

ほんずあねぁ 人事不省。気を失なう。馬鹿。うすのろ。［同］ほんでぁねぁ。［及 17］

【例 1】交通ず故で　入院したども　まだ　ほんずあねぁど
「交通事故で入院したが、まだ、人事不省だそうだ」

【例 2】えぁづあ　ほんずあねぁ　おんだはげぁ、せぁふ　おどしだどは
「あいつはうすのろなものだから、さいふを落としてしまったそうだ」

うすのろを「ほんきねぁ」、「うすほんきねぁ」などと使っている。

ほんずぎ [hoɴdzɯ̈gï] ほおずき。なす科の一年生植物。［及 96］

【例】 ほんずぎあ　赤ぐなてがらんねぁば　ならさんねぁ　おんだ

「ほおずきは赤くなってからでなければ鳴らされないものだよ」

ほんせぁ [hoɴsɛ] 本妻。［続 354］

【例】 あの　おなごあ　ほんせぁだどもたら　めがげだど

「あの女は本妻だと思ったら妾だそうだ」

ほんた ［連語］ そんな。［及 252］

【例 1】ほんたおの　もて　くんな
「そんな物を持って来るな」

【例 2】ほんたごど　したて　たげあただねぁべ
「そんなことをしたって、追っつかないだろう」

また、この語の強調語に、「ほんつけぁた」がある。

ほんだづ 本裁ち。大人の着物の仕立てかた。［及 60］

【例】 この　娘なも　こんだ　ほんだづで　えなは

「この娘のも、今度は、もう本裁ちでいいね」

ぼんだら [boɴⁿdara] 棒鱈。［同］ぼだら。［続 354］

【例】 ぼんだらも　しょうが　へで　さどしょうゆで　にずげっど　んめぁな

「棒鱈も生姜を入れて、砂糖醤油で煮付けると美味いね」

ほんで ［連語］ それで。［及 252］

【例】 ほんで　ほれがら　なんずしたなや

「それで、それからどうしたんだい」

ほんでぁ ［名］ 覚え。正体。［及 252］

【例 1】ゆべなの　ごどあ　ほんでぁ　ねぁな、よっぽど　よてぁったんだな
「夕べ（昨夜）のことは、覚えがないな、余程醉ってあったんだね」

【例 2】ねで　しまて　ほんでぁ　ねぁは
「寝てしまって、もう正体がないよ」

ほんでぁ [hoɴⁿdɛ] 本代。［続 354］
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ぽんぽんげだ

【例】 〇〇ちゃん、がっこで　かて　もらた　ほんでぁ　なんぼだけや

「〇〇ちゃん、学校で買ってもらった本代は幾らだったの」

ほんでぁなす [hoɴⁿdɛnasɯ̈] しっかりしていない者への悪口。［同］ほんずなす。［続 354］

【例】 ほんでぁなすあ　ほれ　こんだ　べんと　わすれっどごだ

「ぼんやり者が、ほうれ、今度は弁当を忘れるところだよ」

ほんでごそ [hoɴdeg̝oso] ［連語］ それでこそ。［及 252］

【例】 ほんでごそ　おどごだべや

「それでこそ男じゃないか」

ぼんでん ［名］ ご幣。お祭りに使う大きなごへい。［及 252］

【例】 おまづりさ　使うな　ぼんでん　つぐらねぁんねぁな

「お祭りに使うご幣を作らないといけないな」

ぼんでん ［名］ 煤を振い落とす、わら製の道具。［及 253］

【例】 すすはれぁ　すんな　ぼんでん　もて　きてころ

「煤払いをする、ぼんでんを持って来てくれ」

ほんと ［名］ 本当。［及 253］

【例】 おめぁ　ほんとん　えぐなが

「お前、本当に行くのかい」

本当に、という語は、「ほんてぇ」、「ほんてぇん」、「ほんとん」などという使い方をしている。

ほんとの [hoɴtono] ［連体］ ほんの。［続 354］

【例】 これぁ　すこすばりですども　ほんとの　おれの　するすです

「これは、少しばかりですが、ほんのお礼のしるしです」

ほんな よぶすまそう。きく科の多年生草本で山菜。［同］ほな。ほなこ。ほんなこ。［及 96］

【例】 ほんなまだ、おしたしん　して　くうど　んめぁぜぁ

「よぶすまそうは、ひたし物にして食べると、うまいよ」

ほんぬぎ [hoɴnɯ̈gï] 朴の木。もくれん科の落葉高木で、材は木工用として、よく使用されてい
る。［及 97］

ぼんばな [boɴbana] お盆に仏さまに供える花。これは、おみなえし、はぎ、みそはぎ、ふじばか
ま、すすきなどの野生植物をいい、これらをお盆に仏さまに供えるので、総称していっている。［続

354］

ぽんぽんげだ ぽつくり。少女用の下駄。［及 60］

【例】 ががつぁ　おれぁどさも　ぽんぽんげだ　かてころ

「お母さん、私にもぽっくりを買って下さい」
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ま

　

—ま—

ま [ma] ［副］ もう。この語は、「分量の表現を伴って、この上なお、更に多く」の意味にだけ使

われる語である。［同］えま。［続 354］

【例 1】ますこす
「もう少し」

【例 2】ましとり
「もう一人」

【例 3】まえっぺぁ
「も一杯」

まあだらす [maadarasɯ̈] ［形］ 真新しい。［続 354］

【例】 ほの　まあだらす　ズック　ほんげぁ　よごしたて　だめだべや

「その真新しいズックを、そんなに汚したって駄目じゃないの」

まえぁ [maɛ] 間合い。［続 355］

【例 1】となりどの　まえぁ　ちけぁくて　こまる
「隣りとの間合いが近くて困るよ」

【例 2】はなすえぁ　すんなだば　あんまり　まえぁ　おがねぁ　うずん　した　ほあ　えな
「話合いをするのなら、余り間合いを置かない内の方がいいね」

まえあさま [maea̝sama] 毎朝。［同］まえあさ。［続 355］

【例】 ゆぎあ　ふるよん　なっど　まえあさま　はらわねぁんねぁ

「雪が降るようになると、毎朝払わないといけないんだ」

まえがだげ [maeg̝adage]̝ ［名］ 毎食。食事の都度。［及 253］

【例】 あぎん　なっど、まえがだげ　なめこずるだ

「秋になると、毎食なめこ汁なんだ」

まえつぎ [maet̝sɯ̈gï] ［名］ 毎月。［及 253］

【例】 まえつぎ　つぎすえん　とりん　くる

「毎月、月末に取りに来るよ」

まえど [mae̝n do] 毎度。［続 355］

【例】 まえどの　ごどだども　さんどさんどの　すんめぁも　やだぐ　なるは

「毎度のことだが、三度三度の炊事も、嫌になってしまうね」
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まかまか

まえにづ ［名］ 毎日。［及 253］

【例】 すんぶんだば　まえにづ　くるな

「新聞なら、毎日来るね」

まえねん ［名］ 毎年。［及 253］

【例】 まえねん　冬ん　なっど　ゆぎあ　降る　おんだ

「毎年、冬になると、雪が降るものだね」

まえばん ［名］ 毎晩。［及 253］

【例】 まえばん　えぐ　のむ　おんだ

「毎晩、よく飲むもんだ」

まがす [magasɯ̈] こぼす。液体を容器から流し出すこと。［続 355］

【例 1】どご　みでんなだ、ほら、おする　まがすぞ
「どこを見ているんだ、ほら、お汁を滴すよ」

【例 2】バゲズの　みず　まがして　おげ
「バケツの水を捨てておけよ」

まがだ [magada] 炊事。この語は、単独では使わない語である。［続 355］

【例 1】まがだ　あへる
「食事の時間に間に合うように炊事をする」

【例 2】まがだ　あわねぁ
「炊事が、食事の時間に間に合わない」

まがだあへる [magadaaçer̝ɯ̈] ［連語］ 食事の時間までに炊事を仕上げること。［及 44］

【例】 これだけの　しとの　まがだ　あへんなも　らぐんねぁ　おんだ

「これだけの人数の食事を時間までに仕上げるのは、楽じゃないものですよ」

まがねぁ [maganɛ] 賄。食事。［及 44］

【例】 今日の　まがねぁ　何　したら　えがべ

「今日の賄は何にしたらいいだろう」

まがねぁががり [maganɛŋagarï] 賄係。給食係。［及 79］

【例】 〇〇さんまだ、がっこの　まがねぁががりだど

「〇〇さんは、学校の給食係だそうだ」

まがへる [magaher̝ɯ̈] ［下一他］ 任せる。［続 355］

【例】 こゆごどあ　〇〇さんさ　まがへで　まどめて　もらえ

「こういうことは、〇〇さんに任せて、纒めてもらえよ」

まかまか ［副］ もたもた。［及 253］

【例】 なに　まかまかてんなだ、ちゃっちゃど　来たら　えべあ

「なにをもたもたやってるんだ、さっさと来たらいいのに」
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まがりぷす

まがりぷす [maŋarïpɯ̥̈sɯ̈] 関節部。体の関節部をいう。この語は、「うでのまがりぷす＝腕の
関節」。「ひじゃのまがりぷす＝膝の関節」などと、特に、腕や膝の関節をいう語である。［続 355］

まぎ 血統。遺伝系統。［及 17］

【例】 あそごのえあ　はい病　まぎだはげぁ　あそから　嫁聟あ　もらわんねぁ

「あそこは肺病の血統だから、あそこからは、嫁聟は貰われないね」

まぎおの [magïono] 巻き物。［続 355］

【例】 おれぁ　えにあ　むがすから　つたわた　ふるす　まぎおのあ　あんぜぁ

「私の家には、昔から伝わった、古い巻き物があるよ」

まぎがじぇ [magïgadʒe]̝ つむじかぜ。まきかぜ。［及 107］

【例】 まぎがじぇで　しゃっぷ　とばさっだけ

「つむじ風で、帽子を飛ばされたつけ」

まぎげぁし [magïgɛsï] 巻き返し。［続 355］

【例】 つなひぎで　まげそだけぁ　まぎげぁしして　とうど　かったけ

「綱引きで、負けそうだったが、巻き返ししてとうとう勝ったっけ」

まぎらわす [maŋïrawasɯ̈] ［形］ 紛らわしい。［続 356］

【例】 ほんた　まぎらわす　ごど　いうど　まずがてしまうぜぁは

「そんな紛らわしいこというと、間違ってしまうよ」

まぐまぐする [magɯ̈magɯ̈sɯ̈rɯ̈] くらくらする。［続 356］

【例】 あんまり　わらしたずあ　さわぐ　おんで　あだま　まぐまぐしてくるは

「余り子供らが騒ぐもので、もう頭がくらくらしてくるよ」

まぐらいし [magɯ̈raïsï] 枕石。炭がまの煙出し口に使う角石。［及 75］

【例】 まぐらいして、炭がまの　けぶだしさ　たでだ　石さ　ねへで　おぐ　石の　ごどよ

「枕石というのは、炭がまの煙出しに立てた石にねせて置く石のことなんだよ」

まぐらう [magɯ̈raɯ̈] ［四他］ 食らう。この語は、物を食うという意味だけに使い、「一発食ら

う」のような意味では使わない語である。［続 356］

【例】 ほんげぁ　まぐらうど　はらいでぁぐすんぞ

「そんなに食らうと、腹をこわすぞ」

まぐらえめし [magɯ̈raem̝es̝ï] 死人の枕元に供える飯。［続 356］

【例】 まぐらえめしずあ　しとへらで　もる　おんだぞ

「枕飯というものは、一へらで盛るものだよ」

まぐらんぎ [magɯ̈raɴŋï] 枕木。［続 356］

【例】 レールの　したさ　しぐな　まぐらんぎていう　おんだ

「レールの下に敷くのを枕木というものだよ」

まげぁおの [maŋɛono] 紛い物。［続 356］
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まじぇこじぇ

【例】 ほうせぎにあ　まげぁおのも　あっさげぁ　きぃつけねぁんねぁど

「宝石には紛い物もあるから、気を付けないといけないそうだ」

まげずぎれぁ [mage̝n dzɯ̈ŋïrɛ] ［ナ名ノ］ 負けず嫌い。［続 356］

【例】 この　わらすあ　まげずぎれぁで　まげっど　なぐなだ

「この子は負けず嫌いで、負けると泣くんだよ」

まげらがす ［動］ 負かす。［及 253］

【例 1】しとに　まげらがさんねぁよん　がんばれよ
「人に負かされないように頑張れよ」

【例 2】しとんどご　まげらがすくれぁ　つえぐなれよ
「人を負かすほど強くなれよ」

まげる [mager̝ɯ̈] ［四他］ 吐く。この語は、「ずほ　まげる＝嘘を吐く」の形だけで使っている

語である。［同］こぐ。［続 356］

まごえ [maŋoe]̝ 真鯉。［続 356］

【例】 おれぁえの　こえあ　まごえより　いろごえの　ほあ　よげだな

「うちの鯉は真鯉より、色鯉の方が多いね」

まさが [masaga] ［名］ 万いち。［及 253］

【例】 これあ　まさがん　ずぎ　使うなだぞ

「これは、万いちの時使うのだよ」

まさす ［副］ まさしい。よく当る。［及 254］

【例】 あそごの　神降ろしあ　まさす　神降ろすだつけな

「あそこの神降ろしは、よく当る神降ろしだそうだな」

まざりおの [maⁿdzarïono] 混じり物。［続 357］

【例】 これぁ　まざりおのあ　へぁったはげぁ、へんべつ　しなおすだな

「これは、混じり物が入っているから、選別のし直しだな」

まざりけ [maⁿdzarïke]̝ 混じり気。［続 357］

【例】 これだば　まざりけの　ねぁ　しょうしんしょうめぃの　〇〇しゅだな

「これなら混じり気のない、正真正銘の〇〇酒だな」

まざる [maⁿdzarɯ̈] ［四自］ 混じる。仲間に入る。［続 357］

【例 1】ほごの　まめど　あずぎあ　まざっど　えぐねぁはげぁな
「そこの、豆と小豆が混じるといけないからね」

【例 2】おれも　ぼいこさ　まざっでぁな
「私も鬼ごっこの仲間に入りたいな」

まじぇこじぇ [maⁿdʒek̝oⁿdʒe]̝ まぜこぜ。［続 357］

【例】 ほの　まめ　えぇなど　えぐねぁな　まじぇこじぇんすんなよ
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まじぇる

「その豆をいいのと悪いのを、まぜこぜするなよ」

まじぇる [maⁿdʒer̝ɯ̈] ［動］ 混ぜる。交える。仲間に入れる。［及 254］

【例 1】砂さ、セメント　えっくん　まじぇる　おんだぞ
「砂にセメントをよく混ぜるもんだよ」

【例 2】おめぁどごも　まじぇっさげぁ　いっしょん　はすれや
「お前も仲間に入れるから、走れよ」

ましど まわし戸。ドア。［及 53］

【例】 こごさ　ましど　つけんべ

「ここへドアをつけよう」

ます [masɯ̈] ［四他］ 回す。［続 357］

【例】 ほの　かいらんばんは　こっつの　えがら　ますなだぞ

「その回覧板は、こっちの家から回すんだよ」

～ます [~masɯ̈] 回し。［続 357］

【例 1】こまます
「独楽回し」

【例 2】さるます
「猿回し」

【例 3】さらます
「皿回し」

【例 4】たれぁます
「たらい回し」

【例 5】ねずます
「螺子回し」

【例 6】のみます
「飲み回し」

まず [maⁿdzɯ̈] ［形］ まずい。［続 357］

【例 1】この　さがな　まずな
「この魚はまずいな」

【例 2】まずごど　してしまたな
「まずいことをしてしまったな」

まず まずい。［及 32］

【例 1】この　料理あ　まずな
「この料理はまずいな」

【例 2】この　ずあ　まず　ずだな
「この字はまずい字だな」
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まずねぁ

【例 3】まずごど　してしまたな
「まずいことをしてしまったな」

まずあへる [madzɯ̈aher̝ɯ̈] ［下一他］ 待ち合わせる。［続 357］

【例】 かいおのあ　でげだら　えぎで　まずあへる　ごどん　すんべや

「買い物が出来たら、駅で待ち合わせることにしようよ」

まずえぁーすず [madzɯ̈ɛːsɯ̈dzɯ̈] 待合室。［続 357］

【例】 きょうあ　びょういんの　まずえぁーすずあ　こでだけな

「今日は、病院の待合室は混んでおったね」

まずえしゃ [madzɯ̈eʃ̝a] 町医者。開業医。［続 358］

【例】 まずえしゃだども、〇〇いいんだば　うであ　えぇどて　ひょうばん　えな

「町医者だが、〇〇医院なら腕がいいって評判がいいね」

まずげぁー [maⁿdzɯ̈gɛː] 間近い。［続 358］

【例】 おさんも　まずげぁ　おんだはげぁ、ばさま　したぐ　てずだったは

「お産も間近いものだから、お婆さんも、もう仕度を手伝っているよ」

まずげぁる [madzɯ̈ŋɛrɯ̈] ［下一他］ 間違える。［続 358］

【例】 おわ　はぎおの　しとんなど　まずげぁる　おのあ　あんめぁな

「自分の履物を人のものと間違える者があるもんか」

まずしゅ [madzɯ̈ʃɯ̈] 町衆。［続 358］

【例】 まずしゅずあ　ハエカラだ　おんで、おらみでぁだ　いながおのどあ　つがうな

「町衆って、ハイカラなもので、俺達のような田舍者とは違うね」

まずす ［形］ 貧しい。［及 254］

【例】 むがすな　まずす　おどごあ　いだけど

「昔ね、貧しい男がおったそうだ」

まずでぁー [madzɯ̈ⁿdɛː] 末代。［続 358］

【例】 おれぁ　あずべだ　むがすばなすあ　まずでぁーまでの　たがらおんだ

「私の集めた昔話は、末代までの宝物だよ」

まずでぁーおの [madzɯ̈ⁿdɛːono] 末代物。［続 358］

【例】 これだば　じょうぶん　でげでっさげぁ、まずでぁーおのだな

「これなら丈夫に出来ているから、末代物だね」

ますど [masɯ̈ⁿdo] 回し戸。ドア。［続 358］

【例】 こごあ　ますどん　すっど　へべぁたて　でへぁり　でげるな

「ここは回し戸にすると、狹くとも出入りが出来るね」

まずねぁ [maⁿdzɯ̈nɛ] ［名］ まじない。呪い。［及 254］

【例】 この　村に、まずねぁ　する　しとあ　いだったんねぁが
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まずびしゃす

「この村に、呪いをする人がいるそうじゃありませんか」

まずびしゃす [madzɯ̈bïʃasɯ̈] ［形］ 待ち遠しい。［続 358］

【例】 えっしゅうかんも　まずでんなだば　まずびしゃす　おんだな

「1週間も待っているのなら、待ち遠しいもんだね」

まずぼっこり [madzɯ̈bokkorï] 松毬。まつぼっくり。［続 358］

【例】 まずぼっこりで　かざりおの　こしぇぁっど　おもへな　でげんぜぁ

「松毬で飾り物を作ると、面白いものが出来るよ」

まずぼろけ [madzɯ̈boroke]̝ 待ち惚け。［続 358］

【例】 〇〇さん　くるていうはげぁ　まずっだども　とうど　まずぼろけでぁった

「〇〇さんが来るというから待っていたが、とうとう待ち惚けだったよ」

まずめ ［形］ 真面目。［及 254］

【例】 勉強すっずぎあ　まずめん　する　おんだぞ

「勉強する時は、真面目にするものだよ」

まだ ［係助］ は。wa。［及 254］

【例】 これぁまだ　おれぁえの　長男こだ

「これは、うちの長男です」

まだ [mada] 股。［同］まった。［及 12］

【例】 あんまり　まだ　ひろげっど　ズボン　さげんだはげぁ

「余り股を広げると、ズボンが裂けるんだから」

まだどねぁ [madadonɛ] ［連語］ またとない。［続 359］

【例】 ほうゆ　えんだんだば　まだどねぁ　えぇ　はなすだんねぁがや

「そういう縁談なら、またとない、いい話じゃないか」

まだるこえ [maⁿdarɯ̈koe]̝ ［形］ まだるっこい。［続 359］

【例】 おめぁ　すんな　みでっど、まだるこえ　おんで　みでらんねぁ

「お前のするのを見ていると、まだるっこいもんで、見ていられないよ」

まづ まち。着物の基本部分だけでは足りない所につける布。または、袴などの内側に足す布。［及

61］

まっか [makka] 股。特に木の二股をいう。［同］まっかぎ。［続 359］

【例】 この　まっか　きごやの　はすらん　すんな　ちょうど　えな

「この二股の木は、木小屋の柱にするのに頂度いいね」

また、「まった」ともいうが、これは、人の股にも二股木にもいう。

まっかごや [makkaŋoja] 堀立て小屋。股木を柱にした小屋。［及 53］

【例】 たぎぎ　へで　おぐ　まったごや　おしな

「薪を入れておく、堀立て小屋が欲しいな」
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まっつぁがり

まつかねぁる [matsɯ̥̈kanɛrɯ̈] ［下一他］ 待ち兼ねる。［続 359］

【例】 あんまり　おそえ　おんだおん　まつかねぁで、さぎん　のでだぜぁは

「余り遲いものだから、待ち兼ねて、もう先に飲んでいるよ」

まっかばすら 股柱。先が二股の柱。［及 67］

【例】 木小屋たでる　まっかばすら　おすな

「木小屋を建てる二股柱が欲しいな」

まっくれぁ [makkɯ̥̈rɛ̥] 真暗い。［及 32］

【例】 こにゃだば　星も　出ねぁ　まっくれぁ　晩だな

「今夜は星も出ない真暗い晩だな」

まづげぁ [madzɯ̈ŋɛ] ［名］ 間違い。［及 254］

【例】 ほれぁ　なにがの　まづげぁんねべが

「それは、何かの間違いではないだろうか」

まっこ [makko] 抹香。［続 359］

【例】 こごらあだりで　まっこなの　つかうな　そうすぎん　ずぎぐれぁの　おんだな

「ここらあたりで抹香なんか使うのは、葬式の時ぐらいのものだね」

まっこくせぁ [makkokɯ̥̈sɛ] ［形］ 抹香臭い。［続 359］

【例】 まっこくせぁど、やっぱり　そうすぎだ、ていう　きあ　するな

「抹香臭いと、やっぱり葬式だという気がするな」

まづじぇみ [madzɯ̈dʒem̝ï] あかえぞぜみ。せみ科の昆虫。［及 97］

【例】 まづじぇみて、えぐ　まづばやしで、じぃ、じぃて　なぐ　へみだべ

「あかえぞぜみって、よく、松林で、じぃ、じぃとなく蝉だろ」

まっせぁーちゅー [massɛːtʃɯ̈ː] 真最中。［続 359］

【例】 えま　こごらでぁ　いねかりの　まっせぁーちゅーで、えそがす　さがりだ

「今この辺では、稲刈りの真最中で、忙しい盛りだよ」

まづだづ ［名］ 町立ち。町に買い物に行くこと。［及 254］

【例】 今日あ　〇〇さ　まづだづ　えて　くる

「今日は、〇〇町に買い物に行ってくるよ」

まっつ
マ ッ チ

燐寸。［及 54］

【例】 おぼごあ　まっつなの　ちょさんねぁ　おんだ

「子供はマッチなんかもてあぶんじないものだよ」

まっつぁがさま [mattsagsama] ［ダナ］ 真っ逆さま。［続 359］

【例】 やねの　ゆぎおろし　してで、すべて　まっつぁがさまん　おずだど

「屋根の雪下ろしをしていて、真っ逆さまに落ちたそうだ」

まっつぁがり [mattsagarï] 真っ盛り。［続 359］
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まっつぁぎ

【例】 ゆぎぐにだ　おんだはげぁ、さぐらの　さぐなも　おそくて、えま　まっつぁがりだ

「雪国なものだから、桜の咲くのも遲くて、今真っ盛りだよ」

まっつぁぎ [mattsagï] 真っ先。［続 360］

【例】 〇〇ちゃん　ままだて　ゆたば　まっつぁぎん　はして　きたけ

「〇〇ちゃんは、ご飯だ、といったら、真っ先に走って来たっけ」

まっつぐ [mattsɯ̈ŋɯ̈] ［副］ 真直ぐ。［及 33］

【例】 こご　まっつぐ　えぐど　〇〇だ

「ここを真直ぐに行くと〇〇だよ」

まっつぐ ［副］ 真直ぐ。［及 254］

【例】 この　みづ　まっつぐん　えぐと　えなだ

「この道を真直ぐに行くといいんです」

まっつぐ ［名］ 正直（形）。［及 254］

【例】 あの　しとだば　まっつぐだ　しとだ

「あの人なら、正直な人だね」

まっと ［形］ まっとう。まとも。まじめ。［及 254］

【例】 〇〇だば　まっとだ　しとだ

「〇〇さんなら、真当な人だね」

まっと ［副］ もっと。それ以上に。［同］まと。もと。［及 254］

【例】 この　おがす　まっと　くんねぁが

「このお菓子、もっとくれませんか」

まつぱ [matsɯ̥̈pa] 松葉。［続 360］

【例】 まつくいむすて、まつぱ　くなんねぁぐ　みぎさ　へぁる　むすだど

「松喰虫って、松葉を食うのではなく、幹に入る虫だそうだ」

まづば ［名］ 町場。町。［及 255］

【例】 まづばだば　しとあ　うるせぁくて

「町場は人がうるさくて」

まづばり 待ち針。［及 61］

【例】 まづばり　たんねぁはげぁ　かて　きてころ

「待ち針が足りないから、買って来て下さい」

まづぼ ばいかも。きんぽうげ科の水中植物で、食用にする。［同］まづも。［及 97］

【例】 まづぼあ　きれだ　流れ水ん　どごさんねぁば　おえねぁ　おんだ

「ばいかもは、きれいな流れ水のところでないと生えないものだよ」

まつぽえ まぶしい。［同］まぶし。まぶす。［及 33］

【例】 天気あ　えはげぁ　ゆぎみづあ　まつぽえな
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まなび

「天気がいいから、雪道はまぶしいね」

まづもどす ［形］ 待ち遠しい。［同］まづびしゃす。［及 255］

【例】 はやぐ　来たら　えがべあ　まづもどす　ごど

「早く来たらいいだろうに、待ち遠しいこと」

まづやね 松脂。松の樹幹からしみ出るやにをいう。［及 97］

【例】 まづやね　手さ　くつげっど　ながなが　とんねぁくてな

「松脂を手にくつつけると、なかなか取れなくてね」

まづら ぐるみ。がらみ。［及 255］

【例】 ふうでぁまづらで　なんぼ　あるや

「風袋ぐるみで、幾らあるの」

まづる ［動］ 待つ。待っている。［及 255］

【例】 嫁　まづるよん　まづっだ（mazuderu）
「嫁を待つように待っていたよ」

まで ［名］ 丁寧。［及 255］

【例】 ほんげぁ　までん　しねぁたて　ええはげぁ

「そんなにていねいにしなくともいいから」

まで ［名］ 丁寧。［及 33］

【例】 しごどずあ　までな程　え　おんだ

「仕事というものは、ていねいな程いいものだよ」

まと [mato] ［副］ もっと。［同］もと。［続 360］

【例】 がが　この　ときびあ　んめぁはげぁ　まと　くいでぁな

「お毋さん、このとうきびは美味いから、もっと食べたいな」

まなぐ [managɯ̈] 眼。［続 360］

【例】 ないだや　まなぐ　ないがしたなが、がんてぁなの　かけで

「なんだい、眼をどうかしたのかい、眼帯なんか掛けて」

まなくたま [manakɯ̥̈tama] 目玉。［続 360］

【例】 この　わらすあ　ねず　だした　おんだはげぁ　まなくたま　あげぁぐなたな

「この子は、熱を出したものだから、目玉が赤くなったな」

まなぐぶず [managɯ̈bɯ̈dzɯ̈] 瞼。［続 360］

【例】 ほえどでも　でげんなだべが　まなぐぶずあ　はっで　きたなよ

「物貰いでも出来るのだろうか、瞼が腫れてきたんだよ」

まなび [manabï] しるし。ごくわずかの意。［続 360］

【例】 これぁ　ほんとの　おれの　まなびばりだども　たべでくだせぁ

「これはほんのお礼のしるしばかりですが、食べて下さい」
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まにあへ

まにあへ [manïahe]̝ ［名］ 間に合せ。［及 255］

【例】 これで　まにあへで　おげ

「これで、間に合せておけよ」

まにゃう [manjaɯ̈] ［四自］ 間に合う。［続 360］

【例 1】まだ　きしゃさ　まにゃうはげぁ、はやぐ　えげ
「まだ汽車に間に合うから、早く行きなさい」

【例 2】やさいだば　かわねぁたて　まにゃうな
「野菜なら、買わなくとも間に合うね」

まにゃへ [manjahe]̝ 間に合わせ。［同］まにあへ。［続 360］

【例】 これくれぁ　あっど　あしたの　まにゃへん　なんべ

「これくらいあれば、明日の間に合わせになるだろう」

まねぁ [manɛ] ［名］ 真似。［及 255］

【例】 しとの　まねぁばり　してんな

「人の真似ばかりしてるんじゃないよ」

まねぁいだ [manɛïda] 俎板。［及 54］

【例】 近頃あ　木んねぁ　まねぁいだ　うてる　おんだな

「近頃は木でないまないたを売ってるものだな」

まねぁかす [manɛkasɯ̈] 人真似をする人。［同］まねぁからす。［続 361］

【例】 まねぁかすあ　からすに　した　ぬがえんぞ

「人真似をする人は、烏に舌を抜かれるよ」

まねあげる [manea̝ger̝ɯ̈] ［動］ 告げ口する。［及 255］

【例】 しとの　ごどあ　まねあげだりする　おんでねぁ

「人のことは、告げ口したりするものじゃないよ」

まねぁこど [manɛkodo] 真似ごと。［続 361］

【例】 はずまごあ　んまっだはげぁ　ゆわぇぁこどの　まねぁこどばりも　すんべ

「初孫が生れたから、お祝いの真似ごとだけでもしよう」

まねぁだ [manɛda] 俎板。［同］まねぁいだ。［続 361］

【例】 この　まねぁだ　まんなが　ひこだはげぁ、かんなで　けつてころ

「この俎板は、真ん中が凹んだから、鉋で削って下さい」

まねぁる [manɛrɯ̈] ［下一他］ 真似る。［続 361］

【例】 ずも　じょんだ　しとの　けぁだな　まねぁで　かぐど　じょうずん　なんぞ

「字も上手な人の書いたのを、真似て書くと上手になるよ」

まぶ 雪庇。［及 107］

【例】 まぶの　下ずあ　なであ　つぐ　おんだ
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ままなぐ

「雪庇の下は、雪崩がつくものだよ」

まぶす まぶし。蚕にまゆを作らせるわら製の蚕座。［及 75］

【例】 こんだ　まぶすさ　うづして　めぁっこ　つぐらへんべ

「今度はまぶしに移して、まゆを作らせよう」

まぶる ［動］ 守る。［及 255］

【例】 こごろがげあ　ええど　神さま　まぶる　おんだ

「心掛けがいいと、神さまが守るものだよ」

まぶれる ［動］ まみれる。［及 255］

【例】 ゆぎまぶれん　なて　きたながは

「雪まみれになって来てしまったのかい」

まへ [maçe]̝ ませ。馬屋などの入口の横棒。［及 67］

【例】 まへ　かておがねぁど　んま　ではんぞ

「ませをかっておかないと、馬が出るよ」

まへる [maher̝ɯ̈] ［動］ ませる。年のわりに大人びる。［及 255］

【例】 この　わらすあ　まへだ　わらすだごど

「この子は、ませた子だね」

まま ご飯。［同］みし。［及 44］

【例】 みんな　ままだぞ

「皆、ご飯ですよ」

この類には「かでまま―かてめし」、「かでみし―かてめし」、「げんめぁみし―玄米めし」、「あさま

ま―朝めし」、「あさみし―朝めし」、「ひるまま―昼めし」、「ひるみし―昼めし」、「ばんみし―晩め

し」、「よまま―晩めし」などがある。

ままずめぁ [mamaⁿdzɯ̈mɛ] 炊事。［同］しんめぁ。［続 361］

【例】 はえぁ　おんで　まだ　ばんげの　ままずめぁ　する　ずがん　なたは

「早いもので、またもう今夜の炊事をする時間になってしまったよ」

ままたぎ [mamatagï] 飯炊き。飯を炊くこと、またその人。［続 361］

【例 1】おれぁ　えでぁ　さんどさんど　ままだぎ　しねぁんねぁ
「私の家では、三度三度飯炊きをしないといけないんだ」

【例 2】むすめあ　ままたぎん　たのまっでえた
「娘は飯炊きに賴まれて行ったよ」

ままつぶ [mamatsɯ̈bɯ̈] 飯粒。［続 361］

【例】 〇〇ちゃん、ままつぶ　こぼしたぞ、もってぁねぁはげぁ　ひろて　けよ

「〇〇ちゃん、飯粒をこぼしたよ、勿体ないから拾って食べなさいよ」

ままなぐ [mamanagɯ̈] ［動］ 吃る。［及 255］
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ままなべ

【例】 あの　しとあ　ままなぐ　しとだな

「あの人は吃る人だな」

ままなべ 飯鍋。飯を炊く鍋。［及 54］

【例】 かねぁ　よげん　なたはげぁ、この　ままなべでぁ　まにあわねぁは

「家族が多くなったから、この飯鍋では間に合わなくなってしまったよ」

まみ あなぐま。いたち科の哺乳動物で、たぬきに似ており、穴に住み、夜行性の動物である。［同］

むづな。［及 97］

まむげぁー [mamɯ̈gɛː] 真向い。［続 361］

【例】 〇〇さんの　えが、ほれだば　おれぁ　えの　まむげぁに　ある　えだ

「〇〇さんの家かい、それなら私の家の真向いにある家です」

まめがら [mameŋ̝ara] 豆をとった茎葉。［及 75］

【例】 まめがらで　味噌煮　すんべ

「豆をとった茎葉で、味噌煮をしよう」

まめぎぐ [mameŋ̝ïgɯ̈] 小菊。［同］まめこぎぐ。［続 361］

【例】 まめぎぐあ　えっぺぁ　さえだはげぁ、ほどげさまさ　あげんべ

「小菊が沢山咲いたから、仏さまに供えよう」

まめこがぎ [mamek̝oŋagï] 豆柿。実の小さい柿。昔は、豆柿を漬した液を渋（柿渋）といって、
戸障子やテーブルに塗料として塗ったものであるが、今は使わないので、豆柿も殆どなくなった。

［続 362］

まめこしぇ [mamek̝oʃɛ] 豆の脱穀調製。［及 75］

【例】 豆あ　かわぇだよだはげぁ　まめこしぇ　しねぁんねぁな

「豆が乾いたようだから、豆の脱穀調製をしないといけないな」

まめこじぇみ [mamek̝odʒem̝ï] にいにいぜみ。せみ科の昆虫。［及 97］

【例】 あんつぁ、ほごで　まめこじぇみあ　ねぁっだけ、しめん　えぐべや

「兄さん、そこでにいにいぜみが鳴いていたつけ、つかまえに行こうよ」

まめずりもず [mame̝n dzɯ̈rïmodzɯ̈] 豆のぬた餅。これは、枝豆をすり潰して、砂糖と醤油で
味を付け、餅に付けたものをいう。［続 362］

まめのご [mamen̝ogo] 黄粉。［続 362］

【例】 まめのご　つくたはげぁ　こにゃ　まめのごもずでも　つぐんべ

「黄粉を作ったから、今夜は黄粉餅でも作ろう」

まめぶず [mameb̝ɯ̈dzɯ̈] 豆打ち。豆の脱穀をいう。［続 362］

【例】 まめあ　かわぇぁだよだはげぁ、まめぶず　しねぁんねぁな

「豆が乾いたようだから、豆打ちをしないといけないな」

まめまめす [mamem̝ames̝ɯ̈] ［形］ まめまめしい。［続 362］
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まる

【例 1】まめまめすぐ　えぐ　はだらぐ　しとだな
「まめましくよく働く人だね」

【例 2】あなだ　いっつも　まめまめすくて　えげぁすな
「あなたは何時もまめまめしくていいですね」

まめもらい ［名］ 婚約成立の儀式。婚約をしたというしるしに、嫁または聟方から豆を貰う儀

式をいう。この豆は、「すわ豆」といって、さっと茹で、表皮に皺をつけた物を用い、この豆と、切

いか、こんぶを入れて、紙に包んで渡した。これを持ち帰へって、家で少し食べ、結婚式の時、嫁

に渡して食べてもらうのがしきたりだったが、今は行なわれていない。皺豆を使ったのは、夫婦が、

皺のよるまで、まめで暮せることを願ったことだという。後日、結納をし、結婚式をあげた。［同］

まめもれぁ。［及 255］

まや [maja] 馬屋。これは、馬を飼っておく場所をいう。馬はもう飼っていなので、馬屋もない。
［続 362］

まやごえ [majaŋoe]̝ 厩肥。これは、馬屋の敷藁や牛馬の糞などで、堆肥にするものである。［続
362］

まゆう [majɯ̈ɯ̈] ［動］ 弁償する。［及 256］

【例】 ぼこしたな　まゆうはげぁ　ゆるしてころ

「こわしたのは弁償しますから、許して下さい」

まりあへ [marïahe]̝ 回り合わせ。［続 362］

【例】 この　したりあ　ふうふん　なんなも、ぜんせからの　まりあへだべ

「この二人が夫婦になるのも、前世からの回り合わせだろうよ」

まりくどえ [marïkɯ̈ⁿdoe]̝ ［形］ 回りくどい。［続 364］

【例】 ほんた　まりくどえ　ごど　ゆわねぁで　はっきり　ゆえや

「そんな回りくどいことをいわないで、はっきりいえよ」

まりくどえ [marïkɯ̈ⁿdoe]̝ ［形］ 回りくどい。［同］まわりくどえ。［続 362］

【例】 ほんた　まりくどえ　ごど　ゆてねぁで、はえぁぐ　ようむぎ　ゆえや

「そんな回りくどいことをいっていないで、早く用向きをいえよ」

まりみず [marïmïdzɯ̈] 回り道。［続 362］

【例】 めってぁん　こねぁはげぁ、まりみずでも、〇〇さん　えさも　よて　えぐべ

「滅多に来ないから、回り道でも、〇〇さんの家へも寄って行こうよ」

まる [marɯ̈] ［四自］ 回る。［続 363］

【例 1】この　こま　えぐ　まるな
「この独楽はよく回るね」

【例 2】この　やま　まっど　こぐどうさ　ではんなだ
「この山を回ると国道へ出るんだ」
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まるあれぁ

まるあれぁ [marɯ̈arɛ] 丸洗い。［続 363］

【例】 この　ふぐあ　まるあれぁしたて　くずんねぁなだ

「この服は丸洗いしても、崩れないんだ」

まるえ [marɯ̈e]̝ ［形］ 丸い。［続 363］

【例】 この　まるえ　ちっちぇぁ　トマトあ、ミニトマトて　いうあだど

「この丸い小さいトマトは、ミニトマトというんだそうだ」

まるぐ [marɯ̈gɯ̈] ［下一他］ 束ねる。［続 363］

【例 1】いね　まるぐ
「稲を束ねる」

【例 2】すば　まるぐ
「柴を束ねる」

まるぐ [marɯ̈gɯ̈] ［四他］ 縛る。［続 363］

【例 1】きずぐず　まるぐ
「傷口を縛る」

【例 2】にもつ　まるぐ
「荷物を縛る」

まるける [marɯ̈ker̝ɯ̈] ［下一他］ 丸める。この語は、物を丸くする意味だけに使っている。［続

363］

【例 1】かみくず　まるける
「紙屑を丸める」

【例 2】なわ　まるける
「縄を丸める」

まるこえ 丸い。［及 33］

【例】 こにゃの　つぎあ　まるこえ　おん　満月だな

「今夜の月は丸いもの、満月だな」

また、真ん丸いことを「まんまるこえ」といっている。

まるっと ［副］ すっかり。全部。［同］まるのまま。まるまんま。［及 256］

【例】 こごさ　ゆえっだな　まるっと　もて　えがっだは

「ここに植えていたのをすっかり持って行かれてしまったよ」

まるばる [marɯ̈barɯ̈] ［四自］ 丸まる。［続 363］

【例】 だんごあ、ての　ひらで　ころがすど、まるばる　おんだ

「団子は、手の平で転がすと、丸まるものだよ」

まるまま [marɯ̈mama] まるごと。全部。［同］まるまんま。［続 363］

【例】 ざっこ　ほねも　とらねぁで　まるまま　くた　おんだ
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まんま

「雑魚を骨も取らないで、まるごと食ったもんだ」

まるめ [marɯ̈me]̝ 丸見え。［続 363］

【例】 ほごの　と　あげで　おくど、そどがら　えん　なが　まるめだなよ

「そこの戸を開けておくと、外から家の中が丸見えなんだよ」

まるもげ [marɯ̈moge]̝ 丸儲け。［続 363］

【例】 おもわねぁ　たがねで　うたおん、まるもげしたず　おんだな

「思わぬ高値で売ったから、丸儲けしたというものだね」

まろめる [maromer̝ɯ̈] ［下一他］ 丸める。［続 364］

【例 1】だんご　おめぁも　まろめろや
「団子をお前も丸めろよ」

【例 2】〇〇に　まろめらっで　〇〇の　ゆいなりだ
「〇〇に丸められて、〇〇のいいなりだよ」

まわりばんこ [mawarïbaɴko] 順番。回り番。［続 364］

【例】 となりぐみちょあ　ごんだ　まわりばんこで　するごどん　した

「隣り組長は、今度順番にすることにしたよ」

まんが 馬鍬。耕運用具。［及 67］

【例】 まんがも　骨董品だは

「馬鍬も、もう骨董品だな」

まんくそ [maɴkɯ̥̈so] 馬糞。［続 364］

【例】 むがすあ　どうろの　あつこつさ　まんくそあ　おずでる　おんでぁったな

「昔は道路のあちこちに馬糞が落ちているものだったな」

まんず ［副］ 先づ。まあ。［及 256］

【例】 まんず　えぐ　来たごど

「まづ（まあ）よく来たこと」

まんぜぁ [maɴⁿdzɛ] 万歳。［続 364］

【例】 たまん　テレビで　まんぜぁ　みっごども　あんども　おもへおんだな

「たまにテレビで万歳を見ることもあるが、面白いものだな」

まんま [maɴma] 儘。［続 364］

【例 1】ゆいでぁ　まんま　ゆう
「いいたいままいう」

【例 2】この　むら　もどの　まんまだな
「この村は元のままだね」

【例 3】ほんげぁ　ないでも　おわ　おもう　まんまん　なるおんでねぁ　おんだ
「そんなに何でも自分の思うままになるものではないものだよ」
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まんまるえ

まんまるえ [maɴmarɯ̈e]̝ ［形］ 真ん丸い。［同］まんまるこえ。［続 364］

【例】 こにゃ　つぎあ　まんまるえな

「今夜は、月が真ん丸いな」

まんめぁー [maɴmɛː] 真ん前。［続 364］

【例】 こねぁだ　おれの　まんめぁで　くるまの　ずこあ　おぎで　どでしたけや

「この間、私の真ん前で、車の事故が起きて驚いたよ」
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みぐるす

　

—み—

みあへる [mïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 見合わせる。［続 365］

【例 1】したりあ　つら　みあへで　わらた
「二人は顔を見合わせて笑ったよ」

【例 2】ほっつど　こっつの　しなおの　みあへで　えほ　かて　きた
「そっちとこっちの品物を見合わせて、いい方を買って来たよ」

【例 3】こんどの　りょこうあ　みあへるはんてねぁな
「今度の旅行は見合わせるしかないね」

みえ [mïe]̝ ［形］ 見よい。［続 365］

【例】 しとめぁで　ほんたごど　すんな　みえ　おんでねぁぞ

「人前でそんなことをするのは、見よいものではないよ」

みおの [mïono] 見物。［続 365］

【例】 おまずりの　みおのあ　だすだべな　ぜぇぶん　かね　かげだはげぁな

「お祭りの見物は山車だろうな、隨分金をかけたからな」

みおべ ［名］ 見覚え。［及 256］

【例】 あら、誰だけじゅ　みおべあ　なぐなたじゅは

「あら、誰だったんだろう、見覚えがなくなってしまったよ」

みがめぁー [mïŋamɛː] 身構え。［続 365］

【例】 きい　きっずぎの　みがめぁーは　みでろ　こげぁん　かんめぁる　おんだ

「木を伐る時の身構えは、見ておれ、こう構えるものだよ」

みがめぁーる [mïŋamɛːrɯ̈] ［四他］ 身構える。［続 365］

【例】 ほんた　へっぴりごすでぁ　きあ　きんねぁ、えが　こゆふん　みがめぁーる　おんだ

「そんなへっぴり腰で木は伐れないよ、いいかこういうふうに身構えるものだよ」

みぎれ [mïŋïre]̝ ［ダナ］ 身奇麗。［続 365］

【例】 〇〇さんの　よめこだば、いずでも　みぎれん　してる　おなごだな

「〇〇さんの嫁さんなら、何時でも身奇麗にしている女だな」

みぐるす [mïŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 見苦しい。［続 365］

【例】 しとめぁで　ほんた　くいがだすっど　みぐるす　おんだぞ

「人前で、そんな食べ方をすると、見苦しいものだよ」
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みげぁす

みげぁす [mïgɛsɯ̈] ［動］ 見返す。振り返える。［及 256］

【例 1】えれぁ　しとん　なて　あれぁどごなの　みげぁしてやれ
「偉い人になって、あいつなんか見返してやれよ」

【例 2】おべっだ　しとだよだどもて　まだ　みげぁして　みだ
「知っている人のようだ、と思って振り返ってみたんだ」

みげぁり [mïgɛrï] ［名］ 見返り。［及 256］

【例】 これ　みげぁりの　しなおんだて　よごしたけ

「これを見返りの品物だ、といってよこしたつけ」

みご [mïŋo] 籾を取った稲穂。［及 97］

【例】 みごな　なうはげぁ　みご　もて　きてころ

「穂穂縄をなうから、稲穂を持って来てくれ」

みご [mïŋo] 籾を取った稲穂。［続 366］

【例】 みごな　なうはげぁ、わらがら　みご　ぬえで　おげよ

「稲穂の縄を綯うから、藁から稲穂を抜いておけよ」

みごすれぁー [mïŋosɯ̈rɛː] 身拵え。［続 366］

【例】 きょうあ　ふぎだはげぁ、さみぐねぁよん　みごすれぁーして　えげよ

「今日は吹雪だから、寒くないように身拵えをして行きなさいよ」

みごでぁ [mïŋodɛ] 見応え。［続 366］

【例】 きょう　テレビで　みだ　〇〇あ　はぐりょぐあ　あって　みごでぁ　あったな

「今日テレビで見た〇〇は、迫力があって、見応えがあったね」

みごな わらの穂だけでなった縄。［及 75］

【例】 けら　つぐんな　みごな　なて　おえでころ

「みのを作るみご縄をなっておいてくれ」

みごりすぎ [mïŋorïsɯ̈gï] 川の増水時の魚掬いをいう。［同］みんごりすぎ。［続 366］

【例】 きょうあ　あめで　かわ　ぞうすいしたはげぁ　みごりすぎでも　すんべ

「今日は雨で、川が増水したから、濁り掬いでもしよう」

みごる [mïŋorɯ̈] ［動］ 濁る。［及 256］

【例】 なして　こう　川　みごる　おんだべ

「どうして、川がこう濁るものだろう」

みごる ［動］ 濁る。［及 108］

【例】 川、工事でも　しったんだが　みごる　おんだ

「川の工事でもしているのか、濁るもんだ」

みさげぁー [mïsagɛː] 見境。［続 366］

【例】 しかだねぁ　まだ　ものの　みさげぁーも　つがねぁ　おぼごの　した　ごどた　おん
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みずおづ

「仕方がないよ、まだものの見境もつかない子供のしたことだもの」

みじぇね [mïⁿdʒen̝e]̝ 身銭。［続 366］

【例】 きょうあ　〇〇さん　みじぇね　きて　おごてくえんなだど

「今日は、〇〇さんが身銭をきっておごってくれるのだそうだ」

みしっと [mïsïtto] ［副］ みっしり。［同］みつっと。みっつり。［続 366］

【例】 もと　みしっとした　すごど　する　おんだ

「もっとみっしりした仕事をするもんだよ」

みじゃ [mïⁿdʒa] 水屋。台所。流し。昔は、台所は居間と兼用になっている家が多かった。また食
べ物や食器などを洗うみじゃ（流し）は台所と続いて、間に戸障子がなかったので、今と隨分違っ

た様式になっていた。［続 366］

みじゃしめぁ [mï(ⁿ)dʒasïmɛ] 炊事。［同］ままじめぁ。［及 44］

【例】 まえにづだはげぁ　みじゃしめぁも　やだぐ　なるは

「毎日だから、炊事も嫌になるよ」

みじゃふね [mïⁿdʒaɸɯ̈ne]̝ 水舟。流しに水を溜めておく木箱。［及 54］

【例】 みじゃふね　あらてくんねぁが

「水舟を洗ってくれませんか」

みしょ 実生。種から育てたもの。［及 75］

【例】 この　つばぎあ　みしょだぜぁ

「この椿は、実生だよ」

みじょけねぁ [mïⁿdʒoken̝ɛ] ［形］ かよわい。この語は、今は使われなくなってしまった語

である。［続 366］

みず みずな。いらくさ科の一年生草本で、一名うわばみそうといい、山菜として食べている。［及 97］

【例】 みずあ、煮でも　漬けでも　んめぁ　おんだ

「みずなは、煮ても漬けてもうまいものだ」

みずあがり [mïⁿdzɯ̈aŋarï] 浸水。［続 367］

【例】 こねぁだの　あめで　みずあがりん　なた　えあ　でぁぶ　あっど

「この間の雨で、浸水された家が大分あるそうだね」

みずあすび ［名］ 水遊び。［及 257］

【例】 わらしたづ　つで　みずあすびでも　さへで　くっがな

「子供らを連れて、水遊びでも、させてこようかな」

みずあんねぁ [mïdzɯ̈aɴnɛ] 道案内。［続 367］

【例】 この　しとあ　〇〇さんさ　のぼっでぁど　おめぁ　みずあんねぁしてけろ

「この人が〇〇山に登りたいそうだ、お前道案内してくれ」

みずおづ
みぞおち

鳩尾。［同］みずおどす。［及 12］
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みずおの

【例】 いあ　わりなだべが、みずおづあ　いでぁじゅ

「胃が悪いのだろうか、鳩尾が痛たいんだよ」

みずおの [mïⁿdzɯ̈ono] 水物。飲み物。［続 367］

【例】 きょうあ　あんまり　あつばげぁ　ないが　つみでぁ　みずおのあ　えな

「今日は余り暑いから、何か冷めたい水物がいいね」

みずがみ [mïⁿdzɯ̈gamï] 水上［続 367］

【例】 この　へげの　みずがみにあ　むら　ある　おんだはげぁ、この　みずあ　のめねぁあだ

「この用水路の水上には、村があるものだから、この水は飲めないんだ」

みずくせぁ [mïⁿdzɯ̈kɯ̥̈sɛ] ［形］ 水臭い。［及 257］

【例 1】ほんた　みずくせぁ　ごど　ゆわねぁんだ
「そんな水臭いことをいうんじゃないよ」

【例 2】この　さげあ　みづくせぁな
「この酒は水臭い（水っぽい）な」

みずさがずげ [mïⁿdzɯ̈sagaⁿdzɯ̈ge]̝ 水杯。［続 367］

【例】 むがすあ　えへめぁり　えぐたて、みずさがずげ　のみがわして　えた　おんだど

「昔は伊勢参りに行くんだって、水杯を飲み交わして行ったもんだそうだ」

みずしょーべぁー [mïⁿdzɯ̈ʃoːbɛː] 水商売。［続 367］

【例】 となりの　むすめあ　みずしょーべぁーだど、よめん　えがねぁあだべが

「隣りの娘は水商売だそうだ、嫁に行かないんだろうか」

みずすず [mïdzɯ̈sɯ̈ⁿdzɯ̈] 道筋。［続 367］

【例 1】こっつの　みずすず　えぐど　〇〇の　むらさ　えぐえなだ
「こっちの道筋を行くと、〇〇の村へ行かれるんだ」

【例 2】ほゆごどあ　みずすず　とうして　ゆわねぁど　わがらねぁぞ
「そういう事は道筋を通していわないと分らないよ」

みずすも [mïⁿdzɯ̈sɯ̈mo] 水霜。これは、気温が零度近くまで下がると、屋根や植物に多くの水
滴が付く、これを水霜といい、10月中旬以降に主として出来る。［続 367］

みずずれ [mïdzɯ̈ⁿdzɯ̈re]̝ 道連れ。［続 367］

【例】 えぇ　しとど　みずずれん　なて　えがった　ごど、どうが　えっしょん　つて　えてくで

ぁ

「いい人と道連れになってよかったこと、どうか一緒に連れて行って下さい」

みずのもず [mïⁿdzɯ̈nomodzɯ̈] 節句の祝い餅。これは、旧十二月二十八日と、一月十五日、二
月一日の三回搗いた餅を、それぞれ圣 25cm位の丸型に固め、藁束の元の方を拡げ、その上にくっ
つけて、神棚へ供え、また床の間などに下げておき、旧六月一日の節句に食べて祝う餅であるが、

今は作らなくなってしまった。［続 368］

630



みずめみる

みずのり [mïdzɯ̈norï] 道程。［続 368］

【例】 こから　〇〇まで　どれくれぁの　みずのりあ　ありあすべ

「此処から〇〇まではどれくらいの道程がありますでしょう」

みずばず [mïdzɯ̈badzɯ̈] 蜜蜂。［続 368］

【例】 どから　くる　おんだが　はなさ　みずばずあ　えぐ　くる　おんだ

「何処から来るものなのか、花に蜜蜂がよく来るもんだよ」

みずばだ [mïdzɯ̈bada] 道端。［続 368］

【例】 あたこぐなたら　みずばださ　ずっくべなの　ばっけなの　ではて　きたな

「暖かくなったら、道端につくしや蕗のとうなどが出て来たね」

みずふみ [mïdzɯ̈ɸɯ̈mï] 道踏み。雪道を踏み固めること。冬は殆ど毎朝門口を踏み俵で踏み固
め、また少し多く雪が降ると、村人はかんじきを履いて通学路を踏み固めたものであるが、この作

業を「みずふみ」という。［続 368］

みずふみでんま [mïdzɯ̈ɸɯ̈mïⁿdeɴ̝ma] 雪道踏みの義務人夫。これは、昔除雪車の来なかっ
た時代、通学路の雪を村人が義務人夫として出役し雪道を踏み固めたが、このように出役すること

をいう。［続 368］

みずぽえ [mïⁿdzɯ̈poe]̝ ［形］ 水っぽい。［続 368］

【例】 この　さげあ　みずぽえな　あためっずぎ　やがんさ　みずあ　へぁってぁったんねぁが

「この酒は水っぽいね、暖める時、薬罐に水が入っておったじゃないか」

みすぼらす [mïdzɯ̈borasɯ̈] ［形］ みすぼらしい。［続 368］

【例】 どごの　しとだべじゅ、みすぼらす　かっこして　きた　おんだなや

「何処の人だろうね、みすぼらしい格構をして来たもんだねー」

みずめ 惨め。［及 256］

【例】 ほんた　みずめだ　ごど　すんなや

「そんな惨めなことをするなよ」

みずめ [mïdzɯ̈me]̝ 婚礼後 3 日目の里帰りをいう。これは、婚礼後 3 日目に、嫁や聟が夫婦で、
嫁聟の実家に里帰りすることをいう。［続 368］

みずめぁー [mïⁿdzɯ̈mɛː] 身仕舞い。［続 369］

【例】 よそさ　えぐ　ずぎあ、ちゃんとした　みずめぁして　えぐ　おんだぞ

「他所へ行く時は、きちんとした身仕舞いをして行くもんだよ」

みずめたらす [mïⁿdzɯ̈met̝arasɯ̈] ［ダナ］ かわいそう。［続 369］

【例】 あの　わらすあ　みずめたらす　ごどな　あさから　ばんまで　こぎつかわっで

「あの子はかわいそうだことね、朝から晩までこき使われてね」

みずめみる [mïⁿdzɯ̈mem̝ïrɯ̈] つらい思いをすること。［続 369］

【例】 おどなん　なたら　ちゃんとした　すごど　しねぁど　おわ　みずめみるばんだぞ
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みそえぁー

「大人になったら、ちゃんとした仕事をしないと、自分が辛い思いをするだけだよ」

みそえぁー [mïsoɛː] 味噌和え。［続 369］

【例】 みそえぁ　こしぇぁっずぎあ　くるみ　すて　えれっど　んめぁ　おんだぜぁ

「味噌和えを作る時は、胡桃を擂って入れると美味いものだよ」

みそごねぁ [mïsogonɛ] 見損ない。［続 369］

【例 1】ほれあ　おれの　みそごねぁでぁったな
「それは、私の見損ないだったな」

【例 2】おへで　もらわねぁど　みそごねぁ　すっどごでぁったな
「敎えもらわないと、見損ないをするところだったな」

みだぐなす [mïdagɯ̈nasɯ̈] ［名］ ぶす。おかめ。女への悪口をいう。［及 257］

【例】 なんだ　この　みだぐなあ

「なんだ、このぶすが」

みだぐねぁ [mïdagɯ̈nɛ] 醜い。［及 33］

【例 1】あの　やろあ　つらだば　みだぐねぁ　つらだ
「あの野郎の面なら醜い面だな」

【例 2】あの　番組だは　おら　みだぐねぁな
「あの番組なら見たくないね」

みだどご [mïdadogo] 外見。みば。［続 369］

【例】 しとんどさ　くえんなだば　もと　みだどごも　えぐ　すろや

「人にくれるのだったら、もっと外見もよくしなさいよ」

みづ ［名］ 道。［及 257］

【例】 この　みづ　まっつぐ　えぐど　え

「この道を真直ぐに行くといいよ」

みづ [mïdzɯ̈] 道。道路。［及 108］

【例】 これがら、山みづん　なんなだ

「これから、山道になるんです」

みっかはしか [mïkkahasïk̥a] 普通より軽いはしか。［続 369］

【例】 この　わらすな　みっかはしかだずおん　そんま　なおんべ

「この子のは軽いはしかだそうだから、直きに治るだろう」

みつかめ [mït̃sɯ̥̈kame]̝ 短め。［続 369］

【例】 スカートだば　むがすと　つがて　みつかめんな　はぐよん　なたな

「スカートなら、昔と違って短めのをはくようになったね」

みつき みずき。みずき科の落葉樹。［及 97］

【例】 むがしあ　みつきさ　なしだんごず　おの　ならへだ　おんだ
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みづもり

「昔はみずきに、なし団子というものをならせた（くつつけた）ものだよ」

みつけぁ [mït̃sɯ̥̈kɛ] 短い。［及 33］

【例】 ほれだば　みつけぁくて　駄目だ

「それなら短くて駄目だよ」

みつげぁーる [mïtsɯ̈ŋɛːrɯ̈] ［下一他］ 見違える。［続 369］

【例】 すばらぐ　みねぁ　うずん　〇〇ちゃん　みつげぁーるよん　おっきぐなたな

「暫く見ないうちに、〇〇ちゃんは見違えるように大きくなったね」

みつけおの [mïtsɯ̥̈keo̝no] 堀り出し物。［続 370］

【例】 これだば　みつけおのだな　どから　みつけで　きたおんだや

「これなら堀り出し物だね、何処から見つけて来たんだい」

みつただぎ みづな（うわばみ草）をたたいて味をつけたもの。山菜料理の一種。［及 44］

【例】 おれぁまだ　みつただぎ　すぎで　とぎどぎ　こしぇんなよ

「私はみづなのたたいたのが好きで、時時作るんですよ」

みつっと ［副］ みっしり。みっちり。［及 257］

【例】 しごどずぁ　もと　みつっと　しねぁんねぁ　おんだ

「仕事というものは、もっとみっしりしないといけないものだよ」

みつっと [mïtsɯ̈tto] ［副］ みっしり。［続 370］

【例】 こんだ　おめぁも　こうこうさ　へぁんなだはげぁ　みつっと　べんきょうすろよ

「今度は、お前も高校に入いるんだから、みっしり勉強しなさいよ」

みっともねぁ [mïttomonɛ] ［形］ みっともない。［続 370］

【例】 しとめぁで　ほんた　みっともねぁ　くいがだ　すんなよ

「人前で、そんなみっともない食べ方をするなよ」

みづどり 餅の千切り。手や器に水をつけて餅を千切ること。粉をつけないで餅を千切ること。［及

44］

【例】 あづぎもづどが　なっともづなのあ　みづどりする　おんだ

「小豆餅とか、納豆餅なんかは、水をつけて千切るもんだよ」

みつぱな [mït̃sɯ̥̈pana] 水っ洟。［続 370］

【例】 ないだべ、この　わらすあ、かじぇ　ひだあだべが、みつぱな　だしったじゅ

「なんだろう、この子は、風邪でも引いたんだろうか、水っ洟を出しているよ」

みづぶすん 道普請。［及 76］

【例】 おまづりあ　くっさげぁ　みづぶすだど

「お祭りが来るから、道普請だそうだ」

みづみ 三つ身。三才から五才位迄の子供の着物の裁ち方。及びその着物をいう。［及 61］

みづもり 仏事に膳の外に大皿に出す料理をいう。［及 44］
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～みでぁ

【例】 このだびあ　みづもりも　出さねぁんねぁな

「この度は、大皿料理も出さないといけないな」

～みでぁ [~mïdɛ] みたい。［続 370］

【例 1】ねごみでぁん　した　ならして　くな
「猫みたいに舌をならし食べるな」

【例 2】おめぁみでぁだ　おのあ　どさでも　けずかれ
「お前みたいな奴は、何処へでも行きやがれ」

みどご [mïⁿdogo] 見所。［続 370］

【例 1】きょうの　すもの　みどごぁ、〇〇ど　 ��の　しょうぶだな
「今日の相撲の見所は、〇〇と ��の勝負だね」

【例 2】この　わらすの　きしょう　みっど　どごが　みどごあ　あるな
「この子の気性を見ると、何処か見所があるな」

みながげ [mïnaŋage]̝ ［名］ 風袋とも。風袋も入れた目方。［同］みながらみ。［及 257］

【例】 この　じぇんめぁ　みながげで　なんぼ　あるや

「このぜんまいは、風袋ともで、幾らあるんだい」

みながら [mïnaŋara] ［名］ 全部。［及 257］

【例】 これ　みながら　やっさげぁ　もて　えてころ

「これ、全部やるから、持って行ってくれ」

みなれぁー [mïnarɛ] 見習い。［続 370］

【例】 おれぁえの　まごあ、えま　かんごふの　みなれぁー　してんなだ

「うちの孫は、今看護婦の見習いをしているんだ」

みにぐえ [mïnïgɯ̈e]̝ ［形］ 醜い。［続 370］

【例 1】ほんた　くいが　みにぐえ　おんだぞ
「そんな食べ方は醜いものだよ」

【例 2】ほういう　みくぐえ　ごど　する　おんでねぁ
「そういう醜いことはするものじゃないよ」

みねぁこ 互に見ない約束。［同］みねぁっこ。［及 257］

【例】 かぐ　ずぎあ　みねぁこだぞ

「書く時は、見合ないことだよ」

みのがなし [mïnoganasï] ［名］ 弱虫。［同］みのごなし。［及 257］

【例】 これだば　ゆぐゆぐの　みのがなしで

「この子は、よくよくの弱虫で」

みのがなし 弱虫。［及 8］

【例】 これだば、ゆぐゆぐの　みのがなしで
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みみつ

「こいつは、よくよくの弱虫でね」

みのがねぁ [mïnoganɛ] ［形］ 弱い。［及 257］

【例】 つぁつぁ、〇〇ちゃん　すも　とっど　おれより　みのがねぁぜぁ

「お父さん、〇〇ちゃんは、相撲をとると、僕より弱いんだよ」

みのがねぁ [mïnoganɛ] 弱い。［及 33］

【例 1】この頃、体　みのがねぁくて　そど　ありげねぁなよ
「近頃、体が弱くて、外を歩けないんですよ」

【例 2】みのがねぁ　おのさ　かもう　おんでねぁぞ
「弱い者にかまうもんじゃないよ」

みのごねぁー [mïnogonɛː] ［形］ 弱い。病弱。［同］みのがねぁ。［続 370］

【例 1】この　わらすあ　みのごねぁ　おんだはげぁ　えずめらっでんなだ
「この子は、弱いものだから、苛められているんだよ」

【例 2】ばさまも　としょたら　みのがねぁぐなて　こまた　おんだ
「お婆さんも年を取ったら病弱になって、困ったもんだよ」

みぶるぎ [mïbɯ̈rɯ̈gï] 身振い。［続 371］

【例】 おれぁ　へび　みっど、きびわりくて　みぶるぎすんなよ

「私は蛇を見ると、気味悪くて身振いするんだよ」

みべぁ ［名］ 見栄え。［及 257］

【例】 これぁ　なんだが　みべぁ　わりな

「これは、なんだか見栄えが悪いな」

みぼろぎ [mïborogï] ［名］ 身震い。体をふること。［及 257］

【例 1】かねの　ねぁどさ　えて、みぼろぎしてみでぁな
「金のない所（家）へ行って、体をゆすってみたいな（体から金が、ざくざく落ちて、みせび

らかせるから）」

【例 2】やだくて、みぼろぎあ　出るよだけ
「嫌で身震いがするようだった」

みみあだらす [mïmïadarasɯ̈] ［形］ 耳新しい。［続 371］

【例】 ほの　はなすだば、まだ　きだごどあ　ねぁがった　みみあだらす　はなすだな

「その話なら、まだ聞いたことのなかった耳新しい話だね」

みみきかず [mïmïkïk̥aⁿdzɯ̈] 唖。悪口。これは、話しかけても返事をしなかったり、まぬけな
返事をしたりした場合にいう悪口である。［同］ぬげさぐ。［続 371］

【例】 この　みみきかずあ　へんずも　しあがらねぁで

「この耳聞かずが、返事もしやがらないで」

みみつ [mïmïtsɯ̈] ［形］ みみっちい。［続 371］
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みみふたぎ

【例】 ほんたおの　ほんげぁ　みみつぐしねぁで、もと　たぷっと　つかえ

「そんな物を、そんなにみみっちくしないで、もっとたっぷり使えよ」

みみふたぎ [mïmïɸɯ̥̈taŋï] 同い年の死者への供養。これは、同い年の者が死ぬと、葬式の日に
橋の上で、食べ物を耳に当て、南無あみだ仏と唱えながら、その食べ物を川に流して供養すること

をいう。［続 371］

みめぁ ［名］ 見舞い。［及 258］

【例】 〇〇さん　入院したつけあ　みめぁん　えぐべ

「〇〇さんが入院したそうだから、見舞いに行ってこよう」

みやご [mïjago] 脈。血管の鼓動。［及 17］

【例】 おれぁな　すこす　さが　のぼても、みやごあ　早ぐなんなだ

「私のは少し坂を登っても、脈が早くなるんですよ」

みやす [mïjasɯ̈] ［形］ 見易い。見よい。［同］みえ。［続 371］

【例 1】あんぜんひょうすぎあ　いずばん　みやすどさ　たでで　おげ
「安全標識は一番見易い所へ立てておけよ」

【例 2】よそさ　えぐ　ずぎあ　へんたぐした　おの　きて　えぐど　みやす　おんだぞ
「他所へ行く時は、洗濯した物を着て行くと見よいものだよ」

みやすめる [mïjasɯ̈mer̝ɯ̈] ［四他］ 見下す。［及・続 258・371］

【例 1】おれぁどご　びんぼだどて　みやすめんなだぜぁ
「私を貧乏だというので見下すんだよ」

【例 2】挨拶したども、しとんどご　みやすめで、見向ぎもしねぁけ
「挨拶をしたが、私を見下して、見向きもしなかったよ」

みょーつくりん [mjoːtsɯ̥̈kɯ̈rïɴ] ［ノダナ］ 妙ちきりん。［続 371］

【例】 みょーつくりんだ　おの　もて　きた　おんだな、ほれぁ　ないだおんだ

「妙ちきりんな物を持って来たもんだな、それはなになんだい」

みょーでぁー [mjoːⁿdɛː] 名代。［続 372］

【例】 おれぁまだ　〇〇さんの　みょーでぁーで　きあした

「私は、〇〇さんの名代で参りました」

みるかげもねぁ [mïrɯ̈kaŋem̝onɛ] ［連語］ 見る影もない。［続 372］

【例】 さわめの　かいたぐつあ　えまでぁ　みるかげもねぁ　あれつん　なたなは

「谷間の開拓地は、今では見る影もない荒地になってしまったね」

みれんがます [mïreɴ̝ŋamasɯ̈] ［形］ 未練がましい。［続 372］

【例】 えまさら　ほんた　みれんがますぐ　ぐのものて　ゆたて　はずまらねぁべ

「今更そんな未練がましくしのごのいったって始まらないじゃないか」

みん みの。すげなどで作った、作業用の雨具。［同］けら。けらこ。［及 61］
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みんつき

みんごりざげ [mïɴŋorïⁿdzage]̝ 濁酒。［同］みごりざげ。どぶろぐ。［続 372］

【例】 えまだば　みんごりざげなの　こしぇぁっどごあ　ねぁなは

「今なら濁酒なんか作る家はもうないね」

みんごりみず [mïɴŋorïmïⁿdzɯ̈] 濁り水。［同］みごりみず。［続 372］

【例】 かすらの　ほで　でぁぶ　あめあ　ふたんだな　かわ　みんごりみずん　なた　おん

「上流の方で、大分雨が降ったんだな、川が濁り水になったもの」

みんずめ [mïɴⁿdzɯ̈me]̝ ［ダナ］ 惨め。［続 372］

【例】 ながらぐ　おやずに　ねらっで　みんずめだ　くらす　してるな

「長らく親父に寝られて、惨めな暮らしをしているね」

なお、この語の強調語に「みんずめたらす」がある。

みんつき [mïɴtsɯ̥̈kï] みずき。これは、みずき科の落葉高木であるが、用材になるよう木ではな
く、昔はこの木の枝へ団子を沢山刺し、なすだんご（梨団子。前出）を作り正月に飾ったものであ

る。［同］みつき。［続 372］
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むえがら

　

—む—

むえがら 脱皮殻または羽化した殻。［同］ぬげがら。［及 97］

【例】 こごに　蛇の　むえがら　あるな

「ここに蛇の脱皮殻があるね」

むえだで [mɯ̈ed̝ade]̝ 孵化または、羽化直後の生物。［及 98］

【例】 みろ、こごに　あげの　むえだであ　いだぞ

「みろよ、ここにとんぼの生れたてがいるよ」

むえる ［動］ 孵化する。羽化する。［及 97］

【例】 へげん　どごさ　あげあ　むえっだけな

「用水路のところに、とんぼが羽化していたつけな」

むがさり [mɯ̈gasarï] ［名］ 結婚式。［及 258］

【例】 〇〇さんの　娘あ、今日　むがさりだど

「〇〇さんの娘は、今日結婚式だそうだ」

むがさりぶるめぁ ［名］ 婚礼の祝宴。披露宴。［及 258］

【例】 りっぱだ　むがさりぶるめぁだけな

「立派な被露宴だったな」

むがす [mɯ̈gasɯ̈] ［名］ 昔。［及 258］

【例】 むがすの　ごど　いうど、おにあ　わらうて　ゆた　おんだ

「昔のことをいうと、鬼が笑う、といったもんだよ」

むがす [mɯ̈gasɯ̈] 昔。昔話。［続 373］

【例 1】むがすの　せいかずあ　ひでぇがったな
「昔の生活は酷かったな」

【例 2】ずさま　むがす　かだて　きがへろや
「お爺ちゃん、昔話を語って聞かせてくれよ」

むがすかだり [mïgasɯ̥̈kadarï] 昔語り。これは、昔話を語ることをいう。［続 373］

【例】 まだ　むがすかだり　すろてが

「また昔語りをしろというのかい」

むがすくせぁ [mɯ̈gasɯ̥̈kɯ̈sɛ] ［名］ 昔風。古くさい。［及 258］
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むぐる

【例】 むがすくせぁ　かっこして　きた　おんだ

「昔風な格好して来たもんだ」

むがすびど [mɯ̈gasɯ̈bïdo] 昔人。これは、中年以後の人で、考えの古くさい、新しい知識のな
い人をいう。［続 373］

【例】 おれぁ　むがすびどだはげぁ、ほげぁた　ハエカラだ　りょうりなの　つぐんねぁ

「私は昔人だから、そういうハイカラな料理なんか作れないよ」

むがっつね [mɯ̈gattsɯ̈ne]̝ 向こう脛。すねの前面。［同］むがつね。［及 13］

【例】 むがっつね　ぶつけだら　いでぁくて　とびあがたんだはげぁ

「向こう脛をぶっつけたら痛たくてとび上がってしまったよ」

むがつら [mɯ̈gatsɯ̈ra] ［卑語］ 顔。顔の卑語。悪態語。面。［同］むがっつら。［続 373］

【例】 ごしゃげで　えぁずの　むがつらも　みだぐねぁ

「腹が立って、あいつの面も見たくないよ」

むがぱら [mɯ̈gapara] むかっ腹。［続 373］

【例】 おめぁまだ　たんきだ　おんだはげぁ、すぐ　むがぱら　たでる　おんな

「君は短気なものだから、直ぐむかっ腹を立てるからな」

むきからしゃっぷ [mɯ̈kïk̥araʃappɯ̈] 麦藁帽子。［続 373］

【例】 きょうあ　あつはげぁ　むきからしゃっぷ　かぷて　えげよ

「今日は暑いから麦藁帽子を被って行きなさいよ」

むぎだげ [mɯ̈gïdage]̝ ひらたけ。まつたけ科の食用になるきのこ。［及 98］

【例】 えぐ　むぎだげ　つぎよだけど　まぢげぁる　おんだ

「よく、ひらたけとつきよたけを間違えるものだよ」

むきちょねぁ [mɯ̃̈kït̥ʃonɛ] ［名／ダナ］ 不愛想。［続 373］

【例】 これぁまだ　むきちょねぁ　しとだはげぁ、えんりょしねぁで　しゃべてころ

「こいつは、不愛想な人だから、遠慮しないで話してくれよ」

むぎまま [mɯ̈ŋïmama] 麦飯。［続 373］

【例】 おらだ　ちっちぇぁずぎあ　むぎままどが　でぁごんままなの　くた　おんだ

「私達の小さい時は、麦飯とか大根飯なんかを食ったもんだよ」

むぐす [mɯ̈ŋɯ̈sɯ̈] ［動］ 漏らす。大小便をもらすこと。［及 258］

【例】 ないだや　まだ　むぐしたがは

「なんだい、また、もらしてしまったのかい」

むぐす [mɯ̈ŋɯ̈sɯ̈] ［動］ 横流しする。［及 258］

【例】 はっとだな　おべでで　むぐすなだべが

「法度だということを知っていて横流しするんだろうか」

むぐる [mɯ̈ŋɯ̈rɯ̈] ［動］ 潜ぐる。水や薮をもぐること。大小便が漏ること。［及 258］
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むぐれる

【例 1】水さ　むぐっずぎあ　こげぁして　むぐる　おんだ
「水に潜ぐる時は、こうして潜ぐるものだよ」

【例 2】ほんた　やぶやら　むぐる　おんでねぁ
「そんな薮を潜ぐって歩くもんじゃないよ」

むぐれる [mɯ̈ŋɯ̈rer̝ɯ̈] ［下一自］ 大小便の漏れること。［続 374］

【例】 がが　しょべあ　むぐれっさげぁ　でんき　つけでころ

「お母さん、小便が漏れるから、電灯を付けてくれ」

むげぁ [mɯ̈gɛ] ［名］ 迎え。［及 259］

【例】 むげぁん　来てくっだなが

「迎えに来てくれたのかい」

む
〇

げぁ [mɯ̈gɛ] ［名］ 向い。［及 259］

【例】 おれぁえの　むげぁ　さがなやだ

「うちの向いは、魚屋だよ」

むげぁー [mɯ̈ŋɛː] 無害。［続 374］

【例】 この　しょうどぐやぐあ　がいちゅうにあ　きぐども、しとさは　むげぁーだど

「この消毒薬は、害虫には利くが、人には無害だそうたよ」

むげぁあう [mɯ̈gɛaɯ̈] ［四自］ 向い合う。［続 374］

【例】 おれぁ　えど、〇〇さん　えあ　どうろ　はさで　むげぁあてんなだ

「私の家と、〇〇さんの家は、道路を挾んで向い合っているんだ」

むげぁあへ [mɯ̈gɛahe]̝ 向い合わせ。［続 374］

【例】 こごあ　へべぁはげぁ、なんげぁ　テーブルさ　むげぁあへん　ねまて　もらうべ

「ここは狹いから、長いテーブルに向い合わせに坐ってもらおう」

むげぁがじぇ [mɯ̈gɛgaⁿdʒe]̝ 向い風。［続 374］

【例】 むげぁがじぇだ　おんだはげぁ、ふぎあ　つらさ　あだて　ひでがった

「向い風なものだから、吹雪が顔に当ってひどかったよ」

むげぁざげ [mɯ̈gɛⁿdzage]̝ 迎え酒。［続 374］

【例】 ゆべな　のみすぎで　ふずがよいだはげぁ、むげぁざげでも　のでみっが

「タベ飲み過ぎて、二日醉いだから、迎え酒でも飲んでみようか」

むげぁどぎ [mɯ̈gɛⁿdogï] ［名］ 一才の誕生日。［及 259］

【例】 おれぁえんなも　むげぁどぎだは

「うちの子供も、もう、一才の誕生日なんですよ」

むげぁよど [mɯ̈gɛjoⁿdo] 迎え人。これは、婚礼の日に近くまで、嫁（聟）を出迎えに行く人達
をいう。［続 374］

【例】 むげぁよど　たのまっだおん　そろそろ　えてみっが
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むす

「迎え人に賴まれたから、そろそろ行って見ようか」

むげぁる [mɯ̈gɛrɯ̈] ［下一他］ 迎える。［続 374］

【例】 ずさまも、はずじゅうはず　むげぁっさげぁ、ゆわぇぁこど　しねぁんねぁな

「お爺さんも、八十八を迎えるから、お祝いをしなければならないな」

むご [mɯ̈go] 向う。［続 374］

【例】 ほら、むごさ　める　やま　〇〇ていう　ゆうめいだ　やまだ

「ほら、向うに見える山は、〇〇という有名な山だよ」

むごえ [mɯ̈ŋoe]̝ ［形］ 酷い。［続 375］

【例】 へびだて　いぎおのだ　おん、ころすなて　ほんた　むごえごど　すんなや

「蛇だって生き物だもの、殺すなんてそんな酷いことをするなよ」

むごがわ [mɯ̈goŋawa] 向う側。［続 375］

【例 1】あの　やまの　むごがわ　〇〇けんだ
「あの山の向う側は〇〇県だよ」

【例 2】むごがわも　つえはげぁ　ゆだんすんな
「向う側も強いから油断するなよ」

むごたらす [mɯ̈ŋotarasɯ̈] ［形］ 惨たらしい。［続 375］

【例】 ひこうきあ　おずで、おぎぐの　からだ　ばらばらだど、むごたらす　おんだな

「飛行機が落ちて、お客の体はばらばだそうだ、惨たらしいものだね」

むざぐ [mɯ̈dzagɯ̈] ［動］ 裂く。粗末に裂く。［及 259］

【例】 まだ、かぐ　どご　あんな　ほんげぁ　むざぐなや

「まだ、書くところあるのを、そんなに粗末に裂くなよ」

むさくるす [mɯ̈sakɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ むさくるしい。［続 375］

【例】 このとおり　むさくるす　どごですども、どうが　ごゆっくりして　えてくでぁ

「この通りむさくるしい所ですが、どうかごゆっくりして行って下さい」

むしくた この語は、なぞときや、しりとり遊びの時、答えられないと、「むしくた」という、子供

らの遊びことばの一つである。［及 259］

この語は、「むしくった」とも「むしあくた」とも使った。

むしくれぁ [mɯ̈sïk̥ɯ̥̈rɛ̥] ［名］ 虫喰い。［及 259］

【例】 この　栗あ　むしくれぁだな

「この栗は虫喰いだな」

むじゅ ［名］ 夢中。［及 259］

【例】 わらしたづあ　あすびさ　むじゅだ　おんだ

「子供らは、遊びに夢中なもんだ」

むす [mɯ̈sɯ̈] 虫。［続 375］
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むすあつ

【例】 なんとや　にどえもさ　むすあ　つで　しょうどぐしねぁんねぁは

「なんと、馬鈴薯に虫がついて、もう消毒しないといけないよ」

むすあつ [mɯ̈sɯ̈atsɯ̈] ［形］ 蒸し暑い。［続 375］

【例】 きょうまだ　いきいきて、むすあつな、すこす　えごぐど　あへあ　でるおん

「今日はむしむしして、蒸し暑いね、少し動くと汗が出るからな」

むすくそり [mɯ̈sɯ̈kɯ̥̈sorï] 虫薬。［続 375］

【例】 この　わらすあ　むすけあ　あるよだはげぁ、むすくそり　のまへんべ

「この子は虫気があるようだから、虫薬を飲ませよう」

むすくだす [mɯ̈sɯ̥̈kɯ̈ⁿdasɯ̈] 虫下し。［続 375］

【例】 おえしゃさま　かいちゅう　いだはげぁ　むすくだす　のめど

「お医さまは、回虫がいたから、虫下しを飲めって（いっておったよ）」

むずけぁ [mɯ̈ⁿdzɯ̈kɛ] ［形］ むずかゆい。［及 259］

【例】 へなが　むずけぁはげぁ　けぁでくんねぁが

「背中がむずかゆいから、かいてくれないか」

むすげぁす [mɯ̈sɯ̈gɛsɯ̈] ［四他］ 蒸し返す。［続 375］

【例 1】この　えもあ　もういずど　むすげぁさねぁど　かでぁぞ
「この芋は、もう一度蒸し返さないと、固いよ」

【例 2】ほの　はなす　まだ　むすげぁすなが
「その話をまた蒸し返すのか」

むすけら [mɯ̈sɯ̥̈ker̝a] 虫けら。［続 376］

【例】 おわばり　かねもずだどて　おらどごあ　むすけらみでぁん　あずがうなだ

「自分ばかり金持ちだというので、俺達を虫けらのように扱かうんだ」

むすず [mɯ̈sɯ̈ⁿdzɯ̈] 虫酸。［続 376］

【例】 おれぁ　へび　みっど　やんだくて　むすずあ　はすんなよ

「私は、蛇を見ると、嫌で虫酸が走るんだよ」

むずつ [mɯ̈ⁿdzɯ̈tsɯ̈] 無実。［続 376］

【例】 〇〇さんは、せぁばんで　むずつだて　はっきりさへで　もらたど

「〇〇さんは、裁判で、無実だとはっきりさせてもらったそうだ」

むずな [mɯ̈ⁿdzɯ̈na] 狢。［続 376］

【例】 ふゆん　なっど、こごらでも　むずな　みがげる　ごどあ　あんぜぁ

「冬になると、この辺でも狢を見かけることがあるよ」

むすなぐ [mɯ̈sɯ̈naŋɯ̈] ［動］ 結ぶ。［及 259］

【例 1】ほご　むすなぐなだぞ
「そこを結ぶんだよ」
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むせぁ

【例 2】おび　むすねぁでころ
「帶を結んで下さい」

むすのえぎ [mɯ̈sɯ̈noeg̝ï] 虫の息。［続 376］

【例】 〇〇さんは　びょぎあ　おもでぁぐなて　むすのえぎだどは

「〇〇さんは、病気が重くなって、もう虫の息だそうだ」

むすのご [mɯ̈sɯ̈nogo] しらみの卵。［及 98］

【例】 むすのごあ　きおのの　ぬいめに　いる　おんでぁった

「しらみの卵あ、着物の縫い目に生みつけられるもんだ」

むすば [mɯ̈sɯ̈ba] 虫歯。［続 376］

【例】 は　いでぁて、あんまり　あめぁおのばり　くうはげぁ　むすば　なたあだべ

「歯が痛いって、余りお菓子なんかばかり食うから、虫歯になったんだろう」

むすぶろ [mɯ̈sɯ̈bɯ̈ro] 蒸し風呂。［続 376］

【例】 きょうまだ　いきいきて、まるで　むすぶろさでも　へぁたよだな

「今日はむしむしして、まるで蒸し風呂にでも入ったようだな」

むすぼい ［名］ 虫追い。旧六月に行う農作物の虫追いの行事名。この日、村人（子供も）が総出

で、「むすぼいだ、むすぼいだ、ほう、ほう」と叫びながら、村をねり歩き、豊作を祈った。［及 259］

むすぼす [mɯ̈sɯ̈bosɯ̈] 虫干し。［続 376］

【例】 こんだ　にゅうべぁも　すぎだはげぁ、むすぼすでも　しねぁんねぁな

「今度は入梅も過ぎたから、虫干しでもしなければならないな」

むずます [mɯ̈ⁿdzɯ̈masɯ̈] ［形］ 睦まじい。［続 376］

【例】 となりの　えぁ　よめど　しゅうどあ　ながむずますくて　えぇな

「隣りの家は、嫁と姑とが仲睦まじくていいね」

むする ［動］ むしる。草などをむしること。［及 259］

【例】 はだげの　草　むすりん　えて　くっさげぁな

「畑の草をむしりに行って来るからな」

むすろ 蓙。［及 54］

【例】 おもでさ　むすろ　すでくえっさげぁ　ほごで　あすべ

「外に蓙を敷いてあげるから、そこで遊びなさい」

むすんけ [mɯ̈sɯ̈ɴke]̝ ［名／ノダナ］ 無神経。［続 376］

【例】 むすんけにも　ほどあるんだ、どろあすで　へぁてくる　おのあ　ねぁべな

「無神経にも程があるよ、泥足で入って来る奴がないじゃないか」

むせぁ なかなかなくならないこと。［及 259］

【例 1】この　あめあ　むせぁな
「この飴はなかなかなくならないね」
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むぞせぁ

【例 2】こんげつあ　ガソリン　むせぁぐ　つかたな
「今月は、ガソリンを長持ちさせて使ったな」

むぞせぁ [mɯ̈ⁿdzosɛ] かわいそう。ふびんなさま。［同］むつこえ。［及 259］

【例】 はやぐ　ががに　なぐならっで　わらしたづどご　むぞせぁな

「早くお母さんに亡くなられて、子供らがかわいそうだね」

むだき ［名］ 粗末。やたら。いたずらに。［及 260］

【例】 ないだて、むだきにあ　でげねぁ　おんだぞ

「なんでも、粗末には出来ないものだよ」

むだずげぁ [mɯ̈ⁿdadzɯ̈gɛ] 無駄遣い。［続 377］

【例】 おどすだま　えっぺぁ　もらたな　むだずげぁしねぁで　ちょきんするよ

「お年玉を沢山貰ったの、無駄遣いしないで、貯金しなさいよ」

むたっと [mɯ̈tatto] ［副］ むったり。これは、仕事などに集中するさまをいう。［続 377］

【例】 すごどすっずぎあ　むたっと　する　おんだ

「仕事をする時は、むったりすもものだよ」

むちゃっと [mɯ̈tʃatto] ［副］ むんにゃり。やわらかい物をつかんだ感じ。または、つかむこ

と。［及 260］

【例】 ねご　むちゃっと　つかだ

「猫をむんにゃり掴んだ」

むづがす ［形］ 難しい。［及 260］

【例】 この　もんでぁ　むづがすあだな

「この問題は難しいのだね」

むつける ［動］ つむじを曲げる。［同］むんつける。［及 260］

【例】 ほんげぁ　むつけんなや

「そんなにつむじを曲げるなよ」

むったり ［副］ 一心に。一生懸命に。［及 260］

【例】 なんでも　やる　ずぎあ　むったり　やらねぁんねぁ　おんだ

「なんでも、やる時は一心になってやらないといけないものだよ」

むつっと [mɯ̈tsɯ̈tto] ［副］ むんずと。むずと。［続 377］

【例】 しとの　うで　いぎなり　むつっと　つかで　ないだ　おんだや

「人の腕をいきなりむんずと掴んで、なになんだい」

むつっと [mɯ̈tsɯ̈tto] ［副］ むっつり。［続 377］

【例】 ないだや、むつっとして、ないが　おもへぐねぁ　ごどでも　あんなが

「なんだい、むっつりして、何か面白くないことでもあるのかい」

むなぐるす [mɯ̈naŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ 胸苦しい。［続 377］
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むりなんでぁー

【例】 ゆべな　おかねぁ　ゆめで　おなさっだら、むなぐるすくて　め　さましたけ

「タベは恐しい夢にうなされたら、胸苦しくて目を醒ましたっけ」

むねあげもず [mɯ̈nea̝ŋem̝odzɯ̈] 上棟式に用いる餅。これは、上棟式に法印さまにお払いを
してもらうが、この時餅も供えるが、この餅をいう。この餅は、お払いが済むと、屋根の上から撒

き、近所の人が、お祝いの餅として拾って行く。［続 377］

むへぎにん [mɯ̈heg̝ïnïɴ] ［名／ノダナ］ 無責任。［続 377］

【例】 むらの　やぐいん　してで　そうかいさも　ではらねぁなて　むへぎにんだ　おんだ

「村の役員をしていて、総会にも出ないなんて無責任なものだね」

むへげぁーる [mɯ̈heg̝ɛːrɯ̈] ［四自］ むせ返る。［続 377］

【例】 ほら　ずんちゃん　むへげぁってだ　へなが　さすてやれ

「ほら、お爺ちゃんがむせ返っているよ、背中をさすってやりなさい」

むへぽえ [mɯ̈hep̝oe]̝ ［形］ むせっぽい。［続 377］

【例】 きなごもず　くたら　むへぽえ　ごど　みずでも　もて　きてころ

「黄粉餅を食べたらむせっぽいこと、水でも持って来てくれよ」

むへる [mɯ̈her̝ɯ̈] ［下一自］ むせる。［続 378］

【例】 おれぁ　たばこ　のむど　むへっさげぁ　のまねぁ　ごど　してんなだ

「私は、煙草をのむとむせるから、のまないことにしているんだ」

むやす ［動］ 孵化させる。［及 76］

【例】 卵　あためで　むやすべどもて　いだ　どごだ

「卵を暖めて、孵化させよう、と思っているところだ」

むらさぎわらび 青黒色の濃いわらびを特にいう。［及 98］

【例】 むらさぎわらびあ、あぐあ　強くてな

「色の濃いわらびは、あくが強くてね」

むらはぞれ [mɯ̈rahaⁿdzore]̝ 村外れ。［続 378］

【例】 きょうあ　もず　つだはげぁ、むらはぞれの　ずぞさんさ　あげで　くんべ

「今日は、餅を搗いたから、村外れの地蔵さんに上げてこよう」

むりからねぁ [mɯ̈rïkaranɛ] ［連体］ 無理からぬ。［続 378］

【例】 ほれも　むりからねぁ　ごどだべな、あの　しとの　ごどだ　おん

「それも無理からぬことだろうな、あの人のことだもの」

むりしゃり [mɯ̈rïʃarï] 無理やり。［続 378］

【例】 〇〇かしゅあ　くっさげぁどて　むりしゃり　ひぱらって　えた

「〇〇歌手が来るからといって、無理やり引っ張られて行ったよ」

むりなんでぁー [mɯ̈rïnaɴⁿdɛː] 無理難題。［続 378］

【例】 ほれだば　むりなんでぁー、ていう　おんだべや、おれだば　でげねぁな
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むる

「それなら無理難題というものだろうや、私なら出来ないな」

むる [mɯ̈rɯ̈] ［四自］ 漏る。［続 378］

【例】 ほのこが　むっさげぁ　つかわんねぁぞ

「その桶は漏るから、使えないよ」

むんする [mɯ̈ɴsɯ̈rɯ̈] ［連語］ 無にする。［続 378］

【例】 すんへずん　ゆてくっだあだおん　ほれ　むんする　おんでねぁぞ

「親切にいってくれたんだから、それを無にするもんじゃないよ」

むんずん ［名］ 無尽。［及 260］

【例】 今日あ　むんずん　あるつけぞ

「今日は無尽があるそうだよ」

むんつん ［名］ つむじ曲り。［及 8・260］

【例 1】あれだば　よっぽどえ　むんつんだ
「あいつなら、大変なつむじ曲りだよ」

【例 2】あれも　えっくれぁ　むんつんだ　ほだな
「あいつも相当つむじまがりな方だな」

むんつん つむじまがり。［及 8］

【例】 あれも　えっくれぁ　むんつんだ　ほだな

「あいつも相当つむじまがりな方だな」
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めぁーがり

　

—め—

めぁ [mɛ] ［名］ 枚。［及 260］

【例】 この　紙、いづめぁ　くんねぁが

「この紙を一枚くれませんか」

めぁ [mɛ] ［名］ 前。［及 260］

【例】 もうすこす　めぁさ　出はてくんねぁが

「もう少し前に出てくれませんか」

めぁーあす [mɛːasɯ̈] 前足。［続 378］

【例】 この　いぬあ　めぁーあす　いだぐしったじゅ　どごで　いでぁぐしたべ

「この犬は前足を怪我しているよ、何処で怪我したんだろう」

めぁーうすろ [mɛːɯ̈sɯ̈ro] 前後ろ。［続 378］

【例】 ないだや　おめぁ　シャッツ　めぁーうすろん　きったぞ

「なんだい、お前シャツを前後ろに着ているよ」

めぁーうり [mɛːɯ̈rï] 前売り。［続 379］

【例】 みんようの　かんらんけん　めぁーうりしったど　はえぁぐ　かうべや

「民謡の観覧券を前売りしているそうだ、早く買おうよ」

めぁーおぎ [mɛːogï] 前置き。［続 379］

【例】 めぁーおぎあ　ほのぐれぁん　して、まず　はえぁぐ　ようむぎ　ゆえや

「前置きはそのくらいにして、まず早く用向きをいえよ」

めぁーかがみ [mɛːkaŋamï] 前屈み。［同］めぁーこごみ。［続 379］

【例】 べんきょうすっずぎあ　ほんげぁ　めぁーかがみ　ならねぁで　する　おんだ

「勉強をする時は、そんなに前屈みにならいでするものだよ」

めぁーがみ [mɛːŋamï] 前髪。［続 379］

【例】 おめぁの　めぁーがみあ　なんがぐ　なりすぎだはげぁ　とごやさ　えて　こえ

「お前の前髪は、長くなり過ぎたから、床屋に行って来なさい」

めぁーがり [mɛːŋarï] 前借り。［続 379］

【例】 すこす　かね　おすごとあ　あっさげぁ　きょうめぁの　めぁーがり　すんべ

「少し金が欲しいことがあるから、供米の前借りをしよう」
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めぁーきん

めぁーきん [mɛːkïɴ] 前金。［続 379］

【例】 じぇんめぁ　かいでぁどて　めぁーきん　おえで　えた　おんだ

「ぜんまいを買いたいといって、前金を置いて行ったもんだ」

めぁーすー [mɛːsɯ̈ː] 枚数。［続 379］

【例】 かっこの　めぁーすー　かんじょしてみろ、たんねぁば　つぐっさげぁ

「蚕座の枚数を勘定してみろよ、足りなければ作るから」

めぁーば [mɛːba] 前歯。［続 379］

【例】 めぁーば　ぬげて　きたて、ほれぁ　おえがわんなだ

「前歯が抜けてきたって、それは生え代るのだよ」

めぁーばれぁ [mɛːbarɛ] 前払い。［続 379］

【例】 にんぷん　ねげらえっどもて　つんぎんの　めぁーばれぁ　すっど

「人夫に逃げられると思って、賃金の前払いをするそうだ」

めぁーび [mɛːbï] 前日。［続 380］

【例】 おまずりの　めぁーび、むらの　したずで　じんじゃそうず　すっど

「お祭りの前日、村の人達で神社掃除をするそうだ」

めぁーぶれ [mɛːbɯ̈re]̝ 前触れ。［続 380］

【例】 この　えそがすな　わがてで、めぁーぶれも　しねぁで　こえなて　げぁだべや

「この忙しいのが分っていて、前触れもしないで来いなんで、無理だろうや」

めぁーむぎ [mɛːmɯ̈gï] 前向き。［続 380］

【例 1】こんだ　めぁーむぎん　なれ、へたげ　はがっさげぁ
「今度は前向きになれ、背丈を計るから」

【例 2】この　じぎょうあ　めぁーむぎで　がんばんべ
「この事業は、前向きで頑張ろうよ」

めぁーめぁー [mɛːmɛː] 前前。［続 380］

【例】 むがさりなのあ、めぁーめぁーから　おずげぁ　だしておぐ　おんだぞ

「結婚式なんかは、前前からお使い（招待状）を出しておくものだよ」

めぁーもって [mɛːmotte]̝ ［連語］ 前以て。［続 380］

【例】 むねあげあ　いず　すんなだ、ほれだて　めぁーもって　おへでおげよ

「上棟式は何時するんだ、それだって、前以て敎えておけよ」

めぁーゆわぇぁ [mɛːjɯ̈wɛ] 前祝い。［続 380］

【例】 すんつぐの　けぃやぐあ　でげだはげぁ、めぁーゆわぇぁ　すんべや

「新築の契約が出来たから、前祝いをしようよ」

めぁがだげ [mɛgadage]̝ ［名］ 毎食。［同］まえがだげ。［及 260］

【例】 めぁがだげ　んめぁおのばり　かんねぁべ
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めーかぐれ

「毎食うまいものばかり食べられないだろう」

めぁだげ [mɛdage]̝ まいたけ。さるのこしかけ科の食用になるきのこ。［及 98］

【例】 おめぁまだ　えぐ　めぁだげの　でっどご　おべっだ　おんだな

「あなたは、よくまいたけの出る所を知っているもんだね」

めあだらす [mea̝darasɯ̈] ［形］ 目新しい。［続 380］

【例】 この　むらでも、ないが　めあだらす　とくさんぶつ　つぐらねぁんねぁな

「この村でも、何か目新しい特産物を作らないといけないな」

めぁっかげ [mɛkkage]̝ 前掛。前だれ。エプロン。また、男の子も、金太郎の腹掛より少し大き
めの前掛を着物の上にかけた。［同］めぁんだり。めぁんだれ。［及 61］

めぁっこ 繭。［及 76］

【例】 こどしあ　めぁっこあ　たげぁど

「今年はまゆが高いそうだ」

めぁっこかぎ [mɛkkokagï] まゆかき。［及 76］

【例】 どごの　えでも　めぁっこかぎあ　はじまたな

「何所の家でも、まゆかきが始まったな」

めぁっつぁがり [mɛttsaŋarï] 前下がり。着物が前下がりになっていること。［及 61］

【例】 ほら、おめぁ　きおのあ　めぁっつぁがりだぞ

「ほら、お前の着物が前下がりだよ」

めぁらす [mɛrasɯ̈] めのわらわ。娘や女の子をいう。この語は古い言葉で、今は使われず、当地
の「わらべ唄」に残っているだけである。［続 380］

【例】 めぁらすだず　めぁらすだず　はなおり　えがねぁが……

「二娘達娘達花折りに行かないか……」

めぁる [mɛːrɯ̈] ［動］ 参る。［及 261］

【例 1】あれにだば　おれも　めぁるな
「あいつになら俺も参るよ」

【例 2】えま　めぁりあす
「今参ります」

めぁんだり [mɛɴⁿdarï] 前垂れ。前掛け。［同］めぁっかげ。［続 380］

【例】 めぁんだりあ　よごっだはげ　あらわねぁんねぁな

「前垂れが汚れたから、洗わないといけないな」

めー [me̝ː ] 子供の愛称。男女を問わない子供の愛称である。［同］めご。めっこ。［続 381］

【例】 めー　まま　けよは

「坊や（孃ちゃん）、もうご飯を食べなさいよ」

めーかぐれ [me̝ː kagɯ̈re]̝ 見え隱れ。［続 381］
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めーすぐ

【例】 こからだば　きのはで　めーかぐれ　するばんだども　もすこすさぎさえぐどえっくめる

「ここからなら、木の葉で見え隱れするばかりだが、もう少し先へ行くと、よく見えるよ」

めーすぐ [me̝ː sɯ̈gɯ̈] ［四自］ 見え透く。［続 381］

【例】 ほんた　めーすぐよだ　ずほ　こがねぁたて　えんねぁがや

「そんな見え透くような嘘を吐かなくともいいじゃないか」

めーせぁー [me̝ː sɛː] 明細。［続 381］

【例】 これさ　めーせぁーに　けぁで　おえだはげぁ、いずもぐりょうぜんだ

「これに、明細に書いておいたから、一目瞭然だよ」

めーせぁーしょ [me̝ː sɛːʃo] 明細書。［続 381］

【例】 おだくさ　あげだ　すなおのの　めーせぁーしょ　もて　きあした

「お宅にあげた品物の明細書を持って来ました」

めおどす [meo̝dosɯ̈] ［動］ 死ぬ。目を落とす。［及 261］

【例】 〇〇さん　めおとすどごだどは

「〇〇さんは、もう死ぬばかりだそうだよ」

～めがす [~meg̝asɯ̈] ［形］ ～めかしい。［続 381］

【例】 この　おでら　ふるめがす　おでらだな　いずごろ　でげだ　おんだべ

「このお寺は古めかしいお寺だね、何時頃出来たものなんだろう」

めがす [meg̝asw] ［動］ おめかしをする。音をさせる。［及 261］

【例 1】あの　おなごあ　めがして　どさ　えぐ　どごだべ
「あの女、おめかしして、何所へ行くところだろう」

【例 2】がだがだ　めがして　うるせぁ　ごど
「がたがた音をさせて、うるさいこと」

めがん [meŋ̝aɴ] ［名］ 見当。推量。［及 261］

【例 1】まどの　ゆえぷぢさ　めがん　つけで　ぶてみろ
「的の上縁に見当を付けて打ってみなさい」

【例 2】おれぁ　めがん　つけだ　どごに　いでぁったべ
「俺が推量したところにいたんだろう」

めがん [meŋ̝aɴ] 目測。この語は、「及位の方言 261P」に、「見当。推量」などと訳しておいたが、
「目測」とも訳される語である。［続 381］

めくされ [mek̝ɯ̥̈sare]̝ 瞼の病気。これは、瞼が赤くただれる病気である。昔は囲炉裏の焚き火の
煙などで、よくただれたものであるが、今はこの病気は殆ど見られなくなった。［続 381］

めくせぁ [mẽk̝ɯ̥̈sɛ] ［形］ 醜い。外見が悪い。［及 33・261］

【例 1】しとの　めぁで　めくせぁ　ごど　する　おんでねぁ
「人前で、醜いことをやるもんじゃないよ」
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めっけぁ

【例 2】ほんた　紙で　つづむど　めくせぁくて　だめだべや
「そんな紙で包むと、外見（体裁）が悪くて駄目じゃないか」

【例 3】めくせぁ　おなごだ
「みにくい女だ」

【例 4】めくせぁ　ごど　すねぁんだ
「みにくいことをするんじゃないよ」

【例 5】きょうでぁけんかなて　めくせぁ　おんだ
「兄弟けんかなんて、みにくいものだよ」

めくそおどし ［名］ しきたりの名。婚礼の翌朝、泊った客に、客が顔を洗う前に出す振る舞い

酒、または、その振る舞いをいう。［及 261］

めくばへ [mek̝ɯ̈bahe]̝ 目配せ。［続 381］

【例】 あの　おなごあ　あっつの　おどごさ　めくばへなの　してる　おんだ

「あの女は、あちらの男に目配せなんかしているもんだよ」

めぐらぶんど [meg̝ɯ̈rabɯ̈ɴdo] のぶどう。ぶどう科のつる植物で、実は青、赤、白などとり
どりで、食べられない。［及 98］

めぐらぼっち ［名］ 鬼ごっこ。目かくしをした鬼ごっこ。［及 261］

【例】 めぐらぼっち　しねぁが

「目かくし鬼ごっこをしないか」

めぐりあへ [meŋ̝ɯ̈rïahe]̝ 巡り合わせ。［続 382］

【例】 おれぁ　こごの　えさ　よめん　くるごどん　なたなも　ないがの　めぐりあへだべ

「私がここの家へ嫁に来ることになったのも、何かの巡り合わせだろう」

めごりすぎ [meŋ̝orïsɯ̈gï] ［名］ 濁り掬くい。大水の時川魚を掬うこと。［及 261］

【例】 大水だはげぁ　めごりすぎでも　すっが

「大水だから、濁り掬くいにでも行って来ようか」

めごる [meŋ̝orɯ̈] ［四自］ 濁る。［同］みごる。［続 382］

【例】 ほご　かますど　えれみずあ　めごっさげぁ　かますなよ

「そこをかますと入れ水が濁るから、かますなよ」

めざます [me̝n dzamasɯ̈] ［形］ 目覚しい。［続 382］

【例】 あの　こうば　なんねんも　ただねぁで　めざます　はってんした　おんだ

「あの工場は、何年もたたないで、目覚しい発展をしたもんだね」

めずらす ［形］ 珍しい。［同］みごりすぎ。みんごりすぎ。［及 261］

【例】 めずらす　ごど　いづ　来たや

「珍しいこと、何時来たの」

めっけぁ [mek̝kɛ] 箕。竹や柴で作った土砂を運ぶ箕。［及 67］
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めつげぁ

【例】 めっけぁ　もて　きて　この　つづ　はごべ

「箕を持って来て、この土を運んでくれ」

めつげぁ [met̝sɯ̈ŋɛ] 目違い。［続 382］

【例】 ほれぁ　おれの　めつげぁでぁったな、もと　なんげぁ　かんじょしてぁった

「それは私の目違いだったな、もっと長いつもりだったよ」

めっこ 姪。［及 8］

【例】 あれぁ　おれの　めっこに　あだんなだ

「あれは、私の姪に当たるんです」

これは、また、「めわらす―結婚しない姪をさす」。がある。

めっこ [mek̝ko] 盲。［続 382］

【例】 あれも　めっこん　なて　むぞせぁ　おんだ　て　ひぱらんねぁば　ありげねぁおん

「あいつも盲になって可哀そうなものだよ、手を引かれないと、歩けないからな」

めっこまま [mek̝komama] 半煮え飯。［続 382］

【例】 けさ　めっこまま　てぁでしまた　パンでも　くて　えてころは

「今朝は半煮え飯を炊いてしまったよ、パンでも食べて行って下さいね」

めったくたん [met̝takɯ̥̈taɴ] ［副］ 滅多に。［続 382］

【例】 めったくたん　こねぁあだ　おん　ゆっくりして　えてくだせぁ

「滅多に来ないんだもの、ゆっくりして行って下さい」

めってぁ [met̝tɛ] ［副］ めったに。［同］めってぁん。めったん。［及 261］

【例】 〇〇さだば　めってぁ　えがねぁな

「〇〇になら、めったに行かないな」

めっぽ ［副］ めっぽう。［及 261］

【例】 今日あ　めっぽ　さみな

「今日は、めっぽう寒いな」

めでてぁ [me̝n det̝ɛ] ［形］ 目出度い。［及 262］

【例】 むがさりで、今日あ　めでてぁ　日だな

「結婚式で、今日は目出度い日だね」

めなぐず [men̝agɯ̈dzɯ̈] 水口。池や田の水の取入れ口。［続 382］

【例】 きょうあ　たの　めなぐず　あげで　たさ　みず　へで　こえ

「今日は、田の水口を開けて、田に水を入れてこいよ」

めなぐづ [men̝agɯ̈dzɯ̈] 水口。水の取り入れ口。［及 108］

【例】 おれぁえの　田の　めなぐづ　くえで　けづがったけ

「うちの田の水口をふさいてけつかっていたつけ」

めへ [meç̝e]̝ 店。［及 54］
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めへばん

【例】 ものおすそん　めへさ　ささてんな

「物欲しそうに、店をのぞいているんじゃありません」

めべぁーる [meb̝ɛːrɯ̈] ［下一自］ 芽生える。［続 382］

【例】 ようやぐ　ゆぎも　けだはげぁ　こんだ　わらびも　めべぁーで　くんべ

「漸く雪も消えたから、今度はわらびも芽生えてくるだろう」

めへおの ［名］ 見せ物。［及 262］

【例】 おまづりで、めへおのも　来たど

「お祭りで、見せ物も来たそうだ」

めへがげ [meh̝eg̝age]̝ ［名］ 見せかけ。［及 262］

【例】 めへがげばり　えたて　だめだ

「見せかけばかりよくとも駄目だよ」

めへさき [meh̝es̝agï] 店先。［続 382］

【例】 ものおすそん　めへさぎさ　たてんなよ、しとん　わらわえっさげぁな

「物欲しそうに店先に立っているなよ、人に笑われるからな」

めへずげる [meh̝ed̝zɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 見せつける。［続 383］

【例】 おわばり　もったどて、ともだずさ　めへずげる　おんでねぁぞ

「自分ばかり持っているからといって、友達に見せつけるものじゃないよ」

めへすめ [meh̝es̝ɯ̈me]̝ 見せしめ。［続 383］

【例】 こんだから　ほんたごど　しねぁよん、めへすめん　うんと　ごしぇぁで　おげ

「今度からそんなことをしないように、見せしめに、うんと叱っておけよ」

めへずめぁ [meh̝e̝n dzɯ̈mɛ] 店仕舞い。［続 383］

【例】 まだだどもて、〇〇てんさ　えたば　めへずめぁで、と　たでったけは

「まだだと思って、〇〇店へ行ったら、もう店仕舞いで、戸を締めておったよ」

めへずらがす [meh̝e̝n dzɯ̈ragasɯ̈] ［動］ みせびらかす。［及 262］

【例】 めへずらがさねぁで　すこす　くえろ

「みせびらかさないで、少しくれなさい」

めへずらがす [meç̝e̝n dzɯ̈ragasɯ̈] ［動］ みせびらかす。［及 33］

【例】 おわばり　もったどて、しとさ　めへずらがすなよ

「自分ばかり持っている、といって、人にみせびらかすんじゃないよ」

めへば [meh̝eb̝a] 見せ場。［続 383］

【例】 こげぁた　ずぎごぞ　おめぁの　うでの　めへばなんだぞ

「こんな時こそ、お前の腕の見せばなんだよ」

めへばん [meh̝eb̝aɴ] 店番。［続 383］

【例】 きょうあ　にずようびだあだども、めへばん　たのまっで　きったあだ
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めへびらぎ

「今日は日曜日なんだが、店番を賴まれて来ているんだ」

めへびらぎ [meh̝eb̝ïragï] 店開き。［続 383］

【例】 〇〇デパートでぁ、こんだ　〇〇さ　めへびらぎすっどごだど

「〇〇デパートでは、今度は〇〇に店開きするところだそうだ」

めへる ［動］ 見せる。［及 262］

【例】 おめぁつぁも　めへるな

「君にも見せるね」

めべれ [meb̝er̝e]̝ 目減り。［続 383］

【例】 めへの　すんように　かがっさげぁ、めべれしねぁよん　はがてやれえぁ

「店の信用にかかわるから、目減りしないように計ってやれよ」

めぼす [meb̝osɯ̈] ［形］ めぼしい。［続 383］

【例】 この　むらにあ、めぼす　とくさんぶつて　ねぁはげぁ、ないが　おす　おんだな

「この村には、めぼしい特産物ってないから、何か欲しいものだな」

めまぐるす [mem̝aŋɯ̈rɯ̈sɯ̈] ［形］ めまぐるしい。［続 383］

【例】 しゅうせんごの　にほんは　めまぐるすぐ　かわたな

「終戦後の日本は、めまぐるしく変ったな」

めめ [mem̝e]̝ ［幼児語］ 虫やみみずをいう。［続 384］

【例】 めー、めめ　おかねぁぞ

「坊や虫おっかないよ」

めめぁー [mem̝ɛː] 目まい。［続 384］

【例】 ないだべ、めめぁー　して、たてらんねぁでぁは　たちくらみず　おんだへが

「なんだろう、目まいがして、もう立っていられなくなったよ、立ちくらみというものだろ

うか」

めめず みみず。土中に棲む環形動物。［同］めめずぐ。［及 98］

【例】 めめずの　いねぁ　はだげぁ　やへでる　おんだど

「みみずのいない畑は、やせているものだそうだよ」

めやね [mej̝ane]̝ 目脂。［同］めんくそ。［続 384］

【例】 つかごろ　めやねあ　たまんなよ、つかいすぎだ　わげでもねぁどもな

「近頃目脂がたまるんだよ、使い過ぎたわけでもないがな」

めょうがだげ [mjoːŋadage]̝ めょうがの花茎。［及 98］

【例】 めょうがだげあ、つけおのん　したり、いだめだりして　くてる

「めょうがは、漬物にしたり、いためものにしたりして食べてますよ」

めら [mer̝a] 泣き虫。この語は、「及位の方言 213P」に「なぎめそ。なぎみそ」として出してある
が、「めら」ともいうので書き出したものである。［続 384］
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めんごげ

めらす 娘。［及 8］

【例】 おれぁえにも　めらすあだ　 3人も　いだ
「うちにも娘達が 3人もいるんです」

める ［動］ 見える。［及 262］

【例】 これで　みっど　えっくん　める

「これで見ると、よく見えるよ」

この語には、「めっが―見えるか」、「めっでぁ―見えるじゃないか」、「めんべ―見えるだろう」など

の使い方がある。

める ［動］ 見える。［及 33］

【例】 ほれだば　おれぁどっからも　める

「それなら、私の所からも見えるよ」

この語の使い方には、「みでぁ―見たい」、「みねぁ―見ない」、「みねぁこ―互に見ない約束」、「めっ

が―見えるか」、「めへろ―見せろ」などがある。

めんくせぁ [meɴ̝kɯ̥̈sɛ] ［形］ 醜い。［同］めくせぁ。［続 384］

【例 1】ほんた　かっこして　ありぐど　めんくせぁ　おんだぞ
「そんな格好をして歩くと、醜いものだよ」

【例 2】ほんた　くいがだ　すっど　めんくせぁ　おんだ
「そんな食い方をすると、醜いものだよ」

めんくそ 目くそ。［及 17］

【例】 としょりあ　めんくそなの　つけでっど　めくせぁ　おんだ

「年寄りが目くそなんかつけていると、めぐさいものだよ」

めんけぁー [meɴ̝kɛː] 面会。［続 384］

【例】 びょういんでも　かんじゃどの　めんけぁーずがん　きまてんぜぁ

「病院でも、患者との面会時間は決っているよ」

めんごえ [meɴ̝ŋoe]̝ ［形］ 可愛い。［及 33・262］

【例 1】まづ　めんごえ　あがこおぼごだごど
「まあ、かわいい赤ちゃんだこと」

【例 2】隣りさ　めんごえ　おなごおぼこあ　んまっだけ
「隣りに、可愛い女の子が生れたっけ」

めんごがる [meɴ̝ŋoŋarɯ̈] ［四他］ 可愛がる。［同］めごかる。［続 384］

【例】 ずさま、まごあどご　めんごがて、ねっずぎも　でぁで　ねんなだ

「お爺さんは、孫を可愛がって、寝る時も抱いて寝るんだ」

めんごげ [meɴ̝ŋoge]̝ ［形］ 美しい。奇麗。［及 34・262］

【例 1】あだま　かたば　めんごげん　なたな
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めんてぁー

「頭を刈ったら、きれいになったね」

【例 2】〇〇えの　よめこあ　めんごげだ　あねこだけな
「〇〇さんところの嫁さんは、美しい女だね」

【例 3】めんごげん　して、どさ　いぎあすや
「奇麗にして、何所へ参りますの」

めんてぁー [meɴ̝tɛː] 面体。面相。［続 384］

【例】 えぐねぁ　ごど　する　おのずおのあ　どごが　めんてぁあ　えぐねぁ　おんだな

「悪いことをする者って、どこか面体が悪いもんだね」

めんどくせぁ [meɴ̝dokɯ̈sɛ] ［形］ 面倒くさい。［及 262］

【例】 ほんた　めんどくせぁ　ごどあ　えま　してらんねな

「そんな面倒くさいことは、今していられないよ」

めんぺぁ [meɴ̝pɛ] ［名］ うわべ。体面。［及 262］

【例 1】あれなの　めんぺぁばり　ええ　ごど　いうなだ
「あいつなんか、うわべばかりいいことをいうんだ」

【例 2】あれだば、めんぺぁばり　きんしてんなだ
「あいつは、体面ばかり気にしてるんだ」

めんぼぐねぁ [meɴ̝bogɯ̈nɛ] ［形］ 面目ない。［続 384］

【例】 わんざどんねぁがったども、つい　めんぼくねぁ　ごど　ゆてしまいあした

「わざとではなかったが、つい面目ないことをいってしまいました」

めんめんじぇみ みんみんぜみ。せみ科の昆虫。［及 98］

【例】 めんめんて　なぐはげぁ　めんめんじぇみだべや

「みんみんと鳴くから、みんみんぜみだろや」
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もぎりみづ

　

—も—

もうすわげ [moːsɯ̈wage]̝ ［名］ 申し訳。［及 263］

【例】 まづまづは　もうすわげねぁ　ごど　しあした

「まあまあ、申し訳ないことをいたしました」

もえ 新芽。萌え始めの新芽。［及 98］

【例】 あぎびの　もえあ　んめぁ　おんだぜぁ

「あけびの新芽は、うまいものだよ」

もえちり ［名］ 燃えさし。燃え残り。［及 263］

【例】 ほの　もえちりあ　えっくん　けへよ

「その燃えさしは、ようく消せよ」

もーげぞぐ [moːge̝n dzogɯ̈] 儲け仕事。儲け口。［続 385］

【例】 ないが　もーげぞぐ　ねぁがや、ふけぎで　ろぐだ　すごども　ねぁはげぁな

「何か儲け仕事がないかい、不景気でろくな仕事もないからな」

もーすあへる [moːsɯ̈aher̝ɯ̈] ［下一他］ 申し合わせる。［続 385］

【例】 こどすの　おまずりあ　あんまり　かね　かげねぁ　ごどん　もーすあへだなよ

「今年のお祭りは、余り金をかけないことに申し合わせたんだよ」

もーろぐたがり [moːrogɯ̈tagarï] 悪態語。［続 385］

【例】 この　もーろぐたがりあ　さきだ　ゆたな　まだ　しねぁなが

「この耄碌者が、さっきいったことをまだしないのか」

もーろぐたがる [moːrogɯ̈tagarɯ̈] 耄碌する。［同］もーろぐつげる。［続 385］

【例】 おれぁえの　ずさまも　もーろぐたがたよだな、わげの　わがらねぁ　ごど　いうおん

「うちのお爺さんも耄碌したようだな、わけの分らないことをいうからな」

もがる [mogarɯ̈] ［四自］ 儲かる。［続 385］

【例】 ないが　もがる　とくさんぶつ　つぐらねぁば　でげねぁな

「何か儲かる特産物を作らないといけないな」

もぎりみず [moŋïrïmïⁿdzɯ̈] 千切ったみずな。これは、みずなを千切って、にしんや鯨の脂身
などを入れて食べるもので、これを「もぎりみずでもして食うべや」などといっている。［続 385］

もぎりみづ [moŋïrïmïdzɯ̈] みづなを手で千切って、お汁の具にしたもの。［及 44］
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もぎる

【例】 もぎりみづさ　鰊　へだな　んめぁ　おんだ

「千切ったみづなに鰊を入れたのはうまいもんだよ」

もぎる [moŋïrɯ̈] ［四他］ 千切る。これは、みずなを千切る時だけ使う語で、外のものには使わ

れていない。［続 385］

【例 1】みずも　きて　おげよ
「みずなを千切っておけよ」

【例 2】みずも　きて　くうべ
「みずなを千切って食べよう」

もぐ [mogɯ̈] 木の木目。［及 98］

【例】 この　けやぎの　もぐあ　きれだな

「このけやきの木目はきれいたね」

もぐぜぁー [mogɯ̈ⁿdzɛː] 木材。［続 386］

【例】 この　むら　やまばりだはげぁ　もぐぜぁーは　ほうふだな

「この村は、山ばかりだから、木材は豊富だな」

もぐぞ [mogɯ̈ⁿdzo] 木造。［続 386］

【例】 モルタルの　えあ　しっけあ　たまっさげぁ　もぐぞの　ほあ　えな

「モルタルの家は湿っ気が溜るから、木造の方がいいね」

もくっと ［副］ むつくり。むつくと。俄かに起きあがるさま。［同］もこっと。［及 263］

【例】 ねぼけで　もくっと　おぎだけ

「寝ぼけて、むつくり起きたつけ」

もくっと [mokɯ̥̈tto] ［副］ むっくり。むっくと。［続 386］

【例】 この　わらすあ　よながん　ねぼけで　もくっと　おぎだおんだ

「この子は、夜中に寝惚けて、むっくり起きたんだよ」

もけぁす [mokɛsɯ̈] ［動］ 倒す。［及 263］

【例】 あの　木、もけぁすなが

「あの木を倒すのかい」

もけぁる [mokɛrɯ̈] ［下一自］ 倒れる。［同］もっけぁる。［続 386］

【例 1】えま　きあ　もけぁんぞ
「今木が倒れるよ」

【例 2】ずさま　あだて　もけぁたど
「お爺さんが、中風で倒れたそうだ」

もげる [moger̝ɯ̈] ［動］ 儲ける。［及 263］

【例】 これ　うっど　なんぼ　もげるや

「これを売ると、幾ら儲けるの」
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もす

もこもこ [mokomoko] ［トタル］ 黙黙。［続 386］

【例】 〇〇さんだば、あさから　ばんまで　もこもこど　えぐ　はだらぐ　おんだ

「〇〇さんなら、朝から晩まで、黙黙とよく働くもんだね」

もこもこ ［副］ もそもそ。もぞもぞ。［同］もこらもこら。［及 263］

【例】 もこもこてねぁで　はやぐ　こえ

「もそもそしていないで、早く来いよ」

もこもこ [mokomoko] ［副］ もそもそ。［続 386］

【例】 どから　きたべ、けむすあ　もこもこど　はて　きたじゅ

「何処から来たんだろう、毛虫がもそもそ這って来たよ」

もこもこ [mokomoko] ［副］ もくもく。［続 386］

【例】 ないだべ、けぶあ　もこもこど　ではて　きたな、まさが　かじで　あんめぁな

「なんだろう、煙りがもくもくと出てきたな、まさか火事ではあるまいな」

もごもご [moŋomoŋo] ［副］ もぐもぐ。［続 386］

【例】 くずん　ながで　もごもごったて　わがらねぁべな

「口の中でもぐもぐいったって分らないじゃないか」

もさっと [mosatto] ［副］ もっさり。［続 386］

【例】 なに　もさっと　してんなだ、さっさど　してしまえ

「何をもっさりしているんだ、さっさとやってしまえよ」

もさば ［副］ 案外。思ったより。［及 263］

【例】 もさば　被害あ　すぐねぁがったな

「案外被害は少なかったね」

もじゃくちゃ [moⁿdʒakɯ̥̈tʃa] ［名／ダナ］ 目茶苦茶。［続 386］

【例】 ほの　はごん　ながの　おの　ほっくるげぁして、もじゃくちゃねぁぐしたでは

「その箱の物をかまして、目茶苦茶にしてしまったよ」

もじゃぐる [modʒagɯ̈rɯ̈] ［動］ もみくちゃにする。［及 263］

【例】 まだ　かぐ　どご　あんな　もじゃぐる　おんでねぁ

「まだ、書くところのあるのを、もみくちゃにするものじゃないよ」

もじゃすび [modʒasɯ̈bï] 頑具。［続 387］

【例】 ほの　とごのまの　おぎおの　もじゃすび　したて　だめだぞ

「その床の間の置き物を頑具にしたって駄目だよ」

もじゃぱねぁ [modʒapanɛ] ［形］ 粗末。物の取扱いの粗末なこと。［及 263］

【例】 もじゃぱねぁくて、すぐ　ぼこすなだ

「取り扱いが粗末で、直ぐこわすんだ」

もす ［助動］ ます。申します。［及 263］
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もずあへ

【例】 こんだから　きぎもすはげぁ　ゆるしてころは

「今度からききます（いうことを）から、もう許して下さいな」

もずあへ [modzɯ̈ahe]̝ 持ち合わせ。［続 387］

【例】 〇〇の　もずあへあ　ねぁぐなたはげぁ、かて　こねぁんねぁな

「〇〇の持ち合わせがなくなったから、買って来ないといけないな」

もずおの [modzɯ̈ono] 持ち物。［続 387］

【例】 きしゃから　おりっずきあ、おわ　もずおの　わすんねぁで　たがげよ

「汽車から下りる時は、自分の持ち物を忘れないで持てよ」

もずくたねぁ ［副］ ごちゃごちゃ。粗末。めちゃくちゃ。［及 263］

【例 1】もずくたねぁぐ　してしまて　どれあ　どれだが　わがらねぁでぁは
「ごちゃごちゃにしてしまって、どれがどれなのか、もう分らないよ」

【例 2】もずくたねぁぐ　してしまて、使いものに　ならねぁは
「めちゃくちゃにしてしまって、使いものにならなくなってしまったよ」

もずねげ [modzɯ̈neŋ̝e]̝ 持ち逃げ。［続 387］

【例】 えぎの　まずえぁすずの　いすさ　おえっだ　てさげ　もずねげさっだど

「駅の待合室の椅子に置いていた手提を、持ち逃げされたそうだ」

もずめぁ [modzɯ̈mɛ] 持ち前。［続 387］

【例 1】もずめぁの　つから　出したど
「持ち前の力を出したそうだ」

【例 2】おめぁの　もずめぁ、こればんだぞ
「お前の持ち前は、これだけだよ」

もすもす [mosɯ̈mosɯ̈] ［感］ もしもし。この語は、電話をかける時だけに使い、人を呼び止

める時などでは、この地区では使っていない。［続 387］

もずもず [moⁿdzɯ̈moⁿdzɯ̈] ［副］ もじもじ。［続 387］

【例】 はずがすなが、ほんげぁ　もずもず　してねぁで、ゆてみろちゃ

「恥かしいのかい、そんなにもじもじしていないで、いってみろよ」

もずや [modzɯ̈ja] 持ち家。［続 387］

【例】 〇〇さん　とうきょうで　しとさ　かす　もずや　にさんげん　たでだど

「〇〇さんは、東京で人に貸す持ち家を二三軒建てたそうだ」

もぞ ［名］ 寝言。［及 263］

【例】 おめぁ　ゆべな　もぞ　かだるおんだけな

「お前、夕べ寝言をいっていたつけな」

もそけぁ [mosokɛ] くすぐったい。こそばゆい。［及 34］

【例】 ほんたどご　さわんなや　もそけぁごど
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もつこでぁる

「そんなところにさわるなよ、くすぐったいよ」

もそらもそら [mosoramosora] ［副］ のそのそ。［続 387］

【例】 ほんげぁ　もそらもそらど　してねぁで　もと　はやぐ　ありげや

「そんなにのそのそしていないで、もっと早く歩けよ」

もだかぶ [modakabɯ̈] 木の根元や根をいう。これは、川岸の柳などの根元が、水に浸っていて、
魚などが入り込めるものをいう。［続 388］

【例】 ざっこあ　ほの　もだかぶさ　へぁったぞ

「雑魚がその根元に入っているよ」

もだつ [modatsɯ̈] ならたけ。ならたけ類の総称。「もだっつ」とも呼び、食用になる。［及 98］

もだら たわし。［及 54］

【例】 めへがら、もだら　かて　きてくんねぁが

「店から、たわしを買って来て下さい」

もちゃげる [motʃaŋer̝ɯ̈] ［下一他］ 持ち上げる。［同］もっちゃげる。［続 388］

【例】 〇〇さんだば　この　おもでぁな　もちゃげっさげぁな

「〇〇さんなら、この重いのを持ち上げるんだからな」

もづ ［動］ 出産する［及 17］

【例】 くっでやた　娘あ　そんま　もづそだど

「くれてやった娘が、じきに出産しそうだそうだ」

もづ [modzɯ̈] 餅。［及 44］

【例】 へっくん　ずぎあ　もづ　つがねぁんねぁな

「節句の時は餅をつかないといけないな」

餅の種類には、次のようなものがある。「あづきもづ―小豆餅」、「きなごもづ。ふぎどりもづ。まめ

のごもづ―黄粉餅」、「くさもづ―くさ（よもぎ）餅」、「くだげもづ―砕け米でついた餅」、「くっつ

げもづ―婚礼の日につく餅」、「くるみもづ―くるみ餅」、「こもづ―麦粉をつけた餅」、「こりもづ―

凍り餅」、「すますもづ―雑煮餅」、「なっともづ―納豆餅」、「ぼだもづ―ぼた餅。おはぎ」、「まめず

りもづ―枝豆を磨ってつけた餅」などがある。

もっけぁす [mokkɛsɯ̈] ［四他］ 倒す。［同］もけぁす。［続 388］

【例】 ゆえっだ　はな　もっけぁすど　えぐねぁはげぁ　きぃつけで　ありげよ

「植ええいる花を倒すといけないから、気をつけて歩けよ」

もっけぁる [mokkɛrɯ̈] ［下一自］ 倒れる。［同］もけぁる。［続 388］

【例】 なんてんも　ゆぎで　もっけぁっど　えぐねぁはげぁ　かごて　おげよ

「南天も雪で倒れるといけないから、囲っておけよ」

もつこでぁる [motsɯ̥̈kodɛrɯ̈] ［下一他］ 持ち堪える。［続 388］

【例】 この　ていぼうあ　あの　おおみずん　ずぎ　えぐ　もつこでぁだ　おんだ
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もっこり

「この堤防は、あの洪水の時、よく持ち堪えたものだね」

もっこり ［副］ こんもり。うづ高いこと。［及 264］

【例】 ほの　つづ　こさ　もっこり　もて　おげ

「その土をここへこんもり盛っておけよ」

もっつ ［名］ 鳥もち。［及 264］

【例】 つぁつぁ　へみ　とんな　もっつ　こへぁでころ

「お父さん、蝉を取る鳥もちを作って下さい」

もづつぎ [modzɯ̈tsɯ̈gï] 餅搗き。［及 45］

【例】 しょうがづの　もづつきも　そんま　くるなは

「正月の餅搗きも、じきに来るね」

もってぁ [mottɛ] 勿体。［続 388］

【例 1】もってぁ　つけねぁで　もらえや
「勿体をつけないで貰えよ」

【例 2】もってぁねぁ　ごど　すんな
「勿体ないことをするなよ」

もってぁねぁ [mottɛnɛ] ［形］ 勿体ない。［及 264］

【例】 まま　こぼすなよ、もってぁねぁはげぁな

「ご飯をこぼすんじゃないよ、勿体ないからね」

もってぁぶる [mottɛbɯ̈rɯ̈] ［四自］ 勿体ぶる。［続 388］

【例】 ほんげぁ　もってぁぶらねぁで　おへだら　えんねぁが

「そんなに勿体ぶらないで、敎えたらいいじゃないか」

もであすぶ [modea̝sɯ̈bɯ̈] ［四他］ もてあそぶ。［続 388］

【例 1】おれぁどご　もであすぶ　きだべが
「私をもてあそぶ気だろうか」

【例 2】わらしたずの　もであすぶ　おのあ　ねぁが
「子供らのもてあそぶ物がないか」

もてこえ [motek̝oe]̝ もってこい。［続 388］

【例】 ほれだば　もてこえの　えぇ　はなすだな、ほれ　なして　ひきうげねぁな

「それならもってこいのいい話だね、それをどうして引き受けないの」

もと ［副］ もっと。［及 264］

【例】 がが　おがし　もと　ころや

「お母さん、お菓子をもっとくれよ」

もどがす [moⁿdogasɯ̈] ［形］ もどかしい。［続 389］

【例】 この　えそがす　ずぎ　もさもさして　もどがす　ごど　まず　はえぁぐ　もて　こえ
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ものめずらす

「この忙しい時に、もさもしてもどかしいこと、まず早く持って来いよ」

もどげぁし [modogɛsï] 伐倒。立木を根元から伐り倒すこと。［及 76］

【例】 うらの　かぎぬぎあ　かっだはげぁ　もどげぁししてしまえは

「裏の柿の木は枯れたから、伐り倒してしまいなさい」

もどへん [modoheɴ̝] 元栓。［続 389］

【例】 ガスあ、つかわねぁずぎあ、わすんねぁで　もどへん　すめで　おげよ

「ガスは、使わない時は、忘れないで元栓を締めておけよ」

もの 飼料。家畜の飼料をいう。［及 76］

【例】 べごこさ　もの　かへで　おげよ

「牛に飼料を与えておけよ」

これは、「べごのおの―牛の飼料」、「んまのおの―馬の飼料」などとも使っている。

ものおべ [monoobe]̝ 物覚え。［続 389］

【例】 この　わらすあ　ものおべあ　え　ほだよだな　くぐも　そんま　おべだ　おん

「この子は物覚えがいい方なようだな、九九も直ぎに覚えたんだもの」

ものがでぁ [monoŋadɛ] ［形］ 物堅い。［続 389］

【例】 〇〇さんだば　ものがでぁ　しとで、ないが　やっど　おげぁす　よごすなよ

「〇〇さんなら物堅い人で、何かやると、お返しをよこすんだよ」

ものさだげねぁ [monosaⁿdagen̝ɛ] 外聞が悪くて恥かしいこと。［続 389］

【例】 ほんた　かっこして　おもで　ありて　ものさだげねぁ　ごど　もと　ちゃんとして　あり

げ

「そんな格構をして外を歩いて恥かしいこと、もっときちんとして歩け」

ものすげ [monosɯ̈ŋe]̝ ［形］ 物凄い。［続 389］

【例】 ものすげ　おど　したばげぁ、そどさ　ではてみだら、ガスばぐはずだど

「物凄い音がしたから、外へ出て見たら、ガス爆発だそうだ」

ものたんねぁ ［連語］ 物足りない。［及 264］

【例 1】娘　嫁ん　くっだら、ものたんねぁな
「娘を嫁にくれたら、物足りないな」

【例 2】こればりの　さげでぁ　ものたんねぁな
「こればかりの酒では、物足りないね」

ものまねぁ [monomanɛ] 物真似。［続 389］

【例】 ものまねぁ　じょんだ　しとで、ほけちょの　なぎごえ　そっくり　だすなだぜぁ

「物真似の上手な人で、鴬の鳴き声をそっくりに出すんだよ」

ものめずらす [monome̝n dzɯ̈rasɯ̈] ［形］ 物珍らしい。［続 389］

【例】 いながおのだて　ゆわえっさげぁ、ものめずらすそん　みで　ありぐな
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ものものす

「田舎者だといわれるから、物珍らしそうに見て歩くんじゃないよ」

ものものす [monomonosɯ̈] ［形］ 物物しい。［続 389］

【例】 えれぁ　しとあ　ありぐ　ずぎあ　ものものす　ごえあ　つぐ　おんだなや

「偉い人が歩く時には、物物しい護衛が付くもんだね」

ものもれぁ [monomorɛ] 物貰い。瞼の出来もの。［続 390］

【例】 こねぁだから　ものもれぁ　でげだども　えしゃさ　えぐ　ひまねぁなよ

「この間から物貰いが出来たんだが、医者へ行く暇がないんだよ」

ものもれぁ [monomorɛ] 乞食。［同］ほえど。もれぁと。もれぁにん。［続 389］

【例】 ものもれぁみでぁだ　かっこして　ありぐな

「乞食のような格構をして歩くんじゃないよ」

ものゆい [monojɯ̈ï] 物言い。［続 390］

【例】 おやさ　むがて　ほんた　ものゆいじゃねぁべな

「親に向って、そんな物言いってないじゃないか」

ものゆわず ［副］ いきなり。ものいわず。［同］ものもゆわねぁで。［及 264］

【例】 ものゆわず　いんびづ　とた　おんだ

「ものいわず鉛筆を取ったもんだ」

ものわれぁ [monowarɛ] 物笑い。［続 390］

【例】 ほんたごど　してっど、へげんの　えぇ　ものわれぁ　なんだはげぁな

「そんなことをしていると、世間のいい物笑いになるんだから」

もへき [mohek̝ï] 気負い。煽てられてその気になること。［続 390］

【例】 もへきだして、ほんた　あぶねぁ　こど　する　おんでねぁ

「気負って、そんな危ないことをするもんじゃないよ」

もへしょわへる [moheʃ̝owaher̝ɯ̈] ［下一他］ 煽てる。［続 390］

【例】 こんた　うすこたんねぁ　おのさ　もへしょわへる　おのあ　ねぁべな

「こんな少し足りない者を煽てる奴はないじゃないか」

もみど [momïⁿdo] 籾蔵。または籾を入れておく室。これは、米を籾付きのままで貯蔵しておく
場所をいった。長く貯蔵するには籾米が割合変質しにくいからである。しかし今はしていない。［続

390］

もみとす 篩。籾とおし。玄米と籾からを選別する篩。［及 67］

【例】 もみとす　かげだ　米　たらさ　へでころ

「籾とおしで選別した米を俵に入れてくれ」

もめぁー [momɛː] 目まい。［続 390］

【例】 ないだべじゅ、もめぁ　して　ただんねぁなよ

「どうしたんだろうね、目まいがして立たれないんだよ」
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もれぁこ

もめど [momed̝o] 木綿糸。［続 390］

【例】 すろえ　もめどあ　ねぁぐなたはげぁ、めぁの　めへがら　かて　きてくんねぁが

「白い木綿糸がなくなったから、前の店から買って来てくれないか」

ももしぎ [momosïgï] 股引。［同］ももすぎ。［及 61］

【例】 ももしぎも　こっとひんだなは

「股引も、もう骨薫品だね」

ももたぼ ももの内側。腿たぶ。［及 13］

【例】 あんまり　走したば　ももたぼ　つぱて、ありぐな　よやっとだ

「余り走しったら、腿たぶが突張って、歩くのがやっとだ」

もやす もやし。豆もやし。［及 45］

【例】 豆もやすなの　温泉場で　こしぇっだけ

「豆もやしなんか、温泉場で作っていたつけ」

もやっと [mojatto] ［副］ ぼやっと。ぼんやり。この語は、煙や霧ではっきり見えないさまだ

けをいう語である。［続 390］

【例】 きりで　もやっと　してさげぁ、くるま　きぃつけろよ

「霧でぼやっとしているから、車は気を付けろよ」

もやらもやら ［副］ もやもや。わだかまり。［及 264］

【例 1】なんだが　胸の　あだりあ　もやらもやらて　きもづあ　えぐねぁ
「なんだか胸のあたりがもやもやして、気持ちが悪いな」

【例 2】夫婦けんか　してがら、したりの　ながさ　もやらもやらじゅ　おのあ　でげでしまた
「夫婦けんかをしてから、二人の間にわだかまりが出来てしまったんだ」

もよーげぁー [mojoːŋɛː] 模様替え。［続 391］

【例】 この　えも　わらしたずあ　おっきくなっど　へべぁはげぁ　もよーげぁー　すんべ

「この家も子供らが大きくなると狹くなるから、模様替えをしよう」

もりあへ [morïahe]̝ 盛り合わせ。［続 391］

【例】 この　さらんな、しとすなばりでぁ　ものたんねぁはげぁ、ないが　もりあへすんべ

「この皿のは、一品だけでは物足りないから、何かを盛り合わせよう」

もりげぁす [morïgɛsɯ̈] ［四他］ 盛り返す。［続 391］

【例】 あがぐみあ　えままで　まげっだけぁ　こんだ　もりげぁして　きたぞ

「赤組は今まで負けておったが、今度は盛り返してきたよ」

もれぁおの [morɛono] 貰い物。［続 391］

【例】 これぁ　もれぁおのですども、めずらす　おのだはげぁ　たべでくだせぁ

「これは貰いものですが、珍らしい物だから食べて下さい」

もれぁこ [morɛko] 貰い子。［及 8］
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もれぁご

【例】 おらも子供あ　いねぁはげぁ、もれぁこでも　すねぁんねぁべ

「私らも子供がいないから、貰い子でもしないといけないだろう」

もれぁご [morɛŋo] 貰い子。［同］もれぁこ。［続 391］

【例】 こども　いねぁ　おんだはげぁ　もれぁご　したなよ

「子供がいないものだから貰い子をしたんだよ」

もれぁつずこ [morɛtsɯ̈dzɯ̈ko] 貰い乳。［続 391］

【例】 つずこあ　でねぁ　おんだはげぁ、もれぁつずこ　しったなよ

「乳が出ないものだから、貰い乳をしているんですよ」

もれぁて [morɛte]̝ 貰い手。［続 391］

【例】 よめの　もれぁてあ　いんども、くる　しとあ　いねぁなよ

「嫁の貰い手はいるんだが、来る人がいないんだよ」

もれぁなぎ [morɛnagï] 貰い泣き。［続 391］

【例】 ががん　しなっで、あんまり　なぐ　おんだはげぁ　むぞせぁくて　もらいなぎ　してきた

「お母さんに死なれて、余り泣くものだから、可哀そうで貰い泣きをして来たよ」

もれぁび [morɛbï] 貰い火。［続 391］

【例】 となりで　かず　だしたな　もれぁびして　おれぁ　えも　やげでしまたなよ

「「隣りで火事を出したのを貰い火して、私の家も燒けてしまったんだよ」

なお、火種を貰うことは隨分昔からなくなっている。

もれぁみず [morɛmïⁿdzɯ̈] 貰い水。［続 392］

【例】 すいどうあ　ぐえぁわりくて、となりがら　もれぁみず　しったなよ

「水道の具合悪くて、隣りから貰い水をしているんだよ」

もれぁわれぁ [morɛwarɛ] 貰い笑い。［続 392］

【例】 そばで　おがす　ごど　ゆて　あんまり　わらうはげぁ　もれぁわれぁ　してしまた

「側でおかしいことをいって、余り笑うから貰い笑いをしてしまったよ」

もろえ [moroe]̝ ［形］ 脆い。［続 392］

【例】 これぁまだ　もすこす　じょうぶだどもたな　あんげぁ　もろえ　おんだな

「これは、もう少し丈夫だと思ったのに、案外脆いもんだな」

もろひじゃ [moroɸïⁿdʒa] 諸膝。［続 392］

【例】 ゆぎみずで、つるっと　すべて、もろひじゃつで　いでぁがったや

「雪道で、つるりと滑って、諸膝をついて痛かったね」

もろみ [moromï] 糞。特に人間の糞をいう。［続 392］

【例】 へ　たえっどて　ねきばて　もろみまで　だしてしまた

「屁をひろうと思って、いきんで、糞まで出してしまった」

もろもろ [moromoro] ［副］ ぞくぞく。［続 392］
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もんだら

【例 1】えぎがら　しとあ　もろもろど　ではて　きた
「駅から人が、ぞくぞく出てきた」

【例 2】ふぐろがら　えも　もろもろど　だした
「袋から芋をぞくぞく出した」

もん [moɴ] 者。物。［続 392］

【例 1】はだらぎもん
「働き者」

【例 2】がんこもん
「頑固者」

【例 3】おれの　もん
「俺の物」

【例 4】つかいもん
「使い物」

【例 5】するもんだ
「するものだ」

【例 6】くるもんだ
「来るものだ」

なお、この語の「者」は「おの。おん」などとも使い、「物。もの」は「おん」とも使っている。

もんがぐ [moɴŋagɯ̈] たちしおで。これは、ゆり科の多年生植物で、しおでによく似ており、新
しく伸び芽を 25cm程摘み取り、ひたし物として食べる山菜の一種である［同］もんがぐしゅでこ。
［続 392］

もんがめぁ [moɴŋamɛ] 門構え。［同］もんがんめぁ。［続 393］

【例】 〇〇さんの　えだば　もんがめぁの　ある　えだ

「〇〇さんの家なら、門構えのある家だよ」

もんぐらもづ [moɴŋɯ̈ramodzɯ̈] もぐら。もぐら科の哺乳動物。［同］もぐらもづ。［及 99］

もんじゃくちゃねぁ わけが分らない。事柄がこんぐらがっている。話にならない。［同］も

んじゃねぁ。［及 264］

【例】 おめぁも　もんじくちゃねぁ　ごど　いうちゃな

「お前もわけのわからないことをいうよね」

もんず [moɴⁿdzɯ̈] 文字。［続 393］

【例】 むがすあ　がっこなの　ねぁがったはげぁ　もんずも　すらねぁ　しとばりでぁったど

「昔は学校なんかなかったから、文字も知らない人ばかりだったそうだよ」

もんだら [moɴⁿdara] 束子。［同］もだら。［続 393］

【例】 こごさ　おえっだ　もんだら　どさ　やたべ

「ここに置いていた束子を、何処へやったろう」
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もんでぁ

もんでぁ [moɴdɛ] ［名］ 問題。［及 264］

【例】 ほの　もんでぁは　えっくん　すらべでがらだ

「その問題は、よく調べてからだね」

もんもん ［副］ もくもく。煙のさかんに出るさま。頭がこんがらかること。［及 264］

【例 1】火事んねぁべが、もんもん　けぶあ　でる　おの
「火事ではないだろうか、もくもく煙が出るもの」

【例 2】あんまり　皆して　いう　おんだはげぁ　あだま　もんもんていう
「あまり皆でいうものだから、頭がこんぐらかってしまうよ」
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やうづり

　

—や—

～や [~ja] ［間助］ よ。［続 393］

【例 1】までや、おれも　えぐはげぁ
「待てよ、俺も行くから」

【例 2】けや
「食べろよ」

【例 3】するや
「するよ」

～や [~ja] ［終助］ の。かい。［続 393］

【例 1】どさ　えぐや
「何処へ行くの」

【例 2】のむがや
「飲むの（かい）」

【例 3】とっがや
「取るの（かい）」

【例 4】あっがや
「あるかい」

や くさび。伐木用の木のくさび。［及 67］

【例】 や　かげで　ほの　木　こっちゃ　もけぁへ

「くさびを打ち込んで、その木をこっちへ倒せ」

やあや [jaːja] ［副］ やいのやいの。［及 265］

【例】 へぁれどて　やあやて　いうなよ

「入ってくれって、やいのやいのというんだよ」

やうづ ［名］ 家中。［及 265］

【例】 やうづ　さがしたども　めねぁけ

「家中さがしたが見えなかったね」

やうづり ［名］ 引っ越し。［及 265］

【例】 〇〇さん　やうづりだど

「〇〇さんが引っ越しだそうだ」
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やおが

やおが [jaoga] ［副］ 折角。［同］やわが。［及 265］

【例】 やおが　くえるて　ゆえば　いらねぁて　いうし

「折角くれる、といえば、いらならい、というし」

やがごむ [jagagomɯ̈] ［動］ 妬む。そねむ。［同］やがむ。やぐ。。［及 265］

【例】 やがこむはげぁ　めへんな

「ねたむから、見せるなよ」

やがまし やかましい。［及 34］

【例】 やがます　ごど、もすこす　すずがん　すろちゃ

「やかましいこと、もう少し靜かにしてくれよ」

この語を強調した語に「やがまねぁ」がある。

やがます [jagamasɯ̈] ［形］ やかましい。［及 265］

【例】 やがますくて　テレビの　おどあ　きげねぁ

「やかましくて、テレビの音が聞えないよ」

やがますねぁ [jagamasɯ̈nɛ] ［形］ ［強調］ 喧しい。喧しいの強調語。［続 393］

【例】 まず　この　わらしたずの　やがますねぁ　ごど、すこす　すずがん　すろ

「まぁ、この子供らの喧しいこと、少し靜かにしなさい」

やがむ ［動］ ねたむ。やつかむ。［同］やがごむ。［及 34］

【例】 ほんげぁ　やがむなや、おめぁどさも　買てくえっさげぁ

「そんなにねたむなよ、お前にも買ってやるから」

やぎずぐ [jagïdzɯ̈gɯ̈] ［四自］ 焦げ付く。［続 393］

【例】 ガスさ　かげっだ　なべ　おろしてころ　やぎずぐど　えぐねぁはげぁ

「ガスに掛けている鍋を下して下さい、焦げ付くといけないから」

やぎもづ ［名］ やきもち。ねたみ。［及 34］

【例】 ほの　年で　やぎもづ　やぐなが

「その年で、やきもちをやくのかい」

やきやき ［副］ やきもき。［及 265］

【例】 おめぁ　こねぁどて　ばさま　やきやきてだぞ

「お前が来ない、といって、お婆さんが、やきもきしてるよ」

やぐげぁー [jagɯ̈ŋɛː] 薬害。［続 393］

【例】 のうやぐあ　こえぐすっど　やぐげぁー　おぎっさげな

「農薬は、濃くすると薬害が起るからね」

やぐじょ [jagɯ̈ⁿdʒo] ［名／ス他］ 約定。［続 394］

【例】 はっきり　けずめ　つけるにあ、やぐじょ　とりかわさねぁんねぁな

「はっきりけじめを付けるには、約定を取り交わさないといけないな」
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やげん

やぐぜぁー [jagɯ̈ⁿdzɛː] 薬剤。［続 394］

【例】 なすあ　たずがれん　なたはげぁ、やぐぜぁー　かげねぁど　ほがんなさ　うずるな

「茄子が立柿病にかかったから、薬剤を掛けないと、他のに移るな」

やぐづげ [jagɯ̈dzɯ̈ge]̝ ［名］ 役付き。［及 265］

【例】 〇〇さん　やぐづげん　なたど

「〇〇さんは、役付きになったそうだ」

やぐでぁ [jagɯ̈dɛ] ［名］ 益体。［及 265］

【例】 やぐでぁもねぁ　ごど　ゆわねぁんだ

「益体もないことをいうんじゃないよ」

やぐはれぁ [jagɯ̈ɸarɛ] ［名］ 厄払い。［及 265］

【例】 42の　やぐはれぁ　しねぁんねぁな
「42の厄払いをしないといけないな」

やぐやぐ [jagɯ̈jagɯ̈] ［副］ わざわざ。［及 266］

【例】 あの　とうえ　どご　やぐやぐ　えたども　いねぁけ

「あの遠い所へわざわざ行ったのにいなかったよ」

やげ [jage]̝ 火傷。［及 17］

【例】 やげんすっさげぁ　かまこ　よへで　おげよ

「火傷するから、やかんをよせておきなさいよ」

やげぁし [jagɛsï] ［名］ 仕返し。［同］やんげぁし。［及 266］

【例】 みでろ　えんめぁん　やげぁし　とてくえっさげぁ

「見ておれ、いまに仕返しをしてやるから」

やげずぐ [jaged̝zɯ̈gɯ̈] ［四自］ 燒け付く。［続 394］

【例】 ないだて　きょうだば　やげずぐよだ　あつさだ　おんだな

「まぁ、今日なら、燒け付くような暑さなもんだな」

やげのやんぱず [jagen̝ojaɴpadzɯ̈] やけくそ。すてばち。［続 394］

【例】 せいせぎあ　あがらねぁたて、やげのやんぱずにばりあ　なんなよ

「成績は上がらなくとも、やけくそにだけはなるなよ」

やげぱだ [jagep̝ada] 火傷。［同］やげ。［続 394］

【例】 ゆなんべ　かげっだはげぁ、やげぱだ　すっと　えぐねぁはげぁ　きぃつけろよ

「湯鍋を掛けているから、火傷をするといけないから、気を付けろよ」

やげん [jageɴ̝] ［副］ やけに。［続 394］

【例 1】やげん　あつな
「やけに暑いな」

【例 2】やげん　ひしぇるな
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やごめ

「やけに冷えるな」

【例 3】やげん　ぎっつぐ　しばた　おんだ
「やけにきつく縛ったもんだ」

【例 4】やげん　ふるな
「やけに降るな」

やごめ [jagome]̝ ［名］ 軒並み。［及 266］

【例】 さづぎで　やごめ　からえだけ

「田植で、軒並み留守だったよ」

やさす やさしい。［及 34］

【例 1】ほんとん　やさす　しとて　ほんげぁ　いねぁ　おんだ
「本当にやさしい人って、そんなにはいないものだ」

【例 2】ほんげぁ　ほんげぁ　やさすぐ　つぐれる　おのばりあ　ねぁ　おんだ
「そうそう易しく作れる物ばかりはないもんだよ」

やさやさ [jasajasa] ［副］ ぼうぼう。ゆさゆさ。［続 394］

【例 1】はだげさ　くさ　やさやさど　おえっだけ
「畑に草がぼうぼうと生えておったっけ」

【例 2】かじぇで　きの　えだ　やさやさど　えごぐな
「風で、木の枝が、ゆさゆさと動くね」

やし さわぐるみ。くるみ科の落葉高木で、主として湿気の多い沢端や水辺にある。［及 99］

やじゃがねぁ [jadʒaganɛ] ［連語］ しようがない。いけない。［同］やじゃがらねぁ。やづあ

ねぁ。［及 266］

【例】 ほんたごどばりして　やじゃがねぁ　やろだな

「そんなことばかりして、しようのない奴だな」

やしゅぐ [jaʃɯ̈gɯ̈] 夜食。［及 45］

【例】 えまだば　やしゅぐなの　くう　しとあ　いねぁべ

「今なら、夜食なんか食べる人はいないだろう」

やす ［形］ 安い。易い。［及 281］

【例 1】この　さんま　やすごど
「このさんま、安いこと」

【例 2】ほんたごどあ　いど　やすごった
「そんなことは、いとやすいことだよ」

やす 安い。易い。［及 34］

【例 1】この　とづあ　やすな
「この土地は安いな」

【例 2】ほんたごどあ　いど　やすごった
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やちゃくちゃ

「そんなことは、いと易いことだよ」

やすうげえぁ [jasɯ̈ɯ̈geɛ̝] 安請け合い。［続 394］

【例】 ほんた　やすうげえぁして　だいじょうぶだがや

「そんな安請け合いをして、大丈夫なのかい」

やすおの [jasɯ̈ono] 安物。［続 395］

【例】 やすおのげぁの　じぇねうすねぁ、ていう　おんだはげぁ、えぇ　おの　かうべ

「安物買いの銭失ない、というものだから、いいものを買うとしよう」

やずなす [jadzɯ̈nasɯ̈] ずみ。ひめかいどう。これは、ばら科の落葉樹で、実は秋になって赤く
熟し、鳥類がよくついばんでいるが、人も食べられ、小さい頃よく食べたものである。［続 395］

やすぽえ [jasɯ̥̈poe]̝ ［形］ 安っぽい。［続 395］

【例】 ほんた　やすぽえ　おのんねぁぐ、もと　じょうひんだ　おの　かえちゃ

「そんな安っぽいものでなく、もっと上品なものを買えよ」

やずまげだ [jadzɯ̈maged̝a] 取り返しのつかない大変なこと。［続 395］

【例】 やずまげだ　ごど　してまた、におの　しったな　やぎずがへでしまた

「大変なことをしてしまったよ。煮物をしていたのを焦げ付かせてしまった」

やすめる ［動］ 軽べつする。［及 266］

【例】 ないだ　しとんどご　やすめあがて

「なんだ、人を軽べっしやがって」

やせぁー [jasɛː] 野菜。［続 395］

【例】 ごんぼどが　にんずんなのの　やせぁーは　ゆえてねぁはげぁ　かて　くてる

「牛蒡とか人蔘なんかの野菜は植えていないから、買って食べてるよ」

やだ [jaⁿda] ［連語］ 嫌だ。［続 395］

【例】 えれぎれぁして、やだなて　ゆわねぁで、ないでも　かねぁんねぁ　おんだ

「選り好みをして、嫌だなんていわないで、何でも食べないといけないものたよ」

やだがる [jaⁿdaŋarɯ̈] ［四他］ 嫌がる。［続 395］

【例】 ないなおんだが、この　わらすあ　あだま　かんな　やだがんなよ

「どうしてなのか、この子は頭を刈るのを嫌がるんだよ」

やだやだ [jaⁿdajaⁿda] ［副］ 嫌嫌。［続 395］

【例】 ほんた　やだやだ　すごと　したて、ろぐだ　すごどあ　でげる　おんでねぁ

「そんな、嫌嫌仕事をしたって、ろくな仕事が出来るもんじゃないよ」

やちゃくちゃ ［名］ 乱雑。散らかっているさま。［及 266］

【例】 ほごらあだり　やちゃくちゃん　すんなよ

「そこらあたりを乱雑にするんじゃないよ」

この語には、「やちゃくちゃねぁ―乱雑だ。散らかっている」。「やっちゃねぁ―乱雑だ。散らかって
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やづ

いる」などの使い方がある。

やづ やつ。あいつ。［及 8］

【例】 やづら　なに　ばがだ　ごど　かんげぁでんなだ

「やつら、何を馬鹿なことを考えているんだ」

やづ 谷地。湿地。［及 108］

【例】 やづさ　田　こしぇだば　ぬがて　ひでぇ　おんだ

「湿地に田をこしらえたら、ぬかって、ひどいもんだ」

やつか [jatsɯ̥̈ka] はんのき。かば科の落葉高木で、湿気の多い所に生える。［及 99］

やづがら [jaⁿdzɯ̈gara] ［名］ ありったけの力。［及 266］

【例】 この　くえあ　やづがら　だしたて　ぬげねぁな

「この杭は、ありったけの力を出しても拔けないよ」

やっけぁ [jakkɛ] ［名］ 厄介。［及 266］

【例】 こねぁだは　この　わらすあ　てぁへん　やっけぁ　かげあした

「この間は、この子が大変ご厄介をかけました」

やつける [jatsɯ̥̈ker̝ɯ̈] ［下一他］ やっつける。［続 395］

【例】 え、あんつぁ　やつけでやっさげぁ、なぐな　なぐな

「ようし、兄さんがやっつけてやるから、泣くな泣くな」

やっこえ やわらかい。［同］やわらげぁ。［及 34］

【例】 この　くづらもづあ　やっこえごど

「このくぢら餅はやわらかいこと」

やっこぐなる [jakkogɯ̈narɯ̈] 軟かくなる。弱る。［続 395］

【例 1】にっど　やっこぐなる　おんだ
「煮ると軟かくなるものだよ」

【例 2】ほんたごどで　やっこぐなてんな
「そんな事で弱っているなよ」

やっこげる [jakkoŋer̝ɯ̈] 燒け焦げる。［続 396］

【例】 かずで　おれぁ　えあ　みな　やっこげでしまたは

「火事で、私の家は、みな燒け焦げてしまったよ」

やっせぁねぁ [jassɛnɛ] せわしい。［同］へわす。［及 34］

【例】 あれしてころ、これしてころて、まづ、やっせぁねぁ　おんだ

「あれしてくれ、これしてくれって、まあ、せわしいもんだ」

やつた [jatsɯ̥̈ta] 湿田。湿地に作った田。［及 76］

【例】 こごあ　やっただ　おんださげぁ　ぬがてや

「ここは湿田なものだから、ぬかってね」
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やどう

やっちゃねぁ [jattʃanɛ] ［形］ 乱雑。［続 396］

【例】 〇〇ちゃん、つぐえの　ゆえあ　やっちゃねぁはげぁ　かだずげろよ

「〇〇ちゃん、机の上が乱雑だから片付けなさいよ」

やっつぺぁり ［名］ 八才入学。数えで八才の入学。満六才の入学をいう。［及 266］

また、「ななっつぺぁり―七才入学」があり、この場合は、早生れの者をいう。

やっつもねぁ ［形］ 馬鹿なこと。不要なこと。［及 266］

【例】 やっつもねぁ　ごど　ゆてねぁで、すごど　すろ

「馬鹿なことをいってないで、仕事をしろよ」

やつと [jatsɯ̥̈to] 屋敷。［同］やずど。［続 396］

【例】 むがすあ　この　はだげも　おれぁえの　やつとでぁったあだ

「昔はこの畑も、うちの屋敷だったんだ」

やっとごすっとご [jattogosɯ̥̈ttogo] ［副］ 漸く。［続 396］

【例】 ひまだればりで、いねかりも　きんな　やっとごすっとご　でがしたばりだ

「雑用ばかりで、稲刈りも昨日漸くでかしたばかりだよ」

やっぱす [jappasɯ̈] ［副］ やっぱり。やはり。［続 396］

【例】 やっぱす　おめぁも　えっしょん　でかへぎ　えぐ　ごどん　したが

「やっぱり君も一緒に出稼ぎに行くことにしたか」

やづはづあねぁ ［連語］ どうしようもない。めちゃくちゃだ。［及 34］

【例】 息子あ　退院したどもたら、こんだ　かが　入院だど、やづはづあねぁ　おんだ

「息子が退院したと思ったら、今度は妻が入院だそうだ、どうしようもないもんだ」

やづはづあねぁ ［連語］ どうしようもない。［及 266］

【例】 大水で　つづみあ　くぞっで　やづはづあねぁは

「大水で堤が崩れて、どうしようもなくなってしまったよ」

やづぶぎ [jadzɯ̈bɯ̈gï] さわおぐるま。きく科の多年生草本で、沢端や湿地などに生え、食用に
もなる。［及 99］

やでぁ [jadɛ] ［名］ 屋台。［及 266］

【例】 おまづりの　やでぁ　つぐんべ

「お祭りの屋台を作ろうや」

やどう [jadoɯ̈] ［動］ 假植する。［及 76］

【例】 まだ　はだげ　ほてねぁはげぁ、茄子　やどうべ

「まだ、畑を耕していないから、茄子は假植しておこう」

やどう 雇う。［及 76］

【例】 杉　ゆえさ　しと　やどうべは

「杉の造林に人を雇ってしまおう」
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やどげぁー

やどげぁー [jaⁿdoŋɛː] 宿替え。［続 396］

【例】 こんだ　かえしゃの　ちけぁぐさ　やどげぁ　すっどごだど

「こんどは、会社の近くに宿替えをするところだそうだ」

やどへん [jaⁿdoheɴ̝] 宿銭。宿賃。［続 396］

【例】 つかごろあ　やどへんも　たげぁぐなて　ばがんならねぁなは

「近頃は、宿銭も高くなって、もう馬鹿にならなくなってしまったな」

やね ［名］ 脂。目やにや松脂などをいう。［及 267］

【例】 手さ　まづやねぁ　つで　べだべだていう

「手に松脂が付いて、べたべたするよ」

やのさって ［名］ 明明日。しあさって。［及 267］

【例】 あんつぁ　やのさって　けぁて　くっど

「兄さんは、しあさって帰へって来るそうだ」

やばつ ［形］ 怪しい。まゆつばもの。雨や水しぶきなどがかかって気持の悪いこと。［及 267］

【例 1】雨あ　ふて　きて　やばつくて　しごど　さんねぁ
「雨が降って来て、気持が悪くて仕事が出来ないよ」

【例 2】ほの　はなすだば　やばつ　おんだ
「その話なら、怪しいものだよ」

やばつ あやしい。雨に濡れて気持の悪いことをいう。［及 35］

【例 1】にわが雨に　降らっで、やばつぐなた
「俄雨に降られて、濡れて気持が悪くなったよ」

【例 2】んめぁごど　ゆて、あの　話だば　やばつ　おんだ
「うまいことをいって、あの話はどうもあやしいもんだ」

やぶえしゃ [jabɯ̈eʃ̝a] やぶ医者。［続 396］

【例】 あの　えしゃだば　やぶえしゃで　みで　もらうまでんねぁな

「あの医者ならやぶ医者で、診てもらうまでもないな」

やふり ［副］ 突然。急に。案内もなく。［及 267］

【例 1】やふりん　来たたて、すごどなの、ねぁな
「突然来たって、仕事なんかないよ」

【例 2】やふりん　えたたて　あおおのなか　採れる　おんでねぁ
「案内もなく行ったって、山菜なんか採れるもんじゃないよ」

やふり [jaɸɯ̈rï] ［副］ 突然。［続 396］

【例】 ほんた　むずがす　ごど　えま　やふりん　ゆわっだて　へんず　さんねぁな

「そんな難しいことを、今突然いわれたって返事出来ないね」

やへうで [jaheɯ̝̈ⁿde]̝ やせ腕。［続 396］
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やぼてぁ

【例】 やへうで　えっぽんで　えぐ　あれまで　のすあがた　おんだ

「やせ腕一本で、よくあれまでのし上がったものだね」

やへがまん [jaheg̝amaɴ] やせ我慢。［続 397］

【例】 やへがまん　してねぁで、おすごったら　おすて　ゆたら　えんねぁが

「やせ我慢をしていないで、欲しいなら欲しいって、いったらいいじゃないか」

やへこ [jahek̝o] やせっこ。やせている人。［同］よへこ。［続 397］

【例】 だれん　にだ　おんだが　あの　わらすあ　やへこで、もすこす　じょうぶん　なっど　え

ども

「誰に似たものなのか、あの子はやせっこで、もう少し丈夫になるといいんだがね」

やへこげる [jahek̝oger̝ɯ̈] ［下一自］ やせこける。［続 397］

【例】 どごあ　えぐねぁんだが　あの　しとあ　つかごろ　やへこげで　きたな

「何処が悪いのか、あの人は近頃やせこけてきたね」

やへつ [jahet̝sɯ̈] やせ地。［続 397］

【例】 こごあ　やへつだ　おんだはげぁ、ほがん　どごより　ひりょう　くうな

「ここはやせ地なものだから、他の所より肥料をくうな」

やへはったぎ [jaheh̝attaŋï] やせている者をやゆする語。［続 397］

【例】 これぁ　おれぁえの　やへはったぎだ　おん

「これは、うちのやせぽちだもの」

やへる [jaher̝ɯ̈] ［下一自］ やせる。［続 397］

【例 1】あめぁおの　かねぁよんして　やへるごったな
「甘い物を食べないようにして、やせることだな」

【例 2】こごの　つずあ　やへでるな
「ここの土はやせているな」

やへる [jaher̝ɯ̈] やせる。［及 17］

【例】 この　わらすあ　ろくでもねぁ　ごどばり　す　おんだはげぁ　やへる　おもい　すねぁん

ねぁ

「この子がろくなことばかりするもんだからやせる思いをしないといけないんだよ」

やへんま 背中につけて荷を運ぶ木製器具。［及 68］

【例】 柴　しょうなだば　やへんま　使うど　らぐだ

「柴を背負うのなら、やへんまを使うと楽だよ」

やぼくせぁ [jabokɯ̥̈sɛ] ［形］ 野暮くさい。［続 397］

【例】 ほんた　やぼくせぁ　ごどより、もと　はでだ　おまずりん　すんべや

「そんな野暮臭いことより、もっと派手なお祭りにしようや」

やぼてぁ [jabotɛ] ［形］ やぼくさい。やぼったい。［及 267］
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やまあげ

【例】 ないだや、やぼてぁ　かっこして

「なんだい、やぼくさい格好して」

やまあげ [jamaage]̝ 大型とんぼ。おにやんま、ぎんやんま、かとりやま等の大型とんぼの総称。
［及 99］

【例】 わらしたづあ　やまあげて　いうど　まなぐ　とっくるげぁして　ふとで　くる

「子供らは、やんまというと、目の色をかえてとんでくる」

やまいろ 黄銅鉱。［及 108］

【例】 やまいろて　きんみでぁん　光る　おんだな

「黄銅鉱って、金のように光るもんだね」

やまえも [jamaem̝o] 山芋。［同］やまのえも。［続 397］

【例】 きょうあ　えもむぎの　つえだずだおん、やまえも　とて　くんべ

「今日は芋剥きの朔（旧八月一日）だから、山芋を取ってこよう」

やまがじぇ [jamagadʒe]̝ やまかがし。体側に赤い班点のある、普通に棲息している蛇。［及 99］

やまこ 山林労務者。［及 76］

【例】 あんまり　ふぐ　おんだはげぁ　やまこあだ　あがて　来たは

「あまり吹雪くものだから、山林労務者は帰へって来てしまったな」

やます [jamasɯ̈] ［形］ 疾しい。［続 398］

【例】 おれなの　なにも　やます　ごどなの　してねぁ、だれんだり　きでみろ

「俺なんか何も疾しいことなんかしていないよ、誰にでも聞いてみろよ」

やまだす [jamadasɯ̈] 木寄せ。集材。これは、伐採し造材した丸太を、集材機などで、トラック
などの運搬しやすい所まで出すことをいう。［続 398］

やまどご [jamaⁿdogo] 山所。山間部。［続 398］

【例】 おらほあ　やまどごだ　おんだはげぁ、あおおのの　とれっどごだ

「うちの方は山所なものだから、山菜の採れる所だよ」

やまにんじん こしやく。せり科の多年生草本で、山菜として食べる。［及 99］

やまのあに [jamanoanï] 猿。［続 398］

【例】 へんな　やまのがみさまん　どごで　やまのあに　みつけだなよ

「この間、山神さまの所で猿を見つけたんだよ」

やまのがみ [jamanogamï] ［名］ 山の神。山の神さまは、女神なので、女の人が参詣すると、

やきもちをやく、というので、女の人はお参りしないならわしで、祭事は総べて男の子が行ない、

旧十二月十五日と、二月十五日の晩は、男の子が山籠し、高さ 4、5mの朴の木を社前に立て、わら
を沢山かけ、清めの火（おせぁど）を焚き参拜する。二月十五日の翌朝、山籠した子供らが、早朝

村を練り歩き各戸の家の前で、「やまのがみの　かんじん　じぇね（お金）ころ（くれ）、米ころ」

と叫けび、お金や米などを貰い、その家に男の幼児がいると、「あどがら　にぎりづんぞあ　めぁ
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～やら

った、めぁった（後からにぎり飯が参ります、参ります）」といって歩き、その家に後で、にぎり飯

におかずを少々つけて配った。集めたお金でお汁やおかずを作り、米でご飯を炊いて食べた。炊事

は、山籠した男の子の母親たちが行った。なお、この後、山の神の小さな木像の顔に米粉のねった

のをつけ、男の幼児のいる家に、にぎり飯と一緒に配った。これは、無病息災を祈ることからであ

る。また、十二月十五日からは、山の神であるが、二月十六日からは、田の神さまに変るともいわ

れている。［及 267］

やまぴこ ［名］ こだま。やまびこ。やままゆ科の、うすたびが（昆虫）のまゆ。［及 268］

【例 1】さがでみろ、やまぴこあ　なっさげぁ
「叫んでみなさい、こだまが響くから」

【例 2】あら、この　木さ　やまぴこあ　さがった
「あら、この木にうすたびがのまゆが下っているよ」

やまぶんど [jamabɯ̈ɴⁿdo] 山葡萄。［続 398］

【例】 こどすあ　やまぶんどあ　えっぺぁ　とっだはげぁ、ぶんどえぎでも　つぐんべ

「今年は山葡萄が沢山採れたから、葡萄液でも作ろう」

やまべ [jamabe]̝ 山女。［続 398］

【例】 なしてだが、つかごろあ　やまべあ　すぐねぁぐなてしまたな

「どうしてなのか、近頃は山女が少くなってしまったな」

やまめぁっこ [jamamɛkko] 山繭。これは、やままゆが科のやままゆがという昆虫の繭をいう。
このまゆから糸を取り織り物を作っている所もあるそうだ。［続 398］

やめぁ [jamɛ] 病い。病気。［同］やんめぁ。［及 17］

【例】 まま　えっぺぁ　くて、やめぁ　ぼてやれ

「ご飯をいっぱい食べて、病気を追い出してやりなさい」

やめぁぼい [jamɛboï] ［名］ 病追い。村の行事の一つ。旧十一月、わら人形を作り、これを背

負って、村人が提燈を持ち、太鼓をたたきながら、村中を、「やめぁぼいだ　やめぁぼいだ」、と叫

び練り歩くと、家家では、家中の病を菓子や餅に詫し、それを朴の葉に包み、わら人形に結び付け、

病を追い出した。村中を廻り終ると、わら人形は、村はずれから川に流し、無病息災を祈った。今

はない。［及 268］

ややこす [jajakosɯ̈] ［形］ ややこしい。［続 398］

【例】 ないだて、ほれがら　なんずんしたてや　めっぽ　ややこす　はなすだなや

「なんだって、それからどうしたっていうの、滅法ややこしい話だね」

～やら [~jara] 原。叢。藪。［続 398］

【例 1】くさやら
「草原。草やぶ」

【例 2】たげやら
「竹やぶ」
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やらう

【例 3】やぶやら
「やぶ」

【例 4】きだずやら
「木立むら」

【例 5】すなやら
「砂原」

【例 6】つたやら
「つるやぶ」

やらう ［動］ やく。やきもちをやく。奪い合う。子供が他の子の持っていおもちゃや食べ物を欲

しがったり、奪い合ったりすること。［及 268］

【例】 きょうでぁで　おもちゃ　やらて　ねぁでる

「兄弟でおもちゃを奪い合って泣いてるんだ」

やらがす [jaragasɯ̈] ［四他］ 仕出かす。［続 398］

【例】 この　わらすあ、しっとえぁ　まなぐ　はなしてるこめぁん　とんでもねぁごど　やらがし

てしまた

「この子は、一寸目を離している間に、とんでもないことを仕出かしてしまったよ」

やれぁ [jarɛ] 矢来。特に矢来の入口の横棒をいう。［及 76］

【例】 んまに　ねげらんねぁよん　やれぁ　かて　おげよ

「馬に逃げられないように矢来の横棒をはめておけよ」

やろ [jaro] 野郎。［続 399］

【例】 ないだ　この　やろ、よっぱらて　おれぁどさ　もんく　つける　きが

「なんだこの野郎、醉っ払って、俺に文句をつける気か」

やろこおぼご [jarokoobogo] 男の子。［同］やろこ。［続 399］

【例】 おれぁえさも　こんだ　やろこおぼごあ　んまっだあだ

「うちにも、今度は男の子が生れたんだ」

やんげぁす [jaɴŋɛsɯ̈] 仕返し。［続 399］

【例】 おめぁどご　〇〇あ　ながへだなが、ようし　あんつぁ　やんげぁす　とてくえっさげぁな

「お前を〇〇が泣かせたのか、ようし、兄さが仕返しをしてやるからな」

やんこ [jaɴko] 花札。［続 399］

【例】 きょうあ　やすみで　ひまだべや、ひまつぶしん　やんこでも　やんべ

「今日は休みで暇だろうや、暇つぶしに花札でもやろうよ」

やんな 簗。魚を捕る施設。［及 68］

【例】 あぎん　なっど　鮎なの　雑魚なの　やんなさ　えっぺぁ　かがる

「秋になると、鮎や雑魚が簗にいっぱいかかるよ」

680



やんやん

やんぶれかんぶれ [jaɴbɯ̈rek̝aɴbɯ̈re]̝ ［ノダナ］ やぶれかぶれ。［続 399］

【例】 こげぁ　なたら　しかだねぁ　やんぶれかんぶれ　もういずど　やてみんべ

「こうなったら仕方がない、やぶれかぶれもう一度やってみよう」

やんめぁたがり [jaɴmɛtagarï] 病人者。悪口。［続 399］

【例】 この　やんめぁたがりあ、ろぐだ　ごど　しあがねぁ。これだば　しなおしだは

「この病人者が、ろくなことをしやがらない、これならもう仕直しだよ」

この語は悪態のことばで、「やんめぁと」ともいう。

やんめぁぼい [jaɴmɛboï] 病追い。村の行事。これは村の年中行事の一つで、藁人形を持ち、太
鼓を鳴らし「やんめぁぼいだやんめぁぼいだ　ほう　ほう」と叫び村中を回ると各家家では、家の

中の病いを追い出す意味で、餅や菓子をその藁人形に着けてやり門送りをする。村人の行列が村外

れまで来ると、その人形を川に流し、村中の病を追い出す行事であった。［続 399］

やんやん [jaɴjaɴ] ［副］ やいのやいの。［続 400］

【例】 あんまり　やんやんて　ゆう　おんだはげぁ　おれも　えぐ　ごどん　した

「余りやいのやいのというものだから、私も行くことにしたよ」
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ゆあがり

　

—ゆ—

ゆあがり [jɯ̈aŋarï] ［名］ 帰宅。仕事を終えて帰宅すること。［同］よあがり。［及 268］

【例】 〇〇さん、ゆあがりだがは

「〇〇さん、もうお帰へりですか」

ゆい-あう ［動］ 言い合う。言い爭う。口けんか。［及 268］

【例】 おめぁだ　なに　ゆいあいしてんなや

「あなた方は、何を言い合いしてるんです」

ゆいあへる [jɯ̈ïaher̝ɯ̈] ［下一他］ 言い合わせる。［続 400］

【例】 ないだて、おめぁだ　ゆいあへだよん　おんなす　ごど　いう　おんだなや

「まぁ、君達は言い合わせたように、同じことをいうものだね」

ゆいあやまる [jɯ̈ïajamarɯ̈] ［四他］ 言い誤る。［続 400］

【例】 えま　ゆたな　おれの　ゆいあやまりで　ほんとあ　ほの　はんてぁだあだ

「今言ったのは私の言い誤りで、本当はその反対なんだ」

ゆい-あわへる ［動］ 言い合せる。話し合う。申し合う。［及 268］

【例】 ほのごどだばおだげぁ　ゆいあわへる　ひづよう　あるな

「そのことなら、お互に言い合せる必要があるね」

ゆいあんべぁ [jɯ̈ïaɴbɛ] 言い方。［続 400］

【例】 ほの　ゆいあんべぁ　きんくわねぁな、ほんたごど　いうごったら　おら　やめだ

「その言い方が気にくわないな、そんなことをいうんだったら、私は止めた」

ゆいおどす [jɯ̈ïodosɯ̈] ［四他］ 言い落とす。［続 400］

【例】 んだ、ゆいおどす　どごでぁった、あしたの　あずばりあ　〇〇ずからだ

「そうだ、言い落とすところだった、明日の集りは〇〇時からだよ」

ゆいががり [jɯ̈ïŋagarï] 言い掛かり。［続 400］

【例】 ないだ、おめぁ、おれぁどさ　ゆいががり　つける　きが

「なんだい、お前、俺に、言い掛かりを付ける気かい」

ゆい-がわす [jɯ̈ïgawasɯ̈] ［動］ 言い交す。約束する。［及 268］

【例】 あの　娘あ　〇〇ど　ゆいがわした　ながだど

「あの娘は、〇〇と言い交した仲だそうだ」
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ゆい-そびれる

ゆいきる [jɯ̈ïkïrɯ̈] ［四他］ 言い切る。［続 400］

【例】 おめぁ、はっきり　ほだて　ゆいきる　ごどあ　でげんなだがや

「君は、はっきりそうだと、言い切ることが出来るのかい」

ゆいぐさ [jɯ̈ïŋɯ̈sa] 言い草。［続 400］

【例】 しとんどさ　もの　たので　おぎながら　ほんた　ゆいぐさじゃ　ねぁべや

「人に物事を賴んでおきながら、そんな言い草ってないじゃないか」

ゆいくらす [jɯ̈ïkɯ̈rasɯ̈] ［四他］ 言い暮す。［続 401］

【例】 ばさま　まごあ　よめ　もらうまで　いぎでいでぁて　ゆい　くらしている　おんだけな

「お婆さんは、孫が嫁を貰うまで生きていたい、と言い暮しているものだったな」

ゆいくるめる ［動］ 言いくるめる。口先でまるめこむ。［及 268］

【例】 あれぁ　〇〇に　えあんべぁ　ゆいくるめらっだべ

「あれは、〇〇に適当に言いくるめられたんだろう」

ゆいげぁー [jɯ̈ïŋɛː] 言い効い。［続 401］

【例】 おめぁだば　なに　ゆたて　ゆいげぁーねぁ　おんだな

「お前なら、何をいっても言い効いがないもんだな」

ゆいげぁす [jɯ̈ïgɛsɯ̈] ［四自］ 言い返す。［続 401］

【例】 この　わらすあ　はんこうきなんだな、ないが　ゆうど　ゆいげぁすおん

「この子は反抗期なんだな、何かいうと言い返すからな」

ゆいげぁる [jɯ̈ïgɛrɯ̈] ［四自］ 言い変える。［続 401］

【例】 ほれぁ　ゆいげぁっど　つまり　こういう　ごどだんねぁべが

「それは言い変ると、つまりこういうことじゃないだろうか」

ゆい-けす ［動］ 言い消す。［及 269］

【例】 ほんたごど　ゆたなんねぁがったどて　ゆいけす　おんだけ

「そんなことをいったんじゃない、といって言い消すもんたつけ」

ゆい-ごめる [jɯ̈ïgomer̝ɯ̈] ［動］ 言い込める。［及 269］

【例】 こりぐつこ　ゆて　しとんどご　ゆいごめる　かんじょすんなだぜぁ

「小理屈をいて、私を言い込めようとするんだから」

ゆいずがる [jɯ̈ïdzɯ̈garɯ̈] ［四他］ 言い付かる。［続 401］

【例】 わだすあ　これ　わだして　こえて　ゆいずがて　きたあです

「私はこれを渡して来てくれ、と言い付かって来たんです」

ゆい-そごなう [jɯ̈ïsogonaɯ̈] ［動］ 言い損なう。［及 269］

【例】 あんまり　緊張してしまて、祝辞　ゆいそごなてしまたおや

「余り緊張してしまって、祝辞を言い損なってしまったんだ」

ゆい-そびれる ［動］ 言いそびれる。［及 269］
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ゆい-だでる

【例】 ゆいにぐえ　ごどだ　おんだはげぁ　つい　ゆいそびれでしまた

「言い難いことなものだから、つい言いそびれてしまったよ」

ゆい-だでる [jɯ̈ïdader̝ɯ̈] ［動］ 言い立てる。［及 269］

【例】 おわ　ゆいぶん　とうさねぁんねぁつもりで　まづ　ゆいだでる　おんで

「自分の言い分を通さないといけないつもりで、まあ、言い立てるもんで」

ゆいつぐす [jɯ̈ïtsɯ̈gɯ̈sɯ̈] ［四他］ 言い尽くす。［続 401］

【例】 おれの　ゆいでぁ　ごどあ　ゆいつぐしたはげぁ、えぐ　かんげぁでみでころ

「私の言いたいことは言い尽くしたから、よく考えてみてくれ」

ゆいつげぁ [jɯ̈ïtsɯ̈ŋɛ] 言い違い。［続 401］

【例】 ほれぁ　おれの　ゆいつげぁでぁった　おれも　ほげぁん　ゆいでぁがったあだ

「それは私の言い違いだったよ、私もそういいたかったんだ」

ゆい-づげる [jɯ̈ïdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［動］ 言い付ける。［及 269］

【例 1】おれぁ　ゆいづげだ　ごど　したがや
「俺の言い付けたことをやったかい」

【例 2】ええ、おどっつぁどさ　ゆいづげでくえっさげぁ
「いいよ、お父さんに言い付けてやるから」

ゆいってぁ ［名］ 言い伝え。［及 269］

【例】 おれぁえにあ　むがすからの　ゆいってぁの　伝説が　のごてる

「うちには、昔からの言い伝えの伝説が残っているよ」

ゆいつのる [jɯ̈ïtsɯ̈norɯ̈] ［四他］ 言い募る。［続 401］

【例】 おめぁ　ほんげぁ　ゆいつのっどご　みっど、ほれぁ　ほんとだべな

「君がそんなに言い募るところをみると、それは本当だろうな」

ゆいなおす [jɯ̈ïnaosɯ̈] ［四他］ 言い直す。［続 401］

【例】 ないだ　ほんた　ゆいなおすよでぁ　ずほくせぁな

「なんだ、そんな言い直すようでは、嘘くさいな」

ゆいなずげ [jɯ̈ïnaⁿdzɯ̈ge]̝ 許嫁。［続 401］

【例】 なが　えべや、したりあ　おやだずの　きめだ　ゆいなずげだ　おん

「仲がいいだろうよ、二人は親達の決めた許嫁だもの」

ゆいなり ［名］ 言いなり。［及 269］

【例】 しとの　ゆいなりばり　なてだて　だめだぞ

「人の言いなりにばかりなっていても駄目だよ」

ゆいぬがれ [jɯ̈ïnɯ̈ŋare]̝ 言い逃れ。［続 402］

【例】 ゆいぬがれなの　いうどご　みっど　でぁぶ　くるすんだな

「言い逃れなんかいうところをみると、大分苦しいんだね」

684



ゆいよう

ゆいぬがれる [jɯ̈ïnɯ̈ŋarer̝ɯ̈] ［下一自］ 言い逃れる。［続 402］

【例】 ほんた　ごまがす　ゆて　ゆいぬがれる　かんじょしたて　だめだ

「そんなごまかしをいって、言い逃れようとしたって駄目だよ」

ゆいね [jɯ̈ïne]̝ 言い値。［続 402］

【例】 この　きのご　たげぁはげぁ　まげろて　ゆたども　まげねぁけはげぁ　ゆいねで　かて　

きた

「このきのこ、高いからまけろといったが、まけなかったので、言い値で買ってきたよ」

ゆいのごす [jɯ̈ïnogosɯ̈] ［四他］ 言い残す。［続 402］

【例】 これだげぁ　かくんどして　ゆいのごすはげぁ　かならず　まもれよ

「これだけは家訓として言い残すから、必ず守れよ」

ゆいはずめる [jɯ̈ïhaⁿdzɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 言い始める。［続 402］

【例】 おれぁえの　ずさまだば　がんこで、ゆいはずめっど　きがねぁあだ

「うちのお爺さんなら頑固で、言い始めるときかないんだ」

ゆいはる [jɯ̈ïharɯ̈] ［四他］ 言い張る。［続 402］

【例】 おめぁ　なんぼ　ゆいはたて、ほれぁ　おめぁ　まずがて　おべっだなだ

「お前がどんなに言い張っても、それはお前が間違がって覚えているんだよ」

ゆいひらぎ [jɯ̈ïhïragï] 言い開き。［続 402］

【例】 ほれぁ　わだすあ　したなで　ゆいひらぎの　ただねぁ　ごど　してしまいあした

「それは私がしたので、言い開きの立たないことをしてしまいました」

ゆいふぐめる [jɯ̈ïɸɯ̈gɯ̈mer̝ɯ̈] ［下一他］ 言い含める。［続 402］

【例】 ちょうなんは　えに　いで、え　つぐ　おんだて　えぐ　ゆいふぐめで　おげよ

「長男は家にいて、家を継ぐものだと言い含めておけよ」

ゆいふらす [jɯ̈ïɸɯ̈rasɯ̈] ［四他］ 言い触らす。［続 402］

【例】 あの　おなごだば、しとんどご　あるごど　ねぁごど　ゆいふらして　あるぐ　おんだ

「あの女なら、人のところをあることないこと言い触らして歩くもんだ」

ゆい-ぶん ［名］ 言い分。［及 269］

【例】 ほんたごど　いうごったら、おれだて　ゆいぶん　ある

「そんなことをいうなら、俺にだって言い分があるよ」

ゆいまずげぁ [jɯ̈ïmadzɯ̈ŋɛ] 言い間違い。［続 403］

【例】 にへさんて　ゆうどもて、ゆいまずげぁで　さんにむて　ゆてしまた

「仁平さんといおうと思って、言い間違えて、三右衛門といってしまった」

ゆいよう ［名］ 言い様。［及 269］

【例】 ほんたごどあ　ゆいようで　まるぐ　おさまんべや

「そんなことは、言いようで、まるく治まるだろうや」
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ゆいわげ

ゆいわげ [jɯ̈ïwage]̝ ［名］ 言い分け。弁明。弁解。［及 269］

【例】 あれなの　おれ　したなんねぁはげぁ　ゆいわげして　おがねぁんねぁ

「あれなんか、私がやったんじゃないから、弁明しておかないといけないな」

ゆいわだす [jɯ̈ïwadasɯ̈] ［四他］ 言い渡す。［続 403］

【例】 むすこあどさ　こんだ　おめぁ　こしゅん　なれ、て　ゆいわだした

「息子に、今度はお前が戸主になれ、と言い渡したよ」

ゆーとーへ [jɯ̈ːtoːhe]̝ 優等生。［続 403］

【例】 おれぁえの　むすこも　ゆーとーへだど、なんぼがは　べんきょうした　おんだんだな

「うちの息子も優等生だそうだ、幾らかは勉強したものなんだな」

ゆーれ [jɯ̈ːre]̝ 幽霊。［続 403］

【例】 ゆーれなて、ほんとん　ではる　おんだべが、しでがらなの　ではらねぁべなや

「幽霊なんて、本当に出るものだろか、死んでからなんか出ないだろうよね」

ゆえ ［名］ 上。［及 35］

【例】 ああ、本が、つぐえの　ゆえさ　おえでくんねぁが

「ああ、本かい、机の上に置いて下さい」

ゆえおの ［名］ 植えもの。作物や、花や、木など。［及 282］

【例】 ゆえおのさ　水　やれよ

「植え物に水をやれよ」

ゆえかだ [jɯ̈ek̝ada] 上方。上の方。［続 403］

【例】 〇〇　おすなが、〇〇だば　ほごの　とだなの　ゆえかださ　おえっだ

「〇〇が欲しいのか、〇〇ならそこの戸棚の上の方に置いてあるよ」

ゆえぎ [jɯ̈eg̝ï] 植木。［続 403］

【例】 ゆえぎも　ゆえっでぁども　おれぁえの　には　へべぁくて　ゆえっどごあ　ねぁあだ

「植木も植えたいのだが、うちの庭は狹くて植える所がないんだよ」

ゆえぎばづ [jɯ̈eg̝ïbadzɯ̈] ［名］ 植本鉢。［及 281］

【例】 あれ　ゆえんな、この　ゆえぎばづで　えがな

「あれを植えるのに、この植木鉢でいいかな」

ゆえげぁ [jɯ̈eg̝ɛ] ［名］ 植え替え。移植。［及 282］

【例】 この　はづあ　ちっちぇぐなたはげぁ、ゆえげぁ　するは

「この鉢は小さくなったから、もう植え替えをするよ」

ゆえざがり [jɯ̈e̝n dzagarï] 植え盛り。植え頃。［続 403］

【例】 なすも　こんだ　ゆえざがりん　なたはげぁ　はだげさ　えしょぐすんべ

「茄子も今度は植え盛りになったから、畑に移植しよう」

ゆえずげ [jɯ̈ed̝zɯ̈ge]̝ 植え付け。［続 403］
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ゆぎあがる

【例】 こんだ　ゆぎも　けだし、そろそろ　ダリヤも　ゆえずげする　へずん　なたな

「今度は雪も消えたし、そろそろダリヤも植え付けする節になったな」

ゆえずげる [jɯ̈ed̝zɯ̈ger̝ɯ̈] 植え付ける。［続 403］

【例】 ねぎ　ゆえすげっすぎあ、うね　たげぁぐして、ひぎどさ　ゆえんなだぞ

「葱を植え付ける時は、畝を高くして、低い所へ植えるんだよ」

ゆえだで [jɯ̈ed̝ade]̝ 植えたて。［続 403］

【例 1】いねの　ゆえだでも　きっけぁだはげぁ　らぐん　なたな
「稲の植えたても、機械だから、楽になったな」

【例 2】この　はな　ゆえだでだはげぁ　みず　かげろよ
「この花は植たてだから、水を掛けろよ」

ゆえと 植える人。田植えや造林の植え手。［及 76］

【例】 さづぎさ　ゆえと　何人　おすべ

「田植えに植え手が何人欲しいだろう」

ゆえる [jɯ̈er̝ɯ̈] ［下一他］ 植える。［続 404］

【例】 ほごさ　なに　ゆえんなや、つえでん　この　はなも　ゆえでくんねぁが

「そこへ何を植えるの、ついでにこの花も植えてくれませんか」

ゆお [jɯ̈o] 硫黄。［続 404］

【例】 むがす　つかた　つけげあ　さぎさ　ゆお　つっだ　おんでぁったな

「昔使った付け木は、先に硫黄が付いていたものだったな」

ゆが [jɯ̈ga] ［格助］ より。［同］ゆり。［及 270］

【例 1】おれゆが　としゆえだ
「俺より年上だ」

【例 2】これゆが　しなおの　えな
「これより品物がいいな」

ゆがす [jɯ̈gasɯ̈] ［形］ 床しい。［続 404］

【例】 くろかわのうず　おの　みで　きたども　どうさの　ゆがす　おんだな

「黒川能というものを見て来たが、動作の床しいものだな」

ゆかん [jɯ̈kaɴ] 入棺。［同］にっかん。［続 404］

【例】 こごらでぁ、しにんの　からだ　きよめで　しろしょうぞぐさ　へで　がんばごさ　へれる

　ごど　ゆかんて　いうなよ

「この辺では、死人の体を清めて、白装束にさせて、棺桶に入れることを入棺というんだよ」

ゆぎ [jɯ̈ŋï] 橇の荷台にする横木をいう。これは、橇を組み立て荷台にする横木をいう。［続 404］

ゆぎあがる [jɯ̈gïaŋarɯ̈] 長湯でぼうっとなること。［続 404］

【例】 ほんげぁ　いずまでも　へぁてっど　ゆぎあがて　もけぁんぞ
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ゆぎおろし

「そんなに何時までも入っていると、ぼうっとなって倒れるよ」

ゆぎおろし [jɯ̈gïorosï] 初冬の雷。初冬の雷は、降雪の前ぶれだ、といわれているので、この名
がある。［及 108］

【例】 ああ、こどしも　ゆぎおろしあ　きたな

「ああ、今年も雪をふらせる前ぶれの雷が来たな」

ゆぎすろ 雪代。融雪による増水。［及 108］

【例】 ゆぎすろん　ずきあ、川ばだの　雪の　あっどさ　えぐなよ、ゆぎあ　かげて　えぐはげぁ

な

「雪代の時は、川端の雪のある所に行くなよ、雪が欠けてゆくからな」

ゆぎだまかっせん [jɯ̈gïⁿdamakasseɴ̝] 雪合戦。［続 404］

【例】 〇〇ちゃん、みんなどご　あずべできて　ゆぎだまかっせん　すんべや

「〇〇ちゃん、皆を集めて来て、雪合戦をしようや」

ゆぎなげ [jɯ̈gïnaŋe]̝ ［名］ 除雪。［及 270］

【例】 まだ　ゆぎなげしねぁんねぁな

「また、除雪しないといけないな」

屋根から雪を下すことは「ゆぎおろす」といっている。

ゆぎはれぁ [jɯ̈gïharɛ] 雪掻き。［続 404］

【例】 こごあ　ゆぎの　ふっけぁどごだはげぁ、まえあさ　ゆぎはれぁ　すんなだ

「ここは雪の深い所だから、毎朝雪掻きをするんだ」

ゆぎまぶれ 雪まみれ。［及 108］

【例】 ふぎん　ふがっで　ゆぎまぶれん　なたは

「吹雪に吹かれて、雪まみれになってしまったよ」

ゆぎめ [jɯ̈gïme]̝ 雪盲。［続 404］

【例】 はるさぎ　ゆぎあ　ける　ころ、てんきつづきん　なっど、ゆぎめん　なりやすぞ

「春先雪の消える頃、天気続きになると、雪盲になりやすいよ」

ゆぎやら [jɯ̈gïjara] 雪の積っているところ。［同］はで、はでこ。はでこやら。はでやら。［続 405］

【例】 ゆぎやら　こえで　ありぐど　ぬれっさげぁな

「積雪のところをこぎ歩くと、濡れるよ」

ゆぐ [jɯ̈gɯ̈] ［副］ よく。［及 270］

【例 1】この　ゆぎん　ゆぐ　来たごど
「この雪降りによく来たね」

【例 2】この　難儀だ　しごど　ゆぐ　してくっだな
「この難儀な仕事をよくやってくれたね」

この語には、「ゆうぐ―ようく（良く）」、「ゆぐゆぐ―よくよく」。「ゆっく―よく」。「ゆっくん―よ
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ゆっからむ

うく」、「よっく―よく」などという使い方がある。

ゆぐゆぐ [jɯ̈gɯ̈jɯ̈gɯ̈] ［副］ よくよく。［続 405］

【例】 これぁまだ　ゆぐゆぐの　みのごなすで　よんま　しとりで　べんじょさも　おぎんねぁあ

だ

「こいつは、よくよくの弱虫で、夜一人で便所にも起きれないんだ」

ゆさんこ [jɯ̈saɴko] 子供の遊山をいう。これは、子供が昼飯を持ってきて、屋外で遊びながら
食べることをいう。［続 405］

【例】 〇〇ちゃん　ゆさんこ　しねぁが

「〇〇ちゃん、遊山をしないか」

ゆす [jɯ̈sɯ̈] 留守。［続 405］

【例】 あら、こごの　えあ　ゆすだちゃは　どさ　えたあだべ

「あら、ここの家は留守だな、何処へ行ったんだろう」

ゆずげまま [jɯ̈ⁿdzɯ̈gem̝ama] 湯かけ飯。［同］ゆーかげまま。［続 405］

【例】 がが　おら　えそがすはげぁ　ゆずげまま　くて　えぐは

「お母さん、僕は忙しいから、もう湯かけ飯を食べて行くよ」

ゆすれ ［名］ 留守居。［同］るすれ。［及 270］

【例】 おめぁ　ゆすれ　してろよ

「お前、留守居をしていなさいよ」

ゆたっと [jɯ̈tatto] ［副］ ゆったり。［続 405］

【例】 ないだまず、この　えそがす　ずき　たばこ　くわぇぁで　ゆたっとして

「なんだい、この忙しい時に煙草をくわえてゆったりして」

ゆつがす [jɯ̈tsɯ̈ŋasɯ̈] ［四他］ 揺すぶる。揺がす。［続 405］

【例】 くりあ　えっぺぁ　なったはげぁ、ゆつがして　ひろて　えぐべや

「栗が沢山なっているから揺すぶって拾って行こうよ」

ゆっからがぐ [jɯ̈kkaraŋagɯ̈] ［下一他］ 縛りつける。［同］ゆっからむ。［続 405］

【例 1】この　ながぎ　ゆっからがぐなが
「この長木を縛りつけるのか」

【例 2】あんまり　きがねぁど　ゆっからげぁで　おぐぞ
「余りきかないと縛りつけておくよ」

ゆっからむ ［動］ 結びつける。縛りつける。［同］ゆつける。ゆっつける。［及 270］

【例 1】きがねぁど　はすらさ　ゆっからで　おくぞ
「きかないと、柱に縛りつけておくよ」

【例 2】ほの　縄で、木さ　ゆっからむど　え
「その縄で、木に結びつけるといいよ」
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ゆっくら

ゆっくら ［副］ ゆっくり。［同］ゆるっと。［及 270］

【例】 ゆっくら　とうずでも　してくんだ

「ゆっくり湯治でもしてくればいい」

ゆつなぐ [jɯ̈tsɯ̈naŋɯ̈] ［四自］ 結ぶ。［同］ゆつける。ゆっつける。［続 406］

【例】 こずずみの　ひぼ　きっつぐ　ゆつなぐなだぞ

「小包の紐をきつく結ぶんだよ」

ゆつなぐ [jɯ̈tsɯ̈naŋɯ̈] ［四他］ 縛る。［同］ゆつける。ゆっつける。［続 406］

【例】 てしば　みな　いっしょんして　なわで　ゆつなぐなだぞ

「手柴（野菜の支柱）は、みな一緒にして、縄で縛るんだよ」

ゆどふ [jɯ̈ⁿdoɸɯ̈] 湯豆腐。［続 406］

【例】 こう　さみぐなっど　しょうが　つけだ　ゆどふで　えっぺぁ　やんなも　えな

「こう寒くなると、生姜を付けた湯豆腐で、一杯やるのもいいね」

ゆぷゆぷ [jɯ̈pɯ̈jɯ̈pɯ̈] ［副］ 踏むとぬかりそうな感じ。これは、横揺れに揺れるさまをいう

のではなく、足で踏んだ場合に掛け渡した板などが、上下に揺れるさまをいう。［続 406］

【例】 この　はすいだ　ゆぷゆぷて　いうよん　なたな

「この橋板は、ふにゃふにゃするようになったな」

ゆべな ［名］ 夕べ。昨夜。［同］よべな。［及 270］

【例】 ゆべな　どうも　ごっつぉさんでした

「昨夜は、どうもご馳走さんでした」

ゆらっと [jɯ̈ratto] ［副］ ゆらりと。［続 406］

【例】 よった　おんだはげぁ、はぎおの　はぐ　ずぎ　ゆらっと　したけや

「醉ったものだから、履物を履く時、ゆらりとしたっけ」

～ゆり [~jɯ̈rï] ［格助］ より。［続 406］

【例 1】おれゆり　おめぁの　ほあ　おもでぁな
「私より君の方が重いね」

【例 2】ありぐゆり　くるま　はえぁな
「歩くより車は早いな」

ゆりげぁし [jɯ̈rïgɛsï] 揺り返し。［続 406］

【例】 ずすんも　ゆりげぁしの　ほあ　おかねぁ　おんだど

「地震も、揺り返しの方がおっかないものだそうだよ」

ゆりばだ ［名］ 囲炉裏端。炉端。［及 282］

【例】 もと　ゆりばださ　ではて　あだてくでぁ

「もっと炉端に出てあたって下さい」

ゆりばだ [jɯ̈rïbada] 囲炉裏端。炉端。［続 406］
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ゆわぇぁざげ

【例】 むがすあ　ゆりばだで　えぐ　わらすごど　した　おんだな

「昔は炉端で、よく藁仕事をしたものだな」

ゆりり [jɯ̈rïrï] 囲炉裏。［同］ゆるり。［続 406］

【例】 この　むらだば、えま　ゆりりの　ある　えあ　えっけんも　ねぁなは

「この村なら、今囲炉裏のある家は、もう一軒もないな」

ゆるえ 緩い。［同］ゆるこえ。ゆれ。［及 35］

【例 1】この　さが　ゆるえどもたら、きづどごも　あんなだな
「この坂はゆるいと思ったら、きつい所もあるのだな」

【例 2】これだば　ゆるえはげぁ、もと　強ぐ　しばれ
「これならゆるいから、もっと強く縛りなさい」

ゆるっと [jɯ̈rɯ̈tto] ［副］ ゆるりと。［続 406］

【例】 めってぁん　こねぁおんです　おん、きた　ずぎばりも　ゆるっとして　えがっしぇぁちゃ

「滅多に来ないんですもの、来た時ばかりもゆるりとしておいでなさいよ」

ゆるり 囲炉裏。［及 54］

【例】 ゆるりさ　木　くべで　おげよ

「いろりに、木をくべておきなさいよ」

ゆれぁー [jɯ̈rɛː] ［名／ス自］ 由来。［続 407］

【例】 この　とうげにも　なめぁの　おもへ　ゆれぁ　あんなだぜぁ

「この峠にも、名前の面白い由来があるんだよ」

ゆれらへる [jɯ̈rer̝aher̝ɯ̈] ［四他］ 揺らす。［続 407］

【例】 ほんげぁ　ゆれらへっど　この　きがら　おれぁ　おずんぜぁは

「そんなに揺らすと、この木から私は落ちてしまうよ」

ゆれる ［動］ 緩む。［及 270］

【例 1】かんも　ゆれで　きたな
「寒も緩んで来たな」

【例 2】つぁつぁの　こごろも　ゆれるんだはげぁ　おどなすぐしてろよ
「お父さんの心も緩んで（ほぐれて）来るんだから、おとなしくしおれよ」

ゆわ 岩。［及 108］

【例】 こっつの　ゆわさ　あがっど　釣りやすぜぁ

「こっちの岩にあがると、釣り易いよ」

ゆわう [jɯ̈waɯ̈] ［四他］ 祝う。［続 407］

【例】 ずさまの　こき　ゆわうなだはげぁ　みんな　にぎゃがん　してころ

「お爺さんの古希を祝うんだから、みんな賑やかにして下さい」

ゆわぇぁざげ [jɯ̈wɛⁿdzage]̝ 祝い酒。［同］ゆわぇぁこどのさげ。［続 407］
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ゆわぇぁずげる

【例】 むねあげで　ゆわぇぁざげ　ので　えぇ　きげん　なしてしまたは

「上棟式で、祝い酒を飲んで、もういい気嫌になってしまったよ」

ゆわぇぁずげる [jɯ̈wɛdzɯ̈ger̝ɯ̈] ［下一他］ 結わえ付ける。［続 407］

【例】 この　いぬ　はなして　おがねぁで、ゆわぇぁずげで　おがねぁんねぁな

「この犬は放しておかないで、結わえ付けておかないといけないな」

ゆわぇぁる [jɯ̈wɛrɯ̈] ［下一他］ 結わえる。［続 407］

【例】 この　こずずみ　ゆわぇぁでくんねぁが、おどうとさ　おぐっさげぁ

「この小包を結わえてくれませんか、弟に送るから」

ゆわぇこど [jɯ̈wɛkodo] ［名］ お祝い。祝いごと。［及 270］

【例】 はづじゅうはづの　ゆわぇこど　すっさげぁ　来てころ

「八十八のお祝いをしますので、来て下さい」

ゆわか ［名］ 表面。［及 271］

【例】 ゆわかの　くさっだ　どご　とれよ

「表面の腐れたとことを取れよ」

ゆわがんくら [jɯ̈wagaɴkɯ̈ra] 崖。断崖。［同］がんくら。がんくれぁ。ゆわがんくれぁ。［続
407］

【例】 この　やま　ゆわがんくら　おおいはげぁ　きぃつげで　ありげよ

「この山は崖が多いから、気を付けて歩けよ」

ゆわぎ [jɯ̈waŋï] 上着。［続 407］

【例】 なずふぐあ　えぐねぁぐなたはげぁ　まず　ゆわぎばりも　かわねぁんねぁな

「夏服が悪くなったから、まず上着ばかりも買わなければならないな」

ゆわげる ［動］ 詑びる。［及 271］

【例】 わりごど　した　ずぎあ　ゆわげる　おんだぞ

「悪いことをした時は、詑びるものだよ」

ゆわす [jɯ̈wasɯ̈] 鰯。［続 408］

【例】 きょうあ　なんにも　ねぁはげぁ、ゆわすでも　あぷて　くうべは

「今日は何もないから、鰯でも炙って食べてしまおうよ」

ゆわずかだらず [jɯ̈waⁿdzɯ̈kadaraⁿdzɯ̈] ［連語］ いわずかたらず。［続 408］

【例】 ながねんの　ふうふだおん　ゆわずかだらずの　うずん　えぁでの　こごろあ　わがんなだ

「永年の夫婦だから、言わず語らずのうちに相手の心が分るんだよ」

ゆわすぎ [jɯ̈wasɯ̈gï] 敷布。［及 61］

【例】 ゆわすぎ　ほしったな　かじぇで　とばさつだけ

「敷布の乾してあったのが、風で飛ばされたつけ」

ゆわずみ [jɯ̈waⁿdzɯ̈mï] 上澄み。［続 408］
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ゆわれ

【例】 ぶどうえぎあ　ゆわずみばり　くで　のでみろ　んめぁぞ

「葡萄液は、上澄みだけを汲んで飲んでみろよ、美味いよ」

ゆわずみ [jɯ̈waⁿdzɯ̈mï] 上積み。［続 408］

【例 1】つぶれる　おのあ　ゆわずみん　して、おもでぁ　おのあ　したずみん　しろよ
「潰れる物は上積みにして、重い物は下積みにしろよ」

【例 2】〇〇えん　ゆわずみすねぁば　うらんねぁな
「〇〇円上積みしないと売られないね」

ゆわつばめ [jɯ̈watsɯ̈bame]̝ 岩燕。［同］ゆわつばぐら。［続 408］

【例】 こごらでぁ　ゆわつばめなの　めってぁん　みらんねぁな

「この辺では、岩燕なんか滅多に見られないね」

ゆわつら [jɯ̈watsɯ̈ra] 上っつら。うわつら。［続 408］

【例】 みそ　かます　ずぎあ　ゆわつらばり　んねぁぐ　そごも　かまへよ

「味噌を掻き回す時は、上っ面だけでなく、底も掻き回せよ」

ゆわな [jɯ̈wana] 岩魚。［続 408］

【例】 ゆわな　つんなだば、はるさぎの　ゆぎの　けだ　ころあ　いずばん　えな

「岩魚を釣るのなら、春先の雪の消えた頃が一番いいね」

ゆわば [jɯ̈waba] ［副］ 言わば。いうなれば。［続 408］

【例】 ほれぁ　ゆわば　くも　つかむよだ　おんで　どから　きたが　わがらねぁあだど

「それは、言わば雲を掴むようなもので、何処から来たか分らないんだって」

ゆわば [jɯ̈waba] 岩場。［続 408］

【例】 ゆわばだば　おかねぁはげぁ　ありぐ　おんでねぁぞ

「岩場なら、おっかないから、歩くもんじゃないよ」

ゆわばぎ [jɯ̈wabagï] うわ履き。［続 409］

【例】 おかぁさん、ゆわばぎの　ズックあ　ちちゃこぐなたはげぁ　かてころ

「お母さん、上履きのズックが小さくなったから、買って下さい」

ゆわぱり [jɯ̈waparï] 上っ張り。［同］ゆわっぱり。［続 409］

【例】 やまさ　えぐごったら、ほの　ふぐんねぁぐ　この　ゆわぱり　きて　えげよ

「山に行くんだったら、その服でなく、この上っ張りを着て行けよ」

ゆわる [jɯ̈warɯ̈] ［四自］ 植わる。［続 409］

【例】 ほごさ　この　つばぎあ　ゆわっがや、すこす　へべぁぐねぁが

「そこへこの椿が植わるかい、少し狹くないかね」

ゆわれ ［名］ いわれ。由緒。［及 271］

【例】 こごの　村にあ　なにが　ゆわれ　あんべや

「ここの村には、何かいわれがあるだろうね」
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よ

　

—よ—

よ ［名／形］ 必要。入用。［及 271］

【例】 紙　よだはげぁ　もて　来てころ

「紙が必要だから、持って来てくれ」

よ ［名］ 用。［及 271］

【例】 〇〇さんどさ　よ　あっさげぁ　よばてころ

「〇〇さんに用があるから呼んでくれ」

よ ［名］ 方法。［及 271］

【例】 これ　まわすよ　おへろや

「これを廻わす方法を教えろよ」

よ ［名］ 他。外。［及 282］

【例 1】この　わらすあ　よの　おのばり　くて　まま　かねぁじゅ
「この子は他の物（この場合は、おやつを差す）ばかり食べて、ご飯を食べないんだよ」

【例 2】よの　ごどなの　えばげぁ　こっつ　すろ
「他の事はいいから、こっちをしろよ」

よ ［名］ 様。［及 271］

【例 1】〇〇さん　来たよだけ
「〇〇さんは来たようだった」

【例 2】雨あ　ふるよだ　雲ゆぎだな
「雨が降るような雲行きだな」

よ 鮭。［及 99］

【例】 よの　ざっぱ汁も　んめぁ　おんだな

「鮭の肉をとった残りをお汁にしたものもうまいものだね」

よ [jo] 以上。［続 409］

【例 1】えっかんめの　よも　ある
「一貫目以上もある」

【例 2】すずじゅうの　そのよも　すぎだ
「七十以上も過ぎた」

よあげしめぁ [joages̝ïmɛ] 夜明け方。［続 409］
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よーずん

【例】 きょうまだ　よあげしめぁから　めあ　さめで　ねぶらんねぁがった

「今日は夜明け方から目が醒めて眠られなかったよ」

よあすび [joasɯ̈bï] 夜遊び。［続 409］

【例】 えぇ　わげぁおのあ　よあすびだなて　ありぐど　ひょうばん　なんだぜぁ

「いい若者が、夜遊びだなんて歩くと、評判になるんだから」

よありぎ [joarïgï] 夜歩き。［続 409］

【例】 ないだべ、ちかごろ　おれぁえの　〇〇あ　よありぎするよだな

「どうしたんだろう、近頃うちの〇〇は夜歩きするようだな」

よいじぶぢ ［名］ 夜討ち。夜襲。［及 271］

【例】 雀、おれぁどさ　卵　くんねぁど　よいじぶぢん　くんぞ

「雀、俺に卵をくれないと、夜討ちに来るよ」

ようじ 歯ブラシ。［及 54］

【例】 ようじ　もて　えて、早ぐ　歯みがげ

「歯ブラシを持っていって、早く歯をみがきなさい」

ようほ ［名］ 両方。［及 271］

【例】 ようほ　ならべで　みっど　わがる

「両方を並べてみると分るよ」

ようやら ［副］ 漸く。［同］ようやらさっと。よやっと。［及 271］

【例】 おもでぁくて　ようやら　たがて　来た

「重くて、ようやく持って来た」

よえ [joe]̝ 手間替え。労動の交換。これは、自分の家へ来て働いてもらった日数だけ、その人の家
の仕事をする手間替をいう。［続 410］

【例】 となりの　つぁつぁに　よえん　きて　もらたばげぁ、おれぁえでも　えがねぁんねぁな

「隣りのお父さんに、手間替えで来てもらったから、うちで行かないといけないな」

よーず [joːⁿdzɯ̈] 用事。［続 409］

【例】 〇〇さんさ　よーず　あて　きたあだども　いあすか

「〇〇さんに用事があって来たんですが、おりますか」

よーず [joːⁿdzɯ̈] 揚枝。爪揚枝。歯ブラシ。［続 410］

【例 1】はさ　ないが　ひかがたはげぁ　よーず　とてころ
「歯に何か引っ掛かったから爪揚枝を取ってくれ」

【例 2】まま　くたら、よーずで　は　えぐ　みがげよ
「ご飯を食べたら、歯ブラシで、歯をよく磨きなさいよ」

よーずん [joːⁿdzɯ̈ɴ] ［名／ス自］ 用心。［続 410］

【例】 よーずんに　けがなすていう　おんだ　おめあ　ふりそだはげぁ　かぶりおの　もて　えげ
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よーて

よ

「用心に怪我なし、というもんだ、雨が降りそうだから、被り物を持って行きなさいよ」

よーて [joːte]̝ 両手。［続 410］

【例】 おれぁえの　すぎも　おっきぐなて、よーてで　だぎまわさんねぁぐなたな

「うちの杉も大きくなって、両手で抱き回されなくなったな」

よーてぁー [joːtɛː] 容体。容態。［続 410］

【例 1】ズボンの　うすろさ　シャッツ　ではったぞ、ほんた　よーてぁーして　ありぐな
「ズボンの後にシャツが出てるよ、そんな容体で歩くんじゃないよ」

【例 2】おばさんの　びょうぎの　よーてぁー　なんたべ
「叔母さんの病気の容態はどうなんだろう」

よーはず [joːhaⁿdzɯ̈] 両端。［続 410］

【例】 えぇが、したりして　よーはず　たがて　うんとて　ひぱれよ

「いいか、二人で両端を持って、うんと引っ張れよ」

よーよ [joːjo] ［副］ 漸く。［同］ようやら。ようやらさっと。よやっと。［続 410］

【例】 わらびあ　すこでぁま　でっだ　おんだはげぁ　えっぺぁ　とて　よーよ　しょて　きた

「わらびが沢山出ていたものだから、沢山採って、漸く背負って来た」

よが 蚊。［及 99］

【例】 よが　ではて　来たはげぁ　かとりへんこ　たげ

「蚊が出て来たから、蚊取り線香をたいてくれ」

よかがる [jokagarɯ̈] ［四自］ 寄り掛かる。［同］おかがる。おっかがる。よっかがる。［続 411］

【例】 ほんげぁ　よかがんなや　おもでぁくて　なにも　さんねぁでぁ

「そんなに寄り掛かるなよ、重くて何も出来ないよ」

よがつか [jogatsɯ̈ka] ［名］ 夜かじかを捕ること。［及 271］

【例】 ばんげ　よかっか　とりん　えがねぁが

「今晩、かじか（川魚）を捕りに行かないか」

よぐしぎ [jogɯ̈sïgï] ［副］ よくよく。［同］よぐすぎ。［及 271］

【例】 よぐしぎ　こまたはげぁ　来たあだべ

「よくよく困ったから来たんだろう」

よぐたげる [jogɯ̈tager̝ɯ̈] ［四自］ 欲張る。［同］よごはる。［続 411］

【例】 この　わらすあ　よぐたげで　しとの　おのまで　くう　かんじょしてる

「この子は欲張って人の物まで食うつもりなんだから」

よぐへぎ [jogɯ̈heg̝ï] ［副］ よくせき。［同］よぐすぎ。［続 411］

【例】 あの　しとあ　あぁいう　ごど　するなて　よぐへぎ　こまてだべな

「あの人があぁいうことをするなんて、よくせき困ってだろうな」
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よさり

よげ ［名／副］ 余計。［及 272］

【例】 もと　よげん　かて　こえば　えがったな

「もっと余計に買ってくればよかったね」

よごえぁー [jogoɛː] 横合い。［続 411］

【例】 しとの　しゃべてっずぎ　よごえぁーがら　よげだ　くずだす　すんなや

「人の喋っている時、横合いから余計な口出しをするなよ」

よござ [jogoⁿdza] 横座。炉端の主人の坐る場所。［続 411］

【例】 ほごあ　よござで　つぁつぁ　ねまっどごだはげぁ　おめぁ　こっちゃ　ねまれ

「そこは横座で、お父さんの坐るところだから、お前はこっちへ坐れ」

よごじょい [jogoⁿdʒoï] ［名］ 横背負い。物を横にして背負うこと。［同］よごちょい。［及 272］

【例】 ほれだば　よごじょい　したほあ　え

「それは横背負いにした方がいいね」

よごちゃま [jogotʃama] ［名］ 横。横向き。横ざま。横っちょ。［同］よごちょ。よごっちゃ

ま。［及 272］

【例】 ほれあ　よごちゃまん　すんな

「それは、横にするなよ」

よごちょ [jogotʃo] 横っちょ。横。［続 411］

【例】 あそごに　やぐば　あんべ　あそごの　よごちょ　みぎさ　まがっど　すぐだ

「あそこに役場があるだろう、あそこの横っちょを右へ曲ると直ぐだよ」

よごづづ [jogoⁿdzɯ̈dzɯ̈] 木槌。わらを打つ木の槌。［及 68］

【例】 わら　ぶづずきあ　よごづづ　使う　おんだ

「わらを打つ時は木槌を使うものだよ」

よごなぐれ [jogonaŋɯ̈re]̝ 横なぐり。［続 411］

【例】 あめがじぇあ　よごなぐれん　ふる　おんだはげぁ、みな　ぬっだは

「雨風が横なぐりに降るものだから、みな濡れてしまったよ」

よごはり [jogoɸarï] ［名］ 欲ばり。［同］よくたがり。よごっぱり。よごぱり。［及 272］

【例】 えぁづあ　よごはりだはげぁな

「あいつは、欲ばりだからな」

よごんなる [jogoɴnarɯ̈] ［四自］ 寝そべる。［続 411］

【例】 テレビ　よごんなて　みっだら　ねぷてぁぐなたけは

「テレビを寝そべって見ていたら、眠くなってしまったっけ」

よさり 夜。［及 108］

【例】 〇〇さん　きんなの　よさりん　来たけ

「〇〇さんが昨日の夜来たつけ」
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ヨジューム

ヨジューム [joⁿdʒɯ̈ːmɯ̈] ヨードチンキ。［続 411］

【例】 がが　ころで　ひじゃ　すりむえで　きたはげぁ、ヨジューム　つけでころ

「お母さん、転んで膝をすりむいて来たから、ヨードチンキをつけて下さい」

よす [josɯ̈] 葦。［続 412］

【例】 おぼん　ずぎ、おはがさ　もて　えぐ　すだれこ　よすで　あでおげよ

「お盆の時、お墓に持って行く、小さいすだれを葦で編んでおけよ」

よすきた [josɯ̈kït̥a] ［連語］ よしきた。［続 412］

【例】 よすきた、ほんたごどだば　じょうさねぁはげぁ、おれぁ　してやる

「よしきた、そんなことなら雑作ないから、俺がしてやるよ」

よすごど [josɯ̈ŋodo] ［名］ 夜仕事。［及 272］

【例】 ばんげあ　よすごと　しねぁんねぁな

「今夜は夜仕事（夜業）をしないといけないな」

よずじょり [jodzɯ̈ⁿdʒorï] 橇。これは「つ＝荷掛け山」が片方に二つ、両方で四つあり、これに
「ゆぎ＝横木」を載せて縛るように出来でいるが、この山が四つあるところからこの名がある。［続

412］

よすず [josɯ̈ⁿdzɯ̈] よしず。葦で編んだすだれ。［続 412］

【例】 この　へや　にすぴあ　へぁっさげぁ　よすずでも　はんべ

「この室は西日が射すからよしずでも張ろう」

よずれる [joⁿdzɯ̈rer̝ɯ̈] ［下一自］ 捩れる。［続 412］

【例】 まず、おがすくて　おがすくて　はらの　かわ　よずれるくれぁ　わらた

「まぁ、おかしくておかしくて、腹の皮が捩れるくらい笑ったよ」

よすん [josɯ̈ɴ] 余震。［続 412］

【例】 ずすんだな、よすんで　やらえっずぎも　あるつけはげぁ、みんな　きぃつけろよ

「地震だな、余震でやられる時もあるそうだから、皆気を付けろよ」

よぜぁー [joⁿdzɛː] 余罪。［続 412］

【例】 〇〇あ　ぬすみん　へぁて　つかまたど、よぜぁーも　あんべていう　はなすだな

「〇〇は盗みに入って捕まったそうだ。余罪もあるだろうという話だな」

よそよそす [josojososɯ̈] ［形］ よそよそしい。［続 412］

【例】 ちかごろあ　おれぁどさ　なんだが　よそよそすな、わりごどなの　すねぁはんだどもな

「近頃私になんだかよそよそしいね、悪い事なんかしない筈なのにね」

よだ [joⁿda] ［形］ 欲しい。入り用。［続 413］

【例 1】ほれぁ　よだあだ
「それは欲しいんだ」

【例 2】よだはげぁ　とて　おげよ
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よづみ

「入り用だから、取っておけよ」

～よだ [~joⁿda] ［助動］ ようだ。［続 412］

【例 1】あめあ　ふるよだ
「雨が降るようだ」

【例 2】〇〇あ　くるよだ
「〇〇が来るようだ」

よつ [jotsɯ̈] ［名／ス他］ 予知。［続 413］

【例】 ずすんも　めぁもって　よつでげっど　えぇ　おんだどもな

「地震も前以って予知できるといいもんだがな」

よつ [jotsɯ̈] 余地。［続 413］

【例】 こうみんかん　けんぶつにんで　えっぺぁで　おれぁ　へぁりごむ　よつあ　ねぁけ

「公民館は見物人で一杯で、私の入り込む余地はなかったよ」

よったぐれ [jottagɯ̈re]̝ 醉っ払い。［同］よっぱれぁ。［続 413］

【例】 〇〇の　よったぐれあ　きたぞ、えぎあうど　やっけぁだはげぁ　もどんべ

「〇〇の醉っ払いが来たよ、会うと厄介だから戻ろう」

よったぐれる [jottagɯ̈rer̝ɯ̈] ［四自］ 醉っ払う。［続 413］

【例】 どごで　のできた　おんだが、ほんげぁ　よったぐれるほど　のまねぁたて　えべどもな

「何処で飲んで来たものなのか、そんなに醉っ払う程飲まなくともいいだろうにね」

よっつぐ [jottsɯ̈gɯ̈] ［四自］ 寄り付く。［同］よってづぐ。［続 413］

【例】 この　わらすあ　ずさまどさばり　よっつぐ　おんで、しあました　おんだ

「この子は、お爺さんにばかり寄り付くもんで、もてあますものだよ」

よっつぶれる [jottsɯ̈bɯ̈rer̝ɯ̈] ［下一自］ 醉い潰れる。［続 413］

【例】 めってぁん　よっつぶれるほどなの　のまねぁあだども、きょうあ　おもへがったべ

「滅多に醉い潰れる程なんか飲まないんだが、今日は面白かったろう」

よってづぐ [jotted̝zɯ̈gɯ̈] ［動］ 寄りつく。［同］よてづぐ。［及 272］

【例】 あつはげぁ　ほんげぁ　よってづぐなや

「暑いから、そんなに寄りつくなよ」

よっぱれぁ [jopparɛ] 醉っ払い。［及 8］

【例】 あの　よっぱれぁ　誰だべ

「あの醉っ払いは誰なんだろう」

よっぴて ［名／副］ 夜通し。［及 272］

【例】 ゆべな　よっぴて　のでだ

「昨夜は、夜通し飲んでいたよ」

よづみ [jodzɯ̈mï] 四つ身。五才から十三才位の子供の着物の裁ち方。及びその着物をいう。［及
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よ
〇

づめ

61］

よ
〇

づめ ［名］ 新婚四日目の里帰へりをいう。［及 272］

【例】 おめぁだ、今日あ　よづめん　えて　こえ

「お前達、今日は新婚四日目の里帰へりに行って来なさい」
〇

よづめ 俚言。夜爪を切ると、世詰めで、命を縮めるということで、忌むことにされている。［及 272］

【例】 よ　づめあ　きんなて　いう　おんだ

「夜、爪は切るなというもんだよ」

よつよつ [jotsɯ̈jotsɯ̈] ［副］ よちよち。［続 413］

【例】 おれぁえの　はずまごも　こんだ　よつよつど　ありぐよん　なた

「うちの初孫も、今度はよちよち歩くようになったよ」

よでな [joden̝a] 田植え後の慰労宴。［及 76］

【例】 隣りでも　よでなだど

「隣りでも田植え後の慰労宴だそうだ」

よどむ [joⁿdomɯ̈] 蚕が休眠することをいう。これは、蚕がまゆを作るまで、各令毎の休眠をい
う。［続 413］

【例】 こんだ　そんま　よどむは

「今度はもう直きに休眠するよ」

また、休眠を「よどみ」といい、「しとっつよどみ＝一令の休眠」。「よっつよどみ二四令の休眠」な

どといっている。

よどめる ［動］ 立ち止まる。休む。［及 272］

【例 1】紅葉あ　きれだはげぁ　足　よどめで　みっだ　どごだ
「紅葉がきれいだから、立ち止まって見ていたところなんですよ」

【例 2】しっとえぁ　おれぁえさ　足　よどめで　えげ
「一寸うちに休んで行って下さい」

よねげ [joneŋ̝e]̝ 夜逃げ。［続 414］

【例】 まえにずのよん　しゃっきん　はだらえる　おんだはげぁ、よねげ　したどは

「毎日のように借金を催促されるものだから、夜逃げをしてしまったそうだ」

よのめ [jonome]̝ ものもらい。瞼の出来もの。［続 414］

【例】 よのめあ　でげだはげぁ　えしゃさ　えて　くる

「ものもらいが出来たから、医者へ行ってくる」

よばえる [jobaer̝ɯ̈] ［下一自］ 呼ばれる。［続 414］

【例 1】とずの　ごどで　やぐばさ　よばえるごどん　なた
「土地のことで、役場に呼ばれることになったよ」

【例 2】〇〇の　けっこんすぎさ　おれぁえでも　よばえっど

700



よへる

「〇〇の結婚式に、うちでも招かれるそうだ」

よばる [jobarɯ̈] ［四他］ 呼ぶ。［続 414］

【例 1】うすろがら　よばる
「後ろから呼ぶ」

【例 2】こきの　ゆわぇぁこどさ　よばる
「古希のお祝いに招く」

よぴかり ［名］ 宵っ張り。［及 273］

【例】 この　わらすあ　まづ、よぴかりで

「この子は、まあ、宵っ張りで」

よびくれぁご [jobïkɯ̈rɛŋo] 招き合い。この語は、「及位の昔話」の中に出てくるぐらいのもの
で、普通は殆ど使われない語である。［続 414］

【例】 きずねど　かわうそあ　よびくれぁご　したど

「狐と獺が招き合いをしたそうだ」

よびへれる [jobïher̝er̝ɯ̈] ［下一他］ 呼び入れる。［同］よびえれる。［続 414］

【例】 しっとえぁ　よ　あっさげぁ　〇〇さんどご　よびへれでくんねぁが

「一寸用があるから、〇〇さんを呼び入れてくれないか」

よべぁ [jobɛ] ［名］ 夜這い。［及 273］

【例】 えまだば　よべぁなて　なぐなてしまたはな

「今はもう夜這いなんて、なくなってしまったな」

この語には、「よべぁこぎ―夜這いをする。夜這いに行く」のような使い方もある。

よへがぎ [joheŋ̝agï] 寄せ書き。［続 414］

【例】 どうきゅうかいで　ハンケズさ　みんなに　よへがぎ　してもらた

「同級会で、ハンケチに皆に寄せ書きをしてもらった」

よへざん [johe̝n dzaɴ] 寄せ算。足し算。［続 414］

【例】 がっこで　こんだ　したげだの　よへざん　ならて　きた

「学校で、今度は二桁の寄せ算を習って来た」

よへてぁ [johet̝ɛ] ［形］ やせている。細い。弱弱しい。生育が悪い。［及 273］

【例 1】この　わらすだば　よへてぁ　おんで
「この子なら、やせているもんで」

【例 2】おれぁえの　茄子あ　よへてぁくて　なしてだべじゅ
「うちの茄子は、生育が悪くて、どうしてなんだろうね」

よへる [joher̝ɯ̈] ［動］ 寄せる。招待する。［及 273］

【例 1】〇〇さんの　けぁりん　よへで　えっぺぁ　のまへでやれ
「〇〇さんの帰へりに寄せて、一杯飲ませてやんなさい」

701



よまま

【例 2】あした　ほうずだども　しと　よへんなも　らぐんねぁ　おんだな
「明日は、法要だが、人を招待するのも楽じゃないものだね」

よまま [jomama] 夕飯。晩飯。夜飯。［続 415］

【例】 よままだなさ　〇〇ちゃん　こねぁちゃな　どさ　えた　おんだが

「夕飯なのに、〇〇ちゃん来ないことね、何処へ行ったものやら」

よみあへ [jomïahe]̝ 読み合わせ。［続 415］

【例】 こうでぁちょうど　こうでんの　ふぐろ　よみあへしてみねぁんねぁな

「香代帳と、香典の袋を読み合わせしてみないといけないな」

よみおの [jomïono] 読み物。［続 415］

【例】 ねっずぎ　ないが　よみおの　みねぁど　ねらんねぁあだ

「寝る時、何か読み物を見ないと、寝られないんだ」

よみごでぁ [jomïŋodɛ] 読みごたえ。［続 415］

【例】 よでみろ、この　ほんだば　よみごでぁ　あっさげぁ　おもへぞ

「読んでみろよ、この本なら読みごたえがあるから面白いよ」

よみつげぁ [jomïtsɯ̈ŋɛ] 読み違え。［続 415］

【例】 〇〇ちゃん、ほごあ　よみつげぁだぞ　もうえっぺん　よでみろ

「〇〇ちゃん、そこは読み違えだよ、もういっぺん読んでみなさい」

よめえり [jomee̝r̝ï] 嫁入り。［続 415］

【例】 よめえりん　ずぎ　もて　えぐ　きょうでぁなの　あだらすな　かわねぁんねぁな

「嫁入りの時持って行く鏡台なんか、新しいのを買わないといけないな」

よめぐら [jomeg̝ɯ̈ra] 鳥目。［続 415］

【例】 よめぐらずあ　よんまん　なっど　まなぐあ　めねぁぐなんなだど

「鳥目って、夜になると、目が見えなくなるのだそうだ」

よめへ [jomeh̝e]̝ 夜店。［続 415］

【例】 おまずりん　ずぎでも　ねぁば　よめへなの　ではらねぁな

「お祭りの時でもなければ、夜店なんか出ないね」

よらよら [jorajora] ［副］ よろよろ。［続 415］

【例】 〇〇さんも　きょうあ　よっぽど　のだんだな　よらよらて　ありぐおん

「〇〇さんも、今日はよっぽど飲んだんだろうな、よろよろと歩くもの」

よりぎ [jorïgï] 寄り合い。［続 415］

【例】 おど、ばんげ　ろぐずから、こうみんかんで　よりぎだど

「お父さん、今夜 6時から、公民館で寄り合いだそうだよ」

よれぁ [jorɛ] ［名］ 共有。共用。共同。［同］よれぁこ。［及 273］

【例】 この　田植機あ　よれぁん　すんべ
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よんま

「この田植機は、共有にしようよ」

よろごばす [jorogobasɯ̈] ［形］ 喜ばしい。［続 416］

【例】 おめぁえでぁ　よめこあ　きまたつけあ　なにより　よろごばす　ごどですな

「お宅ではお女　さんが決ったそうだが、何より喜ばしいことですね」

よろごんぶ こんぶ。結納に使うこんぶを特にいう。［及 45］

【例】 結納　もて　えぐ　ずぎあ、よろごんぶ　忘れんなよ

「結納を持って行く時はこんぶを忘れるんじゃないよ」

よろぼる [joroborɯ̈] ［下一自］ よろける。［続 416］

【例】 〇〇の　ずさまも　としょた　おんだな　よろぼて　ありぐよん　なたおん

「。〇のお爺さんも、年を取ったものたね、よろけて歩くようになったからな」

よわぇ [jowɛ] ［形］ 弱い。［及 273］

【例】 よわぇ　おのさ　かもうな

「弱い者にかまうな」

よわよわす [jowajowasɯ̈] ［形］ 弱弱しい。［続 416］

【例】 ないだて、おめぁまだ　よわよわす　かっこして　びょうぎでも　したなが

「まぁ、あなたは弱弱しい格好をして、病気でもしたんですか」

よん ［助動］ ように。［及 273］

【例】 おれぁ　したよん　してみろ

「私のやったようにしてみない」

この語には、「よんた―ような」。「雲行ぎあ、雨だよんた　あんべぁだな―雲行きは、雨のような感

じだな」。のような使い方もしている。

よんくそ [joɴkɯ̥̈so] 夜糞。夜たれる糞をいう。［続 416］

【例】 よんくそなの　たんねぁで、なるたげ　あさまん　たえる　おんだぞ

「夜糞なんかたれないで、なるだけ朝にたれるものだよ」

～よんた [~joɴta] ［助動］ ような。［続 416］

【例】 ほの　みがんのよんたな　ないだや

「その蜜柑のようなのはなんだい」

よんだれ 涎。［及 17］

【例】 まだ　よんだれ　たらしったちゃは

「また、よだれをたらしてるよ」

よんだれかげ [joɴⁿdarek̝age]̝ 涎掛け。［続 416］

【例】 この　おぼごも　おっきぐなて　きて　よんだれかげ　いらねぁぐなたは

「この子も大きくなって、もう涎掛けはいらなくなってしまった」

よんま [joɴma] 夜。［続 416］
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よんま

【例】 むがすだば、よんま　まま　くてがら　わらすごど　する　おんでぁったな

「昔なら、夜ご飯を食べてから藁仕事をするものだったな」
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らぐん

　

—ら—

らぇ [rɛ] ［名］ 場所。［及 273］

【例】 これだば　らぇ　とっさげぁ　べづんどさ　おぐべ

「これは、場所をとる（ふさぐ）から、別の所におこう」

「らぇとる」は場所をとる、とか、場所をふさぐ、とかの意味である。

～らえる [~raer̝ɯ̈] ［助動］ られる。受け身・可能の接辞。［続 416］

【例 1】きらえる
「切られる」

【例 2】こらえる
「来られる」

【例 3】しめらえる
「捕まえられる」

【例 4】とらえる
「取られる」

【例 5】ふらえる
「降られる」

らぐえんきょ [ragɯ̈eɴ̝kjo] 楽隠居。［続 417］

【例】 ねんきん　もらて　くうにこまらねぁおん　おめぁなの　らぐえんきょだべな

「年金を貰って、食うに困らないから、あなたなんか楽隠居だろうや」

らぐでぁ [ragɯ̈ⁿdɛ] ［名］ 落第。［及 274］

【例】 らぐでぁしたどて　き　おどすな

「落第したからといって、気を落すなよ」

らぐようしょもだつ [ragɯ̈joːʃomodatsɯ̈] しろぬめりいぐちたけ。からまつ林に出るきの
こで、食用になる。［及 99］

らぐん [ragɯ̈ɴ] ［副］ 楽に。［続 417］

【例 1】どうが　おらぐんしてくでぁ
「どうぞお楽にして下さい」

【例 2】えんだがで、おらだ　らぐん　ならねぁ
「円高で、俺達は楽にならないね」

705



～らす

～らす [~rasɯ̈] ［助動］ らしい。［続 417］

【例 1】てんきあ　えぇらすな
「天気はいいらしいな」

【例 2】なずらすぐなた
「夏らしくなった」

【例 3】いやらす　ごど
「嫌らしいこと」

【例 4】のむらすな
「飲むらしいね」

【例 5】えぐらす
「行くらしい」

らってぁ [rattɛ] 体格。体。［続 417］

【例】 らってぁ　おっきぐなて　えままでの　シャッツあ　きらんねぁは

「体格が大きくなって、今までのシャツはもう着られないよ」

～らば [~raba] ［助動］ なら。［続 417］

【例 1】くらば
「来るなら」

【例 2】きらば
「切るなら」

【例 3】とらば
「取るなら」

【例 4】はしらば
「走しるなら」

【例 5】のませらば
「飲ませるなら」

らんかんま 気性の荒荒しい馬。暴れやすい馬。［及 99］

【例】 なんと、この　んま　らんかんまでや

「なんと、この馬は暴れ馬でね」

らんかんまみでぁだ 俚諺。らんかんま、とは気貭の荒荒しい馬をいうが、このような馬にた

とえて、気性の激しい人をさしていっている。［及 274］

らんき ［名］ 狂ったように夢中になること。［及 35］

【例】 〇〇あ　らんき　なて　あっちゃ　走て　えぐけ

「〇〇が　狂ったようにあっちへ走って行くつけ」

らんき ［名］ 死に物狂い。［及 274］

【例】 なに　あたあだべ　らんき　なて　はして　えた
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らんき

「何があったんだろう、死に物狂いになって走って行ったよ」
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りぎす

　

—り—

りぎす [rïgïsɯ̈] 歷史。［続 417］

【例】 がっこさ　へぁった　ずぎあ　りぎすも　ならた　おんだども　えまだば　みな　わすっだ

は

「学校に入っていた時は、歷史も習ったものだが、今はもうみな忘れてしまったね」

りぐずぽえ [rïgɯ̈dzɯ̈poe]̝ ［形］ 理屈っぽい。［同］りぐずっぽえ。りくつっぽえ。［続 418］

【例】 ぜぇぶん　おめぁも　りぐずぽえなや、ほんげぁ　ゆわねぁたて　わがた

「隨分君も理屈っぽいね、そんなにいわなくとも分ったよ」

りご [rïgo] ［名］ 利口。［及 274］

【例】 字　よめんながは　りごだ　ごど

「もう字を読めるかい、利口だこと」

りづぎ [rïdzɯ̈ŋï] ［名］ 律儀。［及 274］

【例】 この　しとあ　りづぎだ　おんで、おげぁしなの　いらねぁがったなよ

「この人は、律儀なもんで、お返えしなんか、いらなかったのにね」

りっすん ［名］ 立身。出世。［及 274］

【例】 しょうがっこはんて　出ねぁくて　えぐ　りっすんした　おんだ

「小学校しか出ないのに、よく立身したものだ」

りゅーつーめぁ [rjɯ̈ːtsɯ̈ːmɛ] 流通米。［続 418］

【例】 りゅーつーめぁて　ずゆーりゅーつーめぁのごど　いうなだぜぁ

「流通米て、自由流通米のことをいうんだよ」

りょーすずめぁ [rjoːsɯ̈dzɯ̈mɛ] 良質米。［続 418］

【例】 こどすあ　てんこうに　めぐまっだはげぁ、りょーすずめぁ　えっぺぁ　ではんべ

「今年は天候に恵まれたから、良質米が沢山出るだろう」

りょーすん [rjoːsɯ̈ɴ] 両親。［続 418］

【例】 りょーすんに　なぐならっで、はすめで　ありがだみあ　わがるな

「両親に亡くなられて、始めて有難味が分かるね」

りょーつ [rjoːtsɯ̈] 領地。［続 418］

【例】 あの　すぎやまも、こっつの　くさやらも　おれぁえの　りょーつだあだ
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りんつ

「あの杉山も、こっちの草原もうちの領地なんだ」

りょーめぁ [rjoːmɛ] 良米。［続 418］

【例】 りょーめぁは　ねだん　えぇはげぁ　つくてんなだ

「良米は値段がいいから作っているんだ」

りょーめぁ [rjoːmɛ] 糧米。［続 418］

【例】 りょーめぁも　いずねんぶんばりでぁ　たんねぁ　おんだな

「糧米も一年分だけでは足りないもんだね」

りんつ [rïɴtsɯ̈] 林地。［続 418］

【例】 つかごろあ　らぐようじゅの　りんつあ　だんだん　へて　ぞうりんつあ　よげだな

「近頃は落葉樹の林地がだんだ減って、造林地が多いね」
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るすえ

　

—る—

るすえ ［名］ 留守居。［同］ゆすれ。るすれ。［及 274］

【例】 ばば　るすえ　たのむぞ

「お婆さん、留守居を賴みますよ」

るっせ [rɯ̈sse]̝ 留守居。［同］ゆすれ。［続 419］

【例】 るっせしてころて　たのまっでいた　どごだ

「留守居をしてくれとたのまれているところなんだ」
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れーおの

　

—れ—

れぁー [rɛː] 間。場所。［続 419］

【例 1】となりどの　れぁー　へべぁくて
「隣りとの間が狭くて」

【例 2】この　はごあ　れぁー　とっさげぁ　たなさ　あげろ
「この箱は場所をとるから棚に上げろよ」

れぁーさま [rɛːsama] 雷さま。［続 419］

【例】 れぁーさま　なて　きだぞ、へそ　だしてっど　とらえっさげぁ　かぐして　おげ

「雷さまが鳴って来たよ、𦜝を出していると取られるから、隠しておけよ」

れぁーしゅー [rɛːʃɯ̈ː] 来週。［続 419］

【例】 おら　れぁーしゅーから　なずやすみだはげぁ、こんだ　かわで　みずあびさえんぞ

「僕達、来週から夏休みだから、今度は川で水浴びが出来るよ」

れぁげつ [rɛŋet̝sɯ̈] ［名］ 来月。［及 275］

【例】 おめぁも　れぁげつあ　そづぎょがは

「お前も来月はもう卆業かい」

れぁねん [rɛneɴ̝] ［名］ 来年。［及 275］

【例】 この　わらすも　れぁねんから　がっこだは

「この子も、来年からもう学校なんです」

れぁはる [rɛharɯ̈] ［名］ 来春。［及 275］

【例】 れぁはるあ　おれも　たいしょぐが

「来春は、俺も退転か」

れぁろれぁろ [rɛrorɛro] ［副］ べろべろ。べろんべろん。醉っ払らって、ろれつのまわらな

いさま。［及 275］

【例】 ないだや　れぁろれぁろて　来たながは

「なんです、べろんべろんになってしまったのかい」

れーおの [re̝ː ono] 礼物。［続 419］

【例】 〇〇さん　えさ　もて　えぐ　れーおのあ　なんた　おの　もて　えたら　えべ

「〇〇さんの家へ持って行く礼物は、どんな物を持って行ったらいいでしょう」
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れーげぁー

れーげぁー [re̝ː ŋɛː] 例外。［続 419］

【例】 こげぁた　さぐの　えぐねぁ　ごどあ　れーげぁーだな

「こんな作の悪いことは例外だね」

れーげぁす [rɛːŋɛsɯ̈] 礼返し。［同］あげぁし。［続 419］

【例】 なんぼ　なえの　ながだて、こんげぁ　もらて、れーげぁすしねぁで　いらんねぁな

「いくら何の仲でも、こんなに貰って、礼返しをしないでいられないな」

れーへぁ [re̝ː hɛ] 礼拜。［続 420］

【例】 えまの　したずだば　かみほどけさ　れーへぁなて　ほどんと　しねぁな

「今の人達なら、神仏に礼拜なんて殆どしないね」

れーめぁり [re̝ː mɛrï] 礼参り。［続 420］

【例】 まごの　びょうぎ　なおして　もらたはげぁ　ずぞさまさ　おれーめぁりしてくる

「孫の病気を治してもらったから、地蔵さまにお礼参りをしてくるよ」

れぎでぁ [reg̝ïⁿdɛ] ［名］ 歴代。代代。［及 275］

【例】 おれぁえの　せんぞさまあ　れぎでぁの　殿さまさ　つかえだ　侍でぁったど

「うちの先祖さまは、歴代の殿さまに仕えた侍だったそうだよ」

れっが ～れるか。［及 275］

【例 1】すべれっが
「滑べれるか」

【例 2】すれっが
「やれるか。出来るか」

【例 3】のれっが
「乗れるか」

れば ～ら。［及 275］

【例 1】えたれば
「行ったら」

【例 2】したしれば
「やったら」

【例 3】のたれば
「乗ったら」

れんがん [reɴ̝ŋaɴ] ほうせんか。これは、つりふねそう科の園芸花卉で、外来植物である。実が
熟すと、種がはじき飛ばされて繁殖することで知られている。［続 420］

れんてぁー [reɴ̝tɛː] 連隊。［続 420］

【例】 おれぁ　へーてぁーん　ずぎあ　やまがだの　さんじゅうにれんてぁーでぁった

「私が兵隊の時は、山形の 32連隊だったよ」
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ろんぱ

　

—ろ—

～ろ [~ro] 郎。特に人名につく郎をいう。［続 420］

【例 1】たろ
「太郎」

【例 2】じろ
「次郎。治郎」

【例 3】さぐだろ
「作太郎」

【例 4】じろぜぁむ
「次郎左エ門」

【例 5】はずろえむ
「八郎エ門」

ろーつん [roːtsɯ̈ɴ] 労賃。［続 420］

【例】 あそごの　かえしゃだば　ろーつんの　はらいあ　えぐねぁくて　だめだな

「あそこの会社なら、労賃の払いが悪くて駄目たね」

ろくしょ [rokɯ̥̈ʃo] 緑青。［続 420］

【例】 この　あががねなべあ　ろくしょあ　でっさげぁ　あおおの　ゆでっど　えぇ　いろん　な

んぜぁ

「この銅鍋は、緑青が出るから、山菜を茹でると、いい色になるよ」

ろぐだ [rogɯ̈ⁿda] ［連語］ ろくな。［及 275］

【例】 釣りん　えたども　ろくだ　おのあ　かがらねぁけ

「釣りに行ったが、ろくなものがかからなかった」

ろぐでぁま [rogɯ̈dɛma] ［副］ ろくに。［続 421］

【例】 ねぎの　ねぁ　ゆえっずぎあ　ろくでぁま　ほらねぁで　ゆえだて　だめだぞ

「葱の苗を植える時は、ろくに堀らないで植えたって駄目だよ」

ろぐん [rogɯ̈ɴ] ［副］ ろくに。［及 276］

【例】 ろぐん　みで　ありがねぁはげぁ　ころぶなだ

「ろくに見て歩かないから転ぶんだよ」

ろんぱ ［名］ 議論。［同］ろんぱん。［及 276］
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ろんぱ

【例】 ろんぱなのばり　してねぁで、まづ　のめ

「議論なんかばかりしていないで、まづ飲めよ」
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わがみづくみ

　

—わ—

わがおの [wagaono] 若者。［続 421］

【例】 むらに　しょぐば　ねぁ　おんだはげぁ　わがおのだ　みな　では　えぐなよ

「村に 場がないものだから、若者達は皆出て行くんだよ」

わがぎむげぁ [wagaŋïmɯ̈gɛ] ［名］ 若木迎え。正月行事の一つで、旧正月四日、山から桂の

木の圣約 15cm、長さ 4m位のものを 20本位伐って来て、家の前の雪に挿し、「かどばやし―門林」
と称して飾った。この木を持って来ることを、「わがぎむげぁ」といい、この木は、後に冬囲いの材

料や、はせ材として使った。［及 276］

わがげぁーる [wagaŋɛːrɯ̈] ［四自］ 若返る。［続 421］

【例】 この　たはだ　まもらねぁんねぁはげぁ　わがげぁーて　がんばらねぁんねぁ

「この田畑を守らなければならないから、若返って頑張らなければならないよ」

わがさ [wagasa] 表層雪崩。これは、主として 2月頃、表面の雪たけが雪崩れる現象で、急斜面
を横切って歩いたり、何か振動を受けたり、木の冠雪が落ちたりする時起きる。［続 421］

わがじぇ [wagaⁿdʒe]̝ 男の住み込み雇人。［続 421］

【例】 えまだば　わがじぇなの　おえでる　えなの　ねぁなは

「今なら、住み込みの雇人なんか置いている家なんかもうないね」

わがぞ [wagaⁿdzo] 若蔵。若者。［続 421］

【例】 なに　いうなだ、わがぞの　くへん　でしゃばて　へらへらて

「何をいうんだ、若蔵のくせに出しゃばって、へらへらいって」

わがだづ 若い衆。［同］わげぁおの。わげぁしゅ。［及 9］

【例】 近頃の　わがだづあ　なに　かんげぁでんだが　さっはり　わがらねぁ

「近頃の若い衆は、何を考えているものやら、さっぱり分らないよ」

わがなまし [waganamasï] ［名］ 若菜まわし。これも正月行事の一つで、元日の朝、女の子が

親類の家に、せりを 5、6本束ねたのを持って行き、「あぎのほがら、わがな　めぁった　うげで　
こっちぇ―いい方角（あいている方角）から、若菜が参りましたから、受けて（もらって）下さい」

といって差し出した。これを、「わがなまし」といったが、女の子は、お年玉をもらい、せりは七草

に用いた。［及 276］

わがみづくみ [wagamïⁿdzɯ̈kɯ̈mï] ［名］ 若水汲み。これも正月行事の一つで、元日の朝か
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わがわがす

ら七日まで、女の人か、その家の長男が鉄瓶に、「松立でで　松立でで、祝いの水を汲み初めで、命

ながぐ柄杓なるまで」、と三度唱えながら水を汲み、食前に家族に飲ませ、長寿と健康を祈る行事

である。［及 276］

わがわがす [wagawagasɯ̈] ［形］ 若若しい。［続 421］

【例】 あなだまだ　なんぼん　なても　わがわがすくて　えげぁすこどなおす

「あなたは、幾つになっても若若しくていいですわねー」

わぎげぁる [wagïgɛrɯ̈] ［四自］ 沸き返る。［続 421］

【例 1】やがん　わぎげぁったぞ
「薬罐が沸き返っているよ」

【例 2】ごしゃげで　はらわだ　わぎげぁるよだ
「腹が立って、腹わたが沸き返るようだよ」

【例 3】おまずりで、むらじゅうあ　わぎげぁったけ
「お祭りで、村中が沸き返っておったよ」

わぎめぁーる [wagïmɛːrɯ̈] ［下一他］ 弁える。［続 422］

【例】 しとながさ　ではたら、れぃぎ　わぎめぁで、きつんとして　いねぁんねぁ　おんだ

「人中に出たら、礼儀を弁えて、きちんとしていないといけないものだよ」

わぐ [wagɯ̈] 植え枠。田植え用の木枠。苗の植えつけ位置をつける木枠。［及 68］

【例】 わぐゆえあ　ゆえやすくて　えな

「枠植えは植えやすくていいな」

わぐげぁー [wagɯ̈ŋɛː] 枠外。［続 422］

【例】 こどすあ　ふさぐだはげぁ　わぐげぁーの　きょうしゅずも　みどめっど

「今年は不作だから、枠外の供出も認めるそうだよ」

わぐねぁー [wagɯ̈nɛː] 枠内。［続 422］

【例】 げんたんも、まずの　わぐねぁーで　ぶらぐぶらぐで　やりくり　でげっど

「減反も、町の枠内で、部落部落でやりくりが出来るそうだ」

わげぁ [wagɛ] ［形］ 若い。［及 276］

【例】 体ずあ　わげぁ　うづ　きてぁねぁんねぁ　おんだ

「体というものは、若い内に鍛えないといけないものだよ」

わげぁ [wagɛ] 妻。［続 422］

【例】 〇〇さんも　さんじゅうご　なて　ようよう　わげぁ　もらたど

「〇〇さんも 35になって、漸く妻を貰ったそうだ」

わげぁー [wagɛː] ［形］ 若い。［続 422］

【例】 おらも、もうえっぺん　わげぁーぐなて　おもう　すごど　してみでぁ　おんだ

「私も、もういっぺん若くなって、思う仕事をしてみたいもんだよ」
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わずらわす

わげぁしゅ [wagɛʃɯ̈] 若い衆。若衆。［続 422］

【例】 そろいの　はっぴ　きて　おどる　わげぁしゅの　すがだも　えぇ　おんだな

「揃いの法被を着て、踊る若衆の姿もいいものだな」

わげぁだげ [wagɛⁿdage]̝ わかえ。切株・枯木・枯枝などに毎月出る。食用になるきのこ。［及 99］

【例】 わげぁだげずあ　まえつぎ　でっさげぁ　とぎどぎ　えてみろ

「わかえというのは、毎月出るから、時時行ってみなさい」

わげぁねぁ [wagɛnɛ] ［連語］ 訳無い。簡単だ。［続 422］

【例】 ほんた　ごどあ　わげぁねぁ　ごどだべや　どれ　おれぁつぁ　かしてみろ

「そんなことは訳無いことじゃないか、どれ、私に貸してみろよ」

わげばんめぁ [wageb̝aɴmɛ] 分け前。［同］わっぷ。［続 422］

【例】 ほら、これぁ　おめぁの　わげばんめぁだぞ、おめぁな　すこす　よげだ

「ほら、これは君の分け前だよ、君のは少し余計だよ」

わげへんだで [wageh̝eɴ̝ⁿdade]̝ 別け隔て。［続 422］

【例】 わげへんだで　しねぁで、みんなさ　おんなずよん　くえろよ

「別け隔てをしないで、皆に同じようにくれなさいよ」

わざふ ［名］ わざわざ人を使ってやるお使い。および使われる人。［及 282］

【例】 でぁじだ　ごどだはげぁ　わざふ　やらねぁんねぁな

「大事なことだから、人を使って、お使いをやらないといけないな」

わざわぇぁー [waⁿdzawɛː] 災。［続 423］

【例】 しとずあ　いず　なんた　わざわぇぁーさ　あうが　わがらねぁ　おんだな

「人って、何時どんな災にあうか分らないものだね」

わす [wasɯ̈] 鷲。［続 423］

【例】 こごらあだりにあ　とんびや　たがだば　いんども　わすなの　いねぁな

「この辺には、鳶や鷹ならいるが、鷲なんかはいないね」

わすえる [wasɯ̈er̝ɯ̈] ［下一他］ 忘れる。［続 423］

【例】 おれだて　わすえっずぎあ　あるや、こねぁだなの　シャップ　わすっだけ

「私だって忘れる時はあるよ、この間なんか帽子を忘れたっけ」

わすずがみ [wasɯ̈ⁿdzɯ̈gamï] わし掴み。［続 423］

【例】 おれぁえの　わらすったら、おぎゃくさまさ　だした　おがす　わすずがみんして　とんな

だぜぁ

「うちの子ったら、お客さまに出したお菓子を鷲掴みにして取るんだよ」

わずらわす [waⁿdzɯ̈rawasɯ̈] ［形］ 煩わしい。［続 423］

【例】 とす　とたば、へげんどの　つぎえぁも　わずらわすぐなて　きたな

「年を取ったら、世間との付き合いも煩わしくなってきたね」
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わずれぁ

わずれぁ [waⁿdzɯ̈rɛ] 患い。［続 423］

【例 1】だれにだて　わずれぁずあ　ある　おんだ、ほんた　ごどで　くよくよすんな
「誰にだって患いはあるものだよ、そんなことでくよくよするなよ」

【例 2】ばさまも　ながわずれぁだな
「お婆さんも長患いだね」

わすれおの [wasɯ̈reo̝no] 忘れ物。［続 423］

【例】 わすれおのなの　どずげでくえる　しとなの　いろばや

「忘れ物なんか届けてくれる人なんかいるもんか」

わすれぽえ [wasɯ̈rep̝oe]̝ ［形］ 忘れっぽい。［同］わすれっぽえ。［続 423］

【例】 おめぁまだ　わすれぽじゅな、まだ　ほんた　とすんねぁべどもな

「あなたは忘れっぽいよね、まだそんな年じゃないだろうにね」

わだえれ [wadaer̝e]̝ 綿入れ。中に綿を入れた着物。［及 61］

【例】 さみぐなたはげぁ、こんだ　わだえれ　きろよ

「寒くなったから、今度は綿入れを着なさいよ」

わだす ［代］ 私。［及 9］

【例】 たまにあ　わだすの　えさも　ござてくでぁ

「たまには、私のうちにもいらして下さい」

この語は、敬語で話す時に多く使われている。

わだすつん [wadasɯ̈tsɯ̈ɴ] 渡し賃。渡船場の運賃。［続 423］

【例】 あそごの　わだすあ　むらで　やてる　おんだはげぁ、わだすつん　いらねぁなよ

「あそこの渡しは、村で経営していものだから、渡し賃はいらないんだよ」

わだぶず [wadabɯ̈dzɯ̈] 綿打ち。［続 424］

【例】 この　ふとんも　わだ　かでぁぐなたはげぁ、わだぶず　してもらわねぁんねぁな

「こ布団も綿が固くなったから、綿打ちをしてもらわないといけないな」

わだぼつ [wadabotsɯ̈] 綿帽子。［続 424］

【例 1】よめこあ　わだぼつ　がぶったけ
「嫁が綿帽子を冠っておったっけ」

【例 2】えっぺぁ　ゆぎあ　ふたはげぁ　すぎあ　わだぼつ　かぷてだけ
「沢山雪が降ったものだから、杉が綿帽子をかむっておったよ」

わだりありぐ [wadarïarïgɯ̈] ［四自］ 渡り歩く。［続 424］

【例】 おれも　てんきんだ　てんきんだて　あつこつ　わだりありたな

「私も、転勤だ、転勤だと、あちこち渡り歩いたな」

わっか ［名］ 輪。［及 277］

【例】 かんじぎの　わっか　こへぁんな　木　伐てくる
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わらごえ

「かんじきの輪を作る木を伐って来るよ」

わつか ［副］ 僅か。［同］わんずか。［及 276］

【例】 ほんとの　わつかばりだども　くてころ

「ほんの僅かばかりですが、食べて下さい」

わっだ ～われた。［及 277］

【例 1】油揚　さらわっだ
「油揚をさらわれた」

【例 2】娘も、もらわっだ
「娘も貰らわれた」

わっぷ ［名］ 分け前。［及 277］

【例】 はえ、これぁ　おめぁの　わっぷだ

「はい、これがお前の分け前だよ」

わつわつ ばちんばちん。たたくこと。［及 277］

【例】 ほんげ　わつわつ　ただぐなや

「そんなにばちんばちんたたくなよ」

わでぁー [waⁿdɛː] 話題。［続 424］

【例】 〇〇さんは　むがすばなす　あずべで　わでぁ　なた　しとだな

「〇〇さんは、昔話を集めて、話題になった人だね」

わへ [wahe]̝ 早生。［続 424］

【例 1】ゆぎの　よげだ　どごだはげぁ　いねも　わへの　ほあ　えな
「雪の多い所だから、稲も早生の方がいいね」

【例 2】つぎの　おのあ　でだなて、この　わらすあ　わへだな
「月の物が出たなんて、この子は早生だね」

わやわや [wajawaja] ［副］ うようよ。［続 424］

【例】 あそごの　みずたまりんどさ　ぎゃらくとあ　わやわや　いだけ

「あそこの水溜の所に、おたまじゃくしがうようよおったよ」

わやわや [wajawaja] ［副］ わいわい。［続 424］

【例】 やまの　がみさまの　おまずりで、むらの　したずあ　わやわやて　のでだ

「山の神さまのお祭りで、村の人達がわいわい飲んでいるよ」

わらくたず [warakɯ̥̈taⁿdzɯ̈] 藁屑。［続 424］

【例】 わらすごど　した　あどの　わらくたずあ　こえずがさ　なげで　こえよ

「藁仕事をしたあとの藁屑は堆肥場に捨てて来いよ」

わらごえ [waraŋoe]̝ 堆肥。わらの堆肥。［及 77］

【例】 わらごえ　きりげぁして　つみなおすべ
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わらず

「堆肥を切り替えして、積みなおそう」

わらず 草鞋。［及 61］

【例】 こねぁだ　かざておぐ　わらず　つくて　もらた

「この間、飾っておく草鞋を作ってもらったよ」

わらぶず [warabɯ̈dzɯ̈] 藁打ち。［続 424］

【例】 なわ　なうはげぁ　わらぶず　しねぁんねぁな

「縄を綯うから、藁打ちをしなければならないな」

わらわら ［副］ どんどん。逃げるさま。［及 277］

【例】 わらわらど　ねげで　えたけは

「どんどん逃げていってしまったよ」

わり 悪い。［同］えぐねぁ。［及 35］

【例】 わり　ごどあ　でげねぁ　おんだ、手　うすろさ　すばらえっさげぁな

「悪いことはされないものだよ、手を後に縛られるからな」

わりえぁー [warïɛː] 割合。［続 425］

【例 1】てんきあ　つずがねぁがったども　ほの　わりえぁ　すごどあ　はがどたな
「天気は続かなかったが、その割合に仕事は捗ったな」

【例 2】くすりど、みずの　わりえぁ　どのくれぁん　すんなだ
「薬と水の割合は、どれくらいにするんだ」

わりかす [warïkasɯ̈] ［連語］ 割に。［同］わりん。［続 425］

【例 1】こんだ　わりかす　えぐ　でげだな
「今度は割によく出来たな」

【例 2】この　わげぁおのあ　わりかす　しっかりしてるな
「この若者は割にしっかりしているね」

わりぐすっど [warïgɯ̈sɯ̈ddo] ［連語］ 事によると。［続 425］

【例】 けぁりあ　〇〇さ　よて　くっさげぁ、わりぐすっど　おそぐなっがしんねぁ

「帰りは〇〇に寄って来るから、事によると遲くなるかも知れないね」

わりげ [warïŋe]̝ 悪気。［続 425］

【例】 このごどあ　わりげ　あって　したなんねぁはげぁ、ゆるしてころ

「このことは、悪気があってしたんじゃないから、許して下さい」

わるあすび [warɯ̈asɯ̈bï] 悪遊び。［続 425］

【例】 おめぁ　あれぁ　ほだはげぁ　しとんどご　いずめるよだ　わるあすび　すんなよ

「お前は強い方だから、人を苛めるような悪遊びはするなよ」

わるおの [warɯ̈ono] 悪者。［続 425］

【例】 おれぁ　なんにも　してねぁな　わるおのん　するなて　なんた　りょうけんだべ
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わんび

「俺は何もしてないのに、悪者にするなんて、どんなろ見だろう」

わるがすこえ [warɯ̈ŋasɯ̥̈koe]̝ ［形］ 悪賢い。［続 425］

【例】 あれだば　みだどこの　かんじゅんねぁ、わるがすこえ　おどごだぞ

「あいつは、見たところのようじゃなく、悪賢い男だよ」

われぁー [warɛː] 笑い。［続 425］

【例】 〇〇さんだば　こっけだ　ごどばり　いう　おんだはげぁ、われぁ　とまらねぁがった

「〇〇さんたら、滑稽なことばかりいうんで、笑いが止まらなかったよ」

われぁーこげる [warɛːkoger̝ɯ̈] ［下一自］ 笑いこける。［続 426］

【例】 テレビの　まんがみで　わらしたずあ　われぁーこげっだけ

「テレビの漫画を見て、子供らが笑いこけていたっけ」

われぁーごど [warɛːŋodo] 笑い事。［続 426］

【例】 しとの　ごどだどもて　わらてんども　われぁーごどんねぁぜぁや

「人のことだと思って笑っているが、笑い事じゃないんだよ」

われぁーばなす [warɛːbanasɯ̈] 笑い話。［続 426］

【例】 えまだはげぁ　われぁーばなすん　でげんども　あん　ずぎあ　ほれどごでねぁがった

「今だから笑い話に出来るが、あの時はそれどころじゃなかったよ」

われぁおの [warɛono] 笑い者。［続 426］

【例】 ほんた　ばがだごどばりしてっど、へげんの　われぁおのん　なんだはげぁな

「そんな馬鹿なことばかりしていると、世間の笑い者になるんだから」

われおの [wareo̝no] 割れ物。［続 426］

【例】 ほの　はごんな　われおのだはげぁ　きぃつけで　はごべよ

「その箱のは、割れ物だから、気を付けて運べよ」

われがえる [wareg̝aer̝ɯ̈] 叱られる。［同］ごしゃかえる。われがれる。［続 426］

【例】 ほんた　ごど　してっど、おとうさんに　われがえっさげぁ　やめろ

「そんなことをしていると、お父さんに叱られるから止めなさい」

わんざど [waɴdzado] ［副］ わざと。故意に。［及 277］

【例】 すんなて　いうなに　わんざど　する　おんだ

「するな、というのにわざとするもんだ」

わんざど [waɴⁿdzado] ［副］ わざと。［続 426］

【例】 おめぁ　あんつぁだおん、たまにあ　わんざど　まげでやる　おんだ

「お前は兄さんだから、たまにはわざと負けてやるものだよ」

わんび ［名］ 詑。［及 277］

【例】 えぐねぁがったて　わんびすろ

「悪かった、と詑なさい」
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わんまぐ

わんまぐ [waɴmagɯ̈] ［動］ 歩き廻る。余り仕事をしないで歩きまわること。［及 277］

【例】 わんまぐばりで　ろぐだ　しごどあ　でげねぁんねぁがや

「歩き廻ってばかりいて、ろくな仕事が出来ないじゃないか」

また、歩き廻って、ということを、「わんめぁで」といっている。
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んだ

　

—ん—

ん ［格助］ の。場所につけて使っている。［及 277］

【例 1】きんなん　どさ
「昨日の所へ」

【例 2】がっこん　どこ
「学の所」

【例 3】川ん　どさ
「川の所に」

ん ［格助］ に。［及 277］

【例 1】わらび　とりん
「わらび採りに」

【例 2】あすびん
「遊びに」

【例 3】釣りん
「釣りに」

【例 4】飲みん
「飲みに」

ん [ɴ] ［副］ そう。［続 426］

【例 1】んだ
「そうだ」

【例 2】んねぁ
「そうじゃない」

【例 3】んです
「そうです」

【例 4】んだが
「そうか」

んだ ［連語］ そうだ。そう。［及 278］

【例】 んだ　ほれぁ　おめぁ　いうとおりだ

「そうだ、それは、お前のいう通りだ」
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んだ

この語には、「んだじゅ―そうだよ」、「んだなおす―そうなんですよ。女性語」、「んだんですな―そ

うでしょうね。女性語」などがあり、「んだじゅ　んだはげ　はやぐ　したぐ　すろは―そうだよ、

だから早く仕度をしてしまいなさい」。「んだなおす　おれぁえんなも　おんなずです―そうなんで

すよ、うちのもおんなじです」。「ほれぁ　やっぱり　んだんですな―それは、やっぱり　そうでし

ょうね」などのような使い方をしている。また、この語の反対の語に、「んねぁ―そうじゃない。そ

うでない。じゃない」があり、「ほれぁ　んねぁぞ　こげぁすんなだ―それは、そうじゃないよ、こ

うするのだよ」、「ほれ　ほごさ　おぐな　んねぁ―それは、そこへ置くのじゃないよ」。なお、この

語の、女性語に、「んねぁごでぁす―そうじゃないんです」、「んねぁなおす―そうじゃないんです

よ」があり、「ほれまだ　ぼげぁすんな　んねぁごでぁす、こうすっど　えなおす―それは、そうす

るのじゃないんです、こうするといいんですのよ」、「これぁ　おれぁな　んねぁなおす―これは、

私のじゃないんですのよ」などのような使い方をしている。

んだ いいじゃないか。ほうがいいね。［及 278］

【例 1】えぎでぁがら　えぐんだ
「行きたいなら、行ったらいいじゃないか」

【例 2】はやぐ　きんだ
「早く着たらいいじゃないか」

【例 3】のむんだ
「飲んだらいいじゃないか」

んだて ［連語］ だって。［同］んだたて。［及 278］

【例】 んだて　よあ　でげで　えげねぁがった　おん

「だって用が出来て行けなかったんだもの」

んだども [ɴⁿdadomo] ［接］ だが。しかし。［続 427］

【例】 んだども、ほゆごどばり　ゆたて　だめだ、こゆごどだて　あんなだぜぁ

「だが、そういうことばかりいったって駄目だよ、こういうことだってあるんだよ」

んだら [ɴⁿdara] ［感］ さようなら。［同］んだーら。んだらまず。んでぁ。んでぁまず。［続 427］

んだら それなら。それでは。それじゃ。［及 278］

【例】 んだら　おれぁ　えて　くる

「それなら、私が行って来ます」

んつ [ɴtsɯ̈] ［代］ ［卑称］ お前。お前の卑称。［続 427］

【例】 んつも　まま　けや

「お前も飯を食えよ」

なお、この語は、「んの」ともいい、普通は、「おめぁ」といっている。

んでぁ [ɴⁿdɛ] ［連語］ それなら。それでは。それじゃ。［同］んだら。［及・続 278・427］

【例 1】んでぁ　これ　たがてころ
「それならこれを持ってくれ」
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んぶう

【例 2】んてぁ　こっつあ　えがな
「それならこっちがいいかな」

【例 3】ほれでも　だめだなが　んでぁ　こげぁしてみろ
「それでも駄目なのかい、それではこうしてみろよ」

んでも ［接］ しかし。でも。［及 278］

【例】 んでも、ほれぁ　ちがうべや

「しかし、それは違うじゃないか」

んのぼれる [ɴnoborer̝ɯ̈] ［下一自］ うぬぼれる。［続 427］

【例】 これだば　ほめっど　すぐ　んのほれんなだ

「こいつはほめると、直ぐうぬぼれるんだ」

～んば [~ɴba] ［連語］ ものか。もんか。［同］ろば。んばや。［続 427］

【例 1】くんば
「来るものか」

【例 2】けんば
「食えるものか」

【例 3】すんば
「するものか」

【例 4】とんば
「取るものか」

【例 5】やんば
「やるものか」

んば [ɴba] 乳母。［続 427］

【例】 むがすあ　おやがたしゅでぁ　んばなの　おえだ　おんだな

「昔は、親方衆では乳母なんかを置いたもんだね」

んばすてやま [ɴbasɯ̥̈tej̝ama] 姥捨山。この語は、昔話に出て来るだけで、普通は使っていな
い語である。［続 427］

んばゆり うばゆり。ゆり科の多年生草本で、鱗茎からは澱粉がとれる。［及 99］

んばる ［動］ おぶさる。おんぶする。［及 279］

【例】 がが、おれも　んばる

「お母さん、私もおぶさる」

んぶ [ɴbɯ̈] 初心。［続 427］

【例】 これぁまだ　どさも　えた　ごどあ　ねぁくて　ゆぐゆぐ　んぶだなよ

「こいつは何処へも行ったことがなく、よくよく初心なんですよ」

んぶう [ɴbɯ̈ɯ̈] ［四他］ おぶう。背負う。［続 427］
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んぶぎ

【例】 わらしたずあ　めんごがて　べぁつれぁして　んぶうなだぜぁ

「子供らが、可愛がって、奪い合っておぶうんだよ」

んぶぎ [ɴbɯ̈ŋï] 産衣。［続 428］

【例】 よめ　えた　むすめあ　おぼご　なすはげぁ、んぶぎ　ぬてだあだ

「嫁に行った娘が子供を産むので、産衣を縫っているんです」

んぶさる [ɴbɯ̈sarɯ̈] ［四自］ おぶさる。［続 428］

【例】 こごまで　ありて　くたびっだんだが　んぶさるて　いうなよ

「ここまで歩いてくたびれたのか、おぶさるというんだよ」

んぶすな [ɴbɯ̈sɯ̈na] うぶすな。産土。［続 428］

【例】 あんまり　てんこあ　ふじゅんだはげぁ　んぶすなさまさ　おめぁりして　くる

「余り天候が不順だから、産土さまにお参りしてくるよ」

んぶゆ [ɴbɯ̈jɯ̈] 産湯。［続 428］

【例】 んぶゆも　さんいんで　つかてくえっさげぁ　わがさねぁは

「産湯も産院で使ってくれるから、もう沸かさなくともよくなったよ」

んまずら [ɴmaⁿdzɯ̈ra] 馬面。［続 428］

【例】 えぁずあ　んまずらだな

「あいつは馬面だね」

んまだ しなのき。しなのき科の落葉高木で、樹皮が強靭で軟かいので、みのやその他の細工もの

に使用される。［及 99］

んまのおげ かいば桶。牛馬に餌を与える桶。［及 68］

【例】 んまのおげさ、んまのおの　へでおげよ

「かいば桶にかいばを入れておけよ」

んまのおげ [ɴmanooge]̝ 馬槽。これは、馬の飼料を入れて、馬に食わせる桶のことをいう。［続
428］

んまのおの [ɴmanoono] 馬糧。これは、馬の飼料をいい、今は馬を飼わないので、もう使わな
い語である。［続 428］

んまのそ [ɴmanoso] 馬素。馬毛。昔は、馬毛を釣り糸として使ったが、この馬毛の釣り糸を「ん
まのそ」といった。［続 428］

んまのへ [ɴmanohe]̝ 馬の背。［続 428］

【例 1】くら　おがねぁど　んまのへあ　いでぁぞ
「鞍を置かないと馬の背は痛いよ」

【例 2】ゆぎあ　ふっど　あそごあ　んまのへだはげぁ、きぃつけで　ありげよ
「雪が降ると、あそこは馬の背だから、気を付けて歩けよ」

んまのほね [ɴmanohone]̝ 馬の骨。［続 428］
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んまれがわる

【例】 どごの　んまのほねだが　うろんた　おのあ　むら　ありぐな

「何処の馬の骨なのか、胡乱な奴が村を歩くね」

んまのり [ɴmanorï] 馬乗り。［続 428］

【例 1】んまのりも　はえぁ　んま　おもへな
「馬乗りも早い馬が面白いね」

【例 2】まだ　おとうさん　んまのりが
「またお父さんに馬乗りかい」

んまのりこ あめんぼ。あめんぼ科の昆虫で、この辺には、あめんぼ、ひめあめんぼの二種が棲息

している。［及 99］

んまひぎ [ɴmahïgï] 馬曵き。これは、荷馬車の馬を曵いて歩いたり、馬に荷をつけて曵くこと
をいい、またこれを商売にしている人も「んまひぎ」といった。［続 429］

んまみ [ɴmamï] 旨み。［続 429］

【例 1】これあ　んまみ　あっさげぁ　くてみろ
「これは旨みがあるから食べてみなさい」

【例 2】この　すごどあ　んまみ　ねぁな
「この仕事は旨みがないね」

んまる [ɴmarɯ̈] ［四自］ 埋まる。［続 429］

【例】 こごらあだりあ　ふゆん　なっど　ゆぎで　んまんなだ

「ここらあたりは、冬になると、雪で埋まるんだ」

んまれ [ɴmare]̝ 生れ。［続 429］

【例 1】おれぁ　〇〇ねん　んまれだ
「私は〇〇年生れだよ」

【例 2】えぇ　えの　んまれだ
「いい家の生れだ」

【例 3】おれぁ　〇〇けんの　んまれだあだ
「私は〇〇県の生れなんだ」

【例 4】んまれも　つがねぁ　かたわん　なたは
「生れもつかない片端になってしまったよ」

んまれおずる [ɴmareo̝dzɯ̈rɯ̈] 生れ落ちる。［続 429］

【例】 おれぁ　んまれおずっどがら　この　むら　はなった　ごどあ　ねぁあだ

「私は生れ落ちるとから、この村を離れたことはないんだ」

んまれがわる [ɴmareg̝awarɯ̈] ［四自］ 生れ変わる。［続 429］

【例】 あの　きしょだば　んまれがわらねぁど　なおらねぁべな

「あの気性なら、生れ変わらないと直らないだろうな」
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んまれつぎ

んまれつぎ [ɴmaret̝sɯ̈gï] 生まれつき。［続 429］

【例】 あれぁ　んまれつぎの　びっこだなよ、むぞせぁ　おんだな

「あれは、生まれつきの跛なんだよ、可哀そうなものたね」

んまれる [ɴmarer̝ɯ̈] ［下一自］ 生まれる。［続 429］

【例】 こんだ　んまれんな　おどごおぼごだど　えぇな

「今度生れるのは、男の子だといいね」

んまんまど [ɴmaɴmado] ［副］ うまうまと。［続 429］

【例】 ないだや　んまんまど　かずがっだな

「なんだい、うまうまと担がれたな」

んみ [ɴmï] 膿。［続 430］

【例】 この　はれおのあ　んみ　でっだんねぁがやは、いでぁそだ　ごど

「この腫れものは、もう膿が出てるんじゃないか、痛そうだこと」

んみおどす [ɴmïodosɯ̈] ［四他］ 産み落とす。［続 430］

【例】 こんだ　おなごおぼご　んみおどしたて　よろごでだけ

「今度は、女の子を産み落としたと喜んでおったよ」

んむ [ɴmɯ̈] ［四自］ 膿む。［続 430］

【例】 この　はれおのあ　んむど　えぐねぁはげぁ　えしゃさ　えてこえ

「この腫れものは、膿むといけないから、医者へ行きなさい」

んむ [ɴmɯ̈] ［四他］ 産む。［続 430］

【例】 よめこあ　ぶずん　んむよんて　ばさま　まえにず　いのてる

「嫁が無事に産むようにと、お婆さんが毎日祈っているよ」

んむ ［動］ うむ。熟す。えむ。［及 279］

【例】 桃も　そんま　んむぞ

「桃もじきに熟すよ」

んむれる [ɴmɯ̈rer̝ɯ̈] ［下一自］ 蒸れる。むしむしする。［及・続 279・430］

【例 1】さずまえもあ　んむっだべな
「さつまいもは蒸れたろうな」

【例 2】きょうあ　ばがに　んむれるな
「今日は馬鹿に蒸れるね」

【例 3】今日あ　んむれる　日だな
「今日は、むれる日だね」

んめぁ [ɴmɛ] ［形］ うまい。上手だ。［同］じょんだ。［及 279］

【例 1】この　さがな　んめぁな
「この魚はうまいな」
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んめる

【例 2】んめぁぐ　けぁだな
「上手に書いたね」

この語には、「んまぐ―うまく」という使い方もある。

んめぁ [ɴmɛ] うまい。上手。［及 35］

【例 1】この　さがな　んめぁ　さがなだな
「この魚はうまい魚だな」

【例 2】おめぁ　将棋　ながなが　んめぁな
「君は将棋がなかなか上手だね」

この反対の語に「んまぐねぁ―うまくない。下手だ」、「んめぁぐねぁ―んまぐねぁに同じ」などが

ある。

んめぁおの [ɴmɛono] お菓子。旨い物。［続 430］

【例 1】おかあさん　んめぁおの　ころ
「お母さん、お菓子を下さい」

【例 2】これ　んめぁおのだな
「これは旨い物だね」

なお、お菓子は、幼児語では、「んめぁこ。んめぁんめぁ。めぁんめぁ」などといっている。

んめあへる [ɴmea̝her̝ɯ̈] ［動］ 埋め合せる。賠償する。［及 279］

【例】 こねぁだ　損　さへだ　ぶん　これで　んめあへでころ

「この間損をさせた分、これで埋め合せてくれ」

んめこ [ɴmek̝o] 梅。梅漬け。［続 430］

【例 1】んめずげん　すんな　んめこ　かて　きた
「梅漬けにする梅を買ってきた」

【例 2】おめぁえの　んめこあ　なんたや
「お宅の梅漬けはどうですか」

んめだでる [ɴmed̝ader̝ɯ̈] ［下一他］ 埋め立てる。［続 430］

【例】 どうろ　とうすなで　た　んめたでっど

「道路を通すので、田を埋め立てるんだそうだ」

んめる [ɴmer̝ɯ̈] ［下一他］ 埋める。［及・続 279・430］

【例 1】たなげ　んめっどは
「もう池を埋めるそうだ」

【例 2】すふろあ　あつはげぁ、んめで　へぁれよ
「風は熱いから、うめて入れよ」

【例 3】この　ひぎ　どご　んめる　つづ　もて　きてころ
「この低い所を埋める土を持ってきてくれ」

んめる ［動］ 埋める。［及 279］
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んめる

【例】 この　ひぎ　どご　んめる　つづ　もて　きてころ

「この低い所を埋める土を持ってきてくれ」
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逆引き





あきあきするほどねむること

—あ—

あぁ あげぁ

ああだ あだ

ああだのこうだの なにかに

あいかぎ【合鍵】えぁーかぎ

あいきょう【愛嬌】えぁーぎょ

あいこ えぁーごぎ

あいさつ【挨拶】えぁさづ

あいしょう【相性】えぁーしょ

あいず【合図】えぁーず

あいそ【愛相】えぁそ、じょうせぁ

あいそう【愛想】えぁそ

あいだ【間】えぁだ、れぁー

あいたい【相対】あいてぁー

あいだがら【間柄】えぁーだがら

あいつ えぁづ、やづ

あいづち【相槌】えぁーずず

あいて【相手】えぁーで

あいてにはなしをさせるようにしむける【相手に

話をさせるようにしむける】とりぐづ

あいにく【生憎】えぁーにぐ

あいま【合間】えぁーま

あいまい【瞹昧】あいめぁー

あいみたがい【相見互い】あいみたげぁー

あいろん【アイロン】ひのす

あえこじる【あえこ汁】えぁこずる

あえもの【和え物】えぁーおの、およごす

あえる【和える】えぁーる

あおい【青い】あおえ

あおくさい【青臭い】あおくせぁ

あおぐさま【扇ぐさま】ばふばふ

あおじろい【青白い】あおずれ

あおしんごう【青信号】あおすんご

あおだいしょう【青大将】あおのろす

あおだち【青立ち】あおだづ

あおっぽい【青っぽい】あおっぽえ

あおにさい【青二才】あおにせぁー

あおばえ【青蝿】あおべぁ

あおばな【青鼻】ごだんぱな

あおまめ【青豆】あおばこ

あかい【赤い】あげぁ

あかいさかな【赤い魚】あげぁとどこ

あかえいのひもの【赤えいの干物】からげぁ

あかえぞぜみ まづじぇみ

あかぎれ あがぎり

あかくなる【赤くなる】あがらむ

あかご【赤子】あがこ

あかざ げぁらばず

あかしんごう【赤信号】あがすんご

あかつち【赤土】あがつず

あかとんぼ【赤とんぼ】なんばあげ

あかはな【赤鼻】あがっぱな

あかり【灯り】あがし、あがり

あがりめ【上がり目】あんがりめ

あかるい【明るい】あがり

あかるむ あがらむ

あかんべい あがめてぁ

あき【秋】あきさが

あきあきする【飽き飽きする】じゅんぶぐする

あきあきするほどねむること【飽き飽きする程眠

ること】ねくされる

733



あきかぜ

あきかぜ【秋風】あぎがじぇ

あきかん【空き缶】かんから

あきぐみ【秋ぐみ】しゃぐみ

あきごろ【秋頃】あきさごろ

あきたりない【飽き足りない】あぎたりねぁ、あ

ぎたんねぁ

あきち【空き地】あぎつ

あきっぽい【飽きっぽい】あぎぽえ

あきない【商い】あぎねぁ

あきのころ【秋の頃】あきさが

あきばさまのまつりび【秋葉さまの祭り日】おひ

まず

あきや【空き家】からえ

あきやすい【飽きやすい】あぎぽえ

あきらめる【諦める】あぎらめる

あきる【飽きる】あぎる

あきれかえる【呆れ返る】あぎれげぁる

あくがある きどえ

あくがつよい【あくが強い】きどえ

あくさい【悪妻】えぐなすかが

あくしつ【悪質】あぐすず

あくたい【悪態】あぐでぁ

あくたいご【悪態語】もーろぐたがり

あくとおし【灰通し】あぐとす

あくぬき あぐだし

あくまばらい【悪魔払い】あぐまはれぁ

あぐら【胡座】あんぐら

あぐらばな あぐらっぱな

あけがた【明け方】あげしめぁ

あげく【挙句】あげぐ

あげぜんすえぜん【上げ膳据え膳】あげじぇんす

えじぇん

あけび あぎび

あけびのしんめ【あけびの新芽】きのめ

あげもうす【上げ申す】あげもす

あげもの【揚げもの】あげおの

あける【開ける】あげる

あける【明ける】あげる

あげる すんじぇる

あげる【上げる】あげる

あさい【浅い】あせぁ

あさかえり【朝帰り】あさげぁり

あさぐろい【浅黒い】あさぐれ、あさぐろえ

あさせ【浅瀨】あさへ

あさっぱら【朝っぱら】あさぱら

あさねぼう【朝寝坊】あさねんぼ

あさひも【麻紐】あさひぼ

あさましい【浅ましい】あさます

あさめし【朝飯】あさみし

あさめしまえ【朝飯前】あさみしめぁー

あざわらう【あざ笑う】おそこわらう

あし【足】あす

あじ【味】あず

あしあと【足跡】あすあど

あしおと【足音】あすおど

あしがかり【足掛かり】あすががり

あしかけ【足掛け】あすかげ

あじかげん【味加減】あんべぁ

あじきない あじけねぁ

あしくせ【足癖】あすくへ

あしくび【足首】あすくび

あじけない【味気無い】あじけねぁ

あしごしらえ【足ごしらえ】あすごすれぁ

あじさい あずせぁ

あしずり【足摺り】あすずり

あしだ【足駄】あすだ
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あたる

あしだい【足代】あすでぁ

あしついで【足ついで】あすつで

あしつき【足つき】あすつぎ

あじつけごはん【味付けご飯】あんべぁまま

あじつけしたみづな【味付けしたみづな】みつた

だぎ

あしどめ【足留め】あすどめ

あしどり【足取り】あすどり

あしながばち あすながばづ

あしながばちのこがたしゅ【あしながばちの小型

種】すがらばづ

あしなみ【足並み】あすなみ

あしならし【足慣らし】あすならす

あしのうら【足の裏】あすのへら

あしば【足場】あすば

あしびょうし【足拍子】あすびょうす

あしふみ【足踏み】あすぶみ

あしまかせ【足任せ】あすまがへ

あしまめ【足まめ】あすまめ

あじみ【味見】あずみ、あんべぁみ

あしもと【足元】あすもど

あしよどめ【足よどめ】あすよどめ

あしらい あすれぁ

あしらう あすらう

あじわい【味わい】あずわぇぁ

あじをしめる【味をしめる】あずすこむ

あずかる【預かる】あづがう

あずき【小豆】あんずぎ

あずきもち【小豆餅】あんずぎもず、あんづぎも

づ

あずける【預ける】あずげる、あずれぁる

あすたー【アスター】ちょうへんぎぐ

あせ【汗】あへ

あぜ【畔】ので

あぜかり【畔刈り】おのかり

あぜくさ【あぜ草】のでくさ

あせしらず【汗知らず】あへすらず

あせだく【汗だく】あへだぐ

あせとり【汗取り】あがどり

あせばむ【汗ばむ】あへばむ

あせみず【汗水】あへみず

あせみどろ【汗みどろ】あへみどろ

あせも【汗も】あへぼ

あせる しらっぱつける

あせる【焦る】あへる

あせる【褪せる】あへる

あせをながしてはたらくさま【汗を流して働くさ

ま】つうつ

あそこに あさ

あそこへ あさ

あそび【遊び】あすび

あそびのいっしゅ【遊びの一種】あだまてんてん、

あないず、かぶかぶ、びんがだ、むしくた

あそぶ【遊ぶ】あすぶ

あたたかい【暖かい】あたこえ

あたたかいかん【暖い寒】どろかん

あたたまる【暖まる】あたまる、ほどる

あたためる【暖める】あためる

あたふた とかぱか

あたま【頭】あだま

あたまからみずにもぐること【頭から水に潜るこ

と】づぶくぐり

あたらしい【新しい】あだらす

あたらしいみち【新しい道】しんどみづ

あたりまえ あだりめぁ

あたる【当る】あたあた、あだる
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あちこち

あちこち あつこつ、とっぺさっぺ、ほっつこっ

つ

あちらこちら ほっつこっつ

あつい【厚い】あづ

あつい【暑い】あたこえ、あつ、いきてぁ、えき

てぁ

あつい【熱い】あつ

あついはい【熱い灰】ひべぁ

あつかい【扱い】あづげぁ

あつかましい つらすけねぁ

あつくるしい【暑苦しい】あつくるす

あっけない【呆気ない】あっけねぁ、こでぁねぁ、

そっぺぁねぁ

あっけらかん あっけらぽん

あっけらかんと あけんと

あっさり けそっと、そぺっと

あったらもの あったらおの

あっち あっつ

あつぼったい【厚ぼったい】あずぼってぁ

あつまり【集まり】あずばり

あつまる【集まる】あずばる

あつめたばねる【集め束ねる】つぼける

あつめる【集める】つばめる

あてがう【当てがう】かう

あてこすり あでつら

あとあし【後足】ともあす

あとあめ【後雨】あさてっかり

あとしまつ【後始末】けっつのごい

あとずさり うすろひこみ

あとずさりする【後ずさりする】すこむ

あとで【後で】えんめぁ

あとばらい【後払い】あどばれぁ

あともどり【後戻り】あどげぁり

あな【穴】あなぽこ

あなぐま まみ

あなどる【侮る】ぞーせぁする

あに【兄】あに

あにさん【兄さん】あんつぁこ

あね【姉】あねこ

あねさん【姉さん】あねつぁ

あのように あげぁ

あばらぼね【肋骨】あばらっぽね

あばれ【暴れ】だんじゃぐ

あばれやすいうま【暴れやすい馬】らんかんま

あばれる【暴れる】あらげる、ぷごぐる、ふづぐ

る

あひる【家鴨】あっぴ

あぶ【虻】つなぎ

あぶく あわぶぐ

あぶくぜに【泡銭】あぶぐじぇね

あぶない【危ない】あぶねぁ

あぶなっかしい【危なっかしい】あぶなかす

あぶらあげじる【油揚汁】けんつんずる

あぶらあせ【脂汗】あぶらあへ

あぶらぜみ おおじぇみ

あぶらはや にがざっこ

あふれる【溢れる】えがまる

あぶれる たおれる

あべこべ あっちゃこっちゃ

あほう【阿呆】あんぽんたん

あまい【甘い】あまこえ

あまえる【甘える】あばげる、あめぁーる、そべ

ぁる、びれる

あまえんぼう【甘えん坊】あばげ

あまがえる【雨蛙】あおびっき

あまかわ【甘皮】あまか
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あわてる

あまじお【甘塩】あまししょ

あまずっぱい【甘酸っぱい】あまずっぺぁ

あまっこい【甘っこい】あまこえ

あまったるい【甘ったるい】あまたるこえ

あまどい あまどよ

あまとう【甘党】あまと

あまなっとう【甘納豆】あまなっと

あまのじゃく【天の邪鬼】あまんじゃぐ

あまもり【雨もり】あまむり

あまやかす【甘やかす】そべぁーらへる

あまりに【余りに】あまりん

あまりひのあたらないしゃめん【余り日の当たら

ない斜面】ひかげぴら

あまりもの【余りもの】あまりおの

あみかえる【編み替える】あみげぁる

あみもの【編み物】あみおの

あみわたし【網わたし】あみわだす

あめかぜ【雨風】あめがじぇ

あめもよいになる【雨もよいになる】あまける

あめもよう【雨模様】あまもよ

あめんぼ んまのりこ

あや【綾】あやこ

あやしい【怪しい】あずんた、あやす、うろんた、

おがす、やばつ

あやす だます

あやまる【過まる】とっぱずらがす

あやまる【誤まる】とっぱずらがす

あゆむ【歩む】あごつる

あらあらしい【荒荒しい】あらあらす、あらがま

す

あらい【荒い】あれぁ

あらい【粗い】あれぁ

あらいあげる【洗い上げる】あれぁあげる

あらいたて【洗い立て】あれぁだで

あらいはり【洗い張り】あれぁはれぁ

あらし【嵐】あらす

あらしごと【荒仕事】あらすごど

あらすじ【荒筋】あらすず

あらためて【改めて】べつから

あらっぽい【荒っぽい】あらっぽえ

あらっぽい【粗っぽい】あらっぽえ

あらと【荒砥】あらど

あらむしろ【荒蓆】いなはぎ

あらもの【荒物】あらおの

あられ あらね、あらねこ、ふぐれこ

あられもち【あられ餅】ふぐれこ

ありがたい【有難い】ありがでぁ

ありがとう【有難う】ありがど

ありったけのちから【ありったけの力】やづがら

あります ありあす

あるきまわる【歩き廻る】わんまぐ

あるく【歩く】あごつる、ぶっつぁらう

あれこれ なにかに

あればかり えぁつぱり

あれもよう【荒れ模様】あれもよ

あわ【泡】あわぶぐ

あわせ【袷】あわへ

あわせかがみ【合わせ鏡】あへかがみ

あわせど【合わせ砥】あへど

あわせる【会わせる】あわへる

あわせる【併せる】あわへる

あわただしい【慌ただしい】あわただす

あわててあるくさま【慌てて歩くさま】あぱとぱ

あわてふためく【慌てふためく】あたふためぐ、

どでかっぱずす

あわてる【慌てる】あわく、うるだぐ、どすめぐ、
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あわれ

ばったこぐ

あわれ いどす

あんか【行火】あんかん

あんがい【案外】あんげぁー、もさば

あんかをいれたこたつ【行火を入れた炬燵】おが

ごだつ

あんき【暗記】そらおべ

あんぐり あぐんと

あんころもち【あんころ餅】あんずぎもず

あんししょく【暗紫色】ぶすいろ

あんしょう【暗唱】そらよみ

あんしんすること【安心すること】どっかど

あんたい【安泰】あんてぁー

あんな あげぁ、あんつけぁた

あんない【案内】あんねぁー

あんないじょう【案内状】おづげぁ、つけぁ

あんないにん【案内人】あんねぁーにん、へんだ

づ

あんないもなく【案内もなく】やふり

あんばい【按配】あんべぁ

あんばい【塩梅】あんべぁ

あんまり げぁ
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いえがら

—い—

いあわせる【居合わせる】いあへる

いあんりょこう【慰安旅行】いあんりょこ

いい え

いいあう【言い合う】ゆい-あう

いいあやまる【言い誤る】ゆいあやまる

いいあらそう【言い爭う】ゆい-あう

いいあわせる【言い合わせる】ゆいあへる、ゆ

い-あわへる

いいあんばい【いい按配】えあんべぁ

いいおとす【言い落とす】ゆいおどす

いいがい【言い効い】ゆいげぁー

いいかえす【言い返す】ゆいげぁす

いいかえる【言い変える】ゆいげぁる

いいかお【いい顔】ええつら

いいがかり【言い掛かり】ゆいががり

いいがかりをつける からまぐ

いいかげん【いい加減】えっかげん、なまはんち

ゃぐ

いいかた【言い方】ゆいあんべぁ

いいかわす【言い交す】ゆい-がわす

いいき【いい気】ええき、えーき

いいきみ【いい気味】ええきび

いいきる【言い切る】ゆいきる

いいぐあい【いい具合】えあんべぁ

いいぐさ【言い草】ゆいぐさ

いいくらす【言い暮す】ゆいくらす

いいくるめる【言いくるめる】ゆいくるめる

いいけす【言い消す】ゆい-けす

いいこめる【言い込める】ゆい-ごめる

いいじゃないか んだ

いいそこなう【言い損なう】ゆい-そごなう

いいそびれる【言いそびれる】ゆい-そびれる

いいたてる【言い立てる】ゆい-だでる

いいちがい【言い違い】ゆいつげぁ

いいつかる【言い付かる】ゆいずがる

いいつくす【言い尽くす】ゆいつぐす

いいつける【言い付ける】ゆい-づげる

いいつたえ【言い伝え】ゆいってぁ

いいつのる【言い募る】ゆいつのる

いいなおす【言い直す】ゆいなおす

いいなずけ【許嫁】ゆいなずげ

いいなり【言いなり】なりぎ、ゆいなり

いいね【言い値】ゆいね

いいのがれ【言い逃れ】ゆいぬがれ

いいのがれる【言い逃れる】ゆいぬがれる

いいのこす【言い残す】ゆいのごす

いいはじめる【言い始める】ゆいはずめる

いいはる【言い張る】ひのずつる、ひのずはる、

ゆいはる

いいひらき【言い開き】ゆいひらぎ

いいふくめる【言い含める】ゆいふぐめる

いいふらす【言い触らす】ゆいふらす

いいふり【言い振り】ええふり

いいぶん【言い分】のず、ゆい-ぶん

いいまちがい【言い間違い】ゆいまずげぁ

いいよう【言い様】ゆいよう

いいわけ【言い分け】ゆいわげ

いいわたす【言い渡す】ゆいわだす

いうなれば ゆわば

いえがら【家柄】ええがら、えーがら、すずめ
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いえじゅう

いえじゅう【家中】やうづ

いえで【家出】えーで

いえのなか【家の中】えんなが

いえのまえ【家の前】えのめぁ

いえもち【家持ち】えもず、えーもず

いおう【硫黄】ゆお

いか【烏賊】えが

いが えが

いがい【以外】えげぁー

いがい【意外】えげぁー

いかいよう【胃潰瘍】いかいよ

いかがわしい【如何わしい】いががわす

いかけ【鋳掛け】えがげ

いかけや【鋳掛屋】えがげや、どや

いかす【生かす】えがす

いがみあう【啀み合う】えがみあう

いがむ えがむ

いかめしい【厳しい】えがめす

いき【生き】えぎ

いき【息】えぎ、ぺぎ

いきあう【行き合う】えぎあう

いきあたり【行き当たり】えぎあだり

いきあたりばったり【行き当たりばったり】えぎ

あだりばったり

いきうつし【生き写し】いぎうずす

いきうま【生き馬】いぎんま

いきうめ【生き埋め】いぎんめ

いきおい【勢い】えぎおえ

いきおいがつよい【勢が強い】はっつぉえ

いきがい【生き甲斐】いぎげぁ

いきかえり【行き帰り】えぎけぁーり

いきかえる【生き返る】えぎげぁーる

いきがかり【行き掛かり】えぎががり

いきがけ【行き掛け】えぎがげ

いきき【行き来】えぎき

いきぎれ【息切れ】えぎぎれ

いきぐるしい【息苦しい】いぎぐるす

いきさき【行き先】えぎさぎ

いきだおれ【行き倒れ】えぎだおれ

いきち【意気地】えぐず

いきちがい【行き違い】えぎつげぁ

いきつく【行き着く】えぎずぐ

いきつけ【行き付け】えぎずげ

いきづまる【行き詰まる】えぎずまる

いきているうま【生きている馬】いぎんま

いきどまり【行き止まり】えぎどまり

いきなり えぎなり、がえっと、ものゆわず

いきば【行き場】えぎば

いきぶし【生き節】いぎぷす

いきむ ぎんばる、ねきばる

いきもの【生き物】いぎおの

いきりたつ えぎりたず

いぎをただして【威儀を正して】すかすか

いく【行く】えぐ

いく【逝く】えぐ

いくじなし【意気地無し】えぐずなす、ずぐなす、

そどみそ

いくつ【幾つ】なんぼ

いくび【猪首】えぐび

いくら【幾ら】なんぼ

いけ えげ～

いけ【池】たなげ

いけかき【池掻き】たなげかぎ

いけす【生け簀】えげす

いけそうじ【池掃除】たなげかぎ

いけどり【生け捕り】えげどり
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いたどりのきせいちゅう

いけない ならねぁ、やじゃがねぁ

いけばな【活け花】えげばな

いける【活ける】えげる

いけん【意見】えげん

いこう【行こう】えぁべ

いこじ【意固地】えごず

いさい【委細】いせぁー

いさかい えさげぁ

いざこざ えざこざ

いささか【些か】えささが

いさばや えさばや

いざま【居ざま】えざま

いさましい【勇ましい】いさます

いざり えじゃり

いざる えじゃる、ずるばる

いじ【意地】えじ、くそえず

いじがわるい【意地が悪い】こじょわり

いじきたない【意地汚い】いづきたねぁ

いじきたないたべかた【意地汚ない食べ方】いど

みぐい

いじくる えずぐる、ちょすます

いじける えつける

いしじぞう【石地蔵】いすずんぞ

いじっぱり【意地っ張り】いちたがり、えつたが

り

いじめ いちこ

いじめる【苛める】えずめる、えびる、かもう、

きずぎまわす

いしゃ【医者】えしゃ

いしょう【衣装】えしょ

いじょう【以上】よ

いしょく【移植】えしょぐ、ゆえげぁ

いしょくべら【移植べら】えしょぐべら

いじる えずぐる、えずる

いじわる【意地悪】えずわる

いじわるくいうこごと【意地悪くいう小言】えこ

えこ

いずまい【居ずまい】いずめぁ

いずみ【泉】すず

いずめ えつこ

いせまいり【伊勢参り】えへめぁり

いぜん【以前】しょうでん、へん

いそうがい【意想外】いそーげぁー

いそがしい【忙しい】えそがす

いそがせる【急がせる】えそがへる、へがす

いそぐ【急ぐ】えそぐ、どすめぐ

いた だ

いたい【遺体】いてぁー

いたい【痛い】いでぁ

いたいたしい【痛痛しい】いだいだす

いたきれ【板切れ】いだこっぱ

いたざい【板材】いだぜぁー

いたしかたがない【致し方がない】たげあただね

ぁ

いたじき【板敷】いだずぎ

いたじきのいた【板敷の板】ざらいだ

いたします しあす

いたずら こめぁかぎ

いたずらこぞう【いたずら小僧】いだずらこんぞ

いたずらに むだき

いただきもの【戴き物】いだだぎおの

いたたまらない【居たたまらない】いだたまらね

ぁ

いたち【鼬】いだづ

いたどり さすどり

いたどりのきせいちゅう【いたどりの寄生虫】さ
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いたのま

すどりむす

いたのま【板の間】いだぬま

いたみ【板箕】いだみ

いたむ そずる

いたやかえで いだや

いたらない【至らない】いだらねぁ

いたらぬ【至らぬ】いだらねぁ

いたるところ【到る所】いだるどご

いたわしい【労しい】いだわす

いちがいに【一概に】いずげぁん、いぢげぁに

いちかしょにまとめる【一ケ所にまとめる】えっ

ちょづげる

いちご【苺】いづご

いちさいのうま【一才の馬】とぜぁこ

いちじき【一時期】しときり

いちじく【無花果】いずずぐ

いちじにたりょうにふるゆき【一時に多量に降る

雪】どがゆぎ

いちしゅうき【一週忌】いっしゅぎ

いちだいき【一代記】いずでぁーき

いちだいじ【一大事】いずでぁーず

いちど【一度】いづど、しとだび

いちどに【一度に】いずどん

いちにち【一日】いずにず、ひして

いちにちのしごとのりょうがさだめられている

こと【1 日の仕事の量が定められていること】
こまわり

いちにんまえ【一人前】いずにんめぁ、いっちょ

めぁ、えっちょめぁ、しとりめぁ

いちねんき【一年忌】いっしゅぎ

いちばい【一倍】いずべぁー、いぢべぁ

いちばん【一番】いっつ、いっと

いちばんおく【一番奥】ぶっとめ

いちばんさいご【一番最後】どっけ

いちばんたいせつなもの【一番大切なもの】いづ

ぶつのおの

いちばんはずれ【一番はずれ】とっぱずれ

いちめんに【一面に】のろっと

いちもくさん【一目散】しりこさらて、だがすか

いちもくさんに【一目散に】しりこさらて

いちゃつく えちゃつぐ

いちやづけ【一夜漬け】いづやづげ

いちゃもん えちゃもん

いちょう【銀杏】いじょ

いっかい【一回】しとげぁり

いっかい【一塊】しとかだまり

いっかしょ【一ヶ所】しとづどご、しとどご

いっかつ【一喝】しとおどし

いっけん【一間】えっけん

いっけん【一軒】えっけん

いっけんや【一軒屋】えっけんや

いっこう【一向】えっこ、ねっから

いっこく えっこぐ

いっさい【一切】えっせぁー

いっさいのたんじょうび【一才の誕生日】むげぁ

どぎ

いっさくさくじつ【一昨昨日】さぎおどでな

いっさくさくねん【一昨昨年】さぎおどどす

いつさん しりこさらて

いっしゅ【一種】しといろ

いっしょ【一緒】えっしょ

いっしょう【一生】えっしょー

いっしょうがい【一升買い】えっしょげぁ

いっしょうけんめい【一生懸命】えっしょけめ

いっしょうけんめいに【一生懸命に】むったり

いっしょうます【一升枡】えっしょます
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いぼじ

いっしょく【一色】しといろ

いっしょく【一食】しとがだげ

いっしょくた【一緒くた】えっしょくた

いっしんに【一心に】むったり

いっせいに【一斉に】ぞくっと

いっそ えっこ

いったい えってぁ

いったい【一体】いってぁー

いったい【一帯】いってぁー

いったいぜんたい【一体全体】いってぁーじぇん

てぁー、えってぁーじぇんてぁー

いったん【一端】えっぱす

いっとう【一等】いっと

いっときに【一時に】いずどぎん

いっぱい えっぱえ、だぷっと

いっぱい【一杯】えっぺぁ

いっぱいめし【一杯飯】えっぺぁみし

いっぱん【一般】えっぱん

いっぴつ【一筆】えっぴず、しとふで

いっぷく【一服】えっぷぐ

いっぽう【一方】えっぽ、かだこび

いっぽん【一本】しとすず

いっぽんぎ【一本気】えっぽんぎ

いつも【何時も】いっつも、えっかだ、じょんで

ぁ、すじゅ、ずるっと、とうし、なっても

いでんけいとう【遺伝系統】まぎ

いど【井戸】えど

いとこ いどご

いどころ【居所】いどご

いどじり こずり

いとぞこ【糸底】こずり

いととんぼ かっぱあげ

いともたやすい いどやす

いない【以内】いねぁ

いないいないばぁ【いない　いないばぁ】えねぁ

えねぁばぁ

いなか【田舍】ぜぁ

いなかけ【稲掛】はさ

いなかもの【田舍者】ぜぁごしゅ、ぜぁーごたろ

いなずま【稲妻】いなびがり

いぬかき【犬かき】いぬこおよぎ

いねのしゅうかく【稲の収穫】あぎあげ

いねむり【居眠り】ねぷかぎ、ふねこぎ

いねをいれておくへや【稲を入れておく室】いな

べや

いのち【命】いのづ

いのちがけ【命懸け】いのずがげ

いのちからがら【命からがら】いのずからがら

いのちしらず【命知らず】いのずすらず

いのちとり【命取り】いのずとり

いのちびろい【命拾い】いのずびれ

いはい【位牌】えへぁ

いはいもち【位牌持ち】えへぁもづ

いばったようなおおきなあぐら【威張ったような

大きな胡座】いずはんばぎ

いばる【威張る】えばる

いびき【鼾】えびぎ

いびつ【歪】えびづ

いびりだす【いびり出す】えびりだす

いびる えびる、きずぎまわす

いぶくさい えぶくせぁ

いぶす【燻す】えぶす

いぶる えぶる

いぼ【疣】えぼ

いぼけい【異母兄】はらちげぁのあに

いぼじ【疣痔】えぼず
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いま

いま【居間】おぢゃのま

いま【今】えま

いまがた【今方】えまがだ

いまごろ【今頃】えまごろ、えまずぶん

いまさら【今更】えまさら

いましがた【今し方】えまがだ、えましがだ

いまじぶん【今時分】えまずぶん

いまだに【未だに】えまだに

いまどき【今時】えまどぎ

いまに【今に】えまん

いまにも【今にも】えまにも

いまはのきわ【今はの際】えまわのきわ

いまふう【今風】えまふ

いみび【忌み日】たづび

いむび【斎火】おせぁど

いも【芋】えも

いもうと【妹】おば

いもめいげつ【芋名月】えもめぇげつ

いもり えもり

いやいや【嫌嫌】やだやだ

いやがらせ【嫌がらせ】いやがらへ

いやがる けづがる

いやがる【嫌がる】やだがる

いやけのさすこと【嫌気のさすこと】じゅんぶぐ

いやしい いどます

いやしい【卑しい】いやす

いやしくする【卑しくする】ほえどこぐ

いやすくする ほえどこぐ

いやだ【嫌だ】やだ

いやでてをふること【嫌で手をふること】てぼろ

ぎ

いやらしい いやらす

いらっしゃい ござっしぇ

いりぐち【入口】えれぐず、じょーのくず、との

ぐづ、へぁりくず

いりみず【入り水】えりみず

いりよう【入り用】いりよ、よだ

いる だ、てる

いる【居る】える、けずがる

いれかえる【入れ替える】えれげぁる

いれかわる【入れ替る】えれがわる

いれば【入歯】えれば

いれめ【入れ目】えれめ、へれめ

いれもの【入れ物】えれおの

いれる【入れる】へる、へれる

いろ いろおなご

いろあい【色合い】いろえぁー

いろがみ【色紙】すぎす

いろきちがい【色気違】いろきずげぁ

いろけがでる【色気が出る】はるけさす

いろっぽい【色っぽい】いろっぽえ、えろっぽえ

いろもの【色物】いろおの

いろよい【色よい】いろえ

いろり【囲炉裏】ゆりり、ゆるり

いろりのうえのつりだな【いろりの上のつり棚】

ひだな

いろりばた【囲炉裏端】ゆりばだ

いわ【岩】ゆわ

いわいごと【祝いごと】いわぇこど、ゆわぇこど

いわいざけ【祝い酒】ゆわぇぁざげ

いわう【祝う】ゆわう

いわし【鰯】ゆわす

いわずかたらず ゆわずかだらず

いわつばめ【岩燕】ゆわつばめ

いわな【岩魚】ゆわな

いわば【岩場】ゆわば
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いんぶ

いわば【言わば】ゆわば

いわれ ゆわれ

いんが【因果】えんが

いんきくさい【陰気臭い】いんきくせぁ

いんきょ【隠居】えんきょ

いんどう【引導】いんど

いんばいふ【淫売婦】ばんぽ

いんぶ【陰部】どで
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うえ

—う—

うえ【上】てんぺ、ゆえ

うえかえ【植え替え】ゆえげぁ

うえき【植木】ゆえぎ

うえきばち【植本鉢】ゆえぎばづ

うえごろ【植え頃】ゆえざがり

うえざかり【植え盛り】ゆえざがり

うえじに【飢え死に】かずれずに

うえたて【植えたて】ゆえだで

うえつけ【植え付け】ゆえずげ

うえつける【植え付ける】ゆえずげる

うえっつら【上っつら】ゆわつら

うえのほう【上の方】ゆえかだ

うえもの【植えもの】ゆえおの

うえる【植える】ゆえる

うえるひと【植える人】ゆえと

うえわく【植え枠】わぐ

うがい【嗽】うげぁ

うかごのせいぶつ【羽化後の生物】むえだで

うかされる【浮かされる】ほがさえる

うかする【羽化する】むえる

うかれさわぐ【浮かれさわぐ】うずぐ

うかれる【浮かれる】おだづ

うきしずみ【浮き沈み】うぎすずみ、ふけさめ

うきたたせる【浮き立たせる】ほがす

うきたつ【浮き立つ】うだず、ほげる

うきなえ【浮き苗】うぎねぁ

うく【浮く】うげる

うぐい つぎざっこ

うぐいす【鴬】ほけちょ

うけぐち【受け口】うげ

うけとれない【受け取れない】うげどれねぁ

うけばらい【受け払い】うげはれぁ

うごかす【動かす】えごがす

うごき【動き】えごぎ

うごきまわる【動きまわる】ざんまぐ

うごきまわるさま【動きまわるさま】すこもこ

うごく【動く】えごぐ

うさうさする うさめぐ、ひくめぐ

うさづく うさめぐ

うしろぐらい【後ろ暗い】うすろぐれぁ

うしろすがた【後ろ姿】うすろすがだ

うしろへさがる【後へさがる】しこむ

うしろまえ【後ろ前】うすろめぁ

うしろゆび【後ろ指】うすろゆび

うすい【薄い】うす

うすかわ【薄皮】うすか

うすぎたない【薄汚い】うすきたねぁ

うすきみわるい【薄気味悪い】うすきびわり

うずくまる しゃがまる、すぐだまる

うすぐらい【薄暗い】うすくれぁ

うずたかい【堆い】うずたげぁ

うすっぺら【薄っぺら】うすぺら

うすのろ うすらほんきねぁ、こたんねぁ、ほん

ずあねぁ

うすばか【薄馬鹿】うすこたんねぁ、うすらばが、

うすらほんきねぁ、こたんねぁ、

うすばかげろうのようちゅう【うすばかげろうの

幼虫】すなこむす

うすもの【薄物】うすおの

うすらさむい【うすら寒い】うすらさみ
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うまみ

うすわらい【薄笑い】うすらわれぁ

うそ ずほ

うぞうむぞう【有象無象】うぞもぞ

うそをつく【嘘を吐く】ずほまげる

うたい【謡】うでぁー

うたいて【歌い手】うでぁーて

うたいもんく【歌い文句】うでぁーもんく

うたがい【疑い】うだげぁー

うたがいぶかい【疑い深い】うだげぁーぶげぁー

うたたね【うたた寝】きどごろね

うち【家】え

うちあわせる【打ち合わせる】うずあへる

うちいわい【内祝い】うずゆわぇぁ

うちかけ【裲襠】おげぁどり

うちのひとたち【うちの人達】えのしたづ

うちばらい【内払い】うずばれぁ

うちひも【打ち紐】うずひぼ

うちべんけい【内弁慶】うづべんけ

うちまご【内孫】うずまご

うちまた【内股】うずまだ

うちみ【打ち身】うずみ

うちもも【内腿】うずもも

うちわ【団扇】うづわ

うつ【打つ】ただぐ、ぶたぐ、ぶづ

うっかり うっかど

うつくしい【美しい】うづぐす、めんごげ

うったえ【訴え】うってぁー

うったえる【訴える】うってぁーる

うっとうしい うっとす

うつぶす【打つ伏す】うっぷす

うつぶせる【うつ伏せる】うずぶへる、つぐばる

うつりが【移り香】いろう、うづりが

うでっぷし【腕っ節】うでぷす

うでどけい【腕時計】うでどげ

うでまえ【腕前】うでめぁー

うでやてのきんにくこうちょく【腕や手の筋肉硬

直】そらで

うど【独活】うどん

うどじる【独活汁】うんどずる

うなされる おなされる

うぬぼれる うのぼれる、んのぼれる

うねたて【畝立て、畝作り】うねこしぇ

うば【乳母】んば

うばいあう【奪い合う】べぁあう、やらう

うばいかえす【奪い返す】ばっけぁす

うばゆり んばゆり

うぶ【初心】んぶ

うぶぎ【産衣】んぶぎ

うぶげ【産毛】ふぐだけ

うぶすな【産土】んぶすな

うぶすなさま【産土さま】おぶなすさま

うぶゆ【産湯】んぶゆ

うまあらい【馬洗い】すっそあれぁ

うまい んめぁ

うまいもの【旨い物】んめぁおの

うまうまと んまんまど

うまげ【馬毛】んまのそ

うまぞり【馬橇】ばしょり

うまづら【馬面】んまずら

うまのせ【馬の背】んまのへ

うまのなきごえ【馬のなき声】いーほほ

うまのほね【馬の骨】んまのほね

うまのり【馬乗り】んまのり

うまひき【馬曵き】んまひぎ

うまぶね【馬槽】んまのおげ

うまみ【旨み】んまみ

747



うまや

うまや【馬屋】まや

うまやごえ【厩肥】まやごえ

うまる【埋まる】んまる

うまれ【生れ】んまれ

うまれおちる【生れ落ちる】んまれおずる

うまれかわる【生れ変わる】んまれがわる

うまれたてのどうぶつ【生れたての動物】あがむ

ぐれ

うまれつき【生まれつき】んまれつぎ

うまれる【生まれる】んまれる

うみ【膿】んみ

うみおとす【産み落とす】んみおどす

うむ【熟む】んむ

うむ【産む】んむ

うむ【膿む】んむ

うめ【梅】んめこ

うめあわせる【埋め合せる】んめあへる

うめたてる【埋め立てる】んめだでる

うめづけ【梅漬け】んめこ

うめる【埋める】えげる、んめる

うようよ ぐやぐや、ごやごや、ばやばや、わや

わや

うらがえす【裏返す】うらげぁす

うらぐち【裏口】うらのぐず

うらさびしい【うら淋しい】うらさぶす

うらせっく【裏節句】うらじぇっく

うらないし【占師】はっけおぎ

うらみあい【恨み合い】うらみこ

うらめしい【恨めしい】うらめす

うらやましい うらやます

うらやましい【羨ましい】けなり

うらやむ【羡む】けなりがる

うりかい【売り買い】うりげぁ

うりはだかえで うりき

うる うるごめ

うる【売る】さばぐ

うるう【閏】うる

うるさい【煩い】うるせぁ

うるさくてあたまがぼうっとなること【うるさく

て、頭がぼうっとなること】きあがり

うるし【漆】うるす

うるち うるごめ

うれしい【嬉しい】うれす

うろうろ うるうる、うるとる

うろおぼえ【うろ覚え】うるおべ

うろたえる うるだぐ

うろつく ほっつぐ、ほろつぐ

うろんな うろんた

うわがわ うわか

うわぎ【上着】ゆわぎ

うわさ ふ

うわずみ【上澄み】ゆわずみ

うわっぱり【上っ張り】ゆわぱり

うわづみ【上積み】ゆわずみ

うわつら うわか、ゆわつら

うわのそらであるくさま【うわのそらで歩くさ

ま】とかぱか

うわばき【うわ履き】ゆわばぎ

うわべ めんぺぁ

うわみずざくら こんご

うわめ【上目】てんこまなぐ

うわもの【上物】じょーおの

うわる【植わる】ゆわる

うんちん【運賃】うんつん

うんと へぇほでぁ

うんどうじょう【運動場】うんどば
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うんぱんようのもくせいきぐ

うんぱんようのもくせいきぐ【運搬用の木製器 具】やへんま
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え

—え—

え どさ

えいようのいいじょうたい【栄養のいい状態】う

づあこえでる

えがたい【得難い】えがでぁ

えがらい えがれぁ

えがらっぽい えがらっぽえ

えきまえ【駅前】えぎめぁー

えぐい えごてぁ

えげつない えげつねぁ

えごい えごてぁ

えこひいき えごひぎ

えさ【餌】えば

えぞぎく ちょうへんぎぐ

えぞはるぜみ たねまぎじぇみ

えたい【得体】えてぁー

えだうち【枝打ち】えだはれぁ

えだきり【枝伐り】えだはれぁ

えだはらい【枝払い】えだはれぁ

えな【胞衣】いな

えび【海老】いび

えびす【恵比寿】えべす

えびずる さなずら

えびちゃ【海老茶】いびちゃ

えぷろん【エプロン】めぁっかげ

えむ んむ

えらい【偉い】えれぁ

えらいひとたち【偉い人達】えれぁさんだづ

えりごのみ【選り好み】えれぎれぁ

える【選る】いる

えんがわ【縁側】えがわ

えんすい【塩水】ししょみず

えんどう にんどまめ

えんとつ【煙突】けぶだす

えんぴつ【鉛筆】いんぴづ

えんぽう【遠方】とっかだ

えんりょ【遠慮】じんぎ、ずんぎ
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おおなえ

—お—

お【尾】おっぱ

おい【甥】おえ、ひぺがす

おいかえす【追い返す】おいげぁす

おいかける【追いかける】ぼかげる

おいこす【追い越す】のっこす

おいだす【追い出す】ぼたぐる、ぼだす

おいたちちおや【老いた父親】おやずさま

おいたてる【追い立てる】おったでる、ぼたでる、

ぼったでる

おいたははおや【老いた母親】おやばさま

おいつく【追いつく】おっつぐ、かつぐ

おいつめる【追い詰める】ぼいつめる

おいて【追い手】ぼいと

おいはらう【追い払う】ぼこぐる、ぼっぱらう

おいまくる【追いまくる】ぼいまぐる

おいまわす【追い回す】ぼいまわす

おいわい【お祝い】いわぇこど、ゆわぇこど

おう べ

おう【追う】ぼう

おうし【牡牛】おどごべご、たねべご

おうじょう【往生】おーじょ

おうたい【応対】おーてぁー

おうち【凹地】くぼたみ、ひこたび

おうちゃく【横着】おぢゃぐ

おうどうこう【黄銅鉱】やまいろ

おうとする【嘔吐する】あげる

おうらい【往来】おーれぁ

おえない【負えない】おえねぁ

おおあせ【大汗】おーあへ

おおあり【大あり】おーあり

おおい【多い】うげぁ、うげぁ、おーえ

おおいかぶさる【覆い被さる】さっかがる

おおいし【おお石】ごろだ

おおいたどり うすのした、さすどり、どんぐえ

おおいたどりのきせいちゅう【おおいたどりの寄

生虫】どんぐえむす

おおかぜ【大風】おーがじぇ

おおがたとんぼ【大型とんぼ】やまあげ

おおがたのばった【大型のばった】はったぎ

おおかみ【狼】おおがめ

おおがら【大柄】おおっくれぁ、おーくれぁ

おおきい【大きい】おっき

おおきいいし【大きい石】ごろだ

おおきくする【大きくする】おがす

おおきくなる【大きくなる】おがる

おおきさ【大きさ】おっきさ

おおきな【大きな】おっきだ

おおきなおわん【大きなお椀】はんきわん

おおきなかじか【大きな鰍】ばんばかつか

おおきなゆきかきべら【大きな雪かきべら】かし

ぎ

おおきに【大きに】おーぎん

おおぐらい【大ぐらい】おおまぐれぁ

おおぐらい【大食らい】おーぐれぁ

おおざら【大皿】さはず

おおざらにもったりょうり【大皿に盛った料理】

すずりぶだ

おおしおからとんぼ しっしょがらあげ

おおぜい【大勢】おーじぇー

おおなえ【大苗】おーねぁ
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おおばかもの

おおばかもの【大馬鹿者】おーばがおの

おおばぎぼうし うるえ

おおばこ びっきんくさ

おおはんごんそう へぇごし

おおふぶき【大吹雪】おーぶぎ

おおぶろしき【大風呂敷】おーぶるすぎ

おおまくらい【大まくらい】おおまぐれぁ

おおまた【大股】おおあご

おおまゆ【大繭】おおめぁ、おーめぁっこ

おおみず【大水】おーみず

おおめ【大目】うげぁめ

おおもの【大物】でぁおの

おおゆき【大雪】おーゆぎ

おかいこぐるみ【お蚕ぐるみ】おげぁーごぐるみ

おかえし【お返し】おげぁーし

おがくず【おが屑】ひぎくず

おかし【お菓子】おがす、んめぁおの

おかしい おがす

おかしらつき【尾頭つき】おがすらつぎ

おかず おせぁ、せぁ

おかどちがい【お門違い】おがどつげぁー

おかね【お金】じぇんじぇ

おかまい【お構い】おがめぁー

おかめ みだぐなす

おかゆ おげぁ

おから とふかす

おかわり【お代り】おだづ

おき おぎ

おぎぁー おほげぁー

おきうませ【置き熟ませ】おぎんまへ

おきかえる【置き換える】おぎげぁる

おきづけ【置き漬け】おぎづげ

おきどけい【置き時計】おぎどげ

おきどころ【置き所】おぎどご

おぎない【補い】おぎねぁー、たそぐ

おきひ【おき火】おぎ

おきもの【置き物】おぎおの

おく【奥】いり

おくさん【奥さん】あねつぁ、だんなかが

おくて おぐ

おくのま【奧の間】いりざしぎ

おくびょうもの【臆病者】おぐびょーたがり

おくぶかい【奧深い】おぐふっけぁ

おくりもの【送り物】おぐりおの

おくりもの【贈り物】おぐりおの

おけ【桶】こが

おけいた【桶板】くれ

おけや【桶屋】たがや

おこうこ おごご

おこうこう おごご

おこげ こび

おこそずぎん おごそ

おこない【行い】おごねぁ、ひんこ

おこる【怒る】ごしゃぐ

おこわ おふかし、ふかす

おさえ【押さえ】おせぁー

おさえたち【押さえ立ち】おせぁだず

おさえつける【押さえ付ける】おせぁずげる

おさえる【押える】おせぁる、のちめる

おさえる【抑える】おせぁる

おさまる おだまる

おさらい おされぁー

おさん【お産】おぼごなし

おし【唖】おっつ、みみきかず

おしあい【押し合い】おしえぁー

おしい【惜しい】いだます、おし
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おちゃづけ

おじいさんの【お爺さんの　】ず

おしいもの【惜しいもの】あったらおの

おしいれ【押し入れ】おすえれ

おしえご【敎え子】おへご

おしえる【敎える】おしぇる、おへる

おしかえす【押し返す】おすげぁす

おしかける【押し掛ける】おすかげる

おしがる【惜しがる】おすがる

おじぎ【お辞儀】おずぎ

おじぎをする こごまる

おしこむ【押し込む】おっこむ、おっぺす

おじさん おんつぁ

おしつけがましい【押し付けがましい】おすずげ

がます

おしつける【押し付ける】おすずげる、すうづげ

る

おしっこ おつっこ

おしまい おすめぁー、しめぁ

おしめ しんめし、すんめす

おしゃべり【お喋り】へらうり、へらかだり

おしゃべりする へらづぐ

おしゃれ しゃれこ

おしょう【和尚】あどさま、おしょ

おしょうこう【お燒香】おしょご

おしょうばん【お相伴】おえぁ

おしよせる【押し寄せる】おすよへる

おしる【お汁】おずげ

おしるなべ【お汁鍋】おづげなべ

おしるのぐにしたみづな【お汁の具にしたみづ

な】もぎりみづ

おしるわん【お汁椀】おずげわん

おしろい【白粉】おすれ

おしわける【押し分ける】おすわげる

おす【押す】おつける

おす【推す】かづぐ

おせいぼ【お歳暮】せぼ

おせおせ【押せ押せ】おへおへ

おせじ【お世辞】えへぁづれぁ、けぇはぐ、じょ

うず

おせっかい【お節介】おせっけぁー、こしゃぐ

おせつかい【お節介】てすづらす

おせわ【お世話】おへわ

おぜんだて【お膳立て】おじぇんだで

おそい【遲い】おそえ

おそなえ【お供え】おそねぁ

おそるおそる おかねぁおかねぁ

おそろしい【恐ろしい】おそろす、おっかねぁ

おだいにちさま【お大日さま】おでぁんつぁま

おたいらに【お平らに】おでぁらん

おたがい【お互い】おだげぁ

おたがいさま【お互いさま】おだげぁーさま

おたく【お宅】にしあえ

おたくのひとたち【お宅の人達】えのしたづ

おだてる【煽てる】もへしょわへる

おたふくかぜ【お多福風】おだふぐかじぇ

おたまじゃくし ぎゃらくと

おちおち おつおつ

おちぐち【落ち口】おずつり

おちち【お乳】つづこ

おちつく【落ちつく】おだまる

おちめ【落ち目】おづめ

おちゃ【お茶】おぢゃ

おちゃがし【お茶菓子】おぢゃうげ

おちゃがしのつかないおちゃ【お茶菓子のつかな

いお茶】からちゃ

おちゃづけ【お茶づけ】おぢゃづげ
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おちゃのま

おちゃのま【お茶の間】おぢゃのま

おちゃらかす おちょくらがす、ちょろがす

おちる【落ちる】おづる、しぱだぎおずる、ひぱ

だぎおづる、ひぽろぎおずる、ほろげおずる

おつかい【お使い】おづげぁ、こまづげぁ

おつかける【追つかける】ぼかげる

おっかない おかねぁ、おけぁ

おつかない おっかねぁ

おっかぶせる おっかぶへる

おつきさま【お月さま】あどさま

おっくう【おつくう】おもやみ

おつつかない たげあただねぁ

おっつける おつける

おっと【夫】あに

おつり けぁり

おてだま【お手玉】あやこ、じゅうすづ

おてのもの【お手の物】おでのおの

おてんきや【お天気屋】きげんじょうご

おとうと【弟】おず、おんつぁ

おとうとのひしょう【弟の卑称】だめおず

おとうみょう【お燈明】おどみょー

おとがい おどげぁ

おどける どげる

おとこ【男】おどごしと

おとこいちひき【男一匹】おどごえっぴぎ

おとこぎらい【男嫌い】おどごぎれぁ

おとこざかり【男盛り】おどござがり

おとこたち【男達】おどごしたず

おとこのこ【男の子】おどごわらす、やろこおぼ

ご

おとこのすみこみやといにん【男の住み込み雇

人】わがじぇ

おとこのひと【男の人】おどごしと

おとこへのあくたいご【男への悪態語】かぷけや

ろ

おとこまえ【男前】おどごめぁー

おとこもの【男物】おどごおの

おとこやもめ【男やもめ】かがもだず

おとこらしい【男らしい】おどごらす

おとしみそ【落し味噌】おどすみそ

おとしもの【落し物】おどすおの

おととい【一昨日】おどでな

おととし【一昨年】おどどす

おとなげない【大人気ない】おどなげねぁ

おとなしい【大人しい】おどなす、およだ

おとなびる【大人びる】おどなくせぁ

おとりあゆ【おとり鮎】たなあゆ

おとる【劣る】ぶどり

おどろく【驚く】どでする

おとをさせる【音をさせる】めがす

おないどし【同い年】おねぁどし、しととし

おないどしのししゃへのくよう【同い年の死者へ

の供養】みみふたぎ

おなじ【同じ】おんなし、しとず

おなじところ【同じ所】しとどご

おなじに【同じに】いずろぐん

おなじねんれい【同じ年齢】おねぁどし

おにごっこ【鬼ごっこ】おにこすめ、ぼいこ、め

ぐらぼっち

おにのやがら へびのでぁーもず

おにばば【鬼婆】おにばんば

おにび【鬼火】ひだま

おにゆり にがゆり

おによけ【鬼除け】おによげ

おね【尾根】ながね

おねをよこぎるみち【尾根を横切る道】へぐり
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おんたい

おばあさん【お婆さん】ばさま

おはか【お墓】はがど

おはかまいり【お墓参り】おはがめぁり

おばすてやま【姥捨山】んばすてやま

おはち おはづ

おはらい【お祓い】おはれぁー

おびしろはだか【帯代裸】びろびろ

おひたし おしたし、したす

おひとよし【お人好し】けっこーずん

おひなさま おひなこ

おびをしめないすがた【帯をしめない姿】おびす

ろはだが

おぶう んぶう

おぶさる んばる、んぶさる

おべつか えへぁづれぁ、けぇはぐ

おぼえ【覚え】ほんず、ほんでぁ

おぼえがき【覚え書き】おべがぎ

おぼえる【覚える】おべる

おまいり【お参り】おめぁり

おまえ【お前】いし、おめぁ、おんてぁー、にし、

んつ

おまえさん【お前さん】おめぁさん

おまえのいえ【お前の家】にしあえ

おませ こしゃぐ

おみなえし きごばな

おむつ しんめし、すんめす

おめかしをする めがす

おめでたい【お目出度い】おめでてぁ

おもい【重い】おもえ、おもでぁ

おもいあわせる【思い合わせる】おもいあへる

おもいおもいに【思い思いに】てんでこで

おもいかえす【思い返す】おもいげぁす

おもいがけない【思いがけない】おもいがげねぁ

おもいだす【思い出す】あずだす、あずつける

おもいちがい【思い違い】おもいつげぁー

おもくるしい【重苦しい】おもくるす

おもしろい【面白い】おもしぇ、おもすれ

おもったより【思ったより】もさば

おもて えのめぁ

おもてがえ【表替え】おもでげぁー

おもわしい【思わしい】おもわす

おやすい【お安い】おやす

おやつ こまぐれぁ

おやのゆるしのないふうふ【親の許しのない夫

婦】すぎずれ

おやみ【小止み】こばれ

おやゆび【親指】おおゆび

およばない【及ばない】およばねぁ

およびつかわれるひと【および使われる人】わざ

ふ

おりあい【折り合い】おりえぁー

おりかえし【折り返し】おりげぁす

おりもの【織り物】おりおの

おる【折る】おしょる

おれ【俺】おら

おれい【お礼】こごろ

おれいがえし【お礼返し】おれげぁす

おれいのしるし【お礼のしるし】こごろ

おれいまいり【お礼参り】おれめぁり

おれずにまがる【折れずに曲る】しわる

おれたち【俺達】おら、おらだ

おれる【折れる】おしょれる

おわらせる【終わらせる】おやす

おわりはつもの【終り初物】おわりはづおの

おんがえし【恩返し】おんげぁし

おんたい【御大】おんてぁー
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おんとう

おんとう【穏当】おんと

おんな【女】かぷけぼず、へな

おんなぎらい【女嫌い】おなごぎれぁ

おんなざかり【女盛り】おなござがり

おんなたち【女達】おなごしたず

おんなだてらに【女だてらに】おなごだでらん

おんなたらし【女誑し】おなごたらす

おんなで【女手】おなごで

おんなのいんぶ【女の陰部】べちょこ

おんなのこ【女の子】おなごわらす

おんなのちぶ【女の恥部】どで

おんなのひと【女の人】おなごしと

おんなもの【女物】おなごおの

おんならしい【女らしい】おなごらす

おんぶ ばっぱ

おんぶする んばる
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かえす

—か—

か が、がや

か【蚊】よが

が あ、ども

が【蛾】べっと

かあさん【母さん】がが

かい ～や、がや

かい【回】けぁー

かい【貝】けぁっこ、けぁー

かい【効】けぁ

がい【害】げぁ

かいおき【買いおき】けぁおぎ

かいがいしい【甲斐甲斐しい】けぁーげぁーす

かいかえる【買い替える】かいげぁる

かいがら【貝殻】けぁっこがら

かいき【回忌】～けぁーき

かいぎょうい【開業医】まずえしゃ

かいぐい【買い食い】かいぐれぁ、けぁーぐい

かいぐすり【買い薬】けぁぐすり

がいけん【外見】みだどご

がいけんがわるい【外見が悪い】めくせぁ

かいこ【蚕】おごさま

かいこだな【蚕棚】こだな

かいこだなようのさお【蚕棚用の竿】こだなぼげ

かいこのきゅうみん【蚕の休眠】よどむ

かいこのせいちょうだんかい【蚕の成長段階】し

とっつおぎ

かいざいく かんながらばな

かいしゃ【会社】かえしゃ

がいしゅつぎ【外出着】でだず

かいしょう【甲斐性】けぁしょ

かいじる【貝汁】けぁっこずる

かいせん【疥癬】けぁっけぁ

かいぞえ【介添え】けぁーぞえ

かいたいする【解体する】ほどがす

かいだん【階段】がっき、だんぎ

かいちゅうどけい【懐中時計】かいちゅーどげ

かいて【買い手】けぁーて

かいど【灰土】すべぁ

かいどう【街道】けぁど

かいぬし【飼い主】けぁーぬす

かいのかせき【貝の化石】けぁっこがだ

かいばおけ【かいば桶】んまのおげ

かいばしら【貝柱】けぁーばすら

かいふくする【回復する】しったづ

かいぶし【蚊燻し】かえぶす

がいぶん【外聞】げぁーぶん、しとぎぎ、しとめ

ぁ

がいぶんがわるくてはずかしいこと【外聞が悪く

て恥かしいこと】ものさだげねぁ

がいまい【外米】がいめぁ

かいみょう【戒名】けぁーみょー

かいもの【買い物】かいおの、けぁーおの

かいろ【懐炉】けぁーろ

かいわい【界隈】けぁーわぇぁー

かえうた【替え唄】けぁーうだ

かええり【替え襟】あがどり

かえぎ【替え着】けぁーぎ

かえしぬい【返し縫い】けぁしぬい

かえす【帰す】けぁす、けぁーす

かえす【返す】けぁーす、けぁす
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かえす

かえす【孵す】けぁーす

かえすがえす けぁすげぁす

かえだま【替え玉】けぁだま

かえち【替え地】けぁーつ

かえって【却って】けぁて

かえり【帰り】けぁり、けぁーり

かえりうちにあう【返り討ちに会う】しっぺくー

かえりがけ【帰りがけ】けぁりしめぁ、けぁーり

がげ

かえりぐるま【帰り車】けぁーりくるま

かえりじたく【帰り仕度】けぁーりじだぐ

かえりしな【帰りしな】けぁりしめぁ

かえりみち【帰り道】けぁーりみず

かえる【蛙】びっき

かえる【帰る】けぁる、けぁーる

かえる【変える】けぁる

かえる【返る】けぁる

かえる【孵る】けぁる

かえるおよぎ【蛙泳ぎ】びっきおよぎ

かえるのつらにみず【蛙の面に水】びっきのつら

さみづ

かお【顔】むがつら

かおあらい【顔洗い】つらあれぁ

かおあわせ【顔合わせ】かおあへ

かかあ かが

かかえこむ【抱え込む】かげぁーごむ

かかえる かげぁる

かかと【踵】あぐど

かかとをおおうぬの【かかとをおおう布】あぐど

かげ

かがみもち【鏡餅】おそねぁ

かがむ しゃがまる、つつこまる

かかる かがる

かかわり かがさわり

かかわりあい かがりえぁ

かきあつめる【掻き集める】かぎあずべる、はだ

げる

かきかえ【書き替え】かぎげぁ

かききえる【掻き消える】かぎける

かきそんじ【書き損じ】かぎそだし

かきとる【かき取る】はだげる

がきまい【餓鬼米】がっきめぁ

かきまぜる【かき混ぜる】かます

かきまわす【掻き回す】かぎます、かます

かくがい【格外】かぐげぁー

かくざい【角材】かぐぜぁー

かぐざい【家具材】かぐぜぁー

かくざとう【角砂糖】かぐざど

かくし かぐす

かくしき【格式】かぐすぎ

がくしき【学識】がぐすぎ

かくしゃべる【角シャベル】かぐしゃぶろ

かくすこっぷ【角スコップ】かぐしゃぶろ

がくたい【楽隊】がくてぁー

かくまき【角巻き】かぐまぎ

かぐら【神楽】かんぐら

かぐらまい【神楽舞】かんぐらます

かくれんぼ かぐれぼっつ

かくれんぼう かぐれぼつ

がけ ～しめぁ、しめぁ、すめぁ

がけ【崖】がっかげ、がんくら、くら、ゆわがん

くら

かけあわせ【かけ合わせ】かげあへ

かけあわせる がげあへる

かけかえ【掛け替え】かげげぁー

かけがえ【掛け替え】かげげぁー
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かたはし

かけがね かんかね

がけからおちること【崖から落ちること】くらお

ず

かげぐち【陰口】かんげぐづ、ざんぞ

かげぐちをつくこと【陰口をつくこと】ほろぐ

かけじく【掛軸】かげず

かげぜん【陰膳】かげじぇん

かけっこ はしりくれぁご

がけっぷち【崖っ縁】がげぱだ

かげのうら【陰の裏】かんげ

かけのまねごと【賭の真似ごと】ずほこ

かげぼうし【影法師】かげぼっつ

かげもかたちも【影も形も】こぐれぁど

かける くえる

かける【掛ける】かう

かける【書ける】かがる

かこつける【託ける】かんつける

かさ【嵩】がさ

かさぎ【笠木】かさぎ

かさぶた かさひてぁ

かざまつり【風祭り】かざまづり

かざりもの【飾り物】かざりおの

がし【餓死】かずれずに

かじか かつか

かしこ かこ

かしこい【賢い】はしけぁ

がしする【餓死する】ひしぬ

かしましい【姦しい】かすます

かしょくする【假植する】やどう

かじりちらす【かじり散らす】くっちゃぼる

かじる【噛じる】かづる

かしわ【柏】かしゃぎ

かすい【花穂】ぶすこ

かすがい【鎹】かすげぁー、つかみ

かずら【鬘】かんずら

かぜ【風】かじぇ、かじぇのさぶろ

かぜ【風邪】かじぇ

かせぎ【稼ぎ】かへぎ

かせぐ【稼ぐ】かへぐ

かぜとおし【風通し】かじぇとす

かぜのこ【風の子】かじぇのこ

かぜのたより【風の便り】かじぇのたより

かぜひき【風邪引き】かじぇひぎ

かぞえたてる【数え立てる】かじぇたでる

かぞえどし【数え年】かじぇとす

かぞえる【数える】かじぇる

かぞく【家族】かねぁ

かたい【固い】かでぁ

かたいいし【堅い石】いぎいし

かたいじ【片意地】ぎっちょげぁ

かたかけになわ【肩掛け荷縄】かだかげにんな

かたがわ【片側】かだつら

かたき【堅木】かだぎ

かたくち【片口】かだぐづ

かたくちどん【片口丼】かだぐづ

かたくなる【堅くなる】しゃきばる

かたくり かだご、ほけちょばな

かたくるしい【堅苦しい】かだぐるす

かたぐるま【肩車】かだくび、くぴこ

かたけ【片食】～がだげ

かたじけない【忝ない】かだずげねぁ

かたちんば えっちょ、かだっつがだっつ

かたづく【片付く】かだづぐ

かたつむり かだつぶ

かたのすじ【肩の筋】けんぴぎ

かたはし【片端】かだっぱす
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かたばみ

かたばみ かっこべ

かたほう【片方】かだこび、かだした

かたほうづつ【片方づつ】かだっつがだっつ

かたまりのおおきなこうせつ【塊の大きな降雪】

ぼさぼさゆぎ

かたむく【傾むく】かだがる

かためん【片面】かだつら

かたもらい【片貰い】かだもれぁ

かたゆき【堅雪】かだゆぎ

かたゆきわたり【堅雪渡り】かだゆぎわだり

かたよせる【片寄せる】えっちょづげる、かだよ

へる

かたる【語る】かだる

かちかち かつかつ

がちがち がつがつ

かつ【勝つ】かう

かつえる【餓える】かづれる

かつおぶし【鰹節】かづぷす

かつかつ おっつかっつ

がつがつくうもの【がつがつ食う者】かづれぼえ

ど

がっかりする つからおどす

かつぐ かづぐ、のへる

がっくり がったり

かっこう【格好】かっこ、かんめぁ、ざんま

かっこう【郭公】かっこ

がっこう【学校】がっこ

がっしり がっつり

かったそうだ けど

かったるい かったり、かったるえ

がっちり がつっと

かってに【勝手に】てどりあしどり

かっぱらい【掻っ払い】かっぱれぁ

かっぱらう かっつぁらう

かてめし【糅飯】かでまま

かどいし【角石】しょうじ、ひてぁ

かない【家内】かねぁ

かなえる【叶える】かねぁる

かなきりこえ【金切り声】きんきんごえ

かなしい【悲しい】かなす

かなしむ【悲しむ】あわれみる

かなだらい【金だらい】かなだれぁ

かなづち【金槌】せぁんづづ

かなへび かなちょろ

かなもの【金物】かなおの

かならず【必ず】なっても、ほっても

かに【蟹】がんに

がにまたのようにあるくさま【がに股のように歩

くさま】えかまか

かねしゃくし【かね杓子】かねじゃぐす

かねづかい【金遣い】かねつけぁ

かねる【兼ねる】かねぁる

かばう【庇う】ふたんなる

かびくさい【黴臭い】かぷけくせぁ

かびたもち【かびた餅】かぷけもず

かびる かぷける

かぶ【蕪】かぷこ

かぶせる【被せる】かぶへる

かぶとむし おにがら

かぶとむしのようちゅう【かぶとむしの幼虫】こ

えづがむす

かぶり【頭】かんぶり

かぶりつく かぶずぐ

かぶりもの かぶりおの

かぶわけ【株分け】ねわげ

かほう【下方】したかだ
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からりと

かま【鎌】かんま

がま ふぐだびっき

がま【蒲】がんば

かまいたち かまいだず

かまう かもう

かまえ【構え】かんめぁ

かまえる【構える】かめぁる

がまがえる ふぐだびっき

かまきり えぼむす、えんべぁぼっつ

がましい ～がます

がまずみ ぞーみ

かまつき かまつぎ

かまつち【かま土】かまつず

かまど へっつ

かまぼこ かまぶぐ

かまをかける かんまかげる

がまんする【我慢する】はらつかむ

かみおろし【神おろし】おながば、くづよへ

かみおろしのもうじょ【神おろしの盲女】ぼさま

かみきりにくい しなこえ

かみころす【噛み殺す】くっころす

かみざいく【紙細工】かみぜぁーぐ

かみしばい【紙芝居】かみすんべぁ

かみつく【噛み付く】かぶずぐ

かみなり【雷】ごろごろさま

かみなりさま【雷さま】れぁーさま

かみまいり【神参り】かみめぁーり

かみんちゅうのいちれいのかいこ【假眠中の一令

の蚕】しとっつよどみ

かめ【亀】かめのご

がめつい がめつ

かめむし へくさぼ

かもしか あおしし

かやであんだゆきがこい【かやで編んだ雪囲い】

おだれ

かゆ【粥】おげぁ

かゆい けぁ

かよいちょう【通い帳】かよえ

かよわい みじょけねぁ

から おん、さげぁ、ぱげぁ

がら【柄】がらこ

からい【辛い】かれぁ

からいど【空井戸】からえど

からいばり【空威張り】からえばり

からかう えへぁたがる、おちょぐらがす、ちょ

す、ちょすます、なくさむ

からからにかわく【からからに乾く】ひからびる

からきし からきり

からしなづけ【からしな漬け】おみづげ

からじる【空汁】からちる

がらすのおはじき【ガラスのおはじき】ぎやま

からすのぎょうずい【鳥の行水】からすのみずあ

び

からせき【空咳】からへぎ

からだ【体】かばね、がんがら、らってぁ

からだをふること【体をふること】みぼろぎ

からっぽ がらんぽ

からて【から手】からつら

からどう【空胴】がんご

からばたけ【空畑】からぱだげ

からまる【絡まる】とっからまる、ふがらまる

からまわり【空回り】からまり

からみ【から身】てぶり

がらみ まづら

からむ からまぐ

からりと からっと
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がらりと

がらりと がらっと

がらんと ががらんと

かりあげのせっく【刈り上げの節句】かりあげの

へっく

かりずまい【借り住い】しゃぐやずめぁ

かりずまい【假住居】かりずめぁー

かりはらい【刈払い】かりはれぁ

かりはらう【刈払う】かっぱらう

かりゅう【下流】すも

かるい【軽い】かるえ、かるこえ

かるいちゅうぶう【軽い中風】かすらえる

かるいはしか【軽いはしか】みっかはしか

かるがるしい【軽軽しい】かるがるす

かわあそび【川遊び】かわあすび

かわいい【可愛い】めんごえ

かわいがる【可愛がる】めんごがる

かわいくない えぁらすぐねぁ

かわいそう いどす、みずめたらす、むぞせぁ

かわいてしなびる【乾いてしなびる】からびる

かわいらしい【可愛らしい】かわいらす

かわかす【乾かす】ひどる

かわく【乾く】はすらぐ、ひからびる、ひっかわ

ぐ、ひる、ほへる

かわぐつ【皮靴】かわけり

かわせ【爲替】かわへ

かわせみ すなこどり

かわとんぼ かっぱあげ

かわのせ【川の瀨】へぇ

かわのなかのすきま【川の中のすき間】えご

かわら【川原】から

かわりだね【変り種】ぶんて

かわりばえ【代り映え】かわりべぁー

かわりもの【変り者】ぶんて

かわる【変る】けぁる

かわるがわる【代る代る】かわりがわり

かん【疳】かんしょ

かんいりここのかめのあめ【寒入り九日目の雨】

かんくのあめ

かんがえ【考え】かんげぁ

かんがえごと【考えごと】かんげぁーごど

かんがえつく【考えつく】かんげぁーつぐ

かんがえもの【考えもの】かんげぁーおの

かんがえる【考える】かんげぁーる

かんかく【間隔】はが

がんぐ【頑具】もじゃすび

がんこ【頑固】いずげぁ

かんごにん【看護人】あづげぁと

かんじき かんづぎ

かんしょ【甘藷】さずまえも

かんじょう【勘定】かんじょ

かんじょういわい【勘定祝い】かんじょゆわぇぁ

かんじょうたかい【勘定高い】かんじょだげぁ

かんしょく【間食】からくづ、こまぐれぁ

がんしょくがしろくなる【顔色が白くなる】すら

ぱつける

かんずく【勘ずく】がんどる

かんせつ【冠雪】ぼだ

かんせつぶ【関節部】まがりぷす

がんぜない【頑是ない】がんじぇねぁ、ほっけぁ

ねぁ

かんそうしておけにすきまのできること【乾燥し

て桶にすきまの出来ること】すすぎる

かんそうする【乾燥する】はしゃぐ

かんたい【歓待】たいぐ

かんだい【寛大】きあおっき、はらおっき

かんだかい【甲高い】かんだげぁ
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がんらい

かんだかいこえ【甲高い声】ひがひが

かんだかくするどいこえ【かん高く鋭い声】きん

きんごえ

かんたん【簡単】かりやす、さもねぁ

かんたんだ【簡単だ】ぞうさねぁ、わげぁねぁ

かんたんに【簡単に】ちょっくら

かんちがい【勘違い】かんつげぁ

かんちゅうにはっせいするかみなり【寒中に発生

する雷】かんかみなり

かんちゅうのふぶき【寒中の吹雪】かんぷぎ

かんづく【勘づく】がんづぐ

かんなくず【鉋屑】かながら

かんのんこう【観音講】おがんのこ

かんのんさま【観音さま】おがんのさま

がんばる【頑張る】ぎんばる

かんびょうする【看病する】あづがう

かんびょうにん【看病人】あづげぁと

がんらい【元来】ねっから
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き

—き—

き【気】きー

き【木】きー

きいきいこえ【きいきい声】きんきんごえ

きいたふう【利いた風】きだふー

きいれ【木入れ】たでごみ

きいろい【黄色い】きいろえ

ぎいん【僞印】ねへばん

きえのこる【消え残る】けのごる

きえる【消える】ける

きおい【気負い】もへき

きかい【機会】きけぁ

きかい【機械】きっけぁ

きがえ【着替え】きげぁ

きがえる【着替える】きげぁる

きがおおきい【気が大きい】きあおっき

きがかり【気がかり】きんくせぁ

きがけ【来がけ】きしめぁ

きがしない【気がしない】～そらねぁ

きかせる【聞かせる】きがへる

きがつよい【気が強い】きづ

きかない きがねぁ

きがまえ【気構え】きがめぁ

きがる【気軽】じょうせぁ

きがるい【気軽い】きがるえ

ぎがん【義眼】えれめ、へれめ

きかんぼう【利かん坊】きがなし、きがんぽ

ききあわせる【聞き合せる】きぎあへる

ききいれる【聞き入れる】きぎへれる

ききおぼえ【聞き覚え】きぎおべ

ききかえす【聞き返えす】きぎげぁす

ききぐるしい【聞き苦しい】きぎぐるす

ききそこない【聞き損ない】きぎそごねぁ

ききちがい【聞き違い】きぎつげぁ

ききづたえ【聞き伝え】きぎつてぁ

ききづらい【聞き辛い】きぎづれぁ

ききどころ【聞き所】きぎどご

ききにくい【聞きにくい】きぎづれぁ、きぎにぐ

え

ききもの【聞きもの】きぎおの

ききん【飢饉】けがず

きく【聞く】きぐ

きくいも きぐえも

きぐのいっしゅ【器具の一種】おおざれぁ、しゃ

りぎ

きくばり【気配り】きどり

きぐらい【気位】きぐれぁ

きくらげ きぐらんげ

ぎくりと ぎくっと

きげんのかわりやすいひと【機嫌の変りやすい

人】きげんじょーご

きこえていてもへんじをしないこと【聞えていて

も返事をしないこと】ずらっと

きこえる【聞こえる】きげる

ぎこちない ぎごずねぁ、ぎごま

きざっぽい【気障っぽい】きざっぽえ

きざみたばこいれ【刻煙草入れ】ずんぎり

ぎしぎし うすぴてぁ、べごのした

きじし【木地師】きづひぎ

きしな【来しな】きしめぁ

きじびき【木地挽】きづひぎ
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きみ

きしみゆき【きしみ雪】ぎしぎしゆぎ

きじゃくし【木杓子】きじゃぐす

きしょうのあらあらしいうま【気性の荒荒しい

馬】らんかんま

きずもの【きず者】きずおの

きずもの【きず物】きずおの

きせいひん【既製品】でぎえぁー

きせつ【季節】きへづ、ずへづ、へず

きぜつする【気絶する】きしゃわりぐする

きせつはずれ【季節はずれ】へづこげ

きせる【煙管】きしぇる

きせる【着せる】きへる、けへる

きぜわしい【気忙しい】きじぇわす

きだいきん【木代金】きでぁーきん

きたえる【鍛える】きてぁーる

きたく【帰宅】ゆあがり

きだけ【着𠀋】きだげ

きだちむら【木立ちむら】きだずやら

きたない【汚い】きたねぁ

きちがい【気違い】きづげぁ

きつい きづ、ぎっつ、くっつ

きついしゃめん【きつい斜面】ぎっつぁが

きづかい【気遣い】きずげぁ

ぎつくりこし【ぎつくり腰】ぎっくらごし

きっさき【切っ先】きっつぁぎ

ぎっしり ぎしっと

きづち【木槌】あお、よごづづ

きっちり かきっと、きつっと

きつつき きーつずぎ

きつつき【啄木鳥】けらつづぎ、とずはがり

きっと てっきり、なっても

きつねび【狐火】ひだま

きっぱり がりっと、きっぱど

きづよい【気強い】きづえ

きとう【亀頭】がりくび

きなくさい【きな臭い】きなくせぁ、ひなくせぁ

きなこ【黄粉】さなご、まめのご

きなこもち【黄粉餅】きなごもず

きにあう【気に合う】きにゃう

きにかかる【気にかかる】きんくせぁ

きにはいる【気に入る】きにゃう

きぬもの【絹物】きぬおの

きね【杵】きぎ

きのう【昨日】きんな

きのきりかぶ【木の切株】ぼっこ

きのきりかぶ【木の伐り株】かっくす

きのこじる【きのこ汁】このごずる

きのだいきん【木の代金】きでぁーきん

きのふし【木の節】きっぷす

きのもくめ【木の木目】もぐ

きのやまい【気の病】きのやんめぁ

きばえ【着映え】きべぁー

きはこころ【気は心】きあこごろ

きはずかしい【気恥しい】きはずがす

きはだ たんぱ

ぎばち げぁらばず

きばる【気張る】ぎんばる、ねきばる

きびしい【厳しい】きびす

きびだんご きみだんご

きまえ【気前】きめぁー

きまかせ【気任せ】きまがへ

きまくら【木枕】きまぐら

きまずい【気まずい】きまず

きまわし【木回し】がんた

きみ【気味】きび

きみ【君】おめぁ、おめぁさん、おんてぁー、て
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きみわるい

ぁしょ

きみわるい【気味悪い】きびわり

きむずかしい【気難しい】きごわぇ、きむずがす

ぎむにんぷ【義務人夫】てんま

きめし【生飯】きめし

きめどころ【決め所】きめどご

きもちよく【気持よく】さっくり

きもの【着物】えしょ、かか、きおの

きもののおおきさ【着物の大きさ】しとずみ

きもののがら【着物の柄】がらこ

きものをきてもんぺをはかないすがた【着物を着

てもんぺをはかない姿】すっそなが

ぎゃく【逆】あっちゃこっちゃ

きゃくあしらい【客あしらい】きゃぐあすれぁー

きゃくあつかい【客扱い】きゃぐあずげぁ

きゃくしょうばい【客商売】きゃぐしょーべぁー

きゃくぜん【客膳】きゃぐじぇん

ぎゃくたい【虐待】ぎゃくてぁー

ぎゃくに【逆に】かっちゃむぐれん

きゃくよせ【客寄せ】きゃぐよへ

きやすい【気安い】きやす

きやせ【着やせ】きやへ

きゃたつ【脚立】きゃだっつ

きゅういちがつじゅうごにち【旧一月十五日】こ

しょがづ

きゅうくつなこと【窮屈なこと】くっつ

きゅうけい【休憩】たばこ

きゅうけいしゃち【急傾斜地】ぎっつぁが、じぇ

んめぁぴら

きゅうごがつごろのてんこう【旧五月頃の天候】

さづぎぞら

きゅうしゃめん【急斜面】ぎっつぁが

きゅうじゅういちがつみっかぜんごにふくふぶ

き【旧十一月三日前後に吹く吹雪】でぁすこぶ

ぎ

きゅうじゅうにがつなのか【旧十二月七日】おな

のが

きゅうしょくがかり【給食係】まがねぁががり

きゅうす【急須】きぴちょ

きゅうそう【給桑】かぁかへ、かーかへ

きゅうだい【及第】きゅーでぁー

きゅうに【急に】ぐえら、どえっと、ひょえっと、

ぼえっと、やふり

きゅうにうばう【急に奪う】ひたぐる

きゅうにがつごろのふぶき【旧二月頃の吹雪】は

りまぶぎ

ぎゅっと ぎつっと

きよう【器用】のっけ

ぎょうぎ【行儀】えざま、ざんま

ぎょうぎょうしい【仰仰しい】ぎょーぎょーす

きようさ【器用さ】ちょっけぁ

きょうざめ【興醒め】げーざめ

きょうざめる【興醒める】げぁあさめる

ぎょうじゃ【行者】おおぎょうさま

きょうしゅつまい【供出米】きょーめぁー

ぎょうしょう【行商】しょいこ

きょうそう【競爭】～くれぁご

きょうだい きょうでぁ

きょうだい【鏡台】きょーでぁー

きょうだいしまい【兄弟姉妹】きょうでぁ

きょうちょうのせっとうじ【強調の接頭辞】お

っ～、かっ～、こっ～、こん～、されぁ～、ぶ

ん～

きょうどう【共同】よれぁ

きょうまい【供米】きょーめぁー

きょうゆう【共有】よれぁ
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きんぴらごぼう

きょうよう【共用】よれぁ

きょうよう【饗応】ふるめぁ

きょうりょくする【恊力する】はらあへ

きょじゃくだ【虚弱だ】けぁねぁ

きよせ【木寄せ】きまぐり、やまだす

きょとんと きょとっと

ぎょろぎょろ ぎろぎろ

きょろりと きょろっと

ぎょろりと ぎょろっと

ぎらい【嫌い】きれぁ

ぎらぎら びがびが

きらす【切らす】きしゃす

ぎりあい【義理合】ぎりえぁー

きりかえ【切り換え】きりげぁー

ぎりかたい【義理堅い】ぎりがでぁ

きりかぶ【伐り株】かっくし

きりそろえる【切り揃える】きっつぉろえる

きりたおす【伐り倒す】きっけぁす

きりまわす【切り回す】きります、くります

きりょう【器量】ぶりこ

きりりと きりっと

きる【切る】はやす

きる【伐る】きたぎる

きれい【奇麗】きれ、めんごげ

ぎれい【儀礼】ぎれ

きれいずき【奇麗好き】きれがだ

きれない【切れない】ならねぁ

～きれない【～切れない】～たでぁらんねぁ

きれはし【切れ端】きりぱず、きれっぱす

きれめなしにふるあめ【切れ目なしに降る雨】じ

らじらあめ

ぎろん【議論】ろんぱ

きわ【際】すめぁ

きをうしなう【気を失なう】ほんずあねぁ

きをつけて【気をつけて】てねんと

きをつける【気をつける】きつける

きんきんごえ【きんきん声】ひがひが

きんざい【近在】きんぜぁー

きんたま【金玉】がもこ

きんつぼまなこ【金つぼまなこ】かなつぼまなぐ

きんぴらごぼう【金平牛蒡】きんぴらごんぼ
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ぐあい

—く—

ぐあい【具合】あんべぁ、ぐえぁ

ぐあいがわるい【具合が悪い】かんじょわり

くい【杭】くえ、つぐす

くいあわせ【食い合わせ】くいあへ

くいうち【杭打ち】くえぶづ

くいかけ【杭掛け】くえがげ

くいかける【食いかける】くっかげる

ぐいぐい ぐえぐえ、ごえごえ、ずえずえ

くいころす【食い殺す】くっころす

くいしんぼ【食いしん坊】くいすんぼ

くいちがい【食い違い】くいつげぁ

くいちぎる【食い千切る】かっつぎる、くっつぎ

る

くいちらす【食い散らす】くっちゃぼる、くっつ

らがす

くいつく【食いつく】くつぐ

くいっぱぐれ【食いっぱぐれ】くいっぱずれ

くいつぶす【食い潰す】くっつぶす

くいにげ【食い逃げ】くいねげ

くいはぐれ【食いはぐれ】くいっぱずれ

くいもの【食い物】くいおの

くう【食う】く

ぐうぐう こうこ

ぐうと うって、ぐって

くうどう【空胴】がんご

くうどうのあるき【空胴のある木】うどき

くうもよう【空模様】そらもよ

くえない【食えない】かんねぁ、けねぁ

くえる【食える】かえる、ける

くくたち【茎立ち】ふぐだず

くけだい【くけ台】くけでぁ

くさい【臭い】くせぁ

くさいきれ【草いきれ】くさえげれ

くさいほど【くさい程】くせぁくれぁ

くさぎ へくさぎ

くさそてつ こごめ

くさつけうま【草つけ馬】くさつけんま

くさのは【草の葉】くさぱ

くさび や

くさびのいっしゅ【楔の一種】ふぐろや

くさむしり【草むしり】くさむすり

くさむら【草むら】くさやら

くさやね【草屋根】くずや

くさらす【腐らす】くさらへる

くされ【腐れ】くっされ

くされえん【腐れ縁】くっされえん

くじ【籤】くず

くじのがれ くずぬがれ

くじびき【くじ引き】くずっぴぎ

くしゃくしゃ くちゃくちゃ

ぐしゃぐしゃ ぐちゃぐちゃ

ぐしゃっと びじょっと

くしゃみ あくしゅん、はくしゅん

くじょう【苦情】くじょ

ぐしょぬれになるほど【ぐしょ濡れになるほど】

くさるほど

くしん【苦心】くすん

くず【葛】くぞ

ぐずぐず ぐずらぐずら、ねつくつ、ねつらくつ

ら
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くにする

くすぐったい くすぐってぁ、こそくてぁ、こち

ょくてぁ、もそけぁ

くすぐる こちょがす

くずこ【くず粉】くつこ

くずごめ【屑米】くずめぁー

くずす【崩す】くぞす

ぐずつく ぐすねる

くずまゆ【屑繭】くずめぁっこ

くすり【薬】くそり

くずれる【崩れる】くぞれる

くせ【癖】かんめぁ、きしぇ、くへ、ざっぺぁ

くせうし【癖牛】くへべご

くそ【糞】うんこ、ばっぱ、もろみ

くたくた くたらくたら

ぐたぐた ぐだらぐだら

くだけまい【砕け米】くだげ

ください【下さい】くだせぁ

くださる【下さる】くだはる

くたばりぞこない【くたばり損ない】くたばりぞ

ごねぁー

くたびれてだるい かったるえ

くたびれる こわぇぐなる

くだもの【果物】くだおの、なりくだおの

くだもののしん【果物の芯】かまど

くだらない くだらねぁ、どごにくだらねぁ

くちあたり【口当たり】くづあんべぁ

くちい くっつ

くちうるさい【口うるさい】くずうるせぁ

くちおも【口重】くずおもでぁ

くちがたい【口堅い】くづあかでぁ

くちぎたない【口汚い】くずきたねぁ

くちぐせ【口癖】くずくへ

くちけんか【口けんか】ゆい-あう

くちこごと【口小言】くずこごど

くちごたえ【口答え】くずごでぁ、へんか

くちごたえする【口答えする】つっけぁす

くちさき【口先】くづあんべぁ、べんかい

くちさきでまるめこむ【口先でまるめこむ】ゆい

くるめる

くちすぎ【口過ぎ】くづすぎ

くちづたえ【口伝え】くずつてぁー

くちのあじわい【口の味わい】くづあんべぁ

くちばし【嘴】くずぱす

くちびる【唇】くづぴた

くちぶえ【口笛】おそぶえ

くちふさぎ【口塞ぎ】くずふたぎ

くちまかせ【口任せ】くずまがへ

くちまね【口真似】くずまねぁ

くちや【口矢】くずや

くちやかましい【口喧しい】くずやがます

くちよせ【口寄せ】くづよへ

ぐちをいう【愚痴をいう】くどぐ

くちをとがらす【口をとがらす】くづとがける

くつ【靴】くっく

くつした【靴下】くづした

ぐっしょり ぐしょっと、ぐっちゃり

ぐったり ぐたっと

くっつく くつぐ、ふつぐ

くっつける くつげる、ひつげる

ぐっと がえっと、ぐえっと、ぐえら

ぐっぴり ぐぴっと

ぐてい【愚弟】だめおず

ぐでんぐでん ぐでぐで、でぐんでぐん

くどい くどえ、しょねこえ、ねへづ

くどく【口説く】くどぐ

くにする【苦にする】くんする
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ぐにゃぐにゃ

ぐにゃぐにゃ ぐなぐな

ぐにゃっと ぐなっと

くび【首】くぴたま

くびかざり【首飾り】くぴかざり

くびくくり【首くくり】くぴかがり

ぐぴぐぴ ごぴらごぴら

くべる さっくべる

くぼち【窪地】ひどこ

くま【熊】くまのしし

くみあい【組合】くみえぁー

くみあわせ【組み合わせ】くみあへ

くみあわせる【組み合わせる】くみあへる

くみかえる【組み替える】くみげぁる

くものうえ【雲の上】くものゆえ

くもをかすみと【雲を霞と】しりこさらて

くやしい【口惜しい】くやす

くらい【暗い】くれぁ

くらい【位】くれぁ

くらいつく【食らいつく】くれぁづぐ

くらいどり【位取り】くれぁどり

くらう【食らう】まぐらう

くらがえ【鞍替え】くらげぁー

くらくらする まぐまぐする

くらしぐあい【暮し具合】くらすあんべぁ

くらしむき【暮しむき】うづわ

くらすみ【暗隅】くらすま

くらのいりぐち【蔵の入口】じょうのぐづ

くらばらい【蔵払い】くらばれぁ

くらべ【比べ】～くれぁご

くらべもの【比べ物】くらべおの

くらやみ【暗闇】くらすま

くりあわせる【繰り合わせる】くりあへる

くりかえす【繰り返す】くりげぁす、ぬがげぁす

くりのいが【栗のいが】えが

くりのき【栗の木】くんぬぎ

くりまわす くります

くるくる くりくり

ぐるぐる ぐりぐり

くるしい【苦しい】くるす、へづねぁ

くるぶし くろごぶし

くるまいど【車井戸】くるまえど

くるまだい【車代】くるまでぁ

ぐるみ がらみ、まづら

くるみあえ しらあえぁ

くるみのあえもの しらあえぁ

くるむ つっくるむ

ぐるり ぐるっと

ぐるりと ぐりっと

くれ ころ

くれ【暮】つめ

くれる あげる、くえる、ける

くろい【黒い】くれ、くろえ

くろう【苦労】てぁぎ

くろざとう【黒砂糖】くろざど

くろすずめばち すなこばづ

くろつち【黒土】くろぼぐ

くろっぽい【黒っぽい】くろぽえ

くろばえ くそべぁ

くろめ【黒目】ほどげさま

くわ【桑】かぁ

くわ【鍬】か

くわえる くわぐ

くわがたむし おにがら

くわがたむしなどのようちゅう【くわがたむし等

の幼虫】ごどごどむす

くわかりがま【桑刈り鎌】かーかりがんま
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ぐんにゃり

くわきりぼうちょう【桑切り包丁】かーきりぼえ

じょ

くわしい【詳しい】くわす

くわずぎらい【食わず嫌い】くわずぎれぁ

くわせる【食わせる】かへる

くわつみ【桑摘み】かぁこぎ、かーこぎ

くわのき【桑の木】かんぬぎ

くわのひんしゅめい【桑の品種名】あがき

くわのみ【桑の実】かんご

くわばら【桑原】かんばら

くわれる【食われる】かえる

ぐんにゃり ぐなっと
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けいご

—け—

けいご【敬語】いやづげぁ

けいさん【計算】かんじょ

けいしゃち【傾斜地】ひら

けいだい【境内】けーでぁー

けいと【毛糸】けーど

けいとう【鶏頭】けどぎ

けいとのしゃつ【毛糸のシャツ】じゃげづ

けいふん【鷄糞】とりけぁす

けいべつする【軽べつする】やすめる

けいろ【毛色】けーろ

けかえす【蹴返す】けげぁーす

けぎらい【毛嫌い】けぎれぁー

げざい【下剤】げぜぁー

けしかける ほきかげる

けずる【削る】かっぺずる、けっぺずる、へずる、

へづる

げたげた げだげだ

げたすけーと【下駄スケート】かなずば

けたちがい【桁違い】けだつげぁ

けたはずれ【桁外れ】けだっぱずれ

けだるい けだり

けち けつ、ねつかれぁ、ねつぴ、ねづ

けちくさい【けち臭い】ひんねず

けちけちする けつめぐ、しぴたれる

けちる けつめぐ

けちんぼ【けちん坊】しぴたれ

けちんぼう【けちん坊】けつんぼ

けつえん【血縁】ながなが

けつかる けづがる

げっけい【月経】つぎのおの

けっこうじん【結好人】けっこーずん

げっこうする【激昂する】たづびあがる

けっこんしき【結婚式】さがづげごど、むがさり

けっして【決して】ほっても

けつぞく【血族】つのみづ

げっそり げそっと

けったいな けってぁーだ

けっと【ケット】かぐまぎ

けっとう【血統】まぎ

けつまずく けずまがる

けとばす【蹴飛ばす】ふんごろばす

けはい【気配】けへぁー

けばけばしい けばけばす

けぶかい【毛深い】けむぐじゃら

けむい【煙い】けぷてぁ

けむし【毛虫】けらむす

けむたがる【煙たがる】けぷてぁがる

けむだし【煙出し】くど、けぶだす

けむり【煙】けぶ

けむる【煙る】えぶる

けもの【獣】けだおの

けら きーつずぎ、けらつづぎ、てでぱら

けらい【家来】けれぁー

げり【下痢】はらとがし

けれども げんとも

ければ ば

けろっと けそっと、けろんと

けろりと けそっと、けろんと

けわしい【険しい】けわす

けんか えさげぁ
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けんやく

けんかをうる つかがる

げんき【元気】あれぁ

げんこ ごんけづ

けんこう【健康】あれぁ

げんこつ【拳骨】ごんけづ、はりもず

げんごろう ひらか

げんざい【現在】げんぜぁー

けんとう【見当】けんと、めがん

げんなり ぐなっと

げんまい【玄米】げんめぁ

けんやく【倹約】しまつ、ねづ
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こい

—こ—

こい【鯉】こえ

こい【濃い】こえ

こいし【小石】いしなご

こいしい【恋しい】こいす

こいしのおおいところ【小石の多い所】いすから

こいつ けぁづ

こいづか【肥塚】こえずが

こいに【故意に】わんざど

こいはなじる【濃い鼻汁】ごだんぱな

こいわずらい【恋煩い】こいわずれぁ

こう こ、こげぁ、べ

こううんようぐ【耕運用具】まんが

こうか【高価】こうでぁ、たぐあでぁ

こうがいすい【口蓋垂】のどしんつこ

こうかつなもの【狡猾な者】ずるすけ

こうかんする【交換する】ばぐる

こうごうしい【神神しい】こーごーす

こうさい【交際】こーせぁー、つぎえぁ

こうさくきかい【工作機械】こーさぐきっけぁ

ごうさらし【業晒し】ごうっつぁらし

こうし【格子】こう

こうし【仔牛】ここべご

こうしょ【高所】たがで

ごうじょう【強情】ぎっちょげぁ、ごうじょ、ひ

のず

ごうじょうっぱり【強情っ張り】えつたがり

ごうじょうばり【強情張り】ごーじょっぱり

ごうじょうをはる【強情を張る】つぱる

こうしんさまのまつりび【庚申さまの祭り日】お

ひまず

こうずい【洪水】おーみず

こうせつ【交接】べっこやり

こうぜん【公然】おおでん

こうたい【交替】こーでぁー、ばんがわり

こうだい【広大】こーでぁー

こうだい【香代】こーでぁー

こうたけ すすだげ

こうちょくする【硬直する】しょきばる

こうつうどめ【交通止め】ばんと

こうつごう【好都合】こーつご

こうでん【香典】こーでぁー

こうでんがえし【香典返し】こーでんげぁーし

こうはい【交配】かげあへ

こうばい【勾配】こうべぁ

こうはいする【交配する】がげあへる

こうばしい【香ばしい】こばす

こうふく【幸福】しっしゃわへ

こうふこうへのししゅつ【幸不幸への支出】ぎり

しゅび

こうもり こんもり

こうもり【蝙蝠】こんもり

こうもんきん【肛門筋】かがり、けっつのご

こうる【梱る】こる

こうるさい【小煩い】こうるせぁ、されぁうるせ

ぁ

ごえいか【御詠歌】ごえが

こえおけ【肥桶】だらおげ

こえば【越え場】こえぱ

こえひきみち【肥曵き道】こえひぎみず

こおけ【小桶】こが
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こしかご

こおり【氷】すが

こおりざとう【氷砂糖】こりざど

こおりだいこん【凍り大根】すみでぁごん

こおりつく【凍り付く】すみずぐ

こおりのはったがわでのぎょほう【氷の張った川

での漁法】すがげぁ

こおりもち【凍り餅】こりもず

こおりもれ【氷漏れ】すがむり

こおる【凍る】しみる

こーるたーる【コールタール】こるたん

こがら【小柄】こべそぐ

こぎく【小菊】まめぎぐ

こぎたない【小汚い】こきたねぁ

ごきとう【御祈祷】ごぎど

こきみ【小気味】こっきび

こぎれい【小奇麗】こぎれ

こぎれをたくさんつなぎあわせること【小布を沢

山つなぎ合わせること】はぬう

こぎれをぬいあわせること【小布を縫い合せるこ

と】はぬう

こく こぐ

こくうぞうさま【虚空蔵さま】こぐぞさま

こくうぞうぼさつ【虚空蔵菩薩】こぐぞさま

ごくごくと ごっごど

ごくすくないこと【極く少ないこと】つらあれぁ

こくそ【蚕糞】こっかす

ごくりと ぐぴっと

ごくろう【ご苦労】ごごろ

こげくさい【焦げ臭い】こげくせぁ

こけし こげす

こげつく【焦げ付く】こびづぐ、やぎずぐ

こける ひっこげる

ここ【此処】こ、こご

ごこう【後光】ずご

ごごう【五合】ごんご

こごえる【凍える】かげぁる、かんげぁーる

ごこく【後刻】えんめぁ

ここちよい【心地よい】きもずえ

こごと【小言】えこえこ

こごとこうべい【小言こうべい】えがみのごんた

ここのつ【九つ】こごのっつ

こごみ こごめ

こごめる こごまる

こころいわい【心祝い】こごろゆわぇぁ

こころえちがい【心得違い】こごろえつげぁ

こころおぼえ【心覚え】こごろおべ

こころがまえ【心構え】こごろがんめぁ

こころぐるしい【心苦しい】こごろぐるす

こころづかい【心遣い】こごろずげぁ

こころづけ【心付け】こごろ

こころづよい【心強い】こごろずえ

こころない【心無い】こごろねぁ

こころばかり【心ばかり】こごろばり

こころぼそい【心細い】こごろぼそえ

こころもとない【心許ない】こごろもどねぁ

こころやすい【心安い】こごろやす

こころよわい【心弱い】こごろよわぇぁ

ごさい【後妻】あどかが、ごげかが

ございます ござりあす

こざかしい【小賢しい】こざがす

こさくりょう【小作料】たであげ

ござぼうし ござぼつ

ござる おざる

こし【腰】こす

こしあげ【腰上げ】こすあげ

こしかご【腰かご】かっこべ
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こしき

こしき【甑】こすぎ

こじき【乞食】ほえど、ものもれぁ

こしけ【白帯下】おりおの

こしにさげるかご【腰に下げる篭】かっこべ

こしのきんにく【腰の筋肉】こすのすづ

こしのこ【腰鋸】こすのご

こしのすじ【腰の筋】こすのすづ

こしひも【腰紐】こすひぼ

こしやく やまにんじん

こじゅうと【小姑】こじゅうど

ごしょう【後生】ごしょ

こしょうがつ【小正月】こしょがづ

ごしょうだいじ【後生大事】ごしょでぁーず

ごしょうなべ【五升鍋】ごしょだぎなべ

こしらえ【拵え】こすれぁ

こしらえる【拵える】こすれぁる

こじらす こずれらがす、こつけらがす

こじる こわる

こじれる こつける

こずえ【梢】うらぺ、すんぺ、てんぺ

こずえのほうのほそいまるた【梢の方の細い丸

太】うらぎ

こすっからい【こすっ辛い】こすかれぁ

こすりつける【こすり付ける】おこぐる、こぐる

こする こすぐる、すこぐる

こずるい【小狡い】こずれ

こすれる すこぐれる

こぜい【小勢】こじぇ

こせき【戸籍】こへぎ

こせこせ こへこへ

こぜに【小銭】こじぇね、ばらへん

こぜりあい【小競り合い】こじぇりえぁー

ごぜん【午前】ひのめぁ

ごぜんちゅう【午前中】ひのめぁ

こぞう【小僧】こんぞ、こんぞこ

こぞうっこ【小僧っ子】こんぞこ

ごそくろう【御足労】ごそぐろ

こそこそ おそこそ、こつぉこつぉ

こそこそばなし【こそこそ話】こつぉこつぉばな

す

こぞって【挙って】こぞて

こそばゆい もそけぁ

ごたい【五体】ごてぁー

こたえ【答え】こでぁー

こたえられない【堪えられない】こでぁらんねぁ

こたえる【応える】こでぁる

こたえる【堪える】こでぁる

こたえる【答える】こでぁる、こでぁーる

こだかい【小高い】こだげぁ

こたつ【炬燵】こだっつ

こたつね【炬燵寝】こだっつね

こだま やまぴこ

こぢから【小力】こつからこ

ごちそう【ご馳走】ごっつぉ

ごちそうづくり【ご馳走作り】ごっつぉこへぁ

ごちゃごちゃ ごじゃごじゃ、もずくたねぁ

ごちゃまぜ【ごちゃ混ぜ】ごちゃまじぇ

こちら こっつ

こづかい【小遣い】こづげぁ、こまずげぁ

こづかい【小使い】こづげぁ

こづかいせんとり【小遣銭とり】ほまづ

こつきまわす【小突き回す】こずぎます

こづきまわす【小突きまわす】でごづぐ

こづく【小突く】でごづぐ

こっくりこっくり かくらかくら

こっけい【滑稽】こっけ
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こまかくうごききまる

こっそり こそっと、こつぉっと

ごっそり がっぱり、ごそっと、ごぺっと

ごったがえす【ごった返す】ごったげぁす

ごったまぜ ごったまじぇ

こっち こっつ

こってり こてっと

ごってり でっこり

こっぴどい こっぴどえ

こつひろい【骨拾い】へぁよへ

ごつんと がっきり、がっつら、ごっきら

こてさき【小手先】ちょっけぁ

ごと がらみ

ごと【毎】ぎり

ことあたらしい【事新しい】こどあだらす

こどうぐ【小道具】こどんぐ

ことし【今年】こどす

ことだろうね【～ことだろうね】じゅんだ

ことでは ごんでぁ

ことに【殊に】こどん

ことによると【事によると】わりぐすっど

ことによると【殊に依ると】こどんよっど

ことばづかい【言葉遣い】こどばずげぁ

ことびぐち【小鳶口】てとび

こども【子供】おぼご、おぼごわらす、がぎこ

こどものあいしょう【子供の愛称】じょっこ、め

ー

こどものあそび【子供の遊び】ねっきぶづ

こどものくせに【子供のくせに】はっから

こどものゆさん【子供の遊山】ゆさんこ

こなずみ【こな炭】こずみ

こなもち【粉餅】こもず

こにくらしい【こ憎らしい】こにぐらす

こぬか【小糠】このが

こぬかあめ【こぬか雨】このがあめ

こぬかづけ【米糠漬】このがづげ

ごね だんじゃぐ

こねる こぐ、しとねる

ごねる ごがする、ずぐねる、ふづぐる、ぷごぐ

る

ごねること ごが

このあいだ【この間】こねぁだ

このごろ【この頃】このじゅ

このさい【この際】このせぁー

このせつ【この節】このへづ

このとき【この時】こんづぎ

このましい【好ましい】このます

このように こ

こばかくさい【こ馬鹿くさい】こばがくせぁ、こ

んばがくせぁ

こばれ【小晴】こばれ

ごはん【ご飯】まま

こびりつく こびづぐ

こぶくろ【小袋】こんぶぐろ

こぶし こぶす

ごへい【ご幣】ぼんでん

ごぼう【牛蒡】ごんぼ

ごぼうじる【牛蒡汁】ごんぼずる

ごぼうのは【牛蒡の葉】ごんぼぱ

ごほうらく【ご法楽】ごほらぐ

こぼす かんまがす、まがす

こぼんのう【子煩悩】こぼろ

ごまあえ【胡麻和え】ごまえぁ

こまえ【小前】こめぁー

こまかい【細かい】こまこえ

こまかくうごききまる【細かく動きまる】つたぱ

た
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ごまかしてとる

ごまかしてとる【ごまかして盗る】がめる

こまかにきりさく【細かに切り裂く】こまざぐ

ごましお【胡麻塩】ごまししょ

こましゃくれていること からこしゃぐ

こましゃくれる こまちゃくれる

こまづかい【小間使い】こまずげぁ

こままわし【独楽回し】こまます

こまもの【小間物】こまおの

こまものみせ【小間物店】こまおのめへ

ごみ ごど、ばっぱ

ごみさらい【ごみ浚い】ごどされぁ

こむずかしい【小難しい】こむずがす

こむそう【虚無僧】こもそ

こむら こんぶら

こむらがえり こんぶらけぁり

こめけんさのどうぐ【米検査の道具】さす

こめこがし【米粉菓子】こうへん

こめだわら【米俵】こめだら

こめどころ【米所】こめどご

こめのだっこくさぎょう【米の脱穀作業】こめこ

しぇ

こめのとぎじる【米の磨ぎ汁】しろみず

こめをせんべつするふるい【米を選別する篩】と

おし

ごめんください【ごめん下さい】はえっと

ごもくめし【五目飯】あんべぁまま、ごもぐまま

こもり【子守り】こんもり

こもりをするひと【子守りをする人】こんもり

こやかましい【小やかましい】こやがます

こやし【肥】こやす

こよみ【暦】こゆみ

ごらいこう【ご来光】ごれぁご

こらえがない こでぁねぁ

こらえしょう【堪え性】これぁーしょ

こらえる はらつかむ

こりこう【小利口】こりご

こりしょう【凝り性】こりしょ

これ けぁず

これで こんで

こればかり こればり

これみよがし これみろてゆわねぁばり

ころ【頃】～しめぁ、しめぁ、ずぶん

ころあい【頃合】ころえぁー

ごろごろ ごろらごろら

ころぶ【転ぶ】かころぶ、すころぶ、ぶころぶ、

ぶっころぶ

ごろりと ごろら

こわい おけぁ、こわぱす

こわい【怖い】おっかねぁ

こわがる【怖がる】おかねぁがる

こわごわ おかねぁおかねぁ

ごわごわ がばがば

こわす【壊す】そだす、ぼこす

こわばる しゃきばる、しょきばる

こわめし おふかし

こわれもの【壊れ物】ぼこれおの

こわれる【壊れる】えがれる、ぶずごれる、ぼこ

れる

こんかい【今回】こんけぁー

こんがらかる こごらがる、こごる

こんぐらかる こごる

こんじょう【根性】こじょ、こんじょ

こんど【今度】こんだ

こんどは【今度は】こんだ

こんな けぁつけぁた、こげぁた、こつけぁた、こ

んた
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こんれいのしゅくえん

こんぱす【コンパス】ぶんます

こんばんは【今晩は】おばんです

こんぶ よろごんぶ

こんぺいとう【金米糖】こんぺと

こんもり もっこり

こんや【今夜】こにゃ、ばんげ

こんやくせいりつのいわいざけ【婚約成立の祝い

酒】さだめのさげ

こんやくせいりつのぎしき【婚約成立の儀式】ま

めもらい

こんやくやゆいのうのしゅくえん【婚約や結納の

祝宴】かだめのさがづぎ

こんれい【婚礼】さがづげごど

こんれいごみっかめのさとがえり【婚礼後 3 日
目の里帰り】みずめ

こんれいのしゅくえん【婚礼の祝宴】むがさりぶ

るめぁ
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さあ

—さ—

さあ【さー】さ

ざぁっと ざえっと

さい【際】～しめぁ

ざい【在】ぜぁ

さいきん【最近】このじゅ

ざいく【細工】せぁーぐ

さいげん【際限】さえげん

さいご【最後】せぁーご

さいこう【最高】せぁーこー

ざいごう【在郷】ぜぁ

ざいごうしゅう【在郷衆】ぜぁごしゅ

さいごまでいのこったもの【最後まで居残った

者】すまぶり

さいころ【賽子】せぁーころ

ざいさん【財産】すんでぁ、ぜぁーさん

ざいさん【戝産】しんしょ

ざいさんか【財産家】ぜぁーさんか

ざいしつ【材質】ぜぁーすず

ざいしつのやわらかいき【材質の軟かい木】あさ

ぎ

さいしょ【最初】しょっぱじめ、せぁーしょ

さいせん【賽銭】さえへん

さいそく【催促】せぁーそぐ

さいそくする【催捉する】はだる

さいちゅう【最中】せぁーちゅー

さいづちあたま【才槌頭】せぁんずずあだま

ざいにん【罪人】ぜぁーにん

さいばん【裁判】せぁーばん

さいふ がまぐづ

さいふ【財布】かねえれ、さずえれ、せぁふ

さいふもち【財布持ち】せぁーふもず

さいほう さいほ

さいほう【裁縫】ぬすけ、ぬつけ

ざいもく【材木】ぜぁもぐ

さいもんかたり【祭文語り】せぁーもんかだり

ざいりょう【材料】ぜぁーりょ

さいわい【幸い】さいわぇぁ

さえ ～せぁ、せぁ

さえずる【囀る】せぁずる

さえる【冴える】せぁーる

さお【棹・竿】ほげ

さおはかり つぎ

さかい【境】さげぁ

さかいめ【境目】さげぁーめ

さかえる【栄える】さげぁる

さかさ【逆さ】かっちゃ

さかさづめ【逆さ爪】そそくれ

さかさま【逆様】かっちゃま

さがしあぐむ【探しあぐむ】たねはばげる

さかしい【賢い】さがし

さがしもの【さがし物】たねおの

さがす たねる

さかずき【杯】さがずげ

さかだい【酒代】さがでぁ

さかな【魚】とど、とどこ

さかなあなさがし【魚穴さがし】えごさがし

さかなすくい【魚掬い】みごりすぎ

さかなのこぼね【魚の小骨】とげ

さかなや【魚屋】えさばや

さからう へんか
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さっぷうけい

さがりめ【下り目】さんがりめ

さき【先】さきちょ、へん

さきおととい さぎおどでな

さきおととし さぎおどどす

さきはし さぎぱす

さきばらい【先払い】さぎばれぁ

さきほど【先程】さきだ

さぎょうい【作業衣】でだじ、でだず、でだづ

さぎょうもんぺ【作業もんぺ】さるこぱがま

さぎょうようのわらぐつ【作業用の藁靴】へどろ

ぐず

さく【咲く】さぐ

さく【裂く】さぐ、しちゃばぐ、ぶっちゃばぐ、

むざぐ

さくうらない【作占い】さぐだめす

ざくざくするゆきみち【ざくざくする雪道】ざぐ

みず

さくだめし【作試し】さぐだめす

さくや【昨夜】ゆべな

さくらのみ【桜の実】さぐらんご

さけ【鮭】さげのよ、よ

さけぐせ【酒癖】さがくへ

さけとますのおすをいう【鮭と鱒の雄をいう】か

の

さけぶ【叫ぶ】さがぶ

さけやど【酒宿】さがやど

ざこつかまえ【雑魚捕まえ】ざっこへめ

ざこね【雑魚寝】ざっこね

ささえ【支え】させぁー、つっけぁ

ささえる【支える】させぁーる、つけぁーる

ささげ ささぎ

ささにごり【ささ濁り】ささめごり

ささやぶ【笹籔】ささやら

さされる【刺される】ささえる

さじ【匙】しゃず

さしあし【差し足】さすあす

さしおさえ【差し押え】さすおせぁ

さしかけ【差し掛け】さっかげ

さじかげん【匙加減】しゃずかげん

さしき【挿し木】きっつぁす、さすぎ

ざしき【座敷】ざすぎ

さしくべる【差しくべる】さっくべる

さしこむ【差し込む】つっとす

さしたあと【刺した跡】かっくれぁ

さしつかえ【差し支え】さすけぁ

さしでがましい【差し出がましい】さすでがます

さしなえ【挿し苗】さすねぁ

さしはさむ つっぱさむ

さしひかえる【差し控える】さすひけぁーる

さしみ【刺し身】さすみ

さしむかい【差し向い】さすむげぁー

させる さだす、さへる

させる【差せる】ささえる

さついれ【札入れ】さずえれ

ざっか【雑貨】あらおの

さっき さきだ

さつき さづぎ

さつきばれ【五月晴れ】さづぎばれ

ざっくり ざぐっと

さっさと ぐうぐど、ちゃっちゃど、どんどど

さつじん【殺人】さずずん

さっと ちゃっと

さっぱり じでぁきり、からきり、さっくり、さ

ぱっと、しとつも、ねっから、はっぱり

ざっぴ【雑費】おががり、おがけーひ、ぞうよ

さっぷうけい【殺風景】さっぷけ
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さつまいも

さつまいも【薩摩芋】さずまえも

ざつよう【雑用】ざずよ、ひまだれ

さて はで

さといもるいのくき【里芋類の茎】えもがら

さとう【砂糖】さど

ざとう【座頭】ざど

さとがえり【里帰り】さどげぁり

さなだひも【真田紐】さなだひぼ

さばく【裁く】さばぐ

さばさば さぱさぱ

さびしい【淋しい】さぶす、ただぽす

ざま ざんま、ざんま

ざまあ ざんま

さむい【寒い】さみ

さむいてんこう【寒い天候】さみぞら

さむらい さむれぁ

さもしい さもす

さもない さもねぁ

さやえんどう にんどまめ

さようなら ほだぁら、んだら

さらいねん【さ来年】されぁーねん

さらう かっつぁらう、ひさらう

ざらざら ざすざす

さらしもの【晒し者】さらすおの

さらまわし【皿回し】さらます

さらりと さらっと

さる【猿】やまのあに

さる【去る】しゃる

さるしばい【猿芝居】さるすんべぁ

さるまわし【猿回し】さるます

される さえる、しぇる、するえ

ざれる【戯れる】じゃらげる

さわ【沢】～さ（ざ）

さわいでいる さわぇんだ

さわおぐるま やづぶぎ

さわがしい【騒がしい】さわがす

さわぐるみ かぐるみ、かわぐるみ、やし

さわる ちょす

ざをしめる【座を占める】かめぁる

さん ～つぁん

さんかんぶ【山間部】やまどご

さんげさんげ【懺悔懺悔】さんげさんげ

さんざ【蚕座】かっこ

さんさい【山菜】あおおの

さんさいのしおづけ【山菜の塩漬】あおづげ

さんざん さんざこざ、さんざんこざん

さんした【三下】ぐぞへぁ

さんしゅ【蚕種】たね

さんしょう【山椒】せぁんしょ

さんしょううおのいっしゅ【さんしょううおの一

種】さわえもり

ざんせつ【残雪】けのごり

さんだわら【桟俵】さんだら、さんだらばす

さんばいず【三杯酢】さんべぁず

さんぷんのしまつをすること【蚕糞の仕末をする

こと】あどたでる

さんぼんぐわ【三本鍬】さんぼんが

さんぼんじろ さんぼんずろ

さんまいにおろしたほね【三枚におろした骨】ざ

っぱ

さんらん【蚕卵】たね

さんらんごのます【産卵後の鱒】ほっちゃれます

さんりんろうむしゃ【山林労務者】やまこ

さんろく【山麓】でど
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じきに

—し—

し す

じ【字】にょにょ、のの

しあげる【仕上げる】でがす

しあさって やのさって

しあわせ しっしゃわへ

しい【～しい】す

じいさん【爺さん】ずさ

しーそー【シーソー】きこぱた

しいたけ【椎茸】しーだげ

しいな すな、すなごめ

しいれ【仕入れ】すいれ、すえれ

じぃんと ずんと

しお【塩】しっしょ

しおあじ【塩味】ししょあず

しおかげん【塩加減】ししょかげん

しおからい【塩辛い】ししょじょっぺぁ、しっし

ょかれぁ

しおからごえ【塩辛声】ししょがらごえ

しおからとんぼ しっしょがらあげ

しおけ【塩気】ししょけ

しおざけ【塩鮭】ししょざげ

しおだし【塩出し】ししょだし

しおで しゅでこ

しおびき【塩引き】ししょびぎ

しおます【塩鱒】ししょます

しおまぶし【塩まぶし】ししょこぐり

しおもの【塩物】ししょおの

しおもみ【塩揉み】ししょもみ

しおやとんぼ しっしょがらあげ

しか はんて

しがい【屍骸】しげぁー

しかえし【仕返し】しげぁーし、やげぁし、やん

げぁす

しかける すかげる

しかけをする【仕掛けをする】からぐる

しかし んだども、んでも

じかたび【地下足袋】たがじょう

しかつめらしい すかつめらす

しかめる すかめる

しがらみ しがら、すがら

しかられる【叱られる】ごしゃがえる、われがえ

る

しかりつける【叱り付ける】ごしゃぎずげる、び

しゃあずげる

しかること【叱ること】びしゃ

しがん【志願】すがん

じかん【時間】ずがん

じかんひょう【時間表】ずがんひょー

じかんわり【時間割り】ずがんわり

しき【式】すぎ

じき【時期】ずき

じき【直】ずぎ

じき【敷】～ずぎ

しきい【敷居】しぎ、すぎ

しきさい【色彩】すきせぁー

じきじき【直直】ずぎずぎ、ずぎへず

しきだい【式台】あがりかまじ、どんぎ

しきたりのな【しきたりの名】めくそおどし

しきち【敷地】すぎつ

じきに【直に】ずぎん、そんま
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しきふ

しきふ【敷布】ゆわすぎ

しきもの【敷物】すぎおの

しくじる すぐずる

しくはっく【四苦八苦】すくはっく

しげる【繁る】ほげる

しけん【試験】すけん

じけん【事件】ずけん

じこ【事故】ずこ

じごえ【地声】ずごえ

しごく【至極】こぐ、すごぐ、すなごぐ

じごくみみ【地獄耳】ずごぐみみ

しこたま すこだま

しごと【仕事】すごど

しごとぎをきる【仕事着を着る】でだづ

しごとし【仕事師】すごどす

しごとのかんせいまえのいろうえん【仕事の完成

前の慰労宴】ながちょーば

しこむ【仕込む】すこむ

しこり【痼】すこり

しざい【資材】しぜぁー、すぜぁー

じざい【自在】じぜぁー

じざいかぎ【自在鉤】かぎのはな

じざけ【地酒】ずざげ

じさつ【自殺】ずさず

しさん【資産】すさん

しし【獅子】すす

じじ【爺】ず

ししうど さぐ

じじつ【事実】ずずつ

ししまい【獅子舞】すすめぁー

しじみ すずみげぁ

しじみがい【しじみ貝】すずみげぁ

じしゃく【磁石】ずしゃぐ

ししゅう【刺繍】すしゅー

しじゅう【始終】いぢらぐ、えっかだ、じょんで

ぁ、すじゅ、ずるっと、とうし、なっても

じしゅう【自習】ずしゅー

しじゅうこごとをいうひと【始終小言をいう人】

えがみのごんた

しじゅうさけをのんでいるひと【始終酒を飲んで

いる人】さめず

ししゅつ【支出】おがぞうよ

じしょ【地所】つしょ

じじょ【次女】ながこ

ししょう【師匠】すしょ

ししょう【支障】かがさわり

じじょう【事情】ずじょー

じしょく【辞 】ずしゅぐ

じしょくねがい【辞 願い】ずしゅぐねげぁ

じしん【地震】ずすん

しずか【靜か】すずが

しずかに【静かに】てねんと

しずく【雫】すずぐ

しずしず すわすわ

じすべり【地滑り】ずすべり

しずまりかえる【靜まり返る】すずまりげぁーる

しずまる【靜まる】おだまる

しずむ【沈む】すずむ

しずめる【沈める】すずめる

しせい【姿勢】すせー

じせい【自制】じりぎ

じせつ【時節】ずへづ

じせつがら【時節柄】ずへずがら

しぜん【自然】すじぇん

しぜんに【自然に】しとりでん

しそ すっそ
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じっとしていないでうごきまわるさま

じぞうさま【地蔵さま】ずぞさま、ずんぞさま

しそこなう【し損なう】すそぐねる

した【下】したかだ

した【舌】べろ

したあご【下あご】おどげぁ

したい しでぁ

したい【死体】してぁー

しだい【次第】しでぁー、すでぁ、すんでぁ

じたい【自体】じでぁ

じたい【辞退】じでぁ

じだい【時代】じでぁ、ずでぁー

じだい【地代】じでぁ

じだいおくれ【時代遲れ】じでぁーおぐれ

じだいげき【時代劇】じでぁーげぎ

したがえる【從える】したげぁる

したがり【下刈り】かりはれぁ

したごしらえ【下拵え】したごすれぁ

したじ【下地】したず

したしい【親しい】したす、すたす、つかす

したしごと【下仕事】したすごど

したたかもの【強か者】しただがおの

したてもの【仕立物】したでおの

したてる【仕立てる】したでる

したのほう【下の方】したかだ

したむ すたむ

しためづかい【下目使い】しためずげぁ

しち すづ

しちごさん【七五三】すずごさん

しちとうい しぢど

しちなん【七難】すずなん

しちふくじん【七福神】すずふぐずん

しちぶづき【七分搗】すずぶずぎ

しちめんどうくさい【七面倒臭い】すずめんどく

せぁ

しちや【七夜】すずや

しちや【貭屋】すづや

しちやっかい しづやっけぁ

しちやぶるまい【七夜振舞】すずやぶるめぁ

しちゅう【支柱】つっけぁ、てぇ

しちりん【七輪】すずりん

じちんさい【地鎮祭】ずつんさい

じつ【実】ずづ

じついん【実印】ずずいん

じっか【実家】ずっか

しつがいこつ【膝蓋骨】さら

しっかく【失格】すっかぐ

しっかりしていないもの【しっかりしていない

者】ほんでぁなす

しつぎょう【失業】すずぎょー

しっくり すくっと

じっくり ずくっと

しっけ【湿気】しけ

しつけ【仕付け】すづげ

しつけいと【仕付け糸】すずげそ

しつける すづげる

しっこい しっこえ、しょねこえ

じっこう【実行】ずっこ

じっさい【実際】じっせぁー、ずっせぁ

じっしゅう【実習】ずっしゅー

しっしんなどのひふびょう【湿疹などの皮ふ病】

くさこ

じったい【実態】じってぁー

しったかぶり【知ったか振り】おべっだふり

しっち【湿地】やづ

しつでん【湿田】ひどろ、やつた

じっとしていないでうごきまわるさま【じっとし
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しっとり

ていないで動きまわるさま】うさうさ

しっとり しとっと

じっとり じとっと、ずとっと

じつの【実の】ずずの

じつのちち【実の父】ずづのつづ

じつは【実は】ずずあ

しっぱい【失敗】しっぺぁ、すっぺぁ

じっぷ【実父】ずづのつづ

しっぽ おっぱ

しつぼう【失望】すずぼ

しっよう しょねこえ

しつれい【失礼】すずれ

していて て

している てる

しでかす【仕出かす】やらがす

じてん【辞典】ずびぎ

じてんしゃ【自転車】ずでんしゃ

じどうしゃ【自動車】ずどしゃ、ぶーぶー

しどけない すどけねぁ

しどころ すどご

しとやかなこと すわすわ

しな すめぁ

しない しなこえ、すねぁ

しない【竹刀】しねぁ

しなう しわる

しなう【撓う】しなる

しなのき んまだ

しなびる すなびる

しなもの【品物】しなおの、すなおの

じならし【地均し】ずならす

しなれる【仕馴れる】すずげる

じなん【次男】ながこ

しにかける【死にかける】すにがげる

しにくい すずれぁ

しにぞこない【死に損ない】しにぞごねぁー、す

にぞごねぁー

しにたえる【死に絶える】しにてぁーる、すにて

ぁーる

しにぶし【死に節】しにぷす

しにものぐるい【死に物狂い】らんき

しにん【死人】しびど

しぬ【死ぬ】いぎづぐ、すぬ、めおどす

じぬし【地主】ずぬす

しば【柴】すば

しばい【芝居】しばや、しべぁ、すばや、すんべ

ぁ

しばかり【柴刈り】すばきり

しばしば えぐ

しばほうき【柴箒】きばぎ、こわばぎ

じばら【自腹】ずばら

しはらい【支払い】すはれぁー

しばらく【暫く】すばらぐ

しばりつける【縛りつける】ゆっからがぐ、ゆっ

からむ

しばる【縛る】ひこぐる、ぷごぐる、まるぐ、ゆ

つなぐ

じひ【自費】じめぁ

じびき【字引】ずびぎ

じひつ【自筆】ずひず

じびょう【持病】ずびょー

しびれ すびれ

しびれる【痺れる】すびれる

しぶ【渋】すぶ

しぶい【渋い】すぶえ

しぶとい すぶでー、ずぶでぇ

じふぶき【地吹雪】ずふぶぎ
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じゃない

しぶり【仕振り】ざんま

しぶをぬく【渋を拔く】さわす

じぶん【時分】ずぶん

じぶん【自分】おわ

じぶんかってに【自分勝手に】てどりあしどり

じべた【地べた】ずびだ、つずのま

しほう【四方】すほ

しほうだい【仕放題】すほでぁ

しぼうつうち【死亡通知】すらへ

しまい【仕舞】すめぁー

じまえ【自前】じめぁ

しまえよ じゅは

します しあす

しまった は

しまったのか がは

しまったよ じゅは

しまり しまつ

しまりや ねつかれぁ

しまりや【しまり屋】こみづ

しまりゆき【締り雪】すまりゆぎ

しまる しっとまる、ねづ

じまん【自慢】ずまん

しみこむ しもう

じみち【地道】ずみず

しみったれ けつ、しぴたれ、ねつぴ

しみったれる しぴたれる

しみとおる【しみ透る】しっとる

しみる しもう、すみる

しめくくり【締め括り】すめくぐり

しめし【示し】すめす

しめしあわせる【示し合わせる】すめすあへる、

はらあへ

しめっぽい【湿っぽい】しめぽえ、すめぽえ

しめらす【湿らす】すめらへる

しめりゆき【湿り雪】すめりゆぎ

しめる【締める】しちめる、たでる

じめん【地面】ずめん、つずのま

しも【下】すも

しも【霜】すも

しもごえ【下肥】だら

しもごえをくむひしゃく【下肥を汲むひしゃく】

だらひしゃぐ

しもざ【下座】すもざ

しもばしら【霜柱】すもばすら

しもやけ【霜燒け】すもやげ

じゃがいも【馬鈴薯】にんどえも

しゃがむ しゃがまる、つっつぎぼする

しゃがれごえ【しゃがれ声】しゃっかれごえ

しゃくし【杓子】しゃぐす。

しゃくとりむし つもりむす

しゃくふ【酌婦】ばんぽ

しゃくれがお【しゃくれ顔】しゃぐすづら

じゃけつ【ジャケツ】じゃげづ

じゃけっと【ジャケット】じゃげづ

しゃし【斜視】てっかり

しゃしゃりでていろりにあたること【しゃしゃり

出ていろりにあたること】さっくばる

しゃしゃりでる【しゃしゃり出る】ひくめぐ

しゃしょう【車掌】しゃしょ

しやすい しやす、すやす

しゃつ【シャツ】しゃっつ

しゃっきり しゃきっと

しゃっきんのとりたて【借金の取り立て】かげど

り

しゃっぽ【シャッポ】しゃっぷ

じゃない きがねぁ
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じゃないか

じゃないか べな

しゃにむに【遮二無二】しゃりむり

しゃばふさげ【娑婆塞げ】しゃばふたぎ

しゃべる【シャベル】しゃぶろ

じゃまっけ【邪魔っ気】じゃまくせぁ

しゃみせん【三味線】しゃみへん

しゃめん【斜面】ひら

しゃらくさい【しゃら臭い】しゃらくせぁ

じゃんけん せ

じゃんけんぽん せっせのせ

じゃんと じゃがんと

しゅいん【手淫】へずりこ

じゅう【中】うづ

しゅうい【周囲】あだりほどり、ぐるっと

しゅうう【しゅう雨】おがだづ

しゅうかく【収穫】あぎあげ

じゅうけいていしまい【從兄弟姉妹】いどご

しゅうさい【秀才】しゅーせぁー

しゅうざい【集材】やまだす

じゆうじざい【自由自在】ずゆーずぜぁー

しゅうしょく【就職】しゅーしゅぐ

しゅうじょし【終助詞】が

しゅうぜん【修繕】しゅーじぇん

じゅうそう【重曹】じゅーそ

じゅうだい【十代】じゅーでぁー

じゅうだい【重大】じゅーでぁー

じゅうたんさんそーだ【重炭酸曹達】じゅーそ

しゅうと しゅうど

しゅうとおよびしゅうとめ【舅および姑】しゅう

ど

しゅうとめ【姑】しゅーどかが

じゅうにがつ【12月】すあす

じゅうねんくらいまえ【十年位前】しとむがす

しゅうねんぶかい【執念深い】ねっちょあふっけ

ぁ

じゅうのう【十能】じゅーの

じゅうばこ【重箱】じゅっこ

しゅうふく【修復】すふぐ

じゅうふん【十分】くせぁくれぁ

じゅうぶんだ【十分だ】たくさだ

じゅうめん【渋面】くせぁつら

しゅうり【修理】すふぐ

しゅうりする【修理する】からぐる

じゅぎょう【授業】ずぎょー

しゅくえん【祝宴】びんしゅ

じゅくす【熟す】すわる、んむ

しゅくだい【宿題】しゅぐでぁー

しゅくはくにん【宿泊人】とまりよど

しゅぜいかん【酒税官】おにこ

しゅちょう【主張】のず

しゅっかん【出棺】だみだし

しゅっきん【出勤】あさおり

しゅっさん【出産】おぼごなし

しゅっさんかんかく【出産間隔】おど

しゅっさんする【出産する】もづ

しゅっさんみまい【出産見舞】おぼごなすみめぁ

しゅっせ【出世】りっすん

しゅってん【出店】でめへ

しゅっぱつのしゅくえん【出発の祝宴】おだづふ

るめぁ

しゅふ【主婦】だんなかが

しゅふのざ【主婦の座】かまどもず

しゅもつ【腫物】でげおの

じゅんさ【巡査】だなさん

じゅんさい じゅんせぁ

しゅんさん【春蚕】はるさん
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じょせつされたみち

じゅんばん【順番】ばんめぁ、まわりばんこ

じゅんれい【巡礼】おふだぶづ

じょう【錠】かんかね

しょうがない【しようがない】しょあねぁ

しようがない【仕様がない】しょねぁ、やじゃが

ねぁ

しょうこり【性懲り】こりしょ

しょうじき【正直】まっつぐ

しょうじのさん【障子の桟】さんかまづ

しょうしょう【少少】ちんちん

しょうじんあけ【精進明け】しょーずんおり

しょうじんおち【精進落ち】しょーずんおり

じょうず【上手】んめぁ

じょうずだ【上手だ】じょんだ、んめぁ

じょうぞく【上蔟】ひぎる

しょうたい【招待】しょーてぁー

しょうたい【正体】しょうてぁ、ほんず、ほんで

ぁ

しょうたいじょう【招待状】おづげぁ、しょーて

ぁーじょ、つけぁ

しょうたいする【招待する】よへる

しょうちゅう【焼酎】しょうじゅ、そーじゅ

しょうつき【祥月】しょっつぎ

しょうつきめいにち【祥月命日】しょっつぎめー

にず

じょうでき【上出来】じょーでげ

じょうとう【上等】じょーと

じょうとうしき【上棟式】ずんぐ

しょうにん【商人】あぎど

しょうばい【商売】しょーべぁー

しょうばいかたぎ【商売気質】しょーべぁーかだ

ぎ

しょうばいがたき【商売敵】しょーべぁーがだぎ

しょうばいがら【商売柄】しょーべぁーがら

じょうばずぼん【乗馬ズボン】たんこずぼん

しょうひのそまつなこと【消費の粗末なこと】ざ

んぶ

じょうふ【情婦】いろおなご

しょうべん【小便】おつっこ、し、しょべ

しょうべんくさい【小便くさい】えばくせぁ

しょうぼう【消防】しょうぼ

じょうほう【上方】ゆえかだ

しょうぼうようとびぐち【消防用鳶口】はやぐず

じょうまえ【錠前】かんかね、じょーめぁー

しょうゆ【醤油】たまり

しょうゆにうくかび【醤油に浮くかび】きらら

しようよ べは

しょうらい【将来】しょーれぁー

じょうりゅうのほう【上流の方】かみかだ

しょうりょうのものをまとめる【少量の物をまと

める】つぼねる

しょくじ【食事】まがねぁ

しょくじちょくご【食事直後】くいだず

しょくじのあとしまつ【食事の後仕末】あどしめ

ぁ

しょくじのじかんまでにすいじをしあげる【食事

の時間までに炊事を仕上げる】まがだあへる

しょけいひ【諸経費】ぞうよ

しょげる がおる

じょさいない【如才ない】じょーせぁねぁ

じょさんぷ【助産婦】とりあげばんば

じょしゅ【助手】てご

しょしんしゃ【初心者】すんめぁ

じょせつ【除雪】じょへず、ゆぎなげ

じょせつされたみち【除雪された道】でんでんみ

づ
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じょそう

じょそう【除草】くさむすり

しょたい【所帯】しょてぁー

しょだい【初代】しょでぁー

じょたい【除隊】じょでぁー

しょたいめん【初対面】しょてぁーめん

しょたいもち【所帯持ち】しょでぁーもず

しょちゅうみまい【暑中見舞】しょじゅーみめぁ

しょってる しょてる

しょっぱい しっしょかれぁ

しょっぱな【初っ端】しょっぱすめ

しょとうのかみなり【初冬の雷】ゆぎおろし

じょばつ【除伐】べぁだきり

じょれん じょーれん

じょろう【女郎】じょろ

しらがあたま【白髪頭】すらがあだま

しらかべ【白壁】すらがべ

しらくも【白雲】すらぐぼ

しらくも【白癬】しらぐぼ

しらじらあけ【白白明け】すらずらあげ

しらじらしい【白白しい】すらずらす

しらじらしいきもちになる【白白しい気持にな

る】すらぱつける

しらずしらず【知らず知らず】すらずすらず

しらせ【知らせ】すらへ

しらせる【知らせる】しらへる、すらへる

しらないふり【知らない振り】つけっと -suru

しらふ すずら

しらべもの【調べ物】すらべおの

しらみ【虱】すらみ

しらみのたまご【しらみの卵】むすのご

しらんかお【知らん顔】すらねぁつら

しらんふり【知らん振り】おそしらねぁふり、す

らねぁふり、ずらっと

しり【尻】けっけ、けっつ

しりあい【知り合い】しりえぁー、すりえぁー

しりあがり【尻上がり】けっつあがり

しりあて【尻当て】けっつあで

しりごみ【尻込み】しりしこみ

じりじり ずりずり

しりすべり【しり滑べり】けっつぞり

しりっぱしょり【尻っぱしょり】けっつぱしょり

しりぬぐい【尻ぬぐい】けっつのごい

しりひっこみ【尻引っ込み】すりすこみ

しりめつれつ【支離滅裂】しっちゃがめっちゃが

しりょう【飼料】もの

しる【知る】おべる

しるし まなび

しるし【印】するす

じれったい【焦れったい】ずれってぁー

しろい【白い】しれ

しろうと【素人】しろど、すろど

しろうり かだうり

じろじろ ずろずろ

しろたび【白足袋】しっしょたび

しろっぽい【白っぽい】すろぽす

しろぬめりいぐちたけ らぐようしょもだつ

しろもの【代物】すろおの

じろりと ずろっと

しわがれこえ【しわがれ声】しゃっかれごえ

しわけ【仕分け】すわげ

じわじわ ずわずわ

しわす【師走】すあす

しわぶき しゃぶぎ、すわぶぎ

しわよせ【皺寄せ】すわよへ

しんか【神火】おせぁど

しんがい【心外】しんげぁー、すんげぁー
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しんるい

しんぐ【寝具】ねどんぐ

しんけいしつ【神経質】すんけすず

しんけいつう【神経痛】すんけつ

じんけん【人絹】ずんけん

しんこんよっかめのさとがえり【新婚四日目の里

帰へり】よづめ

しんさつ【診察】すんさず

じんじふせい【人事不省】ほんずあねぁ

しんしょう【身上】しんしょ、すんでぁ

しんしょうもち【身上持ち】すんしょもず

しんじん【信心】すんずん

じんしん【人心】しとごごろ

しんすい【浸水】みずあがり

しんせき【親戚】おやぐ、すんせぎ

しんせつ【新雪】あらゆぎ

しんせつ【親切】しんへづ、すんへづ

しんせつな【親切な】ならねぁ

しんせつやみちのついていないせきせつのとこ

ろをあるくこと【新雪や道のついていない積

雪のところを歩くこと】はでこぎ

じんぞうけんし【人造絹糸】ずんけん

しんだい【寝台】しんでぁ

じんつう【陣痛】ずんつー

しんていする【進呈する】すんじぇる

しんどう【新道】しんどみづ

じんとり【陣取り】ずんとり

しんぱい【心配】あつこど、しんぺぁ、すんぺぁ

しんばりぼう【しんばり棒】つっぱり、ばんと

しんぶつにそなえたたべもの【神仏に供えた食べ

物】おぶく

しんぶん【新聞】すんぶん

しんぶんはいたつ【新聞配達】すんぶんや

しんぼう【辛抱】すんぼ

しんまい【新米】しんめぁ

しんまえ【新前】すんめぁ

しんめ【新芽】もえ

じんりきしゃ【人力車】じんりぎ

しんるい【親類】えっけ、おやぐ、すんせぎ、つ

のみづ、ながなが
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す

—す—

す すから

すあし【素足】すあす、つぶあす

すいか【西瓜】すえが

すいじ【炊事】ざんめぁ、しんめぁ、ながすずめ

ぁ、まがだ、ままずめぁ、みじゃしめぁ

すいすい すえすえ

すいば すかんこ

ずいぶん【隨分】ぜぇぶん

すいもの【吸い物】すえおの

すいよせる【吸い寄せる】すいよへる

すいりょう【推量】めがん

すうじ【数字】すーず

ずうずうしい【図々しい】ずうずうす、ふてこえ

ずうたい【図体】ずてぁ

すうっと すえらっと

すうほんづつのわらのほのほうをむすびあわせ

たもの【数本づつのわらの穂の方を結び合せ

たもの】つなぎ

すえおそろしい【末恐ろしい】すえおそろす

すえくさい すれくせぁ

すえざ【末座】すもざ

すえたのもしい【末賴もしい】すえたのもす

すえつける【据え付ける】すずげる

すえっこ【末っ子】ばっつ

すえふろ【据え風呂】すふろ

すえる すれる

ずかずか ずがずが

すがすがしい【清清しい】すがすがす

すがやち【菅谷地】すげやず

すがりつく たぐづぐ、とっつぐ

すがる たぐづぐ

すき【好き】すぎ

すききらい【好き嫌い】いろぎれぁ、えれぎれぁ、

すぎきれぁ

すきとおる【透き通る】すぎどる

すぎない【過ぎない】すぎねぁ

すぎなえ【杉苗】すぎねぁー

すきなだけ【好きなだけ】えーくれぁ

すぎひらたけ すぎかのが

すきまがあく【透き間があく】ひすぎれる

すきまなく びっつり

すぎもの【過ぎ者】すぎおの

すくう【掬う】さぐる、すぐる

すくない【少ない】すぐねぁ

すくなくとも【少なくとも】すぐねぁたて

すぐり すぐるみ

すげかえる【すげ替える】すげげぁる

ずけずけ つけつけ

すけそうだら【すけそう鱈】すけそだら

すけとうだら【すけとう鱈】すけそだら

すげのござ【すげの蓙】すがむすろ

すけべいこんじょう【助平根性】すけべこんじょ

すごい【凄い】すげー

すこし【少し】さらっと、つこす

すこしたりない【少し足りない】うすこたんねぁ、

こたんねぁ

すこしも【少しも】はっぱり

すこっぷ【スコップ】しゃぶろ

すさまじい【凄まじい】すさまず

すし【寿司】すす
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すまない

すじ【筋】すず

すじあい【筋合い】すずえぁ

すじかい【筋交い】すずげぁ

すじがき【筋書】すずがぎ

すじがとおらない【筋が通らない】どごにくだら

ねぁ

すじこ【筋子】すずご

すじちがい【筋違い】すずつげぁ

すしづめ【鮨詰め】すすずめ

すじまき【筋播き】すずまぎ

すじみちのない【筋道のない】とっぺさっぺ

すじむかい【筋向い】すずむげぁー

すじめ【筋目】すずめ

ずしりと ずすっと

すす【煤】へそび

すずしい【凉しい】すずす

すすはらい【煤払い】すすはれぁ

すずみだい【凉み台】すずみでぁー

すずめばち かめばづ

すそ【裾】すっそ

すそまわし【裾回し】すっそます

すそめくり【裾めくり】おっちゃたぐり

すたりもの【廃り物】すたりおの

すっかり ころっと、すかっと、すてっと、つる

っと、べろっと、まるっと

すっきり さっぱど、さぱっと、すかっと

すっくと すくっと

ずっこける すっこぬげる、ずこげる

すっころぶ すころぶ

ずっしり ずすっと

すってんてん すってんにでん

ずっと いぢらぐ

すっぱい【酸っぱい】すっけぁ

すっぱり すぱっと

すっぽり すぽっと

すてどころ【捨て所】すてどご

すでに【既に】すんでん

すてばち やげのやんぱず

すてる【捨てる】なげる

すどおし【素通し】すどす

すとっく【ストック】けぁおぎ

すなあそび【砂遊び】すなあすび

ずぬける【図抜ける】ずんぬげる

すね【脛】すねぱぎ

すねかじり【脛かじり】すねかずり

すねる こっつねる

すのもの【酢の物】すのおの

すばしこい こっぺぁはえぁ、こべぁはえぁ

すばやい【素早い】こっぱえぁ、すばえぁ

すばやいこと ちゃっと

ずばりと ずばっと

ずぶとい【図太い】ずぶでぇ、どぶどこえ

ずぶぬれ【ずぶ濡れ】かっぱだれ、かぶだれ、だ

らくされ

ずぶりと ずぶっと

すべ【術】すび

すべりころぶ【滑べり転ぶ】ふんずらべる

すべりだい【滑り台】すべりでぁー

すべる【滑べる】ふんずらべる

すべること【滑べること】ずえら

すべるさま【滑べるさま】つるっと

すべるゆきみち【滑べる雪道】つるつるみづ、て

かてかみず

すましじる【すまし汁】すますずる

すませる【済ませる】すまへる

すまない【済まない】すまねぁ
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すみ

すみ【隅】すまこ

ずみ しゃなす、やずなす

すみがまからだしたすみをかまくちのところで

くうきにさらすこと【炭がまから出した炭を

かま口のところで、空気にさらすこと】あらし

すみがまづくり【炭がま作り】かまつぎ

すみがまのくち【炭がまの口】かまぐづ

すみがまのけむだし【炭がまの煙出し】くど

すみがまのてんじょう【炭がまの天井】はづ

すみだわら【炭俵】すみだら

すもう【相撲】すもとり、すも

すもうとり【相撲とり】すもとり

すらないみそをおしるにいれるときのみそ【すら

ない味噌をお汁に入れる時の味噌】おどすみそ

ずらりと ずらっと

すりうす【摺り臼】するす

ずりおちる【ずり落ちる】つっこぬげる

すりかえる【摩り替える】すりげぁる

すりっぱ【スリッパ】つっかげ

する こぐ、しあす、しる、たえる、つぐる

する【擦る】こぐる

ずるい【狡い】すっぺぁ、ずれ、ずろえ

ずるいやつ【狡い奴】ずるすけ

ずるがしこい こっぺぁはえぁ

すると すっずど、へば

するどい【鋭い】えがえが

するりと するっと、べろっと

ずるりと ずえら

すれっからしになる こすぐれる、すこぐれる、

すねこぐれる

すわった【据った】すわた

すわりかたのいっしゅ【座り方の一種】いぢはん

ばがり

すわる【座る】じゃっこする、ねまる

すわれた【吸われた】すわっだ

ずんぐり ずこっと、づこっと -suru

すんし【寸志】きあこごろ、こごろ
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せき

—せ—

せ へ

せ【背】へ

せ【瀨】へぇ

せい【所為】へ

せい【精】へぇ

せいいくがわるい【生育が悪い】よへてぁ

せいいっぱい【精一杯】へぇえっぺぁ

せいきゅう【性急】へーきゅー

せいきゅう【請求】へーきゅー

ぜいきん【税金】じぇーきん

せいけつほう【清潔法】へぇけづほ

せいこう【性交】べっこやり

ぜいこみ【税込み】じぇーこみ

せいざい【製材】せーぜぁー

せいざいしょ【製材所】せーぜぁーしょ

せいざいのきれはし【製材の切れ端】かわいだ

せいざいのざつへんやさかなのにくをとったの

こり【製材の雑片や、魚の肉を取った残り】ざ

っぱ

せいざいや【製材屋】せぇぜぇや

せいし【生死】せぃす

せいじ【政治】せぃず

せいしきにけっこんしなかったふうふ【正式に結

婚しなかった夫婦】すぎずれ

せいじょう【正常】しょーろ

せいしん【精神】せぃすん

せいじん【成人】せぃずん

せいしんいじょう【精神異状】すんけたがり

せいしんびょう【精神病】すんけたがり

せいぜい【精精】へっきり

せいだい【盛大】せぇでぁ

ぜいたく【贅沢】じぇーたぐ

せいたんようぐのいっしゅ【製炭用具の一種】は

んぎりぼ

せいちょうき【成長期】おがりざがり

せいちょうする【生長する】おがる

ぜいにく【贅肉】だめにぐ

せいふう【西風】にすかじぇ

せいふくする【征服する】したげぁる

せいぼ【歳暮】せぼ

せいまい【精米】せーめぁー

ぜいむしょ【税務署】じぇーむしょ

ぜいむしょいん【税務所員】おにこ

せいらいんさま【清羅院さま】へらりんさま

せいりされる【整理される】かだづぐ

せいろ へろ

せおいあきない【背負い商い】しょいこあぎねぁ

せおいなげ【背負投げ】しょいなげ

せおう【背負う】んぶう

せおよぎ【背泳ぎ】へおよぎ

せかい【世界】せげぁー

せかす【急かす】へがす

せかせか へかへか

せかせる【急かせる】へがへる、へづぐ

せかっこう【背格好】へかっこ

せがむ へがむ

せき へぎ

せき【咳】しゃぶぎ

せき【席】へぎ

せき【籍】へぎ
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せきえいなどのかたいいし

せきえいなどのかたいいし【石英などの堅い石】

かどいし

せきせつちゅうをかんじきをつけないこと【積雪

中をかんじきをつけないこと】つぼこあす

せきついこつ【背椎骨】おおほね

せきとめる【塞き止める】えがめる

せきはん【赤飯】あげぁまま、おふかし、ふかす

せきばん【石盤】へげばん

せきゆ【石油】へげゆ

せきれい いしただぎ、ひくなぎ

せきをするおと【咳をする音】げしょげしょ

せけん【世間】へげん

せすじ【背筋】へすず

せせこましい へへこます

せたけ【背丈】へ、へたげ

せちがらい へつかれぁ

せつ えねご

せつ【節】へず

せっかい【石灰】いすべぁー、せっけぁー

せっかく【折角】へっかぐ、やおが

せっかち へっかず

せっかん【折檻】へっかん

せつき【瀨つき】へつぎ

せっきょう【説敎】へっきょ

せっく【節句】へっく

せっくのいわいもち【節句の祝い餅】みずのもず

せっけん【石鹸】へっけん

せつじょうにひとりのひとがあるいたあしあと

のとおりにしかたどっていないみち【雪上に

一人の人が歩いた足跡の通りにしかたどって

いない道】あごつりみづ

せつじょうをしりですべること【雪上を尻で滑べ

ること】けっつじょり

せっせと へっへど

ぜったい【絶対】じぇってぁー、ぜってぁ

せっちゃくする【接着する】ふつぐ

せっちん へんつ

せっつく へづぐ

せつど【節度】きりはれぁ

せつない【切ない】へづねぁ

せっぱ【切羽】へっぱ

せつび【設備】へずび

せっぴ【雪庇】まぶ

せつぶん【節分】へずぶん

せつめい【説明】へづめぃ

せつもう【雪盲】ゆぎめ

せつやく【節約】へずやぐ

せと【瀨戸】へど

せとかけ【瀨戸欠け】へどかげ

せとぎわ【瀨戸際】へどぎわ

せともの【瀨戸物】へどおの

せなか【背中】へなが

せなかあて【背中当て】へながあで

せなかあわせ【背中合わせ】へながあへ

せなかをまるめてうごきまわるさま【背中を丸め

て動きまわるさま】すこもこ

ぜに【銭】じぇね、じぇんじぇ

せぬい【背縫い】へぬい

せのび【背伸び】へのび

せばまる【狹まる】へばまる

せばめる【狹める】つばめる、へばめる

ぜひ【是非】じぇひ、なんでかんで、なんでもか

んでも

せびる へびる

せびれ【背鰭】へびれ

せぼね【背骨】おおほね、へぼね
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せんをする

せまい【狹い】へばこえ

せまくるしい【狹苦しい】へばくるす

せみ【蝉】へみ

せむし へむす

せめる【責める】へめる

せやみ へやみ

せり【芹】へり

せり【糶り】へり

せりあう【競り合う】へりあう

せわ【世話】へわ

せわしい かっちょわす、へずらねぁ、へわす、や

っせぁねぁ

せわしない【忙しない】へわすねぁ

せわずき【世話好き】へわずぎ

せわやき【世話燒き】へわやぎ

せわやく【世話役】へわやぐ

せん【千】へん

せん【栓】じょうのめ、つっぺ

せん【線】ぎり、へん

ぜん【膳】じぇん

せんき へんき

せんき【疝気】へんき

せんぎ【詮議】へんぎ

せんきょ【選挙】へんきょ

せんぎり【千切り】へんぎり

せんげつ【先月】へんげつ

ぜんご【前後】うすろめぁ

せんこう【線香】へんこ

せんこく【先刻】へんこぐ

せんさい【先妻】へんかが、へんぱら

せんさく【詮索】へんさぐ

せんじぐすり【煎じ薬】へんずぐすり

せんじつ【先日】へだて、へんずつ

ぜんしん【全身】ごてぁー

せんずる【煎ずる】へずる

せんせい【先生】へんへ

ぜんぜん【全然】じでぁきり、からきり、がりっ

と、ぎりっと、こぐれぁど、こりっと、じぇん

じぇん、ずでぁきり、でぁっきり、はっぱり

せんぞ【先祖】へんぞ

ぜんそく【喘息】たんしょ

ぜんたい【全体】じぇんてぁー

せんたく【洗濯】へんたぐ

せんたくもの【洗濯物】へんたぐおの

せんだつ【先達】へんだづ

せんだって【先達て】へだて、へんな

せんたん【先端】さきちょ、さぎぱす

せんちゃくじゅん【先着順】へんちゃぐじゅん

せんぬき【栓抜き】へんぬぎ

せんば【千歯】へんば

ぜんぶ【全部】すかっと、すてっと、つるっと、

べろっと、まるっと、まるまま、みながら

せんぶり へんぶり

せんべい【煎餅】へんべ

せんべいぶとん【煎餅布団】へんべぶどん

せんべつ【選別】へんべつ

せんべつ【餞別】へんべつ

せんぽう【先方】へんぽー

ぜんまい【ゼンマイ】じぇんめぁ

ぜんまい じぇんめぁ

ぜんまいひら じぇんめぁぴら

ぜんまいほし【ぜんまい乾し】じぇんめぁぼす

せんめん【洗面】つらあれぁ

せんりょう【千両】へんりょ

せんろ【線路】へんど

ぜんわん【膳椀】じぇんわん

せんをする【栓をする】おっぺす
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そあくひん

—そ—

そあくひん【粗悪品】ざぐ

そいつ そえず、へぁーず、ほえず

そう そ、べ、ほう、ほげぁ、ほんげぁ、ん、んだ

ぞう【蔵】～ぞ

そうい【相違】そい

そうぎ【葬儀】だみ

ぞうきのえだ【雑木の枝】べぁーだ

ぞうきん【雑布】したふぎ

そうけだつ そそけだず

ぞうざい【造材】たまぎり

ぞうさない【造作ない】じょーさねぁ、ぞうさね

ぁ

そうしき【葬式】そうすぎ、だみ、とむれぁ

そうして して、ほして

そうじまい【総仕舞】そーずめぁー

ぞうすい【雑炊】ぞーすまま

そうすると だずど

そうせいじ【双生児】したご

そうそう ほんげぁほんげぁ、ほーほ

そうぞうしい【騒騒しい】そーぞーす

そうだ ～じょん、～そだ、～つけ、ずおん、ど、ほ

だ、んだ

そうだ【～そうだ】じゅおん、つけ、どよ

そうたい【総体】そーてぁー

そうだい【総代】そーでぁー

そうだが【～そうだが】つけあ

そうち【装置】そーつ

ぞうちく【増築】ぞーつぐ

そうちょう【早朝】あさぱら

そうとう【相当】こうでぁ

そうどう【騒動】そーど

そうなん【遭難】ふぎどり

ぞうに【雑煮】すますもず

ぞうにもち【雑煮餅】すますもず

そうほう【双方】そーほ

そうようをえだからとってあたえること【桑葉を

枝からとって与えること】しとぱかへ

ぞうり【草履】じょうり、じょり

ぞうりのみじかいもの【草履の短かいもの】あし

だが

ぞうりみち【草履道】じょりみず

そうりょ【僧侶】あどさま

ぞうりんきにかぶさっているぞうき【造林木にか

ぶさっている雑木】かさぎ

ぞうりんちのぞうき【造林地の雑木】べぁだ

そえもの【添え物】そえおの

そくい【続飯】そぐい

ぞくご【俗語】ねへおごしならねぁ

そくしゃく【測尺】しょくしゃぐ

ぞくぞく さわさわ、ぞくっと、もろもろ

そこ【其所】そご、ほご

そこうのわるいもの【素行の悪い者】しっしゃま

すおの

そこで ほごで

そこなだれ【底雪崩】そごなで

そこねる そぐねる

そこら【其処ら】ほごら

そざつ【粗雑】ざっぽ

そざつひん【粗雑品】ざぐ

そしつ【素質】そすず
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それから

そして して、ほして

そそう【粗相】おそこそ、かっつぉそ、そそ

そそっかしい そそかす

そだてる【育てる】おがす

そちこち ほっつこっつ

そちら ほっつ

そつぎょうせい【卒業生】そずぎょーへ

そっくり がらみ、すんと、そくっと

そっくりかえりえる【そっくり返える】そっくり

げぁる

そっけない そっけねぁ、そっぺぁねぁ

そっち ほっつ

そっちのけ ほっつのげ

そと【外】えのめぁ、さらど

そとば【卒塔婆】とば

そなえ【供え】そねぁー

そなえ【備え】そねぁー

そなえつける【備え付ける】そねぁーずげる

そなえめしのいっしゅ【供え飯の一種】まぐらえ

めし

そなえもの【供え物】そねぁーおの

そなえる【供える】そねぁる

そなえる【備える】そねぁる

そなえるはな【供える花】ぼんばな

そなえるりょうりのな【供える料理の名】みづも

り

そねむ【嫉む】しょねむ、やがごむ

その【其の】ほの

そのうえ【その上】ほのゆえ

そのうち ほのうず

そのくせ ほのくへ

そのころ【その頃】とうず zU

そのた【その他】ほのほが

そのたおおぜい【その他多勢】ぐぞへぁ

そのつど【その都度】ばんきり

そのて【その手】ほのて

そのでん【その伝】ほのでん

そのば【その場】ほのば

そのばかぎり【その場限り】ほのばかぎり

そのはず【その筈】ほのはず

そのばのがれ【その場逃れ】ほのばぬがれ

そのひぐらし【その日暮し】ほのひぐらす

そのへん【その辺】ほごら

そのみち【その道】ほのみず

そのもの【その物】ほのおの

そば【側】ね

そばがゆもち【そば粥餅】けぁもづ

そぼう【粗暴】あらぱ

そまつ【粗末】おそこそ、ぞんぜぁ、むだき、も

じゃぱねぁ、もずくたねぁ

そまつにさく【粗末に裂く】むざぐ

そめもの【染め物】そめおの

そら ほら

そらおそろしい【空恐ろしい】そらおそろす

そらみみ【空耳】からみみ

そり【橇】しょり、よずじょり

そりかえること【反りかえること】びどる

そりのり【橇乗り】しょりこのり

そりひき【橇曵き】しょりひぎ

そりひきみち【橇曵き道】しょりひぎみず

そりみち【橇道】しょりひぎみづ

そる【剃る】する

そる【反る】びどる

それ そえず、へぁづ、ほれ

それいじょうに【それ以上に】まっと

それから ほれがら
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それこそ

それこそ ほれごそ

それじゃ んだら、んでぁ

それで ほんで

それでこそ ほんでごそ

それでは んだら、んでぁ

それとなく ほれどねぁぐ

それとも ほれとも

それなら んだら、んでぁ

それなり ほれなり

それは ほれぁ

そればかり へぁつぱり

そろえる【揃える】きっつぉろえる

ぞろぞろ ぞろもろ

ぞろぞろとおおぜいであるくこと【ぞろぞろと大

勢で歩くこと】へげぞろ

そろりと そろっと

ぞろりと ぞろっと

ぞんざい ぞんぜぁ

そんずる【損ずる】そぐねる、そずる

そんな そげぁた、そゆた、はんつけぁた、へぁ

つけぁた、へぁづげぁた、ほげぁ、ほげぁた、

ほんた

そんなら ほだぁら

そんをすること【損をすること】しかぶず
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だいたい

—た—

た だ

たい でぁ

たい【鯛】てぁー

だい【代】～でぁー、でぁ

だい【台】でぁ

だい【題】でぁー

だいいち【第一】でぁいづ

だいおうじょう【大往生】でぁーおーじょ

だいおしょう【大和尚】でぁーおしょ

たいがい【大概】えっくれぁ、てぁげぁ、てぁー

げぁー

たいかく【体格】たえかぐ、てぁーかぐ、らって

ぁ

だいがわり【代がわり】でぁがわり

たいき【大気】でぁぎ

たいぎ【大儀】てぁぎ

だいぎ【台木】でぁーぎ

だいぎし【代議士】でぁーぎす

だいきらい【大嫌い】でぁきれぁ、でぁっきれぁ

たいきん【大金】たいめぁー、てぁーきん、てぁ

ーめぁー

だいきん【代金】でぁきん

だいく【大工】でぁぐ

たいぐう【待遇】たいぐ、てぁぐ

たいくつ【退屈】てぁぐつ、とじぇん

たいこ【太鼓】てぁご

だいこくさま【大黒さま】でぁぐぐさま

だいこくばしら【大黒柱】でぁーごぐばすら

たいこばら【太鼓腹】てぁーごぱら

だいこん【大根】でぁご

だいこんおろし【大根おろし】でぁーごおろす

だいこんじる【大根汁】でぁごずる

だいこんづけ【大根漬】でぁーごずげ

だいこんのば【大根の葉】でぁーごんぱ

たいさん【退散】てぁーさん

だいさんしゃのげんどうをあいてにつたえるこ

とば【第三者の言動を相手に伝える言葉】～け

な

たいじ【退治】てぁーず

だいじ【大事】でぁじ、でぁーず

だいしこう【大師講】でぁすこ

たいした てぁした

たいして【大して】てぁーして

だいじゃ【大蛇】じゃでぁ、でぁーじゃ

たいしょう【大将】てぁしょ

だいじょうぶ【大丈夫】でぁじょうぶ、でぁーじ

ょーぶ

だいしょうべんのもれること【大小便の漏れるこ

と】むぐれる

だいじん【大臣】でぁーずん

だいじんぐうさま【大神宮さま】でぁずんぐさま

だいしんさい【大震災】だいしんせぁー、でぁー

すんせぁー

だいず【大豆】でぁーず

だいすき【大好き】でぁーすぎ

たいせつ【大切】たいへず、でぁじ

たいそう【大層】てぁそう

たいそくをしたにしてねること【体側を下にして

寝ること】えっちょね

だいたい【大体】でぁーてぁー
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だいだい

だいだい【代代】れぎでぁ

たいたごはんがたりなくなること【炊いたご飯が

足りなくなること】へらかづぐ

だいたん【大胆】ふって

だいちょう【台帳】でぁーちょ

たいてい【大抵】てぁーで

たいど【大度】でぁぎ

だいどう【大道】でぁど

だいとくい【大得意】おおいぎ

だいどころ【台所】いりみじゃ、でぁどご、なが

す、みじゃ

だいなし【台無し】でぁなし

だいにちにょらい【大日如来】おでぁんつぁま

だいにん【代人】でぁーにん

だいの【大の】でぁーの

たいはい【大敗】びだまげ

だいばかり【台秤】でぁーばがり

たいはん【大半】てぁーはん

たいひ【堆肥】わらごえ

たいひじょう【堆肥場】こえずが

たいひはこび【堆肥運び】こえしょい

たいびょう【大病】てぁーびょー

だいぶ【大分】でぁぶ

だいぶおおきくなったさんさいのじょうぶのや

わらかいところをとること【大分大きくなっ

た山菜の、上部の軟かいところをとること】う

らおり

だいふくもち【大福餅】あんぴんもず

だいぶぶん【大部分】でぁーぶぶん

だいぶん【大分】でぁんぶ

たいへん【大変】おんごど、おーごど、てぁへん

たいぼく【大木】てぁーぼぐ、ぼぐ

たいまい【大枚】たいめぁー、てぁーめぁー

たいまつ【松明】てぁーまず

たいめん【体面】めんぺぁ

たいや【逮夜】おだや

たいよう【太陽】あがひ

たいら【平ら】てぁら、びったら

たいらげる【平らげる】てぁらげる

たいらだ【平らだ】びったらこえ

だいり【代理】でぁーり

だいりき【大力】でぁーりぎ

だいりさま【大裏さま】でぁーりさま

たいわんぼうず【たいわん坊主】たいわんぱげ

たうえ【田植え】さづぎ

たうえごのいろうえん【田植え後の慰労宴】さな

ぶり、よでな

たうち【田打ち】たこぎり、たぶず

たえず【絶えず】すじゅ

たおす【倒す】もけぁす、もっけぁす

たおる【タオル】つらぬげ

たおれる【倒れる】もけぁる、もっけぁる

だが んだども

たかい【高い】たげぁ

たかいおと【高い音】だがすか

たがいちがい【互い違い】たげぁーつげぁー、つ

ごたご

たかいところ【高い所】たがで

たがいにみないやくそく【互に見ない約束】みね

ぁこ

たかいびき【高鼾】たがえびぎ

たかがり【たか狩り】たがつけぁ

たかじょう【鷹匠】たがつけぁ

たかびしゃ【高飛車】たがぴしゃ

たかまど【高窓】さま

たがやす【耕す】こぎる
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たて

たからもの【宝物】たがらおの

だかれる【抱かれる】だがる

たかわらい【高笑い】たがわれぁ

だきあわせ【抱き合わせ】だぎあへ

たきぎ【薪】たぎおの、はるぎ

たきび【焚き火】ひいたぎ

たきもの【焚きもの】たぎおの

たくあつかい【宅扱い】たぐあづげぁ

たくさん【沢山】うんと、えっぱえ、えっぺぁ、

こうでぁ、しとしょい、すこだま、でしっと、

でちっと、でっすら、ふだ、へぇほでぁ

たくさんだ たくさだ

たくしあげる【たくし上げる】したぐる、たぐる

たくましい【逞しい】たぐます

たぐる たごむ

たくわえ【蓄え】たぐわぇぁ

たくわえる【蓄える】たぐわぇぁる

たくわんづけ【沢庵漬】でぁーごずげ

たけ【他家】しとなえ

たけしい【猛しい】たげし

たけだけしい【猛猛しい】たげだげす

たけづつ【竹筒】たげつっぽ

たけなが たげなが

たし【足し】たそぐ

だしいれ【出し入れ】だすえれ

たしざん【足し算】よへざん

たしまえ【足し前】たすめぁ

だしもの【出し物】だすおの

たすき たすこ、たっつこ

たずねあわせる【尋ね合わせる】たねあへる

たずねもの【尋ね物】たねおの

たずねる たねる

ただ たぁだ、たんだ

だだ【駄駄】ごが

ただいまつかい【只今使い】ただえまづげぁ

たたきみ【叩き身】ただぎみ

たたく【叩く】あずげる、くらすける、ただぐ、

ぶたぐ、ぶっつめる

ただごと【只事】ただごど

ただしい【正しい】ただす

だだっぴろい【だだっ広い】だだぴろえ

たたみがえ【疊替え】ただみげぁ

たち【達】～だ

たち【～達】だ

たちあおい【立葵】からおえ

たちあがる【立ち上がる】たずびあがる

たちいた【裁ち板】たづばん

たちぎえ【立ち消え】たずげ

たちしおで もんがぐ

たちどまる【立ち止まる】よどめる

たちながし【立ち流し】あげながし

たちばさみ【裁ち鋏】たづはさみ

たちばん【裁ち盤】たづばん

たちふるまい【立ち振舞】たずぶるめぁー

たちむすび【立ち結び】たずむすび

だちん【駄賃】だづん

たつ【経つ】おもう

たつ【立つ】たったする

たっけ ～たけ（だけ）

だっけ ～たけ（だけ）

だった がった

だったそうだ けど

たって ～たて

だって だて、ほだて、んだて

たっぷり だっぷら、だぷっと

たて だで
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たてかえ

たてかえ【建て替え】たでげぁ

たてつづけ【立て続け】べろづぐ

たてまえ【建て前】たでめぁ

たてもの【建て物】たでおの

だと【～だと】だずど

たなしり【たな尻】たなけっつ

だに【壁蝨】だんに

たにうつぎ がざき

たにし つぶ

たにん【他人】たしん、たすん

たにんがちゅうねんのひとづまをよぶときのな

【他人が中年の人妻を呼ぶ時の名】ががつぁ

たねあゆ【種鮎】たなあゆ

たねいも【種芋】たなえも

たねうし【種牛】たねべご

たねもの【種物】たなおの

たねもみ【種籾】たなもみ

たのあぜ【田の畔】ので

たのかみさま【田の神さま】たのがみさま

たのしい【楽しい】たのす

たのしみ【楽しみ】ごほらぐ

たのつちをこまかくするさぎょうめい【田の土を

細かくする作業名】たこぎり

たのむ【賴む】くづかげる

たのもしい【賴もしい】たのもす

たばこ【煙草】ぱぱ

たばこいれ【煙草入れ】かます、たばこれ

たばねる【束ねる】そぐねる、まるぐ

たび【足袋】たんた、たんび

たび【度】たんび

たびあきない【旅商い】たびあぎねぁー

だぶだぶ がふがふ、がほがほ、だぶらだぶら、ぶ

がぶが

たべきょうそう【食べ競爭】くいくれぁご

たべぐあい【食べ具合】くいあんべぁ

たべくら【食べくら】くいくれぁご

たべさせる【食べさせる】かへる

たべもの【食べ物】くいおの

たまごかけごはん【卵かけ飯】たまごまま

たまごめし【卵飯】たまごまま

だます かづぐ

たまに あわぇぁん

たまりかねる【堪り兼ねる】たまりかねぁる

たまわり【田廻り】たまり

たむし【田虫】たんむす

ためいき【溜め息】ためえぎ

ためいけ【溜め池】ためげ

ためいけ【溜池】ためげ

ためし【試し】あんべぁみ

だめにする【駄目にする】そぐねる、そだす

だめになる【駄目になる】えがれる

ためらい しりしこみ、にあづ

ためらう にあずする

たやす【絶やす】きしゃす

たやすい いどやす、かりやす、たやす

だよ だなだ

たよりない【賴りない】たよりねぁ

たらい たれぁ、はんぎり

たらいまわし【たらい回し】たれぁます

だらく づだらぐ

だらしない だらすねぁ、びしょてぁ

たらす くったらす

たらたたき たらただぎ

たらのしらこ【鱈の白子】きぐわだ、だだみ

たらのしんめ【たらの新芽】たらのもえ

たらまわし たらまし
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だんまり

だらりと だらっと

たりない【足りない】たんねぁ

だりや【ダリヤ】てんずぐぼだん

だるい だり

たるせおい【樽背負い】たるこしょい

だれ どえず

だれ【誰】だれおの

たれる たえる

だろう ごでぁ、だべ、べ

だろうね ～べした

だろうよ べは

たわい たわぇ

たわいない ほっけぁねぁ

たわいなし ほんじなし

たわし【束子】もだら、もんだら

たわら【俵】たら

だん【段】がっき

たんか【単価】かね

だんがい【断崖】がっかげ、がんくら、ゆわがん

くら

たんき【短気】たんぱら

たんこう【炭鉱】たんこ

だんごのいっしゅ【団子の一種】ねもづ

たんざく【短册】たんじゃぐ

たんじょうなのかめ【誕生七日目】しづや

たんぜん【丹前】たんじぇん

だんぜん【断然】だんじぇん

だんちがい【段違い】だんつげぁ

だんぺんてき【断片的】とっぺさっぺ

たんぼ【田圃】ともで

だんまり ぺそっと
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ち

—ち—

ち【血】つ

ちいさい【小さい】こちちぇぁ、こちっちぇ、し

ちゃこえ、ちゃこえ

ちいさいにもつ【小さい荷物】こもくら

ちいさくきりさく【小さく切り裂く】きりこまざ

ぐ

ちーず【チーズ】ツーズ

ちうみ【血膿】つんみ

ちえ【知恵】つえ

ちかい【近い】ちっけぁ

ちがい おどり

ちがい【違い】ちげぁ、つげぁー

ちがいだな【違い棚】つげぁだな

ちがう【違う】つがう

ちかく【近く】ちけぁぐ、つけぁぐ

ちかごろ【近頃】このじゅ、つかごろ

ちかしい【近しい】つかす

ちかしつ【地下室】つかすず

ちかちか つかつか

ちかま【近間】つかま

ちかみち【近道】つかみず

ちかむかえ【近むかえ】ちかむげぁ

ちからいっぱい【力いっぱい】つからえっぺぁー

ちからかげろう たがちか

ちからこぶ【力瘤】つからこぶ

ちからしごと【力仕事】つからすごど

ちからずく【力ずく】つからずぐ

ちからだめし【力試し】つからだめす

ちからづよい【力強い】つからずえ

ちからまかせ【力任せ】つからまがへ

ちぎったみずな【千切ったみずな】もぎりみず

ちぎる【千切る】しちゃばぐ、つぎる、もぎる

ちくしょう【畜生】しっしょ、つきしょ

ぢくぢく ぢぐぢぐ

ちくば【竹馬】たがあし

ちくび【乳首】つずくび

ちくわ【竹輪】つぐわ

ちじ【知事】つず

ちず【地図】つず

ちすじ【血筋】つすず

ちち【乳】ぱいぱい

ちち【父】つず

ちちおや【父親】つずおや

ちぢかむ【縮かむ】つつかむ

ちちくさい【乳臭い】つずこくせぁ

ちぢこまる つつこまる

ちちなしご【父無し子】ほったんこ

ちぢまる【縮まる】つづまる

ちぢみあがる【縮みあがる】つずみあがる

ちぢむ【縮む】つずむ

ちぢめる【縮める】つずめる

ちぢれげ【ちぢれ毛】つづれけ

ちっとも ねっから

ちなまぐさい【血腥い】ちなまくせぁ、つなまく

せぁ

ちのみご【乳飲み子】つのみご

ちばしる【血走る】つばする

ちばなれ【乳離れ】つずこばなれ

ちびちび ちょぴちょぴ、つびりこびり

ちぶさ【乳房】つづこ
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ちんぷんかんぷん

ちまき【粽】ささまぎ

ちまちま つまつま

ちまなこ【血眼】ちまなぐ、つまなぐ

ちゃかちゃか ちゃかもか

ちゃつかり ちゃかっと

ちゃづつ【茶筒】おじゃつっぽ

ちゃのま【茶の間】おぢゃのま

ちゃふきん【茶布巾】おじゃぶぎん

ちゅういする【注意する】きつける

ちゅうがえり【宙返り】ちゅーげぁり、つんくり

けぁり

ちゅうがり【中刈り】ちゅんがり

ちゅうかんしょく【中間食】こびる

ちゅうくらい【中位い】ちゅくれぁ

ちゅうこう【中耕】さぐり

ちゅうごし【中腰】くそたれけっつ

ちゅうさい【仲裁】さばぐ、ちゅーせぁー

ちゅうざいしょ【駐在所】ちゅーぜぁーしょ

ちゅうしょくごしごとにでること【昼食後仕事に

出ること】ひるおり

ちゅうしょくにきたくすること【昼食に帰宅する

こと】ひるあがり

ちゅうちょ おもやみ

ちゅうどくする【中毒する】あだる

ちゅうとはんぱ【中途半端】なまはんちゃぐ

ちゅうぶう【中風】ちゅーしょ

ちゅうぶうになる【中風になる】あだる

ちゅうぶやみ【中風病み】ちゅーしょたがり

ちゅうもの【中物】ちゅーおの

ちょいちょい ちょえちょえ

ちょう【蝶】べっと

ちょうし【調子】あんべぁ、ちょーす

ちょうじょう【頂上】てんけづ

ちょうせんぎく ちょうへんぎぐ

ちょうだい【頂戴】ちょーでぁ

ちょうだいもの【頂戴物】いだだぎおの

ちょうちょう【町長】ちょーちょ

ちょうちょう【蝶蝶】ちょーちょ

ちょうちん【提燈】ちょーずん

ちょうつがい【蝶番】ちょーずげぁー

ちょうな【手斧】ちょんな

ちょうない【町内】ちょーねぁー

ちょうなみ ちょんなみ

ちょうへい【徴兵】ちょーへ

ちょうへいけんさ【徴兵検査】ちょへけんさ

ちょうほう【調法】ちょーほ

ちょうもく【鳥目】よめぐら

ちょうもん【弔問】つらだす

ちょくせつ【直接】ずぎへず

ちょこなんと ちょこんと

ちょすいち【貯水池】ためげ

ちょっかい ちょっけぁ

ちょつかいをだす【ちょつかいを出す】ひくめぐ

ちょっと【一寸】しっとえぁ、ちょえっと、ちょ

っくら

ちょっぴり ちょぺっと

ちょろぎ ひょーろぎ

ちょろりと ちょろっと

ちらかす【散らかす】つらがす、ぶっつらがす

ちらかる【散らかる】つらげる

ちらちら つらつら

ちらりと ちらっと、つらっと

ちりがみ【ちり紙】けっつぬげ

ちんしごと【賃仕事】だずんとり

ちんちくりん つんつくりん

ちんぷんかんぷん つんぷんかんぷん
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ついか

—つ—

ついか【追加】つえか

ついたち つえだづ

ついたて【衝立】つえだで

ついで【序で】つえで、つで

ついに【遂に】ついん

つうこうどめ【通交止め】はっと

つうちょう【通帳】つーちょ

つかい【使い】つけぁ

つがい【番】つげぁー

つかいこなす【使いこなす】つけぁーこなす

つかいこむ【使い込む】つけぁーごむ

つかいて【使い手】つけぁーで

つかいで【使いで】つけぁーで

つかいばしり【使い走り】つけぁーぱすり

つかいはたす【使いはたす】はだぐ

つかいはたす【使い果す】つけぁーはだす

つかいもの【遣い物】つけぁーおの

つかいもの【使い物】つけぁーおの

つかう こぐ

つかえる【仕える】つけぁーる

つかえる【支える】つかがる

つがえる【番える】つげぁーる

つかまえる【掴まえる】しめぁる、つかめぁーる、

へめる

つかまえる【捕まえる】かすかみづげる、しめぁ

る、すめる、つかめぁーる、とっつかめぁーる

つかませる【掴ませる】つかまへる

つかみっぱな【掴みっ鼻】つかんぱな

つかれたさま【疲れたさま】くたらくたら

つかれてふうふういうこと【疲れてふうふういう

こと】えぎあがる

つかれる【疲れる】こわぇぐなる

つきあい【付き合い】つぎえぁ

つきあたり【突き当たり】つかがり

つぎあわせる【継ぎ合わせる】つぎあへる

つきとおす【突き通す】つっとす

つきとばす【突飛ばす】つっとばす

つきぬく【突き抜く】つんぬぐ

つきぬける【突き抜ける】つんぬげる

つきはなす【突き放す】つっぱなす

つきもの【付き物】つぎおの

つきもの【憑き物】つぎおの

つぎもの【継ぎ物】つぎおの

つく こぐ、ほろぐ

つく【着く】くつぐ

つく【吐く】まげる

つく【付く】くつぐ、ふつぐ

つく【搗く】はだぐ

つくし【土筆】ずっくべ

つくりかえる【作り替える】たおす、つぐりげぁ

ーる

つくりごと【作りごと】こしぇぁごど

つくりもの【作り物】つぐりおの

つくりわらい【作り笑い】つぐりわれぁ

つくる【作る】こしぇる

つけあわせ【付け合わせ】つけあへ

つけぎ【付け木】つけげ

つげぐちする【告げ口する】まねあげる

つけくわわる【付け加わる】たさる

つけひも【付け紐】つけひぼ
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づらい

つけもの【漬物】おごご、つけおの

つごう【都合】つご

つごうがわるい【都合が悪い】かんじょわり

つずら【葛篭】つんずら

つたえ【伝え】つてぁー

つたえる【伝える】つてぁーる

つち【土】こづづ、つず

つちあけび つづあぎび

つちあらい【土洗い】つずあれぁ

つちくさい【土臭い】つずくせぁ

つちのかたまり【土の塊】だんころ

つちふまず【土踏まず】つづふまず

つちほこり【土ほこり】ばんぼごり

つっかい つっけぁ

つっかいぼう【つっかい棒】つっけぁーぼ

つっかえす【突っ返す】つっけぁす

つっかかる つかがる、とっかがる

つっかける つかげる

つづけざま【続けざま】くづおがず、べろづぐ

つっけんどん つけどん

つっこむ【突っ込む】つこむ

つっころがす【突っ転がす】つっころげぁす

つっころばす【突っ転ばす】つっころがす、つっ

ころげぁす

つつじ つずぎ

つつしみ【慎み】つづすみ

つつしむ【慎む】つずすむ

つつそで【筒袖】つっぽそで

つったてる【突っ立てる】おったでる

つっぱる つぱる

つつましい【慎ましい】つずます

つつみ【堤】ためげ

つづりあわせる【綴り合わせる】つずりあへる

って ～じゃ、～どや、たて、て、ど

ってば ～でば

つと【苞】つっと

つど【都度】たんび、ばんきり

つねる【抓る】つねづる、ひねずる

つのつきあい【角突き合い】つのつぎえぁ

つのばち【角ばち】つのばず

つば【唾】したぎ

つぶる【瞑る】くっつぶる

っぽい【～っぽい】ぽえ

つま【妻】あねこ、かが、わげぁ

つまかわ【爪皮】つまか

つましい つます

つまずき つまかげ

つまみぐいする【つまみ食いする】つまずる

つまみもの【摘み物】つまみおの

つまようじ【爪揚枝】よーず

つまらない つまらねぁ

つまる【詰まる】つっとまる

つみかえ【積み替え】つみげぁー

つみぶかい【罪深い】つみぶげぁー

つむじかぜ まぎがじぇ

つむじまがり【つむじ曲り】こんじょまがり、む

んつん

つむじをまげる【つむじを曲げる】むつける

つむる【瞑る】しくる、ひくる

つめあわせ【詰め合わせ】つめあへ

つめたい【冷たい】つでぁ

つめのはれ【爪の腫れ】つまっぱれ

つもり かんじゅ、かんじょ

つよい【強い】つえ、はっつぉえ

つらい つれぁ

づらい【～づらい】づれぁ

809



つらいおもいをすること

つらいおもいをすること【つらい思いをするこ

と】みずめみる

つらがまえ【面構え】つらがんめぁ

つらにくい【面憎い】つらにぐえ

つらら すが

つりあい【釣り合い】つりえぁー

つりいと【釣り糸】てんぐそ

つりせん【釣銭】けぁり、つりへん

つりふねそう ちょーずんこばな

つるざいく【蔓細工】つるぜぁーぐ

つるつる でらでら

つるはし つる

つるりと つるっと

つれあい【連れ合い】つれえぁ

つれづれ【徒然】とじぇん

つれない つれねぁー

つれる【連れる】したげぁる

つわり きしぇ

つんつるてん つんつくりん

つんのめる つのめる

つんぼ【聾】きがず
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てすう

—て—

て【手】～と、てこ

てあい【手合い】てえぁー

であいがしら【出合い頭】でえぁーがすら

てあそび【手遊び】てあすび

てあみ【手網】ちょんなみ

てあらい【手荒い】てあれぁ

てあらい【手洗い】てあれぁ

であるく【出歩く】でありぐ

てあわせ【手合わせ】てあわへ

ていさい【体裁】てーせぁー

ていせつなだれ【低雪雪崩】そごなで

ていたい【手痛い】ていでぁ

ていねい【丁寧】ねづ、まで

ていねいに【丁寧に】てねんと

ていのうじ【低能児】しっしゃますおの

でいり【出入り】でへぁり

ていれ【手入れ】てえれ

てうえ【手植え】てゆえ

ておくれ【手おくれ】あどのまづり

でおとり【出劣り】でおどり

でかい でっけぁ

でかせぎ【出稼ぎ】でかへぎ

てがたい【手堅い】てがでぁ

てがはやい【手が早い】こっぺぁはえぁ

てがるい【手軽い】てがり

でき【出来】でげ

できあい【出来合い】でぎえぁー

できあがり【出来上がり】でげあがり

できあがる【出来上がる】でげあがる

できごころ【出来心】でげごごろ

できごと【出来ごと】でげごど

できし【溺死】かわながれ

できそこない【出来損ない】でげそぐねぁ、でげ

そごねぁ

できだか【出来高】でげだが

できだかばらい【出来高払い】でげだがばれぁ

できたら【出来たら】ならば

てきとう【適当】えあんべぁ、えっくれぁ

てきびしい【手厳しい】てきびす

できぶつ でげぶつ

できもの【出来もの】でげおの

できもの【出来物】でげぶつ

できる【出切る】でっきる

できる【出来る】さえる、しぇる、せる、でげる、

へる

できるなら【出来るなら】ならば

てぐす てんぐそ

てくせ【手癖】てくへ

てぐるま【手車】てんぐるま

てこいれ【挺入れ】てごえれ

てごたえ【手応え】てごでぁー

でこぼこ【凸凹】でごひこ

てごわい【手強い】てごわぇぁー

てざいく【手細工】てぜぁーぐ

てさき【手先】ちょっけぁ

てざま【手狹】てじぇま

でし【弟子】です

てじなし【手品師】てずまつけぁ

てじなつかい【手品使い】てずまつけぁ

てすう【手数】てす
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ですね

ですね なーおす

てだすけにん【手助け人】てご

てちがい【手違い】てつげぁ

てちょう【手帳】てじょ

でっかい でっけぁ

てっきょう【鉄橋】がど

でつしり【出つ尻】たなけっつ

てつせいのあしにつげるすべりとめ【鉄製の足に

つげる滑べり止め】かながんずぎ

てつだい【手伝い】てづでぁ、てんでぁ

てつだいにん【手伝い人】てづでぁと

てつだいにん【手伝人】てご、てずでぁと

てつどうせんろ【鉄道線路】きしゃみづ、へんど

てっとりばやい【手っ取り早い】てっとりばえぁ

てつのくさび【鉄の楔】かなや

てつびん【鉄びん】かまこ

てっぷり てぷっと

でっぷり でぷっと

てっぺん【天辺】てんけづ、てんぺ

てっぽううち【鉄砲打ち】てっぽぶづ

ててなしご【父無し子】てでなすご

てなべ【手鍋】てなんべ

てならい【手習い】てなれぁ

てにあまる【手に余る】おえねぁ

てぬぐい【手拭】つらぬげ、てぬげ

てぬるい【手緩い】てぬり

てのこう【手の甲】てのご

では でぁ

てばな【手鼻】つかんぱな

でばぼうちょう【出刃包丁】でばぼえじょ、なま

くさぼえじょ

てばやい【手早い】てばえぁ

てびかえ【手控え】てびげぁ

でびたい【出額】がっけ

てひどい【手酷い】てひでぇ

てびろい【手広い】てびれ

てふき【手拭き】てふぎん

てぶら【手ぶら】からみ、てぶり

でほうだい【出放題】でほでぁ

てまえ【手前】てめぁー

でまえ【出前】でめぁー

てまがえ【手間替え】てまげぁ、よえ

でまかせ【出任せ】でまがへ

てまどり【手間取り】てまどり

てまね【手真似】てまねぁ

てまり【手毬】てんまる

でむかえ【出迎え】でむげぁ

でむかえる【出迎える】でむげぁる

ても ～たて

でも んでも

てもとがくるう【手元が狂う】とっぱずらがす

てらまいり【寺参り】てらめぁり

でらりと ずえら

てりかえし【照り返し】てりげぁーす

でる【出る】ではる

てれくさい【照れ臭い】てれくせぁ

てをたたくあそび【手を叩く遊び】ちょずちょず

てをつなぐ【手をつなぐ】ぴけぁる

てをひく【手を引く】ぴけぁる

でんがくめし【田楽飯】でんがぐまま

てんきまつり【天気祭り】てんきまづり

でんぐりがえし【でんぐり返し】でんぐりげぁす

でんぐりがえる【でんぐり返る】でんぐりげぁる

てんこうがきゅうにわるくなること【天候が急に

悪くなること】だしあれ

てんじくぼたん てんずぐぼだん
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でんぽう

てんじょう【天井】てんじょ

てんしょうこうだいじんぐう【天照皇大神宮】で

ぁずんぐさま

てんじょうをむく【天井を向く】てんこらふぐ

でんしんばしら【電信柱】でんすんばすら

でんちゅう【電柱】でんきんばすら、でんすんば

すら

てんてこまい【天手古舞】ぐりぐりめぁ、ぐるぐ

るめぁ、てんてこめぁ

てんでに てんでこで、てんでん

でんでんむし【でんでん虫】かだつぶ

てんぷら【天ぷら】つけあげ

でんぷん【澱粉】ねばな

でんぽう【電報】でんぽ
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と

—と—

と ずど、て、ど

どあ【ドア】ましど、ますど

とい あまどよ

とい【樋】とよ

といあわせる【問い合わせる】きぎあへる、とい

あへる

ということは ～ずあ

ということは【～ということは】じゃ

というのに【～というのに】たら

というのは ～ずあ

というのは【～というのは】じゅあ

というもの ずおの

というものは ～ずあ

というものは【～というものは】じゃ、じゅあ

どいつ どえず

どいつごい【ドイツ鯉】ドイツごえ

といっていた【～といっていた】つけ

といっていたよ【～といっていたよ】つけあ

といってるのに【～といってるのに】たら

とう【薹】と

どう どげぁ、なじ、なんず

どういう どゆう

どうか どが、なんずが

どうかすると ひょえっと

とうきび ときび、とっきび

どうきゅうせい【同級生】どーきゅーへ

どうぎり【胴切り】どんぎり

どうぐ【道具】どんぐ

どうぐのいっしゅ【道具の一種】こまざれぁ、ぼ

んでん

どうぐもち【道具餅】どうぐもづ

とうぐわ【唐鍬】とが

とうさいこ【当才仔】とぜぁこ

とうさん【父さん】おど

とうさんする【倒産する】かまけぁす

とうじ【湯治】とうづ zU

とうじ【当時】とうず zU

とうしする【凍死する】すみすぬ

とうじつ【当日】とーずつ

どうして なして

どうしても ないんたて、なんずしても、なんで

もかんでも、ねぁんたて

どうじめ【胴締め】どんずめ

どうしようもない おえねぁ、たげあただねぁ、

やづはづあねぁ

どうせ どうへ、どへ

どうせこうせ どへこへ

とうせつ【当節】このへづ

とうぜん【当然】あだりめぁ、とーじぇん

どうぜん【同然】どーじぇん

とうぜんだろうよ【当然……だろうよ】べした

どうそうせい【同窓生】どーそーへ

とうだい【燈台】とーでぁー

どうづき【胴突き】どんずぎ

どうであっても【どうあっても】ねぁんたて

どうてん【動転】どでん

どうてんする【動転する】きもけす

とうとう【到頭】とうど

どうなか【胴中】どんなが

どうなんだ なんた
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どこ

とうなんよけ【盗難除け】おによげ

とうに【疾に】とっくん

どうにか なんずが

どうにかこうにか なんずがかんずが

どうにかして なんずがして

とうにょうびょう【糖尿病】とーにゅーびょー

どうねんれい【同年令】しととし

とうのたったな【とうの立った菜】くぎだづ

とうば【塔婆】とば

とうふ【豆腐】とふ

とうふう【東風】だしかじぇ、ひがすかじぇ

とうふがら【豆腐殻】とふかす

どうぶつのこをいう【動物の仔をいう】こっこ

どうまき【胴巻き】どんまぎ

とうみ【唐箕】とみ

とうもろこし ときび、とっきび

どうもん【洞門】どうもん

どうりで【道理で】どんで

どうろ【道路】けぁど、みづ

とうろう とろんこ

とおい【遠い】とおえ

とおく【遠く】とっかだ

とおす【通す】つっとす、とす、ぶっとす

とおせんぼう【通せんぼう】とんぜぁばんぜぁ、

はっと

とおっぱしり【遠っ走り】とっぱすり

とおまわし【遠回し】とーます

とおもって【～と思った】どもた

とおられる【通られる】とらえる

とおりいっぺん【通り一遍】とーりえっぺん

とおりがけ【通りがけ】とりがげ

とおりすぎること【通り過ぎること】かげどり

とおりすじ【通り筋】とーりす

とおりみち【通り道】とーりす

とおる【通る】とる

とかき とがげ

とかす かっとぐ

とがったことば【とがった言葉】きがきが

どかゆき ばがゆぎ

とがらす つっとげる、とがける

とがらせる とがける

とき【時】～ずぎ、ず、ずぶん、づぎ　または　

ずぎ

とぎじる【研ぎ汁】すろみづ

どぎつい どぎず

ときでもない【時でもない】とぎでもねぁ

ときどき【時時】ちょえちょえ

ときならぬ【時ならぬ】とぎでもねぁ

ときに【時に】とぎん

ときには【時には】とぎにあ

ときもの【解き物】とぎおの

どきりと どきっと

どきんと どきっと

どく しゃる

とくい【得意】えーき、おおいぎ

どくしん【独身】しとりみ

どくしんしゃ【独身者】しとりおの

どくだみ どぐだび、どぐだんび

どくだん【独断】ころど

とくとうびょう【禿頭病】たいわんぱげ

どくどくしい【毒毒しい】どぐどぐす

とげ【刺】とげ

とけい【時計】とげ

とけいや【時計屋】とげや

とげとげしい【刺刺しい】とげとげす

どこ【何所】ど
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どこでもおかまいなく

どこでもおかまいなく どごさだ　ゃねぁぐ

どこにでも どごさだ　ゃねぁぐ

どころ【所】どご

どころか おがしゃれ

ところきらわず【所嫌わず】どごだじゃねぁぐ

とさか けんと

どさりと どさっと

とし【年】とす

としおとこ【年男】とすおどご

としがい【年甲斐】とすげぁ

としかさ【年嵩】とすかさ

としかっこう【年格好】とすかっこ

としご【年子】とすご

としこし【年越し】おどすこす

どしつ【土質】どすず

としのくれ【年の暮】つめ

としのせ【年の瀨】とすのへ

としはもゆかないくせに【年端もゆかないくせ

に】はっから

どしゃくずれ【土砂崩れ】つづなで

どじょう どんじょ

どじょうひげ【泥鰌髭】どんじょへげ

どじょうをとるど【どじょうを捕る笯】どんじょ

ど

としより【年寄り】としょり

としよりば【年寄り馬】がんじゅんま

としよる【年寄る】えぐ、としょる

どすぐろい【どす黒い】どすぐれ

どそくのままいろりのなかにあしをいれてあた

たまること【土足のまま、いろりの中に足を入

れて暖まること】ふごむ

どぞり【土橇】どじょり

どだい【土台】どでぁ

どだいいし【土台石】いしばいし

とだえる【跡絶える】とでぁーる

とたんいた【トタン板】とだん

とち【栃】とづ

とちのいっしゅ【土地の一種】かの

とちばにんじん ふすにんずん

とちゅう【途中】とじゅ、とぢゅ

どちら どっつ

どっかと でっこり、どかっと

とつぐ【嫁ぐ】かだづぐ

とっくみあい【取っ組み合い】とっくみえぁ

とっくり【德利】すず

どっさり でっすら、どさっと

どっしり どしっと、どすっと

とつぜん【突然】やふり

どっち どっつ

どっちおとらず【どっち劣らず】しってんにでん

どっちみち どうへ、どっつんしても

とっておき とておぎ

とってかえす【取って返す】とてげぁす

どっと どえっと

とっぷり とぷっと

どっぷり どぷっと

どてっぱら【土手っ腹】どでぱら

どてっぷち【土手っぷち】どでぱだ

どてのかた【土手の肩】どでぱだ

とどく【届く】とづぐ

とどけ【届け】とずげ

とどける【届ける】とずげる

となえる【唱える】とねぁる

どなべ【土鍋】どなんべ

となりあわせ【隣り合せ】となりあへ

どなる【怒鳴る】がなる
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どろ

とのさまがえる すまびっき

とのさまばった とらぼ

どのような なんた

どのように どげぁ、なんず

とびぐち【鳶口】とんぱす、とんび

とびぐちのいっしゅ【鳶口の一種】きりんとんび

どびゃくしょう【土百姓】どんびゃくしょ

とぼける あさってのほむぐ

とぼしい【乏しい】とぼす

どま【土間】にわ

とまどい とうはぐ

とまどう どまづぐ

とまりきゃく【泊り客】とまりよど

とまる【止まる】つとまる

とみえて【～とみえて】どめで

とも ても

ども【～ども】だ

ともかせぎ【共稼ぎ】ともかへぎ

ともだち【友達】ながば

ともらい【弔い】とむれぁ

どもる【吃る】ままなぐ

どらいばー【ドライバー】ねずます

とらげ【虎毛】とらば

とらっぷ【トラップ】がばさみ

とられる【取られる】とらえる

とり【鳥】とと、ととこ

とりあい【取り合い】とりえぁ

とりあえず【取り敢えず】とりえぁーず

とりあししょうま とりあす、ねごあす

とりあわせ【取り合わせ】とりあへ

とりあわせる【取り合わせる】とりあへる

とりい【鳥居】とりえ

とりいれ【取り入れ】とりえれ

とりおい【鳥追い】とりぼい

とりおさえる【取り抑える】とりおせぁる

とりかえし【取り返し】とっけぁす、とりげぁす

とりかえしのつかないたいへんなこと【取り返し

のつかない大変なこと】やずまげだ

とりかえす【取り返す】とけぁす、とっけぁす、

とりげぁす

とりかえっこ【取り替えっこ】とけぁっこ

とりかえつこ【取り替えつこ】しけぁっこ

とりかえる【取り替える】しけぁる、すけぁる、

とけぁる、とっけぁる、とりげぁる、ひけぁる

とりかかる とっかがる

とりかぶと ぶす

とりだす【取り出す】こぎる

とりちがえる【取り違える】とっつげぁる

とりちらす【取り散らす】とっつらがす、ほっつ

らがす

とりつかれる【取り付かれる】とっつがえる

とりつく とっつぐ

とりつける【取り付ける】とっつける

とりにがす【取り逃がす】とりねがす

とりのこりのほね【取り残りの骨】どんがら

とりのふん【鳥の糞】けぁし

とりのぼせる【取り上せる】とりのぼへる

とりはらう【取り払う】とっぱらう

とりひきする【取引きする】さがす

とりぶん【取り分】とりめぁ

とりまえ【取り前】とりめぁ

とりもち【鳥もち】もっつ

とりよせる【取り寄せる】とりよへる

どれ どえず、どっつ、どの

とろ【トロ】とろんこ

どろ【泥】でろ
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どろあし

どろあし【泥足】でろあす

どろあそび【泥遊び】どろちょす

どろくさい【泥臭い】どろくせぁ

とろっこ【トロッコ】とろんこ

どろまみれ【泥まみれ】どろだらけ

とろりと とろっと

とろろいも【とろろ芋】おえも、とろろえも

どんぐり しだみ

とんでいる【富んでいる】ふぐす

とんでもない とんでもねぁ

どんでんがえし【どんでん返し】どんでんげぁす

とんと ころっと

どんと でんがり、どえら

どんど どえっと

どんどん どんどど、のんのん、わらわら

どんな どげぁた、どゆう、なんた

どんなに なんず

とんねる【トンネル】どうもん

とんび にじゅうまし

とんぼ あげ

とんぼがえり つんくりけぁり

とんぼのいっしゅ【とんぼの一種】くるまあげ

どんより どもっと
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なごりおしい

—な—

な だ

ない ねぁ

ないしょ【内緒】ねぁしょ

ないしょきん【内緒金】ほったんこ

ないしょく【内 】ねぁーしょぐ

ないしょばなし【内緒話】ねぁーしょばなす

ないといけない【～ないといけない】ねぁんねぁ

ないない【内内】ねぁーねぁー

ないふく【内福】ねぁふぐ

ないぶん【内聞】ねぁーぶん

ないみつ【内密】ねぁーみず

なえ【苗】ねぁ

なえぎ【苗木】ねぁーぎ

なえくばり【苗配り】こねぁぶづ

なえどこにたねをまくこと【苗床に種を蒔くこ

と】ひしぇる

なえとり【苗取り】ねぁーとり

ながい【長い】なんげぁ

ながいも【長芋】ながえも

ながき【長木】ながぎ

ながぐつ【長靴】ふがぐづ

ながし【流し】みじゃ

ながしじり【流しじり】へなつり

ながしにはいってくるりゅうすい【流しに入って

くる流水】いりみず

なかたがい【仲違い】ながつげぁ

なかだし【中出し】ながだす

ながたらしい【長たらしい】ながったらす

なかないせみ【なかない蝉】おっつじぇみ

なかなか ええでぁ

なかなかなくならないこと むせぁ

なかにはいってかばう【中に入ってかばう】ふた

がる

なかま【仲間】ながば

なかまけんか【仲間けんか】ながばくれぁ

なかまどうし【仲間同志】ながばどーす

なかまにいれる【仲間に入れる】かじぇる、まじ

ぇる

なかまにはいる【仲間に入る】はさまる、まざる

なかまわれ【仲間割れ】ながばわれ

ながゆでぼうっとなること【長湯でぼうっとなる

こと】ゆぎあがる

なかよし【仲よし】ちょーへんこ

ながわずらい【長患い】ながわずれぁ

なきさけぶ【泣き叫ぶ】なぎさがぶ

なきどころ【泣き所】なぎどご

なきねいり【泣き寝入り】なぎねり

なきまね【泣き真似】なぎまねぁ

なきむし【泣き虫】なぎめそ、めら

なきりぼうちょう【菜切り包丁】なっきりぼえじ

ょ

なきわらい【泣き笑い】なぎわれぁ

なく【泣く】なぐ

なぐさみ【慰み】ごほらぐ

なぐる くらすける

なげいれる【投げ入れる】ぶこむ

なげし【長押】なぎし

なこうど【仲人】ながど

なごりおしい【名残惜しい】なごりおす、のごり

おす
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なさけない

なさけない【情ない】なさげねぁ

なさけぶかい【情深い】なさげぶげぁ

なし【梨】なす

なしくずし【済し崩し】なすくぞす

なしだんご【梨団子】なすだんご

なすりあい【なすり合い】なすりえぁ

なだかい【名高い】なだげぁ

なだめる おだめる

なだれ【雪崩】なで

なだれのつくけいしゃち【雪崩のつく傾斜地】な

でつぎびら

なつかしい【懷かしい】なずがす

なつく なづぐ

なっとう【納豆】なっと

なつもの【夏物】なずおの

なつやせ【夏やせ】なずやへ

ななくさ【七草】ななくさ

ななつ【七つ】ななっつ

ななめにわれたりきれたりすること【斜めに割れ

たり切れたりすること】そげる

なに【何】ない

なにか【何か】ないが

なにかにきをとられてあるくさま【何かに気をと

られて歩くさま】とかぱか

なにくそ【何糞】ないくそ

なにげない【何気ない】なにげねぁ

なにごころない【何心ない】なにごごろねぁ

なにしろ【何しろ】ないすろ

なにせ【何せ】なんへ

なにはさておき【何はさて措き】ないあさでおぎ

なにはともあれ【何はともあれ】なにあともあれ

なにはなくとも【何はなくとも】ないあねぁーた

て、なにあねぁくたて

なにも【何も】ないも

なにもかも【何もかも】ないもかいも

なにもの【何者】だれおの

なのだ だなだ、なあだ

なぶる ちょすます

なべ【鍋】なんべ

なまあたたかい【生暖かい】なまあたこえ

なまいき【生意気】なまえぎ

なまえ【名前】なめぁ

なまえまけ【名前負け】なめぁまげ

なまかじり【生噛り】なまっかずり

なまかわ【生皮】なまか

なまぐさい【生臭い】なまくせぁ

なまぐさもの【生臭物】なまくさおの

なまけもの【怠け者】なまけおの

なまじろい【生白い】なまっつろえ

なまぬるい【生温い】なまぬり

なまはんか【生半可】なまらはんちゃぐ

なままゆ【生繭】なまめぁっこ

なまめかしい なまめがす

なまもの【生物】なまおの

なまやさしい【生易しい】なまやさす

なみかぜ【波風】なみがじぇ

なみだ【涙】なだ

なみたいてい【並大抵】なみてぁーで

なみだぐましい【涙ぐましい】なみだぐます

なみだもろい【涙もろい】なみだもろえ

なみひととおり【並一通り】なみしとどーり

なむあみだぶつ なんまみだ

なめくじ なめぐづ

なら ～ごったら、～らば、だば、ば、へば

ならい【習い】なれぁ

ならし えんぶり
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なんんだって

ならたけ もだつ

ならたけもどきなどのおもとしてさわにはえる

きのこをいう【ならたけもどき等の主として

沢に生えるきのこをいう】さわもだつ

ならない ならねぁ

ならぶさま【並らぶさま】ずらっと

なりたい なっでぁ

なりもの【生り物】なりおの

なりもの【鳴り物】なりおの

なるじゃないか なっでぁ

なるだけ ならば

なるよ なっでぁ

なれあい【馴れ合い】なれえぁ

なれしたしむ【馴れ親しむ】なづぐ

なれている【馴れている】すづげる

なれなれしい【馴れ馴れしい】なれなれす

なわしろ【苗代】なすろ

なわのいっしゅ【縄の一種】かっつぁな、みごな

なん ない

なんか なにか、なの

なんかい【何回】なんけぁ

なんきんまめ【南京豆】なんきまめ

なんくせ【難癖】なんくへ

なんじ【何時】いづ

なんだ なあだ、なよ

なんだい【難題】なんでぁー

なんだかんだ なにかに

なんだかんだと【何だかんだと】ないだかいだて

なんだし【～なんだし】だんだし

なんて ～なて

なんです ごでぁす

なんてんはぎ あずぎな

なんと ないて、なんたら

なんとしても なんでもかんでも

なんとなく【何となく】なんとねぁぐ

なんとまあ なんたら

なんともかんとも なんてかんて

なんなりと【何なりと】ないだり

なんにち【何日】えっか

なんの【何の】ないの

なんもかぶらないこと【何もかぶらないこと】は

だがつぶり

なんんだって【なんだって】なんたら
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に

—に—

に ～え、さ、ちゃ、つぁ、どさ、ん

にあい【似合い】にえぁ

にあう【似合う】にやう

にいにいぜみ まめこじぇみ

にうま【荷馬】にんつけんま

にえかえる【煮え返る】にえげぁる

にえきる【煮え切る】ねひる

にえたつ【煮えたつ】ねだづ

にえる【煮える】ねる

におい【匂い】におえ

におわせる【匂わせる】におわへる

にかい【二階】にげぁ

にがい【苦い】にげぁ

にがす【逃がす】ねがす

にがにがしい【苦苦しい】にがにがす

にがわらい【苦笑い】にがわれぁ

にぎにぎしい【賑賑しい】にぎにぎす

にぎやか【賑やか】にぎゃが

にぎりめし【握り飯】にぎりまま

にくい【～にくい】づれぁ

にくい【憎い】にぐえ

にくたらしい【憎たらしい】にくたらす

にくにくしい【憎憎しい】にぐにぐす

にぐら【荷鞍】にんぐら

にくらしい【憎らしい】えぁらすぐねぁ、にぐら

す

にげあし【逃げ足】ねげあす

にげぐち【逃げ口】ねげぐず

にげこうじょう【逃げ口上】ねげこーじょ

にげごし【逃げ腰】ねげごす

にげじたく【逃げ仕度】ねげずだぐ

にげのびる【逃げ延びる】ねげのびる

にげば【逃げ場】ねげば

にげみち【逃げ道】ねげみず

にげる【逃げる】ねげる

にげるさま【逃げるさま】わらわら

にごしらえ【荷ごしらえ】にごすれぁ

にこにこ にこらにこら

にごりざけ【濁酒】みんごりざげ

にごりすき【濁りすき】にんごりすぎ

にごりすくいくい【濁り掬くい】めごりすぎ

にごりみず【濁り水】みんごりみず

にごる【濁る】みごる、めごる

にころがし【煮転がし】にっころがす

にしび【西日】にすぴ

にじみとおる【渗み通る】しとる

にじゅうまわし【二重まわし】にじゅうまし

にしゅるい【二種類】したいろ

にしょく【二色】したいろ

にせ【僞】ねへ

にせがね【僞金】ねへがね

にせさつ【僞札】ねへさづ

にせはん ねへばん

にせもの【贋物】ねへおの

にだい【荷台】にでぁ

にだい【二代】にでぁ

にたてる【煮立てる】ねだでる

にたにた にたらにたら

にたものふうふ【似た者夫婦】にだおのふーふ

にたりと にたっと
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にんしんしている

にづくり【荷造り】にごすれぁ

につけもの【煮付け物】におの

にっこり にこっと

にっすう【日数】ひがら

にっちゅう【日中】あがひ、ひのなが

にどいも にんどえも

にとうへい【二等兵】にどへ

にどめのほうが【二度目の萌芽】にばんぽげ

になう【荷なう】かづぐ

にながらみなでつっついてたべるりょうり【煮な

がら皆で突っついて食べる料理】かやぎ

になにもかぶらないあたま【なにも被らない頭】

つぶあだま

になわ【荷縄】にんな

にのぜん【二の膳】にのじぇん

にのまい【二の舞】にのめぁ

には にあ

にばんせんじ【二番煎じ】にばんへんず

にばんめのこども【二番目の子供】にばんこ

にぶい【鈍い】にぶえ

にぼし【煮干し】ほしこ

にまいじた【二枚舌】にんめぁじだ

にもつをとりつけるそりのぶぶん【荷台を取りつ

ける橇の部分】つ

にやりと にやっと

にゅうかん【入棺】にっかん、ゆかん

にゅうせいひん【乳製品】ツーズ

にゅうばい【入梅】にゅうべぁ

にゅうよう【入用】よ

にょっきり にょきっと

にるものをひにかけること【煮る物を火に掛ける

こと】しかげる

にれいちゅうのかいこ【二令中の蚕】したっつさ

かがた

にれいのかいこがだっぴしてさんれいになった

こと【二令の蚕が脱皮して、三令になったこ

と】したっつおぎ

にれいのかみん【二令の假眠】したっつよどみ

にわかあめ【俄雨】おがだづ

にわやおもてどおりにめんしたざしきのいたど

のあるところ【庭や表通りに面した座敷の板

戸のある所】はどめぁ

にん【人】～と

にんぎょうつかい【人形使い】にんぎょつけぁ

にんしん【妊娠】おどみ

にんしんしている【妊娠している】はらおっき
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ぬいもの

—ぬ—

ぬいもの【縫い物】ぬいおの、ぬつけ

ぬがせる【脱がせる】ぬがへる

ぬかりそうなかんじ【ぬかりそうな感じ】ゆぷゆ

ぷ

ぬかるみ ぐっちゃ、びっちゃ

ぬきあし【ぬき足】さすあす

ぬく【拔く】ひんぬぐ

ぬぐ【脱ぐ】ぬぐ

ぬぐう【拭う】のごう

ぬけがら【抜け殻】むえがら

ぬすびと【盗人】ぬすみど

ぬすびとこんじょう【盗人根性】ぬすみどこんじ

ょ

ぬすむ【盗む】がめる

ぬの【布】つぎ

ぬのきれ【布切れ】きれこ、つぎぱず

ぬりたてる【塗り立てる】ぬたぐる、ぬったぐる

ぬるい【温い】ぬり、ぬるえ

ぬるがり ぬりがり

ぬるぬる ねろねろ

ぬるりと ぬるっと

ぬれてきもちのわるいこと【濡れて気持のわるい

こと】びしょてぁ

ぬれてぬぐい【濡れ手拭】ぬれてぬげ

ぬれゆき【濡れ雪】あまゆぎ、ぬれゆぎ
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ねぼける

—ね—

ね じゅや、なや、なーおす

ね【根】もだかぶ

ねあせ【寝汗】ねあへ

ねいき【寝息】ねえぎ

ねいりばな【寝入り端】ねばな

ねいろ【音色】ねえろ

ねぇ じゅや

ねー なや

ねがい【願い】ねげぁ

ねがいごと【願い事】ねげぁーごど

ねがいさげ【願い下げ】ねげぁーさげ

ねがいでる【願い出る】ねげぁーでる

ねがえり【寝返り】とごげぁり、ねげぁーり

ねがえる【寝返る】ねげぁーる

ねかす【寝かす】ねへどがす

ねかせる【寝かせる】ねらへる

ねかた【根方】ねっかだ

ねがたかい【値が高い】たぐあでぁ

ねかぶ【根株】ねっかぶ

ねぐせ【寝癖】ねくへ

ねぐるしい【寝苦しい】ねぐるす

ねこ【猫】ちゃこ、ちゃちゃ、にゃにゃ

ねこぐるま【猫車】ねご

ねこぜ【猫背】ねごじぇ

ねごと【寝言】もぞ

ねこのけんか【猫の喧嘩】ねごくれぁ

ねじまわし ねずます

ねしょうべん【寝小便】ねしょべ

ねじりがし【ねじり菓子】ねんずりがし

ねじりはちまき【捩り鉢巻】ねんずりはずまぎ

ねじる【捻じる】ねずる

ねじれる【捩れる】よずれる

ねせる【寝せる】ねへる

ねぞう【寝相】ねぞ、ねんぞ

ねそびれる【寝そびれる】ねそける

ねそべる【寝そべる】よごんなる

ねたみ やぎもづ

ねたむ【妬む】やがごむ、やがむ

ねだる はだる

ねちねち ねつねつ

ねづく【根づく】いぎづぐ

ねっくれす【ネックレス】くぴかざり

ねっこり ねこっと

ねっちり ねつっと

ねつっぽい【熱っぽい】ねつぽえ

ねっとり ねとっと

ねづよい【根強い】ねずえ

ねていてくびすじをねんざすること【寝ていて首

筋を捻挫すること】ねこずる

ねばっこい ねばこえ

ねばねば ねたくた、ねぱねぱ

ねばねばする ねばこえ

ねばりづよい【粘り強い】ねばりずえ

ねぶかい【根深い】ねっちょあふっけぁ、ねぶげ

ぁ

ねぶね【根舟】ねぶね

ねぼう【寝坊】ねんぼ

ねぼけがお【寝惚け顔】ねぷけつら

ねぼけため【寝惚けた目】ねぷけまなぐ

ねぼける【寝惚ける】ねぼろける
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ねむい

ねむい【眠い】ねぷてぁ

ねむけ【眠気】ねぷけ

ねむけざまし【眠気覚し】ねぷけざます

ねむたい【眠たい】ねぷてぁ

ねむりぐすり【眠り薬】ねぶりぐすり

ねむる【眠る】こーこする、ねぶる

ねもと【根元】ね、ねっかだ、ねっくす、もだか

ぶ

ねらい【狙い】ねれぁ

ねらいうち【狙い打ち】ねれぁうず

ねらいどころ【狙い所】ねれぁどご

ねりあわせる【練り合わせる】ねりあへる

ねる そぐねる

ねる【寝る】ねがしゃる、ねぶる

ねること【寝ること】ねね

ねんざする【捻挫する】しつげぁる、すつげぁる、

ふんげぁす

ねんし【年始】しょうがづれ

ねんしのあいさつ【年始の挨拶】しょうがづれ

ねんだい【年代】ねんでぁー

ねんど【粘土】どんべ

ねんとう【年頭】とすがすら

ねんない【年内】ねんねぁー

ねんね ねね

ねんぱい【年輩】ねんぺぁー

ねんをとる【年をとる】えぐ
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のるかそるか

—の—

の ～や、あ、な、ん

のうなし【能なし】ずぐなす

のか【～のか】した

のがれる【逃れる】ぬがれる

のき【～の木】～ぬぎ

のき【軒】ぬぎ

のぎ【芒】のげ

のきさき【軒先】ぬきさぎ

のきした【軒下】ぬぎした

のきなみ【軒並み】やごめ

のきば【軒端】ぬきぱ

のく しゃる

のぐそ【野糞】のんくそ

のけぞる つっとる、びんぞる

のけもの【除け者】のげおの

のこりもの【残り物】のごりおの

のしあるく【伸し歩く】のすありぐ

のしがみ【のし紙】のすがみ

のしぶくろ【のし袋】のすぶぐろ

のせる【乗せる】のへる

のぞきめがね【覗き眼鏡】びんどろ

のぞく【覗く】かだがる、のぞこむ

のそのそ のそらのそら、もそらもそら

のぞましい【望ましい】のぞます

のだ あだ、なだ

のたうつ ころでありぐ

のだろう【～のだろう】だんだ

のちぞい【後添い】ごげかが

のちほど【後程】えんめぁ

のっそり のそっと

のつそり のへっと

のっぺり のぺっと

ので ～なで

のどにひっかけること はばげる

のどぼとけ のどしんつこ

のに なさ、なに

のにぎりめしのいっしゅ【握り飯の一種】ほのは

まま

のはら【野原】のっぱら、はらぱ

のびる ひろこ

のぶどう めぐらぶんど

のべつ とろぺず、のべづまぐなす

のぼせあがる【のぼせ上がる】のぼへあがる

のぼせる のぼへる

のぼる【登る】あがる

のみしろ【飲み代】のみすろ

のみまわす【飲み回す】のみます

のみもの【飲み物】のみおの、みずおの

のめる のめくる

のりあわせる【乗り合わせる】のりあへる

のりうつぎ かつき

のりかえ【乗り換え】のりげぁー

のりかえる【乗り換える】のりげぁーる

のりかかる【乗りかかる】のっかがる

のりこす【乗り越す】のっこす

のりにげ【乗り逃げ】のりねげ

のりばちそり【乗りばち橇】のりばず

のりまわす【乗り回す】のります

のりもの【乗り物】のりおの

のるかそるか のっがそっが
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のろい

のろい のろえ

のろい【呪い】まずねぁ

のろのろ ぐだらぐだら
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はがれる

—は—

は あ

ばあい【場合】ばえぁ

はーもにか【ハーモニカ】はもにか

はあり【羽蟻】はねあり

はい おえ、はえ

はい【灰】へぁー

ばい【倍】べぁ、べぁー

はいいろ【灰色】へぁーいろ

ばいがく【倍額】べぁがぐ

ばいかも まづぼ

はいざら【灰皿】へぁーざら

ばいしゅんふ【売春婦】ばんぽ

ばいしょうする【賠償する】んめあへる

はいた【掃いた】へぁだ

はいならし【灰ならし】へぁならす

はいはい でやでや

ばいばい【売買】うりげぁ

ばいばいする【売買する】さがす

はいびょう【肺病】はえびょー

はいまき【灰撒き】あぐまぎ

はいまわる【這い回る】ぬたぐる、のだぐる

ばいやく【売薬】けぁぐすり

はいゆき【灰雪】あぐゆぎ

はいよせ【灰寄せ】へぁよへ

はいりみず【入り水】いりみず

はいる【入る】あがる、つっぺぁる、へぁる

はう【這う】ぬたぐる

はえ【蝿】へぁ

はえぎわ【生え際】おえぎわ

はえたたき【蝿たたき】へぁただぎ

はえとり【蝿取り】へぁとり

はえとりがみ【蝿取り紙】へぁとり

はえなわ【はえ縄】へぁーな

はえる【生える】おえる

はか はが

はか【墓】はがど、へげど

ばか【馬鹿】あんぽんたん、ほんずあねぁ

はかいし【墓石】へげど

ばかくさい【馬鹿臭い】ばがくせぁ、はんかくせ

ぁ

はがす【剥がす】へがす

はかせ【博士】はがへ

はかそうじ【墓掃除】はがはれぁ

ばかていねい【ばか丁寧】ねへづ

ばかなえびょうのいね【馬鹿苗病の稲】おどごい

ね

ばかなこと【馬鹿なこと】やっつもねぁ

ばかにする【馬鹿にする】おちょぐらがす、ちょ

す

ばかばかしい【馬鹿馬鹿しい】どごにくだらねぁ

はかはらい【墓払い】はがはれぁ

はかま【袴】ざんばがま

はかまやもんぺのうしろひものついたぶぶん【袴

やもんぺの後ろ紐のついた部分】うすろごす

ばかもの【馬鹿者】たがらおの、たぐらんけ、ば

がおの

はがゆい はげぁ

ばからしい【馬鹿らしい】ばがらす

ばかり ばり

はがれる【剥がれる】ひっぱがれる
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ばかわらい

ばかわらい【馬鹿笑い】ばがわれぁ

はきけ【吐き気】からえだぎ

はきだす【吐き出す】ほぎだす

はきちがえ【はき違え】はぎつげぁ

はきちがえる【はき違える】はぎつげぁる

はきもの【履物】じょじょ、はぎおの

はきもののそこにくっついたゆき【履物の底にく

っついた雪】ぼっこ

はく こぐ

はく【吐く】あげる、いだぐ、けぁす

はくさい【白菜】はくせぁー

はくしゅくふ【伯叔父】おんつぁ

はくじょうする【白状する】くずおずる

ばくだい【莫大】ばぐでぁ

はくはつ【白髪】すらが

はくぼく【白墨】はごぼご

はくまい【白米】はぐめぁ

はくらい【舶来】はぐれぁー

ぱくりと ぱくっと

はぐれる ～ぱぐる

ばくろう【馬喰】ばぐろ

はけぐち はげぐづ

はけご はぎご

はげしい【激しい】はげす、はっつぉえ

はけついで【刷毛序で】はげつで

ばけもの【化け物】ばげおの

はげる【禿げる】すっぱげる

はげる【剥げる】すっぱげる、ひっぱげる、へげ

る

ばこう【馬耕】ばご

はこぜん【箱膳】はごじぇん

はごたえ【歯応え】はごでぁ

はこぶね【箱舟】すっそぶね

はこまくら【箱枕】きまぐら

はざかいき【端境期】はざげぁーき

はさまる【挾まる】はさまる

はし【橋】はす

はし【端】はつこ、はづ

はし【箸】はす

はじ【恥】はず

はしいれ【箸入れ】はすえれ

はしぐい【橋杭】はすぐえ

はしくれ【端くれ】はしくれぁ

はじける はつける

はしこい はすこえ

はじさらし【恥曝し】はずっつぁらす

はした はくた

はしたない はしたねぁ

はしっこ【端っこ】はつこ

ばしっと ばっつら

はじまる【始まる】はすまる

はじめ【初め】はすめ

はじめる【始める】はすめる、はだず

はしゃぐ うずぐ

ばしゃひき【馬車挽き】ばしゃひぎ

ばしょ【場所】らぇ、れぁー

ばしょふさぎ【場所塞ぎ】ばしょふたぎ

はしら【柱】はすら

はしらいし【柱石】はすらいす

はしらどけい【柱時計】はすらどげ

はしりきょうそう【走り競爭】はしりくれぁご

はしる【走る】はする

ばす【馬素】んまのそ

はずかしい【恥かしい】こっぱづがす、さだげね

ぁ、はずがす

はずかしがる【恥かしがる】きづげぁ
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はなしことば

はずだ【～筈だ】はんだ

はずな【端綱】はんな

はずれ【外れ】とっぱずれ、はぞれ、はんずれ

はずれる【外れる】はぞれる

はせ はさ

はせがけ【はせ掛け】はさがげ

はせやふゆがこいにたてるはしら【はせや冬囲い

に立てる柱】たでぼぐ

はぜる はじぇる

はたうち【畑打ち】はだげぶづ、はだげほり

はだかいっかん【裸一貫】てぶりはづがん、ふん

どすいってん

はだかまいり【裸参り】はだがめぁり

はだぎ【肌着】はだこ

はたけちがい【畑違い】はだげつげぁ

はたごせん【旅篭銭】はだごへん

はださむい【肌寒い】はださみ

はたしあい【果し合い】はだすえぁー

ぱたぱた したぱた、すたぱた

はたらきて【働き手】かへぎと

はたらきもの【働き者】はだらぎおの

はたらく【働く】かへぐ

はち【鉢】はず

ばち【罰】ばじゃ

ばち【撥】ばづ

はちあわせ【鉢合せ】はづあわへ

はちうえ【鉢植え】はずゆえ

ばちがい【場違い】ばつげぁー

ばちそり【ばち橇】ばず

はちまき【鉢巻】はづまぎ

ばちんばちん わつわつ

ばつ【罰】ばづ

はついくのさいせいき【発育の最盛期】おがりざ

がり

はつかだいこん【二十日大根】はずがでぁーごん

はつがま【初窯】はづがま

はっきり はきっと、ばんと

はっけみ【八卦見】はっけおぎ

はっこんする【発根する】いぎづぐ

ばっさい【伐採】きっきり

はっさいにゅうがく【八才入学】やっつぺぁり

ばっさり ばさっと

ばっし ばっつ

はつじょう【発情】さがり

はつじょうする【発情する】おだげる

はつじょうねこ【発情猫】おだげねご

はつせっく【初節句】はずへっく

はつぜっく【初節句】はづへっく

ばったり ばたっと

ばっちり ばんと

ぱっちり ぱつっと

ばっと ばえっと

ばっとう【伐倒】もどげぁし

ばっとうするほうこうのきりぐち【伐倒する方向

の切り口】うげ

はっぽうふさがり【八方塞がり】はっぽふたがり

はつもの【初物】はづおの

はて はぁで

はと【鳩】てでっぽ

はなかぜ【鼻風邪】はながじぇ

はなさき【鼻先】はなっつぁぎ

はなし【話】はなす

はなしあい【話合い】はなすえぁ

はなしあう【話し合う】ゆい-あわへる

はなしがい【話甲斐】はなすげぁー

はなしことば【話しことば】えごえ
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はなすじ

はなすじ【鼻筋】はなみね

はなたれこぞう【洟垂れ小僧】はなたれこんぞ

はなっぱし【鼻っぱし】はなぱす

はなっぱしら【鼻っ柱】はなっぱすら

はなつぱしら【鼻つぱしら】はなぱす

はなばち【花蜂】くまばず

はなばなしい【華華しい】はなばなす

はなひりのき あくしゅぎ

はなふだ【花札】やんこ

はにかむ きづげぁ

はね すっぱね

ばね じぇんめぁ

はねかえす【跳ね返す】はねげぁす

はねかえり【跳ね返り】はねげぁり

はねかえる【跳ね返る】はねげぁる

はばき はんばぎ

はばける はばげる

はばひろい【幅広い】はばひれ

はぶたえ【羽二重】はぶでぁ

はぶらし【歯ブラシ】ようじ、よーず

ばふん【馬糞】まんくそ

はめ【羽目】のすだで

はや つぎざっこ

はやい【早い】はえぁ

はやいものがち【早い者勝ち】はえぁおのがず

はやじまい【早仕舞】はやずめぁ

はやす【生やす】おやす

はやばまい【早場米】はやばめぁ

はやりやまい【流行病】はやりやんめぁ

はら【原】～やら

はら【腹】どでぱら

はらあわせ【腹合せ】はらあへ

はらい【払い】はれぁー

はらいこむ【払い込む】はれぁごむ

はらいさげ【払い下げ】はりさげ、はれぁさげ

はらいせ【腹癒せ】はらえへ

はらいっぱい【腹一杯】のっぱらすっぱら、はら

えっぺぁ

はらがきついこと【腹がきついこと】はらくっつ

はらぐあい【腹具合】はらあんべぁ

はらぐろい【腹黒い】はらぐれ

はらごしらえ【腹拵え】はらごすれぁ

ばらせん【ばら銭】ばらへん

はらだたしい【腹立たしい】ごしゃげる、はらだ

だす

はらちがい【腹違い】はらつげぁ

はらちがいのあに【腹違いの兄】はらちげぁのあ

に

はらっぱ【原っぱ】はらぱ

はらどけい【腹時計】はらどげ

はらばいになる【腹ばいになる】のだばる

はらばう【腹ばう】のだばる

はらをあわせる【腹を合せる】はらあへ

はりあい【張り合い】はりえぁー

はりあな【針穴】はりみづ

はりかえ【張り替え】はりげぁー

ばりかた【粘り方】ねかねか

はりがね【針金】はねがね

はりがねのわな【針金のわな】ひこぐす

はりぎり へんぬぎ

はりさける【張り裂ける】はっつぁげる

はりたおす【張り倒す】はったおす

はりつく【張り付く】はっつぐ

はりつける【張り付ける】はっつける

はりとばす【張り飛ばす】はっとばす

はりまわす【張り回す】はります
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ばんめし

ばりょう【馬糧】ぞうみず、んまのおの

はるご はるさん

はれぎ【晴着】えしょ

はれぼったい【腫れぼったい】はれぼってぁ

はれもの【腫れ物】はれおの

ばん ばえん

ばん【番】ばんめぁ

ばんがい【番外】ばんげぁー

はんかち【ハンカチ】はんけづ

はんかちーふ【ハンカチーフ】はんけづ

ばんくるわせ【番狂わせ】ばんくるわへ

ばんごう【番号】ばんご

はんこうてきないいかた【反抗的な言い方】くず

たず

ばんざい【万歳】まんぜぁ

はんしょう【半鐘】はんしょ

ばんせいしゅ【晩生種】おぐ

はんたい【反対】はんてぁ

はんだい【飯台】はんでぁ

はんてんのいっしゅ【班点の一種】ひがだ

はんにえ【半煮え】おそね

はんにえごはん【半煮えご飯】ながごめ

はんにえめし【半煮え飯】めっこまま

はんにんまえ【半人前】はんちょめぁ

はんのき やつか

はんぱつする【反発する】えへる

はんぱもの【半端物】はんぱおの

ばんめし【晩飯】ばんまま、よまま
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ひ

—ひ—

ひ【火】あぴ

ひ【陽】あがひ

ひあそび【火遊び】ひあすび

ひいき ひぎ、ぺぎ

ひえ【稗】へ

ひえしょう【冷え性】ひえしょ

ひえる【冷える】ひしぇる

ひがい【被害】ひげぁー

ひかえしつ【控室】ひけぁーすず

ひかえめ【控え目】ひけぁーめ

ひがえり【日帰り】ひげぁーり

ひかえる【控える】ぴけぁる

ひかげのかずらかのくきのながいくさ【ひかげの

かずら科の茎の長い草】きずねのしょーろ

ひかされる【引かされる】ひかさえる

ひがた【火形】ひがだ

ひからびる ひっからびる

ぴかりと ぴかっと

ひがんばな だみばな

ひきあい【引き合い】ひぎえぁ

ひきあわせる【引き合わせる】ひぎあへる

ひきうす【挽き臼】するす、どんずるす

ひきうすのいっしゅ【ひき臼の一種】どずるす

ひきかえ【引き換え】ひぎげぁ、ひっけぁー

ひきかえす【引き返す】ひぎげぁす、ひっけぁす

ひきがえる【ひき蛙】ふぐだびっき

ひきさく【引き裂く】しちゃばぐ、ひっつぁぐ

ひきしめる【引き締める】しっつめる

ひきたつ【引き立つ】しったず

ひきにげ【轢き逃げ】ひぎねげ

ひきぬく【引き抜く】ひこぬぐ、ひっこぬぐ、ひ

びぐ

ひきもの【引き物】ひぎおの

ひく【弾く】はずぐ

ひく【轢く】ひこぐる

ひくい【低い】ひぎ

ひぐらし かんかんじぇみ

ひげ【鬚】へげ

ひけしつぼ【火消壷】けすがめ

ひげそり【ひげ剃り】へげすり

ひげながかわとびけらのようちゅう【ひげながか

わとびけらの幼虫】がんむす

ひげながとびけらのようちゅう【ひげながとびけ

らの幼虫】がむし

ひごい【緋鯉】ひごえ

ひざ ひじゃかぶ

ひざかけ【膝掛け】ひじゃかげ

ひざがしら【膝頭】さら、ひじゃこんぞ、ひじゃ

かぶ

ひざこそう ひじゃかぶ

ひざこぞう【膝小僧】ひじゃこんぞ

ひさし【庇】ひしゃす

ひさしい【久しい】しっしゃす、ひしゃす

ひさしぶり【久し振り】しっしゃすぶり、ひしゃ

すぶり

ひざまくら【膝枕】ひじゃまぐら

ひざまずく【跪く】ひじゃまずぐ

ひざもと【膝元】ひじゃもど

ひじ【肘】ひずつり

ひしゃく【柄杓】ししゃぐ
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ひとえ

ぴしゃりと ぴしゃっと

びしょぬれ【びしょ濡れ】びちょぬれ

びしょびしょ びちょびちょ

ぴしりと びすっと

びじんのけっとう【美人の血統】きりょーまぎ

ひぜに【日銭】ひじぇね

ひたい【額】でんび、ひてぁこぶ

ひたしもの【浸し物】おしたし、したす、ひたす

おの

ひたす【浸す】したす

ひだつ【肥立つ】しったづ

びたっ びだらっ

ひたひた したした、ぴたぴた

ひだりきき【左利き】ひだりちょっけぁ

ひだりぎっちょ ひだりちょっけぁ

ぴたりと ぎたっと、ぴたっと

ひだりまえ【左前】ひだりめぁ

ひたる【浸る】したる

ひっかかる【引っ掛かる】ひかがる

ひっかく【引っ掻く】かちゃばぐ、かっちゃぐ

ひっかける【引っ掛ける】すかげる、しかげる、

はばげる、ひかげる

ひつぎだい【棺台】がんでぁ

ひっきりなし のべづまぐなす、ひきらず

びっくり びっくら

ひっくりかえす【ひっくり返す】とっくりげぁす、

どんぐりげぁす、ひっくりげぁす

ひっくりかえる【引っ繰り返る】ひっくりげぁる

びっくりする どでする

ひっくるめる【引っ括める】がっくるめる

びっこ びこたこ

ひっこし【引っ越し】やうづり

ひっこす【引っ越す】ひこす

ひっこぬく【引っこ抜く】ひこぬぐ

ひっこむ【引っ込む】しこむ、すこむ、ひこむ

ひっこめる【引っ込める】ひこめる

ひつじ ひづず

びっしょり びしょっと

びっしり びっつり、びつっと

ひっそり けそっと、ひそっと、ぺそっと

ひったくる かなぐる、ひたぐる、ひんなぐる

ひったてる しったでる、ひたでる

ぴったり ぴたっと

びっちょり びちょっと

ぴっちり ぴつっと

ひっぱがす【引っ剥がす】ひっぺがす、ひぺがす

ひっぱたく しぱだぐ、ひぱだぐ

ひっぱる【引っ張る】しったでる、しぱる、ひぱ

る

ひつよう【必要】よ

ひと【人】しと

ひとあしもいえをでないこと【ひとあしも家を出

ないこと】とのぐづさんずん

ひとあしらい【人あしらい】しとあすれぁー

ひとあせ【一汗】しとあへ

ひとあたり【人当り】しとあだり

ひとあめ【一雨】しとあめ

ひとあれ【一荒れ】しとあれ

ひとあわ【一泡】しとあわ

ひとあんしん【一安心】しとあんすん

ひどい【酷い】ひでぇ、むごえ

ひといき【一息】しとえぎ

ひといきれ【人いきれ】しといぎれ

ひといちばい【人一倍】しといずべぁー

ひとうけ【人受け】しとうげ

ひとえ【一重】しとえ
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ひとおどし

ひとおどし しとおどし

ひとおもいに【一思いに】しとおめん

ひとかい【人買い】しとけぁー

ひとかかえ【ひと抱え】しとだがぎ

ひとかげ【人影】しとかげ

ひとかけら しとかげ

ひとかたけ【一片食】しとがだげ

ひとがら【人柄】しとがら

ひとかわ【一皮】しとか

ひとぎき【人聞き】しとぎぎ

ひとぎらい【人嫌い】しとぎれぁ

ひとぎれ【ひと切れ】しとかげ

ひとくさい【人臭い】しとくせぁ

ひとくさり しとくさり

ひとくせ【一癖】しとくへ

ひとくだり【一行】しとぐだり

ひとくち【一口】しとぐづ

ひとくわ【一鍬】しとか

ひとけ【人気】しとけ

ひとごえ【人声】しとごえ

ひとこし【一腰】しとこす

ひとこと【一言】しとごど

ひとごと【人ごと】しとごど

ひとごみ【人込み】しどごみ

ひところ【一頃】しときり、しところ

ひとごろし【人殺し】しとごろす

ひとさしゆび【人差し指】しとさすゆび

ひとさま【人さま】しとさま

ひとさらい【人さらい】しとされぁ

ひとさわがせ【人騒がせ】しとさわがへ

ひとじち【人貭】しとづづ

ひとずき【人好き】しとずぎ

ひとすじ【一筋】しとすず

ひとすじなわ【一筋縄】しとすずな

ひとずれ【人擦れ】しとずれ

ひとせおい【ひと背負い】しとしょい、しとへ

ひとだかり【人だかり】しとだがり

ひとだすけ【人助け】しとだすけ

ひとたち【人達】したず

ひとだのみ【人賴み】しとだのみ

ひとたば【一束】しとまるぎ

ひとたび しとだび

ひとだま【人魂】ひだま

ひとたまり しとだまり

ひとちがい【人違い】しとつげぁ

ひとつ【一つ】しとっつ

ひとつあな【一つ穴】しとずあな

ひとつおぼえ【一つ覚え】しとずおべ

ひとづかい【人使い】しとづげぁ

ひとつかみ【一摑み】しとずがみ

ひとづきあい【人付き合い】しとずぎえぁー

ひとっこ【人っ子】しとこ

ひとっこひとり【人っ子一人】しとっこしとり

ひとづて【人伝】しとずで

ひとつひとつ【一つ一つ】しとっつしとっつ

ひとつぶえり【一粒選り】しとつぶえり

ひとつぶだね【一粒種】しとつぶだね

ひとつみ【一つ身】しとずみ

ひとつも しとつも

ひとで【人手】しとで

ひとで【人出】しとで

ひとでなし【人でなし】しとでなす

ひとでをあてにすること【人手を当てにするこ

と】かげそぐ

ひととおり【一通り】しとどーり

ひととき【一時】しとどぎ
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ひねくれる

ひととび【ひと跳び】しとっとび

ひとなか【人中】しとなが

ひとなかせ【人泣かせ】しとながへ

ひとなつっこい【人懐っこい】しとなつこえ

ひとなぬか【一七日】しとなのが

ひとなみ【人並】しとなみ

ひとにぎり【一握り】しとにぎり

ひとねむり【一眠り】しとねり

ひとのあるいていないゆきのつもっているとこ

ろ【人の歩いていない雪の積っている所】はで

ひとばしら【人柱】しとばすら

ひとはしり【一走り】しとっぱしり

ひとはた【一旗】しとはだ

ひとはだ【一肌】しとはだ

ひとはだ【人肌】しとはだ

ひとはたらき【一働き】しとはだらぎ

ひとはな【一花】しとはな

ひとばらい【人払い】しとばれぁ

ひとばん【一晩】しとばん

ぴとぴと きときと

ひとまえ【人前】しとめぁ

ひとまかせ【人任せ】しとまがへ

ひとまく【一幕】しとまぐ

ひとまず【一先ず】しとまず

ひとまぜ【人交ぜ】しとまじぇ

ひとまとめ【一纒め】しとこね、しとまどめ

ひとまね【人真似】しとまねぁ

ひとまねをするひと【人真似をする人】まねぁか

す

ひとまわり【一回り】しとまり

ひとみ【瞳】ほどげさま

ひとみしり【人見知り】しとぐび

ひとむかし【ひと昔】しとむがす

ひとめ【一目】しとめ

ひとめ【人目】しとめ

ひとやく【一役】しとやぐ

ひとやすみ【一休み】えっぷぐ、しとやすみ

ひとやま【一山】しとやま

ひとよせ【人寄せ】しとよへ

ひとらしい【人らしい】しとらす

ひとり【一人】しとり

ひとりあるき【独り歩き】しとりありぎ

ひとりがてん【独り合点】しとりがってん

ひとりぎめ【独り決め】しとりぎめ

ひとりぐらし【独り暮し】しとりぐらす

ひとりごと【独り言】このこの、しとりごど

ひとりじめ【独り占め】しとりずめ

ひとりずまい【独り住い】しとりずめぁ

ひとりだち【独り立ち】しとりだず

ひとりっこ【一人っ子】しとりっこ

ひとりでに【独りでに】しとりでん

ひとりね【一人寝】しとりね

ひとりぼっち【独りぼっち】しとりぼっつ

ひとりぼつち【独りぼつち】しとりぼつ

ひとりみ【独り身】しとりみ

ひとりむすこ【独り息子】しとりむすこ

ひとりもの【独り者】しとりおの

ひとわたり しとわだり

ひなかざり【雛飾り】おひなかざり

ひなたぼっこ【日向ぼっこ】ひなたばこ

ひなにんぎょう【ひな人形】おひなこ

ひにあたること【火にあたること】あたあた

ひにち【日日】ひにづ、ひめぁー

ひについているはい【火についている灰】ひべぁ

ひにひに【日に日に】ひんひん

ひねくれる すねこぐれる
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ひのこ

ひのこ【火の粉】ひぼごり

ひのし【火のし】ひのす

ひびく【響く】ひびらぐ

ひふようしゃ【被扶養者】かがりうど

ひめかいどう やずなす

ひめくり【日めくり】ひへがす

ひも【紐】ひぼ

ひもつき【紐付き】ひぼつぎ

ひやあせ【冷や汗】ひしゃあへ

ひやかす おちょぐらがす

ひゃくしょう【百姓】ひゃくしょ

ひゃくにちぜき【百日咳】へりしゃぶぎ

ひゃくにちそう【百日草】ひゃぐにづばな

ひゃくにんいっしゅ【百人一首】ひゃぐにんしゅ

ひやす【冷やす】ひしゃす

ひやとい【日雇】てまどり、ひよとり

ひやひや はかはか、ひしゃひしゃ

ひやめし【冷や飯】ひしゃまま、ひやみし

ひやりと ひやっと

びょうき【病気】やめぁ

びょうきがちだ【病気がちだ】けぁねぁ

びょうさん【病蚕】くっされとどこ

びょうじゃく【病弱】けぁねぁ、みのごねぁー

ひょうそうなだれ【表層雪崩】わがさ

びょうにんしゃ【病人者】やんめぁたがり

ひょうめん【表面】うわか、ゆわか

ひょっこり ひょこっと

ひょつこり ひょえっと

ひょろながい【ひょろ長い】ながぺろえ、ひょろ

なんげぁ

ひょろりと ひょろっと

ひよわい けぁねぁ

ひらおよぎ【平泳ぎ】びっきおよぎ

ひらたい【平たい】ひらてぁ

ひらたけ むぎだげ

ひらべったい【平べったい】びったらこえ

ひらりと ひらっと

びり げっぱ、どっけ

ひりょう【肥料】こやす

ひりょうだい【肥料代】ひりょーでぁ

ひる【蛭】へろ

ひるがお あめふりばな

ひるめし【昼飯】ひるまま

ひろい【広い】ひれ

ひろいもの【拾い物】ひろいおの

ひろうえん【披露宴】むがさりぶるめぁ

ひろげる【広げる】はだげる

ひろば【広場】ひろぱ

ひんい【品位】ひんこ

ひんこう【品行】おごねぁ、ひんこ

ひんしつのよいもの【品質のよいもの】じょーお

の

びんぼう【貧乏】しかだねぁ、びんぼ

びんぼうくさい【貧乏臭い】びしょてぁ、びんぼ

たらす

びんぼうくさいこと【貧乏くさいこと】びしょて

ぁ

ひんまがる ひまがる
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ふし

—ふ—

ぶあいそ【不愛想】ぶえぁーそ、むきちょねぁ

ぶあいそう【不愛想】すげねぁ、ぶきっちょねぁ

ぶあつい【分厚い】ぶあず

ふあんない【不案内】ふあんねぁ

ふいご【鞴】ふえご

ぷいと ぷえっと

ふう ふ

ふうかする【風化する】ふける

ふうたい【風袋】ふうでぁ

ふうたいとも【風袋とも】みながげ

ふうたいもいれためかた【風袋も入れた目方】み

ながげ

ふうてい【風体】ふーてぁー

ふうとうぼく【風倒木】ねぎ

ふうふう へぇへ

ふうふうと へーへて

ふうふのかたほう【夫婦の片方】つれえぁ

ふうぶん【風聞】ふ

ふうらいぼう【風来坊】ふーれぁーぼ

ふうん【不運】ぶしゃわへ、ぶま

ふかい【深い】ふっけぁ

ふがいない【不甲斐ない】ふげぁーねぁ

ふかごのせいぶつ【孵化後の生物】むえだで

ふかさせる【孵化させる】むやす

ふかする【孵化する】むえる

ぶかぶか ぶがぶが

ふきおろし【吹き下ろし】ふぎおろす

ふきかえ【葺き替え】ふぎげぁ

ふきかえす【ふき返えす】ふっけぁす

ふきこむ【吹き込む】ふっこむ

ふきさらし【吹き曝し】ふぎっつぁらす

ふきのとう【蕗のとう】ばっけ

ぶきりょう【不器量】でがさねぁ

ふくじ【服地】ふぐず

ふくしい【福しい】ふぐす

ふくしゅう【復習】おされぁー

ふくじゅそう【福寿草】ふぐじゅーそ

ふくそう【服装】しょうぞぐ

ふくぶ【腹部】どでぱら

ふくぶくしい【福福しい】ふぐぶぐす

ふくらはぎ こんぶら

ふくれっつら ぶすくれつら

ふくれる ぶすくれる

ふくろう ふうぐろ

ふけいき【不景気】ふけぎ

ふけいざい【不経済】ふけーぜぁー

ふけつなままにしておくこと【不潔なままにして

おくこと】じだらぐ

ふこう【不幸】ぶしゃわへ、ぶま

ふこうなこと【不幸なこと】ぶんま

ふさ【房】ずら

ふざいく【不細工】でがさねぁ

ぶさいく【不細工】ぶぜぁーぐ

ぶさいくな【不細工な】でがさねぁ

ふさがる【塞がる】くわる、ふたがる

ふさぐ【塞ぐ】くえる、ふたぐ

ふざけっこ ほごりこ

ふざける でんざぎ、ほごる

ふさわしい【相応しい】ふさわす

ふし きっぷす
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ふし

ふし【節】ふす

ふじ【不治】ふず

ぶし【武士】さむれぁ

ふしあわせ【不仕合せ】ぶしゃわへ、ぶっしゃわ

へ

ふしぎ【不思議】きてぁ

ふしぎだ【不思議だ】おがす

ふじびたい【富士額】ふずぴてぁ

ふしまつ【不仕末】だらぐ、ぶすまつ

ふしまわし【節回し】ふすます

ふじゆう【不自由】じょふじょ、ふじゅ

ぶしょう【不精】だらぐ、づだらぐ、へやみ

ぶしょうひげ【不精髭】ぶしょへげ

ぶじょく【侮辱】ぶじゅぐ

ふしんせつ【不親切】ぶすんへず

ぶす みだぐなす

ぶすっと ぶすらっと

ぶすぶす ぶすかす

ふせる【伏せる】ひしぇる

ふぞろい【不揃い】でっこびかっこび、びっこた

っこ

ぶたい【舞台】ぶでぁー

ふたえ【二重】にぜぁー

ふたおや【二親】したおや

ふたご【双子】したご

ふたことめ【二言目】したごどめ

ふだしょめぐり【札所めぐり】おふだぶづ

ふたつ【二つ】したっつ

ふたつみ したづみ

ふたまた【二股】したまだ

ふたまたぼう【二股棒】たでまっか

ふたりづれ【二人連れ】したりずれ

ふち【縁】ふづ

ふち【渕】ふづ

ぶち【斑】ぶづ

ぶちこむ【ぶち込む】ぶこむ、ぶっこむ

ぶちころす【ぶち殺す】ぶころす

ぶちこわす ぶっこわす、ぶづごす

ぶちまける ぶんまげる

ぶちょうほう【不調法】ぶじょほ、ぶずほ

ぶちわる【ぶち割る】ぶづわる

ふつうにねる【普通に寝る】おがさねる

ふつかける ふかげる

ぶっかける ぶかげる

ぶつたおす【ぶつ倒す】ぶっけぁす

ぶったぎる【ぶった切る】かったぎる、ぶたぎる

ぶつだんにしくぬの【仏壇に敷く布】うづすぎ

ぶっちがい【ぶっ違い】ぶっつげぁ

ぶっつける ぶからむ、ぶつける

ふっつり ふつっと

ぷっつり ぷつっと

ふていさい【不体裁】ぶてーせぁー

ふでいれ【筆入れ】ふでえれ

ふでき【不出来】ふでげ

ふてくされる【不貞腐れる】ふてきだす

ふでづかい【筆遣い】ふでずげぁ

ふてってい【不徹底】ふてって

ふでぶしょう【筆不精】ふでぶしょ

ふてぶてしい ふてぶです

ふとい【太い】ふって

ぶどう ぶんど

ぶどういろ【葡萄色】ぶんどいろ

ふどうさま【不動さま】おふどさま

ふどうそん【不動尊】おふどさま

ふどうみょうおう【不動明王】おふどさま

ふところ【懐】しとごろ
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ふんだくる

ふところかんじょう【懐勘定】しとごろかんじょ

ふところで【懐手】しとごろで

ふとっぱら【太っ腹】きあおっき、はらおっき

ふとめ【太め】ふっとめ

ぶな【橅】ぶんな

ぶなのみ【橅の実】ぶんなぐり

ぶなはりたけ ぶなかのが

ふぬけ【腑拔け】ふんぬげ

ふびじん【不美人】ぶどり

ふぶき【吹雪】ふぎ

ふぶく【吹雪く】ふぐ

ふへいをいう【不平をいう】くづとがける

ふぼ【父母】つずはは

ぶま ぶんま

ふまれていないせきせつ【踏まれていない積雪】

あらゆぎ

ふみかためたゆきみち【踏み固めた雪道】でんで

んみづ

ふみこむ【踏み込む】ふんごむ

ふみだい【踏み台】ふみでぁ

ふみつける【踏みつける】ふごぐる、ふづげる

ふみつぶす【踏み潰す】ふんずぶす

ふみぬく【踏み拔く】ふんどす

ふみば【踏み場】ふんだで

ふむ【踏む】ふがらむ

ふもと【麓】でど

ふやける うるげる

ぶゆ【蚋】か、ぬがが

ふゆみち【冬道】ふゆみず

ふゆもの【冬物】ふゆおの

ふようじょう【不養生】ふよーじょ

ふようなこと【不要なこと】やっつもねぁ

ぶらさがる なっつぁがる

ふらふら ふららふらら

ふらりと ふらっと

ぶらりと ぶらっと

ふりあい【振り合い】ふりえぁー

ふりおとす【振り落とす】ほろぐ

ふりかえ【振り替え】ふりげぁー

ぶりかえす【ぶり返す】ぶりげぁす

ふりかえる【振り替える】ふりげぁる

ふりかえる【振り返る】あどげぁり、とってげぁ

す、ふりげぁる、みげぁす

ふりはらう【振り払う】ほろぐ

ふりまわす【振り回す】ふります

ふるい【古い】ふるす

ふるい【篩】ころす、とす、もみとす

ふるいのいっしゅ【篩の一種】くだげとす

ふるくさい【古臭い】ふるくせぁ、むがすくせぁ

ふるどうぐ【古道具】ふるどんぐ

ぶるぶる ざわざわ、ふるふる

ふるまい【振舞】おふるめぁ、ふるめぁ

ふるめかしい【古めかしい】ふるめがす

ふるもの【古物】ふるおの

ふれあい【触れ合い】ふれえぁー

ぶろ【風呂】すふろ

ふろしき【風呂敷】ふるすぎ

ふわふわ ふあふあ

ぶわぶわ ぶわさわ

ふわふわにする ほがす

ふわりと ふあっと、ふわっと

ぶわりと ぶあっと

ぶんけ【分家】べっか

ぶんざい【分際】ぶんぜぁー

ふんぞりかえる【ふんぞり返る】ふんぞりげぁる

ふんだくる ふだぐる
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ふんたん

ふんたん【粉炭】こずみ

ふんだん ふだ

ふんづける ふづげる

ぶんなぐる【ぶん殴る】ぶなぐる

ぶんなげる ぶなげる

ぶんぱい【分配】さばぐ

ふんばる【踏んばる】ふばる

ぶんまわし ぶんます
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へんれい

—へ—

へ さ

へい【丙】へ

へいぜい【平生】へーじぇー

へいたい【兵隊】へぇてぁ

ぺこぺこ へこへこ

べそ なぎべそ、べんぞ

へそくり ほったんこ、ほまづ

べそをかくこと べすむ

へた【蔕】すぴた

へだて【隔て】へんだで

へたばる へったばる

べたべた びだびだ

へちゃくちゃ へらから

ぺちゃくちゃ へちゃへちゃ

べつ【別】ぶん

べつあつらえ【別誂え】べずあずれぁ

べっけ【別家】べっか

べったり びたっと、べたっと

ぺったり ぺたっと

へっつい へっつ

べっとう【別当】べっと

べっとり べとっと

べつべつに【別別に】てんでこで

べつもの【別物】ぶんて

へつらい へづれぁ

へど【反吐】こまおのめへ

べとつく べだつぐ

べにおしろい【紅白粉】べにおすれ

へび【蛇】あおのろす

へびいちご どぐいづご

へやだい【部屋代】へやでぁ

へらずぐち へらくづ

へらへら へらから

へらへらいう へらづぐ

へらをかつぐ【へらを担つぐ】へらかづぐ

べろべろ れぁろれぁろ

べろりと べろっと

ぺろりと ぺろっと

べろんべろん べろべろ

へんえい【片影】すかげ

べんかい【弁解】べんけぁー、ゆいわげ

べんきょう【勉強】べんきょ

べんこう【弁口】べんかい

へんさい【返済】へんせぁー

へんしゃめん【片斜面】かだぴら

へんしゅする【変種する】けぁる

べんじょ【便所】うら、しょべしば、てあれぁ、

へんつ

べんしょうする【弁償する】まゆう

べんじょがみ【便所紙】けっつぬげ

べんじょへいく【便所へ行く】かんじょする

べんとう【弁当】べんと

へんな【変な】あずんた

へんぱい【返杯】へんぺぁー

べんめい【弁明】ゆいわげ

へんれい【返礼】おげぁーし
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ほう

—ほ—

ほう【方】かだ、ほ

ぼう【棒】ぼ

ほうが【萌芽】ごよ

ほうがい【法外】げぁ

ほうがいいね んだ

ほうき【箒】はぎ

ほうきだけ はぎだげ

ぼうきれ【棒切れ】べぁなぐり、ぼきなぎ

ほうじ【法事】ほうず

ぼうし【帽子】しゃっぷ

ぼうすべり【棒滑べり】ぼーすべり

ぼうせき【紡績】ぼうへぎ

ほうせんか れんがん

ほうたい【包帶】ほーてぁー

ほうだい【放題】ほーでぁ

ぼうだい【膨大】ぼーでぁー

ぼうだら【棒鱈】からげぁ、ぼんだら

ほうちょう【包丁】ほえじょ

ぼうはかり【棒秤】つぎ

ほうふ【豊富】ふだ

ほうほう【方法】すび、よ

ぼうぼう やさやさ

ほうよう【法要】ほうず

ほうりだす【放り出す】ほげる

ぼうれい【亡霊】たまへ

ほおかむり【頰被り】ほっかぶり

ほおずき ほんずぎ

ほおのき【朴の木】ほんぬぎ

ほおのは【朴の葉】ほのは

ほか【他】よ

ほかならない【他ならない】ほがならねぁ

ぽかんと あけんと

ぼく【僕】おら

ほぐす ほごす

ぼくたち【僕達】おら、おらだ

ほくち ほごぢ

ほくほく ほこほこ

ぼくら【僕ら】おら

ほぐれる ほごれる

ぽけっと【ポケット】かぐす

ほこりたけ けぶだす

ほしい【欲しい】おし、おす、ほす、よだ

ほしいだけ【欲しいだけ】えーくれぁ

ほしいわし【干しいわし】ほしこ

ほしがる【欲しがる】おすがる

ほじくる ほじゃぐる

ほしもの【乾し物】ほすおの

ほそい【細い】ほそこえ、よへてぁ

ほそながい【細長い】ながぺろえ、ほそなんげぁ

ほそなわ【細縄】いどな、こでな

ぼたぼた だずだず

ぽたぽた たつたつ

ぼたもち【ぼた餅】はんごろし

ぽたりと ぽたっと

ほたる【蛍】ほうだ、ほーだる

ぼたんゆき【牡丹雪】ぼだゆぎ

ぽっかり ぽかっと

ぼっきする【勃起する】おがる

ぼっきり ぼきっと

ぽっきり ぽきっと
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ほんろうする

ぽっくり ぽくっと

ぽつくり ぽんぽんげだ

ほっそり かへっと

ほったてごや【堀立て小屋】まっかごや

ほっつく ほっつぐ、ほろつぐ

ぼってり ぼってら

ぽってり ぽてっと

ほっと どっかど

ぽつりぽつり ぽつんぽつん

ぽつんと ぽつっと

ほていさま【布袋さま】ほでさま

ほどく ほごす

ほどとおい【程遠い】ほどとーえ

ほととぎす おたたがちょ

ほどのひ【ほどの火】おぎ

ぼとぼと だずだず

ぽとぽと たつたつ

ほどよい【程よい】ほどえ

ぽとりと ぽとっと

ほね【骨】ほねから

ほねぐるみ【骨ぐるみ】ほねがらみ

ほねっぽい【骨っぽい】ほねぽえ

ほねのおれること【骨の折れること】てぁぎ

ほほ【頬】ほたぼ

ほめもの【ほめ者】ほめおの

ぼやっと もやっと

ほゆうまい【保有米】ほゆーめぁ

ほらがい【法螺貝】ほらのげぁ

ほりかえす【堀り返す】ほっくりげぁす

ほりもの【彫り物】ほりおの

ほりりだしもの【堀り出し物】みつけおの

ぼろ ぼろこ

ぼろきれ ぼろこ

ほろにがい【ほろ苦い】ほろにんげぁ

ぼろぬの【ぼろ布】ぼろこ

ほろりと ほろっと

ぽろりと ぽろっと

ほん【本】にょにょ

ほんさい【本妻】ほんせぁ

ほんしょうぶ【本勝負】ほんこ

ほんそうする ざんまぐ

ほんだい【本代】ほんでぁ

ほんだち【本裁ち】ほんだづ

ほんとう【本当】ほん、ほんと

ほんどう【本道】けぁど

ほんとうのかけごと【本当の賭ごと】ほんこ

ほんの ほんとの

ぼんのくぼ つんけ

ほんのすこし【ほんの少し】つんと

ほんのすこしまえ【ほんの少し前】えましがだ

ぼんやり ぬけっと、のけっと、もやっと

ほんらいのすがた【本来の姿】しょうてぁ

ほんろうする ちょすます
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まぁ

—ま—

まぁ ないだて、なんだて

まあ まんず

まあい【間合い】まえぁ

まあたらしい【真新しい】まあだらす

まぁまぁ ほにほに

まい【枚】めぁ

まいあさ【毎朝】まえあさま

まいしょく【毎食】まえがだげ、めぁがだげ

まいすう【枚数】めぁーすー

まいたけ めぁだげ

まいつき【毎月】まえつぎ

まいど【毎度】まえど

まいとし【毎年】まえねん

まいにち【毎日】ひにずまえにず、まえにづ

まいばん【毎晩】まえばん

まいります【参ります】ござりあす

まいる【参る】あがる、めぁる

まえ【前】めぁ

まえあし【前足】めぁーあす

まえいわい【前祝い】めぁーゆわぇぁ

まえうしろ【前後ろ】めぁーうすろ

まえうり【前売り】めぁーうり

まえおき【前置き】めぁーおぎ

まえかがみ【前屈み】めぁーかがみ

まえかけ【前掛】めぁっかげ、めぁんだり

まえがみ【前髪】めぁーがみ

まえがり【前借り】めぁーがり

まえきん【前金】めぁーきん

まえさがり【前下がり】めぁっつぁがり

まえだれ【前垂れ】めぁっかげ、めぁんだり

まえば【前歯】めぁーば

まえばらい【前払い】めぁーばれぁ

まえび【前日】めぁーび

まえぶれ【前触れ】めぁーぶれ

まえまえ【前前】めぁーめぁー

まえむき【前向き】めぁーむぎ

まえもって【前以て】めぁーもって

まがいもの【紛い物】まげぁおの

まかす かんまがす

まかす【負かす】まげらがす

まかせる【任せる】まがへる

まかない【賄】まがねぁ

まかないがかり【賄係】まがねぁががり

まがりがね【曲り金】かね

まきかえし【巻き返し】まぎげぁし

まきかぜ まぎがじぇ

まきつける からまぐ

まきもの【巻き物】まぎおの

まぎらわしい【紛らわしい】まぎらわす

まぎわ すめぁ

まくらいし【枕石】まぐらいし

まくらぎ【枕木】まぐらんぎ

まくる たぐる

まぐわ【馬鍬】まんが

まけずぎらい【負けず嫌い】まげずぎれぁ

まける【負ける】ぶんまげる

まごい【真鯉】まごえ

まごつく とうはぐ、どまづぐ

まさしい まさす

まじえる【交える】まじぇる
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まにあわせ

ました ごでぁす

まじない まずねぁ

まじめ【真面目】まずめ、まっと

まじりけ【混じり気】まざりけ

まじりもの【混じり物】まざりおの

まじる【混じる】まざる

ます ～あす、あす、もす

まずい まず

まずしい【貧しい】まずす

ませ まへ

まぜこぜ まじぇこじぇ

ませる まへる

まぜる【混ぜる】まじぇる

また【股】まだ

またとない まだどねぁ

またばしら【股柱】まっかばすら

まだひとのあるいてないゆきみち【まだ人の歩い

てない雪道】あらみづ

まだらかまどうま げずげず

まだるっこい まだるこえ

まち まづ

まち【町】まづば

まちあいしつ【待合室】まずえぁーすず

まちあわせる【待ち合わせる】まずあへる

まちいしゃ【町医者】まずえしゃ

まちがい【間違い】まづげぁ

まぢかい【間近い】まずげぁー

まちがえる【間違える】かっぱずす、とっぱずら

がす、まずげぁる

まちかねる【待ち兼ねる】まつかねぁる

まちしゅう【町衆】まずしゅ

まちだち【町立ち】まづだづ

まちどおしい【待ち遠しい】まずびしゃす、まづ

もどす

まちば【町場】まづば

まちばり【待ち針】まづばり

まちぼうけ【待ち惚け】まずぼろけ

まつ【待つ】まづる

まづ【先づ】まんず

まつかさ【松毬】まずぼっこり

まっくらい【真暗い】まっくれぁ

まっこう【抹香】まっこ

まっこうくさい【抹香臭い】まっこくせぁ

まっさいちゅう【真最中】まっせぁーちゅー

まっさかさま【真っ逆さま】まっつぁがさま

まっさかり【真っ盛り】まっつぁがり

まっさき【真っ先】まっつぁぎ

まっすぐ【真直ぐ】まっつぐ

まつだい【末代】まずでぁー

まつだいもの【末代物】まずでぁーおの

まったく【全く】がりっと、でぁっきり

まっち【燐寸】まっつ

まっている【待っている】まづる

まっとう まっと

まつば【松葉】まつぱ

まつぼっくり まずぼっこり

まつやに【松脂】まづやね

まっわりつく なっつぁがる

まとめる【纒める】えっちょづげる、つっくるむ、

つばめる

まとも しょーろ、まっと

まとわりつく とっからまる

まないた【俎板】まねぁいだ、まねぁだ

まなこ【眼】まなぐ

まにあう【間に合う】まにゃう

まにあわせ【間に合わせ】まにあへ、まにゃへ
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まね

まね【真似】まねぁ

まねきあい【招き合い】よびくれぁご

まねごと【真似ごと】まねぁこど

まねる【真似る】まねぁる

まびく【間引く】おるぬぐ、すぐる

まぶし まぶす

まぶしい まつぽえ

まぶた【瞼】まなぐぶず

まぶたのびょうき【瞼の病気】めくされ

まま【儘】まんま

ままはは【継母】あどかが、ごげかが

まみれる まぶれる

まむかい【真向い】まむげぁー

まむし【蝮】くそへび

まめうち【豆打ち】まめぶず

まめがき【豆柿】まめこがぎ

まめにはたらくこと【まめに働くこと】こまめ

まめのだっこくちょうせい【豆の脱穀調製】まめ

こしぇ

まめのぬたもち【豆のぬた餅】まめずりもず

まめまめしい まめまめす

まめもやし【豆もやし】もやす

まめをとったけいよう【豆をとった茎葉】まめが

ら

まもなく【間もなく】そんま

まもる【守る】まぶる

まゆ【眉】このげ

まゆ【繭】めぁっこ

まゆかき めぁっこかぎ

まゆげ【眉毛】このげ

まゆつばもの やばつ

まるあらい【丸洗い】まるあれぁ

まるい【丸い】まるえ、まるこえ

まるきり からきり

まるごと まるまま

まるしゃべる【丸シャベル】けんすこ

まるすこっぷ【丸スコップ】けんすこ

まるた【丸太】ぜぁもぐ

まるたのみじかいきれはし【丸太の短かい切れ

端】ころ

まるまる【丸まる】まるばる

まるみえ【丸見え】まるめ

まるめる【丸める】まるける、まろめる

まるもうけ【丸儲け】まるもげ

まわし【回し】～ます

まわしど【回し戸】ましど、ますど

まわす【回す】ます

まわた【真綿】ねばす

まわりあわせ【回り合わせ】まりあへ

まわりくどい【回りくどい】まりくどえ

まわりばん【回り番】まわりばんこ

まわりみち【回り道】まりみず

まわる【回る】まる

まわること【廻ること】ぐりぐり

まんいち【万いち】まさが

まんと【マント】だるま

まんぷくなこと【満腹なこと】くっつ

まんぷくにちかいじょうたい【満腹に近い状態】

うづあこえでる

まんまえ【真ん前】まんめぁー

まんまるい【真ん丸い】まんまるえ
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みぜに

—み—

み【箕】めっけぁ

みあわせる【見合わせる】みあへる

みえかくれ【見え隱れ】めーかぐれ

みえすく【見え透く】めーすぐ

みえる【見える】める

みおぼえ【見覚え】みおべ

みかえす【見返す】みげぁす

みかえり【見返り】みげぁり

みがまえ【身構え】みがめぁー

みがまえる【身構える】みがめぁーる

みぎれい【身奇麗】みぎれ

みくだす【見下す】みやすめる

みぐるしい【見苦しい】みぐるす

みけ【三毛】とらば

みけねこ【三毛猫】とらば

みごしらえ【身拵え】みごすれぁー

みごたえ【見応え】みごでぁ

みさかい【見境】みさげぁー

みじかい【短い】みつけぁ

みじかいねむり【短かい眠り】おそね

みじかいはだぎ【短かい肌着】あへどり

みじかくかりこんだあたま【短かく刈り込んだ

頭】かっぱあだま

みじかめ【短め】みつかめ

みじたくする【身仕度する】でだづ

みじまい【身仕舞い】みずめぁー

みじめ【惨め】みずめ、みんずめ

みじゅくあけび【未熟あけび】いすあぎび

みじゅくぶどう【未熟ぶどう】さるまなぐ

みしょう【実生】みしょ

みしんぬい【ミシン縫い】きっけぁぬい

みず【水】あま

みずあそび【水遊び】みずあすび

みずかまきり てぁーごぶず

みすぎ【身過ぎ】くづすぎ

みずき みつき、みんつき

みずくさい【水臭い】みずくせぁ

みずさかずき【水杯】みずさがずげ

みずしも【水霜】みずすも

みずしょうばい【水商売】みずしょーべぁー

みずたまり【水たまり】ぐっちゃ

みずっぱな【水っ洟】みつぱな

みずっぽい【水っぽい】みずぽえ

みずな みず

みずにつける【水に浸ける】うるがす

みずにひたす【水にひたす】うるがす

みずのおちぐち【水の落ち口】しりめなぐず

みずぶね【水舟】みじゃふね

みすぼらしい みすぼらす

みずもの【水物】みずおの

みずや【水屋】みじゃ

みずをあるくこと【水を歩くこと】こぐ

みずをいれる【水を入れる】しっと

みせ【店】めへ

みせかけ【見せかけ】めへがげ

みせさき【店先】めへさき

みせじまい【店仕舞い】めへずめぁ

みせしめ【見せしめ】めへすめ

みせつける【見せつける】めへずげる

みぜに【身銭】みじぇね
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みせば

みせば【見せ場】めへば

みせばん【店番】めへばん

みせびらかす めへずらがす

みせびらき【店開き】めへびらぎ

みせもの【見せ物】めへおの

みせる【見せる】めへる

みぞ【溝】へぎ

みそあえ【味噌和え】みそえぁー

みぞおち【鳩尾】みずおづ

みそこない【見損ない】みそごねぁ

みそさざい ちゃちゃぎ

みぞれ あまゆぎ、あめゆぎ

みたい ～みでぁ

みち【道】みづ

みちあんない【道案内】みずあんねぁ

みちがえる【見違える】みつげぁーる

みちすじ【道筋】みずすず

みちづれ【道連れ】みずずれ

みちでないゆきのふりつもったところ【道でない

雪の降り積った所】はで

みちのり【道程】みずのり

みちばた【道端】みずばだ

みちぶしん【道普請】みづぶすん

みちふみ【道踏み】みずふみ

みつあみ【三つ編み】ぐみこ

みつくち【兎唇】えぐづ

みっしり みしっと、みつっと

みっちり みつっと

みっともない みっともねぁ

みつばち【蜜蜂】みずばず

みつみ【三つ身】みづみ

みどころ【見所】みどご

みなかみ【水上】みずがみ

みなくち【水口】めなぐず、めなぐづ

みならい【見習い】みなれぁー

みにくい【醜い】みだぐねぁ、みにぐえ、めくせ

ぁ、めんくせぁ

みの みん

みのしろ【身代】しんしょ、しんでぁー、すんで

ぁ

みのちいさいかき【実の小さい柿】まめこがぎ

みののくびのまわり【みのの首のまわり】けらく

び

みば みだどご

みばえ【見栄え】みべぁ

みぶるい【身振い】みぶるぎ

みぶるい【身震い】みぼろぎ

みまい【見舞い】みめぁ

みまう【見舞う】かだがる

みみあたらしい【耳新しい】みみあだらす

みみず めめ、めめず

みみっちい みみつ

みみにする【耳にする】きぎはさむ

みみをすますこと【耳をすますこと】さずむ

みもの【見物】みおの

みゃく【脈】みやご

みやすい【見易い】みやす

みやまいらくさ あえこ、えぁーごぎ

みよい【見よい】みえ、みやす

みょうだい【名代】なでぁ、みょーでぁー

みょうちきりん【妙ちきりん】みょーつくりん

みょうみょうにち【明明日】やのさって

みるかげもない【見る影もない】みるかげもねぁ

みれんがましい【未練がましい】みれんがます

みんみんぜみ めんめんじぇみ
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むだづかい

—む—

むいちもつ【無一物】てんぼろけ

むかい【向い】むげぁ

むがい【無害】むげぁー

むかいあう【向い合う】むげぁあう

むかいあわせ【向い合わせ】むげぁあへ

むかいかぜ【向い風】むげぁがじぇ

むかえ【迎え】むげぁ

むかえざけ【迎え酒】むげぁざげ

むかえびと【迎え人】むげぁよど

むかえる【迎える】むげぁる

むかし【昔】しょうでん、へん、むがす

むかしがたり【昔語り】むがすかだり

むかしばなし【昔話】むがす

むかしびと【昔人】むがすびど

むかしふう【昔風】むがすくせぁ

むかっぱら【むかっ腹】むがぱら

むぎこ【麦粉】くつこ

むぎめし【麦飯】むぎまま

むぎわらぼうし【麦藁帽子】むきからしゃっぷ

むく【剥く】ひんむぐ

むこう【向う】むご

むこうがわ【向う側】むごがわ

むこうぎ【むこう気】はなぱす

むこうずね【向こう脛】むがっつね

むごたらしい【惨たらしい】むごたらす

むさくるしい むさくるす

むし【虫】むす、めめ

むしあつい【蒸し暑い】むすあつ

むしおい【虫追い】むすぼい

むしかえす【蒸し返す】むすげぁす

むしき【蒸し器】ふかすがま

むしくい【虫喰い】むしくれぁ

むしぐすり【虫薬】むすくそり

むしくだし【虫下し】むすくだす

むしけら【虫けら】むすけら

むしず【虫酸】むすず

むじつ【無実】むずつ

むじな【狢】むずな

むしのいき【虫の息】むすのえぎ

むしば【虫歯】むすば

むしぶろ【蒸し風呂】むすぶろ

むしぼし【虫干し】むすぼす

むしむし いきいき

むしむしする んむれる

むしる むする

むしろ【蓙】むすろ

むじん【無尽】むんずん

むしんけい【無神経】むすんけ

むずかしい【難しい】むづがす

むずかゆい むずけぁ

むずかる すがむ

むずと むつっと

むすびつける【結びつける】ゆっからむ

むすぶ【結ぶ】つばぐ、むすなぐ、ゆつなぐ

むすめ【娘】あねこ、めらす

むせかえる【むせ返る】むへげぁーる

むせきにん【無責任】むへぎにん

むせっぽい むへぽえ

むせる むへる

むだづかい【無駄使い】ざんぶ、むだずげぁ
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むちゅう

むちゅう【夢中】むじゅ、らんき

むっくと もくっと

むつくと もくっと

むっくり もくっと

むつくり もくっと

むったり むたっと

むっつり むつっと

むつまじい【睦まじい】むずます

むなくそ【胸糞】けだくそ、はらあんべぁ

むなぐるしい【胸苦しい】むなぐるす

むにする【無にする】むんする

むね【棟】ぐす

むねあげ【棟上げ】たでめぁ

むら【叢】～やら

むらはずれ【村外れ】むらはぞれ

むりからぬ【無理からぬ】むりからねぁ

むりじい【無理強い】おーじょーずぐめ

むりなんだい【無理難題】むりなんでぁー

むりやり【無理やり】むりしゃり

むれる【蒸れる】んむれる

むんずと むつっと

むんにゃり むちゃっと
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めんよう

—め—

めあたらしい【目新しい】めあだらす

めあて【目当て】けんと、たより

めい【姪】めっこ

めいさい【明細】めーせぁー

めいさいしょ【明細書】めーせぁーしょ

めいわく【迷惑】きしゃわり

めうし【牝牛】おなごべご

～めかしい【～めかしい】～めがす

めくそ【目くそ】めんくそ

めくばせ【目配せ】めくばへ

めくら【盲】あどさん、ざど、めっこ

めぐりあわせ【巡り合わせ】めぐりあへ

めざましい【目覚しい】めざます

めしあがる【召しあがる】あがる

めしたき【飯炊き】ままたぎ

めしつぶ【飯粒】ままつぶ

めしなべ【飯鍋】ままなべ

めしびつ おはづ

めしをたくなべ【飯を炊く鍋】ままなべ

めすぜみ【雌蝉】おっつじぇみ

めすびとはぎ ぬすみどはぎ

めずらしい【珍しい】めずらす

めだま【目玉】まなくたま

めちがい【目違い】めつげぁ

めちゃくちゃ【目茶苦茶】しちゃもちゃ、もじゃ

くちゃ、もずくたねぁ

めちゃくちゃだ やづはづあねぁ

めったに【滅多に】めったくたん、めってぁ

めっぽう めっぽ

めでたい【目出度い】めでてぁ

めど はりみづ

めにごみがはいってごろごろすること【目にごみ

が入ってごろごろすること】えず

めのまえ【目の前】はなずらもど

めのわらわ めぁらす

めばえる【芽生える】めべぁーる

めべり【目減り】めべれ

めぼしい めぼす

めまい【目まい】めめぁー、もめぁー

めまぐるしい めまぐるす

めやに【目脂】めやね

めょうがのかけい【めょうがの花茎】めょうがだ

げ

めをおとす【目を落とす】めおどす

めんかい【面会】めんけぁー

めんこ ぱっち

めんこあそび【めんこ遊び】ぱっつぶず

めんす【メンス】つぎのおの

めんそう【面相】めんてぁー

めんたい【面体】めんてぁー

めんどうくさい【面倒くさい】めんどくせぁ

めんぼくない【面目ない】めんぼぐねぁ

めんよう【緬羊】ひづず
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も

—も—

も たて

もう えも、ま

もう……か がは

もう……かい ～がは

もう……よ は

もういい たくさだ

もうかる【儲かる】もがる

もうけぐち【儲け口】もーげぞぐ

もうけしごと【儲け仕事】もーげぞぐ

もうける【儲ける】もげる

もうしあう【申し合う】ゆい-あわへる

もうしあわせる【申し合わせる】もーすあへる

もうします【申します】もす

もうしわけ【申し訳】もうすわげ

もうじん【盲人】あどさん

もうふのかたかけ【毛布の肩かけ】かぐまぎ

もうよ【もう……よ】べは

もうろくしたろうじん【もうろくした老人】とし

ょりわらす

もうろくする【耄碌する】ほろける、もーろぐた

がる

もえさし【燃えさし】たぎつり、もえちり

もえのこり【燃え残り】もえちり

もえはじめのやなぎ【萠え始めの柳】いのちこ

もくざい【木材】もぐぜぁー

もくせいたらい【木製たらい】はんぎり

もくせいのおおつち【木製の大槌】あお

もくぞう【木造】もぐぞ

もくそく【目測】めがん

もくひょう【目標】たより

もくへん【木片】きこぱず

もくもく【黙々】もこもこ

もくもく もんもん

もぐもぐ このこの、もごもご

もぐら もんぐらもづ

もぐる【潜る】ずぶくぐり、つっくぐる、むぐる

もじ【文字】のの、もんず

もじずり ねじばな

もしもし もすもす

もじもじ もずもず

もそもそ もこもこ

もぞもぞ もこもこ

もたもた したもた、すたもた、まかまか

もち【餅】もづ

もちあげる【持ち上げる】しったでる、もちゃげ

る

もちあわせ【持ち合わせ】もずあへ

もちいえ【持ち家】もずや

もちこたえる【持ち堪える】もつこでぁる

もちつき【餅搗き】もづつぎ

もちにげ【持ち逃げ】もずねげ

もちにつけるあずきやなっとうがすくなくてよ

くまぶれないこと【餅につける小豆や納豆が

少なくて、よくまぶれないこと】つらあれぁ

もちのいっしゅ【餅の一種】おがのもづ、くだげ

もず、ぐすもづ、むねあげもず

もちのせんぎり【餅の千切り】みづどり

もちの一種【餅の一種】たったらもづ

もちまえ【持ち前】もずめぁ

もちもの【持ち物】もずおの
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もろい

もつ【持つ】たがぐ

もっさり もさっと

もったい【勿体】もってぁ

もったいない【勿体ない】もってぁねぁ

もったいぶる【勿体ぶる】もってぁぶる

もってこい もてこえ

もっと まっと、まと、もと

もつぱら えっぱだ

もてあそぶ もであすぶ

もてあましもの【持て余し者】しっしゃますおの

もてあます【持て余す】しあます、しっしゃます、

すまがらねぁ、はばげる

もてなし ふるめぁ

もどかしい もどがす

もとせん【元栓】もどへん

もとより ねっから

もどる【戻る】とってげぁす

もの【者】おの、もん

もの【物】おの、もん

ものいい【物言い】えごえ、ものゆい

ものおぼえ【物覚え】ものおべ

ものか ～んば、ばや

ものがたい【物堅い】ものがでぁ

ものさし【物差し】さし

ものすごい【物凄い】ものすげ

ものたりない【物足りない】ものたんねぁ

ものなどをこいもとめること【物などを乞い求め

ること】ころ

もののはずみで ひょえっと

ものまね【物真似】ものまねぁ

ものめずらしい【物珍らしい】ものめずらす

ものものしい【物物しい】ものものす

ものもらい【物貰い】ものもれぁ、よのめ

ものわらい【物笑い】ものわれぁ

ものをきったはし【物を切った端】きりぱず

もみ【籾】あら

もみがらのとれないもの【籾がらのとれないも

の】あらもど

もみくちゃにする もじゃぐる

もみぐら【籾蔵】もみど

もみぢいちご きいぢご

もみぢがさ しどげ

もみとおし【籾とおし】もみとす

もみをとったいなほ【籾を取った稲穂】みご

もめんいと【木綿糸】もめど

もも【股】まっか

ももたぶ【腿たぶ】ももたぼ

もものうちがわ【ももの内側】ももたぼ

ももひき【股引】ももしぎ

ももんがぁ ばんどり

もやし もやす

もやもや もやらもやら

もようがえ【模様替え】もよーげぁー

もらいご【貰い子】もれぁこ、もれぁご

もらいぢち【貰い乳】もれぁつずこ

もらいて【貰い手】もれぁて

もらいなき【貰い泣き】もれぁなぎ

もらいび【貰い火】もれぁび

もらいみず【貰い水】もれぁみず

もらいもの【貰い物】もれぁおの

もらいわらい【貰い笑い】もれぁわれぁ

もらす【漏らす】むぐす

もりあわせ【盛り合わせ】もりあへ

もりかえす【盛り返す】もりげぁす

もる【漏る】すずる、むる

もろい【脆い】さっこえ、もろえ
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もろいいし

もろいいし【もろい石】しにいし

もろひざ【諸膝】もろひじゃ

もん おの

もんか ～んば、ばや

もんかげろう あんがりさんがり

もんがまえ【門構え】もんがめぁ

もんだい【問題】もんでぁ

もんぺとはかま【もんぺと袴】はがま
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やっつける

—や—

やいのやいの ほうほ、やあや、やんやん

やがて しょーれぁー

やかましい【喧しい】からやがまし、やがまし、

やがます、やがますねぁ

やがる あがる

やかん かまこ

やきもき やきやき

やきもち へんき、やぎもづ

やきもちをやく やらう

やく やらう

やくがい【薬害】やぐげぁー

やくざい【薬剤】やぐぜぁー

やくじょう【約定】やぐじょ

やくそく【約束】じょーやぐ

やくそくする【約束する】ゆい-がわす

やくたい【益体】やぐでぁ

やくづき【役付き】やぐづげ

やくのついていないすみこみのやといにん【役の

ついていない住込みの雇人】ひらわがじぇ

やくはらい【厄払い】やぐはれぁ

やくび【厄日】ふじょーにず

やけくそ やげのやんぱず

やけこげる【燒け焦げる】やっこげる

やけつく【燒け付く】やげずぐ

やけど【火傷】ひぶぐれ、やげ、やげぱだ

やけに やげん

やける こびる

やごうする【野合する】くつぐ

やさい【野菜】やせぁー

やさいのけいようのつけね【野菜の茎葉の付け

根】かぷさ

やさしい やさす

やしき【屋敷】やつと

やしゅう【夜襲】よいじぶぢ

やしょく【夜食】やしゅぐ

やすい【安い】やす

やすい【易い】やす

やすうけあい【安請け合い】やすうげえぁ

やすっぽい【安っぽい】やすぽえ

やすみなく【休みなく】くづおがず

やすむ【休む】よどめる

やすもの【安物】やすおの

やせうで【やせ腕】やへうで

やせがまん【やせ我慢】やへがまん

やせこける やへこげる

やせち【やせ地】やへつ

やせっこ やへこ

やせている よへてぁ

やせているひと【やせている人】やへこ

やせているもの【やせている者】やへはったぎ

やせる ひっこげる、やへる

やたい【屋台】やでぁ

やたら むだき

やち【谷地】やづ

やちだも しゅつき

やつ やづ

やっかい【厄介】きしゃわり、やっけぁ

やっかいな【厄介な】おえねぁ

やつかむ やがむ

やっつける やつける
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やっぱり

やっぱり やっぱす

やつふさ からどり

やといにん【雇人】あに

やとう【雇う】かげぁる、やどう

やどがえ【宿替え】やどげぁー

やどせん【宿銭】やどへん

やどちん【宿賃】はだごへん、やどへん

やどりぎ きじのほや、ほや

やな【簗】やんな

やに【脂】やね

やはり やっぱす

やぶ【藪】～やら

やぶいしゃ【やぶ医者】やぶえしゃ

やぶかんぞう かんそ

やぶにらみ てっかり

やぶれかぶれ やんぶれかんぶれ

やぼくさい【野暮くさい】やぼくせぁ、やぼてぁ

やぼったい やぼてぁ

やまい【病い】やめぁ

やまいおい【病追い】やめぁぼい、やんめぁぼい

やまいも【山芋】やまえも

やまうるし うるす

やまかがし やまがじぇ

やましい【疾しい】やます

やまときほこり あおみづ

やまどころ【山所】やまどご

やまどり きず

やまどりぜんまい かぐま

やまのかみ【山の神】やまのがみ

やまびこ やまぴこ

やまぶきしょうま じゅなこ

やまぶどう【山葡萄】やまぶんど

やまぶどうのかわでつくったはけご【やまぶどう

の皮で作ったはけご】ぶんどかーはげご

やまほど【山ほど】えんづり

やままゆ【山繭】やまめぁっこ

やまめ【山女】やまべ

やまもり【山盛り】てんこもり、でちっと

ややこしい ややこす

やらい【矢来】やれぁ

やられる えがされる

やりたい しでぁ

やりにくい すずれぁ

やりやすい しやす

やれる するえ、せる、へる

やろう【野郎】やろ

やわらかい やっこえ

やわらかくなる【軟かくなる】やっこぐなる
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ゆわえる

—ゆ—

ゆいしょ【由緒】ゆわれ

ゆうかい【誘拐】しとされぁ

ゆうがた【夕方】ばんかだ

ゆうがたうすぐらくなること【夕方うす暗くなる

こと】かがかが

ゆうがたのあいさつのことば【夕方の挨拶のこと

ば】おばんかだです

ゆうがたのくらくなりはじめのころ【夕方の暗く

なり始めの頃】くらぐら

ゆうどうじんもんする【誘導訊問する】かんまか

げる

ゆうとうせい【優等生】ゆーとーへ

ゆうはん【夕飯】ばんまま、よまま

ゆうびんはいたついん【郵便配達員】はえたづ

ゆうふくだ【裕福だ】ふぐす

ゆうべ【夕べ】ゆべな

ゆうれい【幽霊】たまへ、ゆーれ

ゆかけめし【湯かけ飯】ゆずげまま

ゆかしい【床しい】ゆがす

ゆきおんな【雪女】おぼめ

ゆきかき【雪掻き】ゆぎはれぁ

ゆきがこい【雪囲い】そがぎ

ゆきがっせん【雪合戦】ゆぎだまかっせん

ゆきぐつをつくるきがた【雪ぐつを作る木型】へ

どろがだ

ゆきじょろう【雪女郎】おぼめ

ゆきしろ【雪代】ゆぎすろ

ゆきのした ねごのした

ゆきのすべりだい【雪の滑べり台】すべらこ

ゆきのすべりだいのり【雪の滑り台乗り】すべら

このり

ゆきのつもっているところ【雪の積っているとこ

ろ】ゆぎやら

ゆきのほそみち【雪の細道】とよこみず

ゆきふみぐ【雪踏み具】たらぐづ

ゆきべら【雪べら】けぁしぎ

ゆきまみれ【雪まみれ】ゆぎまぶれ

ゆきみちふみのぎむにんぷ【雪道踏みの義務人

夫】みずふみでんま

ゆきみちをかんじきをつけないであるいたみち

【雪道をかんじきをつけないで歩いた道】つぼ

こみず

ゆきむすめ【雪娘】おぼめ

ゆきをあるくこと【雪を歩くこと】こぐ

ゆさゆさ やさやさ

ゆすぶる【揺すぶる】ゆつがす

ゆたか【豊か】おおふ

ゆっくり ゆっくら

ゆったり ゆたっと

ゆでてはいぬきをする【ゆでて灰拔きをする】つ

ぼねる

ゆどうふ【湯豆腐】ゆどふ

ゆらい【由来】ゆれぁー

ゆらす【揺らす】ゆれらへる

ゆらりと ゆらっと

ゆりかえし【揺り返し】ゆりげぁし

ゆるい【緩い】ゆるえ

ゆるがす【揺がす】ゆつがす

ゆるむ【緩む】ゆれる

ゆるりと ゆるっと

ゆわえつける【結わえ付ける】ゆわぇぁずげる

ゆわえる【結える】からがぐ、ゆわぇぁる
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よ

—よ—

よ ～つぇぁ、～つぉ、～や、さ、じゅ、ぜぁ、ち

ゃ、でぁ

よあけがた【夜明け方】よあげしめぁ

よあそび【夜遊び】よあすび

よあるき【夜歩き】よありぎ

よい え

よいっぱり【宵っ張り】よぴかり

よいつぶれる【醉い潰れる】よっつぶれる

よう べ

よう【様】よ

よう【用】よ

よう【痬】ねごぼ

ようがさ【洋傘】こんもり

ようかちょくぜんのかいこ【蛹化直前の蚕】あだ

ますぎ、ひぎこ

ようく えっくん

ようぐのいっしゅ【用具の一種】べんけ

ようさん【養蚕】おごさまおぎ

ようじ【揚枝】よーず

ようじ【用事】よーず

ようじがはじめてものをいいはじめること【幼児

が始めてものをいい始めること】くずたず

ようしょう【葉鞘】はがま

ようじん【用心】よーずん

ようすいろ【用水路】へぎ、へげ

ようすいろのそうじ【用水路の掃除】へげあげ

ようすいろのふち【用水路のふち】へげずら

ようだ ～よだ

ようだい【容体】よーてぁー

ようち【夜討ち】よいじぶぢ

ようつい【腰椎】こすぽね

ようついこつ【腰椎骨】こすぽね

ような ～よんた

ように よん

ようむき【用向き】こどむぎ

ようもないおしゃべり【用もないおしゃべり】へ

らくづ

ようやく【漸く】やっとごすっとご、ようやら、

よーよ

よーどちんき【ヨードチンキ】ヨジューム

よく えっくん、えぐ、ゆぐ

よくあたる【よく当る】まさす

よくせいいくしたさま【よく成育したさま】ころ

ます

よくせき よぐへぎ

よぐそ【夜糞】よんくそ

よくない えぐねぁ

よくばり【欲ばり】よごはり

よくばる【欲張る】よぐたげる

よくよく えぐえぐ、かだがだ、ゆぐゆぐ、よぐ

しぎ

よけい【余計】よげ

よけいなおしゃべり へらくづ

よこ【横】よごちゃま、よごちょ

よこあい【横合い】よごえぁー

よこぎ【横木】ゆぎ

よこざ【横座】よござ

よこざま【横ざま】よごちゃま

よこす【寄こす】つだす

よこせおい【横背負い】よごじょい
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よろよろ

よこたわる【横たわる】ながまる

よこっちょ【横っちょ】よごちゃま、よごちょ

よこながしする【横流しする】むぐす

よこなぐり【横なぐり】よごなぐれ

よこになる【横になる】ながまる

よこぼうのいっしゅ【横棒の一種】おせぁぼげ

よこむき【横向き】よごちゃま

よざい【余罪】よぜぁー

よし でや

よし【葦】よす

よしきた よすきた

よしず よすず

よしのぼり ごりかつか、なべかつか

よじのぼる【よじ登る】はっちゃがる

よしよし でやでや

よしん【余震】よすん

よすぎ【世過ぎ】くづすぎ

よせあつめる【寄せ集める】つぼける

よせがき【寄せ書き】よへがぎ

よせざん【寄せ算】よへざん

よせる【寄せる】よへる

よそのいえ【他所の家】しとなえ

よそのひと【他所の人】あっつのしと

よそよそしい よそよそす

よだれ【涎】よんだれ

よだれかけ【涎掛け】よんだれかげ

よち【予知】よつ

よち【余地】よつ

よちよち よつよつ

よっかかる【寄っかかる】おかがる

よっぱらい【醉っ払い】さがよと、さげよと、よ

ったぐれ、よっぱれぁ

よっぱらう【醉っ払う】よったぐれる

よつみ【四つ身】よづみ

よていがいししゅつ【予定外支出】おがけーひ、

おがぞうよ

よどおし【夜通し】よっぴて

よにげ【夜逃げ】よねげ

よばい【夜這い】よべぁ

よばれる【呼ばれる】よばえる

よびいれる【呼び入れる】よびへれる

よびこ【呼び子】ぴっぴ

よぶ【呼ぶ】よばる

よぶすまそう ほんな

よみあわせ【読み合わせ】よみあへ

よみごたえ【読みごたえ】よみごでぁ

よみせ【夜店】よめへ

よみちがえ【読み違え】よみつげぁ

よみもの【読み物】よみおの

よめ【嫁】あねこ

よめいり【嫁入り】よめえり

よやくする【予約する】くづかげる

より ～ゆり、ゆが

よりあい【寄り合い】よりぎ

よりかかる【寄り掛かる】おかがる、のかがる、

よかがる

よりつく【寄り付く】よっつぐ、よってづぐ

よる【夜】よさり、よんま

よるかじかをとること【夜かじかを捕ること】よ

がつか

よるしごと【夜仕事】よすごど

よるめし【夜飯】よまま

よろける よろぼる

よろこばしい【喜ばしい】よろごばす

よろしい え

よろよろ よらよら
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よわい

よわい【弱い】みのがねぁ、みのごねぁー、よわ

ぇ

よわね【弱音】がんねぁ

よわねをはく【弱音を吐く】かがなぐ

よわむし【弱虫】がんねぁ、しぴたれ、みのがな

し

よわよわしい【弱弱しい】よへてぁ、よわよわす

よわる【弱る】がおる、やっこぐなる

よんれい【四令】にわ
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らんぼう

—ら—

ら ば

ら【～ら】だ、れば

らいげつ【来月】れぁげつ

らいしゅう【来週】れぁーしゅー

らいしゅん【来春】れぁはる

らいねん【来年】れぁねん

らいびょう【癩病】どうす、どーすたがり

らいびょうけっとう【癩病血統】どーすまぎ

らくいんきょ【楽隠居】らぐえんきょ

らくがん ぶづがす

らくだい【落第】らぐでぁ

らくたん【落胆】きおづ

らくたんする【落胆する】きーおどす、つからお

どす

らくに【楽に】らぐん

らしい ～らす、ふ

られる ～らえる

らんざつ【乱雑】だだちねぁ、やちゃくちゃ、や

っちゃねぁ

らんぴ【乱費】ざんぶ

らんぼう【乱暴】あらぱ
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りきむ

—り—

りきむ【力む】えぎすむ

りくつっぽい【理屈っぽい】りぐずぽえ

りげん【俚言】よづめ

りこう【利口】りご

りこうなこども【利口な子供】ころっけ

りちぎ【律儀】りづぎ

りっしん【立身】りっすん

りゅうすいがあふれること【流水が溢れること】

ぜぁあがり

りゅうつうまい【流通米】りゅーつーめぁ

りょうがえする【両替する】こまこぐする、つぶ

す

りょうし【猟師】てっぽぶづ

りょうしつまい【良質米】りょーすずめぁ

りょうしん【両親】したおや、りょーすん

りょうたん【両端】よーはず

りょうち【領地】りょーつ

りょうて【両手】よーて

りょうほう【両方】ようほ

りょうまい【良米】りょーめぁ

りんち【林地】りんつ

りんと すかすか

864



るすたく

—る—

るす【留守】ゆす

るすい【留守居】ゆすれ、るすえ、るっせ

るすたく【留守宅】からえ
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れいがい

—れ—

れいがい【例外】れーげぁー

れいがえし【礼返し】れーげぁす

れいはい【礼拜】れーへぁ

れいまいり【礼参り】れーめぁり

れいもつ【礼物】れーおの

れきし【歷史】りぎす

れきだい【歴代】れぎでぁ

れる ～え、～える

れるか【～れるか】れっが

れんげつつじ どぐつずぎ

れんたい【連隊】れんてぁー

れんぱい【連敗】びだまげ
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わ

—ろ—

ろう べ

ろう【郎】～ろ

ろうじん【老人】としょり

ろうちん【労賃】ろーつん

ろうどうしゃ【労働者】かへぎと

ろうどうのこうかん【労動の交換】よえ

ろうぼく【老木】ぼぐ

ろうまい【糧米】りょーめぁ

ろくしょう【緑青】ろくしょ

ろくでなし えぐなすおの

ろくな ろぐだ

ろくに ころくたま、ろぐでぁま、ろぐん

ろばた【炉端】ゆりばだ

ろぶち【炉ぶち】あでぎ

わ【は】ば、まだ
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わ

—わ—

わ【輪】わっか

わいだん【猥談】おがだり

わいろ【賄賂】はなくそ

わいわい わやわや

わかい【若い】わげぁ、わげぁー

わかいおんな【若い女】ぼつこ

わかいしゅ【若い衆】わがだづ、わげぁしゅ

わかえ わげぁだげ

わかがえる【若返る】わがげぁーる

わかがわからない【わけが分らない】もんじゃく

ちゃねぁ

わかぎむかえ【若木迎え】わがぎむげぁ

わかしゅ【若衆】わげぁしゅ

わかす【沸かす】たでる

わかぞう【若蔵】わがぞ

わかだんな【若旦那】あんさま

わかなまわし【若菜まわし】わがなまし

わがまま【我が儘】からきづ、きづ

わかみずくみ【若水汲み】わがみづくみ

わかもの【若者】わがおの、わがぞ

わかわかしい【若若しい】わがわがす

わきかえる【沸き返る】わぎげぁる

わきまえる【弁える】わぎめぁーる

わくがい【枠外】わぐげぁー

わくない【枠内】わぐねぁー

わけない【訳無い】わげぁねぁ

わけのわからない【わけの分らない】こもずもね

ぁ

わけへだて【別け隔て】わげへんだで

わけまえ【分け前】わげばんめぁ、わっぷ

わざと わんざど

わざとつっぱねる【わざと突っぱねる】おんかげ

る

わざわい【災】わざわぇぁー

わざわざ やぐやぐ

わざわざひとをつかってやるおつかい【わざわざ

人を使ってやるお使い】わざふ

わし【鷲】わす

わしづかみ【わし掴み】わすずがみ

わずか【僅か】わつか

わずらい【患い】わずれぁ

わずらわしい【煩わしい】わずらわす

わずらわしくいとわしいこと【わずらわしく厭わ

しいこと】じゅんぶぐ

わずらわしくめいわくなこと【煩しく迷惑なこ

と】きしゃわり

わすれぐさ かんそ

わすれっぽい【忘れっぽい】わすれぽえ

わすれもの【忘れ物】わすれおの

わすれる【忘れる】わすえる

わせ【早生】わへ

わだい【話題】わでぁー

わたいれ【綿入れ】わだえれ

わたいれはおり【綿入れ羽織】ねんねこ

わたいれはんてん【綿入れはんてん】どんぶぐ

わたうち【綿打ち】わだぶず

わだかまり もやらもやら

わたくし【私】おら

わたし【私】おら、しと、わだす

わたしたち【私達】おら、おらだ
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われるさま

わたしちん【渡し賃】わだすつん

わたす【渡す】つだす

わたぼうし【綿帽子】わだぼつ

わたりあるく【渡り歩く】わだりありぐ

わな おっちょ

わび【詑】わんび

わびる【詑びる】ゆわげる

わらい【笑い】われぁー

わらいこける【笑いこける】われぁーこげる

わらいごと【笑い事】われぁーごど

わらいばなし【笑い話】われぁーばなす

わらいもの【笑い者】われぁおの

わらうさま【笑うさま】げだげだ

わらうち【藁打ち】わらぶず

わらくず【藁屑】わらくたず

わらじ【草鞋】わらず

わらのいっしゅ【藁の一種】かっつぁわら

わらのたいひ【わらの堆肥】わらごえ

わらのゆきぐつ【わらの雪靴】へどろ

わらび ほうだこ

わらびのいっしゅ【わらびの一種】むらさぎわら

び

わらぶとん【藁布団】くずぶどん

わりあい【割合】わりえぁー

わりこむ【割り込む】つっぱまる

わりに【割に】わりかす

わるあそび【悪遊び】わるあすび

わるい【悪い】えぐねぁ、わり

わるいこと【悪いこと】ぶんま

わるいもの【悪い物】えぐなすおの

わるがしこい【悪賢い】さるがしこえ、わるがす

こえ

わるぎ【悪気】わりげ

わるぐち【悪口】あぐでぁ、あっこ

わるぐちのかぎり【悪口の限り】あぐでぁもぐで

ぁ

わるもの【悪者】えぐなすおの、わるおの

われた【～われた】わっだ

われもの【割れ物】われおの

われるさま【割れるさま】ざぐっと
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後書き

（『及位の方言』より）

当地の民話を集めたのが機縁になり，当地の方言を集め始めたのが，昭和 54年からで，以後ポケッ
トからメモ帳を離さず，また，寝る時も枕元にメモ帳を置いて収集し，頭から方言の離れることがな

い有様であった。そして，集め終わったつもりでいたら，追加が出，その追加後も，ぽつん，ぽつんと

出たが，恐らくまだ出るだろうと思われる。

標準語や共通語化の進んでいる現在なので，既に使われなくなった言葉が沢山ある。例を挙げると，

「あんさま―若旦那」，「おどっつぁ。つぁつぁ。つぁ。ま―お父さん」，「がが。ががつぁ。がっか。あっ

か―お母さん」などがあり，行事に関する言葉では，「こえしょい―堆肥背負い。旧正月 11日の行事」，
「やんめぁぼい―病追い。旧 1月の行事」，「わがみづくみ―若水汲み。旧元日から 7日までの行事」な
どがあり作業や器具などの言葉では，「こねぁぶづ―小苗配り」，「ずんぎり―刻み煙草入れ」，「ひだな

―いろりのつり棚」など，主として，現在行われていない行事，作業，使われていない器などに多い。

それだけに，私にとっては，それらの言葉から滲み出る，昔の生活が甦って来て懐かしく捨てるこ

とが出来なかった。

この地区の方言の特徴を少し挙げると，先ず，「い」を「え」といい，「いい」が「え。ええ」といい，

「家柄」を「ええがら」というし，「しぃ」が「し」または「す」といい，「美しい」が「うづぐす」とよ

び，「やさしい」を「やさし。やさす」といっている。なお，「せ」を「へ」といい，「清潔」を「へぇけ

づ」といい，「せかせか」を「へかへか」といい，「ない」を「ねぁ」といい，「できない」を「でげね

ぁ」，「行かない」を「えがねぁ」といっている。また，促音の「っ」をとって使うくせもある。例えば，

「使った」は「つかた」といい，「行った」は「えた」，「乗った」は「のた」，「なって」が「なて」のよう

である。さらに，「さい」を「せぁ」と使い，「下さい」を「くだせぁ」，「くさい」を「くせぁ」といい，

「たい」を「てぁ」と使い，「目出たい」を「めでてぁ」，「大層」を「てぁそう」のようで，これはほん

の一，二例を挙げたに過ぎない。

私の集めた方言の語は余り多くなく，見出し語で 3,000語位であり，同義語を併せると，3,700語位
になるようである。

書き上げて見て，これは，私の貴重な遺産になることを先ず感じ，また，語学力を考えると，実に

じくじたるものを禁じえない。
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後書き

（『続及位の方言』より）

『及位の方言』を出版（昭和 57年 12月）してから既に五年の歳月が流れてしまったが，時の流れ
の早いのには驚いてしまった。

方言は話し言葉の中で生れたものであり，見出し語の意味を主として説明するよりも，その言葉が

どんな会話文の中で使われているかを出した方が，理解され易いのではないか，また，会話文を出せ

ば，見出し語には出てこない，いろいろの語の活用形も出て，更に多くの方言の使い方が分かるので

はないかと考え，会話文を出した次第である。

また，この会話文はフォネーム表記を添えたかったが，それでは頁数が余りに多くなるので，残念

ながら省略した。なお，同義語も見出し語に出そうかと思ったがこれも会話文の末尾に書き，会話文

もせめて二通りぐらい書きたいと思ったが長くなるので，一通りだけに止めた。

収録した見出し語は『及位の方言』と今回の『続及位の方言』を併せると，7千語を越す語数とな
り，方言もこんなにあるのかと驚いた次第である。

これからは正続を再検討し，金田氏と共同で，方言辞典を作りたいと話し合い，今その準備を始め

ているところである。また，出来たら見出し語にならなかった活用形も収集したいものと思っている。
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1941年（昭和 16年）4月 山形試験地異動
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1951年（昭和 26年）5月 日本林学会大会（東京目黒）・松樹害虫について

1963年（昭和 38年）4月 山形営林署異動

1963年（昭和 38年） ブナ林防腐防虫試験発表（秋田営林局）

1965年（昭和 40年）4月 新庄営林署異動

1976年（昭和 51年）12月 新庄営林署退職

1977年（昭和 52年）4月 及位の方言・昔話・わらべ歌の収録に着手

1982年（昭和 57年）12月 『及位の方言』自費出版
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1992年（平成 4年）3月 真室川の昔話 3巻 4巻（安楽城編）
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